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実施頻度
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理由 具体的に
何をしてい
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何をしてい
たか

9000

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 1 1 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

常時は4歳
児27名を2
名の保育教
諭で見てい
るが、当時
はコロナで休
んでいた保
育教諭の補
助に１名が
回っていたた
め、当日在
籍の４歳児
23名を保育
教諭1名で
見ていた。

・当児の予
想される動
きを見据
え、注意喚
起をする。
・普段より
配置が薄く
なる場合
は、特に遊
びの環境を
考慮する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

・園庭にに
ぬかるみが
みられ、靴
の裏が滑り
やすくなって
いた。
・着地点に
ぬかるみは
なかったの
で、当児も
保育者も
滑りやすい
ことに気付
かなかった

・遊具だけ
でなく、園
庭全体で
ぬかるみが
みられる場
合は特に
気を付け
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

・動きの活
発な児童
を把握し、
見守り及び
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

2～3メート
ル離れた位
置からほか
の児童と話
しながら見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭に出
ていたのは
4歳児23
名・教諭1
名のみ

常時と異な
る職員配
置であっ
た。

担任であっ
ても、常時と
異なる職員
数で保育す
る場合は特
に気を付け
る。

9001

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 19 2 2 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左耳鼓膜
損傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

該当なし 特になし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12 該当なし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手にせんだ
んの枝を
持って遊ん
でいたこと
が怪我に
繋がる要
因の一つと
も考えられ
る。

園児たち自
身が発想し
た遊びを否
定したり、自
然物を除外
することは不
可能である
が、園児たち
の行動や様
子に気を配
り、様々なリ
スクを想定し
た見守りと
必要に応じ
た声掛けを
丁寧にして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調面に
変わりはな
くいつも通り
であったが、
寝転んでい
た。そこに
他児が現
れ寝転んで
いたため
に、本児の
耳の穴があ
らわになっ
ているのを
見つけて枝
を入れてし
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当職員
は、本児
達の存在
や遊んでい
る様子は
知っていた
が、他児の
行動には
予測が出
来ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には3
歳児クラス
のみで2人
の職員がい
たが、一方
の職員はそ
の他の子ど
もの対応を
していた。

特になし

子どもの動き
を予測し、
職員間でさ
らに連携をし
ていく。

9002

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 24 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

―

全職員に
事故発生
の状況を
伝え、原因
分析、対
策を考えて
いく。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

隣同士が
近くなって
いた。

環境を広く
できるよう
に、棚など
の配置を
見直す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

子どもと子
どもの間隔
をあけて座
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

両手を床
につけ正座
をし絵本を
見ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

前で絵本
の読み聞か
せをしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

座っている
子どもの後
ろから座っ
て見守って
いた

絵本をみん
なで見るた
めに集まっ
て座ってい
た為。

子どもの間
隔をあけて
座っているか
確認する。

9003

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 5 2 2 1 1 1 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右第5趾
基節骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

3～4
2.基
準配
置

周りの子の
走るスピード
や方向転換
する予測に
欠けていた
（職員も同
等に走ってし
まった）。報
告・連絡・相
談のタイミン
グを逸してい
る。

職員は子ど
もに接近し
て走ると足を
踏む可能性
があること、
職員の靴の
配慮をする
こと。報告・
連絡・相談
は必須事項
であり、再度
周知徹底す
る。

2.不定期
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 2 ―

園庭、室
内外含め
て数人の
目で安全
確認をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

小人数で
あったがケ
ガをさせて
しまった。
注意欠
損。

職員は、
靴を脱いで
走る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いっぱい走
り活発で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一緒に走っ
て遊んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
は雑用業
務をしてい
た。

5名の園児
対応であっ
たので、保
育教諭は1
名で適時。

全員共有
で、靴の重
みで子どもが
骨折する可
能性がある
ことを再認
識する。

9004

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 12 2 2 15.３

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

上唇裂
創、右上
顎A 脱
臼、左上
顎A陥入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 ー

1.基
準以
上配
置

コロナ禍に
より、事故
予防に関
する研修に
参加するこ
とができな
かった。

今後、研
修の機会
があれば参
加し、職員
一人一人
の安全意
識を高めて
いきたい。

1.定期的
に実施 ー 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 295 特になし

遊具の周
囲に屋外
用マットを
置く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

降園前に
は、子どもの
目が行き届
くよう落ち着
いて過ごせる
ような活動を
する。遊戯
室で遊ぶ時
の運動遊具
の数を減ら
す。安全に
遊べるように
遊び方の約
束をする。

子どもの姿
を予想し
て、サーキッ
トの作り方
や組み合
わせ方をよ
く考える。
危険だと思
う場所や遊
具は使用
しない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

巧技台と平
均台の組み
合わせの手
前で子供を
見守っていた
が、対象児
がマットで足
を滑らせた
瞬間、手を
差し伸べよう
としたが間に
合わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

フープや
ボールで遊
ぶ他児の
様子を見
守っていた
ため、すぐ
に対応でき
なかった。

遊戯室で
子どもたち
が自由に
遊ぶには広
範囲で目
が行き届か
ない。

遊戯室で運
動遊具を出
して遊ぶ時
には、十分
目が行き届
き援助でき
る職員がい
る時に遊ぶ
ようにする。

　　　教育・保育施設等における事故情報データベース【令和６年９月10日更新】

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9005

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 52 14 15 23 4 2 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

預かり保育
時間中で
異年齢児
で過ごす。
本児も室
内を走って
いて、保育
教諭が注
意をしようと
した際に他
児とぶつ
かった。

5月という
時期で園
生活にまだ
慣れていな
い園児もい
るため、室
内での遊び
方やルール
を丁寧に
指導する。

1.定期的
に実施 　 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 295 特になし

机の配置
を変える又
は片付ける

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

未然に事故
を防ぐために
も、職員が
約束事を伝
え危険な状
況にならない
よう配慮す
る。室内を
玩具の種類
ごとにコー
ナー割し、
走ったり大き
く動き回らな
いような状
態を作る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

室内を走っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児とぶつ
かるところを
目撃した。
首から肩に
かけて痛み
を訴えたた
め、すぐに
冷やして様
子をみた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児を見
ていたり、お
迎えの保
護者の対
応等をして
いたり、担
当の仕事
をしてい
た。

室内を走っ
ていることに
早く気付く
ようすべき
だった。

事故を予測
し、未然に
防げるように
強化してい
く。

9006

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 1 1 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

常時は4歳
児27名を2
名の保育教
諭で見てい
るが、当時
はコロナで休
んでいた保
育教諭の補
助に１名が
回っていたた
め、当日在
籍の４歳児
23名を保育
教諭1名で
見ていた。

・当児の予
想される動
きを見据
え、注意喚
起をする。
・普段より
配置が薄く
なる場合
は、特に遊
びの環境を
考慮する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

・園庭ににぬ
かるみがみら
れ、靴の裏
が滑りやすく
なっていた。
・着地点に
ぬかるみは
なかったの
で、当児も
保育者も滑
りやすいこと
に気が付か
なかった

・遊具だけ
でなく、園
庭全体で
ぬかるみが
みられる場
合は特に
気を付け
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

・動きの活
発な児童
を把握し、
見守り及び
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

2～3メート
ル離れた位
置からほか
の児童と話
しながら見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭に出
ていたのは
4歳児23
名・教諭1
名のみ

常時と異な
る職員配
置であっ
た。

担任であっ
ても、常時と
異なる職員
数で保育す
る場合は特
に気を付け
る。

9007

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 33 10 23 3 2 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

第５指基
節骨、第
４指基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

ー
2.基
準配
置

階段の上
から手すり
を持って降
りるように
声を掛なが
ら見守って
いたが、左
手に巾着
袋を持って
おり、転倒
した際に上
手く手をつ
けなかった
可能性が
ある。

階段を下り
ている間
は、中央
付近での
見守りを１
名増やす。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 ー ―

階段の滑り
止めの見
直し。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

―

階段の昇り
降りの指導
を強化す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

片手に荷
物を持ち、
手すりを握
りながら降
りていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

階段の一
番上から声
をかけなが
ら見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

階段下の
少し離れた
ところで、
他の園児
の対応をし
ていた。

―

見守りの人
数を増や
す。職員が
道具類を降
ろし、手をつ
ける状態に
する。

9008

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 16 4 4 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左足中そ
つ骨　骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

はっきりした
原因は特
定できない
が、保育教
諭の気づか
ない所が
あったかもし
れない。

子どもから
目を離さな
いようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

当園の一
時預かりを
利用してい
たので慣れ
ているところ
はあった
が、一時保
育の保育
室と違って
いた

ぶつかりそう
なところ、
落としたら
重たいおも
ちゃを確認
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育初日
ということも
あり気持ち
を落ち着け
るような場
所や遊びを
考える。

他の保育
教諭と連
携をとって
死角を作ら
ないように
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体で見
ていた。い
ろいろな保
育教諭が
関わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

クラス別保
育に入って
いたのでク
ラス内の保
育教諭で
保育してい
た

もう少し個
別に対応
するべき
だった。

手薄になっ
ている時間
があったか、
もう一度確
認していく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童
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の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9009

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 47 5 5 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

芝マットの
砂の量が
多く、マット
のクッション
性が低減
していた。

骨折予防
で常時敷
いている芝
マットの砂
を取り除
き、より安
全に遊べる
ように環境
整備を行っ
た。今後は
定期的に
砂を取り除
いていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があった
ため、特に
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭あそび
中、うんて
いにぶら下
がってあそ
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

うんていの補
助についてい
た。（一人
でうんていに
ぶらさがった
り進むのが
難しい場合
は、身体を
支えたり危
険がないよう
に見守りを
常に行ってい
る）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

各遊具の
補助につい
ていた。
（全体が
見渡せる
場所にい
た）

特になし

今後は、年齢
に合った取り
組み内容であ
るか、よく検す
る。補助が必
要な児童は
すぐ傍につき、
すぐに体を支
えることができ
るように配慮
する。

9010

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 　　43 8 10 25 6 6 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足ふくら
はぎ部分
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 365 1.定期的

に実施 365 1.定期的
に実施 365

ロッククライ
ミングの裏
側が死角
になりやす
く、職員の
目が行き
届かないこ
とがあった。

ロッククライ
ミングの裏
側を閉鎖
し、職員の
目が行き
届くように
改善した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ロッククライ
ミングに登っ
ていた他児
が上から降
りようとして
いることに
気付かず、
その下を走
り去ろうとし
てしまった。

ロッククライ
ミング付近
は走って
通ったりし
ないよう、ま
た遊び方に
ついて約束
事を再度
子ども達に
知らせる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ロッククライミ
ングに登って
いた子どもが
降りてくるの
を見守ってお
り、対象児
がその下を
通っているこ
とには気付
かなかった
が、転倒す
る瞬間は見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

至近距離
にはいた
が、他児と
関わってい
た為本児
に気付かな
かった

総合遊具
の近くでは
職員がそば
について、
走ったり危
険な動きが
ないか見守
る必要が
あった。

総合遊具
付近は走ら
ないよう声を
掛け、遊ん
でいる間は
職員が総合
遊具のそば
について常
時見守るよ
うにする。

9011

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 3 　 　     4 2 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首の
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

―

固定遊具
や用具で
遊ぶときの
見守り方を
繰り返し研
修し、実践
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

安全点検
は十分して
いるので、
改善するこ
とは特にな
し。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

―

もう一度、
クラス全体
で遊び方の
確認をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

あまり出し
ていない遊
具に興味
を持ち、友
達と一緒に
集まって遊
んでバラン
スを崩して
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで見
守っており、
本児がバラ
ンスを崩し
た後足の
痛みを訴え
たため保冷
剤で冷やし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の遊びを
している子
どもについ
て見守って
いた。

―

けがをしない
ように他の
職員も絶え
ず全体を見
渡して、さら
に声掛け合
うようにす
る。

9012

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 10 1 1 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

研修等を
実施し、職
員数も基
準内である
が、危険予
測が不十
分であっ
た。

常に危機
管理意識
をもち、保
育に当た
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 随時

オニごっこを
している範
囲内に、障
害物（滑
り台）が
あった。

活動内容
によって、
遊ぶ場所
の限定をす
る等十分
に安全を
考慮する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

オニに集中
しすぎて、
周りが見え
ずに走って
しまった。

活動内容
や時間帯
を考慮した
り、障害物
がない広い
場所で遊
ぶよう安全
指導したり
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちや保
育者と一
緒にオニ
ごっこを楽
しんでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

オニごっこを
始めた直
後で、他児
と一緒にオ
ニから離れ
たところだっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

5歳児とい
うこともあり
子どもたち
同士で遊
び始めてい
たため、少
し離れた場
所から遊び
の様子を
見守ってい
た。

子どもの行
動予測や
怪我につな
がる可能
性を予測
できていな
かった。

今後、遊び
始める前に
周囲の様子
をよく見なが
ら逃げるよう
に知らせてい
く。

9013

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 55 12 43 6 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

遊ぶ前に
子ども達と
の安全な
遊び方の
確認・指導
を行ってい
たが、その
場にふさわ
しい遊び方
を再確認し
ていく必要
がある。

子ども達の
動きを予
測し、どの
ような場面
が考えられ
るか話し合
い、援助・
安全確認
をしていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 12

日常的に
利用してい
る園庭での
遊具である
が、安全点
検・遊び方
を職員・園
児とその都
度再確認
する。

子ども達の
動きを予
測し、どの
ような場面
が考えられ
るか話し合
い、援助・
安全確認
をしていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつも遊ん
でいる遊具
だったが、
手を滑らせ
てしまった。

子どもの行
動を予測し
て安全点
検・遊び方
の再確認
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯での
遊び、上手
になった様
子を先生
にみてもら
おうとして、
早い動きで
雲梯を渡っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任は少し
離れたところ
にいたが、支
援ヘルパー
がその場に
一緒にいて
本児の様子
を見ていた。
動きが早く
危険を感じ
声をかけた
が、その瞬間
に落下してし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

それぞれの
クラスの保
育、職員
室での業
務を行って
いた。

園庭での
解放感を
感じながら
の遊ぶ子ど
もの動きに
気をつけな
がら援助す
る。

意欲的に遊
ぶ姿を認め
ながらも、子
ども達の活
発な動き
に、どう対応
するか、職
員の立ち位
置・分担を
再確認して
いく。
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以
上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9014

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 　29 5 5 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨・尺骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

―

あらゆる可
能性を考
えて観察を
行う。職員
間で今回
の事故の
情報を共
有し、事故
の分析を
行い再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施 開園日数 1.定期的

に実施 開園日数 1.定期的
に実施 開園日数 ―

今回の事
故に関し
て、施設・
設備の影
響はなく、
改善の必
要なし。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

動的な環
境が多く、
動き回る
園児の姿
があった。

絵本を読
んだり落ち
着いた環
境を設ける
など、環境
の見直しを
行う。動的
遊びと静的
遊びの環
境を分けて
設定する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

1名は電車
あそびを見
守りながら
他児の促
しもしてい
た。もう一
名は着替
える園児の
見守りをし
ながら本児
の様子も
確認してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

食事をして
いる園児の
見守り片づ
けをしてい
た。園児の
寝かしつけ
をしてい
た。

様々に動
き回る園
児が他児
を踏んでし
まう可能性
を予測でき
ていなかっ
た。

危険を予測
した保育環
境の設定を
行う。園児
への言葉か
けを適宜行
う。

9015

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 60 20 20 20 7 7 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

職員それぞ
れの危機
管理の違
い

全職員が
同じ危機
管理意識
を持てるよ
うに会議等
で話し合う

2.不定期
に実施 3～4 2.不定期

に実施 3～4 2.不定期
に実施 3～4

園内外を
仕切ってい
るフェンス
株の固い
部分はその
ままだが、
段差になっ
ている部分
はクッション
あり。

下腿部分
にもクッショ
ン性のある
ものを使用
するかは検
討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友だちと元
気よく園庭
を走り回っ
ていた。

ハイテンショ
ンとなった
気持ちに
身体が追
い付かず、
バランスを
崩したと考
えられるた
め、日頃の
体力強化
や身体の
使い方を
考える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いっぱい走
り活発で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ピードが出
ていたり、
危ない状
況には言
葉がけを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

―

その日の子
どもの状
態、気分が
高揚してい
たと考えら
れる。

小まめに言
葉がけをした
り、危ない状
況を認めた
りした場合
は止めるよう
にする。

9016

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 　　16 4 4 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

研修やマ
ニュアルで
学んではい
るが、日常
の保育に
活かされて
いないとこ
ろがみられ
る。

事故発生
時の状況
や要因を
職員間で
共有し、事
故防止の
対策に努
める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

ゲームボック
スを使って
の遊びの様
子や危険
を把握でき
ていなかっ
た。

遊びの様
子を見守り
ながら危険
を防ぐことが
できるよう、
遊びの内
容を見直
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

台から飛び
降りる部分
にマットを
敷いていな
かった。

遊具を使
用する際は
高さにかか
わらず、マッ
トを使用す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ゲームボック
スを並べて
作った道の
上を歩いて
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

平均台見
守り、梯子
見守り、遊
具の位置
修正、列に
なった子ど
もの見守
り。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見てい
た。

子どもの運
動能力、
普段の様
子から危険
を予想する
ことが不十
分だった。

事故の要
因、職員配
置など安全
管理の見直
しを行う。

9017

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2,3
2.基
準配
置

普段の遊
びや場所で
あることで、
危機感を
持ちにくかっ
た。

職員の危
機管理意
識を高める
とともに怪
我の発生
状況につい
て職員周
知を行な
い、同じよ
うな怪我が
防げるよう
にする。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 3

安全点検
は定期的
に実施して
いる。床面
に問題はな
かった。

子どもの遊
びに合わせ
て環境の
再構成を
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者は
一緒に遊
んでいた
が、着地し
た時の足の
状況ははっ
きり見られ
ていなかっ
た。

保育者は
子どもの姿
に気を配
り、咄嗟の
対応ができ
るようにす
るとともに
怪我が起
きた時には
状況を正
確に確認
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ジャンプして
いた際、着
地に失敗
し、足首を
ひねる

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児のそば
にいたが、
着地した時
の怪我の
部位となる
所の動きは
把握してい
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

離れた場で
他児の遊
びを見てい
たため、
対象児の
様子は見
ていなかっ
た。

規定通りの
人数で保
育に当たっ
ていたが、
いつも遊ん
でいる安全
な場であっ
たため危機
意識が持
ちにくく、ケ
ガの部位と
なる所の動
きが見られ
ていなかっ
た。

どんな状況
であっても危
険がないか
常に危機意
識をもって見
守る。

9018

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 　31 0 3 10 1 8 9 0 9 8 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

園庭遊び
時の危険
の認識につ
いて差があ
る

園庭遊び
時の危険
状況の再
確認

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

他の園児
が使用した
後、片づけ
られずにお
いてあった
三輪車が
あった。普
段園児が
片づけるよ
うに声掛け
をしている
が、職員が
片づけるこ
ともあった。

三輪車を
園児だけで
片づけるに
は三輪車
置き場が
狭いため、
一時的に
園児が片
づける場所
を決めてお
く

7.その他

園庭に使
用していな
い三輪車
があった。ぶ
つかった三
輪車とは別
に２台ほど
三輪車が
出ていた。

使用しない
三輪車は
片づけるよ
うに声掛け
をし、放置
されている
場合にはす
ぐに職員が
片づけるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこで
逃げる際、
追いかけて
くる鬼の方
を見ながら
走っていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児が鬼
ごっこをして
いるところを
見て「ぶつ
からないよ
うに」「前見
てね」と声
かけをして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭でその
他の園児
の保育を
行っていた

―

鬼ごっこを行う
際には安全な
環境が整って
いるかを確認
してから行う。
鬼ごっこと三
輪車・ボール
などは一緒に
行わない。こど
も主導で始め
た場合には環
境を整えるま
で違う遊びへ
誘う
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9019

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 　　20 2 2 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折
（ひび）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

本児の体
づかいの不
器用さ・体
幹の弱さが
ある。

体を使った
遊びをより
多く体験さ
せていく。

1.定期的
に実施 261 1.定期的

に実施 265 1.定期的
に実施 211 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

支度をする
場所を明
確にし習慣
化させてい
くよう指導
していく。支
度をすませ
てからから
遊ぶ場所
を決めてお
く。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもと違
い、気持ち
が落ち着か
ず、興奮し
てしまった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

担任が遅
番のため不
在。他の職
員が対応
に当たる直
前の出来
事だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の保育
者2名で子
どもを見て
いた。（他
の園児の
対応をして
いた。）

―

担任がいな
い場合に
は、他の職
員が早い時
からフォロー
に入るように
する。

9020

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 54 14 12 16 12 3 3 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他園児と
遊んでいる
際に楽しく
なり気持ち
が高ぶって
しまってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他園児の
お迎えなど
により目を
離したた
め、怪我を
した瞬間を
見逃してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
園児をみて
いたり、お
迎えの対
応などもあ
り見ていな
かった。

―

怪我の瞬間
や状況が把
握できるよう
に、引き続
き園庭全体
に注意を向
けていく。

9021

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右人差し
指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2,3
2.基
準配
置

園児の危
険と予想さ
れる動きに
対する危
機意識が
欠けてい
た。

職員の危
険予知と
転倒等した
時の処置
への判断
能力を高
め、同じよ
うな怪我が
防げるよう
にする。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 3

廊下には
特に障害
物などなく
問題はな
かった。

日頃から、
通路となる
ところは整
理整頓して
おく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

後ろ向きの
歩行をする
にあたって
の安全な
環境や状
況ではな
かった。

状況を見
極め、安全
な場でする
ように促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

周囲の友
だちや職員
と歩く際、
本児だけが
後ろ向きに
歩いてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児が後
ろ向きに歩
いていること
は認識して
いたが、転
倒する際
距離があり
受けとめる
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の場で
保育をして
いたため、
本児の動
きを見てい
なかった。

園児の危
険が予想さ
れる動きに
対する危
機意識が
低かった。

危険と考え
られる行動
を職員間で
周知し、職
員全体の危
機意識を高
める。

9022

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 　　11 8 11 10 11 14 0 0 11 11 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

ー
2.基
準配
置

―

マニュアル
に沿った保
育を心掛
けるよう再
確認

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭が広
いため、あ
る程度子ど
もたちに活
動範囲の
限界を認
知させる必
要がある。

三輪車など
の乗り物の
使用制限

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

マニュアル
に沿った保
育を心掛
けるよう再
確認

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

三輪車に
乗っている
事実は確
認していた
が、転倒を
阻止する
手立てはな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

―

スピードを
出しすぎた
本児の運
転操作ミス

乗り方の指
導

9023

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 　14 7 　7 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足関節
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

―

子どもにか
かわる人を
増やし、教
師が集まら
ず全体を
意識して子
どもの動き
を見るよう
にした。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 2 ―

園庭、室
内外含め
て数人の
目で安全
確認をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

子どもが自
由に楽しく
遊んでいる
から安心で
はなく、子ど
も一人ひと
りの心の様
子、友だち
との動きな
どよく見て
教師間で
の情報の
共有をする
ようにした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

―

親友との追
いかけっこ
で捕まりたく
ないという
思いが、慌
てて走る大
きな要因に
なった。年
長児だから
大丈夫だと
思わず目を
離さないよ
うにする。

引き戸の
レール上に
滑り止めの
シートを置い
た。室内、
廊下は走ら
ないようにし
た。
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以
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9024

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 25 9 8 8 4 4 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指関
節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

配置は適
切であった
と思われ
る。研修等
で安全意
識を高め、
定期点検
以外のとき
でも危ない
箇所を発
見できるよ
うにしていく
必要があ
る。

立ち位置
を工夫しり
広い視野
で見守るよ
うにする。
雨風や園
児の動きに
よって摩耗
したりずれ
たりする道
具や遊具
を把握し、
早期に異
常を発見
するよう努
める。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

マットの下
の土壌に
凸凹（１
㎝前後）
生じて、マッ
ト同士の
隙間が少
し浮いてい
た。

事故後すぐ
に(当日中
に)、マット
下の土壌
を均し、マッ
トの隙間が
浮かないよ
うに改善し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年長児の鬼
ごっことして
は使用範囲
は適切で
あったと思わ
れる。遊びの
特性上、影
や追いかけら
れにくい場所
に行くことは
予想すべき
であった。そ
の範囲にあ
るマットの状
態の保守に
至らない点
があった。

保育者が
より広い視
野で見守
るようにす
る。定期点
検以外も
職員が異
常に気づく
よう努め
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段通り、
活発であっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園児のいる
位置につい
ては把握し
ていたが、
遊びの特
性上、すぐ
近くにいた
わけではな
い。転倒す
るその時の
動きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

鬼ごっこを
していること
は把握して
いたが、対
象児の動
きそのもの
は見ていな
かった。

鬼ごっこを
していたた
め当該児
が一人離
れた状況に
だった。

各職員が、
より広い視
野で見守る
ようにする。

9025

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 37 12 12 13 3 3 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特にありま
せん

人員配置
を満たして
おり、特に
ありません

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特にありま

せん

定期的な
安全点検
をしており、
特にありま
せん

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児はそれ
ぞれ好きな
遊びとして
いた。職員
は、一人で
ボール遊び
をしている
本児を離
れた場所か
ら見守って
いたが、近
くにはいな
かった。

ボール遊び
をしたい園
児は、担
当職員に
声を掛け
担当職員
がボールを
用意し、近
くで見守る
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

担当職員
と少し離れ
た場所で、
1人でボー
ル遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児が1人
でボール遊
びをしている
ところを離れ
た所で見な
がら、他の園
児の補助
(ターザン
ロープ遊び)
をしていた。
泣き声で転
んでいる本
児に駆け寄
る。倒れた
瞬間は見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の至近にい
たり、降園
児の引き
渡しを行っ
ていた。本
児の鳴き
声は聞こえ
たが、担当
職員が対
応したた
め、他の園
児の保育
を継続し
た。

ボール遊び
をする園児
には、担当
職員はボー
ル遊びを行
う園児につ
くようにす
る。

園児がころぶ
ことを未然に
防ぐことは難し
いが、ボール
遊びをする際
は、時間や場
所を指定して
職員を配置
することで、事
故が起きた後
の対応を素
早く行うことが
できると思わ
れる。

9026

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 　　12 4 5 3 2 2 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肩部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

事前に子ど
もと危険を
確認し、阻
止すること
ができな
かった。

実際に事
故の起きた
場所で、子
どもたちと
危険の確
認と約束を
する。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 24 2.不定期
に実施 12 ―

柵なので遊
具ではない
が、子どもた
ちが遊んでし
まった場合を
想定し、転
倒した際の
ケガ防止の
クッション等
を下に敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

危険防止
の柵も遊
具として扱
われてし
まった。

実際の場
所に立ち
会い、危険
箇所や注
意事項を
子どもたち
と確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

学年も大
きくなり、活
発になると
共に危険
な遊びもで
きるように
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
る中で危
険に気付
き、園児に
注意喚起
をするが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体を見
てはいた
が、危険に
は気付か
なかった。

対象児は
以前にも
注意をされ
たことがあっ
たが、その
遊びに慣れ
てしまってい
た。

職員も園児
も慣れてしま
わないよう、
定期的に危
険箇所や危
険事項の確
認を行う。

9027

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 75 4 4 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足くるぶ
し付近の
軟骨骨折
（骨端線
損傷）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 2.不定期
に実施 300

築山での
怪我が他
児でも続い
ている。

危険個所
がないか、
再度確認
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と鬼
ごっこをして
いて、急い
で築山を
下り降り
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
渡したり、
他児と遊ん
だりしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭を全
体的に使っ
て、通常通
りに遊んで
いたため、
特別に至
近距離で
見守るとい
うことはして
いなかっ
た。

築山で走っ
たり、急い
だりしたこと
で、足を怪
我したり、
転んだりす
ることが多
い。

坂によりバラン
スを崩しやすく
なるため、全
体を見渡す
際も築山の
近くにいたり、
興奮状態の
時や、走った
りする際は手
を差し伸べた
り声かけを積
極的に行う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9028

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 70 19 28 23 8 8 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

公園で走っ
て遊ぶ中で
転んでしまう
ことはある
が、転び方
や手のつき
方により大け
がにつながっ
た。また、公
園での遊び
の時間では
しゃぎすぎた
面もあった

子どもたちの
楽しい気持
ちの中にも
安全面を考
えられるよう
に、機会ある
ごとに指導し
ていく。運動
面においても
様々な体の
動きを経験
できるように
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12

地域の公
園で過ごす
中での怪
我だった。
よく整備さ
れていた。

今後も下
見に行き
安全面の
確認をして
いく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

公園で遊
ぶことがうれ
しく、注意
力散漫で
あった。

子どもたち
の楽しい気
持ちの中に
も安全につ
いて考えら
れるように、
機会あるご
とに指導し
ていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

公園で楽
しく遊んで
いた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
ながら近く
にいる子に
声をかけた
り関わったり
していた
が、本児が
転んだ時に
は、見てお
らず、泣き
声で気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

公園内に
散らばり、
それぞれ全
体を見なが
ら子どもた
ちと関わっ
ていた。

―

事故発生に
ついて状況
を把握し、
予測・予防
ができるよう
にする。

9029

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 51 26 25 3 3 16.４

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

右足親指
開放骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

自立のため
に自分のこ
とは自分で
行うように
していた。そ
の一環で
布団も片
付けてい
た。

園児に自
分の布団
はたたむだ
けにするこ
とを知ら
せ、職員も
周知する。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

施設や設
備には特に
関連はな
い

3.個人
活動中・
見守りあ
り

4歳児は自
立のために
出来ること
は自分で
行うように
しており、
布団を片
付ける習
慣があっ
た。

子どもの自
立のための
行動を見
直し、布団
の片付けは
職員が行う
ことになっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラスでも
最後の方
に起床し
た。いつも
のように布
団を片付
けにいった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもを見
ながら、ベッ
ド及び布
団の片付
けを行って
いた。普段
と違う様子
は感じな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

同じように
ベッドと布
団の片付
けを行って
いた。

園児が布
団を運ぶ
行為は自
分のことは
自分で行う
一環で、普
段から行っ
ていたこと
だったので
事故の予
測に欠けて
いた。

安全管理マ
ニュアルを職
員全員で再
確認した。

9030

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 124 0 4 9 33 35 43 23 23 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕上腕
骨上顆骨
欠損

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

緊急マニュ
アル読み合
わせは年
度当初に
計画してい
るが、職員
会議参加
者中心で
あること、
想定が一
般的な例
だけで実際
の対応に
即していな
かった。通
常保育で
は給食後
の保育者
は3人態勢
だったが当
日は2人
だった。

緊急マニュア
ル読み合わ
せは年度当
初だけでなく
外部講師を
交えた園内
研修を計画
し、実際の
対応に即し
て行動でき
る内容にす
る。保育態
勢の人数を
確保すると
同時に、どこ
までの時間
園児の行動
範囲をカ
バーするかき
め細かな計
画を週案立
案の段階で
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具入れ
棚の近く
に、滑り台
などがあり、
棚に上れる
環境があっ
た。
保育者の
死角を減ら
すような環
境設定が
不十分だっ
た。

遊具入れ棚に
上がれないよう
滑り台等を別
の場所に移動
した。防犯カメ
ラからの死角を
なくす位置の
工夫、枝の選
定をする。万が
一保育の目か
ら漏れて一人
で過ごしても重
大事故につな
がらない遊具、
園庭、舎内設
備であるか、
全職員の目や
保護者の声を
活かした環境
設定をする。
高さが1ｍ以
下でもリスクが
ある遊具の周
囲には緩衝材
を設置する。

6.食事
(おやつ)
中

個別支援
が必要な
園児に対し
て、適切な
支援が行
われなかっ
た。保護者
との日常の
連携が不
十分で心
配事に応
えきれな
かった。

発達相談、
支援アドバイ
ザーなど専
門的な見地
からも園児
の様子を観
察してもら
い、日常保
育に生か
す。どの子も
ストレスなく、
やりたいこと
ができる環
境をハードと
ソフトの両面
から考える。
必要に応じ
て保護者相
談にも応じ
て保育指導
や保護者支
援に生か
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

給食後、他の
園児と室内に
いたが、飽きて
園庭に出て歩
き始めた。一
度は保育者と
室内に入るが
再度出たくなっ
て物入れに
乗ったり降りた
りして遊んだ。
注意した男児
と揉めて物入
から地面に落
下した。部屋
に戻ろうとした
が、再度男児
に倒されて負
傷し動けなく
なっていた。落
下した時点で
骨折をし、さら
に男児が圧力
を加えたため
重傷化したと
推測される。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

給食後の個別
指導で、食事
の介助、絵本
の読み聞か
せ、トイレ指導
等をしていた。
被災児が園庭
に出たので、
連れ戻して絵
本の読み聞か
せ等をした。し
ばらく室内にい
たが飽きてしま
い２回目の外
出をした。２
人で18人の園
児を保育して
いた為、被災
児の外出とそ
れを追って出た
男児の動きに
対応できてい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

未満児クラ
スの職員が
給食のカー
トを返却した
時には園庭
に園児の姿
は見なかっ
た。返却
後、通りか
かったら被災
児の脇に男
児が立って
いたので「どう
したの？」と
尋ねると男
児は走って
部屋に戻っ
た。泣いてい
る対象児を
抱えて職員
室に運ん
だ。

幼稚部職
員は欠員
があったが、
保育部職
員を含めた
人員は基
準以上に
いたが、手
薄なクラ
ス、時間帯
に適切な
人員配置
がなされな
かった。

シフト作成
時、週案立
案時、当日と
どの段階でも
園児数に対
する適切な職
員配置がなさ
れているか、
担当職員だ
けでなく園長
も確認して応
援が必要な
保育態勢に
は数日単位
から、時間単
位まできめ細
かく配慮す
る。クラスごと
の保育の様
子を時間帯
によって適切
に園児主体
になされてい
るか。観察し
てその都度保
育者の声も
聞く。

9031

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 20 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘頭骨
折、左橈
骨頚部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

適宜

1.基
準以
上配
置

特になし

上記のとお
りの予防策
を今後も
実施

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

上記のとお
りの予防策
を今後も
実施

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

上記のとお
りの予防策
を今後も
実施

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

跳び箱を
跳ぼうとす
る、本児の
気持ちが
高揚して助
走に拍車
がかかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園児が跳
び箱から落
ちないよう、
跳び箱の
横で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の遊具
で遊んでい
る子どもた
ちを見守り
ながら、跳
び箱付近
にいる子ど
もたちも見
守りができ
るよう配置

特になし

子どもたちの
気持ちを考
慮し、声掛
けなどをして
危険回避を
行う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9032

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 25 0 0 0 2 17 6 4 4 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
根破折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

掃除用モッ
プは子ども
達が掃除
を目的に
使用するの
は許可して
いる。片づ
けの時間で
周りの職員
がモップを
取り合う状
況に気づけ
なかった。

子どもの動
きに注意を
はらう。

1.定期的
に実施 毎朝 1.定期的

に実施 毎朝 1.定期的
に実施 毎朝

掃除用具
は子どもも
使用するた
め、いつで
も手の届く
ところにあ
る。

このような
状況の際
に思わぬこ
とで事故に
なることが
あるので、
遊具以外
の道具を
使用してい
るときは保
育教諭は
特に注意
をはらう。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

外でも遊ん
でいたた
め、着替え
など担当職
員の動きも
流動的な
時間帯で
あった。

無線を活
用し、子ど
もの状況を
伝えあいな
がら全体で
行動を把
握する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
片づけをし
たいという
気持ちが
大きかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くにいて
泣き声がし
たので声の
方を見たら
泣いてい
た。どうした
か尋ねると
2人でモッ
プの取り合
いをしてい
て、歯にぶ
つかったとい
う事であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くにはい
たが、柱な
どがあり事
故が起きた
場所は死
角となって
いた。

日頃の子ど
もの友達
関係におい
て、物の取
り合いが見
受けられて
いた。

友達関係の
把握を職員
間で共有す
る。

9033

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 24 1 1 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左内股骨
折（ひ
び）

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

勉強会や
安全委員
会を通して
事故の検
証を行い
改善・予防
に努めてい
るため、特
になし。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

床に躓くも
のがあった
り、滑りや
すい状況で
はなかっ
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの出
入りが多い
タイミングで
床にしゃが
んでいること
が事故につ
ながるかも
しれないと
いう意識が
欠けていた

危険な場
面を想定
し、日々の
保育環境
を整える。
出入りの多
い場所・人
の多く集ま
るところの
動線に配
慮する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

トイレから
戻ってきた
本児が床
にしゃがん
でいたが、ど
うしてしゃが
んだのかは
不明。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラス内で
子どもたち
の様子を
見ながら机
の上にあっ
たシールを
片付けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室内
に他の職
員はいな
かった。

しゃがんで
いる様子を
見て危険
だという認
識に欠けて
いたため声
をかける等
対応が遅
れた

他児とぶつ
かる可能性
のある場合
には、既往
歴がある本
児を別な安
全な場所に
移動を促す

9034

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 17 5 5 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
頚部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

登ってはい
けない場所
（大型遊
具の屋
根）に登り
座ってい
た。

園児に登ら
ないように
周知確認
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

下に敷いて
あるマットの
高低差を
定期的に
確認し
チェックす
る。

マットの高
さに偏りが
ないか念入
りに確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

大型遊具
付近に子ど
もが密集し
ていた。

密にならな
い程度の
人数に遊
ぶ場所
（位置）
を分けるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

―

保育者一
人が別の
子の手当
てをしてい
て、全体を
見ていな
かった。

なるべく子ど
も全体が把
握できる場
所に保育者
一人は必ず
立ち、子ども
を見守る。

9035

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 13 2 1 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

―

遊具の使い
方によっては
怪我に繋が
るため、事故
に直結する
ような場合
はすぐに止め
使い方を伝
える。広い
ホールでも常
に園児の遊
びの状況を
把握してい
く。困難な場
合は、遊び
の環境を目
の届く範囲
にする等も
含め、今後
の事故防止
研修を行っ
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

遊具、玩
具の使い
方によって
は、怪我に
つながるた
め職員間
で把握、研
修をしてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任が片
付けを呼び
掛けていた
が、本児は
気付かず
遊び続けて
おり、担任
も保育補
助も本児
の遊びを見
ていなかっ
た。

片付けの
最中でも
保育職員
どちらかは、
全体を把
握しておく
必要があっ
た。今後の
職員間で
の確認と子
どもの遊び
の環境設
定の工夫と
判断をして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
対応

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ホール半面
でドッチボー
ルをしてい
た子に片
付けの呼び
掛けと子ど
もと一緒に
片付けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ホールの半
面で大型
積み木で
遊んでいる
子に片付
けを呼びか
け、積み木
を積んでい
る壁のとこ
ろで子ども
達が持って
きた積み木
を重ねてい
た。

担任が片
付けを呼び
掛けていた
が、遊びを
続けてお
り、担任も
保育補助
も本児の
遊びを見て
いなかっ
た。

片付けの最
中でも保育
職員どちらか
は、全体を
把握しておく
必要があっ
た。そこを意
識して子ども
の遊びを見
守れるよう
職員間で検
証しながら
確認をして
いく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9036

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 10 3 2 13.１

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 末梢骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

―

オンラインや
少人数で
の研修な
ど、事故防
止への意
識啓発の
機会を設
ける。毎日
「その日に
あったヒヤリ
ハット」を終
礼で確認。
(実施中)

2.不定期
に実施 数回 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施

約300
（毎日）

対象児が
登ったこと
で棚が倒れ
た。

児童が登っ
たり触ったり
しないよう
に棚の位
置を変え
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手を伸ばし
たらぶらさが
ることがで
き、軽い棚
を仕切りと
して設置し
ていた。

棚の位置
を変え、壁
にくっつけて
使用する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ブロックで
遊んでいた
が、そのうち
歩き出し棚
に両手をの
ばしてよじ
のぼろうとし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児と少
し離れた所
で他児と遊
んでいた。対
象児がぶらさ
がろうとした
のを見て声
をかけた瞬
間に棚が倒
れ、すぐに棚
を起こそうと
したが倒れて
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

間仕切りの
向こう側で
ままごと遊
びをしてい
た職員、ト
イレについ
ていた職
員、３人そ
れぞれわか
れていた。

対象児が
両手をかけ
た瞬間に、
棚が倒れて
くると予測
できず職員
がかけつけ
ることが遅
れた。

危険な行動
はすぐに止
め、注意深
く見守る。

9037

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 77 20 20 18 19 11 9 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

―

職員会議
や園内研
修でより
しっかり話し
合いを行
い、情報共
有を行う。

1.定期的
に実施 270 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 270 ―

職員会議
や園内研
修でより
しっかり話し
合いを行
い、情報共
有を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

周囲の園
児との関わ
りの中で少
し目を離し
てしまったこ
と。

保育者が
周辺の危
険性を十
分に配慮し
て見守る
必要があ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
自分のした
い遊びに見
つけたいろ
いろな友だ
ちと関わり
ながら遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

周囲にいた
子どもたち
の見守りを
していたこと
で、疎かに
なってしまっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

周囲にいた
子どもと遊
びを見つけ
るために話
をしたり、ト
ラブルに
なっている
子の仲立
ちをしてい
た為、落下
の瞬間を
見ていな
かった

周囲の子ど
もたちの見
守りに集中
していたこと
から、固定
遊具に職員
が連携を図
りながら配置
が疎かになっ
てしまってい
た。周辺に
いたものの目
配りができて
いなかった。

戸外遊びの
際には園児が
たくさん出てき
ていることもあ
るので、子ども
の行動を保
育者同士が
確認連携を
図りながら全
体を見渡せる
ように場所ご
とに職員を配
置して見守
る。

9038

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手中指
第一関節
骨折・切り
傷

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

給食の準
備をするの
に、保育教
諭が机を
出している
時は定位
置で待つよ
うに子ども
に指導して
おいてもよ
かったので
はないか。

職員が机
を出す時
は、絶対に
近づくことの
ないよう
に、机を出
し終えるま
で子どもに
定位置で
待機させい
るようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

遊具に乗っ
て遊んでい
る時に発
生した事故
ではないの
で、改善点
はない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友達より先
に座りたい
思いがあ
り、手を触
れることで
本児が友
達より先に
座ることを
アピールし
ていたかも
しれないか
と思われ
る。

周囲に子ど
もがいない
か、机に手を
触れている
子どもがいな
いか安全確
認を必ず行
うようにす
る。職員が
机を出して
いる時は危
険なこともあ
るので、近く
に来ないよう
定位置で待
つように徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

給食の準
備中で、保
育教諭が
机を出して
いる時に、
机の足を
開いている
時に、本児
が無意識
に机の上に
手を置いて
いた様であ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当職員
は２名。
１名は他
のクラスに
欠員が出
たため他の
クラスの補
助に入って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員室お
よび保育
室でそれぞ
れの業務を
していた。

対象児に
背を向けて
おり、目を
配ることが
足らなかっ
た。

今後、机を
出す時は周
りに子どもが
いないか、手
を触れてい
ないか必ず
確認してか
ら机の脚を
開脚するよ
うにする。

9039

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 27 3 3 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

予測できな
い動きを止
めることが
出来なかっ
た。

リスクマネジ
メントにて
検討を行
い、職員に
周知を行
う。

1.定期的
に実施 31 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 36 なし

棚のキャス
ターに破損
はなく、足
に当たって
も安全な
状態である
ため改善
点はない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

保育室内
には１５
人程度の
３歳児に
対し１人
の保育教
諭が保育
していた。
室内の子
の人数に
対しての保
育教諭の
数は足りて
いた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室で
遊んでいる
際オムツの
中に排便し
たことを近く
の保育者
に伝えにき
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児の側
について遊
びを見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ランチルー
ムで昼食の
様子を見
守りながら
片付けてい
た（担当
１人）

ズボンを膝
まで下ろし
て近寄って
くる姿を見
つけることが
遅かった

普段とは違
う姿にはやく
気づき、保
育者が声掛
けをしたり、
側に行き視
診を行い、
異変を確認
する。
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以
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9040

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 29 2 2 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足第4
趾骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
今回の事
故の情報
を共有、事
故原因の
分析を行
い、再発防
止に努め
る。

1.定期的
に実施 開園日数 1.定期的

に実施 開園日数 1.定期的
に実施 開園日数 ―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故発生
より前に本
児が室内
を歩いてい
る様子を
視認。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

室内全体を
見渡しなが
ら、室内を
歩き回り保
育していた。
事故発生は
「担当職員」
の背後で起
こったいた。
「対象児」が
痛みを訴え
たことで事故
に気付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

加配児1
名が廊下
で電車を
見ていたこ
とから「他の
職員」も落
下などの危
険に備え
廊下にて
保育を行っ
ていた。

室内で走
る・跳ぶな
どの子ども
の姿

担当職員よ
り、残ってい
る子どもたち
を集め室内
で走る・跳ぶ
など危険な
行動につい
ての指導を
行った。

9041

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 12 4 4 13.１

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手中指
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1～

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
今回の事
故の情報
を共有、事
故原因の
分析を行
い、再発防
止に努め
る。

1.定期的
に実施 開園日数 1.定期的

に実施 開園日数 1.定期的
に実施 開園日数 ―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故発生
より前に本
児が室内
を歩いてい
る様子を
視認。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

室内全体を
見渡しなが
ら、室内を
歩き回り保
育していた。
事故発生は
「担当職員」
の背後で起
こったいた。
「対象児」が
痛みを訴え
たことで事故
に気付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

加配児1
名が廊下
で電車を
見ていたこ
とから「他の
職員」も落
下などの危
険に備え
廊下にて
保育を行っ
ていた。

室内で走
る・跳ぶな
どの子ども
の姿

担当職員よ
り、残ってい
る子どもたち
を集め室内
で走る・跳ぶ
など危険な
行動につい
ての指導を
行った。

9042

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 41 7 7 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

新年度が
始まったば
かりで、気
持ちが落ち
着いていな
い。

事故検証
を行い、使
い方の指
導を行う。
また、職員
配置などの
見直しをか
けた。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 落下時の

対策。

雲梯下の
マットなどを
定期的に
確認してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の配
置の仕方。

職員配置
を再度確
認をして、
隙間がない
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
いが、進級
を喜んでい
る様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園庭を見
渡しなが
ら、雲梯に
ついて見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

遅番保育
の時間帯
の為、職員
が配置につ
いて、見
守ってい
た。

遊具の使
い方の周
知、職員の
体制など。

遊具の使い
方を再度確
認し実際に
行ってみる。
職員の見守り
の場所などを
確認し、連携
をとって行って
いくように再度
話し合う。

9043

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 27 0 0 0 0 0 0 2 2 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているため
特になし

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48 特になし

施設・遊
具・玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため、
特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動前に
守るべき約
束を子ども
とともに確
認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

追いかけっ
こをして芝
生の上で
走って遊ん
でいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児全体
を見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
を見守って
いた

ぶつかった
他児は後
ろを見なが
ら走ってい
た。

再度遊ぶ前
に守るべき
約束をしっか
り話してから
活動を開始
する。活動
中に危険を
感じた場合
はその都度
声を掛け
る。

9044

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 2 0 0 1 6 0 0 0 1 1 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指の
付け根の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

―

保育者は
一人ひとり
の園児が
何をどうしよ
うとしている
のかを注意
深く観察す
る。

1.定期的
に実施 50 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 12

マットの上
では牛乳
パック遊具
が滑りにくく
動かなかっ
た。

手作り遊
具のサイズ
や重さ、必
要性を使
用方法に
より考えて
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

一人で保
育を行う場
合は、瞬
時に動ける
よう立位ま
たはすぐに
動ける姿
勢で保育
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気持ちの
高まりや大
きい動きは
見られな
かった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

クラスの子
ども達は、
机上遊び、
世話遊び
のコーナー
で遊んでい
たので、全
体の見える
場所に座り
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

午睡中に
満3歳児が
降園したた
め、7名の
園児を1名
の保育者
が保育を
行なう。そ
のため他の
職員はい
なかった。

―

日々子ども
達の遊んで
いる道具や
使い方、何
を喜びにして
いるのかなど
を保育者同
士で話をし
ておく。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9045

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 62 0 0 3 38 21 40 0 12 12 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

―

幼児、乳
児ミーティン
グ（週1～
２）で毎
回ヒヤリハッ
トの項目を
設ける。こ
どもの段階
を見て遊び
方を伝えて
いく。

1.定期的
に実施 50 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 12 ―

落下しても
衝撃の少
ない、安全
マットを敷く
こと。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

一人ずつ
進むルール
を子ども達
に伝えて使
用していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と鬼
ごっこをして
いた。その
後雲梯を
始め２，
３本目で
手を離し着
地し、左端
からスタート
するを繰り
返し行って
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児は左
端から雲梯
を始めてい
る中、右端
の園児の
傍にいたた
め、離れた
ところからの
見守りに
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭の他
の空間の
遊びを見て
いたため。

雲梯は同
時に複数
の子ども達
が利用する
ことがある
中で、同時
に援助が
必要な場
面があるこ
と。

引き続き保
育者が見守
りを行う。

9046

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 33 4 4 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

職員の配
置は基準
を満たして
いるが、園
児の予想
外の行動
にすぐに対
応ができな
かった。

高さのある
遊具を使
用している
場合は特
に監視を
怠らないよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園児が転
落した芝山
の下の地
面に、クッ
ションとして
人工芝が
敷いてあっ
たが、摩耗
して薄くなっ
てきている
上に砂が
混じり硬く
なってい
た。

新しいウレ
タンマットを
クッション材
として追加
購入し芝
山の下に
敷いた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

大丈夫だ
ろうと過信
せずに細心
の注意を
払う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

もともと多
動傾向が
ある園児で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

側で見守り
はしていた
が、転落し
た時に間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には、
他にも約
30名の園
児がいたの
で、見てい
なかった。

多動傾向
があるた
め、注意は
していたが
予想外の
動きであっ
たので、声
掛けなど不
十分であっ
た。

子供に安全
な遊具の使
い方を再度
指導する。

9047

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 11 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

上顎両側
乳中切歯
歯根破損・
上顎両側
乳側切歯
不完全脱
臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

―

担当保育
者は活動
時の配慮
および連携
の仕方につ
いて、主幹
保育教諭
等より指導
を受ける。

1.定期的
に実施 200 1.定期的

に実施 200 1.定期的
に実施 200 ―

施設や設
備の異常
はないた
め、特に改
善点はあり
ません。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担当職員
の配慮不
足。

保育者の
補助や保
育者間の
連携の仕
方について
再確認す
るとともに、
全体を見
通しやすい
よう遊具の
配置や構
成を見直
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで遊びの
様子を見て
いたが先に
飛び降りた
園児がいる
ことに気付か
ず、本児が
飛び降りる
のを止めるこ
とができな
かった。もう1
名は同ホー
ル内にはい
たが、他の
園児と別の
遊びをしてい
て様子を見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

― ―

活動前に保
育者間で園
児への配慮
および援助
の仕方につ
いて確認
し、各自の
役割を明確
にする。

9048

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 29 16 13 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折・脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

プール事
故・事故防
止(予測で
きる事故)・
災害発生
時未然防
止等に関
する事故
予防のため
の園内研
修は毎年
定期的に
行っていま
す。

事故予防
に関する研
修だけでは
なく、職員
会議等で
も事故防
止につなが
る案件等
がある場合
には、意見
として取り
上げ職員
全体で改
善すように
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

遊具の後
ろにはポー
ルを設置
し、園児が
入らないよ
うに注意し
見守る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児はや
んちゃで元
気がよいも
のの、大型
遊具等は
怖がり遊ぼ
うとしない
が、他児と
の鬼ごっこ
等は大好
きで、当日
も遊具の
後ろにまで
入り込んで
いき走り
回っていま
した。

年長児な
ので、園庭
においての
遊び方等、
その都度
言葉かけを
重視し、職
員間で全
共通の意
識として持
つ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で、他
児と楽しく
あそび走り
回っていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

複数のこど
もと一緒に
対象児童
と遊ぶが、
急な転倒
に支えが間
に合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児を含
まない複数
のこどもと一
緒に遊ぶ。

自信の無
い所が
多々あり、
人前での
発表等も
苦手である
が、園庭で
の外遊びに
なると、元
気に走り回
り突発的な
事態に対
応が遅れて
しまったもの
と考えられ
る。

園庭での遊
び方等を、ク
ラス全体に
て再指導の
徹底を行
う。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9049

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 13 10 10 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 ー

1.基
準以
上配
置

―

怪我発生当
日はお休み
のお子様も
いた為いつも
より少ない
人数のお子
様の保育に
あたっていた
が、想定外
の出来事で
あった為対
応しきれな
かった。お子
様の行動を
更に注意し
て対応して
いく。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

積み木を
積む位置
が壁に近
かったため
ジャンプす
る時に十
分に踏み
込めず、バ
ランスを崩
し怪我につ
ながった。

壁から少し
離した位置
に積むよう
にし、怪我
を防いでい
けるように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

片付けを
一緒に行う
中でもお子
様の様子
に集中す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

使っていた
玩具を片
付け終え、
もう少し遊
びたい気持
ちから積ん
だ積み木の
上からジャ
ンプをして
転倒した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他玩具の
片付けを
行っていた
為、転んだ
ことは分
かったが転
ぶ前の状
況は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１3名程
度だった
為、担当
職員１名
で見てい
た。

普段安全
に片付け、
上からジャ
ンプをして
遊んでいる
玩具だった
為安心して
いた。

全体が見ら
れる位置に
はいたが目
を離す時間
もあったた
め、出来る
だけ目を離
さないように
する。
怪我をした
時は他職員
の目でもお
子様の様子
を確認して
もらう。

9050

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 18 3 3 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

左右上A
歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

コートを一人
で脱ぐことに
関しては毎
日一緒に声
がけをしなが
ら指導してい
たので、一
人で出来る
ように見守っ
ていたが、本
児の想定外
の転倒に保
育者がとっさ
に防止でき
なかった

子どもが日
頃指導して
いる行動と
は違う動き
に対しても
必ず目を
離さずに一
人ひとりを
見とる

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

保育室の
床がフロー
リング加工
で、靴下を
履いている
と滑りやす
い

フローリング
の床の保
育室に入
る時は、ま
ずコートを
脱ぐ前に靴
下を脱ぐ事
を指導して
転倒防止
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭で遊
んでいた時
間が１時
過ぎだった
為、その後
保育室
入ってきた
が少し眠さ
があったか
もしれない

３歳児に
進級する
と、午後の
活動もある
ため少しず
つ午睡時
間を短くし
ていたことも
あったが、
子どもの様
子を見なが
ら個々に対
応していく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室の
中では「走
らない」とい
う約束をし
ていたが、
活動的な
ので走って
しまう事が
多かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

部屋に入っ
たら帽子・靴
下とコートを
脱いでロッ
カーにかけま
しょうと、担
当職員が声
をかけてい
た。いつもの
生活習慣な
ので、本児
一人に１名
の職員はつ
けず６対１
で子どもたち
の身支度を
指導した

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 職員３名
はそれぞれ
の子どもた
ちのコート・
靴下を脱ぐ
様子をみた
り、手洗
い、うがい
の援助をし
ていた

職員３名
の配置が
一箇所に
集中してい
なかった
か？きちん
と自分たち
の持ち場で
子どもたち
を見守って
いたか？

その場にいる
保育者３名
で、必ず声を
かけながら玄
関から子ども
たちを保育室
に誘導する
者、着替えを
援助する者、
手洗いを見る
者と分担して
いたが、より細
かく声がけをし
て連携する

9051

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 72 26 22 24 6 4 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

当該園児
が自ら飛び
降りてしまっ
たことが要
因である。

利用する園
児に対する
注意喚起
（声掛け）
の徹底と臨
機応変に対
応可能な見
守り体制をと
る。改めて危
険行為に対
する園児指
導の徹底と
職員研修を
実施する。

2.不定期
に実施 3 1.定期的

に実施
毎週月曜
日

2.不定期
に実施 週１回

2ｍの石垣
を這いあが
るなど、体
づくりや挑
戦心の芽
生えを狙い
としているも
のである。

飛び降りを
未然に防ぐ
ため職員を
石垣のそば
に配置し、
声かけ等の
見守り体
制をとる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

危険行為
の未然防
止策を徹
底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自ら飛び
降りる行為
を行った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

飛び降りる
瞬間を目
視したが、
注意喚起
（声掛
け）が間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の園
児に対する
見守り活
動中であ
る。

―

飛び降りを
未然に防ぐ
ため、職員
を石垣のそ
ばに配置
し、声かけ
等の見守り
体制をとる。

9052

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 51 0 0 0 20 11 20 0 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足踝剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

トランポリン
の使用にあ
たっては、マ
ニュアルに
則り適切な
人数で、
ルールに従
い通常使
用してい
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

事前の安
全点検で
は破損等
はなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ホールの中
でいくつもの
遊びが混
在しており
2人の職員
で見きれて
いない部分
があった。

コーナー遊
びの数を厳
選し安全に
遊べるよう
組み合わ
せを考えて
コーナーの
計画をたて
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通り
ホールで好
きな遊びを
していた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ホールに職
員を配置
し、立ち位
置や見守り
を指示して
いたため。全
体を把握で
きる位置で
本児の遊ん
でいる様子
をみていた
が、怪我の
瞬間は見て
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体的に
それぞれの
遊びを見て
いたが、トラ
ンポリンで
怪我が発
生していた
様子などは
見ていな
かった。

ホールの職
員は2人で
全体を見
ていたが、
トランポリン
の側には誰
もついてい
なかったこ
と。

トランポリン
の傍に専任
で職員を配
置しルールを
守るように指
導したり、何
かあった時に
すぐに対応
できるように
する。

9053

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 10 2   2 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肩骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

楽しくなり
体を大きく
動かした際
バランスを
崩して椅子
から転倒

椅子の座り
方を知らせ
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

見守ってい
たためすぐ
にかけより
様子をみた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
たちをみて
いたため本
児をみてい
なかった

自由遊び
の際の遊び
方

自由遊びの
際の遊び方
について改
めて見直す
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9054

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 8 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

けがはいつ
でもどこでも
起こりうるこ
とを常に頭
に置いてお
かなければ
いけない

ヒヤリハット
等で事故
の起きやす
い遊び、場
所、時間
帯等を共
有していく

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

移動型の
コート掛け
が置いて
あった

ドッジボー
ルの動きを
考え、物を
置かず、ぶ
つかりにくい
広々とした
場所に整
える

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊戯場で8
名の人数
で遊んでい
たので混ん
でいる様子
ではなかっ
たが、動き
も激しく衝
突を防ぎき
れなかった

ぶつかりそう
になったらブ
レーキをか
ける、体を
かわすなど
の運動機
能が身につ
くような遊
びを日頃か
ら取り入れ
ていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

先に負傷し
ていた箇所
の痛みは
無くなって
きていたが
湿布、包
帯をしてき
ていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ドッジボー
ルの様子
全体をコー
ト脇から見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯場に
は担任一
人で、他の
職員は部
屋で遊ぶ
子どもを見
ていた

遊びが盛り
上がるにつ
れ動きがさ
らに活発に
なっていった

一人で見守
られる人数
ではあった
が、遊びが
活発になっ
たら見守る
職員を増や
していく

9055

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 84 0 13 23 26 22 0 18 16 14.２

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

マニュアルを
読んだり研
修を受けた
りしている
が、転倒に
対して認識
が薄かっ
た。

転倒の場
合、骨折を
疑いながら
早めに対
応する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭とグラ
ウンドが続
いていて広
いため、低
年齢児は
行動範囲
を限定すれ
ば良かっ
た。

遊んでいる
人数によっ
て、先へ行
けないよう
に柵等を
設け遊び
場を限定
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

クラスがわ
かりやすい
ように色違
いの帽子を
かぶってい
るが、広い
範囲の中
であちこちと
動く子ども
達をすべて
把握しきれ
なかった。

個々の動
きがわかり
やすいよう
に時間差
をつけて園
庭に出るよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

調面でも
特に変わり
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

大勢がいた
ため、本児
を終始、目
で追うこと
が出来てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

自分の担
当児や声
をかけてくる
子の対応
をしてい
た。

個々の対
応をしなが
ら全体の状
況も見てい
くようにすれ
ばよかった。

保育者の見
守り位置を
職員間で決
め、全体を
見ていくよう
にする。

9056

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 2 1 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頚
部骨折、
右肘関節
捻挫、右
手関節痛

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

屋上遊具
では時々の
利用で慣
れていない
為、職員が
子どもの状
態や遊具
について把
握するのが
十分でな
かった。

事前にこど
も達と安全
な遊び方に
ついて話し
合い確認
する。遊ん
でいる際に
も注意喚
起の声かけ
や見守りを
する等具
体的な内
容を話し合
えるよう検
討会の充
実を図る。

1.定期的
に実施 毎回 1.定期的

に実施 毎回 1.定期的
に実施 毎回

ゆらゆら動
く網状の
ロープの遊
具の特性
を把握する
等の確認
や、遊べる
他の固定
遊具の設
置や遊びの
種類に応じ
たスペース
が十分でな
かった。

ロープ状の
遊具の点
検を行うと
共に遊具
の特性を
考慮し、遊
べる固定
遊具の数
や余裕を
もって園児
が遊べるス
ペースを確
保する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊び慣れて
いない遊具
のため、降
りようとした
際に、足下
のロープ状
の網の部
分が見えに
くくわかりに
くかったこと
も考えられ
る。

ロープ状の
段の部分
に色テープ
等を巻き
付けること
で、段に気
づきやすくし
て、注意し
て降りようと
するための
改善を行
う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段よりも
屋上の遊
びで、開放
的になって
活発になっ
ていた様子
もあった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児の援
助をしなが
ら、離れた
ところで対
象児が降り
ている様子
を見ていた
ので、ゆっく
り気をつけ
て降りるよ
うに声かけ
をしようとし
たところで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

離れたとこ
ろで、他児
の援助をし
ていて、対
象児の様
子に気がつ
いたが、間
に合わな
かった。

安全面へ
の配慮など
の見守りを
行いなが
ら、普段よ
り園児の様
子がハイテ
ンションだと
感じる時は
保育者間
で声を掛け
合ったりす
る事が十
分でなかっ
た。

活動に合わ
せた援助の
仕方など職
員で共有し
再検討を行
い共通理解
を図る

9057

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 25 0 0 0 11 10 4 0 2 2 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

導入したば
かりの遊具
の為、ルー
ルの徹底が
出来ていな
かった。

新しい遊
具で遊ぶ
際のルール
の周知やマ
ニュアル化
をする。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日 特になし

玩具に破
損などの不
備はなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもたち
が広く分か
れて遊んで
いたので、
保育教諭
も広く分か
れて子ども
たちの遊び
を見守って
いた。

危険が想
定される場
所への職
員配置を
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と室
内大型遊
具で遊んで
いた。遊具
をくぐったり
登ったりし
ていたが、
その後遊
具に立ち
上がり転落
した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

事故発生
時、他の園
児と遊んで
おり、対象
児が転落
する瞬間、
距離が遠く
間に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

事故発生
時、担当職
員と異なった
場所でほか
の園児と遊
んでおり対
象児が転落
する瞬間に
間に合わな
かった。

園児が遊
具に立ち
上がった際
にすぐに保
育者が駆
け寄ること
が出来な
かった。

大型遊具や
使い慣れてい
ない遊具で遊
ぶ際はいつも
より多めの職
員配置を行
い、常に声を
掛け合い安
心して遊べる
ようにする。

9058

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 5 1 　１ 14.２

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

複数担任
クラスだが、
当日は行
事へ一部
の園児が
参加するた
め担任は
分散してい
た。

慣れてきた
遊びや職
員であって
も複数の
目が届くよ
うな配置を
検討してい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 6～8 ―

遊具の故
障に起因し
ないため。

4.個人
活動中・
子どもの
み

遊びの様
子から慣れ
てきた様子
から、危険
に対する意
識が低下
していたと
思われる。

改めて遊
具や園
児、遊びに
よって危険
な行為とな
りえることを
指導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雨天のため
屋外での
活動ができ
なかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園児が遊
具で何度
か遊ぶ状
況を確認し
危険な様
子が見られ
なかったた
め、別の園
児に対して
意識が向
いていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の場所
で他の園
児と一緒に
活動してい
たため。

―

園児や遊び
の状況が変
わっていく見
極めや複数
の担任の見
守りを持ち
余裕を持っ
た配置をし
ていく。

13 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9059

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 44 16 15 13 0 5 5 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

―

遊び方の
ルールにつ
いて話し合
う際は、進
級直後や
合同保育
等いろいろ
な状況や
場面を想
定した話し
合いを行っ
ていく。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 4 2.不定期
に実施 4 ―

引き続き、
チェックリス
トに基づき
定期的に
点検を行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

進級しての
喜びで子ど
も達の気
持ちが大き
くなってお
り、好きな
遊具等で
自由に開
放的に遊
んでいた。

合同保育
時でのジャ
ングルジム
の制限をす
る。各年齢
毎に登る
段数を決
め、各クラ
スの活動で
取り組み、
慣れてから
合同保育
時にも使
用できるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

興味ある
事は自分
の能力以
上の事にも
挑戦する。
他児がジャ
ングルジム
にぶら下
がっている
様子を見
て真似よう
としていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ジャングルジム
の周囲から対
象児を含む5
人が登ってい
た。他児が4
段目に乗せて
いる足を離し
ぶら下がる姿
が見られた為、
すぐに足を乗
せるよう言葉
掛けをした。下
にいる児が虫
がいると言って
泣く姿があり、
対応していた
際、対象児が
ジャングルジム
中央から転落
した。手を伸ば
したが体を抱き
止めることが出
来なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で5人
の職員が
朝の受け
入れをしな
がらそれぞ
れ離れ、子
どもの保育
に当たって
いた。

ジャングル
ジムに登る
子どもの人
数制限をし
なかった
為、周辺か
ら自由に登
り目が行き
届かない状
況になっ
た。

職員一人で
みる際の約
束事を子ど
も達にも知
らせ、順番
に交代で登
り危険のな
いようにして
いく。

9060

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 129 45 41 43 28 28 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2～3

1.基
準以
上配
置

新入園児
だったので、
遊び方に
慣れていな
い面があっ
た

研修の回
数を増やし
て意識づけ
をすると共
に、内容を
充実させる
（ビデオの
活用等）

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 6 ―

点検回数
を増やす
（毎月）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

新入園児
だったので、
遊び方に
慣れていな
い面があっ
た

園児に対し
ての安全
教育の充
実を図る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

同じ遊具
で遊んでい
た子が足を
滑らせたこ
とに気を取
られ、体を
ねじった際
にバランス
を崩した

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
渡せる場
所にいたた
め、対象児
の遊具近く
にはいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外に出る
準備中の
子が室内
にいたた
め、そちらの
援助をして
いた

朝の受け
入れ時だっ
たため、園
全体が慌
ただしい状
況だった

年長児だか
らと気を抜か
ずに、けがが
予想できそう
な箇所に
は、職員を
配置する

9061

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 24 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足下腿
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

園外へ出か
ける時は特
に職員配置
を考慮し、
必ずヘル
パーと共に
出かける。
園外へ出か
ける時は特
に職員配置
を考慮し、
必ずヘル
パーと共に
出かける。
救急セット、
着替えを用
意し、携帯
を持ち常に
園と連絡が
取れるように
する

事故発生
時は担任
２名のみの
引率だった
が、今後は
引率人数
を増やす予
定。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 2 ―

近隣の公
園を確認
し、遊具の
使い方、危
険な箇所
を確認する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

入園以来
遊び慣れて
いる公園な
ので担任の
みで出かけ
た。しかし
進級したば
かりだったの
で、補助教
諭のサポー
トが必要
だった。

再度、遊
具の使い
方、公園
内でのルー
ル、困った
事があった
ら先生に声
をかけるな
ど、子ども
達と約束し
ていきた
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
元気に登
園してい
た。公園で
もいつもど
おり遊んで
いたが、他
児に押され
てしまい事
故になっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は他
児のトイレ
に付き添っ
ていたため
事故の瞬
間を見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同じ５歳
児担任の
他の教員
は、ブランコ
で他児の
安全の見
守りをして
いたため、
事故の瞬
間を見てい
なかった。

―

園外へ出か
ける時は特
に職員配置
を考慮し、
必ずヘル
パーと共に
出かける。
救急セット、
着替えを用
意し、携帯
を持ち常に
園と連絡が
取れるように
する

9062

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 17 3 3 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

事故園児の
様子（興奮
状態にある、
不安定な
ど）で担任
が気づいて
いたことを互
いに共有し、
保育補助者
もその点に
気をつけな
がら保育に
あたれるよう
に配慮すべ
きであった。
（共有はし
ていたが注
意が足りな
かった）

時間帯に
よっては
（早朝、
夕方）担
任以外の
保育者が
かかわるこ
ともあるの
で、気にな
る園児につ
いての様子
を今まで以
上に全職
員で共有
することを
確認した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

今回対象
となったソフ
ト積み木は
重ねて上に
乗ると不安
定であっ
た。

子どもたち
の発想も
受け止めつ
つ、危険が
ないか子ど
もたちと一
緒に考える
姿勢で遊
びを共有す
るよう再確
認した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ソフト積み
木からジャ
ンプ、バラン
スをくずし
た。

遊びの内
容を把握
し、使用し
ているもの
や場所が
安全かどう
かを確認す
る（すべて
を禁止する
のではな
く）ことを
意識的に
行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

飛んだり
走ったりす
ることを好
み動きま
わっている
ことが多
い。２月頃
から特に気
持ちがたか
ぶっているこ
とが多くなっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の他
２名の子
がいて、二
人を膝にの
せ絵本を
読んでい
た。本児の
動きも目に
入れていた
が、バラン
スを崩した
本児の動
きに対応し
きれなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

発生場所
が死角に
なっている
スペースな
ので見るこ
とはできな
かった。

各コーナー
ごとに遊ん
でいても全
体を見渡
す担当が
必要であっ
た。

外あそび・水
遊びに限ら
ず、保育室
の遊びでも
「全体に目
を配る担
当」を再認
識しあう。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9063

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 60 30 30 4 4 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

―

事故予防
のための会
を開催し、
対策を考
え記録に
残している
が、事故予
防マニュア
ルがない。
直ちに作
成する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

点検時、
遊具ばかり
ではなく、
園庭全体
の環境を
見直す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

代替の保
育士はいた
が、年齢の
担任同
士、休憩
時間をずら
し、2人とも
いない時間
を作らな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも活発
で、活動的
である。足
が速い。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

仲の良い
友達とか
けっこをして
いることは
把握してい
たが、転ん
だ瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

鉄棒、砂
場、大型
遊具、鬼
ごっこ等そ
れぞれ近く
の子ども達
を見ていて
全体を見
れていな
い。

年長2クラ
スの担任は
休憩中で、
休憩代替
の保育士
が保育を
行ってい
た。

担任は子どもの
動きを予測でき
る可能性が高い
と思われるので、
年齢の担任同
士、休憩時間を
ずらし、2人とも
いない時間を作
らない。かけっこ
は運動会のト
ラックのようにし
ておき、その場
所で競争したく
なる環境にして
おく。大人数で
遊んでいても全
体を見られるよ
う立ち位置等を
職員同士で連
携し合う。

9064

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 155 0 16 24 37 42 54 0 31 30 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

危険がある
と考えられ
る障害物
を設置した
場所に、保
育教諭が
いなかった
事から園児
の規範意
識が薄れ、
競争心が
あおられて
しまった。

競争心が見ら
れ始めたことか
ら、危険が予
知できる場所
には職員の配
置を行い、無
理に先に出よ
うとする行為を
抑えられるよう
にする。目に見
える怪我だけ
でなく、身体内
部への観察や
落ち着いた聞
き取りを行う。
担任ができな
い場合は養護
教諭が代わっ
て時間を掛け
て行う。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日 ―

・引き続
き、点検を
実施する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ソフト面と
同様

ソフト面と
同様

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故前は
いつもと変
わらなかっ
たが、事故
後の様子
をもっと気
に掛けると
良かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

かけっこに
は参加し、
一緒に走
るなどして
いた。たま
たま他のグ
ループの園
児の動きに
付き添って
走っていた
ため、対象
児を見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

転んだとこ
ろは見てい
なかった
が、近くに
はいた

今年度より
担任となっ
たが、4月
早々学級
閉鎖があっ
たり、コロナ
感染により
クラス全員
がそろうこと
が遅れたり
したことで、
園児ひとり
一人の把
握がしっか
りとできてい
なかった。

何か起きた
とき、信頼
関係を持
ち、遠慮せ
ず何でも話
せる関係を
園児との間
に作る

9065

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 3 2 1 0 0 0 0 1 1 13.１

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足腓骨
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

―

滑り止めの
靴下を履く
などし、滑
らないよう
に注意す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

午睡中は
滑り台に仕
切りをし、
使用しない
ようにする。

5.睡眠
(午睡)
中

―

午睡時間
は、絵本な
どを読み、
静かに過ご
せるように
工夫する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

慣れ保育
中で午睡
が短く、すぐ
に起きてし
まった。慣
れ保育期
間で保育
教諭や園
での生活に
慣れ始めの
頃であっ
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

本児が滑り台
を登ろうとした
ところに他児が
上から滑ろうと
したため、保育
教諭が抱っこ
をし階段に移
動した。階段
に下ろそうとし
た際保育教諭
が滑って転倒
した。その時に
足が滑り台の
淵に当たったと
考えられる。保
育教諭は頭を
守ろうと必死
で、ぶつけた箇
所をはっきり見
ることが出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

隣の0歳児
室にいた保
育教諭2
名が、転倒
時の保育
教諭の声
や本児の
泣き声を
聞き、すぐ
に駆け付け
た。（0歳
児室と和
室は柵で
仕切られて
いて見通せ
る環境であ
る）

―

事故発生
時は午睡明
けで保育教
諭１名が園
児３名に関
わっていた
が、普段は
同じ空間に
２名の保育
教諭がいる
ので、危ない
ときは声掛
けし、迅速
に対応す
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9066

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 33 10 7 12 4 4 2 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
連携し、子
どもの活動
の把握を
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特記事項

なし
特記事項
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

落下しやす
い場所や
怪我に繋
がりやすい
場所を子ど
もたちと確
認し合う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯を渡っ
ていて、棒
を掴みきれ
ず落下し、
左腕を強く
打ち骨折。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

延長保育
担当者の
一人は近く
にいたもの
の、他の園
児の対応
をしていた
ため、対象
児が雲梯
から落下し
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の延長
担当者
は、各担
当場所に
いて他の子
どもを見て
いたため、
対象児の
動きを見て
いなかっ
た。

特記事項
なし

他学年の職
員とも連携
し、園児の
細やかな観
察を行う。

9067

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 28 3 3 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2,3
2.基
準配
置

職員の立
ち位置と連
携が不足
していた。
園児への
指導が十
分でなかっ
た。

職員の危
機管理意
識を向上
し、同じよう
な怪我を
防げるよう
にする。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 24

園内の危
険箇所の
点検及び、
危険箇所
を把握し改
修・修繕す
る。

ビオトープ
は水がなく
大きな石も
多いため、
ビオトープ
内に入らな
いようにす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

橋の幅もそ
れほど狭く
なかったの
で予想しに
くい状況
だった。

ビオトープ
にかかる橋
を通らなく
ても行き来
できるため
ビオトープ
を使用しな
いようにし、
職員の危
険箇所の
把握や指
導の徹底
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子で、
ビオトープ
にかかる橋
を走って
渡ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児と一
緒に保育
室に向かっ
て走ってくる
様子を少し
離れた所か
ら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1人は担当
の児に関わ
り、もう一
人は他の
園児と別の
場所で関
わってい
た。

人数の配
置はあった
が、子ども
の行動の
危険予測
をもっと大
きくもつ必
要があっ
た。

クラス間や
学年間で連
携をとり、危
険箇所の共
有や体制作
りを強化す
る。

9068

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 53 23 11 19 3 3 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右ふくらは
ぎ骨折　全
治１～2か
月

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

―

2クラス以
上遊ぶとき
は発達段
階を考慮し
てルールを
設定して遊
ばせる。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

年長組など
の鬼遊び
等、園庭の
範囲の設
定をしっか
りとする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

大きいクラ
スの園児と
と遊ぶの
が、まだ不
慣れだった
と思う。

園庭を共
有して異年
齢で遊ぶと
きはコー
ナーやルー
ルをわかり
やすく設
定。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びがで
きる嬉しさ
もあった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

3クラス合
同の人数
が多い状
況で遊ん
だ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

異年齢で
遊びをして
いた。

―

職員の見守
りの範囲を
意識し、年
齢や発達段
階に応しな
がらしっかりと
行う。

9069

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 31 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

危険個所
についての
検討が十
分ではな
かった。

ヒヤリハット
マップを再
度検討し
なおし、危
険箇所の
洗い出しを
行う。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 250 1.定期的
に実施 250

地面が湿っ
ていて靴底
に砂がつき
滑りやすい
状態であっ
た。

靴の底をは
らうような
マットを置
いて、滑り
にくいように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

地面が湿っ
ていて靴底
に砂がつき
滑りやすい
状態であっ
た。

靴底に砂
がついてい
る状態で
遊具に登ら
ないよう声
かけはして
いたが、声
掛けだけで
なく見て確
認をさせる
など意識付
けをさせ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

靴底が湿っ
ている状態
で登ると滑
るという事
に意識が
いっていな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
渡せる位
置に立って
いた。手を
離さないよ
う言葉掛け
をしていた
が、本児の
靴が滑りや
すくなってい
た事に気
付いていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

鉄棒をやっ
ている子の
側で見守っ
ていた。

環境面に
ついての対
応の意識
が十分では
なかった。

遊具を使う
際のルール
は守れてい
たが、環境
面の対応も
必ず意識す
ることを全職
員で共有し
た。

9070

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

3.2歳児ク
ラス 56 13 22 21 8 8 14.２

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左下腿骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

危険個所
点検に「転
びやすいと
ころはない
か」という項
目はある
が、具体的
な記載が
なかった。

危険予測
ができるよ
う、項目に
具体性を
もたせる。

2.不定期
に実施 60 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 24

園児がよく
通る遊具
近くの地面
の状態まで
は確認がで
きていな
かった。

園庭の地面
の状態（滑
りやすくない
か、石が落
ちていないか
など）を確
認し、危険
が考えられる
場合にはそ
の都度対処
していく。今
回、滑り台
近くに人工
芝を敷き滑
りにくくした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

滑り台を
滑ってきた
ところは確
認していた
が、再び階
段に向かう
ところは追
視していな
かった。

階段に向
かう園児に
気を付ける
ような言葉
かけをして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から転
びやすい。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

階段を上
る園児と
滑ってきた
園児を確
認すること
ができる位
置（滑り
台中央）
で、園児の
動きを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

異年齢で
遊んでいた
ことから、そ
れぞれの箇
所で保育
を行ってい
た。

滑り降りて
から、階段
に向かうま
での短い距
離で、転ぶ
であろうとい
う予測をし
なかった。

常に危険性
があることを
意識してお
く。
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【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9071

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

7.異年齢
構成 2 0 0 0 0 1 1 0 3 3 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

―

2号の時間
（夕方）
の時間は
子どもの体
力面を考
慮して遊び
の内容を
考える

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 12 ―

遊具の安
全な使い
方を常に
知らせ、危
険な使い
方をしてい
ないか見守
る

3.個人
活動中・
見守りあ
り

―

時間帯や
子どもの人
数に応じて
安全に遊
べる環境を
整える

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

晩御飯を
外食するこ
とが楽しみ
で、気持ち
が高揚して
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園長、副
園長は、
新入園児
の親子面
談の対応
をしていた

―

安全に遊ん
でいるか常
に見守り、
危険な場面
では声をか
け安全面に
配慮する

9072

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 77 28 32 17 4 4 15.３

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

雲梯のそば
に職員がつ
いていな
かったため

雲梯には
職員がそば
につく

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1 ―

雲梯の破
損などでは
ないのでな
し

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもとの
遊びに夢
中になり雲
梯が視界
に入ってい
なかった

常に危険
な場所は
視界に入
れる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

１回目は
雲梯を渡り
きることがで
きたが、２
回目はでき
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児が
落下する
瞬間にそば
にいなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の対応をし
ていたため
見ていな
かった

いつもはで
きていると
安心してい
たためそば
にいなかっ
た

雲梯には職
員がそばに
つく

9073

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 13 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

跳び箱指
導に対し
て、担当保
育士の理
解が足らな
かった

担当保育士
が体操指導
の仕方をき
ちんと理解
する。体操
指導のマニュ
アルを作成
し、独自の
事故対応マ
ニュアルに追
加し研修を
実施する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

本児が使
用した用品
には、破損
もなく不備
がなかったと
考えられる

1.集団
活動中・
見守りあ
り

跳び箱指
導に対し
て、担当保
育士の理
解が足らな
かった

担当保育
士が、体操
指導の仕
方を十分
理解する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、意欲的
に参加し跳
び箱の練
習をしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

跳び箱の
練習中、
担当保育
士が側につ
いていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
の配置は
無い

跳び箱指
導に対し
て、担当保
育士の理
解が足らな
かった

担当保育
士が、体操
指導の仕方
をきちんと理
解する

9074

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 10 10 2 2 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

48
2.基
準配
置

―

色々な人
の目で見る
ことが出来
るよう、配
置に気を
付けてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12 ―

１歳児クラ
スは広く走
りたくなる
環境である
為、走らな
いよう声掛
けをしてい
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

―

玩具が散
乱していた
為、こまめ
に片づける
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
遊ぶ姿が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くにい
た。転倒後
すぐに近寄
り声を掛け
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

視線には
入っていた
が意識的
には見てい
なかった。

―

近くにいたが
転倒を防ぐ
ことは出来
なかった。子
どもの動きを
予測して対
応する。

9075

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 4 2 1 1 2 2 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

左上前歯
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

怪我発生
後はマニュ
アルにはほ
ぼ沿いなが
ら臨機応
変に対応
できた。

今後もマ
ニュアルの
改善等繰
り返し迅速
に対応でき
るように進
めていく。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 144

動きが突
発的または
衝動的な
児に対し
て、情報交
換を職員
間で行って
いく。また、
保育者の
手の届く位
置で見守
ることが必
要であっ
た。

室内では
座って遊べ
る環境を
提供し、遊
びの内容は
年齢に応じ
た飽きない
時間となる
よう、工夫
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

玩具に飽
きてしまい、
立つ・走る
等の動きが
目立ってい
た。

児の気持
ちの変化に
気付き遊
びの内容や
環境設定
を工夫し、
適切な保
育を提供
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

担任以外
の職員が
保育を担
当する土
曜保育中
に起きた。
日頃よい、
動きが多
く、よく転ぶ
児であるこ
とを職員間
で情報交
換し、共有
していくべき
であった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

突発的に動
く児であるこ
とを意識し、
手の届く位
置で見守る
ことも必要で
あった。机と
椅子のある
環境設定も
保育環境の
選択肢とし
て考え、状
況や預かる
子どもの年
齢に応じ
様々な保育
を提供して
いくことが必
要であった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遅番保育
の時間帯
であり、2
人制であっ
た。他職員
は他児の
迎え対応
中であった
が、動きの
多い児がい
る際は迎え
担当職員
の立ち位
置も考慮
し、複数の
目で見守っ
ていく。

職員間で
の情報交
換やあらか
じめ保育の
イメージを
持ち準備し
ていく。迎
えを待つ自
由時間だっ
たことで飽
きだす児や
疲れが出
始める児も
いた。子ど
もが安全
活動できる
環境への
配慮が足り
なかった。

預かる子ども
の特質や年
齢に応じて
保育内容や
環境設定に
考慮してい
く。また、子
どもたちを活
動させるのに
危険がない
か予測す
る。ケース会
議を行い、
改善策を見
出し全職員
に周知す
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9076

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 49 20 13 16 5 4 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

常に広い
視野で見
渡せる保
育教諭、
保育従事
者がいな
かった

日頃のヒヤ
リハットの見
直しと、事
故防止マ
ニュアルの
見直しをす
る

3.未実施 　 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 295 特になし

遊具の周
囲に屋外
用マットを
置く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

予想が出
来にくい行
動だった

足首を引っ
張った園児
への安全
指導する。
全園児へ
の遊具の
使い方を
指導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

高い遊具
（すべり台
等)の見守
り等をして
いて、対象
児から離れ
たところで、
見ていたた
め、転落し
た瞬間に
間に合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児のうん
ていの補助
をしながら
見ていたた
め、間に合
わなかっ
た。

固定遊具
のそばに保
育教諭が
いなかっ
た。遊具で
の遊び方の
指導が充
分にできて
いなかっ
た。対象児
と足首を
引っ張った
園児が兄
妹ということ
もあり、遊
びがエスカ
レートしたと
思われる。

園庭で遊ぶ
時の保育教
諭の配置を
考え全体に
目が行き届
くようにする

9077

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

3.2歳児ク
ラス 71 11 14 10 11 16 9 12 12 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

園庭の非
常階段付
近を見守っ
ている保育
者がいな
かった。

園庭であそ
びを展開す
る保育者
は視野を
広く持ち、
子どもの危
険行動に
すぐに気づ
いて対応す
る。常に分
散し連携し
て配置につ
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 ―

木枠の状
態や周りの
環境整備
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の非
常階段付
近を見守っ
ている保育
者がいな
かった。

保育者
は、常に分
散し、連携
して配置に
つく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭を走っ
ていた本児
は、非常
階段前で
バランスを
崩し転倒
し、木枠に
左腕を打
ちつけた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育者は本
児を含めた
他児と築山
裏のフェンス
沿いで虫探
しをしていた
が、その後の
本児の行方
まで意識し
ていなかっ
た。別の保
育者が離れ
た所から本
児の様子を
見ていたが、
転ぶ瞬間に
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭遊び
の見守り、
排泄する
子どもや送
迎者の対
応をしてい
たため、見
ていなかっ
た。

園庭、非
常階段付
近を見守っ
ている保育
者がいな
かった。

保育者は、
常に分散
し、連携して
配置につく。

9078

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 68 21 25 22 7 5 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左尺骨近
位端骨折
左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

遊びの異
変に気が
付ける様、
特定の遊
びをさせる
ときは設置
の向きを考
える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

現在も着
地場所に
はマットを
敷いてお
り、引き続
き徹底する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

高所（１
ｍ）からの
着地失敗
による事故

高所（1
ｍ以上）
で遊んでい
る場合は
目を離さな
い。事故に
すぐに気づ
けるよう着
地面は職
員の多くい
る方を向い
て遊びを行
うようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気の合う友
達と飛び降
り遊びを何
度も繰り返
し遊んでい
た。負傷後
も職員へ伝
えることもな
く、他の園児
と一緒に遊
んでいた。痛
みが増し、
しゃがみ込ん
でいたところ
に職員に話
しかけられ泣
き始める。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

特定児は同
じ遊びを何
度も繰り返
しており、遊
びに問題は
ないと思い
目を離した。
また、着地
失敗時に泣
いたり動けな
くなったりもせ
ず、職員へ
も伝えてこな
かったため子
供の様子の
変化に気づ
くのが遅れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

あそび周辺
に職員がお
り、また園
児の変わっ
た様子が
見られな
かったため
気づけな
かった。

高所（１
ｍ）からの
ジャンプあ
そびの場所
に職員がつ
いていなっ
た。子供が
自分の体
調の異変
を伝えな
かった。

高所（１ｍ以
上）からのジャ
ンプあそびには
職員が付くよう
にする。また、職
員がついていな
いときは、低所
（50cm）から
のみの遊びにす
る。遊びの異変
に気が付ける
様、特定の遊び
をさせるときは設
置の向きを考え
る。

9079

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 24 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

13

1.基
準以
上配
置

園庭遊具
の遊び方は
あるが、3
連鉄棒を
使用する
人数の決
まりがマニュ
アル等には
なかった。

鉄棒等遊
具を使用
する際の人
数と職員の
配置につい
て検討しマ
ニュアルに
記載すると
ともに、職
員に伝達し
実施する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ― 特記なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

3連鉄棒の
一番低い
（高さ
90cm、幅
165cm）
所で使用
し、鉄棒の
下にはクッ
ションマットを
敷いてあった
が、転落時
の体勢により
手に負荷が
かかったこと
も考えられ
る。

園庭自由
あそび時の
危険予測
を職員間
で話し合
い、状況に
応じてあそ
びの種類を
決める等
安全に見
守れる体
制をつくる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

先生に見
てもらいた
い気持ちか
ら、予想外
に全身に
力が入り手
が鉄棒から
離れてし
まったのか
もしれな
い。（手が
滑った可能
性もあり）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一人で対象
児とその横の
二人の園児
を見ていた。
転落直前ま
でうまく回っ
ていたので安
心して見て
いた。対象
児が落下す
る瞬間に手
を差し伸べ
たが間に合
わなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

大縄跳び
の担当職
員は見てい
たが転落は
一瞬のこと
であった。

3連鉄棒の
低い所で
本児、中
央の所で2
人が使用
して、同時
に鉄棒をす
る園児3人
を一人で
見ていた。

本児は入園
で他児に比
べて鉄棒の
経験が少な
かったことも
あり、職員は
園児の発達
や経験に
沿って１名
で実施する
等の援助が
できるように
改善を行
う。
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0
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1
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2
歳

3
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9080

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 　 2 2 15.３

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

捻挫　うっ
血　骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

不定期
2.基
準配
置

―

職員全員
で遊びにお
けるヒヤリ
ハットの共
有・監視の
仕方の再
確認、職
員の再配
置

1.定期的
に実施

１２回以
上

1.定期的
に実施

１２回以
上

1.定期的
に実施

１２回以
上 ―

職員全員
で安全意
識の再確
認

3.個人
活動中・
見守りあ
り

―

年齢に見
合った遊具
への促し・
子ども達へ
の遊び方
指導、遊び
時のルール
の再確認

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
戸外遊び
に出掛けた
ものの、対
象児が何
で遊んでい
たか把握
出来ていな
い。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

外監視2
名は対象
児の側にお
らず、対象
児の怪我
の様子を
目撃してい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外監視の
職員以外
は園庭には
おらず、気
付く事が出
来なかっ
た。

― 監視の在り
方の再検討

9081

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 48 24 24 4 4 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

散歩、小
学校の予
行練習見
学、公園で
の遊具、リ
レ－遊び
等、進級
２か月目
の活動量と
しては多過
ぎたのでは
ないか。

子どもの活
動量を考
え、無理な
活動をしな
い。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

公園の地
面に起伏
があり硬
かった。

園外での
環境に応じ
た遊びの提
供をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

注意を要
する遊具に
重点をお
き、全体を
見渡し、子
ども達の活
動を把握
するように
している。

保育教諭
の人数に
応じ、活動
数の制限
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらない様
子だった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子ども達がリ
レ－をしよう
とし、本児が
最後に来て
混ざった。本
児の前の走
者がとても遅
く、本児が泣
きながら最
後にゴールし
た様子は見
ていた。保
育教諭がリ
レ－の終始
を見ていな
かった為本
児の転倒の
様子は見て
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
や他児の
遊びを見て
いた。

リレ－は日
頃より園庭
で行ってお
り子ども達
の身近な
活動であっ
た。子ども
達だけで進
めて楽しん
いたが、園
庭との環境
の違いから
事故が起こ
る想定をし
ていなかっ
た。

身近な活動
であっても、
環境により
事故が起こ
り得ることを
予想し注視
するととも
に、活動の
中止の判断
をする。

9082

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

7.異年齢
構成 38 8 30 5 5 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上膊骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

事故発生
防止のため
の指針は
作成されて
いるが、
「安全な保
育環境を
確保するた
めの配慮」
について再
確認する
必要があ
る。

「安全な保
育環境を
確保するた
めの配慮」
について職
員間で話
し合いを行
い、必要な
配慮を話し
合った。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

築山の砂が
流れて斜面
がなだらかに
なっていたの
で、子どもが
駈け降りや
すくなってい
たかもしれな
い。盛り土を
することで一
歩ずつ踏み
しめて上り下
りしたかもし
れない。

土のう袋に
土を詰め、
築山の両
側に階段
状に積み
重ね、一
歩ずつ上り
下りするよ
うに階段状
の段差を
作った。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びの場
面で、築山
を駆け下り
るとスピード
が出て危
険であるこ
とは知らせ
ているが、
当該児を
含めて遊び
に夢中にな
るとつい忘
れてしまう
子どもも見
られる。

戸外遊び
の際は、子
どもたちと
約束事を
再確認し、
慌てずに安
全に築山
の上り下り
することが
身に付くよ
うにしてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
様子で、友
達と鬼ごっ
こをしてい
た。鬼から
逃げようと
して築山か
ら駆け降り
たため、ス
ピードがつ
き何もない
地面で手
をついて転
倒した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭内に
いた保育
士５名のう
ち、一緒に
鬼ごっこを
していた１
名は、鬼か
ら逃げる様
子を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭内に
いた保育
士5名のう
ち、本児と
一緒に鬼
ごっこをして
いた１名
以外は見
ていなかっ
た。それぞ
れ、鉄棒、
ブランコ、
砂場につい
ていた。

築山から駆
け降りると
スピードが
ついて危険
なことを、
戸外遊び
の前に再
確認してい
たら、気を
つけて築山
を降りること
ができたの
かもしれな
い。

戸外遊びの
前には、園
児と安全な
遊び方の約
束事を再確
認するように
する。

9083

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 28 1 1 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員の立
ち位置、園
児の遊び
方や扱い
方等を更
に探り見直
していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12 ―

破損や部品
の紛失等が
ある場合は
即対応をし
ている。職員
に対しては
安全チェック
リスト表を回
覧し全体周
知を徹底い
ていく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

廊下に設
置した鉄棒
の所に職
員がついて
なかった。

遊具がある
所は、必ず
職員がつく
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3歳児保
育室前の
廊下に設
定した鉄棒
で遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は保
育室にいた
他児を見
ていたた
め、対象児
が落下した
ところを見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各担当の
保育室に
て保育中

本児の朝
の行動の
把握が不
十分であっ
た。

職員間で更
なる連携を
とり、子ども
の行動を把
握する。

19 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9084

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 42 16 26 6 6 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

ヒアリハット
事例を毎
月会議で
取り上げ、
改善策実
施後どのよ
うに変わっ
たか報告し
ている。

引き続き研
修会報告は
全体会議の
時に全体に
周知。ヒアリ
ハット報告が
あった事例に
関しては、毎
月の会議で
事故後の取
り組みについ
てうまく機能
しているか検
討。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

なし（安
全な設備
環境を保
つための点
検は確実
に実施され
ているた
め）

3.個人
活動中・
見守りあ
り

―

今回は禁
止事項を
行っていた
わけではな
く、十分に
下見した場
所において
体を使って
遊んでいた
最中であ
り、不可抗
力な面が
大きい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園外保育
（遠足）
中で、段
ボールで草
滑りをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

そばで草滑
すべりをす
る子どもた
ち全体を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

草すべり以
外の遊びを
する子ども
に付いてい
た。

―

体を使った遊び
をする上でケガ
は避けられない
が、ケガをしにく
い体作りや自分
の能力に合った
動かし方ができ
るよう、これから
も十分に外遊び
を楽しんでいく。
また、視野を広
く持ち、子どもた
ちの動きを見な
がら一人一人が
無理ない動きを
選択できるよう
声をかけていく。

9085

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 　　17 8 9 4 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右眼瞼裂
創、右眼
瞼炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

ー
2.基
準配
置

―

より様々な
事故を設
定し、適切
に対応でき
るようにその
場に合わせ
た対応を
考える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 ほぼ毎日 ―

ブランコに
柵は設置
されている
が、前面、
後方などか
ら園児の出
入りは自由
にできる状
態なので、
視覚的に
進入禁止
のテープ等
を設置す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

改めて園
児と正しい
遊具の使
い方につい
て確認し、
一人一人
が安全に
遊ぶ方法
を理解して
約束を守っ
て遊べるよ
うにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

戸外遊び
の前に室
内で製作
活動に集
中し、完成
させた満足
感や達成
感を味わっ
ていたた
め、戸外で
も積極的
に体を動か
して遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任は、リ
レーごっこや
ケンケンパー
等ができるよ
う４、５歳
児と共に環
境を設定し
ていたため、
ブランコが設
置してある
遊具の場所
から離れた
所にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他クラスの
保育者が、
遊具の近く
で遊ぶ園
児を見守っ
ていた。

―

園庭の遊具
で遊ぶ際は職
員を配置し、
近くで遊びを
見守る。担当
するクラスだけ
でなく、他クラ
スの園児を含
めて職員一
人一人が園
児全員を見
守るようにす
る。

9086

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 27 32 23 15.３

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

―

片付けに
取り組む時
間での安
全管理に
ついて確認
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎 1.定期的
に実施 毎 ―

施設及び
遊具等の
安全点検
は今まで通
り毎月実
施する他
に、幼児の
活動前に
安全点検
の実施を
強化する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

片付けをす
る場合は
危険のない
よう焦らず
ゆっくり物を
運んだり、
他児とぶつ
かったりしな
いよう伝
え、その確
認を継続
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室から
廊下へ出
る付近で
片付けを
眺めてい
た。走り
回ったり動
き回る様
子はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育室と
廊下を行
き来しなが
ら、幼児と
一緒に片
付けをした
り、の様子
を見守った
りしていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本児が保育
室内で皆の
片付けの様
子を眺めて
いる姿は把
握していた
が、普段通
りの姿であっ
た為、他児
らと一緒に
片付けをし
ていた。転
倒した瞬間
は目撃して
いなかった。

―

常に幼児ら
の動きを把
握し、危険
な動きをして
いないか確
認する。

9087

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

3.2歳児ク
ラス 35 0 0 0 0 0 0 0 8 7 14.２

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

36
2.基
準配
置

職員配置
等に問題
はなかっ
た。

園児の動
きを把握し
ておく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

人工芝生
でクッション
性があり環
境等に問
題はなかっ
た。

走るのに十
分な広さが
あるか等の
確認を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし。

あそびの中
で、転んだ
際のてのつ
き方等伝
えていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

あそびの中
で元気よく
かけっこをし
て遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児を
見ており、
転倒の際
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
持ち場で、
それぞれの
担当園児
を見てい
た。

普段より歩
行にふらつ
きがあり転
倒も多い
園児だった
ため、かけっ
この際に転
倒しうまく
手がつけな
かった。

手足を強く
するための
運動遊びを
するなど、当
児の体力向
上を促して
いく。

20 / 394 ページ



死亡
0
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1
歳

2
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3
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4
歳

5
歳

以
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学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9088

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

3.2歳児ク
ラス 　 9 28 25 14.２

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右の脛　骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

人数的な
職員配置
は問題な
いが、園児
の動きの全
体を見られ
ていなかっ
た。

保育教諭
同士が連
携をとり死
角のないよ
うに立ち位
置を考え
る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 2

3歳未満
児専用の
遊具・芝生
を備えては
いるが、３
歳以上児
とも園庭を
共有してお
り、見守り
範囲が広く
見きれてい
なかった。

見守り範
囲を限定
できるよう
に、柵を設
置する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

３歳以上
児用の遊
具もたくさ
んあり、視
覚的にも
興味をそそ
られる環境
であった。

３歳未満
児遊具から
部屋に戻
るまでの動
線の見直
しと柵設置
による安全
確保。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外遊び
後、片付け
をし部屋に
戻る途中、
低雲梯に
行き遊んで
いた。その
際、手をす
べらせ落下
したものと
思われる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

3歳未満児
遊具で遊ん
でいる際は
見ていたが、
片付けをし
部屋に戻る
ため全体に
声をかけ誘
導をしてい
た。その際、
本児が部屋
ではなく遊
具の方に
行ったことに
気が付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
に同じく、
他児を誘
導してお
り、本児の
行動に気
が付かな
かった。

保育教諭
の監視不
足

保育教諭
同士が声を
かけ合い見
守り分担を
明確にする

9089

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 33 10 7 12 4 4 2 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
連携し、子
どもの活動
の把握を
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特記事項

なし
特記事項
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

落下しやす
い場所や
怪我に繋
がりやすい
場所を子ど
もたちと確
認し合う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯を渡っ
ていて棒を
掴みきれず
落下し、左
腕を強く打
ち骨折。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

延長保育担
当者の一人
は近くにいた
ものの、他の
園児の対応
をしていた
為、対象児
が雲梯から
落下した瞬
間は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の延長
担当者
は、各担
当場所に
いて他の子
どもを見て
いたため、
対象児の
動きを見て
いなかっ
た。

特記事項
なし

他学年の職
員とも連携
し、園児の
細やかな観
察を行う。

9090

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 　 2 15 16 11 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施 ー

1.基
準以
上配
置

―

慣れている
環境であっ
ても、職員
の複数の
目が届くよ
うに配置し
ていく

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 24 2.不定期
に実施 4

手すりや持
つ部分が
少ない所を
渡ろうとし
たため、他
の所よりも
滑りやす
かった

遊具それぞ
れの部分の
特色や危
険箇所を
子どもたち・
職員が遊
びや活動の
中で知り、
安全に遊
べるように
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

異年齢が
混じり活発
に遊んでい
る状況であ
る

活発に遊
びながら
も、落ち着
いて安全に
遊べるよう
に声を掛け
て指導して
いく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活発でいろ
いろな遊び
に挑戦する
ことが好き
な子どもで
ある。いつ
も通り元気
に遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くにおり
対象児が
遊具で遊
んでいるの
はわかって
いたが、他
児と関わっ
ており見て
いなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
エリア内で
他児と関
わっており、
対象児は
見ていな
かった

職員は全
体を細やか
に見ながら
園児と関
わっている
が、どうして
も常に全
体を把握
できない場
合もある

個別の園児と
関わりながら
も常に全体を
把握しておけ
るよう、意識
を強くするとと
もに、他エリア
に移動しても
子どもたちの
様子を見てい
けるようにする

9091

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 4 4 4 15.３

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

右上前歯
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

歩行の際
の前後の
間隔をしっ
てかり把握
し園児の
安全歩行
確認に問
題があった
のではない
か。

個々の歩
行状態や
歩くペース
を考慮して
手をつなぐ
ペアを組
む。歩き方
がぎこちな
い園児は
保育教諭
が手をつな
いで歩く。

2.不定期
に実施 12 2.不定期

に実施 12 2.不定期
に実施 12 特になし

散歩経路の
確認や事故
防止のた
め、出発時
に歩道の歩
き方（列を
乱さない・広
がって歩かな
い・手をつな
いで歩く
等）を園児
に伝える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

着用してい
るズックのサ
イズが合っ
ているか確
認する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

行き慣れた
公園へ散
歩に出かけ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

先頭と最
後尾につく

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

時間差で
の散歩に
出かける

特になし

引き続き先
頭と最後尾
に職員が配
置につく
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死亡
0
歳
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9092

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 30 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

１～２

1.基
準以
上配
置

職員１名
が遊具の
傍について
見守りを
行っていた
が、対象児
が手すりを
一本飛ば
しで雲梯を
行っている
姿から危険
を察知する
ことが出来
なかった。

子どもの様
子から危険
な行動を
予測して声
を掛けてい
く。普段か
ら遊具を使
用する際の
ルール等を
子どもたち
にもしっかり
伝えていく
ようにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

雲梯の手
すりを一本
飛ばしで渡
る方法が、
対象児に
とってはまだ
難しかっ
た。

使用する
遊具やその
遊び方が
子どもたち
の年齢や
発達に合っ
ているか確
認し、危険
だと判断し
た場合は
使用を中
止していく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

雲梯で遊
ぶことに慣
れて、普通
の方法より
も少し難し
い方法でや
ろうとしてい
た際に起き
た事故で
あった。

遊具等に
慣れた頃に
事故は起
きやすいの
で、意識し
て子どもた
ちに注意を
促す声かけ
を行ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

毎日の戸
外遊びの
中で雲梯
を必ず行っ
ており、他
の子どもと
一緒に一
本飛ばしで
雲梯を渡
ることに挑
戦してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊具の傍
で見守りを
行っていた
が、雲梯の
反対側に
いたため対
象児が落
下する瞬
間には間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他2名のうち
1名は公園
全体を見渡
しており、発
生時は遊具
側ではなく
反対の広場
の方で鬼ごっ
こをしている
子どもの見
守りを行って
いた。もう1
名は他に転
んで擦り傷
が出来た子
の対応を
行っていた。

職員２名
で遊具の
見守りを
行っていた
が、発生時
は他の子の
怪我の対
応のためそ
の場を離れ
てしまってい
た。

職員がその
場を離れる
ときは他の
職員にも伝
え、一時的
に遊具の使
用を停止す
るようにして
いく。

9093

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 　 18 17 3 3 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

24

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
マニュアルを
作成する。
事故予防
の職員研
修をする。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施 ー ―

遊具の配
置場所を
検討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

子ども達と
遊具の安
全な遊び
方について
考える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当日朝の家
庭での検温
は36.2度
で、受け入
れ時の家庭
からの連携
も特になかっ
た。園でも体
調不良を訴
えることもなく
いつもと違う
様子は見ら
れなかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
そばで見て
いてすぐ駆
け付けた
が、本児が
足をすでに
抜いた後
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各保育教
諭の近くで
遊んでいる
子どもを見
ていた。

―

職員は近く
にいる子だけ
でなく、常に
遠くで遊んで
いる子にも
留意し、職
員同士連
携しながら
全体の遊び
を見ていく。

9094

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 9 9 19 18 15.３

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 6.その他 5.下肢

(足・足指)
左足小指
の骨のずれ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

―
怪我当時
の状況を
共有した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

どんな場合
にでも怪我
につながる
事がないよ
う、今後も
充分に配
慮していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

転倒があっ
た場合にで
も怪我のな
いよう環境
を考えなが
ら設定して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本人の遊
びを見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭あそび
等それぞれ
の持ち場で
保育を行っ
ていた。

―

バランスを崩
し、転倒・怪
我をすることも
十分に考えな
がら声掛けを
していくことが
必要であると
考える。

9095

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

3.2歳児ク
ラス 23 4 4 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左脛骨骨
折、左足
甲骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

当日の出席
児童は24
人、その時
点の対応職
員が４人で
あり不足は
ないが、遊び
の設定が
４ヶ所と多
かったこと。
落ち着かな
い子等がい
た為対応で
きなかった。

事前に把
握出来たこ
とであるが、
認識が足り
なかった。

1.定期的
に実施 52 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52 特になし

高い所から
飛び降りる
際の高さ、
着地点の
安全性を
確認して実
施する
（発達年
齢にあわせ
た安全
性）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの発
達段階に
合わせた設
定に無理
があった

２歳児の
発達段階
に合わせ、
安全に楽し
めるように
するために
どうするか
共通理解
を深めてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

飛び降りた
時にバラン
スを崩し、
左足に重
心がかかり
捻挫

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

傍にいて手
を出した
が、間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

それぞれの
設定場所
についてい
たが、自由
に動き回る
子どももい
て落ち着か
ない状況で
あった。

現時点で
の子どもの
状態に合
わない設
定が事故
に繋がっ
た。

子どもの発
達段階に合
わせること、
さらに職員
体制に併せ
て臨機応変
に対応す
る。

9096

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 9 2 7 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

―

ガイドライ
ン、マニュア
ルの周知
徹底と研
修の定例
化

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 6 ―

ゆとりのある
保育室環
境の整備

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

保育室で
大きく身体
を動かして
遊ぶことの
ないよう指
導するとと
もに、子ど
もの状況に
応じて遊戯
室を使用
するなど柔
軟な対応
を図る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

平時に比
べるとやや
落ち着きの
ない様子
だった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

見守りはし
ていたが、
事故に対し
即対応で
きる距離に
はいなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

同じ保育
室内で他
の子どもに
かかわって
いた。

―

室内での遊び
に飽きてきた
故の子どもの
行動と考察さ
れるので、保
育者が静かな
遊びに誘うな
ど積極的に働
きかけて、事
故を未然に
防ぐようにす
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9097

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 10 0 6 1 3 4 4 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕橈骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

骨折に関し
ては、患部
を痛がり動
かそうとしな
い、腫れや
内出血が
ある等の時
は骨折が
疑われると
記載があ
り、そのよう
な状況が
診られな
かった為、
見逃してし
まった可能
性もある。

実際には、
ひびからの
骨折なのか
等わからな
いこともある
が、判断に
迷ったには
時には受
診をするよ
うにしてい
く。

1.定期的
に実施 2 2.不定期

に実施 294 1.定期的
に実施 294

雲梯の向
きが園舎
側に向いて
いた。遊具
の状態は
問題ない。
構造上下
部に地面
から30セン
チ程度のと
ころに鉄棒
があり、その
部分がうま
く跨げず転
倒した。

雲梯の向き
を含め、配
置の検討が
必要と考え
向きを変更
した。雲梯の
使い方として
登り下りの
順序を決め
いていた為、
位置を動か
すことで職員
の立ち位置
が変わり、
違った配慮
が必要にな
るなどの意
見もあった。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

土曜日保
育中園庭
での出来
事

職員配置
など問題は
なかった
が、子ども
のとっさの
行動に、声
掛けなどが
間に合わな
かった。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

2階から職
員が下りてく
る際に、妹を
発見し自分
の方へ呼び
寄せた。本
児は雲梯近
くにおり、職
員1名が至
近距離にい
たが目の前
にあった雲梯
の横棒をま
たぐことが出
来ず、突っか
かり転ぶ際
に手が先に
地面につい
てしまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

雲梯近くに2
名の職員が
いた。1名は
乳児が園庭
に出てきたこ
とにより、乳
児用の滑り
台の方へと
身体を向け
た。雲梯に
は別の職員
がいたが、本
児のとっさの
動きに声掛
けが間に合
わなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

乳児と共に
降りてきた
職員は、
至近距離
にはいた
が、乳児を
見ていた。

土曜日の
保育は通
常と違い、
人数も少
ないため、
自分の妹
の存在を
確認すると
嬉しくなり、
早く近くに
行きたいと
いう想いに
至るのでは
ないかと想
像すべきで
あった。

移動する際、走
る際には周囲を
よく見ることなど
を繰り返し、本
児に知らせてい
く必要があるが、
雲梯に躓き足を
取られてしまうと
いうことが実際に
あったという点を
検証し、雲梯の
向きを変える。
職員がしっかりと
付ける状態で、
遊具を開放でき
るようにしてい
く。

9098

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 18 0 4 4 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

8

1.基
準以
上配
置

ボルタリング
の突起部
分や脚をか
けたり抜い
たりして使
う部分の使
用方法が
理解できて
いなかっ
た。

使用方法
を再確認し
ていく。

1.定期的
に実施 293 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 293

自分自身
はできると
思ってい
た。

挑戦する
力を持つこ
とは大事で
あるが過信
しすぎない
様にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が登り
始めたのに
気が付きす
ぐに近寄っ
たが、その
瞬間落下
してきたた
め頭を守っ
たが間に合
わなかっ
た。

使用方法
確認してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

常に周りを
みて声をか
け合ってい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園庭全体
を確認して
声をかけ
合ってい
る。確認し
た際には声
を出しなが
ら職員も側
に行く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児が登っ
ているのを
お互いに確
認して近づ
いた。

本児自身
は出来ると
過信してい
た部分があ
る。

挑戦する力
を持つことは
大事である
が過信しす
ぎない様に
し、挑戦す
る時は保育
教諭を呼
ぶ。

9099

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 88 5 11 16 19 19 18 18 18 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

給食時間
ということ
で、職員の
目が行き
届いていな
かった。

早く食べる
児童などの
対応ができ
るよう、職
員の行動
の取り決め
を話し合っ
た。

1.定期的
に実施 　数回 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日 ―

ソフト面、
環境面、
人的面に
要因を記
載したた
め、未記
入。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

食後、室
内からテラ
スへ出る。
しかし、園
児がテラス
に出ている
ことを職員
が把握でき
ていなかっ
た。テラスへ
の窓も換
気の為開
けていた。

給食が終
わった子はテ
ラスには出
ず、静かに
室内で過ご
すよう園児に
話す。職員
に関しては、
子どもの動き
に合わせて
行動できる
よう給食も
時間差で食
べる様対応
している。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

早くに食事
が終わった
ため、テラス
に出て遊び
始めてし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

室内とテラス
とを行き来し
ていたため室
内で過ごす
よう話をし、
職員は食事
が終わってい
ない他児の
ところに戻っ
た。しかし、
園児はテラ
スへ再度出
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

給食の食
事援助や
他児の対
応をしてい
たため、園
児を見てい
なかった。

テラスに出
る窓が常に
空いている
状態である
為、自由に
行き来可
能である。
そのため死
角になる場
所で遊んで
いると確認
しづらくな
る。

テラスへ続く
窓を見れる
ような職員
配置をとる。
職員の給食
は時間差で
とり常に対
応できる配
置をとってお
く。

9100

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 37 3 3 16.４

歳
2.女
児 ー

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじを骨
折。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

昼食を終
えた子から
順に遊びだ
し、一方で
はまだ食べ
ている。遊
びだしてい
る子たちの
声がだんだ
んと大きく
なっていった
り、動き出
す。

ある程度の
子が食べ
終えるまで
は着席して
いて、ごち
そうさまを
一緒にして
から遊びだ
すようにす
る。

1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 　毎日

廊下からテ
ラスの段差
は20cmく
らいで、危
険な高さで
はない。急
いで拾おう
として焦っ
たため転ん
でしまったの
ではと思わ
れる。

注意して降
りるというこ
とを、繰り
返し伝えて
いき、段差
を改善する
予定はな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

段ボール
コーナーは
段ボールを
固定してな
くて不安定
であり、中
の様子も
保育者から
見えずらい
ところがあ
る。

段ボール
コーナーは
やめて、
テーブルと
椅子を用
意し、着席
して活動で
きる製作
コーナーと
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

食事を食
べ終わり、
段ボール
コーナーで
数人とは
しゃいで遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

連絡帳の
チェックをし
ながら、クラ
スから廊下
で遊ぶ子た
ちの様子を
部屋から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

食事を食
べ終えてい
ない子たち
の様子を
見ながら、
食事の片
づけに取り
掛かってい
た。

職員3人は
それぞれに
○○しなが
ら、遊びの
見守りをし
ている。

ある程度の子
が食べ終える
までは着席し
ていて、ごちそ
うさまを一緒
にしてから遊
びだすようにす
る。その際は
年中の職員
の1人は廊下
で見守るよう
にする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9101

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 　　27 3 3 15.３

歳
1.男
児 ー

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

職員配置
を検討する

椅子の座り
方の指導
を行う。職
員全員で
声を掛け
合いなが
ら、隙のな
い保育を
行うように
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

椅子の座り
方の指導
が十分行
えていな
かった。本
児の座り直
そうとした動
きに対して
声掛けがな
かった。もっ
と全体に目
配りをすれ
ば良かっ
た。

椅子の正
しい座り方
を徹底し、
なかなかう
まく座れな
い場合は、
肘付きの
椅子を使っ
て指導して
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

椅子の座り
方の指導
が十分行
えていな
かった。本
児の座り直
そうとした動
きに対して
声掛けがな
かった。もっ
と全体に目
配りをすれ
ば良かっ
た。

椅子の座り
方の指導
を行う。職
員全員で
声を掛け
合いなが
ら、隙のな
い保育を
行うように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

昨年度から
在園してい
たが、椅子
のサイズが
変わり椅子
の座り方が
上手でな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

４月初め
で入園した
ての子ども
に給食の
介助をしつ
つ、対象児
を含めて全
体を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任の他
に２名いた
が、それぞ
れ個別に
給食の介
助を行って
いた。

椅子の座り
方の指導
が十分行
えていな
かった。本
児の座り直
そうとした動
きに対して
声掛けがな
かった。もっ
と全体に目
配りをすれ
ば良かっ
た。

椅子の座り
方の指導を
行う。職員
全員で声を
掛け合いな
がら、隙のな
い保育を行
うようにす
る。

9102

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 5 5 2 1 15.３

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左頬部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

―

支援児が
いる場合は
職員の増
員をする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 ー

タオル掛け
を使用して
いない時に
もかかわら
ず、使用
時と同じ位
置において
いた。

タオル掛け
を壁面に
固定をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

通常の加
配保育教
諭ではな
く、代替職
員がそばに
ついていた
為、対象
児の動きの
予測が難
しかった。

日頃の対
象児の支
援状況を
職員全員
が把握する
とともに、正
職が対象
児の支援
につくように
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

椅子に座っ
て絵を描い
ていたが、突
然席を立ち
タオル掛けに
向かって走り
出した。タオ
ル掛けの向
こう側に本
児の好きな
金魚の水槽
があったの
で、それに向
かって行った
と思われる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が
絵を描いて
落ち着いて
いたのでそ
の場を離れ
ても大丈
夫だと思い
他の幼児
のトイレの
付き添いの
為、本児か
ら目を離し
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びの
コーナーに
ついていた
為、見てい
なかった。

特になし

対象児から
離れる際
は、他の職
員に声をか
け常に保育
教諭がそば
につくように
する。

9103

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 35 0 0 0 10 25 0 0 4 4 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

骨折（左
鎖骨部）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　5～6
2.基
準配
置

特記する
事項なし

引き続きマ
ニュアル等
に基づき配
慮する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

滑り台に勢
いがつきや
すく、着地
が上手くで
きなかった。

遊具での
遊び方、注
意点など事
前に伝え
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

これまでも
外遊びで
利用してい
る広場だっ
たが、集合
の声かけに
より遅れま
いと急いで
しまった可
能性があ
る。

集合時に
は広場内
を回りなが
ら、慌てな
いように声
かけもして
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た

遊んでいた
すべり台
は、前回
遊んでから
少し経過し
ていたの
で、本児も
楽しく何回
も滑ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すべり台の
他にブラン
コや回旋
塔もあるの
で、それら
が見渡せる
場所にい
て、けがが
無いように
声をかけな
がら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

集合の声
かけにより、
数名集まっ
てきていた
ので、周り
を見ながら
集合地点
付近にい
た。

久々に園
庭を訪れ
遊具で遊
んだため、
子ども達も
開放感が
あり活発に
遊んでいた
ので、子ど
もの遊びを
尊重しなが
ら様子を見
ていた。

遊び慣れて
いる場所で
はあったが、
遊ぶ間隔が
空いている
場合は、遊
具について
の遊び方を
再度子ども
たちと確認し
合うなど、遊
び方を伝え
ていく。

9104

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 83 28 27 28 5 5 15.３

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ肘
頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

なし

３歳以上
児職員で
今回の事
故につい
て、原因分
析、是正に
ついての話
し合いを
行った。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 200

雨天では
あったが室
内は滑りや
すい状況で
はなかっ
た。また、
玩具が散ら
かっている
状況では
なかった
が、片付け
前で少し
騒がしかっ
た。

床に玩具
が散らかっ
ていることが
ないよう
に、他の遊
びに移ると
きには片付
けをするよ
う園児に声
を掛ける。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

朝の体操
を行うた
め、片付け
をしている
子、遊びを
続けている
子、他の部
屋から移動
してきた子
と少し騒が
しい状況で
あった。

３歳以上
児が一部
屋に集まっ
てきていて
騒がしい状
況であった
ため、体操
の為に集
まってきた
子たちの待
機場所を
決めてお
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 慌てて片
付けをして
いる様子は
なかった
が、片付け
を行ってい
る際に玩
具の入って
いる箱につ
まづき転倒
し、左腕が
身体の下
に入ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の近く
で園児と一
緒に玩具
を片付けて
いた。転倒
した際、す
ぐに本児に
駆け付け
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くで遊ん
でいる子ど
もたちに片
付けを促し
ながら、一
緒に片付
けを行って
いた。

職員の配
置がはっき
りしていな
かったため、
片付けにつ
く職員と体
操を行うた
めに集まっ
てきた子ど
もたちにつく
職員が明
確ではな
かった。

職員の動き
を明確にし、
片付けをす
る職員、片
付けの終
わった子ども
たちを集める
職員と職員
間で声を掛
けながら連
携を図る。
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以
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童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9105

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 3 1 1 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

ー

1.基
準以
上配
置

特になし

担任指導
の下でのみ
跳び箱を
使用する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

基準日だ
けでなく、
使用する
際は支援
員なども含
め必ず確
認し使用
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

担任指導
の下でのみ
跳び箱を
使用する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
行動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

自由遊びの
中で跳び箱
を出したので
安全のため
跳び箱の傍
に有資格者
が立って見
守っていた。
本児の手の
付き方が変
だったため注
意しようとし
たが間に合
わなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

至近距離
にはいたも
のの、廊下
にいあた園
児の対応
をしてい
た。

特になし

担任指導の
下でのみ跳
び箱を使用
する。

9106

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 9 2 2 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 6.その他 ー 不詳 8.その

他 1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

危機意識
の高揚を
図り、研修
をより充実
させる。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 原則毎日

階段の踊り
場が保育
者から死角
となってい
る。

園児が死
角となるよ
う場所に行
かないよ
う、柵など
を設けた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

子どもから
目が離れ
ないよう保
育者の数
を増やすよ
うにする。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

体調不良
なのか朝か
ら泣いてい
る様子が
あった。声
がけをして
もあまり反
応していな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

トイレ指導
中、二人の
保育者が
トイレ指導
や泣いてい
る子の対
応をしてい
たため、本
人から目が
外れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

発見後、
園長、教
頭に連絡
すると同時
に救急車
を要請し
た。

病名ははっ
きりしない
が、「てんか
ん」或いは
「熱性けい
れん」の疑
いがあるよ
うだが、発
病の瞬間
を確認でき
ていなかっ
た事が課
題である。

体調不良が
疑わしい児
童に対して
は、更に注
視するよう
意識改善を
行う。

9107

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 31 4 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置に
は問題はな
いが、職員
間で園外活
動を行うとき
は危機意識
をより持つこ
とと、緊急連
絡の仕方を
再度確認し
た。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 2.不定期
に実施 ー 雑草

事前に施
設の状況
を把握する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コロナ禍で
外出に制
限があり、
運動面で
の問題が
あったのか
もしれな
い。

運動面の
成長を促
す方法の
模索を体
操の先生
を交え検
討していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこに
楽しそうに
参加してい
た。健康面
もいつも通
り元気

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

集合の合
図をして、
こちらに駆
け寄る対
象園児は
目に入って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員は
少し離れた
場所でほか
の園児たち
に対応して
いた。

特になし

職員間で園
外保育を行
うときは危機
意識をより
持つことと、
緊急連絡の
仕方を再度
確認した。

9108

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 24 2 2 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

小さい子ども
でも遊べる
置物だったの
で特に注意
することがな
かったが、子
どもはどんな
些細なことで
も事故につ
ながることを
肝に銘じた
い

子どもたち
ともう一度
遊具の使
用方法を
話し合って
いく。事故
はどんなと
きにも起こ
ることを皆
がもう一度
再確認す
る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52

遊具の周り
の土壌に
凹凸と欅の
根がある。

遊具の周り
の整備
（凹凸の
ある地面を
平らになら
す等）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員間のコ
ミュニケー
ションをしっ
かり行う

園庭での
自由遊び
の時の職
員配置を
もう一度検
討しあい、
事故の防
止に努め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特にいつも
通り元気で
遊んでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

特に危険
な遊具で
ないこと、4
歳児である
ことなどか
ら、離れた
ところから
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ほかの子ど
もたちも遊
んでいるの
で、対象児
を見ていな
かった

特に危険
な遊具で
はなかった
ので、大丈
夫という気
持ちがあっ
たと思う

どんな時のど
んなことにも
注意を怠ら
ないこと

9109

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 12 1 1 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
下端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

子どもの身
体について
の認識かつ
確認不足
であった。

活動する
際に自分
で危険予
測が意識
できるよう
呼び掛けた
り、安全に
活動できる
よう見守っ
たりする。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 24 特になし

施設・設備
としては特
に問題はな
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児は遊
びのつもり
だったがソフ
ト積み木に
不安定な
状態で座っ
ていた為咄
嗟の対応
ができな
かったので
はないか。

ソフト積み
木で遊ぶ
際に適切
な扱い方が
できるよう
保育者も
一緒に遊
びながら伝
えていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任2人の
うち1人が実
習生と保育
しており、もう
一人の担任
と保育を交
代するタイミ
ングだった
為、十分児
の動きが把
握できてい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育に入
るタイミング
だった為、
児の動きを
把握できて
いなかっ
た。

保育者と
実習生が
室内にいた
が、本児の
動きがそこ
まで危険と
感じるほど
の動きでは
なかった。

保育者は常
に全体を見
ながら安全
に遊べるよう
見守り怪我
につながりそ
うな遊び方
をしている時
は声をかけ
るようにす
る。
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学
童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9110

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 24 24 3 3 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右母指中
手骨亀裂
骨折　右
前腕挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2～3
2.基
準配
置

園外保育で
1列で歩い
ている体制
で、前方・中
間・後方に
職員が付
き、歩いてい
たが前の子
との間隔が
空いたので、
つめるために
走ってしまい
躓いて転倒
してしまっ
た。

様々な歩
道の歩き
方を身につ
けられるよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

普段とは
違った環境
で子どもた
ちもテンショ
ンが上がり
油断しやす
い。

その都度
マップなどで
危険箇所
や歩く時、
注意する
事をみんな
で確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

お散歩など
には数回
出かけた事
はあるが、
まだ園外を
歩き慣れて
いない。

散歩を通じ
て交通ルー
ルを知りな
がら自分で
意識して歩
けるように
援助してい
く。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

朝からテン
ションが高く
歩いている
時も危険
な行動をと
ることがあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

間隔をあけ
て気になる
園児の近く
に付き、分
かれて見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

道幅も狭く
1列で並ん
で歩いてい
たので職員
同士は少
し離れてい
た。

本児は普
段から活発
な子で、そ
の時も何
度か職員
が気をつけ
て歩くように
声かけをし
ていた。

園外保育に
出かける時は
いつも以上に
緊張感を持っ
て交通安全
の意識を高め
れるように普
段のお散歩に
行く時から気
をつける。又、
足に合った靴
を履くように保
護者にも協
力をお願いす
る。

9111

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 38 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
折　右上
腕骨外顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

子どもの行
動を予測
できるよう
な研修を
取り入れ
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 12 特になし

引き続き
適正な環
境整備に
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

部屋の大
きさや人数
に見合った
計画を立
案する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

平均台の
使用を他
児が職員
に確認中
に待ちきれ
ず上って遊
んで転倒。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

３つの運動
遊び（縄跳
び・ブロック・
鬼ごっこ）を
していて、職
員は全体的
に視野を広
げて子どもの
安全を確認
していた。危
険予測が間
に合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

縄跳び遊
びを中心に
子どもの安
全を確認し
ていたた
め、気がつ
かなかっ
た。

遊戯室で
３つの運
動遊びをし
ていたのに
さらに遊び
を増やすこ
とは危険に
つながると
予測できな
かった。

子どもが遊
ぶ際は、物
を出しっぱな
しにせず収
納しておく。
もしくは、子
どもの待てな
い特性を理
解して職員
の配置を変
更する。

9112

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 93 1 12 15 21 21 23 24 22 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨近
端骨折・右
橈骨頚部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

数回
2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュアル
の点検と職
員への周
知徹底

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 　随時 特になし 特になし

6.食事
(おやつ)
中

配置された
机の間を
通って配膳
台に食器を
片付けに行
き、机上の
弁当箱や
コップ等をし
まった鞄を
ロッカーに片
づけてから、
自由に遊ぶ
ために慌てた
のかもしれな
い。

机と机の間
を広く取る
ようにする。
片付けをす
る際は一
方通行に
するなど保
育室環境・
導線の見
直し

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊べるため
早く園庭に
出たくて配
膳台に食
器を片付
けたあと、
席に戻る
際少し慌て
てしまったの
かもしれな
い。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

2名の担当
職員と2名
の実習生
がいた。そ
れぞれ子ど
もの様子を
見ながら片
付けや掃
除の手伝
いに入って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各々各教
室で、担当
クラスの活
動を行って
いた。

他クラスの
参観日で
通常とは違
う雰囲気に
気分が高
揚し、いつ
もより早く
外へ行こう
としていた
のかもしれ
ない。

室内では走
らないという
約束を常に
確認する。
危険が予想
される場面
では都度声
をかけ注意
を促す。

9113

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 9 2 2 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

高く積み上
げたブロック
の上から飛
び降りようと
したため。
また，保
育者が十
分に見切
れていな
かったため。

高い場所を
登ろうとする
園児が多い
ので，安全
に遊ぶことが
できるように
環境を整え
たり保育者
が側について
見守ったりす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具（ソフ
トブロック）
の危険性
を把握仕
切れてな
かった。

危険予測
をしっかり
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具（ソフ
トブロック）
の危険性
を把握仕
切れてな
かった。

危険予測
をしっかり
行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

高いところ
から跳び降
りることが楽
しくなり，
園でも家
庭でもその
ような姿が
見られる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児がトラ
ブルをし，
それに対応
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

気持ちが
不安定で
泣く園児の
対応をして
いた。

園児全体
の様子をき
ちんと把握
できていな
かった。

トラブル等を
対応しなが
らも，全体
の様子を気
にかけて把
握しておく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9114

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 62 22 19 21 7 7 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手　中
指　骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

特になし

園全体で
今回の怪
我について
周知し、戸
外遊びを
安全に楽し
むために、
保育者の
立ち位置
や子どもの
発達や育
ちに見合っ
た遊び方の
提案等が
出来るよう
にしていくこ
とを話し合
い、保育実
践していく。

1.定期的
に実施 6 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 245 特になし

引き続き
２カ月に１
回施設内・
遊具の安
全点検
チェックリス
トで点検を
行い、遊具
の周りに危
険な物を
置かない、
危険な遊
びになって
いる場合に
は情報共
有していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

石を投げて
遊んでいた
姿を確認し
ていたが、
保育者が
最後まで
関わること
ができな
かった。

引き続き無
線を使用
し、保育者
の立ち位置
を工夫する、
子どもの遊
びや姿を情
報共有しな
がら保育を
行っていく。
今回の怪我
について話し
合い、どのよ
うな環境で
も大怪我に
繋がる意識
を持って保
育し関わり
方の工夫、
環境への配
慮に十分気
を付けてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

仲の良い
友だちと
「石の中を
見てみた
い」と思い、
石を割ろう
としていた。
固い石畳
のテラスに
打ち付けて
割ろうとし
ていたが、
他児が投
げた石が本
児の手に
当たってし
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

戸外遊びに
は子どもの
人数に応じ
て保育者が
付いていた。
（系列のこ
ども園、小
規模保育園
職員も戸外
についてい
た）本児た
ちが石を投
げていた姿を
確認してい
たため、安
全に遊べる
よう声を掛け
ていたが、怪
我に繋がって
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

サッカーをし
ていた他児
についてい
た為、本児
らの姿は確
認していた
が、関わり
や声掛け
はできてい
なかった。

特になし

子どもたちの
遊びに応じ
て様子を見
守ったり、遊
びに介入し
ないことも多
かった。子ど
もの遊ぶ姿
や動きを保
育者間で必
ず把握でき
るような連
携を図り、
怪我や事故
の防止に努
めていく。

9115

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 16 16 2 2 16.４

歳
2.女
児 ー

6.水遊び・
プール活動
中

1.負
傷 ー 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
熱性けいれ
ん

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

研修でプー
ル時の安
全対策周
知と事故
発生時の
対応につい
ての徹底を
周知

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 設備等の

不備はなし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

プール活動
前の園児
に対しての
体温を測
る等の健
康チェックを
徹底してい
なかった

今後、保
護者からの
体調の連
絡と合わせ
てプール活
動前(入水
前)に体温
を測る等、
体調管理
の徹底に
努める

1.いつも
どおりの
様子で
あった

家庭からの
連絡では
熱など体調
不良はな
かったため、
プール活動
に参加す
る。プール
活動直前
の様子も
普段どおり
であった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

プール活動
中の際、担
当職員が
対象児の
反対方向
にいる多数
の子ども達
の方へ進
み、視線も
その方向に
向いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任の進
行方向に
子どもが集
中し、あそ
びがダイナ
ミックになっ
た為、危険
がないか視
線をそこに
集中させて
しまった。

担当職員
も監視職
員も同じ方
向に視線
が向いてい
た為、対象
児の転倒
に気づけな
かった。

担当職員も
監視職員も
視野を分散
させるように
心がけたり、
監視職員は
全体を視野
に入れて監
視するよう
徹底する。

9116

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

3.2歳児ク
ラス 17 3 3 14.２

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む) 歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし

リスクマネジ
メントに対
する意識を
更に高めら
れるように
し、予見可
能性に基
づく結果回
避に努める

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 毎日 特になし

外遊び中
は芝生シー
トを敷く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き
立ち位置
に気を付け
て、全体に
目を配る
様にする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらない様
子だった
為、普段
通り見守る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児が
走って転倒
したのを見
ていた。転
倒後、駆け
寄った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児が
転倒したの
を見てい
た。対象児
から離れた
所で対象
児の動きを
見ていな
かった。

特になし
引き続き、
怪我のない
様に見守る

9117

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 36 2 6 5 5 9 9 8 5 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

マニュアル
はあるが、
玩具一つ
一つの形
状（丸形
や四角）
や遊びの仕
方に注視
するといった
配慮が足り
なかった。

園児一人
一人の遊
びの様子や
趣向、行
動を職員
間で伝え
合っておく。
行動パター
ンを知り、
適切な声
掛けをして
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

積み木のま
わりが欠け
ていない
か、形状
（丸、四
角）により
危険度が
違うことを
認識する。

積み木の
上に乗る
際には中
央に乗るな
ど、慌てず
確認しなが
ら遊ぶこと
を促してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

十分注意
して本児の
様子を見
ていなかっ
た。

全体に絶
えず目を配
り、他の職
員と連携を
とり慎重に
行動する
声掛けや
落ち着いて
遊べる環
境をつくって
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも遊ん
でいる積み
木であり、
高さも20
㎝くらいでこ
れまで転倒
することは
なかった
が、今回、
転倒時に
バランスを
崩し受け
身が取れ
なかった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児の近く
にいたが、
転倒すると
は思わず
本児の動
きを見てい
ることが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の対応をし
ていた。

安全を過
信し、声掛
けや注意を
促す配慮
に欠けてい
た。

保育者は危
険な場面を
あらかじめ想
定し言葉掛
けや全体が
見える位置
取りをするな
ど、職員間
で共通認識
をする。

9118

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 10 3 3 2 2 4 1 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左第2・3・
4中足骨
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

棚の足に
コーナークッ
ションがつい
ていなかっ
た。

棚の足に
コーナークッ
ションをつ
け、ケガの
防止に努
める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

気分が高
まり、勢い
よく滑り込
んでしまっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ピアノを弾
きながら本
児の動きは
見ていたが
止めること
はできな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

別室にて、
他児の検
温、排泄
介助をして
いた。

特になし 特になし
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9119

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 26 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

職員間で
対応を共
通理解し、
再発防止
に務めた。

1.定期的
に実施 203 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 203 特になし

ホールの床
面に危険
なものは無
かったが、
側転をしよ
うとしている
様子が見ら
れた時には
マットを準
備する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

他児もホー
ルで遊んで
いたので、
ザワザワし
た雰囲気
だった。

自由遊び
の時間でも
側転に挑
戦しようと
する子がい
る場合に
は、マットが
すぐに使え
るように体
育倉庫から
出して準備
しておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

側転をして
いる友達を
見て真似し
たくなり、同
じようにやっ
てみてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児がど
こにいるか
は把握して
いたが、怪
我が起きた
ときはドッジ
ボールをし
ている子を
見ていたた
め、側転を
しようとする
様子に気
付けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室で
遊んでいる
子たちの見
守りをして
いたため
ホールには
いなかっ
た。

個々の運
動発達面
の理解を
もっと深め
ておくこと
で、怪我に
つながりや
すい子
（可能性
として）を
把握し、必
要な手立
てができた
のではない
か。

対象児たちが
側転遊びをす
ることが予想
できていなかっ
たので、運動
遊びへの興味
関心が高まっ
てきていること
を共通理解
し、必要な環
境（マットを
出す、周りに
危険なものが
無いか確認す
るなど）を準
備しておく。

9120

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 88 42 46 5 5 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ複
雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事故につい
ての意識の
持ち方

事故（防
災）防止
委員会を
開催し、事
故について
の職員の
意識を高
める。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 240 なし

施設・設備
には問題な
し

7.その他 登り棒での
遊び方

職員や子ど
もたちに正
しい遊具の
遊び方につ
いて改めて
伝えてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2本の登り
棒を使って
両手両足
でつかまっ
て登ってい
た。その
際、上方か
ら手を滑ら
せてしまい
落下した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

職員は居
たが他の園
児の保護
者対応を
行っていた
ため、落下
を防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭の別
の危険個
所で他の
園児の様
子を見てい
たため、見
ることができ
なかった。

危険を伴う
遊具への
保育教諭
の危機管
理不足。

危険が伴う
遊具という
事を改めて
伝え、監視
の仕方を考
えていく。

9121

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

7.異年齢
構成 12 5 7 1 1 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

雲梯や鉄棒
で遊ぶ際の
危険性の再
確認をすると
ともに、遊ん
でいる子ども
の運動能力
や、遊具へ
の取り組み
の状況を考
慮しながら
活動の見守
りや支援を
行う。

1.定期的
に実施 12 2.不定期

に実施 1 2.不定期
に実施 12 特になし

降りたり落
ちたりしたと
きの衝撃を
和らげられ
るよう、雲
梯の下に
砂を敷く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

鉄棒、雲
梯で遊ぶ
際に、保育
者が必ず
傍につき、
目を離さな
いようにす
る。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

いつもの通
り、雲梯での
遊びに取り
組んでいた
が、保育参
観で保護者
が園に入り
始めた時間
で、本児も
周りの子ども
たちも少しそ
わそわしてい
る様子があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

いくつかの
遊びが展
開されてお
り、他の遊
びにも目を
向けていた
ため、落下
を防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児と
年中児が、
少しずつ外
に出始めた
ところだった
ので、他ク
ラスの保育
者は、遊
具の付近
にはまだい
なかった。

特になし

一人一人の
特性や、遊
具への取り
組み状況を
保育者間で
伝え合い、
連携して見
守っていく。

9122

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 9 9 2 1 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

事故発生
防止のため
の指針は
作成されて
いるが、
「安全な保
育環境を
確保するた
めの配慮」
について再
確認する
必要があ
る。

「安全な保
育環境を
確保するた
めの配慮」
について職
員間で話
し合いを行
い、必要な
配慮を話し
合った。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 24

本来ジョイン
トマットの上
ではままご
と、絵本、ブ
ロックなどの
遊びをしてい
るが、マット
が敷かれて
いることで挑
戦してみたく
なったかもし
れない。前
転をするマッ
トではないこ
とを知らせて
おく必要が
あった。

前転をする
際は、運
動ができる
ような状況
（運動マッ
ト）で挑
戦すること
を約束す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

その場所で
前転など体
を動かすこ
とは、危険
であるという
ことを知ら
せていた
が、薄い
ジョイント
マットがあっ
たことでつい
挑戦してみ
たくなってし
まった。

マット遊び
をする際の
約束事を
子どもたち
と再確認し
た。前転を
する際は周
りをよく見て
慌てずに前
転すること
を約束す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
様子で友
達と絵を描
いて遊んで
いた。その
後、片付け
の時間とな
りジョイント
マットの場
所が広く
なったことに
より前転に
挑戦。直
後に右手
に痛みを訴
えた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育室で
子どもたち
の様子を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

トイレにい
た子どもに
ついていた
ため、その
場にはいな
かった。

片付け後
は、トイレに
行ってから
広場に行く
予定だった
ため、保育
者は前転
をすることを
予想してい
なかった。
もっと子ども
たちの動き
に注視して
おくべきだっ
た。

園児と安全
な遊び方の
約束を再確
認する。職
員間で連携
を図り、子ど
もの動きによ
く注意してい
くようにす
る。

28 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9123

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手第3
指、第4指
基折骨骨
折　・　左
手第4指、
末折骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもへの
跳び箱を
行うときの
注意指
導。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

跳び箱に
指をぶつけ
たためのも
のでハード
的に予防
は難しい。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

子どもに対
する注意
喚起を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その場に担
当職員し
かいなかっ
た。（人員
配置基準
上は問題
なし。）

傍について
の跳び箱で
あったが、そ
の場で痛が
る様子もな
く、骨折等
には気付か
なかった。

跳び箱を行
うときの指導
の徹底。

9124

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 　 29 1 1 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
無し

研修、職
員配置も
十分に行っ
ていた為改
善点なし。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12 特記事項

無し

点検は十
分に行って
いるため改
善点なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年齢的に
まだ危険か
どうか判断
できない部
分があり今
回の行動
をとってし
まった

どのようなこ
とが危険行
為になるの
かその都度
伝える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子なく
普段と変わ
らない様子
であった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が居
る場所は把
握していた
が、全体の
見守りも行っ
ていた為、
落ちる瞬間
には気付か
ず落下後に
別職員が通
りがかり、職
員間で情報
共有と速や
かに処置、
連絡をおこ
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当時、29
人だったた
め担任2名
のうち1名
は休憩を
とっていた。
他部署の
職員が通り
かかりに様
子を見たり
声をかけた
りと協力し
て見守って
いた。

1人での見
守りの際に
は、危険
度に応じて
使用遊具
を制限する
などの対策
があっても
良かった。

危険行為だ
と分からずに
行動すること
があるので
十分に気を
つけながら見
守りや声か
けをする。

9125

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 65 4 4 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折（親指
側）　左
手首の骨
のずれ
（小指
側）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

幼児の遊ん
でいる様子
を職員間で
連携をとりな
がら把握す
るとともに、
危険な遊び
方や姿が
あった場合に
は、その都
度指導して
いく。また、
園庭での遊
具の遊び方
を学年、学
級で確認す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

設備に特
に問題はな
い。

安全点検
の結果の
周知やヒヤ
リハットの見
直しを行う
とともに、遊
具の危険
な使い方に
発展しない
よう園児が
興味の持
てる遊び場
の設定を
考えていく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具（滑
り台）の使
い方に、誤
りがあったた
め事故につ
ながった。

クラスで園庭
での遊び方
を考える機
会を設け、
安全に遊べ
るよう指導し
ていく。また、
友達が危険
な遊び方を
している際に
は、注意をし
真似をする
ことがないよ
う指導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日頃から体
を動かす遊
びを好み、
当日も好
きな友達の
後を追って
ジャングル
ジムに登っ
たり、砂場
や滑り台な
どをして動
き回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭で、友
達と駆け
回って遊ん
でいる時の
姿は把握し
ていたが、動
きの激しい
子や遊びの
見付からな
い子とかか
わっていたた
め、対象児
が滑り台で
遊んでいる
姿や落ちる
瞬間を見て
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ジャングル
ジムに登っ
ている子を
見守った
り、動きの
ある加配
児とかか
わっていた
ため本児の
動きを見て
いなかっ
た。

担任では
なくても、
周りの幼児
が安全に
遊べている
か、職員全
体で幼児
を見れると
良かった。
危機管理
意識が薄
かったので
はないか。

園庭で遊ぶ
際に、保育
者の立ち位
置や職員間
の連携も密
に図れるよ
う、再度クラ
スや学年で
動きを整理
していく。

9126

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 5 1 1 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性の
歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

10

1.基
準以
上配
置

子どもの発
達に応じた
具体的な
配慮事項
が徹底でき
なかった。

年齢に応じ
た保育内容
の中で身体
発達を促せ
るようにす
る。その為に
担任間で活
動における
子どもの育
みたい姿を
具体案を出
しながら共
通理解を
し、保育をし
ていく。また、
研修を通じ
て職員の保
育の質や危
機管理能力
の向上を図
る。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 294 1.定期的
に実施 294 特になし

子どもが活
動する場
所は事前
に保育者
が危険物
はないか、
広さや遊
具は適切
かなどを点
検後活動
することを
徹底してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児は日頃か
ら転びやすかっ
たり、走り方も
身体を左右に
振りながら走っ
たりと不安定
な部分がある
が、保育の中
で身体の使い
方を促せる遊
びが不十分
だった。同じ場
所に配慮が必
要な児童もお
り、突然他児
を押す行動や
不快な時には
噛みつく行動
があったためそ
ちらにも意識を
向け、注意散
漫になってし
まっていた。

保育者1人
で子どもを保
育するときに
は子どもの
様子を踏ま
え保育内容
を計画し実
施していく。
事故後、検
証委員会を
踏まえ、グ
ループ編成
の見直しを
行い配慮児
と対象児を
分け、一人
ひとりに合わ
せた関わりが
できるように
した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児が追
いかけっこし
ているのを
見て走り出
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が走っ
ているのを
確認して、
本児含め
近くにいた
子と一緒に
走ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

バランス
ボールにま
たがって跳
ねる遊びを
子どもと一
緒にしなが
らその場を
見守ってい
た。

子どもの身
体面の発
達について
把握してい
たが、配慮
に欠けてし
まった。

子どもの発達
について日頃
から担任間で
共有してい
き、保育の中
で適した関わ
りができるよう
にして本児の
発達を促す。
具体例として
は戸外活動
時、タイヤを
引っ張ること
や転がす遊び
をしたり、保
育者と手を合
わせて押し合
う遊びを取り
入れた。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9127

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 22 62 12 9 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

雲梯が最
近できるよ
うになってき
たところで、
まだ慣れて
いないとこ
ろもあった。
個の力量
に合わせた
見守りと援
助ができて
いなかっ
た。

危険な遊
具には保
育者がそば
に付いて見
守る。
子どもへ遊
具の使い
方の再確
認をする。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 24

雲梯の下
には人工
芝が敷いて
あったが、
雲梯中に
手を離し、
足で着地
できなかっ
た。

気になる行
動をしてい
る時には注
意を促すよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

本遊具の
み人工芝
であったの
で他の遊
具と同じソ
フトマットを
敷くように
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもは戸
外へ出る
準備が最
後で担当
の保育士と
一緒に2階
から階段で
下りていた
が、発生日
は用意もス
ムーズでい
つもより早く
園庭へ下り
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任と職
員①は他
児対応、
職員②は
体操をする
ための機械
の準備中
であったた
め、本児の
落ちる瞬
間は見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

３歳児園
児と職員も
戸外で遊
んでいて近
くにはいた
が、対象児
の落ちる瞬
間は見てい
ない。近く
に居た他
児から事故
の状況を
聞き取り、
怪我の確
認を行っ
た。

外に出てき
た直後のこ
とで遊びの
態勢ができ
ていない環
境であった
ため、十分
な見守りが
できていな
かった。他
学年も園
庭に出ては
いたが、他
児対応をし
ていた。

学年は違っ
ても園全体
の見守りが
できる態勢
で遊び始め
るように安全
監視に努め
たい。

9128

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 6 1 1 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

マニュアル
には、今回
の事故に
対応する
内容は無
かった。

骨折に至
る要因とし
て、今回の
事例を記
載し、職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日 特に無し

周りの環境
には問題が
無かった。

4.個人
活動中・
子どもの
み

特に無し

いつも通り
の行動で
あったため、
問題がな
かった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラスに入
室後、本
児が一度
床に置いた
荷物をとろ
うとしゃがん
だ時、膝に
右鎖骨を
ぶつけた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

早朝預かり
担当教諭
は、本児が
入室するま
で見守って
いた。その
後、担当教
諭は他のク
ラスの子どた
ちが各クラス
に入室する
姿を守ってい
たため、本
児のしゃがん
だ瞬間を見
てはいなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の教諭
は、他のク
ラスの誘導
をしてい
た。

子どもだけ
で入室した
ため、的確
な声掛けが
出来なかっ
た。

早朝預かり
から各クラス
へ園児が移
動する時
は、クラス教
諭は先に入
室するように
する。朝の
身支度を整
える時は、
落ち着いて
行動するよ
うに声をかけ
る。

9129

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 18 7 11 3 3 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

子ども達の
基礎体力
の向上にむ
けて、危機
回避能力
等について
研修等を
行う.

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

床が滑りや
すくないか
日常点検
で点検す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

ドッチボール
などを行う
時はスト
レッチ等準
備運動を
行ってから
始める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどうり
で変わった
ようすはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッチボール
中職員の
すぐ近くに
いた。「ボー
ルを投げる
よ」と声をか
ける。他児
とおなじく逃
げて転倒す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

３歳児は
隣のスペー
スで遊具に
乗っていた
ので転倒し
た状況は
見ていな
かった。

特になし

現在感染症
対策の為出
来るだけ、混
合保育をさけ
てクラス単位
の活動をして
いる。時間帯
によってはクラ
スの職員が一
人という場面
もある。密な
らない状況で
混合保育にし
て運動遊びな
どを行い複数
の職員体制
を取る。

9130

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 27 13 14 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕の肘と
手首の間
の橈骨骨
折・尺骨の
若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

園庭の広さ
からみて、
子ども達の
人数は多
すぎる事は
なく、職員
も３人配
置していた
が、途中で
登園してき
た園児を
受け入れ
ながら２ク
ラスの合同
保育を行っ
ていた。

砂場を開放
せず広場と
固定遊具だ
けで遊ぶよう
にしたが、広
場でかけっこ
をして遊ぶ
子が多かっ
た。職員の
配置人数を
考えることに
加え、子ども
の動きや遊
び方を見て
砂場を開放
するなど臨
機応変に対
応をしてい
く。

1.定期的
に実施

1回/年
その他、職
員が、日々
実施。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施
職員が、
日々実施。 特になし

今後も安
全点検を
行いなが
ら、危険個
所があれば
事前に対
応できるよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

回避がうまく
できない３
歳児と動き
がダイナミック
な５歳児が
園庭全体を
使ってかけっ
こ（鬼ごっこ
等）をして
いた。広場
や芝の築山
と固定遊具
だけでの遊
びになってお
り、走る子ど
もが様々な
方向に向
かって走って
いた。

異年齢で遊
ぶ場合、か
けっこ等を行
うのは広場
のみにする
等年齢に応
じて園庭で
の使い方に
ルール付けを
行う。職員
が３名いた
が広場と固
定遊具のみ
で遊んでい
た為、砂場
も開放する
等座って遊
べる環境も
準備をする
等、活動を
考える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、園庭に
出て遊び
出した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
ている職
員、固定
遊具につく
職員、畑
などを観察
する子ども
達につく職
員と分かれ
ていたが、
それぞれが
他の園児
を見てお
り、事故の
瞬間は見
れていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
ている職
員、固定
遊具につく
職員、畑
などを観察
する子ども
達につく職
員と分かれ
ていたが、
それぞれが
他の園児
を見ており
事故の瞬
間は見れ
ていなかっ
た。

何人もの
子どもが
様々な方
面に動いて
いる状況で
の転倒で、
それぞれが
他の園児
を見ていた
ことで、瞬
間を見れて
いなかっ
た。

朝の受け入れを
しながらの戸外
遊びということ
で、途中で園児
が増える状況と
いうこともあり、
職員を３人配
置していたがそ
れぞれが別の園
児を見ており、
事故の瞬間を
誰も見ていない
という状況になっ
てしまった。全体
を見る職員は、
個別対応も大
切だが、もっと広
い視野で子ども
を見れるよう意
識していく。
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【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9131

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 37 0 0 0 0 0 0 3 2 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎部裂
傷・下顎部
擦過傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
があり研修
実施、職
員配置を
満たしてい
るため特に
なし

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48 特になし

施設・遊
具・玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

移動時は
走らず落ち
着いて歩く
ことを再度
指導してか
ら活動する
ようにする。
転倒しやす
い園児は、
担任の目
が届きやす
いよう、並
び順を前に
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと手
をつないで
歩いていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児全体
を見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
を見守って
いた

特になし

環境面と重
複するが、友
だちと手をつ
ないで歩いて
いる時は転倒
した際に手を
つきづらくなる
ため、急に走
り出さない・お
互いに歩幅を
合わせ声を掛
け合って歩く
などの約束事
を指導してか
ら活動するよ
うにする。

9132

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 12 15 14 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 3.火傷 2.顔面(口

腔内含む)

背部第２
度熱傷
左上肢第
２度熱傷

8.その
他 2.なし

2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

嘔吐処理
の際　応援
の要請の
習慣がなく
担任だけで
処理をして
いた。

嘔吐処理
の仕方を
再確認し
担任以外
の職員にも
応援を要
請するよう
にする。

2.不定期
に実施 12 2.不定期

に実施 12 2.不定期
に実施 12

嘔吐処理
に熱湯を
使った。そ
の置き場
所が適切
でなかっ
た。

嘔吐処理
に熱湯は
使用しな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの動
線上に熱
湯が入った
バケツが
あった。

熱湯はいか
なる状況で
あっても
使用しな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

着替えが
終わったあ
と　いつも
通りに上靴
を取りに
行った動線
にバケツが
あった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

同じ保育
室にはいた
が嘔吐した
子どもの検
温や保護
者への連
絡をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラスの
保育をして
いた。

嘔吐処理
の際　他の
職員を要
請しなかっ
た。

何かあったと
きは　他の
職員に声掛
けや応援の
要請をす
る。

9133

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 9 11 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

中履きを
履いて練
習を行な
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

ホールで行
う場合は、
子どもの人
数を減らし
衝突のリス
クを減ら
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

裸足でソフ
トボールで
サッカー練
習を行なっ
ていた。

他児との衝
突について
声がけの徹
底を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児との衝
突について
の声がけの
徹底をして
いなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

衝突前に
防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

衝突時、
他児を見
ていたため
防げなかっ
た。

見守り、声
がけが不十
分だった。

いつも以上
に見守り、
声がけを徹
底して行う。

9134

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 24 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

園庭での遊
びの中で築
山という広い
範囲内での
行動を把握
する能力が
乏しかった。
また、段ボー
ルを使っての
危険度も予
想出来な
かった。

その場で保
育教諭が1
人の時は、
無理な遊
びはしな
い。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

築山という
事で斜面
があり物を
使っての遊
び方のハー
ドルが高
かった。

物を使って
の遊びの際
は、監視の
もと1名ず
つとする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由に園
庭で遊ぶ
時間に日
頃使ってい
ない段ボー
ル板を使っ
ての遊びの
危険性や
遊びの約
束を再確
認しなかっ
た。

通常使わ
ない物を用
いての遊び
の際は、補
助職員を
配置する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらず元気
で活発に
遊びを楽し
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児と
至近距離
に居合わせ
たが、想定
外の出来
事であり手
が出ず防げ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の保育
教諭や職
員は園庭
にいなかっ
た。

園児の遊
びの展開に
予想がつか
なかった。

1人ひとりの
遊びの行動
を見る必要
がある。ま
た、広い園
庭で保育教
諭が１人の
場合は、補
助職員を配
置する。

9135

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 11 2 2 14.２

歳
1.男
児 ー

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷 ー 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

熱性けいれ
ん

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

ー
2.基
準配
置

特になし

ひきつけの
マニュアル
について全
職員で見
直しや確
認をした。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施 　 特になし 特になし

5.睡眠
(午睡)
中

特になし 特になし

4.具合
が悪かっ
た(熱
発・腹
痛・風邪
気味等
理由を
記載)

午睡前の
検温の時
は熱は無
かった事を
確認してい
る。午睡中
の急な熱
発によるひ
きつけ。具
合が悪く
なってきたこ
とで泣き出
し、職員も
気づいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ひきつけの
様子などひ
きつけチェッ
クシートを
元に園児
の様子を
確認してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

職員室へ
の連絡　ク
ラス内の他
児の対応
など

午睡中の
睡眠チェッ
クで常に子
どもの様子
を見ていた
ことで迅速
な対応がで
きた。

睡眠チェック
の大切さを
改めて職員
間で共有し
た。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9136

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 27 0 0 0 6 13 8 0 2 2 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

なし

一斉に行
動すること
は控え、時
間に余裕
をもって園
児が行動
できるよう
に改善し、
一人足洗
いに必ずつ
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 12

テラスの発
泡ウレタン
タイルの粘
着性が落
ち、タイルが
浮いていて
動き、足を
滑らせやす
かった。

浮いたタイ
ルは撤去し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夕方涼しく
なった頃か
ら外で遊ぶ
ようにしてい
るが、夏の
疲れが出
やすく、何
気ない事で
大きな怪
我になっ
た。

夏の夕方
は疲れが
出やすいこ
とを意識
し、小さな
ことにも注
意を払う。
足を洗う場
所を段差
の上から下
へと変更す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2日前に家
庭で左腕
をひねって
痛がってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

足を洗う園
児を介助し
ていた。本
児が走って
きて転ぶと
ころを見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

足を洗う介
助をした
後、水分
補給の準
備をするた
め、その場
を離れてい
た。

足を洗うよ
う声をかけ
た際、他の
子が列に
並んでいる
様子を見
て、本児が
慌ててし
まったと考
えられる。

落ち着いて
行動できる
よう声を事
前にかける。

9137

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 77 6 5 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中手骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし
突発的な
事故の為
特になし

2.不定期
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

水分補給
をする際、
水筒のある
場所へ交
差して一斉
に走った
為、子ども
同士の衝
突から転倒
が起きた。

混雑を避
け順番に
行動できる
ようにしてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

水筒のある
場所へ周り
を見ず走り
出してし
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

整列場所
から子ども
のついて
いったが間
に合わず事
故が起き
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラスに
担任はつい
ていたが子
どもの動き
が速く対応
ができな
かった。

練習終了
後の勢いの
ある声掛け
に子どもた
ちが一斉に
動いてし
まった。

走らず歩い
ていくなどの
声掛けを必
ず行う。

9138

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 98 0 0 0 0 0 98 0 5 4 18.６

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

ー

1.基
準以
上配
置

特になし
突発的な
事故の為
特になし

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1

雲梯下の
地面が固く
なってい
た。

雲梯の下
にクッション
材として人
工芝を敷
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具に保
育士がつい
ていなかっ
た。

戸外遊び
での保育
士の連携
の図り方に
ついて再度
見直し、危
険が伴う遊
具には保
育士がつく
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通り
元気な様
子で戸外
あそびをし
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭での
戸外あそび
で他の場
所にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭での
戸外あそび
で他の場
所にいた。

園児の握
力（指の
怪我完治
後すぐのた
め）

子どもの健
康状態から
怪我が想定
される場合
は職員が補
助につき見
守るようにす
る。

9139

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 99 8 14 17 20 21 19 0 30 28 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 不明

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

どんな単純
な事故でも
骨折に至
る場合があ
ることを職
員が十分
に認識す
る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施

使う前に点
検 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

職員も一
緒に掃除
をしている
が、子ども
の行動には
十分に注
意を払って
見守りをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
至近で対
象児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

廊下で他
の園児の
見守りをし
ていた。

特になし

担任が雑巾
の使い方・
拭き方を丁
寧に見せ、
注意を払い
ながら雑巾
がけを行える
ようにする。

9140

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 16 4 4 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
凶自然脱
落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

子どもの人
数に対して
の職員数
は揃ってい
たので、今
後も役割
分担をして
保育にあた
るとともに
非常勤職
員対象の
事故予防
研修の実
施。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

ホールの床
が堅いの
で、子ども
達が集合
する場所な
ど、目印も
兼ねてマッ
トを敷いて
対策する。

7.その他 特になし

活動を終え
て、一斉に
片付けをし
たり部屋に
戻るために
誘導ロープ
を準備したり
していたの
で、片付け
を終えたら一
度落ち着か
せて、部屋
に戻る準備
をする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

活動から次
の活動への
切り替えが
難しいとこ
ろはある。
体調等変
化なし。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

部屋に戻
るために、
誘導ロープ
の前後に
配置してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

活動の片
付けをした
り、戸締り
をしたりして
いた。

特になし

子どもの様
子を見守る
職員、片付
けなど環境
を整える職
員など役割
を決めて保
育にあたって
いる。今後
も役割分担
をしていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9141

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 　 4 4 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

未満児
（2歳
児）も園
庭にいたた
め、1名は
2歳児を重
視してい
た。他3名
での実施
中のこと。

人数の見
直しも検討
していく

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

安全点検
実施の結
果を職員
に提示して
いるがきち
んと実施し
ているかが
できていな
い。

全職員が
周知(把
握）してい
るかチェック
をする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

雲梯には
何度も登っ
て遊んでい
たが、友達
との会話等
で夢中に
なっていた
為、本児の
注意力が
かけていた

園庭に出
た時の特に
預かり保育
時は担当
職員間で
全体を見ら
れる、声か
けながら行
なうことの
徹底を確
認した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも友達
とごっこ遊べ
等を活発
にしている
ので遊具や
遊び方に
慣れ過ぎて
いていつも
の通りにあ
そんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

預かり保育
時はその日
の担当職
員で実施
する為平
常時以上
に全体を
見るように
はしていて
近くにはい
たが、すぐ
に手が出せ
る位置では
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体把握
ができるよ
うに見てい
たが、他の
子の対応
で瞬間は
見落として
いた。

保護者の
迎え等があ
ると一人の
職員はその
場から外れ
ることになっ
てしまい。
子どもを見
ている人数
が一瞬でも
すくなくなっ
てしまう。

自分たちが
見ているつも
りでもお迎え
対応やけが
対応時には
どうしても周
知できなくな
る時があるの
で職員同士
で声をかけ
合いながら
把握できな
いときを少な
くしていく。

9142

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 1 1 1 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左大５趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特にありま
せん

子どもの人
数に対して
職員の配
置は問題
がなかったと
考えられる

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

近隣の方
からのご厚
意でプリン
セスのドレ
スをいただ
いた。ドレス
は子どもの
くるぶしほど
の丈だっ
た。

子どもの身
丈に合わな
い物は子ど
もが踏みや
すいため着
用は避けた
り、丈を詰め
る等の対応
をする。今回
はこのドレス
を排除し、
玩具等の点
検は毎日行
い、子どもに
合わない物
や欠けている
物などがあっ
た場合は排
除していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの身
丈に合わな
いドレスを
コーナー遊
びに取り入
れてしまっ
たこと

子どもの身
丈に合わな
いドレスは
排除した

1.いつも
どおりの
様子で
あった

手足口病
が流行って
いたため本
児の手足
を確認した
ところ発疹
のような物
があったた
めプール遊
びを見学さ
せた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

プール見学
者（年長
児２名
年中児４
名）と保
育者１名
で室内遊
びをしてい
た。発生
時、保育
者は本児
に背を向け
他児と関
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

プール実施
のため監視
員とともに
プールで活
動してい
た。

特にありま
せん

子どもの人
数（６
人）に対し
て職員（１
人）の配置
は問題がな
かったと考え
られる

9143

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 77 28 21 28 8 8 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし 再確認す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

落下時の
衝撃緩衝
材を敷設し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

危険個所
として職員
を配置す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
元気さで機
嫌も良く遊
びにも普段
通りの活動
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

普段と変わ
らずクラス
全体の把
握と指導
教育、養
護に携わっ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当クラス
児童と園
庭全体の
活動状況
に対応して
いた。

慣れ親しん
でいる遊び
に油断がで
た事やコロ
ナ対策の
為外遊び
の回数が
少なくなっ
たことも影
響している
と思える。

注意喚起の
声掛けを更
にしっかりす
る。

9144

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 切り傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

ー
2.基
準配
置

「いつ、何
時、どこで
も、子ども
のケガは起
こりえる」の
職員意識
が薄かっ
た。

ヒヤリハット
マップに追
記し、職員
会議等で
全職員に
周知し、共
通理解を
図る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日

日頃からの
整理整頓
を心掛け
る。

室内では
走らず、歩
くことを再
度知らせて
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

午前中、
梅もぎで園
外に出てい
るため、疲
れが溜まっ
ていたこと
が、予想さ
れる。

午前中の
活動内容
や子どもの
様子によっ
て、疲れが
考えられる
際は体操
を避け、室
内でゆっくり
過ごせる活
動を取り入
れるなど、
安全面に
配慮する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と一
緒に体を
動かす。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園児15人
を１人で
保育してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

午前中の
活動から、
疲れが出る
ことが予想
される時
は、2人で
保育をして
いく。

日頃から保
育教諭の
立ち位置
や全体を
見る目を
養う必要
性がある。

保育教諭は
子どもの様
子から危険
を感じた時
は、速やか
に言葉をか
け、注意を
促すようにし
ていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9145

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 0 4 2 4 3 1 5 5 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ　顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

ホールでの遊
びが長時間に
なり、遊びの設
定が魅力的で
なくなった。本
児はソフト積み
木からジャンプ
することがある
と担任は把握
していたが、他
の職員へ共有
できていなかっ
た。片付けに
なり、職員2名
はそれぞれ離
れた位置にお
り、本児の動
きに対応でき
なかった。

・ソフト積み木
の使い方や遊
び方による危
険性等、職員
間で遊具マ
ニュアルについ
て検討、具体
的に作成、見
直しを行う。
・職員の配置
については、当
日の子どもの
姿を踏まえ職
員同士が声を
掛け合い、連
携する。

1.定期的
に実施 276 1.定期的

に実施 276 1.定期的
に実施 276

園児達は、
基地ごっこで
基地を作る
ため、ソフト
積み木で脇
を囲う為に
置いていた。
その中には
小さい積み
木も含まれ
ていた。事
故発生時、
基地ごっこで
遊んでいる
園児たちも
おらず、本児
が積み木か
らジャンプを
した際、小さ
い積み木が
動き、バラン
スを崩し転
倒した。

・遊んでいる
園児がいな
いコーナーが
あれば遊び
の状況に合
わせ環境設
定を見直
す。
・ソフト積み
木など段差
のある遊具
にはジャンプ
や転倒に備
えて脇にマッ
トを敷く。
・不安定な
遊具は安定
するよう支え
を置く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・職員には
ソフト積み
木を使った
遊びへの危
険意識が
なかった。

・遊具や遊
び方に対す
るヒヤリハッ
トを園内で
検討し、危
機意識を
高める。
・土曜保育
における異
年齢保育
の環境構
成や役割
分担につい
て、改めて
見直す。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

・日頃より
ソフト積み
木や平均
台からジャ
ンプするな
ど活発な遊
びを楽しん
でいる児で
ある。この
日は土曜
で、いつもと
環境が異
なっており、
普段より興
奮してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

・全体が見
える位置に
立ち、子ど
もたちの様
子を見てい
たが、一瞬
の行動に
対応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

・音響の操
作のため、
一時的に
離れてし
まった。

・片付けの
時間とな
り、保育士
２人のう
ち、１人は
音響の操
作へ向かっ
た。片付け
を始めた直
後で、中に
はまだ元気
に遊んでい
る園児もい
た。もう１
人の保育
士の死角
で事故が
発生した。

・保育士が
少ない場
合、音響操
作など、現
場を一時的
にでも離れ
る作業は、
緊急でない
限り行わ
ず、子どもた
ちとやり取り
を行いながら
片付けへと
移行する。

9146

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 21 6 3 18.６

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折（単純
骨折）ギ
ブス固定で
3週間様
子観察

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

転倒防止
のため、予
め靴下を
脱いで走る
こととしてい
る。改善は
難しい。

1.定期的
に実施 52 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52 特になし

床は滑り止
めワックスが
効いており
良好な状
態であっ
た。自分の
足に引っ掛
かり転倒し
たため、改
善は難し
い。

7.その他 特になし

2人ずつで
走るが、距
離を置いて
まっすぐ走
ることを指
導してい
た。一生懸
命に走って
転倒した。
改善は難
しい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

25M走の
練習を2本
実施し、本
番時に転
倒した。と
ても一生
懸命に走っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

スタートライ
ンで、ほか
の園児を
整列させて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ゴール付近
で、走り終
わった園児
を整列させ
ていた。他
記録係2
人、スター
ター1人、
扇風機設
置1人

特になし

転倒防止の
ため声掛け
を徹底す
る。

9147

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 14 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右前歯歯
茎打撲、
内出血

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし
保育教諭
の見守りを
強化する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

机付近で
立姿勢で
着替えを
行った。

着替えを
行う際は転
倒、事故
防止のため
机などは付
近に設置し
ないように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

バランスを
崩し、転
倒。机で打
撲。

スカ－トに
着替える
際は、座っ
て行うよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

立姿勢で
スカ－トへ
の着替えを
行ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

着替えがで
きているか
見守ってい
たが、対象
児がバラン
スを崩した
瞬間手を
差し伸べる
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の着
替えを見
守っていた
為、対応で
きなかった。

特になし

スカ－トに
着替える際
は、座って行
うように声掛
けをしてい
く。

9148

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 45 15 15 15 4 4 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

研修以外
において
も、教職員
同士で日
頃から情報
交換を行っ
ているた
め、ソフト
面において
問題はな
いと考え
る。

今回は、
教師の配
置基準を
満たしてい
たが、子供
の接触・転
倒の瞬間
を見ること
ができてい
なかったた
め、今後の
研修にはさ
らに力を入
れていく。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

ホールにて
発生した
が、ハード
面において
問題はな
いと考え
る。

ホールに破
損や劣化
は見られ
ず、問題は
ないと考え
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

通常預かり
保育の流
れであり、
他学年との
交流もある
が、環境面
において問
題はないと
考える。
（雨のた
め、事故当
日は屋内
で遊んでい
た。）

子供の接
触・転倒の
瞬間を見
ることができ
ていなかっ
たため、広
い場所で
集団で遊
ぶ際は、教
師同士の
連携をと
り、危ない
場面での
子供への
声掛けを
十分行って
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボールを追
いかけてい
る時に転
倒した。転
倒する際、
他園児との
接触を避
けようとした
か接触が
あったため
転倒した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

午後の預か
り保育中、
ホール(屋内
遊戯室)にて
自由遊びを
していた。常
時3～4名
の教師を配
置していた。
事故発生
時、45名程
度の園児全
体を見てい
た。転倒した
時、教師は
園児の転び
方等を見て
いなかった。
しかし、対象
園児の訴え
もありすぐに
処置を施し
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ホールには
複数の教
師を配置し
ていたが、
事故の様
子は見てい
なかった。

子供同士の接
触による転倒
だが、今回のよ
うに骨折につな
がる事故に発
展する場合が
あり、園児がど
のように接触し
転倒したのか、
どこを負傷した
のかよく見るこ
とが必要であ
る。常日頃、
教師は危ない
場面を見かけ
たら声掛けや
止めに入る等
の対応をして
いるが、今後も
充分注意して
保育を行う。

日頃行って
いる声掛け
等を今後も
変わらず
行っていく。
子供の怪我
につながるよ
うな接触に
は、十分気
を付けてい
く。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9149

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 49 0 0 0 0 0 0 0 3 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘頭骨
折、左橈
骨頸部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
通りの配置
で死角なく
監視するこ
とができて
いた。十分
な数の職
員を配置し
ていたので
すぐ対応す
ることができ
た。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 2 2.不定期
に実施 3 特になし

明らかに危
険な造形
や、滑りや
すいもので
もないこと
からハード
面での不
備はないと
考えられ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に疲れた
り体調不
良ということ
もなく元気
に過ごして
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

一瞬の出
来事であっ
たため事故
の瞬間は
見逃した
が、近くに
いたのです
ぐに対応す
ることができ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
担当エリア
を見てい
た。

友だちは親
切心からの
補助のつも
りだったが、
当該児童
にとっては
バランスを
崩す要因と
なった。

子どもたち
に、鉄棒をし
ている友だち
の補助をす
ることなく距
離をとるよう
に指導す
る。

9150

令和
5年
3月
8日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 10 0 0 0 10 0 0 0 1 1 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

保育環境
の見直しの
園内研修
はしたが、
事故予防
研修が十
分でなかっ
た。

保育環境
の見直しに
加え事故
防止の研
修をして、
安全に遊
べる環境
作り、人員
配置をす
る。

2.不定期
に実施 3 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 ほぼ毎日

グラグラしや
すいソフト
積み木を
見直しをせ
ずにそのま
ま使ってい
たことと、保
育士がしっ
かり見てい
なかった。

ソフト積み
木を見直
し、使い続
けるのなら
倒れにくい
ように２個
貼り合わせ
るなど対策
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者は
見守っては
いたが、事
故予測を
怠った。

自由遊び
を保障しな
がらも安全
に遊ぶこと
を第一に
考え、危険
な時は防ぐ
ことのできる
立ち位置
で見守るよ
うする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもの様
子で自由
遊びを楽し
んでいたの
で、見守っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

約１０名
の活発な
子どもたち
が遊んでお
り、あちこち
を見守る
必要があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内で遊
んでいる子
どもたちと
一緒に遊
んだり、見
守ったりし
ていた。

その場を担
当していな
い保育士
も時々は
子どもの様
子を見にき
て、事故予
測をするべ
きだった。

見守りが十分
できるような
範囲内で遊
びを展開する
ようにする。事
故予測をし
て、危険を感
じた時は、そ
の遊具を使わ
ないようにする
などする。

9151

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 13 1 1 3 3 3 2 0 4 4 16.４

歳
2.女
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

右脛骨骨
幹部骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

(数)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの動
きを把握し
ていなかっ
た

子どもたち
の行動を
常にしっか
り把握して
おく

1.定期的
に実施 12回/年 1.定期的

に実施 12回/年 1.定期的
に実施 12回/年 ― ー

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の背
後の確認
不足

常に子ども
の行動を
把握してお
く

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも乗り
なれた三
輪車に乗り
進み始め
二漕ぎした
ところで、
接触する

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が
保育士の
後ろから進
んできたた
め、気づか
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、室内に
いた。

子どもたち
がいる場面
で、カート
のカバーを
片付けよう
としていた

子どもたちが
いるときに
は、子どもた
ちの行動に
集中する

9152

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 34 0 0 4 9 9 12 0 6 5 14.２

歳
2.女
児

ギプスで肘を
固定している
為、激しい運
動はしない。
公園に行くと
きは常に一人
保育者が手を
引いて行動す
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

２歳児の
為走るのに
安定性が
なく転ん
だ。

事故防止
に関する研
修に積極
的に参加
し、職員間
の会議で
安全面やヒ
ヤリハットに
ついて話し
合う。

1.定期的
に実施 24回/年 3.未実施 ー 1.定期的

に実施 24回/年
外遊び事
故の為な
し。

ゴミ、棒き
れや石が
落ちていな
いかを確認
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

2歳児の
為、見守り
ながらも転
んだ時に助
けられるよ
う距離を縮
めておくべき
であった。

広い場所
を選び、年
齢ごとにエ
リアを分け
て遊ぶよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外に出た
開放感で、
芝生の上
を走り回っ
ていた。い
つものよう
に元気で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任は担当
クラスの園児
全体を少し
離れたところ
で全体的に
見ていた。
転倒したこと
に気が付き、
当該園児に
駆け寄り抱
きかかえ、大
丈夫か尋ね
泣くことなくま
た遊びに
戻って行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任以外の
職員も転倒
に気付き駆
け寄ろうとし
たが、担任
がすぐに抱き
抱え大丈夫
か尋ねてい
ることと、当
該園児が泣
くことなく遊び
に戻ったこと
を見届けた
ので、自分
の担当エリア
に戻った。

人員配置
に問題はな
かった。全
体を見まわ
していたの
で、注意は
怠っていな
い。２歳児
であったた
め走るには
まだ安定は
していな
い。

遊び始める
前にゆっくり
と体を動か
すような柔
軟体操やリ
ズム体操か
ら導入し、
年齢にあっ
た遊びを提
案する。

9153

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 9 8 1 3 3 14.２

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2回/年
2.基
準配
置

― ー 1.定期的
に実施 365回/年 2.不定期

に実施 ー 1.定期的
に実施 365回/年 ―

公園で発
生した人的
事故のた
め、ハード
面での改
善なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

ブランコにつ
く職員を増
やす、もしく
はブランコ
に同時に2
人は乗らな
いようにす
る

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ブランコに
乗っている
時テンショ
ンが高く
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ブランコの
中央に立っ
て、本児と
他児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ブランコの
近くで順番
待ちの園
児を見てい
た。

ブランコに
乗っている
時、他児と
アイコンタク
トをして楽
しそうにテン
ションも高
かった。楽
しさからつい
手を離して
しまったよう
に思える。

遊具で遊ぶと
きのルール、
正しい使い方
を常に子ども
たちへ声がけ
していく。楽し
くなると、気持
ちが高ぶったり
予期せぬ行
動を取ること
を心に留め、
テンションが高
いと感じたら
一度落ち着く
よう声かけして
いる。
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【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9154

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 42 14 9 13 6 8 4 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨下
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1回/年
2.基
準配
置

ヒヤリハット
の活用、ス
タッフ間の
周知

現在行って
いる瞬時に
送るヒヤリ
ハット報告
（LINE）
にてスタッフ
で共有。記
録用に保存
している。全
スタッフが確
認できる保
育マニュアル
への追加
（転倒時に
考えられる
怪我等）。
定期的にマ
ニュアルの見
直し。

1.定期的
に実施 1回/日 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/日

床は土より
も固い、子
どもたちとも
再度確認
を行う。

地面の硬さ
や衝撃を
子ども達と
確かめ、子
どもたちの
自衛につな
げる。園に
合わせた点
検リストを
作成し、
日々の点
検状況の
記録をと
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

転倒時に
起こりやす
い怪我につ
いて理解を
深める。遊
び方によっ
ては、重大
な事故につ
ながることを
常に頭に
置き、子ど
もの動きに
アンテナを
張る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に気にな
る様子な
し。特段、
おんぶを頻
回にしてい
ることはな
い。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

廊下の見
守りをしな
がら、トイレ
で更衣して
いる他児も
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員
の立ち位
置は分かっ
ていたが、
転んだ瞬
間は見てい
なかった。
（玄関対
応）

担当場所
を離れる際
は、職員
間で声を
掛け合う。
事故発生
時は数名
で確認す
る。本児は
バランスを
崩したと
き、背中に
いる子も落
ちてしまうと
考え、転ぶ
時に踏ん
張った可能
性もある。

事故発生時
の職員連携
を図り、声掛
けの習慣をつ
ける。休憩等
でスタッフ配置
が手薄になる
時は、遊ぶ場
所を選択し、
見守り体制が
十分とれるよ
うな配置を判
断する。園児
の泣き方に注
意を払う。ス
タッフの立ち位
置を把握して
おく。

9155

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 23 7 7 4 5 6 4 14.２

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)
顎関節骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1回/年

1.基
準以
上配
置

― ― 1.定期的
に実施 12回/日 3.未実施 ― 1.定期的

に実施 48回/日 ― ―

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段行き慣れ
た公園ではなく
遠足で少し遠
い公園に行っ
ており、保育
者も遊具の危
険性を把握し
きれていなかっ
た。また、園児
の身体能力等
を鑑み、遊べ
る子どもと遊ぶ
のが難しそうな
子どもを分けて
活動させる等
の対策を取れ
ておらず、大人
数が1つの遊
具で遊んでい
た。

遠足等を
行うときは
必ずチェック
リストを用
いて危険
個所の洗
い出しを行
い、園児一
人ひとりの
発達に合っ
た遊びを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

― ― ―

9156

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 6 5 1 2 2 15.３

歳
1.男
児

療育による巡
回相談該当
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2～3回/年
2.基
準配
置

・コロナによる
休園、休校
等の事由で
出勤できな
い保育士が
一時的に急
増し、当日
は急遽園長
や看護師を
加えての職
員6人体制
であった。
・散歩の時
間や距離な
ど詳細な様
子を園長が
把握しきれ
ておらず、確
認しながらの
付き添った

・翌週から
時間短縮
措置を取
ると共に家
庭保育の
協力要請
により園児
数が緩和
した
・出発前に
職員配置
に対し安全
保育ができ
る時間配
分や距離
や保育内
容の見直
しを全職員
で行った

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 使用都度

・当日本児
が普段履
き慣れてい
ない靴を使
用してお
り、サイズが
合わず
度々躓い
ていることに
歩行中に
気が付い
た。その靴
で様子を
見つつも長
距離や段
差などを遊
ばせていた
ことにも油
断があっ
た。

・保護者に
靴が合って
いないこと
を別の機
会に伝え、
履きなれた
靴での登
園をお願い
した。また、
保育者は
認識した段
階で、危険
リスクを予
測し、引き
返すなどの
対応を視
野に入れる
ことと再確
認した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

週末である
にも関わらず
盛り沢山な
散歩コースを
歩き遊ばせ
てしまった。
年齢の体力
に対し欲
張った散歩
コースの選
択であった。
保護者との
連絡帳に食
事や睡眠時
間の記載が
あったが、事
前に職員間
で周知でき
ておらず個
別配慮が十
分に対応で
きていなかっ
た。

直ちに職員会議を
行い、変化のある
週初めや週末の対
応は十分に考慮を
した週の保育計画
を立て、状況に合
わせて柔軟に調整
を行うこと。年齢の
発達に見合った時
間や距離やコースの
取り方を改めて見
直すこと。受け入れ
時の視診問診や連
絡帳の記載内容の
確認を主活動開始
前に全体で周知す
ることを徹底し、個
別配慮を十分に考
えた活動を工夫す
ることとし、以降実
行している。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気持ちのコント
ロールが難しく
活動の切り替
え時にパニック
がある。生活リ
ズムが日々不
規則で、前夜
は24時就寝
であった。特に
休み明けに激
しいが日常的
に登園時から
午前中にかけ
機嫌が悪いこ
とが多い為、
当日も普段と
同様な丁寧な
関わり方で戸
外活動に出た
が、本児にとっ
ては体力的に
集中が切れて
きていたことが
十分に考えら
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

事故時、本児
を含めた5名が
園長から見え
る範囲に分散
しており、全体
を見つつも動き
の危険度の高
い本児に園長
が付き、遊具
が無い中でベ
ンチに上って
ジャンプを楽し
むことを把握し
ていたが、他
児に視線を移
したと同時に
踏み外し園長
とは反対側に
転落した為瞬
時に手が届か
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

2歳児の別
の配慮の必
要な児にマ
ンツーマンで
接し、他とか
なり離れた
場所にいて
しまった。大
きな声で呼
ばれるまで
事故に気付
かず、まと
まって遊びな
がら他児も
一緒に見て
いるべきだっ
たと反省す
る。

①保育者
数が少なく
配置もイレ
ギュラーな
中で通常
の園外保
育を行っ
た。②園長
は保育の
ハードさが
よぎりなが
らも保育の
様子を見
て合わせて
しまった。

①保育者数
に余裕が無い
場合等に”い
つもと同じ活
動”をしようと
するのではな
く、子どもの要
求に応えたい
葛藤があった
としても安全
保育優先の
選択を行う。
②園長は子ど
もの安全を一
番に考え、保
育者の意向
や熱意を受け
止めつつも流
されずに状況
を冷静に見
極めて保育を
進めるようしっ
かりと発信を
行う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9157

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 16 10 4 2 3 3 15.３

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
第五中足
骨骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

4回/年
2.基
準配
置

配置人数
は足りてい
たが、子ど
もの午睡
中に職員
が休憩で
抜けてい
て、早く起
きた子ども
への対応が
十分では
なかった。

再発防止策
を話し合い、
コットの敷き
方の周知徹
底。早く起き
た子どもの対
応職員を確
認し配置す
る。エリアリー
ダーから客観
的にみた再
発防止の助
言をもらい周
知徹底を行
う。

1.定期的
に実施 週１ 1.定期的

に実施 週１ 1.定期的
に実施 毎日

早く起きた
子どもがす
ごせる場所
の確保が
足りなかっ
た。

早く起きた
子どもがす
ごす場所の
環境設定
（子どもた
ちの玩具を
用意する、
絵本を読
む、コットの
片づけな
ど）。部屋
移動を行
う。

5.睡眠
(午睡)
中

早く起きた
子どもが過
ごす場所
作りが設定
できなかっ
た。

早く起きた
子どもが過
ごす場所の
環境作り、
保育の提
供と見守り
の徹底。
（絵本コー
ナー・座っ
て遊べる環
境設定
等）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気に過
ごし、食事
も食べ、午
睡もしっか
りとってい
た。午睡
後、早く起
きた友だち
と、走ったり
机に登り降
りをしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

コットの周り
を走ってい
たり、机の
上り下りを
していたた
め、遠くから
の声掛けを
行うが、職
員は側につ
いていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

入力・製作
準備を行
いながらの
保育を行っ
ていた。
遠くからの
声掛けだけ
で、職員が
側について
いなかっ
た。

声掛けだけ
で、早く起
きた子ども
の側で保
育を行って
いなかっ
た。

何かをしなが
らではなく
しっかりと子
どもの側につ
いて保育を
行う事の徹
底。職員同
士の動き、
報連相の徹
底。

9158

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 24 5 6 7 2 3 1 9 8 13.１

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

乳歯と口
腔内の外
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置数
は基準以上
ではあった
が、怪我をし
た児のそばに
職員はいな
かったため怪
我を防ぐこと
ができなかっ
た。遊具に
書かれてい
た対象年齢
に達していな
い年齢で使
用してしまっ
た。遊具自
体が新しく滑
りやすいもの
であった。

遊具を使
用する際は
対象年齢
を確認し、
必ず保育
者が側につ
いていく。
怪我や事
故発生の
事例やリス
クマネジメ
ントについ
て話し合い
や研修に
取り組む。

2.不定期
に実施 48回/年 1.定期的

に実施 144回/年 1.定期的
に実施 144回/年 特になし

設備等に
おける改善
策は無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

屋外の環
境は日頃
変化してい
くため、活
動の際には
都度状況
と安全の確
認を行う必
要がある。

職員の配
置や子ども
の様子の
把握などに
加え、遊ぶ
場所として
安全である
か、適して
いるのかこ
れまで以上
の確認と職
員間での
検討を行っ
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故にあっ
た1週間前
から甘えが
強く、保育
者と一対
一での関わ
りを求める
場面が多
かった。この
日も、他児
の中には混
ざらず、保
育者と一
対一で遊
ぶことを求
め、常に全
体の動きと
は反対の
動きをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

集まってお
茶を飲んだ
後、帰園の
準備をして
いた。子ど
もが分散し
た際に本
児の側へ
動くことが
遅れてしま
い、転倒時
に側に付く
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お茶を飲み
終えた子ど
もを見てい
たが、子ど
もが散って
しまい車道
側に行った
子を見に
動いてい
た。

普段から活
動の中で
遊具を使う
ことが少な
く、子どもの
動きの予
測が足りな
かった。
又、活動
場所はいつ
も行ってい
る場所を
選ぶなど無
理のない活
動方法を
考えるべき
であった。

今回、帰園
準備の際に
事故が起きて
しまったので、
常に子どもを
優先した動き
を取ることを
改めて意識
し、帰園準備
などは安全が
確保されてか
ら行うようにす
る。又、保育
者間で声を
掛け合い敏
速に動き合う
よう確認をし
合う。

9159

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 10 6 4 3 3 14.２

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

上前歯脱
臼
上歯肉裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

8回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

緊急時対
応、職員
連携を確
認する。

1.定期的
に実施 毎日 2.不定期

に実施 3回/年 1.定期的
に実施 12回/年

床に出した
ブロックで
遊んでいた
際、移動し
ようと立ち
上がり両手
にブロックを
持ったまま
深さ7セン
チのおも
ちゃ入れを
踏んで転
倒。

玩具入れ
は中身を
取り出し棚
に入れ元に
戻す。コー
ナー遊びの
見直し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児が転
倒すること
を予測でき
ず近くにい
たが支える
手が出な
かった。

咄嗟の転
倒にもすぐ
動ける態
勢で保育
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室内
でいつもど
おりの様子
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園児を囲
みそれぞれ
の動きを見
ていたが咄
嗟の行動
に追いつか
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児以
外の園児と
個々と遊び
ながら周り
の様子も
見ていた。

保育士が
対象児の
近くにいた
が転倒を
予測できな
かった。玩
具が床に
散らばって
いた。

職員間で連
携を取り、
保育室の環
境を見直
す。玩具入
れは中身を
取り出し棚
に閉まってお
く。

9160

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 2 2 1 4 4 13.１

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
大腿骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12回/年
2.基
準配
置

― ー 1.定期的
に実施 50回/年 1.定期的

に実施 ー 1.定期的
に実施 240回/年 ― ー

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が絵
本を見終
わったとき
に、本棚に
戻さず床に
置いてし
まった。戻
していれ
ば、その上
に足をのせ
て滑ること
はなかっ
た。近くに
いた保育
士が片付
けること促
す又は声を
掛ける等の
対応ができ
なかった。

床の上に玩
具等を出し
たままにしな
い。保育士
か、子どもへ
の片付けの
指導を徹底
するととも
に、気が付
いた時には
即座に片付
け、常に安
全な環境を
整えいてお
く。絵本を足
で踏んでは
いけないとい
う子どもへの
指導をする。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

普段から活発な子
だが、前日に風邪
で欠席していたこと
もあってかいつもより
は大人しく感じた
(担当保育士の見
解)。絵本をみてい
た本児が床に絵本
を置き、次の絵本を
取ろうとして床の上
の絵本の上に左足
を置いた瞬間、左
足を滑らせ尻もちを
ついた形になった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子ども3名と保育士
1名がいた。本児の
至近距離で一人の
子どもを膝に抱えて
絵本を見せていた。
本児が絵本を床に
置いたことに危険を
感じ、左足で絵本
を踏んだ瞬間膝の
上に乗せていた子ど
もを下ろし立ち上が
ろうとした。一瞬目
を離した時には、足
を滑らせて尻もちを
ついた状態だった。
すぐに本児を抱きか
かえ様子を見ていた
ところ担当保育士
が戻ってきた為、状
況を報告し本児を
引き渡す。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

クラス担任2人のう
ち1人は、保護者
対応のため室外に
出ていた。戻って事
故の報告を受けた
為本児の様子を見
る。涙目ではあった
が落ち着いたので立
たせてみようとするが
右足を着くことがで
きず、膝の上で座ら
せていた。主任へ本
児の様子を伝え事
故報告する。主任
は本児の状態から
受診した方が良いと
の判断をし保護者
へ電話連絡する。

傍にいた保
育士が危
険を察知し
ながら救え
なかった。
子どもの動
きを予測し
て、絵本を
拾うなど素
早く対応し
ていきた
かった。現
場で見てい
た保育士
が1人しか
いなかっ
た。

普段から活
発な子ども
に対する指
導をし、怪
我に繋がる
ような危険
をできるだけ
回避する保
育をする。ク
ラス全体が
落ち着かな
い雰囲気で
あることを再
度見直して
いく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9161

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 62 5 5 10 19 10 9 4 22 17 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2回/年

1.基
準以
上配
置

―

安全マニュ
アルの中で
新たに購
入したキッ
クボードの
安全上の
使用につい
ての記載が
不足してい
た。ヘルメッ
ト、肘宛の
着用が必
要だと感じ
た。

1.定期的
に実施 365回/年 1.定期的

に実施 12回/年 1.定期的
に実施 12回/年 ―

アスファルト
の上での
キックボード
の使用を
禁止(転倒
時の衝撃
か強い
為）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

夕方の戸
外遊びでは
体力面から
もケガに繋
がるケース
が多い為、
影しい遊び
は控え固
定遊具等
で遊ぶよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児もこれ
まで何度も
使用回数
のある遊具
(キックボー
ド）で慣れ
た様子で
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

キックボード
使用時は
子ども同士
の衝突を
防ぐ為に必
ずすぐ側に
保育者を
配置してい
る。すぐ側
にはいたが
転倒を防ぐ
ことはでき
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ー ー ー

9162

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 5 5 2 1 13.１

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左下腿下
1/3骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1回/年
2.基
準配
置

救急車を
呼ばず、直
接保護者
に迎えを頼
んでしまっ
た。

マニュアル
の徹底

1.定期的
に実施 12回/年 1.定期的

に実施 1回/年 1.定期的
に実施 常時 ―

今回は、
施設・遊
具・玩具の
の安全性
には問題は
なかったと
考える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー ー

1.いつも
どおりの
様子で
あった

フープから
出るために
足を上げた
がうまく上
がらずひっ
かけてしまっ
た。体調な
どいつもと
変わったと
ころは見受
けられな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

5人の園児
を2人の職
員で見てい
た。1人の職
員は別の園
児を抱っこし
ながら目視
で残りの園
児を見てい
た。もう1人
の職員も他
の園児を見
ながら保育
していた。2
人の職員の
間に4名の
園児が遊ん
でいる状態
だった。(1名
は抱っこ
中）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

デッキは2
階にある。
2階の他の
園児はクラ
スで遊んで
いて気付か
なかった。
残りの園児
は1階にい
たので見て
いない。

フラフープを
1人で遊ん
でいた為、
保育者が
直接補助
出来ていな
かった。開
園して間も
ない為、マ
ニュアルの
徹底が出
来ていない
部分があっ
た。

遊具・玩具
等を使う時
は1人で遊
ばせない。
必ず直接補
助する。マ
ニュアルの徹
底・職員間
の連携の徹
底・園児1
人では玩具
等を使用さ
せない。

9163

令和
5年
3月
8日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 9 4 1 2 1 1 6 5 15.３

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨基部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1.2回/年

1.基
準以
上配
置

他園児の昼
寝・職員の
休憩時間が
重なる時間
で、以上児
への意識が
薄れてしまっ
た状況。
（見守り不
足）しかし、
今回の事例
については
一人遊びを
抑止・制限
し過ぎる事
は適切な保
育とはいえな
い。

左記を踏
まえ、ソフト
面としては
遊んでいる
子がいる際
には、監視
役を１名
配置を原
則とし、可
能な限りの
事故予防
を再徹底
する。

1.定期的
に実施 12回/年 1.定期的

に実施 12回/年 1.定期的
に実施 12回/年

当施設のフ
ロアは、コン
クリート造の
ため非常に
硬くなってい
る。保育施
設用の多少
柔らかい素
材のシート
貼りとなって
いるが、転
倒し打ちどこ
ろが悪けれ
ば今回のよ
うな事象が
発生する可
能性があ
る。

園児が遊
ぶ際には、
クッションフ
ロアのエリア
に限定し、
対応する。
また、クッ
ションフロア
のエリアにつ
いても拡張
を検討す
る。→クッ
ションフロア
エリア拡張
済み

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ー ー

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一人遊び
で激しく暴
れている様
子ではな
く、気分よ
く、動いて
いた程度。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他職員の
シフトの入
れ替わり時
間帯にて、
引継ぎ作
業を行なっ
ていた。そこ
まで離れて
いた距離に
いたわけで
はなく、園
児を見なが
ら引継ぎ作
業を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園児の近く
にいたが、
転倒は予
測できな
かった。

偶発的な
事故ではあ
るが「骨
折」という
事象を考
えると、結
果的に転
倒及び事
故発生の
目測を誤っ
ていた。

軽微な転倒
でも、骨折
する可能性
を再度認識
する。転倒
を100％防
ぐことは難し
いが、個々
の危険予測
の認識を上
げる事及び
ハード面の
安全強化の
視点で再検
討を行なう

9164

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

4 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 22 4 4 15.３

歳
1.男
児 ー

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 ー 3.火傷

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首熱
傷（仮）

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

5
2.基
準配
置

熱い時には
冷ましてか
ら配膳する
ことを職員
間で共通
理解し、徹
底すること
ができてい
なかった。

熱いものを
配膳すると
きは冷まし
てから配膳
するよう職
員間で徹
底していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 1

配膳した際
に子どもた
ちに声がけ
し、見守る
だけになっ
てしまった。

熱いものを
配膳すると
きは別テー
ブルなどで
冷ましてか
ら配膳する
よう職員間
で徹底して
いく。

6.食事
(おやつ)
中

一人一人
の状態を
把握できて
いない部分
があった。

全体が落
ち着かない
状態である
ことを把握
し、4名中
1名は全体
を見守るな
ど対策する
べきであっ
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

４月から新
しい環境に
なったこと
で、多少興
奮気味で
あったことが
考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
渡しながら
汁物を盛り
付け、声が
け、確認し
ながら配膳
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
渡しながら
盛り付け、
声がけ、確
認しながら
配膳をして
いた。

職員が汁
物の熱さを
把握しなが
らも触らな
いように子
どもたち全
体に声がけ
して注意す
るだけで大
丈夫だと過
信してし
まった部分
がある。

調理室から
搬出する時
に確認し、
熱い状態の
ものは別の
机などで冷
まし、複数の
職員で確認
しながら冷め
た時点で配
膳するように
する。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9165

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 186 51 63 62 21 20 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左第２・３
中足骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 34 1.定期的
に実施 204 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

雲梯にぶら
下がったま
ま気の合う
友達と遊ぶ
中で足を
絡ませてい
た。

必ず教師
がつくように
する。危険
と感じる行
動は他クラ
スであって
も教師が
必ず声をか
け制止する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
活発に雲
梯に挑戦し
ていた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が
雲梯をして
いたことは
把握してい
たが、すき
な遊びの中
でほかの子
どもかかわり
をしていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ー

子どもが雲
梯から落下
することも
想定し人
員を配置し
ておく必要
があった

子どもが遊ん
でいるときは
必ず教師がつ
くようにし、場
を離れるとき
は担当クラス
に限らなくても
近くの教師に
必ず声をかけ
るようにする

9166

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 141 50 39 52 16 16 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 34 1.定期的
に実施 204 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

からだをゆ
すり前進し
ようとしたと
きにバラン
スを崩し落
下

特に雲梯や
のぼり棒、滑
り台など落
下する恐れ
がある遊具
は教師がつ
けないときは
「今は遊びま
せん」のプ
レートをか
け、子どもに
も徹底する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
活発に雲
梯に取り組
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が
雲梯をして
いることは
把握してい
たがすきな
遊びの中、
他の子ども
とかかわって
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ー

雲梯の側
には必ず教
師がつくよう
にし、つけ
ない時には
プレートを
つけるなど
対策はして
いたが不十
分であった

再度全クラ
ス子どもたち
にも話をする
機会を設け
徹底できる
ようにする

9167

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 20 2 2 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

―

危険な場
所を見つ
け、共有
し、改善で
きそうな場
所は改善
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

本棚は現
状の位置
の方がみん
なが使いや
すい。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

保育室の
外に出る
時は保育
士に声を
掛けてから
出るという
ルールを徹
底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から本
棚へ自由
に本を取り
に行ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育室で
遊ぶ子ども
を見守り、
朝の身辺
整理の補
助が必要
な子どもに
付き添う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

補助が必
要な子ども
に付き添い
ながら遊び
を見守る。

ー
廊下は走ら
ないように指
導する。

9168

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 23 5 5 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む) 歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

走っている
対象児に
は常に注
意をしてい
たが、他児
とぶつかる
時に対応
できなかっ
た。

事故事例
を全職員
で共通理
解する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 4 ―

毎月点検
を行ってお
り、室内遊
具ともに異
常はなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ままごと遊
びをする
コーナー等
を明確に
決めていな
かった。

座って遊べ
る玩具を
用意するな
ど環境構
成を改めて
考え、遊べ
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段も室
内で走り
回って遊ぶ
姿がよく見
られ、この
日も同じよ
うな様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
近くで、全
体の動きを
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降園の時
間だった
為、他の園
児の対応
をしていて
近くにいな
かった。

対象児が
座って、落
ち着いた状
況で遊べる
玩具が用
意できてい
なかった。

室内での遊
び方や環境
構成を再検
討し、職員
配置を決め
た。

9169

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 57 21 22 14 9 9 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 1.頭部 頭がい骨

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 0

1.基
準以
上配
置

マニュアル
の職員周
知が徹底さ
れていない
ことと、さら
に細分化さ
れた園独
自のマニュ
アルが必要
であったと
思われる。

職員に対し
てのマニュ
アルの徹底
周知と、さ
らに細分化
されたマ
ニュアルの
作成と研
修の開催。

2.不定期
に実施 5 1.定期的

に実施 3 2.不定期
に実施 20

手作り遊
具であるた
め、園児の
状況等鑑
みて都度
改修の余
地があった

該当遊具
の使用禁
止

1.集団
活動中・
見守りあ
り

朝は順次
登園という
形式の中、
園児は朝
の一連の
流れを行う
とともに、自
身の判断
で園庭に
出て、遊ぶ
ことから、必
ずしも同じ
場所に留
まるというこ
とは難し
い。

園児の遊
んでいる状
況を職員
各々が瞬
時に判断し
て、見守る
べきところを
見守ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保護者が送
りの際に、特
に体調不良
であることを
伝えてはな
く、普段通り
の受け入れ
の状態で
あった。該当
園児も、日
頃と同じよう
に、身辺整
理や身じたく
を整え、遊
びに入って
いった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭当番
が遊んでい
る子ども達
を見守る
が、特に職
員の具体
的な配置
が決まって
はいない。
危険な箇
所に注視し
て子どもた
ちを見守る
事に配慮
が薄かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭当番
が遊んでい
る子ども達
を見守る
が、特に職
員の具体
的な配置
が決まって
はいない。
危険な箇
所に注視し
て子どもた
ちを見守る
事に配慮
が薄かっ
た。

職員同士
の声の掛け
合いの不
足（どこに
誰がいる。
場所を離
れる時な
ど）

子どもたちを
見守る際
に、子ども達
に背を向け
ることのない
よう配慮した
り、全体を
見渡せる場
所にいたり、
ヒヤリハットの
報告書を作
成したりす
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9170

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 70 5 5 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

45
2.基
準配
置

本児は日
頃から体が
機敏で運
動遊びも
積極的に
参加してい
た。いつも
は上り棒を
することが
多かったが
事故当日
は雲梯遊
びに取り組
んだ。

色々な場
合を想定
し、すぐに
子どもに手
が添えられ
るように注
意して見て
いく。一人
ひとりに雲
梯のスター
ト地点で
バーに手を
しかっり握っ
ているかの
確認の声
掛けをして
行く。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

雲梯下の
マットや土
が少し硬
かった。

遊び開始
前にマット
の位置や
土の状態
などを含
め、安全な
環境である
か確認す
る。雲梯下
に敷いてあ
るマットを
クッション性
のある安全
な物に変
更する。定
期的に土
を掘り起こ
し柔らかく
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

比較的運
動遊びの
得意なお
子さんだっ
た為、雲梯
もスムーズ
にできると
安心して見
守りをして
いた。

色々な場合
を想定し、す
ぐに子どもに
手が添えら
れるよう子ど
もに合わせて
立ち位置を
変えていく。
雲梯のバー
をしっかり
握っているか
の確認をし、
最後まで子
どもの傍につ
いて対応出
来るようにし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動神経
の良いお子
さんで、い
つもは上り
棒で遊ぶこ
とが多かっ
たが、当日
は同じクラ
スの友達と
雲梯遊び
に取り組ん
だ。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

雲梯のス
タート地点
からゴール
迄、職員1
名が傍につ
いて子ども
たちの取り
組みに関
わっていた
が、落下の
際にすぐに
手を添える
ことができ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭では
他にも各
担当箇所
（雲梯、
総合遊
具、滑り
台、ブラン
コ、上り
棒）の近く
に立って子
どもたちを
監護してい
た。

日頃から運
動遊びが
得意なお
子さんで、
当日も活
発に雲梯
遊びをして
いた。その
際にスター
ト地点で
バーを握っ
たかの確認
がができて
いなかっ
た。

重点ポイン
トを中心に
看護職員を
配置してい
たが、今一
度遊ぶ前に
子どもたちに
バーの握り
方、着地の
仕方を一人
ひとり確認し
ていく。

9171

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 27 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右示指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

室内での
遊び方の
ルール徹底
の欠如

危険な遊
びに対する
考察と園
児への指
導

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

設備上で
は問題な
いと判断し
た為、ハー
ド面での改
善策は特
に無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

危険な遊
びはしない
ように子ど
もたちに指
導する。
誕生児の
撮影はクラ
スに補助が
入ってから
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
登園後に
行う準備を
し、室内で
過ごしてい
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

毎月１回
行うお誕生
児さんの写
真撮影の
ために教室
と廊下を行
き来してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お誕生児さ
んの撮影は
各クラスご
と順番に
行ってい
た。隣のク
ラスの担任
は撮影を
終え活動
の準備をし
ていた。反
対のクラス
の担任は
次の撮影
のための準
備をしてい
た。

担任の危
機管理意
識の欠如

担任が目を
離すような時
間があった場
合には、教室
に戻った後に
変わったことが
なかったか必
ず園児に確
認する。担任
がクラスから席
を外す様なシ
チュエーション
の場合には、
他の先生に
協力や応援
を依頼する。

9172

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 36 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

５０センチ
の高さの上
に不安定
なブロックを
並べその上
を歩いた時
の危険度
の判断が
甘かった。

子どもたち
は、アドベ
ンチャー的
にスリルの
ある遊びを
喜んでして
いたが、床
にマットを
敷いたり、
保育者が
もっと近くで
見守ってい
く。

1.定期的
に実施 240 2.不定期

に実施 80 2.不定期
に実施 240 ―

使用前後
に安全点
検を継続
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わった様子
はなく、通
常通りの様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

2,3日前か
らアドベン
チャーごっこと
して遊んでい
たが、よりスリ
ルを出す為
にブロックを
不安定な置
き方にして
使用してい
た。日頃の
から子どもた
ちをよく理解
している担
任が見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

至近距離
にいたが、
他の子ども
たちと遊ん
でいて怪我
が起きた時
は、見てい
なかった。

ー

遊具を適切
に使用して
いるかを確
認し、情報
共有しなが
ら声掛けを
行う。

9173

令和
5年
3月
8日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 26 5 4 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右第４趾
関節脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

―

跳び箱をす
る際の危
険について
具体的に、
全員で確
認して改善
していく

1.定期的
に実施 297 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 297 ―

安全のた
め、靴を着
用する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

活動前の
指導が十
分ではな
かったこと

跳び箱活
動への取り
組み方の
確認と安
全管理の
徹底

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

運動会前
で本児の
気持ちの
高まりや意
欲があっ
た。いつも
以上に跳
び箱に近い
位置での
踏切となっ
てしまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

跳び箱の
横につき、
安全管理
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

跳び箱1台
につき1名
が横で安
全管理を
し、他の職
員は皆で
応援をして
いた。

ー

子どもの跳
び箱への意
欲を認めた
上で、安全
に取り組むこ
とができるよ
うにする。靴
を着用す
る。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9174

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 6 2 2 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

事故対応
のマニュア
ルにそって
対応をし
た。職員配
置は十分
だった。

引き続き、
事故対応
マニュアルを
活用すると
ともに対応
の仕方につ
いて職員
間で共通
認識できる
ようにしてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

固定遊具の
危険個所の
再確認を実
施。幼児の
身体能力や
発達に合わ
せた遊具の
使い方につ
いて職員間
で話し合うと
ともに危機
管理意識を
もつようにす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

午睡後の
おやつを済
ませた後
で、開放感
を感じ行動
が大胆にな
りがちな時
間帯であっ
た。

幼児の行
動を予測
し、把握す
ることに努
める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調もよ
く、機嫌よく
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
様子は見
ていたもの
の、とっさの
出来事で、
けがを防ぐ
ことができ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の幼児と
関わりなが
ら、対象児
の動きにも
目を配って
いた。

ー

幼児が固定
遊具を使用
する際は、とっ
さの出来事が
起きた時でも
支えることが
出来る距離
で幼児の動き
を見守ること
が出来るよう
に職員の立ち
位置を再確
認し徹底して
いく。

9175

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 2 2 1 8 8 15.３

歳
1.男
児 ー

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

なし

マニュアル
や職員配
置に問題
はない。コ
ロナ禍によ
り応急処
置の研修
が実施でき
ていない
が、特に改
善が必要
な現状で
ないと考え
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

玄関を入っ
てすぐ滑っ
たため、上
履きをまだ
履いてな
かった。

上履きを
履く場所を
表示してい
るので、そこ
で履くように
指導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

月曜日の
ため、手荷
物が多くあ
り、上履き
をすぐに出
せなかった
と思われ
る。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

朝の受け
入れをし、
本児を見
守りながら
他児を受
け入れして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

それぞれの
クラスの子
どもの受け
入れをして
いた。

なし

職員配置も
問題なくでき
ていたが、転
んだ瞬間手を
差し伸べられ
る位置に職
員が居れば
防げたかもし
れないので、
様々な想定
を考え配慮を
怠らないよう
にする。

9176

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 41 4 13 5 19 4 4 15.３

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 0

2.基
準配
置

職員間で
は、情報の
やり取りを
こまめに
行ってはい
たが、事故
防止研修
に参加でき
ていなかっ
た

以後、タイ
ヤを地面に
置かないこ
とと雲梯に
職員が必
ずつくこと

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

雲梯の下
に足踏み
台のように
タイヤを２
個重ねてい
たので、着
地がスムー
ズではな
かったと思
われる

タイヤを置
かないよう
にする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児が、
いつも一緒
に遊ぶ雲梯
仲間がおり、
トラブルも起
きない関係
にあったの
で、他の声
かけの必要
な子どもの
方を中心に
職員が関
わっていた

他園児に
手がかかる
場合は、
担当職員
以外の応
援も頼むよ
うにする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭遊具
の中で雲
梯が１番
好きで毎
日取り組ん
でおり、
日々上手
にこなして
はいたが、
着地が不
安定だった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他園児の
対応をして
おり、雲梯
そばの対象
児の所には
いなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他園児と
遊んでお
り、対象児
のそばには
一緒にいな
かった

雲梯で遊ん
でいるメン
バーが雲梯
を得意とする
子だったこ
と、対象児
はいつも異
年齢の友だ
ちの中で順
番に雲梯を
使って遊び、
トラブル等も
起きないで
いたことに過
信してしまっ
た。

雲梯には、
必ず職員が
つく体制にす
る

9177

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 6 2 4 1 1 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 0

1.基
準以
上配
置

―

園児への
指導の実
施。職員へ
事故に関
する周知と
保育環境
の再検討

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

不可抗力
による事故
のため改善
策は特にな
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

体を動かし
た遊びの充
実により身
体諸機能の
発達と、園
児を対象と
した安全指
導を実施し
周囲の状況
把握や安全
な遊び方が
身につけられ
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は
普段の様
子と変わら
なかった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

異年齢児
で鬼ごっこ
をしてい
た。対象
児、他の園
児ともに普
段と変わっ
た様子はな
く。担当職
員も遊びに
加わり全体
の様子を
把握してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
以外は、そ
れぞれの場
で保育等
を行ってい
たため発生
時の様子
は見ていな
かった。

遊びに夢
中になって
いたこともあ
り、相手の
不注意や
状況に応じ
た教師の
声掛けが
必要であっ
たと考え
る。

相手の園児
に対し個別
で安全指導
を行った。ま
た、教師間
で事故発生
に関する共
有を行い、
指導に関し
て再確認を
行った。
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9178

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 15 9 6 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

鬼ごっこを
するときに
十分な声
掛けと見守
りはあったの
か　注意が
たりなかった
のではない
か

激しい動き
をする遊び
の時の十
分な事前
の声掛けと
見守りの強
化

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 6 2.不定期
に実施 12 ― 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこを
するのに適
した環境で
あったのか、
エリアを分
ける必要が
あったので
はないか

鬼ごっこに
必要な、
十分なス
ペースを確
保する

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊戯室を
走り回り興
奮状態で
遊んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこが
活発化した
ため一度お
片づけを促
した矢先の
怪我だっ
た。トラブル
が起こった
あと、他児
の訴えによ
り気づい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

当時は春季
預かり担当
の職員が担
当。担任が
隣室にて仕
事をしていた
為、すぐ呼び
一緒に患部
を確認した。
数分冷却し
たが痛みと
腫れが治ま
らない為、主
幹教諭に相
談し（園長
不在のた
め）保護者
に連絡した。

遊びの前に
ルール等、
安全にゲー
ムをするた
めの約束が
足りなかっ
たのではな
いか

遊びの内容
によっては中
断することに
なっても安
全確認がで
きるような体
制を整える

9179

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 23 2 12 9 1 1 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじの骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

未然防止
について職
員間におい
て共通認
識や意識
をさらに高
める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

上靴を脱ぐ
環境があっ
たことで、
靴下のまま
行動するこ
ととなった。

室内遊び
(ままごと
コーナー)で
は、上靴を
脱がずに遊
べる環境へ
の見直しを
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

上靴を脱
いだまま、
他の遊びの
場へ移動
しないことを
園児へ徹
底できてい
なかった。

環境の見
直しととも
に、職員の
子どもへの
声かけにつ
いて再度
確認した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

上靴を脱
ぎ、ままごと
コーナーで
遊んでいた
が、ほかの
遊びに興
味をもち、
上靴を履
かずに移動
しようとし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子ども達全
体の様子
を見守りな
がら、身支
度を整える
ほかの園児
の援助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラス担
任は１階
テラスにて
園児の受
け入れ、保
護者対応
を行ってい
た。その他
職員は他
のクラスに
て子どもの
見守りを
行ってい
た。

特になし 特になし

9180

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 41 5 3 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肩骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

子どもの動
きの常時
監視と定
期的な声
かけ

園外保
育、遠足
等での危
険が生じる
可能性が
ある遊具を
使用しない
（日頃遊
び慣れてい
ない遊具の
危険性）

ー ー ー ー ー ー 特になし

このたびの
事故は公
園遊具で
あり、公的
な安全点
検等は行
われている
ため遊具
自体の問
題はないと
考える

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日常環境
外の保育
活動におい
て、心の高
揚など子ど
もの心の動
きを制御す
ることが必
要

園外保
育、遠足
等での危
険が生じる
可能性が
ある遊具を
使用しない
（日頃遊
び慣れてい
ない遊具の
危険性）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調も良く
普段通りの
様子

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

バランス遊
具のため、
入れ代わ
り、立ち代
わりに遊ぶ
子どもを監
視

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は近くにあ
る大型遊
具の子ども
の動きを監
視

遊具広場
のため数種
類の遊具
があり、子
どもの活動
範囲が広
がってしまっ
た

遊具広場で
遊ぶ場合な
ど1つの遊具
に絞って遊
ばせ、利用
にあたって人
数制限など
を行う必要
がある

9181

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 12 4 5 3 10 10 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

鼻骨骨
折、右脛の
打撲、両
足首の打
撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

職員間で
ジャングル
ジムの黄色
い筒（事
故のあった
箇所）に
関して危険
であるといっ
た認識はな
かった。

遊びの時
間の職員
の配置を
変更し、事
故の危険
性の高い
遊具の周り
に職員を
増やす。今
回の場合、
ジャングル
ジムの筒の
滑り具合の
点検は必
要と思われ
るが、マニュ
アル・研修
に不具合
はない。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

ジャングル
ジムの黄色
い筒（事
故の起きた
園児の座っ
ていた場
所）の塗
装が剥げて
きて、滑り
やすくなって
いた。

黄色い筒
を滑りにくい
塗装にす
る、あるい
は筒の上
部に滑り止
め防止シー
トを貼る。
あるいは危
険性の少
ないジャン
グルジムに
交換する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

外遊びが
多い。

外遊びで
一度に外
に出る園
児数を制
限し、職員
の目が行き
届きやすく
なるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日常的に
ジャングル
ジム等の体
を使った遊
具を好んで
使用してお
り、当日も
変わらず
ジャングル
ジムの上り
下りを楽し
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

事故の一部を
観察した職員
は、当時ジャン
グルジムから
10ｍ程度離
れた砂場にて
10名程度の
園児の様子を
見ており、砂
場にいる園児
の状況を見つ
つジャングルジ
ム方向にも目
を向け瞬間的
に観察した。
園庭にも10名
位の職員が散
らばっていた
が、事故を観
察した職員は
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故の起
きた時刻
は、それぞ
れ担任ごと
に自身のク
ラスの園児
の様子を
見ている状
態であり、
事故現場
付近にいた
職員であっ
ても事故の
あった園児
の状況は
見ていな
かった。

使用方法を
誤ると事故
の生じやす
い遊具
（ジャングル
ジムやブラン
コや高所へ
上がる遊具
等）付近に
は、必ず専
任の職員を
配置する。
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死亡
0
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9182

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 7 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

 左橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

―

幼稚園より
空欄で提
出されたた
め、県より
園児の危
険行為に
ついて適宜
マニュアルを
作成し研
修および情
報共有を
行うよう指
導した。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

土管という
アナーキー
スペースが
幼児には
危険が生
じる可能性
がある。

土管スペー
スに立ち入
り禁止し、
土管で遊
べないよう
にした。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

見通しが
悪い場所
であった。

全園児に
おいて土管
で遊ぶこと
を禁止し
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段はあま
り使わない
土管で遊
ぶことで子
どもが興奮
状態になっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

クラスの担
任1人が土
管の下で
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

泣き声が
聞こえて、
すぐに駆け
寄った。

1人の保育
者では、本
児の動きを
見落としが
ちであった。

裏庭に出る
際の保育者
の人数を多
くした。

9183

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 1 1 6 3 3 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

肘頭骨折
（左肘）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1～2
2.基
準配
置

―

危機管理
マニュアル
について、
内容の再
確認をし、
必要に応じ
て内容の
変更を行
う。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日 ―

引き続き
目視による
点検を行
い、改善の
必要な箇
所がある場
合は職員
間で共通
理解を図
り、速やか
に対処す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

大型ソフト
積み木での
階段が1列
で作られて
いたため、
不安定で
あった。
本来の使
い方ではな
く、子どもた
ちが走って
遊ぶ場所
内に置かれ
ていた。

少しでも危
ないと感じた
時には、大
丈夫と過信
せず安全な
環境を整え
る。遊びの
場が年齢や
個人の発達
に合っている
かよく確認す
る。玩具の
遊び方につ
いて改めて
確認し、どこ
までを許容
するかなど、
共通理解が
図れるよう
園内研修を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
活発な様
子で、年中
児の男児
数名とおに
ごっこをして
いた。おに
ごっこの最
中に、ホー
ルにできて
いた積み木
の階段に
上り、転倒
した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

先に遊んで
いた男児2
名（本児
含まず）に
声をかけた
後、保育
室で製作
をしていた
複数名の
子どもたち
に呼ばれ、
保育室に
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ホールには3
名の職員が
いたが、1名
は未満児と
一緒に遊ん
でいた。2名
は、現場から
少し離れたと
ころで全体を
見守りなが
ら、子どもに
関する連絡
事項を伝え
合っていた。
うち1名は、
流動的に積
み木の階段
で遊ぶ子ども
達の近くに
行き声をか
けたりもして
いた。

ホールにも
職員がいた
が、大丈夫
と思わず、
危機意識
を持ち、積
み木遊び
のすぐそば
で見守り、
見届けるべ
きだった。

子どもの年齢
問わず、園で
の様子につい
て教職員が
把握できるよ
う話し合いの
時間を設け
る。職員の配
置は、子ども
の導線や遊び
の内容に合わ
せて臨機応
変に対応でき
るよう職員間
で話し合い、
共通理解を
図る。子ども
たち自身も危
機意識が持
てるように、日
頃から遊び方
や注意点など
を繰り返し伝
えていく。

9184

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 48 24 24 5 4 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

年齢や育
ち、遊びの
種類別に
起こりうる
事故や怪
我のリスク
管理が不
十分であっ
たと思われ
る。

年齢や育
ち、遊びの
種類別に
起こる可能
性のある事
故や怪我
をマニュアル
に盛り込
む。また年
齢や育ち、
遊びの種
類別に起こ
りうるリスク
を回避した
園庭の環
境設定に
ついて園内
研修を行
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

園庭の小
石、ゴミ等
は常時用
務員が整
備し、更に
月に一度
「園安全の
日」として
園児と職
員で小石
などを拾っ
ていたた
め、安全な
環境は保
たれていた
と思われ
る。

今後は安
全点検を
行う際の職
員数を増
やし、安全
な環境を
常時保つ
ように努め
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ボールが遠
くに転がり、
追いかけて
勢いよく転
んでしまっ
た。

年齢に応じ
て空気の
圧を調節
し、扱いや
すく工夫す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

幼稚園が
始まって間
もなく様々
な遊びに興
味を持って
遊んでい
た。バランス
よく体を動
かすことが
難しく転ん
だ際に手が
出ず胸を
打ってしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭ではク
ラスカラーの
帽子を目
印に居場
所を確認し
ながら、状
況に応じて
一緒に遊
んだり、個
別に対応し
たりしていた
が、転んだ
際の一瞬
をどの職員
も見つけら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

そばにいた
職員は転
んだ瞬間は
捉えられな
かったが、
すぐに体を
起こし、本
人に痛みが
あるかを確
認した。

4月いっぱ
いは年少
児に危険
がないよ
う、園庭に
は年少児と
年長児の
みが出てい
て、年中児
は時間をず
らし人数を
調整して対
応してい
た。

年少児がそ
ばにいるとき
の遊び方等
を学級ごとに
話し合った
り、その都度
声をかけたり
しながら、安
全に保育す
るとともに、
職員全員で
園児を見守
る体制を更
に強化して
いく。

9185

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 55 9 10 18 18 10 9 17.５

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

園児がブラ
ンコで手を
離すと危な
いという意
識が欠けて
いた。
新入児
(2・3歳
児)の見守
りばかりに
職員の目
が集中し、
全体の見
守りが足り
なかった。

園児に対し
て、遊具利
用の注意
点を再度
指導する。
職員が遊
具で遊んで
いる全園
児への見
守りの徹底
と声かけを
頻繁に行う
よう確認を
行った。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

毎月、
チェックを
行っており
ブランコ自
体には問
題はない

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園児が遊
具で遊ぶ
際の職員
の見守りに
ちょっとした
スキがあっ
た。

園児が遊
具で遊ぶ
際には、職
員の担当
を再度確
認し、注意
深く見守る
よう指導を
行った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育前の
自由遊び
の時間にブ
ランコで遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

自由遊び
の時間での
事故であ
り、職員達
は園庭内
で遊ぶ年
少から年長
まで(55
名）の遊
ぶ様子を、
一定の間
隔を置いて
見守ってい
たが、当該
事故につい
ては見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

自由遊び
の時間での
事故であ
り、職員達
は園庭内
で遊ぶ年
少から年長
まで(55
名）の遊
ぶ様子を、
一定の間
隔を置いて
見守ってい
たが、当該
事故につい
ては見てい
なかった。

園児がブラ
ンコに乗っ
ている最中
に、マスクの
不具合の
ため触ろう
としてブラン
コから手を
離してし
まった。

園児にマス
クの不具合
等ある場合
は、いったん
ブランコを止
めてからマス
クを調節す
るよう指導を
行った。
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童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9186

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 28 6 13 9 9 5 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘捻挫
左手関節
捻挫　左
上腕骨顆
上骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

負傷園児
は要支援
で、日常的
に多動のた
め落ち着き
に欠ける傾
向にあった
と思える。
教諭の配
慮は行き
届いていた
が、園児の
咄嗟の行
動で身体
を支えるこ
とができな
かったよう
だ。

これまで以
上に園児
の行動に
同行した
り、動きを
予測した声
掛けが必
要かと思え
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

点検後に
修理等が
必要な場
合はその都
度行ってい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

遊び中の
園児数に
対する職
員の数は
達してい
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

毎朝やって
いる身支
度である
が、負傷園
児は注意
力が散漫
になる傾向
があり、椅
子から立ち
上がって保
育室に入
る際、はや
る気持ちが
先に立ち
足の動きが
追いつかな
かったと思
える。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

負傷園児
は日常的
に落ち着き
がなく、予
想がつきに
くく、他園
児もいる
中、瞬間
的な援助
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他園児の
保育中で
あり、負傷
園児との距
離があっ
た。

園児の咄
嗟の動き

園児に落ち
着いて行動
するよう声
掛けしたり、
園児の近く
で見守る

9187

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 35 10 10 15 4 4 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事故発生
時は、落
下した本児
の近くに教
師がいな
かった。

遊具の上
に登ったり、
ぶら下がっ
たりしている
際は、その
園児の近く
にいて危険
がないよう
に見守り、
すぐに手助
けができる
ようにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

事故当
時、雲梯の
下には、落
下してもケ
ガがないよ
うにマットを
敷いていた
が、雲梯の
周りにまで
はマットを
敷いていな
かった。

マットの枚
数を増やし
たり、敷く
向きを変え
たりして、
下部分だ
けでなくもう
少し広範
囲にも敷く
ようにする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ー

順に園庭へ
出る園児が
増えていくの
で、教師も
順に園庭へ
出てたくさん
の目で園児
を見守れる
ようにしてい
く。また、危
険がないよう
に特に遊具
に登ったり、
ぶら下がった
りしているとこ
ろには、近く
で見守り手
助けができる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと一
緒に、雲梯
の２本とば
しを頑張っ
て練習して
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

部屋の中
で登園して
来た子の
受け入れ
や朝の用
意を見てい
たため目の
届くところに
はいなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭にはい
たが、対象
児の近くに
はおらず、
落下時に
は助けるこ
とができな
かった。

―

戸外遊びの
際は、戸外
に出られる
教師の人数
が増えてから
出るようにす
る。また、遊
具で遊ぶ園
児の近くで
危険がない
ように見守る
ようにする。

9188

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 4 4 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 1.頭部

左側頭部
骨折、左
顔面麻
痺、内示の
耳小骨
（脱臼）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

危険を予
測される遊
具周りの職
員配置不
足

危険が予
測される遊
具の周りに
は必ず職
員を配置
する
遊具の点
検を徹底
する

2.不定期
に実施 3 2.不定期

に実施 3 2.不定期
に実施 3

遊具の下
に敷いてい
るラバーマッ
トが硬かっ
た

ラバーマット
を敷く面積
を広げ、必
要に応じて
マットの上
に芝生を
敷く予定
登り棒を撤
去

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本人も一
人で高い
所から登り
棒伝って降
りることが出
来ていた
為、慣れが
あり手がす
べった

個々の運
動能力を
十分見極
め、安全第
一の援助
をする
登り棒の遊
び方につい
て再確認

1.いつも
どおりの
様子で
あった

真っ先に外
に出て、階
段を使って
遊具の上
まで行き、
柵を伝って
登り棒の上
から降りる

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園児に製
作物を配
り、靴を履
いて園庭に
出ようとし
ていたの
で、本児の
様子を見
ていなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各教室で
園児と帰り
の準備をし
ていた

外に出てい
る子、制作
物を鞄に
直している
子、外に出
ようとしてい
る子、それ
ぞれ活動が
違っていた
為全体の
把握が出
来ていな
かった

職員が外に
出るまでは
園児は土間
で待機する
職員間の連
絡を密にとる

9189

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 70 35 35 5 5 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右外果遠
位骨端線
離開

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 ー

1.基
準以
上配
置

―

職員にケガ
のことを報告
し、今後ケ
ガ、事故の
ないように園
庭管理など
気を付ける
ように周知す
る。また園児
に対しても
遊び方につ
いて再度確
認をする。安
全管理に努
める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

日々園児
が遊具の
誤った遊び
方や故障・
破損などな
いか安全
管理に努
める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

園児たちに
各遊具の
遊び方など
再度伝え
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ケガをする
直前まで
元気に遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

離れたとこ
ろで見てい
たので、落
下するのを
助けられな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

離れた場
所で他の
園児の対
応をしてい
たので、対
象園児の
動きを把
握していな
かった。

ー

安全な保育
環境を確保
するため、場
所・活動内
容に留意
し、ケガ・事
故発生防
止に取り組
む。
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童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9190

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 19 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

保育室で
の過ごし方
の指導、注
意喚起が
足りていな
かった。

保育室内
での過ごし
方を指導
すると共
に、職員間
で保育室
内での危
険な箇所
の確認、ヒ
ヤリハット事
例を挙げ
確認・共有
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

製作遊び
が終わり、
床で絵本
を読んでい
た際、急に
走り出し
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児から
離れた場
所で、他児
の対応をし
ていたた
め、本児の
転倒を防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児から
離れた場
所で、他児
の対応をし
ていた。

教師が全
体を見届
けられてい
なかったた
め、気付く
のが遅く本
児が走り出
した際に声
を掛けて止
めることがで
きなかった。

教師が常に
保育室全
体を見届け
られる配置
をとり、早め
に声を掛け
ていく。

9191

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 192 44 68 80 24 22 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

下唇裂傷
と右上乳
中切歯の
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

―

園児の怪
我について
教職員が
情報共有
を行い、安
全指導や
安全教育
に努める

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

年3回の定
期点検の
他、日々の
目視により
危険個所
をいち早く
見つけ、安
全な状況
を整えるよ
うに努める

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

子供の監
視には限
界もあるた
め、子供や
家庭にも
安全に対
する意識を
持ってもら
えるよう安
全教育の
発信を行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2学期に入
り登園を嫌
がること日
があったが、
昼食後保
育者やクラ
スの友達と
ジャングル
ジムで楽し
そうに遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ジャングル
ジムの傍で
園児たちを
見ていた
が、抱っこ
をせがむ子
を抱いてい
た状況では
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

登園渋りが
あったため、
本児にはよ
く声を掛
け、一緒に
過ごすこと
も多くなっ
ていた。

ー

安全教育と
して教職員
が一緒に遊
ぶ中で、扱
い方や回避
の仕方を伝
えられるよう
教職員の質
の向上に努
める

9192

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 24 18 7 7 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

雲梯の遊
具を正しく
使用するの
ではなくて、
横からぶら
下がってい
た。

遊具を正し
く使用する
ように子ど
も達に指
導していく。
遊具使用
中は、近く
で見守る。

2.不定期
に実施 1 2.不定期

に実施 1 2.不定期
に実施 1

園庭の地
面が固すぎ
るのでケガ
をしやす
い。

園庭全面
を人工芝
を入れるよ
うにする。
雲梯は撤
去する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

この時期、
園庭で遊
んでいる時
には、熱中
症のことを
気にするよ
うに指導し
ていた。

遊具で遊
んでいる子
どもも注意
深く見守る
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らぬ様子
で、活発に
遊んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで見て
いたが雲梯
が得意な
子どもだっ
たので安心
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

年少と年
長が遊んで
いたので、
満遍なく見
るようにして
いた。

ー

遊具遊びが
得意な子ど
も程、変わっ
たことをしや
すいので、注
意して見守
るようにする

9193

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 18 6 6 6 3 3 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足踝の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

いつも遊ん
でいる安全
な場所であ
ることで、
危機感を
もちにくかっ
た。

職員の危
機管理意
識を高め
る。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 25 1.定期的
に実施 12

安全点検
は定期的
に実施す
る。

引き続き、
安全管理
に努めてい
く。

7.その他

保育者は
園庭に出
て、それぞ
れの遊びの
場を見守っ
ていたが、
当該児へ
の目が届き
にくかった。

職員で連
携をとり、
子どもの様
子に目が
届くような
配置をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭での
遊び中、保
育者の元
へ向かおう
とした際、
他に気をと
られながら
歩いている
と足首を
捻った。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育者は
園庭のそれ
ぞれの場に
わかれて子
どもを見
守っていた
が、事故発
生時は、
当該児の
側にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育者は
園庭のそれ
ぞれの場に
わかれて子
どもを見
守っていた
が、事故発
生時は、
当該児の
側にはいな
かった。

いつも遊ん
でいる安全
な場所であ
ることで、
危機感を
もちにくかっ
た。

慣れている
場であっても
危険がない
か常に危機
意識をもって
見守る。

9194

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 32 3 3 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

いつも遊ん
でいる安全
な場所であ
ることで、
危機感を
もちにくかっ
た。

「いつ何が
起こるかわ
からない」と
職員の危
機管理意
識を高める

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 25 1.定期的
に実施 12

安全点検
は定期的
に実施す
る。

引き続き、
安全管理
に努めてい
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

保育者は
園庭に出
ていたが、
他の子ども
とかかわり
当該児へ
の目が届き
にくかった。

職員で連
携をとり、
子どもの様
子に目が
届くような
配置をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

毎日してい
る鬼ごっこ
を友達と楽
しんでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育者は
園庭に出
ていたが、
他の子ども
とかかわり、
事故発生
時は、当
該児から離
れた場にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の保育
者は、室
内で遊ぶ
子にかか
わってい
た。

いつも遊ん
でいる安全
な場所で
あったため、
危機意識
がもちにく
かった。

慣れている
場や遊びで
あっても、危
険がないか
常に危機意
識をもって見
守る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9195

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 19 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘剥離
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

―

遊具で考
えられる事
故を想定
し、遊び
方、扱い方
の研修を
行う

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 2.不定期
に実施 1 ―

遊具点検
を再度行
い、配置に
ついても運
動場の地
面の状態
（固いグラ
ンド状から
やや芝生
の上に変
更するな
ど）がより
安全なとこ
ろか見直
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由遊び
の時間帯
であり、見
守るべき範
囲が広かっ
た。

運動遊び
に興味が
高まると同
時に、慣れ
による危険
な行為を
見逃さず、
子どもの様
子を見なが
ら、定期的
に遊具指
導（着地
の仕方等
ポイントを
押さえて具
体的に）
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもとあ
まり変わっ
た様子は
見られず、
当日も好
きな雲梯で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

事故が起
きた雲梯の
遊具に担
任が付いて
いたが、対
象児がぶら
下がってい
た雲梯の
高い方側
ではなく、
反対側の
低い方側
にいた園児
の補助に
付いてお
り、対象児
の様子を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

加配教諭
は、雲梯
付近にはい
たが、別の
遊びをして
いる支援
児の様子
を見守って
いる状態で
あった。

園庭での自
由遊びの時
間帯は、広
範囲である
こと、運動遊
びに興味が
高まる時期
であることか
ら、保育者
はどの子がど
こでどんな行
為をしている
か目の前の
子どもに関わ
りながら視野
を広くすぐに
対応できる
ように意識す
る。

複数職員で
の見守り位
置の再確
認。できる
限りフリー職
員を配置
し、園庭遊
具の見守り
をする。

9196

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 22 2 2 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

職員配置
等に問題
なし。

研修の中
に今回の
怪我の例
を取り入
れ、環境の
事前点検
や遊びのス
ペースの作
り方等を取
り入れてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 毎日

施設設備
等に問題
なし。

特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動会に
向けて、ク
ラスでリレー
を行なって
いた。接戦
になったとき
には、体が
接触するな
どのリスクは
あった。

体の接触
や転倒など
のリスクがあ
る為十分
なスペース
を確保した
り、地面に
躓くような
物がないか
等、保育
前の環境
点検を徹
底してく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活動意欲
も高く、勝
つために夢
中になって
走ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

待機してい
る子どもた
ちの側で援
助をしてい
た。走って
いる子ども
の様子を
見つつ、次
に走る子ど
もや走り終
わった子ど
もの誘導を
行なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
２名以外
は、その空
間にいない
状況。

活動時間
や職員の
位置や援
助は適切
だったと考
えられる。
怪我のリス
クを減らせ
るように環
境面を課
題とした
い。

保育を行う
前の環境へ
の意識や活
動中の教師
の援助等、
適切に行え
るように再度
指導。

9197

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 86 28 28 30 11 11 16.４

歳
2.女
児 ー

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

粉砕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 0

2.基
準配
置

―

職員会議
を開き園
庭で子供
達が遊ぶ
時には、ど
の様に職
員を配置
するか又
は、危機
管理マニュ
アルをもとに
子供達の
安全な遊
びについて
再確認を
する

3.未実施 0 1.定期的
に実施 202 1.定期的

に実施 202 ―

子供達の
遊ぶ様子
を一挙一
動全て見
る事は、出
来ないので
監視カメラ
を設置する
と共に画像
を見返して
問題点を
見直し更
なる安全な
遊び方を
考えて行き
たい

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

走って遊ぶ
時は周りを
見て行動
するように
指導する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

先生と「かく
れんぼ」を
していて隠
れる為走っ
て向かう途
中に違う方
向から走っ
て来た園
児と衝突し
た。周りの
状況が目
に入ってい
なかったと
思われる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

先生が鬼と
なり対象園
児に背を
向けた瞬
間に泣き
声がした

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、他の業
務に携わり
職員室に
園児が来
た時複数
の職員で
様子を見
る

ー

遊ぶ時には
（特に走る
時）周りを
よく見てぶつ
からない様
行動する事
を指導して
いく

9198

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 16 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

ケガに至る
ような事故
を未然に
防ぐための
配慮不足

ケガに及ぶ
危険の可
能性がある
遊びに対し
て監督指
導する

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

積み木自
体は安全
性の高い
物である

積み木その
ものが危険
を及ぼす物
でないた
め、遊び方
に指導配
慮が必要
である

1.集団
活動中・
見守りあ
り

積み木を
壁に寄せ、
積み上げて
片付けてい
たので、子
ども達が
乗って遊び
たくなるよう
な環境だっ
た

箱に収納
し、自由遊
び時間の
み遊べるよ
うにした

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時、
朝の健康
状態につい
て特に連
絡もなく、
友達と元
気に遊んで
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

２メートル
程度離れ
たところから
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任以外
は別室で
園児をみて
いた

ー
遊び方に指
導配慮が必
要である
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9199

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 99 39 60 7 7 17.５

歳
2.女
児 ー 8.その他 1.負

傷 ー 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

剥離骨折
（足首）

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

―

子どもたち
の健康観
察について
の意識付
けを徹底す
る。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1 ―

公園及び
その岐路の
状態に問
題が無かっ
た為無し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

公園及び
その岐路の
状態に問
題が無かっ
た為無し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ふざける事
もなく、泣
いたり痛
がったりする
様子もな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

整列して子
どもたちの
状態を確
認しながら
ゆっくりと歩
いていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

整列して子
どもたちの
状態を確
認しながら
ゆっくりと歩
いていた。

子どもの様
子がいつも
と変わらな
かった為、
教諭が怪
我に気付く
事が出来
なかった。

子どもたちの
健康観察を
より一層行
う。

9200

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 6 4 4 13 13 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

―

普段の園
生活に潜
む危険を
予知して防
止していくと
共に、環境
の改善をし
ていく。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

絨毯は保
育室の角
に置いて
あったが、そ
の周りの環
境設定が
適切でな
かった。

絨毯は使
用頻度が
少なく、保
育室に置
かない様に
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

置いてある
絨毯の近く
に、園児が
入れる場
所があっ
た。

絨毯は、ク
ラス全員で
紙芝居の
読み聞か
せの時等に
使用してい
た。今後は
使用しない
様に変更し
て、クラスか
ら撤去し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

数名の園児
がキッチン棚
の前でままご
との道具を
出していた
時に、籠に
入れて保育
室の角に置
いてあった絨
毯が倒れ、
対象園児の
左肩に当
たったと推察
される。対象
園児は下を
向いていたの
で、絨毯の
置いてあった
場所は死角
になってよけ
ることも出来
なかったと思
われる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

絨毯が倒れ
た時、担
任、副担任
は直ぐに気
付き駆けよ
る。対象園
児が肘を押
さえ座ってい
たので絨毯
を元に戻
す。担任も
駆けつけ何
が起きたか
尋ね、対象
園児が左肘
を押さえ痛
いと訴えてい
たので急い
で事務所に
つれていく。
園長判断
で、近くの整
形外科と母
親に連絡を
入れる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

副担任は
直ぐに気付
き、駆けよ
る。対象園
児が肘を
押さえて
座っていた
ので、絨毯
をもとに戻
す。

絨毯を立てか
けている保育
室の角は、普
段遊ばない
場所であった
が、事故当
日は絨毯の
近くに園児が
数名立ってい
た事は認識し
ていた。副担
はテーブルで
他の園児と遊
んでいた。担
任は以前休
んでいた園児
の課題を行っ
ていた。両担
任とも、対象
園児の方を
向いていた
が、危険を予
知することは
出来なかっ
た。

自由時間
の、環境設
定の再検
討、先生配
置の再検
討、危険な
場所の検証
と改善

9201

令和
5年
3月
8日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 3 2 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 ー 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

日頃から遊
んでいる遊
具であるが
移動時に
バランスを
崩し落下、
左側方に
手をつき体
重がかかっ
てしまった。

遊び方や
園児の様
子など状況
に応じて、
職員の配
置を考えた
りすぐに手
を差し伸べ
られるよう
にする

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

安全点検
の更なる徹
底

これからも
引き続き
定期的に
安全点検
を行う

3.個人
活動中・
見守りあ
り

幼児の遊
具の扱い
方や注意
力または回
避力が弱
い

遊具使用
上のルール
や注意点
の更なる指
導の徹底

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
遊んでいた
遊具だが
手がすべっ
てしまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児から
離れたとこ
ろで全体を
見ていた
が、他児に
声を掛けら
れ対応をし
ていたため
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の場所
で他児と対
応中で直
接的には
見ていな
かった。

戸外遊び
時の職員
人数

戸外遊び時
の職員の数
や配置を見
直す。

9202

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 21 6 3 18.６

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折（単純
骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

転倒防止
のため、予
め靴下を
脱いで走る
こととしてい
る。改善は
難しい。

1.定期的
に実施 52 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52 ー

床は滑り止
めワックスが
効いており
良好な状
態であっ
た。自分の
足に引っ掛
かり転倒し
たため、改
善は難し
い。

7.その他 ー

2人ずつで
走るが、距
離を置いて
まっすぐ走
ることを指
導してい
た。一生懸
命に走って
転倒した。
改善は難
しい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

25ｍ走の
練習を2本
実施し本
番時に転
倒した。と
ても一生
懸命に走っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

スタートライ
ンで、ほか
の園児を
整列させて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ゴール付近
で、走り終
わった園児
を整列させ
ていた。他
記録係2
人、スター
ター1人、
扇風機設
置1人

ー

転倒防止の
ため声掛け
を徹底す
る。

9203

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 84 43 41 12 12 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

道場の使
い方につい
て、注意点
を研修で
共有する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

活動によ
り、場所や
スペースが
十分に確
保できてい
るか随時
検討。道
場ではカー
ブのあるよ
うなリレー
やかけっこ
を行わな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

活動により
場所やス
ペースが十
分に確保
できている
か随時検
討。道場で
はカーブの
あるようなリ
レーやか
けっこを行
わない。活
動によって
使用人数
を調整す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

運動会のリ
レーの練習
で張り切っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

当該園児
のすぐそば
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

リレーのコー
スに沿って
職員が見
守ってい
た。

ー

リレーの練
習でもあり、
ケガを伴う
可能性を考
慮し、複数
の見守り人
員を配置す
る。
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歳
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歳
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歳
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学
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9204

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 16 6 6 4 4 4 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左中足骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

保育の中
の運動機
能を発達さ
せる活動に
ついての学
びの機会を
研修に取り
入れて増
やしていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

遊具につい
てより安全
なものに改
修を行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

マットに飛
ぶ遊びでも
低い高さか
ら慣らして
いくよう声
掛けを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

下を注意
深く確認し
ながら飛ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

当該園児
のすぐそば
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

周囲の遊
具ごとに担
当職員が
ついて見
守ってい
た。

ー

飛ぶ遊びを
繰り返して
慣れてきて
いても疲れ
等で不意な
ケガにつなが
ることも含め
声掛けを行
いながら注
意深く観察
する。

9205

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 45 15 15 15 2 2 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左前額部
刺創

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には再
発防止に
向けた検
討を全職
員で行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

曲がり角で
見通しが
悪くなって
いた。

表示を増
やして、走
らないよう
に働きかけ
る。

4.個人
活動中・
子どもの
み

見通しの
悪い曲がり
角でも歩か
ず走ってい
た。

各部屋で
改めて約
束をして、
表示も増
やす。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもの様
子と変わら
ず、他児と
元気に遊
戯室内を
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊戯室に
は他児も
遊んでいた
為、事故
発生時は
本児をみて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その他職
員は各クラ
スにて他の
園児の朝
の受け入れ
を行ってい
た。

遊戯室と
廊下の間
であった
為、職員
２名では
目が行き
届いていな
かった。

遊戯室監
視の職員を
増やし、死
角が無くなる
よう配慮す
る。

9206

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 6 6 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼　口
唇裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には再
発防止に
向けた検
討を全職
員で行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

敷いていた
ソフトマット
に隙間が
空いてい
た。

その都度、
敷いてある
ものや室内
の設備に
不備が無
いか気を配
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

他児もいた
ため、本児
への注意が
それてい
た。

特性のある
園児なので
特に注意し
て関わる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自分の思
い通りにい
かず癇癪を
起した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

片付け中
で、他児の
対応にあた
り本児への
注意がそれ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同様に、片
付け中であ
り他児も幼
い為、他の
援助を行っ
ていた。

活動の切り
替えができ
ず癇癪をお
こしてしまっ
た。

活動の節目
には園児が
次の活動に
切り替えがし
やすいよう配
慮していく。

9207

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 2 4 2 1 1 15.３

歳
2.女
児 ー

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕橈
骨・尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には再
発防止に
向けた職
員配置、
ルールの検
討を全職
員で行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

職員が少
ない中、ソ
フト積み木
を出して遊
んでいた。

降園バスを
待つ際は
大きい玩
具は出さ
ず、静かに
待てるよう
に環境設
定する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

職員による
見守りの不
足

大型の玩
具は出さ
ず、事前に
園児へ安
全に遊ぶた
めの説明を
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ソフト積み
木を重ね、
上から飛び
降りる遊び
を一人で
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園児の遊
びは把握し
ていたもの
の、他児へ
の対応の
為、対象
児を見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当時、職
員は一人
しかいな
かった。

玩具の使
い方の明
確なルール
を決めてい
なかった。

事前にルー
ルを説明し、
危険な行動
をしない様、
声掛けを行
う。

9208

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 28 0 4 6 6 8 4 0 13 13 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

厚底シュー
ズを履いて
いたため下
りの際、躓
きやすかっ
た。

園児の履
いている
シューズに
配慮して遊
びを見守
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園外保育
のため遊び
慣れた環
境ではな
かった。

園外保育
ではより一
層の注意
が必要

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

普段から転
びやすい園
児には専
任の職員
を配置する
配慮する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

土曜日の
預かり保育
で異年齢
児との活
動。しかも
園外保育
だったので
嬉しくてテン
ションマック
スになって
いた。下り
で加速し
踏み留ま
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

山の下で
担当職員
１名が見
守っていた
が、数回上
り下りを上
手にしてい
たので、転
倒の予想
がつかず気
づいた時に
は転倒して
いて防ぐこ
とが出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

総合遊具
に危険が
多いと考え
2名の職員
を配置。全
体を１名
の職員が
見ていた。

ー

総合遊具で
の遊び方に
注意喚起を
促していた
が、山の上り
下りにも注
意喚起す
る。

9209

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 45 15 15 15 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 下顎裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には再
発防止に
向けた検
討を全職
員で行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

降雨により
少し地面
が濡れてい
た。

雨で滑りや
すい旨を表
示する。

7.その他

保護者と
手をつない
でいなかっ
た。

降雨の際、
マットを敷く
など滑りにく
いように配
慮する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保護者の
手をふりは
らい走り出
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

降園後とい
うこともあ
り、他の
残っていた
園児を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降園後だっ
たため担当
職員以外
はその場に
はいなかっ
た。

降園の際
は保護者と
手をつなぐ
約束だった
が、守って
いなかっ
た。

再度、声掛
けを行い約
束を守る。
保護者にも
周知する。
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以
上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9210

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 　　19 0 0 0 4 6 9 0 2 2 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む) 前歯骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

ー

全体的に
危険行動
は見られず
落ち着いで
遊んでいた
が、いつで
も安全に
気を配り保
育にあた
る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 毎 1.定期的
に実施 毎 ー

ハード面の
改善は難
しいため、
児童への
注意喚起
を重点的
に行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

活動時
間、場所に
対しての担
当職員等
の配置は
適していた
ので、より
一層安全
に気を配る
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

前を見なが
らスキップし
ていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児が
見えるとこ
ろで見守っ
ていたが、
突然に起
こった事故
だったので
防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象時以
外にも園
庭で遊んで
いる園児が
いたため、
そちらの方
の見守りを
していて対
象児は見
ていなかっ
た。

突然遊具
から出てく
ると予想で
きず事故に
至った。

周りをよく見
て遊ぶことを
指導するとと
もに、いつ何
時でも安全
に気を配り
保育にあた
る。

9211

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 4 1 1 13.１

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

戸外での
活動の中
で見守りが
十分では
なかった

戸外での
活動だった
ので、保育
教諭がもう
１人いれ
ばよかった

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

避難用に
設置した物
だが、安全
面に対する
配慮が足り
なかった

衝突時の
安全性を
考え、安全
クッション
シートを貼
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育に適し
た場所では
なかった

段差がある
場所なので
遊ばせない

1.いつも
どおりの
様子で
あった

座ろうとし
た時にバラ
ンスを崩し
頭をぶつけ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園児の後
方から見守
りながら歩
いていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
を見守って
いたため、
近くにいな
かった

座るべき所
でない場所
に座らせた

園児の行動
予測して見
守る

9212

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 13 4 4 5 2 2 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

打撲（骨
折の可能
性も有り）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

戸外での
活動の中
で見守りが
十分では
なかった

落下するこ
とも考えら
れた為、す
ぐに手を添
えられる位
置に保育
教諭がいる
べきだった

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

いつも遊ん
でいる遊具
ではあった
が、安全面
に対する配
慮が足りな
かった

落下時の
安全性を
考え、クッ
ションになる
ようにマット
を配置する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつもより
少し活発に
遊んでいた

落下する
可能性の
ある遊具で
遊ぶ際の
遊び方、注
意事項など
入念にする

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

前後に体
を揺らし遊
んでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

隣りに配置
している雲
梯をしてい
る園児の
補助をしな
がら見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
を見守って
いたため、
近くにいな
かった

遊具での
遊び方が
正しくなかっ
た

なぜ危ない
のかを確認
しながら正し
く遊ぶよう注
意する

9213

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 14 4 4 14.２

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右上顎部
裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 毎日 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため、
特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児の手・
口を拭き
終わり、他
児が拭いて
もらっている
間、椅子に
座って待っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児の傍
にいたが、
同じ机に
座っていた
他児の援
助をしてい
た為本児
のことは見
ていなかっ
た。本児が
椅子から滑
り落ちる瞬
間が目に
入ったた
め、すぐに
手を差し伸
べたが間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の２つの
グループの
援助をして
いた（保
育士２
人）
本児のグ
ループを手
伝おうと机
まで来る途
中だった
（保育士
１人）

給食後、
個々に拭き
取りをしてい
る間、担当
の児童や全
体への見守
りが不十分
であった。ま
た、座位が
安定してい
ない児童を
（短時間で
はあるが）
椅子に座っ
て待たせ、
目を離してし
まった。

職員は給食
中を含め常に
臨機応変に
対応できるよ
う、他の職員
と役割を分担
し連携し保育
を行う。個々
の発達状況
により、どのよ
うな援助が必
要か職員同
士で話し合
い、共通認識
を持って関わ
る。給食後の
手、口の拭き
取りが終わっ
た児童につい
ては、椅子か
ら落ちないよう
床に降ろすな
ど、個々の発
達に応じて配
慮する。

9214

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

2.1歳児ク
ラス 61 0 0 12 17 16 16 0 6 6 15.３

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

ー

事故内容
を職員間
で共有し、
対策につい
て再確認
し、共通理
解していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

子どもと遊
具の使い
方を確認
し、遊具の
点検を継
続していく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊具の下
に敷いてあ
る衝撃吸
収マットの
上に砂が
溜まってい
たため、着
地時に滑っ
てしまったの
かもしれな
い。

遊具で遊
ぶ前に毎
回、衝撃
吸収マット
の上の砂を
掃く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段はネッ
トを登る
際、スムー
ズだった本
児。怪我の
直前に耳
が痒くなり、
咄嗟に片
手を放して
掻こうとした
ところ落
下。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児と離れ
た場所で
全体を見
ていた。本
児が落ちた
瞬間を目
撃したため
すぐにそば
に行き、本
児の怪我
の様子を
見る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭の空
間を4人で
分担して見
ていた。

ー

引き続き大
型遊具を遊
ぶ際には保
育教諭が危
険な動きが
ないか、職
員同士で連
携しながら
見守りすぐに
動けるように
する。
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0
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歳
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学
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9215

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 13 2 2 15.３

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

ー

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

園児の人
数に対して
職員数は
足りていた
が、配置場
所や全体
把握に問
題があった
と考えられ
る。

園児を把
握する職
員は全体
を見回せる
場所に配
置し、園児
の様子から
目を離さな
いようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 1

ベンチがそ
ばにあった
ことで、乗り
たくなる気
持ちになっ
てしまった。

保育者が
そばについ
ていられな
い時は、ベ
ンチ等は使
用せず、
マットなどを
使用する。

7.その他

職員は他
児の対応
や清掃をし
ており本児
の様子に
気づき声を
かけた時に
は事故が
起ってしまっ
た。ベンチ
が近くにあ
り立ち上
がってしまっ
た。友達も
本児に誘
発され乗っ
たことで体
が触れてし
まった。

着替えや
絵本を読
む場所を
安全な場
所で行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもは動
きも落ち着
いている。
自らベンチ
の上に立ち
上がったの
は初めてで
ある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで清掃
しながら様
子を見てい
たものの、
声かけだけ
で注意をう
ながしてし
まった。すぐ
に対応すべ
きだった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児の着
替えを補
助しながら
様子は見
ていたもの
の、すぐに
立ち上がっ
て対応する
ことはでき
なかった。

本児のみ
ならず、他
児も立ち
上がろうと
したことに
気づきなが
ら動きを止
めることがで
きなかった。

着替えコー
ナーには椅
子やベンチ
などを置かず
にマットを敷
いて座るよう
にする。

9216

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 25 4 3 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

ー

児童に危
険な行動
についてわ
かりやすく
丁寧に説
明をし、事
前の注意
喚起を図
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 6 ー

危険を想
定し、職員
間で事故
につながり
そうな物品
がないか改
めて確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

予想のでき
ない動きが
事故につな
がることを
念頭に置
いて注意を
促す必要
がある。

職員間で
想定される
危険な状
況等をシ
ミュレーショ
ンする。ま
た、園児の
動線を予
測し対応に
ついて職員
同士で情
報共有す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園し遊
んでいた。
何気なく近
くにあった椅
子に足をか
けた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他の園児
も含めて遊
んでいる様
子をすぐ近
くで見てい
たが、対象
児が転倒
する瞬間に
は間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の児童
も含めて遊
んでいる様
子を見てい
た。

5歳児で動
きが活発な
ため、固定
の児童のみ
を注視でき
ない。

危険に繋が
りそうな物品
について、確
認し必要に
応じて撤去
する。

9217

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 17 1 1 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨の
頭骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

10

1.基
準以
上配
置

跳び箱を
援助する
職員も側
についてい
たが、本児
が跳び箱を
跳んだ際
勢い余って
体制が崩
れて左手を
マットに付
いて着地し
て痛がっ
た。

体制が崩
れた際は
咄嗟に援
助ができる
（手を出
す）体制
を取る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 週6

跳び箱や
マットの破
損はなかっ
た。跳び箱
の傾きもな
くしっかりと
設置して
あった。跳
び箱を使
用する際
近くに危険
な物は無
かった。

跳び箱や
マット等が
事故の要
因ではな
い。使用す
る際の場
所にも問
題は見られ
なかった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

跳び箱を使
用する際の
十分な広さ
は確保出来
ていた。保
育教諭1名
に対して園
児は17名と
保育教諭の
人数に不備
は見られな
い。担当教
諭は全体を
見渡せる場
所におり、立
ち位置にも
問題はな
い。

環境面に
も不備は
見られな
かった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ふざけて遊
ぶ様子もな
く真剣に取
り組んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

跳び箱の
横に付いて
いたが、園
児の勢いが
余り援助が
遅れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故当
時、事故が
起きた教
室には担
当職員の
みで他の職
員はいな
かった。

「跳べるだ
ろう」との思
いがあり、
跳び箱を
援助する
職員が咄
嗟に手が
出なかっ
た。

跳べる跳べ
ないに関わ
らず、援助
に入る職員
は咄嗟に援
助が出来る
体制を整え
る。

9218

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 13 8 5 5 5 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 0

1.基
準以
上配
置

ー

怪我発生
時間帯は
夕方のお
迎え時間
帯の為、少
ない人数の
お子様の
保育にあ
たっていた
が、お迎え
対応と重な
り対応しき
れなかっ
た。お子様
の行動にさ
らに注意
し、お迎え
時間帯の
過ごし方を
もう一度見
直していく。

1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日

積み木が
不安定だっ
た所に立ち
上がってし
まい、バラ
ンスを崩し
て転倒し怪
我につな
がった。

積み木の
積み方が
不安定に
ならない様
に確認しな
がら危険の
ないよう、
様子に注
意する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

お迎え対
応時の過
ごし方を見
直し、検討
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

積み木を
車に見立
てて、お友
達との遊び
を楽しんで
いた。楽しく
て積み木に
立ち上がっ
てしまった
が、不安定
で揺れてい
たので、
ジャンプをし
た際に踏み
込めずバラ
ンスを崩し
て転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

お子様の
様子を見
ながらお迎
え対応も
行ってい
た。転倒の
前の遊びは
車に見立
てた積み木
に座って床
に足をつけ
て遊んでい
た。積み木
が揺れてい
たので立ち
上がること
はないと考
えていた。
転倒時の
状況は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１３名程
度だったの
で、担当職
員１名で
保育を行っ
た。

積み木が
揺れていた
が足がつく
状態で座っ
て遊んでい
たため積み
木の上に
立ち上がる
とは考えて
いなかっ
た。

怪我発生
時間帯は、
夕方のお迎
え時間帯の
為、少ない
人数のお子
様の保育に
あたっていた
が、お迎え
対応と重な
り対応しき
れなかった、
お子様の行
動にさらに注
意し、お迎
え時間帯の
過ごし方を
もう一度見
直していく。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9219

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 31 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
折・右橈骨
頭脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

ー

事故発生
時の情報
を職員間
で共有し、
事故が起
きた場所に
ついて検証
を行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

つまづきに
よる転倒が
起きた箇
所の下の
砂を整備し
マットを補
強する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ー

砂をやわら
くほぐし、
元々敷い
ていた緑
マットを補
強すると共
に職員が
側で見守り
声を掛けて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、登園し
て朝の身
支度を終
え、自分の
好きな遊び
を楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

大型遊具
付近で子ど
も達全体
を見守りな
がら声を掛
け、保育室
に入る時
間である事
を伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その他の担
当場所に
て、対象児
以外の子ど
も達を見
守ってい
た。

ー

慌てて遊具
から降りよう
としたときな
どの転倒を
防ぐため、落
ち着いて保
育室へ戻れ
るように声を
掛け、注意
深く見守る。

9220

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 51 5 5 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右指示指
基節骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

固定遊具
の利用の
仕方や注
意点につい
て、職員・
園児共に
再度確認
をする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日 ー 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

新しい遊び
方に挑戦し
ようとして
起きた事
故

安全な遊
び方につい
て繰り返し
指導する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

慣れてない
動きをした

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

数名の園
児が鉄棒
で遊んでお
り職員はす
ぐ近くにいた
が、別の園
児の補助
をしていた
際に転落し
起きた事
故であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員が鉄
棒で遊んで
いた園児に
対応してい
ることが分
かっていた
ため、他児
と一緒に活
動してい
た。

ー

個別に対応
が必要な遊
びである場
合ではある
が常に他児
の行動に注
視し、不安
要素がある
場合は遊び
を待たせ順
番に対応す
るようにする

9221

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 37 3 3 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折、脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

特になし

日頃から安
全対策に
ついての話
し合いを
行っており、
職員の配
置も適切
であった。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

点検等の
実施を適
切に行って
いた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

保育者の
立ち位置
は適切で
あった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達数名
とサッカーで
遊んでお
り、ボールを
蹴ろうとし
てバランス
を崩し転倒
してしまっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児の
動きは見て
いたが、咄
嗟のことで
防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
の遊び、動
きを見てお
り対象児を
見ていな
かった。

事故直前
に運動会
練習を行
い、疲れが
あったと思
われる。

子どもの様
子を見て、
活動を早め
に切り替え
休息を取る
等の対応を
とる。

9222

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 4 1 1 14.２

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

 右橈骨骨
幹部骨
折、右尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

未満児は
体の動かし
方が未熟
な為、手の
つき具合で
骨折につな
がることもあ
る。

マニュアル
にある「乳
幼児の特
性から起こ
る事故」を
園内研修
で再度理
解を深め
事故防止
に努めてい
く。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日 その他の要

因なし 今回はなし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

その他の要
因なし 今回はなし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

病欠から１
週間ぶりの
登園で戸
外遊びを
喜んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

１名の保
育者は対
象児以外
に靴下をは
かせながら
至近で対
象児をみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名は戸外
に出るため
水分補給
の準備をし
ていた。

１歳児の
特性である
何でもやっ
てみたい、
動きたいが
ある。

少人数でも
危険がある
と認識し、
全職員で共
通理解を図
る。

9223

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 8 1 1 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右基節骨
亜脱臼、
右中足骨
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

マニュアル
には、室内
で危険につ
ながるよう
な行動は
慎むように
言葉掛け
を行う等の
明確な記
載がなかっ
たため、見
直しを行
う。

2.不定期
に実施 4 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 36

子どもたち
の行動を
可能な範
囲で予測
しつつ、床
の状態を
整えるなど
の対応を
行う。

7.その他

室内では
歩いて移
動するなど
の注意点
を、子ども
たちに伝え
ていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

保育室内
で歩かず、
走った勢い
のまま、自
らサッカーの
スライディン
グのような
形で滑った
結果、小
指を引っ掛
けてしまっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児も
含めた子ど
もたち全員
に話をする
ため、保育
者の近くに
来るように
指示した際
に、事故が
おきた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は現場にい
なかった

突発的に起
きた事故で
あったが、即
座に怪我の
対応にあたる
ことはできてい
た。室内で過
度な動きをす
ると怪我につ
ながることを、
子どもたちに
伝えていく必
要がある。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9224

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 24 3 2 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左第４指
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1～2

1.基
準以
上配
置

職員に任
せてしまっ
た為、子ど
もの動きが
予測できて
いなかったと
考えられ
る。

職員同士
で事前に、
周りをよく
見て気を
付けるよう
に声掛けを
しておく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

テーブルの
脚を開く場
所を子ども
の手が届か
ない場所で
やる事とす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

職員による
安全確認
と子どもに
対して安全
に気を付け
るように促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

職員を手
伝おうとし
て手を出し
てしまった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

職員が机
の準備をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

配膳台の
準備をして
いたため、
見ていな
かった。

特になし

他の職員も
安全確認に
努め、危険
が予測され
る場合は注
意を促す。

9225

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 22 11 11 4 ー 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

―

ボールを
使った活動
を行う際の
注意点・声
掛け事項・
指導法を
研修に取り
入れる。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ―

年齢に応
じ、やわら
かめのボー
ルを導入す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

ボールを
使った活動
を行う際の
注意点・声
掛けを行う
職員を近く
に配置す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

庭で活動
を行ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

、数メート
ル離れたと
ころで全体
を見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

至近距離
で見守って
いた。

―

硬いボール
を使ってバス
ケットをする
ときは、ゴー
ルの真下に
は入らずに、
必要に応じ
ワンバウンド
してから
キャッチする
等の説明を
行っていく。

9226

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 24 ー 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

日々終礼
でヒヤリハッ
トや医療
事故に関し
て、職員間
で情報の
共有化を
図っている
が、講師を
招いての研
修は近年
行っていな
い。

今後講師
を招いての
ヒヤリハット
研修、リス
クマネジメ
ント研修を
行ったり、
外部の研
修に積極
的に参加
を行い、安
全に関する
知識を深
める。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

事故が起
こった屋外
では、転ん
だ時の衝
撃を吸収
するゴム
チップが敷
き詰められ
ていて怪我
の防止や
軽減をして
いるが、固
定遊具
（未満児
用）が４
個設置さ
れている。

固定遊具
の位置の
確認を行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

衝突や接
触の危険
性がある場
所で鬼ごっ
こを行った
ことで、起
きた事故で
ある。

広い芝生
で身体をお
もいきり動
かすよう指
導を行った
り、前を向
いて走る、
手をついて
自分の体
を守る等
指導を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

おにごっこを
している際
友達と接
触、転倒
する。転倒
した際に右
ひじをつく。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体把握
は行ってい
るが、他児
に呼ばれ
砂場にい
て、対象児
が友達とぶ
つかった瞬
間は見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体把握
は行ってい
るが、他児
と話しをし
ていた為泣
き声で転
倒に気づ
く。対象児
が友達とぶ
つかった瞬
間は見てい
ない。

事故の生
じやすい場
所を職員
間で共有
して事故の
認識、危
険に対する
予知能力
の向上を
図る必要
性があっ
た。

自己および
現場に潜む
危険を鋭く
予測する為
の危険予知
力を高め、
瞬時に問題
解決能力を
身に付け
る。

9227

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 16 3 2 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯槽骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1～2
2.基
準配
置

担任一人
がその場か
ら離れ、
残っている
職員に「危
険な遊びに
展開したら
遊びを止め
て下さい」と
伝える事が
出来ていな
かった。

その場から
離れる場
合には他の
職員へ声
を掛ける。
危険な場
合はすぐに
遊びを中
断する。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 2

点検を行
い破損部
分は修理
も完了して
いる。遊具
の遊び方に
問題がある
と思う。

対策を考
え・意見、
改善会議
も設けて全
職員で話
し合う場を
設けた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びが展
開してしま
い気持ちが
舞い上がり
抑える事が
出来なく、
その場にい
た職員も
危険予測
ができな
かった。

保育教諭
だけが注意
や遊びを止
めるのでは
なく、保育
助手も同じ
ように予測
をしながら
遊ばせるよ
うに話し
合った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児の真
似をして平
均台をまた
いでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育教諭
①はその場
から離れ
る。保育教
諭②は鉄
棒に付く。
保育助手
③は園庭
全体を見
守ってい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のクラス
は出ていな
く、3名以
外いない

遊ぶ時に
危険がある
事や約束
事をしっか
り伝えてい
なかった。
保育教諭
や保育助
手も危険
の予測をす
る事ができ
なかった。

担任同士、
他の職員で
声を掛け合
い、子ども達
へわかりやす
く説明を行
えるようにし
ていく。必
ず、危険予
測をし誰が
でも注意、
阻止できる
ようにしてい
く。

9228

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 4 1 3 2 2 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

なし

マニュアル
の周知、職
員の危険
予測強化

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 48 なし

落下防止
マットはある
が、弾力性
のあるマット
に変更する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊び慣れた
環境、遊
具での怪
我

危険行
動、危険を
予測し対
応。約束
事、遊具の
遊び方の
再確認

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯棒も
得意である
が、落下し
着地時バ
ランスを崩
す。落下と
同時に痛
みを訴え泣
いていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の様
子に危険
を感じ体を
支え（行
動を止めよ
う）ようと
近づくが間
に合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

遊びの様
子も見守っ
ていた

遊び慣れた
遊具だった
ため、安全
管理が不
足していた

職員とマニュ
アルを再度
周知し事故
防止に努め
る。また、遊
具の環境整
備を見直
す。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9229

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 18 2 1 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折（右
上腕骨顆
上）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施 0

2.基
準配
置

ー

未実施だっ
たため今後
職員研修
を行う。
（年2
回）

1.定期的
に実施 0 1.定期的

に実施 0 1.定期的
に実施 0 ー

設置間も
ない遊具の
為劣化等
によるもの
ではない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

活動前に
園児へ考
えられる事
故・箇所を
伝え使い
方のルール
を決める。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

友達がいる
事で、やや
興奮気味
だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

為、対象
児を見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

落下の瞬
間は対象
児を見てい
なかった。

ー

遊具による
事故が予測
される個所
に職員を配
置する。

9230

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 22 5 17 6 6 13.１

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右第一中
足骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

保育者の
不注意。

保育者が
周囲の子ど
もの動きに
十分注意
を払う。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 毎 1.定期的
に実施 毎 特になし

床に凹凸
や綻びはな
く、ハード面
での改善
策はない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

発生時刻
に2名のお
迎えがあ
り、2名の
保育者が
対応したた
め、室内の
見守り体
制が希薄
になった可
能性がある

お迎え対
応と室内の
見守り体
制のバラン
スを考え、
対応方法
を再度職
員会議等
で検討して
いく

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

室内でも
活発に動
きまわる様
子があっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児の
姿や周囲
の様子を
確認してい
なかった中
で、動いて
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同室にいた
他の職員
が離れた場
所で他児と
遊び、目の
届く範囲に
対象児が
いなかった
ことも発生
を抑制でき
なかった原
因である

不規則な
動きをする
児童に職
員が注意
を払ってい
なかった。

周りの職員
も含め、興
奮気味動く
児童には細
心の注意を
もって見守
る。

9231

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 14 2 1 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右示指基
節骨不全
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

ー

跳び箱の
横で転倒、
衝突に備
える

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48 ー

転倒に備
えて跳び箱
の脇にマッ
トを敷く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

跳び箱を
飛ぶ前に
手のつき方
をその都度
確認する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

6段に挑戦
中。順番に
並んで自
分の番で
飛んだが右
手人差し
指を突いて
しまう。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

突いた後
痛がった事
もあり動作
確認をする
が動かせず
看護師と
視診。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と関
わっていた ー

飛んできたと
きに介助で
きるように跳
び箱の脇に
立つ

9232

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 146 46 52 48 7 5 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
担当の監
視場所に
偏りがあり
園庭全体
の見守りが
できていな
かった。子ど
もの思いも
よらぬ行動
や転倒につ
いて予見で
きなかった。

園児が転倒
しないよう普
段から体力
づくりができ
るよう保育
活動をする。
園児の行動
に注意し目
を離さないよ
う見守り
（援助）に
ついて徹底
する。戸外
遊びのけが
等について、
園児、職員
に注意喚起
し徹底する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭の芝
生の整備
を定期的
に行ってい
たが、芝生
に足をとら
れ転倒して
しまった可
能性があ
る。

園庭の遊
具の安全
点検の強
化と芝生の
整備や石
拾いの実
施により、
園児の転
倒や怪我
を未然に
防げるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

戸外遊び
の時間に
監視担当
の職員の
立ち位置
が偏ってい
た。

戸外遊び
について怪
我につなが
らないよう
に、遊び方
や監視の
仕方を園
児と職員に
呼びかけ徹
底する。戸
外遊びの
監視主担
当の職員
が、全体が
把握できる
よう他の職
員配置を
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児はいつ
も通り戸外
で走り回っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が
園庭で遊
んでいるとこ
ろは確認し
ているが、
走り出して
近くにいた
他児と衝
突したとこ
ろは見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、他の園
児を監視し
ており対象
児を見てい
なかった。

園庭で走っ
ている際
に、他児と
衝突し転
倒するとは
予期してい
なかった。

園内外では
あらゆる危
険があること
を認識し、
保育教諭や
園児、保護
者に事前に
周知する。

9233

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 32 4 4 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右第２第
３第４中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

現在と同様
に園児がい
る場所ごとに
見守り担当
を配置する。
怪我等の共
有システムを
活用してい
るが、教職
員の手が空
いたときに入
れるようにし
ているため、
少しタイムラ
グが発生し
てしまうた
め、口頭確
認も合わせ
て行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

できる限り
鋭角な備
品は使用
しないよう
に配慮して
いるが、鋭
角な場合
はカバーす
る等ぶつけ
た際の衝
撃を減らす
ような工夫
を今まで通
りしていく。

7.その他 ー

廊下に危
険物は無
い。移動の
仕方も危
険は無かっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らない様
子。ぶつけ
た後も痛み
を伝えたが
その後もい
つも通り過
ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

見守り担
当はいた
が、ぶつけ
た瞬間は
見ていな
かった。ぶつ
けた音や本
児が泣く等
の様子も
見られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室、
食堂と担
当に分かれ
園児達を
見ていた。

ー

痛みを訴えた
後にいつも通
り過ごしていた
ため、すこしぶ
つけただけかと
思ってしまい、
そのまま保護
者に引き渡し
てしまった。足
を痛がったこと
を保護者に
伝える、降園
前に再度痛
がる箇所を確
認する等すれ
ば良かった。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9234

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 43 22 19 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 0

1.基
準以
上配
置

ゴールで待
機している
保育教諭
を目印にし
て走ってい
た。

ゴール中央
に子どもが
集中しない
よう各レー
ンのゴール
前に職員
を多めに配
置する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

初めての場
所である小
学校体育
館での行
事だった

場所に慣
れるために
もリハーサ
ル等で使
用していく。
体育館使
用時のマ
ニュアルを
作る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ゴール直
前、中央に
集まりコー
スが狭く
なってい
た。大きめ
のズックを
履いてい
た。

自分が走
るコースが
わかるよう
に目印のラ
インを引く。
足に合った
ズックを用
意してもら
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児の後
ろを走って
おり、ゴール
前で転ん
だ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

スタート位
置で子ども
の名前を
言いホイッ
スルをなら
していた。
転んだ姿を
見てすぐ駆
け寄り、園
児席後ろ
に待機して
いた看護
師に怪我
の状況を
確認し手
当しても
らった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ゴールテー
プを持って
いた職員、
走り終わっ
た子を待
機場所に
て見守る
保育教諭
は、他の子
どもたちが
不安になら
ないように
そのまま子
どもの傍に
いた。

保護者が
見ている嬉
しさから気
持ちが高
ぶっていた。
ゴールに向
かう際に、
先に走って
いる子を目
印にしてい
た。

ゴールで待
つ保育教諭
を数名配置
し、ゴールに
向かう際の
目印にす
る。

9235

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 13 3 2 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

5

1.基
準以
上配
置

担任が不
在の為、日
常的に入っ
ている幼児
フリーが当
日の保育
を担当し
た。担当職
員の技能
不足。

児童13名
に保育教
諭2名・子
育て支援
員1名が付
き指導を
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 　毎日 特になし

跳び箱・
マット・跳び
板には問
題なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の経
験不足

補助の仕
方・保育の
進め方につ
いて再度
職員間で
確認を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

跳び箱は
大好きな
活動で、意
欲を持って
取り組んで
いた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱の
援助の仕
方について
は事前に
確認してい
たが、タイミ
ングが微妙
にずれたた
め臨機応
変に対応
できなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

順番を待
つ児童をタ
イミングをみ
ながら送り
出してい
た。跳び終
えた児童に
次の指示
を行ってい
た。

常時クラス
に入ってい
るフリー職
員ではある
が、指導の
経験が浅
かった。

体育指導を
行う保育教
諭の技術・
知識の向上
を図る。

9236

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 31 0 0 0 0 16 15 0 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈尺骨
遠位骨幹
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

24

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 36 1.定期的

に実施 36 1.定期的
に実施 毎日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者の
立つ場所
によっては
ジャングル
ジムや滑り
台、ネット
で見えにく
かった。

常に全体
に目を配れ
る位置に
移動する。
当番保育
者の連携
が大切であ
ることを自
覚する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

総合遊具
で遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の遊具
で遊ぶ子ど
も達を見
守ったり、
迎えに来た
保護者の
対応をした
りしていた。
総合遊具
の太鼓橋
下にうずく
まる当該
園児を見
つけてすぐ
に対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
で遊ぶ子ど
も達を見
守ったり、
迎えに来た
保護者の
対応をした
りしていた。

先に別の児
が同じ場所
から飛び降り
たことを他児
から聞いた
時に、飛び
落りた児に
は危険であ
ることを伝え
たが、周りの
子どもに伝え
たり見守るた
めその場に
留まったりし
なかった。

「他の子供
も飛ぶかもし
れない」と予
想して周囲
の子ども達
に伝え、その
場にとどまっ
て見守る。

9237

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 18 21 15 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

全体を見渡
せる位置で
見守っていた
がおままごと
をしている椅
子に上がる。
足を掴むとい
う思わぬ行
動で対応で
きなかった。
椅子に登っ
たところで危
険予測をし
声をかけると
良かった。

思いがけな
い行動もあ
ることを頭
に入れて、
危険予測
をしながら
見守り再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

椅子の使
い方がクラ
スによって
曖昧だっ
た。

椅子の使
い方の確
認。ジャン
プ台にする
時とおまま
ごとをする
時で分けて
使う。（お
ままごとをし
ている時は
登らない）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

全体を見
渡せる位
置で見守っ
ていたが、
椅子を重
ねるなど道
具を使った
遊びには特
に気を付け
て近くで見
守ると良
かった。

お子さんの
遊びの様
子から危険
を予測し、
より注意が
必要な遊
び、お子さ
んを注意し
て見守るよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

かけっこをし
たりと走り
回ってい
た。椅子を
使った遊び
に気が向き
登って話し
かけた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
渡せる位
置で目を
配ってい
た。椅子に
上がったの
を確認した
が止めるの
が間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別な場所
で全体を
見ながらク
ラスの園児
と関わって
いた。

見守ってい
た職員は
点在してい
たが、対象
児を中心
にみる職員
がいなかっ
た。

お子さんの
遊びの様子
から危険を
予測し、より
注意が必要
な遊び、お
子さんを注
意して見守
るようにす
る。
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0
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9238

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 48 4 6 9 12 17 17 7 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

13
2.基
準配
置

ー

全職員で
危機管理
マニュアルを
再確認し、
再発防止
に努める。

1.定期的
に実施 12回/年 1.定期的

に実施 12回/年 1.定期的
に実施

12回/年
※確認は
毎日行って
いるが、書
面でのチェッ
クは月１
回。

ー

遊具で遊
んでいる時
の事故でな
いため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭へ避
難しようと、
急いでい
た。

保育者の
指示を聞
き、落ち着
いて行動す
るように促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

避難訓練
に参加し、
靴を持って
園庭へ避
難してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

避難訓練
中だったた
め、子ども
達を先導し
園庭へ避
難をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当個所
の確認や、
子ども達を
避難させて
いた。

急いで避
難していた
ため、転倒
した時に、
手に強い
力がかかっ
た。

状況を見
て、靴を履
いて避難し
たり、落ち着
いて行動す
るよう声かけ
をしたりす
る。

9239

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 24 7 5 12 4 3 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

ー

園庭での
活動するう
えで、子ど
もの動きを
予測し危
険な箇所
に気づいた
ら情報を伝
え合ったり
すぐに改善
する。

1.定期的
に実施 50 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 12 ー

園内の環境
について現
行の点検項
目に加え、
子どもの動き
を予測し危
険な箇所は
ないかを今
一度確認、
情報共有す
る。また早急
に改善する
よう努める。
今回、マット
と地面に段
差があり怪
我に繋がった
ため、段差を
土で埋め
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ー

子どもが遊
んでいる場
所の把握
をし、危険
予測に努
める

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外遊び
で鬼ごっこ
（ケイド
ロ）をして
いた。警察
役になって
おり、友だ
ちにタッチす
ることができ
嬉しくなって
その場
（マットの
上）で「い
えい」と飛
び跳ねた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児とは離
れた場所に
おり、雲梯
をする子ど
もを見守っ
ていた。もう
一人の担
当も本児
より離れた
場所で他
児の遊びを
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

固定遊具
のそばで子
どもの遊び
を見守る、
室内に入
る時間に
なったので
子どもに入
室を促す。

ー

鬼ごっこをす
る時には遊
具や砂場の
あるところで
はなく、広い
場所でする
よう子どもに
働きかける

9240

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 10 1 1 18.６

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上開放
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2～3
2.基
準配
置

ー

ヒヤリハット
の内容、改
善策の共
有を再度
徹底する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

施設内の
安全及び
使用する
遊具・おも
ちゃの日常
的な点検
を今後も
継続し、不
備に迅速
に対応す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

体操教室
の内容を
再検討す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体が見
れる場所で
鬼ごっこの
指示を出し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

指導者の
他に担当
職員1名が
ついてい
た。

ー

施設職員や
指導者の位
置に注意す
る。

9241

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 12 71 51 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肩付け
根若木骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

ー

ソフト面に
問題はな
く、特に対
応は無し。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施 数十 ー

ハード面に
問題はな
く、特に対
応は無し。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

最低基準
は満たして
いるもの
の、子ども
達の自由
な活動を
保証するた
めに保育
室が狭い。

出入り口
付近で座り
込んで活
動しないよ
う子どもた
ちに指導す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

後方への
注意無く他
児の進路
に急に座り
込んだ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の様
子を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の様
子を見てい
た

ー

急に座り込
むと危険で
あることを子
どもたちに周
知する。

9242

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 27 2 2 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

事故が発
生するかも
しれないと
いう意識が
弱かったと
思われる。

園児の気
持ちが高
揚している
状況を察
知して、よ
り安全な方
法を工夫
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

フィニッシュ
後の走り抜
ける距離が
不十分だっ
た。

フィニッシュ
後に走り抜
ける十分な
距離をと
り、走り抜
けるコース
を明確に
知らせる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一組7人
走る人数
は適正だっ
たか。

年齢を配
慮して一組
に走る人
数や足の
速さを調整
し、走者同
士の間隔
を空ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会を
控えて、自
分のコース
をまっすぐ
走る練習
をしてい
た。楽しん
で参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ゴール位置
に居たた
め、まっすぐ
走っていた
子が担任
の方へ集ま
りがちになっ
ていた。ま
た、ゴール
から壁まで
の距離が
短くなって
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

スタート位
置におり、
間隔を空
けてグルー
プ毎にス
タートさせ
ていた。事
故の様子
を遠目に
確認してい
た。

ゴール側に
いた保育
者の立ち
位置に考
慮が必要
であった。

ゴールは保
育者
（点）では
なくコーン等
で示し、人と
人の重なり
を避けるよう
に配置す
る。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9243

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 21 0 0 0 6 8 7 5 5 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

危険箇所
に対する
日々の職
員間での
情報共有
が出来てい
なかった。

定期的にヒ
ヤリハットを
提出し、職
員会議ミー
ティングを
活用し全
職員で共
有していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 毎日

遊具周りの
地面が固
かった。

安全マット
を敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

ヒヤリハッ
ト・危険予
知を職員
間で共有
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊び慣れた
遊具で、怖
がる様子も
なくいつも
通り遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児が
一人で登っ
ていた為近
づいたが、
一歩間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登園した園
児達は園
庭に出る
時間で、職
員はそれぞ
れ登園直
後の園児
の対応や
園庭にいる
園児の動
きを見てい
た。

子どもたち
の次の動き
を予測し
て、援助、
指導をして
いく必要が
ある。

子どもたちの
活発な動き
にどう対応し
ていくか、職
員の立ち位
置、分担を
再確認して
いく。職員
間で声かけ
をし合い連
携を取る。

9244

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 32 2 2 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘上腕
骨顆上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

一人ひとり
のバランス
感覚の成
長が要因と
考えられ
る。

ソフトブロッ
クの近くに
マット等クッ
ション性の
ものを置く。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 293

一人ひとり
の成長、発
達を掌握し
ておく。

ソフトブロッ
クの近くに
マット等の
クッション性
のものを置
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年長児とい
うことで大
丈夫と思わ
ないように
して見る。

ソフトブロッ
クの近くに
マット等の
クッション性
のものを置
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

バランス感
覚の発達
が鈍く、あ
まり活発で
はない。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

いる園児を
見ており、
バランスを
崩して倒れ
た後もすぐ
に痛がらな
かったので
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

2Fホールと
保育室に
分かれて見
ていた。

決められた
場所から離
れてブロック
を使用して
いた。

一人ひとりの
成長発達を
観察しておく
ことが大事。

9245

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 34 3 3 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手尺骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

職員間で
事故の状
況について
情報共有
し、活動中
の子どもの
見守りの仕
方について
再確認す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12

普段行くこ
とが少ない
公園であっ
た。

不慣れな
公園では
状況をよく
確認し、子
どもの動き
に特に注
意するよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭やよく
利用する
公園より広
い公園で
あった。

通常よりも
活発に活
動すること
を想定し、
さらに慎重
に見守りを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

公園での
活動であり
活発な動
きであった
が、特にい
つもと変
わった様子
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

職員は離
れたところ
から対象児
を見守って
いた。接触
の直前まで
予測ができ
ず、近くに
いても防ぐ
ことが難し
かったと考
えている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その他の担
当場所に
て、対象児
以外の子ど
も達を見
守ってい
た。

本児が周
囲をよく確
認せず走っ
ていたことも
一因である
と思われ
る。

他の園児の
動きに気を
つけ、お互い
に周りををよ
く見ながら走
るよう、園児
全体に注意
を促す。

9246

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 22 3 3 15.３

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事故対策
のための研
修は行って
いるが、園
庭の同じ
場所に人
数が集まっ
てしまってい
た。そこに
対策は講
じていな
かった。

園庭で遊
ぶ場合、遊
ぶ場所が
集中しない
よう、場所
を砂場やみ
かん広場に
変えるな
ど、状況を
見て移動
するように
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭は十
分な広さで
人工芝も
はられてお
り、過密に
ならなけれ
ば問題は
ないと思わ
れる。

ハード面で
の改善策
はないと考
えます。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の同
じ遊具付
近で遊ぶ
園児の人
数が多く
なってしまっ
たことが一
番の要因と
思われる。

各クラス担
任と安全に
ついて再確
認し、同じ
時間帯に
同じ場所
で遊ぶ園
児が集中
しないよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
りなかった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊具そのも
ので遊ぶ園
児に特に
目を配って
おり、園庭
で遊ぶ対
象児の姿
は注視でき
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

泣いていた
ところに駆
け寄った状
況であり、
事故を直
接は見てい
なかった。

園児の人
数に対する
教諭の人
数は適切
であったと
思われた
が、実際に
事故が起こ
り対象児も
見れていな
かったことを
考えると教
諭の人数と
配置に問
題があっ
た。

遊具も利用
可にして自
由に遊ぶ時
は、いつも以
上に注意を
払う必要が
ある。フリー
で動ける補
助教諭にも
ついてもら
い、園児ひと
り一人に目
が行き届くよ
うにする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9247

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 6 4 4 13.１

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折 （9月
30日　診
断）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

数

1.基
準以
上配
置

シャワーを
一人の保
育教諭で
行っていた

シャワーの
際、必ず2
人以上に
つき危険の
ないように
する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 12

歩行が不
安定であ
り、滑りや
すい浴槽
内での自
立は難しい

シャワーの
際、マットを
敷くようにし
た

7.その他

ベットの中
に入り落ち
着いて過ご
していたこと
で細目に
目を配るこ
とを怠り、
下痢をして
いたことに
気付くこと
に遅れてし
まった。

細目に子ど
もの様子に
目を配り、
様子等を
把握する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

シャワーを
している
際、激しく
動くことは
なく、身を
任せていた

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

保育教諭
が一人で
シャワーを
行った。浴
槽内の床
が滑りやす
く、本児が
転倒しない
ように脇や
体を支えな
がら向きを
かえシャ
ワーを行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ベット布団
の処理3
人、休憩3
人、睡眠
チェック1
人、作業2
人、シャ
ワー1人

職員間の
連携不足

具体的な指
示を出した
り、協力体
制がとれるよ
うにする

9248

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 7 14 13 16 16 16 21 16 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右鎖骨下
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

ー

園内研修
において、
事故防止
マニュアルを
再確認し、
再発の防
止に努め
る。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日 ー

通路等に
障害物等
を発見した
際には速や
かに取り除
き、転倒等
を誘発しな
い様に努め
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

玄関の出
入りの際に
おいて、慌
てないよう
園児に声
かけや見守
りを行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らない様子
で園庭で
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員も近く
にいたが突
発的な動
きであった
為、転倒
する際に手
を差しのべ
ることができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の園児
を見てお
り、この様
子を見てい
なかった。

防犯カメラ
では、当該
園児が単
独で玄関
を出た後に
なだらかな
傾斜地で
歩き始めの
一歩から突
然ジャンプ
する素振り
を見せた次
の瞬間バラ
ンスを崩し
て前のめり
に転んでい
る姿を確
認してい
る。

特に次の活
動を始める
際には、落
ち着いて行
動するよう
促すとともに
普段の様子
をよく観察
し、いつもと
の違いや園
児の訴えに
早急に気づ
けるようにす
る。

9249

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

3.2歳児ク
ラス 6 0 1 4 1 6 1 6 6 14.２

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

48

1.基
準以
上配
置

動きの違う
以上児、
未満児が
戸外に一
緒の時間
に出てい
た。配置人
数はこども
に対し十分
に足りてい
たにも関わ
らず、全体
を見る職
員が居な
かった。

子どもの人
数に関わら
ず、全体を
見る職員
を置くことと
する。

1.定期的
に実施 6 1.定期的

に実施 280 1.定期的
に実施 280

最近人工
芝による三
輪車ロード
ができたた
めまだ慣れ
ていなかっ
た。

雲梯が移
動できるた
め、三輪車
ロードとの
距離を離し
て配置す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

土曜保育
であったた
め平日より
は職員の
人数が少
なかった。

土曜保育
の戸外遊
びについて
園内研修
を行い職
員と共有す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

３台連結
した三輪車
を友だちと
一緒に乗っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一人の職
員がすぐ近
くで見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

子どもたち
が園庭全
体に散ら
ばっていた
ため職員も
それぞれの
配置に付
いていた。

近くで居た
ものの、一
瞬の出来
事で止めら
れなかっ
た。

子どもの人
数に関わら
ず、全体を
見る職員を
置くこととす
る。

9250

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 5 3 2 9 9 17.５

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

職員がマッ
ト運動時に
傍について
いない。

転倒等の
恐れがある
活動時は
必ず職員
が傍につ
く。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 週４ ー

転倒等の
恐れがある
活動時は
必ず職員
が傍につ
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員がマッ
ト運動時に
傍について
いない。

転倒等の
恐れがある
活動時は
必ず職員
が傍につ
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活動前は
いつもと変
りなく落ち
着いた様
子で過ごす
が、活動が
始まると気
持ちが高ま
りはしゃいで
遊ぶ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

同じ室内に
いたが職員
がお便り帳
を確認して
いる際に対
象児が転
倒する。近
くにいた園
児から対象
児がうずく
まっていると
報告を受
け、子ども
の様子を
見に行く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

運動遊び
で必要な
マットを準
備し子ども
たちが安全
に遊んでい
るのを確認
後、書類
作業をしに
部屋を離
れる。

運動遊び
中に目を
離し、傍を
離れる。

運動遊びで
は転倒など
の恐れがあ
る為、傍に
つき見守
る。活動中
の子どもたち
から目を離さ
ない。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9251

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 0 2 2 15.３

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷

1.意識不
明 1.頭部 脳震盪

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

直後の避
難訓練に
気を取られ
園児の動
きを注意
深く見てい
なかった。

保育者は
危険行為
を発見した
時点で声
掛けし、静
止する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

直後の避
難訓練に
気を取ら
れ、安全
管理を怠っ
ていた。

どのような
状況におい
ても保育
者は園児
全員の行
動を把握
し、安全管
理を徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故直前
まで元気に
活動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯指導
中に２名
が倒れる様
子を確認し
たが１人の
園児がすぐ
に起き上
がった為、
重大性を
認識せず
声掛けのみ
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

避難訓練
の準備や
ミーティング
等で出入り
していた。

避難訓練
やミーティン
グ等を優
先してし
まった結
果、園児へ
の注意が
薄れ、危
険行為に
気付くこと
ができな
かった。

園児の動き
を注意深く
観察する。
危険行為が
あった場合
は静止し、
安全に配慮
する。転倒
等、事故が
発生した場
合はすぐに
園児の状態
を確認す
る。

9252

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 31 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

鉄棒の側
に１名はつ
いていた
が、走って
きた園児に
話しかけら
れ鉄棒に
背を向けた
為、その場
を見ていな
かった

園児への
対応が鉄
棒に背を
向けずに対
応すべきで
あった。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

本児がぶら
下がった
際、しっかり
鉄棒を掴
んでいな
かった。

鉄棒の遊
び方は指
導していた
が、しっかり
掴んで遊ぶ
事を指導
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日頃から自
由に鉄棒
で遊びを楽
しんでい
る。

再度鉄棒
での遊び及
び鉄棒の
掴み方を
指導した
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日頃から活
発で元気
がよい。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒の側
について遊
びを見守っ
ていたが、
走ってきた
園児が話
かけてきた
為、鉄棒に
背中を向
け対応をし
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
２名は、
園庭中央
部分と、
ゲーム遊び
についてい
た。

今回は鉄
棒に自分
でぶら下が
り友達とた
のしんでい
たが、鉄棒
から手が
滑ったのが
要因と考え
られる。

園児の遊び
は見守って
いるが、再
度危険な遊
びにならない
よう指導して
いきたい。

9253

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 26 9 7 10 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手中指
先の骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

年２回

1.基
準以
上配
置

ー

遊具の使
用制限・正
しい使用
方法

1.定期的
に実施

園外施設
のため未入
力

1.定期的
に実施

園外遊具
のため未入
力

1.定期的
に実施

園外玩具
のため未入
力

ー

園外施設
での発生
事故のため
未入力

1.集団
活動中・
見守りあ
り

健康遊具
に両足を
乗せ強く動
かしてしま
い、反動で
持ち手の
指を強打
する。

健康遊具
の正しい使
い方の説
明。職員
見守りの配
置の検討。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも以上
にテンション
が高くなり、
様々な場
所で大きく
遊具を動
かす、友達
とふざけあう
などしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が傷
みを訴え泣
いて来た為
水道で患
部を冷却
するが痛み
が激しく号
泣するので
園に報告し
本児のみ
帰園。保
護者に連
絡をし通院
してもらう。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児も遊
具等で遊
んでいた為
他児の様
子みる。

健康遊具
付近の職
員配置が
定まってお
らず、挟ま
れる様子ま
で近くでは
確認できな
かった。

職員配置の
定めと年齢
に応じた遊
具の使用、
正しい使用
方法の理
解。

9254

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 29 3 2 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右環指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

事故防止
対策は、
日常のルー
ティーンとし
て確認す
る。

様々なパ
ターンでの
事故防止
対策を怠ら
ず検討して
いく。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

事故現場
に、特に障
害物、不
具合はな
かった。

安全点検
を怠らずに
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

相手のいる
運動遊び
だった為、
気持ちの
高揚も多
少あり集中
力の欠如
が見られた
とも考えら
れる。その
ような状況
下では、特
に注意が
必要であっ
た。

競技を終
えた後は、
落ち着いて
戻り並ぶよ
うに毎回伝
えていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

２人組に
なりヒコーキ
運びをし
て、スタート
位置に戻
る際に転
倒

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任：マッ
ト前転の
補助

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任：ヒ
コーキ運び
の補助、体
育講師：
鉄棒の補
助

対象児付
近に保育
教諭１名
がいたが、
スタート地
点の様子
に目集中し
ゴールまで
の姿に視
野が行き
届かなかっ
た。日常的
な慣れ感
があった
為、声掛け
を怠った。

一連の動き
を見届け、
次の幼児を
出すようにし
ていく。
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9255

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 49 4 4 17.５

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右手中指
爪下骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

鼻血を出し
た女児の対
応に苦慮し
た保育者
が、他の保
育者に伝え
るためその場
を少し離れ
た際に起き
たと思われ
る。午睡に
入るため部
屋にいるは
ずの男児2
人が勝手に
ホールに出て
いったことか
ら起きたと思
われる。

ホールに入
ろうとする
男児2人に
保育者は
声かけて静
止したが
ホール内に
行ってしま
う。ルールを
守ることを
伝えてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

戸は勝手
に開け閉め
しないことに
なっていた
が、追いか
けられない
ように咄嗟
に戸を閉め
ようとしたと
思われる。
閉めたこど
もはそこに
本児の手
があるとは
気づいてい
ない。

戸を閉めて
もストッパー
やクッション
があれば本
児の指を
挟むことは
ないため、
早急にクッ
ションを設
置する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

スリッパを
置く場所と
ズックをはく
際は、戸と
板の間との
幅が狭いた
め、柱で身
体のバラン
スをとり支
えてズックを
履こうと手
を置いたの
ではないか
と考える。

身体を支
えるため柱
に手をつい
ても戸に挟
むことがな
いようなス
トッパーや
クッションが
必要であ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

トイレ内で
遊んでしま
うところがあ
るため、な
かなか排泄
を済ませら
れないこと
がある。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育者は
トイレ前で
排泄が終
えるのを注
意して見
守っていた
が、鼻血を
出した女児
を部屋に
連れていく
ためその場
を少し離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、紙芝
居を見よう
としている
子どもたち
の側にい
た。

鼻血を出し
た女児の
手当てを
他の職員
にゆだね
て、トイレで
のトラブル
を回避する
必要があっ
たのではな
いか。

その場を数
分でも離れ
たことは死角
に繋がるため
絶対に離れ
てはいけな
い。急を要
する場合は
横との連携
をとり援助を
要請する。

9256

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 30 2 2 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

２回以上/
年

2.基
準配
置

ー

職員間で
今後も研
修を重ね
検討し情
報を共有
し、子ども
の行動を
注意深く見
守り、子ど
もが安全に
活動に集
中できるよ
うにする。

1.定期的
に実施 毎日・１ 1.定期的

に実施 毎日・３ 1.定期的
に実施 毎日 ー

今後も点
検を継続し
ていく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

職員間で
個々の子ど
もの発達を
確認し、活
動の中でぶ
つかりそうな
時はよけら
れる危機
回避能力
をつけられ
る活動をし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は園庭
で自然物収
集のためビ
ニール袋を
片手に持ち
歩いていた。
園庭の真ん
中あたりで
立ち止まった
際、鬼ごっこ
をしていたA
が本児の左
肩後ろにぶ
つかった。本
児は両手を
ついて転倒
し左おでこあ
たりを地面で
打った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育者は
本児が園
庭に出てい
たことを知っ
ていたが、
他の幼児と
話しをして
おりぶつかっ
たこところを
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

10人程度
であったた
め、もう一人
の同じクラス
の保育者は
保育室にい
た。また、他
のクラスの保
育者も園庭
に２～３人
出ていたが、
それぞれクラ
スの子どもが
いる場所に
いたため、す
ぐ転倒した
場所にかけ
よることがで
きなかった。

ー

子どもが活
動している
時の保育者
の立ち位置
や連携の取
り方について
園全体でも
周知し、日
頃の遊びの
中で子ども
の体幹が強
化できる活
動の取り組
みについて
検討してい
く。

9257

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 26 3 2 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足関節
外果剥離
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

２回以上/
年

2.基
準配
置

ー

職員間で
今後も研
修を重ね
検討し情
報を共有
し、子ども
の行動を
注意深く見
守り、子ど
もが安全に
活動に集
中できるよ
うにする。

1.定期的
に実施 毎日・１ 1.定期的

に実施 毎日・３ 1.定期的
に実施 毎日 ー

今後も点
検を継続し
ていく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走って遊ぶ
ような場所
ではないと
ころへ、鬼
ごっこの流
れから走り
込んでし
まったこと
に、これま
でにも注意
の声掛けは
していたも
のの、十分
ではなかっ
た。

目立って危
険な行為
ではないこ
とでも、花
壇をまた
ぐ、込み
入っている
ところを走
るなど、これ
ぐらいと思
えることでも
危険につな
がることを
普段から伝
えていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

つまずいた
後、近くに
いた保育
教諭が「大
丈夫？」と
声をかける
と「大丈
夫」と一言
いい、自ら
起き上がっ
て夢中に
なって鬼
ごっこを継
続した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

教育活動後
のひと区切り
ついた時間
で存分に体
を動かして
遊ぶ時間で
あった。他の
園児と遊ん
でいる時に、
目の前の花
壇につまずい
た本児を見
て大丈夫？
と声をかけた
が、鬼ごっこ
に夢中にな
り鬼ごっこを
継続しており
大したことが
ないと確認し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の場所
で保育をし
ていて気付
かなかった

転んだとこ
ろを目撃し
て声をかけ
対応した
が、本児も
大丈夫で
あるかのよ
うに鬼ごっこ
を継続した
ため、30分
後に迎えに
みえた保護
者に伝えな
かったことか
ら、怪我し
ていたことへ
の対応が
遅れた。

思わぬ動きが
あった場合
は、怪我がな
いか、遊びを
中断してでも
確認すること
や普段の子ど
もたちの遊び
方で危険につ
ながることはな
いかと、園内
でも共有して
見守ったり子
どもたちに話を
して気づかせ
ていくようにす
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9258

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 24 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

ー

職員同士
声を掛け
合いながら
安全面に
配慮して保
育をしてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

靴底に砂
がついた状
態で丸太
に乗ると、
滑りやす
い。

雨上がりの
園庭では、
遊具の遊
び方の約
束を確認し
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

丸太でバラ
ンスをとって
遊ぶ幼児
が多いた
め、安全面
に配慮して
いく必要が
あった。

安全に遊
べるよう、
傍につき見
守っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

不意に友
達に名前
を呼ばれ
て、集中力
が切れて落
下したので
はないか。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児と砂
場遊びをし
ていた。本
児がうずく
まって泣い
ていたことで
気が付き
患部を確
認する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児がス
クーターを
走らせる姿
を見てい
た。

保育教諭
が傍につい
ていなかっ
たため、事
故を事前
に防ぐこと
ができな
かった。

保育教諭が
視野を広く
持ち幼児の
遊び方や遊
ぶ様子を把
握していく。
危険な場合
は傍につき
安全に遊べ
るようにして
いく。

9259

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.異年齢
構成 19 6 7 6 2 2 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

10

1.基
準以
上配
置

危険が予
測される遊
具が複数
あり、それぞ
れについて
いたため全
体の状況
を見る職
員がいな
かった。

発達に応じた遊具
の設定や職員の立
ち位置について共
有した。今後は見
守りが必要な遊具
を設定する時には
固定でつける職員
の他に全体を見る
職員も配置し、子ど
もの活動状況を把
握し、何かあった時
には速やかに対応
できるようにする。保
育中に起こった怪
我や登園時既に症
状が出ていたことに
ついて経過を終える
よう情報記入シート
を作成する。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 294 1.定期的
に実施 294 特になし

子どもが活
動する場
所は事前
に保育者
が危険箇
所はない
か、広さや
遊具は適
切かなど引
き続き点
検活動を
徹底してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊戯室の環
境設定や遊
具をどう活動
に取り入れ
ていくのかに
ついての打ち
合わせが不
十分だった。
バランスボー
ルの対象年
齢を確認し
ていなかっ
た。また、両
職員がどちら
もバランス
ボールにつき
全体の状況
を見る職員
がいなかっ
た。

遊具について扱う
際にどのような危険
性があるかやどのよ
うな環境設定の配
慮が必要かを共有
した。今後は保育
に取り入れる玩具
や遊具については
対象年齢を確認す
るとともに見守りが
必要な遊具を設定
する時には固定で
つける職員の他に
全体を見る職員も
配置し、子どもの活
動状況を把握し何
かあった時には速や
かに対応できるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

歩きながら
両手でバラ
ンスボール
を転がした
り、保育者
の見守りが
ある場でバ
ランスボー
ルに乗って
跳ねたりし
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児と
同じ場所
で転倒した
園児の怪
我の状況
等確認をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

バランス
ボールにま
たがって跳
ねる遊びを
子どもと一
緒にしなが
らその場を
見守ってい
た。

過去に家庭
で転倒し手
をつき不全
骨折をしたこ
とがあるが個
別の配慮は
していなかっ
た。バランス
ボールを使
用するにあた
り保育者が
ついた方が
良いと判断
し、保育者2
名がバランス
ボールの場
所につき全
体を見る職
員がいなかっ
た。

身体の発達
を促していくた
めの段階的な
保育計画を
立てる。ハイ
ハイや鉄棒に
ぶら下がる等
の遊びを乳児
期から積み重
ね、自分の身
体を支える力
が育まれるよ
うにしていく。
保育者配置
により、全体
を見れる職員
を立てられな
いのであれば
使用する遊
具の数を減ら
すなど、配置
されている職
員で見られる
環境設定を
する。

9260

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.異年齢
構成 36 2 10 24 4 4 16.４

歳
1.男
児 ー 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左示指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

職員同士
の連携と声
掛けが足り
なかった

研修だけで
なく担任会
議やエリア
会議等で
周知、確
認する

1.定期的
に実施 290 1.定期的

に実施 290 1.定期的
に実施 290 机に破損

はなかった

テーブルは
安全な場
所にあった
がさらに配
置を工夫
する

7.その他

移動する
時間が15
分過ぎてし
まったため
職員が焦っ
て移動を
開始した

時間の確
認をきちん
と行なう。
落ち着いて
行動する

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

雨天時いつ
も使用して
いる保育室
に違うクラス
が合流して
きたこと、保
育者が慌て
ていたことで
本児も落ち
着きがなくな
り、他児と違
うドアを小走
りで出ようと
したときに手
前にある机
に左手人差
し指をぶつけ
てしまった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

時間が過
ぎてしまって
いたため、
少し焦って
いて本児の
動きに気
付かなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

移動せず
部屋に残
る子どもを
見ていた

2クラスが
合同したこ
とにより何
時もの時
間の移動
が出来ず
職員が焦っ
てしまった

子どもの動き
を予測し広
い視野で見
守りを行う
職員同士
声を掛け合
う

9261

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 47 0 0 0 10 16 21 0 4 4 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左示指中
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

運動能力
の高い児
童が鬼ごっ
こをする場
合の行動
予測が不
足してい
た。

運動能力
の高い児
童の行動
予測及び
観察を強
化する。川
をジャンプし
て越える行
為を禁止
することを
検討する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

バランスをく
ずしそうな
不整地で
あった。

バランスをく
ずしそうな
不整地を
整地する。
また、川に
覆いをかけ
ることを検
討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動能力
の高い児
童が鬼ごっ
こをする場
合の行動
予測が不
足してい
た。

鬼ごっこエリ
アの限定
等を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動能力
の高い児
童であり、
鬼ごっこの
際に川を
ジャンプして
飛び越えよ
うとした。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭で見
守っていた
のは職員
計４名、
事故現場
のエリア担
当職員は
１名であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ただし、バラ
ンスをくず
し、木に手
をぶつける
瞬間は見
ていない。

ー

それぞれの
児童の特性
等を職員内
で共有する
ことが必要。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9262

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 25 0 0 0 0 0 25 3 3 18.６

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

ー

園児同士
の接触等
を防ぐため
間隔を広く
取り、保育
教諭の見
守りをさら
に強化する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

園児同士
の接触等
を防ぐため
間隔を広く
取り、保育
教諭の見
守りをさら
に強化する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

園児同士
の接触等
を防ぐため
間隔を広く
取り、保育
教諭の見
守りをさら
に強化する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

移動をして
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

・全体を見
守り、援助
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
守り援助を
していた

ー
見守りや援
助等を強化
する

9263

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 22 3 3 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右拇趾基
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

子どもたち
が自身で
太鼓を運
ぶ際に、一
人ひとりに
対する職
員の配慮
がもっと必
要であっ
た。また、そ
の後の園
生活での
細かな変
化に職員
が気付くこ
とができな
かった。

園児一人
ひとりの様
子を注視
すること、
活動の場
面によって
は今以上
の配慮が
必要なこと
を職員間
で再確認、
共有をし
た。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日 ー

施設に破
損箇所など
はなくどこで
も起こりうる
ことなので、
施設的に
は改善策
はなし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭からテ
ラスにあがっ
て片付けた
ため裸足で
あった。

園庭から室
内に入る
際、テラス
からの入室
ではなく下
駄箱に周
り、上靴を
着用してか
ら次の活動
に移るよう
にしていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と一
緒に太鼓
の片付けを
していた。
太鼓を足
に落として
しまった後
も園ではそ
こまで痛み
を感じな
かったらし
く、普通に
歩くことがで
き普段どお
りの園生活
を送ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

子どもたち
と一緒に太
鼓の片付
けをしてい
たが、該当
児が太鼓
を足に落と
してしまった
ことに気付
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

発達的に
配慮の必
要な子に
対しての支
援を行って
いたため、
該当児が
太鼓を足
に落として
しまった場
面に気付
けなかっ
た。

太鼓を足
に落とすか
もしれない
など、考え
られるリスク
について考
慮すべきで
あった。ま
た、職員配
置を考える
べきであっ
た。

職員配置の
再確認・再
検討

9264

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 5 0 0 0 1 1 3 0 4 4 18.６

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

危機管理
について周
知徹底を
図っていた
が、予知に
ついての認
識に温度
差があっ
た。

研修会を
通じて職員
に対して危
険予知を
徹底すると
ともに、園
児に対して
も危険予
知トレーニ
ングを取り
入れてい
く。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ボール遊び
としてバラン
スボールほ
か大小のビ
ニールボー
ルを使用し
ていた。本
児はバラン
スボールを
他児から投
げられ、柵
に足をぶつ
ける原因と
なった。

バランス
ボールの使
用について
は安易に
取り入れる
のではなく、
園児の数、
メンバー構
成等をみ
て、慎重に
検討の上
使用する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボール遊び
をすること
で、園児同
士がお互い
ボールをぶ
つけあうこと
に、熱くなっ
てしまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児は５
名であった
が遊戯室
で活動中
であった
為、本児が
激突する
瞬間は他
の園児を
見ていたた
め気が付か
なかった。そ
の後本児
の泣き声で
知った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当日は、
以上児５
名であった
ため保育は
担当職員
に任せ事
務作業をし
ていた。

ー

園児の人数
だけでなく、
保育中どの
ような活動
を取り入れ
るかにより、
臨機応変に
職員配置を
検討する。

9265

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 26 12 14 2 1 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

職員が近く
にいたが瞬
時の対応
が出来な
かった。

危ない時
は職員が
補助対応
をできるよう
にしておく。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 ー

縄跳びをす
る時の注
意や予想
される怪我
などを伝え
ておく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

成長発達
に合ったあ
そびの提
供。

近くにいて
危ない時
は補助対
応できるよ
うにしてお
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

走り縄跳び
をしていて
転倒してし
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

転倒する
瞬間すぐに
対応が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近距離に
いたがクラ
ス活動をし
ていた。

走り縄跳び
に挑戦して
いた際の事
故で、経験
不足だっ
た。

個々への声
掛け

9266

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 20 0 0 0 0 0 0 2 2 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首ひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

ー

遊具の約
束を、再確
認し、子ど
も達に伝え
る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 2 ー

常に子ども
の動きに気
を配るよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー
すべり台の
周りに人口
芝を敷く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

すべり台の
側面から、
登ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象時の
そばにいた
が落下を
防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援を必
要とする子
を見ていた
のでその場
は見ていな
かった。

ー

遊具の周り
には、必ず
保育教諭が
つく。
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9267

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 24 1 1 18.６

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

事故（防
災）防止
委員会を
開催し、事
故について
の職員の
意識を高
める

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 240 なし

施設・設備
には問題は
無し

7.その他 室内で走っ
ていた。

子どもたち
に室内での
過ごし方を
改めて伝え
ていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

両手でおも
ちゃを抱え
ていたた
め、転んだ
際すぐに手
をつくことが
出来なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

走っている
本児へ何
度か声掛
けをしてい
たが、職員
は他の園
児の片づけ
を行ってい
たため本児
に寄り添う
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同じ学年
のクラスが
隣にあり、
給食の片
づけを行っ
ている職員
がいた。

保育室の
環境整備
の管理不
足。

室内での過
ごし方を改
めて伝え、
監視の仕方
と環境整備
の整え方を
考えていく。

9268

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 102 8 15 19 20 20 20 15 15 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

園庭での
遊び方の
確認と声
掛けを行
う。

1.定期的
に実施 週１ 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12

遊具に登っ
ての鬼ごっ
こはしない
ルールと
なってい
た。

遊具に登っ
ての鬼ごっ
こはしない
ルールに
なっていた
ため、遊具
の使い方の
ルールを子
どもたちとま
わりながら
再確認を
行った。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

滑り台で遊
んでいると
きには見守
りながら、
必要に応じ
て声掛けを
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

5歳児数
人と鬼ごっ
こをしてお
り、遊具に
のぼって滑
り台を滑り
逃げてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員は滑り
台について
見守りを
行っていた
が、危険を
感じ動いた
時には間に
合わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

反対側が
見えづらく
咄嗟に動く
ことができ
なかった。

特になし

職員がつい
ていても反
対側が見え
づらいため、
人数に応じ
て2人体制
で見守りを
行っていく。

9269

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 23 3 4 9 31 30 23 16 15 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折
（右手首
３㎝上）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

速足で総
合遊具の
ネット上を
渡ってい
た。

慌てず足
元を見て
ゆっくり歩い
て渡る。両
脇の手すり
部分を持っ
て渡るな
ど、遊具の
安全な遊
び方につい
て身に付く
まで幼児に
繰り返し指
導をする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日１

ネットの網
目に足先
が入ってし
まったが、
安全既定
の範囲であ
る。

園児への
遊具の正
しい使い方
の指導日
を定期的
に設け、全
園児(外国
人、未満
児）が理
解できるよ
うに絵表示
での明示を
する。

7.その他

園児の体
力や集中
力、運動
能力も減
退する時
間での戸
外での遊
具遊び

戸外での
遊び方の
限定（遊
具の使用
を禁止、室
内遊びの
時間を増
やすなど）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午睡をし起
床した後
（15時30
分頃）、
親が迎えに
来るまで戸
外で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近距離で
総合遊具
で遊ぶ様
子を見てい
たが、他児
に呼ばれ
振り向いた
際に事故
が起きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

2人中1人
が他児の
対応で室
内に入るこ
とになったた
め、対象児
を見ていた
職員以外
の職員にそ
の場を頼み
離れた
（15人の
園児に対し
常時二人
体制での
保育を行っ
ていた。）

遊具の安
全な遊び
方について
園児自身
の理解が
十分でな
かった。

総合遊具の危険箇
所や怪我に繋がる使
い方を職員間で洗い
出し共通理解する。
点検の仕方について
職員間で再度確認し
合い、危機意識向上
のための安全指導を
実施する。園児に対
する安全指導日を設
け、安全な遊び方や
生活の仕方について
園児に指導する。遊
具の正しい使い方、
安全な遊び方を外国
籍の子どもたちにも分
かるようイラスト付きで
明示する。遊具の正
しい使い方について担
任から園児に再度指
導する。ヒヤリハットの
職員間の共有を今後
も徹底する。

9270

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 21 2 2 18.６

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

ー

ヒヤリハット
等を積極
的に実践し
危険予知
等に心がけ
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

机や椅子・
棚等の位
置等を確
認し、園児
の動線上
にある場合
は置き場
所を変更
する等、安
全な環境
作りを心が
ける。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

本児が職員
の足の間に
入り職員を
持ち上げよう
としたため、
職員もやめ
るように注意
し自分の体
が倒れない
ようにするの
が精一杯
で、近くにい
た他児が足
を引っ張るこ
とを予想でき
なかった。

本児の行
動は危険
であることを
しっかり伝
え、他の子
どもたちにも
このような
場合どうし
たらよいか
問いかけて
考えたり、
言葉で伝
えることを
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室で
ブロック遊
びを一人で
していた。
職員が他
児と話をし
ているのを
見てふざけ
て足の間に
入った。他
児に足を
引っ張られ
て転び方を
打ち痛がっ
て泣く。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育室内
で他の子ど
もの話を
立って聞い
ていた。対
象児に背
を向けてい
たため動き
に気付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭に出
た他の子ど
もたちの様
子を見守
るため、園
庭にいた。

ー

できる限り保
育室内の園
児を意識し
て見守るよう
にする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9271

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 43 4 4 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

なし なし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 210 2.不定期
に実施 210 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

用具の正
しい扱い方
が守られて
いないこと
に対する注
視および注
意を怠っ
た。

保育者は
子どもたち
の遊びを常
に見守り、
危険を感じ
たり怪我に
繋がると思
われる行為
は直接、
繰り返し声
を掛け注
意を促して
いく。担任
にも状況を
伝え情報
共有するな
どの連携を
図る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

今回は柄
の長いス
コップを右
手側に抱
えるように
持って走っ
ていたとこ
ろ、スコップ
の先端が
地面に引っ
掛かり、そ
の反動で
右鎖骨辺
りを強打し
ながら転倒
してしまっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

各所に散ら
ばり園児た
ちを見守っ
ていた。ま
た注意喚
起の声掛
けや園児た
ちと一緒に
遊んだりし
ていた。今
回の様子
もいつもの
光景で事
故には繋が
らないだろ
うという気
の緩みが
あったのか
もしれな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

単独クラス
で遊んでい
たため、同
じ場所には
いなかっ
た。

ー

危険と思わ
れる行為、
光景を目に
した際にはそ
の後に起こり
うる状況を
予測し、躊
躇なく対象
児に声をか
け回避でき
るようにした
い。

9272

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 10 0 0 0 5 3 2 4 4 16.４

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

今後も人
員配置の
基準を満
たし、事故
対応の研
修を定期
的に開催
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

保育室内
は机と椅子
が並んでい
た状況にあ
り、整理整
頓され障
害物もな
かった。今
後も整理
整頓を心
がけ、危険
個所がない
か常に確
認する視
点を持つ。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

少人数で
の静かな遊
びの保育
中であり、
特になし

夕方の合同
保育中（個
人活動）で
落ち着いた
環境であっ
た。１保育
室における
園児の人数
は適切で
あった。園児
には落ち着
いて行動す
るように常々
声かけをして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

椅子に座っ
て机上遊
びをしてい
たところ、
絵本コー
ナーに移動
しようとし
た。遊びに
集中でき、
基本的な
ルールは
しっかり守
ることができ
る児童であ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育教諭
は保育室
全体を見
渡し（18
時の人数
確認を行う
ため園児の
状態確認
をしてい
た）、転倒
現場を目
撃していた
ため、直ち
に対応する
ことができ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の保育
教諭は、
他の園児と
絵本を見
る、おまま
ごとコーナー
で遊ぶ、折
り紙をして
いた。これ
らの職員3
人は児の
転倒に直
ちに気づい
た。

対象児は
好奇心旺
盛のため、
突発的な
（急な）
行動をする
ことがある。
子ども全般
に言えるこ
とではある
が、特に注
視して保育
していくこと
が必要だと
考える。

合同保育に
おける保育
教諭の人数
や保育、事
故対応は適
切であった
が、対象児
の発達段
階、好奇心
旺盛な特徴
を踏まえ、
今後はより
注視して保
育にあたる。

9273

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 0 0 0 0 40 45 0 11 9 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

手首骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

ー

突発的な
事故のた
め、防ぐこと
は難しいと
思われる

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 ー

落下した時
の衝撃を
抑える対
策をしてい
たが、少し
硬くなって
いた

遊具の下
に人工芝
を敷いた

3.個人
活動中・
見守りあ
り

慣れている
遊具だった
ため注意
力が足りな
かった

子どもに注
意喚起す
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ぶら下がっ
て遊んでい
たが、着地
の際バラン
スを崩して
しまった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

クラス担任
は別の場
所で子ども
達と過ごし
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

遊具の近く
で安全のた
めの見守り
をしていた

降りた時に
バランスを
崩して、腕
の上に体が
のってしまっ
た

普段なら手を
離してもうまく
着地するが、
この日はバラ
ンスを崩してし
まった。遊具
を禁止にはで
きないので、
見守りの強化
をしていく

9274

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 34 2 2 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー

活動を始
める時は子
どものぶつ
かり、転倒
を予測して
落ち着いた
状態で声
をかける。
また、転倒
しないよう
に体幹を
鍛えていけ
るような活
動を増や
す。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 48 ー

ヒヤリハット
等は、すぐ
に全職員
に伝え各ク
ラスで環境
の見直しを
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ー

床に転倒
するような
危険な物
がないか常
に確認して
おく。活動
を知らせる
時は、同じ
場所で集
まらず色々
な方法で
集まるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

担任より
ドッジボー
ルをすると
聞いて、早
く遊びたい
という思い
が強く走っ
て移動し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

注意しなが
ら側で見
守っていた
が、突然
ズックの先
につまずき
転倒したた
め、すぐに
駆け寄った
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

出席児童
の人数を
記入するた
め、事務所
に行ってい
たため、見
ていなかっ
た

ー

慌てやすいという
子どもの特性を
理解し、落ち着
いて行動できる
よう保育教諭が
側につき、走った
り急いだりしなく
ても良いことを
繰り返し知らせ
る。また、声掛
けも工夫していく
必要がある。毎
日の保育の中
で体幹を鍛える
ことが出来るよう
な活動を増や
す。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9275

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

2.1歳児ク
ラス 18 6 6 13.１

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

ー

子どもの成
長発達に
合わせて、
側について
安全面の
見守りを実
施している
が引き続き
注意してい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日 ー

安全な場
所だからと
過信せず、
常に子ども
の動きに気
を配る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

散歩から
帰ってきた
時、通常
使用する
出入り口で
はなく正面
玄関から園
舎に入っ
た。（散歩
のルート上
それが最短
であった）

散歩のルー
トを決める
際に、距離
以外の要
因も考慮
するなど安
全を第一
に考え決
定する。

4.具合
が悪かっ
た(熱
発・腹
痛・風邪
気味等
理由を
記載)

いつもより
長い距離
を歩いてい
たので疲れ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
後方から歩
いている様
子を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

玄関に到
着してから
職員が数
人ずつ連
れて部屋に
入ってい
た。担当
者・対象児
の近くには
職員はい
なかった。

園児が靴を
片付けるた
めに靴を持っ
て廊下を歩
いていた。玄
関で靴を脱
いで保育室
まで歩いてい
たが、対象
児はもともと
歩行のバラ
ンスがよくなく
靴下を履い
ていたため滑
りやすかった
ので転倒し
たと考えられ
る。

靴を持たな
い。室内
シューズを履
く、素足にな
るなどの対
応をする。

9276

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 24 3 3 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨端
線損傷
左小指若
木骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

活動場面
が多く、
個々の把
握ができに
くい状況に
あった。

全体が把
握できるよ
うに努め
る。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

事故が発
生しないよ
うに、引き
続き点検
整備に努
める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

リレーや虫
捕り等それ
ぞれ好きな
遊びをして
おり、対象
児を見てい
ない場面が
あった。

全体が把
握できるよ
うに努め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達数人
とリレーや
虫捕り、固
定遊具など
好きな遊び
をしていて
指の痛みを
訴える。指
を動かすこ
とができ、リ
レーをして
から痛くなっ
たが原因は
わからない
と話す。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見て
おり対象児
を特定して
見ていなかっ
た。話を聞く
と、リレー後
痛くなったが
原因はわか
らないと話
す。指を動
かすことがで
きたため冷
却し湿布を
貼り経過観
察をする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児にかか
わってい
た。

痛みは訴
えたが友達
に指を反り
返されたこ
とは話さな
かった。

痛みがある
等、体に不
調を感じた
時は必ず知
らせるように
再確認・再
指導する。

9277

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 90 30 30 30 8 8 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨園
医端骨折
（若木骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

ー

事故につい
て職員間
で共有し、
けが防止の
ための意識
を常に持つ
ように心が
ける。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 ー

地面の状態
は物が落ち
ていたりなど
の障害とな
るものはな
かった。とは
いえ本児の
様子から事
前に声をか
ける等の関
わりが必要
であったかも
しれないとい
う視点を忘
れないように
したい。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

周りの遊び
の状況や
園庭（地
面等）の
状況等安
全に遊べる
状況である
かを見極め
必要に応じ
て判断し対
策・実行し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当日、登
園の様子
や遊び始め
の様子は
普段とは変
わらなかっ
た。走って
いる様子も
楽しんでい
る様子だと
認識してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐそばを
走り抜けた
対象児の
様子を見
守っていた
が、その先
で転び、い
つものよう
に立ち上
がった対象
児から痛み
を訴えられ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
も当該園
児の走る
様子は見
ており、転
んだ際近く
にいた職員
の傍に行っ
たことも確
認してい
る。

ー

周りの遊び
の状況や、
子どもの体
の使い方や
動きを極め
必要に応じ
て判断し声
をかけるなど
の対応を実
行していく。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9278

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 40 3 3 15.３

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
左拇指打
撲傷

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

ー

事故につい
て職員間
で共有し、
けが防止の
ための意識
を常に持つ
ように心が
ける。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 ー

水筒の置
き場所を
個人ロッ
カーから机
に変えた。
しばらくは
担任が見
守り子ども
たちがス
ムーズにお
茶を飲み、
次の活動
に向かえる
よう必要に
応じて手助
け等しなが
ら関わって
いった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

保育室の環
境等につい
ては、事故
だけでなく子
どもの動線を
十分に考
え、興味関
心そして遊
びの充実の
ための配慮
ができている
かという視点
が必要で、
職員の気付
きや改良に
向けての実
行が必要で
ある。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園してか
らの様子は
普段と変わ
らず、設定
保育が始
まるという
職員の声
掛けにも反
応し、自ら
水筒のお
茶を飲もう
と行動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員は当
該園児が
声掛けに
反応しなが
らもその意
味が分かっ
て、次の行
動の前に
水分補給
しようとする
姿を信頼し
て見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

少し離れた
ところにクラ
ス担任もお
り、園児と
その傍に職
員がいるこ
とを認識し
ていた。

ー

子どもの動き
を細やかに
見ながら、
自主性と達
成感を十分
に確保しな
がらもケガや
事故につな
がらないよう
必要に応じ
て関わってい
く。

9279

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 19 3 3 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

室内での
遊びに夢
中になり、
気持ちが
高揚してい
た。

気持ちが
高揚し、室
内で走る
等の姿が
見られた場
合はこまめ
に声をかけ
るなど遊び
方を気にか
ける。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 250 1.定期的
に実施 12 なし なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

簡易的な
乗り物や粗
大遊び用
の段ボール
など、多くの
玩具が室
内に出てい
た。

子どもたち
に声をかけ
保育教諭
自身も使
用していな
い玩具を
整頓し、室
内のスペー
スを確保す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

積み木や
段ボールを
使用し遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児と絵
本を読み
関わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と関わ
り、ままごと
遊びに参
加したり保
護者対応
を行ったりし
ていた。

職員は室
内の各所
に配置して
いたが、事
故当時各
職員が周
囲の子のみ
に意識が
集中してし
まっていた。

子どもと関わ
る保護者と
対応をする
際にも、全
職員が室内
全体を常に
意識し危険
がないか注
視する。

9280

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 　 12 24 20 3 3 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

基本的な職
員配置数は
問題ないと
思われるが、
事故が発生
した状況・時
間帯を考慮
すると全ての
園児を見守
れる職員配
置状況では
なかった。事
故予防マ
ニュアル及び
事故予防研
修の欠落

その時々の
環境に応じ
た柔軟性の
ある職員配
置を事故予
防マニュアル
に反映す
る。事故予
防研修等を
実施しリスク
マネジメント
について全
職員間で共
通理解を図
り、事故防
止に向けた
取り組みを
強化する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施

使用後にそ
の都度実
施

遊具が要
因となるも
のは無いも
のと思料す
る。

可能であれ
ば、遊具
周りに緩衝
材になり得
るラバーマッ
ト等の処
置、または
遊具等の
撤去を検
討

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見守りのた
めの職員は
規定数配
置はしてい
るが、お迎
えの時間で
あるため、
配置職員
は保護者
対応に追
われてい
た。

固定遊具へ
の確実な職
員配置によ
る見守り体
制の強化、
及び活動内
容によっては
見守りが出
来なくなるよ
うな場面を
各種考察
し、園長を
核心として、
組織全体で
リスクマネジ
メントに取り
組む。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

お迎えに来
られた保護
者の対応
中

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お迎えに来
られた保護
者の対応
中

自由遊び前
の園児への
安全な遊具
使用法・約
束事項等の
周知不足。
園児の危険
な行動を予
測しきれな
かった（すべ
り台滑走面
を下から登る
等）。園児
の発達段階
に応じた見
守り体制の
不備

活動範囲や
活動内容に
配慮し、常
に園児の動
きや様子を
把握できる
よう職員間
で連携し同
種事故再
発防止を図
る。

9281

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 36 36 2 1 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

戸外遊び
の中で、全
体的な見
守りが職員
間で不足
していた

子供の動
きを見なが
ら立ち位置
に気をつけ
る。（特に
大型遊具
の危険箇
所について
は職員が
注意を払
い見守りを
行って行
く）

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

地面から遊
具上までの
高さが
165cm。
登った上部
箇所が円
状の斜面
になっており
足場の安
定が図れ
なかった。

高さがあ
り、足場が
安定しない
箇所は登
らないよう
に、園児に
説明し園
庭内でも
声掛け注
意を徹底
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段の遊び
の中で木製
遊具の上部
に登る子は
いたが注意
を促す程度
の声かけで
あり、上部ま
では登っては
いけない等
の約束はし
ていなかっ
た。対象児
が競い合い
ながら登って
いた最中の
動きを職員
がみていな
かった

戸外遊び
の約束に
木製遊具
の上部には
登らない事
を加える。
子供の動
きを見なが
ら職員の立
ち位置に
気を付け
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と競い
合いながら
木製遊具
の上部へ
登る。後方
にいた友達
の頭が臀
部にあたり
前方へ転
落。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭内に
はいたが対
象児より少
し離れた場
所に居た
為、対象
児の動きを
見ていな
かった。木
製遊具付
近を通りが
かり対象児
の転落を
発見した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児の
近くにはい
たが、別の
園児の対
応中であ
り、対象児
の動きに気
づいていな
い。

戸外遊び
の中で、全
体的な見
守りが職員
間で不足
していた

子供の動き
を見ながら
立ち位置に
気をつける。
（特に大型
遊具の危険
箇所につい
ては職員が
注意を払い
見守りを行
う）
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9282

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 33 6 5 16.４

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

袖を下ろそ
うとブランコ
から手を離
したため。

遊具の使
い方を子ど
も達と確認
し、安全に
使えるよう
にする。

1.定期的
に実施 毎日確認 1.定期的

に実施 毎日確認 1.定期的
に実施 毎日確認 ブランコの

使い方

ブランコに
乗っている
時は手を
離さない
等、ケガに
つながりそう
な行為を
予測し伝え
たり職員の
見守りの位
置の確認
をする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊びが終わ
り片付けの
時間とな
り、子ども
達も片付
けや部屋に
帰ろうとす
るなど様々
な行動をし
始めてい
た。

ケガにつな
がりそうな
行動をして
いる時は、
声を掛けケ
ガを防げる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ブランコに
乗って遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の子の
外遊びの
様子も一
緒に見なが
ら、ブランコ
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
の場所で
子どもの遊
びの様子を
見守ってい
た。

子どもの様
子を見守り
つつも給食
の時間にな
り、片付け
ることを子ど
も達に伝え
たり片付け
たりしていた
ため。

遊びが終わ
ることを伝え
ながらも、子
どもが使用し
てる遊具か
ら離れたこと
を確認す
る。

9283

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 24 3 2 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

ー

当該事故
の要因とは
考えにく
い。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 ー

当該事故
の要因とは
考えにくい

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コートが丸
く小さかった
ため逃げる
場所として
子どもたち
の動きがバ
ラバラになっ
てしまうこと
につながっ
てしまった。

コートを円
ではなく四
角に、また
もう少し広
くとればよ
かった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

転がしドッ
ジボールの
円のコート
の中にい
て、他児と
一緒に外
部講師が
転がすボー
ルから逃げ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

コートを丸く
描き自分
は外野で
ボールを投
げていた。
中にいた子
はボールや
友だちを見
て、避ける
ように声掛
けをしてい
たが転んで
しまった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児は目の
前にいて、
逃げる様子
が視界に
入っていた。
外部講師が
どこにボール
を投げるか
予測がつか
なかったた
め、外部講
師の動きに
集中してい
た。

ドッジボー
ルだったた
め、子ども
たちをせか
してしまっ
た。

本児はもとも
とドッジボール
等体を動かし
て遊ぶのが苦
手なため、普
段の遊びの時
から無理なく
誘っていく。ま
た、補助に入
る際は外部
講師との事前
の打ち合わせ
が必要。

9284

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 49 25 24 5 4 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

でこぼこし
た歩き慣れ
ていない道
を歩いてい
たが、先頭
職員の歩く
スピードが
速かった
為、本児が
追いつこう
と走ってし
まった。

時間に余
裕を持ち、
全体の歩く
速さを考え
ながら歩
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 園外保育

園外保育
前の現地
事前確認
の際の危
険箇所の
チェックの徹
底。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

先頭職員
の歩くス
ピードが速
くなってし
まった。

全体の歩く
速さを考え
ながら歩
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時や
行きのバス
の中では普
段と変わら
ない様子。
現地では、
ぼこぼこし
た道や急な
斜面等歩
き慣れてい
ない道を歩
いた為、転
ぶ姿が何
回か見られ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児と
後ろを歩い
ていた職員
との距離は
5mほどあ
いていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児より
も先に転ん
で泣いてい
た園児がい
た為、そち
らに注目し
ていた。

職員同士
の伝達不
足があった
かもしれな
い。

職員同士が
声を掛け合
いながら歩
く。

9285

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 21 3 3 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折
（左腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

職員配置
は基準以
上であった
が、児童の
行動範囲
（畑と中
央園庭）
が広く職員
の監視体
制に曖昧
な部分が
あった。

児童の遊
んでいる場
所を明確
に把握し、
職員の配
置・監視体
制をしっか
り整え安心
安全に遊
ぶ。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 240

遊具に危険
箇所はな
かったが、
デッキから
ジャンプして
飛び降りた
為安全な遊
び方ではな
かった。遊び
方が間違っ
ていると大き
な事故や怪
我につながる
ことも児童に
しっかりと伝
えられていな
かった。（危
険予知と危
険回避）

児童の意欲
や興味をくみ
取りながらも
怪我や事故
に繋がる危
険な行動に
ついては臨
機応変に対
応する。場
合によっては
別の遊び方
を促す等安
全な環境の
下で遊べる
よう配慮した
り、事前に
園庭遊びで
の約束事等
を伝えたりし
ておく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

複合遊具
のデッキ部
分からジャ
ンプして飛
び降りたた
め、遊具本
来の遊び
方とは違う
形となり怪
我につな
がったと考
えられる。

危険箇所・
危険行動
を予測し、
安全で正
しい遊具の
使い方を
再度見直
していく。子
どもの年
齢、発達
等を考慮し
たうえで子
どもたちに
危険性を
伝えてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

高所（遊
具のデッ
キ）から
ジャンプをし
て飛び降り
ることが楽
しく「先生、
見ててね」
と声をか
け、できるこ
とを認めて
欲しい気
持ちがあっ
た。友だち
と一緒に繰
り返しジャ
ンプすること
を楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊具には
１名の職
員が監視と
してついて
いたが、ネッ
トをはさん
で反対側
にいたため
落下を防ぐ
ことが出来
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

中央園庭
の隅にある
畑で作業
をしていた
ため、見て
いなかっ
た。

畑で冬野
菜の種まき
をし、終
わった子か
ら園庭にて
自由遊び
だったため、
曖昧な監
視体制の
もと遊ぶこと
になってし
まった。

活動の切り
替え場面で
も、声を掛
け合いなが
ら職員の配
置を明確に
する。子ども
の動きを予
想し転落等
を考慮した
立ち位置に
つく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9286

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 18 5 5 14.２

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘上の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

戸外から
帰ってきて
入室してい
た時間の
為、付近に
いた職員が
少なかっ
た。また近く
にいた職員
も床に座っ
ていて咄嗟
に動くことが
できなかっ
た。

今後はクラ
ス内に職
員が２人
以上いて、
１人は滑り
台から手の
届く距離に
つける時の
み滑り台を
使用するこ
ととする。

1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300

滑り台や押
し車なども
常に使える
ようになって
いたため、
室内で走り
回ったり他
児を追いか
けようとした
りすることが
増えてい
た。

職員が配置
できないとき
は滑り台を
使用できな
いようにし
た。園児の
様子として
は、広くなっ
て見通しが
よくなったこと
で机上の遊
びに興味を
持ったり、落
ち着いて遊
べる姿が見
られるように
なっている。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

先に降りた
他児の後
についてい
きたい気持
ちが強く、
急いでいた
ように思う。

近くで見守
る職員を
配置し、足
元に十分
注意するよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラスにある
滑り台にの
ぼって遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当職員
が座って保
育していた
ため、すぐ
にかけつけ
られる状況
ではなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の保
育をしてい
て滑り台の
方に目が
行き届いて
いなかっ
た。

滑り台から
落ちる事
例は今まで
もあったた
め、対策の
ためにカ
バーをつけ
る話は出て
いたが、他
業務を優
先していて
間に合わな
かった。危
険という意
識が低かっ
た。

早急に滑り台
カバーを完成
させ設置。当
事故を元に
詳しく話し合
い、遊具の危
険や保育の
体制について
見直した。今
後も定期的
に話し合いを
することを決
め、怪我に対
しての意識を
変えていく。

9287

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 39 2 2 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

随時
2.基
準配
置

午前中、
保育室内
での活動
だったため、
園外に出
た時活動
が活発に
なった。

保育活動
の時間配
分に配慮
する。援助
の必要な
個所(特に
固定遊具)
には保育
者の配置
を考慮す
る。マニュア
ルの改善に
取り組む。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 10 1.定期的
に実施 毎日

落下地点
が砂地であ
り、年長児
の中でも雲
梯を渡る
園児が少
ないため下
にクッション
等を敷いて
いなかっ
た。

マットを敷
く。遊びの
前に毎日、
固定遊具
を点検す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

雲梯が上手
に渡れるよう
になり挑戦
する気持ち
が強く、園庭
へ出るとすぐ
に雲梯を渡
りはじめた
が、保育者
が気持ちを
落ちつかせる
必要があっ
た。保育者
の静的活動
と園庭の動
的活動の時
間配分を考
慮しなけれ
ばならない。

保育者が
園児に
「ゆっくり、
しっかりつか
まって」など
落ちついて
活動できる
ように言葉
かけをし手
を添えられ
る位置にい
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日頃から楽
しんでいる
雲梯を2回
3回とくり返
し挑戦して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
いたはんと
う棒ジム付
近の鉄棒
で逆上がり
をしていた
他児の補
助をしつ
つ、対象児
に「すごい
ね！上手
だね」と声
をかけてい
たがすぐに
援助できる
位置にはい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園舎入口
付近の砂
場にて遊び
に入りつ
つ、全体の
動きを監
視してい
た。

対象児とや
りとりをしつ
つも、鉄棒
の危険性
の方を重
要視し個
別に支援し
ていたた
め、補助に
入れなかっ
た。

鉄棒の補助
に入っている
時は、他固
定遊具の遊
びの使用を
限定し、保
育者が手を
添えられる
状況で遊ぶ
よう声掛け
をする。

9288

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 50 2 8 9 16 15 10 9 15.３

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

初診では
左腕捻
挫、再受
診で左橈
骨遠位端
骨折と診
断される。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

バランスを
崩したとき
に、すぐに
対応できる
ように対象
児に触れて
いなかっ
た。足がつ
かない高さ
でぶら下
がっていた。

運動をする
ことに慣れ
ていない3
歳児が遊
ぶ時は、マ
ンツーマン
で動きを見
るようにす
る。ぶら
下っている
時にはすぐ
に支えられ
るように体
に触れてい
るようにす
る。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

慣れていな
い高さにぶ
ら下がっ
た。

年齢や運
動神経に
応じてぶら
下がる高さ
を決める。
腕力のない
3歳児以
下は足がつ
く高さにぶら
下がるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

仲良しの
友達が
淡々と繰り
返しこなし
て遊んでい
る様子に、
懸命につい
て行ってい
た。

友達のペー
スに合わせ
ていたら、
慌てること
のないよう
に動きを緩
めるよう声
をかける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

最近は、
体をくぐらせ
てぶら下が
ることを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

そばにいて
対象児と
他児を見
ていたが、
ぶら下がっ
ていた対象
児が着地
する瞬間に
は間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で遊
んでいる他
児に怪我
やトラブル
がないか対
応していた
ため、間に
合わなかっ
た。

マンツーマ
ンの対応で
はなかっ
た。

腕力がない
園児が遊ぼ
うとする時
は、いつでも
支えられるよ
うに体に触
れているよう
にする。一
人ずつぶら
下がって降り
るようにす
る。

9289

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 72 41 31 4 4 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

部屋に入
る声掛けを
しており、
鉄棒の所
に目がな
かった。

片付けの
際は、最
初に鉄棒
を片付け
る。鉄棒を
行う時は寄
り添うように
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

鉄棒やマッ
トには問題
はなかっ
た。

鉄棒やマッ
トを出す時
に安全性
を確認す
る。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

近くで見守
る保育教
諭がいな
かった。

鉄棒を行う
際は、寄り
添うように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

前回りをす
る時、手を
離してし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

子どもたち
に部屋に
戻るよう声
を掛け、全
体を見回っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

部屋に入
るのを見守
りながら園
庭環境の
点検を促し
ていた。

側に保育
教諭がいな
かった。

部屋に入る
際は、鉄棒
を最初に片
付ける。鉄
棒の際は、
近くで見守
る。
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0
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歳

以
上

学
童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9290

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 　 19 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左第5指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

ボールを追
いかけて交
差してし
まった。

ボールをと
るときに滑
り込まない
よう指導す
る。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 12

ボールの取
り合いの際
のルールが
決まってい
なかった

ボールの取
り合いの際
のルールを
決める

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ボールに集
まりすぎな
いよう声掛
けをするべ
きだった。

交差しない
こと・ボール
に集まりす
ぎないよう
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも集団
遊びに参
加していな
いが、集団
遊びに参
加してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

コートから
離れた所で
のボールの
取り合いを
していたた
め近くにい
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

コートから
離れた所で
のボールの
取り合いを
していたた
め近くにい
なかった。

ボールに集
まりすぎな
いよう声掛
けをするべ
きだった。

交差しない
こと・ボール
に集まりすぎ
ないよう声
掛けをする。

9291

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

5.4歳児ク
ラス 15 27 3 3 16.４

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕橈
骨尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

10
2.基
準配
置

見守りの現
場を離れる
時に他の
職員に声
をかけない
でその場を
離れてし
まった。

必ず声をか
け相手の
了解確認
が取れてか
らその場を
離れるよう
による。

1.定期的
に実施 14 1.定期的

に実施 14 2.不定期
に実施 12 ー

鉄棒の下
に衝撃を
和らげる
マットが敷
いてあり
ハード面で
のこれ以上
の改善策
は考えてい
ないが、ソ
フト面の強
化を図る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

同じ環境
の中で遊ぶ
時の職員
の見守り体
制

他クラスと
の協力的
見守りが必
要

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒に腰
を掛ける遊
びを本児が
希望し職
員の補助
のもと行っ
ていた。一
人で行わ
ない約束
わ守らず、
一人で挑
戦した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

同じ園庭
内で園児
のトラブル
が起こり対
応するため
に、本児に
一人で鉄
棒をしない
約束を再
確認し、そ
の場をはな
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他園児の
対応のため
対象児を
みていな
かった。

対象児が
約束を守り
鉄棒をして
いないと思
い込んでし
まった。

思い込みだけ
で行動を予
測するのでは
なく、思いがけ
ない行動をす
ることも考え、
見守りが特に
必要な場所
ならその場を
離れる時は、
他の教諭に
声をかけをし
見守りを交代
してもらう

9292

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 23 0 0 0 0 0 23 2 2 17.５

歳
2.女
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

24

1.基
準以
上配
置

ー
事故予防
の研修をす
る。

1.定期的
に実施 293 1.定期的

に実施 293 2.不定期
に実施 293 ー

階段の終
わりがわか
るように、
一階にカ
ラーテープ
を貼る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

階段の一
番下の段
には手すり
がないので
最後まで
気をつけて
降りるよう
声をかけ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

階段下で
対象児が
階段を降り
てくるのを
見ていた
が、転倒を
止められな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

列の最後
尾から対象
児の動きを
見ていた。

ー

階段の一番
下は手すり
がないので
気をつけるよ
う伝える。

9293

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 23 2 2 15.３

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

保育教諭の
配置基準は
満たしていた
ものの、保
護者対応と
他児の対応
が重なり見
守りに抜け
が出来てし
まった。また
園児の突発
的な転倒が
予測困難で
あった。

保育教諭
の役割分
担と配置に
ついて検
討、見守り
が欠けない
体制づくり
をしていく。
子ども達へ
室内での
過ごし方を
指導してい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 365 1.定期的
に実施 365 特になし

ハード面に
起因する
事故では
ないため、
記入事項
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見守り職
員の配置
場所と環
境設定に
検討の余
地あり

自由遊び
中、保育
教諭の目
が行き届く
体制づくり
園児への
玩具遊び
指導　椅
子の座り方
の指導をし
ていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
様子であっ
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児対応
中であった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お迎えにき
た保護者
対応中で
あった

保育教諭
の役割や
配置につい
て検討の
余地あり

見守り職員
の役割や配
置を明確化
し、配置から
離れる場合
には他の保
育教諭へ声
をかけるよ
う、見守りが
欠けない体
制づくりをし
ていく

9294

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 10 8 2 2 2 15.３

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

同じことを
起こさない
よう再度リ
スクマネジ
メントにつ
いて話し合
い、屋上園
庭での遊び
方について
対策を講じ
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

施設・遊
具・玩具の
安全点検
をしっかり
行い、修繕
の必要があ
れば業者
に連絡して
早急に修
繕してもら
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

延長保育
の際、保育
教諭が普
段担当して
いるクラス
の子以外
も見守るこ
とがあるの
で、普段か
ら子どもの
性格や特
性なども把
握しておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会を
経験し、ト
ラックを走る
ことに興味
を持ち、か
けっこをして
いました。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
後ろから
走っていた
が、対象児
が転ぶ瞬
間に近くま
で駆け寄っ
たが間に合
わなかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭で他
の子ども達
のことも見
守っていま
した

対象児が
両手を広
げて走って
いました。

走る時は手
を広げて走
らないこと・
手を広げて
走る際は直
線を走り、
隣の子と距
離をとって走
ることを確認
しました。
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9295

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

4.3歳児ク
ラス 2 2 1 1 15.３

歳
2.女
児 ー 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

随時

1.基
準以
上配
置

子どもの姿
を予測し、
職員が園
児の移動
前に移動
する際は走
らずに歩く
ことを伝え
られなかっ
た。

子どもの姿
を予測し、
怪我に繋
がるような
行動を事
前に止めら
れるように、
終礼や会
議など定期
的に議題
にあげ園内
で話し合う
ようにする。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1 特になし 特になし 7.その他

保育士が
園児の移
動前に、移
動する際は
走らずに歩
くことを伝え
られなかっ
た。

移動する
際は走らず
に保育士と
一緒に歩
いて自分の
クラスに戻
るようにしっ
かり伝え
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通り
元気な様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園児と共に
移動してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
クラスへ移
動中であっ
た。

保育士が
園児が移
動前に、移
動する際は
走らずに歩
くことを伝え
られなかっ
た。

園児に移動
する際は走ら
ずに歩くことを
伝えるととも
に、各クラスで
も子どもたちに
移動時の行
動について話
をする。今後
も子どもの姿
を予測し、怪
我に繋がるよ
うな行動を事
前に止められ
るようにする。

9296

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 40 5 4 18.６

歳
2.女
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘頭骨
折、左手
関節挫傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

10

1.基
準以
上配
置

事故防止
に関する研
修内容の
不足

事故防止
に関する研
修内容の
更なる充
実

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 1

遊具の破
損等に起
因する事
故ではない
が、定期的
な点検は
必要

遊具点検
に係るチェッ
ク項目表に
基づき、照
合しながら
の点検を
実施

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園庭の広
いエリアで
遊んでいた
ため、職員
の見守りや
声掛けが
不十分

遊ぶエリア
を限定する
など、適切
な見守り等
ができるよ
う配慮

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒にぶら
下がったり
しながら、
いつもどおり
の遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

近くにある
別の遊具
で他の園
児の補助
をしながら、
当該園児
の遊びの様
子を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭内で
遊んでいる
園児の状
況に応じ
て、分散し
て園児の
補助をしな
がら様子を
見守ってい
た。

園庭の広
いエリアで
遊んでいた
ため、職員
の見守りや
声掛けが
不十分

職員の配置
人数を増や
すなど、適
切な見守り
等ができるよ
う配慮

9297

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等)

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 18.６

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

ー
保育者の
位置の確
認

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 12

板や丸
太、タイヤ
やベンチな
ど動かせる
教材等の
使い方の
確認。

担任と支
援員間で
連携を取
り、固定さ
れていない
上記のよう
な教材が
安全に使
われている
かを園児の
動きや位
置が確認
できる配置
を取る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ー

担任と支
援員間で
連携を取
り、園児の
位置や動
きが見える
配置を取
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と体を
動かして遊
ぶのが好き
である。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

お楽しみ会
のパート練
習を子ども
達としてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

戸外にいた
子ども達全
体の遊びを
見ていた。

ー

担任と支援
員間で連携
を取り、園
児の位置や
動きが見え
る配置を取
る。

9298

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 89 1 4 1 29 27 27 9 8 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足中足
骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

なし なし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 24 なし なし 7.その他 なし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

親子遠足
のため保育
教諭は全
体を見廻っ
ており、ふ
わふわドー
ムで遊んで
いた姿は見
ていた。保
護者が少
し離れたと
ころから見
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

親子遠足
のため保育
教諭は全
体を見廻っ
ており、ふ
わふわドー
ムで遊んで
いた姿は見
ていた。保
護者が少
し離れたと
ころから見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

親子遠足
のため保育
教諭は全
体を見てい
た。ふわふ
わドームで
遊んでいる
姿は見てい
た。事故発
生時は少
し離れたと
ころから保
護者が見
ていた。

なし なし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9299

令和
5年
3月
30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 27 5 22 2 2 18.６

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左の肘と手
首の間の
尺骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 ー

2.基
準配
置

ー

これからも
子どもの人
数や動き、
発達、活
動内容等
に合わせ、
職員のつく
人数を考
えていく。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日 ー

今後も安
全点検を
行いなが
ら、危険個
所があれば
事前に対
応できるよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

前回転ん
だ際に骨
折した事も
あり、その
箇所をかば
い手がつけ
なかった可
能性があ
る。また、
普段から転
びやすいお
子さんであ
る。

跳び終えた
後も縄の位
置を意識し
抜けれるよう
声掛けをし
ていく。転ん
だ際に手が
出るよう骨
折が治ったら
四つ這いや
高這い等で
移動する遊
びや前回り
等手をつく
遊びを取り
入れていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わりなく、大
繩を飛んで
いたが、周
りで子ども
たちが応援
している
中、引っ掛
かったことに
より、恥ず
かしさから
か、急いで
出ようとす
る様子が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

大繩を回し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

大繩を回し
ていた。

本児が転ぶ
際、縄は止
まっており全
体的に床に
ついている状
況であった
が、職員が
縄を持ったま
まだったこと
により職員
側（園児が
抜けていく方
向）が引っ
掛かりやすい
状態になっ
ていた。

本児が引っ
かかった際、
すぐに縄を
離せば、今
回のような
転倒は防げ
た可能性が
ある為、子ど
もがひっか
かった際はす
ぐに縄を離
すようにして
いく。

9300

令和
5年
3月
30
日

13.子育て
援助活動
支援事業
（ファミ
リー・サポー
ト・センター
事業）

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

援助
会員
１名

援助会員
１名

17.５
歳

1.男
児 なし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕上腕
骨顆状骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2回/年
2.基
準配
置

久しぶりの
サポートの
ため子供の
成長が著
しく、子供
の成長に
合わせた危
険予知の
意識が不
足してい
た。

危険予知
意識を常
に持てるよ
う、自転車
送迎時の
手順書を
作成する。

ー ー ー ー ー ー

週明けのサ
ポートの為
荷物が多
かったこと、
子どもの体
重が自転
車のチャイ
ルドシート
の適用体
重よりも超
過しており
重量が耐
えられな
かった為。

今後自転
車を使用
する場合に
は手順書
に沿って対
応する。自
転車での
対応ができ
ない場合
は徒歩での
送迎を行
う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの体
重と荷物の
重さに考慮
した上での
自転車の
危険の意
識が不足
していた。

自転車送
迎時の危
険意識を
高めていく
働きかけを
会員へ行っ
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活動的な
男の子であ
り援助会
員が転倒
しない様必
死に支えて
いたが、支
えきれず転
倒してしま
い背もたれ
の部分と左
腕を挟んで
しまった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

援助会員
の自転車
の子乗せ
部分に子ど
もを乗せた
際、転倒し
ないよう支
えていた
が、支えき
れず転倒し
てしまった。
その後すぐ
に保護者
に連絡し病
院に同行し
た。

ー ー なし

援助会員は体
力に不安がある
ようであれば無
理に自転車での
送迎は行わず
徒歩での送迎を
提案するよう保
護者と連携して
いくことや、子ど
もや荷物を載せ
る際の注意点を
手順書に記載
し安全対策を
徹底していく。ま
たセンターは安
全意識を高める
ためのフォロー
アップ研修を定
期的に行う。

9301

令和
5年
3月
30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 27 12 6 9 4 3 16.４

歳
1.男
児 ー 2.室内活

動中
1.負
傷

1.意識不
明 ー てんかん ー 1.あり

2.不
定期に
実施

1回/年
2.基
準配
置

その当日の
朝にけいれ
んを起こし
ていたことを
担任に保
護者から伝
えてもらえ
なかった。

保護者へ
もう一度ご
家庭の様
子を担任
に伝えて頂
く事と、職
員からも朝
にお受け入
れの時に声
をかけるよ
うに改善す
る。

1.定期的
に実施 1回/年 2.不定期

に実施 1回/年 1.定期的
に実施 毎日

活動によっ
て玩具の
ロッカーの
位置を変
えていた。

着替えの
場合は着
替えている
場所を必
ず固定して
決めてお
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

体操服から
普段着に
着替える
場所が他
の年齢とか
ぶっていた。

他の年齢と
違う活動
だったので、
3歳児だけ
固まって別
の場所での
着替えを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の登園で
特に保護
者の方から
の申し送り
などなく普
段と同じよ
うに過ごし
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

着替え中、
男の子女
の子分かれ
て着替えて
いたため、
担当職員
は女の子の
着替えるス
ペースで子
どもたちを
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
(男性職
員）を含
め当該園
児の近くで
見守り、も
う一人の職
員は同じ
部屋で配
膳を行おう
としていた。

ー ー

70 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9302

令和
5年
3月
30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 6 1 4 1 4 4 17.５

歳
1.男
児

本児は偏食
があり、園でも
家庭でも白
米・うどん・鮭・
から揚げ・ポテ
トなどしか食べ
ず、病院でも
5歳児の骨折
にしては栄養
不足であると
言われたとの
事。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨・尺骨
骨幹骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12回/年

1.基
準以
上配
置

新規入社
職員がい
た。(本児と
は初対面)

特性を理
解し関わる
職員を配
置する。本
児と関わる
担当を決
める(正規
職員）

1.定期的
に実施 1回/週 3.未実施 固定遊具

なし
1.定期的
に実施 1回/週

午睡中の
未満児が
別室にいた
為、広い空
間の部屋
で遊んでい
たことで勢
いよく走る
ことができス
ピードに
乗って滑っ
た。床が滑
りやすかっ
た。

落ち着いて
遊べる玩
具や環境
を整える。
床にクッショ
ン性のある
マットを敷
き詰める。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

未満児が
午睡をして
いる間、本
児も座って
遊べるよう
に働きかけ
をしていた
が、2名ほ
ど起きてき
たため嬉し
くなり走り
出してし
まった。

室内での
過ごし方を
工夫すると
共に、本児
に対しての
働きかけ方
を職員間
で統一して
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ブロックで
本児が作
成した「剣」
を手にした
ことによって
ゲームの世
界に入り込
む。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児を見
守り、特に
働きかける
ことが無
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

午睡チェッ
ク

レゴブロック
で剣を作り
戦いごっこが
始まった際
に、室内を
走るだろうと
予測があっ
たにも関わら
ず違う遊び
に誘わなかっ
た。本児は
発達特性を
持っていると
思われ場面
の切り替え
が難しい。気
持ちが高揚
し抑えられな
くなると走り
出す。

本児の特性
について職
員間で再度
共有をして
いく。気持ち
が高揚しや
すい児であ
るため、戦い
ごっこになり
そうな時には
違った遊び
方を提供し
ていく。
職員が本児
の特性を理
解し、状況
に応じた働
きかけをす
る。

9303

令和
5年
3月
30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 5 2 1 1 0 15.３

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6回/年
2.基
準配
置

特になし

ヒヤリハット
報告書を
活用しなが
ら室内遊
びでも起こ
りうる事故
やけがを予
測し、ミー
ティングを
通じてス
タッフ全員
で共通認
識を持つ。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

床がクッショ
ンフロアであ
ることと、十
分広さを確
保した上で
室内の体
を使った遊
びを行っ
た。

着地の位
置に転倒
することを
予測して、
クッションを
用意してお
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

ジャンプす
る際は走っ
て助走をつ
けたりせず
に、立ち止
まった状態
で勢いを付
けずにジャ
ンプするよ
うに約束す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児の順
番になりや
る気になっ
ていた。勢
いよくジャン
プしたことに
より、両足
で着地した
が勢いが止
まらず左腕
をついてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が跳
んだゴムひ
もを持って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名は電話
対応、2名
は乳児の
部屋にい
た。

特になし

バランスを崩
した際、子ど
もを受け止
められるよう
に、スタッフを
配置してお
く。

9304

令和
5年
3月
30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 21 2 5 5 3 4 2 10 5 17.５

歳
1.男
児 ー 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

4回/年

1.基
準以
上配
置

新人職員
に任せた

集団活
動、多数の
園児さんと
の触れ合い
は園内で
実施してか
ら園外活
動に参加し
てもらう。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 ー

鉄棒から飛
び降りるな
ど危険性
伴う遊びは
なくべく止め
させる。少
なくとも職
員が転倒
フォローでき
る位置に
配置する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

新人職員
が当日から
勤務開始

園児が新
人職員を
見てそわそ
わすること
が多いの
で、落ち着
くまで園外
活動を中
断するか新
人は園内
のみとする
べきであっ
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

新人職員
に対して、
日頃やらな
い行動をし
て怒らない
と思ったか
気分が上
がっていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒の上
に座ってか
ら飛び降り
るという行
動をいつも
やらない行
動とは考え
られなかっ
た。静止し
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

新人を見
つつも園内
を掛け走る
園児たちを
見失わな
いよう見て
いた。

ー

園児さんに
は落ち着くよ
うに話をする
か時間をず
らす工夫を
すべきだっ
た。

9305

令和
5年
3月
30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 8 1 3 4 2 0 18.６

歳
1.男
児 特になし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

6.そ
の他

1.意識不
明 1.頭部

先天性血
管障害から
来る脳内
出血

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

数回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 2.不定期
に実施 数回/年 2.不定期

に実施 数回/年 2.不定期
に実施 数回/年 特になし 特になし 7.その他 特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

特になし

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

特になし

遅滞なく最
速最善の方
法にて対処
しており、特
に問題ない
と理解してい
る。保護者
にも随時詳
細を連絡し
ており「園に
対応の問題
はない」とコ
メントいただ
いている。

特になし
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9306

令和
5年
3月
30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 4 1 2 2 15.３

歳
2.女
児

環境の変化に
敏感で、時に
パニックに陥る
事がある。翌
日から引っ越
しの予定があ
り、いつもと違
う状況であっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明 ー 熱性けいれ

ん
8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

14回/年

1.基
準以
上配
置

急激な熱
の上昇によ
る熱性けい
れん。ま
た、本児が
環境の変
化に敏感
でご家庭が
引っ越しの
前日であっ
たことも関
係するかと
思われる。

いつもと違
う環境があ
る時は特に
注意を払
い、体調の
変化に気
を付け様
子をみなが
ら適宜検
温し配慮
する。
37.5℃以
上熱があれ
ばすぐに保
護者に連
絡を入れ、
判断しても
らう。

1.定期的
に実施 12回/年 1.定期的

に実施 12回/年 1.定期的
に実施 12回/年 特になし

電話回線
が一つだけ
のため、救
急車を要
請する間
保護者との
連絡が取
れなかっ
た。双方と
の連絡を
取りやすく
するため、
保育室に
１台は携
帯電話を
常備する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当該児が環
境の変化に
とても敏感で
あり、後々
保護者から
当日の朝体
温が高く感じ
たが検温し
ても熱がな
かったので登
園したという
こと、また家
庭で引っ越
しの準備をし
ていたとのこ
とでいつもと
違う環境で
はあった。

ご家庭との
連絡を密
にとり、いつ
もと違う環
境や様子
が見られた
際には特に
気を付けて
見るように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保護者は登
園前いつも
より体温が
高く感じたそ
うだが、検温
しても熱がな
かったため登
園。保育園
入室時にも
熱はなく、普
段と変わらず
おやつを食べ
たり体操をす
る。けいれん
の起きる直
前にはいつも
通りにトイレ
で排泄も見
られていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子どもたち
を見ながら
本児がトイ
レに行った
時間を書
いていたた
め、椅子か
ら落下する
瞬間に間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

机を挟んで
対面で座っ
ていた。

熱の上昇
にいち早く
気付いてい
れば早めの
対処（保
護者のお
迎え等）
ができた可
能性もあ
る。

子どもへの
触診様子の
観察に注意
を払う。熱
性けいれん
持ちのお子
さんを改めて
確認・熱性
けいれんの
概要と対応
策について
の再度の確
認と職員会
議での周知
を行う。

9307

令和
5年
3月
30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 11 8 2 1 8 5 14.２

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2～3回/年

1.基
準以
上配
置

ー

保育士の
配置を、制
作に2名
ボール遊び
に2名だっ
たが制作を
1名にし
て、ボール
遊びの方に
保育士を
多くつけて
おくとより良
かったと思
う。

1.定期的
に実施 12回/年 2.不定期

に実施 使用前 1.定期的
に実施 毎日 ー

玩具の点
検は毎日
行っている
が遊具や
施設の点
検は不定
期なため、
点検の頻
度を決め
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

気分が高
まった本児
の気持ちを
そのままで
遊びの移
行をしてし
まった

室内を走
ると危険で
あることを
知らせてい
くとともに、
はしゃぐ気
持ちを受け
止めつつも
少し落ち着
いてボール
遊びに移
行できるよ
う声をかけ
るべきで
あった。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

隣でボール
遊びをして
いたお友達
の様子を
見ており、
早くボール
遊びがした
かった様子
で、制作を
終えてボー
ル遊びがで
きる事を喜
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

同じ空間に
はいたがす
ぐに手の届
く範囲に職
員がいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体的な
動きを見て
いた職員や
小さい子の
相手をして
いた職員が
いた。配置
は分担でき
ていたが手
が届かな
かった。

ボール遊び
のボールの
数が多めに
出ていた。

制作活動をし
ていた保育士
とボール遊び
をしていた看
護師が交代
するなど、ボー
ル遊びの方に
多くの保育士
を付けておくと
よかった。ボー
ルを多めに準
備していた
が、多めに出
さずにもう少し
床が見えるよ
うに減らしてお
くとよかった。

9308

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 8 8 5 3 21.９
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(開館日)
回/年

2.基
準配
置

本児童は
久々の来
館であった
為、ボール
遊びでの体
の動きのコ
ントロール
がうまくいか
なかったこと
もあって予
想外の事
故が起こっ
てしまった。

支援員等
相互が、状
況判断力
や児童自
身の危険
回避能力
や防衛力
が高まる関
わり方につ
いて事例
研究を行
い、支援力
をより高め
ていく。

1.定期的
に実施 実施都度 1.定期的

に実施 実施都度 1.定期的
に実施 実施都度

使用する
ボールの硬
さや種類に
ついて

状況や参
加者によっ
て、使いや
すいボール
を使用す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

久しぶりの
活動参加
の児童に
対して、声
掛けが不
十分であっ
た。

普段から危
険が及ば
ぬよう声掛
けをし、久
しぶりに来
館する児
童に対して
は一層注
意の声掛
けをするよ
うに徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
く、遊びに
参加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室全
体を見渡
せる位置に
配置し、集
団活動を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
で、活動を
見守ってい
た。

久しぶりの
活動参加
の児童に
対して、声
掛けが不
十分であっ
た。

事故状況
及び安全対
策情報を、
職員全体で
共有し事故
防止に努め
る。

9309

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 5 3 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
基節骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(開館日)
回/年

2.基
準配
置

前日の運
動会の疲
れが残って
いる中、午
前中からの
活動だった
為、体のコ
ントロール
がうまくいか
なかったこと
もあって予
想外の事
故が起こっ
てしまった。

支援員等
相互が、状
況判断力
や児童自
身の危険
回避力や
防衛力が
高まる関わ
り方につい
て事例研
究を行っ
い、支援力
をより高め
ていく。

1.定期的
に実施 実施都度 1.定期的

に実施 実施都度 1.定期的
に実施 実施都度

使用する
ボールの硬
さや種類に
ついて

状況や参
加者によっ
て、使いや
すいボール
を使用す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動会の
振替休日
だったことも
あり、普段
とは違った
活動の中
で声掛けや
準備運動
が不十分
であった。

普段から危
険が及ば
ぬよう声掛
けをし、普
段とは違っ
た活動に
入る場合
は一層注
意の声掛
けをするよ
う徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
く、遊びに
参加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室全
体を見渡
せる位置に
配置し、集
団活動を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
で、活動を
見守ってい
た。

運動会の
振替休日
だったことも
あり、普段
とは違った
活動の中
で、声掛け
や準備運
動が不十
分であっ
た。

事故状況
及び安産対
策情報を、
職員全体で
共有し事故
防止に努め
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9310

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 16 13 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

自身による
咬み傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

事故発生
時、遊戯
室の職員
体制は２
名だった
が、状況に
よってはそ
れ以上必
要な場合
もある。

遊戯室で
見守る職
員は2名以
上必要な
事を改めて
共有した。

1.定期的
に実施

実施頻度
（　　毎
日）回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
臨時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

－

滑りやすい
ところや危
険な箇所
がないか、
より注意し
てみる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

両手を繋
いでいた
為、手をつ
くことができ
なかった。

集会を開
き、遊戯室
ではどんな
遊びでも靴
下を脱ぐこ
とを、子ども
達にも再
度話をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

女児数名
と花いちも
んめを楽し
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

アルバイト1
名と一緒に
遊んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

離れた場
所でマット
で遊んでい
る子どもた
ちを中心に
見ていた。

走り回る遊
びではな
かった為、
靴下を必
ず脱ぐよう
に声を掛け
ていなかっ
た。

金曜日だけ
ではなく、木
曜日もより
注意が必
要。夕方は
テンションが
上がり過ぎ
ないように声
がけ等工夫
する。

9311

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 3 3 4 2 21.９
歳

1.男
児 － 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左手　薬
指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１０　)回
/年

1.基
準以
上配
置

児童クラブ
終了と祭り
の時間が
交錯したの
で、児童の
気持ちが
昂っており
児童の普
段見せな
い動きが出
ていた。

児童クラブ
から祭りへ
安全に移
行できるよ
うに利用設
定で部屋
にいる時間
等を調整
し、交錯し
ないよう保
護者へ引
き渡しがで
きるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12)回/年

テーブルが
棚に寄って
いたため、
登りやすさ
や児童が
棚に登りた
くなる気持
ちを刺激し
た可能性
がある。

登りやすさ
を誘うよう
な設置を
取らない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

祭りで興奮
し普段と違
う動きに
なっていた
が、出勤回
数が少ない
補助員が
配置されて
いたため変
化に気づか
なかった。

普段の動
きから異常
性を推測
できるよう
な職員配
置を行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

祭りが始ま
る、保護者
が迎えにき
ているという
状態で気
持ちがは
やってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

2名とも急
な出来事
に対応でき
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

行われる祭
りの対応を
行ってい
た。

預かりが終
わろうとする
時から祭り
へと移行し
ていく中
で、支援へ
の緊張が
別なところ
に発揮され
た。

普段登らな
い所へ登れ
が、落ちてし
まうという可
能性もあると
いう認識を
児童自身に
持たせる。そ
の為に普段
の関わりの
中で危険性
を指摘して
いく。

9312

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 55 55 7 6 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

打撲　永
久歯の欠
損

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

配属された
ばかりの職
員もいて事
故予防対
応が徹底さ
れていな
かった。

マニュアル
確認や見
守りの仕方
等を全員
で再度確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

クラブチー
ムの子たち
が集まり始
め混在して
いた。

クラブチー
ムの活動が
ある日は、
校庭遊び
を早めに切
り上げる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

新年度で
全体的に
ザワザワし
て落ち着か
ない様子が
ある。

校庭に出
す際に危
険な遊び
方等を子ど
もたちと確
認し、落ち
着かせてか
ら連れ出
す。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

大好きな
サッカーを
上手な子と
できて気持
ちが高ぶっ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

3名の職員
が校庭に
散って全体
の見守りを
していた
が、遊具で
危険な様
子があった
り一輪車で
遊んでいる
児童の見
守りなどに
手をとられ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

館内対応
の職員は、
館内に残っ
た児童対
応や電話
対応、迎え
の保護者
対応等に
回ってい
た。

あまり経験
豊富な職
員がいな
かった。

－

9313

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 21 21 7 6 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

人気が高
い遊具であ
りその上に
乗りたい子
供が多い。
安全を確
保する上
で，人数
制限を設
けることが
必要と考え
られる。

遊具での
事故はヒヤ
リハット研
修などを通
し他館での
事故の情
報も入って
くる。そう
いった事例
を参考にし
たりハンド
ブックを読
み込んだり
して事故を
未然に防ぐ
ようにしてい
きたい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(55)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(55)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(55)回/年 特になし

週一回安
全点検を
必ず行って
おり，前回
の安全点
検では遊
具に不備
はなかっ
た。今回の
事故を受
け今後安
全点検に
は注意を
払いながら
行っていき
たい。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

支援員を
複数配置
し，方向を
変えて見
守りを強化
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

砂場の道
具を出すた
め一旦遊
具付近を
離れたが，
人が多く集
まってきた
為，遊具
の近くに戻
る最中での
出来事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

見守りフ
リーの職員
を配置して
いるが，事
故時は遊
戯室の見
守りを行っ
ていた。

館庭での
遊具遊び
は日頃から
注意してい
たが，遊
具での遊び
の危険性
について注
意が足りな
かったと感
じた。

子供に対
し，普段か
ら危険を予
知する能力
を高めていく
ように支援し
ていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9314

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 49 49 16 13 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
右眼球打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

事故発生
時、児童ク
ラブ室の職
員体制は
１名だっ
た。状況に
よってはそ
れ以上必
要な場合
もある。

春休み中
で長時間
利用利用
の日は特に
見守る職
員は２名
以上必要
な事を改め
て共有し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

座卓の間
隔の取り
方、滑りや
すいところ
危険な箇
所がないか
より注意し
てみる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

早く校庭に
行こうと気
持ちが焦
り、狭い所
を慌てて通
ろうとした。

集会を開
き、移動の
際の歩き
方や周りの
状況につい
て意識的
に気をつけ
るように子
供達にも
再度話しを
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

校庭で遊
んだ後、休
憩も兼ねて
児童クラブ
室でお絵
描きしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

職員１名
が子ども達
の様子を
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児と一
緒に遊んで
いて、そこを
中心に見
ていた。

子どもの動
きを察して
早めに声
掛けする等
しなかった。

長期休みの
日の午後は
特にテンショ
ンが上がり
過ぎないよう
に気持ちに
余裕が持て
るよう声掛
け等工夫す
る。

9315

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 42 42 7 5 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首の
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
6)回/年

1.基
準以
上配
置

特に無し

階段は危
険なエリア
であること
は職員全
体でも確
認はしてい
たが、なお
注意して見
守るよう再
確認をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特に無し

すべりやす
い箇所がな
いか再確
認をした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

まだ小学
校入学した
てで、上の
学年と遊ぶ
のに慣れて
いなかっ
た。

全体への
声がけはし
ていたが、
なお階段
は危険なエ
リアであるこ
とを児童全
体に呼び
掛けた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ふざけて過
ごす様子は
見られず、
鬼ごっこ中
においても
活発な動
きをしてい
る方ではな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鬼ごっこ全
体を見守り
していたた
め、転倒の
瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のドッジ
ボールやな
わとびの集
団を見てい
た。

特に無し 特に無し

9316

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 6 4 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

頸椎捻挫

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

各部屋に
職員がそれ
ぞれ見守っ
ていたた
め、特記事
項なし。

職員会議
やヒヤリハッ
ト集に基づ
きその都度
事故予防
の共有を
図っていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

常に安全
点検を行
い、今回は
ハード面の
要因は該
当しない。

職員会議
やヒヤリハッ
ト集に基づ
きその都度
事故予防
の共有を
図ってい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

トラブルが
起きそうな
時は、早め
に子どもた
ちに声掛け
し未然に防
いでいく。

主に毎月
の安全点
検を行って
おり不具合
など生じた
時はその都
度修理・改
善をしてい
る。今後も
継続してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

注意をしな
いと１年生
がみんなが
外や体育
館が使えな
くなると思
い、加害者
に本児が
注意をし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の見
守りをして
いたが、突
発的なこと
で対応が
難しかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りをして
いたが、突
発的なこと
で対応が
難しかっ
た。

日々の遊
びの中での
ルール確認
はしていた
が、再度声
掛け等必
要だった。

遊びの前に
みんなで
ルールの確
認をしてい
く。守らない
時は、遊び
を中断し遊
び方を考え
ていく。

9317

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 85 85 8 5 20.８
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１００)
回/年

施設につい
て破損等
の異常は
見られな
かったが、
活動目的
を考え、よ
り確かな安
全対策を
実施した上
で活動する
必要があっ
た。

棚の仕切り
に緩衝材
を取り付け
たり、凹凸
をなくす対
策をとる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
に準備運
動を行い、
ゲームに参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の動
きがよく見
える所で、
全体の動
きを確認し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

児童は４
つの部屋に
分かれて活
動してい
た。その他
に外での活
動も行って
おり、職員
それぞれが
担当場所
に分散して
いた。

特になし 特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9318

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 4 2 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

外傷性刺
青

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(毎週)回/
年

2.基
準配
置

児童クラブが
登館する
ピークの時
間帯だった
為、受付に
職員２名配
置で児童見
守り職員が
１名。見守
り職員が各
部屋（図書
室、創作活
動室等）を
見回っていた
為少しの間
事故発生場
所から目を
離す形となっ
てしまった。

少ない職員
数で児童の
見守りをする
際には、部
屋の開放を
制限する。
確実に各部
屋に職員１
名配置でき
ることを確認
した上で部
屋の開放を
行う。職員
が揃うまでは
鉛筆の使用
をせずに、読
書のみとす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

並んで座っ
た時の距
離が近かっ
た。

鉛筆を使う
時、先の
尖った部分
が人に向か
ないように気
を付けさせ
る。座る時に
間隔を空け
ることを職員
で共通理解
し、更に
キャップを外
す時は人か
ら離れたり職
員に依頼す
るよう指導を
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

宿題等で
鉛筆を使
用してい
た。芯とは
逆側にはめ
ていたキャッ
プを外そう
とした加害
時の動き
で、隣に
座っていた
対象児の
手の甲に
鉛筆の芯
が刺さって
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の部屋
の見回りの
ため短い時
間だったが
目が離れる
形になって
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

冬休みに
入り朝早く
から多くの
児童クラブ
員が来館
しており、
受付と出
席確認をし
ていた。

冬休みで
多くの児童
クラブ員の
登館してお
り、コロナ禍
の中密を
避けるため
に複数の
部屋を開
放していた
が、各部屋
に職員配
置が手薄
になってし
まった。

なし

9319

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 60 60 6 6 18.６
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕部
の骨のひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

登館途中
のけがで、
職員が見
守る事も
難しい。

車や周囲
の状況に
気を付けな
がら、ルー
ルを守り来
館する声
掛けを繰り
返し伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

通り道の横
に小山や
雨が降ると
滑りやすく
なる場所が
ある。

ハード面の
改善は難
しい。各自
が危険を
認識する
必要があ
り、声掛け
を続ける。

7.その他 特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

道をそれた
児童がいた
ため、そちら
に気を取ら
れ前を見ず
歩いてし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登館途中
の出来事
で、けが後
の対応しか
していな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登館途中
の出来事
で、けが後
の対応しか
していな
い。

入学後すぐ
の1年生
で、道を外
れた児童へ
関心がむい
た。荷物を
背負い歩く
ことも不慣
れ。

特になし

9320

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 88 88 7 7 22.10
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右母趾末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

危険な遊
び方と思わ
れる際は、
すぐにやめ
るよう声か
けをする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年 特になし

安全点検
では、これ
まで以上に
注意する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

転倒や友
達との軽い
衝突が多
発していた
ため、職員
の見守りが
全体に届く
ことができ
ない時間が
発生してし
まった。

転倒やけが
で子どもの
対応をする
際は、職
員同士で
も声を掛け
合う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこに
参加。友
達とビブス
を投げ合っ
てしまった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊戯室全
体と鬼ごっ
こ参加児
童の見守
り。転倒等
の対応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯室全
体と肋木や
ピアノ等、
鬼ごっこを
しない児童
の見守り。
転倒等の
対応。

移転後初
日であった
為、久しぶ
りの遊戯室
ということも
あり、子ども
たちの高揚
感があった
為、全体
的に少々
落ち着きの
ないところ
があった。

職員自身も
全体や周り
を意識して
見守るよう
に、職員同
士でも声を
掛け合う。

9321

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 38 7 6 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

春休み初
日で、全体
的に子ども
たちのテン
ションが高
かったと思
われる。

春休み初
日ということ
で、常に
行っている
遊びも職
員と子ども
たちとで
ルールの確
認をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

朝８時から
利用し、遊
び続けて気
持ちは高
揚するが、
身体が疲
れてくる時
間帯だっ
た。

春休み初
日ということ
を心得、テ
ンションが
高くなってく
る前に、休
憩をいつも
より多く入
れるなどの
対応をして
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午前中は
ボード遊び
等して過ご
し、午後
は、運動
遊び等して
過ごしてい
た。ゴム跳
びが楽しく
なり過ぎ
て、能力以
上の動きを
しつつあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一人は、ゴ
ム跳びの様
子を見守っ
ていた。。も
う一人は縄
跳びをして
いる子ども
たちの方に
入って縄を
まわしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事務室、
廊下、図
書室、トイ
レ（一人
で行けない
子どもに付
き添い）
玄関（お
迎え保護
者対応）

運動能力
の高い児
童なので、
危険は伴
わないと過
信してし
まった。

転ぶときは
先に手をつく
よう常に声
掛けする。
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以
上
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9322

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 139 # 8 7 21.９
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

児童クラブの
人数に対し
職員配置人
数が基準を
満たしていな
い。職員の
大規模異動
後の初日と
いうこともあ
り、児童館
の業務を把
握し対応で
きる職員が
限られてい
た。

職員一人
一人が業
務を理解
し、情報を
共有しなが
ら臨機応
変に対応
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設の活
動スペース
が児童クラ
ブの人数に
見合ってい
ないため、
館内のいた
るところに
子どもがあ
ふれてい
る。

子どもたち
の学年やあ
そびの内容
により、住
み分けを工
夫する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一人で帰る
子どもの対
応や、お迎
えの多い時
間帯で保護
者の対応に
追われてい
た。新年度
初日だったた
め個々に対
応を要する
新入生親子
が多かった。

職員一人
一人の業
務の理解
を図り、そ
れぞれが全
体を把握し
ながら動く
ことを心掛
けるよう周
知した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日中、制
限の多い
中で過ごし
ていたことも
あり、いつも
以上に心
待ちにして
いたと思わ
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

審判をして
いたため全
体をみてお
り、手を差
し伸べるな
ど突発的な
個人の動
きに対応で
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯室以
外の児童
の見守りと
保護者対
応をしてい
た。

日中は制
限の多い
中で過ごし
ていることを
受け、本館
の遊戯室
を使用。審
判と見守り
を行うため
職員１名
がついてい
た。

特になし

9323

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 67 67 9 5 18.６
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性色
素沈着症

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１～２)回
/年

1.基
準以
上配
置

－

鉛筆の
キャップを
外す際は
周りに誰が
いるかを確
認してか
ら、机より
下で外すよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

周囲への
気遣い、配
慮が足らな
かった。

自分のいる
周囲に気
遣い、配慮
をした上で
鉛筆の
キャップを
外すように
伝える。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

－

鉛筆の
キャップを
外す時は
周りに誰が
いるかを確
認してか
ら、机より
下で外すよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

筆箱を出し
て友達と遊
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員は児
童クラブ室
に常駐して
いたが、至
近では見
守りをして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

筆箱で遊
んでいたた
め、まさかこ
んなことがと
いう怪我に
至る(予測
をすることが
できなかっ
た)

－ －

9324

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 52 52 6 5 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生時
は外遊びを
開始して間
もない時間
帯で，外に
は職員が2
名（園庭に
1名，隣接
する公園に1
名）いた
が，園庭に
行く児童が
多かったこと
を受けて他
の職員も移
動を始めて
いたところ
だった。

外遊びを
始める時
間を職員
間でその都
度明確に
し，児童
の動きに合
わせて職員
の見守り体
制が十分
になるよう
整える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

折りたたみ
式滑り台の
小学生の
利用を中
止する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

当日は気
温が高いこ
とに加え
て，児童
全体の様
子も落ち
着きがな
かった。

気温の高
い時は登
館してから
室内で休
憩する時
間を確保し
落ち着かせ
てから行動
させる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から，
周囲の状
況を見ずに
自分の思
いを通そう
として，時
折他児とト
ラブルにな
ることがあっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児（要
支援児）
が児童セン
ターの玩具
を敷地外
に持ち出そ
うとしてお
り，それを
引き留めて
いたため見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外に移動
する児童が
多かったこ
とを受け
て，室内
から園庭へ
移動中だっ
た。

本児の滑る
順番がきて
も一緒に遊
んでいた児
童に注意さ
れてもなかな
か滑ろうとし
なかった。ま
た，児童B
も自分の言
うことを聞い
てくれなかっ
たため，滑り
台の上にい
た本児を押
して転落させ
てしまった。

被害者児
童、加害者
児童および
その保護者
に誠意を
持ってあた
る。

9325

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 106 # 10 8 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘上部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

―

担当者
は，常に
一人一人
の動きを注
視し安全
確保に努
める。遊び
の特性を
改めて確
認し、事前
の声がけを
徹底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

―

うんていを
始めとする
遊具につい
て、子ども
たちとその
使い方を
具体的に
確認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

安全面へ
の事前の
働き掛けを
積極的に
行い、児童
の安全に
対する意
識を高めて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

うんてい担
当職員が
落下した様
子を見てお
り、直ちに
駆け寄り介
抱した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
担当場所
を見守って
いたため、
対象児を
見守ること
はできな
かった。

―

遊具の安全
な使い方に
ついて、児
童と一緒に
振り返り、事
故回避能
力の育成に
努める。

－
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0
歳
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9326

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 65 65 5 4 18.６
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

今後も継
続して安全
に係る研
修を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし

小学校から
児童館ま
での登館
経路につい
て定期的
に安全点
検を行うと
ともに，子
どもたちに
対して歩き
方の指導
を行う。

4.個人
活動中・
子どもの
み

不可抗力
による転倒
であった。
（障害物
等はなく，
わき見をし
ていた様子
もなかっ
た。）

安全な歩
行の声掛
けを今後も
続けてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

学校から児
童館へ普
段通り登
館している
最中であっ
た。友達と
トラブルに
なったり走り
ながら帰っ
てきたわけ
ではなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

特になし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

特になし 特になし 特になし

9327

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 61 61 10 10 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

－

児童の動
きを見て危
険を予測
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年 －

危ないので
鉄棒に立
たない事を
再度声が
けする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

晴れていて
天候には
問題なかっ
たが鉄棒は
しっかり握
るよう声が
けする

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

仲のいい友
達と帰って
来ておしゃ
べりが止ま
らずいつも
より落ち着
きがなかっ
た。外遊び
へは走って
出て行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

登館時から
いつもより
おしゃべりが
多く宿題に
集中できて
いなかった
ので動きが
気になって
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の児童
が遊んでい
る遊具ごと
見ている、
全体を見
ている職員
がいるため

「危ない」と
注意されて
も止めな
かったので
当該児の
鉄棒遊び
を止めさせ
ることも検
討する。

児童の遊び
方により使
用する遊具
を制限する
ことも必要に
なる。

9328

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 4 3 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

刺傷(経過
観察）

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

普段は本
館とサテラ
イトに分か
れて過ごし
ているため
に、1年男
児と3年男
児の関りは
ほとんどなく
関係性が
できていな
かった。

イベント開
催の日の
担当や連
携の仕方
をもう少し
詳細に詰
めておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

イベント参
加児童と
児童クラブ
児童が混
在してい
た。

イベント開
催の日は、
参加者と
児童クラブ
児童を混
在しないよ
うに配置を
考える

3.個人
活動中・
見守りあ
り

言葉で気
持ちを表
現するのが
苦手な子
たちなの
で、近くで
見守りが必
要だった。

日頃から気
持ちを言
葉で表現
できるよう
に働きかけ
を行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもよりテ
ンションは
高めであっ
た。イベント
があるという
雰囲気で
気持ちが
高ぶってい
たと思われ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

イベントの
準備に回
る職員が
準備のため
部屋を出
るということ
もあり、全
体を見守
るために対
象児から離
れてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

イベント準
備の手伝
いに走り
回ってい
た。

久しぶりの
イベント開
催で、職員
も子どもた
ちも不慣れ
であることを
考えるとも
う少し職員
を増員した
ほうが良
かった。

研修を重ね
たり、イベン
ト開催の前
には詳細に
ついて、職
員同士の動
きの確認や
連携につい
て打ち合わ
せをしてお
く。

9329

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 114 # 16 11 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

他児とケン
カをした直
後で興奮
していた。

児童同士
が揉めてい
る時は、安
全な場所
で落ち着い
て話し合い
をするなど
配慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

遊具の高さ

高さのある
遊具を安
全に使用
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

トラブル対
応の際、必
ず安全面
を確保して
対応に当
たる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

来館すると
すぐに外に
出て遊んで
いた。職員と
楽しそうに話
をする様子
もあった。そ
の後、木の
棒をめぐって
他児とケンカ
になりそのま
ま滑り台まで
上った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

危険な様
子が見えた
ため、けん
かを止め
た。１度落
ち着いたた
め、対応は
終えたが近
くにいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊びの
際は、高さ
のある遊具
など危険箇
所に職員
は分かれて
配置してい
た。

滑り台から
移動する
際、滑るの
ではなく後
ろ向きに逆
走してし
まった。

遊具の安全
な使用につい
て注意喚起
する。高所の
遊具を使用し
ている際の他
児と関りにつ
いて見守り、
危険な場面
に気づき遊び
方を工夫でき
るよう声がけ
をする。
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9330

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 35 35 4 3 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

配置基準
に合わせて
人員を配
置している
ため、特に
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日 特になし

施設や設
備等に関
するもので
は無いた
め、特にな
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

遊具での
遊び方をも
う一度再
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯で遊
ぶことが大
好きで、登
園後もまも
なく繰り返
し遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

何度も雲
梯で遊んで
いたため見
守りをして
いたが、とっ
さに手をす
べらせたた
め対応がで
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
で遊んでい
た児童の
様子を見
ていたた
め、対象児
を見ていな
かった。

特になし

上手に遊ん
でいる児童
は、時に無
理をしてしま
うことがある
ため、声かけ
など気をつけ
て行うように
する。

9331

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 6 5 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施 未実施

2.基
準配
置

職員の見
守りがあり
注意の声
かけを行っ
ていたが、
児童は遊
びをやめれ
なかった。

職員が今
まで以上の
熱量を持っ
て児童に
危険性を
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

ハード面は
問題がな
かったと思
われる。

今後も施
設の安全
点検を継
続実施す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コロナ対策
により間隔
を空けて
テーブルを
配置してお
り、体を大
きく動かし
て遊べるス
ペースが十
分になかっ
た。

テーブルが
ある場所で
相撲のよう
な遊びはし
ないことを
周知する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

下校時から
大きな声を
出してい
て、気分が
高揚してい
るようだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

支援員が
見守りの配
置に付き、
対象児童
たちにも注
意の声掛
けを行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当場所
の見守り配
置について
いた。

児童の年
齢的特性
によるも
の。

職員が今ま
で以上の熱
量を持って
児童に危険
性を伝え
る。児童全
体に、テーブ
ルがある場
所で今回の
ような遊びは
しないよう周
知する。

9332

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 9 9 4 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員間の
連携を密
にし、安全
面に見落と
しがないよ
う職員配
置に配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし

遊具等の
使用に際
し、安全確
認を毎回
実施する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

早く遊具に
乗りたいと
いう焦りと
過信があっ
た可能性
あり

下校後は
解放感から
注意散漫
になったり
油断、過
信から事故
につながり
やすい事を
確認した上
で戸外での
職員配
置、活動
内容を考
慮する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ジップライン
を何度か
乗り、また
乗ろうとス
テージから
登ろうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他児をジッ
プラインから
降ろしてい
たところ、
本児がス
テージから
落下。すぐ
駆けつけ応
急処置をし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭には３
人の職員が
トランポリン、
ジップライン、
畑に配置し
ていた。ジッ
プライン担当
者が本児の
事は見てい
たが、一瞬
で転倒し間
に合わなかっ
た。

特になし

ステージ下に
マットを敷い
た。支援員
は、より安全
性を強化し
声掛け指
導、安全確
認をする。

9333

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 127 # 12 8 23.11
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度
（　　）回
/年

2.基
準配
置

無し

保育室は
工作、折り
紙等をして
遊ぶことが
多く、その
日によって
遊ぶ子たち
の人数が
異なるため
指導員体
制を１～
２人にする
など臨機応
変に対応
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

無し 無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

無し

今後も遊
び方を見な
がら安全に
過ごせるよ
うに見守り
と児童に声
掛けをして
行く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ふざけてぬ
いぐるみを
蹴ってあそ
んでいたの
で注意され
たが聞かな
いで蹴って
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育室で
他児と関
わっていた
ので離れた
所から声を
かけた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の場所
で保育をし
ていた。

無し 無し

9334

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 2 23.11
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左大腿骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故災害
発生時の
マニュアル
だけでなく、
予防のマ
ニュアルを
作成し指
導員で共
有する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/年 3.未実施 実施頻度(

０　)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/年 特になし

指導員や
家具の配
置を工夫
し、過度な
活動になら
ないように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

指導員や
家具の配
置を工夫
し、過度な
活動になら
ないように
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

感染症予
防のため利
用者が少
なく施設を
広く使うこと
ができ、活
動がより身
体的になっ
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

児童の活
動に対し
て、声をか
けながら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別室でほか
の児童の
学習活動
に対応して
いた。

特になし

児童には、
楽しい遊び
の中もケガに
つながる危
険がないか
考えさせ、お
互いに注意
しあえるよう
に指導す
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9335

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 49 49 5 0 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

 左上腕骨
顆部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(３５)回/
年

2.基
準配
置

外遊び実
施時の職
員配置の
見直し及
び児童支
援のポイン
ト確認

児童の活
動時に死
角となる場
面を出さな
いように職
員を配置
する。また、
具体的な
支援のポイ
ントを明確
にし、全員
で共有しな
がら支援に
あたる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

引き続き、
安全点検
を徹底す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き、
支援員に
よる見守り
を徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

久々の外
遊びで活
発に活動し
ている中で
バランスを
崩して転ん
だことが骨
折の原因と
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
していた複
数の子ども
達を支援し
ていたた
め、坂を
走って下る
当該児童
を止められ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で広範
囲にわたり
小集団また
は個別に活
動をしていた
為、支援員
も分担して
支援をして
いた。そのた
め、支援員
全員が当該
児童の様子
を見ることが
できなかっ
た。

未然防止
の指導や
活動中の
危機意識
を高めた支
援が必要
である。

児童への指
導を徹底し
怪我の防止
に努める。

9336

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 56 56 4 2 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル、
研修、職
員配置に
ついては適
切に実施し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

施設、設
備について
は引き続き
定期的に
安全点検
を実施し、
学校と連
携しながら
危険を未
然に防止
することに
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危険
な遊びはし
ないルール
を守るよう
指導を徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者と
同様の場
所で全体
の見守りを
行ってい
た。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の程
度の判断、
保護者への
連絡、病院
受診）の流
れについて
再度確認
し、さらに速
やかな対応
を目指す。

9337

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 27 27 3 3 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル、
研修、職
員配置に
ついては適
切に実施し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

施設、設
備について
は引き続き
定期的に
安全点検
を実施し、
学校と連
携しながら
危険を未
然に防止
することに
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き
支援員が
適切に児
童の遊びを
見守るとと
もに、危険
な遊びはし
ないなど、
ルールを守
るよう指導
を徹底して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の程
度の判断、
保護者への
連絡、病院
受診）の流
れについて、
再度確認
し、さらに速
やかな対応
を目指す。

9338

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 4 2 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル、
研修、職
員配置に
ついては適
切に実施し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

施設、設
備について
は引き続き
定期的に
安全点検
を実施し、
学校と連
携しながら
危険を未
然に防止
することに
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危険
な遊びはし
ないルール
を守るよう
指導を徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の程
度の判断、
保護者への
連絡、病院
受診）の流
れについて、
再度確認
し、さらに速
やかな対応
を目指す。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9339

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 59 59 5 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル、
研修、職
員配置に
ついては適
切に実施し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

施設、設
備について
は引き続き
定期的に
安全点検
を実施し、
学校と連
携しながら
危険を未
然に防止
することに
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危険
な遊びはし
ないルール
を守るよう
指導を徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の程
度の判断、
保護者への
連絡、病院
受診）の流
れについて、
再度確認
し、さらに速
やかな対応
を目指す。

9340

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 23 23 4 2 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折または
ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊びを始め
る前の注
意喚起不
足

遊びを始め
る前に、子
ども達への
注意喚起
の徹底

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年 特になし

ブランコ利
用の際は
手を離さな
いよう注意
喚起する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

無し 注意喚起
の徹底

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ブランコ遊
びをしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

見守りして
いたが、転
ぶのを支え
るのは間に
合わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児童を
見ていた。 無し

職員による
注意喚起の
徹底

9341

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 3 2 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
股関節脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３ )回/年

2.基
準配
置

特になし

朝の打合
せ中であっ
ても職員
一人が全
体を見守
り、他の職
員も様々
な角度で
子どもたち
の様子をみ
ることを職
員全体に
周知徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

本棚の上
に乗らない
ように小さ
な本を並べ
た。危険防
止の為貼り
紙をし、本
棚の上に
乗ると危険
である事を
目で見て
理解できる
ようにした。

4.個人
活動中・
子どもの
み

朝の打ち
合わせ中
で目配りを
しながらも、
職員が集
まってしまっ
た。

打合せで
あっても、
支援員が
全体を見
守っておくこ
と。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

－

高い本棚
（1，2
メートル）
の上に児
童が乗って
しまったこと

職員で危険
箇所の確認
と共有。子ど
もへの声か
けをしっかり
行うようお互
いに声かけ
をする。

9342

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 4 4 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端若木
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

未実施のた
めなし

2.基
準配
置

特になし
事故予防
マニュアル
の作成

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(11)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ブランコの
後ろの柵と
タイヤ遊び
ができるよ
うタイヤとの
間隔が狭
い。

遊具につい
て気付いた
点があった
ら、直ちに
学校に連
絡する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ブランコの
後ろの柵と
タイヤ遊び
ができるよ
うタイヤとの
間隔が狭
い。

ブランコ鬼
をしない。
ブランコをた
くさんこがな
い。ブランコ
の周りで遊
ばない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ブランコに
乗り終わっ
た後いきな
り走り出し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ブランコの
方を見守っ
ていたが、
いきなり走
り出し衝突
したため、
身動きがで
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

校庭内の
サッカー遊
具等で遊
ぶ児童を
見守ってい
た。

ブランコを
大きくこい
でいたた
め、近くに
いる児童と
ぶつかりや
すい状況で
あった。

ブランコ遊び
の見守りの
徹底

9343

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 26 26 3 0 23.11
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 靭帯損傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険性に
ついてあら
ためて指導
及び周知
した

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年 特になし

設備等が
原因でない
ため、改善
策はなし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

小学校の
校庭での
活動のた
め、敷地が
広く目が届
きにくい場
所がある

全体の見
守りを意識
し、危険の
ある行動は
早急に止
めさせる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

水筒を振り
回した1年
生男児に
追いかけら
れ、逃げよ
うとして転
倒してし
まった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

低学年を
室内へ移
動させる支
援中であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

３名の内
１名は高
学年と先に
室内へ移
動していた

原因の児
童は以前
から危険な
行動をとる
傾向の児
童であった

支援員は安
全管理を意
識し、児童
に対しても
改めて危険
のある行動
の禁止を指
導する
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9344

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 20 20 4 2 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

今年度は1
～2年生の
利用児童が
多く支援員
の目が届か
なかった。遊
具の使用に
ついての約
束や扱い方
についての指
導が徹底さ
れていなかっ
た。

配慮が必要
な児童への
対応を強化
するととも
に、子ども自
身が危険を
回避してい
けるよう約束
事や遊具の
扱い方につ
いて、日常
的に声掛け
をしていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今回発生
した遊具
（固定施
設高鉄
棒）は、
低学年は
使用されな
い遊具で
あった。

遊び場に
使用禁止
札を下げた
り、支援員
の見守りを
怠らないよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの遊
びの種類が
分散され、
支援員の
見守りに限
界があっ
た。

子どもの実
態を認識
し、配慮が
必要な児
童に対して
支援員の
見守りを強
化する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子で
来所した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児童
の至近で
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児童
の動きを至
近距離で
見ていた。

支援員の
周辺には
他の子ども
たちもいた
ため、対象
児童とマン
ツーマンの
状態で見
守ることは
できなかっ
た。

特になし

9345

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 4 2 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
小骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３００　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

－ 特になし

体を動かす
あそびを取り
入れ、健康
増進を図っ
ていく。

9346

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 46 46 4 4 22.10
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘・前腕
不全骨折
と靱帯捻
挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
100　)回/
年

2.基
準配
置

GW明けや
週末付近
であったこ
と、腕を使
う日々の習
い事も頑
張っていた
こと等から、
目に見えな
い体力の
低下や身
体的疲労
もあったと
思われる。

児童自身
の体調も
考慮して、
遊びの種
類を考える
よう呼びか
けしていき
たい。

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施 なし 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故発生時
は70名以
上の児童が
外遊びをし
ており、各々
が好きな遊
びを行う中
で校庭全体
を広範囲に
見守れるよ
うな配置を
心がけていた
が、事故発
生の瞬間は
当該児童の
傍に職員が
いない状態
であった。

怪我のリスク
が高い遊び
を察知し職
員が常に全
体を見渡せ
るな配置を
考えながら
保育を行
う。また特に
外遊びの際
は、事故に
気を付ける
よう児童への
呼びかけを
徹底し、児
童自らの判
断でもリスク
回避ができ
るよう促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

タイヤ跳び
を熱心に
練習してい
たが、混雑
の為一旦
丸太渡りへ
移動した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

直前まで
丸太渡りを
直接見
守っていた
が、一緒に
遊んでいた
他の児童
が横のタイ
ヤ跳びに移
動したタイミ
ングで、そ
の場を離れ
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

校庭に分
散して、大
勢の児童ら
の遊びを全
体的に見
守ってい
た。

当該児童
が毎日のよ
うに遊ぶ得
意な遊びの
ため、油断
していた部
分もあっ
た。

児童が遊び
に夢中にな
り過ぎると、
周りが見え
なくなる事も
あると思うの
で、支援員
が定期的に
声をかけ、
適宜休憩を
取りながら
遊ぶよう指
導していきた
い。

9347

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 42 42 3 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
基節骨骨
折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

始業前の
職員会議
で話し合い
を持つなど
して職員間
での意識
啓発を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊びの
時など広範
囲の見守り
を必要とす
る状況下
において、
児童の転
倒・衝突や
ボール遊び
等による事
故発生の
可能性を
予見し、児
童に対し注
意するよう
指導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康面
等、普段と
変わった様
子は特にな
く、他の児
童達とドッ
チボールを
していた。
本児は1人
で外野を
守ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッチボール
には1名支
援員がつい
ていた。
ボールを受
ける際のけ
がの発生を
見ていた
が、瞬間的
な事故と
なったため
防止できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別グループ
の保育にあ
たっていた
り、お迎え
の対応など
をするた
め、事故の
瞬間を見
ていなかっ
た。

児童に対
し、けがのリ
スクについ
てや安全
面への声
掛け等の
配慮が不
十分であっ
た。

特になし

9348

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 71 71 7 3 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

指導員等
の配置人
数に問題
はなくソフト
面のみ考
慮すると防
ぐことが可
能な事故
であった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年 特になし

施設等に
問題はな
く，ハード
面を考慮
すると発生
しない事故
であた。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

支援員等
が子どもた
ちをより目
配りしやす
い場所に
配置する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

フラフープを
使っておま
まごとをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

－ 特になし

指導員は静
かな遊びで
も注意をし
て見守って
い行く。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9349

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 54 54 5 4 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
（1）回/
年

2.基
準配
置

支援員、
補助員とも
に危機管
理に関する
研修を定
期的に行
う。

代表者の
会議におい
て事故報
告を確実
に行い、危
機管理を
徹底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動中の
児童の動
きを想定
し、事故発
生前に注
意喚起が
必要であっ
た。

室外保育
の配置を
状況によっ
て見直し、
常に最善
の環境を
整える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

人数、場
所など、さ
らなる工夫
して活動を
行うことが
必要。

室外保育
で起こりう
るケガ等の
具体例を
職員が共
有し、注意
喚起する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常のバス
ケットボール
遊びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒にすぐ
に気が付
き、駆け寄
り状況確
認を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の保育中
であった。

あらゆるケ
ガ・事故を
想定し、活
動前に児
童への注
意喚起が
必要。

活動前にケ
ガに結び付く
危険な行為
への注意喚
起。

9350

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 119 # 10 8 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
腓骨剝離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

足を引き
ずっていた
ため、痛み
を訴えてい
なくても聞く
べきであっ
た。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日 特になし

危険個所
を点検し支
援員同士
で共有し
確認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

利用児童
に応じた職
員配置をこ
れからもし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

校庭で走っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

遠くから見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くにはい
たが個人
的には見て
いなかっ
た。

特になし
周りの児童く
様子をよく
見ておく。

9351

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 51 51 3 3 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし 事故との関
連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし 事故との関
連無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊び中
は鉄棒・ブ
ランコ・ジャ
ングルジム
等、遊具
付近を特
に注意して
見守るよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と特
段変わった
様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くにいた
が一瞬の
事なので補
助する事が
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当日、児
童数が多く
他の遊具
についてい
たので見て
いなかっ
た。

特になし

遊具で遊ぶ
際など注意
が必要な時
には、職員
が分担して
近くで見守
るようにす
る。また危
険な行動が
ないよう児
童に声掛け
をする。

9352

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 4 2 23.11
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

学年に見
合った活動
の提供がで
きなかった

活動の提
案（選択
肢を増や
す）

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日

階段に入ら
ないように
チェーンをか
けていたが
登れる状
態であった

仕切り
（フェン
ス）等の
設置を検
討

3.個人
活動中・
見守りあ
り

階段に入ら
ないように
チェーンをか
けていた
が、登れる
状態であっ
た

仕切り
（フェン
ス）等の
設置を検
討

1.いつも
どおりの
様子で
あった

室内での
ボール遊び
を職員に
注意され、
他の活動
が見つけら
れずにいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

繰り返し注
意したこと
で頑なに
なった本児
を少し距離
をおいて様
子をみてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童2
名がトラブ
ルになって
いたため、
そちらの対
応をしてい
た

本児の課
題（ルール
を守らな
い、危険な
行動が見ら
れる）

本児発達へ
の支援、保
護者支援

9353

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 3 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足脛部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員で危
険個所と
環境設
定、立ち位
置などの再
確認を行
い、ケガや
事故防止
に向けより
いっそう意
識の向上
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年 特になし

緊急時の
応急処置
の対応につ
いて、三角
巾、添え木
を購入す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

部屋の中
で静的遊
びと動的遊
びで分ける
ようにして、
動的活動
の時には支
援員が傍
で見守るよ
うに心がけ
ている。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

あそび
（ちゃんば
ら）を提案
して、意欲
的に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

1対1でちゃ
んばらをして
いた。本児
は休息中で
あったが別の
ものに興味
を示し移動
したところを
支援員が目
で追う。その
際ちゃんばら
をしていた2
人から視線
が外れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別室にて
育成支援
をしてい
た。

特になし 特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9354

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 42 42 5 4 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首剥
離骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(0～1)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年 3.未実施 実施頻度
(0)回/年

今回の事
故について
は、施設、
設備等の
不備その
他明らかな
原因がある
ものではな
く、不測の
事態が重
なったことで
発生したも
のと思われ
る。

校庭に足
がつまずくよ
うな物や穴
等は見られ
なかった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

児童はいつ
足をくじい
たのか心当
たりがなく、
ドッジボー
ル前にすで
にケガをし
ていた可能
性もある。

外遊びの
前に軽い
準備運動
を行い、
ドッジボー
ル等の運
動ができる
状態である
か見極めて
から育成支
援を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
様子でドッ
ジボールを
していた
が、急に足
が止まり痛
みを訴え
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッジボー
ル中は２
名がコート
の両側に
分かれ児
童の様子
を注意深く
見守ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見てい
た

少し離れた
場所から１
名が時々
様子を見
て、全体を
見渡せる
位置から１
名が見渡
していた。

ドッジボー
ルについて
２名で見
守っており、
児童の異
変にも気
付くことがで
きているた
め、放課後
児童支援
員等の状
況は適正
であった。

児童は躓いた
り転倒した訳
ではないた
め、異変に気
付くのが足を
止めてからと
なったが、もう
少し注意深く
様子を見るこ
とにより、もっと
速く異変に気
づけたかもし
れないため、
普段から児童
の仕草につい
ても注意深く
見守っていく。

9355

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 48 48 6 4 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

これまでは
掲示物や
口頭で職
員に事故
予防に関
することを
伝えてきた
が、マニュア
ルという形
でしっかり
整備しなお
す必要性
がある。

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
0)回/年
学校で実
施している
ため。

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

特になし

児童が使
用していた
サッカー
ボールは空
気の漏れ
や破損等
はなく問題
はなかっ
た。また、
事故を誘
発しそうな
遊具・破損
に関しては
見つけ次
第適宜対
処してい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

職員は基
準通り配
置できてお
り、屋外に
も十分に
配置できて
いた。また、
ぬかるみ等
もみられな
かった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から落
ち着きがな
く、怪我の
多い児童
であった。
体調不良
等もなく、
元気に校
庭を走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

サッカーを
やっていた
4.5人を数
メートル離
れた位置か
ら見守って
いた。対象
児童が着
地に失敗し
た際も見て
おり、転倒
した直後に
駆け寄り対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児童
が転倒した
瞬間は見
ていない
が、職員が
駆け寄る
様子は見
ていた。

特になし

事故予防に
対するマニュ
アルを作成
し、職員間
で周知。ま
た、事故事
例の検討を
行っていく。

9356

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 21 21 2 1 21.９
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘関節
脱臼骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

児童たちは
施設玄関
を出ると学
童門まで
走ってい
た。

玄関から学
童門まで
職員が見
守り、歩い
て学童門
を出るよう
声掛けをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

狭い学童
門を走って
通過しよう
とした際、
児童同士
がぶつかり
反動で１
人が学童
門横コンク
リート壁に
肘をぶつけ
てしまった。

施設周辺
は走らない
で歩くよう
子どもたち
に話してい
たが、職員
が見守り周
知徹底して
いく。

4.個人
活動中・
子どもの
み

施設玄関
を出た後、
走って学童
門を通過
する児童が
数名いた。

施設玄関
を出たら走
らずに学童
門を通過
することを
子ども達と
確認した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

5時の降所
時間前ま
では帰りの
会に参加
し、退室す
る際は子ど
も同士で
挨拶を交
わし、職員
とも挨拶を
交わして施
設玄関を
出た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

5時で「さよ
うなら」をし
た後、職員
が施設玄
関を開け
子どもたち
は外へ出
る。全員玄
関を出ると
お迎えに来
た保護者
対応を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内の子ど
も対応やお
迎え対応
児の声かけ
を行ってい
た。

処置をする
際、傷めた
箇所を特
定する為、
触れようと
するが痛み
が強く動か
すことがで
きなかった。
すぐに保護
者へ連絡
を入れ病
院受診を
打診した。

5時1人帰り
の児童は施
設玄関で挨
拶をした後、
職員が学童
門を出るま
で見守る。
その際児童
には歩いて
帰るよう声
かけを行う。

9357

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 40 40 4 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
０)回/年

1.基
準以
上配
置

新年度が
始まり支援
員の動きに
落ち着きが
ない中、児
童が行って
いる危ない
遊びに気が
付くことがで
きなかった。

児童が怪
我を起こし
そうな場所
は、特に、
支援員の
配置を強
化する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

児童が怪
我を起こし
そうな場所
を支援員
全体で把
握する。

支援員間
で、情報を
共有をする
機会を設
ける。

4.個人
活動中・
子どもの
み

児童に対し
て、危ない
遊びをしな
いように周
知をするこ
とが行き届
いていな
かった。

支援員の
危険個所
の把握、見
守りの強
化。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びの一
環とし、低
い階段の
中断から飛
び降りる遊
びをしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

校庭で別
の児童の
対応をして
おり、十分
に見守りが
できていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の場所
におり、十
分に対応
ができてい
なかった。

支援員の
中で十分
に本児の
怪我の共
有ができて
いなかっ
た。

危険個所の
見守りの強
化、児童へ
の声掛け、
支援員間で
の情報共有
の強化を心
掛ける。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9358

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 52 52 14 11 20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

校庭遊び
を見守る
職員の適
正配置が
あり、職員
も怪我が
起きやすい
場所を意
識しながら
見守ってい
た為、ソフ
ト面の問
題は特にな
かったと考
える。

子どもたち
にも、怪我
が起きやす
い場所・怪
我が起きや
すい状況に
ついて伝
え、意識さ
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

校庭に大
きな凹凸
等はなく、
ハード面の
問題はな
かったと考
える。

天候によっ
ては校庭の
状態が滑り
やすかった
り、ぬかる
みがあった
りするため
注意喚起
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし。

季節によっ
て日暮れが
早く、外遊
び時に足
元や遠くが
見えづらく
なるので、
日ごとの天
候に配慮
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児はサッ
カーをしたり
バスケット
や鬼ごっこ
をしたり、
活発に遊
んでいる。
当日もいつ
もどおり活
発に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラスを担
当している
職員は外
遊び全体
の見守りを
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児の近く
で活動を
見守ってい
た職員が
転倒に気
づき、肘の
状態を見
て室内へ
連れてき
た。

見た目では
赤みがな
く、腫れも
比べれば
確認ができ
る程度だっ
たため添え
木はしてい
なかった。

サッカーを行
う前に児童
に軽く足を
動かす等、
準備体操の
声掛けをす
る。

9359

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 41 41 5 5 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

腱板断裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
順守・研修
実施・職員
体制を基
準配置は
行えている
ため、ソフト
面に関して
の改善策
は特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

使用してい
るサッカー
ボールの硬
さに要因が
ある可能
性がある。

低学年が
サッカー
ボールを使
用する際
は、柔らか
めのボール
を使用でき
るよう遊具
の用意をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

支援員の
目もあり遊
び方につい
てもサッカー
のルールを
守りながら
行えていた
為、改善
策は特にな
し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

サッカーを
する際、
ゴールキー
パーをやり
たいと本児
から希望が
ありゴール
キーパーを
する。一緒
に遊んでい
た児童が
打った
シュートを
止めるため
に手を出
す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児と
一緒にサッ
カーをす
る。対象児
がボールを
止めようと
手を出し、
指を痛めた
際に駆け
寄り室内へ
一緒に戻
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児童の
集団あそび
に入ったり、
校庭での
職員配置
関係上だっ
たりと、各
配置場所
で児童を
見ていたた
め。

対象児は1年
生で、他学年
児童の打った
シュートを止め
ることについ
て、蹴る力や
受け止める力
の点で差が
あったと思われ
る。また体の発
達の部分で、
勢いあるシュー
トが手・指に良
くない形で当
たってしまった
場合の影響が
低学年児童へ
は大きいと考え
られる。

人的面の部
分が今回の
ケガの主な
要因であっ
たため、その
他項目は特
になし。

9360

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 30 30 9 3 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
の再確認。
職員研修
の積極的
な参加の
見直し。職
員間で普
段の児童
の情報の
共有。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年 特になし

学校との連
携の見直
し。学校設
備遊具など
変化があっ
た時はすぐ
に情報を
提供。今
回は設備
に不備はな
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児はの
ぼり棒など
でたくさん
腕を使った
後にうんて
いを行い、
腕が疲れて
いた。

外遊び前
の準備運
動の強化。
基礎体力
向上のプロ
グラムの検
討。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯で遊
んでいて手
が滑ってし
まい落下し
てしまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで対象
児や周辺
の児童を
見ていた
が、落下時
は周辺の
児童に目
を向けてい
た。落下し
た時の他
児の声で
対象児が
泣いていた
ので駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

校庭の他
の場所で
遊んでいた
児童を見
ていたり、
室内でおや
つを食べて
いる児童を
見ていた。

今回は児
童本人に
よる怪我
だったが、
事故が起
こった際に
職員同士
ですぐに連
絡が取れる
ようにすると
スムーズに
対応ができ
ると感じ
た。

上記に記載
した改善策
を職員で共
有して安全
対策を行っ
ていく。

9361

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 95 95 12 11 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

雲梯付近
にも職員を
配置してい
たが、雲
梯、ドッジ
ボールなど
他の遊びの
見守りも担
当してい
た。他の児
童の対応
をしてい
た。

雲梯、上り
棒、鉄棒
など、より
安全への
配慮が必
要な遊具
で遊ぶ際
は、その遊
具専属の
職員を配
置する。
児童対応
の際は、他
の職員に
声をかけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施 実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(100)回/
年

特になし

遊具の安
全点検は
されており、
特に問題
はなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

これまで通
り準備運
動などを
しっかりと行
う。遊び中
も職員が
子ども達の
動きを予
測し、声掛
けを行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

学童、ひろ
ばの時間
帯、雲梯の
使用は2年
生以上と
なっており、
あまり使っ
たことがな
かった。普
段それほど
積極的に
運動遊び
をしていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

雲梯付近
配置の職
員は他児
の対応をし
ていたた
め、事故の
瞬間を見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各自配置
箇所付近
の児童の
見守りをし
ていたた
め、事故の
瞬間を見
ていなかっ
た。

新年度で
職員の入
れ替わりが
あり、各児
童の特性
（普段から
運動をして
いるか、苦
手な動きは
あるか等）
を把握して
いなかっ
た。

子どもたち、
職員共に遊
具の使い方
や注意点な
どを再確認
する。

84 / 394 ページ



死亡
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9362

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 89 89 11 7 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手薬指
の骨折およ
び創傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
0～1)回/
年

2.基
準配
置

事前に危
険を予測
し、声かけ
や別の場
所への誘
導ができな
かった。

常に児童
の行動の
予測をし、
危険が考
えられる際
は事前の
声かけや行
動を制限
するように
する。また、
職員同士
で危険が
伴う遊具や
遊びがない
かを日々
検討し、対
策等を共
有していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

事故前の
定期的な
点検や事
故直後の
点検でも
フェンス、
ホッピング、
地面等に
不具合は
なかった。

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ホッピングで
遊ぶ場所
が特定され
ていなかっ
たこと。ま
た、フェンス
に寄りか
かったりその
近くで行う
ことを良しと
していた。

ホッピングで
遊ぶ場所
を白線で
囲い、その
中でのみ遊
ぶよう限定
した。また
周囲にフェ
ンスなど他
の物が無い
場所に設
定した。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段は室
内にいるこ
とが多かっ
たが、友達
に誘われて
外に出てや
り慣れてい
ないホッピ
ングで遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当職員
は特につけ
ておらず、
近くにいた
全体を見
守る職員
が周囲の
児童たちの
異変に気
付きすぐに
駆けつけ、
状況を聞く
と同時に本
児の怪我
の様子を
確認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

初めに本
児の怪我
を確認した
職員から状
況説明を
受けて本
児の対応
を引き継
ぎ、本児と
共に怪我
の対応のた
め室内へ
移動し手
当を行う。
その後保
護者へ連
絡した。

普段あまり
外遊びをし
ない児童が
慣れていな
い活動的
な外遊びを
した際、注
意深く見守
れなかっ
た。

特になし

9363

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 36 36 4 3 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし
危険予知
に関する研
修を増やす

3.未実施 実施頻度(
0　)回/年 3.未実施 実施頻度(

0　)回/年 3.未実施 実施頻度(
0　)回/年 特になし

危険個所
を発見した
場合にはす
みやかに指
導員間で
共有し、必
要に応じて
学校側に
も相談す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

指導員が
見ていない
状況をでき
るだけ作ら
なくする

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

対象児は
１年生とし
て入所して
間もない時
期で、他の
児童に対し
てやや強引
に話そうとし
たり輪に交
ざろうとする
行動が見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

移動中の事
故であり指
導員全員で
子どもたちを
誘導してい
たが、事故
の起きた駐
車場は曲が
り角で死角
になりやすい
場所だった。
後ろから来
た指導員に
よって怪我を
した対象児
が発見され
たが事故の
瞬間は目撃
していない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

移動を先
頭側で引
率していた
他の指導
員は、撮
影場所で
子どもたち
を整列させ
るために声
をかけてい
て、後ろか
ら来る児童
の様子まで
は見ていな
かった。

特になし

学年が上の
子たちには
体格差につ
いて自覚さ
せ、体の小
さい子を押
したりするこ
とのないよ
う、日頃から
指導する。

9364

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 20 20 4 2 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 －

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
の確認及
び事故予
防に関する
研修を年
間２回実
施する。

3.未実施 － 3.未実施 － 1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

鉄棒に異
常はなかっ
た。

施設及び
遊具の安
全確認に
ついて、年
１２回
（月１
回）程度
の点検を
行っていく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

見守りの範
囲が広く、
瞬時に対
応しきれな
かった。

屋外で活
動する場
合は、活
動範囲をこ
れまでより
狭くすること
で、十分な
見守りがで
きるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒で遊
んでいた
が、危険な
様子はな
かった。
（２連鉄
棒。メー
カー名等
不明）

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

５ｍ程度
離れた場
所で他の
児童を含
めて見守っ
ていたが、
児童が転
落した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の場所
で遊ぶ児
童を見守っ
ていたた
め、事故を
確認できな
かった。

見守りの範
囲が広く、
瞬時に対
応しきれな
かった。

屋外で活動
する場合
は、活動範
囲をこれまで
より狭くする
ことで、十分
な見守りが
できるように
する。

9365

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 61 61 5 3 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第５指
基節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

児童の遊
び方から事
故となるよ
うな危険が
あることを
予見できな
かった。

些細な事で
も重大な事
故につながる
事、また過
去の事故例
などを職員
間で再度話
し合う。

3.未実施 － 3.未実施

実施頻度
(0)回/年
※実際には
利用時に
毎回簡易
な確認等は
しているが、
当該実施
場所はクラ
ブの管理対
象外施設
であり、定
期点検は
実施してい
ない。

2.不定期
に実施

実施頻度(
24 )回/年 特になし

床張りのた
め、衝撃緩
和ができな
いことから
些細な事
でも事故
発生に繋
がりやすい
環境である
ことを職員
間で再確
認し、注意
を徹底す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

児童全体
がドッジ
ボールで興
奮してお
り、周りが
見えていな
い状況で
あった。

遊んでいる
時も周りの
児童にぶつ
かったりしな
いように気を
付けるという
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体育館遊
びで他児
童と共に
ドッジボー
ルをしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

児童が見
渡せる位
置で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

体育館以
外の部屋
で他児を
保育してい
たため見て
いなかった

特になし

既に記載し
たソフト面、
ハード面、
環境面及び
人的面での
改善策によ
り、充分改
善できるもの
と見込まれ
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9366

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 29 29 3 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

子どもの遊
びについて
注意点を
まとめ、再
発防止に
努める

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
使用上の
ルールの徹
底を図る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

子どもへの
注意喚起
の徹底
（子どもた
ち自身が
気を付けら
れるように
声をかけ
る。）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらない様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

校庭で遊
ぶ数人の
児童を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は室内で
遊んでいた
児童の見
守りがあ
り、校庭に
いた支援
員は1名で
あった。

特になし

職員間の連
携を密に行
い、事故防
止に努め
る。子どもへ
の声かけを
積極的に行
う。

9367

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 26 26 2 1 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

子どもの遊
びについて
注意点を
まとめ、再
発防止に
努める

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
使用上の
ルールの徹
底を図る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

子どもへの
注意喚起
の徹底
（子どもた
ち自身が
気を付けら
れるように
声をかけ
る。）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらない様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

校庭で遊
ぶ数人の
児童を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は校庭の
別グループ
で遊んでい
た児童の
見守りがあ
り、怪我を
した児童の
近くにいた
支援員は1
名であっ
た。

特になし

職員間の連
携を密に行
い事故防止
に努める。
子どもへの
声かけを積
極的に行
う。

9368

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 64 64 5 3 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

右足関節
外顆骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

普段から注
意していた
が、かかとを
踏んで歩い
ていたた
め。

かかとを踏
んで歩いて
いた場合き
ちんと履くよ
うに声掛け
をする。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年 3.未実施 実施頻度

(１)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年 特になし 特になし 7.その他

上履きのか
かとを踏ん
でいたこと
でバランス
をくずしたの
ではない
か。

上履きをき
ちんと履くよ
うに声掛け
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特にかわり
ない様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

部屋の中
で歩いてい
た際のこと
で、本人か
らの訴えで
けがをした
ことに気が
ついた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

部屋の中
で歩いてい
た際のこと
で、本人か
らの訴えで
けがをした
ことに気が
ついた。

特になし

上履きをき
ちんと履くよ
うに声掛け
をする。

9369

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 9 3 21.９
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守り
のポイント
の確認と周
知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
については
問題なし

なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体育館に
てドッヂボー
ルをしてい
る際に発
生。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

通常の活
動であった
ので、特別
な見守りは
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

通常の活
動であった
ので、特別
な見守りは
していな
かった。

特になし

児童に対して
は、けがをしな
いよう気を付
けて遊ぶよう
注意を促し、
職員間で情
報共有と見
守りの際の注
意点を再度
確認した。

9370

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 36 36 10 2 22.10
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘脱臼
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守り
のポイント
の確認と周
知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
については
問題なし

なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつも
どおりの
様子で
あった

校庭にてタ
イヤ跳び
ジャンケン
をしている
際に発生。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

通常の活
動であった
ので、特別
な見守りは
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

通常の活
動であった
ので、特別
な見守りは
していな
かった。

特になし

校庭で遊ぶ
ときの注意
事項を周知
し、遊ぶ前
は準備運動
を徹底す
る。

9371

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 24 24 3 2 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足首　ひ
び及び骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

なし 見守りの徹
底

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年 なし

毎日見守
り　遊具の
点検

1.集団
活動中・
見守りあ
り

外遊び時
に遊ぶ範
囲を定める

支援員全
員での情
報共有の
徹底

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特にかわり
ない様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

職員配置
を毎回確
認

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

鬼ごっこを
している付
近には支
援員も配
置していた
が転んだ瞬
間の動きは
見ていな
かった。

なし

特定の児童
なら大丈夫
と思わず全
員で緊張感
を持ち見守
る
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9372

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 93 93 10 4 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右くるぶし
剝離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 なし

2.基
準配
置

特になし 特になし 2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

転んだ場
所がタイル
面になって
おり、地面
と違って滑
りやすくなっ
ていた。

児童、職
員ともに危
険があるこ
とを周知す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達といつ
ものように
遊んでいた
が、鬼ごっ
こをしてい
たので走っ
ていることが
多かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

支援員が
すぐ近くで
見ていてす
ぐに動いた
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ケガをした
児童を含
めて、広場
全体を見
ていた。

特になし 特になし

9373

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 24 24 2 1 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1　　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

より多くの
児童を見
守ることが
できる場所
で支援を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年 特になし

事故誘因
は自らの落
下によるも
のであるた
め、ハード
面における
特段の改
善策はな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

支援員体
制は適正
であり、特
段の改善
策はない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発な児童
である。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

外遊びの
見守りでグ
ラウンドで
支援を行っ
ていたが、
当該児童
から離れて
いたために
落下するの
を防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援室内
で他の児
童の見守り
を行ってい
た。

特になし

遊具を安全
に使用して
遊ぶことがで
きるように、
声かけする
よう努める。

9374

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 25 25 4 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手前腕
部尺骨骨
折及び左
肘脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故当日
より職員全
員に事故
の内容を
説明し、こ
の様な事
故が今後
起きないよ
う指示を
行った。

2.不定期
に実施

実施頻度(
4  )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

公園を歩
いている途
中でつまず
いて転倒し
たが、他の
児童と話し
ながら歩い
ており足下
などに注意
がいってい
なかったと
思われる。

歩いていて
の事故とは
言え、児童
がバランス
を崩した場
合に備えて
児童に注
意を促し見
守る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

歩いていて
の事故とは
言え、児童
がバランス
を崩した場
合に備えて
児童に注
意を促し見
守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
楽しく遊ん
でいた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

痛めた後、
直ちに、応
急処置を
行い病院
へ連れて
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

すぐ近くで
見守ってい
た。

児童がつま
ずいてバラ
ンスを崩し
たとき、すぐ
近くに職員
が居たが咄
嗟のことで
間に合わな
かった。

特になし

9375

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 67 67 8 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

迅速な対
応はできた
が日々マ
ニュアルを
振り返りい
つ何が起き
てもいいよ
うに一人一
人が準備
しておく必
要がある。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし

怪我につな
がる場所が
ないか、ケ
ガにつなが
る動きをし
ていないか
を確認し安
全に過ごせ
る環境を
作ることが
必要。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外は広く子
ども同士の
接触も室
内よりは少
なるが常に
注意を払
い、事故が
起こる前に
防げる声
掛けが必
要。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

最終日とい
うこともあり
良い姿を
見せようと
頑張ってい
た気がす
る。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

突発的に
走りだしこ
けないよう
に声掛けを
したが間に
合わなかっ
た。こける
瞬間も手
を差し伸べ
ることができ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の子ども
達の保育
をしていて
こけた後に
駆け付け
た。

特になし

その時の状況
や子どもの心
境を考え、先
に予測をた
て、事前に声
かけをして促
す必要があっ
た。

9376

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 9 9 2 1 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左撓尺骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

職員2名
体制の中
で施設に
保護者の
お迎えがあ
り、職員一
人が一時
的に施設
へ戻ってい
た。

見守りの職
員の人数
により遊び
の内容を
変える等、
児童全員
が安全に
過ごせるよ
うにクラブ
全体で工
夫をしてい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年 3.未実施 実施頻度

(12)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

逆上がりの
補助台の
使い方が
間違ってい
た。（補助
台の上から
鉄棒へジャ
ンプしてい
た）

間違った使
い方をする
とケガにつ
ながる旨を
指導。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鉄棒本来
の遊び方と
は違う、
誤った使い
方をしてい
た。

子どもたち
に正しい遊
び方を伝
え、職員へ
の見守り指
導も行っ
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

体操を習っ
ていることも
あり、得意
気な様子
でチャレン
ジしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで見
守ってはい
たが、事故
現場を直
接は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お迎えの対
応により、
１名一時
帰所

お迎えの対
応により、
一時的に1
名体制

特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9377

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 25 25 4 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手前腕
部尺骨骨
折及び左
肘脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故当日
より職員全
員に事故
の内容を
説明し、こ
の様な事
故が今後
起きないよ
う指示を
行った。

2.不定期
に実施

実施頻度(
4  )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

他の児童と
話しながら
歩いており
足下などに
注意がいっ
ていなかっ
たと思われ
る。

歩いていて
の事故とは
言え、児童
はバランス
を崩しやす
いため、児
童に注意
を促し見守
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

歩いていて
の事故とは
言え、児童
はバランス
を崩しやす
いため、児
童に注意
を促し見守
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
楽しく遊ん
でいた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

痛めた後、
直ちに、応
急処置を
行い病院
へ連れて
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

すぐ近くで
見守ってい
た。

児童がつま
ずいてバラ
ンスを崩し
たとき、すぐ
近くに職員
が居たが咄
嗟のことで
間に合わな
かった。

特になし

9378

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 1 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘　ヒビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ケガにつな
がりそうな
遊びについ
て改めて洗
い出し、指
導員間で
共有する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3　)回
/年

特になし

ケガにつな
がりそうな
場所につい
て改めて洗
い出し、指
導員間で
共有する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

危険性を
感じられる
遊びをして
いる子に対
し、早めに
指導員た
けでなく子
供たち同
士で声掛
け合う意識
を持たせ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気に登
所し、元気
に遊ぶ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

当児童の
動きを見
守りつつ
も、瞬時の
ことに対応
できず。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

1名は2Fに
て他児童
の宿題を
見る。1Fは
1名子ども
を見守り、
１名は見
守りと同時
に事務処
理のため
PC操作

特になし

定期的に、
児童全員に
どういったこと
が危険につ
ながるかを
考える時間
を設け、学
童全体で共
有しあう。

9379

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 22 22 3 2 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

鼻骨骨折
（治療期
間：1か
月）　診
断書なし

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
6   )回/年

2.基
準配
置

注意喚起
の声掛けは
していた
が、新一年
生という事
もあり何度
も注意喚
起する必
要があっ
た。

事前の声
掛けの徹
底、事故
防止に関
する研修
会への参
加。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2  )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

十分な距
離は取って
いたが、想
定外の事
が起きる場
合も想定
すべきで
あった。

今回も十
分な距離
は取ってい
たが、バット
が飛んでい
くことも想
定し、観戦
する場合は
かなりの距
離をとる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

今回の経
験で想定
外なことが
起こること
も伝えて必
要以上に
距離を取
り、児童に
も毎回意
識させる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

元気に遊
んでいた。
野球が好
きで高学
年の野球
を距離を
取り観戦し
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

一緒に遊
びにも参加
し、見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児を
含め野球
の様子を
見ていた。

注意喚起
の声掛けは
していた
が、新一年
生という事
もあり何度
も注意喚
起する必
要があっ
た。

遊びの場だ
けでなく、落
ち着いた環
境（室
内）で注意
喚起する。

9380

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 4 1 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 骨挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

児童館の
トラブルや
小さな怪
我が起こっ
た場合、職
員1名が対
応に当たる
ため見守り
が手薄にな
る。集団活
動を苦手と
する児童に
1名関わる
場合も同じ
ように手薄
となり得
る。

見守りが手
薄となる場
合は、目の
届く範囲に
児童を集
め遊ばせた
り、皆で同
じ遊びを行
う。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施 毎日

児童は大
人が考えも
つかない行
動をとると
きがある
（本来の
使い方では
ない遊び
方）また、
遊びに夢
中になると
周りが見え
なくなる。

遊具や道
具は本来
の使用の
仕方があ
り、誤った
使用をする
と危険なこ
とがあること
を知らせ、
声掛けを
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

活発な性
格であり運
動神経も
いいため、
外での活
動が得意
であると
思ってい
た。

運動神経
がいいと言
えども、じっ
としていられ
ず調子に
乗りやすい
児童につい
ては、行動
から目を離
さないことが
大切であ
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

友達数名
と鬼ごっこを
していた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

低学年の
児童と関り
ながら、全
体の把握
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室に
残る児童
の見守りの
ため、1名
保育室に
残ってい
た。外で
は、一人
遊びの児
童に関りな
がら見守
り。

集団遊び
の苦手な
児童に関
わり、注意
がそちらに
それてしま
いがちにな
る。

些細なこと
でも、職員
が気付かな
かったことは
児童が伝え
れるような環
境づくりをす
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9381

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 35 35 5 4 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故はソフト
面以外の
要因で起
こったので
改善策な
し。

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

特になし

今回の事
故はハード
面以外の
要因で起
こったので
改善策な
し。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

今回の事
故は環境
面以外の
要因で起
こったので
改善策な
し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊んでいる
時に友達と
喧嘩をして
ふてて近隣
の体育館
の方に行
き、体育館
の階段でつ
まずいて捻
挫

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

捻挫をした
後、腫れな
どもなく本人
も大丈夫と
言っていたの
で、怪我の
直後は特別
な処置はし
なかったが、
その後また
足に痛みが
あり歩いて
帰れそうにな
かった為、保
護者に連絡
をする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の対応をし
ていた。

ふててい
て、周りを
見ていな
かった為

遊ぶ場所以
外の場所に
行っていた
為、他の事
故や怪我に
もつながるの
で、決められ
た場所以外
に行かない
ように注意
喚起をした。

9382

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 17 17 5 4 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

8.その
他 2.なし

2.不
定期に
実施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故につい
てのマニュ
アルを作成
する。支援
員間での
周知徹
底。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

学校の空
き教室を
使わせても
らっているの
で、積極的
な点検があ
まりできて
いない。

サッカーなど
ボールを使
う遊びでの
ルール作
り。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

いつも通り
の遊びだっ
たので子ど
もに任せて
いたが、い
つでも介入
する姿勢も
必要だっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

大きな声を
あげなが
ら、ゴールを
守ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ゴールの横
にいて、様
子を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

至近距離
に1人いた
ので、一人
は全体を
確認できる
距離にい
た。

みんなのた
めにボール
を受けてあ
げたい、と
思ってい
た。

子ども同士
の関係性や
特性につい
て、よく理解
しておく。

9383

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 124 # 13 7 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

落下の可
能性のある
遊具のそば
には必ず職
員が付く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年 特になし

遊具につい
ては特に問
題なしのた
め、改善実
施なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

子どもたち
に決まりを
守ることが
身を守るこ
とにつなが
ると指導す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

うんていのと
ころに走っ
て行ってあ
わてて掴ん
で落ちた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
守りしてい
た。子ども
を追いかけ
たが間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
守りしてい
た。

特になし

グラウンド入
口で注意事
項を伝えて
グラウンド内
に入れる。

9384

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 6 4 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左外果骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する研
修を行い、
児童の遊
びについて
改善点が
あるか考え
ていくように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
36　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
36　)回/
年

特になし

日々の点
検を行う中
で、事故が
起こらない
ようより意
識をして点
検をしてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

慣れた場
所でも安
全にすごせ
るよう指導
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全員が４
班にわかれ
て、リレー
形式でか
けっこをし
た。支援員
は担当の
場所で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全員同じ
遊びだった
ので、近く
で見守って
いた。

特になし

可能な限り
職員は全体
を見渡せる
よう配置を
する。また、
声掛け等も
同時におこ
なっていく。

9385

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 92 92 6 4 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 未実施

1.基
準以
上配
置

人員配置
的には人
数はいる
が、事故・
怪我の予
測が必要

月の職員
会議で、全
ての職員で
事故・怪我
等の危険
性ついて再
度見直しを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動に夢
中になり、
周囲の状
況が見えな
くなっている
ようであれ
ば、適宜
声かけを実
施する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
などは特に
問題がな
く、グラウン
ドで遊べる
という気持
ちで気がは
やっていたと
思われる

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

１対１で
の対応では
なく、複数
職員でグラ
ウンドで遊
ぶ児童を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児童
だけでなく、
グラウンドで
遊ぶ児童
全体を見
ていた

園庭を利
用する際、
児童に理
解できるよ
うに注意喚
起をする。

新しい環境
に慣れるま
では、しっか
りと活動時
の注意点・
危険性など
を十分に説
明していく。

89 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9386

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 2 22.10
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首
右堯骨骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 未実施

2.基
準配
置

特になし

事故予防
を重点にお
いた研修を
行う。

2.不定期
に実施 使用都度 2.不定期

に実施 使用都度 2.不定期
に実施 使用都度 特になし

日々使用
しながらの
点検にとど
まっている
ため、年度
初めや学
期末に安
全面をより
意識して点
検を行うよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

遊んでいる
児童に細
やかに声掛
けなどをす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段の保育
室内よりも
広い場所で
風船遊びを
して、他の遊
具を置いて
いるところま
で移動してし
まい、足元も
見ていなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

当該児童が
風船遊びを
していること
は認識して
いたが、他の
児童の遊び
を見守ってお
り、転倒した
場所まで移
動していった
ことは見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育児童
数が7名の
ため、その
場にいたの
は担当職
員1名で
あった。

特になし

職員は可能
な限り全体
を見渡すよ
う心がけると
ともに、児童
にも遊びに
よって十分
なスペースを
取るように指
導する必要
がある。

9387

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 18 18 3 1 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

危険予測
が十分でな
く、本来で
あれば配
置の必要
がある場所
に職員がい
なかった。

危険が予
想される遊
具（丸うん
てい、ジャン
グルジム、
ぶらんこ、
鉄棒）に
ついては、
必ず職員
が付き添
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

入学したば
かりで初め
て遊ぶ遊
具だった為
慣れていな
かった。遊
具に問題
はなかっ
た。

危険個所
の確認と共
有を月に
１度は行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

個別対応
になりすぎ
ないように
配慮し、危
険個所の
再確認と
配置につい
てその都度
確認を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児はグラ
ウンドで補
助員と児
童４人
（ケガをし
た児含
む）で、
ボール遊び
をしてい
た。本児
は、グルー
プで遊んで
いる途中に
グループか
ら抜けて一
人で丸うん
ていに向
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ボール遊び
をしている
児童を見
守っている
中、本児が
反対側の
丸うんてい
に向かった
ため、丸う
んていで遊
ぶ本児の
動きを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

10メートル
程離れたグ
ラウンドの
別の場所
でサッカー
の見守りを
していた
為、丸うん
ていに児童
が行った事
に気が付か
なかった。

特になし

運動場全体
を見る見守り
の職員も配
置し、丸うん
ていやブラン
コ、ジャングル
ジムに児童が
いる場合は、
近い距離で
見守りを行
う。外遊び時
には、誰がどこ
で見守りをす
るかの確認
と、危険と考
えられる場所
に児童がいる
場合は、職員
同士での声
掛けを行う。

9388

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 26 26 3 3 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

支援員の
安全への
再確認と
子どもへの
注意喚
起。

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日毎
日)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鬼ごっこや
遊んでいる
場所の範
囲に階段
があった。

階段から飛
び降りるよ
うな遊びは
しないよう
注意する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊び場所
の範囲であ
る。

階段から飛
び降りない
よう注意す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこを
していて鬼
から逃げよ
うとしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ちょうど見
守りの場所
から見えな
い位置で、
足をひねっ
たと言って
きたので対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
場所で見
守っていた
り、ほかの
子の対応
をしてい
た。

子どもが見
えなくなる
死角があっ
た。

怪我をする
子どもが増
えていること
を念頭に置
きながら、支
援員も見守
りの対策を
施す必要が
ある。

9389

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 170 # 15 4 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右前距腓
靭帯裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

体育館から
室内に戻
る途中であ
り、対象児
童の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

体育館から
室内に戻
る途中であ
り、対象児
童の動きを
見ていな
かった。

体育館遊
びの後は、
勢い良く走
りながら部
屋に戻る
傾向にあ
る。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9390

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 106 # 12 8 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首2か
所骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マニュ
アルを整備
していた。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9391

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 51 51 6 3 19.７
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

特になし

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9392

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 86 86 10 3 19.７
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折2か所

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

両手に荷
物を持って
いたため、
転倒時に
手をつくこと
ができな
かった。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9393

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 96 96 12 4 23.11
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨尺
骨骨折、
右前腕皮
膚欠損創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

走って下校
していた。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9394

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 210 # 12 6 21.９
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

事故者が
傘を2本
持った状態
で走ってい
たため発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9395

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 162 # 15 6 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9396

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 46 46 6 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指季
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9397

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 118 # 9 3 18.６
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

肘内障、
若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登下校中
のため支援
員の見守り
なし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登下校中
のため支援
員の見守り
なし

遊びながら
下校してい
た。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9398

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 77 77 6 3 18.６
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

左足第
2，3関節
足裏裂傷

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登下校中
のため支援
員の見守り
なし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登下校中
のため支援
員の見守り
なし

車道ギリギ
リで信号待
ちをしてい
た。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9399

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 81 81 7 3 21.９
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上1番
（中切
歯）歯牙
破折・歯隨
炎

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登下校中
のため支援
員の見守り
なし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登下校中
のため支援
員の見守り
なし

下校中に
ふざてあっ
ていたため
発生した事
故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9400

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 88 88 6 3 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9401

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 124 # 9 4 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

下腹部裂
傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

4.具合
が悪かっ
た(熱
発・腹
痛・風邪
気味等
理由を
記載)

手術後で
あった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

棚の前で、
2人とも支
援員に背
を向けての
ことだった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

棚の前で、
2人とも支
援員に背
を向けての
ことだった。

特になし

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9402

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 34 34 7 3 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
中節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9403

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 90 90 9 4 19.７
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘関節
捻挫血種

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校中の
ため支援
員の見守り
なし。

タブレットな
ど、ランドセ
ルの荷物が
重かった模
様。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9404

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 77 77 5 3 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足甲の
軟骨損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9405

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 17 17 4 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕肘骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9406

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 46 46 12 6 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
端線離開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9407

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 18 18 3 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足首剥
離骨折の
疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。
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死亡
0
歳
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歳

2
歳
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9408

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 72 72 10 7 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9409

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 123 # 12 6 23.11
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肩打撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9410

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 53 53 3 2 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9411

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 69 69 9 9 22.10
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨端
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9412

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 77 77 7 3 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肩鎖骨
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で起きた
事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9413

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 32 32 6 2 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で起きた
事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。

9414

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 49 49 7 5 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の見
守りの中
で、当該児
童を見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

今後も危機
管理の手引
きを用い，
迅速な対応
を行ってい
く。
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童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9415

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 35 35 2 1 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
くるぶしの
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

日常的な
危機管理
能力を高
めていく指
導する

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年 3.未実施 実施頻度(

)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年 特になし

今回の事
故は、ハー
ド面に要因
はないと考
えるが、定
期的な安
全点検を
継続してい
く

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

泥遊びをし
たあとは支
援員が穴
が埋まって
いるか確認
を行い、そ
のままの場
合は支援
員で整備
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

外で鬼ごっ
こをしてい
るときにテン
ションがあ
がっていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児童
を見守りな
がら声かけ
を行ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員
と一緒に見
守りをして
いた。

特になし

日常的な危
機管理能
力を高めて
いく指導する

9416

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 43 43 4 1 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

安全対策
や危機管
理が十分
ではなかっ
た。

今回の事
故を職員
全体で共
有し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(280)回/
年

3.未実施 実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(30)回/年

ゴムマットの
老朽化に
より事故に
つながっ
た。

ゴムマットの
張替えを
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

出入口など
は慌てず落
ち着いて歩
くよう児童
に声かけを
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児も
含めた庭で
遊んでいる
児童複数
名の見守り
を行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、室内の
児童の見
守りをして
いた。

特になし

すのこ板にタ
オルマット等
を敷き、指
が挟まらない
よう防止す
る。

9417

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 227 # 14 7 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首上
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9418

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 95 95 12 4 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9419

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 147 # 13 8 19.７
歳

1.男
児 － 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9420

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 24 34 3 1 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
第5中足
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9421

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 96 96 9 4 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
骨折（第
2関節）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9422

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 104 # 10 4 19.７
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足親指
第一関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9423

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 91 91 9 4 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9424

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 175 # 14 7 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
永久歯の
欠け

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9425

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 218 # 16 6 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9426

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 161 # 12 4 18.６
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手前腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9427

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 140 # 11 4 23.11
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもとに
事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

児童の側
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9428

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 18 18 4 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

－
事故予防
に関する研
修の実施

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年 3.未実施 実施頻度

(０)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年 －

問題はな
かったが、
今後も遊
具の安全
確認を必
ず行う

3.個人
活動中・
見守りあ
り

－ 見守りを徹
底する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ドッチボール
だったので
コートの端
から全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ドッチボール
だったので
コートの端
から全体を
見ていた

ボールを取
る時に地
面に指をつ
いてしまった
時と考えら
れる

外遊び前や
後に一旦集
めて、怪我
をしている児
童を確認す
る

9429

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 59 59 6 2 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特に無し
遊具の見
守りを強化
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

支援員に
よっては、
児童と一
対一での
見守りが
あった

全体の児
童を見守
るように、
支援員同
士が声かけ
あって見守
りを行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
りなく外遊
び（サッ
カー）をし
ていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

サッカー・ブ
ランコ・アス
レチック・鉄
棒などを４
人の職員
で見守りを
行っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内遊び
を２人の
職員で見
守りを行っ
ていた

１年生は
高鉄棒に
登らないよ
う決めてい
たが、本児
がルールを
忘れて登る
ところを遠く
から見守っ
ていた職員
の声掛けが
出来なかっ
た。

校庭を見守
る職員の動
きを再確認
し、全児童
を見守ること
ができるよう
にする。児
童へ遊具の
使い方を再
指導する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9430

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 29 29 2 1 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

－

横にいても
瞬時におき
た事故だっ
たため、更
に見守りに
気を配る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

－

ブランコを
囲む66ｃ
ｍの低いも
のではある
が、見守り
に注意が
足りなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ブランコでの
事故が多
い為注意
を払い見
守っていた
が、囲いで
事故が起
きると思っ
てなかっ
た。

子どもたち
の行動につ
いては、更
に注意を
払い見守
ること。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

とてもおとな
しい子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ブランコの
前で見守っ
ていたが、
横を向いた
際にはすで
に転んでい
た。すぐに
抱き起し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内での
見守りをし
ていた。当
該児童が
戻ってきた
際は、すぐ
に冷やし落
ち着かせ
た。

－

近くで見守り
を行っていた
ので、瞬時
の事故にも
対応できる
ように気を配
る。

9431

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 18 18 2 1 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右中指
（第２関
節）骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

支援員の
急な体調
不良のた
め、見守り
の体制が
通常に比
べて手薄と
なった。

遊具使用
時は特に
注意を払
い、正しく
安全な使
用ができる
よう指導を
し、更に見
守りにも気
を配る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

－

施設・設備
に問題な
し。ブランコ
から降りる
タイミングが
悪かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の数
が少なく順
番を待つ
児童が多
く、当該児
童が焦った
感じがあ
る。

遊具使用
時は、正し
く使用する
ことを遵守
させる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

慌てたり、
転んだりす
ることが多
く、この日も
ブランコが
止まる前に
降りようとし
て落下し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ブランコの
前で見守っ
ていたが、
瞬時のこと
で間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児童の
世話やお
迎えの対
応、おやつ
の準備など
を行ってい
た。

－

学童保育
支援員の急
な体調不良
時の代替職
員の確保を
図る。

9432

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 21 21 3 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

現在マニュ
アルを作成
中である。
また、福智
町のフロー
チャートを
利用する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１５０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

学童クラブ
では必要の
ない手すり
だった

事故の起
きた手すり
は所有者
（福智
町）へ確
認後、撤
去した。
（経年劣
化も見られ
た為）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

突然の事
であったた
め、注意が
間に合わな
かった。

危険な行
動に対し
て、通常時
からの児童
に対しての
声かけを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調は普
段通りで
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

外遊びの
集団が二
手に分かれ
ていたの
で、各集団
を見守る
形をとって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊びに
職員が2
人、室内
遊びに職
員1人が見
守ってい
た。

玄関前
（スロープ
で手摺あ
り）では遊
ぶ事を日
頃より禁止
にしている
が、遊びに
夢中になっ
てしまって
上級生とそ
の場所に
入ってしまっ
た。

翌日子ども
たちと危険
個所や遊び
方について
全体確認を
おこなった。

9433

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 46 3 3 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

右足リスフ
ラン関節靭
帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

学校とは違
い、座卓の
為視界に
入りずら
かった

見守り・声
掛けの強
化・机の配
置間隔

1.定期的
に実施

実施頻度(
240)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3)回/年

座卓の高さ
など

通常の状
態でも起こ
りうる事故
を先に考え
る

3.個人
活動中・
見守りあ
り

教室内の
座卓の位
置

見守りの強
化

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

－
座卓の高
さ・位置な
ど

見守り・声
掛けの強化

9434

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 35 35 6 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あったが、
見守りをよ
り強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故に関して
は遊具の
不備では
なかった
が、日頃か
ら支援員が
点検時以
外にも意
識をして確
認をするよ
うにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべて
を監視する
ことは困難
なため、日
頃からクラ
ブでの過ご
し方につい
ての話をす
るなどして
注意を促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気に来
所した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

利用児童
がサッカー
遊び・遊具
遊びなどい
くつかの遊
びにわかれ
て遊んでい
たため、少
し離れた場
所から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

－ 特になし

あらゆる状
況を考え、
児童の動き
を予測し危
険を妨げら
れるよう見
守っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9435

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 5 5 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

唇の下を2
針縫う、上
前歯(右)
抜ける、下
前歯(4本)
グラつく、下
歯茎内側
に上の歯が
貫通

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あったが、
見守りをよ
り強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故に関して
は遊具の
不備では
なかった
が、日頃か
ら支援員が
点検時以
外にも意
識をして確
認をするよ
うにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

アスファルト
や段差のあ
る所を走っ
ていたの
で、注意を
しようと思っ
ていた時に
転んでケガ
をした。

早めに声
掛けをし
て、注意を
促せばよ
かった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらず元気
に来所し、
外遊びで
楽しそうに
鬼ごっこを
した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子ども達と
一緒に鬼
ごっこをして
いた。事故
発生時、
鬼から逃げ
ていたた
め、対象児
から離れた
所から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

固定遊具
で遊んでい
る子ども達
を見ていた
ので、事故
に気付かな
かった。

子ども達が
広範囲に
動いていた
ため、1人1
人の行動
を把握でき
ていなかっ
た。

あらゆる状
況を考え、
児童の動き
を予測し危
険を妨げら
れるよう見
守っていく。

9436

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 21 21 4 4 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の完全
脱臼・顎歯
肉裂傷　/
頭部打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あったが、
見守りをよ
り強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故に関して
は遊具の
不備では
なかった
が、日頃か
ら支援員が
点検時以
外にも意
識をして確
認をするよ
うにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべて
を監視する
ことは困難
なため、日
頃からクラ
ブでの過ご
し方につい
ての話をす
るなどして
注意を促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
来所。本
人も登って
はいけない
事を理解し
ていたが学
校の昼休
み、クラブの
外遊びで
登り降りを
繰り返して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見な
がら対象児
の動きも見
ていたが、見
守りの中で
他児のトラブ
ルの対応を
しており、倉
庫裏は普段
から行っては
いけない場
所で、遊び
のスペースか
ら離れていた
ため最終的
には対象児
を注意して
見ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同上 特になし

あらゆる状
況を考え、
児童の動き
を予測し危
険を妨げら
れるよう見
守っていく。

9437

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 3 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨骨
端線骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

ケガの可能
性がある場
合には、そ
の都度注
意をしやめ
させる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4 )回/年 特になし

机のそばや
物の近くで
は遊ばない
ように声掛
けをおこ
なっていく

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし
危ないと感
じた時に声
掛けを行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

宿題で難
しいところが
あったため、
一人遊び
を行ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児童
のそばで宿
題の様子
を見守りな
がら全体の
様子も見
守っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その他の児
童を検温し
ながら受け
入れを随
時行ってい
た。

特になし

危険な行動
がみられた
場合に瞬時
に考察しや
めさせる。同
じ空間にい
る職員同士
で見る範囲
を事前に決
め役割分担
を行う。

9438

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 20 20 6 4 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あったが、
見守りをよ
り強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故に関して
は遊具の
不備では
なかった
が、日頃か
ら危険な
箇所がない
かを支援
員が点検
時以外に
も意識して
確認するよ
うにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべて
を監視する
ことは困難
なため、日
頃からクラ
ブでの過ご
し方につい
ての話をす
るなどして
注意を促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びで
鉄棒で遊
んでいる
時、着地し
た際にバラ
ンスを崩し
前方に手
をつき負傷
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒のそば
で見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊びに
対応してい
た他の支
援員３名
は、他の児
童の見守り
をしてい
た。

特になし

あらゆる状
況を考え、
児童の動き
を予測し危
険を妨げら
れるよう見
守っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9439

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 7 7 8 1 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左腓骨遠
位端剝離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
6　)回/年

3.基
準以
下

指導員一
名では、児
童七名の
突発的な
行動に対し
て対応が
手薄になっ
た。何度も
訪問してい
た場所であ
り、いままで
問題行動
がなかっ
た。

2次災害を
防ぐために
も事前に
十分な想
定訓練を
準備してお
き、引率可
能な支援
員（２名
以上）に
応じて外出
する児童
数を決定し
ていく。

2.不定期
に実施

実施頻度(
開所日毎)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
利用毎対
応　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
開所日毎
)回/年

平日で来
訪者が少
なく、職員
に連絡し児
童の行動
も把握して
いたが、全
てにおいて
配慮が不
十分だっ
た。衝動的
な行動をと
るとは予知
しなかった。

安全に過
ごす為には
集団生活
のルール見
通しを持っ
た過ごし方
を子ども達
に示し理解
させる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

気になる児
童について
は突発
的、衝動
性な行動
でトラブル
等を引き
起こす事が
あり遊び方
によって危
険となるこ
とを、再度
伝えるべき
であった。

安全に過
ごす為集
団生活の
ルール見通
しを持った
過ごし方を
子ども達に
示し理解さ
せる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3年生女
児は同じク
ラブ活動の
先輩と一
緒に行動
できて楽し
そうにしてい
た。穏やか
な表情で
落ち着いて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童をベン
チに座らせ
見守ってい
た。突然児
童たちが走り
出したので
全員静止す
るよう伝えた
が、児童達
は突然階段
方向へ向
かった。職員
が追うとすで
に足を引き
ずりながら本
児が男児と
2人で階段
を上がってき
た。階段を
踏み外し足
首をひねった
と話す。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

－

コロナ禍で
自粛が多
く、学童外
での活動に
解放感

子どもたちに
危険な遊
び、症例な
ど理解させ
る。また突
発的、衝動
的な行動を
とる児童の
安全管理に
ついての研
修をおこな
う。

9440

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 30 30 3 2 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首の
骨折

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

安全対策
マニュアル
に保護者
へ病院へ
受診するよ
う促すとい
う指示が
あったが促
すことがで
きなかった。

もう一度支
援員全員
でマニュア
ルを確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

使っていた
ボールが新
品で空気
がたくさん
入っており
硬かったか
もしれな
い。

購入した際
にきちんと
硬さなど確
認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

2～6年生
までの異年
齢児でサッ
カーをして
いるなか当
該児童は
キーパーを
していた。

異年齢児
でサッカーを
するときは
高学年に
キーパーを
してもらう。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

サッカーゴー
ル前に立っ
ている。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

配置につい
た時にはす
でにうずく
まっていた
ため、周り
の児童に
状況を聞
き部屋へ
一緒に戻
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児が点
在して遊ん
でいたた
め、そちらの
見守りをし
ておりボー
ルが当たっ
た瞬間は
見ていな
かった。

休憩時間
の前から2
年生男子
児童がゴー
ルキーパー
をしていた
が声をかけ
ただけで止
めようとはし
なかった。

十分に予測
されるケガは
声掛けを行
うだけだなく
遊びを中断
させてでも止
めるようにす
る。万が一
を想定し、
保護者へ病
院へ受診す
るような促し
をする。

9441

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 38 38 4 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員の見
守りの仕
方。

児童の揉
め事に対
応中でも
他児を見ら
れる向きで
頻繁に様
子を目視
確認する。
見晴らしの
良い場所
かつ危険な
ことが起こり
うる場所を
しっかり判
断し、その
場所で見
守りを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし。

今回の件
では、遊具
に不備はな
かった。その
ためこの点
での改善
策は特にな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

真偽は不
明だが、そ
の場にいた
他の児童
から飛ぶよ
うに指示さ
れたという
情報もあ
る。対象児
のみなら
ず、周囲の
児童の思
考力、判
断力の低さ
も考えられ
る。

様々な行
動にてどの
ような危険
があるかを
考える時
間を確保
する。また、
危険と判
断し、自分
がしないと
決めたこと
を他児に
指示しない
ように話を
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

室内遊び、
戸外遊びど
ちらかに偏
ることはな
く、どちらも
好きという
児童で、当
該日は室
内遊び後
に戸外遊
びへと移っ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児の
至近にはい
たが、背を
向ける形で
別の児童と
接してお
り、落下し
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他クラブも
含め、約
40人の児
童が戸外
で遊んでい
る状況で、
他児を見
ており、対
象児を見
ていなかっ
た。

対象児
は、日頃
職員の話
をしっかり
聞かない、
聞いていて
も理解して
いないよう
な表情を
見せてお
り、対象児
の思考力、
聴解力、
運動能力
の低さも要
因となって
いる。

今回の事故
の要因につ
いては、上
記ソフト面、
環境面及び
人的面にお
ける再発防
止策により
対応可能と
考えており、
その他につい
ては特にな
い。

9442

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 18 18 4 4 18.６
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

1.基
準以
上配
置

小学校～
クラブの帰
り道に見守
りの支援員
はいなかっ
た。

小学校～
クラブの帰
り道に見守
りの支援員
を２名配
置させた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

遊具から落
ちる、ぶつ
かる。

遊具、玩
具を使用
前に点検
する。遊具
のある場所
に支援員
を配置す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

建物の壁、
柱、花壇の
ブロック、
フェンスなど
にぶつか
る。

安心クッ
ションを巻く
などする。

－

事故前の
児童の様
子は見てな
いのでわか
らない。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

施設に帰
る前のこと
なので支援
員は見てい
ない。他の
児童の知ら
せで支援
員ひとりが
事故現場
にかけつけ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

施設で他
の児童の
対応をして
いた。

学校～クラ
ブ　帰り道
見守りの支
援員がいな
かった。

なし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9443

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 69 69 9 3 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ブランコ遊
びの時に
は、今後も
必ず支援
員が見守り
をし、ブラン
コに乗って
いる児童の
そばに他の
児童が近
づかないよ
うに見守り
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

特になし

ブランコの
乗り方や周
囲での遊び
方について
考える

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

ブランコ遊
びのルール
を確認し、
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、好きな
ブランコ遊
びを楽しん
でいた。立
ちこぎをし
ており、少
し手を緩め
た時に他の
児童がブラ
ンコに触れ
てしまい、
落下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
近くに立ち
ブランコ遊
びを見守っ
ていた。他
の児童が
担当職員
に話しかけ
ブランコに
駆け寄って
きたため止
めようと振り
向いた間
に、もう一
人他の児
童がブラン
コに触れて
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は屋内外
の違う場所
で見守りを
していた。
児童の泣
き声や担
当職員の
呼びかけに
すぐ気づ
き、園主幹
教諭に報
告、園の保
健師がけが
をした児童
の手首を
冷やしなが
ら、連絡し
た保護者
の迎えを
待った。

特になし

子どもの活
動状況に応
じて職員の
配置を考
え、見守りの
強化を図
る。

9444

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 1 21.９
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外科頸骨
折

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

遊びとして
行う時間
帯ではな
かった。

見守りの支
援員がしっ
かりいる場
合にさせ
る。子ども
の要望を
断るべき
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

跳び箱を
使用せず、
人の体を
使って行っ
た。

跳ばせ方を
考える。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

1人ずつ順
番に跳ぶこ
とをきまりと
していたに
も関わら
ず、支援
員の「もう
終わり」の
言葉を聞
かず、走っ
て行き、跳
んだ。

ルール、決
まりごとを
確認し、徹
底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

順番を守っ
ていたもの
の、終わり
と言われも
う一度跳び
たい気持ち
がわき、慌
てて勢いを
付けて走っ
て跳んでし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

跳び箱の
土台として
体を丸めて
いたが、終
わりと知ら
せたので体
を起こそうと
したタイミン
グと児童が
手をついた
タイミングが
一緒でバラ
ンスを崩し
右肩から床
に落下し
た。その
後、慌てて
抱き起こし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

洗い場で、
使用済み
コップを洗っ
ており、他
支援員の
落下児童
への「大丈
夫？」とい
う言葉で気
付いた。

確認不足

活動内容
や、活動時
間を考え、
見直す。必
ず「見守る」
立場の職員
を配置す
る。

9445

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 2 1 19.７
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
0 )回/年

2.基
準配
置

下校途中
の為、子ど
もの受け入
れ態勢に
問題はな
かったと考
えられる。

下校から児
童クラブ事
業所までの
往来につい
て、定期に
指導を行う
ことを記載
するように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

下校途中
の為、事故
要因はな
かった。

なし 7.その他

下校途中
の為、事故
要因はな
かった。

なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

注意散漫
になってい
たと思われ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校途中
の為、見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校途中
の為、見て
いない。

下校途中
の為、事故
要因はな
かったが、
本児も含
めて利用
児童の交
通安全意
識の低さが
あったと考
えられる。

本児も含め
て、児童に
登下校時の
安全な往来
をするように
注意喚起す
る。

9446

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 17 17 3 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

危機管理
対応マニュ
アルを再
度、確認
し、事故防
止に取り組
む。

1.定期的
に実施

実施頻度(
293)回/年 3.未実施 実施頻度(

0)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具に問
題なし

大人数で
遊んでいる
場合は自
分の番がく
るまで時間
的余裕が
あるため休
憩もできる
が、1人し
か遊んでい
ない時は
連続して遊
んでしまう
ので、○回
したら休憩
を促すよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自己流で
の遊びや危
険行為をし
がちな児童
に目がいき
がちであ
る。

遊具で遊
ぶ児童たち
には危険
行動や間
違った使用
方法は絶
対に行わな
いように念
押し。その
他の遊具
で遊んでい
る児童にも
時間配分
を考えなが
ら声掛けを
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

常に活発
である。6
名の児童
がうんてい
で遊んでい
たがそのう
ち５名は
他の遊具
へ移動した
ため、対象
児童が1人
で使用する
ことになり
上達するた
めに練習を
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

雲梯近くに
ブランコや
鉄棒があ
り、危険行
動や好奇
心から違っ
た遊具での
遊び方をす
る児童がい
て注意して
いた。鉄棒
で前回りを
する児童か
ら見ててね
と言われ、
そちらを振
り向いてい
たら該当児
童が雲梯
から落ちて
泣いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内にいる
児童への
対応と要
支援児童
に対応する
職員がい
た。

1年生には
特に目配り
気配りが必
要。ただ
し、あちらこ
ちらから声
をかけられ
たら見ない
といけない
ので振り向
いてしまう。

室内はせま
く遊ぶ場所
がないので
毎日外で遊
んでいる。今
回の事故は
単独による
ものではある
が、1人で遊
具の遊びを
する際は、
必ず、1度
は近くまで行
き様子を確
認するように
する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9447

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 4 4 2 1 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
０　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する研
修を実施
する

3.未実施 実施頻度(
０　)回/年 3.未実施 実施頻度(

０　)回/年 3.未実施 実施頻度(
０　)回/年

ほうき保管
場所の側
に大きな木
があり、根
が地面より
上がってデ
コボコしてい
るため、足
元が不安
定であった
と思われ
る。

・足元が不
安定な場
所では、十
分に気を
付けるよう
児童への
声掛け
・定期的な
安全点検
の実施

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

転倒等の
危険がある
場所では
足元に注
意するよ
う、見守り
中にも児
童への呼び
かけを徹底
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

身体面で
は体調不
良、ケガな
どなく良好
であった。
精神面に
ついても、
いつもと変
わらず元気
な様子で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

当時利用
児童数は4
名で、皆の
様子が見
渡せるよう
に活動場
所を中庭
に限定して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保護者との
面談をして
いたため、
見ていな
かった。

特になし

ある程度の
見守り範囲
を声掛け等
で意思疎通
する。児童
クラブを利用
する高学年
の低学年に
対する声掛
けや協力を
得て、遊び
の内容や範
囲を利用児
童で共有す
る。

9448

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 32 32 4 4 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(11)回/年

2.基
準配
置

特になし
声かけや目
が行き届く
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年 特になし

うんていの
鉄部分が
滑りやすく
なっていな
いかなども
注意してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

うんていな
ど落下する
恐れがある
遊具の把
握

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らず元気で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

支援員2
人で見守っ
ていたが、
当該児童
が落下した
時は他児
童との関り
で手が離せ
ず直接監
視すること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

－ 特になし 特になし

9449

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 31 31 7 4 23.11
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
第2関節
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

支援員の
配置の仕
方や子ども
の遊び方に
問題はな
く、ボールを
故意に当
てたわけで
もない。偶
発的な事
故であるた
め要因を
特定できな
い。

職員一同
共通理解
のもとで安
全対策に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

当施設内
及び施設
回りについ
ては定期
的に点検
できるが小
学校の施
設について
は小学校
の管理のも
と点検が行
われる。

自施設に
ついては危
険個所等
無いよう常
に点検し安
全に気を
付ける。小
学校の点
検報告を
聞いたり使
用している
際に気づい
たことを報
告する等
小学校と
連携をと
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

ボールを
使って遊ぶ
ときに注意
をすること
や危険な
行為など、
子どもたち
が自ら危険
を回避でき
るよう学習
する機会を
設ける

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

週に一度
の校庭あそ
びの日だっ
たので、とて
も楽しみに
していて嬉
しそうだった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ボール遊び
をしている
ことは確認
していた
が、特に危
険な行為
もなく注意
をする場面
はなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員は
他の児童
集団の見
守りをして
いた

特になし
遊具・玩具
の点検管理
を徹底する

9450

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 55 55 8 5 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

粉砕骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

加害児童
が、鉄棒を
していた被
害児童を
後ろから押
した。

マニュアル
の作成。

2.不定期
に実施

実施頻度(
十数　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
十数　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
十数　)回/
年

鉄棒の横
に支援員
を配置

鉄棒に座ら
せない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

加害児童
が、鉄棒を
していた被
害児童を
後ろから押
した。

押さない、
叩かない、
言葉で伝
えることえを
児童に伝
える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

楽しく園
庭、鉄棒で
遊んでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

支援員は
全体を見
守り観察し
ていた、落
下後状態
を確認、室
内に戻す

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

支援員は
全体をみつ
つ、加配児
童に付いて
いた

叩かない、
押さない、
言葉で伝
えること

児童全体に
伝える、鉄
棒の横に支
援員配置

9451

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 5 1 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
1回/年

2.基
準配
置

１６時以
降の職員
体制が手
薄だった。

職員体制
の見直しを
行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

特になし

安全点検
を定期的
に行ってい
るため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

危険物等
はなく環境
は整ってい
たため

1.いつも
どおりの
様子で
あった

職員に甘
えたく、体
によじ登っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

危ないから
降りなさい
と口頭で注
意をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

登らないよ
うに口頭で
注意を行っ
た。

児童の行
動予測が
不十分だっ
た

上記以外の
要因はなし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9452

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 70 70 5 4 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 なし

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する研
修の開催
を検討す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(－)回/年 特になし

点検は定
期的に実
施してお
り、ハード
面の安全
対策は既
に十分であ
ると考えら
れる。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

遊具の使
い方・遊び
方の注意
喚起を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

館庭前提
を把握する
必要がある
ため、当該
児童からは
離れたとこ
ろで見守り
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

館庭で発生
した事故で
あるため館
内にいた他
の職員から
は事故発生
が見えず、
館庭に出て
いた職員も
他の児童を
注視してい
た。

特になし

遊具の使い
方・遊び方
の注意喚起
を行う。

9453

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 7 5 20.８
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨頭
骨折（全
治未定）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

複数の遊
びをするた
め、いつも
より多い指
導員の配
置にしてい
た。

改善策な
し。指導員
の配置人
数として
は、適切な
人数と思わ
れるため。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

ブロックを４
段積み上
げ、ブロック
跳び（跳
び箱のよう
な遊び）を
していた。
他の遊びで
マットを使
用していて
ため、マット
をしいてい
なかった。

マットを使
用する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ウレタンブ
ロックを積
み重ねてい
て跳び箱
遊びをして
いたため不
安定であ
る。

ホールという
空間での
激しい遊び
を複数同
時にするこ
とを控え
る。安定し
ないウレタ
ンブロックで
の跳び箱
遊びは行
わない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

卓球で遊
んでいたが
他の子ども
達が跳び
箱をして遊
んでいたた
め、元気に
参加してき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

激しい遊び
（マット運
動、跳び
箱）の中
間点で見
ていたが、
他の子に
声をかけら
れ対応して
いたため、
落下時に
手を差し伸
べられな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の問
いかけに対
応していた
ため見てい
なかった。
大きなブ
ロックで遊
んでいる低
学年の動
きを見てい
た。少し離
れていた。

激しい遊び
のため何度
も声がけを
していた。
（周りの確
認や注意
を促してい
た）

ホールでの
遊びの種類
の内容を再
確認して、ス
ペース等を
考慮し、利
用時間の見
直しをした。

9454

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 105 # 12 8 20.８
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

－

担当者は
常に一人
一人の動
きを注視し
安全確保
に努める。
どんなことで
も気軽に
話せる関
係をつくる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

－

廊下歩行
は右側を
しっかり前
を向いて
ゆっくり歩く
ことを全児
童と確認し
合い、声を
掛け合う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

―

見守りの徹
底を図り，
安全な歩
行とそれを
妨げるよう
な人の行
動や物の
配置を絶
えず確認す
る。必要に
応じて除去
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

元気に登
館し、友達
と一緒に行
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

廊下担当
職員は転
倒した様子
を見てお
り、直ちに
駆け寄って
声を掛け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
担当場所
を見守って
いたため、
対象児を
見守ること
はできな
かった。

―

安全なルール
を児童自らが
考える機会を
設け、同時に
事故回避能
力の育成を
図る。子ども
から気軽に話
や相談を受け
られるよう日
頃からの関わ
り合いを大事
にする。

9455

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 29 29 3 2 22.10
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折・
左尺骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故防止
のための活
動の工夫・
職員全員
でマニュア
ルを改めて
確認するほ
か、市内各
クラブ、職
員へ共有
し、再発防
止を図る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年 特になし

月に一度
実施する
施設内点
検におい
て、外遊び
で使用する
場所の安
全点検も
行うこととす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

学校校地
内のため、
外遊びの
際の危険
個所につい
ての点検や
把握が不
十分だった

月に一度
実施する
施設内点
検におい
て、外遊び
で使用する
場所の安
全点検も
行うこととす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午前中他児
とトラブルが
あり外遊び
について話
合いをした。
仲良く遊ぶこ
とを約束して
から午後の
外遊びに出
かけた際、
他児と一緒
に植え込み
内に入り込
んでしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこを1
名で見守っ
ていたが、
本児が鬼
ごっこから
抜けて他
児と2名で
植え込み
内に入って
いったため、
遊び場所
に戻るよう
に声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ドッチボール
コートにて、
他の児童6
名とドッチ
ボールをし
ていたほ
か、室内で
過ごすこと
を希望する
児童の見
守りをして
いた。

児童に対し
植え込みに
入らないこ
とや、外遊
びでは決め
られた場所
で過ごすこ
となど注意
喚起が徹
底されてい
なかった

特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9456

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 2 2 20.８
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

亀裂骨折
打撲　爪の
損傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

スチール製
の下駄箱
を倒れやす
い場所に
置き、かつ
固定してい
なかった

壁面に移
動し、固定
金具で固
定した

7.その他

早く外に出
たい気持ち
が強い児
童がいた

ゆっくり焦ら
ずに外へ出
るよう声掛
けをする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

人より先に
出たい気
持ちは強く
ない児童
なので、落
ち着いて順
番を待って
いた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

室内にいた
職員は閉館
業務等で児
童の様子を
見ていなかっ
た。外にいた
職員は外の
スペースで整
列の声がけ
をしていたた
め室内の様
子は把握で
きていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本館にて
勤務してい
たため、状
況は報告
を受けて
知った。

児童の見
守りの徹底 特になし

9457

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 3 1 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

両手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

職員ひとり
ひとりの児
童への対
応・見守り
を改善す
る。

職員から児
童への声が
けをこまめ
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他の危険
な行動を
とっている
児童をみて
いて、対象
児を見るこ
とができな
かった。

見守りの職
員を増やし
たり，児童
の遊び方を
変えるなど
の対応をと
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

楽しく鬼
ごっこをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
つつ、危険
なことが起
きそうな場
所の近くに
いたため気
づくことが遅
くなってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

館内にいる
児童の見
守りと、保
護者対
応、電話
対応をして
いた。

週末という
ことと、外
遊び後半と
いうこともあ
り疲れがた
まっていた
のではない
かと考えら
れる。

特になし

9458

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 43 9 8 22.10
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし － 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし －

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし －

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
友だちと元
気に遊んで
いた。ボー
ル遊び中、
相手のボー
ルを避けよ
うと後ずさり
した際に、
後方にうつ
伏せの状
態でいた児
童に気づか
ず躓いて転
んでしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ボール遊び
でアウトに
なった児童
は、転んだ
ままなかな
か立たな
かったり、寝
転んだまま
でいたた
め、それら
の児童には
危険を感じ
注意してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

遊戯室に
は担当職
員以外に
も時々他
の職員が
見守り、転
んだままな
かなか立た
なかったり、
寝転んだま
までいたりし
た児童に
対して危険
を感じ注意
していた。

特になし －

9459

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 38 8 6 21.９
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
左足首捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１００)
回/年

施設につい
て破損等
の異常は
見られな
かったが、
活動目的
を考えより
静かに過ご
すことがで
きる対策を
実施したう
えで活動す
る必要が
あった。

読書やゲー
ム的な内
容ばかりで
なく児童の
興味を持
続させるよ
う活動の種
類を増やし
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
友達とボー
ドゲーム等
で遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童の動
きがよく見
える所で、
全体の動
きを確認し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

児童は４
つの部屋に
分かれて活
動してい
た。また、そ
の他に外で
の活動も
行っており、
職員それぞ
れが担当
場所に分
散してい
た。

特になし 特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9460

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 119 # 9 7 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
の周知徹
底を定期
的に実施し
ていなかっ
た。

定期的に
職員研修
を行い、職
員配置を
見直す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

段差の境
界がわかり
づらい。

階段に段
差が分かる
ようにテー
プを貼る工
夫をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

動きが活
発な児童
だったので、
注意が必
要だった。

日常的に
階段付近
では走らな
いよう指導
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児の
動きは普
段と変わっ
た様子は
見られな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室の準
備をしながら
安全に配慮
して見守って
いた。本児
がステージ上
にいることは
把握してい
たが，転倒
を防ぐために
手を差し伸
べることは難
しい立ち位
置だった。転
倒後すぐに
傍に行きケ
ガの状況を
確認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯室以
外で他の
児童の対
応，電話
対応，事
務作業等
を行ってい
た。

児童へ注
意喚起で
きる距離に
立っていな
かった。

なし

9461

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 56 56 6 6 20.８
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨近
位端骨
折，右腕
橈関節脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

道路が下り
坂であっ
た。電気工
事のため車
両や工事
関係者が
いた。

走らずに登
館するよう
に継続して
声掛けす
る。道路の
点検等も
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

点検、巡
視を強化
する。

日常点検
と月１回の
安全点検
を引き続き
必ず行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の目
の届かない
登館途中
であった。

状況に応じ
て登館途
中の見守り
なども行
う。

4.具合
が悪かっ
た(熱
発・腹
痛・風邪
気味等
理由を
記載)

走って転倒
し、顔色も
悪く痛みが
ある箇所を
動かすと痛
がり泣いて
いた。（右
肘）

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

痛みの箇
所を確認し
つつ患部を
冷やして対
応した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

けがの状況
を確認しつ
つ他児の
登館も対
応した。ま
た登館時
刻が近かっ
た他児より
状況の聞
き取りを
行った。

当日は中学
生の職場体
験の受け入
れ中で1年
生は「ホール
で遊ぼう」を
実施中で
あった。職員
2名は移動
していた。児
童館には4
名が在館し
ていた。

配置の余裕
がある場合
は登館途中
の見守りも
行う。

9462

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 114 # 16 11 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

他児とケン
カをした直
後で興奮
していた。

児童同士
が揉めてい
る時は、安
全な場所
で落ち着い
て話し合い
をするなど
配慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

遊具の高さ

高さのある
遊具を安
全に使用
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

トラブル対
応の際、必
ず安全面
を確保して
対応に当
たる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

来館してす
ぐに外に出
て遊んでい
た。職員と
楽しそうに
虫の話をす
る様子も
あった。その
後、木の棒
をめぐって
他児とケン
カになりそ
のまま滑り
台まで上っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

危険な様
子が見えた
ため、けん
かを止め
た。１度落
ち着いたた
め、対応は
終えたが近
くにいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊びの
際は、高さ
のある遊具
など危険箇
所に職員
は分かれて
配置してい
た。

滑り台から
移動する
際、滑るの
ではなく後
ろ向きに逆
走してし
まった。

遊具の安全
な使用につ
いて注意喚
起する。高
所の遊具を
使用してい
る際の他児
と関りについ
て見守り、
危険な場面
に気づき遊
び方を工夫
できるよう声
がけをする。

9463

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 6 1 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１2)回/
年

2.基
準配
置

－

各部屋に
職員を１
～２名配
置し，児
童の見守り
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、（２）
回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、（２）
回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、（２）
回/日

湿度が高く
床が滑りに
くくなってい
た。

気温や湿
度を随時
確認し，
遊びの内
容を検討し
柔軟に対
応する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

湿度が高く
床が滑りに
くくなってい
た。

スタート地
点が児童
で混雑しな
いように
ルールを工
夫して，複
数個所の
スタートに
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体を動かし
て遊ぶこと
が好きで運
動能力も
高い活発
な児童。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室で
の集団遊
び「鬼ごっ
こ」に審判
役で職員
が見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各職員
は，各部
屋に配置し
ていた。

－ 特になし

9464

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 82 82 8 4 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

夏休みとい
うこともあ
り、子ども
同士で過
ごす時間が
長く、普段
よりスキン
シップをとる
行動も多く
見られる。

部屋だけで
なく、廊下
での様子も
見守るよう
複数の職
員間で共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年 3.未実施 実施頻度(

0)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

それぞれ児
童の重さや
力加減が
違うが年下
の児童を
可愛がる
行為でもあ
り、禁止行
為にはして
いなかっ
た。

廊下他で
子ども同士
のおんぶ、
だっこはし
ない方向で
声がけをし
ていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

夏休みが
始まって間
もなく、楽し
い気分が
年下の児
童へのスキ
ンシップを
招いていた
と想像す
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

図書室、
集会室に
は支援員
がいたが廊
下に注意
がいかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
員、補助
員は他の
部屋の児
童の見守り
をしてい
た。

特になし 特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9465

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 6 1 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１2)回/
年

2.基
準配
置

－

各部屋に
職員を１
～２名配
置し，児
童の見守り
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、（２）
回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、（２）
回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、（２）
回/日

湿度が高く
床が滑りに
くくなってい
た。

気温や湿
度を随時
確認し，
遊びの内
容を検討
し，柔軟に
対応する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

湿度が高く
床が滑りに
くくなってい
た。

スタート地
点が児童
で混雑しな
いように，
ルールを工
夫して，複
数個所の
スタートに
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体を動かし
て遊ぶこと
が好きで運
動能力も
高い活発
な児童。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室で
の集団遊
び「鬼ごっ
こ」に審判
役で職員
が見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各職員
は，各部
屋に配置し
ていた。

－ 特になし

9466

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 43 43 17 12 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12 　)回/
年

2.基
準配
置

事故発生
時、校庭の
職員体制
が３名だっ
たが、状況
によっては
それ以上
必要な場
合もある。

特に１年
生は、遊
具の使い
方について
その都度
確認してか
ら使用させ
る事を改め
て共有し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ー

滑りやすい
所や危険
個所がない
か、より注
意してみ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

シーソーの
バランスに
ついて、急
に降りたらど
のようにな
るかまで理
解できな
かった。

集会を開
き、再度校
庭での遊び
方について
話し合い、
実際に遊
具を使って
留意点等
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

１年女児
数名とシー
ソーをして
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

シーソーを
していた傍
らで、様子
を見守って
いたが、他
児の仲裁
で後ろ向き
になってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の遊びを
していた児
童を、シー
ソーから離
れた場所で
見守ってい
た。

シーソーの使
い方について
学年集会を
行ったが一
度では足り
なかった。普
段のあそび
方を把握
し、どのよう
なサポートが
必要なのか
スタッフで共
有できてい
なかった。

その日の子
どもの状態を
把握し、必
要に応じた
サポートを行
う。

9467

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 15 15 2 2 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

職員間で
段差の存
在と危険
性を認識し
ていなかっ
た。

段差の存
在と危険
性を職員
間で情報
共有した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日

遊んでいる
場所に段
差があっ
た。

段差のある
事を児童
に周知し、
気を付ける
よう促す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

そこに段差
があるという
認識が無
かった。

遊びに入る
前に気を
付けるよう
声掛けする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びに夢
中になって
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

瞬間は見
ていたが
「あっ」という
瞬間に手
助けする位
置にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びを
している児
童に対応し
ていた。

段差のある
事の児童
への周知が
不十分で
あった。

段差のある
事を児童に
周知し、気
を付けるよう
促す。

9468

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 8 8 2 2 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
等は無い
が、職員配
置に問題
はない。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日 特になし

玩具、施
設等関す
ることでは
ないため問
題はない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夢中にな
り、ボールを
投げた際
勢いが付き
転んでしま
う。

ボール遊び
での約束な
どを改めて
知らせる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

相手チーム
で一緒に
ドッチボール
をあそんで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びを
していた児
童がおり、
そちらを見
守ってい
た。

夢中になっ
ていたため、
落ち着いて
遊べるよう声
かけもしてい
たが、とっさの
ことに対応が
できなかっ
た。

夢中になり
すぎていると
きには、休
憩を入れる
など、落ち着
きを取り戻
せるようにす
る。

9469

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 1 23.11
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし なし 1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日 特になし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

準備体操
の内容が
不十分で
あった。

異年齢に
よる遊びの
為ゴム製
ボールを使
用してい
た。防ぎ用
がない事故
であった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ドッジボー
ルを一生
懸命やって
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
ながら、共
に活動して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の場所
で活動して
いた児童に
対応してい
た。

児童の運
動能力や
身体の強さ
が事故の
要因と考え
られる。

児童の運動
能力や身体
の強さが、事
故の発生に
関わると考え
られるので、
準備運動を
行うことで、ケ
ガや事故の防
止が期待でき
る。
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9470

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 146 # 12 11 18.６
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折 8.その
他 2.なし 3.未

実施

実施頻度
（　　）回
/年

2.基
準配
置

無し

遊戯室は
ドッジボー
ル、跳び
箱，マット
使用等同時
に遊んでい
る。職員配
置は３人で
適正だった
が、怪我をし
たことに対し
会議等で事
故未然防止
のための学
習や話合い
を行なった。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

登録児童
が増加した
ため施設が
過密状態
になってい
る。

保育室、
遊戯室、グ
ランド、体
育館等で
の活動を
多くし、過
密にならな
いように工
夫して行
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

無し

今年度は
登録児童
数が増加
し１２人
の職員体
制では、安
全を守れな
い危機感
があるので
職員の増
員の検討
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

女子２人
と一緒に遊
んでいたの
で、準備は
自分たちで
していた。
危険な遊
び方はして
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊戯室で
の職員体
制は通常
だったが、
遊びの近く
で見守りを
していな
かったので
事故の場
面を見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、他児の
見守りや一
緒に遊んで
いたので対
象児の動
きを見てい
なかった。

無し 無し

9471

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 78 78 10 5 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
捻挫左腓
骨遠位端
裂離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

毎日行って
いる打ち合
わせにて職
員全員へ
報告。見
守りの際の
注意点や
改善策に
ついて話し
合いを行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(８)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

特になし

なし（広
場の遊具
等の施設
や設備を
利用しての
ケガではな
いため）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

４月に入
所したばか
りで、広場
に慣れてい
ない環境の
中、遊びに
夢中になっ
てしまい転
倒した。

スタッフが可
能な限り、
細かな観
察をし、声
掛けをして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びに夢
中になり、
地面の状
態等、周り
が見えてい
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

広場全体
の見守りを
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
担当ポジ
ションにて
見守り中

特になし

集団生活で
の守るべき
ルールや見通
しを持った過
ごし方を示し
理解させる。
保護者・小学
校・今後受診
予定の医療
機関との連携
を密にしてい
く。

9472

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 31 31 5 3 19.７
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

下校時の
危険に関
する子ども
たちへの危
険予知ト
レーニング
があまりで
きていな
かった。

事故予防
に関する研
修に積極
的に参加
する。事故
予防マニュ
アルについ
ても早期に
作成する。
下校時の
危険につい
て下校路
の写真を
見せながら
独自の危
険予知ト
レーニング
を実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施 実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし なし 7.その他 特になし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

下校途中
の出来事
であり、当
日の児童
の様子につ
いてはわか
りません。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校途中
の出来事
であり、学
童から児童
の様子は
見えず、同
学年の子
が男児が
転んだこと
を教えに来
てくれて、す
ぐに駆けつ
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同学年の
児童から知
らせを受
け、指導員
１名が現
場に向か
う。その他
２名は児
童が続々
帰所してく
るため、学
童で保育、
子どもたち
を迎え入れ
ていた。

転倒した場
所が小学
校敷地内
で、学童ま
でにはまだ
少し距離
があり、対
応するまで
に少し時間
がかかって
しまった。

指導員1人
で現場に駆
け付けたが、
早い段階
で、施設内
の指導員1
名を応援に
呼ぶべきで
あった。

9473

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 31 31 5 3 19.７
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

下校時の
危険に関
する子ども
たちへの危
険予知ト
レーニング
があまりで
きていな
かった。

事故予防
に関する研
修に積極
的に参加
する。事故
予防マニュ
アルについ
ても早期に
作成する。
下校時の
危険につい
て下校路
の写真を
見せながら
独自の危
険予知ト
レーニング
を実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施 実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし なし 7.その他 特になし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

下校途中
の出来事
であり、当
日の児童
の様子につ
いてはわか
りません。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校途中
の出来事
であり、学
童から児童
の様子は
見えず、同
学年の子
が男児が
転んだこと
を教えに来
てくれて、す
ぐに駆けつ
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同学年の
児童から知
らせを受
け、指導員
１名が現
場に向か
う。その他
２名は児
童が続々
帰所してく
るため、学
童で保育、
子どもたち
を迎え入れ
ていた。

転倒した場
所が小学
校敷地内
で、学童ま
でにはまだ
少し距離
があり、対
応するまで
に少し時間
がかかって
しまった。

指導員1人
で現場に駆
け付けたが、
早い段階
で、施設内
の指導員1
名を応援に
呼ぶべきで
あった。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9474

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 4 2 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル、
研修、職
員配置に
ついては適
切に実施し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

施設、設
備について
は引き続き
定期的に
安全点検
を実施し、
学校と連
携しながら
危険を未
然に防止
することに
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き
室内での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危険
な遊びはし
ない、ルー
ルを守るよ
う指導を徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の程
度の判断、
保護者への
連絡、病院
受診）の流
れについて
再度確認
し、さらに速
やかな対応
を目指す。

9475

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 59 59 5 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル、
研修、職
員配置に
ついては適
切に実施し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

特になし

施設、設
備について
は引き続き
定期的に
安全点検
を実施し、
学校と連
携しなが
ら、危険を
未然に防
止すること
に努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き、
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危険
な遊びはし
ない、ルー
ルを守るよ
う指導を徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援員が
決められた
立ち位置
で見守りを
行ってい
た。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の程
度の判断、
保護者への
連絡、病院
受診）の流
れについて、
再度確認
し、さらに速
やかな対応
を目指す。

9476

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 46 46 5 3 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足首剥
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

ブランコが
止まってか
ら降りるよう
声かけをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

ブランコに
乗る前に、
危険な乗り
方をしない
ように子ど
もたちへ伝
える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

遊具の危
険箇所の
確認と子ど
もたちへの
危険箇所
の周知を
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつものと
おりのグ
ループで遊
んでおり、そ
の流れでブ
ランコに
乗って遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

目に入る
位置で補
助員が見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
はそれぞれ
の違う担当
の児童を
見守ってい
た。

遊ぶ範囲
が広く、職
員の目が
届かない所
もあった。
行動を起こ
す前の注
意の声かけ
が必要と感
じた。

職員配置の
確認と職員
一人ひとりが
全体を見る
ように心がけ
る。

9477

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 25 25 3 1 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨
折、右尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特に無し 無し 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

3.未実施 実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特に無し 無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特に無し 無し

1.いつも
どおりの
様子で
あった

常時、数
人の子ども
たちと木登
り等の遊び
をしている。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

－ 特になし

見守り職員
は立ち位置
を考えて行
動できるよう
にする。子ど
もたちの動き
に細心の注
意を払う。

9478

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 67 67 10 8 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
では職員が
児童を見
守る範囲
が広く、全
体の児童
の見守りが
できなかっ
た

戸外遊び
では、遊び
をいくつか
指定して職
員が見守
れるように
改善した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

雲梯は本
人ができる
ようになって
いて、学校
でも1年生
は使用して
良いことに
なっていた
が、一番高
いところが2
メートルの
高さがあっ
た

学校では
雲梯の使
用許可が
出ている
が、安全面
を考慮して
クラブでは
使用しない
こととした

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本人ができ
るようになっ
て少し気の
緩みもあっ
た

どんな時も
職員は必
ず児童を
見守る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯ができ
るようになっ
たので得意
になって往
復していた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

雲梯をする
様子を見
ていたが、
他の児童
に話しかけ
られ振り向
いて目を離
した時、本
人が雲梯
から落下し
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

落下した児
童と職員の
そばに行
き、鼻血の
止血手伝
う。トラン
シーバーで
緊急を知ら
せる。

戸外活動
で児童の
把握ができ
る遊び方を
していな
かった

児童の安全
確認ができ
る職員を配
置する
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9479

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 6 6 2 1 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

全支援員
等へのマ
ニュアルへ
の再共有
（支援員
等全員に
事故対応
マニュアルを
配布）、
更にミー
ティングにて
事故事例
の検証を
行う。

3.未実施 実施頻度
(0)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年 3.未実施 実施頻度
(0)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

配置支援
員の再検
討（補助
員の配置
時は経験
のある支援
員を組ませ
る）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝から元気
で、宿題を
終わらせる
と、外遊び
が待ち遠し
くて仕方な
い様子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

クラブ室を
出ようとし
た所、学校
長に呼び
止められ話
をしている
間に事故
が発生し
た。子ども
達の声は
聞こえてい
たが、姿は
見えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

クラブ室内
で遊ぶ児
童を見守っ
ていたた
め、見てい
なかった。

特になし

今後は手の
離せない支
援員がいた
場合、他の
支援員等に
子どもたちを
引率してもら
う。子どもた
ちだけで外
遊びに行か
せないように
する。

9480

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 27 27 5 2 23.11
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

登り棒の遊
び方につい
て上部で
座る子もい
る為、注意
喚起はして
いたが、自
信と気の緩
みもあった
ように思わ
れる

遊びかたの
注意喚起
を徹底す
る。連続し
て登る時
は、休憩
等少し休ま
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ただ登るだ
けでなく、ぶ
ら下がって
飛び降りた
りと遊びを
発展してい
たため、そこ
に無理や
気を抜いた
ことが重な
り不意に落
ちたと考え
られる。

のぼり棒に
ついての危
険性の共
有のため、
遊び方の
確認をす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

成長と共に
遊びを発
展させてい
たが、無理
したり、ふと
気を抜いた
時に疲労
もなかった
か。

児童の成
長に応じて
遊びを発
展させるこ
とは認めな
がらも、注
意喚起が
必要

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びの
時間にな
り、登り棒
で頂上まで
行っては、
飛び降り、
揺れを楽し
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

登り棒の隣
で対象児と
なる2人の
児童を声か
けしながら見
ていたが、同
時にサッカー
をする児童
に目をやった
ときにドスンと
音がして振り
向くと、対象
児が地面に
倒れており
落下する瞬
間の対応に
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の行
動を見てい
たため、見
ていなかっ
た。平行
棒・一輪
車・砂場

登り棒が流
行してお
り、それぞ
れが上まで
登ったり、
技を磨く子
もおり、楽
しむ一方で
無茶してし
まうことがあ
る。

高所での遊
びとなるた
め、得意で
あっても気を
抜かないよう
に適時声が
けを行うと共
に、外遊び
の指導員配
置も可能な
限り3人以
上の配置を
行う。

9481

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 81 81 6 3 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関して職
員会議など
で話し合っ
ていきま
す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日 特になし

施設の安
全点検に
関しても定
期的に実
施し、事故
予防に努
めていきま
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

ドッヂボール
の時には柔
らかいボー
ルを使う。
キャッチする
ときに指で
はなく腕で
キャッチする
ように指導
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
元気に友
達と遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ボールが指
にあたったこ
とに気が付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

離れたとこ
ろでほかの
児童の様
子を見てい
た。

ボールが指
にあたること
を防ぐこと
は難しい
が、事前に
注意喚起
はできたと
思う。

ボールを
キャッチする
ときに手で
取りに行こう
とすると指に
あたってけが
をすることが
あると注意
喚起するべ
きであった。

9482

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 71 71 7 5 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
（1）回/
年

2.基
準配
置

遊びの種
類や、経
験年数に
よって職員
配置のバラ
ンスを考え
る。

代表者の
会議におい
て事故報
告を確実
に行い、危
機管理を
徹底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動中の
児童の動
きを想定
し、事故発
生前に注
意喚起が
必要であっ
た。

室外保育
の配置を
状況によっ
て見直し、
常に最善
の環境を
整える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具での
遊び方につ
いて繰り返
しの注意
喚起が必
要であっ
た。

室外保育
で起こりう
るケガ等の
具体例を
職員が共
有し、注意
喚起する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常の遊
具遊びをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒に気
が付くことが
出来ず、ま
た痛みの訴
えもなかっ
た為処置
をしなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の保育中
であった。

あらゆるケ
ガ・事故を
想定し、活
動前に児
童への注
意喚起が
必要。

室外活動
前に職員間
の配置、動
作確認を徹
底する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9483

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 77 77 5 3 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし 事故との関
連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし 事故との関
連無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊びから
帰るとき
は、遊具だ
けでなく、
事故発生
の可能性
のある階段
なども含め
て注意して
見守るよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と特
段変わった
様子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

当日、玩
具の片付
けや別の児
童に対応し
ており、見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当日、電
話対応をし
ていたた
め、見てい
なかった。

特になし

遊具で遊ぶ
際など注意
が必要な時
には、職員
が分担して
近くで見守
るようにす
る。また危
険な行動が
ないよう児
童に声掛け
をする。

9484

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 38 38 6 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手　小
指剥離骨
折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
例を全員
で共有し、
軽い準備
運動の徹
底を促して
いく

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし
軽い準備
運動の徹
底を図る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
遊んでいた
が上級生
のボールが
早すぎて動
きについて
行けず、
キャッチが
上手くいか
なかったた
め小指にあ
たってしまっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッチボール
をする児童
全体を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれ等
間隔で他
の児童の
遊びを見
守り中だっ
た

特になし

痛みなどを
日頃から支
援員にしっか
り伝えられる
よう支援す
る

9485

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 56 56 7 5 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

2.基
準配
置

特になし

屋外の場
合の天候
や遊具及
び地面のコ
ンディション
も環境要
因として記
入する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

学校が事
故発生場
所での遊び
をしていな
い事を鑑
み、クラブで
も遊ばない
事とした。

学校が〇
〇の森での
遊びをして
いない事を
鑑み、〇
〇の森でも
遊びをしな
い事とし
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

雨天が続
いていて、
レンガ等が
湿っていた
ため滑りや
すくなってい
た。

学校が事
故発生場
所での遊び
をしていな
い事を鑑
み、クラブで
も遊ばない
事とした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつものよ
うに他児ら
と冒険ごっ
こと称して
校庭中を
伝い歩いて
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児が転
んでいるの
を発見した
と同時に一
緒に遊んで
いた児童ら
が報告に
来た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児らを見
守ってい
た。

本児が普
段している
遊びだった
ため、職員
が気を付け
て見守って
いなかっ
た。

雨天が続い
ている時の
校庭遊びに
ついて滑りや
すい所で遊
ばないよう、
遊ぶ前に滑
りやすい箇
所を子どもた
ちに周知す
る。

9486

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 0 0 8 5 19.７
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

脳震盪、
直後痙
攣、左肺
座礁、左
気胸、肝
挫傷、打
撲、擦過
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

障害児2
名ないし3
名につき指
導員1名を
加配するこ
とができる。

基準以上
の配置を
行っている
ため、改善
点なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(日々)回/
年

特になし

引き続き、
児童が利
用する環
境にあるも
のを適宜
点検を行っ
ていく。

7.その他 特になし

交通ルール
について児
童と話す時
間を設け、
安全に登
所・降所で
きるよう支
援を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

児童クラブ
に登所後、
室内で過
ごし、お誕
生日会に
も参加。お
やつを食
べ、降所ま
ではいつも
通りの様子
であった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

降所時の
事故であっ
たため見守
りなし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降所時の
事故であっ
たため見守
りなし」。

事故状況
によると、
横断歩道
のない道を
渡ってしまっ
た。

通学路の確
認をし、危
険個所につ
いて周知徹
底する。

9487

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 7 2 21.９
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足甲骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

室内で過
ごす際は、
落ち着いて
行動するこ
とを指導し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

初めての取
り組みあっ
たので、や
やはしゃい
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くにはい
たが本児が
転んだ場
面を見てい
なかった。ま
た本児から
も訴えがな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同じ部屋
で保育の
見守り中の
職員も気
づいていな
かった。

特になし 特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9488

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 4 4 24.12
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の強打
（骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

色々な遊
びを分散し
て行ってい
る為、指導
員の目が
届きにくい
状況なの
で、連携が
より一層必
要。

配置及び
目配り・気
配りを広い
範囲で向
けるよう注
意していき
たい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年 3.未実施 実施頻度(

0　)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

日々の保
育前後の
環境整備
時に、玩具
の破損等
の点検・修
理を行う。

学校や地
域・指導員
間で随時
点検し、安
全に配慮
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集団活動
全体を把
握できるよ
うな、目配
り・気配りを
徹底する

体育館
は、滑りや
すいので、
靴を必ず
履くように
注意してい
く。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

数日前に
足を捻り痛
めてシップを
貼ってい
た。家の用
事で長距
離キック
ボードで移
動をし疲労
もあった。
急遽学童
へ来所し
上履きを
履いていな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

靴を履くよう
に声を掛け
促したが、履
かず見守っ
てしまった。
バスケを一
緒にやってい
る支援員は
いなく、滑っ
て転倒して
から気づき
担当支援員
が急いで体
育館の外へ
誘導した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
員は母親
にすぐに連
絡し、状況
説明を行
い、対応可
能な病院
を探した。
他の児童
を学童へ
誘導。

普段から、
体育館履
きを脱いで
遊ぶ子も
多いので、
注意を以
前からして
いたが、履
かない子に
対して履く
まで見守る
対応が出
来ていな
かった。

保護者・児
童と共に、
保育中の安
全管理に関
しての確認
や点検につ
いての話し
合いを行
い、情報共
有や安全対
策の改善等
に取り組ん
でいく。

9489

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 50 50 4 2 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

玄関とは反
対側で見
守りを実施
していた
が、段差部
分で女児
がつまずい
たところは
見えなかっ
た。

出入口に
ある玄関
付近では
遊ばせな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年 3.未実施 実施頻度(

０　)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

段差が原
因

建物の周り
は走らない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

玄関の反
対側で玄
関側も見
ていたが洗
い場に近い
ので女児が
つまずいた
ところは見
えなかっ
た。

走らせな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこを
して捕まえ
られないよ
う下を見て
いなかった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

玄関の反
対側で玄
関側も見
ていたが、
洗い場に
近いので女
児がつまず
いたところ
は見えな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

建物から離
れたグラウ
ンドの端に
ある雲梯に
いる児童の
見守りを実
施

外遊びに
出る際はい
くつかの約
束をしてい
るが、段差
については
していな
かった。

注意箇所と
して、階段と
洗い場の1
箇所にペン
キを塗る。

9490

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 50 50 3 2 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右ひざ下
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

予測できな
い動きを止
めることが
出来なかっ
た。

リスクの検
討を行い、
職員に周
知を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(31)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

うんていに
破損個所
はなく、下
にマットが
引いてあっ
た。

注意書き
の張り紙を
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭にて
保育中好
きな遊びを
していた。

園庭全体
を見渡せる
ような職員
配置を行
う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

園庭のうん
ていをして
いた。勢い
をつけて身
体を前に
振り出し、
次の鉄棒
をつかもうと
したところつ
かみ損ね
落下した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の児童と
一緒に除
草してい
て、対象児
童に気が
付かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の側
について遊
びを見守っ
ていた。

特になし。 特になし。

9491

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 72 72 11 3 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨遠位
端骨折、
尺骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守り
のポイント
の確認と周
知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
については
問題なし

なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつも
どおりの
様子で
あった

校庭にては
しご登り鉄
棒跳びをし
ている際に
発生。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

通常の活
動であった
ので、特別
な見守りは
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

通常の活
動であった
ので、特別
な見守りは
していな
かった。

特になし

遊具から降
りるときには
十分注意す
るよう声掛
けをする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9492

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 50 50 6 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

コロナ禍で
密集を防ぐ
ため、室内
遊びと庭遊
びに児童を
振り分けて
遊びの時
間を取る
が、職員も
分散したこ
とにより見
守りが手薄
となったこと
が要因とし
て考えられ
る。

遊びの時
間配分や
配置する
職員数に
注意する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(数)回/年

外遊びの
際、庭が狭
く十分に遊
べるスペー
スがない。

事故が起
きた箇所
周辺につい
て、滑りや
すい・躓き
やすい等の
状況がな
かったか確
認すること
に加え、事
故が起きに
くいスペース
の配分と遊
びの内容を
考慮してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

職員が他
の対応をす
る際には、
他職員に
一時代わり
に見守りを
お願いする
等、子ども
だけの活動
とならない
よう注意す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊びに夢
中になりす
ぎて周りが
見えにくく
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の迎え
に来ていた
保護者対応
をしていた
為、対象児
から目を離し
ていた。事
故発生後は
応急措置を
行い、痛が
る児童に寄
り添い安心
できるよう声
掛けをした。
その後、より
早く家族に
知らせる方
法を取り正
確に伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の外遊
びの子ども
たちを見て
いた。事故
発生後は
他の児童
たちの生活
に影響が
出ないよ
う、配慮し
た。

事故当
時、他児の
お迎えに来
ていた保護
者への対
応をしてい
る職員もい
たため、人
的に少ない
面があっ
た。

児童に関わる
（見守る）
職員数をしっ
かりと確保す
る。児童が遊
びに夢中に
なっており、周
りが見えにくく
なっている際
は、けがをしな
いように注意
を促したり、
少しクールダウ
ンするように声
掛けしたりす
る。

9493

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 32 32 4 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘　骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 なし

1.基
準以
上配
置

ソフト面で
は問題なし

再度、放
課後児童
クラブ事
故・災害対
応等マニュ
アルを全員
確認し、事
故が発生
した経緯や
再発防止
策について
職員間で
情報共有
を行う。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

天候不順
と熱中症
警戒による
限られた外
遊び時間
の為、早く
遊びたいと
いう気持ち
が強かった
こともあり、
普段と比べ
ると積極的
に外遊びに
参加してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体が把
握できる所
にいたの
で、本児の
手が届くと
ころにはい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応をしてい
た為、離れ
た場所にい
た。

鉄棒の上
に登るとい
うことを想
定していな
かった。

遊具の安全
な使い方、
遊び方の指
導を行う。

9494

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 32 32 6 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折
（右上腕
外顆骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

清掃時間
中にも転
倒などして
大きなけが
をする可能
性があるこ
とを認識で
きていな
かった可能
性がある。

一般的に
危険が少
ないと思わ
れる活動
内容であっ
ても想定
外の事故
が起こりう
る可ことを
再度認識
し、情報共
有して危機
意識を高
め、児童全
体にも声
掛けを行う
ようにする。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

遊具等を
使用しない
屋外清掃
活動であり
ハード面で
の問題は
なかった

活動時の
グラウンドの
状態から想
定される危
険性の確
認を行い、
支援員間
で情報共
有を行うと
ともに、児
童全体に
声掛けを
行うように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

今後は清
掃場所や
作業内容
により、想
定外のけが
をすることを
考えさせ、
思わぬけが
につながる
事故が発
生すること
を理解させ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

天候も良
好だった
め、おやつ
が終わった
後、グラウ
ンドで草取
りを実施し
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児童
を目視でき
る場所で
見守りなが
ら一緒に草
取りをして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見守って
いたため、
事故発生
時は見てい
なった。

当日は屋
外の清掃
を実施して
いた児童
２０人に
対し、支援
員３人で
見守りを
行ってい
た。

清掃活動で
の見守りポイ
ントを再確
認するととも
に、危険が
想定される
場面につい
て重点的に
見守りを行
うようにす
る。

9495

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 45 45 5 4 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

手首骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

数名の児
童が順番
に適切に
遊んでお
り、指導員
もその場に
いたが、突
発的な事
故であり、
受け止める
のは容易で
はないと思
われる。

これからも
遊具には
指導員が
付き、落下
の危険など
より注視し
てみていく

3.未実施 なし 3.未実施 なし 3.未実施 なし 特に無し

高さのある
遊具の為、
落下すると
大きな事
故になるこ
とを認知・
共有する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

子供たちの
に注意喚
起をしてい
く

1.いつも
どおりの
様子で
あった

腹痛を訴
えてはいた
が時々起こ
ることであ
り、顔色や
体調はいつ
もと変わり
なかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

指導員が
ついており、
把握してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
遊具に指
導員が分
散して配置
されており、
主任も違う
ところで他
児を見てい
た為、落下
の報告をう
受け、駆け
つけた。

特になし

得意なことも
あり何度も、
何度も繰り
返し行ってい
た。児童の
疲れ具合を
みて、休憩
を促すことも
必要。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9496

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 77 77 7 4 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足指) 裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

毎日のミー
ティング時
に、安全に
ついて確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

施設、設
備の不備
による怪我
ではなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

育成支援
の状況が
原因では
なかった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員は
館内及び、
戸外で他
の子どもの
見守りをし
ていたた
め、担当職
員以外本
児の動きを
見ていた者
はいなかっ
た。

－

危険な行為
や危険個所
について、子
どもと確認。

9497

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 77 77 7 4 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

支援を必
要とする児
童の関りに
ついて、職
員で学ぶ
機会を持
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

施設、設
備の不備
による怪我
ではなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

育成支援
の状況が
原因では
なかった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員
は、別の部
屋及び戸
外で見守り
をしていた
ため、担当
職員以外
本児の動
きを見てい
た者はいな
かった。

－

職員の専門
性の向上の
ため、研修
実施。

9498

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 94 94 8 4 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

引き続き
研修を通し
て事故の
予防に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年 特になし

引き続き
安全点検
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし。

改善策な
し。　理由
今回の怪
我は環境
面が原因
でないた
め。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

加害児童
は、外遊び
をしていた
ため、テン
ションが高
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

児童が戻っ
てくる時は
見守るよう
にしている
が、保護者
対応で見
守りが手薄
になり気付
くことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

グラウンドの
児童の見
守りをして
いたため、
見ていな
かった。

特になし。

児童の様子
や周りの状
況に気を付
けながら、怪
我の予防に
努める。

9499

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 49 49 8 3 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕から
関節部に
かけて骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

特になし
施設使用
のルールの
見直し

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６０　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通り
鉄棒付近
で遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近距離
にいたが転
落の瞬間
は見ていな
い。他の職
員の報告
を受け様
子を確認し
室内に連
れ帰り対応
を協議し保
護者に連
絡する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

偶然に至
近距離に
いて転落を
見ている。
その後、駆
け寄り、様
子を見て
即座に異
常であると
判断し、担
当に連絡
報告する。

特になし 特になし

9500

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 12 12 4 3 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左尺骨近
位部骨折

8.その
他 2.なし

2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

指導員間
で危険だっ
た状況や
事例を共
有し子ども
達へ声掛
けを行う。
学童全体
で誰かが危
険なことを
していると
注意できる
環境をつく
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施 年１回 1.定期的

に実施

実施頻度
(５０)回/
年

特になし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一緒に「大
縄跳び」の
活動中

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

運動場に
いる他の児
童の見守り

大縄跳び
の順番待
ちで寝転
がっていた

今まで以上
に「ふざけな
い」「寝転ば
ない」など
危険と思わ
れるときに声
掛けしていく
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9501

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 33 33 1 4 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手手首
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険な可
能性が有
る場合に
声掛けを
徹底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故について
は特に問
題なかった
と考える。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

近距離で
ボールを投
げたり蹴る
場合には、
力をセーブ
するように
声掛けを
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子どもの動
きとボール
の動きを
追ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊具や他
の子どもを
見持ってい
た。

特になし

活動中の子
どもをしっかり
と見守り、事
故につながら
ないように声
掛けを積極
的に行って
いく。

9502

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 32 32 4 1 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

不定期
2.基
準配
置

特になし
ソフト面に
おける改善
策はなし。

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

3.未実施 実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

特になし
ハード面に
おける改善
策無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし
環境面に
おける改善
策は無し

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

全員体育
館で各々
動き回り遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

直前まで
対象児を
見ていたが
他に目を
やった数十
秒の間の
出来事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見守って
いた為確
認をしてい
ない。

特になし

各々がボー
ルで遊んで
いる為、ボー
ル遊びの
ルールを決
める

9503

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 3 2 22.10
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2年に１　)
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
マニュアル
の見直しを
今年度内
に行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２)回/年 特になし

遊具や玩
具の点検
の回数を
増やす。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の人
数に合わせ
たスペース
の確保と支
援員の配
置をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

同学年の
男児と一
緒にキャッ
チボールを
し、互いの
間隔は空
いており至
近距離で
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

危険な行
動をする様
子はなく、
楽しくボー
ルを投げ遊
んでいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

キャッチボー
ル以外で
遊んでいる
児童の様
子を見守っ
ていた。

特になし 特になし

9504

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 4 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足　脛
骨　剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

怪我防止
に関する声
掛けが足り
なかった。

遊具を使う
際にはどん
な危険が
起こるか分
からないの
で、事故防
止の観点
から児童を
見守り、適
切な声掛
けを行うよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)回
/年

今回は学
校の遊具
であったた
め、学童で
の安全点
検は行って
いなかっ
た。

子どもたち
が遊ぶ学
校の遊具
も定期的
に点検をす
る。学校の
遊具は学
校での遊び
の決まりを
確認し、学
童でも同
様に遊ばせ
ることとす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

複数の部
屋で合同
の外遊び
時間だった
ため、他の
部屋の児
童や支援
員との関わ
りあいなが
ら遊んでい
た。

複数の部
屋で合同
の外遊びを
する場合
は、いつも
以上に見
守りを強化
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通りの
様子で遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の部屋
の支援員と
補助員2
名で、対象
児童も含
め見守りや
声掛けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
の支援員と
補助員2
名で、対象
児童以外
の児童の
見守りや声
掛けをして
いた。

離れた場
所から見
守っていた
為、遊びの
中での危
険に気づけ
ず、適切な
声掛けが
出来ていな
かった。

一度事故が
起こった遊
具や遊び場
については、
子ども達にも
危険性を認
識させ、自
己防衛を学
ばせる。

9505

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 4 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足　脛
骨　剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

怪我防止
に関する声
掛けが足り
なかった。

遊具を使う
際にはどん
な危険が
起こるか分
からないの
で、事故防
止の観点
から児童を
見守り、適
切な声掛
けを行うよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)回
/年

今回は学
校の遊具
であったた
め、学童で
の安全点
検は行って
いなかっ
た。

子どもたち
が遊ぶ学
校の遊具
も定期的
に点検をす
る。学校の
遊具は学
校での遊び
の決まりを
確認し、学
童でも同
様に遊ばせ
ることとす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

複数の部
屋で合同
の外遊び
時間だった
ため、他の
部屋の児
童や支援
員との関わ
りあいなが
ら遊んでい
た。

複数の部
屋で合同
の外遊びを
する場合
は、いつも
以上に見
守りを強化
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通りの
様子で遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の部屋
の支援員と
補助員2
名で、対象
児童も含
め見守りや
声掛けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
の支援員と
補助員2
名で、対象
児童以外
の児童の
見守りや声
掛けをして
いた。

離れた場
所から見
守っていた
為、遊びの
中での危
険に気づけ
ず、適切な
声掛けが
出来ていな
かった。

一度事故が
起こった遊
具や遊び場
については、
子ども達にも
危険性を認
識させ、自
己防衛を学
ばせる。
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死亡
0
歳

1
歳
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3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9506

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 35 35 6 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足くるぶ
し　剥離骨
折・骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

児童の半
数は外遊
びに出てい
なかったた
め、外遊び
の支援員
の見守りが
手薄になっ
た。

支援員の
見守りの人
数をできる
だけ増やし
たい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約250)回
/年

3.未実施 実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約250)回
/年

太い木の
根が地面
に出てい
た。

児童が移
動するとき
に、足元に
気を付けて
歩くよう声
掛けをす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

アップダウン
のある地形
の為、事故
が起きた場
所は支援
員の死角と
なり対象児
の様子を
見ることが
できなかっ
た。

死角のない
ように支援
員の配置
をしっかりと
決め、子ど
もたちの活
動全体を
も守ること
ができるよ
うにしたい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児が横
に並んで歩
いていたた
め、足元を
意識してい
なかった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

事故が起
きた場所
が、最寄り
の支援員
の死角と
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の遊
びの様子を
見ていたた
め見られな
かった。

特になし

事故を未然
に防ぐため、
日常の管
理・点検に
努める。

9507

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 33 33 5 3 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎右側
内切歯
外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

研修、協
議をする時
間を定期
的に確保
し、対応の
仕方や話
の聞き方、
伝え方を
支援員同
士でも共
有しスキル
アップを図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約250)回
/年

3.未実施 実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約50)回/
年

特になし

児童クラブ
室の外
（学校敷
地）で起
こった事故
であり、学
校側に共
有を図っ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

注意しても
聞かず、手
が出たり力
も強いため
対応できる
支援員が
限られる。

支援員とし
て注意の
仕方や接
し方の知
識を深め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発な傾向だ
が当時は普
段と変わらな
い状態で
あった。児童
同士の叩き
合いや口喧
嘩は日常的
であり、ケガ
や問題行動
をした日は
保護者に伝
え支援員が
協力して見
守り活動を
行っていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保護者の
お迎えが一
番多い時
間を重なり
他の児童と
保護者の
対応で目
を離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保護者の
迎えや電
話対応に
より対応で
きる支援
員がいな
かった。

特になし

支援員の数
を確保し、
配慮を要す
る児童に対
応できる人
員を増や
す。

9508

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 5 3 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 前額部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防に
関する研修
を行い、児
童の移動時
の声掛けを
して転倒を
防止し、安
心クッション
をつけるなど
改善してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年 特になし 使用前に

点検する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

ロッカーに
安心クッ
ションをつけ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもがロッ
カーへ折り
紙を片付
けに行って
いたので、
移動中は
近くにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

５人の支
援員が分
かれてロッ
カーに折り
紙を片付
ける子ども
を見てい
た。

特になし

慣れている
場所でも安
全に過ごせ
るように指導
する。

9509

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 5 3 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 前額部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する研
修を行い、
児童の移
動時の声
掛けをして
転倒を防
止し、安心
クッションを
つけるなど
改善してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年 特になし 使用前に

点検する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

ロッカーに
安心クッ
ションをつけ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもがロッ
カーへ折り
紙を片付
けに行って
いたので、
移動中は
近くにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

５人の支
援員が分
かれてロッ
カーに折り
紙を片付
ける子ども
を見てい
た。

特になし

慣れている
場所でも安
全に過ごせ
るように指導
する。

9510

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 76 76 7 5 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

当日外遊び
時、鉄棒周
辺に支援員
1名がついて
いたが発生
が突発的な
状況であっ
た為、未然
に防ぐ事が
出来なかっ
た。発生後
の処置対応
は迅速に行
う。

外遊び時
の支援員
配置を増
員し、見守
りを行う。
（3名→4
名）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

施設面で
の要因は
なし。

鉄棒使用
時の安全
ルール見直
しを行う。
（腰を掛
けない、上
らない等）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集団行動
時の目視
確認不
足。

支援員配
置増からよ
り細やかな
目視確認
を徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日常で行っ
ている施設
内戸外保
育中に生じ
た事故で
あった。児
童の様子
はいつも通
り。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

日常で行っ
ている施設
内戸外保
育中に生じ
た事故で
あった。支
援員も日
常通りの保
育を実施。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

日常で行っ
ている施設
内戸外保
育中に生じ
た事故で
あった。支
援員も日
常通りの保
育を実施。

今回の事
故を想定し
た人員配
置の見直
し。危機意
識の是正と
継続性を
持たせる。

事故事例を
踏まえた支
援員全体
Mtgを翌日
実施済み。
危機管理
意識の再啓
発を行った。
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9511

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 32 32 3 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
鼓膜の損
傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

校庭での
外遊びは
見守る範
囲が広いの
で遊ぶ範
囲は半面と
している
が、どうして
もサッカー
などとなると
範囲が広く
なり見守り
に限界があ
る。

外遊びで
サッカーなど
のゲームを
していて
も、動く範
囲が広がら
ないよう、
職員で声
かけなどし
て調整す
る。けんか
などはトラブ
ルになる前
にできるだ
け止める。

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時 )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時 )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時 )回/
年

特になし 特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具付近
の地面が
濡れていた
ところがあ
り、靴が濡
れたと言っ
てきた児童
に対応して
いたため、
叩いた瞬
間を見てい
なかった。

外遊びは、
ブランコなど
遊具で遊ぶ
児童とサッ
カーなどする
児童とで別
れる。サッ
カーなどをし
ていても動く
範囲が広が
らないよう、
職員で声か
けなどして調
整する。喧
嘩等はトラブ
ルになる前に
できるだけ止
める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子であ
るが、外遊
びとなると、
さらに活発
になる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

当該児童
のサッカーグ
ループとブラ
ンコ付近を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外の他の
遊具付近
を見ていた
職員1名、
室内の児
童を見守り
していた職
員1名

地面が濡
れていたと
ころがあり、
靴が濡れた
と言ってき
た児童に
対応してい
たため、叩
いた瞬間を
見ていな
かった。

外遊びに出
る際、配慮
が必要な児
童を中心
に、全体を
見守る必要
がある。外に
出るとさらに
動きが大きく
なるため、特
に注意が必
要である。

9512

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 43 43 4 1 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 －

2.基
準配
置

安全対策
や危機管
理が十分
ではなかっ
た。

今回の事
故を職員
全体で共
有し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施 随時 3.未実施 随時 1.定期的

に実施 随時

ゴムマットの
老朽化に
より事故に
つながっ
た。

ゴムマットの
張替えを
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

出入口など
は慌てず落
ち着いて歩
くよう児童
に声かけを
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児も
含めた複
数名（庭
で遊んでい
る児童）
の見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、室内の
児童の見
守りをして
いた。

特になし

すのこ板にタ
オルマット等
を敷き、指
が挟まらない
よう防止す
る。

9513

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 5.おやつ時
（学童）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 30 30 2 1 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

低学年は
ジャングル
ジムの利用
を禁止し
た。また、
事故発生
時にはすぐ
に必ず保
護者に連
絡を入れる
とともに、教
育委員会
に報告する
よう指導し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回/
年

特になし

学校側と
協力し、安
全点検等
を実施して
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

事故が起こ
りうることを
児童にも
伝え、危険
のないよう
に遊ばせ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常どおり
校庭のジャ
ングルジム
で遊んでい
て落下し
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

校庭で30
名程度の
児童を見
守っていた
が、対象児
の事故の
瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

校庭で30
名程度の
児童を見
守っていた
が、対象児
の事故の
瞬間は見
ていなかっ
た。

特になし

低学年児
童がジャング
ルジムで遊
ばないように
注意する。

9514

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

4.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 121 # 13 10 18.６
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし 7.その他 － 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登校中の
ため支援
員の見守り
なし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登校中の
ため支援
員の見守り
なし。

横断歩道
ではない場
所を渡って
いた。

必ず横断歩
道を渡る、
青信号で
あっても必ず
左右の確認
すること等交
通ルールに
ついて定期
的に話して
聞かせる。

9515

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 140 # 10 5 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9516

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 106 # 8 4 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右第４趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9517

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 71 71 7 4 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

B1脱臼
下唇・朴ガ
イ裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9518

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 74 74 6 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯茎の裂
傷、外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9519

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 120 # 15 7 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯肉裂
創、歯冠
破折、舌
裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9520

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 4 2 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際の
事故防止
マニュアルを
整備してい
た。

策定してい
る危機管
理の手引
きをもと
に，事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年 － 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－ 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の見
守りの中で
当該児童
も見てい
た。

支援員が
見守りを
行っている
中で発生
した事故。

見守りが必
要な場面で
は、引き続
き支援を
行っていく。

9521

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 94 94 10 4 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

－

具の使用
方法につい
て明確な
ルールを見
直す。遊
具の高さに
応じて使用
学年を定
める等の基
準を定め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

－

引き続き
安全点検
を継続的
に実施して
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

支援員が
声かけをし
ながら近く
見守ってい
たが、咄嗟
の落下に
対応出来
なかった。

雲梯をして
いる際は出
来る限り児
童に近づい
て見守りを
行い、声を
かけながら
危機管理
の意識を
持たせた状
態で使用
するように
促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯時も
いつもどおり
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児童
の付近で
見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各支援員
が配置につ
いて離れて
見守りを
行ってい
る。

－

今後も体調
面を確認しな
がら見守りを
継続する。遊
具を使用する
際は気持ちが
高揚した状態
ではなく精神
的に落ち着い
た状態で使
用させるように
する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9522

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 4 3 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上1番
外傷性歯
牙亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１１)回/
年

1.基
準以
上配
置

－

室内での
適切な遊
び方の再
確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(１１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

活動する
前には、注
意点を入
所児童に
説明

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

活動する
前には、注
意点を入
所児童に
説明

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と
様々な遊
びを展開。
事故発生
時は、卓
球をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

室内で複
数の遊びが
展開されて
いたことか
ら、他児童
の対応等
で事故を
目撃してい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同室にいた
ものの、他
児童の対
応等で目
撃していな
かった。

－

支援員は視
野を広く保
ち、全体を
見渡しなが
らも個々の
児童対応を
すように支
援員全員で
確認。

9523

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 46 3 2 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

右指示中
節骨骨幹
端損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

打ったその
後もしばら
くメンコで遊
んでいた

保冷剤対
応後の支
援員の周
知

1.定期的
に実施

実施頻度(
240)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3)回/年

めんこの遊
び方のルー
ルを決めて
いなかった

ルールに
則った上
で、距離を
保ちながら
安全に行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

声掛け・見
守り

怪我の対
応方法
（申し送
り）の見直
し

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体に片
づけや準備
の声掛け
中であった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体に片
づけや準備
の声掛け
中であった

遊びに夢
中になりす
ぎて自分で
床面との距
離を上手く
つかめてい
なかった

声掛け・見
守り

9524

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 39 39 4 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足指)

右足靭帯
損傷　両ひ
ざ挫創

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
に関する研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

なし　十分
に対策は
行ってい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

なし　十分
に対策は
行ってい
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

元気にサッ
カーをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

サッカーを
コート外で
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各々好き
な遊びをし
ている児童
たちを見
守ってい
た。

特になし
なし　十分
に対策は
行っている。

9525

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 20 20 6 4 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あったが、
見守りをよ
り強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故に関して
は遊具の
不備では
なかった
が、日頃か
ら支援員が
点検時以
外にも意
識をして確
認をするよ
うにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべて
を監視する
ことは困難
なため、日
頃からクラ
ブでの過ご
し方につい
て話をする
等して注意
を促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びで
鉄棒で遊
んでいる
時、着地し
た際にバラ
ンスを崩し
前方に手
をつき負傷
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒のそば
で見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊びに
対応してい
た他の支
援員３名
は、他の児
童の見守り
をしてい
た。

特になし

あらゆる状
況を考え、
児童の動き
を予測し危
険を妨げら
れるよう見
守っていく。

9526

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 2 1 21.９
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右腓骨遠
位端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
に関する研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

なし　十分
に対策は
行ってい
る。

7.その他 特になし

なし　十分
に対策は
行ってい
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登所途中
だったため、
見守りでき
なかったた
め、本人の
訴えがない
と把握でき
ないところ
だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登所途中
だったため、
見守りでき
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登所途中
だったため、
見守りでき
なかった。

特になし

気を付けて
登所するよ
う全体に声
掛けを行う。

9527

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 26 26 4 1 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右足首捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あったが、
見守りをよ
り強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故に関して
は遊具の
不備では
なかった
が、日頃か
ら支援員が
点検時以
外にも意
識をして確
認をするよ
うにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべて
を監視する
ことは困難
なため、日
頃からクラ
ブの過ごし
方につうい
て話をする
などして注
意を促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びで
サッカーをし
ている時、
他の児童
の足が当た
り、バランス
を崩し足を
ひねる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

外遊びの
中、サッ
カーを中心
に全体を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊びをし
ているサッ
カー以外の
遊びを見
守ってい
た。

特になし

あらゆる状
況を考え、
児童の動き
を予測し危
険を妨げら
れるよう見
守っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9528

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 17 17 4 4 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(-)回/年

2.基
準配
置

―

職員間で
事故防止
マニュアル
の再確認
や活動時
のヒヤリハッ
ト事例の
共有をこれ
まで以上に
密に行う。
施設周辺
の危険個
所等につい
て定期的
な確認を
行い、事故
予防に務
める。

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

ロープが見
えにくい位
置に張って
あったため、
児がロープ
に気づくの
が遅れたこ
とに要因が
あると思わ
れる。

事故の翌
日、見えに
くかったロー
プに目立つ
色のテープ
を貼ろうと
考えたが、
ロープは既
に撤去して
あった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

支援員、
児童とも
に、すぐそ
ばにロープ
が張ってあ
ると気付い
ていなかっ
た。

見た目には
危険と感じ
ない事
（物）が、
思わぬ怪
我の要因と
なった為、
周囲の状
況をより一
層慎重に
確認するよ
うにしてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

同級生の
お迎えがあ
り、車に
乗って帰る
友人に手
を振ろうと
走り出した
ときに、ロー
プに引っ掛
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

走り出す直
前まで対
象児を含
む児童2名
と支援員の
3名で話を
していた
が、対象児
が友人が
乗っている
車を見て
走り出した
途端に転
倒し、即座
に動くことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外に出てい
た他2人の
支援員
は、それぞ
れに別のグ
ループに付
いていたの
で、目撃し
ていない。

児童2名を
1名の支援
員で見てお
り、支援の
状況として
は十分なも
のと考えら
れるが、突
発的な事
故であった
ため、即座
に対応する
ことができ
なかった。

児童が少数
であっても各
児童の動きを
注視し、急に
走り出す等の
突発的な動
きがあった場
合は声掛けす
る等、注意喚
起を行うよう
にする。日常
的なヒヤリハッ
ト事例や施
設周辺の危
険個所等、
常に職員間
で共有する。

9529

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 3 2 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折
ギプス固定

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

－

今ある事
故予防マ
ニュアルをよ
り詳しい内
容を記載
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年 3.未実施

実施頻度
(遊具なし)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年 特になし

今回の事
故はハード
面に起因
するもので
はない。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

小さな動き
でも怪我の
可能性を
考えて見
守る。他の
児童が使っ
た物は置
きっぱなし
にせず、気
づいた時点
で片づけ
る。または
片づけを促
す。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

友達と戦い
ごっごをして
いて、職員
に注意をさ
れ、戦い
ごっこをやめ
た。そのあと
に怪我をし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

戦いごっこ
の注意をし
たあと、少
し離れた所
から見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保護者対
応や別の
児童の対
応をしてい
て、別の場
所にいた。

特になし

一時的に部
屋に補助員
１人の状況
を極力無く
し、支援員が
部屋にいるよ
うにする。遊び
で使用した後
は元の場所に
片付けるよう
に指導を行
う。また、職員
も目配りを行
い、置きっぱ
なしの場合は
片づける。

9530

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 5.おやつ時
（学童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 63 63 6 4 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折
の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

おやつを食
べ終わった
後の行動
についても
各班担当
で把握する

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年 特になし

食事中の
マナーや決
まりについ
て、事前に
充分な指
導を行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

机を置く位
置に空間
の余裕を
もって配置
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

自分の班
にいて、本
児の行動
は把握でき
ていない状
況であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ちょっかいを
出している
様子は見
ていたが、
様子を観
察していた
だけであっ
た。

特になし

おやつを食
べ終わった
後の行動に
ついても各
班担当で把
握する。

9531

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 20 20 5 2 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

三角ジムか
ら落下のた
め、防御し
ようがなかっ
た。

1年生は高
い遊具を
使用しな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

足と手の位
置関係の
確認

本人と職
員に注意
を促すよう
指示

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

本人と職
員に注意
を促すよう
指示

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わりなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

落下のス
ピードが速
い為、間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

落下のス
ピードが速
い為、間に
合わなかっ
た。

特記事項
なし。

発達段階に
応じた遊具
の使用方法
について声
かけを行う。

9532

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 14 14 3 3 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕下
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

職員配置
については
問題なし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特記事項
なし

遊具に問
題があった
わけではな
いため、特
記事項な
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他の児童と
共に平均
台を渡って
遊ぶことを
楽しんでい
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

高さのある
平均台の
遊びという
ことで、すぐ
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

第二児童
クラブも同
時に外遊
びをしてお
り、全体的
に見守って
いた。

児童が1人
で渡るのに
十分な運
動能力が
あると認識
していた。

特記事項な
し
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死亡
0
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1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9533

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 16 16 3 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足膝下
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険な場
所に行くこ
とのないよう
に見守りな
がら声かけ
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

用途とは違
う遊びをし
てしまうこと
がある。

安全点検
をしっかりし
て遊ばせた
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

危険な場
所や階段
などに気を
つけて見守
りながら声
かけを徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこで
追いかけら
れて足を
蹴った。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

支援員が
見守ってい
たが走るの
に夢中にな
り転んだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児童の
けがの手当
てを行って
いたので見
ていなかっ
た。

特になし

支援員同
士が細心の
注意をはら
い気を付け
て保育を
行っていく。

9534

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 32 32 4 4 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折扱い

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

事故発生
時、全ての
支援員が
対象児童
と加害児
童を見てお
らず気がつ
かなかっ
た。

全体を見
る係を平
時から決め
ているが、
事故時は
他児童に
関わってい
たこともあ
り、さらに支
援員同士
の連携を
図り管理を
行っていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(310)回/
年

3.未実施 実施頻度(
0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(310)回/
年

― ―

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集団生活
における過
ごし方で、
お互いに仲
良く過ごす
ための指導
が足らな
かった。

帰りの会な
ど機会を捉
えて指導を
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

10：40ご
ろまではビー
ズで作品を
作っていた。
その後、同
級生と2人
で遊んだ
後、加害児
童からうるさ
いと言われ、
いきなり右
腕をつかまれ
て右ひじ下
に力を加えら
れた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当職員
は全体を
見守る係
であったが、
発生時、
別の児童
の対応をし
ていて見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
支援員が、
何かしら児
童の対応
をしており
事故発生
に気づけな
かった。

特になし 特になし

9535

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 35 35 4 4 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折（前回
報告より変
更）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

遊びの分
散により、
管理不行
き

遊びの統
一、状況か
ら推測して
の注意声
かけ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

支援員連
携の不足
と、管理体
制の不足。

その都度、
子ども達の
行動を観
察し周囲
の支援員
への周知。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

連携不足
と、他児童
の対応時
の管理不
足。

連携の強
化と、遊び
の状況把
握。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びを
転々として
おり、最終
的に落ち
着いて遊び
が雲梯棒
になり、一
緒に遊んで
いた子と決
めたルール
の下で安
全管理が
出来ていな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

当該児童
の近くにい
たが、丁度
他の児童
の行動を
注意してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

離れたとこ
ろで、別の
子の遊びの
支援を行っ
ていた。

逐一児童
の行動の
状況を確
認し、共有
していな
かった。

遊具の使い
方と、遊びの
ルールの再
確認を行
う。

9536

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 16 16 2 2 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折（手
首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
40　)回/
年

2.基
準配
置

特になし なし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

喧嘩をして
いる時点で
支援員が
異変に気
付き仲介
に入るべき
だった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

－

近くにいた
が、喧嘩を
していたこと
に気付いて
いなかっ
た。

一人での見
守りが困難な
場合は周囲
の支援員に
声をかける。
特定の場所
だけでなく、児
童の動きに合
わせて自分の
立ち位置を都
度変更する。

9537

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 6 4 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足小指
亀裂骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

見守りや遊
びに入る職
員が上靴
を履いた状
態であっ
た。接触し
た時点や
帰宅の際
に患部を
確認しな
かった。

遊びに入る
職員は子ど
もと同じ状
態（裸足）
で参加す
る。接触が
あった場合
は必ず患部
の確認を行
い，保護者
へも連絡を
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもたち
は裸足で
遊んでいた
が職員は
上靴を履
いたまま参
加した。

遊びに一
緒に入る
時には，
子どもたち
と同じ状況
（裸足）
で参加す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

接触直後
に痛いとこ
ろはないか
声をかける
が「大丈
夫」との返
事だった。
その後も遊
びを続けて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が「大
丈夫」と答
えたため，
患部の確
認はせ
ず，そのま
ま一緒に
遊びを続け
ながら様子
を見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の対応をし
ていた

特になし 特になし
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以
上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9538

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 45 45 2 2 19.７
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

登下館途
中に走らな
い等，安
全に留意
するよう定
期的にミー
ティング等
で児童に
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし 7.その他 特になし 特になし

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

「児童セン
ターに行くと
き、自宅マ
ンションの
階段でぶつ
けたから足
が痛い」と
訴えがあっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登館途中
に起きたた
め、発生時
は見ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登館途中
に起きたた
め、発生時
は見ていな
い。

時になし 特になし

9539

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 2 20.８
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左人差し
指　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員が児
童の様子
をより注意
深く見守る
べきだった。

遊びに熱中
している児
童のクールダ
ウン等含
め，職員会
議等で全職
員が見守り
時のポイント
を掴めるよう
にし事故を
防ぐようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りに
過ごしてい
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

居室にいる
児童全体
の見守りを
行っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の居室
にて対応し
ていた

特になし 特になし

9540

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 5 5 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ先
端部を骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

なし

一輪車遊
びをする際
に，子供
たちへ一輪
車の事故
について事
前指導を
実施する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 なし

頭・肘・膝
等へのプロ
テクターを
配備する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

改善策な
し。環境面
に関して問
題点・改善
策はないと
思われる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

精神的に
も安定して
おり，普段
と変わらな
い様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

当該児童
が落下
時，見守
りの職員の
視野に入っ
ていたが，
大きな事
故になると
は思わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びを
見守る職
員は，該
当児童の
一輪車で
転ぶところ
は見ていな
い。

なし

改善策な
し。その他項
目において
問題点・改
善策はない
と思われる。

9541

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 14 2 2 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右　第二
趾基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

児童が遊
んでいた近
くに座卓が
あった

当該の遊
びはしない
よう指導す
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

当該の遊
びはしない
よう指導す
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自分の興
味のある遊
びを次々と
していた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児や他
児童の遊
びの様子を
全体的に
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

６校時限
で登館する
児童の対
応や来館
していた児
童の対応
にあたって
いた

特になし 特になし

9542

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 124 # 12 6 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
12回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
毎日2回

1.定期的
に実施

実施頻度1
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日1回

外遊びの
範囲が広
く，職員が
全範囲を
網羅するの
が難しい状
況であっ
た。

児童の人
数や職員
の人数を
考慮し，
遊びの種
類や範囲
を限定す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他の児童
に対応して
いたため，
本児が間
違ったすべ
り台の使い
方をしてい
ることについ
て声がけが
できなかっ
た。

正しい遊
具の使い
方を全体
に指導し，
都度声が
けを行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

間違った遊
具の使い
方をした。
すべり台の
ふちを後ろ
向きに滑
り、更に途
中で止まり
「落下しよ
うかな」と
言った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
近くにいた
が，他の
児童の対
応と重なっ
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援が必
要な児童
や制止が
効かない児
童が多数
おり，他の
職員はそち
らの対応に
追われてい
た。

押してし
まった児童
は要支援
児であるが
比較的落
ち着いて見
えていた為
個別に対
応せず，
他の支援
が必要な
子どもの見
守りを中心
に行ってい
た。

特になし

119 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9543

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 55 55 5 5 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

オトガイ挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
５　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児はいつ
も通りの様
子であった
が、週の終
わりであった
為全体とし
て子ども達
に落ち着き
がなく、また
行事の前
日であった
為職員も
いつもより
慌ただしく
なってい
た。

子どもの様
子を適切
に把握し
て、その様
子に即して
デイリープロ
グラムの変
更を行い、
１日を安
全に過ごす
ための配慮
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

学校終了
後来館し、
自由遊びと
なるまでは
友達と宿
題をしたり
折り紙をし
たりして普
段通りの様
子で過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

事故当
時、本児が
怪我をした
場所とは遠
く離れたとこ
ろで別の児
童たちと鬼
ごっこ遊び
をしていて
おり、対象
児の動きを
直接確認
できていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その時間に
いた職員5
名のうち3
名が館内、
名が上記
担当職
員。もう1
名が担当
職員と同じ
く校庭に出
ていたが、
担当者や
対象児とは
また別の場
所で児童
の見守りを
行ってい
た。

通常時は
外遊びに
出た児童
数に合わせ
て職員も
校庭へと出
ているが、
当日は館
内にて保
護者対応
等行ってお
り、いつもよ
り外遊びの
人員が不
足してい
た。

事故後、都
度児童クラ
ブでの利用
や保護者迎
えの場面も
あったため、
その後の様
子等につい
て声がけを
行い互いに
情報を共有
していく。

9544

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 106 # 12 7 22.10
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足根骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし なし 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし なし

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

特になし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

昼食後行
事（スポー
ツタイム）
に参加した
が、いつも
通りの元気
な様子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

行事の講
師の指示
通り子ども
達は動いて
おり、特段
怪我につな
がるような
異常な動
きは見られ
なかったた
め、注視は
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

行事に参
加している
児童以外
の児童達
の見守りを
行っていた
ため、対象
児を注視し
ていなかっ
た。

行事中での
動きが要因
となった怪我
だったが、行
事中・行事
後ともに対
象児に変
わった様子
が見られな
かったことと、
本人からの
訴えもなかっ
たことから、
通常通りの
一人帰りを
促し、習い
事へ向かっ
た。

遊びが楽しく
なればなるほ
ど、痛みを我
慢したり隠し
たりして続けて
行うことがあ
る。遊びが楽
しいからこそ大
きなけがにな
らないように、
どんな軽微な
ことでも気軽
に伝えてほし
い、ということ
を行事の前に
伝える。

9545

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 6 6 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 靱帯損傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の事
故における
改善点は
なし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし

今回の事
故における
改善点は
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

今回の事
故における
改善点は
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びが
始まった頃
から、20名
程度の集
団遊びに
参加。いつ
も通り元気
よく走ってい
た。事故時
は勢いよく
走り、缶
（プラス
チック容
器）を蹴
ろうと走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

缶けりに一
緒に参加
し、事故時
は缶の付
近にいた。
右側から本
児が走って
きて、左側
からきた男
児が同じタ
イミングで
走ってきた
ので、止め
ようとしたが
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の見
守りを各場
所で行って
いた為、見
ていなかっ
た。

本児と接
触した男
児、両者と
も前からく
るお互いが
見えていな
かった。勢
いよく走って
いた為、止
まることが
難しかっ
た。

－
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9546

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 10 7 22.10
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

ソフトバ
レーボール
のような大
き目のボー
ルへの慣れ
が足りな
かった。

ソフトバ
レーボール
のような大
き目のボー
ルで遊ぶ機
会を定期
的に設け、
順応性を
身に着けら
れるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

－

ボールの不
備等は見
られなかっ
たが、遊ぶ
際の諸注
意など子ど
もたちと考
え話し合い
まとめてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

やわらかめ
ではあった
が、あまり
使用しない
ソフトバ
レーボール
の大きさの
ボールで遊
ぶ機会が
少なかっ
た。

ソフトバ
レーボール
のような大
き目のボー
ルで遊ぶ機
会を定期
的に設け、
順応性を
身に着けら
れるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボール遊び
が好き。自
由時間に
なり自分た
ちの学年が
遊戯室で
遊ぶ時間
になると
真っ先に遊
戯室へ向
かう。この
日は大雨
だったので
外遊びは
せず、体を
動かす遊び
は遊戯室
のみ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐ冷やし
たが30分
程度で痛
みが引いた
との事だっ
たため、骨
折している
とは思わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
で工作イベ
ントをして
いたため。

2日後当
該児童校
外学習が
あり、その
際不自由
だろうと保
護者公認
の上ギブス
を外して活
動をした。
医師の診
断が骨折
しかけてい
るということ
もあった為
の判断だっ
たというこ
と。

－

9547

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 4 2 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

打ち合わせ
の時に、事
故防止の
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年 特になし

足元には
障がい物は
なにもない
ため、ハー
ド面での改
善はなし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

足元には
障がい物も
なにもない
ため、環境
面での改
善はなし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
元気に過
ごし、友達
を遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

突発的な
事故で、咄
嗟に手を
差し伸べた
が間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1階の遊び
を見守って
いた。

子ども達へ
の声がけが
足りなかっ
た。

遊びに熱く
なりすぎない
ように声がけ
し、配慮しな
がら見守る。

9548

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 17 3 2 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

手指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

保育理
中、床に遊
び道具が
転がってい
る際の意
識のあり方
を改善す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年 特になし

身体を動
かして遊ぶ
部屋には、
極力床に
物が置かれ
ていないよ
うに配慮し
て行動す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊び中に
足元に事
故を誘発
するものが
ないか、確
認の意識
が薄かっ
た。

指導員は
子どもの動
きに目配り
すると共に
足元に事
故を誘発
するものが
ないか常に
気をかけ
る。児童へ
周囲の危
険に関する
声掛け、玩
具は一時
置きでも床
に置かず脇
の棚などに
置くよう指
導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児童と
普段通りに
ホールで遊
んでいた。
転倒後も
痛む様子
もなく普段
通り遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
渡していた
が、怪我の
瞬間は目
撃できな
かったため、
怪我に気
づかなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

学習中の
児童と遊ん
でいる児童
が混在して
おり、双方
の児童に
対応してい
たが当該
児童の動
きが確認で
きていな
かった。

学習の時
間が終えた
児童から自
由時間とな
る為、学習
中の児童、
遊んでいる
児童に対
応するため
指導員が
手薄にな
る。

指導員は子ど
もの動きに目
配りすると共
に、足元に事
故を誘発する
ものがないか
常に気をかけ
る。児童へ周
囲の危険に
関する声掛
け、玩具は一
時置きでも床
に置かず脇の
棚に置くよう
指導する。ま
た物を持ち上
げる際にも、
周囲に人がい
ないか気を付
けるように指
導する。

9549

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 2 1 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし

打ち合わせ
の時に、事
故防止の
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年 特になし

体操ごっこ
の際には、
転倒しても
怪我をしな
いようにマッ
トをしく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

バランス
ボールの事
故誘因の
可能性を
考慮した指
導が足りな
かった。

指導員の
目配り及び
周囲の危
険に対する
声がけの徹
底。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

早朝に民
衆登山に
参加。いつ
も通り元気
に来所して
友達と楽し
く遊ぶもの
の、疲れて
いるのか、
昼食後は
昼寝してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
渡せる位
置に立って
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故は２F
で発生し、
他の職員
は１Fで保
育をしてい
た。

２F担当
者が補助
員であり、
当日が初
めての勤務
だった。

遊びに熱く
なりすぎない
ように声がけ
をし、配慮し
ながら見守
る。

9550

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 4 1 20.８
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
くるぶし骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員間の
連携を密
にし、安全
面に見落と
しがないよ
う職員配
置に配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

鬼ごっこに
夢中で、足
元を見てい
なかった。

安全確認
を毎回実
施する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

下校後は
解放感から
注意散漫
になったり
油断、過
信から事故
につながり
やすい事を
確認し職
員配置、
活動内容
を考慮す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

数名と鬼
ごっこを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこ、ト
ランポリンを
する児童を
二人体制
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別室で他
の児童の
宿題をみて
いた。１人
は施設内
で他の児
童と活動し
ていた。

特になし

トランポリン
下にはマット
は必要不可
欠なため、よ
り安全性を
強化し声掛
け指導、安
全確認をす
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
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3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9551

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 127 # 12 10 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
（　１　）
回/年

2.基
準配
置

無し

グランド使
用の職員
配置体制
は3人で適
正だった。
支援員の
立ち位置
や広い視
野での見
守り、全体
把握をする
ことの大切
さを全体職
員会議で
話し合う。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

登録児童
数が多く、
施設内が
過密状態
になってい
る。

過密になら
ないように
分散して遊
べるように
保育内容
を工夫す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

無し

１支援内
の人数が
多く、支援
単位増加
の検討が
必要

1.いつも
どおりの
様子で
あった

グランドで
友達と楽し
く遊んでい
た時に自
分でケガを
してしまい、
恥ずかしさ
もありすぐに
支援員に
知らせるこ
とが出来な
かったことを
母から聞い
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

友達と２
人で楽しそ
うに靴飛ば
しをして遊
んでいる所
は、遠くか
ら見守って
いたのが、
ケガをして
しまったこと
に気づかな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

３人体制
で見守って
いたが、分
散して他の
子どもと関
わり保育し
ていたので
気づかな
かった。

無し 無し

9552

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 15 15 2 1 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

外遊び中
にお迎えの
保護者対
応中であっ
た為、トイ
レの児童が
声をかけず
に行った。

指導員が
保護者対
応中であっ
ても、児童
に声掛けし
てもらう
事。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

学校施設
内は、滑り
やすいため
上靴を使
用してい
る。

必ず、上
靴を履いて
トイレを利
用する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

学校施設
内は、靴
下では歩か
ないように
上靴を使
用してい
る。

必ず上靴
を履いて利
用する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びから
室内に戻
り、吐き出
し口から廊
下を走って
トイレに行
こうとしてし
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子ども達を
見守りなが
ら、保護者
対応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の対応して
いた。

外遊び中
にトイレに
行きたくな
り、急いで
戻りたいた
め廊下を
走ってしまっ
た。付き添
い声掛けし
ていなかっ
た。指導員
は保護者
対応中で
あった。

室内外でもト
イレは余裕を
もって行くよう
に指導する。
トイレに行く時
は、上履きを
履き廊下も走
らず慌てずに
歩く。指導員
に声掛けと付
き添いをす
る。専用室は
支援員が常
駐しているの
で専用室のト
イレを使用す
るよう促す。

9553

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 27 27 4 2 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

4回/年
2.基
準配
置

学年や体
格に応じた
遊び方にお
ける、職員
の知識・理
解が不十
分だった。

ルールの確
認を行う

2.不定期
に実施 1回/年 2.不定期

に実施 1回/年 2.不定期
に実施 1回/年

遊具の破
損はなかっ
た。

遊具の破
損はなかっ
たが、引き
続き定期
的に点検
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員が見
守りを行っ
ていた。

学年に応じ
た遊具での
遊び方を
再確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

一瞬の出
来事で、児
童の落下
を防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

一瞬の出
来事で、児
童の落下
を防ぐことが
できなかっ
た。

職員の介
助が不十
分だった。

学年に応じ
た遊具での
遊び方を再
確認する。

9554

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 10 10 3 3 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

滑り台をし
ているとき
は指導員
が必ず見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　)
回/年

特になし
滑り台の正
しい使い方
を伝える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

滑り台を逆
走しない。
追いかけっ
こ中は、滑
り台に逃げ
ないとルー
ルを決め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

滑り台の隣
の遊具で
別の子と関
わってい
た。追いか
けっこをして
いるのは見
ていたが、
滑り台を逆
走した瞬間
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子と関
わっていた
ので、逆走
した瞬間は
見ていな
かった。

特になし 特になし

9555

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 12 12 2 1 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

クラブ独自
の外遊びに
ついてのマ
ニュアルは
作成して
あったが、
徹底的に
周知ができ
ていなかっ
た。

クラブ独自
の外遊びに
ついてのマ
ニュアルを
職員・子ど
も達に徹
底的に周
知し、誰も
が確認でき
るように掲
示しておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

クラブ室前
のスロープ・
階段で走
ることは危
険

クラブ室前
の玄関・ス
ロープ・階
段で走って
はいけない
ことを子ども
達に徹底
的に注意
を呼びかけ
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

各々好き
な遊びをし
ていたことに
より場所の
整理が不
十分だった

子ども達に
声を掛けな
がら遊び場
所の整理
を職員が
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で、
上級生との
鬼ごっこを
楽しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

事故発生
前は対象
児を見てい
たが、他児
の一輪車
介助をして
いた為すぐ
に気が付か
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

部屋へ入
る時間だっ
た為、他児
へ片付けを
促し部屋
へ入るよう
に誘導して
いた為。

職員は
各々子ども
達の様子
を確認して
いたが、鬼
ごっこをして
いた子ども
達に気が
付かなかっ
た。

子ども達と
話し合い、
遊びの中で
の危険なと
ころを確認し
ていく。
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死亡
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9556

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 33 33 3 2 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨小頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

毎年4月に
すべての児
童に遊具
の使い方や
遊び方の
ルールを説
明し、その
後も定期
的に話して
いるが、より
徹底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年
玩具によっ
ては毎日

晴れており
遊具は濡
れていな
かった。また
遊具の塗
装の剥がれ
はなし。

雲梯で安
全に遊べる
よう、遊具
安全管理
点検を今
後も行って
いく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

当日も雲
梯で遊ぶ
児童を都
度確認し、
危険な場
合は声掛
けを行って
いた。本児
は普段から
のルールを
守り遊んで
いた。

職員会議
で戸外遊
び時の見
守り方法、
危険個所
がないか、
立ち位置
などを確認
し、職員全
員で事故
防止に対
応していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調不良
等の様子
なく、普段
どおりに外
遊びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

雲梯で遊
ぶ時のルー
ルを守って
遊んでいる
ことを確認
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の遊具
で遊んでい
る児童の
見守りをし
ていた。お
迎えに来た
保護者の
対応をして
いた

特になし

職員会議で
戸外遊び時
の見守り方
法、危険個
所がないか、
立ち位置な
どを確認し、
職員全員で
事故防止に
対応してい
く。児童に対
しても遊具
の遊び方の
注意を定期
的に行って
いく。

9557

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 40 40 4 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
等、運営
委員と協
議のうえ作
成する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊びの
時など広範
囲の見守り
を必要とす
る状況下
において、
児童の転
倒・衝突等
による事故
発生の可
能性を予
見し、児童
に対して声
掛け注意
等の指導
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外ではサッ
カーやドッチ
ボール、鬼
ごっこなどを
している。
当日は10
名ほどで鬼
ごっこをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒した瞬
間は目撃
していない
が、異変に
気付きすぐ
に駆け寄っ
た。本人や
周囲の児
童から転倒
したことを
聞き、室内
への移動に
付き添っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他にも多
数の児童
が外で活
動していた
ため、担当
職員に任
せ、校庭で
の見守りを
継続してい
た。

児童に対
し、けがのリ
スクについ
てや安全
面への声
掛け等の
配慮が不
十分であっ
た。

特になし

9558

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 27 27 4 4 22.10
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首上
部　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

全支援員
等へのマ
ニュアルへ
の再共有
（支援員
等全員に
事故対応
マニュアルを
配布）、
更にミー
ティングにて
事故事例
の検証を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

園庭には
落ち葉やど
んぐりなど
足が滑るも
のがあり、
転倒しやす
い状況に
あった。

落ち葉やど
んぐりなど
足が滑るも
のはよけて
おく等、転
倒しやすい
状況にない
か、事前に
確認・対策
した上で、
外遊びを
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

身体を動
かす遊びを
あまり好ま
ないが、こ
の日は、友
達や年下
の子に誘わ
れ張り切っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

大人数の
子どもたち
が園庭で
遊んでいた
ので、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

大人数の
子どもたち
が園庭で
遊んでいた
ので、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

普段以上
に活発に
遊んでいた
中、足元に
よく注意し
て遊ぶよう
に伝えてい
なかった。

遊びを開始
する前に、
しっかりと足
元に気を付
けて遊ぶよう
に周知徹底
するととも
に、無茶な
行動はしな
いように伝え
る。

9559

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 80 80 7 6 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右足首の
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４８　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童の見
守りと事故
防止のため
の児童への
注意を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４５　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４４　)回/
年

土のグラウ
ンドと敷地
の舗装面
に段差が
あった。

安全点検
に努め危
険箇所を
発見し修
繕等を行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の見
守りと事故
防止のため
の児童への
注意を徹
底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

屋外で遊
んでいて、
迎えに気
付き屋内
に荷物を
取りに行く
際に事故
が起きた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

屋外で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

クラブ室や
遊戯室で
児童を見
守ってい
た。

特になし

ソフト面、
ハード面、
環境面、人
的面を改善
することで、
その他につい
ては記載な
し。
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死亡
0
歳

1
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2
歳

3
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歳
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以
上

学
童
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の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9560

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 4 4 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足くるぶ
しの下剝
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

全支援員
等へのマ
ニュアルの
再共有を
行う。更に
打ち合わせ
で事故事
例の検討
を行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし

落ち葉など
により足元
が転倒しや
すい状況に
ないか、事
前に確認・
対策した上
で外遊びを
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

外遊びが
好きであ
り、色々な
遊びに挑
戦してい
た。この日
は小学校
が早帰り
だったため、
外遊びの
時間が増
えいっぱい
遊べると喜
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

大人数の
子どもたち
が園庭で
遊んでいた
ので、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

大人数の
子どもたち
が園庭で
遊んでいた
ので、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

特になし

遊びを開始す
る前に、足元
に気を付けて
遊ぶように声
掛け等をしっ
かりとする。ま
た、自分の力
を試すことは
良いことだが、
無理はしない
事を伝える。
痛みがある時
は休んでいよ
うねとけがをし
てしまった時
はどのような
過ごし方をし
たら良いのか
提案する。

9561

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 139 # 9 6 23.11
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手人差
し指骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関して職
員会議など
で話し合っ
ていきま
す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日 特になし

施設の安
全点検に
関しても定
期的に実
施し、事故
予防に努
めていきま
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

戦いなどの
けがにつな
がりそうな
遊びは注
意する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
に過ごして
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

児童から指
をぶつけた
と申告があ
り、すぐに
冷やした

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見てい
た。

特になし

けがにつなが
りそうな遊び
を職員で共
有し、注意
していく。

9562

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 2 1 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

職員間の
連携、常に
職員が全
体を見る
意識を持
つ。

児童の行
動を予測し
て、声掛け
をし危険を
回避する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
250)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250)回/年

児童の走
るスピード
や体の大き
さを考慮せ
ず、ホール
で走る遊び
をした為。

児童の行
動を予測し
て、ホール
内で走るの
ではなく広
い戸外で
走るように
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ホール内で
10人位の
児童が鬼
ごっこして
走り回っ
た。

ホールで
コーナーを
作って遊ん
だり、鬼ごっ
この遊び方
を工夫し怪
我を防げる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

天候も悪く
早帰りだっ
た為、おや
つの時間ま
で余裕があ
り児童から
ホールで鬼
ごっこをした
いとの要望
があった。
鬼ごっこで
は逃げるの
に夢中で
前を見てい
なかった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

支援員は2
人いたが、
1人は教室
で児童を
見守り1人
は園の活
動に入って
いた為、ド
ライバーに
ホールの見
守りを依頼
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

発生時は
支援員1
人だった
為、ドライ
バーにホー
ルの見守り
をしてもらっ
た。

ドライバー
に児童の
見守りを依
頼し、支援
員が付いて
いなかっ
た。

園の職員に
声を掛け見
守りを依頼
するか、支
援員が戻る
まで教室ま
たはホールの
一か所にて
遊び、支援
員がいる中
で児童を見
守る。

9563

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 3 1 19.７
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

配慮が必
要な児童
に対して、
適切な支
援を行うこ
とが不十分
だった。

発達の個
人差や児
童の特性
を理解し、
一人ひとり
の行動を
予測する。
また、児童
のちょっとし
た変化など
の気づきを
常に共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

ホールの死
角となる見
えにくい場
所で他児
に押されて
しまった。

活動内容
や人数、
児童の導
線等に合
わせた環境
設定を適
宜行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

児童の活
動を２つに
分けていた
ことで、結
果として支
援員の視
点も偏って
しまった。

プログラムを
見直し、動
的な活動
の後にゆっ
たりと落ち
着いて過ご
す時間を
設けたり、
配慮の必
要な児童
が集中して
取り組める
遊び等を
取り入れる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児と
加害児は
普段から一
緒にいるこ
とが多く、
発生当日
も一緒に
遊ぶ姿が
見られた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他のプログ
ラムを担当
し、怪我が
あったホー
ルの英語の
プログラム
が先に終
了していた
ので、ホー
ルの様子を
見守ること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
員も同様
のプログラ
ムの補助に
付いていた
為、ホール
の見守りが
ドライバー
のみとなっ
た。

普段からト
ラブルが多
い児童にも
関わらず、
その児童を
見守る意
識が薄かっ
た。

支援員同
士の声の掛
け合いや連
絡、確認と
いった日常
のコミュニ
ケーションを
しっかりと図
り、連携して
児童を見
守っていく。
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死亡
0
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9564

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 69 69 8 4 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

応急処置
研修（今
年度実施
済み）

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日 特になし

特になし
（施設・遊
具等でのケ
ガではない
ため）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

特になし
（環境面
での要因で
はないた
め）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
外遊び時
にドッチボー
ルを行う

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッチボール
付近で他
の外遊びも
含め見守り
を担ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

立ち位置
表に基づき
外遊びの
見守りを
担ってい
た。

特になし

ボールの
キャッチの仕
方やけがの
可能性につ
いて周知

9565

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 19 19 3 2 19.７
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

見守り時の
職員配置
や校庭での
遊び方な
ど，職員
間で再度
ルールの確
認・見直し
をし，今後
同様の事
案が発生
しないよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

外遊びから
の入室移
動に意識
が集中して
しまい，子
どもたちひと
りひとりの動
きへの注意
換気が不
十分であっ
た。

支援員の
見守り体
制の見直
し（状況
時に必要と
される配
置・声掛
け）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

校庭で遊
ぶときは，
遊ぶ前に
必ず危険
箇所や遊
び方など注
意喚起す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児童
をみなが
ら，他児
童の入室
移動をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各担当エリ
アの見守り
をしていた
ため，対
象児童が
けがをしたと
きは見てい
なかった。

特になし

怪我を未然
に防げるよう
に，子どもた
ちと一緒に
外遊び前や
外遊び後の
過ごし方や
待ち方につ
いて，話し
合いを行う。

9566

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 37 37 4 2 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上の歯　中
切歯（左
側）打撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

特になし

指導員等
の配置人
数に問題
はなく，ソ
フト面のみ
考慮すると
防ぐことが
可能な事
故であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年 特になし

施設等に
問題はな
く，ハード
面のみ考
慮すると発
生しない事
故であっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

最後に外
へ出た１
年生が，
玄関から
走って出て
きたため，
ぶつかった
際の衝撃
が大きかっ
た。

玄関から外
に出る時の
流れを見
直し，並
んで待つ時
間を減らし
た。児童に
は，外に
出る時に
走らないよ
う注意し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

決められた
場所で待っ
ている間
に，他の
児童に脇
腹をくすぐら
れて，身
体が前のめ
りに傾き，
走ってきた
１年児童
と衝突し
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くに指導
員はいた
が，衝突
の瞬間を
見ていな
い。周囲の
子どもに泣
いているよ
と言われ，
初めて気が
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

児童が外
に出る
時，玄関
の段差で
転ばないよ
う足元に注
意を向
け，声かけ
をしながら
見守ってい
た。

玄関の段
差を気にか
け見守りを
していた指
導員が，
所定の位
置に走って
いく児童ま
で注意が
向かず，
走らないで
ねと声かけ
をしなかっ
た。

外に出る時
に走らないこ
と，並んで
待っている
間にふざけ
ないことな
ど，外遊び
のルールを
児童と再確
認する。指
導員同士が
連携をして
声をかけ見
守りを行う。

9567

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 50 50 2 2 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし 事故との関
連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし 事故との関
連無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊び中
は、遊具
付近やボー
ル遊びを特
に注意して
見守るよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と特
段変わった
様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
て見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊具にいる
他の児童
を見守りし
ていた。

特になし

遊具で遊ぶ
際など注意
が必要な時
には、職員
が分担して
近くで見守
るようにす
る。また危
険な行動が
ないよう児
童に声掛け
をする。

9568

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 33 33 4 2 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし 事故との関
連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし 事故との関
連無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊び中
は、遊具
付近やボー
ル遊びを特
に注意して
見守るよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と特
段変わった
様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
て見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊具にいる
他の児童
を見守りし
ていた。

特になし

遊具で遊ぶ
際など注意
が必要な時
には、職員
が分担して
近くで見守
るようにす
る。また危
険な行動が
ないよう児
童に声掛け
をする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9569

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 25 25 3 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

外遊びはケ
ガやトラブル
が起こる可
能性が高い
上に久しぶり
の外遊び
だったので，
児童のテン
ションが上
がっていた。
事前に外遊
び前に危険
箇所の確認
をしていた
が，走り回
る子ども達に
気を取られ
てしまい，
未然に防げ
なかった。

校庭内の
危険個所
や遊具等
で起きうる
ケガや事故
について，
見守り時の
職員配置
や校庭での
遊び方な
ど，児童と
一緒に再
度ルールの
確認をし，
今後同様
の事案が
発生しない
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

安全点検
は定期的
に行ってお
り，設備な
どでのケガ
ではないた
め

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

校庭で遊
ぶときは，
危険箇所
や遊び方
など事前に
注意喚起
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

－

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の見
守りに気を
取られてお
り，対象
児童の見
守りが疎か
になってし
まった，

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当エリア
の見守りを
していたた
め，対象
児童がけが
をしたときは
見ていな
かった。

－

職員と児童
一人ひとりが
外遊びの遊
び方や危険
性があること
を意識する
ため，子ど
もたちと一緒
に外遊びに
ついて，話
し合いを行
う。

9570

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 45 45 8 8 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

体を慣らし
ていく為に
少しづつ外
遊びの時
間を延ばし
ていく。ま
た、遊具使
用の際は
職員による
危険回避・
注意喚起
の為の声
掛けを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

遊具及び
その周辺の
安全確認
や遊び方を
事前に注
意喚起す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊び前
に、子ども
たちに校庭
での危険
個所・ケガ
の事例等
を話し注意
を呼び掛け
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発に行動
するため、
よく転んで
けがをする
ことが多
い。少し無
茶な事をす
るときも見
受けられ
る。

－

対象児の
至近で対
象児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体把握
の為、支援
員を子ども
が集まるそ
れぞれの場
所に配置し
ていた為、
遠方の職
員からは距
離の関係
でみること
ができな
かった。

－

日頃慣れた
動作であっ
てもケガに繋
がることを意
識し、遊具
等使用の際
は子どもが
注意散漫と
ならないよう
声掛けをし
ながら見守
りをする。

9571

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 105 # 12 12 19.７
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

開始時の
注意喚起
が不十分
であった。

職員は一
輪車の危
険性を声
掛けし注
意喚起す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年 特になし

施設・設備
に異常がな
いか、点検
を強化す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びを決め
るジャンケ
ンで一輪
車に決定し
喜んでいた
が、特に感
情的になっ
てはいな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

窓施錠の
安全対策
をしながら
部屋中央
部に意識
を向け、全
体を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
にて、他児
の育成支
援にあたっ
ていた。

職員は遊
び開始時
の空気感
を必ずしも
把握してい
なかった。

職員は、児
童のテンショ
ンが上がりす
ぎないよう配
慮するなど、
気持ち面の
変化を敏感
に捉えるよう
努める。

9572

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 47 47 11 6 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

法人での
研修はある
が、施設内
独自の研
修は出来
ていないの
で校庭で
考えられる
ヒヤリハット
を共有し、
対応を検
討しておく
べきだった。

上記にも
記載がある
ように、施
設内独自
の研修を
し、校庭で
の配置や
危機管理
の対応につ
いての学び
の場を作っ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

定期的な
安全点検
もあるた
め、特に問
題なし

引き続き、
安全面の
点検を定
期的に行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

同学年の
友人と鉄
棒にぶら下
がり遊んで
いた様子が
あった。鉄
棒を握って
いた部分か
ら、落ちて
しまったの
は手が湿っ
ていて、滑
らせてしまっ
たのが要因
である。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鉄棒以外
の場所にも
各々で遊
んでいるグ
ループが
あった。そこ
へ支援員
を配置して
いたため、
本児の怪
我に気がつ
くのが遅く
なってしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

校庭の
各々の場
所での対
応があり、
本児の遊
ぶ様子に
目が届いて
いなかっ
た。

本児のぶら
下がる鉄棒
が本児の身
長より高い
物であった
為、自分よ
り高い物に
ぶら下がった
り、回ったり
しようとする
場面で遊び
方の声かけ
が足りなかっ
たことも要因
だと感じる。

鉄棒を使っ
て遊ぶ際
に、慣れてい
ない児童に
は補助具の
使用を推奨
し、高さも自
分に合った
物で遊べる
ように働きか
けをしてい
く。
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死亡
0
歳
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歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9573

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 14 14 2 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員配置
が職員2
名、登録ア
ルバイト2
名であった
にも関わら
ず外遊びに
出た。外に
出たのがメ
ンバーさん
と登録アル
バイトのみ
で常勤がい
なかった。

職員が少
ない日は
外遊びに
出ない。職
員配置を
確認してか
ら外遊びの
有無を判
断する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 該当なし 該当なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内に戻
る前にケガ
している児
童がいない
かの確認を
おこなって
いなかっ
た。

職員と合わ
せて全体の
見守りがで
きるように
職員配置
をしケガに
すぐ気づけ
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこを
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

外遊びから
クラブへ戻
る際に当
該児童が
足を捻った
ことを職員
に伝えにき
た。その時
点で初めて
ケガをした
ことが発覚
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

児童が危
険な遊び
方をしてい
たら注意で
きる配置に
なっていた
が当該児
童が足を
捻ってケガ
をしたことは
気づいてい
なかった。

児童が足
を捻ったこと
に職員が
気づけずす
ぐに対応が
できなかっ
た。
児童が職
員に足を
捻ったと伝
えた際にす
ぐ話を聞か
なかった。

小さなことでも
すぐに口頭、
共有ノート、
保育日誌に
記録し共有
する。保護者
からトラブルに
関する質問を
受けた際、ど
の職員でも状
況を把握し回
答できるよう
連携を図る。
お迎えの際に
日々の小さな
事でも毎日
保護者に共
有する。

9574

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 3 3 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折骨が
くっついた状
態

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

3.基
準以
下

全体を見
守る職員
と、他児童
の対応を
行う職員で
当該児童
を見れてい
なかった。
児童たちを
自由に遊
ばせてい
た。

対応が必
要な児童
に対して正
しい過ごし
方を伝えた
り、なぜそ
のような行
動となるの
か聞き取り
を行い、落
ち着いて過
ごせるよう
サポートす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日

場所によっ
て死角とな
る所におも
ちゃを置い
ていた。

和室の使
用をなく
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当該児童
の気持ちが
高まってし
まった所に
対応するこ
とが出来な
かった。

落ち着ける
様話した
り、場所を
変えて気
持ちが落ち
着ける様な
対応をす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

周りから注
意される事
をし続け、
周りの児童
や支援員
が声をかけ
ても止める
ことができ
ない状況
だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

当該児童
につられて
気持ちが
高まってし
まっていた
児童を対
応してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当該児童
につられて
気持ちが
高まってし
まっていた
児童を対
応してい
た。

本児を筆
頭に気持
ちの高まり
が周りにも
伝わり全体
的にヒート
アップした
状態だった
為、話を聞
ける児童か
ら順番に話
をしていた
状況だっ
た。

職員間で成
功体験の共
有をしたり、
児童それぞ
れに合う声
掛けを職員
個人個人が
模索し、自
分とその児
童の中で話
ができる関
係性を築い
ていく。職員
全員が同じ
対応をす
る。

9575

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 3 2 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

室内での
過ごし方を
児童と改め
て確認す
る。職員は
各々の役
割ごとに動
いており事
故発生時
に全体を
見守る職
員がいな
かった為、
落ち着いて
過ごす児
童にも目
配りと声掛
けを行な
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日

当該児童
の証言よ
り、クラブで
床置きで
使用してい
たサーキュ
レーターの
コードに躓
いたため転
倒した可能
性がある。

サーキュ
レーターの
設置場所
を見直すこ
と、また登
所児童数
にあわせて
長机の台
数を加減し
児童の同
線や活動
スペースに
できる限り
ゆとりを確
保する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

室内での
過ごし方を
児童と改め
て確認す
る。職員は
各々の役
割ごとに動
いており事
故発生時
に全体を
見守る職
員がいな
かったため、
落ち着いて
過ごす児
童にも目
配りと声掛
けを行な
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当該児童
は普段から
落ち着いて
いる児童で
あり、事故
発生時も
危険行為
等はなかっ
たが、室内
の狭いス
ペースで早
歩きをした
ため、足が
もつれて転
倒した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

当日のイベ
ント準備の
ため、各役
割に分かれ
て動いてい
た。事故発
生の瞬間
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当日のイベ
ント準備の
ため、各役
割に分かれ
て動いてい
た。事故発
生の瞬間
は見ていな
かった。

室内での
過ごし方
(どのような
過ごし方が
怪我や事
故に繋がる
か)を
児童含め
て確認でき
ていなかっ
た。

室内での過ご
し方(どのよう
な過ごし方が
怪我や事故
に繋がるか)を
児童と改めて
確認する。ま
た、職員は
各々の役割
ごとに動いて
おり事故発生
時に全体を
見守る職員
がいなかったた
め、落ち着い
て過ごす児童
にも目配りと
声掛けを行な
う。

9576

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 26 26 7 5 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員全員
で発生事
故について
共通理解
を持ち、事
故予防マ
ニュアルをも
う一度見
直す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１，２)
回/年

3.未実施 実施頻度
(0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１，２)
回/年

特になし

ハード面の
点検を定
期的に行う
よう見直
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊びをす
る時は、児
童がばらば
らに動いた
りせず落ち
着いてまと
まって行動
するように
指導を徹
底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児
は、いつも
活発に活
動する傾
向にあり特
に縄跳びが
好きなの
で、慌てた
様子で動
いていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

縄跳びをす
る児童が
複数人い
たので、全
体を見なが
ら、最後の
ほうの児童
と一緒に行
動してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内で活
動している
児童の見
守りをして
いた。

日ごろ活
発な児童
に対して
は、活動
場面が変
わる際は注
意を向ける
必要があっ
た

児童一人ひ
とりの活動の
特性を見極
め、言葉が
けなど対応
を工夫す
る。
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以
上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9577

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 40 40 6 3 19.７
歳

1.男
児 － 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

普段とは異
なる場所で
の活動で
あったため、
児童も普
段と異なる
行動をとる
可能性が
あった。

児童が普
段と異なる
行動をする
ことを想定
の上、事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施 随時 1.定期的

に実施 随時 1.定期的
に実施 随時

事故が発
生した施設
はスポーツ
施設である
ため、施設
管理者に
より必要な
点検は実
施されてい
る。

なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

レクレーショ
ンなどでの
事故回避
には特に注
意はしてい
た。

今回の事
故を参考
にして、児
童にケガに
注意するよ
う事前に呼
びかけるな
ど今後の事
故防止に
ついて再確
認した。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

元気いっぱ
いにゲーム
をしていた
が、転んで
左足首を
骨折。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

見学者２
名（うち発
達障がい
児１名）
が居たた
め、２階か
ら見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ゲーム指導
員を２名
依頼してい
たが、ゲー
ム指導員
は転倒に
気が付いて
いなかっ
た。

いつもと違
う場所、広
くクーラーも
効いていて
好環境の
為、当該
児童は頑
張りすぎた
かもしれな
い。

児童一人
一人の動き
に目を配る
ことが大切。

9578

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 39 39 7 3 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

風をきり、
漕いでいる
気持ちよさ
に気を取ら
れることが
ある。

遊具で遊
ぶ際、気を
付けて遊ぶ
ように話
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

事故につな
がるような
危険行為
がないよ
う、見守り
を徹底する
とともに、児
童への注
意喚起を
おこなう。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

－ 特になし
児童への見
守りを強化
していく。

9579

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 15 15 4 1 22.10
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

鼻骨骨折
及び眉間
部裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

児童が遊
びに夢中に
なっている
間に門の
方へ寄って
いった。

本児がぶつ
かった門側
に支援員
を配置と見
守りの徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

ハード面に
関しては問
題なし

ハード面に
関しては問
題なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

支援員の
見守る中
一人の児
童が転倒
したが一瞬
の出来事
で防ぐこと
が出来ず
門に顔面
をぶつけ、
鼻・眉間を
負傷した。
受診し鼻を
骨折と判
明

敷地内の
危険個所
を再チェック
し支援員
全員に周
知すること
で見守りの
強化を行
い、児童に
も注意喚
起を促す

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自由遊び
の外遊びで
支援員と
一緒にだる
まさんがこ
ろんだを
行った後、
足がもつれ
門にぶつ
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童と一
緒に遊んだ
り見守りを
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の支援
員を見守り
ながら子ど
もたちと遊
んでいた

門に近い
場所で足
がもつれる
ことを想定
していな
かった。

構造物の場
所を確認
し、児童が
近寄らない
ように注意を
促す。

9580

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 2 21.９
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足第4
指基接骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

成長過程
や、広い場
所への移
動などで気
持ちが高
揚してい
た。

その日の子
ども達の様
子を見て、
クールダウン
する時間を
とる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

施設につい
ては問題な
し

施設につい
ては問題な
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

支援員の
見守る中
一人の児
童が転倒
したが、一
瞬の出来
事で防ぐこ
とが出来ず
右足を骨
折

施設内の
危険個所
を再チェック
し支援員
全員に周
知し見守り
の強化と児
童にも注
意喚起を
促す

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

久しぶりの
ホール利用
で気分が
高揚してい
るように感
じた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

部屋の奥と
ドアの近く
に配置して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の児童
を見守って
いた。

該当児童
以外も久し
ぶりのホー
ル利用だっ
たため、全
体的に興
奮している
ように感じ
た。

特になし

9581

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 16 16 7 7 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

なし

遊びに熱
中しすぎて
気持ちが
高ぶりすぎ
ないよう声
をかける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

子どもが体
勢を崩し転
倒する動き
が察知でき
なかったた
め、手を差
し伸べられ
なかった。

今後も子ど
もの予想す
る姿から注
意すべき点
や危険察
知をさらに
意識し、未
然に怪我
を防いでい
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

なし

子どもの動
きから危険
を察知し、
職員配置
の改善を
図る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボールを
キャッチした
際、体勢を
崩し転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子ども全体
の様子と遊
びの様子を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

隣の保育
室におり、
気づけな
かった。担
当職員の
呼びかけが
あり、すぐに
かけつけ
た。

なし

職員間で連
携し合い、
再度危険が
想定できる
ようにし事故
防止に務め
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9582

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 3 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

カーブの時
の見る位
置を知らせ
る。

慌てず前を
向いて鬼
ごっこをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

逃げる子が
死角に入ら
ないよう
に、見晴ら
しの良い所
でする。

鬼ごっこを
する時、場
所の範囲
を設定す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

支援員が
児童を見
守る位置
を考える。

活発な遊
びを中心に
して見守る
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼から逃げ
ていて砂場
の近くまで
来た時、前
方に児童
がいたため
止まれず転
んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一瞬の事
で手助けを
することが
出来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭で縄
跳びをする
子と鬼ごっ
こをする子
を見てい
た。

学年が1年
生と6年生
だったので、
1年生だけ
にする。

異年齢での
外遊びはな
るべくしな
い。

9583

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 57 57 5 4 18.６
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

職員会で
は毎回、
怪我や病
気等子ども
のことについ
て話し合う
機会を設
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

湿度が高く
床がべたつ
く時は、遊
ぶ前に子ど
もたちへ声
をかけると
共に職員
そのことを
踏まえ子ど
もたちの様
子を見守
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

子どもの人
数で職員
配置を決
めるのでは
なく子ども
の様子や
状況を見
て職員間
で声を掛け
合い見守
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

仲の良い
友達と自
分の好きな
遊びで気
持ちが高
揚してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

あそびの全
体が見れる
ように遊戯
室東側中
央で見守っ
ていた。対
象児が転
びうずくまっ
た為、すぐ
に駆け寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

工作室で
は、親子
対応や玩
具の貸し
出し対応、
図書室で
騒いでいる
児童への
対応をして
いた為、見
ていなかっ
た。

－

子どもたち
と、もう一度
「天下」の遊
び方の確認
をすると共に
とっさに起き
た時の対
応、方法な
どを話し合っ
たり知らせ
た。

9584

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 2 2 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上前歯
折れ、左
上前歯脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

医療関係
の連絡先
を職員が
早急に対
応できるよ
う職員室に
設置。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

今回、転ぶ
要素となる
ものは無
かったが、よ
り一層気を
つけて点検
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

見守る位
置や意識
を職員会
で繰り返し
確認・共通
理解してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

２人体制
で当該児
童に近い
職員は動
きを見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当該児童
に遠い場
所にいた職
員には見え
なかった。

－

怪我の対
応、遊びの
見守りの体
制・意識に
ついて職員
間で繰り返
し確認して
いく。

9585

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 72 72 5 2 18.６
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

なし

子どもが傷
みを訴えた
場合は、
見るだけで
なく触って
痛みを確か
めること、
経過も確
認すること
を、職員全
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし

子ども同士
の衝突が
原因で、施
設の不備
ではなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊戯室利
用の人数
が多くなり
過ぎないよ
うに、気を
付けて声を
かける。

天下の参
加人数が
多きとき
は、分けて
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯室に
職員は一
人であり、
他の職員
は別の場
所で見守り
をしていた
ため、他の
職員は対
象児の動
きを見てい
なかった。

患部を触ら
ず確認しな
かった。ま
た、本児が
足を痛めた
ことを共有
できていな
かったので、
他の職員
が気にかけ
られなかっ
た。

子ども同士
の衝突事故
が原因で、
他の要因は
ない。

9586

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 30 30 3 1 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中指末
節骨開放
性骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
３ )回/年

1.基
準以
上配
置

園庭で児
童が遊ぶ
際に、見守
り体制を維
持しつつ遊
ぶ方法を
考慮する
必要があっ
た。

児童が遊
ぶ際は支
援員の見
守り場所を
随時変更
しながら支
援員全員
で見守りに
配慮する。
ヒヤリハット
報告書を
幹部して事
故発生の
予防策とし
て活用に
努める。

2.不定期
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１ )回/年

見守りにお
いて備品
等で死角
になるところ
があった。

視認範囲
を広げるた
め、備品等
の配置を
変更する。

4.個人
活動中・
子どもの
み

支援員が
一瞬その
場を離れた
ときに事故
が起きてし
まった。

支援員が
不在となる
時間をつく
らないよう、
支援員全
員へ周知
を徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びに夢
中になりお
互いの位
置を確認
せず遊んで
しまった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

見守り配
置変更
時、交代
支援員を
待たずにそ
の場を離れ
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

おやつの配
膳の準備、
保護者の
お迎え対
応をしてい
た。

遊びが激し
くなった時
の注意喚
起の声掛
けが遅かっ
た。こどもた
ちの周囲へ
の状況把
握が薄く夢
中で木材
を振り下ろ
してしまっ
た。

支援員はよ
り近くで見守
り、危険な
状況では即
座に注意喚
起の声掛け
をする。
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以
上
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9587

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 36 36 5 4 22.10
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

特になし
遊具使用
ルールの確
認

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
のようす

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児童と
会話中に
つき目撃せ
ず

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見ていた 特になし

サンダルを着
用して遊ぶ
危険性を改
めて児童全
体に伝え、
職員・児童
互いに注意
し合える環
境を整備す
る

9588

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 59 59 8 4 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首の
上　尺骨、
橈骨（とう
こつ）の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(3　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故対応
について改
めてシュミ
レーションな
どを行い、
保護者や
事業者へ
の報告等
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

保育開始
前に、危険
箇所がない
か指導員
による点検
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

今回の事
故に関して
施設・設備
の影響は
なく、改善
の必要な
し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどお
り、ドッジ
ボールを楽
しんで遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近距離
にいたが咄
嗟のことで
転倒を防ぐ
ことはでき
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の見守りを
していた

特になし

各支援員が
より広い視
野で見守る
ようにする。

9589

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 9 9 2 1 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左撓尺骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

職員2名
体制の中
で施設に
保護者の
お迎えがあ
り、職員一
人が一時
的に施設
へ戻ってい
た。

見守りの職
員の人数
により遊び
の内容を
変えるな
ど、児童全
員が安全
に過ごせる
ようにクラブ
全体で工
夫をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

逆上がりの
補助台の
使い方が
間違ってい
た。（補助
台の上から
鉄棒へジャ
ンプしてい
た）

間違った使
い方をする
とケガにつ
ながる旨を
指導。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鉄棒本来
の遊び方と
は違う、
誤った使い
方をしてい
た。

子どもたち
に正しい遊
び方を伝
え、職員へ
の見守り指
導も行っ
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

体操を習っ
ていることも
あり、得意
気な様子
でチャレン
ジしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで見
守ってはい
たが、事故
現場を直
接は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お迎えの対
応により、
１名一時
帰所

お迎えの対
応により、
一時的に1
名体制

特になし

9590

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 40 40 5 2 22.10
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折(左手
首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし

鬼ごっこ等
の動きが激
しい遊びを
する際は広
いグラウンド
で行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々点検
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
使用時に
点検　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々点検
)回/年

今回活動
していたの
は、学校の
敷地内だっ
たため設備
面について
は確認して
いなかっ
た。

施設の敷
地だけでな
く、児童が
活動する
範囲の確
認を行う。
遊びに危
険がないか
どうかの判
断も職員
全員ができ
るようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

階段や段
差の多い
場所で、走
ることや激
しい運動を
することに
適していな
かった。

鬼ごっこ等
の激しい遊
びは広いグ
ラウンドで
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当日までの
2～3日も
同じように
鬼ごっこを
して遊んで
いたため、
下校後の
遊びの定
番化してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

鬼で複数
の児童を
追いかけて
いたため、
はっきりと見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くで他の
児童の保
育をしてい
た。対象児
童の付き
添いをして
いた児童か
らの報告を
受け、処置
を行った。

特になし

事故が起き
そうな場所
や遊びは複
数職員が目
を配れるよう
に配慮する
必要があっ
た。

9591

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 73 73 12 6 21.９
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
付け根骨
折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

的確な処
置を行わ
ず、軽度の
判断を行っ
てしまった。

怪我の処
置の仕方
の統一性

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

学校側に
よる

学校側に
よる

1.集団
活動中・
見守りあ
り

軽度の怪
我と判断
し、処置を
怠った

怪我の報
告を全体
で共有、独
断で判断
をしない

1.いつも
どおりの
様子で
あった

最後の一
人になり頑
張って逃げ
ていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

審判をしな
がら応援を
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

最後の一
人のため体
育館にいた
職員は見
ていた。

ボールが少
し硬かった
ことと、軽
度の怪我と
判断し処
置を怠った

空気圧を確
認しておき、
軽度の怪我
でも万が一
のことを考え
処置を行
う。

9592

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 5 5 2 1 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

見守る支
援員が近く
にいなかっ
た。

遊ぶ場所
を決め、支
援員の目
が届く範囲
にする。大
人の人員
を増やすよ
う努める。

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年 3.未実施 なし 1.定期的

に実施 ほぼ毎日 特になし

遊ぶ前に、
公園の状
況や遊具
の使い方を
確認する。

4.個人
活動中・
子どもの
み

特になし

外出前、
遊ぶ前の
確認を具
体的な内
容にし、支
援員を適
切な場所
に配置する
ことで、事
故の未然
防止に努
める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自由に遊
具を使って
遊んでい
た。らせん
状になった
のぼり棒を
１ｍほど
上ったあた
りから落下
し、左腕を
地面にうっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

支援員２
名は、他の
児童と一
緒に遊びな
がら見守り
をするよう
な状況で
あったため、
落下したと
ころを見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援員２
名は、他の
児童と一
緒に遊びな
がら見守り
をするよう
な状況で
あったため、
落下したと
ころを見て
いない。

特になし

園外保育を
行う前に支
援員が注意
事項を共通
理解し、児
童の動きが
把握できる
ように支援
員を配置す
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9593

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 43 43 5 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

当日の職
員配置に
おいて人数
的には問
題ないと考
えられる
が、配置が
適正であっ
たか検証が
必要と考え
られる。

職員の配
置に関し
て、クラブ
全体で話
し合うと共
に、不測の
事態に対
応できるよ
うに、事故
予防の研
修を実施
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(６)回/年 3.未実施 実施頻度

(０)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(６)回/年

今回の事
故に関して
は、ハード
面の要因
はなし。

遊具使用
前に安全
確認を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手が滑りブ
ランコの持
ち手を放し
たが、遊具
そのものに
問題はな
かった。

使用前に
安全確
認、特に雨
上がり等は
濡れている
場合がある
ため注意す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発な児童
で、当日も
変わりな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

突然の出
来事だった
ため、対応
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見ていた
ため、気づ
かなかった

外遊びは2
組が合同と
なるため職
員の配置
が適正だっ
たか、慣れ
による危機
意識の低
下はなかっ
たか等話し
合いが必
要。

外遊びは2
組が合同と
なるため、職
員の配置や
見守りに関
してクラブ全
体で話し合
い、危機管
理意識の向
上を図って
いく。

9594

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 5 5 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
基節骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員配置
はできてい
た。

もう一度ヒ
ヤリハットの
場面を職
員間で考
え、話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

何もない壁
に手をぶつ
けた。異
常・破損な
し

異常・破損
危険・がな
いか日々
確認をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見守りはし
ていたが、
瞬間は確
認できてい
なかった。

死角になる
所もあるの
で、職員が
移動し確
認・声かけ
ををする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児
は、おやつ
を食べた
後、いつも
どうりテレビ
を見たりし
て静かに遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の児童
の対応して
いたので見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児から
離れたとこ
ろで、他の
子どもの対
応をしてい
た.。

特になし －

9595

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 26 26 4 3 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨頚部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施 未実施

2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュアル
の作成を
検討すると
ともに、事
故予防に
関して理解
を深めた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

使用中や
片付け時に
玩具の状
態を常に
チェックして
いる。

特になし

遊びに必
要な玩具
であり、一
般的な物
より柔らかく
軽量なもの
を使用して
いる。引き
続き適切
な環境づく
りに努めた
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

今まで以
上に注意
深く見守り
たい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動が得
意で、活発
な児童であ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

サッカーを
する児童
6，7人全
体を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
たちを別の
場所で見
守ってい
た。

特になし

子どもの遊
びに必要な
動きであるの
で、今まで
以上に注意
深く見守りた
い。

9596

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 90 90 8 5 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置に問題
があり死角
が出来てい
たため、木
登りを注意
することが
できなかっ
た。

子ども・職
員がどこに
いるか常に
把握し、死
角のないよ
う支援員を
配置する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

木登りをし
ており、掴
んだ枝がも
ろく折れて
しまったこ
と。

遊具で遊
ぶ歳のルー
ルを再度、
確認指導
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

支援員の
配置に問
題があり、
死角になっ
ていた。支
援員交代
の際に情
報の共有
がうまく行
われていな
かった。

再度支援
員の配置
を再検討
する。支援
員交代の
際に情報
の共有を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

木に登って
蝉取りをす
る。左手で
蝉を取り右
手で枝につ
かまり降り
ようとする
が、枝が折
れ落下。
右から転落
し骨折す
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

１０ｍほど
離れた場
所に担任
がいたが、
ブランコで
遊んでいる
子ども５・
６人を見
ていて意識
が向いてい
なかった。ま
た、木で子
どもの姿が
はっきりわ
からなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

交代前ま
では支援
員は配置
していること
気づいてい
たが、支援
員が交代
のタイミング
で情報の
共有が十
分に行わ
れておら
ず、支援
員がいない
ことに気づく
ことができて
いなかっ
た。

副担任と
担任が外
の見守りを
交代するタ
イミングの
時に何人
子どもが遊
んでいるか
情報交換
をするべき
だった。

子ども・職員
の配置を確
認すること
と、交代のタ
イミングで情
報交換をす
る。

9597

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 66 66 9 5 20.８
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

状況的に
軽傷である
と思われる
場合でも
最悪の事
態を考え
行動するよ
うに改善を
した。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年 3.未実施 実施頻度

(０)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

外遊びの
際は地面
にケガに繋
がるような
ものが落ち
ていないか
確認をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

鬼ごっこな
ど衝突の恐
れがある遊
び中は支
援が見守り
を強化し衝
突前に防ぐ
声掛けを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

転倒後も
何事もなく
走り回って
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

持ち場に
立ち複数
の児童を
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

監視はして
いたものの
咄嗟の出
来事で対
応できな
かった。

手を突いた
際に体重
が一転にか
かり骨折を
してしまっ
た。

日頃から
「転び方」に
ついても児
童たちに伝
えていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9598

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 44 44 6 2 22.10
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する研
修は実
施。保育
室での動き
のある遊び
について見
直し。室内
での事故を
想定した訓
練を実施
するよう改
善した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年 3.未実施 実施頻度

(０)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

事故が起
きたプレイ
ルームは適
度な広さ、
家具の設
置も問題
ないため、
引き続き
点検を実
施していく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

プレイルー
ムで接触に
よる事故が
起きる遊び
を容認して
いて、事故
に至ってい
る。

室内での
遊び方を
見直し、接
触により事
故が起こる
可能性の
ある遊びを
禁じる対策
を講じた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

布ボールの
蹴り遊びに
興じて、興
奮気味だっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

プレイルー
ムに１名
配置してい
たが、全体
を見てお
り、児童が
棚を蹴り上
げるのは静
止できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

児童から離
れた場所に
いたため、
児童の動
きを見てい
なかった。

特になし

児童を見守
る場合、怪
我を起こす
かどうかでは
なく、興奮す
る起因とな
るもの察知
するよう指
導。毎回の
朝礼で確
認。

9599

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 4 2 21.９
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

児童本人
が遊びに夢
中になって
注意を怠っ
た

外での冬
休みの遊
び方につい
て具体的
に声掛けを
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年 3.未実施 － 1.定期的

に実施
実施頻度(
1 )回/年 － 改善策は

なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

鬼に捕まら
ないよう必
死で逃げて
いたところ、
バランスを
崩して転倒
した。

コンクリート
や建物周
辺は危険
なので、走
り回る遊び
をしないよ
う声掛けが
必要

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外遊びで
鬼ごっこを
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

外遊びを
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

役割分担
をして、見
守りを行っ
ていた

－

冬休みの遊
び方につい
て、子どもた
ちに具体的
に声掛けを
する。日頃
も伝えては
いるが、さら
に一日保育
を意識し、
声掛けを行
う

9600

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 18 18 3 2 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第3指
骨　骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

－
マニュアルを
再度確認
する

2.不定期
に実施

実施頻度
(－)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(－)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(260)回/
年

－

児童との遊
びの中で点
検をする。
児童が使
用する前に
安全か確
認をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－
死角ができ
ないように
見守る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
外遊びに
行く

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

運動場の
全体を見
守る。ブラ
ンコは注意
深く見守り
声かけをし
ていたが、
突然の出
来事に注
意・対応が
間に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児以
外の児童
の遊ぶ付
近を見守っ
ていた

－

外遊びにお
ける支援員
の見守る位
置の再検討
を行う。外
遊びでの
ルールの確
認をする。

9601

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 59 59 7 4 18.６
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

外遊びの
決まりごとと
して築山は
走らないこ
とを決めて
いるため、
再度走ると
どうなるか
全児童に
対して学習
させ、危険
察知能力
を高めるよ
うに声かけ
等を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

3.未実施 実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

活動する
前には、注
意点を入
所児童に
説明

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

活動する
前には、注
意点を入
所児童に
説明

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
は通常通り
で。いつもど
おり外遊び
をしていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
目のとどく
範囲にお
り、全体的
に危険が
行動をして
いないか目
配りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者・対
象児の動
きを見てい
なかった

－

活動する前
には、注意
点を入所児
童に説明

9602

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 4 2 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左第五趾
中指骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１）回/
年

1.基
準以
上配
置

－

遊具の適
切な遊び
方を再確
認し、危険
な遊び方を
している際
は、声かけ
等を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年 3.未実施 実施頻度(

)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年 －

活動する
前には、注
意点を入
所児童に
説明。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

－

活動する
前には、注
意点を入
所児童に
説明。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
は通常通り
で、いつもど
おり外遊び
をしていた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児童
は、支援
員の目がと
どく範囲に
おり、全体
的に危険
な行動をし
ていないか
目配りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者・対
象児の動
きを見てい
なかった

－

支援員は視
野を広く保
ち、全体を
見渡しなが
らも個々の
児童対応を
するように支
援員全員で
確認。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9603

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 41 41 4 3 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
近位端線
損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あったが、
見守りをよ
り強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今回の事
故に関して
は遊具の
不備では
なかった
が、日頃か
ら危険な
箇所がない
か支援員
が点検時
以外にも
意識をして
確認をする
ようにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべて
を監視する
ことは困難
なため、日
頃からクラ
ブでの過ご
し方につい
ての話をす
るなどして
注意を促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつものよ
うに元気に
登所し、直
ぐに木登り
を行う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

木から２ｍ
くらい離れ
た所で見
守る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は別の遊び
の見守りを
していた。

特になし

あらゆる状
況を考え、
児童の動き
を予測し危
険を妨げら
れるよう見
守っていく。

9604

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 70 70 7 3 20.８
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員間で
の事故防
止のための
話し合いを
行うととも
に、安全管
理マニュア
ルの再確
認を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週 特になし

木登りをし
ている部分
の組木を
外す。雑
木林で遊
んでいる児
童がいる際
は必ず近く
に職員を
配置する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童全員
に対してグ
ラウンド・雑
木林で遊
ぶ際の危
険箇所の
指導を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

複数の友
達と一緒に
雑木林に
て遊んでお
り、木登り
を楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

虫捕りをし
ている児童
と木登りを
している児
童に分かれ
ていたた
め、対象児
が落下する
際には雑
木林にはい
たが間近に
はおらず、
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

もう一人の
外担当の
職員は少
し離れたグ
ラウンドにい
て児童を
見守ってお
り、室内担
当は掃除
やおやつの
片付け、室
内の児童
の見守り等
を行ってい
た。

特になし

児童の人数
に応じて、外
遊び担当職
員の人数を
増員して安
全確認に努
める。

9605

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 28 28 4 1 19.７
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右腓骨遠
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は基
準以上に
配置してい
るが外遊び
している児
童への注
意が足りて
いなかっ
た。その
他、怪我の
状況認識
が足りず初
期対応が
不適切で
あった。

外遊びの注
意事項を再
確認し、職
員への指導
を強化すると
ともに児童へ
の注意喚起
を怠らないよ
うにする。怪
我による初
期対応は、
処置を優先
する必要性
を本人に理
解してもら
い、例外なく
直後に処置
を施す必要
がある。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年 3.未実施 実施頻度

()回/年 3.未実施 実施頻度
()回/年

当クラブの
敷地内に
は段差の
多い箇所
も存在す
る。

段差を無く
すことは現
状では難し
く、段差が
ある場所で
の駆けっこ
遊びをしな
いよう注意
喚起をおこ
なうことを
徹底する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

敷地は広く
支援員から
の死角もで
きやすい。

児童へ向
けて、外遊
び中は視
界が開けた
場所での
遊び方を
指導する。
また支援
員は死角
が発生する
場所は避
けて見守る
必要があ
り、それを
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

事故が起
きた瞬間
は、職員は
児童から死
角に当たる
場所にいた
ために見過
ごしてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

－ 特になし

児童や職員
の判断では
なく、例外な
く初期対応
を行う必要
がある。

9606

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 2 2 20.８
歳

1.男
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手親指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

なし なし なし なし 特になし

戦いごっこ
自体に危
険性が伴う
遊びである
ことから、戦
いごっこを
禁止し、危
険性の低
い遊びを検
討する。

1.定期的
に実施 随時 1.定期的

に実施 随時 1.定期的
に実施 随時 特になし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

同学年の
男児2人が
楽しそうに
戦いごっこ
をしている
のを見て一
緒に遊びた
くなり、急に
蹴りを入れ
て仲間に
入ろうとし
たところに、
蹴り帰され
て負傷し
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

フロア担当の
者が戦いごっ
こをしている
のに気付き
仲よく遊んで
いたがエスカ
レートしない
よう注意しな
がら見守って
いたが負傷
の瞬間は壁
が死角となり
見ていなかっ
た。寝転がり
元気がない
事に気付き
手当をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊び担
当の者は
室内の事
は分からな
かったので、
室内に入っ
てきてからフ
ロアー担当
の者に説
明を受け
た。

男女共に
全体的に
活発で、羽
目を外し易
い学年であ
る。

激しい行動
にならないよ
うに気を付
けさせる。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9607

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 21 21 4 3 21.９
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨
（とうこ
つ）遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
毎日回/年

2.基
準配
置

外部から講
師を招いて
の専門的
な研修等
は行ってい
ない。

今後、事
故防止、
予防に関
する専門
的な研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週)回/
年

特になし

引き続き、
安全点検
を定期的
に行ってい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

風が強く砂
が舞ってい
た。

外の様子
を注視しな
がら危険回
避に努めて
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ボールに向
かって積極
的に走って
取りにいっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ボールの流
れを目で
追って児童
の動きを見
ていたが瞬
時の出来
事に対応
することが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童と
関わってい
たため見て
いなかっ
た。

積極的に
ボールを取
りにいきた
いという気
持ちが事
故に繋がっ
たと考えて
おり、遊び
方について
注意するべ
きであった。

児童の特性
をとらえて児
童にあった
声かけをおこ
なっていく。

9608

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 46 46 6 3 18.６
歳

2.女
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

支援員・補
助員を対
象。霧島市
消防局員
指導の普
通救命講
習（心肺
蘇生法、
AED使用
方法、その
他応急処
置）の受
講。

1.基
準以
上配
置

少し大きめ
の一輪車
に乗ってい
た。

身体に応じ
たサイズの
一輪車に
乗るよう声
をかける。
サドルの高
さ調整を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(３～４)
回/週

2.不定期
に実施

実施頻度(
１～２ )回
/週

2.不定期
に実施

実施頻度
(２～３)
回/月

特になし

定期的な
点検が行
えるように
する。些細
な気づき等
も職員間
で共有し、
設備点検
への意識を
さらに高め
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

遊ぶ前に
留意点など
伝える。子
どもたち自
身でもケガ
や気を付け
ること等を
意識してい
けるように
場面を通し
て知らせ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一輪車に
乗れるよう
になったこと
が嬉しく、
当日も支
え無しに一
人で乗るこ
とを楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

一輪車に
乗っている姿
からは危険
な乗り方をし
ている様子
は見られな
かった。遊ん
でいる様子
を気にかける
と同時に、
行事の進行
状況や高学
年の下校等
の様子にも
意識を向け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員は
イベントを
進めたり各
部屋で他
児童の見
守りをする
など、それ
ぞれで対応
していた。

特になし

遊具・玩具
などの点検
をこまめに行
う。
一人一人の
子どもの遊
び方を把握
し、職員間
で共有す
る。

9609

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 23 23 3 3 22.10
歳

1.男
児 － 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右股関節
水腫

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
１ 　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

毎日点検を
している。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

毎日消毒を
かねて点検
をしている。

特になし 特になし 7.その他 特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特になし

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

特になし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

翌日、痛
みを訴えた
ので保護
者へ状況
を報告。

特になし

小さな怪我
でも報告す
るように、全
児童へ口頭
指導を行
う。

9610

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 33 33 4 2 23.11
歳

2.女
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手親指
の裂傷及
び関節部
の軟骨の
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

法人内で
交通安全
研修を実施
（1回/
年）

1.基
準以
上配
置

担当支援
員の明らか
な不注意
により起き
た事故

敷地内外
問わず、運
転に際して
は十分に
注意を払う
こと。同じ
ルートの運
転に慣れて
しまわない
ように、
日々緊張
感をもって
運転する
事。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施 3.未実施 特になし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

－

1.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の児童ク
ラブの車が
次々と入っ
てきている
中で、ス
ペースを作
ろうと動い
てしまい、
当該児童
が乗り込ん
でいるのを
目視できて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

なし なし

敷地内外
問わず、運
転に際して
は十分に注
意を払うこ
と。同じルー
トの運転に
慣れてしま
わないよう
に、日々緊
張感をもって
運転する
事。

9611

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 40 40 4 2 19.７
歳

1.男
児 －

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(３～４)
回/年

2.基
準配
置

送り出すと
きに児童の
持ち物や
状況を確
認せず見
送った。慌
てずかえる
よう声かけ
ができな
かった。

帰宅時は
時間に余
裕をもって
送り出す。
送り出す時
に持ち物の
持ち方など
事故になる
可能性は
ないかチェッ
クする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

地面に物
がないか確
認する。
（つまずい
て事故につ
ながらない
ように）

7.その他

送り出すと
きに児童の
持ち物や
状況を確
認せず見
送った。慌
てずかえる
よう声かけ
ができな
かった。

時間に余
裕をもって
送り出す。
見送り時、
走らないよ
うに声掛
け。持ち物
の持ち方な
ど事故につ
ながる可能
性はないか
チェックす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子。普
段から走り
まわることが
多い。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

玄関先で
見送り、帰
宅するとこ
ろを室内か
ら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内で他
の児童を
見ていた。

帰るときに
一緒に帰
るはずだっ
た兄弟が
先に出てし
まった。兄
弟に待つよ
う声かけで
きなかった。

自分で帰る
児童につい
ては特に送
り出す際、
持ち物の持
ち方や靴の
履き方など
を確認す
る。帰宅時
間に余裕を
もって声掛
けをする。
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死亡
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9612

令和
5年
3月
30
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 1 20.８
歳

2.女
児 － 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

ドッチボール
よりも柔ら
かいボール
を使用

もう少し柔
らかいボー
ルにする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

近くから力
いっぱい投
げないよう
に距離の
確保・声掛
けを行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと同
じように大
好きなドッ
チドッチに
参加

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

審判と副
審二人体
制。何か
あったら対
応できるよ
うにしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

玄関やその
他の子ども
達の見守り

当てるのに
夢中になっ
て近くから
当ててし
まった

活動に入る
前に全体で
ルール確認・
ストレッチや
準備運動
(怪我しない
体作り)に努
める

9613

令和
5年
7月
28
日

13.子育て
援助活動
支援事業
（ファミ
リー・サポー
ト・センター
事業）

1 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

援助
会員
１名

援助会員
１名

21.９
歳

1.男
児 なし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手指の
骨折

8.その
他 2.なし

1.定
期的に
実施

年５回
2.基
準配
置

事故予防
に関する研
修は実施
していた
が、交通安
全や交通
事故に関
する研修を
実施してい
なかった。

交通安全
や交通事
故に関する
研修を実
施する。

事故が発
生した現場
は見通しの
悪い交差
点で、道幅
も狭かっ
た。

自家用車
で送迎を
行う際に
は、見通し
の悪い交
差点を通ら
ないよう周
知する。ま
た、事前に
走行経路
について確
認するよう
周知する。

7.その他

直進車を
認識できな
いまま右折
してしまっ
た。

見通しの
悪い交差
点でも、安
全を確認し
てから走行
するなど基
本的な交
通ルールを
徹底するよ
う周知す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

後部座席
に児を乗せ
ていた。

送迎は初
めてではな
く、何度も
送迎をした
ことがある
道での事
故発生だっ
た。

慣れている
依頼内容で
も、毎回注
意を徹底し
て活動をす
るよう周知
する。

9614

令和
5年
7月
28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし 3.未
実施

2.基
準配
置

軽く相手の
足が本児
の腕に当た
りバランスを
崩して転ん
だ。

該当なし 2.不定期
に実施 6 2.不定期

に実施 6 2.不定期
に実施 6 特になし 該当なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 該当なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育中、
本児のクラ
スのみが園
庭で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当職員
は、23名の
園児が人工
芝の園庭で
サッカーや固
定遊具で遊
ぶ姿が見え
る位置に立
ち全員の様
子を見てい
た。事故が
起きた瞬間
には、直ぐに
対象児に寄
り添う事が
出来た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員
のみ園庭に
おり、6人
の男の子の
サッカーの
様子を遠く
より見てい
た。

特にないが
サッカーの遊
びのルールを
みんなで話
し合う。

9615

令和
5年
7月
28
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 25 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

肘頭骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

当日は年
長組25名
に対して3
名の教諭
で外遊びを
見ていた

行事の練
習が多い
時には特に
けがに注意
する

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 3

園庭が全
面砂なので
転んでもけ
がは少ない

砂の段差
はなかった
がこれから
も十分に
注意する

3.個人
活動中・
見守りあ
り

学芸会の
練習が多
い時期のた
め、外遊び
の際に遊び
が活発すぎ
たと考えら
れる

外遊びの
時間を十
分にとると
共に普段
より多く注
意を呼び
掛ける

1.いつも
どおりの
様子で
あった

お友達数
人と鬼ごっ
こをしてい
たが鬼に捕
まらないよ
うに周りを
見ずに走っ
てしまった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任は園
児全体を
見ていたの
で対象園
児の転倒
にすぐ気づ
くことはでき
たが、子供
たちの細か
い動きまで
は予測でき
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1人は園児
と遊んでお
り、もう1人
は園児と話
をしてい
た。

全体を見る
先生の配置
を確実に確
保する

135 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9616

令和
5年
7月
28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 206 0 0 0 54 74 78 0 21 21 16.４

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

肘骨骨折
（左側）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

見守りの範
囲や注意
事項をわか
りやすくルー
ル化し、適
宜終礼等
で確認す
る。複数で
手をつない
だジャンプ
禁止の注
意喚起を
図る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 234 1.定期的
に実施 12

単独でジャ
ンプすること
は禁止して
いないが、
複数で手
をつないで
ジャンプす
ることは禁
止している
場所であ
る。

砂場付近
の木に、複
数で手をつ
ないでの
ジャンプ禁
止の掲示
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

3～5歳の
園児が園
庭に出て
遊んでい
た。園庭が
混雑してい
たうえ、対
象児が年
長児の姉と
一緒に遊
んでいたこ
とに職員が
安心してし
まい、見守
りが行き届
かなかっ
た。

けがの危険
性がある箇
所（背丈
の高い遊
具等）で
遊ぶ子ども
につくだけで
なく、園庭
全体を見
守る職員
を配置し、
見守りを強
化する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わりはなく、
元気に遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任が他
の園児を
見守ってお
り、砂場に
背を向けて
いたため、
園児がジャ
ンプしてい
るところを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
クラスの園
児の見守り
をしてい
た。

引き続き、
見守り中は
クラスや学
年に関わら
ず、子どもた
ちに適宜声
掛けをして
危険な遊び
をしていたら
注意する。

9617

令和
5年
7月
28
日

1.認可 5.幼稚園 1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 5 4 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨近
位端骨折

8.その
他 1.あり 3.未

実施 0
2.基
準配
置

怪我に繋
がる行動を
予測し、注
意喚起を
する。一人
一人の観
察の共有。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 3

跳び箱の
欠陥、亀
裂などは無
かった。危
険防止に
敷くマットを
今よりも広
範囲に敷
いて対策。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子供の目
線に立ち、
複数の職
員での危
険予測。
跳び箱補
助の強化。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体育ロー
テーション
中に、跳び
箱を跳ん
で、着地に
失敗する。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱で
補助をして
いた職員が
その瞬間を
見ていて、
声をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

跳び箱、
マット、鉄
棒など、各
場所を担
当し、補助
していた。

一人一人が
広い視野で
子どもを見
る。子供の
様子をよく
観察し、少
しの気づきで
も他の職員
に伝え、共
有する。

9618

令和
5年
7月
28
日

1.認可 5.幼稚園 1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 17 3 2 16.４

歳
1.男
児

対象児は、体
の動きがきご
ちなく、バラン
スを崩しやす
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

本児は朝
から腹痛が
あり、登園
した。登園
後に「お母
さんに会い
たい」と泣
いていた。

リスクの高
いシチュ
エーションと
タイミングに
ついて共通
理解を図っ
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 240

担当教諭
は要支援
児で動きの
激しい子の
方に注意
がいってお
り、本児に
は目を届い
ていなかっ
た。

活動を行う
時間帯の
精査が必
要である。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

集会時に帽
子の色を変
えて活動し、
終わった後
に帽子の色
をそのままに
して遊び始
めた。本児を
含め、園庭
で遊んでいる
子の帽子の
色が学年色
ではなかった
ため、本児
がどの辺りで
遊び始めた
のか、分かり
にくいところが
あった。

帽子の色
を学年色
に戻すこと
を忘れずに
行い、子供
たちがどの
位置で遊
び始めるか
を見届け、
子供たちが
安全に遊
んでいるか
把握できる
環境となる
配慮をして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時に
は腹痛を
訴えていた
が、元気に
なり、集団
活動に参
加して体を
動かす様
子が見られ
たので安心
して見守っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラスの子供
たちがどの辺
りで遊び、ど
のような動き
をしているの
か、できるだ
け把握する
ように、園庭
全体を見守
る。また、支
援を必要と
する子供た
ちの動きは
特に注意し
て見守ること
ができるよう
にする。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近距離に
いながら、
他の園児
を見守って
いた。

担任は朝か
ら腹痛を訴
えていた本
児の様子
を、時々見
て、声を掛け
る必要があっ
た。全学年
の子供たちと
それぞれの
教師、キッズ
サポーターが
園庭に出
て、大勢の
目で見守っ
ているため、
誰かが見てく
れているとい
う安心感を
もっていた。

朝から腹痛
を訴えていた
本児には、
教師が丁寧
に見守り、
声を掛けた
り、様子をう
かがったりす
る。

9619

令和
5年
7月
28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 22 2 2 16.４

歳
1.男
児 特になし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

15
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 190 1.定期的
に実施 190 特になし 特になし 7.その他

オルガン横
に固定した
机付近で
転倒した。
怪我につな
がるものは
避けてある
が、走った
ことが要因
の一つであ
る。

走れるス
ペースを作
らないよう
な環境づく
りをしてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

身の回りの
玩具を片
付けてい
た。後半に
なると周り
の様子が
気になって
しまい、や
ることが見
出せず動き
回って落ち
着きがない
様子が見ら
れた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育室内
での片付け
中であった
ため、全体
の様子を
見ながら玩
具が広がっ
ていたところ
の対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
児と関わっ
ていたた
め、対象児
の動きは見
ていなかっ
た。

室内は歩
く、という約
束になって
いるが徹底
できていな
かった。ま
た、玩具の
片付け状
況よりも子
どもの動き
に注視すべ
きだった。

絵表示をし
ておくことで、
注意の言葉
を掛けなくて
も見て分か
るようにす
る。片付け
後半は持て
余し気味で
あるので、次
の目的をも
たせる促しを
したい。
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死亡
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1
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2
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3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9620

令和
5年
7月
28
日

1.認可 5.幼稚園 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 51 0 0 0 13 17 21 0 0 5 4 18.６

歳
2.女
児 特になし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし
周りをよく
見て走る
事を伝える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
について特
に問題はな
かった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くにいた
がその場は
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くにいた
がその場は
見ていな
かった

特になし
より周りに気
を配るように
心がける

9621

令和
5年
7月
28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こど
も園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 206 0 0 0 54 74 78 0 0 21 21 16.４

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯神経損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

見守りの範
囲や注意
事項を分
かりやすく
ルール化
し、適宜終
礼等で確
認する。●
棟を走らな
いように注
意喚起を
図る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 234 1.定期的
に実施 12

通常、●
棟は雨の
日の登降
園に使用し
ているが、
園庭・遊具
の一部とし
て子ども達
が使うこと
もある。

●棟の柱
に、「走らな
い」と注意
喚起の掲
示を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友達と鬼
ごっこをして
おり、本児
が転んだ。

けがの危険
性がある箇
所（死角
となる場所
等）で遊
ぶ子どもに
つくだけで
なく、園庭
全体を見
守る職員
を配置し、
見守りを強
化する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わりはなく、
元気に遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任が他
の園児を
見守ってお
り、他の園
児につく加
配職員と
遊んでいた
ため、転倒
した瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
クラスの園
児の見守り
をしてい
た。

引き続き、
見守り中は
クラスや学
年に関わら
ず、子どもた
ちに適宜声
掛けをして
危険な遊び
をしていたら
注意する。

9622

令和
5年
7月
28
日

1.認可
幼稚園型
認定こども
園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 200 10 70 63 57 35 33 18.６

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上肢骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

年1回
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 月に1度 1.定期的

に実施 年3回 1.定期的
に実施 年300回 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが遊
具にぶら下
がっている
場面を見
守ることが
できなかっ
た

職員の見
守り配置を
分散する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活発に戸
外遊びを
楽しんでい
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保護者に
連絡病院
同行

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

見守り 特になし 特になし

9623

令和
5年
7月
28
日

1.認可
幼稚園型
認定こども
園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 61 9 15 17 20 33 33 18.６

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
2.負
傷 3.骨折 5.下肢

(足・足指) 下肢骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

年2回
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 年2回 1.定期的

に実施 年2回 1.定期的
に実施 年278回 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達とボー
ル遊びを楽
しんでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

見守り

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

見守り 特になし 特になし

9624

令和
5年
7月
28
日

1.認可
幼稚園型
認定こども
園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 35 12 12 49 63 53 # 35 29 18.６

歳
1.男
児 特別支援児 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 下肢骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

年3回
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 年3回 1.定期的

に実施 年45回 1.定期的
に実施 年89回 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達に足
が引っ掛か
り転倒

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

見守り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

見守り 足を注視し
なかった

様々な可能
性を考え全
身状態を確
認する
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9625

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 18 18 4 2 22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
20　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

遊具での
事故が多
いことについ
て、定期的
に職員間
で研修を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都度)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

公園内及
び、周辺の
危険個所
の確認や
注意喚起
が不十分
だった。

初めて遊び
に来る公
園で、大型
遊具に子ど
もたちは興
奮してい
た。遊具で
の事故が
多いため、
初めて遊ぶ
公園では
事前に職
員同士、ま
た子どもた
ちに注意
喚起を徹
底する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこの特
性上子ども
は逃げること
に一生懸命
になってお
り、遊具上
がやや渋滞
していた。ま
た、滑り台か
ら立った状
態で降りよう
としており、
遊具の正し
い使用方法
ではなかっ
た。

正しい遊
具の使い
方をしなけ
れば危険
であることを
日頃から指
導し、公園
に入る際に
もあらため
て注意喚
起を徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らず元気で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員が鬼と
なって鬼
ごっこをして
おり、児童
を数人を
追いかけて
いた。大型
遊具とその
周辺を使
用していた
ので、児童
の動きを見
渡せる範
囲にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

公園内は
遊具が4か
所に分かれ
ており、支
援員はそれ
ぞれ各遊
具の傍で
見守ってい
た。事故が
あった大型
遊具の傍
には支援
員が2名、
その他の場
所に1名ず
つ配置して
いた。

特になし

職員は遊び
に夢中にな
りすぎず、全
体を見まわ
せるように役
割分担、配
置をしていく
よう改善す
る。

9626

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 2 1 22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右膝の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

ボール遊び
中、ボール
を避け足が
ついた際に
右膝をひ
ねったた
め。

指導員の
見守り方
法を改めて
確認してい
く。
適度に休
憩させ運
動に熱くな
りすぎない
よう気持ち
を落ち着か
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都度)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

小学校の
体育館を
使用してお
り、普段よ
り児童一
人ひとりの
活動範囲
が広かった
ため、児童
一人に対し
ての見守り
があまりで
きていな
かった。

活動範囲
の広さに対
しての児童
の人数を
制限し、見
守り体制を
整える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段から児
童同士の
気持ちが
盛り上がり
すぎてしま
う遊び内容
であり、いつ
もより見守
りが必要
だった。

遊びの内容
について、気
持ちが盛り
上がりけがに
つながってし
まうのであれ
ば内容の検
討が必要で
ある。スト
レッチ等で十
分身体をほ
ぐしてから遊
ぶよう指導
する。気持ち
を落ち着か
せるよう休憩
時間を増や
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

女の子の
中では、活
発である。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体と特に
１年生の
見守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

除菌作業
をしてい
た。

新型コロナ
ウイルス感
染症対策
として除菌
作業を行っ
ていた。

児童がいる
時間帯は見
守りを最優
先し、特別
しなければい
けない作業
がある時は
専門の職員
を配置す
る。

9627

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 42 42 5 3 18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)
左眼窩底
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

遊戯室に
て活動を
見守ってい
たが、遊戯
室外から支
援の必要
な児童が
走って入っ
て来てしま
い、予想外
の事故が
起きてし
まった。

支援の必
要な児童
に対して、
気持ちが
落ち着くま
で支援員1
人を配置
する。また、
職員全体
で支援の
必要な児
童の対応
について事
例研究を
行っていくこ
とで支援力
を高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都度)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

人的事故
であり、施
設・設備等
に問題はな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊戯室に
て活動を
見守ってい
たが、遊戯
室外から支
援の必要
な児童が
走って入っ
て来てしま
い、予想外
の事故が
起きてし
まった。

遊戯室の
出入りの
ルールを徹
底する。
また、支援
の必要な
児童がクー
ルダウンで
きる環境
作りを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
く、遊びに
参加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室全
体を見渡
せる位置に
配置し、集
団活動を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
で、活動を
見守ってい
た。他の場
所で、支援
の必要な
児童の対
応を行って
いた。

遊戯室に
て活動を
見守ってい
たが、遊戯
室外から支
援の必要
な児童が
走って入っ
て来てしま
い、予想外
の事故が
起きてし
まった。

事故状況
及び安全対
策情報を、
職員全体で
共有し事故
防止に努め
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9628

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 112 # 11 8 20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

安全管理
に関する研
修を受講
する機会を
積極的に
設けるとと
もに、職員
の安全に
関する意
識を高める

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
毎日

密を避ける
ため一つの
テーブルに
座る人数
を2名まで
としているこ
とで、テーブ
ルの数を多
めに配置し
ていた。

部屋の広さ
と利用人
数、活動の
状況によっ
て常に設
備の見直
しを図る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

利用人数
や活動の
状況によっ
て机の配
置等環境
を再構築
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自由来館
利用の友
達と遊ぶた
め、図書室
を利用して
いた。
　

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

座卓の足
に自分の
左足の小
指をぶつけ
たと本児か
ら訴えが
あったので、
冷やそうか
と伝えたが
本人が「い
い」と言った
ため、軽い
打撲程度
と思い込
み、けがを
した足を確
認しないで
しまい、担
任にも伝え
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

けがをした
ことを知ら
なかったた
め、予定通
り一人帰り
の声掛けの
みを行い、
見送った。

特になし

図書室なので
静かに過ごす場
ではあるが、けが
につながる事も
あるという意識
のもと、児童一
人ひとりの動き
に十分に目を配
る。ぶつけたと児
童から訴えが
あった場合に
は、必ず患部を
確認するように
し、その時点で
目視できるけが
の状態がない場
合でも、時間が
経過してから症
状や痛みが現れ
る場合もあるの
で保護者へ報
告する。

9629

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 72 72 6 4 19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
まだ確定し
ていない

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

活動の合
間に落ち
着けるよう
声掛け等
をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通り
帰ってきて,
宿題をして
から遊びに
入る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

１人は鬼
ごっこの審
判をしなが
ら全体把
握をし,もう
一人も全
体を見守り
ながら何か
起こった場
合の対応
をすぐにで
きる体制を
整えてい
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

それぞれの
職員が児
童の受け
入れや遊
びの見守り
を行ってい
た。

特になし

けがをした際
は2.3日は
本児及び保
護者へケガ
の状況を確
認する。

9630

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 59 59 5 3 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

冬休み中と
いうこともあ
り、いつもよ
り子どもた
ち全体のテ
ンションが
高い状態
であった。

外遊びをす
る際、玄関
前の集合
時に一呼
吸おく声掛
けを入れ
る。子ども
たちと館庭
での遊び方
について話
をし、危険
がどこにひそ
んでいるか
考えさせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

怪我をした
部位を冷
やし、痛み
などはない
か声をかけ
るが「大丈
夫」との返
事だった。
その後も保
冷剤で冷
やしながら
遊びを続け
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が「大
丈夫」と答
えたため、
職員間で
怪我をした
情報を共
有し、様子
を見た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の児童
の対応をし
ていた。

特になし 特になし

9631

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 53 53 7 2 19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肩骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(適宜)回/
年

1.基
準以
上配
置

学芸会前
で疲れてい
た様子が
全体的に
みられた。

子どもの様
子をみて遊
びの範囲を
狭める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

― ―

3.個人
活動中・
見守りあ
り

活動の範
囲を広げ
過ぎて、目
が行き届か
なかった。

全体の遊
びを把握
し、目が行
き届かない
場合は職
員の人数
を増やす
か、遊びの
範囲を狭
める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯にて
児童館クラ
ブの児童
数名と二
段飛ばしに
試みたとこ
ろに失敗し
転落。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

泣いている
ところを職
員が見つけ
室内に連
れてくる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その他の児
童の見守り
をしてい
た。

支援児や
その他の児
童と関わっ
ていて目が
行き届かな
かった。

全体の遊び
を把握し、
目が行き届
かない場合
は職員の人
数を増やす
か、遊びの
範囲を狭め
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9632

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 29 29 3 2 21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

―

不慮の事
故に対し、
職員間で
の情報共
有や対応
策は日々
話し合って
いる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施 実施頻度
(－)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

―

借りている
施設なの
で、変形や
壊れている
箇所がない
かは毎日
確認してい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

舗装されて
いるとはいえ
アスファルト
の駐車場の
為、転倒の
衝撃が地面
に吸収され
ず大きくなり
やすい。ま
た、端に生え
ていた雑草
が１本長く
伸び、駐車
場までせり
出していた。
なお、駐車
場に車があ
る時は外遊
びに出ない
ようにしてい
る。

・怪我に十
分気をつけ
ることを子ど
もたちに伝
える。
・外遊びの
前に職員
が危険なも
の（石や
蔦など）が
ないか確認
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段も外
遊び（鬼
ごっこ）に
よく参加し
ており、運
動神経が
悪いわけで
はない。本
児もいつも
通りのつも
りで走って
いたが、こ
の日は雑
草に足を
取られて転
んでしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこの
人数が20
名を超え
普段より多
かったため、
補助として
駐車場の
中ほどで様
子をみてい
た。対象児
童の位置
に近かった
ため、転倒
後はすぐに
声をかけ近
寄り、怪我
の具合を
確認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

補助の職
員から少し
離れた道
路側から駐
車場全体
を見てい
た。対象児
童が転倒
後、原因の
雑草を確
認。除去を
行った。

鬼ごっこの
参加人数
が普段より
多く、子ど
もたちは注
意力が散
漫になり興
奮していた
かもしれな
い。

対象児が怪
我をした際
は注意して
対応し、保
護者への説
明もより丁
寧に行う。

9633

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 45 45 11 11 19.７
歳

1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

転ばぬよう
に前を見て
登館する
意識の希
薄さが疑わ
れる。

呼名の際
や帰りの会
などで＜登
下館の際
には足元に
気を付ける
＞ようさら
に注意喚
起を促して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし 特になし 7.その他 特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
小学校の
昇降口から
児童館に
歩いて向
かっていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登館後，
いつも通り
ロッカーにラ
ンドセルを
入れた後に
本人から職
員に対し左
腕の痛みを
訴えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

早速患部
を保冷剤
で冷やす
処置を施し
た。保護者
迎え時に
患部の様
子について
伝え病院
受診を勧
めた。

特になし

職員が個人
的に被災児
に対しより一
層注意喚
起を促すこと
で未然防止
に努めたい。

9634

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 67 67 5 5 19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首
（橈骨骨
端骨折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

落ち着いて
遊べるよ
う、個別に
注意喚起
の声がけを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

各自好き
な遊びをし
ている子ど
もの近くで
見守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

同室に2名
の職員を
配置し、他
の児童の
対応をして
いた。

特になし 特になし

9635

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 5 4 20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

狭い空間
の中での活
動におい
て,抑制を
促す声掛
けが不足し
ていた。

狭い遊戯
室での活
動につい
て,ルールを
確認し,徹
底したい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

冬場でもあ
り,室内で
ボール遊び
をしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児とも
う一人の児
童が接触
したのは確
認し,応急
処置はした
が,骨折ま
では考えな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の見守りの
ため,別室
である図書
室にいた。

狭い遊戯
室での活
動であるこ
とからケガに
つながるこ
とに関する
予見予知
が足りな
かった。ま
た,保護者
への報告も
怠ってい
た。

特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9636

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 40 40 4 4 20.８
歳

2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

当該児童
はスポーツ
少年団で
バスケット
ボールに所
属している
ため、運動
慣れている
と過信して
いた。

予め児童
にスポーツ
を行う際の
注意喚起
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

小学校体
育館を利
用しての活
動であっ
た。

普段と違う
場所である
ことと、広い
場所での
運動である
ことを考慮
し、職員は
ケガの発生
を考慮して
指導体制
をとる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

予想のでき
ない動きが
事故につな
がることを
念頭に置
いて注意を
促す必要
がある。

職員間で
想定される
危険な状
況等をシ
ミュレーショ
ンする。ま
た、児童の
動線を予
測し、対応
について職
員同士で
情報共有
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラブに登
所し、いつ
もどおり元
気に活動し
ていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児童
と他の児童
1名も含め
て、1名の
支援員が
マンツーマ
ンで対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
（38名）
をそれぞれ
他3名の支
援員が対
応してい
た。

動きが活
発なため、
固定の児
童のみを注
視できな
い。

体育館など
で運動する
ということは、
事故やケガ
が発生する
可能性が高
くなると念頭
に置いて支
援する。

9637

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 2 2 22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

剥離骨折
（右手中
指第２関
節）

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

長期休み
の打合せと
共に、再度
事故防止
の確認を
行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年 特になし

風船遊び
であるた
め、ハード
面では問
題はない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

朝登所して
間もない時
間での体を
使っての遊
びだったの
で、注意声
掛けをもっ
とするべき
だった。

間隔を空
けてぶつか
らないよう
に遊ぶよう
声掛けす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

当日本人
が一番始
めに登所
し、冬休み
ということも
あり朝から
テンションが
高めだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

フロアで全
体が見渡
せる位置に
立ち、子ど
もたちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

隣の畳部
屋で登所
の受け入れ
をしてい
た。

特になし

周りの状況
を見ながら
落ち着いて
遊ぶよう声
掛けする。

9638

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 108 # 13 13 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

左足首じ
ん帯と軟骨
の損傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童に準
備運動の
重要性を
繰り返し指
導し、外遊
びの開始
前には準
備運動の
時間を設
けけが防止
のために入
念に準備
運動を行う
ようにする。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

安全点検
行っていく
中で修理
等が必要
なものにつ
いて早急な
対応に心
がける。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

支援員や
児童に、
ゲームに夢
中となりケ
ガをした事
例を紹介
し、未然防
止に心がけ
た外遊びに
心がける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

サッカーが
好きで、当
日も活動
的だった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

審判をしな
がら見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各自、担
当箇所の
見守りをし
ていた。

特になし

今回の事故
を分析し、
今後の事故
防止の参考
とする。

9639

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 2 2 22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕の橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

他職員と
連携し、児
童だけにな
らないよう
にする。

児童全体
への声掛け
や保育室
で行っては
ならない事
項を改めて
伝える。

2.不定期
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週 特になし

床にマット
を敷き、危
険な怪我
につながら
ないように
対策する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

側転を
日々練習
し上達して
いる楽しさ
や嬉しさに
より、禁止
されている
場所でも
練習をした
くなってし
まったので
はないか。

学童の園
庭の広い
場所や、
体育館等
で練習する
ように声掛
けをする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室内
に本児童
合わせて児
童３名が
おり、宿題
及び本児
童はソ
ファー横に
なってくつろ
いでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

おやつの準
備をする
為、隣の保
育室へおや
つを取りに
出入りしな
がら、本児
童及び他
児童を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

戸外（園
庭等）で、
他児童の
外遊びの
見守りを
行ってい
た。

職員がおや
つの準備の
為、保育
室を出入り
している合
間に側転
の練習をす
る。

おやつの準
備の際の支
援員等の人
的配置や児
童への声掛
けについて
見直しを行
なう。

9640

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 59 59 7 5 21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし
配置人数
に問題はな
かった

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年 特になし

今回、使
用の仕方
に問題があ
り施設面で
は改善点
はない。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし
遊具の正
しい使い方
を指導。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変
わった様子
はなかった
が、振替休
日で１日
保育で行
事（ハロ
ウィンイベン
ト）を行っ
た後であ
り、心身と
もに疲労が
あったと推
測される。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

近くでは
あったが別
の児童と関
わりつつ、
対象児を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体を見
守りする職
員が離れた
場所から目
視してい
た。

見守りを遠
近ともに
行っていた
が、ジャンプ
して雲梯を
掴もうとす
る行為に、
児童・職員
ともに危険
性を感じて
いなかっ
た。

遊具の正し
い使い方を
指導。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9641

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 23 23 3 1 20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修内容
を周知徹
底させて運
営をおこな
い、マネー
ジャー巡回
時に都度
状況確認
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
開所日　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
開所日　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
開所日　)
回/年

特になし

一輪車が
正常かを
確認する。
また、一輪
車で遊ぶス
ペースが十
分にあると
ころを把握
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

危機管理
マニュアルを
理解し、
様々な場
所に潜在
的な危険
が潜んでい
ることを把
握して、見
守りを実施
するよう育
成していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

おやつ後の
16：00か
ら学校の校
庭で外遊
びを実施。
被災児童
は活発な
子で、最近
上達し始
めた一輪
車を楽しみ
に練習して
いた。慣れ
てきたこと
が、油断に
なり災害発
生に繋がっ
たと思われ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体的に
児童の様
子が確認
できる場所
で見守り活
動をしてい
た。全体を
見渡す中
で災害直
後の児童
を発見し、
現場に赴
き対応し
た。状況か
ら応急処
置が必要と
感じ、被災
児童ととも
に学童に
戻り学童
内の主任
に連携し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊び時の見
守りは常時2
名。全体を見
渡せる位置で
見守り活動を
していた。残り
1名の指導員
は室内で見守
りを実施。被
災児童が極度
に痛みを訴え
処置できる状
態ではなかった
ので、安静の
姿勢で保護者
のお迎えを待っ
た。保護者に
は骨折が懸念
される旨を伝
えた。

特になし

指導員の経
験などを加
味して、配
置を工夫す
る。

9642

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 15 15 3 1 18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員研修
（外出時
のケガの対
応につい
て）

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日 特になし

特になし
（ハード面
がケガの原
因ではない
ため）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外出前に
危険行為・
注意事項
の周知、活
動中随時
注意喚起

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子で
あったが、
兄の行動
の真似をし
ようとした

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

うんていの
所にいた
が、他児を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の見
守りをして
いた

対象児童
の兄の行
動を真似

身体の発達
に応じた遊
びができるよ
う、できるこ
と・できない
ことの周知、
現場での声
掛け

9643

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 2 2 21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘内側
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

本事例に
おいて、ソフ
ト面との関
連性は薄
いと思われ
る。

引き続き
事故事例
の振り返り
を行い、現
場レベルに
おいて情報
の共有を
行っていく。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

当該児童と隣
に座っていた児
童により、座ろ
うとした際に転
倒したとのこと
であり、事故
後椅子につい
ての確認を
行ったがぐらつ
き等不備は見
つからなかっ
た。椅子に座
る際に目視で
の椅子の確認
を行っていな
かったため、座
りそこねて転
倒。ついた腕に
負荷がかかっ
たと思われる。

引き続き
施設、施
設内外の
定期的な
安全確認
を行ってい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

椅子の危
険使用に
よるもので
はなく、座
る際に目
視での確
認を行わな
かったことに
よる事故と
思われる。

職員による
目視と声
掛けの徹
底、机や
椅子の正
しい使い方
の指導によ
る児童自
身の注意
喚起を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

学習や読
書の時間
であり、特
に目立った
言動、行
動はなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

下校後すぐ
の出席確
認、また学
習や読書
の時間であ
り、職員は
出席確認
を行いなが
らクラス全
体の児童
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

下校後すぐ
の出席確
認、また学
習や読書
の時間であ
り、職員は
検温を行
いながらク
ラス全体の
児童を見
ていた。

本事例に
おいて、人
的面との関
連性は薄
いと思われ
る。

引き続き、
児童の見守
りに注力して
いく。

9644

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 38 38 3 1 20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 1.頭部 脳挫傷・脳

震盪

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

研修内容
を周知徹
底させて運
営をおこな
い、マネー
ジャー巡回
時に都度
状況確認
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

特になし

遊具・施設
等の確認
は、毎日
指導員が
実施する。
また、児童
が遊ぶにあ
たり、危険
な場所は
ないかを確
認しなが
ら、見守り
を実施す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

危機管理
マニュアルを
理解し、
様々な場
所に潜在
的な危険
が潜んでい
ることを把
握して、見
守りを実施
するよう育
成していく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもより
活動的で
スロープの
上を走って
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

スロープの
近くで見守
りをしていた
が、別の児
童のお迎え
がきたた
め、事故の
時は見てい
ませんでし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の児童
や違う範囲
を見ていた
為、対象
児童の動
きは見てい
なかった

特になし

指導員は基
準配置して
いたものの、
お迎え等で
目を離す際
は指導員同
士で声を掛
け合い連携
をとり、全体
を見守りをで
きる体制を
整える。
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死亡
0
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9645

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 39 39 7 4 18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足踝腓
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

あらゆる場
面を想定
し、事故予
防について
職員間で
確認、対
応する。研
修等に積
極的に参
加する。

1.定期的
に実施

実施頻度
293回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
52回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
293回/年

校庭での
自由遊び
になるた
め、範囲等
は決めてい
るが、複数
の児童が
走って活動
するため、
場所、広さ
は適切だっ
たのか。

活動人数
に対する環
境設定を
見直してい
く。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

ルールの確
認、活動
前の準備
体操等、
適切に行
われたの
か。

準備体操
の実施。児
童へ遊びの
ルール確認
等、引き続
き行ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

勉強時間
の後の自
由遊びだっ
たためか、
準備体操
の後、外で
思い切り体
を動かして
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
したいと児
童から申し
出があった
為、他の活
動と交差し
ないよう白
線で場所
を指定し
た。児童が
走っている
時に足を
気にしてい
る様子だっ
た為、声を
かけ室内で
様子を見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の活動
の見守りを
行ってい
た。怪我の
処置につい
ては申し送
りがあり他
の職員が
確認、処
置を行っ
た。

活動に対し
ての支援
員の見守り
体制は適
切だったの
か

活動前の準
備運動、日
頃から怪我
予防に関す
ることを子ど
もたちに伝え
ていく。

9646

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 50 50 12 12 21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

通常のキャ
ンディー
ボールでは
なく、硬さ
のあるゴム
ボールを使
用してい
た。

開始前に
突き指防
止の柔軟
体操を行
い、逐次
「突き指に
気をつける
よ」等の具
体的な注
意喚起を
する。また、
柔らかい
ボールへの
切り替えも
検討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

学年の差
があった。

開始前に
「強いボー
ルがくるから
気をつける
よ」などの
注意喚起
や、実力
差が甚だし
い場合には
ゲームを分
けるなどの
対処をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対戦の条
件が整って
おり、ゲー
ムを楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

審判と見
守りを兼ね
てコート中
央に立って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の部屋
にて、他児
の育成支
援にあたっ
ていた。

特になし

開始前に、
突き指防止
を含め全身
をひろく柔軟
体操を行な
う。

9647

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 86 86 9 9 19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首剥
離骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童が集
団で注意
事項を聞く
際に、多角
的に児童
の様子を
捉え、見守
りをするよう
職員のスキ
ルアップを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
数　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(359)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

公園は土
の地面で
平面では
なく、石が
落ちていた
り軽い凹凸
がある。

遊ぶ際や
足首を回し
たりする際
の足元に
十分注意
するよう児
童に指導
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

見守り職
員は集中
できていな
い児童に
気を配り、
職員の話
を聞くように
声かけ等を
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児は
集団のほ
ぼど真ん中
あたりにお
り、足元を
含め職員
には見えづ
らかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児は
集団のほ
ぼど真ん中
あたりにお
り、足元を
含め職員
には見えづ
らかった。

特になし 特になし

9648

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 7 7 3 2 21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

多様な事
態に備えて
改めて研
修資料等
を見直す

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

学校内で
あるので施
設の撤去
などはでき
ないため、
職員による
見守り強
化等で対
応する

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

外的要因
が考えにく
く、本児に
とっても不
可抗力と
思われる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午前中か
ら、外遊び
を含め自
由に遊んで
いた。昼食
やおやつも
通常通りに
食べてい
た。特別に
注意する
事柄はな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が木
の棒をもっ
て所定の
位置に戻
り、振り返
る際に足を
捻った。本
児はその場
で倒れ込ん
だため、本
児を抱えて
育成室に
戻りRICE
処方を行っ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当日は土
曜日だった
ため職員の
数は限られ
ていた。ま
た、体調不
良の児童
がいた為、
育成室内
にて職員が
対応、見
守りをして
いた

特になし

学童クラブの
育成中に外
遊びを行う
際は、全員
にストレッチ
を行うように
した
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9649

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 29 29 4 3 18.6
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3)回/年

1.基
準以
上配
置

高い鉄棒
にぶら下
がっており、
危ないと察
知していた
ものの止め
なかったこと
が原因。

危ない遊
具は事前
に注意し
て、危険を
回避させる
こと。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

低学年が
高めの鉄
棒をつかっ
たことが要
因として考
えられる。

低学年は低い鉄棒
を使い、高い鉄棒
は使用しないことを
徹底。鉄棒で遊ぶ
時のルールを再確
認。子どもたち全体
に高鉄棒を使う時
のリスク（手を滑ら
せると骨折等の事
故になりかねない）
を説明した。
クラブ内で子ども会
議を実施し、子ども
達自身に危険性を
認識してもらう時間
を設けた。職員の
補助なしでは、自
分の背よりも大きい
鉄棒は使用しない
ことを決定した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

高い鉄棒
にぶら下
がっており、
危ないと察
知していた
ものの止め
なかったこと
が原因。

危ない遊
具には事
前に注意し
て、危険を
回避させる
こと。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

高学年と
遊ぶ頻度
が増えてお
り、高学年
が使ってい
る鉄棒を、
そのまま自
分も使って
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒をして
いるところ
を、見守り
をしていた
が、危険を
予測できた
ものの、声
掛けが足り
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

違う場所で
見守りなが
らも、他の
職員がどこ
の遊具にい
るかは把握
しており、ど
のような様
子だったか
も覚えてい
る。

転んでし
まったら、も
しも、等の
ヒヤリハット
への意識が
低く、大丈
夫と過信し
た。

最悪の状況
を踏まえたう
えで、職員
が止めるか
他の遊びへ
移行すること
を徹底す
る。

9650

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 33 33 3 1 22.10
歳

2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

送迎支援
利用なしの
下校途中
に事故発
生したため
該当なし。

送迎支援
利用なしの
下校途中
に事故発
生したため
該当なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

送迎支援
利用なしの
下校途中
に事故発
生したため
該当なし。

送迎支援
利用なしの
下校途中
に事故発
生したため
該当なし。

7.その他

送迎支援
利用なしの
下校途中
に事故発
生したため
該当なし。

送迎支援
利用なしの
下校途中
に事故発
生したため
該当なし。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

先に歩いて
いた友達を
追いかけて
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

送迎の利
用がない児
童だった
為、一人で
クラブに向
かっていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

送迎の利
用がない児
童だった
為、一人で
クラブに向
かっていた。

送迎支援
利用なしの
下校途中
に事故発
生したため
該当なし。

該当なし。

9651

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 24 24 3 1 20.８
歳

2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

特になし

路面が凍
結されるこ
とが予想さ
れる場合
は、子ども
たちに事前
に注意す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

遊具ないた
め点検なし

遊具ないた
め点検なし

2.不定期
に実施

実施頻度
(５)回/年 特になし

本件は道
路での転
倒事故の
ため、ハー
ド面での改
善点はな
い。

7.その他 特になし

児童に対し
下校時に
走らないよ
う注意喚
起する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校中の
ため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校中の
ため 特になし 特になし

9652

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 5 3 20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 なし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

登録児童
数に合った
指導員等
の配置で
あった。今
後「事故予
防マニュア
ル」について
は作成を
検討してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
260　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年 3.未実施 実施頻度(

0　)回/年

本棚の縁
がが露出し
ている部分
へのけが防
止対策がさ
れていな
かった。支
援員の目
が行き届か
ない奥のス
ペース付近
に児童が
滞留してし
まった。

遊戯室等
で転倒し
接触が見
込まれる本
棚等のと
がった部分
について、
緩衝材等
を添付する
などでけが
の発生を
防止する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

長期休暇
期間で受
け入れ時
間が長いた
め、支援員
の勤務がシ
フト制に
なってい
た。

受け入れ
後の児童
の流れ、本
棚周辺へ
の児童の
滞留がなく
なる工夫を
検討する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調不良
等の様子
はなく、いつ
もの通り元
気であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ふざけ合っ
ている児童
に気づいた
支援員が、
注意したこ
とで行動を
改めようと
した際の転
倒となって
しまった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

室内で、他
の児童の受
け入れのた
めの業務に
あたってい
た。８時から
の受け入れ
開始で、現
在はコロナ
感染拡大防
止のため、
検温や体調
確認を保護
司者から聞
き取るなど業
務が多くなっ
ている

特になし

遊戯室の広さ
は十分なの
で、入口から
目につきにくい
場所で児童
が滞留しない
ようビデオの上
映や遊び道
具を配置する
など、児童が
分散し落ち着
く体制などをと
る。支援員の
目が行き届く
よう体制を整
える。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9653

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 30 30 5 5 21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足踝骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

慣れていな
い靴を履い
ていた（新
しいハイカッ
トスニー
カー）

児童の変
化に気が
付いた時に
は、事前に
呼びかけを
行ったうえ
で対象児
童を注意
深く観察す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

開所日は
毎日実施

つまづいた
場所のグラ
ンド状態を
確認したが
問題は見
受けられな
かった。

引き続き、
サッカー等
で使用する
周辺のグラ
ンド状態は
常に点検
し、改善す
べき場所は
その都度
学校と連
携を取り対
応する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

冬季休業
に入り子供
たちも浮足
立っている
様子だっ
た。長期休
業初日に
支援員から
の全体への
声掛けが
必要だっ
た。

長期休業
初日、子
供達に向
けて１日の
過ごし方、
注意する
点の確認
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラブ利用
が少なく、
集団遊び
に慣れてい
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

サッカーをし
ている児童
全体を見
渡してい
た。外遊び
の前に、履
きなれてい
ない靴だっ
たので声か
けをしてい
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

児童が転
倒後、その
まま遊び始
めたので、
問題がない
と判断し、
そのまま見
守った。

サッカーで
は他の子
供たちも、
同じ様に転
んでいた。
また、本人
も転倒後
変わらず遊
んでいたの
で大丈夫と
判断してし
まった。

事故対応に
係る研修を
計画し、支
援員全体に
周知する。

9654

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 32 32 4 4 22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘関節
捻挫・右上
腕骨外顆
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

ビーチバ
レーボール
遊び中の
事故は大
きなケガを
予想できな
かった。

事故の起こ
る可能性
が低いと思
われる遊び
でも、始め
る前にケガ
に注意して
遊ぶよう児
童に声掛
けをする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

ハード面は
問題なし

ハード面は
問題なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

芝生で転
んでも大き
なケガはし
ないであろ
うという認
識があっ
た。

普段と異な
る場所で
子供達の
テンションが
少し上がり
気味だっ
た。少し落
ち着かせて
から外遊び
を行うよう
に指導す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

通常行か
ない公園に
行ったた
め、当該児
童は普段
より興奮し
ている様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐ横で
ビーチバ
レーボール
での遊びを
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は他児童
を見守って
いた。

突発的な
事故だった
ため、防ぐ
ことができ
なかった。

特になし

9655

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 31 31 4 3 21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左第五指
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

障害物の
ない平面で
の活動でも
事故が起こ
りうることを
予測できて
いなかった
可能性が
ある

一般的に
危険が少
ないと思わ
れる活動
内容であっ
ても想定
外の事故
が起こりう
る可能性
があることを
再認識し、
情報共有
して危機意
識を高める
とともに児
童全体に
も声掛けを
行うように
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

事故当日
は晴天であ
り、ハード
面では問
題がない。

アスファルト
舗装された
中庭での
活動から想
定される危
険性の確
認を行い、
支援員間
で情報共
有を行うと
ともに、児
童全体に
声掛けを
行うように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

今後は活
動場所の
状況によ
り、想定外
のけがをす
ることを考
えさせ、お
もわぬケガ
につながる
事故が発
生すること
を理解させ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

天候も良
好だった
め、おやつ
が終わった
後、中庭で
外遊び
（鬼ごっ
こ）を開始
した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
している児
童全体の
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見守って
いたため、
事故発生
時は見てい
なかった。

当日は外
遊びを実
施していた
当クラブ児
童３１人
に対し、当
クラブの支
援員等４
人で見守り
を行ってい
た。

特になし

9656

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 4 2 20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左さつ背近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

ソフト面は
問題なし

ソフト面は
問題なし

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

円柱型積
み木を横に
した状態で
乗って遊ぶ
ことを想定
していな
かった。

ケガが想定
される玩具
を日頃確
認し、処分
するように
する。遊び
方次第で
ケガをする
可能性が
ある玩具に
ついては、
児童に遊
び方を指
導するよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

環境面は
問題なし

環境面は
問題なし

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

友達が休
んでおり、
１人で遊
んでいること
に退屈して
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

午前と午
後の支援
員等交代
時の引継
ぎを行いな
がら見守り
を行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

午前と午
後の支援
員等交代
時の引継
ぎを行いな
がら見守り
を行ってい
た。

引継ぎに
想定よりも
時間がかか
り、目を離
した際に事
故が発生
した。

特になし
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9657

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 20 20 5 2 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

順番を守
るように児
童に声掛
け。

外遊びの
前に外遊
びのルール
を支援員
等と児童で
復唱する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

ハード面は
問題なし

ハード面は
問題なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の遊
び方につい
て周知が
行き届いて
いなかった

この遊具の
本来の使
い方や、こ
のように
使ったら危
険など、ど
のように使
うべきかに
ついて児童
に伝える。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

事故の直
前、遊具に
早く登りた
いという気
持ちが表れ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

事故現場
から３ｍ程
離れたとこ
ろで見守り
を行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

違う場所に
いたため見
ていなかっ
た。

外遊びの
時間を楽し
みにしてい
たことで興
奮状態に
なってい
た。

特になし

9658

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 65 65 8 6 21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足第5
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

感染予防
及び熱中
症対策の
ため、身体
を使って遊
ぶ機会が
減少し、児
童自身が
身体をうま
く使えな
かった。

児童に運
動能力に
年齢差、
個人差が
あることを
話す。職
員間で情
報交換をし
て、遊びの
状況に応じ
て、個人個
人に声掛
けできるよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

地面（特
に遊具付
近）に小
石があり、
走ったりす
ると足元が
滑りやすい
可能性が
ある。

遊具付近
の小石を
掃き掃除
等で取り除
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

児童遊園
にある遊具
を避けなが
ら走ってい
た。また鬼
ごっこの鬼
から逃げよ
うと心理的
に焦ってい
たように思
われる。

児童全体
に向け、集
団で遊ぶ
時の危険
性を知ら
せ、危険か
ら自分の身
を守ること
の大切さに
ついて話し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼の児童
から逃げよ
うと慌てて
走った。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
渡せる位
置から鬼
ごっこをする
様子を見
守ってい
た。走って
いた対象
児が立ち
止まったた
め、異変を
感じ声掛
けをした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の遊びを
している児
童を見守っ
ていた。

児童遊園
全体を使っ
て鬼ごっこ
をしていた
ため、見守
る範囲が
広かった。

危険なく、
楽しく元気
に遊ぶため
にはどうした
らよいかを子
供たちと話し
合った。

9659

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 64 64 6 4 23.11
歳

1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 2.なし

2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし

放課後児童
クラブのモデ
ルマニュアル
の復習、令
和２年度ス
ポーツ庁委
託事業　学
校における
体育活動で
の事故防止
対策推進事
業「体育活
動中におけ
る骨折事故
の傾向及び
事故防止対
策」を参照し
ていくこと。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 遊具なし 遊具なし 2.不定期

に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

玩具の定
期的点検
を実施する
こと。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

見守り中に
も時間と共
に変化する
子どもの様
子に気を
配ること。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児と
共に他にも
数人の児
童がドッチ
ボールに参
加していた
ので、参加
しながら全
体を見守
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

体育館で
の見守りの
ため、担当
職員と現
場を二分
割する形
で、別の個
所で他の
遊びをして
いる児童た
ちの見守り
をする。

特になし

ボール遊び
を始める前
等に安全に
遊ぶための
ポイントを伝
えていくこと。

9660

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 36 36 5 4 22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

特になし
遊具使用
ルールの確
認

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
のようす

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児童と
会話中に
つき目撃せ
ず

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
を見ていた 特になし

サンダルを着
用して遊ぶ
危険性を改
めて児童全
体に伝え、
職員・児童
互いに注意
し合える環
境を整備す
る
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9661

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 3 22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度2
回/年

2.基
準配
置

特になし

引き続き
研修を通し
て事故の
予防に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度6
回/年 3.未実施 遊具なし 1.定期的

に実施
実施頻度
292回/年 特になし

チェックリス
トを活用し
た点検を
実施

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし
見守りの体
制を再検
討する

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

走りまわっ
てた、普段
からも走り
まわる傾向
がある

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

走り回って
いる対象
児にもっと
はやい段
階で声をか
けるべき
だった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童と
接していた
ため気づか
なかった

特になし

室内の過ご
し方の再度
見直し、職
員が全体を
見、声を常
にかける

9662

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 45 45 6 4 21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
各１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段どおり
一輪車に
乗って遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児が
一輪車で
遊んでいる
のを見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の遊
びを見守
り、対応し
ていたため
見ていな
かった

特になし

一輪車の使
用可能場
所を限定す
る。一輪車
を使用する
際は必ず
肘・膝のプロ
テクターを着
用する。

9663

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 44 44 6 3 20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
各１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
外で遊んで
いた

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

本児を含
む４名と一
緒に鬼ごっ
こをしてお
り、支援員
が鬼をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の遊びを見
守り、対応
していた

特になし 特になし

9664

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 85 85 10 2 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左下腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

特になし 特になし

4.個人
活動中・
子どもの
み

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りの
過ごし方を
していた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

運動場に
て他の児
童をみてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

施設にて
他の児童
をみていた

特になし 特になし

9665

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 51 51 6 2 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
各１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

特になし
（職員配
置は基準
であり、研
修で学んだ
対応をして
いる）

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

特になし
（ハード面
による事故
ではない）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

特になし
（いつもの
ように活動
を見守って
いる）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
外で遊んで
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子どもたち
だけで遊び
が成り立っ
ており、支
援員は入
らず、離れ
たところから
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の児童
の遊びを見
守り、対応
していた

特になし

特になし
（その他考
えられる要
因・分析が
ない）
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9666

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 5 5 20.８
歳

1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右手親指
剥離骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

運動する
際には、事
前にスト
レッチを行
うなどの声
掛けを徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

運動遊び
をする際、
室内の広さ
を十分確
保する。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

特になし

子どもたち
の様子を
支援員が
必ず見守
り、危険回
避につなが
る援助を
行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

静かに宿
題をして待
機するとい
うクラブの
ルールは
知っていた
が、１名の
児童がボー
ルで遊び始
めたのを見
て、キャッチ
ボールを始
めてしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

送迎車へ１
名の支援員
が添乗して
いたが、小
学校教諭に
後便の児童
の見守りを
任せて先便
の児童と共
に一旦クラブ
へ向かった
為、待機中
の児童の様
子は見てい
ない。事故
後も車の乗
降、車内で
の様子を見
守っていたが
児童の異変
には気付か
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
員は別所
送迎、クラ
ブでの迎え
入れをして
いた。児童
迎え入れ
後、支援
員５人で
活動中の
児童を見
守ったが、
異変に気
付かなかっ
た。

送迎車が
来る迄、事
故の無いよ
うに静かに
宿題をして
待つという
ルールに対
して①児童
へ定着させ
られていな
かった②学
校と共有で
きていな
かった③違
えた時に注
意する支
援員がいな
かった。

静かに宿題
をして待つよ
うに再指導
し、待機児
童を見守る
支援員を１
名追加す
る。

9667

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 38 7 4 19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
第二関節
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

運動する
際には、事
前にスト
レッチを行
うなどの声
掛けを徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

運動遊び
をする際、
室内の広さ
を十分確
保する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

子どもたち
の様子を
支援員が
必ず見守
り、危険回
避につなが
る援助を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

1～5年生
男女混合
でドッヂボー
ルをしようと
声がかかり
参加した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ホールで７
名の支援
員等が見
守り、そのう
ちコート周
りには３名
の支援員
等が見守っ
ていた。
ボールを受
け損ねてい
たのは見て
いたが、怪
我を負って
いるように
は見えな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
員は自分
の周りの児
童を見守っ
ており、見
ていなかっ
た。

ドッヂボール
は安全を
考え布と綿
で出来た
柔らかい
ボールを
使ってい
る。当該児
童は体正
面でボール
受けず指
先を突き
出して手先
で取ろうと
する癖があ
る為、芯を
外したボー
ルが左手
小指を引っ
掛けたと思
われる。

ボールを受
ける時には
体正面で受
けるよう声を
かける。激し
い運動をす
る前にはスト
レッチをする
ように指導
する。

9668

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 4 2 1 20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左モンテジ
ア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
０　)回/年

2.基
準配
置

転落の危
険性に対
する支援
員側の認
識が甘く
なってい
た。

危険につな
がる行為に
ついては、
全体の場
だけでなく
個々の児
童にわかり
やすく説明
し、該当す
る行為を
見つけた場
合は厳しく
注意する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年 3.未実施 実施頻度(

0　)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

そもそも押
入れに上
れる状態に
なっている
のがよくな
かった。

物理的に
上れないよ
う、押入れ
の幅、奥行
きいっぱい
に物を設
置して、隙
間をなくし
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

学習に対し
て気乗りし
ない子が、
片づけに積
極的にな
れず、ふら
ふらしてい
たずらをし
てしまう状
況が作り出
されてい
た。

１日の生
活の流れを
児童が身
に付けられ
るようしっか
り援助す
る。児童と
同じ活動
ができるよ
う学習用
課題は予
め用意して
おくようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

学習に移
行する気
持ちになれ
ず、片付け
も気が乗ら
ず、何をし
ようかと考
えているよ
うだった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

押入れに
上っている
対象児を
視野に入
れながら、
至近距離
にある扉で
遊んでいた
児童に指
詰めの危
険について
説明し、
取っ手に巻
き付けた紐
を外してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

学習時間
に移行する
ため、使用
したものの
片付けを
手伝ってい
た。

ほぼ同時に
危険につな
がる２つの
行為があ
り、場所も
至近距離
だったため、
１人の支
援員で対
応しようとし
たが事態に
対処できな
かった。

学習のよう
な児童の気
が乗りにくい
活動につい
ては、楽しみ
ながら実施
できるよう、
教材や内容
を検討して
いく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9669

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 17 2 1 20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

週に1度職
員会議に
て、危険な
箇所を確
認し合い
改善を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週 特になし

ソフト面で
の事故なの
で、ハード
面での改
善について
は予定して
いない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

作りかけの
製作物や
看板用の
模造紙を
ひとまとめに
置いてお
り、子ども
達が取りに
行く際に混
みあう状況
を作り出し
ていた。

当該事故
において
は、取りに
行くタイミン
グを分散さ
せる。日頃
から安全な
環境づくり
を意識し、
片付けや
掃除の際
に床に危
険な物が
ないか確認
する

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

縁日遊び
を楽しみに
しており、
準備物を
運ぶのにグ
ループの
リーダーに
付いて行
き、はしゃい
でしまってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

準備物を
取りに行く
高学年た
ちが落ち着
いていたた
め、待って
いる低学
年たちを見
守りながら
準備物を
用意。同
時に他の
職員に次
のおやつの
準備を促し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
と声を掛け
合いなが
ら、手作り
おやつ用の
ホットプレー
トを危険の
ないようセッ
ティングする
ために子ど
もたちから
離れてい
た。

特になし

職員の1人
は全体を見
渡せる位置
にいることを
共有し、声
掛け等で実
践を徹底す
る。おやつの
準備は子ど
もたち全員
の着席を確
認してから
行うようにす
る。

9670

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 36 36 11 6 19.７
歳

1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む) 歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

集団下校
中寄り道し
ないように
指導。

集団下校
中寄り道し
ないように
指導。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

集団下校
の帰り方の
指導徹底

7.その他 特になし
集団下校
の帰り方の
指導徹底

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児
の動きを
見てい
なかった

子どもたち
の動きを見
てる先生、
部屋の中
で見ている
先生、
別々で見
守ってい
る。※児童
クラブ終了
後の下校
時の事故
であるため

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

特になし

今回の事案
は、集団下
校中の在り
方の指導。

9671

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 100 # 12 8 21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

2.基
準配
置

順番を抜
かれたこと
により、転
落に至った
ことから

遊び方の
ルールの確
認。ハザー
ドマップの
再度確認
と指導
（支援員
と児童）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

ジャングル
ジム滑り台
より順番の
横入りがあ
り、滑ろうと
し揉みあい
になり、滑
り台より落
下。

ジャングル
ジム滑り台
を利用する
際、支援
員が付き
添いで行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

順番を抜
かれたこと
により、転
落に至った
ことから

遊び方の
ルールの確
認。ハザー
ドマップの
再度確認
と指導
（支援員
と児童）

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

短縮授業
でいつもよ
り元気が
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児童
グループに
は元気があ
り過ぎてい
たため、声
掛けは行
い、他の
ホッピングで
遊ぶ子ども
たちとともに
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体は見
ていたた
め、３０ｍ
ほど先から
だった落下
の瞬間は
目視でき
た。

全体的に
気分が高
い状態で
外遊びに
向かったた
め、事前の
声掛けで
注意喚起
を促し、落
ち着いて遊
びに行かす
こと。

全体遊びの
場合は、必
ずこれからの
予定のあと、
事故、怪我
によるハザー
ドマップを利
用し、子ども
たちに指導
後外遊びに
している。

9672

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 51 51 10 6 18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 前房出血

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故が起
こった時に
職員が連
携して対応
ができるよ
うに話し合
い研修をし
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年 特になし

指導員の
死角を減ら
す。何でど
のようにして
遊ぶかを考
えるように
促す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

何でどのよ
うにして遊
ぶかを考え
るように促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段どおり
元気に入
室しおやつ
を食べて、
戸外遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児童
が遊んでい
るのを確認
しつつ、サッ
カーをして
いる子ども
たちの遊び
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の場所
で遊んでい
る児童を
各場所で
見守ってい
た。

特になし

子ども達がど
のような動き
に発展して
いるかをよく
見守る。遊
び方につい
て日頃から
意識できる
ように話をし
ていく。

149 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9673

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 50 50 14 11 20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

他の特別
支援児へ
の対応、見
守りが必要
で、目が届
き難い状
況がある

ヒヤリハット
の研修を
行う。　外
遊びのマ
ニュアル、
注意事項
の共有

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし
小学校の
先生方と
協議する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

特別支援
児の担当、
あそびの見
守りが兼任
しないよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
遊んでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

遊んでいる
ところを見
守っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のあそ
び、特別支
援児の様
子を見てい
たり、直接
保育を行っ
ていた

経験の浅
い先生が
増えてい
る。全体を
見守る先
生が少な
い。

準備運動を
行う。注意
喚起の声掛
けを行う。

9674

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 60 60 11 9 22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右示指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員の配
置をしてい
るが、常に
確認のため
に移動しな
がら周りを
見渡すよう
にする。事
故マニュア
ルを作成す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

雨の後など
は滑りやす
くなっていな
いかを確認
し、場合に
よっては使
用を見合
わせるなど
の対応をと
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊びの
前には、準
備運動や
定期的な
声掛けを
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と遊
具を移動し
ていて、遊
具（石
段）から降
りるときに
足を滑らせ
て転倒す
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

大きな遊
具のため、
遊具付近
で複数人
の子どもを
見守ってい
たが、落ち
るタイミング
は見ること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各々の見
守りの場所
で外遊びの
子どもを見
守ってい
た。

特になし

事故の状況
を周りで見
ていた子ども
がいたか確
認して、より
一層状況を
把握できる
ようにする。

9675

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 3 2 19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
（0)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童全員
を見渡せる
よう支援員
を各個所
に配置す
る。児童と
の遊びに集
中しすぎな
いように他
の児童への
気配りがで
きるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

机と机の間
隔を広くとっ
たり、椅子
が通りを塞
がないよう
に椅子を
使わない
時は机に
入れること
を児童にも
徹底する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

偶発的に
起こった事
故である
が、椅子が
机の中に
入っていな
かったのか
もしれな
い。（走っ
ていたわけ
ではない）

椅子は机
の中に入れ
ることを日
頃から指導
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

偶発的に
起こったこと
で、走って
いたわけで
はないが左
足小指を
ぶつける。
児童もどう
してぶつけ
たか分から
ず返答に
困ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

児童の表
情がいつも
と違うので
話を聞く。
すぐに患部
を冷やし湿
布薬を貼
り、保護者
に連絡をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１番に気
づいた支援
員と一緒に
話を聞く。
安心させる
ような言葉
かけをし
た。

特になし
今まで以上
に注意深く
見守りたい。

9676

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 16 16 2 1 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指骨
折

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

近くに相手
がいる状態
で早いボー
ルで狙った
ためおきた

ドッジボー
ルの時のケ
ガをしない
ルールをも
う一度子ど
もと話し合
い、また距
離をとるた
めコートの
広さを考え
る

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

遊び中での
ボールがう
まく取れな
かったことな
ので施設
等の改善
点はない
が、引き続
き適切な
管理を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ドッジボー
ルの時上
手く取れな
かった

ドッジボー
ルの時のけ
がをしない
ルールをも
う一度子ど
も話し合う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ドッジボー
ルで仲良く
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッジボー
ルと遊具遊
びの子を近
距離で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

部屋遊び
の子どもの
見守りをし
ていた

特になし

遊びの中で
のボールがう
まく取れな
かったことな
ので上記以
外の改善点
が見つからな
い

9677

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 7 4 22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

怪我をする
可能性を
想定し、支
援員全員
で把握する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施 実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

安全の為、
床の一部
にマットを
敷いている
が転倒した
際の怪我
は想定して
いなかった

室内に於
いての激し
い運動は、
より一層制
限をしてい
きたい

1.集団
活動中・
見守りあ
り

以前は、
柔軟体操
等体を動
かす際は
靴下を脱
いでいた
が、コロナ
感染の対
策で靴下
をはいてい
た為、足が
滑りやす
かった

床にマット
を敷き、机
をのけて広
さを確保し
ていたが滑
りにくい場
所に移動し
今まで以
上に見守
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当時、気
温が低く十
分に外遊
びが出来な
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

転倒をして
怪我をする
ような激し
い遊び方で
はないと判
断し他の
児童にぶつ
かったり怪
我をしない
ように周囲
に気を配っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当時、室
内の児童
の数が多
かった為他
の児童への
対応をして
いた

支援員が
近くに二人
いたが、危
険は無いと
判断し見
守っていた

改めて注意
深く見守る
よう周知す
る
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9678

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 23 23 2 1 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

鬼ごっこを
している時
に狭い場
所に逃げて
きて段差で
捻った

鬼ごっこな
ど走り回る
ときは広い
場所でする
ようにする

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

施設等の
瑕疵はな
かったが引
き続き安
全管理に
努める

1.集団
活動中・
見守りあ
り

縄跳び台
の近くで走
り回ってい
た。

鬼ごっこな
ど走り回る
遊びは、運
動場の真
ん中の方で
遊ぶように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ケガをする
前は縄跳
びをしてい
た。鬼ごっ
こで挟み撃
ちをされそう
になり縄跳
び台の方に
来て段差
につまづい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くに支援
員はいたが
狭い場所
を走り回る
子供に注
意すること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子供
のボール遊
びや遊具
遊びなどの
見守りや見
送りするた
め部屋の
近くにい
た。

狭い所を
走っている
にも関わら
ず注意する
ことが出来
ていなかっ
た

引き続き安
全管理に努
める

9679

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 18 18 2 1 23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

子供同士
がくっついて
逃げていた
為

なるべくバラ
バラになる
ように声を
掛ける

2.不定期
に実施

実施頻度
(280)回/
年

3.未実施 実施頻度
(-)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(280)回/
年

特になし

毎日の点
検を行い、
危ないもの
は即取り除
くようにする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

学童の室
内、室外で
けがにつな
がるものが
ないように
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボールに当
たらないよ
うに逃げ
回っていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

コートの外
で、両チー
ムの様子を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

学童に残っ
ていた子供
もいた為、
運動場に
は来ていな
い

特になし
いつも全体
をみるように
心がける

9680

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 122 # 12 6 18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯槽骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する研
修が未実
施だった。

事故予防
に関する研
修を実施
するととも
に、緊急時
対応に関
するマニュ
アルを再度
職員間で
周知し、定
期的に確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし

点検は定
期的に実
施してい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

高さが４段
階ある鉄
棒のなかで
２番目に
高い鉄棒
をしていて
落下する。

安全に活
動できるよ
う、児童へ
の声かけを
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

数人の友
達と鉄棒を
していた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鉄棒以外
の遊具で
遊んでいる
子ども達も
見守りをし
ていた為、
落下した所
は見ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
員は、別の
担当範囲
内での子ど
も達の見
守りをして
いた。

対象児童
の身長より
高い鉄棒
を使ってい
たが、いつ
もその鉄棒
を利用して
いたので支
援員の危
機意識が
低かった。

遊具の安全
な使いかた
を再確認
し、子ども達
に適切に伝
えられるよう
にする。

9681

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 30 30 2 1 20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左薬指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

見守り、声
掛けの強
化をしっか
りと行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

タイヤで遊
んでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

離れたとこ
ろから全体
を見守り。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

離れたとこ
ろから全体
を見守り。

上手くタイ
ヤに手をつ
けず、全体
重が指にか
かってしまっ
た

日頃から、
安全な遊び
方を子ども
達と再確認
する

9682

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 15 15 3 1 21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯末端
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
11　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員会議
内でリスクと
ハザードに
ついて研修
し、またリス
クマネジメ
ントについ
て再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
11　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
11　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
290 )回/
年

特になし

一輪車の
安全点検
を使用前
に毎回行
う。また、
活動する
前に注意
点を入所
児童に説
明する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

手すりを用
いて一輪
車の練習
をするとき
は、より危
険度が低
い鉄棒を
使用するよ
うに声かけ
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

学校の休
み時間の
練習をして
いたが、早
く一輪車に
乗れるよう
になりたい
ため学童で
も練習をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ジャングル
ジム全体を
視野に入
れて見守
り。対象児
がバランス
を崩した様
子には気づ
いたが、手
を差し伸べ
て届く距離
ではなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内遊びや
外遊びを児
童それぞれ
が選び取っ
て遊んでい
た。支援員
は室内に1
名、屋外に
２名。屋外
では至近で
見守りながら
も、時折全
体にも目を
配りながら対
応していたた
め見ていな
かった。

特になし

支援員は視
野を広く保
ち、全体を
見渡しなが
らも個々の
児童対応を
すように支
援員全員で
確認。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9683

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 22 22 3 1 21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ関
節付近の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

古タイヤを
使った遊び
方を工夫
し、危険の
リスクが少
なくなるよう
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(51)回/年 特になし

学校敷地
内にある遊
具の埋め
込み式タイ
ヤのため、
学校と安
全対策を
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊びの
時に運動
場のどの位
置に支援
員を配置
するのか事
前に確認
をしておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

そばで支援
員が見守っ
ていたのが
咄嗟のでき
ごとで支援
員がケガを
防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各児童が
好きな遊び
をしている
ため支援
員が分散
しており、
担当者、
対象児の
近くにいな
い状況だっ
た。

特になし

学校とも協
議を行い、
古タイヤの
遊び方を工
夫し、少しで
も危険のリス
クがないよう
に努める。

9684

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 47 47 5 2 18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

日常的な
危機管理
能力を高
めていく指
導する

1.定期的
に実施

実施頻度
(286)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(286)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(286)回/
年

特になし

ハード面の
改善という
より、児童
や指導員
の日常的
な危機管
理能力を
高めていく
こと

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

日常的な
危機管理
能力を高
めていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一年生十
数名で鬼
ごっこを始
めたのでそ
ばで見守
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

鬼ごっこを
始めたので
1名そばで
見守り、1
名は近くで
見守る。

特になし

遊ぶ前に児
童へ声掛け
と準備運動
を行う。

9685

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 18 18 2 1 20.８
歳

2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

放課後児童
クラブの規約
では児童の
送迎につい
て保護者が
玄関まで送
り届けること
が決まってい
る。通常はこ
の規約通り
にしていた
が、事故発
生日は急用
のため本児
を駐車場で
降ろしたこと
により発生し
た。

事前に保
護者より連
絡があれ
が、支援員
が特別措
置として、
学校の校
門まで児
童を迎えに
行くことも
可能

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年 3.未実施 実施頻度

(0)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(200）回/
年

特になし

学校と連
携し、門扉
が開閉しや
すいよう周
辺の清掃
等を定期
的に行う。

7.その他

学校の門
扉は重く、
低学年が
開閉するの
は困難な
面があり、
規約通り
保護者が
同行しての
門扉の利
用の徹底
を保護者
に伝える。

児童クラブ
として、児
童へ門扉
の危険性
を理解・周
知させる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
元気に登
園していた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

学童に到
着する前の
ことであり、
学童から校
門まで距
離があった
ため、対象
児を見るこ
とができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

学童に到
着する前の
ことであり、
学童から校
門まで距
離があった
ため、対象
児を見るこ
とができな
かった。

支援員
は、児童ク
ラブ玄関前
に出て児
童を迎えて
いるので、
保護者から
呼びかけし
ていただけ
たら対応で
きると思え
る。

今回の事故
は学校の門
扉によるもの
であり、改善
は難しいた
め、保護者
同行のして
の門扉利用
を徹底す
る。

9686

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 27 27 4 3 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
骨折

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

特になし

ソフト面の
改善は困
難である
が、児童及
び支援員
に対し事故
を防ぐため
の指導を
継続してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回以
上/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年 特になし

ハード面の
改善は困
難である
が、児童に
対し事故を
防ぐための
指導を継
続していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童の見
守り方だけ
でなく、遊
び方の工
夫等の改
善を検討し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ドッヂボール
の様子を
見守り、危
険を察知し
たらその都
度注意をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各児童が
好きな遊び
をしている
ため、支援
員が分散
して見守っ
ていた。

特になし

上級生に対
し、下級生
が対応でき
るよう力加
減をする等
ケガの危険
性が低くなる
よう工夫を
する。

9687

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 23 23 3 1 21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ関
節付近の
骨折（ひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

古タイヤを
使った遊び
方を工夫
し、危険の
リスクが少
なくなるよう
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(51)回/年 特になし

学校敷地
内にある遊
具の埋め
込み式タイ
ヤのため、
学校と安
全対策を
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外遊びの
時に運動
場のどの位
置に支援
員を配置
するのか事
前に確認
をしておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

そばで支援
員が見守っ
ていたの
が、咄嗟の
できごとで
支援員が
ケガを防ぐ
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各児童が
好きな遊び
をしている
ため、支援
員が分散
しており、
担当者、
対象児の
近くにいな
い状況だっ
た。

特になし

学校とも協
議を行い、
古タイヤの
遊び方を工
夫し、少しで
も危険のリス
クがないよう
に努める。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9688

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

8.学童 99 99 11 11 21.９
歳

2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折　左
手首

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

集団下校
時に子ども
たちを門の
所まで見
送る。その
前に急いで
帰らない様
に、等の声
かけをして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
引き続き
点検を実
施する。

7.その他 特になし

今回は施
設外だった
が、施設
内、外遊び
時でも子ど
もたちに気
を付けて歩
く、急がず
に行動する
等の注意
喚起をして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

下校中の
ため、指導
員は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

下校中の
ため、指導
員は見てい
なかった。

特になし

集団下校
時に子どもた
ちを門の所
まで見送
る。その前に
急いで帰ら
ない様に、
等の声かけ
をしていく。

9689

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 19 19 4 2 20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 1.頭部

左後頭部
骨折　背
部打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

放課後児
童クラブを
利用する
児童は、
小学１から
６年生ま
でと発達の
状況が異
なっている
ことから、低
学年の利
用遊具や
立ち入れる
場所につい
て制限を
設けて事
故防止に
努めてい
る。

再度、遊
具の利用
方法等を
見直し、子
供たちの利
用を制限し
ていくことに
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2 )回/日

今回の事
故について
は、子供の
服装が滑り
やすい服
地の服を
着ていて、
通常であれ
ば滑ること
が無いとこ
ろに座って
いたにもか
かわらず
滑って落ち
た。

冬場は温
かい服装で
利用するの
で、服地に
ついての制
限を設ける
ことはでき
ないと思わ
れることか
ら、該当の
遊具の利
用を制限
することとし
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

全体を見
守るために
は遊具の
近くで見守
ることはでき
ないため離
れて見守っ
ていた。

支援員の
配置場所
を決めて人
を配置する
とともに、子
供隊の利
用遊具や
敷地の中
の利用を
制限してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつものよ
うに元気に
来所し、他
の子供達と
も仲良く過
ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

該当児童
担当という
支援員は
いない、通
常と同じく、
外遊びと室
内遊びに
分かれて子
供たちの見
守り支援を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
という考え
方が無く、
出勤してい
る支援員
等の全員
が通常と同
じく利用児
童の支援
を行ってい
た。

利用児童数
に対して見
守る支援員
の数が不足
しているとも
考えられる
が、今回の
事故につい
ては、ありえ
ない状況が
重なって偶
発的に発生
して事故で
あり、支援
員を増員し
ても防げる
事故ではな
いと思われ
る。

遊具の利用
基準や場所
の制限など
検討したい

9690

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 23 23 3 2 18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
腓骨遠位
骨端線離
開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

怪我に繋
がりそうな
動きについ
ては、気づ
いたときに
指導をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

危険個所
がないか確
認、また職
員間で共
有の徹底
を行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

低学年で
もあるた
め、指導員
が近くに立
ち、見守り
声掛けの
徹底

1.いつも
どおりの
様子で
あった

定められた
範囲で遊
んでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

一緒に徒
歩で移動
をしていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児童た
ちもいたの
で、それぞ
れの受け持
ちエリアに
分散してい
た

移動の際
は落ち着い
て行動する
よう声かけ
が出来てい
なかった

落下物や破
損個所など
ないか外遊
び前に職員
で目視で確
認をする

9691

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 8 8 3 2 18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

こまめな声
かけや目配
りを怠らな
い。事前に
職員側で
危険予知
をおこない
ながら指導
をしていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

危険個所
がないか確
認、また職
員間で共
有の徹底
を行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

特に身体
を使った遊
びの際は、
近くに職員
が必ず見
守る。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

学校で友
達とトラブ
ルになり落
ち込んでい
たが、宿題
が終わり元
気になった
ようで、その
後は普段
通りに過ご
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

カンファレン
スのための
ミーティング
を行ってい
たため、見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体的に
落ち着いて
いたので、
カンファレン
スのミーティ
ングを行っ
ていた。そ
のため、見
守りが手薄
になってい
た

特になし

安全に活動
をするための
ルールの共
有、また大
人が先に危
険予知を
し、見守りの
徹底をおこ
なう事
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9692

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 24 24 2 2 19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足首成
長軟骨
骨折（全
治8週間
見込み）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童本人
の転倒によ
る受傷であ
るため、ソフ
ト面での改
善点はな
いものと考
える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 3.未実施 実施頻度

(０)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

庭の地面
が芝のた
め、縄跳び
が芝で跳ね
返り、その
縄に引っ掛
かって転倒
した可能性
もある。

縄跳びをす
る際に芝で
ない場所で
行う。芝の
手入れの
頻度を増
やし、芝が
短い状態
を保つよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由時間
のため遊ぶ
スペースが
入り乱れて
いた可能
性もある。

鬼ごっこを
するゾー
ン、縄跳び
をするゾー
ンなど、ゾー
ン分けを行
うと接触に
よる転倒の
危険は防
げる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から身
体を動かし
て遊ぶこと
を好み、い
つもと変わ
らぬ様子で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

外遊びをし
ている児
童、全体の
見守りを
行ってい
た。普段か
ら児童と一
緒に縄跳
びを跳ぶこ
とはほとんど
なく（逆に
危険なの
で）防ぎよ
うがなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内で過
ごす児童の
見守りを
行っていた
ため、受傷
後の児童
の応急処
置を対応。

特になし 特になし

9693

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 5 4 19.７
歳

1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折（右
冠指末節
骨開放骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

コミュニティ
センター案
内板に対
する危機
管理がな
かった。

コミュニティ
センター職
員へ相談
し、児童ク
ラブ開設時
間帯は収
納させても
らう。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年 3.未実施 実施頻度

(1)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

備品による
怪我である
が、安全性
について話
し合う必要
があった。

児童クラブ
開設中
は、案内
板を収納さ
せてもらうこ
とにした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

施設利用
者に対する
コミュニティ
センター案
内板の設
置につい
て、コミュニ
ティセンター
側と相談し
ておくべきで
あった。

今後児童
クラブ開設
中は案内
板を収納し
ておくことを
コミュニティ
センター側
の同意をも
らい、改善
策として共
有した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

トイレに一
人で向かっ
たが、後方
で音がした
ため振り
返った拍子
に案内板
がぶつかり
児童に倒
れた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

廊下には
特に担当
の職員はお
らず、室内
の見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

育成室に
て室内の
見守り・支
援を行って
いた。

トイレに行く
児童に対
し、気を付
けるよう注
意喚起を
行っておけ
ばよかった。

育成室を出
てトイレ等に
行く児童に
は声掛け
し、必要に
応じ見守り
をする。

9694

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 25 25 4 4 20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手関節
橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する研
修も取り入
れながら安
全対策に
取り組む。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回/
年

特になし

これからも
定期的に
安全点検
を実施す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

外遊びが
広範囲・多
様化して一
人一人に
目が行き
届かない。

外の遊びを
支援員の
人数で決
めて1つの
遊びに1名
の支援員
が付いて、
よりしっかり
見守るよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

外遊びの
終了時間
で児童に
声掛けをし
ていて、対
象児から目
を離したと
きに転ん
だ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外遊びの
終了時間
で他の児
童に声掛
けをしてい
た。

終了の声
掛け後も
縄跳びリ
レーの途中
で走ってい
た。

児童の特性
をとらえて、
児童にあっ
た遊び道具
を選ぶよう
指導する。

9695

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 19 19 4 2 20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肩鎖骨
骨折・頸椎
回旋固定

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事前に施
設の安全
点検、外
遊びのルー
ルの徹底

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週２～
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

事前に施
設の安全
点検、外
遊びのルー
ルの徹底

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

事前に施
設の安全
点検、外
遊びのルー
ルの徹底

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会前
で他の児
童とかけっ
こしていた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全員で見
守りはして
いたが、目
を離した瞬
間の出来
事であった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全員で見
守りはして
いたが、目
を離した瞬
間の出来
事であった

特になし 特に無し

9696

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 30 30 4 4 20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２４　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

気を付ける
ことは毎日
話をしてい
るが、毎日
児童が登
所する前に
しっかりと
ミーティング
を短時間
でもつよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

石壁なので
蹴ったり、
わざと当
たったりしな
いよう声掛
けする。

他にクラブ
の庭に危
険なところ
がないか再
度点検す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこ鬼
から逃げる
のと早く壁
に着くため
にスライディ
ングした。

危険な行
為をしない
ように常に
声掛けと、
遊びのルー
ルに危険が
ないか考え
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動が得
意な児童
なので元気
にゲームに
参加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

スライディン
グをしたとき
に注意をし
た。その時
は痛がる様
子はなかっ
たので、壁
に当たって
いないと
思ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の支援
員は離れ
たところで
他の児童
を見てい
た。

ゲームの時
など当たっ
たら危ない
と思うところ
に支援員
は立つよう
にする。

特に無し
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死亡
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1
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2
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歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9697

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 1 20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし。 1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

ドッチボール
よりも柔ら
かいボール
を使用

もう少し柔
らかいボー
ルにする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

近くから力
いっぱい投
げないよう
に距離の
確保・声掛
けを行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと同
じように大
好きなドッ
チドッチに
参加

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

審判と副
審二人体
制。何か
あったら対
応できるよ
うにしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

玄関やその
他の子ども
達の見守り

当てるのに
夢中になっ
て近くから
当ててし
まった

活動に入る
前に全体で
ボールを確
認・ストレッ
チや準備運
動（怪我し
ない体作
り）に務め
る

9698

令和
5年
7月
28
日

15.放課
後児童クラ
ブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

8.学童 16 16 3 1 19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首付
近の前腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

マニュアルを
備え、職員
研修も実
施してお
り、職員配
置基準も
満たしてい
ることからソ
フト面の問
題はない。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/週

園庭に張ら
れたロープ
に引っか
かったことが
要因。引っ
かかった場
所付近に
張られた
ロープは固
定が甘く、
足に引っか
かりやすい
状態になっ
ていた。

当該ロープ
について、
杭を複数
個所増や
して固定し
直し、足に
引っかかる
危険性を
少なくし
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭で遊
ぶ際のルー
ルについ
て、園庭に
張られた
ロープで転
倒すること
を想定して
いなかった
ことが要因
の一つであ
る。

園庭のロー
プ付近での
鬼ごっこ等
走る可能
性のある遊
びをする際
は、十分
注意するよ
うに園庭の
遊びルール
を変更し、
児童たちに
周知した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登所後、
普段通り
宿題を済
ませておや
つを完食
し、他の児
童と共に園
庭で元気
に遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児とそ
の付近の
子を離れた
場所から見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内活動
の児童の
対応をして
いた。

なし

児童の様子
を視認でき
る場所へ職
員の配置が
出来ており、
危険行為に
ついては制
止することが
可能であっ
たため、人
的面での問
題はない。

9699

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 28 2 2 18.６

歳
1.男
児

滲出性中耳
炎、チューブ
挿入

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む) 中耳炎 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

プールノー
トにプール
に入る際の
配慮事項
の欄がな
く、口頭で
の申し送り
となった。

誰が見ても分
かる引継ぎの
書式(入園か
ら年長組まで)
職員間の共有
すべき事項の
書式を作り、
保育園の安全
管理のあり方
を改善していき
たい。プール
ノートにプール
に入る際の配
慮事項の欄を
設ける。プール
活動をする前
に子どもひとり
一人の健康状
況を職員集団
で把握共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

特になし
施設、整
備面では
特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

プールあそ
びは大好き
で楽しんで
いる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保護者から
耳栓をして
ほしいと言
われていた
が、担任は
保護者から
手渡しして
てもらえると
思い耳栓
を使用する
ことを忘れ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

同上

耳栓の必要
性を理解し
ていたら、耳
栓なしでプー
ルに入ること
はなかった。
プールノート
に耳栓着用
など記入す
る欄があれ
ば、ノートを
チェックする
際に気が付
けた。

保護者から年
度初めに健
康記録表を
提出しても
らっている。健
康状況をプー
ル前に保護
者と確認する
ことを徹底す
る。プールノー
トに配慮欄を
設けて見落と
しがないように
する。

9700

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 11 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題はな
いため、改
善策はなし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200　　)
回/年

特になし

ハード面に
は問題が
ないため、
改善策は
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士は
テラスで保
護者対応
をしており、
保育室の
様子を確
認できてい
なかった

保護者対
応の際も
保育士は
子どもの様
子を気にか
け、保育室
全体を見
守り把握す
ることを職
員間で再
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児と他
児１人が
席を立ち
保育室の
中を歩き
始めた。そ
の際、本児
が机の脚に
つまずいて
転んだ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

テラスで、
迎えに来た
保護者の
対応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室で
担任保育
士が1人で
保育してお
り、他の職
員は周りに
いなかっ
た。

特になし

保護者対
応の際も保
育士は子ど
もの様子を
気にかけ、
保育室全
体を見守り
把握すること
を職員間で
再確認す
る。

9701

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 25 20 18 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員全体
で情報共
有の機会
を作り、事
故防止に
ついて検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし

施設、設
備面での
改善が必
要な事故
ではなかっ
たため。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの動
きを想定し
た移動の
方法を取
るべきで
あった。

整列して移
動するな
ど、落ち着
いて行動で
きるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

準備体操
をするた
め、自分の
席から園庭
に移動。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子ども達に
声をかけ、
見守りなが
ら指示を出
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子ども達の
動きを見
守ってい
た。

特になし

人的な面で
の改善が必
要な事案で
はなかったた
め。
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以
上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9702

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 16 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

ジャングラミ
ングで園児
が遊んでい
る時は保
育者が側
で見守る
体制をとっ
ている。

普段にして
いる遊び方
だったため落
下するとは
予測しにく
かったことも
あった。常に
色々な状況
を考え行動
できるよう研
修等で共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

遊具のまわ
りにはマット
をしいてい
るので衝撃
は緩和され
たと考えら
れる。

マットの状
態を遊ぶ
前に確認
する。また
マットの上
に砂がたま
りがちなの
で定期的
に取り除
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

普段通り
登り棒で降
りようとした
瞬間に落
下してお
り、普段の
遊びを通し
て身体づく
りをしていく
必要があ
る。

子どもたち
が自分に
身を守れる
ような運動
遊びを計
画的に取り
入れてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ジャングラミン
グで普段か
らよく遊んで
おり、登り棒
を使っての滑
り降りは何
度もしてい
た。当日も
保育者の見
守りのもと普
段通りに登
り棒から滑っ
て降りようと
したが、本児
が登り棒を
しっかり握れ
ていない状
態で降りよう
としてしまい
落下した。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

ジャングラミ
ングには該
当園児し
かいなかっ
たので、保
育者はすぐ
側で本児
の様子を
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
がすぐに看
護師を呼
びに行き、
本児の状
態を確認
する。

普段してい
る動きだっ
たので、園
児にも職
員にも危
機意識が
低かったか
もしれな
い。

ジャングラミ
ングでの遊び
方、注意事
項を子どもた
ちに再度徹
底する。

9703

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 62 9 10 9 12 14 8 14 14 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の見
守り配置に
は、更に工
夫の余地
があったと
思われる。

急激な動
きを伴う遊
具での活
動場面で
は、より一
層見守りに
注意を払う
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

当該遊具
に構造上
の問題等
はなく、引
き続き定
期的な点
検を行って
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの予
測される動
きに応じた
見守りを
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

４歳児の
姉と一緒に
あそんでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の活
動エリアに
居た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

離れた位
置から園庭
全域を見
ている職員
しか居な
かった。

年上児と
一緒の場
面では、よ
り大きな力
や速度が
加わること
もあるの
で、留意が
必要であ
る。

事故はいつ
でも起こり得
るいう意識
を持って保
育にあたるこ
とを、職員
間で再確認
していく。

9704

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 34 12 11 11 5 3 15.３

歳
1.男
児

事故以前より
本児の聞こえに
ついて担任が気
になる点があっ
たが、未検査の
状態であった。
事故後に検査
し左難聴と診
断。事故との関
連性は不明とさ
れていたが、経
過観察後事故
が理由ではない
との判断に至っ
た。

8.その他 1.負
傷 6.その他 1.頭部

頭部外
傷、左鼓
室内血
腫、左外
耳道異物

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

担任数は
そろっていた
が、朝の受
け入れの時
間帯であり
他の保護
者等への
対応の為、
園庭での
子供の見
守りに不十
分な部分
があった。

受け入れの
時間帯で
の園庭の
見守りを徹
底するよう
内容確認
と周知を
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

壁面が登
れるように
なっており、
壁にまた
がった状態
でいたところ
他の園児
が接触し
た。同じ遊
具に複数
の園児が
遊んで密に
なってい
た。

密にならな
いように声
がけをする
など職員へ
の周知を
徹底する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

タクシー通
園の子ども
の受け入れ
と重なり、
見守りの職
員が手薄
になった。

受け入れの
時間帯に
は見守りを
重点的に
行うよう周
知確認を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
朝の荷物
の片づけを
終えて、友
だちと園庭
で遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児の朝
の受け入れ
をしながら、
離れたとこ
ろで本児や
その他の子
どもたちの
遊ぶ様子
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児の
竹馬練習
の対応をし
ていたため
本児の動
きを見てい
なかった。

朝の受け
入れの時
間帯で保
護者や他
児への対
応にあたっ
ており、園
庭で遊んで
いる子ども
への見守り
安全対応
が足りな
かった。

受け入れの
忙しい時間
帯には子ど
もの活動に
合わせて、
他クラスの職
員とも声を
掛け合うなど
連携して対
応していく。

9705

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 14 3 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

危険な要
素がある時
は速やかに
状況を見
守れる位
置に移動し
て配慮する
必要がある
と思われ
る。

発生した事
故につい
て、再発防
止策を職
員間に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

危険の要
素がある時
は速やかに
状況を見
守れる位
置に移動し
て配慮する
必要がある
と思われ
る。

外部施設
である為、
特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ネット上で
わざとバラ
ンスを崩し
て倒れると
いう事も楽
しんでいる
様子であっ
た。

気持ちが
高ぶりすぎ
る事で事
故や怪我
などに繋が
らないよう
にこまめな
声掛けや
遊び方を
伝える等、
配慮する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

バス遠足と
いう事で普
段よりも気
持ちが高
ぶっていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

集団行動
が難しい子
や遊具を
怖がって遊
べないでい
る子の傍に
付いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

大型ネット
遊具で14
名の子どもが
遊んでおり、
保育者は分
散して子ども
の様子を見
守っていた。
日頃から危
険な行動を
取る子では
なく、事故当
時も危険な
遊び方をし
ていなかった
為、対象児
の動きを注
視していな
かった。

日頃から、
危険を伴う
ような遊び
をする子で
はなく、注
視して見守
るような状
況ではな
かった。

気持ちが高
ぶりすぎる事
で事故や怪
我などに繋
がらないよう
にこまめな声
掛けや遊び
方を伝える
等、配慮す
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9706

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 28 0 0 0 9 12 7 0 3 3 18.６

歳
1.男
児

R●年●月に
左上腕（今
回と同じ個
所）を骨折。
家庭での事
故による。年
度内に完治。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭での職員
の立ち位置や
チェック項目に
ついて保育所
の安全管理マ
ニュアルで定め
ているが、今回
の事故を踏ま
え改めて児童
一人ひとりの
遊びの状況に
ついての把握
をしっかりと行
い、子ども自
身にも安全に
遊ぶための注
意事項につい
て、わかりやす
く知らせる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

点検で不
具合が見
つかった遊
具は修繕
が終了する
まで使用を
禁止し、児
童が使用
しないよう、
取り外した
りする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

安全管理マ
ニュアルで職
員の立ち位
置は決まっ
ているが、そ
の日の職員
配置や状況
により、職員
間で声を掛
け合い、臨
機応変な対
応を心掛け
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だち4名と
雲梯横で
ごっこ遊びを
していた。そ
の際走ったり
するような動
的な動きは
なく、集団で
おしゃべりを
楽しむ姿が
見られた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

砂場付近
から園庭全
体を見守っ
ており、対
象児を含
む子どもた
ちの遊ぶ姿
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他2名の保
育士は、そ
れぞれ滑り
台、雲梯の
介助を行う
ために遊具
で遊ぶ子ど
もたちに付
き添ってい
た。

その日の職員
配置、その場
の状況によ
り、必要な職
員数が揃うま
で遊ぶ遊具を
限定したり、
子ども達にも
時間を決める
等してその
時々で約束
をわかりやすく
伝え、安全に
遊べるよう配
慮する。

9707

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 11 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故の原
因を分析
し、再発防
止に向けて
職員間で
の情報共
有、注意
喚起を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

子どもたちが
遊びだす前
に固定遊具
からの落下
クッション材と
して鉄棒下
にマットを敷
き対応して
いた。マット
の高さで段
差ができた
り、ずれてし
まう可能性
がある。

マットの高
さで段差が
できたり、ず
れてしまう
可能性が
あることも
考慮し、人
工芝を地
面固定し
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

軽マットの
ため運びや
すいが、表
面はつるっ
としている。

運動遊び
は保育士
が側につい
ていられる
時に行うよ
うにする。ま
た、その際
の環境設
定は保育
士が行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

好きな場
所に移動
し、遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

複数名をみて
いた。対象児
の居場所の確
認はしていた。
また、本児の
遊び方も日常
であり、歩いて
移動していた
ため特に本児
の直近で寄り
添う見守り方
ではなかった。
離れた場所で
他児の遊びの
対応をしてい
たので、すぐに
駆け付けること
ができなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

体育倉庫
に用具の
片づけをし
ていた保育
士2名で対
象児が鉄
棒近くにい
ることに気
づいたが、
転倒した際
手を差し伸
べることがで
きなかった。

各場面で
の遊び方や
危険に対
する判断に
ついて職員
で共有しあ
い、子ども
への働きか
けや援助の
仕方を同
一にする。

担任１名は
子どもたちが
遊ぶ様子の
見守りを行
うが、子ども
の活動に合
わせて立ち
位置に留意
する。

9708

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 53 33 20 16 16 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 左脛骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

遊びが活
発になった
り、気のゆ
るみから注
意力がなく
なってきた。

子どもたち
に安全に
気を付けて
遊ぶよう声
をかけた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

雲梯下に
クッション性
のあるマット
が敷いてな
かった。

雲梯下に
クッション性
のあるマット
を敷くように
した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任がそば
にいなかっ
た。

担任以外
の保育士
も気にかけ
てみるよう
にした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯で遊
んでいる途
中

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の遊
びを見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

それぞれ自
分近くの子
を見てい
た。

雲梯のそば
に職員がい
なかった。

雲梯が見え
る場所に職
員に職員が
立ち、意識
的に見るよう
にした。

9709

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 40 12 12 16 10 8 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左モンテジ
ア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故防止マ
ニュアルには
骨折の判断
項目が記載
されていた
が、当該児
童が運動会
競技中に転
倒した際、
痛がる様子
や見た目の
異常が見ら
れなかったた
め、競技を
続行した。

常に園児
の行動を
予想し、安
全だと思わ
れる場所に
おいても目
を向け、安
全確保を
怠らないよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

運動会
中、児童が
遊具に触
れることは
なく、遊戯
室の床も
滑りやすい
状態では
なかった。

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動会のリ
レー競技
練習中
は、当該
児童、他の
児童も転
倒すること
はなかった
ため、予定
通り競技を
行った。

園児にも内
ズックを履く
意味を繰返
し伝え、園
児自身もケ
ガの予防の
意識を高め
る。保育士
も、今行わ
れている活
動の中でどこ
に危険要因
があるかを見
極め、子ども
の動きに応
じた、事故
予防のため
の声がけをし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調面等
特に問題
がなかった
ため、運動
会へ参加
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

リレー競技
中、当該児
童の中ズック
が片方脱げ
転倒した
際、担当職
員が補助に
入ったが痛
がる様子も
なかったた
め、競技を
続行した。
再び転倒し
た際は、児
童が自ら立
ち上がり走り
出した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

運動会へ
参加した職
員全員で
競技を見
ていたが、
当該児童
が転倒した
際は最も
近くにいた
担当職員
が対応し
た。

事故発生
時、当該
児童が履
いていた中
ズックのサイ
ズが不適
当であっ
た。

競技前、
ズックのゆる
みを確認す
るとともに、
保護者には
子どもの足
に合ったサイ
ズのズックの
着用を依頼
する。
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死亡
0
歳

1
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2
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3
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歳
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歳
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学
童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9710

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 23 1 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

　右肘の骨
のひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

昼食後、
休憩を挟
んだものの
体がついて
いけなかっ
た。

舞踊戯の
練習するに
あたり、場
所の環境
設定や子ど
もの状況を
しっかり把
握し取り組
むべきで
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

机や椅子
などは片づ
けて行って
いた。

今後も、施
設の安全
に配慮して
活動する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

戦いのシー
ンの練習
だったので、
子どもの動
きの危険を
想定するべ
きであった。

保育室で
の活動の
為、他の職
員はいな
かった。練
習を伴う活
動には特に
配慮が必
要であり、
環境を整
え考慮すべ
きであった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

舞踊戯の
戦いのシー
ンで、他児
とすれ違う
場面の行
動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

その一場面
の練習をす
るため、その
役の子ども
達のみに指
導にあたり、
対象児が転
倒するところ
は少し離れ
ていたので配
慮が必要で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室の
活動のた
め、他の職
員は見てい
ない。

動きのある
シーンだっ
たので、危
機感を持っ
て練習すべ
きであった。

焦らずに、ゆ
とりを持って
指導を行っ
ていく。

9711

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 65 14 16 17 18 5 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１５　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故につい
て、再発防
止のため、
また今後ど
のように居
残り保育を
運用してい
くか職員で
話し合いを
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

毎月１回の
点検だけで
はなく日々
の点検を行
い、事故に
繋がることが
予想される
場合はすぐ
に改善でき
るようにす
る。鉄棒の
下にマットを
敷き怪我の
予防に努め
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

鉄棒で回
るだけでな
く、座って
周りを眺め
ている子も
おり、座ると
転落の危
険性はあっ
た。

危険性を
考えて、鉄
棒の使い
方を確認
する。鉄棒
の上に座ら
ないよう周
知する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒の水
平部分に
座って所庭
の様子を
眺めてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

迎えに来た
ほかの保護
者への対
応をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くに保育
士が１名
いたが、タイ
ヤ遊具で
遊んでいる
２、３歳
児を見守っ
ていて、本
児が鉄棒
から落ちて
気づいた。

本児が怪
我をした
際、頭部の
痛みを訴え
ていたた
め、鎖骨の
怪我だとい
うことに気
が付かな
かった。

保育士が自
己判断せ
ず、病院を
受診してもら
うようにす
る。

9712

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 10 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨・尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

●月から入
園した園児
であったので
大型遊具等
で遊ぶことに
慣れていな
かったが、挑
戦する気持
ちがあり他児
のように2階
部分から
座ってロープ
ネットにぶら
下がったが、
すぐに手を離
し落下して
手首を骨折
した。

近くに保育
士はいたが
本児の遊具
に対しての
能力が理解
できていな
かった。ま
た、担任が
本日休みと
いうことはわ
かっていたの
で日頃から
運動能力に
ついて共通
理解が必要
であった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもたち
が楽しんで
よく遊ぶ遊
具である
が、子ども
たちも慣れ
てきて次に
挑戦しよう
とする気持
ちがあった
ように思う。

しっかりと子
どもの動き
を見る必
要があっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今回の様
な怪我を
想定し、危
ないことも
あると子ど
もに伝える
必要があ
る。

子どもの動
きを想定
し、個々の
子どもの能
力により怪
我のおそれ
がある箇所
を職員間
で共通理
解をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

危険な姿
はなく遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

大型遊具
の近くにあ
る畑に動
物が糞尿
をしていた
ため、大型
遊具で遊
ぶ子どもた
ちを気にし
ながら取り
除いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

クラスの子
どもたちと
一緒に遊
び見守って
いた。大型
遊具からは
離れた場
所で保育
をしてい
た。

周りの職員
に声をか
け、動物の
糞尿処理
か見守りを
するべきで
あった。

大型遊具で
の危険な場
所を再度確
認し、遊具
での遊びから
は目を離さ
ないようにす
る。本児の
挑戦欲は大
事にしながら
過信しない
ように配慮し
ていく。

9713

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 19 9 10 3 1 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手薬指
付け根骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２)回/年

1.基
準以
上配
置

日々の子
供の活動
等について
情報共有
をする。安
全管理マ
ニュアルの
確認。環
境構成の
配慮、子ど
もへの注意
注意喚起
（3歳以
上児）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

環境の整
備が甘かっ
たと思う。
注意喚起
不足

事故状況
の共有と何
故発生した
かを深堀し
環境設定
配慮の徹
底　段差の
ある場所の
確認と対
応

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故が起
きた場所に
園児が行く
のを確認し
ただけだっ
たので、子
どもの姿の
予想が不
足してい
た。

活動前の
環境設定
や子どもの
予想される
活動がしっ
かりと保育
に活かされ
るようにして
いかなけれ
ばいけない

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
は良好。
未満児さん
がテラスか
ら園庭に出
てくる様子
を見て園
庭から走っ
て迎えに行
き顔面から
転倒してし
まう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体が見
えるよう園
庭の真ん
中に立ち、
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は呼びかけ
で戸外の
園児を見
守る。事務
所の先生
は、本児を
安静にし看
護師を呼
び対応をし
てもらう。

なし

保育するう
えで職員の
立ち位置、
配置
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9714

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 128 8 20 18 31 26 25 33 32 18.６

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
基節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

本児が今
回のけがの
前にも、一
週間のうち
に二回程、
転倒などで
の擦り傷の
治療をする
など、少し
落ち着かな
い状況は
あった。

現状を踏
まえ、遊び
方への配
慮や精神
的な安定
を図ること
が必要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

自由に使用
できる梯子
を使用して
の事故で
あったため、
職員の対応
も含めその
自由に使用
できる梯子
の使い方の
周知の仕方
に要因が
あったと考え
られる。

子ども達が
主体的に
いろいろな
用具を利
用できる環
境を目指
し、対応し
ていたがそ
の利用の
仕方につい
て周知す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士は
ほぼ園庭
で子ども達
と一緒に遊
んでいた
が、梯子を
立てかけ遊
ぶ場面に
気づけてい
なかった。

園庭であそ
ぶ時の全
体が把握
できる職員
を声掛けな
どの連携を
深める必
要性。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

創意工夫
するあそび
のできる本
児だけに、
危険をイ
メージでき
る状況判
断に至って
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は他
の子ども達
としっぽ取り
あそびをし
て遊んでお
り、本児の
様子を見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
あそびには
ついていた
が、全体を
みている職
員がいな
かった。

職員が梯
子をいろい
ろな使い方
で遊ぶこと
に慣れすぎ
ていたた
め、危険を
察知する
力に欠けて
いた。

危険個所の
点検だけで
はなく、遊び
方への支援
とともに危険
なあそび方
への配慮と
注意を日々
の振り返りの
中で身に着
けていく。

9715

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 9 3 5 1 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足代4
指骨骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

研修の内
容を職員
全員で周
知する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

遊具等の
安全につい
てさらに注
意深く確認
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育職員が
さらに子ども
と近い距離
で見守る。
子どもにも遊
具の使用方
法や注意点
について説
明する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

お友だちが
滑り台をし
たのでその
あとにつづ
きすべった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

滑り台の横
で見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各遊具を
保育士が
見守ってい
た

スピードが
つきすぎ本
人が側面
に足をぶつ
けた

滑り台の横
で見守り常
に手を差し
のべるように
配慮する

9716

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 69 0 0 0 21 21 27 8 8 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中指基
節骨骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

本児がよく
遊んでいる
遊具なので
「大丈夫で
あろう」と
思った。

慣れた遊
具でも、保
育士の言
葉がけが必
要であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

マットが薄
手であっ
た。

マットを交
換する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他児は遊
び始めて
30分が経
過していた
が、本児は
登園して直
ぐだった。

固定遊具
で遊ぶ前に
準備体操
をしたり、
遊びの確
認をするべ
きだった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園したば
かりであっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

同じ固定
遊具にいた
が、年中児
の登り棒の
支えをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他に7人職
員はいたが
対象児から
離れた園
児と関わっ
ていた。

園児が危
険意識を
持って遊ぶ
ような声掛
けをして活
動するべき
であった。

登園したば
かりの園児
も危険意識
を持って遊
ぶような声
掛けを活動
前にする。

9717

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 3 1 1 17.５

歳
1.男
児

骨形成不全症
のため、極端に
力がかかりすぎ
ると骨折しやす
い。常時保育
士がそばにつき
必要時は手助
けしたり、戸外
遊び時は歩行
器や散歩時は
バギーを使用し
ている。

8.その他 1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

週末で午前
中にも体を
動かす活動
が多かったた
め、疲れが
溜まった午
後からの当
番活動だっ
たため、負
荷がかかりや
すかった。

当番活動の
内容を再考
し、本児が
上雑巾担当
となる場合
はバケツ係を
増員し、たく
さんの雑巾
を担当しな
いようにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午前中の
活動の疲
れが出てい
たかもしれ
ないが、当
番活動を
やる気で張
り切ってい
た

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

担当保育
士ではなく
フリー保育
士がついて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各職員は
自らの担当
の仕事をし
ていた

年長になり
半年過ぎ
て、本児がさ
まざまな経
験から自信
を持って意
欲的になっ
ていたところ
で、なんでも
自分でしよう
とする傾向
があった

無理をすると
危険が伴うと
少しでも感じ
た時は積極
的に本児に
声をかけ、ス
ピードを緩め
たり、本児が
用心するよう
にしていく

9718

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 20 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

話し合いの
中で、今回
のケースで骨
折に至ること
もあることを
周知し、意
識しながら
保育できる
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４８　)回/
年

木の根が
出ているこ
とは把握し
ていたが、
太くて切れ
ず、取り除
くことができ
なかった。

木の根を
取り除くこと
はできない
ため、マット
を敷いてつ
まづきにくく
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

夢中になっ
て走ってい
たため、木
の根をよけ
ることができ
なかった。

木の根が
出ていると
ころでは気
を付けて遊
ぶことを子ど
も達にも知
らせていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

夢中になっ
て走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ちょうど担
任が休憩
をとるため
に引継ぎを
する時間で
あり、現場
を見ていた
保育士が
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他クラスの
保育士も
戸外に出
ていたが、
他クラスの
子どもと遊
んでいたた
め気付くこ
とができな
かった。

木の根が
出ていると
ころは園庭
の隅のた
め、死角に
なることが
ある。

木の根が出て
いるところは躓
きやすいことを
意識し、木の
根の近くで子
ども達が遊ん
でいるのを見
かけたら、自
分の担当でな
くても声をかけ
て注意を促
す。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9719

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 8 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

登り坂遊具で
園児が遊ぶ場
合は必ず職員
が見守る・登り
坂には自分の
力で登る・友
達を押さない
などのルールを
作り、職員や
園児にも伝え
てあった。当日
も遊具のすぐ
横で他児の援
助したり見守っ
たりしていた
が、他児が本
児の腕をはず
すような行為を
することを想像
していなかった
ため、間に合
わなかった。

遊具で遊
ぶ場合、ど
んなことが
想定される
のか職員
間で話し
合い、想定
される内容
を周知して
おく。また、
園児にも
危険な遊
び方や行
為をしない
ようもう一
度話してお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

降りる場所
にはマットを
敷いていた
が、手の付
き方によっ
ては怪我に
つながって
しまう場合
もある

厚さのある
マットに変
える。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊具に登っ
ていた園児
を見ていた
為、遊具の
上で起きて
いた本児と
他の園児と
の思いに気
づくことが出
来なかった。
また、何度も
遊んでいる
遊具で今ま
で今回のよう
なことがな
かったので、
安心してい
た。

登っている
園児の援
助をしなが
らも、他児
の様子に
気を配るよ
うにする。
普段から
やっていて
慣れている
遊びでも、
何があるか
わからない
という危機
管理意識
を持ち見
守るように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会で
登り坂遊
具に登る
競技があっ
たので、一
人で登れる
よう挑戦を
続けてき
た。当日も
友達と一
緒に挑戦し
登ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任は登り坂遊具
に登っていた子を援
助していた。本児が
降りる際、膝から落
ち横に倒れる形で
肘をつく姿をみた。
上から「ごめんね、ご
めんね」という声を
聞き泣いていた本
児の側に行った。痛
がり泣いていたので
看護師に見てもら
い保護者に連絡を
した。その後謝って
いた他児にどうした
のか聞くと「押し
ちゃった」と答え、本
児も「押された」と教
えてくれた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児と
遊ぶ等して
いたので、
本児と職
員の動きに
は気づいて
いなかっ
た。

本児の腕を
外した園児
は、こだわり
が強く自分
が思ったこと
はやり通す
面が普段か
ら見られてい
る。今回も
早くどいてほ
しい気持ち
が優先され
てしまった。
保育士が遊
具に登ってい
る園児の関
係性や気持
ちに寄り添え
ていなかっ
た。

園児一人ひ
とりの気持ち
に気づけるよ
うな関わりを
持ち、園児
の行動の見
通しが持て
るようにして
いく。

9720

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 60 21 19 20 5 5 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし 1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこで遊
んでいる状
況は把握・
見守りをして
いたが本児
の行動は予
測できず、
転倒時に対
応できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
児の対応、
見守りをし
ていたため
対応できな
かった。

ボックスは遊
具エリアとの
境界のため
に設置され
ており、飛び
越えて遊ぶ
目的で使用
するものでは
ないが、鬼
ごっこで逃げ
ている状況
で咄嗟に
ジャンプをし
たと思われる

幼児クラスに
向け戸外遊
びのルールの
再確認をす
る

9721

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 16 3 3 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左棟トウ骨
遠位端骨
折　左尺
骨遠位骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

固定遊具
での過去の
事故例を
（自園他
園に限ら
ず）職員
で共有し、
知識の蓄
積が不足
している。

職員体制
に余裕があ
れば、フリー
保育士が
散歩時に
引率する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

ウンテイは高
さがあったた
め、途中で
怖くなる場
合を考えて、
取り組む前
にその都度
怖くないか等
こどもと確認
することも必
要と思われ
る。

保育士が
補助につく
べき場所
を、その子
の実力に
よって変え
るべきだっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ウンテイの
対象年齢
が6歳～で
あり、園児
は10月に6
歳になった
ばかりであ
るが、ウンテ
イに対応す
る体力はつ
いていな
かったと考
えられる。

高さのある
ウンテイなど
は、公園で
の遊び方で
使用を控
えるというこ
とも選択す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもの本
児よりも積
極的で、い
つもはやろ
うとしないウ
ンテイにチャ
レンジしよう
という姿だっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ウンテイに取
り組む子に、
個別につい
ていた。対
象児にも個
別で対応し
ていた。ウン
テイに両手
で飛びつい
たと思ったら
すぐに落下
し、手を差し
伸べたが間
に合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園に戻る
時間だった
ため、公園
内の集合
場所に園
児を集めて
いた。

普段の活動
では、運動
面に自信の
あるお子さん
ではなかった
が、ウンテイ
にいきなり両
手でつかまっ
てしまい、自
分の体重を
支えきれな
かったと思わ
れる。

本児がウンテ
イに取り組む
ことは初めて
のことだったの
で、事前に手
の使い方など
を伝えるように
する。落ちた
時に受け止め
られる位置に
居るべきだっ
た。

9722

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 28 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

事故予防に
ついては、他
都市や他園
での事例も
ミーティング
時に周知す
るなどしてい
るが、自園
での対応も
同時に確認
していくように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

今回の事
故について
は、施設
的に不十
分な点は
見受けられ
ない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつもと違
う環境
（畑）で
の活動とい
う事で、子
どもの気持
ちに高揚
感があっ
た。

高揚感を感
じたり、興奮
したりするこ
とが見受けら
れる時は、い
つも以上に
子どもの様
子にきを配っ
て見守りをし
ていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

楽しみにし
ている畑で
の活動で
高揚感が
見られてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

畑の場所
はそれほど
広くないの
で、近くで
見守ること
ができてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

畑の場所
はそれほど
広くないの
で、近くで
見守ること
ができてい
た。

いつもと違
う環境
（畑）で
の活動とい
う事で、子
どもの気持
ちに高揚
感があっ
た。

高揚感を感じ
たり、興奮し
たりすることが
見受けられる
時は、いつも
以上に子ども
の様子にきを
配って見守り
をしていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9723

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 61 9 30 22 9 9 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

座っても良い場所で
はないところに座って
いた。傍に他の年
齢の保育士はいた
ものの、担任は少し
離れた場所にいて、
柵に座っている姿を
把握していなかっ
た。柵に座っている
のを見た時点で、
安全に降りられるよ
う見守りながら、すぐ
に降りさせることで、
事故は防ぐことが出
来たかもしれない。

危険な様
子を見かけ
た場合は、
すぐに知ら
せて安全な
状態にす
る。園児に
も危険が
及ぶ行動
について、
安全指導
をしていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

ブランコの近
くに寄らない
ための柵で
あるが、子ど
もにとって
登って座りた
くなるような
高さでもあ
る。座ること
は想定内で
あったもの
の、そこから
落ちるかもし
れないという
ことについて
は、想定外
であった。

落ちるかも
しれないと
いう想定の
もと、下に
マットを敷く
など、落ち
てもケガが
軽減される
ような対策
をとる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

近くにいた
のは、担任
以外の職
員で、座っ
ている姿を
見た時に、
危険性を
察知する
感覚が薄
れていたこ
とも考えら
れる。

全職員が全
園児に対し
て、危機意
識を持って
安全を確認
し見守るとい
う意識を持っ
て保育にあ
たる。危険
な様子を見
た場合は、
安全が確認
できるまで最
後まで対処
するという意
識を持つ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

柵に座っ
て、ブランコ
が空くのを
待ちなが
ら、ブランコ
の様子を
見ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭で、全
体の様子
を見守りな
がら、本児
とは少し離
れたところ
にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

１歳児の
担任が、１
歳児の子ど
もと遊び、
様子を見
守りなが
ら、本児の
姿も確認し
ていた。

柵に座って
いる姿を見
かけた時点
で、降りるよ
うに伝えた
り、安全に
降りられるよ
うに見届け
ることで事故
は防ぐことが
できたかもし
れない。

9724

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 13 2 2 15.３

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の使い
方を職員で
再度確認す
る。ヒヤリハッ
ト事例集な
どをもとに、
様々なことが
起こりうること
を想定でき
るよう危機
管理をして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

太鼓橋の
下にはクッ
ションマット
が敷いて
あったため、
改善策は
ない。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

太鼓橋を
登って降り
る際、体の
向きが変え
られなかっ
た。

太鼓橋を
降りるのが
難しそうな
時は、近く
で手を添え
ながら安全
な降り方を
知らせる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもは向
きを変えて
降りられる
のだが、こ
の日は向き
を変えずに
降りようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

太鼓橋の
近くで見守
り、体勢が
おかしいと
感じ、向き
を変えるよ
う何度も声
をかけてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当保育
士と太鼓
橋を挟んだ
反対側に
おり、本児
が遊んでい
る様子を
目にしてい
た。

普段から、
保育士の
促しを素直
に受け入れ
られず、自
分の思いを
通そうとす
ることが多
い。

体勢がおか
しいと感じた
ら、注意を
促すと共に、
すぐに手を
添えて援助
する。

9725

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 11 2 2 15.３

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

基準配置
は満たして
いた。何も
ない芝生の
上で転んだ
ため、安全
な配慮は
できてい
た。

何もないと
ころで不意
に転んだた
め、できる
だけ見守り
の職員配
置ができる
と良い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

園庭は芝
生化してい
て、転んで
も怪我が
少ない対
応はとって
いた。

できるだけ
芝生の状
態を確認
し、整備を
徹底する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

うまく手をつ
いて転ぶこ
とができな
かった。

日々の生
活の中で、
ハイハイ等
の動きを取
り入れ体幹
を鍛えてい
けるような
遊びを取り
入れてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
元気に戸
外で遊んで
いて、芝生
の上で突
然転んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

歩いていた
が突然何
もないところ
で転んだの
を見ていた
ため、すぐ
に対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

違う子ども
と巧技台で
遊んでい
た。

特になし

芝生の状態
を常に観察し
危険場所が
ないか確認し
たり、子ども達
の近くで見
守ったりできる
よう職員場所
に留意しなが
ら保育をす
る。

9726

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 21 2 1 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘内障
(●●内科
整形外
科）、左
上腕骨顆
上骨折(●
●病院）
（●●整
形外科クリ
ニック）

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特に無し 特に無し

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭にて
戸外遊び
中、園庭を
思い切り
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭に分
散して、ク
ラスの児の
様子を見
守ったり一
緒に遊んだ
りしていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児の対
応をしなが
ら、本児の
様子を見
守ってい
た。

転倒した児と
押した児は仲
がよく、一緒に
遊びたいがため
にそのような行
動になったので
はないかと思わ
れる。押した児
は体が大きい
ため、走りなが
らの接触はか
なりの衝撃だっ
たと思われる。

友達を誘いかけ
る際には気付い
てもらえるように
まずは声をかけ
るようにすること
を園児に伝える
とともに、危険だ
と思われる園児
の動きを職員は
察知および予測
し、怪我を未然
に防げるようにし
たりすぐに対応
できるようにした
りする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
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3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9727

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 29 3 3 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左人差し
指の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

保育者の動
きを確認し、
子どもの遊
び方を確か
めたり、遊ん
でいる様子
を見て必要
に応じて子ど
もと確かめ、
未然に防げ
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(常時)回/
年

園庭の環
境の見直
しをする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこ
（ケイド
ロ）の牢
屋の場所
がよくなかっ
た。

遊ぶ場所
や遊び方に
ついて子ど
もと確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこ(ケイ
ドロ)をしてお
りロープジム
周辺を牢屋
にしていた。
捕まった友
達をタッチ
し、自分も
捕まらないよ
うに急いで
逃げようとし
たため、足
元が見えず
タイヤにつま
ずいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

登園時の受
け入れをして
保護者と話
していたり、
他児と遊ん
でいたり、支
援児と関わ
るなどしてお
り、対象児
から離れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

時差出勤
のため、４
名中１名
はまだ勤務
していな
かった。

鬼ごっこ
（ケイド
ロ）の牢
屋にしてい
た場所で
起こりそう
な事故の
予測が低
かった。

担任間で振
り返りをし、
再発防止に
努める。

9728

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 5 2 1 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
４　)回/年

1.基
準以
上配
置

個人連絡
票の受け
渡しもある
ため、子ど
もの人数は
少ないが複
数名で保
育をしてい
る。

長時間に
渡る保育
を視野に
入れた、遊
びや環境の
見直しを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

六角椅子
は牛乳パッ
クで手作り
したしっかり
した椅子で
あり遊具で
もある。ぐら
つきもなく
破損もな
い。絨毯が
ある場所で
安全にも
留意してい
た。

安全点検
の大切さを
全職員で
共有する。
各クラスの
保育環境
を、色々な
目で見て
意見交換
を行い改
善に繋げる
機会を持
つ。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

六角椅子は、普段
から遊んでいる物で
あり発達年齢にも
合った大きさである
と考える。遊びの環
境として、保育の組
み立てを再考する
等の工夫が必要な
場面もある。例え
ば、夕方の時間帯
において１日の疲
れを考慮する、雨
天時等発散仕切
れない状況において
は、静と動のバラン
スを配慮して保育
内容を組み立てる
等、１日トータルで
子どもの見立てや
配慮が必要となる。

子どもの様
子や状況
に応じて、
静と動の遊
びの組み
立てを意
識的に行
い、保育環
境設定の
工夫を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
りなく、落ち
着いた様
子であっ
た。保育時
間も通常
通りであっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

２ｍ先の
当該児を
視野に入
れながら、
他児のお
迎えの対
応にあたっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

当該児を
含めて、全
体の子ども
の様子や
安全を見
守ってい
た。

持ち場を離
れるときは声
を掛けること
になっていた
が、同室で
保育してい
る職員に特
には声掛け
をしていな
かった。伝え
る際には相
手にきちんと
伝わっている
かどうか、実
際の状況を
検証し、伝
達の仕方や
内容を改め
て見直す必
要がある。

持ち場から離
れる時、必ず
一緒に保育し
ている職員に
声掛けしてか
ら離れることを
徹底する。職
員間でその場
の状況を共
有するにあた
り、必要性と
優先順位を
明確にし安全
保育への意
識を高めてい
く。

9729

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 8 2 2 14.２

歳
2.女
児

保育室で体
操をしていて、
他児とぶつか
り転倒して手
が出ず、床に
顔面をぶつけ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

『事故防止
と事故対
応』マニュア
ルの読み合
わせは実
施していた
が、実際の
保育にいか
されていな
かった。

事故防止と
事故対応マ
ニュアルを
ミーティング
等を活用し
て、身近な
マニュアルに
なるように事
あるごとに触
れて、保育
に活かしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

安全点検
は毎日やっ
ていたの
で、こども
同士がぶつ
かって転ぶ
ことを想定
していな
かった。

危険なのは
遊具や玩具
だけではな
く、何もない
ところでも転
んでけがをす
ることがある
ということを
意識して保
育を行ってい
く。物がある
ところでは一
層注意を図
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

テーブルやおも
ちゃ棚は端に寄
せて、体操する
空間を確保して
いた。動く方向も
一方向にしてぶ
つからないよう配
慮していた。園
児の人数も8名
と少なく、見守り
の保育士もい
た。園児は楽し
そうに保育士A
の真似していた
ので、逆方向に
動く児童がいるこ
とは想定してい
なかった。

動きが大き
くなる体操
は、外で行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

楽しそうに
体操に参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

こどもと一
緒に体操
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

見守りなが
ら、動きの
大きい子に
はそばに
行って保育
士Aの真似
をするよう
に声をかけ
てこどもの
安全には
配慮してい
た。

こっちにいく
よと言って、
動く方向を
指差しして
から動いた
が、こどもに
その声がと
どいていな
かった。

室内というこ
とを考慮して
移動や大き
な動作は控
える。危険
な状況を止
められるよう
な職員配置
にする。

9730

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 19 8 2 9 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
第４中足
骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
0.5　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

慌てず対
応できるよ
うに、年数
回会議等
で見直す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

現状通り
実施。その
都度報告
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊戯室で
遊ぶ園児
の人数や
遊び方等
によって、
保育士を
１名から２
名で見守
る。

あそびの人
数、遊び方
によって保
育士が声
をかけ合
い、見守り
人数を考
えながら保
育を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
に登園、活
動してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

楽しそうに
ごっこ遊び
をしていた
ので、遊戯
室全体を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室で
子どもの制
作の見守り
等をしてい
た。

危険なあそび
がないよう声
をかけたり見
守る。ごっこ遊
びや、遊具の
遊び方をクラ
スで確認す
る。物で人を
たたかないこと
を約束する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9731

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 16 0 0 0 2 8 6 2 1 18.６

歳
1.男
児 　 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨遠
位端骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

1.基
準以
上配
置

16：30以
降遊戯室で
異年齢で過
ごしている
中、２名の
職員がいた
が他の子の
対応をして
いてその場
面を見てい
なかった。
捻った事の
訴えも無くそ
のままにして
しまった。

保育者間で
連携を図り
役割分担を
し、声を掛け
合い全体を
把握できる
立ち位置を
確認してい
く。変化が
あった場合
は情報を伝
え合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

平らな面で
も体の動か
し方によっ
てはケガに
つながる可
能性があ
る。

普段危険
がない場所
でも遊び方
によって怪
我をするこ
とがあること
意識して保
育に当た
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夢中になり
自分が動
きたい体勢
と違った動
きになって
しまい、動
き出す時に
足を捻って
しまった。

午後は、一人
一人の体力に
よって動きにも
差が出るので
夕方の保育の
内容と環境の
見直しをしてい
く。動きのある
遊びをする時
は、活動中や
その後の体調
や体の動かし
方の変化に留
意する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

仲間を誘
い鬼ごっこ
をリードして
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の遊びを
していた子
どもの対応
をしていて
本人の動
きの変化を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びを
していた子
どもの対応
をしていて
本人の動
きの変化を
見ていな
かった。

職員は年長
児が遊びを
リードしてい
たことで、他
の子の対応
をしており
捻った場面
を見ていな
かった。ま
た、その子の
動きの変化
に気付かな
かった。

職員同士声
を掛け合い、
遊びを見なが
ら危険に繋が
らないように
声をかけたり、
子ども達とコン
タクトをとったり
して常に状況
把握に努め
る。

9732

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 56 0 0 0 16 21 19 0 31 26 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

庭に出てい
る職員間
で声がけを
行いながら
固定遊具
には1人保
育士がつく
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

今回事故
の起こった
遊具のロー
プ登り部分
は上り下り
に時に砂で
すべる可能
性があるた
め、スポン
ジマットを
敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

異年齢で遊
んでいる時
はクラス関係
なく庭の必
要と思われ
る個所に職
員がつくよう
にしている
が、再度職
員間で確認
し、実際の
場面ではお
互いに声が
けを行ってい
くようにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

1週間の欠
席後の登
所だったた
め、他児と
関わって遊
ぶのが楽し
い様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊具と砂
場の間に
立ち、遊具
と砂場にい
る子ども達
に対応でき
る位置にい
た。事故発
生場所から
は２ｍ～
３ｍの距
離の位置
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者、
担当児の
動きが視
界に入って
いた職員は
いたが、そ
れぞれ庭の
必要な位
置に立ち、
活動をして
いた。

特になし

職員間で情
報共有し、
固定遊具で
の遊び方を
再確認。そ
の内容を他
職員に周知
しながら、子
ども達とも
ルールを再
確認する。

9733

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 8 3 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

座って遊ん
で入れいる
児童と動き
のある児童
の居場所
を分けてい
なかった。

児童の遊
び方によっ
て居場所
を分ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

保育室は
死角となる
場所もな
く，部屋の
端まで見
渡せる構
造となって
いる。

設備面で
の不備は
見当たらな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの動
きに合わせ
た環境設
定ができて
いなかっ
た。

カーペットや
パーテー
ションを活
用して居場
所を分け
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

玩具を両
手に持って
歩いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもの人
数に合わせ
て職員体
制を整える
ため，子ど
もの様子に
目配りしな
がら保育の
引継ぎをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもの人
数に合わせ
て職員体
制を整える
ため，子ど
もの様子に
目配りしな
がら保育の
引継ぎをし
ていた。

玩具を両
手に持つこ
とで転倒し
た際，手
が出ないか
もしれない
という見通
しが持てな
かった。

移動時は玩
具を持たせ
ないようにす
る。

9734

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 21 3 3 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨粉
砕骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(４)回以
上/年

1.基
準以
上配
置

担任1名
研修のため
フリー保育
士が代替
で保育にあ
たっていた

ヒヤリハット
事例も含
め随時報
告し合い、
様々なリス
クについて
理解を深
め、さらに
安全意識
を高める

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12）回以
上/年

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

デイリーや
活動の見
直しを行
い、無理の
ない保育を
計画・実践
する。落ち
着いた雰
囲気を作
れない場
合等には
職員間で
連携して対
応する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちの様
子を気にし
て布団から
出て行っ
た。保育者
のかかわり
が丁寧でな
いため、布
団に戻され
ることに納
得をしてい
なかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

早く落ち着
いた状況に
ならなければ
と焦っていた
ため、かかわ
りに丁寧さが
欠けていた。
本児の足が
どうなってい
たかも確認
せず布団に
降ろし、いつ
もより制止す
る力も強く
なっていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

落ち着いた
状況になる
よう他の子
にかかわっ
ていた

担任1名
研修のため
フリー保育
士が代替
で保育にあ
たっていた

職員一人ひ
とりが感情の
コントロール
を意識す
る。保育や
職員の状況
をみて、サ
ポートし合え
る職員集団
づくりをさらに
強化する

9735

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 15 2 2 16.４

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘外果
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

今後も子ど
も達の人
数に応じて
しっかりと職
員配置をし
子ども達を
安全に見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭が狭
いので、現
状も行って
いるがクラ
ス毎に時
間配分をし
ながらのび
のび遊びを
楽しめる工
夫をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

かけっこ等
を行う際
は、隣のお
友達との距
離をある程
度とる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らず、所庭
にてお友達
とかけっこ
遊びをして
楽しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

１５名の
子どもたち
を所庭で
自由遊び
を楽しま
せ、２名の
保育士で
見守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

もう一人の
保育士と
重ならない
場所で子ど
も達の見
守りを行っ
ていた。

今後も職員
同士重なら
ない位置に
配置し、子
ども達を安
全に見守
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9736

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 167 0 0 0 54 56 57 0 12 10 18.６

歳
1.男
児

衝動的であ
り、我慢が難
しい児である
ため加配対象
である。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

片付けの
際は、加
配対象の
重い子につ
いてしま
い、本児の
動きの追
跡が足りな
かった。

担任や傍
にいる保育
者に声をか
け加配対
象児の動
きを把握で
きるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(280)回/
年

業者による
遊具点検
も年3回実
施している
が、衝撃吸
収マットの
性能につい
て基準があ
るのかわか
らない。

衝撃吸収
マットの寿
命について
調べ必要
であれば交
換要望して
いく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

鉄棒が使
えないこと
が視覚的
にわからな
かった。

傍にいた保
育士も目が
離せない状
況だったの
で、声をかけ
動きを少し
でも止めれ
るようにす
る。また、
「今日はお
休み」看板
をつけること
にした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
特になし

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

片付けの時
間であったた
め担任は他
児に声をか
けに回ってい
た。加配担
任は、配慮
の必要な他
の対象児の
サポートをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児が走っ
て鉄棒に
向かった
が、ちょうど
年少児が
滑り台に
登っていた
ので、その
サポートを
していた。

遊び出す
前に「今日
は鉄棒は
禁止」と言
われ、思い
通りになら
ずモヤモヤ
していたと
思われる。

定期的に対
象児は目で
追い、気持
ちの整理が
できていない
ようなら丁寧
に対応す
る。

9737

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 46 16 14 16 19 17 17.５

歳
2.女
児

身体的発達状
況については、
とくに問題はみ
られない。コミュ
ニケーション能
力、発語に軽
度の障がいがみ
られる。パニック
を起こすことがあ
る。A園やB病
院での言語指
導に通ってい
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
 右足関節
外果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

受傷児の障
がいの特性
として、皆の
行動につい
て行けないこ
とがよくある。
よそ見をしな
がら歩いたり
走ったりす
る。

障がいの特
性に応じた
見守りを強
化する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭内に
松の大木
が数本あ
り、それが
視界を妨
げることに
なったことも
一因と思わ
れる。

除去するに
は神社と国
(文化庁)
の許可等
が必要なた
め事実上
除去は不
可能であ
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

同じクラス
の他児童
から遅れて
遊びに参
加しようとし
た。

他の児童と
同様に遊
びをスター
トさせるよう
促していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ほかのこと
を考えなが
ら、前をよく
見ず走るこ
とがよくあ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ジャングル
ジムの傍で
他児の見
守りをして
いたが、衝
突した瞬間
は見た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

年長担任
も事故の
瞬間を見
ていた。

クラスの中
で２つの遊
びに分かれ
て遊ばせ
た。

今後はクラ
スの中で複
数か所で違
う遊びをさせ
ないようにす
る。

9738

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 13 7 6 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

フリーが多
い日だった
ので、戸外
遊び時はフ
リー保育士
が一緒に
戸外にでて
いくべきだっ
た。

職員配
置、見守り
体制につい
て再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

安全点検
はきちんと
実施してい
る。

今まで通
り、定期的
に安全点
検を行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園庭に出
る前に体を
少し動かし
ておけば、
転んだ時に
うまく回避
できたかも
しれない。

戸外で遊
ぶ前に準
備運動など
をして、体
をほぐして
おく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

●月●日
にサッカー
教室があ
り、その後
は、サッカー
に興味を
もってボー
ル遊びで遊
ぶことが多
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

友達と二
人でボール
を蹴って遊
んでいた
が、担任は
友達側に
いて、本児
の蹴る様
子を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ケガした時
間帯は担
任1名しか
園庭に出
ていなかっ
た。（他の
クラスは室
内で過ごし
ていた。）

4歳児6名5
歳児5名の
計11名の
●●組だけ
が園庭で遊
んでいた。子
どもは保育
士が予期し
ない行動を
とることがあ
るので、担
任1名だけ
では限界が
ある。

フリー保育士
がいる場合
は、一緒に戸
外に出て見
守ってもらう。
フリー保育士
がいない場合
は他のクラス
に声をかけて
戸外へ誘い、
他のクラスの
保育士と数
人で見守る
体制を作る。

9739

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
各1　)回/
年

2.基
準配
置

職員が対
象児の転
倒に気がつ
いていな
かったこと
で、怪我の
把握が遅く
なってしまっ
た。

園庭が広
いため職員
の立ち位
置を再検
討し、全体
が見渡せる
よう意識し
て見守って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

園庭の状態
が、土が乾き
きっていて硬く
なっていた事に
加え運動会後
に好んでリレー
遊びをしてお
り、その部分だ
け硬い土がむ
き出しになり滑
りやすくなって
いた。リレーを
行う際の円が
小さめに設定
してあった為,
コーナーが急な
角度になって
おり、より滑っ
て転びやすい
状況を作り出
していた。

使用前に
必ず園庭
の状態を
確認し、危
険な状態
を修正して
から遊ぶよ
うにする。
（滑りやす
い部分に
軽く水をま
く等）リ
レーに適し
た大きさの
楕円を再
考していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今回の事故
については、
場所が園庭
と言うことで
広い範囲で
の見守りと
なったが、担
当していた
職員の目
（意識）が
自身と一緒
にいた子に
集中してし
まっていた恐
れがあり、常
に全体を見
渡す意識が
足りなかった
と思われる。

職員間で
話し合い、
全ての職
員が全体
を見渡す
意識を持
つことや、
自身の立
ち位置、補
助職員との
声かけ・連
携の大切さ
を再確認
し、具体的
に改善方
法を見つけ
て共有して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

リレー遊びは
好んで行っ
ており、事故
当日もいつ
ものように友
達と一緒に
誘い合ってリ
レーを楽しん
でいた。怪
我について、
対象児自身
が我慢をし
ていたのか、
担当職員に
言い出せな
かったことで
発覚がより
遅れてしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当職員は、
30mほど離れ
た場所で他の
園児とボール
遊びをしてお
り、対象児の
事故（転
倒）に気がつ
いていなかっ
た。対象児は
担当職員に怪
我の事を伝え
に来なかった
が、その後の
対象児の様子
で少しでも異
変があったら気
がつけるよう、
職員が意識す
ることも大切
だったと思われ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

怪我の判
断として、
腫れや赤
みが無かっ
たとしても、
少しでも骨
に影響があ
りそうな事
故の場合
は、速やか
に受診して
医師の診
断を得る
必要があっ
たと思われ
る。

リレー遊び
について
は、運動
会を経て
子ども達が
自分達で
遊びを行え
るようになっ
てきている
ため、職員
が見守りを
行う意識に
かけている
部分があっ
たと思われ
る。

子ども達が慣れて
いる遊びとは言
え、見守りを怠ら
ないことを全職員
意識していく。子ど
も達が自身の痛み
や違和感を言い
出しやすい雰囲気
を、園全体で常日
頃から意識し実践
していく。怪我の
判断については複
数で確認し、一人
でも、また少しでも
不安材料があった
ら迷わず受診を選
択し、医師の診断
を受ける。
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死亡
0
歳

1
歳

2
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3
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4
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5
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以
上

学
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9740

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 30 15 2 2 17.５

歳
1.男
児 特記事項なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

危機管理
マニュアル
見直し

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通リ
元気で動
きも活発に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

落下時は離
れたところで
いたが、本
児がタイヤを
縦にまたがっ
て鉄棒で遊
んでいた様
子に数回注
意したが、遊
び続けて落
下してしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応をしてい
た。

特になし

危険な行為
に繋がらない
かを常に意識
し保育していく
ようにする。職
員間で連携
を連携を図
り、声をかけあ
うようにする。

9741

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 11 0 0 0 3 8 0 0 2 2 16.４

歳
1.男
児

普段から遊んで
いた場所だった
が、異年齢保
育と土曜日保
育外の在園児
が遊びに来てい
た事によりテン
ションが上がり、
ジャンプしようと
する本人の意
識が欠落してい
たことによる事
故と推測され
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(14)回/年

1.基
準以
上配
置

散歩マニュ
アルが整備
されていな
かったことに
よって、散
歩先の危
険・ヒヤリ
ハット箇所
の把握が
徹底されて
いなかっ
た。

今後、散
歩マニュア
ルを作成
し、散歩先
の危険・ヒ
ヤリハット箇
所の把握
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日頃遊ん
でいる場所
だったので
事前に下
見をしてい
なかった。

今後、散
歩マニュア
ルを作成し
危険・ヒヤ
リハット箇
所の把握
の徹底に
取り組んで
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発に動き、
じっとしてい
る事より身
体を使った
遊びを好
む。屋外で
も走り回って
遊んだり、
ジャンプや土
手を上がった
り下がったり
する事を好
んで遊ぶ事
が多い。事
故発生時
も、色々な
所で走り
回っている姿
があった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見渡し
つつ、怪我が
ないかを見守
りながら子ども
の動きを観察
していた。異年
齢児の保育
だったので、ど
ちらかというと
年齢の低い子
に目が行く事
もあった。2人
体制だったが、
一人は足が痛
いと言っていた
女児の対応で
ベンチに座って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 2人体制
の一人は、
同時に足
を痛がって
いた子がい
た為、ベン
チで個別に
対応してい
た。

それほど広い
場所ではな
くいつも遊ん
でいる所だっ
たが、園児
以外の方が
遊びに来て
いたことによ
り注意力が
欠落したこと
が要因に
なったと考え
られる。

いつもと違う
状況の時は、
普段できてい
る事にも細心
の注意を払い
声掛けを重
視していく。
又、地域の人
が沢山いる場
合は遊ぶ場
所も考えてい
くようにしてい
く。

9742

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 67 4 63 3 3 18.６

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
７)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員は傍
について対
応したが、
今後も目
の届く場所
で職員が
連携を図
り、安全面
に配慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

円形の支
柱が遊び
箇所だと思
い込んでい
たのではな
いか。(子ど
も）敷いた
マットの用
途が違っ
た。

遊び箇所で
はないところ
は表示し意
識づけできる
ようにした。
いつもと違う
子どもの動き
を見逃さな
いように常に
注意深く見
ていく。人工
芝もしくは
マットを敷く
場合は地面
と段差がな
い大きめの
マットにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気をつけな
がら登って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

登り棒の傍
で様子を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は違う遊び
場に分かれ
て子どもの
様子を見
守ったり、
一緒に遊
んだりして
いた。

職員は傍に
ついて安全
に目を配って
いたが、他
児の一瞬の
動きに気をと
られて、円形
の支柱に子
どもが移った
ことに気づけ
なかったので
はないか。他
職員は職員
が傍にいたの
で、注視が
甘くなってし
まったのでは
ないか。

傍について
いる職員だ
けではなく、
どこにいても
全体を注視
し、声をかけ
合いながら
連携して対
応する。

9743

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 51 17 15 19 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

事故当時、
けがの程度
について軽
度と認識し
た職員がい
た。どのよう
な場合でも
重大事故に
つながること
があるため、
処置や見解
を誤らないよ
う職員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

雲梯の下
にはけが防
止のための
マットが敷
いてあった
が、砂がつ
いて滑りや
すくなってい
た。砂を掃
いてから遊
ばせるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段から本
児が遊び
慣れてい
る、というこ
とでできると
過信して見
ていた。子
どものとっさ
の行動予
測を常に
行うように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

一人ずつ
順番に雲
梯をさせて
おり、本児
の番の時に
もそばにつ
いて声がけ
し見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子供
たちの様子
を見てい
た。

いつもと変りな
く元気に見え
たが、暑さや
週末の疲れ
などがあったと
も考えられる
ので、子どもの
状態をよく診
てから遊ばせ
るようにする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9744

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 9 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
４)回/年

1.基
準以
上配
置

日々の保育
の中で安全
面で気づい
たことを伝え
合い、改善
や意識し合
い職員間の
連携をより
強めることが
必要と思わ
れる。話し合
いだけではな
く、事故を想
定した訓練
も行うように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

気づいた時
点で、すぐ
対応できる
ように点検
の時間やタ
イミング、回
数を見直
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

複数担任
での役割の
確認、立ち
位置や援
助の仕方
を振り返
り、適切な
対応につい
て見直して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活動であっ
たリレーを好
み、リーダー
シップをとり、
張り切って
参加してい
た。アンカー
で勢いがつ
いていた様
子は見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒地点
がゴール直
前の場所
であり、ゴー
ル地点に
担任が待
機してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

複数担任
であり、もう
一人はス
タート地点
で他児と
ゴール方面
を見守って
いた。

適切な人数、
配置での活
動であったと
思われるが、
子どもの気持
ちや安全面の
確認など活動
時の配慮を
確認すること
が必要と感じ
る。

9745

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 105 39 34 32 7 7 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

鉄棒を使っ
て遊ぶ際の
ルールの見
直しをし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

鉄棒をしっ
かり握ること
ができる発
達を見極
めた上での
取り組み。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

個々の力
量に合わせ
た適切な
援助をす
る。

着地まで
手を離さな
いよう繰り
返し伝えて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

足掛け回り
を何度も
行っており、
着地が乱
れることも
何度かあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒３つ
の中央で
６名程の
子どもを見
ていたが、
落下時すぐ
に手を出す
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

幼児が園庭
全体で遊ん
でおり、７名
の職員がそ
れぞれの遊
びや固定遊
具についてい
た。その中の
１名の職員
は、少し離
れた別の遊
具の場所か
ら対象児の
動きを見て
いた。

事故発生
当日の午
前中に習
得したばか
りの技であ
り、半周回
ると親指を
上に戻す
癖があっ
た。

新しい技を
行う時は、そ
の子の力量
を理解して
いる担任保
育士と一緒
に行うという
ルールにして
いく。

9746

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 21 2 10 9 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足薬指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

子ども達同
士の関わり
の中で、衝
突・叩かれ
た・踏まれ
た等の出
来事があっ
た場合は、
保育者に
伝えること
を話してお
くべきだっ
た。

体調の変化や
痛み等がある
場合は、保育
者に話をする
よう指導してい
く。帰りの会
で、その日の
出来事を振り
返り、安全に
遊べていたか、
危険なことをし
ている姿はな
かったか等話し
合う場面を設
け、子ども達な
りに危険予測
ができるように
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 改善策は
特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

2名の保育
者は、お互
いに声を掛
け合いなが
ら見守って
いたが、2
人が衝突
した場面に
気付くこと
ができな
かった。

お互いの立
ち位置を考
え動くように
する。全体を
見る保育
者、活動に
携わる保育
者と分担を
明確にし、
見落としがな
いようにす
る。また、保
育者の人数
によっては、
活動場所
（保育室・
ホール）を
制限する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
歩いて絵
本を返却し
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ホールで持
ち物の始
末をしてい
る子に援
助していた
ため、2人
が衝突した
場面に気
付くことがで
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室で
製作活動
をしていた
ため、2人
の様子に
気付くこと
が出来な
かった。

各保育室
（２部屋）
とホールでの
活動を２人
の保育者で
見ていたが、
ホールは広く
目が行き届
かない所も
あるため、持
ち物の始末
の援助をし
ながらの見
守りでは不
足があった。

ホールは動
的に活動す
るため、活
動状況に合
わせ保育者
数を増やす
等し、複数
の保育者で
見守る体制
を整える。

9747

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 27 0 0 0 16 11 0 4 4 15.３

歳
1.男
児

低身長、低
体重

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨
折、胸部
挫傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

定期的に
打ち合わせ
等で子ども
の姿を共
有したり、
マニュアル
の確認をし
たりする機
会が少な
かった。

全職員で、
子どもの様
子に合わせ
た遊び方の
確認をして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

3歳児に
とっては遊
具の高さが
あった。

マットは敷
いてある
が、今後も
点検をして
いく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

リングトンネ
ルは本児の
経験が浅
かった。

発達状況や
クラスの様子
等、子どもの
情報共有を
する。リング
トンネルで遊
ぶ際は、間
隔を空ける
よう伝えたり
見守ったりす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
友達と一
緒に好きな
遊びをして
いたが、リン
グトンネル
はあまり経
験がなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

リングトンネ
ル中央付近
で子どもを見
ていたが、保
育士の傍に
いた子に話
しかけられ対
応していたた
め対象児が
落下した瞬
間は見てお
らず間に合
わなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の遊具
につき、見
守ってい
た。

リングトンネ
ル内で、他
児との間隔
が狭かった
可能性が
ある。

リングトンネ
ルで遊んで
いる時は、
保育士が傍
につき目を
離さない。
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9748

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 0 0 12 7 14 12 0 5 5 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

マニュアル
が周知され
ておらず、
戸外遊び
の際の留
意事項など
が徹底され
ていなかっ
た。

マニュアルを
再度読み
合わせると
ともに、戸
外での危
険個所を
出し合い、
安全策を
話うことで、
戸外遊び
の際の留
意事項を
徹底した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

ジャングル
ジムの下に
敷いている
マットが
所々隙間
があったり
クッション性
の低い物で
あった。

ジャングル
ジムの周り
に隙間なく
マットを敷く
とともにクッ
ション性の
あるものに
交換する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士が
戸外遊び
の場の設
定に手を
取られ、子
どもから目
を離してし
まったこと。

遊びの選
定をし、安
全に遊べる
環境を作
るようにす
る。職員の
体制が整
わず安全
が確保でき
ない場合
は、遊びを
中止するよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と追い
かけごっこを
して遊んでい
た。本児は
追いかけられ
ることを楽し
み、必死で
逃げて捕ま
らないように
ジャングルジ
ムに駆け上
がった際に手
が滑ってジャ
ングルジムの
上から落下
した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ブランコの設
定をするため
にブランコの
場所にい
た。本児が
追いかけごっ
こを楽しんで
いる様子は
確認してい
たが、本児
がジャングル
ジムに登って
いく落下する
瞬間は見て
いなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

●●組（２
歳児）担当
保育士が
ジャングルジ
ム周辺で２
歳児の遊び
の見守りをし
ていたが、本
児がジャング
ルジムに駆
け上がること
を制止でき
なかった。

遊びの場の
設定をする
際に子ども
から目が離
れてしまっ
たこと。

遊びの場の
設定をする
際も子どもか
ら目を離さ
ないことを徹
底する。ま
た、子どもの
安全を確保
できない時
は、遊びの
種類を限定
するようにす
る。

9749

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 47 20 27 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12回/年

1.基
準以
上配
置

予期しない
事故が起こ
ることもあ
る。

事故報告・
ヒヤリハット
報告を丁
寧に考察
し、事故防
止につなげ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/日

それぞれの
遊びに対し
て、保育士
が見守るこ
とができて
いない箇所
があった。

ルールのあ
るゲームを
する時は保
育士が近く
で見守れる
ような場所
で行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

トラブルの
後、怒った
子が追いか
け対象児
は逃げてい
たが、見か
けた職員は
二人が追
いかけっこを
していると
思ってい
た。

子どもの動
きを常に把
握し、異変
があれば声
をかける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活発で戸
外に出ると
サッカーや
ドッジボー
ル、友達と
追いかけっ
こをしする
などして体
を動かして
遊ぶことが
多い。当日
もドッジボー
ルを楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

トラブルの瞬間
を見ていなかっ
たので、二人
がドッジボール
をやめて走って
遊んでいると
思っていた。も
つれあって転ん
だ瞬間はちょう
ど見ていなかっ
たが、怒った子
が対象児を叩
いているのを見
て声をかけに
行った。（後
に防犯カメラの
映像で確認す
ると、二人で
転んだ時に膝
が右鎖骨あた
りにあたってい
た。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭全体
が見渡せる
場所で遊
びを見守っ
ていたが、
自分の担
当クラスの
子どもたち
と関わって
いたため事
故が起きた
瞬間は見
ていなかっ
た。

年長児は
ドッジボール
のルールを理
解し、子ども
たちだけで楽
しめることが
多いので、
担当保育士
はしばらく様
子を見た
後、他の遊
びのグループ
の所で見守
りを行ってい
た。また、子
ども同士でト
ラブルが起き
ていたが、追
いかけっこを
して遊んでい
るとの思い込
みがあった。

何度も経験
しているが、
子どもたちだ
けでは自分
勝手なルー
ルになってし
まうこともあ
るので、ルー
ルのあるゲー
ムをする時
は保育士が
近くで見守
るようにす
る。

9750

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 27 2 4 5 5 5 6 9 6 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
０　)回/年

2.基
準配
置

職員配置は
基準内で特
に改善点は
ないと思わ
れるが、今
後の課題と
しては、事故
防止に関す
る研修を実
施することが
必要であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回/
年

遊び方につ
いて子ども
達と確認を
したり、職
員間でもよ
り一層安
全面に配
慮したりす
るよう周知
した。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

環境面で
の改善策
は特にな
し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

赤い家の
中に入った
り屋根に
登ったりし
て遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くに保育
士はいた
が、本児が
突然屋根
から飛び降
りたため、
止められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は遠くから
対象児の
位置を確
認していた
が、落下す
る瞬間は
見ていな
かった。

子どもの予
期せぬ行
動を想定
できていな
かった。

子どもと遊ぶ
中であらゆる
危険を想定
しながら関
わっていった
り、職員同
士連携を取
り合いながら
保育をして
いく。

9751

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
右網膜震
盪

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員は、
園児の人
数に対して
十分に配
置できてい
たが、保護
者対応で
十分な見
守りができ
ていなかっ
た。

追いかけっ
こ等、遊び
で起こりう
る危険を
全体で再
度確認し
て、再発防
止に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

追いかけっ
こをしてい
る時に遊び
小屋に入
ろうとした
事が要因と
考える。

追いかけっ
こ等、走る
ような遊び
の際、遊具
へは近づか
ない様に指
導していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

追いかけっ
こをしてい
る時に遊び
小屋に入
ろうとした
事に気がつ
かなかっ
た。

走りながら
遊具に近
づいていな
いか注意し
て見守る。
子ども達に
も注意を
促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

打撲した後
も一日、保
育園で過
ごしていた
が、特に変
わった様子
は見られな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭での
活動中で、
本児も打
撲したこと
を保育者
に伝えな
かったので、
気が付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

いつもと変
わらない様
子だった
為、気が付
かなかっ
た。

職員は、
十分に配
置できてい
たが、子ど
も１人１
人の動きは
把握できて
いず、ぶつ
けたことに
気がつかな
かった。

職員も再度
遊びの危険な
状況を確認
すると共に、
怪我やどこか
で、ぶつけた
等、何かあっ
た時に必ず職
員へ伝えるよ
うに子ども達
に指導して行
く。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
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上

学
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9752

令和
6年
3月
21
日

1.認可 7.小規模
保育事業 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 6 2 2 13.１

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇小帯
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

事故やけが
が発生した
際に、誰も
が直ぐに対
応・判断が
できない。
又、その判
断をするた
めのフロー
チャートが
ない。

事故やけが
をした時の
役割や流れ
を見直し、
新たにフロー
チャートを作
成。皆が直
ぐに確認でき
るところに掲
示またはファ
イリングす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

ワンフロアで
の異年齢
保育の難
しさと子ども
の特性や
発達面で
の申し送り
ができてい
なかったこ
と。

16時以降、
午後から出
勤の職員が
保育に当た
るため配置
基準より多く
配置する。ま
た、職員間
で子どもの特
性や発達面
での育ちの
共有や申し
送りを行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの発
達に合った
遊びの提
供や準備
ができてい
なかった

全体を見て
いる指揮権
保育士が、
環境設定の
準備または
確認を行い
ながら、子ど
もの様子に
よって変化さ
せていく。ま
た、玩具の
購入をし、
遊びが分散
できるように
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

段ボールの
囲いが気に
入り、中に
入って楽しん
でいた。独
占欲が強く
人のものが
欲しい年齢
であるため、
本児は近
寄ってきた子
に対し反発
し、側に来た
子はほしいと
いう想いがぶ
つかった様子

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

その他の子
どもも同じ
玩具を欲し
がり、同じ
ものを取り
に本児の
側から離
れ、動いた
瞬間に事
故が起こっ
たため、す
ぐには防げ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本児のいる
近くにもう
一人の保
育者がいた
為、他の子
どもと関わっ
ていた。

保育者同
士、互いに
動きを確
認しあえて
いなかっ
た。それぞ
れ近くにい
る子どもし
か見ていな
い。

保育室での
指揮権者を
明確にし、子
どもの発達に
合った環境を
整え、確認し
て夕方の保
育にあたる。
互いに相手の
動きを見なが
ら、保育にあ
たる。

9753

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 48 15 15 18 4 4 15.３

歳
1.男
児

落ち着きのな
さ、集中力が
短い、人との
距離感が近
い、友達の気
持ちに気づけ
ない等気にな
る姿がある。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆間部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2  )回/年

2.基
準配
置

補助が必
要な年少
児が、2か
所に分かれ
て鉄棒をし
ていたこと。

年少児は
握力が弱
い子もいる
ため、鉄棒
は1か所に
限定して必
ず保育士
がついて行
うようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

3種類
（大中
小）ある
鉄棒の使
い分けをし
て、職員・
園児で周
知する。

1か所に1人
ずつ使うよう
にする。次の
子が待つ線
を引いてお
く。保育士が
ついている時
に使う。年
少児は「小」
のみに限定
する。「あり」
マークをつけ
る。

4.個人
活動中・
子どもの
み

補助が必
要な年少
児が、2か
所に分かれ
て鉄棒をし
ていたこと。

年少児は
握力が弱
い子もいる
ため、鉄棒
は1か所に
限定して必
ず保育士
がついて行
うようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児が落
下した鉄棒
は、3種類あ
るうちの最も
低いもので、
片足をかけ
るのは難なく
でき、対象
児は普段か
ら鉄棒に来
るとそのよう
な行動が見
られた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

連結している３
つの鉄棒（大・
中・小）の「中」
で、別の3歳児
の前回りの補助
をしゃがんだ体勢
でしていて、滑り
台から鉄棒「小」
に移ってきた対
象児の姿に気づ
くのが遅れた。気
づいて咄嗟に手
を差し伸べたが、
対象児の位置と
職員の位置が離
れており、間に合
わなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

●●組も
戸外にいた
ため、△△
組が遊ぶ
固定遊具
を３つに限
定してお
り、職員は
木製遊具
（木の
家）と滑り
台の間で、
両方を見
ていた。

対象児が
鉄棒から落
ちそうになっ
たことは過
去にもあ
り、必ず補
助につくよう
にしていた
が、他児の
補助につい
ていたため
対応が遅
れ防げな
かった。

年少児は握
力が弱い子
もいるため、
鉄棒は1か
所に限定し
て必ず保育
士がついて
行うようにす
る。

9754

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 2 1 18.６

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

年長児とい
うこともあり、
保育室から
遊戯室には
一人で移動
しており、保
育者は事故
時には本児
と一緒には
いなかった。

見守りが不
十分だったた
め、声掛け
等を含め、
行動が衝動
的である本
児に対して
は十分に見
守っていく必
要があった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

保育室前廊
下から遊戯
室に行くには
1度戸外に
出なければ
ならない。そ
の際、建物
間（保育室
と遊戯室
間）に段差
があり、そこ
を勢いよく
走ったことで
足をくじい
た。

段差をなく
す工夫が
必要

4.個人
活動中・
子どもの
み

声掛け等
を含めた見
守りが必要

見直しを行
う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

常に動きが
激しいく衝
動的に行
動する姿が
ある。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体の様
子を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児への
対応をして
いた

特になし

職員間で連
携を とりな
がら子どもの
様子をしっか
り見守り対
応していく。

9755

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 11 0 5 3 0 2 1 0 5 4 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 特になし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

ごっこ遊び
の最中に
発生してい
るが、子ど
もの遊びの
中に危険と
思われる行
動があった
際の声かけ
が不足して
いた。ハウ
ス周辺での
行動につい
て、職員の
認識が不
足してい
た。

危険が予
測される遊
びや子ども
の行動に
関する職
員の対応
について研
修を行う。
子どもたち
に事実を
伝え、安全
についての
話し合いを
行い、危険
な遊び方に
ついて再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

衝突の未
然防止の
ための声か
けは行って
いたが、ハ
ウスを使用
していること
について
は、十分な
危険予知
ができてい
なかった。

職員間で
状況の共
有を行い、
園舎内外
の遊具の
安全点検
を全職員
で行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子ども達の
中でハンター
ごっこと称す
る鬼ごっこが
ブームとなっ
ており、時折
ハウス周辺
の１階園庭
(土の広
場）を走り
回る姿があっ
たため、小さ
い子をがいる
ことを何度か
注意する場
面があった。
しかし、屋根
の上で遊ぶ
ことに対し
て、制限をか
けていなかっ
た。

翌日、●●組（3
～5歳児異年齢ク
ラス）を中心に話し
合いを行い、子ども
たちは「ハウスの屋
根には登らない」と
いう結論を出してい
る。安全に楽しく遊
ぶ環境を整え、子ど
もたちの発達を促し
ていけるよう定期的
なカンファレンスと環
境の見直しを継続
する。子ども達と
は、週１～２回程
度、定期的に安全
について話し合いを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気の合った
友だちと追
いかけっこを
して、捕ま
らないよう
にとハウス
の屋根に
登る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育者A
は、屋根か
ら飛び降り
て左足を
痛がる本
児を抱い
て、事務所
の医務コー
ナーにいる
看護師の
もとに搬送
する。保育
者B、C、D
は、他の子
ども達の遊
びの見守り
を継続す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

看護師は、本児に
痛い箇所を尋ね患
部を確認し、アイシ
ングを行い全身状
態を観察する。少し
の動きでも激しく痛
がるため、オンライン
「子どもの救急」、
書籍「保育・救命」
等で確認した上で
整形外科医への受
診を判断する。看
護師が保護者に電
話連絡し怪我の状
況等の詳細を伝
え、受診の許可を
得るとともに病院に
て保護者と合流す
る旨を確認する。

職員は、
担当クラス
の子どもに
限らず、目
の前にいる
子どもや周
辺で遊んで
いる子ども
を含め、園
全体の子ど
もを見ると
いう意識が
十分では
なかった。

子どもの見
守り方、発
達に応じた
行動予測、
適切な言葉
かけ等につ
いて再確認
する。職員
間の連携を
強化するた
めに、ケース
会議や研修
を行う。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9756

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 25 3 3 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２)回/年

1.基
準以
上配
置

キックバイク
に乗って遊ぶ
際に、広い
場所で乗る
ように声をか
けたり、ス
ピードを出し
すぎないよう
その都度声
を掛ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回/
年

遊具が密
集していて
キックバイク
を乗るには
狭い場所
もある。

広い場所
でキックバイ
クに乗るこ
とをその都
度知らせ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他児と狭い
場所でキッ
クバイクに
乗ってい
た。

広い場所
でキックバイ
クに乗るこ
とをその都
度知らせ
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

キックバイク
を倉庫から
職員に出し
てもらい、
園庭でキッ
クバイクに
乗って遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児がキッ
クバイクから
転倒したと
こを目撃し
すぐに怪我
等の確認
をする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
で遊ぶ子ど
もの様子を
側で見守っ
ていた。

職員の人数
的なものに
不備はな
かった。

9757

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 55 9 8 12 12 14 11 11 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨頭
にひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

引き続き
定期的に
所内研修
を行い、注
意喚起を
行っていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

引き続き
定期的に
点検を実
施し、不具
合がないか
確認してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動器具の
使い方、遊
び方の周知
と、子供が
十分にそれ
を習得して
いるか把握
が不十分で
あり、複数の
子どもが同
時に行う場
面で保育士
１名の見守
りで十分とと
らえた注意
不足が要因
と考える。

年齢に合っ
た鉄棒の
使い方や、
遊ぶ際の
ルールをき
ちんと知ら
せ、見守る
保育士が
目の行き
届く状態で
行うよう、
職員での
周知徹底
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児が鉄
棒を両手
でにぎり足
を鉄棒にか
けようとした
際、片手が
鉄棒から離
れてしまう。
こらえきれ
ず、もう一
方の手も
離してしま
い落下す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育士は
本児から１
ｍくらい離
れた場所
で、本児含
め５名が
鉄棒で遊
んでいる所
を見守って
いたが、落
下した際、
すぐに本児
を支えられ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

所庭にはい
たが、他児
のグループ
を見てお
り、本児は
見ていな
かった。

常に子ども
の動きに気
を付け、ケガ
の無いように
声掛けして
いく。複数の
職員で声を
掛け合い、
連携して全
体に目を
配っていく。

9758

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 28 4 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１０)回/
年

2.基
準配
置

リレー遊び
はこの日が
初めてだっ
たが、バト
ンの受け渡
し方や気を
付けること
を子どもた
ちに周知し
ていなかっ
た。

初めての遊
びをする時
はあらかじ
め注意する
ことを伝え
ておく必要
があった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし

園庭を確
認したが、
特に凹凸
等はなかっ
たため、特
別な改善
は行わな
い。定期的
な点検は
引き続き
実施する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

リレー遊び
はその日初
めてだった。

初めての遊
びでは、子
どもが予想
できない動
きをすること
も想定し、
安全に遊
べるようより
注意してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

身体を動
かして遊ぶ
ことが好き
な本児な
ので、この
日もリレー
を友だちと
一緒に楽し
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

リレー遊びが
初めてだった
ため、子ども
たちがバトン
の受け渡し
をきちんとで
きるかどうか
の確認も含
め、安全面
に考慮しな
がら声をかけ
るなどしなが
ら近くで見て
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

固定遊具
やサッカー
など他の遊
びをしてい
る子につい
ていた。

リレー遊び
は2チーム
あり、しかも
初めての遊
びだったの
で、職員が
2名で対応
するべき
だった。

初めての遊
びは予想さ
れる危険な
どを職員で
共通理解
し、状況に
応じて2名
以上の職員
がその遊び
につくように
する。

9759

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 16 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

改善策な
し

3.個人
活動中・
見守りあ
り

折り紙を
やっている
所にソフト
ブロックを持
ち込んだ
時、声を掛
けなかっ
た。

おもちゃの
使い方のお
約束をしっ
かりと伝えど
う使ってい
るか（状
況）を把
握していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

円の中にい
たが1人円
柱のソフト
ブロックにま
たがり加
わっていて
体勢を崩
す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

円のすぐ後
ろにいて、
全体を見
ながら目を
配ってはい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1人担任で
他のクラス
の担当者
は見ること
ができませ
ん。

どういう状況
かまで細か
な所まで目
を配る。

9760

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 26 1 14 11 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎前歯
脱臼、一
部欠損歯

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

子どもがけ
がをするで
あろう動き
を察知し、
未然に防
げる位置で
声を掛けら
れるように
気をつけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

スムーズに
移動できる
ように、通
る場所の
見通しをよ
くする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広い解放
感のある遊
戯室からの
移動の為、
走りたくなっ
たものと考
える

移動の際
には、走ら
ないことを
子ども達に
話し、徹底
する

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午睡中眠れず
に起きており、
自分の布団に
横になって休
んでいた。午
睡時間が終わ
り起きて午睡
中眠れずに起
きており、自分
の布団に横に
なって休んでい
た。午睡時間
が終わり起きて
動けることを喜
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体に対し
て走らない
ように声を
かけたが本
児に声が
届いていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

先にトイレ
に向かった
子ども達を
見守ってい
た為

保育士は子
ども達の移
動の様子や
室内での過
ごし方に気
を配り、すぐ
に対応でき
るようにす
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9761

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 13 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４　)回/年

1.基
準以
上配
置

毎朝の朝
礼におい
て、安全面
に留意して
保育にあた
るよう意識
統一を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

活動前に
も園庭や
固定遊具
の安全点
検を強化し
て行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

活動の前
には、手足
を柔軟に
動かせるよ
うな遊びを
意識して取
り入れる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

走りながら
滑り台に向
かっていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

好きな遊び
をする様子
を近くで見
守っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他クラスの
園児及び
職員は保
育室で活
動中

児童の動き
に危険性が
伴わない
か、予測し
て職員配置
を適切に行
う。

9762

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 1 1 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
基節骨骨
折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ドッジボール
に慣れてきて
ボールを投げ
たり受けたり
する行為が
上達してき
たことで、
コートの大き
さがレベルに
合っておら
ず、至近距
離でのボー
ルのやり取り
が骨折につ
ながったので
はないかと考
える。

子ども達の
レベルに合
わせてドッ
ジボール
コートの大
きさを変更
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭にてク
ラスの友達
とドッジボー
ルをして遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭にて、
クラスの児
全体の様
子を見守っ
たり一緒に
遊んだりし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のクラス
担任および
職員は室
内にて保
育をしてい
た。

体が温まっ
ておらず、
動きが鈍く
なってい
た。ボール
の受け方が
安定してい
なかった。

行う前に準備運
動などで体を温
めるよう促したり
一緒に行ったり
し、体を整えて
おく。ドッジボー
ルの以外の場で
ボールの受けた
り投げたりする
遊びを取り入れ
たり、体の正面
でボールを受け
取るやり方を
やって見せたりす
る。

9763

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 17 1 2 2 15.３

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の動
きの連携が
取れていな
かった。

おやつ後、夕
刻前の活動に
職員が分かれ
る所で、要支
援の子ども２
人に対応でき
る職員の確
保。要支援児
の対応を優先
し、おやつの片
付けは、別の
職員に依頼す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

床（フロー
リング）に
損傷などな
い為、特に
改善は必
要ないと考
える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の動
きの見直し
必要。

要支援児
の対応を
優先し、片
付けは後
回しにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対格差の
ある５歳
児とぶつか
り合い転倒

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育士一
人だった
為、ボール
から逃げる
２人がぶつ
かるのを止
めきれな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の子の
対応中だっ
た。

体格的に
相手が大
怪我に繋
がってしまう
リスクあり。

体格の差が
ある児が関
わる場面で
は、相手に
及ぼす影響
を頭に入れ
て見守って
いく。

9764

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 10 3 3 15.３

歳
1.男
児

自閉症スペク
トラム症、朝
食未摂取

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 1.頭部 前頭骨骨

折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
隔　)回/年

2.基
準配
置

特になし

園内で、事
故予防に
ついて環境
面、保育
士の動きに
ついて話し
合う機会を
作る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年
　　　　毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年
　　　　毎日

総合遊具が
2m以上と高
く、遊具の隙
間も大きめ。
特に円柱部分
には保育士は
入ることができ
ない。遊具基
礎コンクリート
部分が出てい
たり、安全マッ
トも劣化してい
る状況。以前
より危険である
と報告してい
た。

担当課と
総合遊具
の使用につ
いて、話し
合う機会を
作る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

子どもの発
達や特性
に合わせた
対応を検
討する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気になる友
達と同じ動
きをしたり、
一緒に遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は、
ビールケース
を積み上げ
て遊んでいる
子どもたちに
関わってい
た。加配保
育士はもう1
名の障がい
児と一緒に
発表会の道
具を作ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対応したフ
リー保育士
は、この2
名に配慮
が必要と判
断し関わっ
ていた。

特になし

フリー保育
士の判断で
戸外遊びの
状況を見
て、見守りを
していた。保
育士間の連
携について
検討した
い。

9765

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 74 37 37 6 6 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕
骨折　脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

転んでも簡
単には骨
折しない体
をつくる

普段も気
を付けてい
るがさらに
ボール遊び
をしている
子どもに目
を配るよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

土の上で
起こった事
故であり、
環境として
は特になし

今回の場合
は防ぎきれ
ない事例だ
が同じことが
起きないよう
に保育士全
体に気を付
けるように話
をする。情報
の共有。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

環境として
は特になし

周りに何も
なかった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボール遊び
が好きであ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

泣き声がし
たため他児
が駆け寄っ
て保育士も
本児のところ
へ行き、腕を
動かさないよ
う看護師に
見せた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保護者へ
の連絡。

一人で集
中して遊ん
でいたが、
保育士の
目は届いて
いた。

再度全体に
申し送りを
行い、園庭
にももっと目
を配らせる
必要がある
ことを伝え
る。
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0
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1
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2
歳

3
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4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9766

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 44 12 32 4 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュアル
に基づいた
対応の再
確認と徹
底につい
て、職員会
議において
共有を図っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

各種安全
点検を継
続する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集団活動
中の見守り
を徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

スタートと
ゴール地点
に担任が１
名ずついた。
ゴール付近
で転んだよう
に見えたた
め、まずゴー
ル地点にい
た担任が児
童の元へ駆
けつけ様子
を確認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

スタート地
点にいた担
任も児童
の元へ駆け
つけ児童の
様子を確
認した。他
の組の担
任はその他
の児童の
活動を見
守ってい
た。

本件に係るそ
の他考えられ
る要因につい
ては特段無い
が、対象児に
限らず、各園
児の動きや表
情を把握し、
いつもと違う
様子はないか
確認しなが
ら、今後の事
故防止に努
めていきたい。

9767

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 5 3 3 3 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折（疑
い）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員間の
伝達不
足。

休暇対応
の保育士
には、要所
要所で子ど
もの状況を
伝え安全
を守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

リスク回避
の為のマッ
トの数を使
用していな
かった。

必要と思わ
れる部分に
敷くマットの
数はある
為、転倒の
リスクを考
慮しマット
を使用す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

マット山には
保護用マッ
トを敷いてい
たものの必
要と思われ
る部分全て
には敷くこと
ができていな
かった。遊び
に入る前に
休暇対応保
育士へ児の
情報が不十
分だった。

安全な環境
を徹底して
遊ばせる。
複数の保育
士で安全を
確認し合う。
転倒した場
合は、ぶつけ
た部位のみ
ではなく全
身を丁寧に
観察する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

まだ運動
発達的に
不安定さが
ある

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児のオム
ツ交換で
傍を離れて
しまった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

少し離れた
ところで、
他児を含
め全体を
見守りをし
ていたので
至近距離
にはいな
かった。

オムツ替えで
離れる際
に、もう一人
の保育士に
も声を掛け
たが伝わって
いなかった。
転倒して頭
を打ったがす
ぐ泣き止んだ
為、報告が
できていな
かった。

保育士が付
く場所をよく
考え、意識
して声掛け
をする。病
状を勝手に
判断せず、
転倒や打撲
等あった時
はすぐに報
告する。

9768

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 77 25 29 23 6 6 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

園庭での
遊び方に
注意が必
要だったと
思われる。
子どもへの
投げかけは
していた
が、子ども
の突然の
行動も予
測しておく
必要があ
る。

園庭での遊び
方や活動内容
に伴う場所・
範囲・空間な
どについて、職
員間で声をか
けあい安全面
を考慮して共
有しあう。子ど
も達にも戸外
に限らず周囲
にも目を向け
ながらの安全
行動について
話をする。全
園児が園庭で
遊ぶ際には、
密度が高くな
るため時差で
戸外に出る等
の工夫は引き
続き行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

タイヤ飛び
をやってい
る園児がい
るときには
その周辺を
ゾーニング
し、他園児
の遊び場と
重複しない
ようにする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

追いかけっ
こ遊びに夢
中になって
しまった。

園庭で自
由に遊んで
いるが、安
全行動に
ついて子ど
もたちにも
再度話をし
た。また、
園庭全体
をみる職員
の配置も
引き続き
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラスの友
達とタイヤ
ジャンケン
をしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任は対
象児を含
めた数人と
タイヤジャン
ケンで一緒
に遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

タイヤジャン
ケンをし、全
て飛び越
え、元の列
に戻ろうと立
ち止まってい
た。一緒に
遊んでいた
担任の後方
だったため、
衝突を防ぐ
ことができな
かった。

各場面で
の遊び方や
危険に対
する判断に
ついて職員
で共有しあ
い、子ども
への働きか
けや援助の
仕方を同
一にする。

担任は子ど
もたちが遊ぶ
様子の見守
りを行うが、
子どもの活
動に合わせ
て立ち位置
に留意す
る。子どもの
危険な行動
を常に予測
し、声掛けを
行う。

9769

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 15 1 1 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故発生
時雲梯で
見守ってい
る保育士
が1人だっ
た。

雲梯等手
が滑って落
ちてしまう
事もあるの
で、マットな
ど敷き大き
な怪我にな
らないよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

落下した際
の怪我防
止の為、ア
ネビーマット
を下に敷く
よう業者に
依頼中

1.集団
活動中・
見守りあ
り

雲梯ができ
るようになっ
て、まだ時
間が経過
しておら
ず、できる
ようになった
事が嬉しく
少しはしゃ
いでいた。

1人1人の
達成度を
把握し不
安定な子
にはマン
ツーマンで
の対応を
心がける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯が出
来きるよう
になった事
が嬉しく、
少しはしゃ
いだ様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

1人でみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

自分のクラ
スの子ども
たちに対応
していた。
雲梯をして
いない子の
対応をして
いた。

安全マットを
敷く。

9770

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 50 6 9 10 6 13 6 11 9 13.１

歳
1.男
児

その日のうちに手
術および入院し、
翌日に退院。ワイ
ヤーをつける手術
となり、完治に１ヶ
月程かかる見込
み。●月●日に
病院を再度受診
し、とりつけたワイ
ヤーを外す予定。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)
上顎歯槽
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

１つの遊
具に１人
の職員を
配置する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

撤去するこ
とにした
※事故
後、使用
禁止。令
和●年●
月中に撤
去

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

１つの遊
具に１人
の職員を
配置する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、楽しく遊
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児が
落下する
瞬間に手
を差し伸べ
たが間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他園児の
対応をして
いた。

特になし

１つの遊具
に１人の職
員を配置す
る
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9771

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 15 1 1 16.４

歳
2.女
児 無し 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

全体的に
途中入園
児はケガを
しやすく、
気にかけて
はいるつも
りであった。

継続して途中
入園児には特
にきにかけ、ま
た一階から二
階の生活に代
わり気持ちが
高くなる三歳
児クラス、また
コロナ禍での規
制と緩和の間
で緊張感が抜
けないようにし
たい。また、遊
具の近辺には
注意したい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

この日、同
階の異年齢
児がスイミン
グに出かける
など流動的
だったことも
全体的に見
れない要因
となったよう
に感じる。

万が一を考
え、想定でき
るときは縦割
り的な毎日
の中、環境
範囲を限定
して無理なく
全体が見れ
る様に出来
たら良い。大
型遊具の周
りの安全も
確認する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

いつもある
大型遊具
だったが、
十分に目
が行き届い
ていたかと
考える。

担任の目
が行き届く
広さの中
で、あそび
を見なけれ
ばいけな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
であった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育室で
あそぶ子と
ホールであ
そぶ子を見
ながら片付
けに移行し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１人担任 同上

大型遊具の
捉え方を、
今の子ども
の現状を捉
え話し合い
たい。

9772

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 21 5 9 7 2 1 18.６

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

右足首捻
挫　●/●
骨折と診
断名変更
●/●再骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

充分に子ど
もを見守れ
る職員の
数がいな
かった。

幼児を連
れて階段を
昇り降りを
する際、子
どもの様子
が確認でき
る最後尾
に職員が
付く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

階段の境
目が見えず
らかった。

階段のふち
に、色付き
滑り止め使
用。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

最後列の
子への配
慮が十分
ではなかっ
た。

子どもを連
れて階段を
昇り降りをす
る際に、声
掛けを行い
子どもの様
子を確認し
ながら進むよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児の階
段を降りる
際の、注意
する意識が
薄かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育者が
先頭を進
んでいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

最後の子
を部屋から
送り出して
いた。

夕刻保育
の為、充分
に子どもを
見守れる
職員の数
がいなかっ
た。

幼児を連れて
階段を昇り降
りをする際、
子どもの様子
が確認できる
最後尾に職
員が付き子ど
もの様子を確
認しながら進
むようにする。

9773

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 16 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
側中手骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

定期的にマ
ニュアルを読
み合わせた
り、子どもた
ちの動きから
予想できる
対応を職員
会議等で考
えていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

引き続き
安全確認
チェックを行
い環境を
整えていく

3.個人
活動中・
見守りあ
り

安全に遊
べるように
声を掛けた
り見守りを
続けていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

8：30過ぎに
登園。身支度
を済ませホール
にてロールマッ
ト（全身のマッ
サージ）を担
任にやってもら
う。ロールマット
を済ませてから
縄跳びをやりた
い子数人と順
番に一人ずつ
縄跳びをして
遊んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ホールで縄
跳びをやり
たい子の様
子を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

5歳児のみ
（全員では
なくクラスに
も数人いた
ので）だった
のでホールで
は一人で見
ていたので他
の職員はい
なかった。

子どもの動き
にすぐに対
応できるよう
引き続き見
守る

9774

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 73 5 9 15 13 16 15 15 11 16.４

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足小指
中節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

環境、ハ
ザードマップ
の見直しと
職員の立ち
位置を話し
合いを行う。
職員間の声
の掛け合い
が足りなかっ
たため、持ち
場を離れる
際には声掛
けを伝わるま
で行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年 3.未実施 実施頻度(

)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

背面板無しの玩具
棚の為については
両サイドから玩具を
取ることができ、空
間を圧迫しないこと
から普段から保育
室中央部に配置し
該当の玩具棚につ
いては固定していな
かった。棚には玩具
が常に置いてある状
態であったが、事故
発生時玩具はすべ
て使用しており棚が
空の状態であった。
そのため玩具棚が
軽くなり倒れやすく
なったのではない
か。

玩具棚を
背合わせに
配置、また
は棚の下
部に重いも
のを配置し
転倒を防
ぐ。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

棚で囲われ
ていた場所
にブロックコー
ナーを設置
していた。ブ
ロックコー
ナーで遊ん
でいた子ども
が棚にぶつか
り棚が転倒
したため、も
う少しコー
ナー設定を
広く設けてい
ればよかった
のではない
か。

室内環境
の見直し、
コーナーを
区切る際
には子ども
の心情や
遊び方に
考慮し、
日々環境
の改善を
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと保
育室の中
を歩いてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

近くにいた
職員は床
に落ちてい
る玩具を
広い環境
を整えてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

②保育室
の反対側
にいた為、
見えていな
かった。③
お迎え対
応中であっ
た。

片付け等の
環境設定を
行う際は、
他職員へも
声掛けを行
い全体把握
の職員を配
置したうえで
始める。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9775

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１４)回/
年

2.基
準配
置

マニュアルを
職員全体
で再確認
する。また、
今後も研
修等も積
極的に受
け、資質向
上に努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週６)回/
年

安全な環
境の下で、
子どもたち
が遊べるよ
うに、今後
もより声が
けをするとと
もに、点検
をしっかり
行っていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鉄棒をする
際には、職
員が必ずつ
いてから行う
ことになって
いる。本児
が鉄棒をし
ようとしたた
め、職員が
声がけをした
が鉄棒を一
人で行い、
態勢が崩れ
て落下してし
まった。

園児と遊
具で遊ぶ
際の約束
を再確認
する。今後
も、固定遊
具で遊ぶ
際には職
員間でも
声がけなど
を行いより
一層連携
を図ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒を行う
ことに意欲
的な様子
があった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担当保育
士は、クラ
スの園児を
鉄棒の所
まで連れて
いき、鉄棒
を行う前に
園児に話
をし、鉄棒
を行う所
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の排
泄に対応し
ていた。

職員がしっか
り配置され見
ていた中での
事故ではあっ
たが、集団遊
びをする際に
も、子どもたち
が安全な環
境で遊べるよ
う、今後も職
員間の連携
をしっかり行っ
ていく。

9776

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

幼児用の
遊具であ
り、使い慣
れた遊具で
あったので
近くにはい
るが、傍に
つき見守る
ことをしてい
なかった。

側につき、不
安のある子
には見守り
や声がけをし
ていくように
する。事故
の可能性が
ある遊具を
使用する際
は、担任の
目が分散さ
れないよう、
使う遊具を
指定してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

幼児用の
遊具で、高
さはないの
で、遊具下
にセーフティ
マットを敷
いていな
かった。

万が一に
備え、セー
フティマット
を引くように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

セーフティ
マットが引
かれていな
い状態で
あった。

安全点検
を行い、事
故や怪我
につながる
事例がある
場所や物
に関して、
職員で話
し合い、安
全に使用
できるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

この頃うん
ていができ
るようになっ
たことを喜
んでおり、こ
の日も園
庭に出ると
すぐにうんて
いに向かっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ドッジボー
ルの白線を
引いている
途中で、他
児のトラブ
ルの仲立ち
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

3歳児クラ
スが同じく
園庭に出
ており、3歳
児クラスの
園庭での
自由遊び
を見守って
いた。

幼児用の
遊具であ
り、使い慣
れた遊具で
あったので、
近くにはい
るが、傍に
つき見守る
ことをしてい
なかった。

遊具を使う際は
親指も使って握
りこむ、体勢が
崩れた際は無
理せず着地する
よう子ども達に
伝えていく。危
険が予想される
遊具を使用する
際は、保育士の
目がしっかり向
けられるように
なってから使用
するよう配慮す
る。

9777

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 37 0 3 2 8 9 15 3 3 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

危険を予
知して行動
する力の育
成不足

どこでどのよ
うな事故が
起きやすい
か、これま
での事例を
もとに子ど
もたちに考
えさせる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊びの
チェック

改めて子ども
の姿を注意
深く見守り、
危険が予測
される場合
は、なぜ危
ないのかを
子どもに考え
させ、事故が
繰り返され
ないようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと楽
しそうに遊
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

なんらかの
トラブルが
あったわけ
でもなく、
故意に相
手を落下さ
せようとする
行動はな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

どのような
状況で落
下したのか
確認し、今
度から気を
つけるよう
周りの子に
も指導し
た。

「もしかした
ら」の想定
不足。

「もしかした
ら」「こうなっ
たら」という、
事故に繋が
りそうな動き
を想定した
指導。

9778

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 2 0 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

毎朝のミー
ティングに
て、本児の
状況を周知
する時間を
設け、全職
員で対応。
職員の見て
いない時間
がないように
する。バスの
添乗員も共
有できるよう
にしている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし
防ぎようの
ない事故
だった

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園庭から教
室に入るよう
子どもたちを
促した。子ど
もが普通に
歩いていて
横向きに転
倒した瞬間
を目撃した
が、転倒を
防ぐことは出
来なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

教室の入
口で靴を
履き替える
子どもたち
の対応をし
ていた。

特になし
防ぎようのな
い事故だっ
た
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9779

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 21 3 0 16.４

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12   )回/
年

2.基
準配
置

初めて使
用する施
設のエリア
だったため、
職員は多く
配置した
が、予測外
の子どもの
動きがあ
り、転倒を
予測できな
かった。

来年度も
使用予定
の施設なた
め、今回の
事例を踏
まえて、子
どもや職員
間で事前
説明を実
施するとと
もに、施設
職員とも連
携をとって
対応する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2     )回/
年

外部施設
での遊具

実施頻度(
2　)回/年

外部施設
での遊具

実施頻度(
2　)回/年

事故の状
況と経過を
報告。今
後の事故
予防の分
析をお互い
に実施。

来年度も
使用予定
の施設なた
め、その際
には重点
的に対応
策を講じ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

初めて遊ぶ
遊具で、遊
び方に慣れ
ていなかっ
た

自由あそび
の前に遊び
方のルールを
クラス毎に確
認した。バ
ルーンエリア
が特に配慮
が必要な場
所という認
識はあったの
で、園内で
の徹底した
事前指導を
すべきだっ
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

園外活動
ということも
あり、いつも
より活発に
遊んでいた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本人が落
ちたところは
どの職員も
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本人が落
ちたところを
見ていた職
員はいな
かった。

子どもを自
由に遊ばせ
る体験のエリ
アだったた
め、保育者
の配置の固
定はせず、
子どもが多く
いるところに
傍に付き添
うなどしてい
たため、全
員を見てい
ることができ
なかった。

防ぎようのな
い事故では
あったが、事
故を見逃さ
ないよう全
体を見渡せ
る位置に保
育者を1名
置くべきだっ
た。

9780

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 16 1 9 4 2 3 2 15.３

歳
2.女
児 特になし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

年長児が
転倒の際、
年少児に
体重をかけ
てしまった。
体格差が
あった。

同等の体格
同士で手を
つなぐ。歩行
中、道路の
小さな境目
や周囲の状
況を細かく
周知する。
足腰、腕を
使った運動
の頻度を増
やす。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

歩き慣れた
道だったた
め、ペアの
年上の児
にリードを
任せてい
た。

慣れた道で
あっても細かく
周囲の状況を
周知する。職
員が前を歩き
ながら、前もっ
て段差を声に
出して周知し
転倒を予防し
ていく。疲れが
見られている
児は、年下の
児とのペアにせ
ず体格の同じ
位の児にす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

安全を確
認し横断
歩道を渡っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

安全を確
認し横断
歩道を渡っ
ていた。

年長児に対し
て安全な歩き
方の周知不足
だった。異年
齢保育なため
年上の児と年
少児とのペア
行動にしてい
るが、今回のよ
うなデメリットが
起きることも職
員全体で共有
して、事故の
再発を防いで
いく。

小さい子と一
緒に歩く時の
年長児に対し
て注意事項
を細かく伝え
ていく。安全
な歩き方や転
び方を伝え
る。足腰、腕
を使った運動
の頻度を増や
す。

9781

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 24 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨近位
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし。
危機管理
マニュアルを
見直す。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年　毎日

特になし。

移動の仕
方、安全
面での配
慮を確認し
取り組む。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし。

職員間で
子どもの動
きを確認し
連携を取
ることを再
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

上着、カ
ラー帽子な
ど身支度を
調えて移
動してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

階段の中
央の踊り場
で降りる状
況を見守っ
たり、鍵を
あけたりし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内に残っ
ていた子ど
も（加配
児も含
む）の戸
外へ出る
準備を見
守り、最後
に室内を
出た。

階段の中央
の踊り場で
担任が見
守っていた
が、踊り場
付き折り返
し階段なの
で、一度に
前後の様子
を把握する
ことができな
かった。

子どもの予
想される動
きを想定し
て階段の前
後が見守れ
るような配
置をする。

9782

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 23 16 4 4 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

鉄棒の側で
職員1名が
遊びの様子
を見守ってい
たが2人同
時に遊んで
いたため、2
人を一緒に
補助すると
いうことがで
きなかった。

鉄棒をする
時は一人
ずつ行うな
ど保育士が
補助できる
状況で遊
ぶようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

戸外遊び
をする際に
は鉄棒の
下にはマッ
トを敷いて
いる。

施設として
は問題は
ないように
思うが鉄棒
の使い方や
遊び方を
確認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

2か所が同
時に使用
できる状態
であり、先
に遊んでい
る子の姿を
見て真似
てみようと
取り組んで
いた。

同時にでは
なく、保育
士が側に
来てから交
互に遊ぶこ
とを伝え、
安全に遊
ぶことができ
る状況を
整えるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一緒に遊
んでいた女
児が鉄棒
で足を掛け
てぶらさが
るコウモリ
遊びを上
手にしてい
た。それを
見て自分
もやりたいと
取り組む。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒の側で
対象児ともう
一人の園児
を見ていた
が、対象児
が遊び始め
てすぐに落ち
てしまったの
で手を差し
伸べるなどの
対応が間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

戸外遊び中
であり、他児
の対応をし
ていたので対
象児が遊ん
でいることや
職員が側に
いることは分
かっていたが
遊びの様子
は見ていな
かった。

他児がしてい
る遊びに興味
を持ち、意欲
的に挑戦しよ
うとする気持ち
は認めるが、ぶ
らさがり遊びは
危険が伴うの
できちんと保育
士が補助がで
きる状況になっ
てから遊ぶこと
を園児に伝え
る必要があっ
た。

遊び方や遊
ぶ時の約束
などを日々
園児と確認
し、保育士
がすぐに対
応できる状
況で遊ぶよ
うにする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9783

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 9 3 3 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

戸外という
ことで広い
範囲を職
員で協力
してみてい
たが高い所
に登る遊
具は特に
気を付けて
付く必要が
あった。

順に戸外
で出る時は
常に職員
同士で連
携をとり、
高さのある
遊具は特
に注意して
側につき、
気をつけて
見ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

雲梯下に
マットが敷
いてあった
が硬めのも
のであった。

雲梯下に
マットをクッ
ション性の
よいものに
し衝撃を和
らげるように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担当保育
士は順番
に靴を履く
子の手伝
い・見守り
をしてい
た。

他の保育
士で協力
し合いなが
ら、特に高
い場所に
登る遊具
は目を離さ
ない様に近
くでみていく
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

室内から喜
んで戸外に
でて、雲梯
で遊びだし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当保育士
は他児の靴
履きの手伝
いをしていた
ため少し離
れた場所に
おり、落下し
たことに気付
いたが間に
合わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くにはい
たが、他児
もいたため
手は届か
なかった

保育士が
連携して全
体を見てい
たが広範
囲のため、
防ぐことが
できなかっ
た。

高い所に登
る遊具に関
しては特に
注意して見
ていくように
し、手の届く
場所で見守
るようにす
る。

9784

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 0 0 0 12 9 9 0 3 3 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左環指中
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育士に
見守られな
がらブランコ
に乗ってい
た。普通に
鎖を持って
いたが、降
りる時に鎖
に指が引っ
かかってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ブランコの後ろ
側におり時々
押してあげたり
しながら見守っ
ていた。本児
が降りた後のブ
ランコが本児の
頭に当たっては
いけないと思
い、ブランコを
止めた。本児
が指の異変を
訴えたため対
応し近くの保
育士に伝え
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１名は砂
場で遊んで
いる子ども
を見てい
た。１名は
長縄跳び
を回しなが
ら、降園す
る子どもの
対応をして
いた。

ブランコから
降りる時
に、鎖に指
が引っかか
ることがある
ということを
予測できて
いなかっ
た。

ブランコの鎖に
指が引っかか
り事故につな
がる可能性が
あることを保
育士自身が
常に意識し、
ブランコが止
まってから降り
ることを含めた
安全な遊び
方について、
児に繰り返し
知らせていく。

9785

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 105 14 14 16 21 22 18 0 27 24 14.２

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の園
児の見守り
について、
子ども達の
遊んでいる
様子が満
遍なく見え
る位置に
立つ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

あらかじめ
転倒の原
因になるも
のがないか
よく確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

淵からの飛
び降りやテ
ラスを走る
子との衝突
など、二次
的な事故
の可能性
も含め、声
がけなどの
安全配慮
の予防をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

単独で座っ
ており、偶然
臀部が淵か
ら外れて上
体が傾い
た。側にいた
職員が本児
の身体の傾
きに気が付
き、地面に
落ちないよう
に右手を
引っ張ったが
間に合わず
左腕を下に
地面へ転倒
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒後し
ばらくすると
痛みの訴え
なく転倒前
と同じよう
に遊び、外
見上変化
がなかった
ので様子
観察してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本児以外
の園庭の
遊びの見
守りをして
いた。

痛みや外見
上の変化がな
くても、受傷
時の状況に
よっては外傷
の可能性があ
ることを念頭
に受傷部位
を確認し、必
要に応じ安静
や受診をす
る。

9786

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 91 9 12 18 20 32 17 14 18.６

歳
1.男
児

発熱とコロナ
自粛の為１ヵ
月程の長期
欠席後３日
目の登園

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
足関節外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
４　)回/年

2.基
準配
置

職員間にて
マニュアルに
ついて再確
認。子どもの
様子に十分
留意して安
全に過ごす
ことができる
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

屋内、園
庭等施設
全てにおい
て、危険個
所の再確
認実施
（ヒヤリハッ
ト表使
用）

3.個人
活動中・
見守りあ
り

引き続き
戸外活動
中は、随
時保育士
が対応でき
るよう配置
を行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

発熱とコロ
ナによる自
粛による長
期欠席で、
通常通りの
動きが困
難であった
可能性有

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育士は
他児と集
団遊びを
行いなが
ら、離れた
場所で対
象児の姿
を把握

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

支援担当
職員が、発
生場所付
近で他事と
一緒に遊
びながら対
象児の姿
を把握

遊ぶ前に、危
険箇所（園
庭の地面の
様子など）を
確認。安全に
遊ぶための注
意事項を子ど
もと確認して
から、活動を
開始
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9787

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 2 2 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左第３中
足骨骨折
左足部擦
過創

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

大太鼓を
設置すると
き、スタンド
等にずれが
ないか確認
したが、合
奏練習中
は再度の
確認はして
いなかっ
た。

子どもたち
が楽器を
扱う際、危
険な行為
を行ってい
ないか、ス
タンド等に
ずれがない
か等を繰り
返し確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

楽器、スタンドは
使用前に点検し
たが、事故発生
後にスタンドの太
鼓を置く部分に
ゴム製のすべり
止めが4か所つ
いているが目視
確認のみであっ
た。事故発生後
に手ですべり止
めを動かしてみた
ところ動いたた
め、太鼓を打って
いる間に太鼓と
スタンドに多少の
ずれが発生し、
何らかの負荷が
かかったタイミング
等が重なり落下
したとも考えられ
る。

スタンドのゴ
ム製のすべ
り止めを、
手で動かし
ても動かな
いようにしっ
かり固定す
る。また、
使用前点
検ではすべ
り止めを動
かして動か
ないことを
確認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

大太鼓担当
園児を横一
列の一番端
に配置して
いたため、他
の園児への
指導時に視
界に入らな
いこともあっ
た。事故発
生当日の園
児のテンショ
ンから考える
と、常に視
野に入るよう
配置の工夫
が必要だった
かもしれな
い。

その時の園
児の状況
に合わせ、
配置を変
更したり、
個別指導
等を取り入
れる。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

はじめての
合奏の練
習でとても
喜んでい
て、はしゃ
ぎながら大
太鼓を打っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

はしゃぐ園
児に注意
をしていた
ので、正し
い扱いがで
きるものと
思い込んで
いた。また、
大太鼓が
スタンドから
落下したこ
とはなかっ
たため、園
児の扱いで
は落下しな
いと思い込
んでいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園児はふた
つのグルー
プに分か
れ、少し離
れたところ
から練習を
していない
園児が合
奏練習園
児を見てい
たので、合
奏練習を
見ながら、
待機園児
たちを見
守ってい
た。

はしゃぎなが
ら太鼓の練
習をしていた
ので、危険
であることを
伝えながら
指導を進め
ていた。繰り
返し当該園
児の様子を
確認し、必
要に応じて
「危ないよ」
と注意をし
た。完全な
個別指導で
はなかったた
め、当該園
児が落ち着
いてから続け
るべきであっ
た。

楽器を扱う
際は色々な
場合を想定
して、事前に
園児への指
導、安全点
検を徹底す
る。

9788

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

上記事項
に関しては
問題ないと
思われる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日 特になし

上記事項
に関しても
問題ないと
思われる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ボランティア
の来訪
（いつもと
違った環
境）

ボランティア
の方々、子
ども達ともど
も、いつもと
違った環境
であっても、
落ち着いて
過ごせるよう
に指導す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 ボランティ
アの方々が
来たことに
よって、いつ
もよりテン
ションがあが
り、落ち着
きがなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 目的がボ
ランティアの
方々との交
流なので、
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 対象児以
外にも児
童がいたた
め、見てい
なかった。

ボランティア
の方たちが
子どもたち
との遊びに
不慣れ
（加減が
わからな
い）だった
こと。

事前に、ボラ
ンティアの
方々に子ども
との遊び方に
関する指導を
しっかりとす
る。子どもたち
にはいつもと
違う環境でも
落ち着くように
話をしておく。

9789

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 14 1 1 16.４

歳
1.男
児

気分が乗らな
いとぐずつき、
かんしゃくを起
こしパニックに
なる。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

上記事項
に関しては
問題ないと
思われる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日 特になし

上記事項
に関しては
問題ないと
思われる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

本児の心
理状態に
気を付け、
なるべく気
持ちを落ち
着かせるよ
う配慮す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと同
じように整
列しようとし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

整列し外
へ行く準備
をするよう
促してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他に職員
はいなかっ
た。

特になし

上記事項に
関しては問
題ないと思
われる。

9790

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 23 5 10 8 2 2 17.５

歳
1.男
児 無し 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右大腿骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

以前子ども達
に、トランポリン
の使い方や降
り方（飛び下
りない等）は
伝えていたが、
当日遊びの前
に再確認をし
ていなかった。
また、飛び下り
なくても降り方
によってはケガ
をする事が予
想出来なかっ
た。

遊具を使う
前に、子ど
もに遊具の
安全な使
い方や降り
るときの注
意等につい
て再度伝
える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

サーキット
遊びでトラ
ンポリンをし
て降りた際
に、バランス
を崩した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

平均台に
ついていた
ため見てい
なかった。ド
ンという音
で気付きす
ぐに本児に
対応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

水分補給の
ためのお茶を
取りに行って
おり見ていな
い。遊戯室
に帰り本児
の様子に気
づき他児の
保育等を
行った。

全体の把
握が出来
ていなかっ
た。

保育全体が
把握できる
ようにする。

176 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9791

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 11 18 16 5 5 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

園庭中央
でドッチボー
ルをしてい
たが，園
庭横のス
ペースを確
保していた
ので遊びに
は大丈夫
だと思って
いた。

遊んでいる
子どもの人
数が多い
時や手押
し車・三輪
車などが出
ている時
は，片付
け遊びに応
じた活動ス
ペースを十
分に確保
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

スペースを確
保していたの
で，大丈夫
だという思い
があり，手
押し車・三
輪車などが
置きっぱなし
になっていた
ことに意識が
なかった。

園庭に手
押し車・三
輪車などの
置きっぱな
しがないよ
うに，また
危険が伴う
ことを一人
一人が意
識する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広いスペー
スが必要な
遊びの為の
場所の確
保が不十
分であっ
た。（他の
クラスもドッ
チボールな
どを行って
いた為）

他のクラス
との園庭利
用の方法
（時間帯
など）を考
える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らず保育
者や友達と
笑顔で鬼
ごっこを行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもたち
と一緒に鬼
ごっこをして
いた。保育
者が鬼役
で子どもた
ちを追いか
けていた。
対象児や
他児は保
育者の前
を走ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くにいた
職員に対
象児と周り
にいた子ど
もたちを見
てもらい窓
より所長に
知らせる。
（事務室
は園庭向
きにあり園
庭全体を
見渡せ
る）

遊びに夢中
になり周りが
見えなくなっ
ていてたこと
もあり手押し
車があること
に気づけな
かったこと。
広い場所の
確保ができ
ていなかった
こと。

置きっぱなし
の手押し車・
三輪車などが
遊ぶうえで危
険と思われる
場所にある時
は，意識しな
がら保育者が
片付け，常
に安全面を
考えるように
する。

9792

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 36 3 6 7 8 12 5 5 15.３

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.2歳児ク
ラスの床に
は、ウレタン
マット等を
敷き、怪我
を防ぐよう
にしている
が転倒した
際に、右腕
を下にして
いたため、
園児が怪
我をするに
至った。

改善策な
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今回怪我を
した園児が
牛乳などの
乳製品が苦
手で普段か
らあまり食べ
ようとしな
かったため、
カルシウムが
不足し他の
園児に比べ
骨折をしや
すかったのか
もしれないと
医師から指
摘があった。

園からも少し
ずつでも牛
乳が飲める
ようになるよ
う指導してい
く。また家庭
でも栄養面
で偏ることの
ないよう牛
乳以外でも
ボーロなどカ
ルシウムが摂
れるような食
品をおやつ
などに取り入
れるよう指
導・お願いを
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ウレタンマッ
トの上で、
玩具を使っ
て遊んでい
たが、立ち
上がり、他
の玩具で
遊ぼうと２
～３歩走
りかけたとこ
ろでつまず
き、右腕を
下にして転
んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

１歳児３名
と２歳児６
名、合計９
名の園児を
２名の保育
士で保育し
ていた。(朝
の合同保育
中)室内は
落ち着いて
おり、ゆったり
と子どもを見
ることが出来
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

１歳児３
名と２歳
児６名、
合計９名
の園児を
２名の保
育士で保
育してい
た。(朝の
合同保育
中)室内は
落ち着いて
おり、ゆった
りと子どもを
見ることが
出来てい
た。

職員で協
力しなが
ら、子ども
一人一人
の動きを把
握するよう
に努めてい
る。

静かな活動
の際は、室
内は歩くよう
声をかける。

9793

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 11 3 2 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリハット
事例より、
事故防止
の意識の
充実を図
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

日々の点
検、修理の
実施。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

できうる限
りの職員配
置。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

児童全体
の様子を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

突然の転
倒で対処
ができな
かった

できうる限り
の職員配
置。

9794

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 49 24 25 4 4 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

気になる子
が多いこ
と、長時間
時の疲れ
等からの安
全確保の
為、基準
値よりも多
い人数を
配置

職員会議
を実施し、
園のきまり
についての
確認、また
職員配置
等での保
育士の不
安やヒヤリ
ハット等を
反省時に
伝え合うよ
うにした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

畑を掘り起
こした状態で
固まってお
り、足場が
不安定で
あった。子ど
も達が入ら
ない約束に
なっていた
が、区切りや
表示もなく、
分かりづらい
環境であっ
た。

子ども達に
分かりやすい
よう、植物を
植える等し
入りにくい環
境を整えた。
また、まわり
にブロックの
枠があり危
険であった
為、掘り起こ
した。（塩ビ
管等リスクの
少ない材質
を選び囲い
を作る予
定）

3.個人
活動中・
見守りあ
り

保育士の
立ち位置と
声かけの不
足

職員会議
を実施し、
子どもの様
子が見える
位置や体
の向き、声
かけ等の必
要性の再
確認と現
状の振り返
りから個々
意識できる
ようにした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

集中して遊
ぶものが見
つからない
ことが多く、
動きも多
い。保育士
の仲立ちに
より、他児
と関わるこ
とができる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

怪我の前ま
で、他児１
名と本児と
担当保育士
で追いかけっ
こをして遊ん
でいたが、他
児の怪我の
対応により、
遊びが中断
したことで本
児の動きが
把握できて
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
遊びの入り
こみ、全体
の動きを意
識して見る
ことができて
いなかっ
た。

担当の持
ち場を離れ
る際に、周
りの保育士
に声かけを
するなど、
適切な連
携が図れて
いなかっ
た。

室内外問わず、
持ち場を離れる
際の声かけや連
携を図ること、ま
た持ち場を離れ
る際の人員が不
足する等の状況
の場合は、職員
室にいる保育士
または副園長、
園長に声をか
け、人員を補う
など無理をせず
その場に応じた
判断をする。

9795

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 91 0 0 0 26 31 34 4 4 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2 )回/年

2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュアルを
踏まえて、
職員で話
し合いをす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
日

特になし

施設や遊
具の危険
箇所を共
有し、すぐ
に改善する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

遊具の側
で遊びを見
守り、事故
のないよう
にする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

柵に登ろう
として手が
滑り、歯茎
が柵に当
たってしまっ
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

少し離れた
所で全体
を見てお
り、対象児
の動きを見
て「危な
い！」と声
を掛けたが
間に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
と死角がで
きないよう
に、違う場
所で全体
を見ていた

特になし

柵の形状が
園児がのぼ
りたくなるよう
な形なの
で、変更で
きないか話し
合う
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9796

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 12 2 2 15.３

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇小帯
挫創、上
前歯脱落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

基準配置は
満たして安
全な配慮は
できていた。
本児が横を
見て走ってい
た時に、保
育士が危険
であることを
知らせること
ができると良
かった。

基準配置
は満たして
いたが、で
きるだけ見
守りの職員
配置を増
やせると良
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

園庭は芝生
化にしてい
て、転んでも
怪我のリスク
は少なくなる
対応をして
いたが、転ん
だ場所に総
合遊具の滑
り台があり、
口を強打し
た。

できるだけ
子ども達に
も、周りを
よく見て動
くことを話
し、職員も
見守りが増
やせる時
は、増やし
ていきた
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが前
を見ずに横
を向いて
走っていた
ため、危険
を察して声
をかけれる
職員がいる
と良かった。

戸外遊び
をする前
に、横を見
て走ると危
険であるこ
とを常に話
し、気をつ
けて遊ぶよ
うに伝えて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
元気で遊
び始めた
が、横を向
いて走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

勢いよく横
を向いて
走っていた
ため、近く
にいた保育
士が止めよ
うとしたが、
止めること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子の
靴を履かせ
ていた。

見守りが増
やせるとき
は、増員し
て対応でき
ると良い。

職員の見守り
が増やせる時
は増やしていく
が、人数が増
やせない時に
は、職員の配
置場所に気
をつけ、職員
が連携をとっ
て見守りでき
るようにする。

9797

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 34 3 3 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

特になし

階段昇降
時は、職
員を追加
配置する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

階段が滑り
やすくない
か確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

階段の昇降
時は手摺を
持つことに
なっている
が、手摺を
持っているか
を必ず確認
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時も、
点呼時も
いつも通り
であった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

子どもたち
を先導して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

後ろから子
どもたちを
見守ってい
た。

特になし
上からも登っ
てくる子供を
見守る。

9798

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 13 3 3 13.１

歳
1.男
児 特記事項なし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙亜脱臼・
上顎骨骨
折の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

全職員に
対し遊具
の使用マ
ニュアルの
周知徹底
が出来てい
なかった

園児の発
達・遊具の
特性・安全
に遊ぶために
はどのような
働きかけが
必要である
のか等につい
て園内での
学習会を毎
年年度初め
に行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

遊具の構造
上の問題で
はなく児の
年齢にあった
使用方法や
安全への配
慮が足りな
かったことで
起きた事故
であると考え
る

上記考え
の為遊具
に対しての
改善は不
要とした

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊具に掛
かっている
梯子の一
番上の段
の幅が広く
1歳児が一
人で登降
するには危
険な環境
である

3歳児以
上の使用
する遊具と
する（遊
具の周りに
柵を設置
後使用可
とする）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

梯子を登り
上に上がりた
がり、本児
含め3名を
上部に上げ
た。2名が続
けて降りよう
とし支えがな
かった本児
が転落してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一人目を
支えており
続けて降り
てこようとし
ていた本児
を止めよう
としたが間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当遊具から
20ｍ程離
れた砂場で
他児と共に
いた為見て
いなかった

当遊具の
最適対象
年齢は3歳
以上6歳
未満では
ないかと考
える

3歳以上で
あっても上
段に上がっ
ている人数
は2人までと
する

9799

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 38 10 13 15 4 4 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘関節
捻挫　右
肘部不顕
性骨折の
疑い

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

遊び方の
説明（通
せんぼしな
い）につい
ては日頃よ
り行ってい
るが、遊び
に夢中に
なってしまっ
ていた。

危険予知が
不十分な年
齢であるこ
と、遊びに夢
中になると
忘れてしまう
ことを想定
し、活動の
前に園児の
理解を再確
認する。職
員は活動中
も頻回に目
で確認す
る。

1.定期的
に実施 月に1回 1.定期的

に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

本事例
は、遊具に
不備はな
く、遊び方
に問題が
あったと考
える。

ハード面に
おいては特
になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見守りの範
囲について、
あらかじめ決
めていたわけ
ではないた
め、見守り
場所もそれ
ぞれになっ
て、場所に
よっては同じ
濃さで見守
れていない
可能性はあ
る。児の特
徴について
４人全員が
把握できて
いなかった可
能性があ
る。

多年齢児が
活動する場
合、それぞれ
の担任がクラ
スの特徴や
注意すべき
点について、
お互いに情
報交換を密
にすること。
園庭など広
範囲の見守
りを行う場
合、見守り
の責任範囲
を決めてお
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児も上か
ら下りてきた
児も特に体
調不良など
はなく、いつ
も通りの動き
であった。お
にごっこを楽
しんでいたた
め、夢中に
なりすぎて、
つい通せん
ぼをしたよう
だ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
渡していた
ため、衝突
の瞬間は
見れていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭内の
他の範囲
を見守りし
ていたた
め。本児の
動きは見て
いなかっ
た。

見守りの範
囲について、
あらかじめ決
めていたわけ
ではないた
め、見守り
場所もそれ
ぞれになっ
て、場所に
よっては同じ
濃さで見守
れていない
可能性はあ
る。児の特
徴について
４人全員が
把握できて
いなかった可
能性があ
る。

多年齢児が
活動する場
合、それぞれ
の担任がクラ
スの特徴や注
意すべき点に
ついて、お互
いに情報交
換を密にする
こと。園庭など
広範囲の見
守りを行う場
合、見守りの
責任範囲を
決めておく。

9800

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 3.昼食時・

おやつ時

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 2 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

チーフ会等
でヒヤリハッ
トについて
確認し、改
善策につい
て話し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

大型遊具
の正しい使
い方を園
児に伝えて
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任の中
で見守り等
の役割分
担をはっき
りさせる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭にある
大型遊具
の斜面板
をよじ登っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

大型遊具
の全体が
見える場
所で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

内で昼食
の片づけを
しながら室
内にいる子
どもを見
守ってい
た。

危険が予測
される対象
児の側で見
守る。
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9801

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 26 2 2 17.５

歳
1.男
児

発達面にやや
多動性が見ら
れる。日頃か
ら危険予測が
しづらい様子
がある

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

子ども自身
にも正しい
使用方法
を教える

遊具の使用
について、職
員間で共通
認識を持
つ。遊具使
用の際に
は、常に人
員を配置す
ることとした

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

高さについて
は改善の必
要はないも
のと考える
が、落下した
際に怪我を
しないように
地面を改良
する

地面を、砂
地から70
ｍｍのゴム
マット舗装
を施工

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動面につ
いて劣る児
童が多数見
受けられる。
落下時の受
け身、転倒
時の受け身
がとれない事
が多い

活動に運
動面の促
進を図るプ
ログラムの
追加（マッ
ト運動、朝
の積極的
なラジオ体
操）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登り棒は使
用しないこ
とを話して
いたが、
登ってしまっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

直前に、他
児から話し
かけられ対
応し、横で
本児が遊
んでいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の対応にあ
たっていた

職員を配
置していい
たが急なこ
とに対応し
きれなかっ
た

各担当職
員の動き
方、声がけ
の仕方を確
認し合う、
常に危険予
測を行うこと
とする

9802

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 121 37 38 46 11 11 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口唇裂
創、CBA
＋AB歯の
亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

園の行事
である焼き
芋を同園
庭でしてい
たため、焼
き芋の方に
職員が集
中した。

行事がある
場合は、
職員間で
更に連携
を密にす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

三角ピラ
ミッド下の
緑マットに
砂があり、
滑りやす
かった可能
性がある。

緑マットを定
期的に掃く。
マットは着地
の衝撃を和
らげるものな
ので、走らな
いように園児
に伝えた。三
角ピラミッド
のふちをやす
りで削り、ペ
ンキを塗っ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊んでいた
園児をみる
職員が手
薄だった。

行事に参
加できる当
日の職員
の人数を
確保する。
他（年中・
年長）クラ
スの職員と
も、連携を
密にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当日は体
調もよく、
元気だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

見守りの職
員は、三
角ピラミッド
近くの滑り
台で鬼ごっ
こをしてい
た園児達
に、危ない
よとを声掛
けしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年少クラス
の職員は、
畑に2人、
道具の片
づけに2
人、滑り台
付近に1人
ついており、
全体の把
握ができて
いなかっ
た。

本児とぶつ
かった園児
は、鬼ごっ
この鬼をし
ていて、夢
中になって
いた。

園庭を走る
際は、前を
向いて走る
ように伝え
た。

9803

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 6 2 2 17.５

歳
2.女
児

テラスの荷物
置き場がもと
もと狭く、躓き
やすい環境設
定だった。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

　
なし

これまで通
り、マニュア
ルを参照
し、早期対
応・早期治
療に繋げ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回/
年

なし なし

4.個人
活動中・
子どもの
み

テラスの狭
いスペース
に籠を数
個設置し、
荷物を置く
ようにしてい
た。

籠を設置し
たことで、より
狭い環境と
なり、取り出
しにくさがあっ
たため、籠を
除去し、ござ
シートの上に
荷物を置くよ
うに環境を
改めた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

描いた紙を
鞄に入れよ
うとして慌
ててしまっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

自分で描
いた紙を鞄
に入れに行
こうとしてい
たが、慌て
なくていいこ
とを伝えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
が児に声を
かけていた
ので、見て
いるものと
過信してし
まい、他の
子どもとか
かわってい
た。

幼児のた
め、目的意
識が先行
してしまい、
注意散漫
となりがち
なため、幼
児の特性
をしっかり
理解してお
く。

児が移動す
る前には、
必ず、「慌て
ず走らない」
と声かけをす
る。

9804

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 36 14 22 7 7 14.２

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右側口唇
挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

保育士は
基準を上
回る人数
で保育を
行ってい
た。

怪我が起きた
際のフロー
チャートを掲示
しているが、す
ぐに確認できる
よう保育室の
外のに持ち出
すリュックの中
にも入れておき
定期的に研修
を行う。怪我
の大小に関わ
らず、すぐに事
務所に報告を
行うよう再度
周知した。健
康安全会議の
中でフロー
チャートの見直
しを行う。

1.定期的
に実施

　実施頻度
(　１８　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約２９４
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約２９４
)回/年

園庭で遊
ぶ際のルー
ルを確認す
る。砂場の
縁がわかり
づらかった。

砂場やハウ
ス周辺の整
備、散らかっ
た玩具を片
付ける。ハウ
スの移動を
行う。遊び
方の工夫が
完全に行え
ていなかった
ため再度安
全管理と怪
我の際の対
応をしっかり
共有する。
砂場の砂を
増やす又は
砂場に柵を
つけるなど検
討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊ぶ前に、
砂場や園
庭の環境
整備や確
認をしっか
りと行う。
園児に向
けて、約束
事を伝え
る。

乳児クラス
の園庭遊
びの内容を
考える。職
員全員で
子どもたち
に共通した
約束事を
伝える。乳
児クラスと
幼児クラス
で、曜日を
分けて遊
ぶ。乳児ク
ラスと幼児
クラスで、
園庭を分
けて遊ぶ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子だっ
た。怪我の
際も泣いた
りはしてい
なかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

事故の際、
担任職員
は傍で対
象園児を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故の際、
隣の畑で
幼児クラス
がお芋ほり
を行ってい
た。園庭に
いた他の職
員は怪我
の瞬間は
見ていな
かった。担
任はクラス
の子と対象
園児を見
ていた。

怪我が起
きやすい場
所であるた
め、配置の
場所を確
認し合うよ
う配慮が必
要だった。

砂場で遊ぶ
際に、足場
が不安定な
ため、躓くこ
とも想定内
で職員の配
置を行う。
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【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9805

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 14 1 1 15.３

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

好きな遊び
に夢中にな
り、お互い
に相手がい
ることに気
づいていな
かった

朝の受け
入れ時、
一人担任
のクラスを
できるだけ
気がけられ
る体制を
とっておく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

好きな遊び
に夢中にな
り、お互い
に相手がい
ることに気
づいていな
かった

子どもたち
に、安全な
遊び方など
声がけてい
く。朝の受
け入れ時、
一人担任
のクラスを
できるだけ
気がけられ
る体制を
とっておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝の荷物
を片付け、
好きな遊び
を楽しんで
いた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

複数担任
ではない
為、朝の受
け入れの時
間帯であ
り、ちょうど
他の子ども
が登園し、
受け入れし
ているとき
であった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
も、各配置
場所で保
育にあたっ
ていた。

一人担任
であり、受
け入れ時
は部屋の
前の廊下
で受け入れ
る為、部屋
の子どもた
ちから目を
話してしま
う時があっ
た。

朝の受け入
れ時、一人
担任のクラス
をできるだけ
気がけられる
体制をとって
おく

9806

令和
6年
3月
21
日

1.認可 7.小規模
保育事業 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 6 2 2 15.３

歳
2.女
児 特になし 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷誌歯
または着色
歯　と診断

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

事故やけが
が発生した
際に、誰も
が直ぐに対
応・判断が
できない。
又、その判
断をするた
めのフロー
チャートが
ない。

事故やけが
をした時の
役割や流
れを見直
し、新たに
フローチャー
トを作成。
皆が直ぐに
確認できる
ところに掲
示または、
ファイリング
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240　)回
/年

ワンフロアで
の異年齢保
育を行ってい
ることで、職
員間で互い
に頼り、目を
離してしま
う。同じ空間
に2クラスが
別々の活動
をするために
動いたいるた
め、人の無
駄な動きが
目立つ。

仕切りをう
まく利用し
て、クラスを
分ける。
(可視化す
る)　トイレ
内の整備

1.集団
活動中・
見守りあ
り

毎日の生
活の流れが
構築されて
いなかった
(習慣化さ
れていな
い)。子ども
理解にかけ
ていることか
ら、子ども
ファーストに
なっていな
かった。

保育に必
要な物は、
事前に準
備をしてお
く。むやみに
室内から出
ない。トイ
レ内は狭い
為、人数を
制限して一
人ひとりの
排泄を確
認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

排泄後手洗い
に待つが、手
洗い場付近に
ものが置いてあ
り、いつもと違
う場所で便器
手前)壁により
かかりまつ。そ
の時に入ってき
た子どもが本
児の方にぶつ
かり、その反動
で後ろに半回
転して後部に
あった男児便
器に顔をぶつ
ける。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児と他の
子どもがト
イレに行く
援助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

廊下へ物
を取りに
行ってい
た。

9時～朝の集
まりを行い、そ
の後排泄のた
め、トイレは促
している。前回
の事故の振り
返りが活かされ
ず、保育士1
名でトイレ援
助とその他の
子どもを見てい
た。前回の事
故の改善がで
きておらず、保
育者同士、互
いに動きを確
認しあえていな
かった。

トイレ援助の際
は、子ども達をト
イレ前まで誘導
し、2人体制で
行う。一人はト
イレ援助・一人
はトイレ後の子
どもの散歩準備
の場所で待つ。
2人の保育士の
間に子どもがい
るようにする。子
供の前から離れ
る際は、リーダー
へ確認する。
リーダーは、離れ
て良いかを瞬時
に判断して指示
をする。

9807

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 20 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

誤嚥性肺
炎

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

砂が口の
中に入った
ことで本児
がパニックに
なり、吸い
込んだり飲
み込んだり
したことによ
り、気道が
塞がったの
ではないか
と思われる

緊急時対
応マニュア
ルに沿って
対応できる
ように徹底
した実践訓
練（心肺
蘇生法・通
報・記録
等）を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

見守りのカ
メラが1台
のため全て
を確認でき
なかった。

カメラの設
置台数を
増やす。
AEDを設
置する

3.個人
活動中・
見守りあ
り

お家ごっこ
をしていた
友だちの遊
びに興味を
持ち、中に
入り、寄っ
て行ったが
そこでトラブ
ルになり、
口の中に
砂が入った
と思われ
る。

安全柵を
増やすこと
で、行動範
囲を決める

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外では
機嫌も良
く、安定し
て遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児の行
動の把握
をして、安
定して遊ぶ
姿の確認
を行い、少
し離れたと
ころで他の
子どもたち
と遊ぶ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他クラスの保
育者が自分の
クラスの子ども
の遊びの見守
りをしている中
で対象児と他
児がトラブルに
なっていること
に気付き仲裁
をする。その時
に口内に砂が
入っていること
を発見し、口
から砂を掻き
出すとともに担
任保育士に声
を掛ける。

対象児が
安定して遊
んでいる姿
は確認して
いたが、トラ
ブルになっ
た時、すぐ
傍には担
任がいな
かったため、
事故の状
況把握が
出来なかっ
た。

保育中、一
人ひとりの行
動の記録を
取る。（遊
んでいる場
所や遊びの
内容の把
握）
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 8 2 2 13.１

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 頭部創傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし なし 1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４)回/年

ベンチの置
き方や使い
方を考え
る。

ホールの入
口付近にベ
ンチを置くと
きは、薄手
のマットを覆
いかぶせてお
く。また、保
護テープを
貼ってあるベ
ンチを使う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし なし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ブロックで
遊んでいた
が、動きま
わりだした
ので片づけ
を知らせる
と入口に
走っていっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児と他の
児童が入口
付近にいった
ため保育士
も側について
行くが、走っ
て戻って行き
つまづいた時
てを伸ばした
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

片づけるこ
とを知らせ
ると、3名が
入口に走っ
ていくのが
見えたので
戻ってくるよ
う声をかけ
る。

職員間の
伝達はどう
だったのか。

その日の子
どもの様子
や友だちとの
関わりから、
少人数分け
の行動も考
える。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 17 4 4 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎前歯
外傷性脱
落歯

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

室内で制作
をしている子
どもを待つ
間、カートに
乗せて移動
しようとしたと
ころ、対象
児は嬉しさ
からか突然
ジャンプし
た。子どもの
とっさの動き
を防ぐことが
できなかっ
た。

カートに乗
る前に子ど
もに囲い部
を持つよう
に伝える。
子ども一人
一人の特
性を職員
間で共有
しておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
乳児－毎
日、幼児－
週1回

カートは木
製で、うちつ
けた側面上
部は固い素
材の状態で
あった。移動
時にバランス
を崩して打ち
付ける恐れ
があるにもか
かわらずクッ
ション素材な
どでガードし
ていなかっ
た。

カートの側
面上部
は、クッショ
ン材をしく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

終わってい
る子ども
は、部屋か
ら出て遊ぶ
ことができる
うれしさから
気持ちがた
かぶりジャン
プしたので
はないか

制作の続
きを行う等
わかれて保
育する場
合、落ち着
いて遊べる
環境をつく
り対応す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 対象児
は、カート
に保育者
の抱っこで
乗った。
乗ったところ
で突然ジャ
ンプした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

カートに6人
の子どもを乗
せ、対象児
は、保育者
に一番近い
右側手前に
乗っていた。
対象児の
とっさの動き
（突然ジャ
ンプする）を
防ぐことがで
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
の制作の
対応をして
いた。カート
に乗ってい
ない児の帰
りの身支度
を行ってい
た。

対象児が
カートに乗
れたうれし
さからか、
帰りの時間
帯だからか
気持ちがた
かぶって
ジャンプした
のではない
か。

カートに乗っ
たときは、囲
い部を持つ
よう促す。飛
び跳ねない
よう見守る。
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 74 8 20 46 6 6 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右頭骨近
位端骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

ジャンプをして遊
んでいる時、保
育者がそばにい
なかった。対象
児の後ろから押
した子どもは、気
持ちが高揚する
と普段から友だ
ちを押すことがあ
る。押すと友だち
が怪我をしたり
危ないということ
を伝えているが、
気持ちが高揚す
るたびに友だちを
押してしまう。子
どもの特性を把
握していたにもか
かわらず、見守り
が不十分であっ
た。

人を押すと危険
で怪我につなが
ること、友だちと
のかかわり方、園
内外の遊具や
玩具等の使い
方・遊び方の約
束事を各クラス
で話をする。遊
ぶ前に約束事を
繰り返し伝える。
段差からジャンプ
する時は必ず保
育者が傍で見守
る。保育士が傍
にいない時は、
高いところにあが
らない約束をした
うえで上がろうと
した場合は声を
かける。子ども一
人一人の特性を
職員間で共有し
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
乳児－毎
日、幼児－
週1回

いつも行き
慣れた公
園であるた
め、危機管
理が緩んで
いた。

遊ぶ範囲
や遊び方を
事前に子ど
もに話して
おく。保育
者は、事
前に見守り
の範囲を
決めてお
く。見守り
が行き届き
にくい場所
は、声をか
けあう。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

公園の広
い敷地で
子どもたち
は自由に
遊んでおり
保育者同
士見守りの
範囲を確
認しておら
ず、活動
中も声かけ
等が行き
届いていな
かった。公
園は頻繁
に散歩に
行っている
ため、慣れ
た場所とい
う油断が
あった。

遊ぶ範囲
を決めて、
保育者の
見守りが行
き届くように
する。保育
者同士で
声を掛け
合い、安全
への留意を
促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

公園到着して、か
けっこをしたりしてい
た中で、他の子ども
が水路沿いの上段
（1m程度）から
ジャンプしているのを
見て対象児は押し
た子どもと一緒に
ジャンプをして遊ん
でいた。対象児の
順番になりジャンプ
しようとした時に後
ろにいた他児が押し
て右手をついて転
落した。対象児は
押した子どもと一緒
に遊んでおり、押し
た子どもは気持ちが
高揚すると友だちを
押すことがあり、楽し
さから対象児を押し
てしまった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

公園に到着した直
後に、水路沿いに
ある段差（1m程
度）の上から数名
の子どもがジャンプを
して遊びはじめ、保
育士一人が傍で見
守りをしていた。途
中、他の場所に移
動し、ジャンプをして
遊ぶ子どもが一人に
なり、その子どもが
「がまの穂をとりた
い」と言ったため、一
緒に池のほとりに移
動した。その後、対
象児を含む数名の
子どもが水路沿いの
段差からジャンプを
して遊びはじめたが
見守ることができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊具で遊ん
でいる子ど
も、ままごと
遊びをしてい
る子ども、木
の実等を集
めている子ど
も、池のほと
りでガマの穂
をとっている
子ども、特
別支援の子
どもの担当と
銘々で遊ん
でいる場所
での対応を
しており見れ
ていなかっ
た。

対象児
は、いつもど
おりの様子
で遊んでい
たが、対象
児を後ろか
ら押した子
どもは、遊
びが楽しく
気持ちが
高揚してい
た。

子どもの特
性を把握
し、気持ちが
高ぶっている
時にはクール
ダウンできる
ようかかわ
る。
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令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

7.小規模
保育事業 12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 1 2 2 3 2 2

25.学
童
（認
可
外）

1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手　第
５指　基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

学童の研
修をしてい
なかった為
意識が欠
けていた。

学童におけ
る事故等
の研修を
しっかりと周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年 特になし

施設、玩
具の不備
が鯨飲の
事故では
ないため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

乗用玩具
の対象とな
る児童では
なかった。
本来の使
用用途で
はない遊び
方をしてい
た。

年齢・耐荷
重等を再
確認すると
共に、正し
い使用法
を今一度
見直し手
児童に伝
える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と乗り
あって遊ん
でいた時の
勢いのまま
車を押しな
がら走って
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

注意するよ
う促し見
守っていた
が、転倒し
たときに間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他事の様
子を見てい
たため見て
いなかっ
た。

年齢を過
信してし
まった。

未就学児の
お手本という
意識を持た
せ、室内遊び
のルールを再
確認する。学
童は活発的
な遊びが多く
なる為、より
一層留意して
見守っていく。
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 52 0 0 0 18 19 15 0 3 2 18.６

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

基準配置
ではあった
が、広い園
庭である為
人の目が
不十分に
なりやすく、
急な変化
に気付きに
くい

その日のこど
も達の様子
や突発で起
こるイレギュ
ラーな対応
も視野に入
れて、その時
の状況により
乳児クラスや
事務所への
応援をお願
いする体制
を整えておく

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

現在の実
施内容に
対してマン
ネリ化する
ことなく行う
必要あり

現在の実
施内容を
より強化す
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

異年齢児が
合同で遊ぶ
場合は、い
つも以上に
注意をし全
体把握を強
化する　ま
た、全園児
が安全に遊
べる内容に
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りで
あった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体へ目
が十分に
行き届いて
いなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体へ目
が十分に
行き届いて
いなかった

特になし

年齢が低い
園児に目が
行きやすい、
また手もかか
る傾向がある
為、園庭では
意図して保育
士の配置を
分散し役割を
持って保育を
する
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死亡
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童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9813

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 11 3 2 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故の検証、
マニュアル
の再度の
周知を行
い、再発防
止に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

毎日の安
全点検の
実施と危
険と思われ
る個所等
の報告や
改善

1.集団
活動中・
見守りあ
り

屋外保育
等において
まだ体が動
いていない
活動開始
時や疲れ
が出てくる
活動修了
時等は特
に子供の
動きに注
意しながら
保育を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くにはいた
が、転倒した
瞬間は他の
園児が転倒
しており、そ
の対応をし
ていたため、
本児の泣き
声で転倒に
気づき、転
倒時の細か
な状況把握
ができていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で遊
んでいるク
ラスが少な
く子どもたち
も分散して
遊んでいた
ため、他の
クラスの職
員もその時
の状況把
握ができな
かった。

少し前に転
倒してし
まった子ど
もの対応に
気をとられ
ていた。分
散して遊ん
でいる子ど
もたちを把
握するため
の職員の
立ち位置
が適切だっ
たか。

職員間で声
を掛け合い
ながら、広い
視野で様子
を把握でき
るようにす
る。

9814

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 56 4 20 0 8 24 0 0 8 8 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

園児全体の体力や
筋力など普段の保
育の内容や家庭環
境の背景などを含
めて、園で出来る
体力づくり遊びを
もっと取り入れてい
きたい。（本児は
令和●年●月中
旬に家の外階段で
転倒し、右足首を
捻挫。腱がはがれ
ギブス固定をし
た。）

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

点検者を
交代しなが
ら、気づき
や対応策
が見つけら
れるように
していきた
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭で遊
ぶことによ
り、気持ち
が開放的
になりやす
いので、自
由に遊ぶ
中でも約
束事を増
やしていき
たい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

妹がいる為
なのか、本
児より小さ
い友達にも
関心があり
追いかけて
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当クラス
は勿論、
他のクラス
の園児も
一緒に遊
んでいたの
で、園庭で
遊ぶ園児
全体が見
れる場所に
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他職員も、
担当クラス
以外の園
児も気にし
ながら保育
をしてい
た。

担当クラスは
勿論、同じス
ペースで遊ぶ
他クラスの職
員と連携を
しっかりと取
り、見守りだけ
でなく声掛け
もしっかりとし
ていきたい。

9815

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 14 17 11 3 3 15.３

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

　右手首
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

太鼓橋の
下にマット
を敷いた。
必ず保育
士が傍につ
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年 特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

太鼓橋の
一番高い
所から向き
を変えよう
とした際に
落下。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

傍についてお
り、危険な
状況でもす
ぐ安全な対
応が出来る
位置につい
ていた。本
児が落下す
る瞬間に両
手で抱きか
かえた。その
ため、頭や
体を地面
（芝生）に
打つことはな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

当該遊具
に保育士
がついてお
り、危険は
ない状態
だったため、
他の子ども
のの対応に
当たってい
た。

特になし 特になし

9816

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 43 9 18 16 8 8 18.６

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左母指基
節骨骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

朝登園後
すぐの戸外
遊びで、寒
さが厳しく
なってきて
体が温まら
ないまま遊
具につかま
り起こったと
考えられ
る。

朝の戸外活動
では、気温、
子どもの状況
を考慮しながら
遊びを進める
必要があること
を再確認し
た。特に、固
定遊具はそれ
自体が冷たく
なっていること
も踏まえ、子ど
もにも遊び方
等を伝えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具自体
が冷えてい
た。

遊具は、
気温や子ど
もの体内
温度がある
程度上昇
してから使
用する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし。

気温に応じ
て固定遊
具の使用
時間を調
整する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活発
で、運動的な
遊びや固定遊
具が大好きで
ある。危険認
知力に欠ける
ところがあり、
自分の体の大
きさとイメージ
するの体の動
きにズレがあり
ながらも様々
な事に挑戦す
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

少し離れた
ところで大
縄を回して
いた。本児
が太鼓橋
にいること
は気づいて
いたが動き
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で戸
外遊び中
であったた
めに、分散
して園児の
保育にあ
たっていた。

遊具を見
ている職員
が少し離れ
た間におき
た。

事前に体が
温まっていな
い状況であ
るため、気を
付けるよう
側で声を掛
け知らせる
必要があっ
た。

9817

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 48 18 16 14 6 6 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 舌裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

朝の打ち
合わせで
死角や、
気づかない
ことなどを
話をして、
職員同士
で声を掛け
合う

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

定期的な
点検を続
ける

3.個人
活動中・
見守りあ
り

登園と共に子
供の人数も増
えてくる為、広
く視野をもって
見守るよう心
がけ、子どもた
ちにも危険なこ
とについて更に
伝えていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

できるよう
になった雲
梯で保育
士に見てほ
しくて遊ん
でいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

雲梯を行っ
ている園児
がいた為、
そちらの補
助をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
立ち位置
で園児の
様子をみて
いた

遊具の使い
方、待ち方
を確認し合
い、各クラス
で話したり、
その都度声
をかける
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9818

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 19 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剝離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

マニュアル
に、走ってお
りないと記載
されている
が、職員の
意識に欠け
る。また、話
し合いや研
修を行ってい
るが、自分
事として捉
え、危険予
知をしようと
する意識に
欠けるので
はないかと考
えられる。

過去のケー
スを理解した
うえで、マ
ニュアルを確
認し実践し
ていく。様々
なケースや、
研修内容を
自分事とし
てとらえ、危
険予測、素
早い対応を
とっていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１　)
回/年

斜面の傾斜
があり、登る
ときには力が
必要であり、
下るときには
スピードがつ
きやすい。鉄
棒や雲梯と
築山は離れ
た位置に設
置されている
為、とっさの
時に対応が
難しい。

築山は斜面
でバランスを
崩しやすいた
め、常に子ど
もがどのよう
に遊んでいる
かを把握す
る。雲梯や
築山はどちら
も落下等の
恐れがある
ため、保育
者が対応で
きる範囲、
遊び方をす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

築山に鬼
ごっこで走っ
て逃げる。

築山では
鬼ごっこを
やらない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
であった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児と
離れたとこ
ろにいて、
雲梯や鉄
棒の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のクラス
の職員がい
たが、自分
の担当クラ
スの園児を
見ていたた
め、対象児
の様子は
みていな
かった。

園児の様子を見
て、どうしたのか尋ね
て転んだことを知っ
た。幼児の間で築
山を走って登り下り
することがあったが、
遊び方が職員、園
児ともに徹底されて
いなかった。雲梯等
目の前の状況に目
が行き、園児全体
の把握ができていな
かったのではないかと
考えられる。

事故を受けて
できた防止策
を、職員一人
一人が意識
し、防止に努
める。園児の
とっさの行動
に対応できな
いような状況
の時は遊ぶ場
所の範囲やあ
そびを選定す
る。常に園児
全体を把握
するように目
を向ける。

9819

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 74 14 14 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

安全に活
動ができる
よう落ち着
いた生活を
心掛けてい
たため、園
外での活
動において
急な指示
への対応、
安全配慮
に欠けてい
た。

道路を横
断する際の
マニュアル
の再確認と
渡る時は
走らず早
歩きで渡り
つないだ手
を放すよう
にし、横断
歩道を渡り
切った後の
安全確認
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

園外におい
て起きた事
故。横断
歩道を渡り
きったところ
が少し段
差があり大
きめの砂利
となっていた
ため転びや
すい場所
だった。

段差の注
意喚起をし
て渡るよう
にするべき
だった。ま
た、芝生の
方で渡り
切った園児
を待機させ
るべきだっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

横断歩道を渡
る前の待機場
所が狭く、待た
せるよりも早く
横断した方が
安全と考え、
車の通りが多
い場所だったた
め急いで渡る
ように声掛けを
したため、道路
と広場の段差
にコンクリートと
砂利がある事
への安全に対
する配慮が欠
けていた。

歩行する時
に手を繋い
で歩く場所
か手を離し
て歩く場所
かが自分で
わかるような
習慣付けを
行うととも
に、保育士
はその場所
に応じた適
切な声掛け
を行うように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日頃より活
発な本児は
歩行中もい
つもと変わら
ない様子
で、職員の
声掛けにより
横断歩道を
渡り切った
が、急いだた
め手を繋い
だまま転倒し
てしまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

先頭の園
児の手を
繋いで引
率。少し先
で渡った園
児と待機。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

最後尾の
他児と一
緒に横断
歩道を横
断中だっ
た。横断歩
道に立ち
園児を誘
導してい
た。

３人の職員が
引率していた。
それぞれが自
分の役割を理
解し動いてい
たが、手をつな
いでいたこと、
小走りで渡っ
たこと、道路と
広場の段差と
そこのコンクリー
トと砂利の形
状に対応しき
れなかったため
だと考えられ
る。

横断歩道を
渡る際はしっ
かりと止まっ
て落ち着い
て走ることな
く早歩きで
手を放して
渡るよう練
習をしてい
く。

9820

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 25 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(８)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の研
修も行い、
職員配置
基準も満
たしている
ため改善
策はない

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊びのス
ペースも確
保してお
り、職員配
置基準も
満たしてい
るため改善
策はない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

片付け中
に発生して
おり、保育
内容には
問題がない
ため改善
策はない

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段より注
意力散漫
である。他
児と一緒に
ブロックの
片付けをし
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児と一
緒に玩具
の片づけを
しており、
本児が転
倒した瞬間
を見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と一
緒に玩具
の片づけを
しており、
本児が転
倒した瞬間
を見ていな
かった

担任２人
の動きが同
じだったた
め、全体を
見るなどの
役割分担
をして未然
に防げれば
よかった

それぞれの活
動に合わせて
子どもの姿を
想定し、職員
は役割分担
について話し
合い、確認を
して、再発し
ないように保
育をしていく

9821

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 15 1 1 3 4 1 5 4 3 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
4 )回/年

2.基
準配
置

普段の子ど
もの様子や
当日の様
子、時間
帯などを考
慮し安全
面に配慮
する。保育
者同士や
子どもたち
に声掛けを
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

ホールは広
く、子どもは
走ってしま
いやすい。

活動内容
により保育
室を選択
することが
必要であ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

児童数、
個々の児の
特性、当日
の様子など
を考慮し、
椅子や机の
配置を考慮
するなど安
全な環境づ
くりをしてい
く。また、ホー
ル以外の保
育室の利用
も検討して
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

本児は日頃から
落ち着きがない
行動、注意力に
欠ける面行動が
みられること、土
曜日の夕刻とい
うこともあり集中
力にかけていた。
また、午睡をしな
かったことでいつ
もより気持ちが
落ち着かなくなっ
ていた。走り回ら
ないような環境
設定をしていた
が、突然本児が
座卓を飛び越え
る行動を取った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

テーブルの
横に座って
落ち着いて
遊べるよう
言葉がけを
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児との遊
びに入りな
がらも本児
の動きにも
気を配って
いた。

座卓を飛び
越える行動
は、以前他
児が行って
いる姿を本
児が見たこと
があった。危
険な行動で
あるため、
やってはいけ
ないこと、と
常に伝えて
いく必要があ
る。

気持ちが高
ぶっている時
は落ち着ける
遊びに誘って
いく。（座って
楽しむ遊びお
絵描き・カード
ゲーム等）
座卓を飛び
越える行動は
危険であるた
め、やってはい
けないこと、と
常に伝えてい
く必要があ
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9822

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 29 0 0 0 0 0 0 0 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右母指基
節骨骨折・
右母指挫
傷

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

サッカー用
ボールで
あったため、
手で受ける
には硬かっ
た。

サッカーのゲー
ムを行う時や
ゴールの練習
をする時は、
クッション性の
あるボールを使
用するようにし
た。キーパーは
軍手をはめて
キャッチをする
事を職員に周
知。子ども達に
も知らせた。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも活発で、
活動的な遊び
を好む男児で
ある。この時も
自らサッカーが
やりたいと言
い、同じクラス
の友達５名、
担任保育士と
一緒にサッカー
を始め、ゴール
キーパーをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任は、
本児の相
手チーム
だったため、
本児がいる
ゴールに向
けて２メー
トルほど手
前から
シュートをし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれ担
当園児の
遊びの見
守りをした
り、関わっ
たりしてい
た。

特になし 特になし

9823

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 16 1 1 18.６

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

地面に置いて
あったボール
を、２ｍほど
離れた場所か
ら走っていき、
蹴ろうとしたと
ころ足がボール
の上にのってし
まい、バランス
を崩し倒れ右
肩を地面で
打った。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児がサッ
カーボールを
蹴って遊ん
でいたことは
把握してい
たが、他児
が遊んでいる
のを見守って
おり、本児が
バランスを崩
し転んだこと
には気付け
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

戸外には
他学年担
当者が3名
いたが、自
分の担当
学年の子ど
もの遊びを
見守ってお
り、気付くこ
とができな
かった。

特になし 特になし

9824

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 22 23 4 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
や研修、
職員配置
に特に問
題はなかっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

特になし

施設・設備
面に特に
問題はな
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

サッカーや
鬼ごっこ、
三輪車や
スクーター
の遊びが、
空間も分
けずに混在
していた。

ホースの水
を用い地
面に線を
描き、遊ぶ
場所を区
切るように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

休み明けで
はあった
が、特にい
つもと変り
なかった。
午睡がなく
なり、午後
の外遊びは
初めてだっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の子を
見ており、
一緒にいた
職員が伝
えた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

倒れて泣い
た本児に
対応し、担
当職員に
伝えた。

特になし

職員4名体
制で見守っ
ており、特に
問題は無
かった。

9825

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 18 19 6 2 17.５

歳
1.男
児

眼鏡使用。
日頃から転倒
することが多
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上ＡＢ
外傷性の
不完全脱
臼歯

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員配置
は充分で
あったが、
走ると危険
との認識の
もと、走ら
ない約束の
ある場所に
子どもが
入っていく
様子に気
づいて止め
る者がいな
かった。

ヒヤリハットの
検証にほと
んど参加の
ない無資
格・短時間
職員の危機
管理に対す
る意識の向
上のために、
保育をする
際に何を見
てほしいか、
何をしてほし
いかを具体
的にリスト
アップする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

園庭の砂
が雨や風で
流され減っ
ているところ
があった。ま
た逆にマッ
トの下は砂
が減らず盛
り上がったり
していた。

はがすこと
ができるマッ
トはいった
んはがし、
地面を均
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ブランコエリアで
は鬼ごっこ等
走って遊ばな
いというルール
はあったもの
の、これまでも
走り込む子ども
が必ずいた。
物理的に入れ
ない工夫はさ
れておらず、ま
た、ブランコ下
のマットがわず
かではあるが
段差となってい
た。

ブランコを
使わない
時は子ども
が走って入
らないよう
に三角ポー
ルを置くな
ど、入れな
いことが分
かるように
する。マット
は平らにな
るよう整備
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも一緒
に遊ぶ友だ
ちと、いつも
楽しんでる
遊びを始め
たところだっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
ながら直前
までの対象
児の様子
は確認した
が、遅番職
員と交代す
るタイミング
で目を離し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の遊具に
ついていた
り、他の子ど
もと遊んでい
るなどして対
象児が走っ
てはいけない
所に入ったこ
とを見ていな
かった。落ち
葉掃除の方
に意識が集
中する職員
もいた。

コロナの影響
で３歳児が
不在で職員
数が十分
だったことも
あり、落ち葉
掃除を優先
してしまった
り、それを手
伝おうとする
ことで子ども
の動きから
目を離してし
まっていた。

園の独自の
マニュアルを
全職員が再
確認し、命
を守る責任
と、そのため
の行動、保
育の仕方に
ついて一人
ひとりが考え
直す（意見
収集）。

9826

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 18 4 2 16.４

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

運動遊びを
している中の
事故で、個
人の体格や
個々の様子
に合わせて
補助や介助
をする必要
があった。

個々の運
動能力を
過信せず、
すぐに補
助・フォロー
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ホールの中
で運動遊
びをする
際、低い段
差の所には
マットを敷
かなかっ
た。

バーの飛び
越え（１
０～３０
ｃｍ）の
所にも、
マットを敷
いた方がよ
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

体格が大き
く、棒を飛び
越えることは
できたが、バ
ランスを崩し
た時に体重
が腕にかかり
骨折してし
まった。

簡単な設
定から始め
て、徐々に
設定を上
げるように
変えていく
などの工夫
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に問題
なく棒の飛
び越えに挑
戦していた
が、バラン
スをくずして
しまい転倒
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

各コーナーに
はひとりずつ
職員がいた
が、転倒を
予測してい
なかったの
で、咄嗟に
は受け止め
る事ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

各コーナー
に1人ずつ
ついてい
た。

朝の受け
入れ後に、
ホールで
行ったた
め、身体が
まだ動きに
くかったと思
われる。

準備体操を
するなどし
て、身体を
ほぐしてから
運動遊びを
する。
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実施頻度
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実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9827

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 52  15 24 13 5 5 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)

下唇内側
裂傷、下
唇外側(下
部分）裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の事
故防止意
識が向上
できる研修
の機会を
作ること
や、子ども
たちへの安
全教育を
実施する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具を使っ
た遊びを行う
際に保育士
の目が行き
届くよう、安
全に遊ぶこと
が出来る区
分けを必要
に応じて行
い、職員間
で連携を図
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の状
況把握
（ヒヤリ・
ハット）の
スキルアップ
により、危
機管理意
識の向上
を図る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通りに
登所、特に
変わったこ
とはなかっ
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊具ゾーン
にはいた
が、その瞬
間は5歳ク
ラスの他児
の遊びに対
応し、本児
の鉄棒活
動には注
視できてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

3歳クラス・
4歳クラス
担当者は
子どもと園
庭芋畑で
芋ほりをし
ており、担
任は室内
で子どもと
制作活動
をしていた

複数の保育
士が分散した
立ち位置で
保育するなど
保育の内容と
安全確保とを
同時に考えら
れるよう、今
回の事案を
職員へ周知
し、安全意識
の強化を図る

9828

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 114 10 14 17 19 27 27 27 20 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第５
指々骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

5歳児クラ
ス保育士1
名は園児
対応（ドッ
チボール参
加）し、も
う1名の保
育士は休
憩中だった
ため、見守
りが十分に
できていな
かった。

屋外活動
中の見守り
が不十分
になる可能
性がある場
合（遊び
内容によ
る）の職
員の休憩
時間帯再
検討。もし
くは活動内
容を考慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

ドッチボール
に使用して
いたボール
の硬度が
要因として
挙げられ
る。

使用する
ボールの硬
さを柔らか
いもの（ゴ
ムボール
等）に変
更する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コートの上
を高く通過
するボール
だったので、
キャッチをす
るのが難し
かった可能
性がある。

遊び始める
前に、準備
体操を取り
入れる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ドッチボール
のゲーム中
に外野で
ボールが来
るのを待っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育士1
名も一緒
にドッチボー
ルに参加し
ていたた
め、外野で
の様子が
しっかり見
えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

もう一人の
担当保育
士は休憩
中だったた
め、事故発
生時その
場にいな
かった。他
の年齢の
保育士も
園庭にいた
がドッジ
ボールの様
子は見てい
なかった。

ボールを受
けれなかっ
た様子か
ら、大丈夫
と思っても、
その場で確
認を行う必
要があっ
た。

確認後、子
どもが痛みを
訴えた場合
は、ゲームを
中断し看護
師に診ても
らう。

9829

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 96 6 11 16 19 24 20 27 24 17.５

歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/月

2.基
準配
置

その日は給
食の準備の
時に２Fの
部屋から飛
び出していき
１Fのプレイ
ルームまで
走って行って
しまったた
め、追いかけ
たが側に行く
前に落ちて
しまった。

使用してい
ないプレイ
ルームは鍵
をかけるな
ど、対応策
を職員で
話しあい共
有していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

太鼓橋は
移動できる
遊具で、入
口近くに置
いてあった。

遊具の場
所を変更し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任３人
のうち１人
休みだっ
た。代わり
の保育士
が入ってい
た。本児に
は担任がつ
いていた。

代わりの保
育士が入っ
ていていつも
と保育士の
動きも違って
いる部分も
あったかと思
うので、しっ
かり声を掛け
合うよう話合
い対応す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

いつもついて
いる担当保
育士が本児
が部屋から
出ていくのを
見てすぐにつ
いていく。遊
具に上り手
をつく所は見
えたが担任
保育士が手
を伸ばして
本児を支え
る距離まで
は近くではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

４歳児は
全員保育
室にいて、
食事の準
備をしてお
り、保育士
２人も食
事の準備
をしてい
た。

近くには担
当保育士
はいたが、
本児が部
屋を出てい
く際、本児
にもう少し
早めに、
もっとそばに
いき食事の
準備を手
伝うなどす
ればよかっ
た。

本児からこ
れまで以上
に目を離さ
ず、職員間
でも声を掛
け合って見
ていく。

9830

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

10 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 28 3 3 17.５

歳
1.男
児 とくになし 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎前歯
左右A外
傷性亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
必要に応じ
て　)回/年

2.基
準配
置

巧技台が
危険物とい
う認識はな
かった

巧技台は
座って使用
する以外は
危険物と
認識し、未
使用時は
所定の位
置へ片付
ける

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

巧技台が
滑りやすい
か検証した
が特に問
題がなかっ
た

とくになし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの歩
く動線上に
障害物とな
るようなも
のがあった

子どもの歩
く動線上に
障害物とな
るものが無
くなるよう、
巧技台の
配置を変
え、環境を
見直す

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもの場
所へカゴを
戻そうとカゴ
を両手で
持って移動
した（目の
高さ）。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育士１
は、泣いて
いる園児の
対応に当
たろうと移
動中。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育士２
はおやつの
配膳、保
育士３
は、手洗い
場の子ども
の見守り

安全を確
保するため
の注意喚
起が不十
分だった

巧技台が出
ているときは
巧技台の位
置を子どもへ
伝え注意喚
起する

9831

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 14 2 6 6 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故対応
について、
事例をもと
に危険予
知の幅を
広げられる
ように職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

ロープが重
みで緩み、
地面につい
ているタイ
ヤが少し傾
いていたた
め、座る際
にバランス
が悪くなっ
ていたことが
考えられ
る。

ロープを巻
き直し、タ
イヤが地面
に垂直に
立つように
した。着地
面にマット
を敷いた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由に取り
組める状
況。

側で見守り
のできるよ
う遊び場所
の制限

1.いつも
どおりの
様子で
あった

タイヤブラン
コ（固
定）に乗り
ロープにつ
かまり、登っ
て、立った
り、座った
り、降りるこ
とを繰り返
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭を行き
来しながら
対象児の動
きも確認して
いたが、この
時は他児の
傍についてい
たため対象
児が落下す
る瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内と戸
外に分かれ
て遊んでい
たため戸外
には他の職
員はいな
かった。

何度も楽しん
でいることか
ら、遊び方が
大胆になって
いた。危険な
動き（上の棒
に手をかけるな
ど）は注意し
ていたが、座っ
ていて落下す
るという事態も
予測できてい
なかった。

一人ひとりの
動きに丁寧
に関われる
ように　一人
ずつ取り組
むようにす
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9832

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 40 4 3 18.６

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリハット
で事故怪
我について
は共有して
いるが、予
測できな
かった

事故が起
きそうな場
面の意識
を高め周
知徹底し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日 特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

サッカー
ボールを
蹴って遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児と一緒
に活動をし
ていたため、
見守りながら
活動を進め
ていたが瞬
間の児の動
きはわからな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と一
緒に活動し
ていたた
め、遊んで
いることは
知っていた
が見ていな
かった。

動きの柔
軟性に欠
ける。

外遊びに行
く前は、簡
単なストレッ
チをする。

9833

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 25 14 11 2 2 18.６

歳
1.男
児 特になし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外果骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし 特になし 7.その他

降園時は遊
ばずに帰る
約束になっ
ているにもか
かわらず、保
護者同士で
話し出すと
子どもが遊
びだしてしま
うことがよく
あったが、黙
認してしまっ
ていた。

降園時は遊
ばずに帰ると
いうことを保
護者と子ども
に再度しっか
り伝え、掲
示や園だより
を通して降
園時の安全
について意
識をもっても
らうようにし
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

母親が迎
えに来て、
テンションが
上がってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

降園時間
中で、他の
保護者対
応をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降園時間
中で、他の
保護者対
応をしてい
た。

保護者が会
話に夢中に
なり、子ども
が離れて遊
びだし危険
かもしれない
と気づきなが
らも、保護
者に引き渡
したという認
識で、声を
かけることは
しなかった。

降園時は身
体が疲れてお
り、不注意に
なってけがをし
やすいことや、
降園時間は
日中のように
遊具下に安
全用マットが
敷いていない
ため危険であ
ることを、保護
者に引き渡し
た後でもしっか
り声をかける
ようにする。

9834

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 52 24 28 4 4 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

新しい遊具
なので保育
士が事前に
遊具を確認
して安全に
遊べるようマ
ニュアルを作
成していた
が、遊び方
の約束が子
どもにはまだ
浸透してい
なかった。

実際の子ど
もの遊び方
を見ながら、
マニュアルの
内容を見直
したり戸外
遊び中の職
員配置を検
討する。
（補助を付
ける）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

始めの一週
間は一つ一
つの遊具に
ついて丁寧
に遊び方を
教えていたの
で、4，5歳
児なら大丈
夫だと過信
し、全部の
遊具を開放
してしまった
こと。

保育士が
そばにつけ
ない状況の
時は、遊
具に看板
を付けて子
どもだけで
は遊ばない
ようにした。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段から活
発で活動
的なところ
があったが、
新しい遊
具がうれし
くてより張り
切っていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児が
目に入る
距離で、他
の子どもた
ち数人と遊
んでいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
で遊んでい
る子を中
心に見てい
た。

できるだけ
遊具のそば
につくように
していた
が、他の子
も同時に
見ていたた
め手薄に
なってしまっ
た。

遊べる遊具
を限定して
保育士が必
ずそばにつけ
るようにし
た。

9835

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 31 0 0 0 0 12 19 0 4 4 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

新年度間
もなく、新し
い環境の
中子どもた
ちの動きへ
の配慮不
足であっ
た。

動きが激し
くなくてもケ
ガにつなが
ることを想
定し危機
感の意識
を高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回/
年

人数に対し
てコートの
広さが狭
かったと思
われる。

子どもの動
きを想定
し、コートの
広さやボー
ルの大きさ
等都度確
認、見直し
をしていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児を含
め慣れない
遊びだった
ため、予期
しないことが
起こるとい
う想定が甘
かった。

簡単なルール
であると過信
せず、遊びなが
ら体をほぐした
り体の準備を
行うこと。子ど
もたち自身にも
ケガを防ぐため
に分かりやすく
伝えることも必
要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外で元
気に遊び、
転がしドッ
ジにも喜ん
で参加、意
欲的にボー
ルを取ろう
としていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

少し離れた場
所からドッジ
ボール全体を
見ていた。ボー
ルを取ろうとし
た本児の様子
も見ていたが、
指の状況まで
予測できず止
めたり防いだり
はできなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれ分
散していたた
め、他の遊
びをする子
や、遊びに
誘われ一緒
に遊ぶなどし
ていたため見
ていなかっ
た。

子どもの動
きや危険
予測、ケガ
につながる
可能性を
予想するこ
とができて
いなかっ
た。

どんなことに
も、思いもよら
ぬケガにつな
がることを意
識し、活動の
前には指の先
まで体をほぐ
すことなど行っ
ていく。

9836

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 5  　 1 1 17.５

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
2)回/年

1.基
準以
上配
置

基準は満
たしていた
が、職員間
の連携を
図り、声を
かけ合いな
がら、安全
面に十分
注意し保
育を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年 特になし

今後も定
期的に点
検を行い
安全に配
慮していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児は転
倒の際、手
で体を支え
る事が出
来ず、顔
（口）から
床にぶつ
かった。

転倒の際
は、手で体
を支え防御
できるよう
に、保育の
中で十分体
を動かしなが
ら、体幹が
鍛えられる
遊びの工夫
や、危険な
状況、判断
力が身につく
ように保育を
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時、
水筒を忘
れた事か
ら、気持ち
が落ち込ん
でいたが、
すぐに切り
替えて普
段通りの姿
で遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラス13名中、室
内で片付けを行って
いた子、片付けを
済ませテラスで待つ
子もいた。担任は
全体を見ながら本
児が靴を取りに行く
ところを廊下で見
守っていた。(走る
様子もなく、歩いて
いたので安全と判
断していた)本児が
廊下の角を曲がり、
見えない場所での
転倒であり、どのよう
に転倒したのかが担
任のいる場所から
確認することが出来
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

3，5歳児
は戸外活動
中であり、
3，5担任
は園庭にて
園児と一緒
に活動して
いた。0～2
歳児もクラス
にて保育中
であった為、
4歳児担任
保育士以外
は見ていな
かった。

普段も子ど
もたちがそ
れぞれ靴を
取りに行
き、事故な
く過ごして
いたが、本
児はこの
時、周囲の
安全に気
が向いてい
なかったとも
考えられ
る。

靴を取りに
行く際の廊
下の歩き方
等、子どもた
ちと安全につ
いて確認す
る。時には
職員もつい
てそばで見
守り、声をか
け、安全に
配慮してい
く。
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歳
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2
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学
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9837

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 8 1 21 9 5 5 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨・腓
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1　　)回/
年

1.基
準以
上配
置

自分のクラス
の子の発達
はわかってい
ても、ほかの
クラスの子の
特徴やかか
わり方など理
解できてい
ないことも
あったのでは
ないか。

子どもの年
齢的な発
達や、個が
持つ行動
や情緒の
特徴を、担
任だけでな
く園全体で
共有して保
育に当た
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

花壇、砂
場など固定
された場所
では、遊具
に比べると
危険性を
低く考えて
しまいがち
になる。

花壇や砂場は
動きが少ない
場であるが、
子どもたちに
とっては障害
物的な場所に
もなっているの
かもしれない。
見守りの位置
や玩具の出し
入れする位置
の工夫も必要

1.集団
活動中・
見守りあ
り

活動の変
わり目で
は、保育
者の意識
が、目の前
の子どもに
意識が行
きがちに
なってしま
う。

活動の変
わり目や、
移動の場
面ではなお
一層、視
野を広く持
ち、声掛け
や、子ども
の行動予
想を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

つかず離れ
ずの距離を
保ち、対象
児が自ら興
味を持った
ことに動き
出せるよう
にしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

片づけの時
間になり、
自分のクラ
スの園児の
方に意識
が言ってい
た。

対象児の
突発的な
動きを予
測できな
かった。

対象児の特
徴を理解し
て、行動の
予測をたくさ
ん想定して
おくことが必
要。

9838

令和
6年
3月
21
日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 6 0 0 0 1 0 5 0 1 1 15.３

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手薬指
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

以上児クラ
スで流行って
いる遊びを
全職員が把
握していな
かった（園
庭にある大
きな玩具を
重ねてコース
を作る遊
び）。

危険予知
トレーニン
グに取り入
れ、事故に
至った経
緯、対策を
全スタッフで
検証、共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

丸太の片
付け場所
が決まって
おらず、子
どもに任せ
ていた。

事故の要
因となった
丸太の片
づける場所
を子どもと
スタッフで周
知。使用の
仕方を子ど
も達と確認
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

物の使い
方、重さ、
変化の仕
方等、子ど
もの経験、
体験の場
を設ける。

安全教室
を設け、子
ども達に参
加してもら
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

５歳児の
遊びを真
似て、同じ
ように丸太
を重ねたい
と思った

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近（２
ｍ）先で
他5歳児5
名の話を
聞いてい
た。本児の
動きは把
握してお
り、本児に
も声を掛け
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他保育士
１名は室
内遊びをし
ている以上
児（11
名）の見
守りをして
いた

砂場近くで
はなく、もう
少し広い
場所に誘
導すべき
だった。

ひとりひとりの
子どもの好き
な遊び、動
きの傾向を
把握し、安
全に遊べる
ように側に
付く。

9839

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 26 0 0 0 11 15 0 0 2 2 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

基準値以
上の職員
配置がなさ
れ、人数に
ついては問
題はなかっ
た。

職員の人数
配置に関し
ては問題が
なかった。今
後、子どもの
遊びを保証
していく為
に、検証結
果を職員へ
報告し、周
知徹底して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

遊びに使
用した木や
地面に関し
ては、濡れ
ているなど
の危険要
因は見られ
ず、特に問
題はなかっ
た。

安全に過
ごせるよう
に広場内
の事前確
認を今後
も行い、安
全対策に
努めてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日頃より遊
び慣れてい
る場所であっ
たが、木に
乗っている際
に対象児
が、バランス
を崩し転落
した。本児は
自分で登れ
るが、乗ると
足が届かな
い位置とな
る為、活動
前に注意事
項を伝えて
おくべきだっ
た。

慣れている場
所であるからこ
そ、環境面に
よる子どもの怪
我が発生しな
いように、活動
前に毎回、気
を付けるべき
留意点（足が
届かない為バ
ランスを崩しや
すくなること、そ
の他手を離さ
ない、押したり
しない等）に
ついて子どもに
声掛けし、注
意を促すべき
であった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は木
の太い幹に
跨って腹ば
いの状態で
遊んでいた。
本児の前後
に子どもがい
て、８名が
並んで乗っ
ていた。前に
進もうと、両
手を前に置
こうとした際
にバランスを
崩し、転落
した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が木
に乗って遊ん
でいた際に、
傍に保育士
が付いていた
が、その際に
保育士は全
体が見える
位置にいな
かった。保育
士が後ろを
振り向き後
方の様子を
確認した時
に事故が起
きてしまい、
転落を防ぐ
ことが出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

広場内では、鬼
ごっこやままごと
遊びをしたり、縄
の片方を木に結
んで子どもが大
縄跳びで遊んだ
りする様子が見
られていた。他職
員は、子どもが
車道に出ないよ
うに見守ったり、
他園の子ども達
と混ざり合ったり
しないように留意
しながら子どもの
遊びを見守って
いた為、全体が
見える位置に
立っていた。

木の場所に立っ
ていた担当保育
士の立ち位置が
広場全体を見え
る位置に立って
おらず、後方が
気になり後方を
確認しようとした
際に、事故が起
きてしまった。ま
た、8名の子ども
が木に乗ってお
り、担当保育士
が注視していたと
してもアクシデン
トがあった時に手
が届く範囲では
ないため、人数
を制限すべきで
あった。

木に乗って遊
ぶ際には、子
どもの遊びが
終わるまで注
視し、また子
ども全体が視
野に入る位
置に立ち子ど
も達の遊びを
見守っていく。
木に乗る子ど
もの人数を保
育士の手が
届く範囲に減
らし対応でき
るようにする。

9840

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 21 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右腓骨遠
位骨髄線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもたち
が行事に
向けて気
持ちが高
まっていた
時期である
ことを考慮
し、より注
意を払って
活動の様
子を見守
ることが必
要な状況
であった。

行事に向
けての活動
や戸外遊
びの際はフ
リー保育士
が加わるな
ど、より安
全な体制
で活動を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
32　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
8　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６０　)回/
年

トラックに破損
等はなかった
が、砂が堆積
していた可能
性があったもの
と推察される。
砂があると滑り
やすくなること
に注意が必要
であった。また
ゴムチップのト
ラックの為、走
り方によっては
靴で思いがけ
ずブレーキがか
かってしまうこと
があることにも
気を付ける必
要があった。

小まめにトラッ
ク上の砂を除
去するように努
めると共に、破
損等について、
これまで以上
に細かい部分
まで点検し、
安全対策に留
意する。スニー
カーは、しっか
りとマジックテー
プやベルトが締
まっていることを
確認する。また
トラック上の砂
がたまらないよ
うに管理する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動会を2
日後に控
え、また練
習前という
ことで張り
切って走っ
ていた様子
が考えられ
る。

日程的に子
どもたちの気
持ちが少し
高揚してい
る時期だった
と考えられ
る。、戸外に
出てすぐ自
由遊びにす
るのではなく
遊びの種類
を確認する
など、一度
落ち着ける
時間を持つ
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会に
向けて、と
ても張り
切って取り
組んでいた
ので、当日
も園庭に
出てすぐに
走り出した

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

砂場遊び
も行う予定
で、カバー
を外してい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

トラックの端
にいて全体
を見守って
いたが、鼻
水が出たと
訴えてきた
子の対応
をしていた

それぞれの
職員が個
別に園児
に対応して
おり、対象
児が活動
していたト
ラック周辺
を確認でき
ていなかっ
た。

砂場のカ
バーは事前
に外しておく
など、より広
範囲に注意
を向けられる
ような準備
を事前にし
ておくことが
必要。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9841

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 10 2 2 15.３

歳
1.男
児

令和●年●月
●日に園内の
テーブルに口元
をぶつけた際
に、上の前歯
１本がぐらつく
事故があった。
その際も受診し
たが特段の処
置はされていな
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

A¦A外傷
性歯の脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

自由遊び
で走ってい
る子どもの
動作予測
が不足して
いた。

今回の事例を
取り上げて危
険予知のあり
方を職員間で
話し合い共有
し、幼児は時
に突発的な行
動を行い事故
を招いてしまう
可能性がある
ことから、保育
に当たっては、
その行動に十
分配慮するこ
とが必要である
ことを再確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　) 特になし。

事故発生
場所は平
坦なゲート
ボール場で
あり地面の
凹凸なども
確認した
が、問題は
なかった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし。

公園のゲー
トボール場で
落ち葉拾い
や虫探しな
どを行う「自
由遊び」の
設定自体は
適切であっ
たことから、
環境面での
問題はな
かった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は
落ち葉拾
いや虫探し
をしていた
が場所を
移動するた
め立ち上が
り走り出し
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児から
約５メートル
のところに位
置し、他児
の方向に向
かって走って
いる対象児
を目視して
おり、対象
児と他児と
の接触の瞬
間を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同じゲート
ボール場に
いた保育
士は、他
児を見守っ
ており対象
児の動きは
見ていな
かった。

走っている
子どもに関
する危険
予知が出
来ず、その
子に対応し
なかった。

多少でも危
険につながり
かねない行
動に対して
は、常に注
意してこれを
制限するな
どの対応に
務めていく。

9842

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 25 3 3 16.４

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

日頃より、
園外活動時
の歩道の歩
き方や横断
歩道の安全
な渡り方を
指導してき
ている。本件
時も、職員
の配置を含
め、安全へ
の意識はき
ちんと考えて
いたと思われ
る。

日常的に
指導を行
い、安全に
対する意
識をした動
きはできて
いて、ソフト
面では問
題なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

横断歩
道、信号に
特に問題
なし（普
通に歩けば
時間的に
も安全にわ
たれる）。

横断歩
道、信号、
ハード面に
問題なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

横断時、前
の子どもと少
し間があいた
ため、本児
はあせって
走ってしまっ
た（安全に
歩くために手
をつないでい
たことがケガ
につながっ
た）。

道路では、
車に注意し
つつ、走ら
ないよう指
導していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
かったが、
前の子ども
との間隔が
でき、あわ
てて走っ
て、転んで
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐ後ろに
いた保育
士は、本
児を含め、
後方から全
体を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

先頭の保育
士は、前方
に危険がな
いか確認す
るとともに、
安全に渡れ
る速度で全
体を横断さ
せていた。中
ほどの保育
士は、車等
の安全確認
をしつつ、全
体を見てい
た。

道路を渡る
際、車に気
をつけること
は言っていた
が、今回、
「走ると危
険」ということ
までは声掛
けしていな
かった（日
頃は指導を
している）。

安全確保の
ため、手をつ
ないで歩きつ
つ、かつ速度
や全体の動き
にも気を配
る。車等の安
全確認ととも
に、安全な歩
き方ができる
よう、事前に
声掛けをしっ
かり行う。

9843

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 21 2 2 15.３

歳
1.男
児

入所までコロナの
状況もあり家庭で
は室内でほぼ過ご
していた。外遊び
の経験がない。弟
がO脚の診断をさ
れているので母の
判断で兄（本
児）もそうでない
かという。また、入
園してからの一年
間は、転ぶことが
多かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕手首
ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４　)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

今後も引
き続き、遊
具の確認
点検を怠ら
ずに努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

なし

活動にあた
り遊具に問
題はなかっ
た。今後も
継続的に
安全点検
を怠らずつ
とめる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

高さのある
遊具なら
ば、落下
時の速度
による怪我
の損傷が
大きくな
る。

経験による
遊具の選
択を見極
めてあげ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児の性格
は慎重な面
と臆病な所
があり、今回
の丸太の遊
具も自信が
ない中では
あったが、挑
戦したいとい
う気持ちが
芽生え楽し
さと恐る恐る
丸太にしが
みついて移
動した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

少し離れた網
の遊具にも子
どもが遊んでい
たので、丸太
の遊具から3
ｍほど離れた
場所から、保
育士も子ども
の動きに合わ
せ移動しなが
ら声も掛け合
いながら見守っ
ていた。落下
の瞬間は見て
いない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の遊具に
も園児がい
る中全体を
見て確認
（少し離れ
た場所に付
いていた）。
本児が落下
の瞬間も確
認した。すぐ
に駆け付け
処置をした。

友達と遊ぶことは
なく単独で遊具
に登る。本児は
少々怖がっては
いたが、周りのお
友達が楽しく遊
んでいるのを見て
挑戦した。保育
士も身体能力の
低さを理解して
いたので充分注
意をして声がけ
を行っていた。本
児もそれを聞きう
んと返答をする。

本児の挑戦
意欲を損わ
ず、すぐ近く
で見守って
いくようにす
る。

9844

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 4 4 4 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

 左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3～5　)回
/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

環境面・人
的面が要
因と考えら
れる為、記
載事項な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特記事項
なし

環境面・人
的面が要
因と考えら
れる為、記
載事項な
し。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

環境面・人
的面が要
因と考えら
れる為、記
載事項な
し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、竹馬
（高さ70
㎝）の練
習をしてい
たが、身体
がかゆくなっ
たと言って
急に手を
放してし
まった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

パート保育
士が約50
㎝斜め前
に立ち竹
馬の補助
をしていた
が、後ろに
転んだ為、
補助が間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

クラス担任は、自
分のクラスが使
用した、竹馬の
台を近くで片付
けていた為、パー
ト保育士に任せ
ていた。隣のクラ
スの2名は少し
離れたところで、
3名の子どもと一
緒に竹馬の練習
をしている。その
為、急な事態に
は間に合わない
状態であった。

子ども自身
に危機管
理の把握
の難しさが
ある。

毎回、竹馬
に乗る前に
約束を確認
していく。
（声をかけ
る）
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9845

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 22 3 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3～5　)回
/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

環境面・人
的面が要
因と考えら
れる為、記
載事項な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特記事項
なし

特記事項
なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り、
昼食後パ
ジャマに着
替え、ウレタ
ンマットの上
で広告を使
い、くるくる丸
めて棒を作っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

食事の片付
けをしなが
ら、食べ終
わった子ども
達が各自午
睡の準備を
したり、自由
に遊んでいる
のを見守りを
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他２名の
職員は、
自由に遊
んでいる子
どもの見守
りをしなが
ら、食事と
着替えに
分かれ対
応をしてい
た。

いつも遊んだ
り、生活した
りするスペー
スではあった
が、立ち上
がった際、厚
さ２.５㎝の
ウレタンマット
で足を捻った
ようである。

ウレタンマッ
トでの立ち
上がりの際
には気を付
けるように、
注意喚起を
する。

9846

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 28 1 11 16 4 4 15.３

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

園外保育
で使用する
公園の危
険箇所等
の確認を
職員全体
で行ってい
なかった。

以前作成
した近隣の
公園マップ
（危険箇
所含む）
を再度見
直し全体
で共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

事故があっ
た築山につ
いて、日頃
から使用して
いることもあ
り、事前に
点検しなかっ
た。斜面に
は複数の凸
凹が見ら
れ、本児は
この凸凹に
足を取られ
た可能性も
ある。

公園の築山
や固定遊具
は、子どもが
遊び始める
前に保育士
が確認する
ことになって
いるため、実
際に登るな
どして必ず確
認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段合同で
保育すること
が少ないた
め、互いのク
ラスの子ども
の様子を把
握していな
かったり、職
員間の連携
が取りづら
かった。

合同で活
動する場
合は、事
前に保育
士間で打
合せを行
い、同行す
る保育士
全員が配
慮事項等
を共有す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

「遊んでい
いですよ」
の声かけで
築山に走っ
ていき、頂
上に着くと
すぐに走り
下りる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

築山の下
あたりにお
り、本児が
山を下り始
めてまもなく
転倒するの
を見たが、
補助できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊び始めた
ばかりで、
保育士は
周りにいる
子どもたち
を遊びに促
しているとこ
ろだった。

保育士が
同じ動きを
しており、
危険箇所
に保育士
配置ができ
ていなかっ
た。

保育の職員
配置を見直
すとともに、職
員間で声をか
け合いしっかり
連携し、子ど
もたちが安全
に活動できる
ようにする。

9847

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 12 2 2 15.３

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

2.基
準配
置

子どもを２
歳児クラスと
廊下、３歳
児クラスの水
飲み場に分
散させること
に対するけが
のリスクへの
意識が薄
かった。

子どもを分
散させるこ
とによってど
んなリスク
が生じるか
を常に意
識して考え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年 特になし

確認した
が、特にな
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子ども達が
走って水飲
み場に向
かったことが
要因と分
析した。

走らず、歩い
て水飲み場
に向かうよ
う、事前に
声を掛ける。
水飲み場で
飲ませず、
大人が紙
コップに水を
よそって渡
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

部屋にいた
うちの数名
が、２歳児
クラス以外
の水飲み
場に走って
行くのを見
てついて
いった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児が廊下
に向かって走
り出したのが
目に入ったの
で、後を追
いかけたが、
相手の子と
衝突した時
には間に合
わなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

２歳児クラ
スで水飲み
場で水を
飲んでいた
本児以外
の数名の
子どもを見
ていたた
め。

安全を守れ
ない体制で
あったのに子
どもを２歳
児クラス保
育室と廊
下、３歳児
クラスの保育
室に分散さ
せたことが要
因となったと
分析した。

子どもが複数の
場所に分散する
時に、子どもや
大人の人数を
把握した上で安
全を守れる状態
にあるか十分に
吟味する。子ど
もが移動する時
には必ず大人が
先導する。

9848

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 2 1 1 16.４

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨外
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特に変更
の必要な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特に変更
必要なしと
考える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

廊下の水
分補給す
る場所で
足を延ばし
て休んでい
た児と、帰
りを焦る児
がお互いを
気にしてい
なかった。

周りを見て
行動すること
をしっかり自
分で行う事
を、それぞれ
が意識する
様に教育が
必要であ
る。子どもは
突発的な行
動をとること
も多いため、
見極めが必
要である。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

母が来たう
れしさあまり
のあせりが
あったうえで
の突発的
行動であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 職員の見
通しも甘
かったので
はないかと
考える。行
動予測とし
て各児の
行動を見
極める事を
怠ってはな
らない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 他児大勢
を見守りし
ていたの
で、この場
では必要
はない。

行動予測が
まだ、担任が
変わったばか
りでできてい
なかったこと
は否めない。
新学期だっ
たからこそ起
こった事故か
と思う。

今後しっかり
と、子供たち
一人一人を
理解し適切
な促しをして
いかなけれ
ばならない。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9849

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 9 1 2 5 3 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

今回は保育室
内のスペースを
移動しようとし
た時に遊んで
いた足元の玩
具を踏んでバ
ランスを崩し転
倒したものであ
り、玩具の配
置や保育ス
ペースの見直
しなどの物的
な側面と保育
者の立ち位置
や配置、目線
などの人的な
側面の両方に
留意する。

室内で遊ぶ時
の玩具の量と
保育室内の遊
ぶスペースの見
直し（ベビー
サークルを利
用したスペース
の見直しとそれ
に併せた職員
配置の見直
し）、1回1回
の使用した玩
具の整理の徹
底、在園の高
年齢児（3歳
児）の動作の
把握の徹底

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回は保育室
内のスペースを
移動しようとし
た時に遊んで
いた足元の玩
具を踏んでバ
ランスを崩し転
倒したものであ
り、玩具の配
置や保育ス
ペースの見直
しなどの物的
な側面と保育
者の立ち位置
や配置、目線
などの人的な
側面の両方に
留意する。

室内で遊ぶ時
の玩具の量と
保育室内の遊
ぶスペースの見
直し（ベビー
サークルを利
用したスペース
の見直しとそれ
に併せた職員
配置の見直
し）、1回1回
の使用した玩
具の整理の徹
底、在園の高
年齢児（3歳
児）の動作の
把握の徹底

3.個人
活動中・
見守りあ
り

おもちゃで
遊ぶ子、走
り回って遊
ぶ子の導
線が入り混
じっていた。
また、こども
の人数に
対し、保育
スペースが
広すぎた。

走る子とお
もちゃで遊
ぶ子の区
画を分けて
環境を設
定する。ま
た、おもちゃ
の特性にも
留意してス
ペースの区
分けを見
直す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児が
使おうとし
ていた玩具
を隣にいた
児童が持っ
て違うス
ペースへ行
こうとした
為、返して
もらおうと
後を追おう
とした。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

突然の転
倒であり、
距離的に
手を差し伸
べて支える
等の行為
が間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

突発的な
行動などの
特性はな
く、また3歳
児であるた
め、他の児
童に比べて
注意の度
合いが低め
であった。

保育者が真横
に居た場合は
とっさに手を出
して防げた可
能性があること
から、保育者と
子どもの距離
を改善すること
も事故防止に
つながるため保
育スペースの
見直しを検討
した。また、事
務的な作業の
時間帯の再検
討も事故防止
の確率を高め
ると考えた。

事務的な作
業の見直し
（おむつ替
えなど見守り
以外の作業
を含む）と
保育スペー
スの見直し
を行い保育
者がより子ど
もと近い距
離で保育で
きる環境を
検討する。

9850

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 20 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

靴のサイズ
が足に合っ
ていなかっ
た。

保護者に
靴選びにつ
いてお伝え
したり、園
内でも子ど
もの靴サイ
ズを確認し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎朝

園外の畑に
ついては安
全点検を
行ってはいな
いが時期に
よっては土が
固くなったり
凸凹になっ
ていることも
予想できた。

活動前に
安全かどう
か確認し、
子どもたち
にも場所の
状態を事
前に伝え
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

靴のサイズ
が足に合っ
ていなかっ
たが、適切
な靴とする
よう、保護
者に伝え
る。

配置基準
通りだった
が、園外活
動時は担
任以外に
も配置す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らない健康
状態で戸
外遊びをし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

バランスを
崩した瞬間
は見ていな
かったが、
本児や周り
に潮来から
の訴えで怪
我に気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 園内にい
て現場
（畑）に
は同行して
いない。

予想してい
ない動きが
あることも視
野に入れて
おく。

9851

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 30 10 11 9 2 2 16.４

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯のぐら
つき・上唇
の裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

前方を歩
いている子
どもと離れ
ていた為、
声を掛けた
所、慌てて
走り出し、
接触、転
倒してし
まった。

子ども同
士、接触
すると転倒
につながる
ということを
子どもたち
に周知して
いく。職員
間でも再
確認する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(常時)回/
年

よく歩いて
いる道であ
り、歩道の
状態も問
題なし。

なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

靴を左右
反対に履
いていた。

本人に任
せっきりにせ
ず、確認を
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

靴を左右
反対に履
いていた。
慌てて走り
出してし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 他児の誘
導をしなが
ら、全体の
子どもを見
ている為、
転倒した瞬
間は見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 他児の誘
導をしなが
ら、全体の
子どもを見
ている為、
転倒した瞬
間は見てい
ない。

前方を歩
いている子
どもと離れ
ていた為、
声を掛けた
所、慌てて
走り出して
しまった。

列になって歩いて
いる時に、子ども
同士の距離が出
来てしまい、保育
士が声を掛けたこ
とで子どもたちが慌
てて走り出すという
ことになった。子ど
も同士の距離が
出来ないよう歩く
速度を調整する。
また、距離を縮め
る際も落ち着い
て、前方の子ども
のそばに行くよう声
を掛けていく。

9852

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 21 10 11 2 2 16.４

歳
2.女
児

事故の３か月
前に左腕を骨
折しており､治
療終了して経
過観察中だっ
た｡負荷がか
かった場合の耐
性が弱いと思わ
れた｡5歳児ｸﾗ
ｽとの合同保育
であった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

公園での
遊びが、氷
鬼と自然
観察に分
かれた。自
然観察に
誘い、保育
士が近くに
つくべきで
あった。

全体の安全
を見ながら
個別の状況
に配慮する
（今回は骨
折が治って
日が浅かっ
たことに、もっ
と配慮すべ
きだった。安
全な遊びへ
の誘導、職
員増など）

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

戸外の
広々とした
場所で、開
放的な気
持になり、
走ってしまっ
たと思う。

本児と全体の
子ども達の気
持ちが開放的
になり、より活
発になることを
見越して、植
物や昆虫の様
子など穏やか
な動きの中で
戸外を楽しめ
るように働きか
けをするべきで
あった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

散歩での往
復は必ず保
育士と手を
つなぎ転倒
を防ぐように
していた。気
を付けて保
育を進めつ
つも、活動の
制限までは
行わず、鬼
ごっこも制限
していなかっ
た。

安全に不
安がある時
は安全な
遊びに誘う
（対象児
は骨折が
治って日が
浅いので、
氷鬼より自
然観察に
誘う）。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
であった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

子どもととも
に動いてい
たが、本児
とは別の遊
びのメン
バーの近く
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

広く芝生全
体を見てお
り、対象児
の動きもみ
ていたが、
転倒した瞬
間は見てい
なかった。

本児に保
育士が一
人、そばに
付けるよう
な体制をと
るべきで
あった。

対象児が骨
折が治ってか
ら日が浅いこ
と、プールがな
くなり久しぶり
の園外保育
であること等、
もう一人保育
士を増やし安
全策をとるべ
きだった。

9853

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 11 1 1 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

鉄棒設置時
に遊具の使
い方を乳児
会議と幼児
会議で話し
合いをした
が、具体的
な補助の仕
方の周知が
徹底してい
なかった。

体育講師
による鉄棒
の補助の
仕方の講
習を受け
る。年齢に
あわせた鉄
棒の使い
方を話し合
い、全職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

鉄棒の下
に屋外用
敷マットを
敷いてい
た。

敷マットが
あるからと
安心せず、
子どもが落
下しないよ
うに必ず補
助をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他児が鉄棒
で遊んでいる
のを見て
「やってみた
い」と言い、
対象児童が
どこまで出来
るか把握が
十分でない
中、鉄棒に
乗せてあげ
た後補助か
ら外れた。

出来る出
来ない関
係なく必ず
手や身体
を支え、落
ちないよう
に補助をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児が鉄
棒で遊んで
いるのを見
て、一緒に
ぶら下がっ
て遊ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児童が
小鳥のポー
ズをしたいと
言うので身
体を抱えて
お腹が棒に
つくように乗
せ、対象児
童が一人で
前回りが出
来ると勘違
いし、身体か
ら手を離し
右側に移動
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1人で見て
いた為、他
の職員はい
なかった。

1人担任の
為、全体を
見守ること
に気持ちが
いってしまっ
ていた。

鉄棒の補助
をする時は
全体（他
児の動き）
が見える位
置で補助を
する。鉄棒
の補助に付
けない時は
使用しな
い。
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0
歳
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2
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3
歳
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歳
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歳

以
上

学
童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9854

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 24 1 1 16.４

歳
2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨端線損
傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

８月迄は
週替わりで
フリー職員
（３名）
が幼児クラ
スに入って
いたが、体
制上の問
題もありク
ラスごとの
固定となっ
ていた。

フリー職員も
含め毎日の
打ち合わせ
や会議をし
ているが、そ
のクラスの子
ども達の状
況を再度報
告しあえるよ
うにする。こ
のようなトラ
ブルがあると
いう事を再
認識する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

今回は子ど
も達同志
のトラブル
の為、ハー
ド面に関し
ては特にな
し

同上 7.その他

おやつ後下
膳している
児、帰り支
度をしてい
る児、絵本
を読んでい
る児と様々
な動きが
あった

今後は何
か終えれば
各自の席
に戻るよう
声かけを
し、流れが
落ち着いた
ら次の動き
へ行くように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

支度を終
えていない
状況で支
度後絵本
読みをして
いる児の元
へ行き絵
本を巡って
トラブルに
なった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

おやつ後の
拭き掃除
をしつつ、
他児の帰り
支度の確
認や声掛
けを行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

クラス内に
は職員１
名のみで
あった。

子ども達の
動きがおやつ
の下膳、帰
り支度、絵
本読みと
様々な動き
があった。
又、室内が
賑やかだった
こともありトラ
ブルにすぐ気
づけなかっ
た。

支度までの流れを
その年のクラスに
合うようその都度
改善していく。クラ
ス内には職員１
名であったが、隣
のクラスに職員も
いる為、子どもたち
が賑やかだったり、
職員が大変そうで
あれば声を掛け合
う等連携を再度
取れるようにする。

9855

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 7 2 2 13.１

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下唇の切
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

園長・主任・
事務員…計
３名　０歳
児…保育士
３名　１歳
児…保育士
４名　２歳
児…保育士
４名　３歳
児…保育士
2名　４歳児
…保育士１
名　５歳児
…保育士１
名　４．５
歳児の加配
児フリー保育
士１～２名

2.基
準配
置

保育者と
子どもの配
置人数
１：３以
上の児童
が起きてい
る場合は、
作業を一
度中断し、
保育を優
先的に行う
ようにする。

実施頻度
(2－3　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

普段午睡ス
ペースには
用意されて
いなかった
机があり、
状況を判断
して環境を
変えずに過
ごしていた。

危険だと感
じた事は言
葉にして伝
えるように
し、第三者
の意見を
尊重して全
体で安全
な環境をつ
くっていく。

午睡中で
あるが、7
名中4名は
起床してい
た。その中
で午睡ス
ペースに机
を用意し、
1名の保育
者が連絡
帳を記入し
ていた。

5.睡眠
(午睡)
中

午睡スペース
で連絡帳等の
記入を行う際
は机ではなくソ
フト積み木
等、当たっても
衝撃を和らげ
られるものを活
用していく。保
育者間で声を
掛け合い、環
境の整備をし
ていくことで危
険のリスクを和
らげられるよう
にする。

自立を楽し
む様子が
普段の保
育の中で
見られる児
童だが、ま
だ安定した
起立はでき
ていなく、
転倒等に
注意してい
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午睡スペー
スに用意し
ていた机で
連絡帳の記
入を行いな
がら、起床し
ている4名の
様子を伺っ
ていた。連
絡帳を書き
終え目を離
した隙に転
倒した為、
事故を防ぐ
ことが出来な
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

食事スペー
スでＰＣの
事務作業
を行ってい
て、目視で
状況を確
認できたが
距離もあ
り、防ぐこと
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

4名の児童
が起きている
中、環境を
変えずに机
を用意したま
ま連絡帳を
書き続け、
保育に戻ら
なかった為、
事故を防ぐ
ことが出来な
かった。

子どもから
目を離す
際は保育
者間で声
を掛け合
い、常に十
分に保育
者の目が
行き届いて
いる環境を
つくる。

個々の発達
段階に合わ
せた環境整
備が十分に
行われてい
なく、十分な
安全体制が
保育者間で
共有出来て
いなかった。

9856

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 11 12  3 3 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足関節
捻挫､右腓
骨遠位端
剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

事故予防
の研修など
実施してい
る

研修などの
実施があり
改善点な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用前)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1回以
上)回/年

施設・遊
具・玩具は
適切に点
検してい
る。

施設・遊
具・玩具の
破損による
怪我では
ないので、
改善点な
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

限られた広
さの園庭で
複数の遊
びを行って
いた。

走る遊びの
時は園全体
を使って走る
ことができる
ようにし、子
ども同士の
距離が近く
ならないよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

機嫌よく他
児と一緒に
鬼ごっこを
していた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
見守りなが
ら鍵を開け
ようとする
園児の対
応をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

計4名（保育
士3名、実習
生1名）が園
庭にいた。個
別配慮の必要
な子に1名、
他活動（大
縄跳び）に1
名、鬼ごっこ全
体1名（対象
児をみてい
た）実習生は
一緒に走って
いた。

他児の足
に当たり転
ぶかもしれ
ないという
予測ができ
なかった。

子ども達の
運動量・発
達を踏ま
え、限られた
スペースでの
活動の予測
を予め共有
する

9857

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 34 18 16  4 4 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュアル
に沿った行
動をとるに
あたり、子ど
も達への指
導や声掛
けが不十
分であっ
た。

マニュアル
について再
度、確認・
周知を行
い事故予
防を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

遊具、地
面共に破
損や濡れ、
汚れ等は
ない状態で
あった。

怪我防止
の為、園庭
にはゴム
チップを敷
設してい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見守りの保
育士数に
対して、子
ども達が遊
ぶ遊具の
設定数が
多かった。

状況に応じ
て、使用す
る遊具を
限定し見
守りの強化
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒に座っ
ている様子
は落ち着い
ていた。降り
ようとしたとこ
ろ、体勢を
崩し右肘を
立てた状態
で倒れた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くで見
守っていた
が、他児の
トラブルを
対応してい
た為、目を
はなしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
の見守りや
介助につい
ていた為、
対象児の
動きを見て
いなかっ
た。

保育士が
他のトラブ
ル対応や
介助の際
に、全体を
視界に入
れることが
できていな
かった。

見守りの徹
底。鉄棒か
らは手を放
さずに降りる
よう声掛け
を行う等、
注意喚起を
行う。

9858

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 38 9 8 11 10 5 4 18.６

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の亜脱臼､
外傷性歯
肉裂創､外
傷性歯の
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
10　)回/
年

1.基
準以
上配
置

十分な人
員配置で
見守ってい
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

地面の凹
凸もなく、
蔽遮するも
のもなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

動線が分
かりづらかっ
た。

子どもたち
への遊び方
の確認をす
る前に事
故が起きて
しまったた
め、園庭に
出る前に
遊び方を
周知するよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボールを追
いかけてい
たため、周
りに気を配
る余裕がな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担当職員
そばのすべ
り台の子ど
もたちに注
意をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれが
一定距離
を置いて、
それぞれの
場所にいた
子どもたち
の安全を
見守ってい
た。

職員の立ち
位置、視線の
方向を再検
討する。常に
全体が見える
方向に体を
向ける。時間
やスペースで
区切って、園
庭を使用する
ようにする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9859

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 13 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

平面地を
通常歩行
している状
況で、けが
の要因、改
善策がない

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

平面地を
通常歩行
している状
況で、けが
の要因、改
善策がない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

平面地を
通常歩行
している状
況で、けが
の要因、改
善策がない

1.いつも
どおりの
様子で
あった

点呼の後、
２分くらい
でお迎えが
来て帰った

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

名前を呼
び、園児を
確認してい
たが、異常
があったとは
気づかな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

13名全体
を見ていた
が、異常が
あったとは
気づかな
かった。

けがをした
瞬間がわか
らなかった
ため、対応
できなかっ
た。

痛いところがあ
る場合は大
人にすぐに伝
えることを子ど
もたちにわかり
やすく話してい
く。

9860

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 42 0 2 2 18.６

歳
1.男
児

関連はありま
せん

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

本人の前
方不注意
により前に
いた子供に
ぶつかり転
倒

前方を見
て歩くことを
注意する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

歩道から公
園へ入る
際、階段が
4段ある
（上が
る）

スロープが
あるので、
スロープか
ら入るよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士の
人数が少
なく、監督
不足であっ
た。

公園入口
に監督する
保育士を
配置し、安
全確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

毎朝の流
れで公園の
外周を走り
その後公
園内を歩
いていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

2列で並ん
で歩いてお
り、前方の
子供に気
を取られて
おり気付い
た時は転ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
ていたが転
倒の瞬間
は対象児
を見ていな
かった。

日頃から転
びやすい
（家庭で
も）児童
だが、前方
にも注意が
足りない、
登園時刻
も遅い。

当園時刻を
早くしてもら
い、体が整っ
た状態で運
動する。前
を見て走る・
歩くよう注意
をする。

9861

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 35 0 0 0 13 11 11 0 5 5 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折
（骨の変
形）

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

正しい遊
具の使い
方が、子ど
も達に伝わ
ていなかっ
た

園児たちへ
の正しい遊
具の使い
方の再確
認

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

マークを付
け、飛び降
りて遊ばな
いことを目
で見てわか
るようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他児を援
助していた
際、視野が
狭くなってし
まった。

固定遊具
には職員が
必ず側につ
き、全体を
見る職員
も１人いる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 前の子が
飛び降り、
それを見て
真似をした
ため

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ジャングルジ
ムの反対側
で、他児の
援助をして
いたため、対
象児が飛び
降りるのに手
を差し伸べら
れなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

子どもたち
が降園し、
人数が少
なくなったた
め園庭の
片づけを始
めていた。

子どもの動
き全体を
見る保育
士が必要
であった。

園庭など屋外
活動中は、子
どもの人数が
少なくても複
数で保育をす
る。また状況
に応じて、応
援を頼む。

9862

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 12 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)

左眼球打
撲傷・左結
膜擦過傷・
左網膜振
盪・左結膜
炎

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

1.基
準以
上配
置

道具等を
使った活動
である場合
は他の職員
に補助に
入ってもら
う。安全が
確保できな
い状態であ
れば活動の
内容を変更
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

色水用の
バケツが活
動の場から
少し離れて
いて、バケ
ツまで筆を
持ったまま
移動した。

活動をして
いる子ども
のそばにバ
ケツを用意
し、道具を
持って移動
することが
ない設定に
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの見
守りをして
いたが、す
ぐそばに
（止められ
る距離）
についてい
なかった。

筆（道
具）を持っ
ている子ど
ものそばに
は職員がつ
くようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

色水を作
るための容
器を探して
絵の具あそ
びをしてい
る周辺を
行き来して
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

絵の具あそ
びをしている
グループ全
体が見える
位置にいた
が、たたかれ
た瞬間手の
届く距離に
いなかった。
（３ｍ程離
れていた）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
同様、絵の
具あそびを
見守ってい
た。

人数的に
は基準を
満たしてい
たが、道具
を持つ子ど
もの行動を
予測してす
ぐそばにい
なかった。

１名は必ず
すぐそばでト
ラブルを回
避できる距
離につく。

9863

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 52 32 20 4 4 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

母指基節
骨骨折骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置は
基準を満た
していたが、
リレー前にま
わりで遊んで
いる子の遊
びを制限す
ることも必要
だった

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

雨が降り、
園庭の砂が
削れている
所もあったた
め、早めに
砂を足して
ならす等、
整備が必要
だった

1.集団
活動中・
見守りあ
り

リレーの場
合はコー
ナー等に職
員がついて
見守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

リレー中、
アンカーとし
て走行して
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

２０メート
ル程離れた
所で、本児
が走る姿を
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任同
様、リレー
中の子ども
を見守って
いたが、本
児を見ては
いなかった

人数的に
は基準を
満たしてい
たが、子ど
ものすぐそ
ばにはいな
かった

各コーナー
（カーブ）
に見守りの
人がつく

9864

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 50 0 0 0 15 18 17 0 5 5 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上　前
歯　抜ける

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

午後からの
園庭遊び、
固定遊具
の遊び方が
共有出来
ていなかっ
た。

園庭での
遊び方の
確認・共有
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

午後の園庭遊び、
13：30～14：
15までの時間遊
ぶ。園庭には、3，
4，5歳児50人が
遊んでいた。ブラン
コ、ジャングルジム、
縄跳び、三輪車、
滑り台など。本児は
鉄棒で14：00前
後遊び始める。隣
に年長児が足掛け
まわりを始める。豚
の丸焼きにて、ぶら
下がっていた本児の
顔に足が当たる。
本児一人で遊ぶよ
う声かけが必要で
あった。年長児には
本児が終わってか
ら、遊ぶよう待つよう
にすると良かった。

豚の丸焼
きなど、鉄
棒全体を
使用する
遊びは、隣
で遊ぶ事は
せず、終
わってから
遊ぶように
していく。鉄
棒や園庭
での遊び方
を確認して
いく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊び方の
確認がしっ
かり行えて
なかった。

園内ルー
ル、遊び方
の確認、保
育士の援
助配慮の
確認をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒で豚
の丸焼きを
したかった
為

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

鉄棒の反
対側で対
象児の様
子を見てい
た。そこにも
う一人園
児が来て
足かけまわ
りを始め
た。足が蹴
りあがる瞬
間に手を
差し伸べた
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

固定遊
具、その他
の遊びを保
育士が一
人ひとりつ
いていた。
近くで滑り
台にいた保
育士がすぐ
に駆け付け
るが、とっさ
の事だった
ので間に合
わなかっ
た。

固定遊
具、園庭
遊びにおい
て、細かく
遊び方の
確認ができ
ていなかっ
た。

遊び方の細
かい部分ま
で確認す
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9865

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 16 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

事故予防に
ついて、研
修を行う。
今回は体育
活動の中で
の事故だった
ので、体操
教室の講師
にも協力を
求め、安全
な補助あの
仕方を学
ぶ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今回の怪我
については、
跳び箱やそ
の他体育用
品の影響に
よるものでは
ないが、今
後も使用前
に安全を確
認することを
徹底する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

助走の距
離を適切
に取れるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児の様子
はいつも通り
であった。上
記の通り、
普段より順
番が来るの
が遅かったた
め「早く跳び
たい」と気が
急っていたこ
とが予想され
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

跳び箱の
横につき、
何かあった
ときには補
助ができる
よう待機し
ていた。

担任が一
人で保育
していたた
め、他の職
員はいない
状況。

跳び箱は体操
教室で主に取
り組んでいた。
体操教室では
講師と担任の
２人体制とな
る。その時に比
べて多少待ち
時間が長く、
子どもたちは早
く跳びたいとい
う気持ちになっ
ていたと考えら
れる。

体育的な活
動をする場
合は、何か
あったときの
対処のため
にも複数で
保育を行
う。

9866

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 8 3 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
６　)回/年

1.基
準以
上配
置

本児はかねてよ
り跳び箱が上手
であり4段をまず
跳んだ。跳べな
い子がいたため3
段にしたことによ
り本児は4段の
勢いで跳んだの
ではと考えられ
る。低い段から
高い段にしてい
たら事故は未然
に防げたのではと
反省し、段を低く
したときはしっかり
今以上に伝える
必要がある。

指導員と
職員間で
当日行う
運動に関し
て起こりうる
危険を予
測し、今以
上に共有
のもと安全
に配慮しな
がら行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12以上　)
回/年

活動前の
器具の安
全点検を
継続して行
う。また一
人一人の
園児に対し
て、健康状
態の把握・
安全に配
慮しながら
職員共有
のうえ保育
を行ってい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

高い段から
低い段にす
るのではな
く、低い段か
ら高い段に
するか、跳べ
る子はそのま
ま待機して
他児の活動
を応援する。
跳べる子は
そのあと段を
高くし練習
する。

運動遊びを
する上での
安全対策に
ついて再確
認し、子ども
たちには行
動が変わる
たびにしっか
り伝え落ち
着き焦らず
安全に活動
できるように
伝えてい
く。、

1.いつも
どおりの
様子で
あった

大好きな跳
び箱でとても
自信があり4
段を跳ぶこと
ができた。3
段にしたとき
1番初めに
跳んだ。3段
にすることは
伝えたが、4
段を跳ぶ勢
いで跳んだこ
とによる事故
と考えられ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

体操指導
員は、他の
園児の指
導に当た
り、近くから
本児の跳
ぶのを見て
いた。跳び
箱のところ
にいた職員
も一瞬のこ
とで事故を
未然に防
げなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

クラス担任は
本児の至近
距離で安全
を図りながら
対応してい
たが、跳ぶ
勢いが強く
着地したとき
にかばうこと
ができなかっ
た。他の職
員も跳び箱
の近くにいた
が間に合わ
なかった。

跳び箱の
段数を4段
から3段に
下げること
により、子ど
もたちには
伝えたが、
伝え方が
足りなかっ
たと考えら
れる。

高い段から
低い段にす
るのではな
く、低い段か
ら高い段に
するか、跳べ
る子はそのま
ま待機して
他児の活動
を見また跳
べること跳べ
ない子に分
ける。

9867

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 16 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

子ども達の
怪我をしや
すい状況に
ついての研
修を行うよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

屋上園庭
でリレーを
練習してい
た。通常の
園庭よりは
狭く遊具の
外側を回っ
て走るよう
にしてい
た。

リレー活動
は広い死
角にない場
所で行うよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子ども達は
競争心が煽
られるので、
走ることに一
生懸命に
なってしまっ
た。逆に保
育士はバト
ンタッチの方
に集中してし
まっていた。

練習のねら
いを明確に
して走るこ
とを目的と
せずにバト
ンタッチの
練習をメイ
ンに行うと
よかった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気いっぱ
いの上、リ
レーの競争
心も強く芽
生えてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

屋上園庭
で運動会
に向けてリ
レーの練習
をしてい
た。バトン
タッチの補
助をしなが
ら対象児を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担任保育
士と一緒に
リレー競技
練習の補
助をしてい
た。

バトンタッチ
の補助に
保育士の
意識が取ら
れてしまっ
た。

活動内容に
よっては保
育士の人数
を増やす配
慮を行う

9868

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 28 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

跳び箱の
高さを子ど
もに応じ検
討したり、
飛ぶ際の
慎重さを、
子どもたち
に伝えてい
く等の対応
を行う。

こどもたちに
十分飛び
方を説明
し、ケガが
ないように
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

今回の跳
び箱からの
ジャンプに
よる事故を
受け、着地
時の衝撃
吸収のた
め、マットを
厚くする対
応を行っ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

タンバリンの
高さが高い
と、子どもが
興奮したり、
気持ちがた
かぶりやすい
のではない
か、タンバリ
ンの高さはあ
まり高くない
方が良いの
ではないかと
考えた。

今回の跳
び箱からの
ジャンプの
際の事故
を受け、飛
んだあとに
叩くタンバリ
ンの高さを
低くする対
応をした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらず、元
気に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児がタ
ンバリンを
叩けるよう
な位置に
待機してい
たため、つ
まずいた際
に支えるこ
とは難し
かった。

他の職員
はいなかっ
た。

子どもたちに
慎重に飛ぶ
よう、一人
一人に声か
けをする。

9869

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 27 2 2 16.４

歳
1.男
児

特になし。天
候：晴れ

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上Aの外
傷による歯
牙脱落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

普通に歩い
ていただけだ
が、思いもよ
らない事故
につながるこ
とがあるの
で、気を付
けて子どもた
ちの様子を
見られるよう
にしていく。

マニュアル
はあるが、
事故予防
についての
詳細なマ
ニュアルが
ないので、
今後作成
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12～16)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12～16)
回/年

今回、床に
つまづくよう
なものを放
置していた
事故ではな
いが、床に
不要なもの
を置くなどの
行為はしな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今回特に
子ども達
が、騒いで
いたわけで
はないが落
ち着いて行
動出来る
よう、その
都度声掛
けをする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外遊び
後、帽子を
ロッカーに入
れ歩いて手
洗いに向
かっていた。
途中でつま
づき、その拍
子に机の角
に口が当たっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

戸外遊び
から保育室
に戻り、手
洗い場に1
名、入り口
付近で子ど
もの対応に
1名つく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

戸外遊び
から保育室
に戻り、手
洗い場につ
いていた。
入り口付
近で子ども
の対応に1
名つく。

入室のもれ
がないよう、
人数の確認
しながら入
室を促す入
り口付近と、
手洗い場に
ついていたの
で、本児の
すぐ近くに職
員がいなかっ
た。

入室を促す
所と手洗いに
ついていた
為、本児のす
ぐ近くに保育
士がいなかっ
たことが、一
因でもあると
思うので今後
気を付けるよ
うにする。
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死亡
0
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1
歳

2
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歳
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9870

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 29 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

朝の自由
遊びの時
間、子ども
４～５人
ボールを追
いかけて他
児と接触し
転倒した。

朝の活動前
に十分に体
を動かすよう
にする。職
員が危機感
を持って複
数名で見
守ったり、園
児に安全の
知識が身に
つくよう指導
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

日頃の点検
に加えて、園
庭の地面の
段差や砂の
量等、園庭
に出る度に
危険が無い
かを確認し
安全点検を
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

他クラスの
子どもは園
庭におら
ず、子ども
達は思い
切り走り回
る子もい
た。

保育士がさ
らに、危険
を察知した
ら声掛けを
するなど、
すぐに対応
できるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は激
しい動きで
はなかった
が、友だち
数名とボー
ルを追いか
けていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭全体
を見渡して
おり、本児
が転倒した
時に側には
いなかった
が、倒れた
瞬間は見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

体調がすぐ
れない子ど
もがいた
為、保育
室に戻って
いた。

危険を感じ
たら、停止
や注意を促
すなどし安
全管理に努
める。急な
対応に備え
て複数人で
見守るように
する。

9871

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 10 2 4 4 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

対象児の
担任では
なく、未満
児の担任
が保育をし
ていた。

保育士が1
名しかいな
い場合は
全体を見
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

冬場の夕
方戸外遊
び中だった
ため、少し
薄暗かっ
た。

冬場の戸
外遊びで
は、薄暗く
なったら早
めに室内
保育に切り
上げるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこに
集中し、全
体を気にか
けてみるこ
とができて
いなかっ
た。

その場に保
育士が1名
のみの場合
は緊急時す
ぐに対応が
出来るように
全体を見れ
るようにす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

対象児は保
育士と他の
園児ととも
に、園庭で
鬼ごっこをし
ていて、やや
気持ちは高
揚していたと
考えられる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園庭で5歳
児数人と
保育士で
鬼ごっこを
していて、
対象児を
追いかけて
いる状態
だった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には
保育士1
名しかおら
ず、他の保
育者は室
内保育をし
ていた。

対象児の
担任では
なく、未満
児の担任
が保育をし
ていた。

保育者がそ
の場に一名
しかいない
場合は全体
を見るように
する。

9872

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 5 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足薬指
第4指　甲
を骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

その都度実
施

1.基
準以
上配
置

午後からの
戸外遊び
は担任以
外の職員
も保育を
行うので、
子どもの姿
の捉えが弱
くなる。

戸外で保育
を行う職員
間でよく連
携し、分散
して子どもを
見守り、すぐ
に声かけや
対応ができ
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

園庭に砂
利や凸凹
があるた
め、滑りや
すかったり、
つまづきや
すかったり
する。

定期的にト
ンボをかけ
たり、凸凹
補正をして
園庭整備
をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

午後の戸
外遊びの
玩具が少
なくて、子ど
もがやりた
い遊びを見
つけることに
時間がか
かった。

子どもの姿
を予想し
て、興味・
関心がすぐ
に持てる環
境構成の
準備をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

何をして遊
ぼうか？と
園庭を右
往左往して
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

運動器具
で遊び始め
ている子に
付き添って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
ていたが、
本児と近い
場所にはい
なかった

戸外遊び
の始まり
は、子ども
の行動も
定まってい
ないので、
保育者も
視野も定
まらない。

保育にあたる保
育士の役割分
担を行い、ある
程度子どもの遊
びが定まるまで
は、全体の子ど
もの動きを見渡
す保育士の存
在を作り、他職
員や子どもへの
声かけをする。

9873

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 20 4 6 4 2 2 2 　 23 20 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

降園時間
で、お友達
も少なくなっ
てきた為部
屋が広く使
え走ってし
まった。

降園間際
は、落ち着
いて過ごせ
る遊びを工
夫しなけれ
ばならない

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
290　)回/
年　程度
※開園時
は毎日確
認している。

老朽化して
いるものに
ついてはで
きるだけ更
新をしてい
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

常に事故
を予想しな
がら行動を
見守らなけ
ればならな
い。

保育士同
士の連携
を強化す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

降園前で、
いつも以上
にはしゃい
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊びを提
供した保育
士がそばで
見守ってい
たが、動き
が早く手が
出なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

すぐに駆け
寄り、一緒
に、介抱し
た。

常に元気の
よい子という
ことはわかっ
ていたので、
想定した遊
びを提供す
ればよかっ
た。

事故を想定
し遊びを工
夫すること
を、クラス担
任と、園全
体でも話し
合う。

9874

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 2 10 　 　 　 　 3 3 14.２

歳
1.男
児

居残り保育時
間に、10人程
度で立ち上がっ
てテレビに合わ
せて体を動かし
ていた。密に
なってはおらず
体も当たってい
なかったが、フ
ローリングの上
で、靴下をはい
ていた為滑りや
すく、バランスを
崩す原因になっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

左脛骨骨
幹部骨折
左足関節
捻挫　左
足部捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

立ってテレ
ビを見てい
る場面での
危機意識
が弱かっ
た。

園内研修
を行い、日
常の保育
において、ど
の時間帯
において
も、危機意
識を高める
ことができる
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(400　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

友だちと一
緒にテレビを
見、歌が流
れることによ
り気持ちが
高揚し、友
だちの様子
を感じなが
ら、体を動か
したくなってし
まった。

テレビを見
る時は、必
ず座ってみ
るよう習慣
づけていく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

室内では、
靴下を脱ぐ
こと。テレビを
付けている
時は、座る
位置を特定
できるように
マットを敷
き、座ってみ
るよう意識で
きる環境を
整える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

10人程度
が、立って
テレビをみ
ながら体を
動かしてお
り、その場
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名は、畳
コーナーで遊
んでいる園
児を見てい
た。もう1名
は、1名の園
児を保育室
内にあるトイ
レに連れて
行っていた
為、対象児
を見ていな
かった。

職員が全体
を把握しな
がら、事故
の起きそうな
ところを予知
しながら、常
に立ち位置
を考え保育
していく。、
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9875

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 29 2 6 6 4 4 7 　 9 7 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員間でヒ
ヤリハット・
事故報告
書などの話
し合いを共
通認識で
きるよう時
間を作って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

所庭の状
態（固さ
や滑りやす
さ）

建設業者
と相談

1.集団
活動中・
見守りあ
り

陽が暮れる
のが早くな
り、それほど
暗くはな
かったが見
えずらい点
もあったの
ではないか

夕方の早
めの入室を
行っていく

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

部屋の前
で手足を
大きく振
り、体を動
かすことを
楽しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

側で転んだ
様子を見て
いた。すぐに
対象児の声
を聞き、痛
みのある部
位をチェック
し、いつもの
様子との違
いを確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のクラス
は入室中
だったが、
泣き声を
聞き様子
を見に来る
職員もい
た。

乾燥による
所庭の滑り
やすさと、
足のもつれ

所庭の状態
の改善。本
児の足のも
つれ方や転
びやすさの
原因を探
る。

9876

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 　 　 　12 13 12 　 4 4 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

職員配置
の不備は
見当たらな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設、設
備面での
不備は見
当たらな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びが激し
くなり、園
庭のコンク
リート部分
を走ってし
まい、転倒
につながっ
た。

遊びの様子
をよく見て、
状況に応じ
て声をかけ、
安全に遊べ
るようにす
る。また、子
どもと遊びの
約束を確認
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自由あそび
時、追いか
けっこをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

友達と一
緒に楽しく
遊んでお
り、離れた
ところから
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その時間は
合わせて37
人の子どもが
いたため、職
員は分担し
ながら子ども
の動きに目
を配ってい
た。

引き続き、
子どもの動き
に常に目を
配っていく。

9877

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 16 3 3 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

打撲（前
歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

加配児1
名は、多
動のため必
ず1名の職
員ついて指
導にあた
り、フリーの
職員をも1
名配置し
安全確保
は怠らな
い。

いかなる時
も2名以上
の複数担
任を配置し
て安全対
策を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　　)回
/年

英語教室
で動きのあ
る活動の
際は、動く
距離の予
測等打ち
合わせを密
にして、最
初からス
ペースを確
保すべき配
慮が必要と
なる。

園児が動く
スペース確
保の確認。
バルーンに
対する人
数制限の
配慮の必
要性。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

楽しさが盛
り上がった
際の動きの
変化に早く
気付いて
動きを止め
る等、転倒
を防ぐ手立
てを図る。

年中として
の成長発
達の振り返
り、動きが
激しくなる
ことの予測
の再認識
をする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

本児は、マイ
ペースで給食
などの進み具
合は遅いが完
食まで根気よく
食べる。動きと
しては、機敏さ
はあまり見られ
ないが運動面
は標準的に発
達している。そ
の活動の際は
楽しさを味わい
つつ動きの激
しい児に押さ
れてしまう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

英語講師1
名、担任2
名、フリー1
名で、見守
りの体制は
十分とれて
いた。スペー
スを開けるよ
う配慮はした
ものの予測
以上に大き
な動きが起
きてしまいハ
プニングとな
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

フリーの先
生の対応
で、その場
の園児を
担任に任
せて、怪我
を起こした
児を医務
室まで移
動させる手
立てが図れ
る。

英語での
学習で大
きく動きを
取り入れる
際のスペー
スの再確
認をする。

事前打ち合
わせで、安
全対策を図
ることで実行
に移す。

9878

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 15 　 　 　 　 　 　 　 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(3～5)回/
年

2.基
準配
置

午睡後の
外遊びの
時は主任
保育士も
見守るよう
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約290)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約290)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約290)回
/年

今回の事
故は施設
設備等は
特に改善
の必要な
し。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

午睡後だっ
たので、体
の動きが不
十分だった
かもしれな
い。

午睡後
は、激しい
運動は控
えるようにし
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調に変
わりはなく、
午睡後園
庭で走り縄
跳びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近で対
象児童ほ
か、１５名
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

障害児加
配のため、
室内で着
脱を手伝っ
ていた。

見守るだけ
でなく、気を
付けるように
時々声をか
けるようにし
た。

9879

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 105 20 10 26 25 24 　 11 11 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

園庭での
見守りを継
続

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約３ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

上記３点
の安全点
検表は現
在無いの
で、法人会
として義務
付けが必
要。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

各遊具の見
守り職員、
子どもと遊ぶ
職員等の差
別化した配
置が必要だ
が、法人とし
ての義務付
けが無いの
で今後は必
要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

瞬間的に
起こった案
件のため、
事故後に
対応をし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭に
105名の
児童が遊
んでいたた
め、対象児
童を事故
後に発見し
た。

各遊具の見
守り職員、子
どもと遊ぶ職
員等の差別
化した配置が
必要だが、法
人としての義
務付けが無い
ので今後は必
要。
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死亡
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9880

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 4 　 2 　 1 1 　 　 2 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足小指
つけ根骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置、立ち位
置について
は問題な
いと考えら
れる。

子ども４名
につき問題
なし

1.定期的
に実施

実施頻度
⇒毎日 3.未実施 実施頻度(

)回/年
1.定期的
に実施

実施頻度
⇒毎日

本児が回転
して楽しんで
いたので、転
倒したときに
物にぶつかっ
たりしないよ
う周囲には
何も置かな
いよう配慮し
た。

マットも敷
いてあるの
で設備的
には問題な
いと考え
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育の状
況に問題
はないと考
える。

床の上では
なくマットの
上で回転
するなど声
をかけてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

天井を見てぐ
るぐる回り楽し
そうにしてい
た。歩行も安
定し、走れるよ
うになったり体
を動かすことを
日々楽しんで
いるので、成
長の過程で回
転を楽しんで
いると考えられ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

楽しそうに回っ
ていたので少し
離れたところか
ら見守ってい
た。目が回りそ
うな際は声を
かけ止めようと
していた。転倒
した際、手を
出し止められ
る場所ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園児は4名
だけだった
ので、掃除
をおこなっ
ていた。

転倒した際
に止められ
る位置にい
たほうがよ
かった。

楽しそうに体を
動かしていたの
で無理に止める
ことはできない
が、止めるタイミ
ングについては
個々に合わせて
対応していく。
転倒することも
考え手を出せる
位置で見守る。

9881

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 6 10 5 7 9 5 0 6 6 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)
左下顎頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

転倒の際、
自分の身
体を支えら
れるよう、リ
ズム体操や
雑巾がけを
行っていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

怪我発生
時、今回の
怪我に直
結するよう
な危険個
所は無し。

日々の点
検を継続し
危険を確
認した場合
には、危険
個所を封
鎖する対
応を行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

引き続き、
死角の無
いように保
育士の配
置を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

追いかけっ
こをしてい
て、逃げよ
うとした際
にバランス
を崩して転
倒した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭全体
を見るス
タッフが、本
児から離れ
た場所から
転倒した児
を発見。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で遊
んでいる他
児と一緒に
遊んでい
た。

全体を見
渡す監視
役の職員、
子どもに関
わる職員で
役割分担
をして保育
している。

引き続き、
役割分担を
徹底し保育
を行う。ま
た、職員同
士の声掛け
を増やす。

9882

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 18 　 　 　 　 　 　 　 3 3 17.５

歳
2.女
児

雲梯にて､右手
で縄をつかみ､
左手を離して
移動しようとした
際に､右手が滑
り転落した｡体
が傾き､左ひじ
から手首にかけ
て地面につく｡
発育発達状況
は良好｡天候は
曇りであった｡担
任が1名すぐそ
ばにいたが支え
きれなかった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折(橈骨
遠位端骨
折)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュアル
には固定
遊具で遊
ぶときは職
員が必ず
付くとある
が、うんて
いに関する
記載がな
かった。

マニュアルの見直し
を行い、全職員に
周知をした。「マット
を敷くなど、万一落
下した場合でも大
けがにつながらない
よう環境を整える」
「左右に体が揺られ
た状態で落下する
ことがあるので特に
気を付ける」を加え
た。「応急処置園
内研修」（●月実
施）の際に「マット
を敷くこと」としで改
善したことを職員間
で確認した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

固定遊具
には不備は
なかったの
で特になし

引き続き
固定遊具
点検や園
庭遊具の
安全点検
は定期的
に実施して
いく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員配置
人数及び
配置場所
にも問題な
しと考えら
れるので特
になし

特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

昨日は途
中までしか
できなかっ
たうんてい
を「見てて」
と言って
行ってい
た。もう少
しで最後ま
でいかれる
ところだった
（あと２本
くらい）

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

当該児の
すぐそばに
いた。がバ
ランスを崩
した子を咄
嗟に支える
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

雲梯には
４，５人
子どもがい
て落ち着い
て順番を
待ち遊んで
いたので他
児が虫取り
をしていると
ころに付い
ていた。

あと少しで
達成できる
ところまでき
ていて、大
人も子ども
も気が緩ん
だのかもし
れない。バ
ランスを崩
すと体が揺
れる事も配
慮しながら
補助につく
できだった。

固定遊具あ
そびは最後
まで、しっか
りと「補助に
つく」ことを、
文書で職員
に周知を
行った。全
体職員会
議でも議題
にする予定
でいる。

9883

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 19 0 0 0 12 7 0 0 3 3 16.４

歳
2.女
児

幼児ｸﾗｽ担任
保育士3名が
運動会の下
見のため外出
していた｡その
ため､主任保
育士とﾌﾘｰ保
育士2名で子
ども達を園庭
で遊ばせてい
た｡

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭を使用
する上限を
幼児クラスは
14名（1ク
ラス分）とし
ていたが、異
年齢保育で
人数を超え
ていた。園
長不在のた
め主任が対
応したが、職
員の間では
不安や混乱
が生じた。

園長・看護
師不在時の
対応を園全
体で確認す
る。また、職
員が安全環
境を常に意
識できるよ
う、園内の
ルール及び
マニュアルの
周知を再度
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回はハー
ド面で特に
問題は無
かったが、
常に事故
防止を意
識出来て
いたなかっ
た。

安全点検
が形骸化
しないよう、
具体的な
点検方法
を確認して
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

通常と違う
人的環境
で、子ども
達が落ち
着かなかっ
た。

人的環境
が変わった
場合は保
育環境を
変えずに、
室内での
合同保育
を実施し安
全を確保し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

前を見ずに
走っていた
ため、他児
とぶつかって
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園庭全体
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

鉄棒につき
ながら、全
体を見てい
た。

担任保育
士の不在、
園庭での
合同保
育。

通常と違う
人的環境で
のリスク管理
が出来てい
なかった。

9884

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 53 0 0 0 0 24 29 0 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上肢骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

保育士の
配置基準
等みたして
おり、園内
でもヒヤリ
ハット事例
などの話し
合いを月に
１度行って
いる為。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ビールケー
ス等の可
動遊具に
ついて、どん
な危険性
があるかな
どの把握が
職員によっ
て様々で
あった。

職員全員
で遊具に
関しての危
険度の共
通理解

1.集団
活動中・
見守りあ
り

目が離れや
すいことに関
しての意識
が薄くなって
おり、また周
囲の子どもの
動きの把握
ができていな
かった。

職員全員
で環境の
見直しをす
るとともに、
危険な箇
所、時間
等の把握
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

片付けの
時間になっ
たが、まだ
遊び足らず
色々な所
で動き回っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くの砂場
にいたが、
玩具の片
付けをする
為本児に
背を向けて
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれが
色々な場
所にある玩
具を他児と
一緒に片
付けてお
り、目が離
れた。

各保育士が
それぞれ片
付けをしてお
り、お互いに
声を掛け
合ったり、周
囲の子どもに
も気を配った
りする意識
が薄かった。

職員全員で
怪我の経緯
を共有する
事で、それぞ
れが常に子
供の動きを
意識できる
ように話し
合った。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9885

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

― ― 　 　 　 　 　 　 　 ― ― 18.６
歳

1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎挫
創、創傷
感染症、
下顎部皮
膚潰瘍、
下顎創傷
感染症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5 　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

まわりをよく
見て行動
するように
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/年 特になし

子どもたちが
安全に過ご
せるように、
園内の怪我
が起こりやす
い場所を再
確認し、職
員間で共通
理解をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

外照明の
向きを変え
るなどし、
段差がある
ことがわかり
やすいよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保護者と
手をつない
で歩いてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保護者に
引き渡し後
であったの
で、保護者
と手を繋い
で降園する
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保護者に
引き渡し後
であったの
で、保護者
と手を繋い
で降園する
様子を見
守ってい
た。

特になし

保護者に
も、安全に
気を付けて
登降園して
もらうように
する。

9886

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 51 18 16 17 2 2 16.４

歳
2.女
児

全治４週間の
剥離骨折（１
週間の添え木
固定と超音波
治療、３週間
のギプスでの固
定）。患部
（右足首）の
足は床に着か
ないよう（体重
が掛からないよ
う）、園生活で
留意が必要。
松葉杖を利用
しての歩行とな
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員は、
常に子ども
の全体の
様子が見
守られるよ
うお互いの
配置場所
を確認する
必要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
45　)回/
年

特になし

園庭に出
る際には、
危険個
所、怪我に
繋がる箇
所がないか
の確認が
必要。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児各々
が自由に
遊んでお
り、個々の
動きで無
く、全体の
動きを一
定の場所
で見守って
いた。

危険や死角
になりがちな
場所に留意
した見守りが
必須。必要
に応じては
遊ぶ箇所を
確実に見守
れる範囲に
限定したり、
集団で決
まった遊びを
一緒に行う
等、考慮す
る必要があ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らない様子
が見られ
る。特筆す
べき様子は
無く、元気
に友達と遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任保育士
は休憩中で
あった為、保
育から離れ
ていた。１
歳児担任保
育士が見守
りを行ってお
り、園庭で
園児全体の
遊びや動き
を見守ってい
る状況だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他１名の
保育士も
上記同
様、全体の
園児の姿
を見守り、
一緒に遊
んでいる状
況だった。

園児から「骨
が鳴った」と
報告を受け
た際に確認
はしたが、担
任や施設責
任者への報
告が遅れた
事により、万
が一の状況
を想定した
早急な処置
を怠ってし
まった。

園児全体を
見守りつつも
園庭で怪我
が起こりうる
場所や天候
によっての地
面の異常等
を確認し、
必要に応じ
て整備が必
要。

9887

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 73 19 27 27 5 4 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右　鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

地面で石
でごつごつ
しておりた
いらな場所
ではなかっ
た。

転ばないよう
に平らな場
所で遊ぶ。
足元はしっか
り気をつける
ように声掛け
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと
走っていた
が特になく
普段通り。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体の子ど
も達の動き
を見ながら
近くの子ど
もの対応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

上記と同
様。 特になし

足元に石や
木の枝などが
落ちているの
で転びやすい
ことを事前に
注意すべき
だった。

9888

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 21 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中指基
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(１ )回/年

1.基
準以
上配
置

跳び箱に
取り組む際
に気を付け
ることを、活
動前に確
認しておく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１2)回/
年

使用する
前に再度
その用具に
不備なとこ
ろなどない
か点検す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

跳び箱、マッ
トの位置、お
き方など常
に確認して
いるが、更に
気をつけて
みておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらず、跳
び箱跳びに
挑戦してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもが跳
ぶ跳び箱の
側に座っ
て、跳んで
くるのを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任以外
は各クラス
で保育をし
ていた。

普段の姿か
ら気をつけた
方がいいこと
があれば、
跳ぶ前にも
声掛けをし
ておく。

9889

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 22 3 1 18.６

歳
2.女
児

3歳までに熱性けいれん
が2～3回あり、●●病
院・●●病院を受診し
ている。以前通っていた
保育園では、薬も預け
ていた。●●病院では
就学までに熱性けいれん
が起きれば、脳波の検
査をした方が良いと言わ
れていたが、その後は発
作もなかった。

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

1.意識不
明

熱性けいれ
ん疑い

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(4～5)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年 特になし 特になし

6.食事
(おやつ)
中

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

おやつを残
して、途中
でやめた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

配膳台の
前にいて、
本児が配
膳台へお
皿を持って
くる様子を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の対応をし
ていた。

特になし 特になし

9890

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 60 20 20 20 15 8 17.５

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
基節骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員へマ
ニュアルを
再度周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

使用する
ボールの大き
さや硬さを適
したものにし
て安全に活
動できるよう
注意する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの動
きの見極め
をしっかり
行う。

子どもは常
に予想しな
い動きをす
るため、再
度しっかり
理解してお
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児の
したい遊び
（好きな
遊び）をし
ていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

一緒にやろ
うということ
で行う。対
象児が「高
く上げて」と
いうので応
じる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と遊ん
でいていて
見ていな
かった。

特になし

子どもは常
に予想しな
い動きをする
ため、再度
しっかり理解
しておく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9891

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 2 2 18.６

歳
2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨不
全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

該当なし 該当なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

該当なし

急がず、歩
いて片付け
に行くよう
な声掛けを
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児好奇心
旺盛で何事
にも意欲的
に取り組み、
楽しんでい
る。事故発
生時も普段
と変わらない
様子だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

片付けの
声掛けを
し、遊戯室
の中央あた
りで全体の
子どもたち
の様子を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ソフト積み
木が片付
けられてい
る場所から
全体の子ど
もたちの様
子を見てい
た。

該当なし

日頃から片付
けなど活動と
活動の合間
は急がず、
ゆったりと行
動できるように
慌てさせず、
言葉かけなど
をしていく

9892

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 50 0 0 10 10 15 15 8 6 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

重ねられた
大型カラー
積み木に1
人で上っ
た。

朝の自由遊
び中は複数
の保育者が
いるため、全
体を監視す
る、園児のそ
ばで見守る
など、役割を
明確にした
監視体制を
強化する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

重ねられた
大型カラー
積み木に1
人で上っ
た。

高く積み上
げた積み木
には上らな
い。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

自由遊び
は、解放
感があって
注意力が
欠けること
がある。

重ねた大型
積み木に上
ると転落の
危険性があ
るため、十分
に注意して
遊ぶことを伝
える。バラン
スが悪くなり
危険なので
高く積み上
げすぎないよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

高く積み重
ねた大型
積み木に
上って遊ん
でおり注意
され下ろさ
れたが、そ
の直後に
別の積み
木に上り落
下した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児に声
をかけ下ろ
したあと、す
ぐそばで、
他の園児
の対応を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯室内
で、他の園
児と遊んだ
り、他の園
児を見守っ
ていたり、
登園してき
た園児の
対応を行っ
ていた。

保育士は、一
度高く積み重
ねた大型積み
木に上っていた
本児に危険性
を伝え下ろした
が、直後別の
積み木に上り
転落した。園
児は少々危険
でも好きな遊
びは繰り返すこ
との認識が不
足した。

園児は少々
危険でも好
きな遊びは
繰り返すこと
を念頭に、
園児の動き
を想定しな
がら見守る。

9893

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 19 4 4 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

現状通り
職員間で
安全管理
対策マニュ
アルの周知
徹底

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

定期的安
全点検の
継続

1.集団
活動中・
見守りあ
り

児童の遊び
の内容により
変動する
が、死角に
なる部分が
ないように保
育士間で連
携しながら
常に立ち位
置を考慮判
断する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

追いかけっこ
をし、じゃれ
あいをした際
の転倒。直
ぐ側に居りそ
の様子を見
ていたので、
靴下を脱が
せ即足を確
認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児以
外の児童
の行動、遊
びの見守
り。

保育活動
中の転倒な
ど、保護者
への状況報
告と帰宅後
の様子確
認。

9894

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 5 1 1 3 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

全ての保
育時間に
おいて、適
正な職員
配置を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

継続して環
境面の安
全点検を
丁寧に行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

常態的に
子どもの動
きを確認
し、見守っ
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日中は、すべ
ての時間帯に
おいていつも通
り生活してい
た。普段から
小動きをした
り、突然走り
出す姿が見ら
れた為周りに
は気を付ける
ように声掛けを
行っていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育士の遅番
2名体制で保
育しており、そ
の時間帯にい
た子ども全員
がまとまって遊
んでいたため、
保育士の視界
に全員入って
おり、側で見
守っていた状
況であった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

常勤職員
（早出1
名）は室
内で退勤
の準備をし
ていた。

異年齢で常
に生活し遊ん
でいるので、
子どもの様子
や遊び方、状
況に応じた声
かけや指示、
配慮が更に
必要である。

9895

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 24 6 13 5 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

左足関節
捻挫・左足
関節拘縮

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

目標物
（カラー
コーン）に
向かって、
必死に走っ
てきたた
め。

遊ぶ前は水
をまいたり、
つまずかない
ように平らに
したりして、
転倒につな
がらない対
策をとる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも遊ん
でいる場で
あるため、
慣れてし
まっていた
可能性が
ある。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭で一緒
に活動を行
い、児との駆
け引きのやり
取りをして遊
んでいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１人の職員
は児と一緒
に遊び、園
庭にいた２
人の保育士
は他の活動
の対応をし
ていた。

特になし

人数によって
遊び方や内
容を工夫し
ていく

9896

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 13 16 16 5 5 16.４

歳
2.女
児 特に無し 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
随時　)回/
年

1.基
準以
上配
置

安全面の
徹底が不
十分だっ
た。

遊具の安
全な使い
方を具体
的に確認し
危機意識
を高めてい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回/
年

スロープ内
へ入りやす
い環境で
あった。

乗り物で進
入できない
ようにプラン
タ―等で
ガードす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

安全な乗り
方、遊具の
使い方の
伝達指導
が不十分
だった。

定期的に
安全指導
を行ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

片付け時
間ではあっ
たが、遊び
たい気持ち
が強かっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭の倉
庫付近で
他児の片
付けの対
応をしてい
たため、見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 園庭で他
児の世話、
トラブル、
片付けに
対応してい
たため、見
ていなかっ
た。

担当職員
がクラス全
体把握が
十分では
なかった。

担当職員、
その他職員
の役割を再
度確認して
いく。
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以
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学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9897

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

園児達の
行動を考
え、声掛け
等をこまめ
に行う

園児達との
遊びのお約
束や保育
者が予測
を持った子
どもたちへ
の声掛けに
配慮する

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

園庭の雪
状況の把
握

園庭に出す前
に雪状況を把
握し危険予測
を行い、子ども
たちと共有し
戸外へ行くよう
にする（施
設、遊具、玩
具等について
は定期的に安
全点検を継続
する）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

天候が良く
他クラスも
園庭に出
で遊んでい
た為、雪も
硬くなり、
滑りやす
かった事

遊びの場と
状況を確
認しなが
ら、子ども
たちへの声
がけを行
う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

友だちと一
緒にそりあ
そびや雪だ
るま作りを
行っていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任は園
児達が見
渡せる位
置（園庭
中心部）
で保育を
行っていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

片付けの
際に、フ
リー保育士
が補助に
入る

戸外で遊ぶ
ことで気分も
高揚し普段
の行動より
更に活発な
動きを見せ
ていた。また
仲良く遊ぶ
中での過剰
な一面も
あったように
伺える

安全に遊ぶ
ための指導
を日常的に
繰り返し行
い強化して
いく

9898

令和
6年
3月
21
日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 7 2 2 3 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破折
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

保育士の
人数、配
置には問
題なし。引
き続き子ど
もの動きを
よく観察し
て保育する

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

固定遊具
について
は、配置・
設置に特
に問題はな
し。

走り回ると
きは、引き
続き園庭
の広い場
所（遊具
がない所）
へ誘導した
り、固定遊
具について
は安全点
検を行って
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が止
まろうとして
も止まれ
ず、バラン
スを崩した
ことが要因
ではない
か。

保育の中
で体幹を
鍛えられる
ような遊び
を取り入
れ、体の使
い方を知
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

●日～●日
が閉所で自
宅待機だっ
た。●日は
突風で戸外
へ出られず、
●日は朝か
ら落ち着か
ず、保育室
内を走り回っ
ていた。危
険を感じた
ため戸外へ
出て体を動
かしていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

戸外へ出た時、本
児が砂場用玩具を
持って走りまわって
いたので注意をし、
物を持たずに追いか
けっこをしていた。狭
い場所であり、０歳
児もおり危険であっ
たため広い場所へと
誘導した。本児の
気持ちが興奮気味
でなかなか注意して
も伝わらず、危険だ
と感じ保育士は追
いかけずに様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児の遊
びを見守り
ながらも、
全体に目
を向けてい
た。

自分で靴を
履くようにな
り、マジック
テープが少し
緩めになって
いたのではな
いか。厚手
の服を着て
いるので、少
し動きにく
かったのでは
ないか。

靴を履いた
後は、保育
士がしっかり
止まっている
か確認す
る。厚着に
なりすぎない
よう、動きに
くくないよう
調整する。

9899

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　職員会議
や朝礼終
礼にて

2.基
準配
置

園生活に
慣れてきた
頃に事故
が起こりや
すい。

朝礼終
礼、職員
会議で職
員で共有
するように
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

業者の遊
具点検は
異常なし

子ども達の
様子を見
ながら、遊
び方が安
全か見てい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児の遊
び方は担
任が以前
から注意を
していた。

慣れた頃に
ケガや危険
な遊びをし
てしまうこと
がある。職
員に周知
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

以前から、
中階段の屋
根には乗ら
ないことは担
任から言わ
れていたが、
つい羽目を
外してしまっ
た。巻き込ん
だ時に腕を
痛めた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

年長児が
友だちと遊
んでいる状
況だったの
で、少し離
れた所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児の
遊びなの
で、安全と
いう意識で
過信してい
たのかもし
れない

午後からの
自由遊び
の時間は
休憩交代
になる、連
携不足に
注意する

子どもの姿
で気になるこ
とは、対応
職員にしっか
り伝えるよう
にする。

9900

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 57 20 17 20 4 4 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

登降棒で遊
んでいること
を把握、見
守りをしてい
たが、子ども
同士の接触
を予測でき
ず転落時に
対応できな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

登降棒で
園児が遊
んでいること
を把握して
いたが各自
他児の対
応、見守り
をしていた
ため対応で
きなかった

特になし

9901

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 37 2 2 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足関節
外果骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

毎月ヒヤリ
ハットに関
する報告
書の作成
し、保育者
全体で共
有してい
る。

見守り体
制の充実

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/週

転倒した形
跡もなく、
今回の怪
我の要因と
なる不具
合は確認
できない。

大型遊具
足場周りの
クッション材
の設置、地
面の凹凸
解消

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

見守り体
制の充実
（ソフト面
の改善策と
同様）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園児「足が
疲れた」→
降園時、
足を引き
ずって帰宅

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭の総
合遊具周
りをぐるぐる
回って走っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

正規担任
保育士の
ほか、非常
勤保育士
も園庭の
様子は確
認してい
た。

特になし

見守り体制
の充実（ソ
フト面の改
善策と同
様）
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9902

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 16 0 0 0 0 0 0 2 2 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右下A完
全脱臼
右下B/左
下AB不完
全脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊び慣れた
遊具であっ
たが、足元を
見る、遊具
から手を放さ
ずに持つ等
して慎重に
移動してい
た。遊びに
区切りをつけ
ようとやや焦
る気持ちが
あった。

遊び慣れた
遊具であっ
ても、焦ら
ず行動する
よう注意喚
起する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

足元をよく
見るよう注
意喚起し、
本児が意
識を向けて
いたか確認
をする。

遊び時には慣
れから気持ち
が緩む、楽しさ
で気持ちが高
揚する、周囲
へ注意がそれ
る等の子どもの
状況や特性を
把握する。転
落の恐れがあ
る遊具では注
意を促し子ど
もの意識が向
いているか確
認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びの区
切りをつけ
ようとしてい
た時の気
持ちの高
揚感や焦
り、慣れか
らくる気の
ゆるみが
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊具下で対
象児ともう１
人の子どもを
見ていたが、
対象児が足
を滑らせた
瞬間に手を
差し伸べた
が、支えきれ
ず、遊具へ
の衝突は防
げなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

総合遊具
から離れた
砂場で他
児の遊びの
様子を見
ていた為、
本児の動
きは見てい
なかった。

遊具下で
の見守りで
は落下は
防げるが、
遊具への
衝突回避
の咄嗟の
対応がしに
くい。

行動範囲が
広い園庭で
の子どもの
見守りには、
状況に応じ
て職員配置
増ができる
体制をとる。

9903

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 14 4 5 5 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 口唇裂傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

安全対策
について園
内研修を
行い、事故
に対する意
識向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

事故に発
展する可
能性のある
問題点を
把握し改
善する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの遊ぶ
動線から事故
につながる可
能性のある危
険な箇所に入
らないようにラ
インを引く。ま
た、遊びの前
に約束事につ
いて子ども達と
話し合い事故
を未然に防げ
るようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ジャングル
ジムで遊ん
でいる子ど
もに付き添
いながら、
園庭で遊
んでいる子
ども全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ブランコに
乗っている
担当支援
児に付き
添いなが
ら、園庭で
遊んでいる
子ども全体
を見ていた

保育士間で
子どもの状況
や保育士の
配置場所を
確認し合い、
子どもへの言
葉かけや指導
を行うと共に
安全確認を
行う

9904

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 39 12 15 12 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左第５趾
骨折（骨
折との診断
は●/●）

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

１人で全
体を見る
必要がある
為、咄嗟に
止めること
が難しかっ
た

危険な遊
びをしてい
る子ども達
には、事前
に使用方
法を注意
喚起する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)回
/年

特になし

パイプ椅子
使用時のリ
スクを考慮
し周知する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

色々な場
所で様々
な遊びが展
開されてい
る

遊びごとに
スペースを
分けるなど
環境づくり
に留意する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と椅
子を使って
ごっこ遊び
をしていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

退勤職員
と引継ぎを
しながら全
体を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

隣の部屋
で保育をし
ていた

子ども達の
運び方で、
椅子が倒
れて当たる
リスクあり

室内での遊
びで椅子の
使い方を再
度子ども達
に確認する

9905

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 9 5 2 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手薬指
の亀裂骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
13 )回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリハット
の提出はあ
るが、十分
に活かされ
ていない。

今回の事故
内容を全職
員に周知
し、事故防
止に努める。
ヒヤリハットや
主管課から
情報提供さ
れる事故例
を十分に活
かした研修
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

使用した手
作りボールが
45Lのビニー
ル袋に新聞
紙を詰めた
ものであっ
た。手作り
ボールの袋
にたるみがあ
り、指が絡ま
り怪我をし
た。

手作りボー
ルにテープを
巻くなどし、
袋がたるまな
いように工夫
する。手作り
玩具を使用
する際には
安全に使用
できるよう最
善の注意を
はらう。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手作りボー
ルを使用
し、いきなり
激しい動き
のある活動
に取り組ん
だ。

投げる活
動の前に、
動きが緩や
かな活動か
ら始め、手
作りボール
に慣れさせ
る配慮が
必要であっ
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

運動遊び
が好きな児
童であるた
め、活動に
意欲的に
参加し強く
投げようと
思い、力を
入れて投げ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

児童の対
角線上で、
他の児童
の補助をし
ながら、児
童の動きも
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

配慮が必
要な児童
がいたた
め、個別対
応をしてい
て、その場
にいなかっ
た。

手作りボー
ルは軽くて
柔らかいの
で、安心し
て使用して
いた。怪我
に繋がる事
を考えてい
なかった。

手作り玩具
で遊ばせる
際は、安全
に遊ぶことが
できるよう最
善の注意を
払い、見守
るようにす
る。

9906

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 32 6 13 13 3 3 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆粒骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育室の清
掃が終わり、
保育士と一
緒に広場に
向かうが、途
中より一人
で走って広
場に向かって
行った。

落ち着いて
広場に移
動するよう
に指導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

引き続き
遊具等の
安全点検
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びへの気
持ちの昂ぶ
りが抑えら
れなくなって
いた。

当番の時
は、広場に
行かず午
睡に入る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

当番が終わ
り、遊びたく
てウズウズし
ていた。急い
で広場に
走って向か
い、友達が
遊んでいた
大型積み木
に登りジャン
プをする。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

広場で遊
ぶ子どもた
ちを見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室で、
清掃をして
最終確認
をしてい
た。

衝動的に
行動してし
まうことが
多い。約束
事が守られ
ないことも
多い。

目を離さず
行動を見守
るようにす
る。繰り返し
約束事を伝
えていく。
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歳
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歳
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童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9907

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 12 2 1 14.２

歳
1.男
児 天候…晴 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上の歯の
外傷・下唇
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事前に、椅
子の付近
では遊ばな
いように声
をかける事
も必要。

行動の気
になる子に
合わせて活
動や対応
に配慮す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

行動の気
になる子に
合わせて活
動や対応
に配慮す
る。

椅子を片付
けている付
近では遊ば
ないように声
をかけたり、
椅子を置い
ている所に
クッションやカ
バーを付け
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

居残り保育
中、室内で
遊んでいる
時に不意に
本児が走り
出し、転んで
保育室隅に
置いていた
椅子の背も
たれに口を
ぶつける。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体が見渡
せる位置に
いたが、本
児とは離れ
ていた為、
急に走り出
した本児を
止めることが
できなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

居残り担
当保育士
の指示のも
と、本児と
は別の場
所で他児と
関わってい
た為、対応
できなかっ
た。

室内で走っ
たら危ない
ということを
繰り返し子
どもたちにも
伝えてい
く。

不意に走り出
してしまい防
げなかったが、
椅子を置いて
いる所にクッ
ションやカバー
を置くなど改
善していく。

9908

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 13 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリハットや
事故後の検
討会は都度
行っている
が、予防に
関する研修
は園内では
行っていな
かった。

様々な要
因を想定
し、事故予
防の園内
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

点検後の
気付き等
の情報共
有に不足
がある。

職員会等
で定期的
に報告し、
気づきへの
対応を確
実に行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故が起
こった場所
は、園庭の
端にあり死
角になる場
所だったた
め、保育者
の立ち位置
に工夫が必
要だったと考
える。

園庭遊び
の時は、保
育者は死
角になる場
所がないよ
うに、園庭
全体を見
廻せる位
置に立つよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

仲の良い
友だちと数
人で、ポー
ルを軸にし
て体を廻し
て遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

事故後に泣
き出したりす
る様子がな
く、室内に戻
りいつも通り
に遊んでい
た。そのた
め、保育者
は本児が怪
我をしている
ことに気が付
くことがなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には
他のクラス
の保育者
も居たが、
本児の異
変に気が
付くまでに
は至らな
かった。

本児からの
痛みの訴え
が無かった
ため、怪我
に気が付く
のが遅れ
た。

いつもと変
わった様子
がないか、園
庭から教室
内へ移動し
た際に全園
児を観察し
て、気になる
時は声を掛
ける。

9909

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 4 1 1 14.２

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼、外
傷性歯の
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

なし

引き続き安
全点検を遂
行しながら、
園児が安全
に過ごせるよ
うに職員が
連携しなが
ら保育をして
いく。

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし

園庭の安
全確認を
改めて全
職員で行っ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鉄棒が景
色と同化し
て気づきに
くかった

鉄棒に目
印をつけて
目につきや
すくした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段の状
態と変わり
なく元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

事故発生
時、園児確
認ができる
位置にはい
たが、一瞬
の出来事
だったため防
ぐことはでき
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者以外
の職員は、ク
ラスの子ども
に気配りしな
がら全体を
把握し見守
りをしてい
た。1名は排
泄の失敗を
した子どもの
対応をして
いた。

なし

日頃から安
全面に十分
配慮し職員
間で確認し
合いながら
事故防止に
努める。

9910

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 30 4 3 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯牙脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3～5　)回
/年

2.基
準配
置

特記事項
なし なし 1.定期的

に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特記事項
なし なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

いつもは、
やっていな
い正座をし
て滑り降り
ていた。

滑り方の約
束を再度
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午睡がなくなり、午
後の時間にいつも
通り公園にて自由
に過ごし、友だちと
大型遊具のすべり
台で遊んでいた。何
回も普通に滑ってい
たのだが、その時だ
け正座をして滑って
いた為、転がり落ち
顔を地面に打ち付
けてしまった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

すぐそばで遊
んでいる子ど
もの見守りを
していたが、
災害が起き
た瞬間は、
大型遊具と
は反対の方
角で遊んで
いた子ども達
の見守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

それぞれの
場所に分
かれて、子
どもと遊ん
だり、見守
りをしてい
た。

特記事項
なし なし

9911

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 10 13 16 7 7 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２　)回
/年

2.基
準配
置

事故防止マ
ニュアルはあ
るが、固定
遊具の遊び
方について
は職員が共
通認識し年
度初めに子
どもたちにク
ラスごとに指
導するだけに
なっており、
文章化した
ものはない。

固定遊具の
遊び方につ
いて文章化
し、各ミー
ティングで職
員が周知徹
底し子どもた
ちに危険な
遊び方を含
めた安全指
導を定期的
に行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

片付けの
時間も鉄
棒で遊べる
状況になっ
ていた。

お休みカー
ドをぶら下
げ、視覚的
に使用して
はいけない
ことを伝え
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年中組、年
長組が一緒
に片付けの
時間になり、
保育士も子
どもたちと一
緒に片付け
始めたので
鉄棒で遊ん
でいる対象
児への見守
りができな
かった。

片付けの時
間も保育士
が園庭全体
を把握し、
子どもたちが
片付け始め
るまで保育
士も遊んで
いる子への
見守りは止
めないように
し、声をかけ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は
いつも通り
の様子で
鉄棒で数
人の友だち
と一緒に遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育士は
ブランコを
片付けた
後、他の子
どもたちと
砂場あたり
で一緒に
片付けをし
ていたの
で、鉄棒に
いる対象
児に声をか
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

片付けに
集中し他
の保育士
や対象児
を把握して
いなかっ
た。

保育士が
自分の周
辺の片付
けに集中し
把握できて
いない場所
や子どもが
いた。

時間差で年少組が
早めに片付け、入室
する際固定遊具全て
にお休みカードをぶら
下げ、使用できないこ
とを視覚支援する。
子どもと一緒に片付
けをせず、園庭全体
を把握し子どもを見
守る職員を配置す
る。この保育士は園
庭全体が視野に入る
場所に立ち、ベストを
着用し他の職員から
も役割が分かるように
する。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9912

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 24 7 7 10 4 4 17.５

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

積み木の
置き方の
再確認

子どもにも
不安定に
なって転ぶ
場合がある
ことを伝え
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雨が降って
いたため、ゆ
うぎしつで体
を動かして
遊ぶ。特に
普段と変
わった様子
はない。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

迎えに来た
保護者に
子どもの受
け渡しをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他にも子ど
もがいたの
で、ゆうぎし
つを全体に
見てたが、
転ぶ瞬間
は見てい
た。

普段からポ
ケットに手
を入れて遊
びよく注意
されてい
た。

普段から手
を出して遊
ぶように徹
底する。

9913

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 2 2 2 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員全員が
マニュアルを
再確認す
る。事前に、
活動内容と
現場での職
員数や、見
守り方法な
どについて確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

活動前に、
活動内容に
あった場所
の設定がで
きているかど
うか（不要
なものはおい
てないかな
ど）を確認
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びを行う
範囲の遊
具等の設
定方法。

事故現場
の環境の
見直しを
し、遊具や
運動用具
の設置の
確認し直
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこを
していて、
追いかけて
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

別の場所
で鬼ごっこ
全体の見
守りをして
いたが、災
害場所は
死角だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の場所
でボール遊
びの園児の
見守りをし
ていた。

職員の活
動への参
加方法
（見守り
方法、立ち
位置等）
死角がある
立ち位置。

事故の内容
を職員間で
共有し活動
への参加方
法（見守り
方法、立ち
位置等）を
確認し直
す。

9914

令和
6年
3月
21
日

1.認可 7.小規模
保育事業 2 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 2 1 1 2 2 14.２

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

右足骨折
（脛）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

定期的に
事故防止
等の職員
会を実施し
ているた
め。

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

転んだ際に
けがをしな
いように柔
らかい物を
設置する
必要があっ
た。

ゲートにクッ
ション性を
もたせた。

7.その他

お迎えがきて
興奮状態
だったため気
持ちと行動
が一致せず
ころんだ。興
奮しているの
を知っていた
が、ゆっくり
行こうねや
手をつなぐな
どの対応が
なかった。

ゲートを渡
る際は手を
つないで渡
る。落ち着
いて通過で
きるような
声かけを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

お迎えが嬉
しくて、興
奮してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児よりも
先に通過
し、ゲート
裏で見守っ
ていた。手
の届く範囲
で見守って
いたが間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の園児
の送りだし
の為玄関
でいた。

本児が転ぶことを予
測せず、職員が先
にゲートを通過し
た。本児が興奮して
いたので、歩いていく
際、手をつないでお
く必要があった。
ゲート付近で転んで
も怪我をしないよう
に柔らかい、物を貼
りつけておく必要が
あった。

歩行が不安定
な年齢児が通
過する際は手を
つなぐ。子どもが
ぶつけそうなとこ
ろには、柔らかい
物を貼りつけ
た。ゆっくり行こう
ねなど落ち着か
せる声かけを行
う。

9915

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 26 23 28 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手中指
薬指剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

一人机で安定
はしているが事
故が起きた時
には立って活
動していた。絵
画活動だった
ので持ちあげた
り、斜めにしな
い限り倒れな
いと思っていい
たが、予想外
の行動に対応
できなかった。

子どもの集
中力や、
同じ活動を
長時間継
続しないな
どの時間的
配慮を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回以
上/週

机を使って
の指導が
必要であっ
たか

絵画活動
は床に座っ
たり、椅子
に座って行
うことができ
るので、基
本的には
床で行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児は机
に向かい、
活動に参
加していた
が集中が
切れていた
可能性も
ある

子どもの集
中力や全
体の活動
参加の状
況を踏ま
え、同じ活
動を長時
間継続し
ないように
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と同じ
ように活動
に参加して
いた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

絵画活動中
であったの
で、子どもた
ちへ絵の指
導をしながら
室内を巡回
していたが、
机が転倒し
た際は本児
の近くにはい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１名で保
育対応

保育士がフ
ルで出勤し
ている際は
人的にも余
裕があるの
で、４歳児
に２名職員
を配置する
が、事故当
日は職員の
勤務上４歳
児は１名で
対応してい
た

基本的に１
名で対応す
るクラス人数
ではあるが、
保育士数に
余裕を持
ち、保育に
あたる人員
を増やす

9916

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 15 5 10 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足関節
外骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
５　)回/年

1.基
準以
上配
置

身体が未発
達の園児が
ドッジボール
で興奮し、
前後左右等
予測不可能
な動きかつ
激しく体を動
かしていたた
め、起こって
しまったと考
えられる。

園児の予測
不可能な動
きになる遊び
に対し、ヒヤ
リハット事案
でなくとも、
職員一人一
人が事故の
起こりうる可
能性がある
ことを念頭に
保育するよう
周知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
295　)回/
年

特記事項
なし。

その他に対
する改善
策なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事前のルー
ルは話してい
たが4歳児も
加わっていた
ことから少し
興奮してい
た可能性が
あった。

落ち着いて
遊ぶことを
何度も声
かけするべ
きである。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボールが転
がってきたと
き、拾いに
行ったり投
げたりして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ボールの動き
を見ながら
園児の動き
を見て、主に
審判を行い
笛でアウトを
知らせたり、
声をかけたり
していた。そ
の都度ルー
ルについては
声をかけてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ボールの動
きを見なが
ら園児の動
きを見て、
危険がない
か見守った
り、声をか
けたりして
いた。

動きがある
遊びであっ
たが、遊び
の途中で
痛い所は
ないか全体
で確認する
場面がな
かった。

遊びの途中
で園児たち
に声をかけ、
ケガや異変
の確認をし、
園児たちの
動きに細心
の注意を払
う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9917

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 18 0 0 0 0 0 0 0 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
左足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

見守り徹
底とマニュ
アルを再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

安全点検
を引き続き
行っていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

配置等の
安全確認
を実施前
に行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

複数の児
童が縄跳
びをしてい
るのを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当者の
職員と対
象児、縄
跳びをして
いない児童
等全体を
見守ってい
た。

引き続き、
職員の位置
にも気を付
けながら見
守りをしてい
く。

9918

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 26 3 1 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首はく
り骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもに、足
をぐねったり、
転んだりした
ときには骨
折の可能性
もあるので必
ず保育者に
伝えるように
教えていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園庭の安
全点検を
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

行動の予
測をし、危
険箇所に
は側にいる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通りに
過ごしてお
り、特に変
わったことは
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭で遊
んでいる子
どもたちを
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
の遊んでい
る子どもた
ちを見守っ
ていた。

場面の切り
替え時など
に怪我がな
いか確認し
ていく。

9919

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 12 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年
常時

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(１４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

園庭の芝
生の状態
（凹みや
躓きの原
因となりそう
な箇所）
もくまなく点
検していく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

今後も引き続
き、運動あそび
を積極的に取
り入れ、転倒
時に瞬時に手
をつくことや、
障害物を避け
ることができる
瞬発力が身に
付くようにして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

機嫌良く登
園し、保育
士や友達と
引っ越し鬼
をしたいと
意欲的に
参加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任保育士
は「鬼」役と
して本児が
視界に入る
3ｍ程離れ
た場所で、
鬼ごっこ
（引っ越し
鬼）を一緒
にしていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には4
歳児のクラ
スしか出て
おらず、他
の職員は
保育室で
保育をして
いた。

特になし

適度な距離
が保てている
か、一人一
人の動きを
しっかりと見
守るようにす
る。

9920

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 55 24 15 16 10 10 18.６

歳
1.男
児

骨形成不全症
のため、極端に
力がかかりすぎ
ると骨折しやす
い。常時保育
士がそばにつき
必要。時は手
助けしたり、戸
外遊び時は歩
行器や散歩時
はバギーを使用
している。

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

打撲　骨
折の可能
性あり

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

予想が不
足だった

職員の立
ち位置の
改善

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

スロープの
ある歩行
器が片づけ
られる場所
と靴箱の場
所が離れて
いる。

歩行器を
降りるタイミ
ングを担任
間で連携
をとる

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつもは列に
並んでいる子
達なのだが、
遊びに夢中に
なったのか整
列することが遅
れ、早く戻らな
ければと焦った
ためか走って
（二人で競争
しながら）戻っ
てきて最後尾
に並ぼうとした
が勢いが止め
られなかった。

担任間で
活動の予
定を確認し
合い、本児
が列に並ぶ
必要がなけ
れば、先に
保育室へ
戻るように
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラスの子
達と一緒に
列に並び、
次の活動
への待機を
していた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

この日は集団
遊びをせずにク
ラスへ戻る予
定であったた
め、いつものよ
うに本児の横
に付き囲うよう
に支えていた
が、後ろから
走ってきた子が
勢いを止めら
れないとは予
想ができず、
本児をかばうこ
とができなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

クラスの子
ども達を整
列させてい
る最中で、
もう一人の
職員は走っ
てくる子達
の様子を
把握できて
いなかっ
た。

年度末近く
で、子ども
達の体格
も大きくな
り、走る勢
いもよくなっ
ている。

歩行器から
降りるタイミ
ングはしっか
り図り、周り
からの危険
を回避でき
るように考え
る。

9921

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 10 2 2 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

補助をした
後、目を離
すのが早
かった。

安全対策
の充実と保
育士間の
確認を毎
回行う。
個々の子ど
もの事をよ
く把握して
おく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(月4)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

跳び箱を
飛び終えた
後の着地
までの見守
りが出来て
いなかっ
た。

再発防止に
ついて園内
で検討を充
実させ、定
期的に検討
する。跳び
箱マット運
動の補助に
ついて子供
の状態をよく
知り、保育
士が補助の
仕方等共通
理解する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

本児は、もう
少しで跳び
箱を飛べそう
になり、積極
的に跳び箱
を越えようと
していたなか
で、補助をし
たが少し余
裕がなかっ
た。

こどもの能力
を十分理解
し、安全第
一の補助を
する。段階を
踏んでいく等
して、補助の
仕方につい
ても、保育
士間で共
有、理解し
ておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

補助を行
わない跳び
箱から着地
した後、目
を離した間
に転倒して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

そばで見
守っていた
が、瞬間に
転倒し、手
助けも間に
合わなかっ
た。

補助を行っ
ていた際、
本児の着
地を最後
まで見届け
なかった。

もう一度、保
育士間で補
助の仕方を
ロールプレイす
る等、安全な
方法を再確
認する。保育
士間で連携
を密に取る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9922

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足首
（踝）
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年
常時実施

2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題はな
く、マニュア
ルに沿って
対応してい
るため、改
善策はな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園庭が砂
地であり、
乾燥すると
滑りやす
い。

特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

朝、子ども
が外に出て
きたタイミン
グで一度
水はまいた
が、本児が
転倒した際
には園庭は
少し乾いて
いた。

地面が乾
いていると
きはこまめ
に水を撒
く。園庭の
砂地を定
期的に平ら
にならすよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外で好きな
遊びを選び遊
んでいた。本
児は日頃あま
りサッカーボー
ルでは遊んで
いなかったが、
この日は他児
がボールを蹴っ
て遊んでいる
姿を見て興味
を持ったよう
で、サッカー
ボールを左右
の足の間で囲
うような形で交
互に蹴って遊
ぶ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ゴールに向かって
シュートをしている
他児5名の様子を
見守りながら対象
児の姿も、時々視
野に入れて保育し
ていた。シュートをし
ている子の様子を
見ていたため、対象
児が転倒した瞬間
は見ていなかった。
本児が痛みを訴え
保育者が対応をす
る時には、他の職
員にその場を離れる
ことを伝え移動し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1歳児担任1
人は砂場で遊
んでいる1歳児
4人の子の保
育をしていた。
隣のクラスの5
歳児担当及び
支援児担当
保育士は、長
縄とびや砂場
など他の子の
様子を見なが
ら全体の様子
にも目を配って
いたが、対象
児が転倒した
瞬間は見てい
なかった。

サッカー、長縄
跳び等、少し
ずつ離れた場
所でそれぞれ
の遊びをしてス
ペースの確保
はしていたが、
他児の動きが
目に入る場所
であり、本児
自身他の遊び
をしている子の
動きに意識が
向き、足元の
ボールに対する
注意が薄れた
ようにも考えら
れる。

それぞれの遊び
のスペースの確
保はしていたも
のの、園庭がそ
れほど広くはない
ため、一度に外
に出て遊ぶ人数
や遊びの種類な
ど、安全に遊べ
る状況か職員
間で常に気を配
り、保育を進め
ていく。

9923

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 49 15 13 21 5 2 18.６

歳
1.男
児

●月●日の
受診では骨
折と判別でき
ず、●日に再
度レントゲンを
とり、剥離骨
折であろうとの
診断であっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(7)回/年

2.基
準配
置

特になし

職免で休
んでいる保
育士の代
わりに
8:30～
12:30の
時間補助
員が出勤

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭の状況
（砂が溜
まって転びや
すくなってい
ないか、滑り
やすい箇所
の確認等）
を十分確認
できていた
か。

月に1度園
庭を整地
する、遊具
の安全点
検の項目
に園庭の
状況も加
える

1.集団
活動中・
見守りあ
り

5歳児が入
るために、
十分なス
ペースが確
保できたい
なかった。

園庭を使
用する時
間をクラス
毎に調整
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこや
サッカーな
ど、全身を
動かすこと
が好きであ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭全体を
見渡し、子ど
も達がどのよ
うに過ごして
いるか把握
する必要が
あるため。ま
た、登園の
時間で、保
護者の対応
も必要なた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

役割分担
をし、他児
の安全も
守る必要
があるた
め。

担任が遅
番勤務の
為、普段の
様子を十
分に把握
できていな
かった。

事前に代わ
りに入る保
育士に、クラ
スの子どもの
様子や現在
の状況を詳
しく伝える。

9924

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 9 2 4 3 2 2 17.５

歳
2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右遠位橈
骨尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

特になし

今後も研
修等を継
続して行
い、事故予
防に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし

今後も、定
期的な点
検を継続し
て行い、事
故予防に
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし
子どもの座
る場所を
考える。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

読み聞かせ
の絵本を見
ていたが好き
なものに目
がいってしま
い突然立ち
上がり走り
出してしまっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

とっさの動き
に対し、止
めようとした
が間に合わ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

居残り保育
の為に職員
の入れ替わ
りをしていた
り、お迎えに
きた保護者
の対応をし
ていた。

特になし
交代の際に
も子どもに目
を向ける。

9925

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 19 3 3 17.５

歳
1.男
児

サポート保育
を申請し配慮
を必要とする
園児である。
突発的な行
動もあり、切り
替えが難しい
ところがある。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯根破折・
骨折（上
顎前）の
疑い

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

運動会の練
習でいつもと
違う環境と
いう事で、事
前に約束事
を話してから
小学校の体
育館に行っ
たが、直ぐに
興奮してしま
い静止（話
を聞けな
い）が聞け
ない状況と
なってしまっ
た。配慮が
必要な園児
で、一度興
奮状態にな
ると落ち着く
までに時間
を要する。

職員間での
連携や声掛
け合い、子ど
もたちの興
奮状態を
クールダウン
させてから、
次の行動を
する。子供
達にも、繰り
返し園外で
のお約束を
しっかりと伝
えていく。特
に、あまり行
くことのない
場所に関し
てはより、緊
張感をもち
対応する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園外活動
での使用の
仕方の確
認（頻繁
に行く場所
でない時
は、より綿
密な確認
をする）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日頃使用
しない場所
を借りての
練習だった
為、本児
はもちろん
のこと、他
児も興奮し
てしまった。
練習の環
境作りに気
がいってしま
い、園児へ
の配慮が
出来ていな
かった

日頃使用
しない場所
を借りる場
合のルール
を見直し、
職員間で
の理解、連
携がしっか
りと取れる
ように声掛
けをその都
度行ってい
く。その上
で、子ども
達にも話を
していく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

他児は、
運動会の
練習をして
いたが、本
児は、体
育館中を
走り回った
り、周りにあ
る体育用
具に登った
りしていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

練習後、
本児にお
茶を飲むよ
うに促し、
保育士と
一緒に水
分補給を
しょうとして
いたが、急
に立ち上が
り走りまわり
始めてしま
い、他児と
の衝突を
止められな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児の動き
は、気を付
けて見ていた
が、声掛け
をしても静止
が難しく、危
ないと止めに
入ろうとした
が間に合わ
なかった。他
児にも危な
いから、走ら
ない様に声
を掛けていた
時だった。

事前に話
をしていた
が、日頃使
用しない場
所で本児
以外の子ど
も達も興
奮して落ち
着きがな
かった。

繰り返し子ども
達には、園外で
のお約束を伝え
てはいるが、日
頃使用しない場
所に関しては、
いつも以上に子
ども達にいつもと
違う場所である
事や約束事も
しっかりと伝えて
いく。また、想定
外の行動がある
ことを職員間で
意識しながら、
立ち位置や声
掛けをしっかりと
行っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9926

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 4 1 2 1 1 1 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの発
達、運動能
力と運動器
具の使用の
させ方のず
れ、トランポ
リンの危険
性の認識の
甘さがあった
のではない
か。

今回の事故を
受けて　話し
合いをした。ト
ランポリンに限
らず、運動器
具全般の危険
性、使い方、
決まり事も見
直し共有し
た。園児管理
システム再発
防止策、事故
防止・安全対
策班のファイル
に記入。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

安全点検
も定期的
におこなっ
ており、トラ
ンポリンの
裏のゴムも
定期的に
交換してい
る。今後も
継続してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の配置
が足りないこ
ともなく、園
児の人数も
少ない。職
員が見守れ
る人数しか
園児をホー
ルには入れ
ておらず、特
に改善策は
ない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活発である
が、動きが
激しい訳で
はない。い
つも通りに
遊戯室に
入室しトラ
ンポリンをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室には
4名しか子ど
もがおらず、
目は届いて
いたが本児
が年長児で
あることもあ
りトランポリン
を跳んでいる
様子を安心
して見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員は
いなかった

側にいた職員
は、担任では
なく、年長児で
途中入園で経
験が少なったこ
とを含め、本
児と職員の想
定する運動発
達のずれが
あっったのでは
ないか。座って
立つを繰り返
す跳び方の危
険性の認識が
甘かった。

運動器具使
用方法を見
直し、トランポ
リンは、立って
跳ぶことのみ
にすると事を
共有。担任で
ない職員が見
るときもあるの
で普段から園
児の情報の
共有を意識し
て行う。

9927

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 19 2 2 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

児童数・職
員数を考慮
して、活動
場所や内容
を決めたり、
子どもの状
況を見て保
育内容や声
掛けを配慮
したりするな
どして危機
管理への意
識を強く持
つ。

環境設定
の見直し、
子どもの見
守りの仕方
の見直し、
共通理解
の確認。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

今後も現
在行ってい
る点検を
継続して行
い、事故防
止に努め
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

転倒した園
児につい
て、転倒後
の身体の
状態をしっ
かりと確認
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

かけっこで
ゴール地点
まで走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

スタートの
合図を出
し、走る姿
を見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ゴール地点
で待機し、
転倒した子
どもの所へ
駆け付け
た。

園児の靴
がしっかり
履けている
か、マジック
テープが止
まっている
かなどの確
認を丁寧
に行う

子どもの身
体の痛みに
速やかに目
を向け、素
早く保護者
へ連絡し、
病院受診を
勧める。

9928

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 38 3 3 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

今後も研修
等で保育士
が実践的に
事故予防や
事故発生時
の対応を身
につけてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

今後も安全
点検チェック
リストを用
い、定期的
に点検して
施設・遊具
等の管理を
行っていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故防止
の為の園
児に対する
言葉かけ
等保育士
が工夫して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自分の場所
に移動する
際、友達の
足に気づか
なかった。走
ることもなく
普通に歩い
て移動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の近く
にいたが、
他児の足
につまずき
転倒すると
予測ができ
ず、防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援が必
要な他の
園児につい
ていた

他児が足
をのばして
座っていた
ため

園児に座る
時は足はま
げて体操座
りをするよう
その都度声
をかけ、事
故を防止し
ていく。

9929

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 18 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右下腿骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４　)回/年

2.基
準配
置

安全と思い
込んでいて
危険と隣り
合わせであ
るという思
いが軽く
なっていた

事故防止
の対応につ
いて、職員
全員で確
認し、共有
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

シートの点
検を行えて
いなかった

今後はシー
トを使用せ
ず保育を
行っていく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

食堂に敷い
ているシート
の端（週末
は棒に巻い
て保管して
いる）が、
反っており、
転倒の要因
と考えられる

再発防止
の為、シー
トの使用を
中止した

1.いつも
どおりの
様子で
あった

次に行う排
泄や手洗
いを行おう
とする事に
意欲的だっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒した際
も見守りは
行っていた
が、手が届
く範囲では
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
の対応で、
見ていな
かった

保育者が危
険個所を保
護するように
立つことがで
きておらず、
子どもの導
線を工夫で
きていなかっ
た

子どもの目
線に立ち、
常に安全な
状態を保て
るよう導線
や配置を考
えていく

9930

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 17 20 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕前骨
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもたち
の遊び方が
危険になっ
ていないか
の確認を
行う

職員間で
気付いたこ
とがあれば
その都度
話し合い
情報を共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

安全が確
認できない
ことがあれ
ば使用禁
止の措置
を行う。

常に職員
間での情
報の共有

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の整
備を行い、
危険個所
の再点検
を行う

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午前中に
節分の行
事があり、
気分がいつ
もより上昇
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ケガをする前に
砂場で山を
作って遊んで
いるのは確認
していたが、片
付ける時間に
なったため、そ
の場より移動
し他の園児に
呼び掛けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

片付けるため
に砂場にワゴン
をもっていった。
その際に本児
が転倒した。
手をついた様
子は確認でき
ていないが、す
ぐに腕が痛いこ
とを本児が伝
えに来た。

砂場の中
に危険な
要素がない
と確認して
いたためそ
の場より離
れた際に起
きてしまっ
た。

砂場は足元
が不安定で
あることを子
どもたちに伝
えておく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9931

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 35 10 11 14 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

傍にいたが
着地後バ
ランスを崩
すと予測し
ていなかっ
たため、
立って見
守ってい
た。

いろいろな動
きを予測し、
とっさの時で
も子どもの援
助ができるよ
う、動ける態
勢でかかわ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

夕方、体が
疲れている
状態で、大
型の遊具の
高さのあるあ
そびを設定
してしまっ
た。

日中とは違
う体の状態
を想定し
て、あそび
の環境をつ
くる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友だちとあ
そぶ中で楽
しくなり,ふ
ざけてしまう
と怪我をす
る危険があ
る。

あそび方を
伝えたり、
危険が伴う
ことを丁寧
に伝えてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

広場で鉄
棒に平均
台を掛け
て、登って
ジャンプして
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

広場で、鉄
棒のあそび
についてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

広場にはい
たが、別の
あそびをし
ている子ど
もについて
いた。

怪我をした
ことを保育
室にいる職
員に伝えず
にいた。怪
我を知らな
い職員がい
た。

どのような怪
我でも居残り
に入る全職
員に伝え、複
数の目で怪
我を見て早
期発見・早期
対応ができる
ようにする。

9932

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 13 1 1 16.４

歳
1.男
児 なし

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし。 1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３)回
/年

特になし 特になし。
6.食事
(おやつ)
中

本児の座る
場所を保育
士の見やす
い場所にす
るかトラブル
を起こした園
児を本児の
近くに連れて
いき、本児
が見える場
所で対応す
るべきであっ
た。

トラブル対応
をする場合
も対応をす
る保育士の
位置を常に
他の園児も
見ることがで
きる位置で
対応すること
を職員間で
話し合い共
通理解をし
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

２週間ほど
欠席をし、
その後落ち
着きがない
姿が普段
から見られ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園児間でト
ラブルが起き
たため、休
憩対応の保
育士はトラブ
ルの対応を
していて、対
象児を見る
ことが出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
はいなかっ
た。

他児に対
応していて
全体の園
児の動きを
把握するこ
とができて
いなかっ
た。

視野を広
げ、常に全
体の園児の
動きが把握
できるように
職員間で話
し合った。

9933

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 0 2 2 16.４

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

階段を降り
るときは、
慌てず落ち
着いて降り
るように全
員に声を
掛ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

怪我が発
生した手す
りは、壁と
てすりとの
間の幅が
狭くなるよ
う工事を
行った。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

階段を降り
るときは、
慌てず落ち
着いて降り
るように全
員に声を
掛ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わらず階段
を降りてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

先頭保育士
は、下駄箱
付近にいた
為見ていな
かった。もう
一人の職員
は最後の子
と一緒に部
屋をでてお
り、階段付
近は見えな
い場所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

階段付近
に職員は、
いなかっ
た。

部屋から出る
時、双方の保
育士は必ず
園児が階段
を降りている
様子が見れる
ような位置に
立つようにす
る。

9934

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 16 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(5～6　)回
/年

2.基
準配
置

事故発生
後、骨折が
判明するま
で日にちがか
かってしまっ
た。初めに
受診、医師
の診断を受
けたという事
実で大丈夫
だと思い込
んでいた。

平常の様
子と異なる
姿があった
とき、保護
者と情報を
共有してよ
くすり合わ
せていく必
要があっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(24)回/年

園庭の凸
凹や小石
など。園児
数に対して
十分な広
さがない。

園庭整備
を月に1回
は行う。乳
幼児など活
動によって
園庭を使
用する時
間を分け
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

追いかけあ
そびをして
いた。楽し
い気持ちが
先立ち勢
いがつきす
ぎていな
かったか。

一人一人
の子どもの
発達や力
を把握して
遊びを展
開する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に疲れが
あるなどの
変化は見
られなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

集団遊び
に子ども達
を誘いなが
ら、一緒に
追いかけ遊
びを楽しん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

集団あそび
に参加しな
い子どももい
たため、それ
ぞれの場所
で保育をし
ていた。該
当児が転倒
した場面は
見ていなかっ
た。

転倒した児
童が泣くこと
もなく、自分
で立ち上がっ
て遊び始め
たため、けが
がないかの
確認はした
が大丈夫だ
と思ってし
まった。

園児の転倒
があった際、
他職員にも
声をかけ児
の様子を一
緒に確認す
る。

9935

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 5 1 1 15.３

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 前歯打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

環境の見
直し、時間
のゆとり、
空間のゆと
りを考え予
測できる行
動について
シミュレー
ションしてお
く

1.いつも
どおりの
様子で
あった

環境整備さ
れた保育室
の中で対象
児は安心し
て過ごしてい
た。食事前
の準備で座
る場所につ
いて他児と
思いが行き
違いトラブル
となる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

２歳児クラ
ス５名を見
ながら給食
準備を進め
ていた。子ど
もたちのトラ
ブルにも気づ
き側で声を
かけながら解
決を促して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員の
給食準備の
手伝いをす
る職員はい
たが他の保
育室にも準
備に回ったり
するためトラ
ブルの内容
などの把握
はしていな
かった。

担任一人で
対応すること
が多いため
何かあるとき
には応援体
制が取れる
ようにしてお
く
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9936

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 29 7 3 5 10 4 5 5 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左環指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の環
境がその都
度変化す
ることもある
ので遊ぶ前
には安全
確認をする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で対
象児は探
索行動をし
ていた。立
てかけてい
る竹に興
味をもち、
触ってみ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当職員
は園庭全
体を見てい
て対象児
の異変には
すぐに気づ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年少組担当
職員が対象
児が手を押
さえているの
を見て声を
かけた後、
手の状況を
見るが特に
異変は見ら
れなかった。

園庭では広い
範囲を見守る
ため職員の立
ち位置などの
確認やその場
を離れる時な
どの声の掛け
合いや応援
体制を徹底
する

9937

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 12 1 1 16.４

歳
2.女
児

当日の天気
は晴時々曇
前日は雨で
園庭は少し柔
らかかった。
（ぬかるみ等
はなし）

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右足関節
軟骨損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭に出
ていた職員
が一人だっ
た。

園庭で遊
ぶ時には、
保育士は
二人以上
配置し、十
分な見守り
ができるよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/年

雨上がり
だったが、
ぬかるんで
はいなかっ
た。いつも
より柔らか
かったので、
つまずいた
のかもしれ
ない。

雨上がりは
いつも以上
に気をつけ
ておく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

１２人中９
人が鬼ごっこを
していた。本児
以外の２人は
木製のベンチ
に座っており、
本児は固定遊
具付近を走っ
ていた。本児
は鬼ごっこには
参加していな
かったが、みん
なが走っている
のを見て一緒
に走ったことが
予想される。

今後の保
育で、体幹
づくり、体の
コントロール
などの力を
培っていき
たい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で砂
場で遊んだ
り、固定遊
具で遊んだ
りした。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
していない
別の子ども
と話をしな
がら、全体
の様子を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

卒園記念
撮影準備
のため、園
庭には保
育士１名
だった。

他に園庭
に出ていた
クラスはな
く、見守り
が不十分
だった。

園庭に保育
士一人にな
ることのない
よう、フリー
保育士等に
声掛けをし、
フォローに
入ってもら
う。

9938

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 14 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

本児と友だ
ちどちらも
今の遊びに
飽きていて
いたため、
部屋から出
たい気持ち
にもなって
いた。

トラブルに
なりそうな
時は子ども
を扉から離
すこと。友
だちに対し
ても遊びの
提供ができ
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

日常の中
でも扉の開
け閉めを子
どもがする
場面があ
る。

扉の開け
閉めは保
育者が管
理するこ
と。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が友
だちに対し
て拒否した
態度をとっ
たことで、
友だちも悲
しい気持ち
から扉を閉
めた。

扉の開け
閉めは保
育者が管
理するこ
と。開け閉
めの際に
は、周囲の
状況をよく
把握するこ
と。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児は、
朝の集まり
をしていた
が本児は
集まりに参
加せずにブ
ロック遊び
を継続して
いた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

本児と一緒
について遊ん
でいたため、
本児の要求
にはすぐに答
えることが出
来たが、扉
に手を添え
てしまってい
たことを見逃
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

朝の集まり
をしていた
ため、本児
については
担当保育
者に任せて
いた。

本児と一
緒に遊びた
かった友だ
ちへの配慮
が足りな
かった。

友だちの気
持ちも予測
しながら、本
児と気持ち
よく関われる
ような働きか
けをしていく
こと。

9939

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 38 8 9 10 11 4 3 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
随時　)回/
年

2.基
準配
置

危険の要
素がある時
は速やかに
状況を見
守れる位
置に移動し
て配慮する
必要がある
と思われ
る。

発生した事
故についての
再発防止策
として、危険
と思われる
遊びをしてい
る場所に保
育者が速や
かに移動し、
見守ることを
職員間で話
し合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

危険な要
素がある時
は速やかに
状況が見
守れる位
置に移動し
配慮する。

特に危険
な状況で
はなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児は日頃
より危険を
伴うような遊
びをする子で
はなく、他に
注視しなけ
ればならない
子への見守
りを行ってい
た。

特に危険
な状況で
はなかっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊戯室の
ステージ付
近で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の園児
の遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の遊びを見
守ってい
た。

日頃から危
険を伴うよ
うな遊びを
する子では
なく、注視
して見守る
ような状況
ではなかっ
た。

状況に合わ
せて職員間
で連携を取
りながら、子
どもたちの様
子を把握で
きるようにす
る。

9940

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

2.1歳児ク
ラス 9 3 3 14.２

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 後頭部裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

園内外問わ
ず、子どもの
動きと危険
についての予
測をより注
意して行い、
子どもの動き
を見守りな
がら、必要な
声掛けや誘
い掛けをして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし

特になし
（トイレの
構造等に
特段の問
題はな
い）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

園児の動
きを見なが
ら危険を予
測して危険
回避に応じ
た声かけを
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

機嫌よく散
歩を楽しん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもが公
衆トイレの通
路に入り走
り始めたた
め、場所を
移動しようと
声をかけたが
タイミングが
遅かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもを取
り囲むよう
に配置し、
至近距離
にいた。

特になし

子どもの動き
と周りの環
境から考え
られる危険
についてより
注意してい
く。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9941

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 33 4 29 4 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左目近くの
顔面創傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

安全にか
けっこできる
場所を教
師が生徒
に指導、遊
具の周辺
で走らない

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

地面にくぼ
みやぬかる
みはなく問
題なかっ
た。

危険と思わ
れる遊具の
突起部分
を覆うか撤
去するな
ど、安全を
再確認す
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

すべての生
徒の動きを
できる限り
把握するよ
う努める

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気な様
子だった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

同じ場所に
いたが、該
当の生徒
を見ていな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

生徒の転
倒を目撃
し、転倒を
止めようと
したが間に
合わなかっ
た。

特になし

全生徒の安
全と生徒の
動きに常に
目を配るよう
努める

9942

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 60 0 0 0 16 25 19 0 6 6 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右母指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育士の
立ち位置
が近く、園
庭全体を
分担して見
れていな
かった。

戸外遊び
時の保育
士の配置
を再度確
認し、役割
分担を行
い安全に
留意して子
どもの遊び
を見守る

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

ブランコの
周りに設置
してあるの
で、使用が
自由では
なく制限さ
れる

発達にあっ
た遊び方を
しているか
検証し、年
齢に応じた
遊び方がで
きるように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

タイヤの跳
び方を再
度、知らせ
落ち着いて
遊ぶように
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

特になし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応や他を
見守ってい
たため、事
故瞬間の
対象児の
動きは把
握できてい
ない

保育士の
立ち位置
が固まって
いたため、
事故の瞬
間を把握
することが
できていな
かった。

保育士の立
ち位置につい
て再度確認
し、全体を見
る保育士を立
てる。ケガの
経過をこまめ
に確認し、早
期受診ができ
るようにする。

9943

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 2 8 7 12 8 8 7 7 18.６

歳
1.男
児 特になし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指爪
剥離、裂
傷、神経
損傷

8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

貼り紙や手
紙などで保
護者へ啓
蒙をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

門柱と壁に
子どもが通
り抜けること
ができるだ
けの隙間が
あった

門柱と壁の間
にフェンスを取
り付け、通り抜
けできないよう
にした。門を間
違えて押しても
開かないように
ストッパーを設
置し、門の押
引の表示を大
きくした。

4.個人
活動中・
子どもの
み

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

降園後な
ので気持ち
が高揚して
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

降園後の
ため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降園後の
ため

保護者が
本児の行
動を把握
できていな
かった。

保護者に降
園時の注意
事項を掲示
し、再発防
止に努め
た。

9944

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 50 17 16 17 4 3 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

本児が友だ
ちの鉄棒で
の遊び方に
あこがれ、模
倣しようとし
ていたが、危
険な遊び方
をしようとして
いることに十
分配慮をし
ていなかっ
た。

これまでの
子ども達の
遊び方の
共通認識
をしておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　　)回/
年

鉄棒をして
いる3歳児
の状況を
見守る職
員の配置
がきちんと
できていな
かったことが
考えられ
る。

異年齢混合
で遊んでいる
時の職員の
配置を確認
する。全体を
見る職員の
配置。ケガ
があることも
想定し、鉄
棒の下の土
を柔らかくし
ておく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が友だ
ちの鉄棒で
の遊び方に
あこがれ、模
倣しようとし
ていたが、危
険な遊び方
をしようとして
いることに十
分配慮をし
ていなかっ
た。

3才児であ
り、まだ十分
な体の発達
状況でない
場合は、鉄
棒での遊び
方について、
やり方を変え
るなどの対
応をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りに
登園し、い
つもと変わ
らない様子
で友達と元
気に過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

3～5才児
混合で自
由遊びをし
ており。全
体を見なが
ら、それぞ
れの遊びを
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

3～5才児
混合で自由
遊びをしてお
り、園庭に
出ていた4人
の保育士が
全体を見な
がら、それぞ
れの遊びを
見守ってい
た。

異年齢混
合で過ごし
ている時の
職員の配
置と連携が
十分であっ
たかが考え
られる。

混合保育の
場合の職員
配置につい
て、職員間
の連携、配
置の確認を
事前にとって
おく。

9945

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 34 3 3 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
３)回程度
/年

2.基
準配
置

特になし

安全保育に
ついてのマ
ニュアルの読
み合わせを
することで再
確認をした
り、引き続
き、事故予
防について
話し合いの
機会を持つ
ようにしたり
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２００　)
回/年

特になし

手洗い場前は
コンクリートに
なっており、転
倒すると怪我
をしやすいが、
人工芝を敷く
などするとか
えってつまずき
やすくなり危険
なので、特に
改善策はな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

年中児２
クラスで戸
外に出てお
り、園庭で
遊ぶ人数
や保育士
の配置状
況も適切
だったので、
特に改善
する点はな
いと思う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

毎朝登園が
遅く、この日
も９時３０
分過ぎの登
園だった。日
頃から動き
が大きく、落
ち着きがな
い。注意力
もあまりない
ため、けがを
することが多
い。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭でクラス
全体の子ども
の遊ぶ様子を
見ており、部
屋に入るよう
声をかけた後
に本児が走り
出す姿を離れ
たところから見
ていた。友達と
ぶつかって転ん
だため、すぐに
本児のそばに
来て状況を確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

砂場付近
にいる子ど
もたちを見
ていたり、
加配担当
児についた
りしていた。

年度末の雰
囲気や慌た
だしさに職員
にも気持ち
の余裕がなく
なっていた。
園児も何と
なくふわふわ
した気持ち
になっている
子もいる。

慌てずに取り組
めるように、また
時期的にもけが
が多い時期であ
ることを意識し、
保育にあたる。
子どもたちも安
定した気持ちで
過ごせるように
関わる。
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死亡
0
歳

1
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2
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童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9946

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 9 4 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１０)回/
年

2.基
準配
置

隣に一緒に
後ろ向きで
降りている子
を見たりして
周りに気を
取られている
様子も見ら
れた。事故
があった日は
職員4名
揃っていた。

降りることが
不安定な
子は一人
ずつ降りら
れるように
配慮をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし

階段につい
ては、普通
に昇り降り
をする際の
安全は確
認できたの
で、改修等
は行わな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

一人一人
の発達を
考慮し、安
全に昇り降
りができる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2階のホール
でボールを追
いかけたり、
マットの山を
昇り降りして
遊んだ後階
段を後ろ向
きで降りてい
たところだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児ともう一
人一緒に後
ろ向きで階
段を降りてい
たので安全
面に配慮し
手を添えたり
声をかけるな
どして一緒に
階段を降り
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

階段を後
ろ向きで降
りている他
児について
一緒に降り
ていた。

後ろ向きで
階段を降り
られるよう
になってか
ら日が浅
かったので
手をついた
時にバラン
スを崩し
た。

階段を降り
る時、降り
方が不安定
な子にはそ
の子一人に
ついて一緒
に階段を降
りる。

9947

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 36 0 0 0 15 13 8 0 3 3 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

なし

園庭で遊
ぶ前は準
備体操を
行うことを
職員間で
統一する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年 なし

今回はハー
ド面の改
善策は特
になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

ドッジボー
ルの球の取
り方を教
え、手首や
足首を回し
て準備運
動を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 いつもどお
りに活発に
運動してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 対象児と
一緒にドッ
ジボールに
参加してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 他の遊具
の児をみた
り、砂場で
遊ぶ児をみ
たりしてい
た。

なし

保育士はこども
の遊ぶ様子を見
守り異変にきづ
くようにする。ま
た、子どもたちに
は身体に痛みや
異常を感じた時
点ですぐに保育
士へ知らせるこ
とを徹底する。

9948

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10(
小規

模2）

小
規
模
１

小
規
模
１

3 3 2 2
（2） 2（2） 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

手首の骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

自由遊び
の時間の
遊び方につ
いて細かい
規制がない

新園舎にな
り危険な箇
所が減って
いるが季節
ごと危険な
箇所や危険
な遊び方な
どをピックアッ
プしてマニュ
アルを作成
する予定

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
５０　)回/
年

部屋から
ホールへ行
く導線が９
０度曲が
る必要があ
る

机などを置
く場所を検
討し、狭く
なる場所を
減らす

3.個人
活動中・
見守りあ
り

部屋を出
入りし追い
かけていた

広い場所、
ホールや園
庭で鬼ごっ
こをする様
に話す

1.いつも
どおりの
様子で
あった

土曜日で
少人数で
遊ぶ中追
いかけっこ
になり逃げ
たり追いか
けたりして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児と関わ
りながら本
児の動きを
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児とかか
わってい
た。

年齢が高
かった為に
目を配るだ
けだった

一緒に遊び
危険な時に
は声を掛け
る

9949

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 18 2 2 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

年度末で
職員も、子
どもも気の
ゆるみが
あったと考
えられる。

危機管理
の意識を
常に持ち
続けること
ができるよ
う、職員間
で啓発し
続ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手を離さな
いことを約束
していたが、
鉄棒に慣れ
てきて、対象
児も気持ち
に余裕がで
ていた。

鉄棒をする
ときの約束
事につい
て、クラスで
話し合い、
確認する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

本児は、
鉄棒での
遊びを経
験していた
ため、他の
遊びに気が
散ってしまっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

１つの鉄
棒に子ども
が対象児
を含めて3
名おり、対
象児と担
当職員との
間に距離
があった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

鉄棒付近
には、職員
1名のみ
だった。

近くで見守っ
ていた職員
が他の子の
鉄棒の補助
をしており、
対象児にす
ぐに対応する
ことができな
かった。

子どもが鉄
棒を行う際
には、必ず
補助ができ
るように側に
付き添う。

9950

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 20 5 4 14.２

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

高い跳び箱からジャ
ンプして降りる事が
出来るようになり、こ
の日も55㎝の高さ
の跳び箱からジャン
プすることができるよ
うになったが、保育
士が手を添えてやっ
てはいたものの、幼
児クラスが使ってい
た運動器具をその
まま高さを変えずに
使ってしまったこと
や、本児の体の発
達や高さに不慣れ
だったことが怪我に
繋がってしまった。

個々の発達
を理解し、
今後は跳び
箱ジャンプを
するときは
２，３段と
いう共通認
識を持ち、
子どもたちの
意欲を受け
止めながら
適切な環境
の提供に努
めていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

本児に手
を添えて
ジャンプを
する本児に
寄り添って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の保育
士は子ども
たちをに室
内に誘導し
ていた

55㎝の高さ
を飛べるまで
の発達に
至っていな
かったという
認識が不十
分だったこと
と、本児のや
りたい気持ち
に寄り添い
すぎたことが
原因としてあ
げられる

発達を理解
し適切な援
助をする
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9951

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 24 3 3 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
350　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調は良く、
園庭遊びを
楽しんでい
た。遊びた
かったブラン
コがやっと空
いたので、ブ
ランコに乗り
たい気持ち
があり焦って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園庭で遊
ぶ園児たち
の様子を
関わりなが
ら見てい
た。本児が
ブランコ前
で転倒した
ので救護し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭でそれ
ぞれ距離を
おき分かれ
て、遊ぶ園
児たちと関
わりながら
見ていた。

特になし 特になし

9952

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 21 1 1 18.６

歳
1.男
児 該当なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

該当なし 該当なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

該当なし

鬼ごっこを
行う場所の
状態や安
全確認。
活動中の
危険を回
避する声
掛けも必
要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は好奇
心旺盛で活
発。何事も
意欲的に取
り組んでい
る。事故発
生時も変わ
らす友だちと
過ごし変わっ
た様子はな
し。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊戯室全
体を見渡
せる場所
で、子ども
達の活動
を見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

鬼ごっこに
参加し全
体を見てい
た。

該当なし

鬼ごっこ等の活
動的な集団遊
びは時には、転
んだりぶつかった
りすることもある
が、回避する方
法や転倒した時
防御の仕方など
も、このような場
面があった時に
は知らせていく。

9953

令和
6年
3月
21
日

1.認可 7.小規模
保育事業 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 3 1 1 1 3 3 14.２

歳
2.女
児

●月に足の痛み
で歩けなくなり単
純性股関節炎と
診断される。しか
し、今回の事故で
詳しく検査をしたと
ころ単純性骨嚢
胞と診断される。
単純性骨嚢胞の
ため、骨がもろく折
れやすくなっている
とのこと。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

●/●単純
性骨嚢
胞、右大
腿骨病的
骨折、●/
●大転子
部骨折、
単純性骨
嚢腫

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

低年齢の
突発的な
動きなどに
対しての防
止策と認
識が欠けて
いた。

低年齢(2
歳児)の動
きの特徴を
踏まえマ
ニュアルの
見直しと研
修を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

ロッカーを
使用しての
コーナー分
けのため、
面積が狭く
なり保育室
全体が見
えにくくな
る。

低年齢(2
歳児)の動
きの特徴を
捉え、環境
を整え、再
度点検、
見直しを行
う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

狭い室内
の床に座っ
て遊び、複
数の玩具
が出ていた
ため、子ど
もの遊び場
所に重なり
があった。

コーナーの
場所や遊
び方を変
えるなどし
て、子ども
の動線に
重なりを
少なくす
る。椅子
に座っての
遊びに変
える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は保
育室ロッカー
を背にして
寄りかかり、
両足を前に
伸ばして座っ
ていた。座っ
たままブロッ
クで遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児から離
れた場所で保
育室全体が見
渡せる場所に
立っていた。対
象児の足の上
に友達が転倒
することは予測
できなかった。
転倒した瞬間
が目に入ったが
止めることはで
きていない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同じ保育
室内に、他
の保育士2
名がいたが
ロッカーで
分けてある
コーナーの
反対側に
いたため気
付いていな
い。

狭い場所の床
に足を伸ばし
て座っていた対
象児に対し
て、担当職員
は危険性を感
じておらず声を
かけていない。
他の職員は
ロッカーで対象
児が見えてい
ない。

他の職員か
らも保育室
全体が見え
るようコー
ナー遊びの
場所を変え
る。

9954

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 13 1 1 16.４

歳
1.男
児 特になし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折、
左手関節
挫傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(4～5)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
51)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

降園後に
遊具で遊
んでいた。

降園後の
遊具使用
をしないよ
うに注意喚
起を行った

7.その他

降園時間は、
保護者間の立
ち話が多く、子
どもに目が向け
られていないこ
とが多い。その
間に子どもは
遊び始めてし
まうため、事故
が起きやすい。

園長・主任
が降園時
間に見回り
をし、素早
い降園を
促したり、
子どもの安
全状況を
確保した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活発な子
供で、元気
に「さような
ら」をした。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

「さような
ら」の挨拶
をし、母親
に本児を
託した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各担任は
クラスの子
どもたちを
保護者に
引き渡し中
であった。そ
の他の職
員は降園
の様子を
見守ってい
た。

「さような
ら」をし母
親に託した
後だったの
で、本児の
見守りにつ
いては感覚
が薄れてい
た。

園長・主任
が降園時間
に見回りを
し、素早い
降園を促し
たり、子ども
の安全状況
を確保した。

9955

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 15 0 2 4 3 6 0 3 3 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

なし

身体誘導を
行う際に子
どもの咄嗟の
動きを予測
し対応してい
く。職員間で
も、動きの対
応について、
事例をあげ
検討してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日 なし

床も適度
な硬さの
カーペットの
ため、特に
改善策は
なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

兄と一緒に
なると気持ち
が高揚してし
まうので、遊
びを楽しめる
ように保育
士がそばにつ
いて遊びに
集中できる
ようにしてい
く。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

兄と一緒に
なり、気持
ちが高揚し
ていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の気
持ちを落ち
着かせよう
と、対応し
ていたが咄
嗟の動きに
対応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児を見
ていたので
対象児は
見えていな
かった。

特になし

気持ちが高
揚しやすく、
動きが激し
い本児の特
徴を職員間
でも共有し
ていき、対
応する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9956

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 11 6 5 3 3 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの動
きの予想が
できていな
かった。

子どもの先
の動きを見
通しながら
関わること
を意識す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

遊びの中で
身体を動
かして遊ぶ
ことがあまり
できていな
かった。

体幹を鍛
える遊びを
意識して取
り入れてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びのコー
ナーに集
まった人数
が部屋全
体でみると
偏りがあっ
た。

遊びが分
散できるよ
う興味が持
てる遊びを
状況に応じ
環境の再
構成をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

椅子の座り
方のバラン
スが悪かっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児のそば
（1ｍ）に
いて被災の
瞬間をみて
いたが、瞬
時のことで被
災を防ぐこと
ができなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
コーナーに
つき、対象
児は見てい
なかった。

椅子から滑
り落ち床に
手をついた
際、つき方
が悪かっ
た。

いろいろな
姿を想定し
て子どもと関
わるようにす
る。

9957

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 38 8 8 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

練習内容に
応じた職員
数と適切な
位置に保育
士を配置す
る。もしくは
子どもの人
数を調整
し、個別の
指導にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日) 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一人乗りを
始めたばか
りのところで
あったので
個々への
安全に配
慮が必要
だった。

一人ずつ
順番で行
う、人数を
制限して行
うようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

練習中何度も
一人乗りに成
功していたが、
転倒時はペダ
ルに足をのせる
タイミングが合
わず、転倒の
直前にとっさに
手を出し、体
を守ろうとし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全児童の
全体の動
きを見る
為、離れた
ところにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児の他
にも1人乗り
をしている子
を見ていた
が、対象児
が転倒する
瞬間に、防
ぐには間に
合わなかっ
た。

個人差の
ある練習
内容に応じ
た対応が
必要。

練習内容に
応じた職員数
と適切な位置
に保育士を
配置する。も
しくは子どもの
人数を調整
し、個別の指
導にする。

9958

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 63 13 18 15 17 4 4 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

2.基
準配
置

座った状態
で遊んでい
た為、手元
まで目が届
いていな
かった。

子どもの動
きを常に把
握し、事故
に繋がらな
いよう声を
掛け見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもの視
線や動線
を考え、遊
具配置を
点検する。

子どもの居
場所やス
ペースを確
保する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

地面に座り
手を着いて
遊んでいた
為、他児に
は手が見え
ない状況で
あった。

子どもの動
きを常に見
守り、子ど
もの行動を
予測する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気の合う友
達と会話を
楽しみ、楽
な姿勢で
座ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

決まった立ち
位置から子
どもの動きを
見ていたが、
踏まれた瞬
間は確認し
ていない。手
の痛みを訴
えて来て初
めて気付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

決まった立ち
位置から子
どもの動きを
見ていた。そ
れぞれの位
置からは踏
まれた瞬間
は遊具や他
児に隠れて
確認出来
ず。

子どもが見
えるよう移
動しなが
ら、職員間
で連携す
る。

遊ぶ前には
園庭の状況
や遊び方な
どルールを確
認し声掛け
後、活動を
始める。

9959

令和
6年
3月
21
日

1.認可 7.小規模
保育事業 2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 7 3 4 3 3 14.２

歳
1.男
児

事故当日は
霜が降りてい
て、それが解
けて片側出入
り口付近がぬ
かるんでいた。
内また気味で
歩いたり走っ
たりする為、
頻繁ではない
が転ぶことがた
たある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

園内研修
で、散歩先
の広場や公
園等の行き
帰りを含めて
危険箇所や
遊びのルー
ル等を確認
したが、活か
されなかっ
た。感染症
対策ガイドラ
インには素
手での止血
はよくないと
あるのに、素
手で止血を
してしまっ
た。また応急
処置のやり
方が不十分
だった。

既存の散歩マ
ニュアルを見直
し、危険箇所の
再確認や救急
用品の中身をど
う使うのかやケガ
の処置のやり
方、事故が起
こったときのシミュ
レーションを園内
研修で行ってい
く。また、事故発
生時のフロー
チャートの見直し
を行い、職員の
役割分担や連
携、保護者への
連絡内容などを
園内研修で再
度確認して全職
員で周知してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300)回/年

アルミの箱
を始め、地
面に埋めら
れている境
界標や排
水の蓋な
ど、つまずく
ような箇所
が多い。ま
たコンクリー
トの段差も
あるので、
注意しなけ
ればならな
い箇所がた
くさんあっ
た。

その日の子ど
もの状況に
よって行く場
所を設定
し、危険な
箇所がない
か常に確認
をし全職員
で把握して
いく。また使
用する公園
については、
定期的に点
検もしてい
く。毎回の公
園利用時、
遊具を使う
前に公園
内・遊具の
点検をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

危険な個
所を把握し
て、その箇
所に保育
士が立って
いたら、子
どもが転ん
だ時に支え
られたので
ぶつけること
はなかっ
た。

危険な個
所を把握し
て、その箇
所には必ず
保育士が
立ったり、そ
ばで見守る
ようにし、
何かあった
ときに手が
出る距離
にいるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ボール遊び
や走ること
が好きで、
普段から活
発に動いて
いる。当日
もボール遊
びをしたり、
縄跳びの
縄を持ちな
がら歩いた
り走ったりし
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ボール遊びなどが
ひと段落した後
に、数人が散歩
車の前後で縄跳
びを使ってガソリ
ンを入れる真似
をして遊んでいた
ので、散歩車近
くで遊びを見守っ
ていた。散歩車
周辺で遊んでい
た子どもと広場の
中央で遊んでい
た本児を見てい
たが、本児が広
場中央からアル
ミの箱へ走って行
くところを見た後
に、目の前にいる
子どもが動き出
したので本児か
ら目を離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

目の前にいる
子どもに対して
体を向けてい
たが、時折広
場の中央にい
る本児に視線
を向けていた。
本児が走り出
したあとに、目
の前にいる子ど
もにも動きが
あったので本
児の動きをから
目が離れてし
まった。子ども
の人数に対し
て保育士の人
数にゆとりが
あったので緊
張感に欠けて
いた。

本児が移
動したとき
に、移動先
にいた保育
士が気づい
ているだろ
うと思い、
声をかけな
かった。また
他の保育
士は広場
の中央を
気にして時
折視線を
向けていた
が、広場の
中央に背
を向けた立
ち位置だっ
た。

子どもの位
置を常に全
員の保育士
が把握し
て、全体が
見える位置
に立つ。また
子どもが移
動したときに
は近くにいる
保育士に声
をかけて知ら
せる。

9960

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 3 5 6 　 4 2 18.６

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

　

子どものその日
の状況や人数
に合わせて対
応できるよう職
員の立ち位置
に注意してい
く。子ども達に
は、困ったこと
や痛かったこと
などがあった時
は近くにいる大
人にすぐ知らせ
てほしいことを
伝えていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

　

安全点検
で不具合
が生じた個
所は、即
対応し、安
全対策を
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

　

常に全体
にも目を配
るように気
をつける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
同学年の
友達とごっ
こ遊びをし
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

玄関で迎
えに来た保
護者対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

特別に支援
を要する子ど
もに保育士
1名、静的
活動の所に
保育補助1
名、動的活
動の所に保
育補助1名
が配置。３
歳児中心に
関わっていた
ため、転倒
の場面を見
ていなかっ
た。

　

常に全体把
握をすること
を意識して
保育にあた
る。保育士
がその場から
抜ける時
は、他の保
育士や保育
補助に声を
掛け合う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9961

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 31 16 15 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首剥
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

年度当初と
年度後半
に、職員間
でマニュアル
の確認を実
施して事故
防止に努め
ているが、日
頃の子どもの
遊ぶ状況か
ら起こる可
能性のある
事故につい
ての把握が
十分でな
かった。

マニュアル
の見直しを
実施し、子
どもへの対
応を再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

今回の事
故について
は、ハード
面の不備
等はなかっ
たが、引き
続き安全
点検等に
努める。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊具には
職員１名
がついてい
たが、対象
児の反対
側にいた。

遊具の遊
び方や職
員配置に
ついて、再
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭遊び中、
同じクラスの男
児１名に２歳
児クラスの弟
１名も加わり
３名で追いか
けっこをしてい
た。本児は逃
げる他児を追
いかけることを
楽しんでいた。
他児がジャング
ルジムに登った
のを追いかけ
て、本児もかけ
上がり、３段
目に立った途
端、後ろ向き
に飛び降りた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

固定遊具
の傍で他の
子が遊んで
いるのを見
守っていた
が、対象児
の反対側
におり、気
が付いた時
には本児は
飛び降りて
しまったた
め、声掛け
も間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
で遊んでい
る子の対
応や、栽
培物の水
やりを他児
と行ってい
たため、対
象児が園
庭を走って
いることは
認識してい
たが、直接
的には見て
いなかっ
た。

本児が、気
持ちが高揚
しやすく、突
発的に走り
出すような
子どもである
との認識は
あったが、
ジャングルジ
ムに登って、
後ろ向きに
飛び降りる
などの行動
を予測でき
なかった。

子どもの行
動の特徴を
把握し、起
こる可能性
のある事故
や、対応方
法などを職
員間で共有
する。

9962

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 13 8 5 4 3 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の打撲
（打撲に
よる矯
正）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
８ )回/年

2.基
準配
置

園内研修を
実施してお
り、各職員
は事故対応
についての知
識はあるが、
乗用玩具の
扱い方や乗
り方について
の認識が不
足していた。

乗用玩具
の遊び方
を、実際の
場所におい
て職員間
で確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

乗用玩具
は、走行
中に前方
に傾く場合
があった。

乗用玩具
の後方部
分に、砂袋
などを入
れ、重みを
付けて安
定させる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

乗用玩具を
多く出して、
２階の広い
スペースだけ
でなく、通路
であるテラス
前の狭いス
ペースまで使
用していた。

通路では
乗用玩具
を使用しな
い。場所の
広さに対し
て、乗り物
の数を調
整する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

乗用玩具
を好んで
乗ってい
た。スピード
を出しては
おらず、安
定して乗っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見なが
ら子ども同士
の接触に注意
し、見守ってい
た。本児の動
きも確認し、
至近距離には
いたもののとっ
さのことで、手
を差し伸べるに
は至らなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

職員の立
ち位置を
確認し、全
体を見てい
た。

通路である
テラス前の
狭いスペー
スも使用
可として、
見守りを
行ってい
た。

通路を使用
しないことを
園児に伝
え、見守りを
行う。

9963

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 21 2 1 16.４

歳
1.男
児 特に無し 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折
(●●整形
外科）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特に無し 特に無し

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭にて
戸外遊び
中、園庭を
思い切り
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児と一
緒にドッジ
ボールに参
加して遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応をしなが
ら、園庭全
体の様子
を見守って
いた。

左腕を冷や
したのち、す
ぐに動かし始
め痛がる様
子がなかった
ので様子を
見ることにし
たが、その時
点での保護
者への報告
をすると良
かった。

けがをした際
は、緊急を要
しない場合も
状況をまず電
話で連絡して
から様子を見
るようにする。
その際、受診
のタイミングに
ついても、保
護者と相談す
る。

9964

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 72 37 35 4 4 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右腓骨骨
端線離開・
右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

しばらく晴天
が続き、園
庭の地面が
非常に乾燥
した状態だっ
たため、滑り
やすかった。

地面が乾
燥している
時は定期
的に水をま
くなどする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

卒園を間
近に控え、
気持ちが
高まってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

一緒に鬼
ごっこをしな
がら、離れた
ところで子ど
もたちの様
子を見たり、
声をかけたり
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれ担
当クラスの
子どもの遊
んでいる様
子を見てい
た。

特になし 特になし

9965

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 23 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１　 　)回
/年

2.基
準配
置

担任は全体の
様子を見る
が、他のクラス
職員の協力を
要請する。玄
関までの見送
りで担任一人
が抜けることも
あるので、もう
一人見守りの
職員を配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

どんな場面
でも事故が
起こりうること
を想定し、
危険が無い
ように見守
る。遊具の
正しい使い
方を繰り返
し伝えてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者は片
づけを一緒
にする係、
子ども達を
見守る係と
役割分担を
はっきりと決
め、声を掛
け合い連携
をきちんと取
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭に置
いてあるタ
イヤの上を
歩いてい
て、バランス
を崩し転び
地面に手
をついた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

片付けの
時間になっ
たので、声
をかけ子ど
もを部屋に
入れようと
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

４歳児担
任が遠くで
本児が遊
んでいる様
子を見てい
た。

夕方の迎
えの時間と
片付けの
時間が重
なると慌た
だしくなる
事もある。

玄関まで送り
に行く職員が
いることを想
定しもう一人
職員を配置
する。職員同
士より一層声
掛けをし、連
携を図る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9966

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 16 4 4 15.３

歳
1.男
児

事故発生時
は1階工事期
間中のため１
階保育室で
はなく2階ホー
ルで保育を
行っていた。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 1.頭部 右側頭部

線状骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

環境面に
おいて特に
危険な場
所ではな
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

もともと活
発ではある
が食事後
の自由遊
びの時間で
気分の盛り
上がりが
あった。

室内である
ことも鑑み
落ち着いた
遊びを提
供する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

食事後の自由
時間において
複数人でソ
ファー周辺で
遊んでいた。ソ
ファーからジャン
プをする行動
があったため、
保育士が声掛
けをして一度
は止めた。再
度同様の行動
をし、ソファーか
ら落下。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

一度声掛
けをした後
は、目の端
でとらえるよ
うな角度で
園児の転
倒の様子
を確認。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

落下の際
の音で該
当児童を
目視。その
ご複数担
任で頭部
の状態を
視診。

活発な子
であるた
め、再度同
様の行動
をする可能
性があっ
た。

子に対する
声掛けの時
点で別の興
味のある遊
びの提供を
する。

9967

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 6 2 4 3 3 14.２

歳
1.男
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上Ａ
左上Ａ
歯の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリハット
を活用した
危険回避
研修

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

乳児室の
危険個所
を再確認
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

木製トンネ
ルの近くに布
団を用意し
たことにより
本児の予期
せぬ動きを
誘発したと
思われる。

休息のス
ペースには
遊具となり
うるものを
置かない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

布団に入っ
てもしばらく
入眠できず
にいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他担当児
の食事の
介助を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くにはい
たが、他児
の対応をし
ていた。

入眠を確認
するまで傍に
つくか、入眠し
ていない児に
付き添う職員
の傍で入眠す
るまで見守
る。

9968

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 40 18 22 3 3 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足　外
果剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

個々の園
児の様子
をよく観察
し異変を見
逃さないよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 園庭の点
検

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

全体の様
子がよくわ
かるように
職員の立
ち位置を
考える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で友
達と鬼ごっ
こをしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
している様
子を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

鬼ごっこを
している様
子を見守っ
ていた。

特になし

職員の立ち
位置を考え
る。子どもの
様子を注意
深く観察す
る。

9969

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 17 3 3 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外踝骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

当日鉄棒
が一番危
険であると
認識して職
員が一番
鉄棒で遊
ぶ本児に
気を配って
いた。

遊具だけで
なくその日
の園児のテ
ンション等
様子にも
十分に気
を配って見
守りを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊びの前に
点検して遊
具自体に
問題はな
い。本児の
やってみた
い気持ちを
大切に安
全を見守
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

進級してか
らの使用が
初めての公
園でこども
達も浮足
立っていた
面がある。

集団遊び
に入る前に
公園での
約束事をこ
ども達と確
認をする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

進級したこ
とにより今
までよりも
意欲的で
はしゃいで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで数人を
見守っていたが
本児が高い所
へ上る前の1
段目に足を置
き、2段目に次
の足を掛けたと
ころでバランス
を崩して落ちた
為、助けが間
に合わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

1人がすぐに
駆け寄り、
職員2名で
怪我の様子
を確認、もう
1名が他の
園児を集め
た。すぐに園
に連絡をし
て迎えの応
援を要請し
た。

鉄棒を危
険と重要
視したた
め、持ち上
がりの一番
こども達の
事をよく
知っている
保育者が
鉄棒につい
ていた。

こども達の様
子を細目に
保育者同
士共有し、
見守りのポイ
ントを押さえ
て対応す
る。

9970

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 20 1 4 2 3 5 5 4 6 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.基
準配
置

遊具を使う
中で、予想
できる子ども
の姿を考え、
危険かない
かを再確認
し、配置・使
い方を職員
間で統一す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日

遊具の遊
び方が慣
れてきてい
たが、改め
て遊び方を
確認し、保
育者の配
置等にも
気を付け
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員間での
配置や安全
に楽しくでき
るという目標
を共有する。
遊びの内容
や方法につ
いて再度園
児と確認す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

登り棒を楽
しむ中で興
奮してしま
い、活発
だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

幼児乳児で
１５名を保
育士で見
守っていた
が、他の園
児を見てお
り、目を離す
ことがあった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭全体を
使いながら
遊び、登園
時間と重な
り、既に園
庭で遊んで
いる園児た
ちに目が向
けられていな
かった。

大きな遊具を
使用して遊ん
でいる園児が
いる時十分に
目を向け、遊
具での事故を
防ぐよう点検
等を実施し、
事故防止に
ついて職員間
で共有する。

9971

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 36 12 12 12 5 5 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員間で
事前に配
置を話し合
い、適切な
場所におい
て目を離さ
ず、園児の
行動を見
守るべきで
あった。

定期的に
安全面に
ついて職員
間で検討
し共通理
解する。ま
た、園児の
行動につい
ての情報も
職員間で
共有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊ぶ場所
の広さを確
保。（周り
に何もない
か、転倒、
転落等の
恐れがない
か）

高さがある
場合や転
倒の恐れが
ある場合に
はマットなど
を使用す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

平均台の
上にソフト
積み木を
置いていた
ため不安
定であっ
た。

高さやバラ
ンス等の危
険性を保
育者が察
知し、危険
な行動をす
る前に未
然に防ぐ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児が
橋を作ろう
と平均台の
上にソフト
積み木を
置いた。そ
の上を歩い
た際、バラ
ンスを崩し
転落した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ケガの現場で
あるホールに
は、担当者２
名が配置され
ていたが、１
名は他児の対
応、もう１名
は降園の対応
をしていたた
め、対象児と
の距離があり、
転落を防ぐに
は間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ホールに２
名、保育
室に２名、
それぞれに
分かれ保
育をしてい
た。

降園時だっ
たためその
対応と、周
りで起きた
園児のトラ
ブル対応と
重なってし
まい、保育
士の目が
行き届かな
かった。

その場から
離れる時は
保育者同
士声を掛け
合い、連携
を密にする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9972

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 55 3 2 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足節外
踝骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

友達と追い
かけっこをし
ていたこと

怪我をしない
よう気を付けて
遊ぶように言
う。戸外遊び
前に準備体操
をしてから遊ぶ
ようにしている
が、更にしっか
りストレッチをし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

準備体操
不足 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭が乾
いていた

地面を湿ら
す

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調は異
状なく、元
気よく遊び
だした

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

鉄棒で遊
んでいる子
に付いてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

一人は雲
梯に付き、
もう一人は
ドッジボー
ルに付いて
いた

園庭を走っ
ていた児を
見ていな
かった

その場だけで
なく、園庭
全体も見な
がら保育を
する

9973

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 13 2 2 18.６

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手中手
骨骨折
（人差し
指、中
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

運動遊び
の日は5歳
児には担
任の他に
補助職員
が1名付い
ていた。

運動遊び
の留意点
や指導の
仕方を前
もって確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

使用した体
育遊具
（跳び箱、
マット）は
担任が使
用する前に
安全点検
済みであっ
た為、遊具
の問題無
し。

マットの下に
滑り止めを
敷く、跳び箱
を置いた時
にガタつきが
ないかを確
認し担任が
一度跳んで
いる。今後も
継続してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当日の跳
び箱使用
前に、練習
段階が無く
説明後は
すぐ活動を
開始した。

段階的に
必ず本番
前に練習
をする時間
を設ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

積極的に
活動に参
加してい
た。久しぶ
りの跳び箱
だった為、
いつもより
やりたい気
持ちが強
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が跳ん
だ側から見
て担任が跳
び箱左斜め
前の手が届
く距離にい
た。本児は
跳び箱をつ
まづくことなく
跳びきった
為、特に手
を差し伸べ
る必要が無
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児が跳ん
だ側から見
て補助の職
員が跳び箱
右斜め後ろ
にいたが本
児がつまづく
ことなく跳び
きった為、手
を差し伸べ
る必要が無
かった。

本児が跳
んだ時に本
来なら両
手にかかる
重心が左
手に傾いて
しまった。
補助職員
に活動内
容の詳細
を伝えてい
なかった。

跳び箱を使
用する前に
マット等で手
の付き方を段
階を踏んで取
り組む。担任
が補助職員
に活動前には
必ず内容と配
慮事項を伝
える。

9974

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 50 9 18 23 31 10 15.３

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

年齢にとって
無理な活動
ではなく、挑
戦している
姿を見守る
保育者も傍
にいながらの
事故のた
め、保護者
には説明を
十分すること
ができた。

年齢にとっ
て無理なこ
とではない
という思い
込みの改
善を職員
間でする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

尻もちを左
肘をついた
地面には、
ウレタンのグ
リーンマット
も敷いてい
る所であっ
た。

2歳児の遊
び方につい
て、再確認
をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士は
ほぼ園庭
で子ども達
と一緒に遊
んでいたた
め、広範囲
の見守りが
より必要で
あった。

園庭であそ
ぶ時の全
体が把握
できる職員
を声掛けな
どの連携を
深める必
要性。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に問題
なし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

0，1，2歳児
が園庭に出て
遊んでおり担
任3名は他の
子どもたちを見
ていたが、他の
クラスの職員が
至近距離で見
ていた時の事
故であった。担
任であれば本
児の遊び方や
運動能力的な
ものが分かり助
言できたとも考
えられる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
る役割の
職員がいな
かった。

本児の運
動能力や
身のこなし
などの情報
共有が必
要。

年齢に応じ
た遊びであっ
たかの共通
認識が必
要。

9975

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 40 0 0 0 12 12 16 3 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右踝剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２　　)回
/年

2.基
準配
置

日が延びた
ので夕方に
園庭で遊
ぶ回数を
増やしてい
た。お迎え
の対応も
同時に行っ
ていたた
め、職員が
不足してい
た。

各クラスに怪我が起
きた際のフロー
チャートを掲示す
る。怪我の大小に
関わらず、すぐに事
務所に報告を行う
よう再度周知した。
外傷がなくても、痛
みを訴えていたら冷
却をし遊びを中断し
て室内で安静にし
て過ごすように配慮
する。時間帯に応じ
た職員配置の再検
討をし16:00以降
の職員体制を多く
配置する。保護者
の対応を行う職員
の立ち位置に配慮
し、役割や担当を
決めておく。季節や
時間に応じた夕方
の保育を考えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１８　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　　)回
/年

夕方に園
庭で遊ぶ
際のルール
や遊び方、
園庭の点
検等の確
認不足。

園庭の点検を
行ってから遊
ぶ。夕方、保
護者対応で子
どもを見守る
職員の目が少
なくなるので職
員の配置や遊
び方に工夫が
完全には出来
ていなかったた
め安全管理と
怪我の際の対
応をしっかり共
有する。砂場
やハウス周辺
の砂の整備、
散らかった玩
具を片づける。
安全に遊べる
ように環境を
整える。

7.その他

定期的に
砂の補充
を行ってい
て、常に囲
いは埋まっ
ているが、
遊ぶ前の
砂場や園
庭の環境
整備が不
十分だっ
た。

週に一度、
砂場の掘り
起こしを行
う。園児に
向けて、約
束事を確
認してから
遊ぶ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 いつも通り
の様子だっ
たが、怪我
をした後は
少し気持ち
が下がって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 事故の際
保育士は
保護者の
対応をしな
がら、保育
を行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

発生時保
育士は子ど
もたちに声
掛けを行っ
ていた。事
故後は本
児に声をか
けられて、
「大丈
夫？」と様
子を伺って
いた。

職員の役
割分担が
しっかりと行
えていな
かった。本
児が足を
挫いた時
点で、足を
使わずに遊
べるよう配
慮すべき
だった。

砂場で遊ぶ際に
足場が不安定
のため、安全に
楽しく遊べるよう
に園庭遊びの前
に砂場や園庭
の点検をし毎回
ルールの確認な
どの指導を行
う。園庭で遊ぶ
際の職員の配
置を多めに行
う。外傷がなくて
も、痛みを訴え
ていたら冷却を
し遊びを中断し
て室内で安静に
して過ごすように
配慮する。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9976

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 24 9 6 9 2 2 17.５

歳
1.男
児

療育手帳
●● 8.その他 2.死

亡 4.溺死
7.溺水
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(19)回/年

2.基
準配
置

園児行方不
明時の捜索
について、保
育園近くの
危険箇所で
ある河川敷
の捜索が一
部の職員
だったことや、
警察への通
報が発生か
ら１時間経
過していたこ
とにより、対
象児の発見
に時間を要
した。

危険箇所
（河川区
域）を優先し
た捜索体制や
警察等への迅
速な応援要請
について、園児
行方不明の対
応マニュアルの
改正を行い、
迅速に行動で
きるよう職員へ
周知するととも
に、ヒヤリハット
事例から、職
員の危機管理
意識の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

生け垣の
植え込みが
枯れて隙
間ができて
いた。フェン
スや門の高
さが低い。

施設を点
検し、園児
が園外へ
出ることが
可能と思わ
れる箇所に
ついては、
応急措置
を施し、早
急に施設
改善を図
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育室へ入室
する時間とな
り、保育士２
名は子どもと
一緒に戸外遊
びで使用した
道具を片付け
ながら、多様に
動き回る園児
を保育室へ誘
導する必要が
あったことから、
園児の見守
り、安全面で
の配慮などが
十分できない
状況であった。

活動の切り
替わりな
ど、安全面
での配慮が
より必要と
思われる時
間帯などに
おける保育
体制の見
直しを検討
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

砂場で車
で遊んだ
り、砂場の
テーブルか
らジャンプし
たり、鉄棒
の上に立ち
上がろうと
したり、太
鼓橋、ジャ
ングルジム
等に登る
等、園庭で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

外階段前
にいた対象
児をテラス
に連れてき
て座らせた
が、他の子
どもから声
をかけら
れ、対象
児から目を
離した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
たちとともに
片付けをし
ていた。対
象児につい
ては担当
職員とテラ
スに座って
いる所は確
認していた
が、その後
は見ていな
かった。

保育士２名の
うち１名が対
象児の見守り
という役割は
決まっていた
が、片付けや
動き回る他の
園児の対応な
どで、当該役
割のみに専念
できる状況で
はなかった。そ
ういう状況下
で、対象児の
見守りについて
の職員間の声
掛けが十分に
行われていな
かった。

対象児を見
守る役割の
職員が他の
行動を起こ
さざるを得な
いときには、
一時的に他
の職員に対
象児を引き
継げるように
明確な声掛
けを行うなど
密接な連携
を図る。

9977

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 16 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む) 歯の脱落 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

２名いる
保育集金
の回収は、
本来は別
の職員が
行ってい
る。

やむを得ず
保育室を
離れる場
合は子ども
たちに様子
に注意し
時機を選
び、同室の
保育士に
声をかけ
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

椅子が３つ
裏返った状
態で、園児
に注意しな
がら順次元
通りにしてい
たが、３脚
中２脚の椅
子を元通り
にしたところ
残りの１つを
戻そうとした
ところで事故
が発生した。

ケガにつな
がりそうな
要因は見
つけ次第
取り除く

3.個人
活動中・
見守りあ
り

事故発生
時、クラス
全体がや
や興奮状
態で、走り
ながら椅子
を倒して遊
んでいる子
がいた。

子どもたち
と一緒にケ
ガにつなが
る危険な
行動（椅
子の正しい
使い方、部
屋の中を
走らない、
など）につ
いて話し
合った

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達とじゃ
れ合って遊
んでいたと
ころ、押さ
れてたおれ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

２名の担任
のうち１名
は写真代の
集金を事務
所に預ける
ため保育室
を離れてお
り、もう１名
は保育室の
中央付近に
いたが、倒れ
た椅子をすぐ
に元に戻し
たり、本児が
倒れる前に
止めることが
出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室内
に、他の職
員はいな
かった。

２名いる
保育士のう
ち１名が
集金を提
出するため
に保育室
を離れた。

やむを得ず保
育室を離れる
場合は子ども
たちに様子に
注意し時機を
選び、同室の
保育士に声
をかける。子ど
もの行動や環
境を含めて、
危険が予測さ
れる場合はす
ぐに対応す
る。

9978

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 35 12 8 15 3 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもと遊
んでいる最
中でも常に
全体が見
渡せる箇
所にいるこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

園庭の段
差等

目視では分
かりづらい場
合も、子ども
たちが同じよ
うな場所で
つまづくなど
があれば土
をならすなど
改善する。

7.その他

園庭の段
差を確認し
躓きがない
ようにならし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わり
なし

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児付
近にも保
育士がいた
がしゃがん
でいた為に
事故を見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の様子を
安全に見
守りつつ対
象児の動
きも見てい
た。

本児は動
きが普段か
ら激しく良く
走る。

園庭の不具
合などにすぐ
気づき、対
応ができる
事。

9979

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 17.５

歳
2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘上腕
骨顆上骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

降園後、園
庭などで遊
ばずに家に
帰るなど子ど
もや保護者
と何度も約
束していた
が、守らず遊
んでいた。

降園後の
ケガや事故
が多いこと
を周知さ
せ、保護
者に危機
意識を持
たせる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回/
年

なし なし

4.個人
活動中・
子どもの
み

なし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

降園後の
園庭での
遊びが禁
止である約
束を守れな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

降園の挨
拶後で、園
庭で遊んで
いる児に気
づかなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

母親に引
き渡したた
め、母親が
約束事を
守ってくれ
ると安心し
ていた。

なぜ約束事と
して降園後は
園庭などでの
遊びを禁止し
ているかを保
護者・児共に
継続的に注
意喚起し、危
機意識を持
たせる。

9980

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 133 8 20 18 31 31 25 33 32 16.４

歳
2.女
児

入園前にも骨
折（令和●
年●月頃）
脱臼も何度か
経験あり

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

モンデジア
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

本人の身
体能力や
不器用さ、
一年前も
骨折をして
いる現状

現状を踏
まえ、毎日
の登園とあ
そびの中で
の体力作り

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

総合遊具
の周りのクッ
ションなどの
整備（予
算必要）

インシデン
ト、アクシデ
ント報告書
での職員の
振り返りと
意識改革

3.個人
活動中・
見守りあ
り

見守りの片
寄はなかっ
たか。

園庭で遊
ぶ時の連
携、確認
（声を出し
合い確
認）

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

母親が出産
まじかである
ことと、コロナ
禍であること
もあり、欠席
がちであった
本児であっ
たため不安
定。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 担任は本
児から離れ
た場所にい
て他の職
員が転倒
をみつけて
抱き上げ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 本児が泣
いていたの
で、抱き上
げて医務
室に連れて
くる。

脱臼の癖
はある。本
児の性格
や今の現
状を踏まえ
配慮が必
要であっ
た。

危険な行動
をしていたわけ
ではない本児
であるが、身
体能力や心
理不安のある
子どもの対応
を担任を含め
情報交換をし
て見守る必
要があった。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳
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学
童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9981

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 18 0 1 5 3 3 6 0 7 7 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

特になし

危険予知
の能力を
高め、危険
を回避でき
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし

引き続き、
施設、遊
具、玩具の
安全点検
は毎日す
る。

7.その他 特になし

降園時、園
庭で遊んで
いる場合は
繰り返し声
をかけたり、
保護者にも
速やかに
帰っていただ
くよう協力し
てもらう。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
母と一緒に
降園してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育士はそ
れぞれ延長
保育の部屋
で保育して
おり、母と共
に降園中の
本児の様子
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

勤務時間
後で保育
士の人数
も少なく、
降園中の
本児の様
子を見てい
なかった。

遊具で遊ぶ
時の約束事
は分かってい
ても、保護
者の前では
気持ちが大
きくなると言
う、子どもの
心の動きを
想定すべき
であった。

保育中は必ず
保育士が側にい
る時に行うこと、
降園時、園庭
で遊んでいる場
合は繰り返し声
をかけ、保護者
にも速やかに
帰っていただくよ
う協力してもらう

9982

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 9 1 3 5 3 3 14.２

歳
2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足打撲
傷、左第
１中足骨
骨折、左
下腿打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1～10　)
回/年

2.基
準配
置

改善策は
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

改善策は
特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊び終えた
玩具等は
適宜片付
け、安全な
環境づくり
を行ってい
た。引き続
き行ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

裸足で過ごし
ていた。ブロック
で遊んでいた
が、保護者が
迎えに来たた
め笑顔で保護
者の元に駆け
寄った。保護
者と保育士が
話をする間保
護者の傍にい
た。話が終わ
り、保護者と
降所準備を始
める時にジャン
プをした。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保護者との
話を終え、
挨拶をした
後にその場
を離れたと
ころだったた
め、怪我を
した場面を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

3名の保育士
が、室内の畳
で遊ぶ子ども
達（0歳児1
名、1歳児3
名、2歳児5
名）について
いた。その後、
降所準備中に
本児がぐずる
様子があり、
上着を着る手
伝いをしながら
テラスに出るま
での見守りをし
た。

保育士が保
護者と話を
終えた後
も、目を離さ
ずに降所準
備を側で見
守るようにす
る。

9983

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 4 2 2 13.１

歳
2.女
児

当該児童の
現時点での
特徴として、
頭部の大きさ
と足の大きさ
のバランスが
悪く（足が小
さい）、普段
から転倒する
ことが見られて
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

活動内容
によって保
育士配置
を増やす。
その対応が
できない場
合は活動
を変更す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

広い場所
で走る際、
スピードが
出ないよ
う、走る場
所を区切
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育室と
比べ、広い
場所で走っ
ていたの
で、スピード
は出てい
た。

広い場所
を走る際、
スピードが
出ないよ
う、走る場
所を区切
るなど、広
さを加減す
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発で走るこ
とが多く、
事故発生
時も意欲
的に走って
いて、ス
ピードがあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育士２名
で保育して
いたが、1名
はピアノを弾
きながら子ど
もを見守り、
もう１名は
子どもと一緒
にリズム運動
の動きをしな
がら見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他クラスは
園庭で雪
遊びをして
いた。クラス
担任以外
の職員は
各自、自
分の業務
にあたって
いた。

事故発生
時の活動
内容が、当
該児童の
発達段階
から見て、
転倒するこ
とが予想で
きたのでは
ないか。

活動内容に
よっては保
育士配置を
増やす。その
対応ができ
ない場合は
活動を変更
する。

9984

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 16 16 3 3 16.４

歳
2.女
児

出産時に右大腿骨を骨
折し骨がねじれていた
為、骨を切ってつけてお
り月１回定期的に整形
外科を受診する。２歳
７ヶ月に風呂上がりに
転び、再び右大腿骨骨
折する。骨を切ってつけ
た部分はまだもろい為、
転んだだけでも骨折する
とのことだった。その後も
股関節脱臼の治療で左
大腿骨にボルトを入れた
り、入退院を繰り返す。
令和●年●月●日によ
うやくボルト除去手術を
行い●月●日に退院
し、再入園して、まもなく
の事故となる。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右大腿部
骨転子部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

なし 1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)日 なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ベビーカー
から降りて
活動する
際は担当
者が傍へつ
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちを追
いかけて、
対象児の
ペースで土
手を登り下
りしていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担当になっ
たばかりで
対象児の
運動能力
を過信して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者が
対象児を
見ていると
思い込み、
他児の対
応をしてい
た。

対象児へ
の対応につ
いて共通
理解がなさ
れていな
かった。

対象児の発
達状況等を
しっかり共通
理解した上
で、クラス運
営や役割分
担等を話し
合っていく必
要がある。

9985

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 17 5 5 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(1.2　　)
回/年

2.基
準配
置

近くに担任
はいたが、
危険性を
把握してい
なかった。

ブルーシート
の上に水が
あると滑ると
いうことは予
想されるので
子どもと一緒
には掃除し
ないようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

子どもの行
動を把握し
きれてな
かった。

職員がやる
べきことと子
どもが参加
することとを
見極める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

安全に見
える環境の
中にも危
険な場所
が潜んでい
ることがあ
る。

ブルーシート
の上に水が
溜まっている
と滑りやすい
ので子どもた
ちは乗らない
ようにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

楽しくなって
走ってしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くにいた
が、止めら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

掃除をする
ことに集中
していた。

危ないと
思っていた
が、掃除を
することを
優先してし
まった。

担任間で確
認しながら
子どもを見て
いく必要があ
る。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9986

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 101 3 17 18 20 23 20 0 3 3 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足下腿
部螺旋骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(不定期)
回/年

2.基
準配
置

特に無し

報連相の
確認と現
場検証及
び職員への
周知

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

特に無し
改善箇所
がある場合
の改善

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特に無し
危険な際
の声掛けの
充実

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭での
全体的な
確認

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭での
全体的な
確認

特に無し
危険な際の
声掛けの充
実

9987

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 29 2 2 17.５

歳
2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
4)回/年

2.基
準配
置

近くには保
育者もいた
が、ステージ
に置いた園
児服を取る
時、本児が
転ぶことを予
想していな
かった

1人ひとりの
行動や様
子を十分
に見守り、
とっさの動き
に対応でき
るようにす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ステージの
面が遊戯
場に向けて
少し前に出
ている

ステージに
はなるべく
物を置かな
いようにす
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

次の活動
があるた
め、遊ぶ時
間が終わり
だということ
を子ども達
に伝えた

子ども達に
遊ぶ時間
をあらかじ
め伝える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他の友だち
が保育士
のところに
並び始めた
ので、園児
服を取りに
行く時に足
早になって
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 本児も含め、
子ども達はたく
さん体を動かし
て遊び、気持
ちが高まってい
る様子だったの
で、集まる際に
は友だちとぶつ
からないように
など声をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

保育士の
声掛けに
対して補足
するような
声掛けをし
ていた

園児服を
取りに行く
子どももい
るということ
を把握して
いた

子ども一人
ひとりが、集
合する場所
にくるまでの
動きを予測
する

9988

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指中
節骨骨折
（右手小
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

当日は担
任の休暇
が入ってお
り、事前に
代替職員
が担当する
ことが分
かっていた。

事故予防マ
ニュアルに沿っ
て安全保育に
心がけている
が、職員の経
験等に違いが
ある為、繰り
返しヒヤリハッ
ト等の全体で
の把握、そして
研修をしていき
ます。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

室内の床
（フローリン
グ）に凹凸
やへこみがな
いか、水で
濡れたりして
いないかの
点検をして
から子どもた
ちの活動を
始める。

7.その他

当日出席
の２０名
が一度に
動き混雑し
たことはあっ
たか思う。

グループご
とに移動し
たり人数の
調節をする
と混雑は防
ぐことが出
来た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当日の健
康状態は
普段と変わ
りなく良好
であった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育室から
遊戯室へ
CDを持って
移動しようと
した。本児は
先頭の辺り
であったが、
担当職員は
列の最後
だったため離
れた場所に
いたことにな
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児の
後方で他
の子どもの
見守りをし
ていた。

保育の流れを
事前に把握
し、CDを遊
戯室に事前
に置いておくと
子どもたちを
前や横から見
守ることが出
来たと思う。

9989

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 27 8 6 13 3 2 17.５

歳
1.男
児

発生時の天
候は晴れ。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

保育士の
子どもへの
理解、潜
在危険へ
の理解と把
握が不十
分だった。

保育の
チェック表を
活用し、
日々の保
育の振り返
りや評価反
省しながら
保育を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具の配
置や遊び
場の構図
から職員の
配置を考
える必要が
あった。

場所移動
する時は職
員同士が
声を掛け
合い、見守
りの死角を
なくす。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の使
い方は保
育の始めだ
けでなく、そ
の都度伝
えることので
きる立ち位
置で遊びを
見守る必
要があっ
た。

子どもへの
的確な対
応、指示
や迅速な
指導ができ
る立ち位
置を確保
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登所時か
ら、いつもと
変わった様
子もなく元
気に過ごし
ていた。所
庭に出てか
らも、追いか
けっこや砂で
遊び、その
後普段から
遊んでいる
雲梯に向
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐ傍では
なかった
が、視界に
入る場所
で対象児
を含む子ど
も達の遊び
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

総合遊具
の傍に１
人と、加配
が必要な
子どもに１
人ついてい
た。

子どもの遊
びを予測し、
保育士間で
声を掛け
合ったり、見
守りの立ち
位置を子ど
もの動きに
合わせて保
育したりする
ことで、もっと
丁寧な見守
りができた。

子どもの動き
を想像して、
保育の流れ
を組み立て
る。

9990

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 12 3 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 1.頭部

頭頂骨骨
折　硬膜
外血種
帽状腱膜
下血種

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

いつもより
保育士が
一人少な
い中での事
故で、3人
の保育士
の動きに課
題がある。

活動の内
容や職員
の動きを振
り返る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(250)回/
年

ホールは独
立しておら
ず、他のクラ
スの子が活
動中突然入
る可能性が
あること。ま
た、床材が
固いコルクで
あること。

施設的な
ことは変え
られない
が、職員が
共通認識
し、活動を
進める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

動きのある
活動はいつ
も以上に
危険が伴う
という事を
自覚し、活
動内容や
職員の動
きの確認を
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

後ろから
走ってきた
子が日常
の中で攻
撃的な姿
のある子の
ため、身構
えて身体が
硬直したと
思われる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

手を洗いに
行った子の
方に気を
取られて2
人に背を
向けてしま
う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ピアノを弾
く、おやつを
取りに行く
とそれぞれ
の役割が
あったが危
険の回避
への予測が
できていな
かった。

3人の担任
での動きの
確認と危
険の予測
ができてい
なかった。

職員は児から
目を離さな
い。見切れな
いと思った時
は他の職員に
応援を頼む。
ピアノを弾いて
いる職員が危
険を感じた
ら、ピアノを弾
くのを止めて
走って側に行
き止める。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9991

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 29 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎乳中
切歯におけ
る外傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

絵本を読ん
でいる場所
が悪く、ま
た、ふざけて
遊んでいた
子も居たり
と、過ごし方
を徹底出来
ていなかっ
た。

食後、おや
つ後の保育
室での過ご
し方を子ども
たちに徹底
しておく。絵
本を読む場
合の座る場
所や姿勢な
ども配慮す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

友だちによる
不意の衝突
という普段と
違った思わ
ぬ動きに反
応できず、
普段なら打
つはずのない
場所にぶつ
かってしまっ
た。

こういう事が
起こるリスク
も考えて、カ
バーできる箇
所はカバーし
ていくよう気
を付ける。

6.食事
(おやつ)
中

保育室の
中で、静や
動の色々
な活動をし
ている児童
が居た。

絵本も人
数分用意
し、安全な
場所で姿
勢よくじっく
りと読むこと
が出来る
環境を整
える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

おやつを食べて
いる子、食べ
終わって帰る
用意をしている
子、絵本を見
ている子等が
おり、色々な
活動に気を取
られていたので
その瞬間が把
握出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児のお
帰りの準備
対応で廊
下に出てい
た為、把握
できなかっ
た。

特になし

職員同士の
連携を取
り、常に1名
は全体が把
握出来る位
置に居て、
子どもから視
線を外さな
いようにして
いく

9992

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 27 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１０　)回/
年

1.基
準以
上配
置

段差は歩
いて降りる
ように指導
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

段差の周り
に人工芝
でガードし
ているが、
痛んできた
ら取り換え
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

段差がある
ので、気を
つけるよう
に声がけを
するととも
に、見守り
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児を
含めて、児
童を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

児童全体
を見守って
いた。

落ち着いて
歩くように指
導する

9993

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 16 3 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足　くる
ぶし骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

楽しい気持
ちが盛り上
がっていると
きほど、子ど
もの動きにも
注意が必要
なため、職
員で連携を
とり、声を掛
け合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

点検によ
り、改善が
必要な箇
所はすぐに
対策をと
る。玩具
は、毎日の
消毒時に
も点検を
し、安全確
認をする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園庭に石
や大きな穴
等がないか
確認し、な
るべく平ら
になるよう
環境整備
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気に遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見る
職員と、遊
びに入る職
員と役割分
担して動い
ていた。鬼
ごっこという
動的な動き
のあそびだっ
たため、離れ
た場所から
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

午前中の
自由遊び
中であった
ため、その
他の職員
は他のあそ
びに付いて
おり、近くに
はいなかっ
た。

子どもと遊び
ながらも全
体に注意を
払い、常に
安全配慮を
する。

9994

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 2 10 13 5 10 5 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手の甲
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1、２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

園庭遊具
に関して、
再度職員
と相談し、
危険個所
の点検や
子供の見
守り時の確
認などを
行った

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

特になし

遊具の中
には滑りや
すく、また、
修理が必
要なものも
あったので、
改善した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当該児童
に関して、
いつも通り
の様子で
日中も問
題なく園生
活を送って
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭には35名
の園児がおり、
職員は見守り
も含めて、4名
の職員がい
た。遊具近くに
は職員はいな
かったが、離れ
たところから見
守りをしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には
多くの園児
がいたた
め、１人の
園児を注
視すること
が出来てい
なかった。

特になし 特になし

9995

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 33 3 4 7 8 6 5 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足の脛
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1、２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

本児は階段を
上る際にしっか
りと足を上げる
ように伝え、本
児が意識でき
るようにしてい
く。階段での昇
り降りの際に
は、一定期間
傍で見守りを
検討する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当該児童
に関して、
いつも通り
の様子で
日中も問
題なく園生
活を送って
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

一階のクラス
には20名の
園児がおり、
職員は、1
名の職員が
いた。移動
の際には3
名の保育士
で対応移動
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

移動の際、
他園児の
補助対応
をしてい
た。

特になし 特になし

9996

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 16 16 2 1 16.４

歳
1.男
児 特になし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右第4指
末節骨剥
離骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育室に
戻る際、右
手を残した
まま引き戸
を閉めたも
のと思われ
る。

戸の開閉の
仕方や怪我
の危険があ
ることを子ど
も達に伝え、
職員も注意
深く見守って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(日々)回/
年

引き続き、
施設設備等
に不具合等
がないか点
検を実施
し、不具合
がある場合
には都度対
応していく

7.その他
見守り不
足が考えら
れる

視野を広く
もち見守る
ように心が
けていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は
いつもどおり
で変わった
様子はな
かった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

随時登園し
てくる状況
で、園児の
受け入れや
ぐずって登園
してきた園
児の対応を
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

随時登園
してくる状
況で、複数
他児の所
持品準備
の見守り等
をしていた

見守り不
足が考えら
れる

視野を広く
もち見守る
ように心がけ
ていく
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

9997

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 16 4 3 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第5指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

遊び方を
知らせなが
ら年齢に応
じた発達の
遊びの提
供する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

玩具を押し
て遊ぶ際に
は、遊戯
室などで広
い部屋にて
遊ぶ。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手作り椅子
を押した際
に力加減が
わからず、
20㎝高さの
牛乳パックで
作った長椅
子に強くあた
る。

遊び方を
知らせなが
ら年齢に応
じた発達の
遊びの提
供。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

手作り椅
子を押して
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

手作り椅
子を押して
遊んでいた
本児を見
守り様子を
みていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と一
緒に遊んで
いた。

複数の職員
で保育して
いたが、危
険認知の甘
さがあり想定
していなかっ
た。

子どもの行
動を注意深
く見て保育
者同士の声
掛け連携を
強める。

9998

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 20 2 2 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 頭部挫傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
6)回/年

1.基
準以
上配
置

歩くときは、
前を向いて
歩くことを
繰り返し知
らせる。

重大事故訓
練だけでは
なく、危険予
知トレーニン
グも定期的
に行い、環
境、子どもの
動きから予
想できる危
険に対して、
保育士が対
応できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

遊びに必
要のもの
か、それら
は危険で
はないかを
話し合って
いくとよかっ
た。

いつもあるも
のでも、その
場所に必要
なのか、子ど
もの動線の
妨げになって
いないかなど
会議等で話
し合ってい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

その場所に
台がなくて
もいいと感
じていた保
育士もいた
ので、声を
掛け合い、
考えていけ
るとよかっ
た。

気が付いた
ときに声を
かけあえる
ようにし、
皆で話しえ
るようにして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育士や
友達と一
緒に鬼ごっ
こや砂場で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当保育
士は少し
離れた場
所で他児と
遊んでいて
が、視界に
は入ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の方
を見ていた
ため、対象
児は見てい
なかった。

特になし

注意力が散
漫な子など
子どもの様
子を把握
し、声をかけ
ていく。

9999

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 33 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左Aの外傷
性歯の打
撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5 　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は十分だっ
たが、子ど
もの動きを
予想しきれ
ていなかっ
た。

様々な体の
動きを経験
できる運動
遊びを繰り
返し行うこと
で、手足の
力や体のバ
ランスをコン
トロールする
力をつけるよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年 特になし

子どもたちが
安全に過ご
せるように、
園内の怪我
が起こりやす
い場所を再
確認し、職
員間で共通
理解をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

落ちても
クッションに
なるよう、
マットを敷
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一人で太
鼓橋を渡っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

太鼓橋の
近くで、本
児の様子
を見ながら
全体の見
守りもして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

太鼓橋以外
の固定遊具
（ブランコや
滑り台な
ど）のそばに
ついたり、子
どもたちの遊
びの様子の
見守ったりし
ていた。

特になし

職員同士
連携しなが
ら、立ち位
置や声掛け
などに配慮
する。

10000

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 15 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

10
2.基
準配
置

職員配置
の人数は
十分だった
が、立ち位
置や担任
同士の連
携を図るべ
きであった。

子どもの動
きを予測し
ながら、保
育者同士
の連携を
図る必要
がある。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 　

遊具や玩
具、施設に
ついては丁
寧に点検し
ていたが、
園庭全体
＝地面に
対する意
識は薄かっ
た。

子ども達が
安全に過ご
せるように、
引き続き定
期的な安全
点検を行うと
ともに、園内
の怪我が起
こりやすい場
所を再確認
し、職員間
で共通理解
をする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

安全点検
以外でも、
園児の遊
びの見守り
中にも園
庭全体＝
地面に対
する意識は
薄かった。

本児が転倒
した場所は、
深くはないが
若干のくぼ
みがあった。
園庭（特に
雨天後）の
状態を定期
的に確認
し、くぼみが
できているよ
うならば、く
ぼみを埋め
て平らになる
ようにしてお
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

●月と●
月に肘内
障になって
いたが、生
活や遊びに
制限はな
かったため、
他児と一
緒に外遊
びを楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

職員3名の
うち1名は砂
場付近で見
守り、1名は
ブランコ付近
に行った子ど
もたちの見
守り、1名は
排泄に行く
子どもについ
て室内のトイ
レに行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

天候がよ
く、他クラス
の子どもも
園庭で遊
んでいたた
め、そばに
いた職員が
転んで痛
がっている
本児のもと
に駆け寄っ
た。

園庭でいろ
いろなクラ
スの子ども
が遊んでい
る時、また
当番勤務
の職員が
入れ替わる
時間は、よ
り意識して
子どもの動
きに目を配
る。

広さのある園庭で園
児が遊んでいる場
合、担任が園児一人
一人のそばで遊びな
がら事故などを防ごう
とすることは難しい
（園児一人一人がど
こでどのような遊びをし
ているのかを常に把握
しておくことは必須で
ある）。そのため、園
庭にいる他クラスの保
育者やフリーの保育
者も、自身のクラス以
外の園児の動きにも
意識を向けていく。

10001

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 13 3 3 14.２

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足指)

右足小指
切断

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

保育室内
でおこりうる
事故につい
ての研修
不足

園内を見直
し、事故の
起きやすい
箇所、どのよ
うな事故・怪
我につながる
かを園内で
定期的に話
し合ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1歳児保育室
の網戸が外れ
ており、子ども
の転落を防ぐ
ために簡易の
フェンスを設置
していた。簡易
のもので安定
していなかった
ため、子どもの
重みでフェンス
が破損した。

網戸の修理
(本日実施
済）また網
戸が外れて
しまうことが
想定される
ため、網戸
前に転落防
止用のサー
クルを設置。
(本日注文
済）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが興
味を示し一
度に押し寄
せると予測
した保育を
していな
かった。

子どもの反
応を想定し
た声掛け、
見通しを
持った保育
のための研
修を実施
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

広告あそび
をしていた
が、近寄っ
てきてくれた
散歩中の
犬に興味
が向き他
児と一緒に
走って窓辺
に押し寄せ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

先に犬に
気づいた子
どもと窓辺
のフェンスに
手をかけ
座って犬を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

何人か残っ
て広告あそ
びをしてい
た子どもを
見ていた。

子どもの動
きを予測し
た声掛けを
するべき
だった。

子どもの反
応を想定し
た声掛け、
見通しを
持った保育
のための研
修を実施す
る。
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10002

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 18 1 1 17.５

歳
1.男
児

R●.●.●自
宅にて転倒
し、今回と同
様の箇所をぶ
つけていた
（診断名：
外傷性歯の
亜脱臼）。
左上Aの動揺
はこの時より
ずっと続いてい
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左右上A
歯根破折
疑い、外傷
性亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２ )回/
年

2.基
準配
置

園児の安全、けが
の予測等について
は、日頃より確認し
ながら保育を行って
いるが、その日の子
どもたちの様子、一
人一人の運動能力
や、気持ちの高ぶり
などにも配慮するこ
とを改めて認識す
る。本児について
は、転倒しても手で
防ぐことが困難な状
況があることを把握
していたため、危険
を防げるように保育
でも取り入れてい
た。

転倒した際
には、手で
自分の身を
守れるような
体の使い方
を身に着け
られるよう、
手を使う遊
びや運動あ
そびを取り入
れて柔軟に
身をこなせる
ように指導し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

駆け足や
走って遊ぶ
ときは、遊
具の散乱
を防ぐ。

自由遊び
の時間帯
では、遊戯
室での遊び
方を、玩具
を使って遊
ぶあそびと
体を使って
遊ぶあそび
は、使い分
けてあそ
ぶ。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

４歳児１８
名でサーキッ
ト遊びを行っ
ていた。事
前にけがにつ
ながらないよ
うな約束指
導を行った
が、本児は
サーキット遊
びに興味を
持ち、元気
に参加した。
気持ちが高
ぶり、転倒に
つながってし
まった。

本児は、気
持ちが昂ると
すぐに行動
に移すことが
あり、転倒に
つながりやす
いので周りを
よく見て、ス
ピードの加
減や柔軟に
行動するよう
に練習して
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

活動を楽し
めるので、
活発に活
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転びやすい
ことを認識
していたた
め注意しな
がら、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園児１８名
のため担任
１名で保育
にあたってい
た。ほかの保
育士は、ほ
かのクラスで
保育中だっ
たため、みて
いなかった。

駆け足、走ると
きのバランスを整
えて転ばないよ
うに練習する。
手を使う遊びや
運動あそびを取
り入れて柔軟に
身をこなせるよう
に指導していく。
子ども一人一人
の運動機能や、
その日の状況な
どに配慮し、必
要であれば、保
育者のサポート
を増やす。

10003

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 28 6 7 8 7 10 10 13.１

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

階段の昇降
については
園で怪我を
未然に防ぐ
ための決まり
はあったが、
園外保育に
ついては、そ
の決まりごと
を応用すべ
きという認知
がされていな
かった

新たに園
外保育に
ついても細
かく怪我を
未然に防ぐ
事項を検
討し、職員
間で認知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

保育手順
は年度始
めだけの確
認だったた
め,職員間
での確認
回数を増
やし園内
研修を行う
べきであ
る。

園外につい
ても再度
危険な所
を洗いだ
し、その都
度情報提
供を求め
職員間で
共有する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園外保育
で、異年齢
の保育であ
り安全に対
する予測が
不透明で
あった

園外保育
における環
境整備の
徹底と安
全に対する
園内研修
を実施する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
動的で、高
いところがあ
れば上り、
飛び降りた
りしても怪
我にはつな
がらなかっ
たため、過
信していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近で対
応していた
職員はいつ
もこのくらい
の高さから
飛び降りて
も問題がな
かったため
過信があっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児が
持っていた
木片を離
すように声
掛けした直
後に飛び
降りた

危険個所
の点検が
不十分で
あり、対象
児の行動
について過
信があった
また、職員
の危険予
測が未熟
であった

危険個所の
点検を十分
に行い、対
象児のみな
らず常に事
象を想定し
対応するよ
う園内研修
を重ねる

10004

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 65 33 32 5 5 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯槽骨骨
折、外傷
性歯の脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４　)回/年

2.基
準配
置

周りの様子
を見ること
なく夢中で
走り、友だ
ちとぶつかっ
てしまった。

子どもの動き、
遊びの様子を
把握する。必
要に応じて声
をかけたり、子
どもたちと話し
合ったりして安
全な遊び方が
身につくように
する。また、全
職員に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

石やマット
など、つまづ
いて転ぶ原
因になる物
はなかった
か、園庭の
整備はでき
ていたか。

遊具の安全
点検はして
いるが、園
庭の状態ま
では把握で
きていなかっ
たので毎週
月曜日の遊
具の点検に
加え、園庭
の状態を確
認することを
全職員に再
度周知す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

固定遊具
での見守り
に集中して
いて、走っ
ている子へ
の配慮が
足りなかっ
た。

戸外遊びの
際は、園庭
全体に目を
向けるように
し、保育士
同士がお互
いの動きを
見ながら
（把握しな
がら）連携
をとるように
した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

毎日、好ん
で鬼ごっこ
をして遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

別の遊び
（固定遊
具）の見
守りをして
いたため、
離れた場
所から対象
児の遊びを
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の保育
士の動き、
立ち位置
を把握しつ
つ、固定遊
具で子ども
の援助をし
ていた。

保育士が、
固定遊具
以外の遊
び（鬼ごっ
こ）は、大
きな怪我に
つながらな
いだろうとい
う気持ちに
なってい
た。

どんな遊びに
も怪我をす
る可能性が
あるということ
を認識し、ヒ
ヤリハットな
どを職員間
で共有して
いく。

10005

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 49 24 25 4 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左第3中
手骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

ケガの状況
や対応方
法含め全
職員で情
報共有し、
改善策を
検討する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

鉄棒の下に
落下防止
マットは常時
敷いてある
が、劣化も
激しいので
取り替えも
検討できると
良い。

用具の使
い方を再
度指導す
る。場合に
よってはマッ
トを引くなど
検討する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

外部からの
要因がない
のに大きな
けがにつな
がった。

状況によっ
てマットを
敷くなどして
クッション性
を高める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動神経
はよく、ずり
落ちた時も
右手は鉄
棒を握って
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

そばについ
ていたが、
防せげれな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

2クラス一
緒に４人
体制での
保育であっ
た。

慣れで鉄
棒の使い
方が雑に
なってい
た。

他の職員と
も情報共有
し、早めに
保護者への
連絡や受診
の判断がで
きるとよい。
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0
歳
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以
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学
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10006

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 22 5 7 10 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右くるぶし
骨折疑い

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

当日、5歳児
クラスは、お別
れ遠足に行か
れなかった（コ
ロナ状況を鑑
み）ので、通
常の保育の中
で、楽しめる活
動を取り入れ
ていた。いつも
は持参しない
保護者手作り
弁当もあり、5
歳児の子ども
たちはいつもよ
り興奮している
様子がみられ
た。玉入れは、
時々保育の中
で取り入れて
いる活動であっ
た。

子どもたち
への情緒の
はたらきか
け、必要に
応じたクー
ルダウンを
十分に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

玉入れのか
ごの高さが
あることで、
過剰なジャ
ンプを誘発
した可能性
がある。両
チームのか
ご台の位
置が狭かっ
たことによ
り、落ちた
ボールの密
集度が高
かった可能
性が考えら
れる。

子どもの様
子に応じた
高さの設定
をする。設
定場所と
参加人数
によりボー
ルの使用
量と位置を
調整する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

玉入れ台の高
さはいつもと同
じ高さで実
施。玉も、使
用頻度を重ね
ている。この日
は、前日よりも
気温が高かっ
た。3人の保
育者が3点ポ
ジション（1人
は全体の進
行、2人は安
全の保持、3
人は常に死角
のないように配
置）をとり、か
ご台の安全に
備えていた。

体を動かしやすい気
候となり、体の細か
い部位を意識した
準備体操を取り入
れて、大きな動きに
備える筋力作りをし
ていく。ケガをした本
児は、日頃バレエを
習っており、体は他
児に比べ、柔らかさ
がある。今、コロナ
禍となり、今までより
も、活発な活動が
少なくなっていること
も考えられ、園で
は、意識して、テラ
スを使用し、体の動
きの保障をしている
が、より細かな準備
体操を取り入れて
いくようにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

特別な日
（お別れ遠
足は中止と
なったが、保
護者手作り
のお弁当持
参）を楽し
みにしてお
り、いつもの
本児より、
興奮してい
る様子があっ
た。また、玉
入れに”勝と
う！”と、説
積極的に参
加していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

玉入れとい
う同じ活動
をしながら、
見守りの中
には、常に
本児や他
児を確認
入してい
た。しかし、
負傷の原
因となる瞬
間は確認
していな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

玉入れとい
う同じ活動
をしながら、
見守りの中
には、常に
本児や他
児を確認し
ていた。し
かし、負傷
の原因とな
る瞬間は
確認してい
ない。

子どもの人
数に対する
保育者の
配置や、
活動内容
は問題な
かったと思
われる。

特別な日（お
別れ遠足は中
止となったが、保
護者手作りのお
弁当持参）で
あるということを
踏まえて活動内
容の精査をし、
計画を立てる。
異年齢で行う
際は、それぞれ
の育ちにあった
動きで行うように
する。

10007

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 36 19 17 3 3 17.５

歳
2.女
児

発生時、雨
上がりで園庭
がぬかるんで
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

剥離骨折
（左足
首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

天候は良
かったが、
雨上がりで
地面が滑り
やすくなって
いた。

外遊びは
園庭の地
面の状況
をみて判断
する。危険
が予測され
る場合は
外遊びはし
ない。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

園庭のデコ
ボコなど、穴
埋めしてもま
たすぐに子ど
もが穴を掘っ
たり、砂場で
はないところ
で砂遊びし
たりしてしまう
ので、遊び
方についても
約束事を決
める。

点検したら
修繕が必
要な箇所
を早急に
対応する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の一
部に泥が
残っていた
ことで、その
場所にボー
ルを追って
いた本児が
滑って転倒
し怪我をし
た。

園児の様
子をよく見
て必要に
応じて声が
けなどを
行っていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ボールを追
いかけ、
ボール遊び
に夢中に
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

園庭の全体的
な子ども達の動
きを確認しながら
鬼ごっこしている
子ども達に声が
けをしていた。本
児がボールを
追っている姿の
後に他児に声が
けし、その後本
児を見たら転倒
するところだった
為、その後近くに
行き状態を確認
し、看護師に見
せに行った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児とボー
ルを追いかけ
遊んでいる
姿を把握し
ていた。ボー
ルが保育者
の後ろを通
過し、見えな
かった位置
で対象児が
転び、声を
上げ気が付
いた。

より多くの
目で子ども
達を見守
る。

外遊びの様
子を園長や
他の職員も
気にかける。

10008

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 40 0 0 0 12 15 13 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上中切し
歯脱臼(2
本)

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

入職間も
ない保育
士にマニュ
アル等を伝
えてはいた
が、具体的
には伝えき
れていな
かった。

今回の事
例を職員
間で共有
し、相撲遊
びの危険
性を共通
認識し、子
どもが相撲
遊びを希
望したとき
には、子ど
も達にも危
険性や約
束の確認
を都度確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1～2　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

園庭のコン
ディションを
確認するべ
きだった。今
思えば、乾
燥して滑りや
すくなってい
たように思
う。園庭遊
びをする前に
園庭に水を
まき、滑りに
くくしておくべ
きだった。

安全点検
票による点
検を丁寧
に確実に
行う。ま
た、問題点
が出た時に
は、早急に
対応し安
全の維持
に努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夕方の子ど
も達が疲れ
てくる時間
帯に適合し
ない遊び
だった。

時間帯に
より子ども
達にとって
最適な遊
びを考え提
案していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと誘
い合って相
撲遊びを
楽しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

相撲遊びは危
険な遊びと認
識していたの
で、相撲遊び
の集団を見
守っていた。相
撲遊びの砂の
上に靴で描い
た土俵の脇に
立ち、相撲遊
びの取り組み
をする子ども達
を見守ってい
た。取っ組み
合いのように
なったときに
は、離れるよう
に声をかけてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の遊びを見
守ったり、
遊具の側
についてい
た。

事故の起
きた相撲
遊びを子ど
も達が行う
前に、相撲
遊びの約
束を確認し
なかった。

この週は、クラス
で相撲遊びが
流行っており園
庭での自由遊
びの際によく行っ
ていた。その際
は、保育士が側
につき、危険な
時などにその都
度声をかけてい
た。当該事故の
際も同じように
対応していた。
今後は、都度
相撲遊びを行う
前に具体的に
子ども達と行う
時間、約束を確
認する。

10009

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 18.６

歳
2.女
児

令和●年●
月●日に同
部位を骨折し
ているが、運
動制限や配
慮が必要な
事項はないと
医師から言わ
れていた。

8.その他 1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足首捻
挫　●/●
骨折と診
断名変更
●/●再骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

打合せ対
応中の保
育で担任
不在だった
為、いつも
と違う位置
でのみまも
りであった。

事故が起こ
る前に、声
を掛け回
避できるよ
うな立ち位
置の検討。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

天候不良
により土嚢
が滑りやす
かった

土嚢更新

1.集団
活動中・
見守りあ
り

再骨折のリ
スクがあると
いう見方で
見守り出
来ていな
かった。

けがが完治
していない時
には、動きに
制限がなくて
もケガをして
いる状況で
あることを頭
に入れて子
どもの様子を
見ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

骨折の傷
が完治して
いない状況
だが、いつ
も通り園庭
で走りま
わってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

特に制限さ
れていな
かった為、
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
守る位置
にいた為、
転倒時は
見ていな
かった。

打ち合わせ
対応中保
育の為、充
分に子ども
を見守れる
職員の数
がいなかっ
た。

全体を見守
りながら、必
要に応じて
滑りやすく
なっている状
況を子どもた
ちに声をかけ
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10010

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 19 2 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故の再
発がないよ
う防止策に
ついて話し
合いを持
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ダンボールを
使って芝滑
りをしていた
が、友達と
一緒に滑っ
ていた時で、
友達との接
触があった
事で、ケガに
つながったと
考えられる。

複数の園児
が一緒に滑
るダンボール
の大きさに
よって、ケガ
につながりや
すい場合が
あるので、大
きさは検討し
ていく必要が
ある。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友だちと一
緒の芝滑り
が楽しくな
り、少し興奮
気味になる
と、滑る時に
注意散漫に
なった事もケ
ガにつながっ
たと思われ
る。

最初に滑り
方の注意点
を子どもに伝
えるが、少し
盛り上がった
ところでも、
再度滑り方
を見て職員
が声をかける
事が必要で
ある。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普通通り
登園し、体
調等に変
化はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

土手の上
で、子ども
たちが、危
なくないよう
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

クラス全体で
芝滑りをして
いたので、本
児以外の子
どもたちが危
なくないよう
にもう1人の
担任と同じく
土手の上で
見守ってい
た。

子どもたちの
体、身のこな
し方が大変に
なってきている
状況があるの
で、楽しく遊ん
でいる時も危
険がないか
しっかり見てい
く事が必要で
ある。

10011

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 91 9 12 18 20 32 17 14 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
４　)回/年

2.基
準配
置

職員間にて
マニュアルに
ついて再確
認。子どもの
様子に十分
留意して安
全に過ごす
ことができる
ようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

発生現場
にて、危険
個所は無
し（平
地）

屋内、園
庭等施設
全てにおい
て、危険個
所の再確
認実施
（ヒヤリハッ
ト表使
用）

3.個人
活動中・
見守りあ
り

集団遊び
をしていた
ので動きが
激しかった
のではない
か

引き続き
戸外活動
中は、随
時保育士
が対応でき
るよう配置
を行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育士は
集団遊び
を行いなが
ら、対象児
の姿を把
握

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援の必
要な児童
を注視して
いた

遊ぶ前に、危
険箇所（園
庭の地面の
様子など）を
確認。安全に
遊ぶための注
意事項を子ど
もと確認して
から、活動を
開始

10012

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 18 6 4 8 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左側鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

今後も子ど
もの人数に
対して適切
な人数の
職員配置
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具の一
部が手が
滑りやすく
なっていた
可能性が
ある。

遊具の安
全点検を
再度行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊具で遊
んでいる
際、ロープ
をつかんで
いる手がす
べってしまっ
た。

遊具で遊
んでいる際
は、手を離
さないよう
声をかけ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
りなく活動
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児を含
む園児１８
人がそれぞ
れ園庭で遊
んでいた。対
象児は園庭
の大型遊具
で遊んでい
たが職員は
少し離れた
場所に配置
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児を含
む園児１８
人がそれぞ
れ園庭で遊
んでいた。対
象児は園庭
の大型遊具
で遊んでい
たが職員は
離れた場所
に配置して
いた。

遊具のすぐ
そばに職員
配置をする
べきだった。

園児の動き
に留意し、
高さのある
場所で遊ん
でいる際は
傍につく、ま
たはその都
度声掛けを
行う。

10013

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 14 3 3 17.５

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

午睡前の排泄
だったため素足
手で洗いをし
ていた。手洗
い場の床が濡
れていて滑りや
すかった。保育
士も見守って
いたが、手洗
い場とトイレの
２か所を１人
で見守ってい
た。

床をこまめ
に拭き上げ
る。午睡に
入る直前
まで来る下
と上履きを
履かせる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

足をぶつけ
てしまったご
ざ入れの位
置が適切
でなかっ
た。

ござ入れを
撤去し、保
育室にござ
を置く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

濡れた床で
滑って頭を
うってしまう
ことも考え
られる。

こまめに濡
れた床を拭
き上げる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特段、普段
と変化はな
かったが、午
睡前の絵本
をみたい気
持ちから急
いでしまった
ことも考えら
れる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

トイレと手
洗い場の
児童２名
が見える位
置から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育士１
名は、他
児に絵本
の読み聞か
せを行って
いた。もう
１名は、
加配児童
についてい
た。

危険な箇所
を共有し、
職員が必ず
そばにつくこ
とにする。

10014

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 10 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

子どもの危
険な活動
については
怪我につな
がる恐れも
あることを
察すること
ができな
かった。

けがの事例
やヒヤリハッ
トの事例を
参考に危
険予知をし
て未然に
防げるよう
職員の資
質を向上さ
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

芝生化して
いるが、地
面が硬い。

芝生とはい
え硬さが
あったり、石
が落ちてい
たりするの
で怪我につ
ながらない
よう整備す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの動
きが激しく
なったことに
気が付か
ず、声掛け
できなかっ
た。

子どもの動
きに注意
し、危険な
行為は早く
気付けるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活動
的に遊ぶことが
多く、体の動き
が大きく、汗を
かきながら遊ん
でいることが多
い。おやつの後
友達や保育教
諭とが一緒に
ボールで遊びさ
らに気持ちが
高揚していたと
思われる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育教諭
も一緒に
三角になっ
てボールを
回し蹴って
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

少人数の
ため、担当
職員のみで
保育を行
い、他職員
は、保育
室で新年
度準備や
職員室で
事務を行っ
ていた。

楽しさを共
感しながら
も危険な
行動に注
意喚起で
きなかった。
保育教諭
の経験が
未熟で危
険予知しに
くかった。

先輩保育
教諭の指導
や自身の経
験を重ねる
中で子ども
の行動の予
測や危険予
知ができる
力をつける。
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10015

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 90 5 15 16 19 18 17 18 16 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨亀
裂骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

フラフープを
使って友達
を引っ張る
事を予測し
なくてはい
けない

園庭での玩
具や子ども
なりの遊具
の遊び方を
理解し、予
測をおこない
注意すべき
点を見落と
さないように
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

施設整備
の問題なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

屋外用の
テーブルを
移動して遊
ぶときにトラ
ブルがおき
る

イスとテーブ
ルの数や設
置場所に
ついて決め
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 トラブルが
あった様子
はなく、遊
んでいる際
に起きてし
まった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象時のそ
ばで泣いて
いる他児の
対応をして
いたため落ち
る瞬間、間
に合わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
児の対応
をしていた
ため見てい
なかった

職員が近く
にいたが、
気づけな
かった

子どもの次
の行動を予
測しながら
見守る

10016

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 34 10 14 10 3 3 18.６

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足親指
第一関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４　)回/年

2.基
準配
置

当園では
裸足保育
を行ってお
り、当日も
室内は裸
足であっ
た。

裸足である
為、物を落
としたりぶつ
けたりした場
合は怪我に
繋がりやす
い。室内で
気を付けるこ
とや物の落
下には注意
するように子
ども達に伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし。
（施設、
設備の面
では問題
ないと考え
られるた
め.）

特になし。
（施設、
設備の面
では問題
ないと考え
られるた
め.）

6.食事
(おやつ)
中

水筒がプラ
スチック製
よりステンレ
ス製で重さ
があり落と
した際に怪
我をしやす
かった。

ステンレス製の
水筒にはクッ
ション性のある
ケースに入れる
よう保護者に
声を掛けたり、
ステンレス製の
水筒の危険性
を伝え他の水
筒の使用を促
したりする。本
児の動線を図
にして確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

飲み残しの
水筒の中
身を捨て
リュックにし
まおうとし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園外から帰園し
て給食を食べる
為、着替えをし
たり、水筒の中
身を流したりする
ように５歳児全
体を見ながら声
を掛けていた。怪
我をした本児の
至近には居たが
怪我の瞬間は
見ていなかった。
水筒が落ちる音
や本児が痛がる
様子は見られな
かった。（保育
士B

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

３・４歳児
の給食の
配膳をして
いた為、見
ていなかっ
た。（保育
士C・保育
士D

保育者が
本児の変
化に気付
けなかっ
た。

水筒を落としや
すい子どもは
リュックに入れる
際に気を付けて
見るようにする。
入れずらい時は
リュックを下に置
いて出し入れす
るなどする。ま
た、少しでも痛
かったり、怪我を
した場合は保育
者に伝えるよう
に話をする。

10017

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 17 22 3 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

なし

園児の体
の動かし方
などをよく観
察し、身体
づくりの検
討

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

なし 園庭の点
検

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

職員の立
ち位置を
考えながら
子どもの遊
びを見守る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で友
だちと鬼
ごっこをして
走っていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
しているとこ
ろを見守っ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

鬼ごっこを
しているとこ
ろを見守っ
ていた

なし

職員の立ち
位置を考え
ながら子ども
の遊びを見
守る

10018

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 36 12 15 9 2 2 16.４

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

子どもの動
線の交差。

動線への
配慮

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

進級直後
の、クラス
移動による
動線の変
更。

動線の変
更をする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

職員の立
ち位置を
考えながら
見守る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

入室した子
どもへの対
応

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

入室が遅
れた子ども
の対応

なし

職員の立ち
位置を考え
ながら見守
る

10019

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 切り傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

園全体で
もう一度マ
ニュアルの
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
247　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

フェンス下
がコンクリー
トになって
いる。

コンクリート
箇所にクッ
ション材を
付けて、け
がを防ぐ。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

鬼ごっこな
どの集団遊
びは、広い
場所で行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らず、鬼
ごっこを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育中のた
め、担任１
人が集団遊
びに仲間入
りをして、園
児の様子を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

補助職員
一人も、支
援を要する
園児を中
心に園児
の様子を
見ていた。

特になし

どんな時でも
怪我をするこ
とがあることを
念頭に置き、
保育に努め
る。集団遊び
をするときは、
環境を考慮
する。

10020

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 14 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

切り傷 打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

園全体で
もう一度マ
ニュアルの
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
247　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

室内から出
ている園児
がいない
か、常に確
認していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時間
は、室内で
遊びをする
よう指導し
ていたが、
絵本コー
ナーに出掛
け、年長児
の遊んでい
る様子を
見ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登園時間の
ため、所持
品の始末の
指導や室内
遊びの子ど
もの様子を
見ていた。し
かし、本児が
クラスから出
て、絵本コー
ナーに行った
ことに気が付
かなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

補助職員
一人も、支
援を要する
園児を中
心に園児
の様子を
見ていた。

特になし

どんな時でも
怪我をするこ
とがあることを
念頭に置き、
保育に努め
る。園児に再
度登園時間
は室内で遊び
をするよう指
導する。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10021

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 133 48 41 44 4 4 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

　

要因がソフ
ト面ではな
いと考え、
特になし・

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３ )回/年

園庭も天
然芝で土
も柔らかく、
要因がハー
ド面ではな
いと考え、
特になし。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

　

要因が環
境面では
ないと考
え、特にな
し・

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝から健康
面でも問題
なく普段通り
活動してい
た。ホールで
の誕生会
（４・５歳
児）に参加
した後、自
由遊びの時
間に園庭で
遊んでいて
転んだ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児とは
違う子のグ
ループと遊
びながら、
クラス全体
を見てい
た。しかし
対象児が
転ぶ瞬間
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任してい
るクラスの
子どもと遊
びながらク
ラス全体を
見ていた
が、対象児
の動きはほ
とんど見て
いなかっ
た。

自由遊び
の時間はク
ラスや学年
が入り乱れ
て遊んでい
る為、保育
教諭の目
が届きにく
い。

自由遊びの
時間は、クラ
スの子ども達
と遊びなが
ら、クラスで
はなくエリア
を分担して
見ていく。

10022

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 14 1 1 17.５

歳
2.女
児

集団の騒がし
い中が苦手で
あった。

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

急性アル
コール中毒

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

迅速な判
断をしてい
く

乳幼児の
事故に関
する研修を
受ける

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

毎月施設の
点検を行う
中で改めて
児童にとって
危険なもの
などが、手の
届くところに
ないか点検
をする。

5.睡眠
(午睡)
中

子どもの手
の届くところ
に消毒液
があったた
め

子どもの手
の届くところ
に消毒液
を置かな
い。保育士
の見守る
中で使用
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
に遊びを
し、食事を
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

午睡後で、
職員はお
やつの準備
をしており
本児から離
れていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同様におや
つの準備を
していた。

他の職員と
も連携して、
児童から目
を離さないよ
う注意してい
く。

10023

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 27 5 4 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

布団敷き
の時には、
布団を出し
たり、敷く
子ども達の
見守りや援
助が必要
であるの
で、保育者
の配置場
所について
改善してい
けるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日行って
いる。

幼児3クラス
の内、１クラ
スは自室で
午睡を行な
い、２クラス
はホールを
使用してい
る。全てが自
室となると狭
さもあり、コロ
ナ禍で密集
を防ぐ為にも
ホールを使
用しなけれ
ばならない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年長組に
なって始める
当番活動の
回数は少な
く、子ども達
に定着する
には、時間
がかかると思
われる。その
都度丁寧に
方法を知ら
せていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

布団敷き
をする事は
分かってい
たが、気持
ちが高まっ
て、目的の
場所まで
走り出し
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の子ども
達に布団
敷きの援
助をしてい
た為、視界
の中にはい
たが、本児
の行動を
細かく把握
できていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

３名の保育
士は配慮が
必要な子ど
もへの対応
を他の保育
室や園庭で
行なってい
た。もう1名
は他の子ど
も達の布団
敷きを援助
していた為、
側にはいた
が本児の行
動は捉えら
れていなかっ
た。

子どもの行
動予測を
常に行なっ
ているが、
不十分で
あった。

今後は更に
危機管理
意識を高
め、子どもの
状況を把握
し、保育を
行う。

10024

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 30 3 3 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

特になし

常に園児
の行動を
予測し、安
全な環境
を整えるこ
との大切さ
について、
意識をも
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

小学校の
陸上練習
用のライン
や、駐車ス
ペース用の
ラインがあっ
た。

園児が戸
惑いそうな
場合は、
職員を配
置する､ま
たは使用し
ない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コーンを置
き、保育教
諭が試走し
走るコースを
見せていた
が、初めての
場による緊
張感やトラッ
ク以外のライ
ンがあったこ
ともあり、走
るコースが分
かりにくかった
可能性があ
る。

初めての場
所の場合、
全員で試走
し体で覚え
るようにす
る。大きい
コーンを多め
に立てたり他
職員の協力
を受けたりし
て､コースを
分かりやすく
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調面
等、特に変
わった様子
はなかった
が、小学校
の運動場
で走るのは
初めてだっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラスの園
児全体の
動きを見て
いた。対象
児が、転倒
後立ち上
がり、走って
ゴールした
ので､その
後、体の様
子を確認
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体が見
える位置で
園児を見
ていた。本
児のすぐ近
くに保育教
諭はいな
かった。

特になし

職員3名の配置は
適切であったと思
われるが、（スター
ト１名、スタートの
子を並べる1名、
走り終わった子を
並べる1名）予期
せぬことが起きるこ
とを念頭に置き、
すぐに対応できる
距離での配置に
努め、園児の動き
をしっかりと見てい
く。

10025

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 21 2 8 2 5 2 2 5 5 15.３

歳
2.女
児 無し 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
15　)回/
年

2.基
準配
置

　無し

マニュアル
に沿って保
育が行わ
れていた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
使用時 )回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

無し

ソフトブロッ
ク等、怪我
をしたかも
しれない可
能性のある
遊具等を
確認したが
問題はな
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今回の事
案は、何
時・何処
で・何で起
きたのか原
因が特定さ
れておら
ず、そのこと
自体が大
きな問題
点である。

遊び方の
工夫・職員
の配置など
常に考えな
がら進める
中で、死角
や見落とし
が無いよう
にする。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

登園時に母親と離
れるのが寂しいと泣
いての登園であり、
いつもよりは時折り
悲しそうにすることは
あったがその後の保
育（散歩）では楽
しく過ごし、大きく変
わった様子は見られ
てはいなかった。合
同で遊び出してから
は、お迎えに来る保
護者を見て悲しそう
にする様子もあった
が、最初は窓側の
ソフトブロックで遊ん
でおり、帰る直前に
は積み木で遊んで
いるところへ移動
し、座って静かに見
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

室内で分
散して遊ん
でいた為、
自分の近く
で遊んでい
る子は見て
いたが、全
体を見るに
は至ってお
らず、本児
の様子に
気が付いて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

悲しそうにす
る様子をして
いることには
気が付いて
いたが、普
段から見ら
れる様子で
あった為、
「もうすぐお
迎えに来る
よ」など声が
けをする程
度の対応
で、身体異
常等の詳細
の確認をし
なかった。

発生したと
考えられる
時間帯は夕
方の合同保
育の時間
で、体制的
には十分な
人員配置
だったと思わ
れるが、その
場にいた保
育者は、遊
びの危険性
がある状況
や発生状況
を把握して
いなかった。

十分な人員配置では
あったが、お迎えの保
護者対応や他児に
気を取られたりのさな
かで起こったと思われ
るため、全体の状況
を把握した中で声を
掛け合ったりしなが
ら、それぞれが適切な
動き・対応をするよう
にし「見ていなかった」
「気が付かなかった」と
いうことがないようにす
る。また日頃から何か
あった時には、どの保
育士にでも伝えられる
ような子どもとの関係
性作り、働きかけをし
ていくようにする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳
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上

学
童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10026

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 2 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

複雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

新入園児対
応がある中
での、園庭
での保育活
動となるが、
３歳児クラ
スの1名の職
員は室内で
作業を行っ
ていた。

4月、5月は
新入園児も
いる中で余
裕のある配
置をする。事
故防止の取
り組み等の、
事故予防に
関する研修
を1年に1回
必ず受ける
ようにし、共
有を図る。ま
た、事故予
防マニュアル
を見直す。

1.定期的
に実施

実施頻度6
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度6
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年 なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

各クラスの職
員は園庭に
出て見守り
を行っていた
が、職員同
士が近づき
すぎて園庭
全体を連携
を図って見て
いなかった。

園庭全体を
見るように配
置を見直
し、周知徹
底する。ま
た、園庭、
各教室に防
犯カメラの設
置を今年度
中に行い、
危険な場所
の確認など
配置の改善
につなげる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

汽車の遊
具付近で
友達と一
緒に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当職員は
新入園児と
手をつなぎ、
他の遊具で
遊びながら、
他クラスの片
付けの声掛
けにまわって
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

自分のクラ
スの園児を
動きを見て
いた。

職員一人一
人が配置を
意識した行
動ができてい
なかった。危
険な行動・
行為等に対
する声掛け
が足りていな
かった。

朝礼時、各
職員に配置
図を配布し配
置の確認を
徹底する。活
動の前には、
子ども達と危
険な遊び方・
危険な場所
などを確認し
あう。職員同
士危険を察し
たときは声を
掛け合う。

10027

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 44 11 16 17 5 5 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折
右手関節
捻挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

全員そろっ
ての確認を
する時間は
取れず、紙
ベースでの
周知が多く
なっている。

グループご
とにでも話
し合いや確
認の場の
設定を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

鉄棒下の
地面が固く
なってい
た。

鉄棒下の
土を午後
に掘り起こ
したが、今
後は固くな
る前に定
期的に行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが挑
戦して楽し
んでいること
を安心して
見守ること

怪我をする
ことを心配ば
かりしてさせ
ないというこ
とは避けた
い。ただし子
どもたちの身
のこなしが安
定や向上す
るための保
育を行ってい
くこと。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外に出
て好きな遊
びを始め
た。鉄棒の
上に座るこ
とをこの頃
楽しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児を含
む6名の子
と鉄棒の周
辺にいて、
近くにいた
子どもに気
を取られた
瞬間だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれに
保育士は
散らばり、
周りの子ど
もたちの遊
びの様子を
見ていた。

保育士は子
どもたち全員
を見ている
が、トラブル
が起きた時
はそこに気が
とられる。危
険でない行
為と思ってい
る遊びでも
事故は起き
ることもあ
る。

出来るだけ
固定遊具で
の見守りは
十分に注意
して見守る
ようにする。

10028

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 16 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左腓骨剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

当日は、担
任が保育要
録記入時間
の為、事前
に代替職員
が担当する
ことが分かっ
ていた。経
験は担任よ
りもあり、こ
れまでにも代
替担当はし
ていた。

事故予防マ
ニュアルに
沿って安全
保育に心掛
けているが、
子どもの動き
には予測で
きない部分
もあり、繰り
返しヒヤリ
ハット等を全
体で共有
し、そして研
修を実施し
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 定期的に
実施 12

園庭点検は
朝（子ども
たちが活動
する前）と
夕方（活動
後）に実施
している。園
庭に危険物
はないか、不
具合個所は
ないかを点
検している。
今後も見落
としがないよ
うにしていく。

7.その他

転倒したとこ
ろが足洗い
場に近い場
所だった。今
回の怪我が
更にひどい
怪我をする
可能性も
あったため、
急がず上が
るよう声がけ
もしていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当日の健
康状態は
普段と変わ
りなく良好
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

人数確認を
しながらクラ
スの子どもた
ちが靴を脱ぐ
場所で見
守っていたと
ころ、本児が
手をつき転
倒した。受け
止めることは
出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で全
体の様子
を見守って
いた。

園児一人
一人に行動
の機敏さ等
に違いはあ
る為、個別
の状況等も
含み活動を
最後まで見
るよう、今後
も目配りをし
ていく。

10029

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 22 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
５)回/年

1.基
準以
上配
置

マラソン時に
も転倒し事
故が起こるこ
とが過去あっ
たため、その
引継ぎをし
教職員がそ
の意識をもっ
たうえで活動
をおこなう必
要があるが、
その意識が
薄れていた。

過去の事
故やヒヤリ
ハットをみ
んなで共有
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

グラウンド
（ゴムチップ
コース）内
に転倒の原
因となる滑り
やすい状況
や小石など
があった可
能性がある

グラウンド
（ゴムチッ
プコース）
内の小石
や砂等の
除去をおこ
ない、安全
な環境整
備をおこな
う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

マラソンの
活動として
の園児の
人数が適
正であった
かどうか

マラソンの
時の子供
同士の距
離や混雑
加減にも
配慮してお
こなう

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
い

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児と
一緒にすぐ
近くではな
いがマラソ
ンの活動を
おこなって
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
つつ全員の
動きを見て
いたため、
対象児を
注視しては
いなかった

全園児の
動きを把
握するよう
目配りする
必要がある
が、それが
できていな
かった

常に全体を
把握できる
よう、一部に
注視しすぎ
ない配慮が
必要

10030

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
５)回/年

1.基
準以
上配
置

けがが起こ
りやすい場
所の認識
を共有する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

園庭は起伏
がある場所
もあったり、
木の根が盛
上がっている
場所もありつ
まづくことも
考えられる

つまづきや
すい場所の
把握とその
情報を職
員で共有
及び園児
にも共有す
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児が夢
中になり、
注意散漫
になる可能
性が高まる

時々あそび
の最中に
教職員が
園児に注
意喚起等
をおこなう

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
い

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児とあそ
んでおり、
対象児の
動きを離れ
て把握して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と遊ん
でおり、対
象者を見
ていなかっ
た

特に怪我が
多く発生す
る場所では
ないところで
遊んでいたた
め、怪我に
繋がる意識
が少なかった

いつでもどこ
でも怪我が
起こることを
教職員が深
く理解する
必要がある
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10031

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 167 22 21 23 27 39 35 29 22 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２ )回/年

2.基
準配
置

年中児が保
育者に断っ
てボルダリン
グができるよ
うになったば
かりの時期
であり、遊び
の経験が浅
いため、安
全に遊ぶス
キルが未修
得な時期に
発生した事
故である。
見届ける職
員の目が不
足していた
事例と考え
られる。

初めて体験
する遊びの
導入時は、
一層細やか
な安全指導
が必要であ
る。安全に
遊ぶための
約束事を各
クラスで再指
導した。年
中児が安全
に遊べるスキ
ルが育つま
で、●月いっ
ぱい見届け
る職員を増
員し、安全
を見守る体
制を整える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具の設
置状況に
不具合は
なく、ハード
面での要
因とは考え
ていない。

遊具ネジの
緩みや落
下によるけ
が防止の
安全マット
等の安全
確認を徹
底し、不具
合が生じた
場合は速
やかに改善
を図る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

該当児童
は、ボルダリ
ングに挑戦し
ようという意
識が強かっ
た。安全に
遊ぶことがで
きる見守り
体制を整え
て、挑戦す
る気持ちを
大切にした
保育を進め
ていきたい。

安全点検と
細やかな観
察に尽きる
が、起こり得
る危険を察
知し、「自分
の命は自分
で守る」とい
う心を日頃
から耕やす
指導を推進
することで、
事故の未然
防止に取り
組んでいく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

複数の友
だちとボルダ
リングを楽
しんでおり、
普段と変わ
らぬ様子で
あった。６
０ｃｍ程
度の高さか
ら飛び降り
ようとして
左肘頭を
痛打、骨
折に至っ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

遊戯室で遊
ぶ児童１５
名程度の動
きを見守る
ために複数
の職員で見
守っていた
が、ボルダリ
ングをしてい
る子ども達か
らは５．６
ｍの距離が
あったため、
児童の咄嗟
の動作に危
険を回避す
ることができ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

未満児の指
導にあたって
いた本園看
護師（保育
士）がすぐ
に駆け付
け、初期治
療にあたると
同時に、担
任は医療施
設や保護者
との連絡、
他の職員
は、周囲で
遊んでいる
子ども達の
掌握に努め
た。

通常２～
３名の見
守り職員を
配置してい
るが、当日
も同じ状況
であった。

ボルダリング
やすべり台
は、落下す
る危険性の
ある遊具で
あることを再
認識し、近く
に常時見届
け、注意を
促せる職員
を配置す
る。

10032

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 11 2 1 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
の若木骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

個々の発
達状況の
把握

年齢の発
達や個々
の発達状
況を職員
全体で情
報共有す
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日

環境として
安全な状
態と判断し
たこと

「安全だろ
う」と思わず
危険がない
か随時確
認する習
慣をつける

3.個人
活動中・
見守りあ
り

状況的に
安全な状
態と判断し
たこと

「安全だろ
う」と思わず
危険がない
か随時確
認する習
慣をつける

1.いつも
どおりの
様子で
あった

トイレに行く
子もいて、部
屋のスペース
が広くなった
ため、大きい
動きをしたく
なったのかも
しれない

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

環境、状
況的に危
険がないと
判断したた
め、見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

数人と一
緒にトイレ
に行く

本当に安
全な状態
だったのか、
丁寧な観
察はされて
いたか

手の付き方
は安全か細
やかな観察
をする。個
人の発達を
考慮し援助
する

10033

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘上腕
骨外顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

重大事故が
発生するリス
クに対して要
因分析を行
い、事故防
止策を講じ
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

遊戯室(●
●㎡）に
対し１９
名の園児
が活動する
には適して
いると思う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

内野の園
児がボール
に向かって
走り園児と
ぶつかった。

全園児に
対するルー
ルの徹底
指導

1.いつも
どおりの
様子で
あった

外野を一人
で守っていた
ところに他児
がボールを追
いかけてきた
ため足が
引っかかり転
倒した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

中央で審
判をしなが
ら子ども達
の動きを見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

５才児A
組16名を
１人保
育、５才
児保育室
A B組の消
毒掃除を1
人行ってい
た。

体育教室や
普段の活動
で遊びこんで
いるドッチ
ボールだった
ので、楽しさ
も加わり勢
いが増した。

危険に繫が
る行為であ
ることを指導
し、安全に
楽しむことを
伝える。

10034

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 46 25 21 25 18 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨遠骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

4，5歳児
の担任は、4
名の配置
だった。5歳
児の園児2
名が保育室
に戻った為、
ホールでは3
名の保育士
で見ていた。
園児は、5
歳児21名、
4歳児25名
であった。

職員人数
に問題点
はないが、
今後、体
育教室指
導員より、
再度跳び
箱指導で
の怪我の
傾向や防
止のポイン
トを教えて
もらい、職
員で共有
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 3

跳び箱4段をホール
の中央に横向きに
設置した。縦横30
㎝×60㎝、高さは
53㎝である。着地
面のマットは縦向き
で、縦横180㎝×
90㎝、厚さ5㎝で
ある。器具に破損
などはない。助走
は、3ｍ程で後ろに
並んで順に行ってい
た。体育教室と同
じ設置の仕方をして
た。ホールの広さは
十分で、園児が飛
ぶ場所と見る場所
の区別もしていた。
跳び箱には、園児
が飛べるように手を
着く位置に、印を付
けている。

今後の改善点は、
マットの幅を広く設
置することである。
跳び箱を横向きに
設置した時、敷いて
あるマットの幅は、
跳び箱に対して左
右15㎝ずつ広い大
きさである。園児の
転倒場面を想定す
ると、マットはより広
い方が安全対策に
なる。その為、マット
の敷き方を工夫し、
枚数を1枚から2枚
に増やし改善する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園児はこの
会に楽しん
で参加して
いた。「やりた
い」という声
も聞かれ、
意欲的だっ
た。しかし、
跳び箱では
年長年中み
んなの前で
披露というこ
ともあり、普
段よりも緊
張感もあった
のではないだ
ろうか。

園児に対して、保
育者たちは「出来る
よ」という思いでみて
いた。保育者は飛
べるように、危険の
ないように近すぎず
離れすぎない位置
でみていた。結果と
して、着地時に保
育士と反対の方向
に転倒し、手を差し
伸べることが出来な
かったが、保育環境
としては体を温め、
手順を踏んで行って
いた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

初めての経
験ではな
く、これまで
スイスイで
はないが飛
べていた。
本児も、み
んなと一緒
に楽しく活
動に参加し
ていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

飛ぶときの手
の付き方と
着地を見る
ために、マッ
トの横側に
ひとり（5歳
児担当）と
勢いよく飛ん
でくる子の為
に正面（4
歳児担当保
育教諭）に
一人ずつ
（計2人の
保育教諭）
が見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

その他の保
育教諭(4
歳児担当）
は、飛び終
えた園児と
離れた場所
で様子をみ
ていた。もう
一人の保育
教諭(5歳
児担当）
は、保育室
に残りたいと
いう園児2
名に付き
合って、保
育室戻って
いた。

交流会とい
う普段とは
違う環境で
の体験。

本児は、たくさんの友
達の前のプレシャーも
あったかもしれない。
近くには担任二人も
見守っていたが、跳び
箱の横には、5歳児
担当が付いていた。
担任は園児のレベル
を把握していることか
ら、横には担任が付
いていればよかった。
今後は、補助を行う
者はクラスの担任が担
当し、補助の仕方を
体育教室の講師より
学び援助を行う。

10035

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 12 2 2 14.２

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足内側
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

保育室から
ベランダ、園
庭へと出る
際、遊び始
めるまでの介
助には最新
の注意を払
い、担当職
員同士声を
掛け合い確
認し見守
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭の隅
に置いてあ
る三輪車
の場所を
検討し園
児の出入り
する近くに
は置かな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

靴を履いた
子が順に
園庭で遊
び始めるの
ではなく、
全員の子ど
もが靴を履
き終わるま
で所定の
場所で待
つ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

靴を履き
終え、早く
遊びたくて
駆け出した
のではない
かと思われ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

グループごと
に靴を履く
介助をして
いた。履いた
園児より、
順に園庭へ
誘導してい
た為、対象
児が転倒し
た瞬間を見
逃した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

先に園庭
に出た、園
児を見守っ
ていたた
め。

靴が履けた子
どもから順に
園庭に出てい
たが、グループ
全員が履き
終わるまで、
ベランダで待
つようにする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
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4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10036

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 3 2 2 8.７か

月
2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は下や
周りを確認
せず座ってい
た。乗ってし
まった後、手
の確認をせ
ずそのままに
してしまっ
た。本児の
布団の配置
場所が職員
の動線に近
かった

座る前に指
差し確認す
る。必ず確
認をし情報
を職員全体
に周知す
る。職員の
通りが多い
場所の為、
部屋の中心
に配置する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

室内の配置
(布団、テー
ブル)の位置
が適切では
なかった。布
団が隅、
テーブル等が
部屋の中心
に配置され
ていた。

コロナ感染
に配慮しつ
つ部屋の
中心に布
団を配置
する

5.睡眠
(午睡)
中

布団の敷く
位置をドア
付近を避
けるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

仰向けにな
り寝ていた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の寝
かしつけや
職員間の
会話に気
が行ってし
まい真下の
本児には
気を気張っ
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

隣の部屋
で作業をし
ていた。

職員の座り
方がよくな
かった。

正座で座れ
ば先に膝を
ついていたの
で本児の手
の上に乗る
ことはなかっ
た。

10037

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 17 6 11 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下唇裂傷
（擦過
傷）、前
歯部歯根
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

普段から落
ち着かない
場面で、落
ち着けるよ
うな言葉か
けをする

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１回)
回/年

これからも
引き続き
点検を実
施し、不具
合が見つか
れば改善
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ラバーリング
も適度に
離して設定
してあり、
環境的に
は改善する
事はないた
め

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

発散できる
活動であっ
た為、気持
ちが高揚し
て普段以
上にジャン
プしたり動
き回ってし
まった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

2名は月齢
が小さい1歳
児や介助が
必要な子の
傍にいた。1
名はCDを
操作してい
たので本児
の近くには傍
につけなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本児よりけ
がをしそう
なリスクの
高い児童
の傍らに付
いていたた
め。

日々の子ども
達の様子を
把握するとと
もに、状況に
よって近くにい
た方が良いと
思われる園児
の傍にいるよ
うにする

10038

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 0 0 4 10 6 17 3 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４　)回/年

2.基
準配
置

マニュアル
に沿った研
修を定期
的に実施
し、職員も
基準を満
たしている
ためソフト
面に関する
新たな改
善策は講
じない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

三輪車が、
転倒の衝
撃でグリップ
に緩みが生
じ、緩んだ
状態のグ
リップを持っ
たままだった
ことが考え
られる。

グリップ緩
みの三輪
車は廃
棄。ほかの
三輪車も、
事故防止
のためグリッ
プを固定し
た。廃棄分
の三輪車
は、新規
購入した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

児童数、
保育士
数、スペー
スともに確
保されてい
たが、ス
ピードを出
して三輪車
を漕いだこ
とから生じ
たと思われ
る。

三輪車で
遊ぶ際の
ルールを見
直し、職
員・児童に
周知する。
年齢に応じ
て、スピード
を出してよ
いコースを
作る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に日ごろ
と変わった
様子はな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

南西側の
鉄棒付近
から、三輪
車を漕いで
いる様子を
目視してい
たが、転倒
を防ぐことが
できなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

至近距離
で全体を
見渡しなが
ら、担当児
童を見てい
た。

児童の事故
状況を担任
がしっかりと見
ており、すぐに
駆け付けたた
め人的面にお
いて適切な状
態であり、今
回の事故発
生状況におけ
る改善策検
討の必要性
はないと考え
る。

10039

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 2 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

　脾臓破
裂

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1～2 )回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の事故
は、子ども同
士がぶつかり、
その勢いでブラ
ンコの前のステ
ンレス製の柵
にぶつかったも
ので、園児の
お互いの衝突
防止の注意喚
起、間隔をとる
などの声掛け
が必要である
が、真剣に走
る園児に届か
ないことが多
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

事故の原因
となったブラ
ンコの前のス
テンレス製の
柵について、
これまで２
０年間全く
このような事
故はなかった
が、何か安
全対策が講
じることがで
きないか検
討中

ブランコの前
のステンレス
製の柵につ
いて、ブラン
コによる接触
を防止する
ものであるた
め撤去はで
きない。その
ため、耐久
性があり、か
つ柔らかな
素材の柵に
ついて検討
中

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で走っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当保育
士は、園
児全体が
見渡せるよ
う園庭を
ゆっくり動き
回ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

当クラスのも
う一人の担
当は、統合
児を中心に
みており、同
年齢児のも
う一つのクラ
スは、まだ園
庭に降りてお
らず、そのク
ラスの担当
はその誘導
にあたってい
た。

特になし 特になし

10040

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 9 0 1 2 0 4 2 0 2 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨骨
幹部骨折
右尺骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事例
は、事故当
日の午後職
員会で報告
した後、今
後の改善点
をみんなで
話し合った。
また、毎月の
職員会（ヒ
ヤリハット報
告）時に、
もう一度確
認し合った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊戯室で遊ぶ
時は、何種類
もの遊びを同
時に行わない
ようにする。遊
戯室で発砲樹
脂の大型ブ
ロックで遊ぶ時
は、3段以上
積み重ねたり、
その上にあがっ
たりしないよう
子どもたちと約
束をしてから遊
ぶ。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

異年齢クラ
スであるの
で、遊びに
よって、1.2
歳児と4.5
歳児を分け
た保育を
行ってきた
が、4.5歳
児でしかでき
ない遊び等
には、1.2歳
児は参加さ
せないなどの
遊びの配慮
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.5歳児の
遊ぶ様子
を見なが
ら、遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育士1名
は、絵本借
りの子どもの
対応をし、
離れたところ
から全体を
見ていた。も
う1名の保
育士は、紙
飛行機を飛
ばす子がい
た為、遊戯
室中央で見
ていた。。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

所長は事
務室にて
業務を行
い、フリー
保育士は
所庭にて
草取りをし
ていた。

異年齢全
員での保育
の場合は、
未満児の方
に保育士一
人が必ず傍
に付くよう配
慮する。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10041

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 21 12 9 2 1 17.５

歳
1.男
児

●年●月●日
保育中に熱性
けいれんのため
救急搬送。●
年●月●日午
睡中14：25
分手のかすかな
震えの後、左
足の震え2～3
分続く。その後
落ち着いたた
め、保育を継
続。

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

1.意識不
明

てんかんの
疑い

8.その
他 2.なし

2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

熱性けいれ
んの既往
歴があるた
め、午睡前
に毎日体
温を測って
気を付けて
いた。

令和4年
度事故防
止マニュア
ル作成

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/年 特になし 特になし

5.睡眠
(午睡)
中

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

静かに寝て
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児を寝
かしつけて
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

周りの子ど
もをみてい
た

特になし 特になし

10042

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 19 3 3 17.５

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

不全骨折 8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

なし

必ず、トイレ
では前の人
が出てから
次の人が入
るよう園児に
しっかり指導
し、職員に
周知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日 なし

待つことが
できる場所
をしっかり
確保し、園
児にしっか
り周知す
る。

7.その他 なし

必ず、トイレ
では前の人
が出てから
次の人が入
るよう園児に
しっかり指導
し、職員に
周知する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
に個室に
入ろうとし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
ていたので
対象児は
見えていな
かった。

次に待って
いた子が悪
気なく扉を
閉めてし
まったため。

他の子が扉
を閉めること
がないよう指
導した。

10043

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 25 0 0 0 7 11 7 0 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘脱臼
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
11　)回/
年

2.基
準配
置

保育士の配
置場所の見
直し。遊具、
器具はケガ
の恐れがあ
る場所に関
しては保育
士が一人付
き、見守りを
行う

遊具・器具
に保育士
が付き、子
どもの安全
を見守って
いく

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

その遊具・
器具が子ど
もに合った
大きさでは
なかった可
能性がある

その遊具・
器具が子ど
もの年齢に
合った大き
さかどうかを
見直しする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者の
人数に対し
て、出して
いる遊具・
器具が多
かった

保育者の
人数に見
合った遊
具・器具を
出す

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鉄棒をする
ことが好き
なため練習
を行ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

朝の受け
入れや子ど
もへの声か
けを行いな
がら、室内
遊びの見
守りを行っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
守りつつ、
登園する
子どもの受
け入れをし
ていた。

遊戯室で
職員の立
ち位置の
連携がとれ
ていなかっ
たためを転
落を防げな
かった

配置場所を
確認し合
い、常にどの
位置からも
子どもの姿を
確認できる
ようにする

10044

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 25 10 5 10 1 1 16.４

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

外の自由
遊びでは、
基準配置
だけでは全
体が見られ
なかった

外の遊具
を使うとき
は基準配
置以上(2
名以上）
の配置で
対応する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

鉄棒の高さ
は一番低く
高さ70ｃ
ｍ、地面
は人工芝
で柔らかい

鉄棒の高さ
は一番低く
（本児の
身長より低
い）、地面
は人工芝
で柔らかい
ため特にな
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

午前の活動
（園外へお
散歩）で疲
れが見られ
る子どもがい
たので、休
息の時間が
必要だった

午前の活動
で疲れが見
られる場合
は、休息の
時間を設け
たり、保育
室内の活動
へ変更したり
する必要が
ある

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と鉄
棒で足掛
け足抜きを
して楽しん
でいた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遠くから園
庭全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室で
片付けをし
ていたり、
子どもの対
応をしてい
た

20ｍくらい
離れたところ
から全体を
見守っていた
ため、遊具を
使用するとき
は保育者が
近くでみまも
るようにする

必ず遊具の
近くに保育
者が立ち、
立てない時
は遊具の使
用を限定す
る

10045

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 20 2 1 15.３

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員2名で
対応してい
たが、まだ
食事をして
いる子ども
もいた為、
遊んでいる
場所から離
れて見守っ
ていた。

遊びの様
子を見て1
名は遊びの
場に関わる
など、保育
士の位置
等、保育
士同士で
確認して安
全な対応
が出来るよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

食後、同じ
部屋で午
睡する為、
準備の際、
子どもの過
ごす場所が
限られてい
る。

施設として
は問題は
ないが、遊
びの様子に
合わせて安
全な遊び
場の確保
をしていく。

6.食事
(おやつ)
中

活動の切り
替え時で
遊び場が
限られてい
た。同じ場
所での遊び
を好む子が
多かったた
め、密集度
を下げてい
く必要が
あった。

遊びの様
子を見て、
場所を広
げたり他の
遊びに誘っ
たりして分
散して遊ぶ
ことができる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

食後、他
児と一緒に
ままごと遊
びを楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

まだ食事を
している子
どもの対応
をしながら
対象児と
離れたとこ
ろで遊びの
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応をしてお
り、対象児
とは離れた
ところにい
た。

本児は座っ
て遊んでいた
が、他児が
友だちと遊ぶ
ことで気持ち
が高揚し、
動きがダイナ
ミックになって
きたので職
員が他児に
座って遊ぶよ
うに声を掛け
る必要があっ
た。

常に遊びの
様子を見守
り、安全に
遊ぶことがで
きるよう保育
士同士が連
携を取り、
繰り返し子ど
もに伝えてい
くようにす
る。

10046

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 36 0 0 0 0 20 16 4 4 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 下顎挫創

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

屋外プールと
プールサイド
の木の間が
広くないた
め、隠れよう
とした子ども
が寄り添う
状況になり、
今回の怪我
に繋がったと
考えられる

プール傍で
は遊ばない
ように再
度、子ども
達に周知
し、職員間
でも確認と
子どもの把
握に努めて
いく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭で他
児と一緒に
遊んでお
り、隠れて
いる姿は把
握していた
が、傍には
いなかった

４・５歳児
が園庭全体
で遊んでお
り、４人の
職員がそれ
ぞれの遊び
や固定遊具
についてい
た。対象児
の動きは見
ていなかっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と遊ん
でいる中で
いつも通り
ではあった
が、急いで
隠れようと
する気持ち
が慌てさせ
てしまった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭で他
児と一緒に
遊んでお
り、隠れて
いる姿は把
握していた
が、傍には
いなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

４・５歳児
が園庭全体
で遊んでお
り、４人の
職員がそれ
ぞれの遊び
や固定遊具
についてい
た。対象児
の動きは見
ていなかっ
た。

一か所に
複数の子ど
もが集まる
ことが予想
される時は
声をかけた
り、様子を
見に行った
りする必要
があった

遊び方を含
め、子ども達
のいる場所を
把握するとと
もに、一人一
人の子どもの
様子を常に
把握し、保育
士の連携を
図っていく
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10047

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨近
位端骨折・
右尺骨近
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１～２　)
回/年

2.基
準配
置

鉄棒等、
使い方の
ルールを決
め、職員間
で話し合い
を行ってい
たが、想定
の甘さや、
理解の不
足があっ
た。

ヒヤリハットの
報告、検証
を強化して
実施。事故
を未然に防
ぐことができ
るように、園
内のルール
の見直しを
定期的に半
年に1回以
上行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

遊具の点検
を行う際に、
鉄棒下の
マットがない
ことにも気づ
いていたが、
改善につな
げることがで
きていなかっ
た。

鉄棒下の
マットを設
置。固定
遊具の点
検事項の
強化。遊
具の安全
点検の際
に実施。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員が１
名だったた
め、園庭全
てのエリア
で遊べる状
況で、見え
にくい部分
があった。

職員数に
応じて遊ぶ
エリアを区
切り、見守
りを十分に
行うことが
できるよう
にする。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

その日の
朝、他児と
の関わりの
中で困り感
やイライラし
ている様子
があった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は全体
を見ながら、
主に総合遊
具の見守り
を行っていた
が、見守りを
行わなけれ
ばいけない
範囲が広く、
落下した際
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園長は整
備のため園
庭にいた
が、見てい
なかった。

担任の見
守り位置か
ら鉄棒は
見えるが、
その間に総
合遊具の
ネットなどが
あり見にく
かった。

職員が一人
体制の時は、
総合遊具の
使用は不可
にする。子ども
の心理的な
状況に合わ
せ、必要な際
は複数で保
育を行う。

10048

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 20 2 2 15.３

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

事故評価検討
会より、ボルダリ
ング遊具は3歳
児クラスでは保
育士をもう1人
以上配置し、保
育士が一緒に遊
べる時に使用す
ることにした。子
供の発育・発達
より、おおむね4
歳以上から遊び
に取り入れること
を指導した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

保育士が
見ていた
が、高さが
あったため
に、直ぐに
支えること
が困難だっ
た。

ボルダリング
遊具の登
り、降り地
面にゴム
マットを敷
いた。

7.その他

高さがあ
り、囲いが
ない遊具に
保育士の
手が届かな
かった。

保育の状
況により、
遊ぶ遊具
の範囲や
環境を設
定する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

けがをした
男児を見
ていたが、
他の子も
見ていて、
男児にすぐ
に手が届く
高さでな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

同じのクラ
スの保育
士が駆け
寄ってき
た。ついて
いた保育
士が、看護
師まで男
児を抱っこ
して運ん
だ。

高さのある遊
具には、保育
士が一緒に
登ったり、降り
たりして、遊び
方を知らせて
から遊ぶように
した。職員が
一緒に遊べる
状況時に活
動するようにし
た。

10049

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 13 4 3 6 4 4 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左母趾基
節骨　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

昨年度、事
故マニュアル
の改訂し、
看護師から
通院判断の
講習もして
いたため触
診をしたが、
患部がわか
らなかった。
本人が大丈
夫と言い、
父が待って
いたため冷
やす等、様
子をみること
ができなかっ
た。

手・足の末
端まで注意
深く観察・触
診するよう、
マニュアルに
追加する。
しゃがめる
か、ジャンプ
できるか、
まっすぐ歩け
るか等、足を
痛めたときの
チェックするも
のをマニュア
ルに追加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

実際に遊
んでいた場
所から片付
ける場所の
距離が小
走りできる
ほどあった。
（3m）

遊ぶ場所・
片付ける
場所等、
コーナー配
置を見直
し、点検を
しっかりと継
続していく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

進級したばかり
の時期だったた
め、痛みや気
持ちを言い出
せなかった可
能性があった
かもしれない。
また、落ち着い
て遊べるよう設
定していた衝
立が隣のス
ペースにいた職
員からの視界
をさえぎってい
たため、事前に
走らないよう声
がかけられな
かったかもしれ
ない。

自分の気
持ちや、身
体の状態
を表現でき
るよう、クラ
スのミーティ
ング等で発
言する機
会を増や
す。衝立は
撤去する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

父が迎えに来た
際、大好きなブロッ
クで友だち遊んでい
る。作り終えるまで
父には待ってもらい
作り上げる。ブロック
板を両手に持ち
3mくらい離れてい
る場所に小走りで
片付けに行く途中
で、膝をつく状態で
転ぶ。傍にいた職
員2名が近寄り、ズ
ボンを捲って膝や足
首を確認するが大
きく腫れや、赤みも
なし。痛いところはな
い？という質問に対
象児も大丈夫と
言ったため大きな怪
我とは判断しなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

1.5mくら
いの距離で
全体を見
守る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員①
引き渡し担
当：父の
お迎え時、
今日の様
子を父へ
引き続ぎ、
次に来たお
迎えの保
護者対応
職員④　4
ｍほど離れ
た場所で
他の子と遊
ぶ

父に口頭で本
日の様子を伝
達後の怪我
だったため、転
んだ様子は把
握していたもの
の怪我の報告
ができないま
ま、帰宅してし
まった。ただ、
父も転んだ様
子を見ていた
ためか、本人
が帰りに靴を
履くときに足が
痛いと言ったた
め抱っこで駐
車場まで行っ
たとのこと。

近くにいた職
員は、転んだ
対応をし、大
きな怪我では
ないと判断し
たが保護者
引き渡し後
だったため、引
き渡し担当の
職員が知らな
いままとなって
しまったため、
職員間の連
携を密にとる
よう、職員周
知を行う

10050

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 17.５

歳
2.女
児 特記事項なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

園児を把
握できる状
況にしてお
くべきだっ
た。

いつもと違う活
動の時は、常
時担任２人が
しっかり園児を
把握できる状
況にしておく。
マニュアル内容
を共有・徹底
し、適宜個々
の園児の情報
共有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

2.不定期
に実施

実施頻度(
使用時　)

今回に関し
てはハード
面の不備
は考えられ
ない。

安全点検
を継続し
て、実施す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

順番を並
んで待って
いる状況
で、死角が
生じた。

死角を作ら
ず、保育
者が常に
見守れるよ
うな体制を
作る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の検
診補助や
誘導をして
おり、対象
児と周囲の
状況を十
分把握で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同上。

日常より気
になる行動
を取りがち
な園児に
対して、行
動把握と
配慮が欠
けていた。

気になる園
児の動きを
把握できる
体制にす
る。

10051

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 19 9 10 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手前腕
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

事故防止
マニュアル
の作成　職
員への周
知、徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

チェック項
目による安
全点検と
共に遊具
の使い方、
安全な遊
び方の徹
底

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広い場所
でも、走る
方向を子ど
も達にしっ
かり伝え、
交わらない
よう間隔も
とる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラスの子
と共に広場
の端から端
へと向かっ
て走ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子ども達が
走っている前
（先頭に
立って）を
走っていた
為、気付い
た時には転
倒していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

広場等各学
年で遊んで
いた。２学
年一緒に行
動していた
が、走る時
は学年毎に
走った為担
任のみがつ
いていた

子ども達同
士の間隔
をとって走
るようにす
るべきで
あった

子どもの特
性を踏まえ
た指示、援
助、子どもに
背を向けず
必ず視野に
入る場所に
いる
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10052

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 10 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足骨折
（膝下から
足首上）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

子どもの姿
に関する共
通理解が
不十分だっ
た。

トラブルに
なった際の
行動が気
になる子ど
もについて
研修を行
い、共通理
解を図る。

1.定期的
に実施 13 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 12

床面が滑り
やすかっ
た。

転倒事故
を減らすた
めに床面に
マットを敷
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

食事、トイ
レ、遊びの
部屋３つ、
手洗い場
など多くの
場所で活
動してい
た。

子どもの姿
を見なが
ら、現在３
部屋の遊
びの部屋を
減らす。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

トラブルと
なった際、保
育士と話を
し、一度保
育室を出て
行ったが、し
ばらくして保
育室に戻
り、相手を
蹴ろうとし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

廊下と保育室
にいる子どもを
見ていた。対
象児が保育室
に戻り、トラブ
ルの相手を蹴
ろうとしたことに
気付き足が当
たらないように
間に入ったが、
転倒してしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

食事、午
睡、トイ
レ、手洗い
場、遊びの
部屋などそ
れぞれの場
所で子ども
を見てい
た。

複数の場
所の見守り
を行う必要
があった。

遊びの部屋
を減らすこと
で廊下の見
守りを行う
職員を配置
する。

10053

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 11 4 7 3 3 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
作成、職
員配置等
に不備ない
ため改善
策はなし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/年 特になし

遊具による
怪我では
ないため改
善策はな
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

基準に合っ
た保育士
の人数配
置であった
が、分散し
た遊具で
子どもたち
を遊ばせて
いたため、
保育者の
見守りが行
き届いてい
なかった。

保育士の
人数によっ
て、遊具遊
びに制限を
持たせてい
く。遊具を
使っての遊
びではな
く、自然に
触れたり、
集団遊び
をするな
ど、遊びの
展開に工
夫していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児はシーソーを気
に入り、日頃からこ
の公園ではシーソー
を使って遊びを楽し
んでいる。当日も自
ら選び、上下に動く
動作を楽しんでい
た。シーソーが設置
されている付近に金
木犀の樹が植えら
れれており、この日
は花を咲かせてい
た。普段はシーソー
の手すりから手を放
すことなく遊べていた
が、この日は遊んで
いる最中に金木犀
の花が視界に入り、
そこに触れようとして
手を離したと考えら
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

これまでは、座ること
も不安定で、持ち
手を放してしまうと
いう予測もあったた
め、必ず保育士が
付き、1対1で遊ぶ
方法を取っていた
が、ここ１～２か月
は子どもたちの成長
に伴い安定して座
れること、持ち手を
しっかり握れているこ
と等、本児が自分
で乗りたいという意
思の表れもあり、本
児を一人で乗せた
状態で向かい側に
他児を座らせた。こ
の園児は月齢が低
く、安定していない
子どもであったため、
担当保育者はその
子どもについてシー
ソーのバランスや上
下の動作の速度に
注意しながら、本児
の様子を見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

この日はシーソーの
ほか、滑り台と砂場
に分かれ、各所に
保育士が一人づつ
ついて園児のようす
を見守っていた。公
園内の中心にある
広場には中学生ぐ
らいの子どもが数人
でボール遊びをして
おり、時折その場所
に近づく子どももい
たため、砂場付近
にいた保育士はその
子どもにも目を向か
せ、こえをかけたり、
迎えに行ったりして
いた。

引率した3
名の保育
士が3か所
に分かれた
体制を取っ
たため遊具
に一人の
保育士し
かついてい
ない状況
だった。

落下する危
険性のある
遊具には2
人以上の保
育士がつい
て見守る

10054

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 6 1 2 2 1 2 2 16.４

歳
2.女
児 なし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

保護者へ
引き渡しを
行った時点
で保護者
の責任とな
るが、家庭
環境に配
慮すべきで
あった。

帰りの会終了
後、園庭では
なく室内で遊
ぶようにする。
また、園児に
園内での危な
い箇所を伝え
るとともに、遊
ぶときのルール
の確認と約束
をした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１回)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

　-
引き続き、
点検を実
施する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

迎えに来た
母親の子
育て相談
の対応中
の事故で
あった。

当分の間、室
内で遊ぶように
し、職員の見
守りが可能な
場合は、園庭
での自由時間
を設ける。保
護者へ降園時
に園児が怪我
等しないよう、
注意喚起す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどお
り、特に変
わった様子
はなし。
（好奇心
旺盛な子ど
も）

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保護者へ
引き渡しを
行った時点
で、見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の業務
中（他の
園児の保
育・清掃業
務など）の
ため、見て
いなかっ
た。

園児の家庭
環境に配慮
し、相談
（話）が終
わるまでは、
園児に室内
で待つように
指示すべき
であった。

環境面と同
様。

10055

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 13 5 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足関節
外果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故の状
況について
全職員に
周知し、行
動の再確
認をする。
子どもたち
にも、保育
室の移動
や当番活
動の際の
行動につい
て、意識啓
発を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし 特になし

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

特になし

保育士
は、保育
室全体が
見渡せる
所に立つ。
または、クラ
ス全体に
常に気を
配り様子を
把握する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

年少児のお
手伝いをす
ることが大好
きであるた
め、年少児
の部屋に行
くことに期待
し行動した。
転倒後も、
痛がる様子
もなく、転倒
したことをどの
保育士にも
伝えることが
なかった。降
園時も、同
じ時間帯に
帰る児と一
緒に楽しそう
に降園した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は休憩
中であり職
員室にい
た。代わりの
保育士が年
少児の部屋
に行くように
声を掛けた
が、おやつ準
備の時間で
あり、その対
応をしていた
ため一緒に
ついていくこと
ができなかっ
た。加配保
育士は対象
児に付き、
片付けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年少の保
育室には
担任とフ
リー保育士
がいたが、
子どもたち
の排泄とお
やつ準備の
ため、年長
児の動きを
把握してい
なかった。

特になし

年長児が手伝いに行
く時間帯を年少の保
育士とともに再確認
を行う。子どもたちに
は、並んで歩くときに
は、前を向いて気を
付けて歩くよう注意喚
起するとともに、年少
の保育室に入る時に
は「お当番に来まし
た」と声を掛け入室す
ることを伝え習慣付け
ていく。また、転んだり
怪我をした時、困った
ことがあった時など、保
育士に伝えるよう繰り
返し知らせていく。保
育士は、日頃から何
でも言える関係作りに
心がける。

230 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10056

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 41 20 21 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
3 )回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
の読み合
わせ等、再
度職員で
共有してい
く。

3.未実施 実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

危険個所
についての
見守りの欠
如

公園先の
遊具の使
い方や危
険個所に
ついて職員
間で共有
し、共通認
識を持てる
ようにする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

普段から
通っている公
園ではあった
が、遠足時
の出来事
だったため、
行事前の事
前の職員同
士の打ち合
わせ等を徹
底していく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊具付近
にて全身を
使ってあそ
んでいた。
体を動かす
ことが好き
で、挑戦心
もあることか
ら手を伸ば
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

該当児の動
きも把握し
ながら周りを
見守る。普
段からあそん
でいる公園
であることか
ら、声を掛け
たり、傍につ
いたりすこと
が遅くなって
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児とあそ
んだり、全
体を見守っ
たりしてい
た。

職員の立
ち位置

大きなケガ
に繋がってし
まう可能性
のある遊び
を予想し、
立ち位置や
援助を考え
る。

10057

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 2 2 18.６

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
骨端性離
開

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし
保育教諭
の見守りを
強化する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友だちの足
に絡まり、
転倒。立ち
上がる際に
足を外側
に捻ってし
まう。

立ち上がる
際はゆっくり
と立ち上が
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

転がった
ボールに夢
中になり、
友だちに気
付いていな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ボールを取り
に行く時に、
友だちに注
意するように
声をかけをし
た。対象児
から離れてい
たため、対
応できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ドッジボー
ルをしてい
る他児の
見守りをし
ていた為、
対応できな
かった。

足が絡まっ
た他児も、
対象児を
見ることが
できていな
かった。

ボールを取り
に行く際、
ボールだけで
なく周りもしっ
かり見るように
声掛けをして
いく。

10058

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 8 3 3 13.１

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙脱臼
下唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置面で、本
児を見守
れる位置に
はいたが手
のとどく位
置にいな
かった。

子どもの転
倒等に対
応できるよ
うに、傍に
いられる職
員を配置
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

本棚の縁
に緩衝材
の設置がな
かった。

少しでも危
険と思える
場所には
緩衝材を
設置して対
応する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

特になし
（寝具は
片付き、床
の濡れもな
かったた
め）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

好きな玩
具や絵本
を探し室内
を歩いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

着替えが済
んでクッション
で寛ぎながら
絵本を読ん
だり玩具で
遊んだりして
いる子どもを
見守りなが
ら、午睡から
目覚めた子
どもの着替え
等を行ってい
た。(保育士
B,D)

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

着替えが済
んでクッション
で寛ぎながら
絵本を読ん
だり玩具で
遊んだりして
いる子どもを
見守りなが
ら、室内掃
除をしてい
た。(保育士
A)

好きな玩
具で遊んだ
り絵本を見
たりし、落
ち着いた雰
囲気だった
為本児に
一対一の
関りはして
いなかっ
た。

本児の歩行
が不安定
だった為、本
児の特徴を
理解し、手
を添えたり援
助したりして
いく。

10059

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 30 13 17 4 3 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足甲剥
離骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

ブロック単体
では軽いが、
大きく組み
合わせたこと
によって重く
なってしまっ
た。

子どものそば
について安
全面を見
守っている
が、ブロックを
組み合わせ
た際には大
きさに注意し
て見守ってい
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

特になし

ブロックに問
題はなかった
が、組み合
わせる大き
さ、遊ぶ場
所などの確
認を行ってい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き、
活動の見
守りに注意
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

机の上でブ
ロックを組
み立ててい
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児を含
め全体の
子どもの動
きを見守っ
たり一緒に
遊んだりし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

至近距離
では見てい
なかった
が、本児の
動きは把
握していた

特になし

至近距離で
遊びを把握
していたが、
遊びの様子
によって更に
見守っていく

10060

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 28 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし
危機管理
マニュアル
見直し

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施
実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施 使用前 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らず、順番
を守ってあ
そんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

安全点検を
使用前に行
い、サーキッ
トあそびの出
発地点なの
で至近距離
にいた。転
倒してすぐ対
応する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

あそびを中
断し、至近
距離にいた
保育士が本
児の様子を
みて別の場
所に誘導す
る。

特になし

職員間で連
携をとりなが
ら、子どもの
特性に配慮
した見守りを
行う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10061

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 9 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕前腕
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

様々な状
況を想定
し、適切に
対応できる
ようにその
場に合わせ
た対応を
考えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施 ほぼ毎日

園庭が広
いため、戸
外遊びで
使用する
範囲を活
動によって
考慮してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員間で
危険個所
や危険回
避対策の
共通理解
を図るとと
もに、園児
に対しては
安全に遊
ぶ方法を
知らせてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこ中
に、園庭中
央付近に立
ち止まって落
ち着いて鬼
の位置を確
認していたと
ころ、勢いよ
く走ってきた
男児が衝突
し、転倒す
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭を全体
的に見守る
位置にいた
ため、園庭
中央で対象
児と男児の
衝突を防げ
なかった。
（対象児が
転倒する際
に抱きとめら
れる位置で
はなかっ
た。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

4歳児の見
守り、対応
をしてい
た。

衝動性の
強い男児
が鬼ごっこ
の楽しさで
興奮状態
にあり、前
方不注意
で走ってい
た。

安全に活動
できるよう見
守りをするとと
もに、興奮状
態にある児童
がいる場合に
は落ち着ける
ような関わりを
していく。ま
た、職員が危
険な場面を
見逃さないよ
うに配置を工
夫していく。

10062

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 10 5 9 10 11 6 5 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

特になし

引き続き、
適正な職
員配置を
行い、事故
予防に関
する研修を
都度実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ツリーデッキ
には危険
性はないが
遊びの見
守り方につ
いて再度
職員に周
知した。

職員の配
置や子ども
たちには遊
具の遊び
方、使い方
を再度伝
えた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

引き続き
遊びをしっ
かり見守る
のと同時に
職員の配
置を徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

桜の花びら
に喜び、拾
い集めるの
に夢中だっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ツリーデッキ
の上に１
人職員配
置し見守り
を行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

固定遊
具、他の遊
びの見守り
を行ってい
た。

特になし

引き続き職員
は、各配置で
見守ること。
園児にも戸
外遊び前に、
しっかり遊び
方のお約束を
話しているの
で引き続き園
児に伝えてい
くこと。

10063

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 11 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)
骨折の疑
い（鼻）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育担当
者を申込
保育だから
こそいつも
以上に明
確に確認
をする必要
があった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動内容
による活動
スペースの
適切さを検
討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コロナ感染
症により活
動内容が
今までと変
わってきて
いる。

十分に体
を動かす遊
びを新たに
取り入れて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

遊び全体
の進行を
見ていた。
危ない動き
がないか、
遊び全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
たちの遊び
を見守って
いた。

保育担当が
園庭での遊
びの危険が
ないかしっか
り責任をもっ
て確認する
べきだった。

10064

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 19 3 3 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

なし 2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/月

今回は雲梯
下に敷いて
あるマットに
躓いている。
マット自体に
問題はなく、
地面とマット
に数cmの
段差が生じ
ていたためと
思われる

事故後、
すぐにマット
の周囲に
土を盛り平
にした。今
後の点検
項目に「段
差の有無」
を追加

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具点検
は行ってい
るが、マット
の段差につ
いてはチェッ
ク項目にな
かった

点検項目
に「段差の
有無」を追
加

1.いつも
どおりの
様子で
あった

同学年の
１人と追い
かけっこのよ
うに走りは
じめて数
メートルのと
ころで受傷
した

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭にはい
たが本児を
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭にはい
たが本児を
見ていな
かった

追いかけっ
こをしてい
る児に対し
ては目が行
き届かない

職員の配置
を分散しエリ
アを決め全
体を見るよう
にする

10065

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 22 2 2 17.５

歳
1.男
児

１才４か月頃、
一晩にけいれん発
作を２回起こして
A病院に入院した
ことがある。●年
●月●日、保育
園の午睡中、けい
れん発作を起こ
し、Ｂ病院へ救急
搬送。その後の検
査でてんかんの疑
いがあるとのこと。
その後も何度もけ
いれん発作を起こ
している。

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

1.意識不
明

てんかんの
疑い

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
4～5　)回
/年

1.基
準以
上配
置

保護者より
入眠時にけ
いれん発作
を起こすリス
クが高いと聞
いていた。園
でも午睡時
に何度かけ
いれん発作
を起こし、救
急搬送した
ことがある。
午睡時に発
作を起こすリ
スクが高いた
め気を付け
ていた。

てんかんで
A病院を定
期的に受
診している
ので、受診
後は保護
者にどうだっ
たか詳しく
聞き取り、
職員間で
情報を共
有、確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年 特になし 特になし

5.睡眠
(午睡)
中

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

のどの渇き
を訴えてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

お茶を飲ま
せて布団に
寝かせた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員
と一緒に対
象児をみて
いた。

てんかんの
疑い

午睡時にけい
れん発作を何
度も起こすの
で、保護者か
ら園では午睡
をさせないよう
にと相談が
あった。保護
者との話し合
いの中で、午
睡時のけいれ
ん発作のリス
クを下げるた
め、園では午
睡はせず、静
かに休息をと
るするようにす
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10066

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 28 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

運動遊具
を使用した
遊びを行う
中で、安全
に行うため
の注意や
指導方法
が不十分
であった可
能性があ
る。

運動遊具を
使用した遊
びを安全に
行うにあたっ
ては事前に
注意や指導
方法につい
て会議の中
で確認・共
有し実践す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊戯室は
保育室も
兼ねている
ため、机等
を寄せて広
さを確保し
たが不十
分だった。

舞台の上
に机を置く
などして安
全な実施
に必要なス
ペースを確
保する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

休み明けの
月曜日で、
園児の健康
状態や体調
（前日の疲
れ等）がつ
かみにくい状
況であった。
また、給食
前で集中力
が続かない
時間帯でも
あった。

休み明けは
特に園児の
体調等の確
認を徹底
し、場合に
よっては技
術を要する
遊びの実施
を見合わせ
る。また、給
食前は集中
力が途切れ
やすいため
実施の際は
注意深く園
児を見守
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児に
とって初め
て跳び箱で
あり最初は
緊張感を
持って挑戦
したが、少
し慣れて緊
張感が薄
れていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
隣について
補助をして
いる状況で
はあった
が、他の子
どもの様子
も気にかけ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

加配児に
付き添いな
がら対象児
の動きを見
ていた。

担当職員は
対象児だけ
ではなく他の
子どもの様
子も見なが
らだったため
補助が不十
分だった。他
の職員も加
配児に付き
添いながら
だったため対
象児の見守
りが不十分
だった。

技術を要す
る運動遊び
の際は、補
助に徹する
ことができる
よう他の子ど
もを見ている
保育者を配
置する。

10067

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 53 25 28 5 5 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

小指基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

その都度実
施

2.基
準配
置

特になし

保育士一
人ひとりが
いつどんな
時も危険
なことは起
こるかもとい
う危機意
識が持てる
よう事故後
の話し合い
の中で確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特になし

園庭の掃
き掃除を
し、小石な
どで滑らな
いようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

保育士が時
間差で出勤
し、担任がい
ないことも考
えられるので
クラス間の子
どもの状況、
気を付けるこ
となど共通
理解できる
よう話し合
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達の投
げたボール
がそれたた
め拾いに行
こうとした。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登園してき
て不安定
で泣き始め
た子を迎え
に行ったた
め傍を離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の固定
遊具などに
ついて他児
を見ていた
ため。

特になし

登園時荷物の
始末や情緒不
安定な子に保
育士が対応する
ため遊びを抜け
る時には、どんな
遊びであっても
近くの保育士に
声をかけてから
抜ける。また、
自分が見ている
遊び以外の遊
びの様子や子ど
も、保育士の動
きにも気にかけ
異変を感じられ
るようにしてい
く。

10068

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 16 14 2 3 3 16.４

歳
1.男
児 該当なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

三人体制を
とっていた
が、急遽二
人体制に
なった時の
対応が不十
分であった。
年長児が二
名が入室す
る際、保育
室の職員が
対応するな
ど、体制の
状況判断や
連携が課
題。

園庭担当職
員だけでは
なく、以上児
保育者各々
が自分の動
きを振り返
り、全体の
職員配置を
意識しなが
ら体制をとっ
ていくことを
話し合った。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 1

遊具には、
破損やさび
等の問題
点は見られ
なかった。

毎月1回の
定期点検
をしっかり
行っていく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

年長児の
遊び方に
興味を持
ち、自分も
挑戦したく
なったと思
われる。

一旦その
場を離れた
姿に安堵
せず、危険
性のある遊
び方が見ら
れる箇所に
は、常に目
を配っておく
必要がある
ことを確認
し合った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

異年齢保育
の中で、年
上児の姿に
憧れたり、ま
た、進級間
近の時期で
気持ちが大
きくなり、行
為が大胆に
なっていった
のではないか
と思われる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

年長児二
名が入室
する際、対
象児もその
場を離れ
誰もいなく
なった為、
年長児二
名と共に保
育室に向
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室に
向かう際
に、奥にい
た職員への
声かけを
怠った為、
対象児の
動きや、周
りの遊具へ
の意識が
向けられて
いなかっ
た。

二人体制
になった時
に、その場
に子どもが
遊んでいな
くても、見
守りを離れ
る声かけの
必要性。

話し合いの場
を持ち、３歳
以上児保育
者がそれぞれ
に自分事とし
て振り返った
時に、園庭担
当者に入室
を任せるので
はなく、入室
を呼びかけた
側の配慮が
欠けていたと
の気づきが
あった。

10069

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 26 6 6 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左第４指
挫傷　末
節骨剥離
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

今回の事故
概要を全職
員で共有
し、危険な
行為を見逃
さないように
した。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

日々の点
検を継続
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手押し車
は人を乗せ
るものでは
ないことを
周知する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と遊ぶ
ことを好
み、園庭で
自由遊び
を楽しん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

手押し車
が加速し、
ジャングル
ジムの枠に
あたるのを
防げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員を危
険な場所
に配置し、
園児の動
きを注視し
ていた。

二人で楽しく
遊んでおり、
スピードも出
ていなかった
ので止めな
かった。

子どもの動き
を想定しな
がら、未然に
事故を防げ
るようにす
る。

10070

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 78 27 27 24 8 6 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左第5趾
基節骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ガイドライン
を参考にし
ていたが園
独自の事故
予防マニュア
ルがないため
作成し園内
研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
適宜　)回/
年

高さのある
遊具の下
にクッション
性のものを
準備するな
ど検討す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

落下など危
険予測が
できる遊具
のそばには
できるだけ
保育士が
そばにつく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

登り棒で遊
んでいること
は把握して
いたが、年
長児というこ
ともあり離れ
たところにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と違う
遊びをして
いた。

子どもの動き
を把握し保
育士間の連
携、立ち位
置確認など
行う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10071

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 27 10 3 14 3 3 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左下肢脛
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュアルを
見直し、全
職員に周
知していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
点検や整
備を実施し
ているた
め、改善を
要しない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

再度遊び方につ
いて子ども達と話
をしたり、年齢や
個々の運動能
力に合わせて怪
我を予防できる
声かけをしたりし
て、安全な活動
を促していく。＊
登り棒：手を離
してジャンプする
ように降りず、必
ず棒をつたってい
くこと。1本の登り
棒で遊ぶ。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

登りやすく
なるため裸
足になり、
得意な登り
棒に何度
も挑戦し遊
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

好きな遊び
をしている
中、広範囲
を担当保育
士が全体を
見ながら対
応していた。
登り棒から
手を離し落
下、泣いたと
きにすぐに駆
け寄る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

誰が何をし
て遊んでいる
か全体での
様子を見て
いたが、本
児はいつも
遊んでいる
遊び方だっ
たため保育
士も過信し
ていた。

保育士を固
定遊具や遊
びの中に配置
し、常に危機
感を持ち、危
険が予見され
るときには即
時に対応でき
るようにする。

10072

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 19 2 1 17.５

歳
1.男
児

内股。小さな段差
からの着地が出来
ず倒れこんだり、つ
まづきやすい、バラ
ンスをとりにくい等
が見られA病院を
受診。発達支援
機関ではリハビリの
必要性を感じてい
るが、病院ではリ
ハビリ不要とされて
いる。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右下ＡＢ
外傷性不
完全脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

障がい担当
を配置し
様々な場面
で危険予測
をして対応を
するようにし
ているが、ク
ラス内でのト
ラブルが多
発し対応が
追い付かな
い場面があ
る。

子どもの
姿、特性を
職員間で
共有し、配
慮が必要
な子どもに
は常に注
意を向けな
がら保育す
ることを職
員が理解
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

木製の積
み木のため
硬かった。
フローリング
であり、靴
下で遊んで
いる状態は
滑りやす
かった。

おもちゃの破
損や施設の
不具合等認
められない
が、硬さを考
慮し高く積む
ことを楽しむ
遊びはしな
い。フローリン
グ部分では
靴を履いて
遊ぶ。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育室の扉
を開けていた
ことで出入り
する子どもが
複数おり、よ
り多くの場所
に目配りが
必要だった。
落ち着いて
遊ぶ子もい
たが終始保
育室内を子
どもが慌ただ
しく動き回っ
ていた

子どもの興
味を把握し
それぞれの
子が落ち
着いて遊び
込める環
境を整え
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

好きな遊び
を見つけ喜
んで遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

クラス全体と
けがをした子
どもの遊びの
様子に目を
配りながら、
近くのテーブ
ルで他の子
どもと遊んで
いた。ケガの
瞬間は目を
離したタイミ
ングだった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室の
出入り口
付近でクラ
スの様子を
見守りなが
ら遊んでい
たが、子ど
も同士のト
ラブルが発
生し、対応
していた。

クラス全体
でトラブル
や大人が
間に入って
対応する
必要がある
場面が多
い

どの職員も子ど
もの特性を理解
し、子どもの様
子や行動等から
気持ちの動きを
読み取りトラブ
ル発生を未然に
防ぐ。トラブル発
生時も対応する
職員、全体を見
守る職員の役
割分担をするこ
とで見てない時
間を作らないよ
うにする。

10073

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 17 1 1 17.５

歳
2.女
児 無し 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
当時の現
場での職
員配置が
適切でな
かった。

職員会で話し合
い、園庭での活
動の際は複数の
配置を原則と
し、複数の配置
が困難な場合は
園庭での活動を
控えるか、活動
の内容を制限す
るよう周知した。
また、鉄棒を使
用する際の約束
事や、注意事項
を、前もってしっ
かり子どもに伝え
ることを徹底し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

転落緩和
マットが固
く、厚みが
なかったた
め、骨折に
至ったと考
える。

落下の際
の衝撃を
緩和するた
めに、現在
設置してい
るマットの
上にさらに
厚みのある
安心やわら
かマットを
設置した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年長児の
担任がドッ
ジボールの
審判をして
いたため、
鉄棒をして
いる園児の
様子を見
ていなかっ
た。

保育士1名で
園庭で活動す
る際には、全
体の活動が把
握できる位置
で見守る。ドッ
ジボールなどの
集団での活動
をする際には
保育士を複数
配置するか、
全員が参加で
きるようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は鉄棒
の練習を最近
頑張っており、
ドッジボールに
は参加せず、
逆上がりの練
習をしていた。
傍に鉄棒の得
意な他児がい
て、本児の手
助けをしよう
と、足を持ち上
げたため、バラ
ンスを崩し落
下した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ほとんどの
園児がドッ
ジボールに
参加してい
たため担任
は、審判を
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児十数
名(27名中1
名欠席、数名
は降園）のみ
園庭で活動し
ていたため、担
任1名が保育
していた。他の
職員は園内
で、保育を担
当していたため
誰も事故発生
の現場は見て
いない。

保育者が事
故発生の様
子を見てい
なかったた
め、監視カメ
ラで確認した
ところ、他児
が不適切な
援助を行っ
たため落下
したことが判
明した。

保育者が見
ていれば、他
児に対して止
めることが十
分できた。雲
梯や、鉄棒な
ど、落下する
可能性のある
遊具を使用し
ている際には
必ず、保育者
が付き添うこと
を徹底する。

10074

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 64 22 18 24 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

異年齢児
の園庭での
遊びについ
て、決め事
はあった
が、ドッジ
ボールに合
わせたもの
ではなかっ
た。

異年齢児
が一緒に
園庭で遊
ぶ中での集
団遊びのエ
リアの確
保、職員
配置につい
て全職員
で共通認
識する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(64)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

3～5歳児
が一緒に園
庭に出てい
る時に、5歳
児がドッジ
ボールをして
いた。下の
年齢にはドッ
ジボールエリ
アが視覚的
にわかりにく
かったのかも
しれない。

普段から園
児にはドッジ
ボールエリア
は危険と指
導している
が、白線を
ひくなど、視
覚的にもエリ
ア分けが分
かりやすいよ
うにする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ドッジボー
ルをしてい
る子どもは
常にボール
を目で追っ
ている為、
周りをよく
見ていな
い。

●月末までは
3歳児に午睡
があり、4，5
歳児のみ園庭
に出て、この時
間帯にドッジ
ボールを行って
いたが、3歳児
が共に園庭に
出る場合の自
由遊びや集団
遊びの方法や
エリアについて
危険のないよ
う検討し改善
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、元気で
あった。特
に配慮が
必要な園
児ではな
い。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任が休
みで、他の
クラスの職
員が担当
に入り見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名がドッ
ジボールの
見守り　2
名が他の
子どもの自
由遊びを
見守り

他クラスの
職員が見
守りに入っ
た為、本児
の動きが予
測しにくかっ
た。

園庭での見
守りについ
て、職員間
でその都度
役割を明確
にしておく。
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歳
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3
歳
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10075

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 94 1 16 10 22 18 27 0 16 16 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

その都度実
施

1.基
準以
上配
置

特になし。

怪我が起こ
るたびに職
員間で状態
を確認し何
ができたか、
反省点は何
かを振り返る
ようにしてい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週 特になし。

引き続き安
全点検を実
施する。雲
梯下に敷い
ているマット
はより厚みと
やわらかさの
ある物への
変更を検討
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

バランスを
崩した状態
で落ちたの
で、とっさに
手をついて
しまったと考
えられる。

振り返りを
する中で、
手をついて
しまうと危
険を伴うこ
とがあること
を知らせて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯ができ
るようにな
り、得意げ
に遊んでい
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の園児
を対応中
であり、全
体を見てい
た時であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

未満児担
当職員が
近くで対象
児を見てい
た。

特になし。

手をつく危
険性につい
て知らせてい
く。

10076

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 30 4 4 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ関
節不顕性
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

腫れや変
色などがな
くても骨折
の可能性
を考え、通
院も考えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

到着時に
危険個所
を確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

行動の予
測をし、危
険箇所に
は側にいる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通りに
登所、特に
変わったこ
とはなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

斜面を上
がったところ
で、登ってく
る子たちを
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

先に公園へ
上がった子
の帰園準備
に対応する
職員と、ゆっ
くり上がる子
に対応する
職員にわか
れていた。

危険箇所を
予測し、役割
分担をして、
後から上がっ
てくる子どもも
危険のないよ
う職員の立ち
位置に気を
付ける。

10077

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 6 3 2 13.１

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左第五中
足骨骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

事故防止
マニュアルを
よく理解し
ていなかっ
た。

園独自の
事故防止
マニュアル
作成をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

玩具を取り
に行く際に
本児と手つ
なぎをした
ため、転倒
につながっ
た

事前に玩
具を持って
来ておく

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

日頃から歩行が安
定せず、衝動的な
行動が目立つ児で
あった為、保育者が
一人が個別に対応
することが多かった。
保育者と手つなぎし
ながら歩行した際に
本児が逆方向に急
に進みだしたため、
バランスを崩し転倒
した。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

帰りの会が
終わり、室
内遊びの
準備をする
為、本児と
手をつない
で玩具を
取りに行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

1人の保育
者は本児
以外の園
児を見てい
た。もう1人
の保育者
はおやつを
食べるのが
遅い園児と
一緒にい
た。

保育者が
分散してい
た為。

保育者が揃
い次の活動
の環境や対
応が整うま
で待つべき
であった。

10078

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 3 5 2 2 16.４

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯２
本外傷性
歯の脱臼
口唇外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

活動内容的にも、
職員の配置的には
問題がなかったと思
う。改善策としてあ
げるとすれば、もう
一人の担任が園児
側に付いていたの
で、二人の中での
役割分担をしっかり
決め、近くに居れば
安全なのではなく園
児にしっかり目が届
くように、どんな状況
でも自分がどう動く
べきか、子どもの安
全を第一に対応で
きるようにスキルを
磨いていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今回は静かに健診
を待っているという
時で、怪我が起こる
ことは考えられない
状況である。椅子
にすわらせず、床に
座らせる方法もある
が、コロナ対応とし
て衛生面から床に
直に座らないよう
に、またソーシャル
ディスタンスを取る
意図もあったので椅
子に座らせたが、場
に応じて使用の有
無を判断する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

この時は、通
常であれば
午睡に入る
時間だった
が、内科健
診受診の為
に、起きて隣
の部屋で診
察を待ってい
た。園児、
職員共に注
意力が散漫
になっている
時間帯でも
あったと思
う。

普段の流
れと違う場
合、危険の
ない状況で
も、何が起
きるかわか
らないと思
い、細心の
注意を払
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児の特
性として、
普段から衝
動的に危
険な行動
が多くみら
れる子であ
る。椅子の
座り方も普
段から何度
もグラグラさ
せないよう
に注意を
受けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本を読み聞
かせしている
職員の他の
もう一人の
担任が、園
児の並んで
いる後方に
ついていたの
で、少し前に
位置をとり、
園児をしっか
り見渡せるよ
うにし、小さ
な動きにも
目が届くよう
にする。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

絵本の読
み聞かせを
していたの
で、園児の
方から目を
離す時間
帯があっ
た。

園児がみんな
すわっているか
らと安心せ
ず、一人一人
の子どもの行
動を予想し、
何をするかわ
からない・何が
起きるかわか
らない事があ
るということを
再認識し、注
意を払うことを
怠らないよう
にスキルを磨
く。

10079

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 8 2 2 13.１

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

その都度実
施

1.基
準以
上配
置

園児の人
数が少な
かったため、
職員の気
の緩みが
あった。

園児の様
子に気を
付け、お互
いに児の様
子を声に
出しながら
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1歳児がよ
じ登りを楽
しむために
は、積み木
の高さが高
い。

1歳児に適
した高さの
積み木等
を準備し、
毎回危険
がないか複
数の職員
で確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

1歳児に対
し、大型積
み木の高さ
が高い。複
数の児がどち
らからも登っ
ていける状
態にあった。

発達にあっ
た環境の
設定。同じ
場で遊ぶ
人数、進
行方向等
危険防止
策の徹底。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

よじ登りを
楽しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで本児
の動きを見
ていた。倒
れる際手を
差し伸べた
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児の動き
を見ながら、
他児と一緒
にボール遊
びをしてい
た。倒れる
瞬間を見て
駆け寄った
が間に合わ
なかった。

新入園児
も環境に
慣れ、保
育士の中
にも危険に
対しての意
識が低かっ
た。

児がやりたい
からやらせるで
なく、発達に
応じての環境
の見直しと、
児の特徴から
行動の予測
をする。
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以
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10080

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 6 2 2 13.１

歳
2.女
児 卵アレルギー 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 アナフィラキ

シー疑い

6.アナ
フィラキ
シーによ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

マニュアル
（第1
版）完
成。事故
対応訓練
を定期的
に実施する
ことを決
定。日程
や講師につ
いては検討
中。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

アレルギー
児に対して
は喫食する
テーブルは
分け、配膳
の際はトレ
イを別にす
るなど既に
対策は講
じている。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

喫食後は
他児の食
べこぼしに
触れること
がないよ
う、清掃を
行ってい
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝から鼻水
が流れてい
たが機嫌も
よく、食欲
もあり普段
とほぼ変わ
らない体調
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任保育士が
14：30に退勤し
たため午睡中はフ
リー保育士が睡眠
状態を見守り
SIDSチェックを行
う。14：50からは
主任保育士が保育
に加わり２名体制
で排泄の介助、お
やつの介助を行う。
延長保育時間帯に
ついては0.1.2歳
児11名を３人の
保育士にて保育を
行っていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各担当クラ
スにて事務
作業（保
育日誌の
記載等）
を行ったり、
保育室及
び玩具の
消毒作業
を行ってい
た。

担任保育
士がいない
時でも一人
ひとりの特徴
を把握し適
切な保育が
行えるよう情
報共有を
しっかりと
行っておく。

10081

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 9 15 13 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

4月当初に
遊びのルー
ルの読み合
わせを行っ
ているが、
実際の遊
具を確認し
ながらの
ルールの確
認をしてい
なかった。

早急に遊
具の確認、
職員のつき
方、今後の
遊具の遊
び方を検
討した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

子どもが視
覚的にわか
るよう掲示
物などを作
成していな
かった。

掲示物を
取り付け
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

気持ちが
高まった状
態で大型
遊具を使
用していた
が、声がけ
が不十分
で遊びを止
めることがで
きなかった。

声がけの工
夫、遊具へ
の職員の
配置を増
やす。遊具
を使える時
間の設定。
裏庭やホー
ルの活用で
園庭が密
にならない
ようにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこをし
ていたが、鬼
に捕まりたく
ない気持ち
から、捕まり
そうになるた
びに「やめ
た」と言い、
遊びから抜
け出し、遊
具へ登ること
を繰り返して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊具について
いた職員が、
鬼ごっこをしな
がら遊具は使
えないことや大
型遊具の雲梯
は使用禁止に
なっていること
を何度か伝え
たが、気持ちが
高ぶっていた為
伝わらなかっ
た。対象児が
落下する瞬間
は一瞬のことで
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭それぞ
れに配置し
ていたが、砂
場付近にい
た職員、保
護者対応し
ていた職
員、他児の
トラブル対応
をしていた
等、それぞれ
が自分の周
囲のみを把
握し全体を
把握してい
る部分が抜
けていた。

他児も鬼
ごっこをしな
がら遊具に
も近付いて
遊んでいた
為、遊具に
きた時点で
遊び方を
伝え制止
すべきだっ
た。

改めて遊び
のルールの
確認をし、
全体を把握
できるよう職
員同士で声
を掛け合
い、園庭に
付く時の配
置の工夫を
している。

10082

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

15.その他
の認可外
保育施設

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 4 1 3 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨の
顆上骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

散歩後の
自由遊び
で体力が
伴わずに疲
れていた。

鉄棒に座る
ことを制止す
るべきであっ
た。個々の
体力に見
合った活動
量を把握す
る必要があっ
た。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

足が届かな
い高さの遊
具に座るこ
とを制止し
なかった。

鉄棒に座ら
せないこと
や飛び降り
ないことを
約束する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

児童数が
少なく，見
守ることが
できていて
も鉄棒の
補助をして
いなかっ
た。

保育士の
鉄棒補助
が必要で
あった。でき
ない場合
は遊具の
使用に制
限するべき
であった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自宅にも
鉄棒があ
り，鉄棒に
座ることに
慣れてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

見守れる位
置に立ってい
たが，自由
遊びだったた
め４人の行
動がそれぞ
れ異なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

散歩終了
後，児童
から離れて
いた。

見守りの児
童数が少な
いことや，危
険につながる
遊びという緊
張感に欠け
ていた。

常に児童の
状況を観察
し，ケガを
予測しなが
ら保育を行
う。

10083

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 17.５

歳
2.女
児

通院歴（３
日間）現在
は完治してい
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
近位骨端
線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12 )回/年

2.基
準配
置

子どもたちが
日常的に遊
んでいる場
所であり、事
故の発生を
予測できな
かった。

危険性など
職員間で
共有し、事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

日常的に
遊んでいる
場所だが、
その場での
安全、活
動の内容
を確認して
いく。

子どもの年
齢や発達
を考慮し、
環境構成
を行なって
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

木の幹と幹
の間に隙
間があり、
隙間に靴
がはまって
しまい事故
が起きた。

子どもの活
動の危険
性を再確
認し、見守
りを十分に
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
園庭で遊
び木登りを
楽しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

離れたとこ
ろにいたた
め、手を差
し伸べるま
でに間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児クラ
ス（担当職
員１名）の
み園庭で遊
んでいたた
め、他の職
員はいなかっ
た。

全体を見
ていたた
め、個々へ
の配慮が
足りなかっ
た。

木登りの際
は、近くで見
守る。木から
降りる時も
十分に気を
つけるように
声掛けを行
う。

10084

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 60 20 15 25 8 8 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

他の園児
を避けよう
として自分
で転倒した
程度なの
で、骨折と
思わず対
応してしま
う。

自分で立
てたり、痛く
ないと言っ
たりしたが、
泣き止まな
い時点で、
詳しく原因
を調べるべ
きであった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

自分での
転倒で、園
庭の状態
も普通で
あった。特
になし。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特に無し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭での
自由遊び
の時間中、
他の園児
が近づいて
きて、その
子を避けよ
うとして自ら
転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

少し、運動
能力の低
い子である
ので、担任
が注視して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭を広
く、死角が
生まれない
ように、それ
ぞれに監視
をしてい
た。

運動能力の
低い子に
は、1対1で
ケアをする。

10085

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 18.６

歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

診断名な
し

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

ロッカーのふ
ちを保護す
るクッション
をつける。

6.食事
(おやつ)
中

給食中の
離席。前
方不注
意。

席に手をひ
いて戻すこ
とをくり返
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日常的に
離席や退
室をしてし
まう園児で
ある。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

何度か近く
に行き、着
席するよう
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名は昼休
みの休憩に
入ってい
た。

席に手をひ
いて戻すこと
をくり返す。
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死亡
0
歳

1
歳

2
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3
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4
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上

学
童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10086

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 72 2 16 10 0 19 25 10 10 14.２

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右　鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

かけっこで並
んだ時に園
児同士の間
隔をもう少し
開けていれ
ば、転倒時
に接触を免
れたとも思わ
れる。

職員が声か
けや見守り
をするには、
適切な距離
であったと思
われるが、2
歳児という
年齢と身体
能力を考慮
し、適度な
間隔・走る
方向を考慮
する必要が
考えられる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

園庭中央な
ども含め、安
全面の整備
を心掛けて
いるが、小
石など取り
除いたり雨
上がりの土
のでこぼこな
どには気をつ
け、引き続き
整備に努め
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走る園児
の人数を
減らす、間
隔をとるな
どの配慮に
努める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調面
等、特に変
わった様子
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラスの園
児全体の
動きを見て
おり、転倒
時すぐに掛
け寄り抱き
起こした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

それぞれのク
ラスの園児を
中心に見て
いた。園庭
中央付近に
いた保育士
3名は、担
当職員や担
当児の動き
や状況（転
倒時）を見
ていた。

職員の立ち
位置に関し
て、園庭中
央やすぐに
対応できる
距離での配
置に努め
る。

10087

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭で遊ん
でいたのは、
５歳児のみ
で事故が起
こる寸前まで
保育士が側
で見守って
いたが、他
児のトラブル
で目を離し
た際の出来
事だった。

職員で再
度、マニュ
アルの確認
をした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

落下した場
所は芝生
や、緩衝
材がなかっ
た。

土管の周り
に人口芝
を敷いた。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

クラス全体
で遊具で
遊ぶ際に
気をつける
ことを確認
し、安全に
遊具で遊
べるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

土管の上に
よじ登れるよ
うになり、繰
り返し挑戦
していた。３
名ほどが先
に上に登って
おり、空いて
いる土管の
端から登ろう
として落下し
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

土管から少
し離れた場
所で対象児
を含め４名
を見守ってい
たが、アスレ
チックでの他
児のトラブル
に注意が向
き、落下する
瞬間に間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

砂場で子ど
もと一緒にす
わって遊んで
おり、対象
児を見てい
なかった。加
配児がブラン
コで遊ぶのを
見守ってお
り、見ていな
かった。

事故が起こ
る寸前まで
は、対象
児の側で
見守ってい
たが、他児
のトラブル
対応でその
場から離れ
てしまった。

遊具で遊ぶ
際は、誰がど
こを見守る
か確認す
る。その場を
離れる時に
は、他の職
員に伝達
し、必ず見
守るようにす
る。

10088

令和
6年
3月
21
日

1.認可 11.一時
預かり事業 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 2 4 1 1 3 3 15.３

歳
2.女
児

●/●　8：
00～17：
30　一時預
かりで初めて
保育園を利
用していた。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右脛骨遠
位骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１～２　)
回/年

2.基
準配
置

室内遊具で遊ぶ際
の職員間での共有
事項を決めていた
が、事故発生時に
はそれが守られてい
なかった。園児が落
下した際や転落し
た際の対応マニュア
ルはあったものの活
かされなかった。怪
我などが起こった際
の、対応の仕方、
連携も研修で学ん
でいたが、実際に活
かされなかった。研
修での学びを共有
し、その後の定期的
な繰り返しの再確
認がなされていな
かった。

室内遊具で
遊ぶ際のマ
ニュアルを作
成した。怪
我事故の対
応の仕方を
毎月１回は
再確認時間
を設けて職
員全員が正
しい知識で
対応ができ
るようにす
る。怪我事
故等が発生
した際のフ
ロー図を見
直し作成、
掲示を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具使用の
対象月齢で
はあったが、
この日初め
て利用した
本児は遊具
に慣れてい
なかった。保
育園での生
活リズムが
整っていない
状態での遊
具遊びだっ
た。帰り時
間に差し掛
かり一日の
疲れが出る
時間帯でも
あった。

前の園児
が使った後
のボルタリン
グのパーツ
の確認をす
る。油分や
汗等で滑り
やすくなって
いないか、
確認後に
必要に応じ
て清掃・消
毒をするよ
うにした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本来なら
片づけを終
え、集まっ
て絵本を
見たりしな
がらお迎え
を待つ時
間であった
が、普段の
保育の時
間設定とは
異なり、自
由遊びが
続いてい
た。見守り
時の死角
への意識が
薄かった。

誰でも分か
るように、
誰もが分か
る位置にタ
イムスケ
ジュールを
掲示した。
遊びの際
に、常に園
児の様子
が視野に
入るよう、
声掛け確
認を普段
から意識す
るようにし
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は初
めての保育
園利用で
あった。
120㎝程
登った後に
下がり始め
た。
100cm程
の所で足を
かけようとし
た際に踏み
外して右足
から落下。
その直後に
泣き始め
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

事故発生場
所から２～３
M離れた場所
で本児が上
がっていくのが
目に入ったが、
足を踏み外し
た瞬間は、死
角となり見えて
いなかった。本
児が落下直後
にそばに行き、
泣いている本
児を後ろから
抱き上げて座
らせ触診を
行ったがその際
に、骨折してい
るかもしれない
という認識に
至らなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員A：テ
ラスの片づ
けを行って
おり、本児
の様子は
見ていな
かった。職
員B：他の
園児のオム
ツ替えをし
ていた為す
ぐに対応で
きない状態
だった。職
員C：他
保育室の
掃除を行っ
ていた。

ボルタリングに
上がった際は
後ろに職員が
つく約束だった
がそれが徹底
されなかった。
本児はこの日
初めて保育園
を利用した。
一時保育利
用児に対して
は、特性や性
格を把握して
いない為、より
注意して動き
を見る必要が
あったが、気を
つけて見なけ
ればならないと
いう意識が薄
く、職員が補
助につかなかっ
た。

一時保育
利用児につ
いては、登
録担当者か
ら登録時の
子どもの様
子等のシェ
アを必須と
し、事前情
報を確認し
た上で保育
にあたるよう
にした。

10089

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 2 2 18.６

歳
1.男
児

本園で借り上げている畑
（●㎡）が園庭横にあ
るため、子どもたちはよく
遊びに行きます。畑は、
粘土質で水分があると
滑りやすく、当日も若干
滑りやすかったかもしれな
い、鬼ごっこの為子どもた
ちは畑の中を自由に走っ
ていた、なお、靴には泥
が付き重く滑りやすくなっ
ていたかもしれない。

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
脛骨顆間
隆起骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

園児をしっ
かり観察す
る。（なる
べく密蜜を
さける。）

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

本件事故
はハード面
の問題では
ない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子ども同士
の触れ合い
にルールを
設け、楽し
く過ごせる
ようする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

園の裏の
畑に出、広
い場所であ
るのでテン
ションが上
がり、友達
と衝突して
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児同士
衝突した
が、すぐに
立ち上がり
同様に行
動した。外
傷等があっ
たならば分
かったかもし
れない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園長に報
告し、保護
者へ報告
する。

衝突した園
児の両者
を確認する
ことが大事
である。

園児のケガ
については、
外傷がない
場合も打撲
傷などあるの
で十分に注
意すると共
に市への報
告をする。

237 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10090

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 6 10 8 10 8 10 10 17.５

歳
2.女
児 無 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足首くる
ぶし剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

事故防止
や発生時
の対応につ
いて職員
間で周知
徹底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/年

今後も安
全に留意
し、確認や
点検を行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

スケーター
に乗って遊
んでいた際
に、ハンド
ルを鋭角に
切って曲
がったため
バランスを
崩し転ん
だ。

遊具の安
全な遊び
方を知らせ
ていく。危
険な遊び
方をしてい
る際は注
意を促して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

スケーターに
乗って遊ん
でいた際に、
ハンドルを鋭
角に切って
曲がったため
バランスを崩
し転んだ。そ
の後他の遊
びに移り走っ
ていたが、足
の痛みを訴
え、安静にし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が転ん
だので、すぐ
にケガはない
か確認をし
た。転んだと
きは痛がって
たが、腫れな
どはなく、本
児も他の遊
びに移り、走
る様子を確
認した。その
後本児が足
の痛みを訴
えたので、安
静にして過
ごさせた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

見ていた職
員もいた
が、降所す
る子どもの
対応をした
り、園庭全
体を見なが
ら、クラスの
子ども達が
園庭で遊
ぶ様子を
見守ってい
た。

遊びなれて
いる遊具で
あっても、子
どもの動きに
よりケガにつ
ながることも
あるので今
後も注意し
て見守るよう
にする。

10091

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足くるぶ
し骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

母親から木
陰で遊ぶよう
に言われて
いたため木
陰に居た
が、木陰に
は遊具が設
定されてい
なかった。ま
た、木陰がリ
レーをしてい
る場所から
離れていて、
保育士の目
が届きにく
かった。

木陰でも
遊べるよう
な遊具を
設定した
り、職員も
意識して他
の場所にい
る児の遊び
の様子を
把握する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

木陰で、友
達のリレー
をしている
様子を応
援しながら
見ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

クラスでリ
レーをして
いる子ども
達について
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

隣のクラス
と対抗でリ
レーをして
いたため、
隣のクラス
の担任もリ
レーに付き
添ってい
た。

リレーが盛り
上がり、その
遊びだけにし
か意識が向
けられなかっ
た。また、リ
レーをしてい
る場所と見
学している
場所が離れ
ていたため、
本児が転ん
だことに気づ
かなかった。

リレーをしてい
る場所と見学
している場所
が離れていた
ため、保育士
の視界に入る
ような場所で
友達の応援
ができるように
する。

10092

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 22 4 3 18.６

歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)

右眼球打
撲傷・右網
膜裂孔の
疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

給食時に
ついてアレ
ルギー等の
マニュアル
はあるが、
机の配置
等について
の記載がな
い。

物の配置
は配慮して
いる事項で
あるため、
マニュアル
に追加する
と共ともに
職員への
周知を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

テーブルを
片付ける
場所が通
路となる所
であった。

テーブルを
片付ける
場所を変
更する。

6.食事
(おやつ)
中

特記事項
なし。

その他に対
する改善
策なし。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

年末年始
の長期休
み明けであ
り、疲れが
見えてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

給食のおか
わり担当と
して給食の
載ったテー
ブルの所に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

食後の片
づけや歯み
がきの見守
り（1
人）、食
事中（1
人）

年末年始の
長期休み明
けであったと
いうことと、
仲の良い子
どもが休んで
いたということ
もあり、より
元気がな
かった。

子どもの変化
に対応した保
育をできるよ
う、様々な場
面で必要な
保育内容を
保育士間で
共有するとと
もに意見交
流等を行う。

10093

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 42 0 0 0 0 0 0 3 3 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

特になし
職員配置
位置の再
確認

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
通園してき
て、過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

違うチーム
ではある
が、一緒に
ドッヂボール
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の遊
ぶ様子の
見守りをし
ていた。

特になし

保育中の子
どもの動き、
異変をいち
早く察知す
る。

10094

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 25 10 10 5 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

２～３

1.基
準以
上配
置

日々の運
動遊びで
体を柔軟
に使いこな
せるよう工
夫する

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48

登降棒の
遊び方に
関して職員
で共通認
識を持つ

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夕方や土
曜日等、
通常の保
育と違う状
況では登
降棒を使っ
た遊びを制
限する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

登降棒の
そばで見守
りをしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

砂場や他
の遊具など
に分かれ、
他の子ども
たちの遊ん
だり見守っ
たりしてい
た。

夕方の担当
職員で担任
保育教諭で
はなかったの
で担任がい
ない時登降
棒を使用し
ない
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10095

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 14 3 3 14.２

歳
2.女
児 無し 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

右母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

特になし

マニュアルや
チェックリス
ト、事例を
基に職員が
共通理解で
きるよう努め
ており、職員
配置も基準
配置である
ことから改善
策は特にな
い

1.定期的
に実施 36 1.定期的

に実施 36 1.定期的
に実施 36 特になし

施設にも
机にも問
題は無く、
定期的に
安全点検
を実施して
おり、改善
策は特にな
い

1.集団
活動中・
見守りあ
り

通常は机を
児の動線を
考慮し余裕
のある位置
に配置する
ようにしてい
たが、交代
でクラスに入
る職員がい
つもより少し
動線の近く
に机を配置
していた。

交代でクラ
スに入る職
員に対して
も、こまめに
声を掛け、
配慮事項
を共有した
り確認し
合ったりす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
変わりなく
過ごしてい
た。戸外遊
び後、小走
りで保育室
に入り、園
児用机の
脚で右足
親指側面
を打った。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

通常の活動
であり、担任
は先に入室
し、全体を
見られる位
置から他児
の排泄の介
助をしなが
ら、入室する
子どもを迎え
入れていた。
児が足を
打ったのを見
てすぐに対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

一人は、
保育室前
の靴箱のあ
たり、一人
は、園庭で
最終児を
確認しなが
ら入室を促
していた。

特になし

３人の職員
が児の移動
に合わせて
保育室内と
室外に分か
れて対応し
ており、改善
策は特にな
い。

10096

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 19 　 　 　 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨・尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュアル
はあり、年
１回の園
内研修も
実施してい
る。

マニュアル
にそった対
応を行って
いた。今回
の事故を
契機として
マニュアル
の見直しな
ども検討し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年以上

遊具につい
ては定期
的に点検し
ており、不
備はなかっ
たと考える

今後も定
期的な点
検を実施し
安全管理
に努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

４歳児クラ
スのみ屋外
での活動
中であっ
た。

保育者が
側で見守り
危険を感
知したら声
掛けを行い
回避させ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

太鼓橋が
好きで、よく
喜んで登っ
ている。高
い所からぶ
ら下がり、
体を揺らす
ことを好む

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

太鼓橋に
登った姿は
確認してい
た。職員が
背中を向け
たわずかな
時間に落下
した。すぐに
抱き上げ、
患部を確認
し、看護師
を呼ぶ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

看護師が
患部を三
角布で固
定し、病院
へ運ぶ。保
護者に連
絡する。

通常２名
配置で対
応している
が、事故当
日は１名
休みであっ
たため、見
守りが普段
よりは十分
でなかっ
た。

園庭など外
での活動に
ついては、１
名では目が
届きにくくな
るため、２
名で対応す
るなどの体
制を整え
る。

10097

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 10 15 14 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじの軟
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
時の対応
や講習につ
いて職員に
周知し徹
底していた
が、事故予
防の講習
やマニュア
ル作成は
不十分だっ
た。

事故予防
マニュアルを
作成し職
員に周知
すること。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

使用する
玩具等の
安全を管
理していた
が、配置す
る場所や
使用の仕
方について
の安全面
を考慮して
使用する
必要があ
る。

安全管理
の意識を
統一した安
全点検を
実施するこ
と。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の南
東側の園
舎の陰に
なっていると
ころ（園庭
からは見え
るが、保育
室からは死
角となって
いる。）で
起こった事
故だった。

事故のあっ
た場所に
危険因子
となる物を
持ち込まな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

検温は正
常で、給食
は食欲あ
り、午睡、
おやつの様
子に異常
なく健康に
過ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

二人の担当保育士
が、他児の対応の
為に対象児のそば
から離れていた。隣
のクラスの担任との
連携が不十分だっ
た。事故発生時の
園庭の合同保育
は、3歳児以上43
名を5名の保育士
が見守り対応する
配置にしており保育
士の人員配置につ
いて問題はないはず
であった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

4歳児担
当者・対象
児と至近
距離にいな
かったが、そ
れぞれの位
置は把握
していた。

合同保育
に入る前の
あそびの時
間であっ
た。園庭に
子どもたち
が出た矢
先の事故
だった。

子どもの様
子を至近で
見守り、死
角をつくらな
いようにす
る。

10098

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 35 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯
（BAAB
）：外傷
による脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

なし 2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/月

へやに戻る
途中によそ
見をしたこ
とで、足元
にあるプラ
ンターに気
付くのが遅
れ、躓いて
しまった。

高さの低い
プランターで
はなく、視覚
に入りやすい
高さのポール
（簡易のも
の）を立て、
ロープを張っ
た。➡　業
者に依頼す
る「安全柵」
に関しては
検討中

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員もいつ
もの動きと
安心してい
たこともあ
り、園児の
咄嗟の動
きに対応し
きれなかっ
た。

普段から進
行方向を
見て歩くよ
う、そして
周りをよく
みて行動
するよう指
導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつものよ
うに歩いて
へやに向
かっていた
が、よそ見
をしたことで
足元がふら
ついた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

へやに入る
ため、他の
園児たちと
本児より後
方を歩いて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 本児の少
し後ろを他
の園児たち
とへや方向
に向けて歩
いていた。

前を見て
園舎に向
かって歩い
ていればプ
ランターに
躓くこともな
かったと思
われる。

プランターの
間にポール
を置きとロー
プを張った。
園児（本
児を含む）
に現物を見
せながら確
認していく。

10099

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 48 11 35 3 2 18.６

歳
1.男
児

既往歴に骨
形成不全が
あり、薬を服
用している。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中手骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

既往症が
あることを
配慮して保
育してい
た。

配慮が不
足してい
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

使用前の
確認、使用
後の消毒

ハード面で
の要因は
なし。

園庭を使用
する際は、つ
まずきや転
倒の要因と
なる凹凸が
ないか事前
に確認を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ルールの確
認を行って
転がしドッ
チボールを
するべき
だった。

トラブルに
なった時に
仲立ちして
怪我しない
ようにすべ
きだった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

既往症は
あったが、い
つも通りの
様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊びの中に
いたが、転
んだ時にと
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びに
着いてい
た。

ルールの確
認を行って
転がしドッ
チボールを
するべき
だった。

トラブルに
なった時に
仲立ちして
怪我しない
ようにすべき
だった。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10100

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 10 　 2 2 15.３

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 打撲 8.その

他 1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

集団で集
まる際は並
び順等を
子ども達に
も伝え、ト
ラブルにな
らない工夫
を行うよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

朝の会を
椅子を使っ
て行ってお
り、座る順
番も決めら
れていな
かった。

以上児クラ
スでは、立っ
たまま朝の
会を行ってお
り、並び順も
名簿順に
なっている為
２歳児クラ
スも同じ様に
朝の会を行
うようにす
る。

7.その他

朝の会を
椅子を使っ
て行ってお
り、座る順
番も決めら
れていな
かった。

以上児クラ
スでは、立っ
たまま朝の
会を行ってお
り、並び順も
名簿順に
なっている為
２歳児クラ
スも同じ様に
朝の会を行
うようにす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

椅子を高く
もったまま、
他児とトラ
ブルになっ
てしまった
為、感情
的になって
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

２人の園児
のトラブルを
回避させよう
と椅子を取り
上げようとし
たが、その際
に、園児に
椅子があ
たってしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

おやつ後の
片付けを
行っており、
担任が仲
介に入って
いた為見て
いなかっ
た。

朝の会を
椅子を使っ
て行ってお
り、座る順
番も決めら
れていな
かった。

椅子を使わ
ずに朝の会
を行うように
する。

10101

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 10 3 3 4 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折
（切裂骨
折）

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

屋上園庭
に出る際に
は、必ず複
数の大人
で見守るこ
とを継続す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

フェンスの
足が上履
きのゴムに
引っかかる
可能性に
ついての認
識が不足
していたこ
と。

フェンスの
足の部分
を保護し、
隙間に上
履きが入ら
ないように
対策を実
施。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

少しでも床
が濡れてい
る場合に
屋上園庭
で上履きを
着用しな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の近く
で他児にか
かわってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の対応をし
ていた。

今後も安全
マニュアルの
遵守を徹底
し、安全管
理に努め
る。

10102

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故の様
子を全職
員で共有
し研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日頃から落
ち着きがな
く、体幹が
弱く姿勢が
悪い。衝動
的な面があ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

その場所で
いつものよう
にバトル
（戦い）
ごっこをして
いるのは知っ
ていた。他
児と鬼ごっこ
をしながら様
子はみてい
たが、転倒し
た場面は見
れていない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

3人でよくす
る戦いごっこ
をしていたの
は知ってい
た。時々、
様子は確認
していたが転
倒時は確認
できていな
い。

対象児は普
段と変わらな
い動きでは
あったが、冬
休み明けと
いうことであ
り、普段より
動きが鈍って
いたことも考
えられる。

子どもの状
態、状況を
十分把握
し、それに応
じた体制、
配置を取
る。

10103

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 14 4 4 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

肘頭骨折
（肘の頂
点部分）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故報告
書を基に
改善策を
周知し実
施してきた
が、年度初
めはもちろ
んのこと年
4回、期ご
とに研修を
実施し職
員全体に
周知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

特になし

未満児・幼
児クラスとも
に安全点検
（玩具の大
きさ等）をし
た上で、十
分な見守り
をしながら保
育を行う。ま
た、園庭遊
びの際は事
前に園庭等
の状態を
チェックする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の見
守りの不十
分さが考え
られる。子
どもの行動
を予測して
職員が動
けなかっ
た。

帰りの支度
後の園庭
自由あそび
において
は、雲梯・
のぼり望・
鉄棒のあそ
びは見合
わせる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児の様
子は、いつも
と変りない状
態だった。皆
と一緒に雲
梯にチャレン
ジし、ぶらぶ
らと体をゆ
すったところ
でマット上に
落ちた。対
象児の肘が
先に付く状
態で全身が
覆いかぶさっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他児がタイヤ
飛び付近で
嘔吐したた
めその対応
をしていた。
その途中で、
対象児が「こ
こ痛い」と腕
を指して泣き
ながら伝えに
来た。いつも
より激しい泣
き方だったた
め、異常を
感じた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭にいる
職員は、の
ぼり望・雲
梯・タイヤ
飛び・畑の
草取り・保
護者対応
に携わりそ
れぞれのこ
ども達に対
応してい
た。

帰りの支度
を終え、リ
ラックスした
状況だったこ
ともあり、職
員も子どもの
動きを注視
していなかっ
た。雲梯下
にマットを敷
いてあるので
安心と過信
してしまっ
た。

帰りの支度
後の園庭で
の遊び方を
見直す。雲
梯等は、クラ
ス毎に目的
意識を持っ
て取り組み
子どもの状
況に合わせ
て厚いマット
を敷く。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10104

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 28 5 5 13.１

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯根破折
（しこんは
せつ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故ヒヤリ
ハット会議
を開き、職
員で原因
や是正を
話しあい職
員全体で
再発防止
に努めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

椅子とテー
ブルの間
は、子ども
達が座りや
すいように
間があいて
いたが、そ
の間にて転
倒をしたと
考えられ
る。

戸外の砂
場付近の
木のテーブ
ルや椅子の
配置間隔
に気を配
り、どの年
齢の園児
が座っても
危険を想
定し見守り
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

クラス保育
教諭は、近く
の園児を見
ており、お互
いに本児より
目をはなして
しまった。ま
た、歩き始め
の園児に対
しての危険
性を見極め
られていな
かった。

歩き始めの
園児には、
必ず保育教
諭が付き添
いうことがで
きるように見
守る。また、
歩きたい気
持ちや探索
活動範囲が
広くなること
を予測しな
がら、保育し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

食事、午
睡など通常
通り過ご
し、午後の
おやつ後に
戸外あそび
をしてい
た。砂場で
遊んでい
た。砂場横
にある木の
テーブルへ
移動したと
考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

クラスの保
育教諭
は、近くの
すべり台を
介助してい
た。別の保
育教諭は
砂場にい
た。自分の
周りにいる
子ども達に
目が向いて
しまってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

おやつ後、
自由あそび
の時間のた
め、他の保
育教諭もい
た。自分のク
ラスの園児
や各保育教
諭の回りに
いる園児を
見守っていた
ことから、本
児に対する
直視ができ
ていなかっ
た。

保育教諭
は、園児が、
歩き始めで
あり、歩がお
ぼつかない
様子は、
分っていたが
お互いに目
を離してしま
い、本児に
対する危険
性が見極め
られていな
かった。

歩み始めの園
児には、必ず
保育教諭が
付き添い保
育教諭間で
所在の声を
掛け合う。危
険性を感じな
がら保育教諭
間で共有し、
他クラス職員
にも本児に対
する周知を
行っていく。

10105

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 9 3 3 13.１

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

コンテナの
出入りを注
意して見守
ることとし、
撤去等の
室内環境
の改善は
特に行わな
い。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

コンテナの出
入りで体重
をかけた時に
倒れる可能
性があること
を想定して
いなかった。
子どもの動き
やコンテナの
性質、また
見守りの指
導を行った。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

機嫌がよく
活発に遊
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 対象児の
近くに座
り、周りの
子どもも見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 おやつの
片付け等
していて見
ていなかっ
た。

特になし

見守りが難し
い時の玩具の
選び方を検
討する。担当
以外の職員
も目は全体の
子どもに向け
て保育する。

10106

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 13 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯の打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

危険予知
能力が低
い

危険予知
トレーニン
グをする

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

必要面積
は満たして
いるので施
設の改善
は検討して
いない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コートの広
さに対し
て、子ども
の人数が
多かった。

コートの広
さに対し
て、適切な
人数で行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と同じ
ように楽しく
遊んでいた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ドッジボー
ルは見守っ
ていたが、
職員も一
緒に外野
をやったり、
大人数が
一斉に動
いていたの
で、ぶつか
る瞬間は
見えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

見守っていた
が、子どもた
ちがまだドッ
ジボールに
不慣れなた
め、一緒に
外野をやって
いた。大人
数が一斉に
動いていたの
で、担当職
員や、対象
児がぶつかる
瞬間は見え
ていなかっ
た。

2クラス合
同で活動
していたの
で、1人ひ
とりの動き
がよく見え
ていなかっ
た。

1クラスごと
少人数で行
い、ぶつかる
リスクを下げ
る。

10107

令和
6年
3月
21
日

1.認可 7.小規模
保育事業 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 3 3 3 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘下骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ブランコにつ
いての注意
喚起はあっ
たが、鼻水
を拭いて手
を離すこと
の予想がで
きていな
かった。

3.未実施 実施頻度(
0　)回/年 3.未実施 実施頻度(

0　)回/年 3.未実施 実施頻度(
0　)回/年

公共の公
園であるた
め、設備点
検について
は園では
行っていな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが遊
具を使うの
に対象年
齢があって
いるか、ま
た、発達に
合っている
かを見極め
る必要があ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鼻水が出
る程度の
風邪症状
があり、ブラ
ンコに乗っ
ている際に
鼻水が出
ていることが
気になり手
を離した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ブランコの
場所に保
育者がつい
ていたが、
突然手を
離した為落
下した時に
支えること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の遊具
についてい
て近くには
いなかっ
た。

子どもの行
動を予測し
て遊ばせる、
援助する必
要があった。

10108

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 12 11 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

子どもの視
線に対して
障害物
（この場合
だとタイ
ヤ）が低
かったこと

ブランコに
乗る子が
移動しやす
いように隙
間を空けて
あった箇所
をアメリカ
柵にて封
鎖。目に入
りやすい柵
を設置。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４)回/年

日頃の保
育の中で、
慣れている
動きの箇
所（タイヤ
の先を曲が
る）を最
短距離で
通ろうとし
たこと

ソフト面で
記したが、
柵を変えた
り、人の配
置もリスク
箇所として
把握してお
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

虫に気を
取られてい
たことと本
児の視野と
しては、タイ
ヤの高さが
低かったこ
と

タイヤの高
さは変えら
れないので
その先の視
野に入る
範囲に柵
を置くことで
自然と気
付けるよう
にした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

虫探しが
好きでその
時も虫に
気を取ら
れ、普段は
通らない箇
所を通ろう
とした。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

落ち着かな
いじっとしな
い動きが日
頃から多く、
目を離すと
危険な動き
をしているこ
とがある為、
必ず見えると
ころにいた
が、この時は
見ていなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くで他の
子と遊んで
いた。本児
が転んだの
が分かって
駆け寄っ
た。

本児は目
の前のこと
に気づかな
いことが多
く、遠くに気
持ちがいっ
ていることが
ある。

本児の行動
には予測で
きないことが
多いので気
を付けてみ
ていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10109

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 30 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭の適
切な位置
に保育士
を配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　) 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭で遊
ぶ際の追い
かけっこの
速さについ
て配慮が
必要だっ
た。

コーナー付
近で予測さ
れる事や走
る速さに気
をつける事
を知らせ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で友
だちと追い
かけっこをし
ており、ト
ラックのコー
ナー付近で
転ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全児童の
全体の動
きを見る
為、離れた
ところにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児が
走っているの
を見守ってい
たが、対象
児が転倒す
る瞬間に防
ぐには間に
合わなかっ
た。

園庭の適切
な位置に保
育士を配置
する。

10110

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 44 5 3 16.４

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育者
は、目の前
の子どもの
みならず、
視界に入
る子どもの
行動につい
ても注意を
図ることが
大切。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

高い所や
低い所な
ど、普段視
界に入りに
くい所にも
注意するこ
とが大切。

4.個人
活動中・
子どもの
み

設定保育や
集団活動で
は見守ること
が出来る
が、自由遊
びの時間帯
や夕方職員
配置が手薄
になる場合
は、安全が
保障できる
よう声を掛け
合うなどいつ
も以上に連
携を図る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午睡後、お
やつまでの自
由遊びの時
間、友達と2
人でホール
から年長部
屋の窓から
中を覗いて
みていた。そ
の時中にい
た年長の男
児にふざけて
手を引っ張っ
られ、急に泣
き出した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

年長部屋
からホール
を挟んだテ
ラスにロー
ルマットを
出して、ク
ラスの子ど
もをマッサー
ジしてい
た。1対1で
行うので、
対象児の
泣き声で
事態を知っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

おやつの準
備のため
ホールにいた
職員の1人
が、泣き声を
聞いて対象
児のそばに
駆け寄った。
対象児が友
達と年長部
屋を覗いて
いたことは把
握していた
が、手を引っ
張られている
瞬間は見て
いなかった。

設定保育や
集団活動で
は見守ること
が出来るが、
自由遊びの
時間帯や夕
方職員配置
が手薄になる
場合は、安全
が保障できる
よう声を掛け
合うなどいつも
以上に連携
を図る。

10111

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 17 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨外
顆骨折
●月●日
診断

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュアル
の事故発
生時のフ
ローチャート
の周知、活
用がされて
いなかっ
た。散歩
マップや公
園の把握、
見直しが
不十分だっ
た。

事故防止マ
ニュアル、事故
発生時のフ
ローチャートを
（園内・園
外）の見直し
をし、職員の
役割分担など
の確認を園内
研修で職員全
員に周知して
いく。怪我の状
況によっては、
救急車の要請
をする判断も
必要になる。
散歩マップを見
直し、道順、
目的地などの
危険箇所を全
職員で周知・
把握する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

散歩先の
安全点
検、危険
箇所の把
握が不十
分だった。

散歩先の
安全点検
チェック項
目を見直
す。出入
口の安全
確認、危
険物（葉・
枝・物）の
除去、危
険箇所
（植え込
みなど）の
チェック

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の対
象年齢を
確認せず、
年齢に見
合っていな
い遊具で
遊ばせてし
まった。(雲
梯の高さ約
2メートル)

散歩先の下見
をして、年齢に
見合った遊具
であるか確認
しておく。当
日、現地で
は、年齢に見
合った遊具を
提供し、使い
方もしっかりと
伝える。遊びの
ルールを子ども
たちと見直し
て、確認する。
（子どもが一
人でやってはい
けない遊具な
ど）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一度保育
者に支えら
れて雲梯を
やり遂げた
ので、一人
でも出来る
かな・やって
みようかな
と考えたの
ではない
か。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一度自分で
雲梯にぶら
下がったが、
止めて足を
階段に戻し
たので、次に
ぶら下がった
時も、できな
いと思ったら
足を戻すだ
ろうと、かって
な思い込み
をしてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の遊具での
遊びを見て
いた。

対象児が雲梯
にいるのに、帰
園前の水分補
給の準備をし
ようと離れた所
から見てしまっ
た。落下の危
険性がある
為、その場を
離れてはいけ
なかった。やむ
を得ない場合
は他の保育士
に声を掛け交
代してもらう必
要があった。
「落ちる」ことを
想定しておら
ず咄嗟の動き
が取れなかっ
た。

園外保育のマ
ニュアルを作成
し、保育士の行
動（役割分
担）を明確にす
る。危険箇所、
遊べる範囲、遊
具の使い方やマ
ナー等を 保育
士同士確認し
子どもに話をす
る。 園外保育
は水筒を持参
し、園児を全員
集めてから水分
補給を行う。

10112

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 35 15 9 11 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

不全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

声かけに応
じない子に
は特に注
意を払い、
目を離さな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具には
異常はな
かったので、
今後も引
き続き点
検をしてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今後も引
き続き子ど
もたちの環
境に配慮し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

声かけをし
ながら、掃
除をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

支援を要
する園児を
中心に園
児の様子
を見てい
た。

最後まで残
る子どもたち
から目を離さ
ないようにす
る。

10113

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 17 3 3 17.５

歳
2.女
児 　 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

特になし

保育園事
故対応指
針に準じて
対応した

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

床の状況、
園児数と
保育室の
広さに対
し、保育内
容について
は適正であ
ると判断す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

担任が遊
びの内容の
説明を直
前に子ども
たちへ行
い、遊びを
展開した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

担任が鬼と
なり、鬼ごっ
こをし、よー
いドンと声を
かけた矢
先、本児が
向きを変え
走りだそうと
してバランス
を崩して転
倒し、床に
手首を打ち
付けた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任が鬼役
になり遊び
始める。掛
け声をかけた
際に、対象
児が転倒す
る状況が視
界に入ったが
離れていた
ので間に合
わなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

特別支援
児対応保
育士は、
特別支援
児の対応
をしていた
ため対象
児が転倒
した後に気
付いた。

特になし

通常保育
児と特別支
援児に対し
て、それぞれ
職員を配置
している
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2
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10114

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 30 16 14 5 5 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

担任と非
常勤の職
員がついて
いた。

足が弱く何
もない所で
転倒など、
足の怪我
の頻度が
多いので、
活動時職
員が一人
つく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/週

いつもと違
う公園内で
遊んでい
た。長縄を
使用すると
横移動が
発生する。

活動が無
理そうな時
は、本人の
意思を確
認した上で
見学する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

長縄を７
人で飛んで
いたので、
短くしてもう
少し少人
数にするべ
きであった。

児童の特
性などを考
慮し、環境
の変化に
対応できる
ように、職
員同士の
連携を図っ
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

長縄を飛
び越えた
後、横移
動する際、
バランスを
崩す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

長縄の傍
につき見
守っていた
が、対象児
がバランス
を崩した瞬
間止められ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

長縄を持っ
ていた。

４歳児と
５歳児、
分かれて公
園内で遊
ぶ。５歳児
に二人の
職員がつい
ていた。

４・５歳児
同じ空間で
遊ぶように
し、職員全
体で園児を
見守るように
する。

10115

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明 1.頭部

急性硬膜下
血腫、頭蓋
内開放創な
し、右急性
硬膜下血
腫、痙性四
肢麻痺、外
傷性急性硬
膜下血腫、
急性硬膜下
血腫外傷性
脳浮腫、胃
瘻造設状
態、脳挫傷
後遺症、び
まん性脳損
傷、急性硬
膜下血腫後
遺症、症候
性てんかん

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(８)回/年

2.基
準配
置

職員配置
は基準を
満たしてい
たが、すべ
ての子ども
の動きの把
握は十分と
は言えな
い。

より安全性
を高めるた
めに、全体
を見る保
育士を基
準配置以
上でつけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)/年

遊ぶ前には
使用する
箇所の園
庭の凹凸
や石等落
下物がない
か担任が
確認する
が、1人の
目であると
見落としが
あるかもし
れない。

安全を確
保するため
施設や玩
具の点検
を複数の
目で実施
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児の反
対側からも
他児が同
じように
走ってきた
が、拡散
モードで撒
かれたホー
スの水に目
がけて走る
とぶつかる
かもしれな
いという危
険予測が
できていな
かった。

遊びの場や
使用するも
のを事前に
準備をして
から子ども
が遊べるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ホースの水
に触れよう
と、水や水
を撒く保育
士の方を
見ながら
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
ながら散水
をしていた
際、本児と
Ａ男が水
や自分の
方を見て
走っていた
ので、ぶつ
かりそうだと
気づき、
「ぶつかる」
と声をかけ
たが間に合
わず止めら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭に出
ようと玄関
付近にお
り、本児の
動きを見て
いなかっ
た。

クラス全体
の子どもの
動きを把
握しきれて
いなかっ
た。

担任は子ど
もとかかわり
ながら遊ぶこ
とが多いた
め、同時に
担任以外の
保育士が全
体の子ども
の動きを見
守り、危険
が予測され
る時にはすぐ
に制止す
る。

10116

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 79 0 0 0 26 32 21 0 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保育者の
配置がしっ
かりと決め
られていな
かった。

保育者の
配置場所
などの取り
決めをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の付
近での見
守り箇所の
設定がな
かった。

見守り箇
所の設定
を行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

友だちとの
ぼり棒を
使って、上
に上がった
り下がった
り、のぼって
いる近くを
走り回った
り、棒を
握って回っ
たりと激しく
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

のぼり棒にの
ぼり遊んでい
るのを見てい
たが、他児
に話しかけら
れ、そちらに
目を向けた
ため、対象
児が落下し
たところは見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名は全体を
見ながらも他
児と集団遊び
をしていて、対
象児の様子は
見ていなかっ
た。1名は保
護者の対応に
当たっていた。
1名はアスレ
チック遊具の
様子を見てい
て、対象児の
様子を見てい
なかった。

児童が危
険な遊び
方ということ
を理解して
いなかっ
た。

保育者間で
遊びの確認
をしっかりし
ていく。

10117

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 23 10 13 3 2 15.３

歳
1.男
児 特記なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

通い慣れた
場所でもあ
り、油断は
あったと考
える。

発達と想
定させる事
故、ヒヤリ
ハットなど
引き続き
研修に取り
組んでい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年 - -

1.集団
活動中・
見守りあ
り

舗装面と土
面との段差
が少しあった
り、土面には
草が生えて
いたりしたた
め、バランス
を崩しやす
かったり、草
に足がひか
かったりした。

安全に歩く
ことができる
場に誘導
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子もな
く活動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒後、近
くにいた保育
士がすぐに
駆け寄り、け
がの状況を
確認する。
外傷がなく、
痛みの訴え
もすぐになく
なったので、
大丈夫と思
い、散歩を
継続する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

転倒に気
付き駆け
寄り、担当
職員と共に
けが状況と
本児の様
子を確認
する。

足元に気
を付けて歩
くことを十
分に伝えて
いなかっ
た。

発達と対処
方法等につ
いて、引き
続き研修に
取り組んで
いく。

10118

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 40 17 11 12 4 4 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第5中
手骨骨
折、右手
部挫傷、
右小指
PIP関節
脱臼骨折
疑

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

今後も研
修の中で、
いろいろな
パターンを
想定し、事
故予防に
努めていけ
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

園庭に石
や凸凹など
子どもが躓
く箇所はな
かったため、
改善策は
ない。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

裸足で走
ることに慣
れていな
かった。

裸足での
遊びに慣れ
るまでは注
意を促す
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

玩具を片
付けてか
ら、担任と
シャワー遊
びをしようと
思ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任は担当
児が玩具を
片付け、担
任のしていた
シャワー遊び
の場所に
走って戻って
来ようとした
途中に、何
もないところ
で転んだとこ
ろを見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児が遊
んでいる所
を見守った
り、一緒に
遊んだりし
ていた。

走っている
対象児の
足があまり
上がってお
らず、地面
で躓いた。

地面に躓く
ような大きさ
の石や凸凹
などもなかっ
たため、改
善策は特に
ない。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10119

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 22 2 2 16.４

歳
1.男
児

普段から活発
に動き回って
いる。担当保
育士が気にか
けており声をか
けているが、
突発的に走り
出すことも多
い。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の打撲と脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
４ )回/年

1.基
準以
上配
置

複数人で
保育・教育
に当たる場
合でも、職
員間で声
を密に掛け
合い連携
をとるように
する。

職員会議
の議題にあ
げるなどし
て、定期的
に事故予
防に対する
研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

保育室ドア
サッシは既
製品のゴム
パッキンが
つている状
況であった
が、強打し
た際は芯の
固い部分
にあたる可
能性もあ
る。

ドアサッシに
クッション性
のあるぶつ
かり防止
ガードなど
を挟むよう
改善が必
要。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

全体を見
守るよう
に、職員間
で見守る
場所を決
めて立って
いたが、児
童に付き
添う保育
者も必要
であった。

状況に応じ
て、個別で
付き添うな
ど、保育士
の動きや立
ち位置に
改善が必
要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段も急
に走り出し
たりすること
もあるた
め、気をつ
けてて見
守っている
児童であ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体的に
気をつけて
見守り、
「歩いてい
きましょう」
「走らない
よ」などど声
をかけてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担任保育
士と連携
し、立ち位
置を決め、
全体的に
見守ってい
た。

クラス全体
でトイレに
行く時間と
してみんな
が動いてい
たため、二
人の保育
士は立ち
位置を決
め、全体を
見守ってい
た。

少人数単位で
トイレに行くな
ど、改善が必要
である。全体を
見守る保育士・
児童に個別で
付き添う保育士
など、状況に応
じて役割を分担
することが必要
である。児童へ
の声がけだでな
く、実際に児童
へ付き添う保育
士配置が必要
である。

10120

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 17 2 2 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

飼育物を
見に行こう
として走っ
た。

子どもが行
動をすると
きに慌てな
いような声
かけをす
る。室内や
テラスでは
走らない約
束の再確
認をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/年

テラスに飼
育物を置
いていた。

飼育物を
置く場所の
見直しを行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

前日に捕
まえたヤモリ
の尻尾が
午前中に
切れて、子
どもたちの
関心が集
まっていた。

子どもたちの
関心が高
まっている飼
育物等があ
る場合はクラ
ス全体から
見やすい場
所へ保管
し、慌てた
り、走ったり
せず過ごせ
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

飼育物へ
の関心が
強く、午前
中に尻尾
が切れたヤ
モリへの関
心も高かっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

降園の身
支度をして
いる子に関
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

おやつの片
づけをして
いた。

子どもたち
はおやつの
片付け、降
園の準備
をする時間
で、子ども
の動きも多
かった。

保育士は他
のことをしな
がらも園児
の様子を注
意深く見て
おく。

10121

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 8 3 3 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙破折、
外傷性亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

最近起こっ
た小児に
関する事
故に対する
情報が不
十分である

色々な事
故に関する
情報収集
と検証の機
会を作る

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

テラス前の
コンクリート
部分に砂
が溜まって
おり、滑り
やすかった

毎朝、また
は風の強い
日は随時
砂を掃く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

乳児が活
動する際
の、危険個
所の洗い
出しが不
十分だった

全職員で
危険個所
を共有し、
その場所で
子どもを遊
ばせない

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育士に
追いかけら
れ、楽しく
て興奮して
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒した場
所が、転び
やすい場
所だと認識
していな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児を見
ていた

職員は子ど
もが転倒す
ることを想
定して保育
していな
かった

子どもの個
人差や発達
の把握と職
員周知を徹
底する

10122

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 25 2 2 18.６

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)

顔面外傷
性皮膚欠
損創、顔
面挫創、
顔面肥厚
性瘢痕

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

ぽっくりを
使って斜め
の斜面の
側溝上を
歩かないだ
ろうという思
い込みから
の確認不
足。

職員１名
は必ず、園
児の安全
確認のため
全体が見
届けできる
場に残る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

改善策な
し

3.個人
活動中・
見守りあ
り

折り紙を
やっている
所にソフト
ブロックを持
ち込んだ
時、声を掛
けなかっ
た。

おもちゃの
使い方のお
約束をしっ
かりと伝え、
どう使ってい
るか（状
況）を把
握していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

円の中にい
たが1人円
柱のソフト
ブロックにま
たがり加
わっていて
体勢を崩
す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

円のすぐ後
ろにいて、
全体を見
ながら目を
配ってはい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の園児
に対して、
片付けを
促す声かけ
をしてい
た。

子どもが遊ん
でいないだろう
という先入観
をもって見るの
ではなく、死
角になる場も
必ず確認を
行う。また、担
当保育士同
士声掛け確
認を行う。

10123

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 60 0 0 0 20 20 20 0 6 6 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首、
橈骨、尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

危険な遊
具へ職員
を配置、子
ども達へ遊
具の使い
方を伝える

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

定期的な
点検を続
ける

3.個人
活動中・
見守りあ
り

登園と共に
子供の人数
も増えてくる
為、広く視
野をもって見
守るよう心が
け、子どもた
ちにも危険
なことについ
て更に伝え
ていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

できるよう
になった雲
梯で保育
士に見てほ
しくて遊ん
でいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

雲梯を行っ
ている園児
がいた為、
そちらの補
助をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
立ち位置
で園児の
様子をみて
いた

遊具の使い
方、待ち方
を確認し合
い、各クラス
で話したり、
その都度声
をかける
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10124

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 24 7 9 8 5 5 16.４

歳
1.男
児 特記なし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼（左
上前歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

「危ないよ」
の声かけだ
けでなく、
本児の側
に行って、
大型積み
木を撤去
すべきで
あった。

子どもは予
期せぬ行
動をとりや
すいというこ
とを念頭に
置き、一人
ひとりが油
断しないこ
とと不要な
ものは片づ
けておく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊びに不
必要なもの
の片付け、
場所・管理
方法の確
認を職員
間で見直
しを行う。

上記のとお
り

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故発生時
に、すぐ側に
職員がいな
かった。玉入
れの様子は
よく見えては
いたもののそ
の場を離れ
ていたのは
事故の要因
につながっ
た。

遊びのコー
ナーを離れ
る際の職
員間の声
かけをかか
さない。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

玉入れの
玉がカゴの
中に入ら
ず、入れた
いという思
いで少しで
も高くなる
ように本児
なりに工夫
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊びを盛り
上げるために
CDを流して
いたが、その
CDの音量を
上げるために
担当者が場
を離れてい
たのと、他の
職員に子ど
もたちの遊ん
でいる状況
を話してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びの
コーナーで
他の園児
に対応して
いた。

玉入れコー
ナーであった
ので、大きな
ケガにつなが
る遊びでは
ないという油
断もあり、周
囲の職員や
子供たちへ
の声かけが
なかった。

子どもたちの
側を一瞬で
も離れる場
合は、他の
職員に声か
けを行った
り、遊びの状
態によっては
中断させて
待たせる。

10125

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 16 6 5 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼・外
傷性歯の
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

散歩に出か
け昼食前に
帰所する予
定で食事の
テーブル・椅
子をセッティ
ングしていた
が急な雨で
引き返した。
アクシデント
で目が行き
届かなかっ
た。

いつもと違
うことが起
きた時に
は、担任
間で意識
して声を掛
け合い子ど
もの安全を
確かめる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/月

食事用
テーブル、
椅子が出
ているとき
には、子ど
もの動きに
特に注意
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

個人活動
中には、一
人一人の
動きに特に
注意をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

同じフロア
内におり、
転んだ瞬
間は違う方
向を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

散歩帰りの
他児の介
助のため
デッキにい
た。

担任間で声
を掛け合い
子どもの安
全を確かめ
る。

10126

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 26 1 1 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

暑い日が
続いてお
り、疲れや
眠気が出
てくる時間
帯であっ
た。

静と動のバ
ランスに配
慮し、活動
量を調整
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもして
いる行動で
あったため、
本児自
身、特に意
識はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の大縄
跳びをして
いる子ども
たちについ
ていたた
め、本児が
転倒したこ
とに気がつ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ブランコや
総合遊具
等で遊ぶ
子どもたち
についてい
た。

特になし

ブランコや総合遊
具だけでなく、丸
太の近くでも子ども
たちが遊んでいると
きは、側についた
り、声をかけたりし
て、安全に遊べる
よう保育士の立ち
位置に留意する。
また、疲れが出てく
る時間帯であるた
め、子どもたち一
人一人の様子を
見て、休息が取れ
るように声をかけ
る。
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 11 0 0 0 0 9 2 0 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

事故発生時
の予防や対
策についての
外部研修に
参加するな
ど、職員の
危機管理に
関する知
識・認識を
高め、周知・
共有してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

3.未実施 実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊びと着替
えのスペー
スが狭く、
同じ所で
行っていた
ため。

遊びと着替
えの場所
（空間）
を分ける。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

同時に２
つの活動を
並行して進
めず、一つ
ずつ活動を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
も良好で、
普段通り
機嫌よく活
動に参加し
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当保育士
は次の活動
（昼食）の
準備を行っ
ており、本児
との間に距
離があった。
そのため、本
児のつまづき
転倒に気が
付かなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児のそば
で保育を
行っていた
が、本児の
つまづき転
倒に気が
付くことが
出来なかっ
た。

職員同士
の役割分
担（リー
ダー・サブの
動き）、コ
ミュニケー
ションの欠
如。

職員同士がコ
ミュニケーション
を図り、子どもの
安全面確保を
最優先に考えて
行動するべきで
あった。また、室
内の全体に目が
行き届くよう、環
境構成の見直
しを行う。
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 26 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘内側
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

危機管理
マニュアル
の再確認
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊具の整
理整頓を
行っていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

プールや外
遊び等、体
を動かして
遊んだ後
は、落ち着
いて過ごせる
活動を取り
入れていく。
移動の時は
転倒を防ぐ
ため、走らず
歩くよう児童
に指導す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 他児と一緒
に遊んでいた
時に、友達
の足につまず
き、足がもつ
れた。対象
児が走って
いた為、他
の園児と接
触し躓いて
転んでしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊びの様子
をそれぞれの
立ち位置で
見守ってい
た。保育士
2名での見
守り対応で
あったが、保
育士1人は
他の園児の
対応にあたっ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 それぞれの
遊びの様
子を見守っ
ていた。他
の園児の
見守りの対
応に追わ
れていた。

保育士間
での段取り
と打合せが
不十分で
あった。

児童の活動
内容に合わせ
て、バランスよ
く保育士を配
置し、見守れ
る立ち位置に
いる。園児の
見守りを職員
同士が連携
をとりながら見
守りの強化を
行っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 18 3 3 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

担任の一
人は子ども
にリズム運
動の指導、
一人はピア
ノを弾きな
がら子ども
に声を掛け
る

リズム運動
の取り組み
方や事前
に準備体
操を行う等
確認をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

毎日使用
している遊
戯室なので
ハード面で
の問題点
はないと思
われる

使用前に
十分な清
掃を行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日々取り
組んでいる
運動にも
取り組み方
により怪我
を引き起こ
す

子どもの運
動能力に
合った取り
組みをして
安全を確
保する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動してい
て楽しい気
持ちにな
り、体の動
きをコント
ロールしき
れなかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
渡し、運動
するグルー
プや順番を
待つグルー
プの指導を
行っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

リズム運動
のピアノを
弾いてい
て、近くの
子どもに
は、声をか
け指導して
いた

安全な活
動をするた
めのグルー
プの人数で
はなかった

こどもの運動
能力の把
握、グループ
人数の調整
を行う

10130

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 11 6 5 3 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折 8.その
他 1.あり 3.未

実施
実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

朝の打ち
合わせ時
間帯で２
名不在で
あった。

打ち合わせ
の時間と参
加する職
員数の見
直し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

テーブルや
棚など高い
所に登りた
がる。

危険個所
の排除
（事故発
生前に棚
は取り外し
ている）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

部屋の中
に玩具が
散乱してい
た（ままご
との食べ
物・弁当
箱・車・ペッ
トボトル）

遊具や玩
具の配置
に気を付け
安全な環
境を確保
し、歩行や
遊びの障
害にならな
いようにす
る。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

いつもより
顔色がさえ
ず、普段よ
り落ち着い
た様子で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

顔色が悪く、兄の胃
腸炎がうつっていな
いか、いつもより気を
付けて見ていた。
座って車のおもちゃ
を動かして遊んでい
たが、横になり急に
泣き始める。お腹が
痛いのかと思いお腹
をさすってあげるが
一向に泣き止まな
い。もう一人の保育
者の下へ歩いて移
動し、その後も泣き
続けるので、腸重
積再発を懸念し、
母親へ連絡すること
になった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

新入園児
を受け入
れ、その子
を中心に、
他の園児
を見てい
た。

普段から上
を向いて歩
いたり走った
り、バランス
が悪いため、
職員は目を
離さないよう
にしている
が、見逃して
いる部分が
あり、その時
に捻る等、
何らかの衝
撃を受けた
のではない
か。

職員の立ち
位置・声掛
け・本児に
一人つく
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 24 4 1 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
２　)回/年

1.基
準以
上配
置

3歳児在籍25名
中、配慮が必要な
お子さんが3名在籍
している。（うち1名
が怪我をした本
児）主担任の他に
3名の保育補助が
いるが、主担任以
外の3名のうち2名
は配慮が必要なお
子さんに常時1対1
でついており、もう1
名はクラス全体の補
助をしていた。怪我
をした本児は危険
行為が日頃から多
かったが、特定の保
育者をつけておら
ず、咄嗟の危険行
為に対してすぐに対
応ができる職員体
制にはなっていな
かった。

配慮が必要なお子
さん3名の担当分
担を明確にする。
今まで怪我をした
本児には、加配保
育士がついていな
かったが、危険行動
に対する対応や気
持ちが高ぶった際の
対応など特定の保
育士が担当すること
とする。加配の保育
者は勤務時間もバ
ラバラ（①9:00～
17:00②9:00～
14:30③8:30～
14:00）なため、
夕方など空白の時
間が生じないよう職
員間の連携も併せ
て行っていく。

1.定期的
に実施 週1回 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

窓枠の棚は子ども
が腰かけるのにちょう
どよい高さで、毎年
登ってしまう園児が
多い。窓枠の棚は
昇降式ステージの
構造上取り除くこと
が不可能なため、
登る場所ではないこ
とを繰り返し伝え、
指導している。窓枠
部に子どもが登れな
いような工夫をする
ことがヒヤリハット検
証時に検討された
が根本的解決には
至っていなかった。

窓枠の上に、お花
紙で作った花を置
き、視覚的に上がっ
てはいけない場所で
あるという意識づけ
をしていく。構造上
窓枠部の撤去は難
しいため（昇降式
ステージの構造
上）園児には繰り
返し登ってはいけな
いことを伝えていく。
子どもたちが高いと
ころに登りたいという
欲求を満たせるよう
遊びの中に意図的
に組み込んでいく。
（巧技台やゲーム
ボックスなど）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

クラス担任
4名全員が
片付けに
加わってお
り、片づけ
ることに集
中し、子ど
もの行動
予測が十
分にできて
いなかっ
た。

子どもたち
と共に片付
けをすること
も大切なた
め、片付け
をする保育
士、全体の
流れを把
握し、次の
行動を指
示する保
育士と分
担を明確
化する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

片付けを
切り上げ、
仲の良い
友達と遊
戯室内を
追いかけっ
こをしてい
た。自宅で
も、園でも
机などの高
いところに
上ることが
多く、気持
ちが高ぶっ
た状態で、
高いところ
に上ること
は想定がで
きる状況
だった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

巧技台の
片付けをし
ていた。次
の活動に
移る前に
危険が生
じる大きな
平均台など
を片づけて
おきたいと
いう思いか
ら、片付け
を切り上げ
遊び始めた
本児の姿
に気づくこと
が遅くなっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

積み木やボー
ルなどを片付
けていた。窓
枠に登った本
児をすぐに発
見し、下りるよ
う声をかけた
が、声掛けをし
たまま他の玩
具の片づけを
始め、窓枠か
らきちんと下り
たかまで確認
できていなかっ
た。危ないので
ジャンプをしな
いようにというと
ころまで声掛け
できていなかっ
た。

気持ちが高
ぶった際に、危
険行動など行
動に見境がな
くなることが多
い。また、友だ
ちの行動に影
響されやすいこ
とや、大人の
反応を試した
り気をひくよう
な行動も多く、
そのような特性
を十分に理解
した上で、適
切なかかわり
方をしていくこ
とが必要。

本児の行動の特性を
理解し、危険な行動
が見られた場合には
すぐに側で最後まで
見届けるよう対応をす
る。大人の反応を見
て、あえて危険なこと
をすることもあるため、
声のかけ方や関わり
方の工夫をする。ま
た、周囲に影響され
やすいことから、クラス
内で落ち着かない雰
囲気がある際にはクー
ルダウンの時間を作る
などし、危険の回避を
行う。本児の特性を
職員間で情報共有
し、どの職員でも衝動
的な危険行動にも対
応できるようにする。

10132

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 10 　 2 2 16.４

歳
1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

1.基
準以
上配
置

降所後に
は、落ちつ
いて帰るよ
うに指導し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)回
/年

周りに危険
個所がない
ように、整
備しておく。

7.その他

門扉前、
園舎横のコ
ンクリート
部分だった
ため、ス
ピードも出
ていて強打
する。

降所後
は、遊ばな
いで落ちつ
いて帰るよ
うに指導す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

父親の迎
えで、嬉しく
なり気分も
高揚して
走ってしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

降所後で、
見送り見え
ない場所で
転倒してい
た。そのまま
告げられずに
帰ったため、
次の日連絡
を受ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
も、引き渡
した後気付
かず、降所
していた。

降所後は遊
ばないで落ち
ついて帰るこ
と、走ると危
険なことを日
頃から園児に
知らせていくよ
う、職員間で
確認をする。
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 17.５

歳
1.男
児 無 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

園児自身
の要因の
為

十分な広さ
の保育環境
にての活動
であるが、子
供の興奮状
態を観察し
気持ちの切
り替えをする
時間を作り
ながら活動
を進めて行く
方法を模索
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

園児自身
の要因の
為

十分な広
さ、周囲に
も障害物
などはない
保育環境
にての活動
であった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児自身
もとても楽
しんでおり、
勢いがつき
すぎたこと
が要因の
為

15人一斉
に行うので
はなく人数
制限をしな
がら行うよ
うにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

スポーツ教
室が楽しく
て興奮して
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ちょうどほか
の子がトラ
ブルになっ
ていたので
そちらへ体
を向けてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児が外
部講師の
前を通り過
ぎ、決めれ
れた範囲か
ら出ていく
のでそばに
近づく。

園児自
身、張り
切って外部
講師に見
せようとして
いたことが
要因の為

注意事項を
きちんと伝え
て指導する
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10134

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 44 14 15 15 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙破折、

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

最近起こっ
た小児に
関する事
故に対する
情報が不
十分である

色々な事
故に関する
情報収集
と検証の機
会を作る

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

ログハウス
内の安全
整備は適
切であった
か

ログハウス
に敷いてあ
るマットが
危険だと判
断し撤去し
た

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ログハウス内
に許容範囲
以上の人数
の子どもはい
なかったか、
ログハウス内
で走り回る
等の不適切
な行動はな
かったか

転倒の原
因分析を
踏まえ、子
どもたちに
安全な遊
び方の周
知・徹底を
行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
であったが、
手に木か
石を持って
遊んでいた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

普段と変わ
りなく遊ん
でいたの
で、転ぶこ
とは予想し
ていなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児を見
ていた

職員は子ど
もが転倒す
ることを想
定して保育
していな
かった

ログハウス内
で安全に遊
べるように、
人数制限を
したり遊び方
を指導する

10135

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 22 0 0 0 5 11 6 3 3 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
近位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
４　)回程
度/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

夕方の当
番体制に
なり、保育
士の見守り
の中、気の
合う友達と
自由遊び
をしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

柵にもたれ
ている姿を
見つけ危な
いと気付き
声をかけた
が、間に合
わず転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
児のトラブ
ルに対応し
ており、対
象児を見
ていなかっ
た。

特になし

事前に子ども達
に柵にもたれ掛
かると頭の重さ
で転落すること
がある事を知ら
せておいたり、子
どもが柵等に近
付く様子があれ
ば、すぐに保育
者が駈け寄った
り声をかけたりす
る等の対応を行
う。

10136

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 11 2 9 3 3 14.２

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右膝関節
捻挫

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

1.基
準以
上配
置

１．２歳
児混合の
保育の中
で、11名
が同時に
走る場合
のリスクの
認識不足
であった。

低年齢児
の運動能
力が未発
達であるこ
とを認識
し、少人数
で、距離を
考慮して活
動すこと
を、職員で
周知す
る。、

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

保育室か
ら、遊戯室
に出ると広
い空間で
園児にとっ
ては開放
的になる。
気持ちが
高まって、
走りまわり
たくなる。

遊戯室で
活動する
場合は、
滑らないよ
うに靴下は
脱がせる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年齢発達
にあった活
動をすべき
であった。
保育士が
意図した走
り方をしな
いことを先
読みすべき
であった。

遊戯室で
運動遊び
をする場合
は、年齢
発達に応じ
た活動と人
数、距離
感など配慮
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室か
ら、遊戯室
に出てくると
広い空間
を自由に
走り出し
た。保育士
が、かけっこ
を促すと、
側に来てか
けっこを楽
しんだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育士はス
タートとゴール
地点で子ども
たちを誘導して
いたが、本児
が他児と接触
し転倒した
際、保育士1
はすぐ本児に
駆け寄り怪我
の有無を確認
する。保育士
２は、後から
走ってくる子ど
も達が本児に
接触しないよう
に横へ誘導す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

おやつの後
片付けがま
だ終わって
いない状態
で、クラスの
子どもが、
保育士２
人と遊戯
室へ行った
が、そのま
ま保育室
の片付けを
続けてい
た。

当日３人の
保育士がい
たが、２人
は、子どもの
活動に付き
添い遊戯室
に来ていた
が、もう１人
の保育士は
保育室の片
付けをしてい
て、子どもの
活動に間に
合わなかっ
た。

低年齢児が
保育室以
外の広い場
所で活動す
る場合は、
先を見通
し、子どもの
安全がしっか
り見守る位
置に保育士
がそろってい
ること。

10137

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 54 3 12 8 7 13 11 11 9 15.３

歳
1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

水筒や通所
カバンを手に
持って引き
ずって歩くと
危険なの
で、肩から斜
めにかけて登
降所するよう
保育所だよ
りや玄関掲
示で知らせ
ていく。登降
所時の約束
をマニュアル
化し、職員
間で共通理
解していく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

玄関先や
門扉の安
全点検を
定期的に
行うように
する。

7.その他

門扉を出
るまでは、
事務室の
職員を中
心として危
険のないよ
う、見守る
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に気にな
る様子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

降所後、
園外にいた
ため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降所後の
ため。

水筒や通所
カバンを手に
持って歩い
ている子ども
を見かけた
ら、肩から斜
めにかけるよ
う、その都度
声をかけて
いく。

10138

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 13 1 6 6 4 4 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右母指末
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

事故防止
に向けた環
境づくり、
職員間のコ
ミュニケー
ション、情
報共有に
留意する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　）

子どもの特
性を十分に
理解し、事
故の発生防
止に係る行
動の確認や
事故に発展
する可能性
のある問題
点を把握し
改善する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故の生
じやすい場
所等を共
有すること
で、事故へ
の認識、危
険に対する
予知能力
を高める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

乳児室へ
戻ろうとし
ていたため
ドアの近く
にいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児が
ドアの開閉
をしている
のに気付い
たため、ド
アを閉める
よう声をか
けながらそ
ばに行こう
とした

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
たちのそば
にいた

ドアの開閉
の際は、子ど
もがドアに手
や身体をつ
けていない
か、戸袋付
近にいない
かを注意確
認する。
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以
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童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10139

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 92 51 41 7 7 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷による
歯牙破
折、歯髄
炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１０)回/
年

2.基
準配
置

園庭にいる
職員が死
角がない様
に立ち位
置を考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

動きを想
定して滑っ
たり、こけた
りしないよう
に見守る。
高い場所
は危険な
ので特に気
を付ける。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

動きを想
定して、安
全に見守
る。人数が
多い時は
待たせたり
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

滑り台の階
段を上って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

滑り台下で
他児とも一
緒に遊んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

クラスの子
ども達と滑
り台付近で
遊んでい
た。

本児がつま
ずく予測が
出来ていな
かった。

滑り台、ぶら
んこ、ジャン
グルジム、鉄
棒などの遊
具で遊んで
いる時は傍
で危険が無
いか見守
る。

10140

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 20 0 0 7 6 7 0 0 3 3 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

ケガをした
当該児の
すぐそばに
職員がいれ
ば、手で支
えることは
できたと思
う。

研修を受講し
てきたら、全員
へ内容の報告
をして、共通
理解をする。
日々の保育の
中で、ヒヤリ
ハットを記入
し、職員会で
報告し、共通
理解していく。
子どもの遊びの
中では常に危
険を予測し
て、いつでも動
けるようにして
おく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

遊びを環
境のなかで
分散する。
時間差を
設ける。危
険が予測さ
れる遊具・
玩具は置
かない。

仕切るなど
して、遊び
の空間を
ゆったりと
る。子ども
から目を離
さない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

積み木の
使い方を
細かく伝え
なかった
為。

自分の身
長よりは積
まないこと
や、上に
立って遊ば
ないことを
遊ぶ前に
毎回再確
認していく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

クラス替え
により新し
い友だち
だったことも
あり本児の
テンションも
上がってい
たように感
じる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ソフト積み
木で遊んで
いる様子を
近くで見守
りながら一
緒に遊んで
いた。対象
児が落下
する直前
危ないと声
かけ近寄る
も間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他のコーナー
遊びを危険
がないよう見
守りながら一
緒にあそんで
いたが、対
象児が落下
したことで１
人はすぐにか
けより担当
職員と一緒
に怪我の確
認等おこな
い、もう一人
の職員は全
体を見なが
ら保育に当
たっていた。

５歳児の
為、積み
木の遊び
方をしっか
り理解して
いるものだ
と軽視して
いた為。

５歳児でも
怪我をする
かもしれない
としっかり危
険予測して
おく

10141

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 27 4 3 17.５

歳
2.女
児

両眼弱視・調
節性内斜視
あり、眼鏡使
用中。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足第４
指剥離骨
折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

本児は、
両眼弱視・
調節性内
斜視あり。
眼鏡使用
中。

椅子は机と同
じ場所に設置
しているが、机
の位置の横が
通路となってし
まっており、子
どもが通る場
所としては、狭
かった。机の中
にしまわれるは
ずの椅子がし
まわれていな
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

椅子の足
は金属製
で幅が狭い
ものだった
ので、打撲
の際に足の
指が挟まり
やすかっ
た。

椅子を定
位置にしま
うことを子ど
もたちに教
育する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児は、
弱視と調
節性内斜
視のため、
眼鏡を使
用中だっ
た。

いつもと違
うときには、
緊張感を
もって保育
を行うこと。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもより、
体調不良
の欠席者
が多かった
ため、職員
の見守り
は、いつも
よりは緩く
なってしまっ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児は、ふ
だん行動が
はげしくなく
おとなしく過
ごすこども
だったため、
そばで見守
りはしてい
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

自由遊び
の時で、
コーナーに
保育士が
見守りに
回ってい
た。本児は
支援担当
の保育士
のそばにい
た。

おとなしい
児童なの
で、立って
歩いて移
動するだけ
だけけがを
すると思わ
なかった。

弱視がある
子どもなので
しっかりと見
守りをすべき
だった。

10142

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 2 4 1 23 5 5 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘関節
骨折・両肘
関節骨折
の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

５歳児２３
名・４歳児
１名・３歳
児４名・２
歳児２名の
計30名に
対し職員５
人で園庭で
遊んでいた。

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

ロッカーのふ
ちを保護す
るクッション
をつける。

6.食事
(おやつ)
中

給食中の
離席。前
方不注
意。

席に手をひ
いて戻すこ
とをくり返
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

日常的に
離席や退
室をしてし
まう園児で
ある。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

何度か近く
に行き、着
席するよう
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名は昼休
みの休憩に
入ってい
た。

席に手をひ
いて戻すこと
をくり返す。

10143

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 28 1 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
内顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

改善策な
し

3.個人
活動中・
見守りあ
り

目の行き届
くように1つの
部屋で4・5
歳で合同保
育を行ってい
く。もう一人
職員が来て
から支度を
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝の支度
時にイスの
上に立ち、
ジャンプを
する。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

4歳児の支
援の対応
をしてい
て、本児の
動きが見え
るところにい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1人担任で
他のクラス
の担当者
は見ること
ができませ
ん。

全体が見え
る場所で見
守る。
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0
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1
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2
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10144

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 11 2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故の原
因を分析
し、再発防
止に向けて
職員間で
の情報共
有、注意
喚起を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

牛乳パックに詰め物
をして作成した長椅
子（高さ15cm幅
22cm長さ65cm
重さ4300ｇ）は
５個あり通常は壁
際に並べてある。室
内アスレチック遊び
の際はその上を渡り
歩く遊具として使用
することもある。ビ
ニールクロスで覆って
あるが特に滑りやす
い素材でもなく、
テープもしっかりと隅
まで貼り付いてい
る。

ある程度の
重量がある
ため、日常
的にベンチ
として使用
している。
中身は牛
乳パックの
ため、劣化
等には十
分注意して
使用する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

昼食後、午
睡前の時間
帯はちょうど
雑多になり
がちな時間
帯のため、
空いている
職員がいる
場合は補助
に入るように
している。担
任１名は他
児の排泄援
助で離れた
ため、フリー
保育士に片
付けの補助
をしてもらっ
ていた。

運動遊び
は保育士
が側につい
ていられる
時に行うよ
うにする。ま
た、その際
は長椅子
を動かすな
どの環境設
定は保育
士が行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活発な遊
びを日常か
ら好む本児
であり、この
遊びも日
常の一つで
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

複数名をみて
いた。また、本
児の遊び方も
日常であり、
ジャンプすると
か走り回るなど
ではなく歩いて
渡っていたため
特に本児の直
近で寄り添う
見守り方では
なかった。その
ため、本児が
バランスを崩し
た時に手が届
かずすぐに手を
差し伸べること
ができなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

補助として
クラスに
入っていた
フリー保育
士は、昼
食の後片
づけを行っ
ていた。担
任のもう一
人は他児
の援助でト
イレにい
た。

各場面で
の遊び方や
危険に対
する判断に
ついて職員
で共有しあ
い、子ども
への働きか
けや援助の
仕方を同
一にする。

担任１名は
子どもたちが
遊ぶ様子の
見守りを行
うが、子ども
の活動に合
わせて立ち
位置に留意
する。

10145

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 1 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕部
打撲傷
右肘関節
部打撲傷
右上腕骨
内顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故の事案
を通して、
再発防止
策を職員
で意識統
一すること
が重要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

玩具のス
コップは破
損もなく、
通常子ども
たちが使用
しているも
のだった。

通常子ども
たちが使用
している玩
具だった
が、持って
走ることで
危険が生
じることもあ
り、注意が
必要だっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広い園庭
で活動する
ときは、保
育士の立
ち位置に
気を付け
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

職員は１
人体制で、
死角になっ
ていた子ど
もの様子を
確認できな
い場面が
あった。

１名体制
で他の職
員はいな
かった。

右腕の痛
みを訴えた
直後は、
本人が動
揺し聞き取
りが不明確
で状況把
握が十分
ではなかっ
た。

職員が全体
の子どもが見
守る位置で
関わることが
重要だが、死
角になる位置
でのアクシデン
トは把握でき
ないこともあ
り、痛みを訴
えた時点で本
児や周りの子
どもから聞き
取るなど状況
把握を行うこ
とが重要。

10146

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 17 1 1 18.６

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１　)回/
年

2.基
準配
置

過去に同
様のケガは
起きていな
い為、ス
ロープを
ロープつた
いに降り下
まで来てい
たので危険
があるとは
思っていな
かった。

子どもの動き
に注意して
いくとともに、
総合遊具の
下り口は複
数あるため、
一箇所ばか
りでなく遊具
全体を見
守っていくこ
とを申し伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故前から
遊具を使っ
ておいか
けっこ等を
していて、
遊びに夢
中になると
危険を感じ
ることがあっ
た。

遊具の使
用の使い
方を再確
認した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に普段と
変わったこ
とはなく元
気に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

総合遊具を
昇った場所
で、子どもが集
まりやすく危険
な高い場所
（滑り台滑り
口付近等）を
注意して見
守っていたが、
スロープをロー
プつたいに降り
下まで来てい
たため危険は
ないと思ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故発生
時、外遊び
をしていた
クラスは年
長児以外
いなかっ
た。

児にとって
遊び慣れて
いる遊具で
あることが
危険を予
測できな
かった要因
と思われ
る。

子どもの遊
び方を確認
しながら、常
に注意して
見守ってい
く。

10147

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 81 3 11 13 16 17 21 0 18 18 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし。

怪我が起こ
るたびに職
員間で状
態を確認し
何ができた
か、反省点
は何かを振
り返るよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

園庭の小さ
なくぼみが
あった。

園庭のくぼ
みで危険だ
と感じられ
る箇所を
直していく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし。

引き続き
安全点検
を実施す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

おやつの時
間になり、
楽しい気
分でスキッ
プしながら
保育室に
向かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭にいる
子どもたち
に、おやつ
の時間であ
ることを伝
えながら後
方から歩い
てついて
いった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

先に保育
室に入り、
おやつの準
備を進めて
いた。

保育士が
連携して全
体を見てい
たが広範
囲のため、
防ぐことが
できなかっ
た。

怪我が起こ
るたびに職
員間で状態
を確認し何
ができたか、
反省点は何
かを振り返る
ようにする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10148

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 13 3 3 15.３

歳
2.女
児 なし

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 顔面切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

職員が環
境に慣れて
おらず、複
数担任間
での連携が
十分では
なかったと
思われる。

職員同士
声をかけ合
い子どもた
ちの行動
予測を細
かくし、常に
目が行き
届くようにし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし
6.食事
(おやつ)
中

進級し新し
い環境に
なって過ご
す５日目
で、子ども・
職員共に
環境に慣
れていな
かった。

子どもの動
きを見なが
ら危険がな
いか職員が
注意し、そ
の都度改
善していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に普段と
変わったこ
とはなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

近くにはい
たが他の子
の歯みがき
等対応中
であり、対
象児が転
倒する瞬
間に間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他に２名
職員がいた
が、それぞ
れ子どもの
対応をして
おり見てい
なかった。

水道近くにタ
オル掛けや
歯みがき用
のコップ・歯
ブラシを置く
棚があったり
と物が多くあ
る状況であっ
た。

水道周りの
物を減らす
など物の配
置を見直し
間隔をあけ
るなど工夫
をした。

10149

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 24 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ関
節部分骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生時
において、
「転倒して骨
折する」事
態を想定で
きず、子ども
達の主体性
の中で「遊
び」を選ばせ
ていた。

大型積み
木での遊び
方を、児童
とともに再
確認。２
段以上積
み重ねてそ
の上に乗ら
ない。押し
合い等を
行わない

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

大型積み
木を床に
並べ、上に
乗って渡り
歩く遊びを
行っていた
こと

上に乗った
際に不安
定な半割
丸太の積
み木を撤
去

3.個人
活動中・
見守りあ
り

当該遊具
を使っての
遊びに習
熟できてい
なかった

子ども達とと
もに、保育
者の助言の
中、「遊び方
のルール作
り」に取り組
み、より安全
で楽しい遊
びになるよう
取り組む

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

より危険と
思われる遊
具の近くで
安全を見
守り、本児
の遊びは遠
方より見
守っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯室内
には、他ク
ラスの児
童・担任は
いなかった

保育士は
「この遊び方
によって転倒
し骨折する
かもしれな
い」という見
通し・予測を
持てていな
かった

児童の行動
特性を個別
に理解し、
最悪の事態
を想定して
遊び環境を
構成する

10150

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 7 2 5 3 3 15.３

歳
2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎挫創・
下顎皮膚
欠損（第
一病によ
る）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5  )回/年

2.基
準配
置

特記事項
無し

職員会で
事故報告
をして、全
職員で分
析し、再発
防止意識
を高める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/年

特記事項
無し

環境面・人
面的が要
因と考えら
れるため、
記載事項
無し

7.その他

受け入れの
職員がいつ
も通り声かけ
をして部屋
に入ったのだ
が、毎日特
に問題な
かったので、
心配ないと
思い最後ま
で見届けな
かった。

着脱の時に
は、止まって
落ち着いて
脱ぎ着する
よう指導す
る。上着入
れをテラスに
置くようにす
る。（保育
士と一緒に
テラスで脱
ぐ。）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

部屋に入り
ながら、早
く遊びたくて
ピョンピョン
と飛び跳ね
るようにして
上着を脱
いでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

テラスで、
登所してき
た他の親
子の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

一人は、
室内で多
動児に付
き添い、も
う一人は、
持ち物の
片付けが
終り全体を
見守りなが
ら一緒に遊
んでいた。

見守りの保
育士が、持
ち物の片
付けが完
了するまで
付き添い
補助する。

朝の受け入
れ時の職員
配置につい
て、再度職
員会で確認
する。

10151

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし。

鬼ごっこをす
るときは、遊
具の上に逃
げないという
約束を常に
しているの
で、気づいた
時点ですぐ
に声をかける
ことを徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週 特になし。

引き続き
安全点検
を実施す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこをす
るときは、遊
具の上に逃
げないという
約束が、遊
びの夢中に
なってしまっ
ていた部分
もあるが、浸
透していな
かった。

再度戸外
遊びでの危
険性につい
て話しをす
るとともに、
保育士も
しっかりと意
識をして見
守るように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びに夢
中になって
しまうと約
束が抜けて
しまう。つか
まりたくない
ため遊具の
上に逃げて
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

一緒に鬼
ごっこをして
いなかった
ため、他児
と過ごして
あり見守り
のみの状況
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

戸外の離
れたところ
で他児と遊
んでいた。

年長児だ
からという
思いから、
遊びを任せ
ていたところ
があった。

遊びの様子
を見ながら、
危険だと感
じることがあ
る場合は、
話をしたり活
動を止める
必要があ
る。

10152

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 23 7 16 2 0 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

眼球外側
に外傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

怪我発生
後の対応
は的確だっ
た。

担任２名
が子どもに
対して死角
がないよう
に立ち回る
ことを徹底
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年 3.未実施 実施頻度(

)回/年
2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

活動場所
を十分に
下見する。

木の棒の
取り扱い方
について、
子ども、ス
タッフ共に
周知、徹
底する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

活動場所
を十分に
下見する。

担任２名
が児童に
対して死角
がないよう
に立ち回る
ことを徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特にかわっ
たところは
ありません
でした。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

活動場所
が広範囲
におよんだ
ため、死角
になる部分
があった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
のみ

死角をつく
らないよう、
常に意識
する。

普段のミー
ティングで意
識を徹底す
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10153

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 2 7 5 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左A歯亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
（１２）
回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度
（48）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（48）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（240）
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遅番の時
間、部屋の
中の畳があ
る場所で
絵本を見
るためズック
を脱ぎ、靴
下になっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児に内履き
ズックを履くように声
を掛けていたが、対
象児は窓の外にい
る友達が気になり
絵本を持ってウロウ
ロと歩いて行ってし
まい、異年齢児が
周りにいることもあり
対象児と距離が離
れていた為、追いか
けていくことができず
転んで口を打ってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児は保育者の
近くにいて絵本を読
んでいたが、絵本を
読んでいる途中で
対象児は窓の外に
いる友達が気になり
窓の所へ行こうと靴
下のまま歩いて行っ
てしまった。周りに
異年齢児がいた
為、その場を動くこ
とができず追いかけ
ていくことができな
かったので対象児が
転ぶ瞬間に受け止
めることができなかっ
た。

特になし 特になし

10154

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 4 2 1 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士だ
けでなく保
育従事者
にも危機
管理の周
知を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

危険なもの
がないか確
認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

常に危機
感を持ち
保育を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

皆と一緒に
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

床にあった
絵本を危
ないと思い
拾って棚に
片付けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

掃除をして
いた。

職員間で
連携を持
ち、声を掛
け合う等目
を離さな
い。

職員間の役
割を明確に
する。

10155

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 15 4 4 15.３

歳
1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
遠位部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

降園時間
の職員の
動き方に
決まりがな
く、状況を
見て互いに
動いてい
る。

保育士の
配置の見
直し。役割
分担のマ
ニュアル
化。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

室内の異
常はなく、
床は発泡
層付塩ビ
シートが敷
かれてい
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊びのコー
ナーは子ど
もが落ち着
いて過ごせ
るよう配置
を考えてあ
るが、机の
まわりを動
き回る子が
いる。

机の配置
の見直し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育士は
全体を見
守れる場
所にいた
が、その瞬
間は他児
の対応をし
ていて、本
児が転んだ
ことを背中
越しの音で
気づいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

怪我発生
直後に保
育室に戻っ
てきた。

保育士の人
数は揃って
いたが、保
護者の迎え
のタイミング
に合わせて
部屋を離れ
る保育士が
不規則で発
生。保育士
1人のとき
は、子どもか
ら目が離れ
ることがあっ
た。

保育士の配
置の見直
し。保育室
対応と保護
者対応の役
割分担を決
め、安全な
体制をとる。

10156

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 66 4 4 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

サンダルを
履くことに
慣れていな
かった。

必要に応じ
てサンダル
を脱ぐよう
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

指示が聞こ
えたので反
応した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

至近距離
で指示を
出していた
が転倒する
瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれ自
分のクラス
の子を見て
いた。

特になし

落ち着いて
行動するよ
う声をかける
ようにした。

10157

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 5 7 6 1 1 15.３

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特に登園時
や降園時は
ホールでお
迎えを待って
いる間、保
育士がつい
ているが、お
迎えが輻輳
した時に園
児から目を
離す恐れあ
り

特に登園、
降園時の
業務が輻
輳する場
面を抽出
し、管理体
制を整備

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

玄関での
出迎え、
ホールでの
待機含め
て、実場面
で園児の
監視が届
かない場面
が発生して
しまう

遊具そのも
のだけでな
く、使用環
境や状況
を加味した
点検を検
討

1.集団
活動中・
見守りあ
り

二階の保
育室から1
階ホールへ
子どもを集
めるため、
保育士の
人数確保
が困難

特に登園、
降園時の
業務が輻
輳する場
面を抽出
し、管理体
制を整備

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わり
なく遊具で
遊んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

見守りを
行っていた
が保護者
のお迎え状
況も気にな
り意識が分
散していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ホール内で
は担当職
員一人の
みであった

場面を考
慮した職員
配置体制
に課題

特に登園、
降園時の業
務が輻輳す
る場面を抽
出し、管理
体制を整備

10158

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 20 5 10 5 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
強い衝撃
による骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリハットに
加え、危険
箇所などを
共有できる
チャットを作
成し、毎月
の事故防止
委員会の話
し合いにて、
再度危険箇
所の確認と
周知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

園庭内に
落ちている
石や枝など
を改めて取
り除く。安
全に飛び
降りる遊び
ができる環
境を整え
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつもと飛び降
りる場所が異
なっていた。
(高さは同じ)
着地した場所
はわずかな傾
斜が見られた。
着地の瞬間に
傾斜に足を取
られ骨折のきっ
かけとなった可
能性が考えら
れる。

園庭活動
時の保育
者の配置
は全体把
握係が随
時指示す
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

年長児の
兄弟がお
り、年長児
への憧れか
ら、様々な
事に挑戦
する姿が見
られた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

いつもの意
欲的に挑
戦する子ど
もの姿とし
て、子ども
が土管から
飛ぶ姿を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各職員の
担当する
場所が決
まっており、
別のエリア
にいる子ど
も達を見て
いた。

１人１枚ヒ
ヤリハット記
入の義務化
（一時
的）を行い
危機管理
意識を高め
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10159

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 10 8 2 3 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は充分で
あったが、
声を掛け
合っての子
どもの安全
確認が不
十分であっ
た。

臨時安全
委員会を
開き、今回
の原因と対
応策を話し
合った。遅
番時の保
育者の役
割の再確
認をした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12   )回/
年

特記事項
なし

子どもの月
齢や日中
の保育の
状況に合
わせて、各
年齢での
保育を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

子どもの月
齢や日中
の保育の
状況に合
わせて、各
年齢での
保育を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

好きな遊
具で一人
遊びを楽し
めた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児への
対応をし、
本児を見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

一人は、
担当保育
者と他児の
対応をして
いた。もう
一人は、
周りにいた
子どもたち
を見ていた
ため本児を
見ていな
かった。

特記事項
なし

子どもから目
を離さない。
目を離すと
きは、声掛
けを掛け合
い必ず誰か
が子どもを見
る。

10160

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 8 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
13　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
は充分で
あったが、マ
ニュアルの
内容を読
み合わせる
等の保育
士への周
知が足りな
かった。

年度初め
に、マニュア
ルを読み合
う等、周
知、安全
確認をして
安全面の
意識を強
化する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

かけっこレー
ンに、白線
が引かれて
いなかっ
た。

白線や、
ゴール地点
に色別コー
ンの目標
物を設置し
て意識して
レーン内を
走ることが
できるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今年度初
のかけっこ
レーンを使
用しての活
動であるこ
とをもっと重
視すべき
だった。ま
た、分けず
に８人一
斉スタート
した点にも
問題があっ
た。

４歳児クラス
になって初のか
けっこであるこ
とを考慮し、園
児に対しての
走る前の分か
りやすい意識
づけや、準備
運動をして体
をほぐす。ま
た、何回に分
けて走るなどす
ることで、事故
を防止できた
のではないかと
考えられる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児はか
けっこレーン第
１コース側から
第３番目に並
び、８人で一
斉スタートし
た。スタートし
て間もなく対
象児の右側の
子どもが寄って
きてしまい、対
象児と衝突。
対象児が頭と
肩から地面に
転んでしまっ
た。衝突したも
う一人は無事
にゴールした

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一人は、ス
タート側に
付き、もう
一人はゴー
ル側で待
機してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

５歳児クラ
スが室内に
引き上げた
後で、園庭
に出ていた
のは、４歳
児クラスだ
けであった。

隣同士の
衝突を予
想していな
かった。

どんな時も、
様々な想定
をし、想定に
合わせた配
慮や環境の
構成を考え
ていく。

10161

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 4 1 1 9.８か

月
1.男
児

事故の約２か月前,保
育所降園時に母が抱っ
こしたまま転倒し左側頭
部をぶつける。腫れてい
たため翌日Aクリニックを
受診。嘔吐ない為様子
を見る。その他,子ども救
急などにも母が相談する
がAクリニックと同様。５
日後、保育所登園して
母より報告を受ける。事
故当日、B病院でCTを
とり約２か月の転倒で
頭蓋骨にひびが入り慢
性硬膜下血腫が見つ
かった。その他数か所に
硬膜下血腫がみつかり
急性の可能性有りと伝
えられている。

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明 1.頭部 急性硬膜

下血腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

事故の約2
か月前の
転倒との関
連を予想
できずに通
常の援助
を行ってき
た。

マニュアルを
共通理解
し頭部の
打撲につい
ては急性
期,48時
間以外に
も長期に
起こりうるこ
とを予想し
関わる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

フローリング
と畳の境目
に布団を
敷いた
（段差は
ないが素材
が異な
る）。

境目にはゴ
ザ等を敷い
たうえで布
団を敷く。

5.睡眠
(午睡)
中

オムツ交換
後布団にう
つぶせで戻
した。その
後,背中側
から寝返り
をし厚さ4
センチの布
団からフ
ローリング
部分に移
り。右側頭
部をこつん
とぶつけた。

寝返りなど
移動を伴う
動きは、広
いマット等
の中心部
分や段差
のない状態
て遊べるよ
うに設定し
ていく。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

午睡後オ
ムツ交換も
終え,遊び
や姿勢の
変換などを
促すため布
団にうつ伏
せで戻し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

背中からの寝返りが
できるので引き出せ
るようにうつぶせにし
た。うつぶせからの
寝返りをした際に右
の側頭部をこつんと
ぶつけ泣いたので
抱っこしぶつけた部
分を確認し仰向け
で布団に戻した。通
常はそばを離れると
泣くが泣かなかった
ため様子を見ると
ぐったりしていた。事
務所に内線で連絡
をいれる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
は会議に
参加してい
た。

午睡中は
SIDSチェッ
クを行って
いるが,眠っ
ていない状
態でも随
時確認して
いく事が必
要である。

午睡から目
覚めた時点
で保育体制
を強化して
いく。

10162

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 43 0 0 0 17 4 22 0 5 5 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

その都度実
施

2.基
準配
置

配置基準
は満たして
いるが、遊
びの様子を
伝達し合う
などが十分
ではなかっ
た。

戸外で遊
ぶときの配
慮点など、
マニュアルを
再確認をし
たり、遊び
の様子を
他の職員
にも伝達す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊ぶ前に
体を動かし
てウオーミン
グアップして
おくと怪我
が軽く済ん
だのではな
いかと考え
られる。

戸外で遊
ぶ前に、意
識して足首
や手首を
動かす準
備運動を
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子がな
く、元気に
戸外で遊
び出してい
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児が遊
んでいること
は見ていた
が、他児か
ら声をかけ
られて対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児と関
わったり、
他児の遊
んでいる様
子を見てい
たため、見
ていなかっ
た。

この玩具で
遊び始めた
日から、まだ
日数が経っ
ておらず、遊
び慣れてい
なかったこと
が考えられ
る。遊びの
様子を観察
しておく必要
があった。

新しく玩具
を出した時
は、職員に
周知し、遊
び方をしっか
り観ていくこ
とが大切で
あるので、職
員に周知す
るようにす
る。
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死亡
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歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10163

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 16 　 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
脛骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

各あそび場
に職員が配
置されるよう
に配慮して
いたが、子ど
も達が上
（シャボン
玉）に夢中
となり足元が
見えない状
況となってし
まった。

出掛ける
前や活動
前に子ども
達にも注
意を促しな
がらルール
や約束事
についてしっ
かり伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回は当
てはまらな
い

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広い公園
での活動、
園内関係
者以外との
接触により
子ども達の
気持ちに
開放感が
生まれてし
まった。

走る際の
注意点や
楽しすぎて
テンションが
上がってし
まう子ども
達の気持
ちのコント
ロール

1.いつも
どおりの
様子で
あった

週末を開け
の散歩という
ことで、お友
達と一緒に
遊べることが
楽しく、シャ
ボン玉を追
いかけること
に夢中で足
元をみてい
なかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くに転び
そうな段差
などは見当
たらなかっ
たため、
シャボン玉
を追いかけ
る姿を見
守ってしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
がいる場所
と分担して
いたため、
当該事故
先は見てい
なかった。

週末明けと
いうことで、
子ども達の
気持ちの
盛り上がり
への配慮が
欠けてい
た。

行きなれた公
園であっても、
週末明けで
集団生活の
気持ちがリ
セットされてい
ることを念頭
に、約束事の
繰り返しが必
要だった

10164

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 8 15 4 4 14.２

歳
1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)
Ａ 外傷性
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.基
準配
置

休み明けや
登降所時は
気持ちが高
揚しやすいの
で、子どもか
ら目を離さな
いようにし、
保護者と一
緒に歩いて
登降所して
もらうことを
折に触れて
伝えていく。

登降所時
にも事故が
起こりうるこ
とを職員間
でも把握
し、保護者
へもお便り
や掲示など
を活用し啓
蒙する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施 毎日

門の前が
緩やかな
傾斜になっ
ているの
で、走ったり
するとバラ
ンスを崩し
やすい。

駐車場内
を走ると転
倒し、怪我
につながる
ことを施設
周辺に掲
示する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

車を降りた
際、母親を
置いて兄
弟だけで行
動させたた
め。

小さい年齢
のうちは特
に、保護者
と手をつな
いで歩いて
登降所して
もらう。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

職員のいな
い場面での
事故であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員のいな
い場面での
事故であっ
た。

登降所に
子どもだけ
で行動した
ため。

登降所時
は、保護者
と手をつない
で安全に登
降所してもら
う。

10165

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 9 1 1 15.３

歳
2.女
児

本児の身長
約101cm、
児童椅子の
高さ約45cm

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

2.基
準配
置

新年度でク
ラスの生活
に慣れてい
なかった。

落ち着いた
雰囲気を
作ることが
できるよう
にする。ま
た、自ら気
を付けられ
るように繰
り返し伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

着席してい
る児童と児
童との間が
近かった。

集まりの
際、児童と
児童の椅
子の間をで
きる限り十
分な距離
をとる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

新年度クラ
スで約1週
間過した
が、3歳以
上児用の
椅子や机
の大きさに
慣れていな
かった。

引き続き
子供の様
子や全体
の様子の
見守りを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

クラス全体
で朝の集ま
りを行って
いて、全体
に対して話
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担任はクラ
ス活動中
の時間。フ
リーが未満
児クラスに
補助に入っ
ていた。

動きの大き
い男児と違
い普段落
ち着いて行
動していた
児だったの
で、つい立
ち上がって
動いてしま
う姿を予測
できなかっ
た。

引き続き全
体への見守
りを行い、子
供の動きを
予測しなが
ら対応す
る。

10166

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 9 13 15 5 5 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(4～6)回/
年

2.基
準配
置

年度初め
や年央に、
子どもの様
子に応じて
改めて遊び
のルールの
確認や見
直しを行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

引き続き、
安全点検を
行うととも
に、施設、
設備等に不
備があった
際は職員間
で共有する
とともに、速
やかに修
理、改善な
どの対応を
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園庭が乾
いていると
きは、適宜
水を撒くな
どして、滑り
にくくする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の子ども
達と一緒に
別の遊びを
しながら、
全体的に
子ども達の
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子ども達が
それぞれ園
庭の好きな
場所で遊
んでおり、そ
こに職員が
付きながら
全体を確
認、見守っ
ていた。

園庭の中心
を使って、子ど
も達が盛り上
がって楽しめる
ような遊びを
提供すること
で、子ども達
も満足するこ
とができ、子ど
も達の把握や
安全につなが
ると考えた。

10167

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 37 2 2 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

対象児は
ジャンプして
バーを握れ
るものと思い
スタートバー
からジャンプ
したが握りそ
こねて落下。
ジャンプする
ことを予測で
きなかった。

最初のバー
を握ってぶ
ら下がるよ
うに声がけ
を行いなが
ら見守るよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

雲梯には
問題点は
無いが、下
に敷いてい
る衝撃吸
収マットが
古く、硬く
なっている。

業者による
遊具点検
の際、衝撃
吸収マット
について確
認を行う。

7.その他

年中２クラ
スの園児が
一緒に園
庭に出てお
り、３７名
の園児を
２名の保
育教諭で
見守ってい
た。

早番出勤
者の退勤
後の職員
の補充を
国に要望し
たい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担当職員は
危険度の高
い雲梯の傍
で見守りを
行っていた
が、雲梯で
は多数の園
児が遊んで
おり、対象
児一人を見
ている状況
ではなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
は出入り口
ゲート、鉄
棒付近の
子どもたち
を見てお
り、雲梯の
方は見てい
なかった。

子どもたち
の集中力
がとぎれや
すい夕方の
時間帯で
の事故

遊具の使い
方、遊び方
について再
確認し、声
かけ、見守り
を注意深く
行う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10168

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 25 7 11 7 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘内障
及び右肘
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
7　)回/年

1.基
準以
上配
置

各遊具の
使い方や
見守りの仕
方につい
て、具体的
なマニュア
ルを作成
し、全職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

バランスを
崩して落下
した場合に
備え、クッ
ション（マッ
ト等）を整
備する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具や運動
用具を使っ
た遊びでは、
その都度必
ずルールを
説明し、ルー
ルを守らない
ことが危険に
つながること
を教え、ケガ
につながらな
いよう意識を
高める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4歳児である
対象児が5
歳児と平均
台でルール
のある遊びを
していたとこ
ろ、平均台
から降りなけ
ればならい5
歳児の児童
が不意に本
児の腕を
取って降りた
為、対象児
は平均台よ
りバランスを
崩しながら
落ちた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の後
ろにいた3歳
児の児童の
手を引きな
がら遊びを
見守っていた
が、平均台
の反対側に
落下した
為、落下を
止められず、
また、床にぶ
つかるのを阻
止できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お遊戯室
内のクライミ
ングウォー
ルの遊び等
他児の遊
びを見守っ
ていた。

活動場所の
スペースに応
じ、子ども達を
自由に遊ばせ
る場合の立ち
位置・見守り
の方法を検
討し、場所・
状況ごとに職
員間で共有
する。

10169

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 12 2 9

一
時
預

かり
１
名

5 5 13.１
歳

1.男
児

一時預かり一
か月に数回利
用。保育園に
は慣れてい
る。

6.水遊び・
プール活動
中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

職員が多
かったが故
に、スタッフ
ひとりひとり
の責任感
が欠如。

事故予防
に関する研
修会の実
施回数を
増やし、ス
タッフひとり
ひとりが責
任感をもっ
て取り組む
体制を整
える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

普段使用
しているビ
ニールプー
ル（フチの
高さ６
cm）とは
違うビニー
ルプール
（フチの高
さ２５
cm）を使
用。

年齢に合っ
た遊具（ビ
ニールプー
ル）の使
用。（フチ
の高さが低
いビニール
プールを使
用）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段使用
しているビ
ニールプー
ル（フチの
高さ
6cm）と
は違うビ
ニールプー
ル（フチの
高さ
25cm）を
使用。

年齢に合っ
た遊具（ビ
ニールプー
ル）の使
用。（フチ
の高さが低
いビニール
プールを使
用）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一時預かり
の園児だ
が、毎月数
回利用して
いるため、
保育園に
は慣れてい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで、対
象児を観
ていたが、
在園児と
共に水遊
びをしてい
た為、周り
には他の園
児もいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

在園児と
共に、一時
預かりの園
児もみてい
た。

職員が多
かったが故
に、スタッフ
ひとりひとり
の責任感
が欠如。
（油断）

事故予防に
関する研修
会の実施回
数を増や
し、スタッフひ
とりひとりが
責任感を
もって取り組
む体制を整
える。

10170

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 12 4 5 3 5 5 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右下肢骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
3～4　)回
/年

1.基
準以
上配
置

マニュアル
の内容を
繰り返し研
修等で、職
員に周知
徹底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

今後もこれ
まで同様に
安全点検
を行い、事
故防止に
努めてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今後更に
丁寧に保
育士が見
守り、事故
防止に努
める

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

目の前（1
メートル以
内）に保
育士がつい
ていたの
で、すぐに
事務室に
連れてき
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の園児
が、通常通
りに遊べる
よう、遊具
にそれぞれ
つき、平常
通りに保育
をしてい
た。

今後も保育
士が丁寧に
見守りなが
ら、更に子ども
たちの行動を
予測するよう
に努め、全職
員、共通理
解のもと保育
を行っていく。

10171

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 28 　 　 　12 16 3 3 16.４

歳
1.男
児 無 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

勝敗で気持
ちが高まって
いる事を踏
まえて、ス
ピード落とし
たり、運動
用具に対し
て注意を
払ったりしな
がら遊べるよ
うな声掛け
が不十分
だった。又、
裸足ではな
く靴を履いて
のカーブを曲
がる陣取りの
走行道を
作ってしまっ
ていた。

走るスピードが落ち
る動きや運動用具
を陣取りの走行道
に配置したり、滑り
やすいカーブの多い
走行道ばかりではな
く、大きめのカーブに
し急に方向転換し
なくていいような走
行道を作るべきだっ
た。又、誰かしらが
見ているという思い
で誰がどこの範囲ま
で見て、怪我防止
に努めたり、声かけ
をしたりするかの役
割をはっきりさせられ
ていなかった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

走りに勢い
がつきやす
い走行道
中央に平
均台を置
いていた。

勢いがつき
にくいコース
の初盤や
中盤に平
均台を設
置したり、
勝敗のある
遊びの際は
平均台で
の動き、間
隔、他の用
具への代
用など考慮
したりして
怪我を回
避する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

勝負ごとと走
る行為に加
えて運動用
具（平均
台）を組み
合わせて
行ったこと
で、転倒だ
けでなく平均
台が口を当
たる怪我に
繋がってし
まった。又裸
足ではなく
靴で走って
いる事で、
滑りやすく踏
ん張りきれな
かった。

勝敗のある
遊びをする
にあたって、
転倒や衝
突の回避
を子ども達
自身に伝
えるだけで
なく、気持
ちが高まり
も想定した
運動用具
の配置やそ
れを使った
動きを決め
る必要であ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

児童は、
相手の陣
地に早くい
きたい、勝
ちたいと思
いがあり、
走りに勢い
がついてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児の対
応で、陣取
りゲームを
している子
たちから少
し見守り場
所から離
れ、他の職
員が少し
離れたとこ
ろから全体
的に見守っ
ていたが声
かけや手の
差し伸べる
が間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には3
人配置して
いたが、他
児の対応
や保護者
対応が重
なり、陣取
りする子ど
も達への目
配りが大ま
かにしかで
きていな
かった。

他児の対応
や保護者対
応を互いの
職員が同時
に行ってし
まっただけな
く、そのことを
声掛けせず
に他の職員
が察する形
での動きに
なってしまっ
た。またその
ような状況
にも関わらず
職員一人ひ
とりの視野を
十分に広げ
られていな
かった。

職員の動き、
声をかけあい
互いに自分や
他の職員の
行動の確認
を行う。又、
配慮する箇
所の再確認
だけでなく時
間帯や園庭
で遊びだした
時間や子ども
達の遊び方
等の状況踏
まえ、その都
度判断し遊
びの内容も工
夫し考えてい
く必要があ
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10172

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 22 0 0 0 4 7 11 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇小帯
を切る　中
切歯左側
の根元が
折れている

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

研修や事
故の検証
等を引き
続き行って
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(200回以
上）/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(201回以
上）/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(202回以
上）/年

安全チェック
は全職員交
代で点検し
ているので、
たくさんの目
で確認して
いる。引き続
き行っていく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集団活動の
みだけでな
く、常に保育
士は子ども
たちの見守り
を行ってい
る。この事故
が起きてか
ら、夕方合
同保育時の
保育士の人
数を増やし
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、お友だ
ちと楽しそう
に遊ぶ。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

合同保育
中という事
もあり、全
体をみてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体を見
ていたが、
本児が転
倒した時丁
度見てい
た。

園庭で遊ぶ
時の職員の
立ち位置をも
う一度確認し
た。職員がそ
の場を離れる
時など声をか
け合う事を徹
底する様にし
た。

10173

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 24 8 8 8 3 3 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1～３)回
/年

2.基
準配
置

状況に応じ
て適切な
処置がとれ
るよう、今
後も安全
面等の研
修に参加
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

保育室は
定期的に
点検してお
り、今後も
月１回の
点検を継
続し、ケガ
や事故を
防いでい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保護者や
子どもの行
き来が多く
なる送迎
時は、転
倒や衝突
などのケガ
に繋がりや
すいことを
想定しなが
ら見守る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

友だちを見
送ろうと、い
つもより気
持ちが高
揚し興奮
状態であっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

降園時だっ
た為、他の
子どもの保
護者対応
をしながら
廊下に出
た子どもを
少し離れた
ところから
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、それぞ
れ担当クラ
スの子ども
の保育を
行ってい
た。

子どもの動きを
保育士が予想
し、走りそうにな
る場面では早め
に声をかけたり、
興奮しそうな状
況の子どもは目
で追ったり、室
内から出る前に
声をかける等の
対応をして、事
故を未然に防い
でいくようにす
る。

10174

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 50 24 26 3 3 17.５

歳
1.男
児

特になし
事故発生時
晴

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 右脛骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士が
声を掛け
合い子ども
を見守るよ
う再度確
認していく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

園庭の異
物のチェッ
ク、遊具・
玩具等の
安全確認
を丁寧に
行っていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士間
で、子ども
達の様子
を十分に
見守りなが
ら声を掛け
あい連携し
て対応出
来るように
していく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時から
特に変わっ
た様子もな
く、いつも
通りの姿
だった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭全体
の子ども達
の様子を
見守りをし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭全体
の子ども達
の様子を
見守りをし
ていた

全員で全体
を見守るよう
にしていたた
め、保育士が
声を掛け合
い、具体的に
どの範囲の子
どもたちを責
任もって見守
るのか、再度
確認していく。

10175

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 26 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折・裂傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(5)回/年

1.基
準以
上配
置

5歳児に限
らず、順番
を待つとき
の位置や
立ち方。保
育士の声
掛け、見守
り。

最悪の状況
を考えておら
ず、保育士
の見守り方
の徹底や園
児への声掛
けなどやり方
を即日変え
て対応でき
るようにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

戸に衝撃
吸収用の
物がついて
いなかった
ので翌日
工事依頼
し、工事完
了。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日ごろから
待ち方など
を伝えてい
るものの、
不十分で
あった。

再発防止の
ため、少人
数ずつ排泄
に行くように
再検討。待
つ場所も戸
からできるだ
け離した。再
発防止のた
め、園児にも
よく伝えた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

トイレの中
の子の見
守りに入っ
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
と同じく声
をかけつつ
も中の子た
ちの補助を
していた。

職員の行
動について
再検討。

サポートが必要
な子に対しての
保育士の声掛
けや見守り方を
再検討。これま
でに起こったこと
がない事案に対
する職員の確認
が不足している
面がないかを話
し合う。その結
果、戸から離れ
整列して順番が
待てるようになっ
た。

10176

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 34 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭に新し
い大型総合
遊具が完成
し、使用する
前にマニュア
ルや研修を
行っていた
が、再度危
険個所等を
職員間で振
り返り、見直
した部分の
確認、周知
を徹底する。

見守る職
員の配置
場所、人
数により遊
ぶ遊具の
使用制限
をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

新しい遊
具の使い
方等につい
て、全クラ
スから使用
状況を確
認し再度
「見守り体
制」「ケガや
事故の防
止策」を周
知する

注意の必
要な個所
に標識を
作成し、視
覚化する・
安全マット
の設置
（●月●
日に設置
済）

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊具の混
むか所の対
応として
「止まる」
「順番に待
つ」などの
園児の動
きを事前に
伝え、安全
に遊べるよ
うにする

ルールがわ
かる絵カー
ド・標識を
使い、遊び
の前後で
振り返り伝
えていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自分のの
ペースで、
好きな遊
具、場所を
見つけて遊
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊ぶ園児
の人数を
確認し、事
前に遊ぶ
遊具、場
所の内容
を確認、職
員の7配置
を決め声か
けしながら
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ジャンプず
る場所が
混んでいた
ため、混雑
解消のため
声をかけ、
遊び方を
伝えるため
に移動した
とき

配置場所
を離れる際
の職員同
士の声か
け、周囲へ
の安全確
認を徹底し
てする

多方面に目
が届く場所
に配置し、
予想される
行動を考慮
して声をかけ
る
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10177

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 33 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
６　)回/年

2.基
準配
置

活動の切れ
目であり、保
育教諭の特
定がされて
居なかった
為　本児の
行動から目
を離しての
事故となっ
た。

全職員、ど
んな状況で
も事故が起
こるという危
機管理意識
を高めて保
育に臨むよう
にする。
（全園児の
把握）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

園児同士
の衝突によ
る事故で
あったため、
ハード面に
おいては改
善策は無
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走ってきた
園児は、
前を確認
せずに衝動
的に走った
ため、前方
不注意で
あった。

該当園児
だけでなく、
他の園児
にも注意
喚起をし
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ブランコ前
で、遊びを
見つけよう
と止まって
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の幼児
の遊びに気
を取られ、
本児の行
動から目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くに職員
がいたが、対
象児の様子
は目に入っ
ていなかっ
た。そのため
衝突を止め
ることができ
なかった。

担任や補
助員の危
機管理意
識が低かっ
た。

子どもの衝動
性や突発性と
いう特有の動
きを予測した
うえで、常に
全体を把握
できる環境設
定や保育を
行う。

10178

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 13 3 3 13.１

歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足すね
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

安全対策
マニュアルを
全職員で
再確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

木製ベビー
チェアー

テーブル付
き椅子を
子どもに合
わせて調整
し、利用時
の安全な
使用法を
職員間で
再確認

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内での
職員の立
ち位置を
子どもの死
角ができな
いよう工夫

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

おやつの準
備を並行し
て行ったこと
で、対象児
の座る状
態や動きを
十分に把
握できてい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の手
洗いの補
助や、おや
つの準備な
どに対応し
ていた。

通常保育から
延長保育へ
の移行時など
職員間の連
携と常にとり、
声掛けなど咄
嗟の行動にも
対処できるよ
うにする。

10179

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 28 6 9 13 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕橈骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリハットを
収集してい
るが、事故に
関わっていた
保育者や他
の保育者の
自分のことと
して捉える
意識の低さ
が見られるた
め、定期的
に指導を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/日

施設全体も
都度必要に
応じて修理
改善を行っ
ている。遊具
等は月1回
の点検を実
施している
他、使用で
きる年齢も
制限をして
いる。遊具に
ついてはその
都度修理改
善を行ってい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

滑り台の奥
にソフト積み
木が置いて
あるが、積み
重なっている
ため、普段
はその場に
行って遊ば
ない約束と
なっているが
友達と追い
かけっこにな
り、行ってし
まった。

なぜ行って
いけないの
かを説明
し、約束を
繰り返し伝
え守らせ
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ホールで遊
んでいる際
に追いか
けっこが楽
しくなってし
まい、普段
行ってはい
けない場所
に行ってし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
ていたた
め、本人が
痛いと訴え
てきた際に
気づいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

子どもと関
わっていた
ため、見て
いなかっ
た。

子どもが
「痛い」と訴
えてきた
が、外傷が
見られな
かったため
安易に判
断をしてし
まった。

外傷が見ら
れない場合
も安易な判
断はせず病
院受診をし
たり、保護
者にも病院
受診を勧め
たりする。

10180

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 5 3 3 5.４か

月
1.男
児

①0歳児(産休明
け)保育の困難
性｡②慣らし保育
期間中でお子様
の情報がまだ十分
ではなく､ﾐﾙｸの吐
き戻し癖と当方の
ﾐﾙｸ漏れの違いに
気づきにくかった｡
他の保護者様か
らの改善要望は
特になく､1件だけ
ｺﾛﾅ休園の際の不
満があり､園運営
に緊張感が足りな
いとの苦情があっ
た｡

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 3.火傷

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

胸部熱傷 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

0歳児のクラス
は、5人すべて
が慣らし保育
の対象園児。
2週目に入り
昼食に提供
（離乳食。ミ
ルク）の段階
になったが、当
該児は月齢が
低く不安定で
あった。0歳児
担当は保育士
Bが継続した
経験者、保育
士Aが新規担
当者で、保育
士A自らも経
験を積む過程
だったため。

0歳児保育、特に
産休明けに近いお
子さんの保育は経
験者でも難しい面
があり、不慣れな中
での安全確認の漏
れを防ぐためには、
オンザジョブトレーニ
ングを繰り返し行う
事がリスクを低減す
る改善策と考えま
す。当園では「授乳
手順」を改善したマ
ニュアルに基づき、
全職員が授乳時の
安全確保の課題と
向き合う研修を行
いました。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

温度設定
が簡単にで
きるポットの
不足。授
乳温度の
確認手段
の不足。

①授乳温度
が高温にな
らないような
温度管理が
できるポット
の導入。②
哺乳瓶の表
面温度の視
覚的確認が
出来るよう
に、温度
チェッカ―を
導入。①，
②ともた直ち
に配置しまし
た。

6.食事
(おやつ)
中

環境面では、離乳
食組とミルクのみの
園児の同時対応に
環境面での工夫が
不足していた。離乳
食組4名は保育士
Bと保育士Cの2名
で対応していたが、
ミルク作りに不慣れ
な保育士Aが調乳
室で5人分を作る
作業をしかつすぐに
与える哺乳瓶が1、
後程与える哺乳瓶
が4あり混乱が生じ
やすかった。これを
防ぐ環境面での工
夫が十分ではなかっ
た。

離乳食組と
ミルク組が相
互に視野に
入るような保
育環境を設
定する。保
育士同士の
確認がしや
すい位置取
りを工夫す
る。また授乳
温度の複数
人によるダブ
ルチェックを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

よく吐き戻
す癖あり。
当日は機
嫌が悪く泣
き止まな
かった、慣
らし保育中
で不安定
であった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

 1：1で授
乳してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

保育士Bと
保育士Cが
同室内、
至近距離
で離乳食
を各々2名
ずつに与え
ていた。

年度初め、慣らし
保育期間、0歳児
保育というリスク要
因の多い時期であ
ることに留意し、より
一層の注意を払う
必要が有ったが、結
果として十分ではな
かった。0歳児保育
に求められる保育
技術について、経
験の少ない保育士
が多い当園としての
支援体制について
保育士数という量
的な対応だけでな
く、質の面での配慮
について思いを致す
べきであった。

これを防ぐ為には、保
育士個々の保育能
力を高める必要があ
る。保育士としての職
業的修練の実践に
加えて、同時に園運
営ではこの事例を参
考に全保育士が自
己の課題という認識
を持ち、能動的に再
発防止に取り組むこと
が改善策となる。施
設長の職務として職
員に十分な研修機
会や心配事の相談に
乗るなどの保育士支
援等を通じて施設と
して保育の質の向上
図り、合わせて改善
策としたい。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10181

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 12 11 1 1 1 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

引き続き
全職員で
マニュアルを
確認しなが
ら事故防
止に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

今回は遊
具や玩具
の使用は
なかった
が、引き続
き安全点
検に努め
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走り方、遊
び方の指
導を事前
に徹底す
ればよかっ
た。

普段の保育
活動から、
細やかに安
全な遊び方
や走り方の
指導し、子ど
もたち自身
が身につけて
いくように援
助する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

該当児は
運動遊び
を好んでお
こなう。当
日も最初
から追いか
けっこをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

スピードを
出して走っ
てはいな
かったので、
見守りに徹
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

乳児クラ
ス、3歳児
クラスは給
食ため室
内に入り、
4,5歳児ク
ラスのみ園
庭で遊んで
いた。

事故当日
は休み明
けで子ども
たちの動き
が鈍ってい
ることがある
ことを考慮
すればよ
かった。

休み明け
は、いきなり
走る活動で
はなく準備
体操をした
り、砂場遊
びや集団
ゲーム遊び
でもよかっ
た。

10182

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 36 17 19 3 3 17.５

歳
1.男
児

発生2日前に
雨が降ってい
たので､落ち
葉の下は場
所によってぬ
かるんでいた｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左頬部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置で
基準は満た
していたが、
さらにもう1
名同行でき
る体制があ
ると、子ども
の動きにより
一層対応で
きる。

公園での
活動内容
によって、
職員配置
の増員の
検討、遊び
の範囲の
制限、使
用遊具の
限定を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

3.未実施 実施頻度(
０　)回/年

前日、前々
日の雨によ
り、土の部
分に関して
はぬかるみが
多少あった
が、危険とま
では判断せ
ず、活動に
移った。

より一層子ど
もの行動予
測の範囲を
広げ、事前
に共有す
る。天候や
状況等で迷
いが生じた
際は複数で
確認を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

固定遊具
に職員がつ
くことで全
体把握が
難しい一
面もあっ
た。

固定遊具
を使用する
ときには職
員配置の
増員をす
る。（活動
による体制
調整）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

さまざまな
場所で追
いかけっこ
などの遊び
をしている。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

さまざまな
場所で追
いかけっこを
しているの
は確認、
怪我をした
場面は見
られていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

さまざまな
場所で追
いかけっこを
しているの
は確認、
怪我をした
場面は見
られていな
かった。

追いかけっ
こという動
きのある遊
びの把握の
難しさ。

危険個所が
あると判断し
た場合は子
どもと共有し
活動を制限
して遊ぶ。

10183

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 21 1 1 17.５

歳
2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷 6.その他 1.頭部 診断不明 8.その

他 1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

このような
事例に対
する予測が
難しかっ
た。

事故防止
対応に関
する研修を
強化する。
（事故事
例検討を
行う）

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

園児がゴザ
をいじる可
能性の検
討が足りな
かった

午睡時に使用
していたゴザの
撤去を行った。
ゴザは敷物、
すのこの役割
をしており湿気
対策や保温、
清潔を保つた
めに使用して
いた。撤去によ
り、キルトラグを
使用している。

5.睡眠
(午睡)
中

午睡時で
照明が消
えていたた
め、室内が
若干暗かっ
た。

午睡時に
使用してい
たゴザの撤
去を行っ
た。午睡時
の明るさの
確保につい
て周知徹
底した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

以前より、
入眠するこ
とが少なく
午睡時に
本児が手
持ち無沙
汰になりが
ちであった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児が静
かに横に
なっていた
ため、離れ
たところで
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

午睡時の
ため、室外
にて事務
仕事を行っ
ていた。

本児の午睡
時の状況に
ついて、担
当職員は把
握していたも
のの、危険
行動へ結び
つくと思って
おらず予測
が難しかっ
た。

本児が入眠
できず午睡時
間に対して不
安を感じてい
たため、入眠
ができない場
合には本を読
んで過ごすな
ど個別に対応
を行う。

10184

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 112 2 8 17 21 27 37 26 24 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
折手術名:
骨折観血
的手術

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

ソフト面に
おいて問題
点が無く改
善策なし
（当該事
案について
は職員会
議及びクラ
ス打合せで
周知）

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

登り棒を登り、登り
棒から2階に移る際
に、足を2階足場に
乗せそこない落下、
落下途中に2階足
場と右前腕が接触
し骨折。遊具（登
り棒、足場）が濡
れている等の滑る要
因は無し。落下箇
所には衝撃吸収材
が敷かれており石な
どの障害物や危険
物無し。登り棒の
太さが適切かを遊
具メーカーと改めて
分析予定。

右腕が接触し
た足場に衝撃
吸収材等で覆
うなどの対策が
必要かを検討
するものの覆う
ことにより足場
が不安定にな
り安全性を失
うため、現時
点で改善点は
無し。但し、遊
具メーカーの
分析によって
は、遊具の改
善等を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一緒に遊
んでいた子
供が先に
登っている
為、要因に
なっていな
いかを調査
したが関係
性無し。

環境面に
おいて問題
点が無く改
善策無し。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

進級による
環境の変
化に伴う疲
れの蓄積、
週の後半
による疲れ
が見られ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児の
活動を視
界に入れつ
つ他の子ど
もに関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
に関わって
いた。園庭
の整備を
行ってい
た。

登り方に不
自然な様
子は無し。

子どもの体
調をよく観
察し、高い
場所での活
動は声掛け
にて注意を
促す。必要
に応じ活動
の制限を行
う。

10185

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 12 13 12 6 6 17.５

歳
1.男
児

17日後ｺﾙｾｯﾄ
を外す｡24日
後に診察し､ﾚﾝ
ﾄｹﾞﾝを撮る｡経
過は順調だが､
まだ完治とは言
えず､38日後に
ﾚﾝﾄｹﾞﾝを撮るこ
とになるため､全
治30日以上と
なる｡

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は、十分で
はあった
が、本児が
転倒した瞬
間を見た
保育士が
いなかっ
た。

園庭の保
育士の定
位置を再
確認し、全
体を把握
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

園庭がかぎ
状になって
おり、死角
になりやす
い。

園庭の保
育士の定
位置を再
確認し、全
体を把握
できるよう
にする。

4.個人
活動中・
子どもの
み

今年度初
めてのはだ
しの日で子
どもたちの
気持ちが
高ぶってい
た。

常に保育
者同士、
連携をとり
声をかけあ
いながら保
育を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊具のない
園庭で一
人で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の対
応中（他
児と近くの
砂場で遊
んでいた）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応中（少
し離れた鉄
棒付近に
いた）

職員の配
置は十分
だったが、
園庭がかぎ
状になって
いるため、
死角になる
場所があ
る。

常に保育者
同士、連携
をとり声をか
けあいながら
保育を行
う。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10186

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

簡単な遊
具を使用
する際に
も、使用方
法に留意
する必要が
ある。

園内の事
故防止対
策係が中
心となり、
環境面で
の確認と研
修を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし

当時は園児
１５名に対
して、保育
士１名の配
置。遊んで
いた場所も
遊戯室で広
さも十分に
あり、床にも
何も置いて
いなかったた
め特に無。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夢中になって遊んで
いたため、お互いに
前を見ずに走ってい
て衝突した。また、
運動会が近くなって
きたため、リレーで使
用するバトンに興味
をもち、子とも達か
ら鬼ごっこでもバトン
を使用して遊びたい
ということで、昨日か
ら取り入れていた
が、転んだ際、手を
つくことができなかっ
た。

手にバトン
をもって遊
ぶことに危
険性がある
ことを話し
合い、適切
な遊び方を
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼役で他
児にタッチ
しようと夢
中になって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任が近く
にいたが衝
突を防ぐこ
とができ
ず、転倒の
際手を差し
伸べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くに他の
職員がいい
なかった。

遊んでいる
園児全体
を見ていた
ため、声を
掛けるのが
遅れた。

危険と思わ
れる場面で
は、迷わず
声を掛けた
り、立ち位
置を配慮し
ていく。

10187

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 8 2 2 13.１

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足第５
中足骨骨
折、右下
肢痛、右
足打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊んだ後の
片付けの
時間に本
児が歩いて
いたところ、
足がもつれ
て転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもと一
緒に玩具
の片づけを
していたとこ
ろ、本児が
転倒したの
ですぐに対
応した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもと一
緒に片付
けをしてい
た。

特になし 特になし

10188

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 22 7 7 13.１

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中指切
断、左環
指挫創

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

非常階段
で誘導する
ための職員
の立ち位
置に配慮
が欠けてい
た。

常に声を
出して立ち
位置確認
の徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
91　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

門の支柱
部分に遊
びがなく手
をかけると
巻き込まれ
やすくなって
いた。

門を修理し
手や指が
挟まらない
ように改修
した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

誰かが見て
いると思い
見守りに油
断があっ
た。

乳児は気
になった物
に目が行く
ので、その
特性を把
握し声を掛
け合いなが
ら見守って
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児といっ
しょに階段
を登ってい
たが、登り
きったところ
で座り込み
門に触って
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

泣いている
子の対応
におわれて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

部屋へ誘導
する職員、
最後の子に
つく等分担し
て全員階段
を登りきるま
でつく職員
等分担して
いた。

職員同士
が突発的
に動く子を
気にかけ動
きを把握す
る必要が
あった。

声を掛け合
い、職員全
員が共有し
子どもの動き
に目を行き
届かせるよう
に心がける。

10189

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 32 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

慌てなくて
もいいという
注意する
声掛けをし
ていなかっ
たため、慌
ててしまっ
た。

遊びの内
容を知ら
せ、慌てな
くてもよいこ
とを知らせ
慌てて走ら
ないように
し遊べるよ
うにしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

園庭の草
や、芝生が
長くなってい
て足が引っ
かかるなどの
心配がな
かったか等
園庭の環境
整備の確認
をしていな
かった。

園庭の整
備、芝生の
手入れをこ
まめに行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の芝
生の伸びに
注意し、芝
が伸びすぎ
ていないか
芝の状態
を見ていな
かった。

芝生はすぐ
に伸びてし
まうので定
期的に芝
を刈るなど
し、常に安
全な状態
で戸外遊
びができる
ようにしてお
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午後からの
自由遊び
中、園庭で
集団で「は
じめのいっ
ぽ」を楽し
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
近くで対象
児やその他
の子を「は
じめのいっ
ぽ」に参加
しながら活
動を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の子ども
達と遊びを
見守ってい
た。

戸外遊び
中の保育
士の立ち
位置や遊
びの説明は
子どもに理
解されてい
たかどうか。

どこの位置に
立つのが、子
ども達に声が
かけやすく、子
どもの様子が
明確に見える
のかもう一度
担任同士で
話し合い確認
をしておく。

10190

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 18 4 4 14.２

歳
1.男
児

Aセンターに通
院。左足装
具を着用。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破
折、打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士は
本児の予
想される行
動を多面
的に考え、
関われてい
たか。

子どもの遊
びを把握
し、保育士
が声をかけ
たり、安全
について見
直し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

子どもの遊
びを把握
し、滑り止
めやマットを
引いている
が、砂があ
り滑りやすく
なっていな
かったか。

朝の環境
整備だけで
はなく、年
齢に合わせ
た遊びの理
解をしたう
えで、戸外
へ出る前、
再度安全
の確認をし
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

楽しさの表
現方法を共
感しながら
も、足の装
具が必要な
園児のた
め、足元が
不安定にな
る状況を想
定していた
が、滑ってし
まい手を添
えることがで
きなかった。

遊びの様
子を把握し
ながら、子
どもの遊び
の展開に
合わせて環
境作りをし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自分の遊
びに夢中に
なり喜びを
ジャンプで
表現してし
た.

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育士と1対1
で遊んでいた。
傍につき、落ち
ないように手を
添えながら遊
んでいた。楽し
さをジャンプで
表現していた
時、足を滑ら
せた。手をそえ
ようとしたが間
に合わず、ジャ
ングルジムの棒
でぶつけてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭の遊
具ごと傍に
つき一緒に
遊ぶ。

本児の動
きを予測
し、声をか
けながら遊
んでいたが
対応ができ
なかった。

子どもの遊
びをより広く
予測し、
様々な対応
ができるよう
にしていく。
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10191

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨と尺
骨の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

低い竹馬
だったので、
担任のみで
乗せてい
た。

食事の片
付け等があ
り、十分な
職員配置
ができない
ので、今後
はフリー保
育士を1名
配置するこ
とする。事
故予防マ
ニュアルの
作成。

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/日

園庭は広
く、間隔を
あけて竹馬
に乗せてい
た。

園庭をほう
きで掃き、
地面の凹
凸をへらす
ようにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

個々で乗っ
ている竹馬
の高さが
違っていた
り、出発地
点を明確
に決めてい
なかった。

竹馬をするとき
は、園庭も広く
子どもも注意
が散漫になり
やすいため、場
所（スタート
地点、ゴール
地点）と時間
を学年間で決
めて把握し子
ども同士の衝
突や接触によ
る事故を防ぐ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

昼食を終
え、園庭で
竹馬を持
ち、のろうか
どうか迷って
いる様子
だった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

竹馬を持っ
ている本児
の様子を
見て「のろう
か、おさえ
るよ」と声を
かけ補助を
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

昼食後の
片付け、他
児と一緒に
掃除してい
る職員と、
ホールで遊
んでいる子
どもをみて
いる職員が
いた。

竹馬などの
危険の予
想される活
動の共通
認識が不
十分で人
員配置が
できていな
かった。

職員同士で
活動の時間
と人数配置
の把握を必
ず行い、子ど
もの状態に
ついても情
報共有を行
う。

10192

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 70 15 20 19 16 9 9 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘外顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

落下しない
よう身を守
ろうとしての
行動がケガ
につながっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回 特になし

落下しない
よう身を守
ろうとしての
行動がケガ
につながっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

落下しない
よう身を守
ろうとしての
行動がケガ
につながっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段の遊び
の中で3段
飛ばしで雲
梯をしてお
り、右手でつ
かむことがで
きず、左手
だけでぶら下
がった状態と
なった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他園児の対
応をしていた
ため、少し離
れた場所で
見ていた。そ
の場で普通
に着地をし
たが、すぐに
園児が痛み
を訴えたため
病院受診し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

普通に着
地をした
が、園児が
痛みを訴え
たためすぐ
に対応。

特になし

落下しない
よう身を守ろ
うとしての行
動がケガに
つながった。

10193

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 9 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(約２０)
回/年

2.基
準配
置

降園前の
部屋移動
の時間で
あった。本
児の動きを
細かく見て
いなかっ
た。

移動時間
で園児を
焦らすこと
なく、時間
をゆっくりと
取る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

トイレには、
シューズを脱
ぎ、各自の
ロッカーに入
れてから行く
が、ロッカー
の場所がト
イレから遠
く、ソックスの
ままで床を
移動するよう
になっていた
ため

ソックスのま
ま床を移
動しなくて
もいいよう
に、シュー
ズを脱ぐ場
所をトイレ
から出たと
ころの近く
にする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

対象児が
室内を移
動する際に
走ってしま
い､滑って
転倒した。

室内の移
動に当たっ
ては、慌て
たり、走った
りすることで
危険が増
すことを、
しっかりと指
導していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

部屋移動の時
間帯であり、ト
イレを済ませる
のが本児が最
後となってい
た。本児は急
いだ様子はな
いが、勢いよく
走ってシューズ
を置いている
ロッカーの前ま
で行き、そこ
で、滑り転んで
手を着いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

部屋移動
のために、
他の園児
を連れて廊
下に並んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

トイレの中に
入り、本児
が出るのを
待っていた。
本児が出た
ことを確認し
たが、その
後、洗い物
があったた
め、本児の
動きを最後
まで見ない
で、トイレの
中にとどまっ
ていた。

園児が
シューズを
履いて、部
屋移動を
するまで見
ていなかっ
た。

園児の行動
を最後まで
見て、主担
任に声をか
けて引き渡
すようにす
る。

10194

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 40 8 16 16 5 5 16.４

歳
1.男
児

特別支援の
お子さんの
為、A病院の
障がい歯科
治療部にて受
診。激しく抵
抗し、レントゲ
ンを撮ることが
できず、経過
観察となる。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎AA
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(4～6)回/
年

2.基
準配
置

特別支援
保育の子ど
もの特性な
どを職員間
で把握し、
対応の仕
方などを共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

引き続き、
安全点検を
行行うととも
に、施設、
設備等に不
備があった
際は職員間
で共有する
とともに、速
やかに修
理、改善な
どの対応を
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの人
数と活動に
より、コー
ナーの設置
数や場所
(２か所に
分かれるな
ど）を工夫
し、それぞれ
の遊びを保
障し遊びこ
めるよう、環
境を整えて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊びを転々
としたり、探
索が多いお
子さんであ
る。普段と
変わらない
様子では
あったが、動
きを止められ
たことで苛
立ったと思わ
れる。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

特別支援
のお子さん
で、１対１
での対応を
要する為、
担当は常
に一緒に
活動してい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児もホー
ルへ移動し
て間もなく
だった為、紙
芝居を見せ
る職員、コー
ナーの準備
をする職員、
子どもにつく
職員に分か
れて動いて
いた。

子ども達がホー
ルに入る前に、
ある程度、遊び
のコーナーを整
えていくことと、
遊び始めは
騒々しくなるの
で、落ち着いた
ころに対象児が
入室できるよう
連携が取れると
いい。

10195

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 10 13 3 1 16.４

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

右第5趾
基節骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリハット
だと思う基
準が職員
によって異
なる。

事故の原
因、改善
策について
話し合う場
を持ち、職
員全員に
周知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特記事項
なし。

その他に対
する改善
策なし。

7.その他

お昼で降園
予定の子ど
もはズック履
いていたが、
その他お昼
寝をする子ど
もは裸足の
状態であっ
た。

お昼寝時
等裸足に
なる時間を
全員同じ
状態になる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

パジャマに
着替えた
後、トイレ
に行きその
後絵本を
読んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

部屋にい
て、●●組
室、●●
組室のいる
子どもの見
届けをして
いた。(0歳
児担任保
育士）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児のお昼
寝の準備（ゴ
ザ敷く、布団
運び等）手
伝っていた。
（４歳児担
当保育助
手）ランチ
ルームで給食
の片づけをして
いた。（５歳
児担当保育
助手）

職員が室
内にいたた
め子どもの
様子に気
づけなかっ
た。

４歳児で自
分のことはで
きる年齢で
あるが、子ど
もの様子が
確認できる
職員配置を
する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10196

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 11 3 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

跳び箱を
跳べるよう
になったば
かりだったた
め、少し不
安もあっ
た。

跳び箱をす
る時は、必
ず側につ
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

側につく保
育者がすぐ
に体を支え
られるよう
な体勢で
見守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

跳び箱が
跳べるよう
になり、挑
戦してい
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

本児に、跳
んでもよいと
合図し、側
で待機し見
守っていた。
勢いもあった
ため、右手
の小指に
引っかかった
時に、支えき
れなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

跳び箱が終
わった子を誘
導するために
マットの側に
1人と、その
他の子どもた
ちと一緒に
本児を見て
いた保育者
が1人いた。

手を置く場
所がいつも
よりも外側
になってい
た可能性
がある。

手を置く位
置を表示す
る。

10197

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 3 2 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
０　)回/年

2.基
準配
置

職員配置は
基準内で特
に改善点は
ないと思わ
れるが、今
後の課題と
しては、事故
防止に関す
る研修を実
施することが
必要であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回/
年

可動式のタ
イヤなの
で、危険が
ないように
職員間で
周知する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

環境面で
の改善策
は特にな
し。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達とタイ
ヤの上に
乗って遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くに保育
士はいた
が、対象児
がタイヤか
ら落下する
瞬間を止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は遠くから
対象児の
位置を確
認していた
が、落下す
る瞬間は
見ていな
かった。

子どもの予
期せぬ行
動を想定
できていな
かった。

子どもと遊ぶ
中であらゆる
危険を想定し
ながら関わっ
ていったり、職
員同士連携
を取り合いな
がら保育をし
ていく。
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令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 11 2 1 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右踝剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(数)回/年

3.基
準以
下

縄跳び等活
動の前には
児童たちと
気をつける
点を確認す
る。また、
日々の保育
で児童の体
力の向上に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

遊具や玩
具等安全
点検を再
度行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

難しいことへ
挑戦しようと
する児童の
心情を尊重
しながらも、
ケガを予防
するために必
要なサポート
を実施して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

元気に登
園していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

大縄飛び
をしていた
所にいて縄
を回してい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
たちの動き
や様子を
見ていた

縄跳びがで
きるように
なり楽しく
なって続け
てやってい
た

楽しくても長
くやると疲れ
るので、途
中で休憩を
入れる

10199

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 12 2 2 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

肋骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し 1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

特に無し

プールの支
柱の周りで
遊ばない。
支柱を柔ら
かい素材の
物で保護
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特に無し 特に無し

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

他児が使っ
ていた浮き
輪を取ろうと
して本児が
押したとこ
ろ、押し返さ
れてバランス
を崩す。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児と他児
とのトラブル
を見ていた
が、バランス
を崩したので
本児に近寄
り、対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

監視役の
職員は、
別の子ども
の対応をし
ていたので
みていな
かった。

特に無し

トラブルが起
こった時点
で、近くで見
守るようにす
る。

10200

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 23 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生時
の活動は、ク
ラス単位の
活動中。衝
突などへの
注意は促し
ていたもの
の、運動が
「競争」に
なってしま
い、ルールの
徹底に欠け
ていた。

遊戯室の長
辺を移動す
る運動の際
には、「往
復」の形を
取らず、「一
片ずつ」もし
くは、「一片
を運動とし、
帰路を歩か
せる」形態に
変更する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

無 現状維持

1.集団
活動中・
見守りあ
り

無 現状維持

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

活動の全
体を把握
できる場所
から指示を
出してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊戯室内
には、他ク
ラスの児
童・担任は
いなかった

保育士は
「この遊び
方によって
転倒し骨
折するかも
しれない」と
いう見通
し・予測を
持てていな
かった

児童の行動
特性を個別
に理解し、
最悪の事態
を想定して
遊び環境・
遊びのルー
ルを構成す
る
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10201

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 52 0 0 0 17 15 20 16 13 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨端発育
線損傷
（剥離骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
数　)回/年

2.基
準配
置

子どもたち
が、落ち着
かなかった
り、ふざけた
りしての小さ
い怪我も多
いので、場
面を想定し
ての職員の
危機管理能
力の向上を
図る事が必
要。

安全会議
の時間の
中で、ヒヤ
リハットなど
を使用し、
現場に即し
た研修を
行い、危機
管理能力
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(300)回/
年

今回の怪
我に関して
は、特にな
いと考え
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

安全会議で
危険な場所
はその都度
全職員で把
握するように
しているが、
遊具の後ろ
の環境整備
が適切で
あったのかの
確認をして
いく必要があ
る。

毎日の環
境整備を
しっかり職
員同士で
確認しなが
ら行ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

年長にな
り、活発な
行動が増
えてきた。
友だちに誘
われると、
喜んで集
団遊びに
参加してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児が友
だちと元気に
走り回り、お
にごっこをし
ているのを把
握し見守っ
ていた。転ん
だ事を確認
しすぐに駆け
寄り、怪我
の状況を確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
遊具のそば
に職員がつ
いていた。

遊具の後ろ
という見えに
くい場所を
しっかり把握
し、どのよう
な対応をとっ
ていくか、改
めて検証、
話し合いをし
ていく必要が
ある。

表側の配置だけ
では、全体を見
渡せる場所はな
いので、職員同
士の声掛けや
共通理解を図り
ながら、見えにく
い場所もしっかり
子どもの動きを
把握できるよう
な体制を取って
いくこと。（死角
を作らない）

10202

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 2 2 17.５

歳
2.女
児

過去にも骨折
の既往あり。
転ぶことが多
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

明らかな外
傷がなくても
痛みを訴え
る児について
は、クラス内
職員だけで
なく管理者
や看護師に
報告し、複
数の職員で
状態観察す
る重要性を
再度全職員
で確認した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

地面の状
況を確認し
たが、凸凹
等も無くフ
ラットの状
態だった。

開始前に
は地面の
状態確認
をおこなう。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ドッジボー
ルのコート
の広さを検
証したが、
狭い等は
無く適切で
あった。

無し

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒の場
面も把握し
ており、転
倒後は安
静にして経
過観察した
いた。その
後の行動
についても
しっかり確
認できてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ドッジボー
ルを担当
者とはコー
トの反対
側で見守
る。

小児の骨折
では腫れが
少なかった
り、骨折して
いない部位
の痛みを訴
えることがあ
り注意が必
要であること
を念頭に置
く必要があ
る。

上記を踏ま
え、転倒し痛
みを訴えたと
きは、休憩し
経過観察す
る段階から管
理者や看護
師にも連絡し
状況を確認
することを徹
底する。

10203

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 25 7 8 10 4 2 18.６

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右小指
基節骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

園児25名
保育士４名
で保育。お
盆中の保育
で欠席が多
い中だった
が、通常の
保育環境や
職員配置で
保育を行っ
ていたため,
配置に余裕
がうまれた
分、大きな
動きが出て
しまい、足を
踏まれた可
能性がある

子どもの人
数に合わせ
た空間利
用（遊び
のスペー
ス）をマ
ニュアルに
追加する

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

通りすがり
に足を踏ま
れてしまっ
たため通路
が狭かった
可能性が
ある。ボラン
ティアの受
け入れによ
り子どもが
興奮ぎみ
だったかもし
れない。

衝立を斜
めにするこ
とで通路の
幅を確保
し、通過す
るこどもの
歩行を安
定させるよ
う改善し
た。ボラン
ティアの受
け入れ時
間を17：
00までにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

大きな変
動はない
が、日常的
に行動を
共にしてい
る友人の
欠席が多
く、遊ぶ相
手は普段と
違ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

1.5メート
ル内の空
間で遊びを
共有してい
たがその場
面はみてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他スペース
におり対象
時の動きは
みていない

ボランティア
の参加もあ
り、大人の
目としては6
名あったにも
関わらず、そ
の場面に気
が付くことが
出来なかっ
た。環境の
変化に伴う
子どもの心
境の変化、
ボランティア
の行動の把
握が出来な
かった。

こどもの心
理、健康状
態に合わせた
環境作りの見
直し、ボラン
ティア（参加
する側、受け
入れる側）の
マニュアルを徹
底する。保育
者間で、全体
を漏れのない
ように見ていく
よう、連携を
継続していく。

10204

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 36 11 17 8 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
２　)回/年

2.基
準配
置

特に無し

園庭からつ
ながる園舎
入口付近で
は走らないよ
うに、保育
者、園児共
に注意喚起
し、遊ぶ前の
確認事項と
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

園庭等に
特に問題と
なる箇所は
認められな
い

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ケガをした子
どもはサッ
カーボールを
もって園舎
入口付近へ
移動してい
た。保育者
の後方で転
んだため、転
んだ場面を
見ていなかっ
た。

子どもたち
は入り口付
近では、走
らないよう
に注意喚
起していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、園庭を
走り回った
り、遊具で
遊んだりい
つもと変り
ない行動を
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

アスレチック
遊具で遊ん
でいる子ども
がほとんど
で、遊具遊
びの見守り
中で、広い
場所で遊ん
でいる子ども
を注視して
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

アスレチック
遊具で遊ん
でいる子ども
がほとんど
で、遊具遊
びの見守り
中で、広い
場所で遊ん
でいる子ども
を注視して
いなかった。

特に無し 特に無し
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死亡
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童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10205

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 17 4 4 13.１

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左尺骨骨
幹部骨折・
橈骨骨幹
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

滑り台の上
から下を覗
き込んだ
際、頭から
落下した。

滑り台の横
にも職員を
配置する。
滑り台の下
にマットを
敷く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

滑り台の下
にマットが
無く、安全
性に気づい
ていなかっ
た。

滑降部だ
けでなく、
階段の横
にも保育
士を配置
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

保育士の
遊具の配
置に配慮
が足りな
かった。

怪我をした
際は、複
数の職員
で確認をす
る。遊具の
下にマット
を敷く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
機嫌よく過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担当保育士
は、滑り台の
滑降部で、
滑り降りてく
る園児の補
助をしてい
た。そのすぐ
後に被災児
が落ちる様
子に気付
き、手を伸
ばしたが間に
合わず、落
下してしま
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

被災児が
落下した事
に気付いた
保育士も
駆け寄り、
二人で被
災時の様
子を見る。

頭から落ち
た事に気を
取られてい
た。多数の
職員で身
体の確認
がおこなわ
れてなかっ
た。

滑り台の階
段の横側に
も保育士が
つき、安全
に留意す
る。

10206

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 30 3 3 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨端
線損傷・右
小指基節
骨骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

先週から家
で痛みを訴
えていた事
を家庭から
連絡を受
けておら
ず、跳び箱
の練習をし
てしまった。

家庭との連
携を密に
し、怪我予
防につとめ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

跳び箱やロ
イター板の
ズレ等ない
か安全面
の確認をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

家庭で指
の痛みを訴
えていた事
の連絡を
受けておら
ず、いつも
通り跳び箱
の練習をお
こなってし
まった。

家庭との連
絡を密にと
り、再発防
止につとめ
る。また、運
動前にはしっ
かり柔軟体
操や手指の
曲げ伸ばし
をおこなう。
跳び箱の設
置に不備が
ないかしっか
り確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気に過
ごし、跳び
箱をする前
も、指の痛
みを訴える
事もなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担当保育士は、跳
び箱の近くで被災
児が跳ぶ様子を見
ていた。いつも通りう
まく跳ぶ事ができて
いた。その直後に右
手の第3指第4指
の痛みを訴えたの
で、右手手の平を
広げて確認するが、
腫れもなく指の曲げ
伸ばしもできていた
ため、そのまま様子
を見た。間もなくお
迎えだったので様子
を保護者に伝え
た。その際、保護者
から先週から痛がっ
ていたと報告を受け
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

加配児に
つきなが
ら、被災児
が跳ぶ様
子を見てい
た。

家庭との連
携がしっかり
できていな
かった。被災
児が痛みを
訴えていた
箇所と骨折
した箇所が
違っていたの
で、聞き取り
がしっかりで
きていなかっ
た。

事前に手首
や指の曲げ伸
ばしをしっかり
行う事で、手
の痛みに早く
気付く事がで
きたと考えら
れる。痛みを
訴えた際、聞
き取りと受傷
部の観察を
丁寧に行う。

10207

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 52 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

ブランコを
揺らしかた
が激しくなっ
てきてい
た。揺れに
体が持って
いかれて反
動で手を
離してし
まった。

ブランコの乗
り方、遊具
の使い方な
ど再確認し
子どもたちに
伝えていく。
また、遊びの
様子をよく観
察しその都
度声をかけ
て確認し
合っていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

遊具及び、
園庭の状
態に不備
はない。

遊具の不
備はなかっ
たが、今後
も安全点
検を実施
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

各保育士
が、園庭で
遊ぶ園児
全体の把
握に不十
分なところ
があった。

保育士間
で声をかけ
合い、安全
に遊んだり
怪我に気
付いたりす
ることができ
るように連
携する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一人でブラ
ンコを使用
していた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児から
20ｍ程離
れた場所
で、他児に
対応してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

年長担任保
育士１名
は、クラスの
子どもたちと
遊んでいた。
年長加配保
育士２名
は、クラスの
加配対象児
と遊んでい
た。

各保育士
が、園庭で
遊ぶ園児
全体の把
握に不十
分なところ
があった。

保育士間で
声をかけ合
い、安全に
遊んだり怪
我に気付い
たりすること
ができるよう
に連携す
る。

10208

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 14 16 2 2 17.５

歳
1.男
児 特になし。 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし。

事故防止
に関する研
修を月１
回程度実
施。●月の
朝礼で外
遊びが増え
る時期は
怪我が起こ
りやすいこと
を周知して
いたため。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日) 特になし。

遊具や玩
具の点検
を定期的
に実施。施
設や遊具
自体に特
に問題はな
かったため。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

午前中に園
の行事があ
り、日中の
戸外遊びが
なかった。そ
のため対象
児は、延長
保育時間の
戸外遊びを
いつも以上
に楽しみにし
ていた。

保育園行事
や悪天候で
外に出られ
なかった時や
夏が終わっ
て運動遊び
を多く始める
時期は、事
前に子どもた
ちに向けて
遊び方や
ルールの確
認を行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

日中の戸外
遊びがなかっ
たため、対
象児は、延
長保育時間
の戸外遊び
を楽しみにし
ており、いつ
も以上に活
発になってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

高さのある
遊具（複合
遊具・８人
用ハントウ
棒・雲梯・三
連鉄棒等）
を保育士同
士の目線が
重なるように
立って見てい
たが、対象
児が落ちた
時は離れた
場所にい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見てい
た

高さのある
遊具（複合
遊具・８人
用ハントウ
棒・雲梯・三
連鉄棒等）
を保育士同
士の目線が
重なるように
立って見てい
たが、対象
児が落ちた
時は離れた
場所にい
た。

特になし。

活発になっ
ている園児
の状況を職
員間で把
握・共有し、
落ち着いて
戸外遊びが
できるよう事
前に声をか
けていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10209

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 13 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事故予防・
発生時の
対応につい
て、口頭指
導による対
応基準の
周知にとど
まっていた。

事故予防・
発生時の
対応マニュ
アルを作成
し職員への
周知・共有
をすると同
時に、定期
的な職員
間での確
認を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回/
年

園児の身
体的成長・
発達を促
すため、屋
外でのびの
びと体を動
かせるよう
に、園舎か
ら広い旧園
舎園庭へ
移動してい
ることが多
い。

現状考えら
れるハード
面での改
善につい
て、今使用
している移
動ルートが
最短で交
通量が少
ないため、
ルート見直
しも難し
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

小学校入学
準備の教育
段階にある
年長児では
お昼寝を
行っておら
ず、身体的
精神的成長
を促すべく、
他学年の昼
寝時間帯を
何かしらの活
動等にあて
ている。この
ため全学年
での活動・
移動と比較
すると見守り
等が限定さ
れる状況に
ある。

園舎外へ
の移動に
必要な人
数は確保
しており、
事故発生
時の保育
士の対応
について
は、人的
面にて改
善を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故直前、本
児（怪我を
負った園児）
の前列の園児
の靴が脱げた
ため靴の履き
なおしでとど
まったところ本
児も停止し、
先頭保育士が
気づかず進行
は続いていたた
め本児の前の
間隔があい
た。進むよう後
方の保育士の
指示があり歩
き始めたが、本
児が駆け出し
転倒に至っ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

口頭指導
による対応
基準に基
づき、園児
の隊列の
先頭で、時
折振り返っ
て園児の
様子を確
認をしなが
ら、前方及
び園児の
列に対する
危険物の
接近に対
応してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

口頭指導
による対応
基準に基
づき、園児
の隊列の
最後尾で、
園児の隊
列の様子
を確認をし
ながら、後
方及び園
児の列に
対する危
険物の接
近に対応し
ていた。

園外散歩など
列をつくって歩
く際、隊列の
乱れ等が生じ
た場合に、前
方職員と後方
職員との連携
で列の進行を
まず止めること
の仕組みがな
かったことと、
園児に対する
突然のことへの
対応の声掛け
に、「走らず」
行動する指示
がなかった。

園外散歩など
列をつくって歩く
際、後方職員
が隊列の乱れを
把握した場合に
は、先頭職員に
声掛けをして隊
列を一旦止める
ことで整える対
応とし、これをマ
ニュアルにも記
載すると同時
に、園児には焦
らず走らずに行
動するように伝
えていく。

10210

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 18 2 1 15.３

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼
の疑い
（上前歯
2本）

8.その
他 2.なし

2.不
定期に
実施

実施頻度(
２ 　)回/
年

2.基
準配
置

事故予防
に対する職
員の意識
をさらに上
げていく必
要がある。

クラスの園
児の様子
をヘルプに
入る職員
にも伝えて
おく。事故
予防に対
する話し合
いを定期
的に実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

危険な箇
所、特に注
意が必要
な場面を
全職員で
共有してお
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

部屋の移
動をする際
の園児の
誘導の仕
方、見守り
体制の見
直しが必
要である。

保育室から
の飛び出し
がないよう
に、環境面
を見直す。
園児にもく
り返し約束
や指導をし
ていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午睡前に
気の合う園
児と興奮し
ている様子
だった。午
睡をするた
めに遊戯
室に移動
する際、遊
戯室とは逆
の方向に
走っていっ
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

走っていく
園児を追
いかけ、抱
いて遊戯
室まで戻っ
てくる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

普段あまり
３歳児クラ
スに入るこ
とがなく、園
児の動きに
慣れていな
いところが
あった。

園児の動き、
一人一人の
特性を職員
間で共有し、
保育をする。
何かあった時
に声をかけ合
い、職員間で
連携を取りな
がら保育をす
る。園児に対
して優しく丁
寧に関わるこ
とを常に意識
する。

10211

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 11 3 3 13.１

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折/
左肘痛

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度(
3～4　)回
/年

2.基
準配
置

午睡時間
の間に、交
代で休憩
をとるため
配置人数
が少なくな
る場合があ
る。

休憩の取り
方について
話し合い、
子どもが寝て
いる間も必
ず２名が側
にいることを
決める。ま
た、早く起き
た子どもが多
く大変な時
はヘルプを事
務室へ伝え
対応をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約24　)回
/年

畳のスペー
スで布団を
敷き寝てい
る為、起き
た子どもは
布団の側
で過ごして
いた。

設備面で
は安全を
確保できて
いると考え
る。

5.睡眠
(午睡)
中

いつもより
早く起きた
子どもが多
く落ち着か
なかったの
に、遊べる
スペースな
どを用意し
なかった。

早く起きた
子どもが落
ち着いて過
ごせる環境
を、午睡ス
ペースとは
別に用意し
ておく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午睡時間内
であったが、
早めに目覚
めた子どもが
いつもより多
く起きて遊び
始めていた。
その中で、楽
しんで追いか
け合いをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

体制として
は３名いた
が、事故発
生時には
本児がいる
場所には
１名の保
育士しかい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１名は他
児を連れて
保育室を
出ていた。
１名は、
子ども達の
動きをよく
見ていな
かった。

３名が交代
で休憩時間
をとるが、子
ども達が起き
始める時間
に休憩に行
くことになる
のが保育士
の人数が足
りなくなる要
因の一つに
なっている。

子ども達が
起き始める
時間には、
複数人数で
対応できる
ように休憩
時間を早め
て取る。

10212

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 14 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首橈
骨・尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特に問題
はなかっ
た。

園児の動
きを常に把
握し、危機
意識を持
つ。職員全
員による事
故予防研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特に問題
はなかっ
た。

今後も、危
機管理を
もって安全
に過ごせる
環境面に
気を配る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

雲梯で勢
いよく一段
飛ばしをし
ていた。

雲梯などで
は、危険な
事が起こり
うると考え、
体制を整
える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯で勢
いをつけて
一段飛ば
しをしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任保育
士は、少し
離れたとこ
ろから見て
いた。もう
一人は、
他の子ども
たちと一緒
に遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭には
担当職員
のみで、他
の職員は
園舎内に
いた。

勢いよくし
ていたの
で、危険と
思い近くで
補助する
必要があっ
た。

可能な限り、危機が
起こる前に予見し、
危機の回避を図る方
策と体制（安全管
理）を整えることが重
要である。そうした安
全管理・危機管理の
視点に立って、子ども
たちが安心して過ごせ
るように、また責任を
もって保育していく。
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3
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歳
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歳

以
上

学
童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10213

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 28 9 9 10 3 2 15.３

歳
1.男
児

指しゃぶりの癖
で上の歯が突
出しており歯の
根元が短くなっ
ていること､指
しゃぶりによって
歯が揺れやすく
なっていることも
あり､固定しても
小さな揺れが
残る可能性が
あると医師から
話があった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の揺れ3
本

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

バナナ鬼
ごっこをして
いるグルー
プが２つあ
り、保育者
が鬼ごっこ
につくことが
できていな
かった。

子どもの活
動状況をみ
て遊びのグ
ループを分け
たりくっつけた
りして整理
し、職員がそ
れぞれの活
動をしっかり
と把握してい
けるようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

水たまりや
床濡れなど
滑ったりブ
ロックのがた
つきなど躓
いたりする
ような危険
な箇所は
無かったた
め特にな
し。

上記理由
の為、特に
なし。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

バナナ鬼
ごっこをする
中で当該
児をタッチ
した力が強
く当該児の
バランスが
崩れてし
まった。

タッチをする
際の力の
強さなどを
知らせ、押
すようにタッ
チするので
はなく、肩
などに触れ
る形でタッ
チを行うよ
う話した。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

バナナ鬼
ごっこに参
加し、公園
内を走って
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
つつ、人数
確認を行
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

子どもたち
の動きに合
わせて動い
ていた。

子どもたち
が年齢や
遊びに関
係なく入り
乱れて活
動をしてい
たため。

年齢ごとに
活動空間を
分けたり、活
動内容を分
けたりして、
子どもの動き
を把握しや
すいようにす
る。

10214

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 1 2 2 13.１

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右中指挫
傷､中指末
関節骨不
全骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュアル、
職員配置
などは問題
なかった
が、保育士
の事故予
防に対する
意識が低
かった。

職員全体
で今回の
事故に対
する要因や
再発防止
などを話し
合ったり、マ
ニュアルを
共有し、事
故予防に
対する知
識や意識
を高める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

扉を開閉
する際に、
意識しなけ
ればいけな
い

扉に「こども
がいます。声
を掛けて返
事があったら
開閉します」
という張り紙
を付けて、万
が一園児が
いたとしても
扉を開ける
際は気を付
けるように配
慮する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

オムツ交換
後、園児を
その場で待
機させオム
ツの処理を
た為。

オムツ交換
の際は(排
泄物)、交
換後は園
児を保育
室へ連れて
いきその
後、オムツ
の(排泄
物)の処理
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らず元気な
様子が見ら
れた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

オムツ交換
後(排泄
物)、オムツ
をビニール
に入れた際
一瞬園児
から目を離
してしまう。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

オムツ交換
をしていた
保育士が
園児を見
ていたと思
い、確認を
せず大人
用のトイレ
の扉を開
閉する。

職員間で
の確認や
声掛けが
足らなかっ
た。

子どもがいるとき
には、大人用ト
イレは扉は開け
ない。緊急の
際、扉を開けな
くてはならないと
きは声をかけ
あって開閉す
る。オムツ交換
の際は(排泄
物)、交換後は
園児を保育室
へ連れていきそ
の後、オムツ(排
泄物)の処理を
行う。

10215

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 14 4 4 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙打撲
(歯根神経
に傷)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

三角巾を
正常に付
けていれば
問題ない
が、低年齢
の場合につ
いては頭を
触り、三角
巾がずれ
落ちる感
覚を把握
することに
弱いことを
認識するべ
きであった。

1歳児以
下に三角
巾を使用さ
せる時は、
常に緩んで
きていない
か確認する
ことを徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

活動により
机を移動さ
せたい時
に、机が大
きく重いた
め、持ち運
びがし辛
い。

机を徐々
に折り畳み
のできる軽
い物に交
換してい
き、活動に
合わせ保
育室を設
定していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

木台にコー
ナークッショ
ンを施して
はいたが、
クッションが
付いていな
い木台が
保育室内
で使用され
ていた。

コーナークッ
ションが付
いていない
木台は部
屋から排除
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 1歳児とい
う年齢であ
れば、三角
巾の緩みに
本人が訴
えてこない
こともあるこ
とを承知し
ての見守り
が必要で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
三角巾の
結びが緩く
なってきて
いることに、
保育士た
ちが気づい
ていず、三
角巾がず
れ落ち顔に
被ったこと
で急いで傍
に寄ろうと
したが、台
にぶつかり
転倒するこ
とを防ぎき
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

保育士Aは対象児
の一番近くにいた
が、対象児の三角
巾が目に被さった瞬
間は視界に入って
いず、水分補給をし
ていた保育士Dが
気づき「危ない！」
との声を出し、そこ
で保育士Aは振り
返り対象児の身体
を支えようとしたが、
転倒を防ぐことが間
に合わなかった。保
育士Bは他のままご
と遊びをしていた子
供に関わり、保育
士Cは机上のパズル
遊びの子供に関
わっていた。

1歳児の子供
の発育状況と
して、三角巾
が緩んできても
そのことへの意
識が弱く、また
緩んだことによ
り次に起こり得
る状況を想像
することが未熟
であること、さら
に三角巾で目
が塞がれても
立ち止まらず
前進してしまう
という、子供の
特性について
保育士の把握
認識の低さが
要因として考
えられる。

保育士は子供
の特性や年齢
に応じた発育を
把握し、起こり
得る危険を想
像し、事前に回
避できるよう意
識を高めるよう
努める。職員間
で振り返りの時
を設け、子供の
特性や起こり得
る危険を出し合
い、自らの考えと
他者の考えを聞
き知識を増やし
怪我を未然に
防ぐことが出来
るようにする。

10216

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 22 12 10 4 4 16.４

歳
1.男
児

4歳児･5歳
児合同での
遠足の最中｡
下見は行って
いたが､児童と
一緒に散策
するのは初め
てだった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

人員配置
やマニュア
ルには問題
なしと判断
のため、特
になし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

事前の下
見の際に
該当遊具
の対象年
齢の確認
が漏れてい
た。

事前下見
の際に必ず
対象年齢
の確認を
行い、使用
方法を確
認、職員
間で共有
を徹底す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園の戸外活動
としては初めて
行く公園であっ
たので、子ども
たちも楽しみに
思う気持ちが
高まっていた。
該当児はネッ
トの遊具を気
に入り、始めか
ら終わりまで
ずっと上り下り
していたので、
足が疲れてい
た可能性があ
る。

気持ちが高
揚することは
想定されて
いたので、落
ち着いて遊
びに入れる
ような導入を
考える。ある
程度の時間
ごとに休憩を
挟み、疲れ
た状態で遊
ぶことのない
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段行った
ことのない
公園だった
ので、目新
しい遊具に
気持ちが
高ぶってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊具に近
い位置で
複数の児
童の見守り
体制であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員は
別の遊具
で遊ぶ児を
見ている状
況であっ
た。

遊具のそば
に立ち、子
どもたちを
見守る位
置は適切
であったが、
一瞬の出
来事だった
ため手が出
せなかっ
た。

遊具で遊ぶ
人数が増えた
際には近くの
保育士に声
を掛け、見守
りの保育士を
増やしたり、
運動量の多
い遊具なので
適度に休息
時間を設ける
などの配慮が
必要だった。
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以
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10217

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 19 11 8 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右くるぶし
外側骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

今回の事故
は本児の突
発的な行動
の結果で
あったため、
マニュアル改
善や事故予
防が難しいと
判断したた
め、特に記
載なし。

上記の理
由により特
になし

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今回の事
故は本児
が走って転
んだことが
理由だった
ため、ハー
ド面には問
題なしと判
断したた
め、特に記
載なし。

上記の理
由により特
になし

4.個人
活動中・
子どもの
み

5歳児であ
ることや、い
つも行って
いる活動の
流れであっ
たこともあ
り、その場
を子どもた
ちに任せて
しまった。

子どもたちが
活動を終え
るまで保育
者が見守る
か、その場を
離れる場合
はフロアに入
る保育者に
声を掛け、フ
ロア全体で
見守る状況
を作るべきで
あった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調面で
は特に問
題なかった
が、クラスに
戻ってきた
時点で若
干足を引
きずる様子
が見られ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

いつもやって
いる活動で
あったこと・5
歳児なので
一人でもで
きるであろう
という思いも
あり、排泄が
終わった後
の活動準備
を優先してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育者は
各自自分
のクラスの
活動をして
おり、他クラ
スの動きを
気にしてい
なかった。

保護者のお
迎えが来てい
た状況であっ
ても改めて痛
みの場所を
触って確認し
たり、冷却す
るなど、その場
で出来る対
応を行うべき
であった。

10218

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 10 6 4 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(都度)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育者の
連携が取
れておら
ず、双方の
動きを把
握せず子ど
もから目を
離してい
た。

職員同士
連携をして
声かけを行
い、お互い
の動きを把
握して子ど
もの動向に
注視できる
職員を配
置し、でき
る限り子ど
もから目を
離さない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

玩具の箱が
固く、また角
張っている。
その場を目
撃している
保育者がい
なかったが、
聞き取りで
は、足を箱
にぶつけ、他
児が上に
乗ってきたと
のことだった。

角張ってい
る箇所にカ
バー等す
る。利用す
る際には、
危険のない
よう見守
り、子ども
達にも適
切な使用
方法を伝
えていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由に動
いている子
がいた。

片付けに
参加するよ
う声かけを
するなどし
て動いてい
る子ども同
士が交錯
しないよう
にする。子
どもにも危
険周知、
認知をさせ
るようにす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

玩具の木箱
に足を乗せ
ていたと思わ
れる。片付
け終わり、好
奇心から
乗った,また
は他児が
乗ったはずみ
で足が上
がって箱にぶ
つかったこと
も考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

片付け終
盤だったこと
もあり全体
への指示
出しが遅れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

片付けの
指示をして
いたが、子
どもたちをと
りまとめで
声掛けなど
をその時点
ではしてい
なかった。

他児が該
当児の上
にのしか
かってしまっ
たと思われ
る。保育士
同士の連
携が取れて
いなかっ
た。

危険な行為は
行わないように
子どもたちに注
意喚起、約束
事の再確認と
実施するように
都度、声かけや
援助を行う。子
どもから目を離
す場合には、必
ず声かけをして
から動くことを再
度確認、周知し
徹底する。

10219

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 28 8 11 9 4 4 16.４

歳
2.女
児

普段は3.4.5
歳児の異年
齢で過ごして
いるが､今回
は2.3.4歳児
で出かけてい
た｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

上下前歯
の脱臼､下
唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

他園が来
た際に雰
囲気が変
わった様子
を意識し、
子どもの様
子に変化
がないか注
意して見守
るようにして
いた。

季節の変わり目で、
温かくはなってきてい
るが体が固まりやす
くケガが起きやすい
ことを、改めて念頭
に入れる。また、斜
面など転びやすい場
所では注意する。
斜面で遊んでいると
きの職員の配置を、
子どもより下の位置
で見守りったり職員
同士でも声を掛け
合い、配置を移動
しながら安全面を保
つようにする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

遊具の対
象年齢の
記載に対し
て、守る意
識が薄かっ
た。(今回
使用はして
いない)

遊具の使
用対象年
齢を確認
し、保育士
間で共有。
どの遊具を
使用するか
を決定して
いる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

斜面で遊
ぶことに対
して、ケガ
への見通
し・想定が
甘かった。

他園が来
た際に雰
囲気が変
わった様子
を意識し、
子どもの様
子に変化
がないか注
意して見守
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
い

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

坂道が確
認できる位
置について
おり、見守
りをしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれ担
当していた
場所がある
ので、本児
をずっと目
で追ってい
ることはな
かった為。

斜面で遊
んでいると
きの職員の
配置を、子
どもより上
の位置で
見守ってい
た。

斜面で遊んで
いるときの職
員の配置を、
子どもより下
の位置で見
守りったり職
員同士でも
声を掛け合
い、配置を移
動しながら安
全面を保つよ
うにする。

10220

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 22 7 7 8 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし。 特になし。 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300

通報のマニュ
アルを園外
のリュックに
入れて持っ
ていけば正し
い手順で対
応を間違い
なくできるの
ではないか。

事故対応
マニュアルを
園外の
リュックに入
れて園外へ
出掛ける。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

木の根があ
ることや躓
きやすい場
所が落ち
葉で見えな
くなっている
ことを子ども
に伝えるべ
きであった。

落ち葉で見
えずらい木の
根等の危険
な箇所を遊
ぶ前に子ども
達と確認し
危険性を伝
え安全に遊
べるようにし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼から逃げ
る為、走っ
て逃げてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一緒に氷鬼を
していた。保育
士Aは本児の
先頭で逃げて
いた。本児が
木の根に躓き
転ぶ瞬間を見
ていた為、すぐ
に本児を起こ
して怪我や痛
みはあるか等
の確認を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育士B
はブランコ
に乗ってい
る子どもに
付いてい
た。

特になし。 特になし。

10221

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 19 10 9 3 3 17.５

歳
1.男
児

4～5歳児､同
じ保育室で過
ごしているた
め､合同で運
動(ﾀﾞﾝｽ)を
行った｡

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

普段から
行っている
活動で、職
員間の連
携が疎かに
なっていた
部分もあっ
た。

これまでは
「お友だちに
ぶつからない
ように気を付
けて」などの
声かけをして
いたが、「手
を広げてぶつ
からない距
離をとりま
しょう」など、
具体的に伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24)回/年

日頃から、
ヒヤリとする
場面がな
かったか、
見過ごして
いなかった
かの確認

保育室で行
う中で、園
児数と面積
に無理はな
かったかの確
認。合同で
行うには、手
狭な部分も
あったので、
半分ずつの
人数で行う
など、工夫を
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ダンスの内
容や人数
から考える
と、使用し
た保育室
では狭かっ
た。

園児の間
隔を今まで
以上にとる
ことや、一
度に行う人
数を減らす
など、調整
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

やや激しい
ダンスであっ
たため、い
つも以上の
動きをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

該当園児
以外も見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

写真撮影
なども行っ
ていた。

保護者用
の写真や
動画を職
員が撮って
おり、園児
に対する声
かけなどの
対応が遅
れてしまっ
た。

他児と極端に
近くなってし
まっている時
など、園児の
動きを見て、
職員同士で
声を掛け合
い、園児同士
の間隔を離し
たり、ダンスを
中断するなど
の対処を行
う。
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死亡
0
歳

1
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2
歳

3
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以
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学
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10222

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 前歯破折 8.その

他 1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育士
は、子ども
の行動を
予想し十
分に気を
付け、危険
のないよう
に声をか
け、事前に
防ぐ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

なし

広さを十分
確保するよ
うに机を片
付ける

1.集団
活動中・
見守りあ
り

降園前
は、ゆったり
と過ごす。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

広いスペー
スで数人と
くるくると繰
り返し回
り、バランス
を崩してう
ずくまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の子と一
緒に体操
をしてい
た。視界に
は本児が
入っていた
が、被災を
防げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

加配児と
一緒に3m
離れてい
た。

降園前とい
う時間帯に
体操をして
いた。子ど
もがふざけ
あう姿をす
ぐに止めら
れなかっ
た。

子どもの動きに
目を向け危険に
つながる行為は
すぐに止めるべき
であり、子どもた
ちには、楽しいと
ふざけるのは違
うことを伝える。

10223

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(都度　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動参観日
の練習後で
高揚してい
る園児の気
持ちを考慮
し、危険を
予測するべ
きであった
が、見過ごし
走らせてし
まった。

集団で移
動及び行
動をする際
に、少人数
ずつのグ
ループ分け
をし、基本
的には歩く
ように声を
掛ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

所定の場
所に旗を
片付けに
向かい、随
分手前の
位置で急
に立ち止
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児全体
の動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各々、担
任の子ども
達の保育
をしてい
た。

子どもの行
動、動きに
対し危険
予測が甘
かった。

行動する際
は少人数ず
つに分け、
且つ走らな
いように指
導する。

10224

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 32 0 0 0 0 0 0 0 10 10 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュアルには巧技
台の危険性や設置
時の注意事項等が
無い。また、職員会
議でもそれを取り上
げることが無かったた
め、巧技台の正しい
取り扱いについて職
員間での統一がさ
れていなかった。５
歳児担任が運動会
の４日前から欠席
し、園内で合計３
名の職員が欠席し
ていた。そのため、
予行練習等での人
員配置が十分でな
く、運動会当日の
巧技台補助者が前
もって練習に参加で
きていなかった。

年度始めの会議で
「保育園における事
故防止マニュアル」
の読み合わせを行
い、職員に周知す
る。また、巧技台の
使用方法・注意事
項を確認して全職
員で共通理解す
る。（今年度につ
いては、事故後に
事故防止マニュアル
の確認、巧技台の
扱い方について確
認を行った。）人
員のマイナスが出た
場合には、その分を
少しでも補えるよう
な人の配置を再考
して増員する。運動
会当日の競技補助
者については、練習
時にも補助ができる
職員を配置する。そ
れが無理な状況で
あれば競技の内容
を再検討する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

巧技台の固定は、
日常の保育ではあ
まりされておらず、固
定する場合にもロー
プで縛るという形で
あった。固定の必要
性は、ほぼその保育
士の経験値で判断
するものであった。
競技前に器具係と
の固定についてのや
り取りはあったが、
指揮者は危険を予
知できずに固定しな
かった。運動会で使
用する巧技台の数
が園にあるものでは
足りず、プログラムの
合間に巧技台を組
み替えなくてはいけ
なかった。そのため、
５歳児の競技で使
う分を始めから組み
立てて固定しておく
ことができなかった。

巧技台専用の安全
ベルトを園で購入。
巧技台を高く積む
時、積んでジャンプ
をする時には、常に
安全ベルトで固定
をすることを職員に
周知する。競技ごと
に組み替えなくては
いけない場合には、
競技内容を検討し
て、園にある数でで
きることを考える。
組み換えができると
いう判断した場合に
も、固定する方法を
よく検討し、誰がど
の時間に固定する
のかということを参加
職員で周知する。
ジャンプした際に敷
くマットについて、
もっとクッション性の
あるものがよいのかと
いうことを、子どもに
経験させたい動きと
の兼ね合いを考え
て検討していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動会とい
う特別な場
面であるか
らこそ、子ど
ももいつも
より力が
入ったり予
想外の動
きをしたりす
る事が考え
られる。

行事等、い
つもと違っ
た場面で
は、普段よ
りも様々な
子どもの姿
や状況を
想定して準
備をする。
（器具設
置の点検
を指揮者と
器具係の
複数で行
う。補助者
は色々な
想定をして
待ち受ける
等）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会で、
保護者も
見ているこ
とから、普
段よりも力
が入って巧
技台への
当たりが強
かったのか
もしれな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

巧技台の横
につき、巧技
台が揺らが
ないように上
から抑えてい
たが、本児
の当たりが
強く、巧技
台がはずれ
てしまった。
それをすぐに
正常な位置
に戻したのだ
が、本児は
ふらついてお
り、巧技台
から落ちてい
く瞬間に手
を差し伸べ
たが届かな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

競技の指揮者だっ
た保育士は、一瞬
近寄ったが、本児が
立ち上がったため、
次に進めなくてはと
いう思いからまた、
元の位置（巧技台
の前方３メートルの
所）に戻った。近く
で競技を見守ってい
た職員が、本児に
駆け寄り、本児の
体を観察、怪我の
確認をした。本部か
ら見ていた園長が、
本児・職員のところ
に走っていき、怪我
の具合を聞きなが
ら、本部へ連れてき
た。

当日の競技指揮者
は、５歳児担任が
欠席することにな
り、急遽この競技の
指揮者となった事で
全体を見ながら進
めるという余裕がな
かった。補助をする
保育士は、巧技台
競技の補助の経験
がある事で今回の
補助を任されたが、
今回の補助は当日
が初めてであった。
そのため、一人一
人の発達段階、状
況が把握できていな
いままでの補助と
なってしまった。

代替で指揮をすること
になった保育士の体
力的・精神的負担を
軽減するために、別の
職員を保育補助とし
て配置する。競技の
補助者は最低３回
は当日通りに補助に
つき、子ども達の状況
を把握したうえで当日
を迎えるようにする。そ
れができる補助者を
選定するか、補助者
が固定でつけないので
あれば、競技自体を
再検討する。

10225

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 23 2 2 15.３

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
8　)回/年

2.基
準配
置

遊戯室で
の活動を
行う際に半
数ずつに分
け、必ず２
人で見るよ
うにする。

今回は男女で
半数ずつに分
けたが、前半
チームの活動
が終わって並
べている時に
後半チームの
活動を始めて
しまった。保育
者２人でしっ
かり見れるよう
に、前半チー
ムが並んで
座ってから後
半チームの活
動を始めるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

準備体操
をしっかりと
行い、特に
手首足首
の部分を
重点的に
ほぐすよう
にする。

当日は準
備体操に
取り組んだ
が、手首足
首の部分
をもっと重
点的にほぐ
していき、
怪我を防
止する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故発生
まではいつ
も通りの様
子で、転ん
だ後も泣か
ずに自分で
起き上がり
また走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児（後
半チーム）
が転ぶ姿を
見たため、
「大丈夫？
痛い？」と声
をかけ、転ん
だ箇所を確
認した。対
象児は「う
ん！」と言っ
て起き上が
り、また走り
出した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

前半チーム
の子どもを
並べて座ら
せてから後
半チームの
子どもを見
ていた。

本児が転
んだ後の観
察が不十
分で、骨折
していること
に気付けな
かった。

自分で「痛い」と訴え
ることが出来ずに我慢
してしまう子もいるた
め、給食やおやつの食
べ具合をよく見たり、
様子をよく見ていかな
ければならない。ま
た、転んだ時は全身
をよく見てどこが痛いか
を聞いたり、本児が言
いやすいようこまめに
声掛けをしていく必要
がある。また、保育者
２人でしっかり見れる
ように、前半チームが
並んで座ってから後半
チームの活動を始める
ようにする。

10226

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 29 3 3 18.６

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折　左肩
打撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

なし なし 1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年
（１）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会に
向けての活
動に楽しん
で参加して
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

走行中の
園児を目
で追いなが
ら、転倒の
際にはすぐ
に駆け付け
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

走行中の
園児を目
で追いなが
ら、他児の
走行準備
の手伝いを
していた

天候等に
より戸外で
の活動が
久々だった
ことも原因
のひとつと
考えられる

活動前の準
備運動や体
調確認を十
分に行う
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10227

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 157 32 51 29 45 19 19 17.５

歳
1.男
児

●年●月に●
●市から引っ越
してきた。●●
市の１歳６か
月、３歳児検
診で指導を受
けていたとの報
告があり、面接
をし加配保育
士がいるクラス
に在籍してい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
１　)回/年

2.基
準配
置

特になし。
危機管理
マニュアルを
見直す。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年　毎日

雲梯が観
客側にあ
り、本児の
動線上に
雲梯があっ
たことで、
雲梯に興
味を持った
事が考えら
れる。

遊具の遊
び方を検
討し、安全
面での配
慮を確認し
取り組む。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

加配保育
児で、突発
的な行動
に対応がで
きなかった。

職員間で
子どもの動
きを確認し
連携を取
ることを再
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

年中児の
運動会の
予行練習
を担任保
育士と一
緒に椅子
に座って機
嫌良く見て
いた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

子どもと一
緒に年中
児の運動
会の予行
練習を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の様
子を見守っ
たり、運動
会の予行
練習の補
助についた
りしていた。

側について
いたが、子
どもの突発
的な動きに
対応ができ
なかった。

子どもの予
想される動
きを想定し
て危険を未
然に防ぐ。

10228

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 25 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折
左肘打撲
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

2.基
準配
置

複数のクラ
スが遊び、
所々で見
守りをする
ことへの連
携が十分
に図れてい
なかった。

見守りのポイ
ントとなる場
所を確認
し、その場を
離れる時に
は声を掛け
合い、見守
りが不十分
にならないよ
うにしていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

安全マットは
敷いてある
が、落下の
仕方によって
怪我に繋が
るので、安
全マットがあ
ることで過信
しないように
する。

一番低い鉄
棒からの転
落であった
が、高さがあ
ると、怪我の
程度も大きく
なることも考
えられるの
で、適した高
さで遊ぶこと
ができるよう
に確認す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

鉄棒をする
際には、保
育士と一
緒に行うよ
うにすること
が子どもた
ちに十分
伝わってい
なかった。

年上の子ど
もたちが運
動会で鉄
棒に取り組
む様子に
刺激を受
け、戸外で
の遊びの際
には、よく
鉄棒に取り
組んでい
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

年上の子ど
もたちが運
動会で鉄
棒に取り組
む様子に
刺激を受
け、戸外で
の遊びの際
には、よく
鉄棒に取り
組んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児の側
についてい
たが、他の
子どもに呼
ばれたた
め、その場
を離れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児とかか
わっていた
ため、本児
が鉄棒から
転落した状
態になるま
で、気づくこ
とができな
かった。

これまでも鉄
棒で遊び、
慣れてきて
いる様子か
ら、少しの間
なら良いと思
い、子どもに
声をかけず
に、他児の
要求を優先
して離れてし
まった。

子どものやりた
い気持ちを大
事にしながら
も、運動発達
に合った遊び
をしているかど
うかを日頃か
ら一人一人
確認できるよ
うにする。

10229

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 34 2 1 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし 3.未
実施

実施頻度(
０　)回/年

2.基
準配
置

職員間の
連携によ
り、事故防
止策に取り
組むこと。
また、事故
に関する研
修を実施
することが
必要であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回/
年

ドッジボー
ルをするた
めの広さの
確保をす
る。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

子どもの状
況に合わせ
た活動を
提供してい
く。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ドッジボー
ル中で、夢
中でボール
を追いかけ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ドッジボー
ルからは離
れていて、
対象児が
転倒する
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭での
活動は年
長児クラス
のみであ
り、食事準
備に支援
員は移って
いた。

子どもの予
期せぬ行
動を想定
できていな
かった。

子どもと遊ぶ
中であらゆる
危険を想定
しながら関
わっていった
り、職員同
士連携を取
り合いながら
保育をして
いく。

10230

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 1 1 4 2 2 2 4 3 18.６

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足親指
亀裂骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
5　)回以上
/年

2.基
準配
置

子どもの特性を十
分に理解したうえで
職員一人ひとりが
事故予防に心が
け、気配りをしていく
ことで起こりうるリス
クを減らしていく。所
長とリスクマネー
ジャーが一体となっ
て、事故に発展す
る可能性のある問
題点を把握して、
事故予防に取り組
んでいく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

可動式壁
で仕切る
場合は、
可動式壁
下部にクッ
ション素材
の安全ガー
ドをつける
など、安全
対策を実
施する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

室内を走っ
て遊んでい
る状況を
改善するた
め、園児が
興味をもっ
て落ちつい
て遊べるよ
うにコーナ
遊び等を
用意する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

土曜日の
合同保育
で担任も
不在であっ
たため、普
段より落ち
着かない様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児（１
歳児）と
保育室内
の別の場
所でままご
とをして遊
びながら、
対象児から
離れた場
所から全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

可動式壁
で仕切られ
て反対側
のスペース
にいた。

常に子ども
の動きに目
を向け、保
育室内では
落ち着いて
遊べるように
声をかけた
り、遊びを工
夫したりす
る。

10231

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 36 9 13 14 5 5 16.４

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第５指
中節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

障害物との
接触はな
く、園児自
身の要因

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

障害物との
接触はなし

障害物との
接触はな
く、園児自
身の要因

1.集団
活動中・
見守りあ
り

皆の所に
行こうと急
いでいた

障害物との
接触はな
く、園児自
身の要因

1.いつも
どおりの
様子で
あった

急いでみん
なの所に行
こうとして
走っていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児以
外にも子ど
もがいて全
体を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

テラスにい
た職員が
対象児を
見ていた

夕方は砂
場で山を
作るなどし
て遊んでい
たので、異
常に気付
かなかっ
た。

少しでも痛
みが出てき
たら、職員に
伝えるように
お願いする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10232

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 29 16 13 4 2 18.６

歳
2.女
児 特になし。 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

特になし。
（職員配置
や事故に関
する情報共
有等を適切
に実施でき
ているた
め。）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

特になし。
（定期的
に点検を
行っている
ため。）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

特になし。
（見守り
自体は適
切に行って
いたた
め。）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

痛みを我
慢して普段
通り振舞っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

事故後も食
事や他の活
動をいつも
通りに過ごし
ていた為に
気づかず発
見が遅れ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員
とともに見
守ってい
た。

特になし。

特になし。
（見守り自
体は適切に
行っていたた
め。）

10233

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 35 3 3 17.５

歳
1.男
児

固定乗り物
遊具のまたが
る高さ(馬の
背中)７５ｃ
ｍ

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１２　)回
/年

2.基
準配
置

遊具の使
い方の周
知が十分
でなかった
ため

職員間で
事故・ヒヤ
リハットにつ
いて話し合
いや報告を
受け、どの
職員も危
機意識を
持つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

乗り物遊
具は、高さ
があり落下
の危険があ
るため、下
にクッション
材を敷いて
おくと良かっ
た。

固定乗り
物遊具の
下部にクッ
ション材を
敷く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

他児と楽し
く遊んでい
たため、目
を離してい
た。

乗り物には
正常なまた
がり方を
し、降りる
際は、片
足ずつ、
ゆっくり降り
るようにす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

仲の良い子ど
もと一緒にいる
ことで、気持ち
が高まり、羽
目を外すような
行動を取ること
がある。安全
面の配慮が欠
けて、うまく降り
らなかったこと
がけがに繋がっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

転倒したこ
とに、付近
にいた保育
士が気付
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

離れた場
所で他児
を見ていた
ので、遊び
の様子に
気付かな
かった。

乗り物遊具の
乗り方につい
て、子どもに確
認して遊ぶよう
にしていく必要
があった。危険
が予測される
行動を取って
いる時は、そば
で見守り声を
かける必要が
あった。

担任以外の
保育士がク
ラスに入る
時、普段と
違った様子
の子どもや
注意点を丁
寧に伝え
る。

10234

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 13

看
護
師

3 3 15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

落下が考えられる
遊具で園児が遊ぶ
場合、職員がすぐ
近くにいるよう指導
しているが、事故発
生時は他児と遊び
ながら、少し離れた
所から見ている状
態であった。研修に
参加したり、マニュア
ルを周知していて
も、個人の安全管
理に対する意識に
違いがある。

安全管理やヒ
ヤリハット・怪
我・事故につ
いて、園内の
研修を増やし
たり対策につい
て話し合う時
間を増やして
いく。個々の意
識を高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具には
問題はな
かったが、
落ちた時の
ことを考え
て対応がし
ていなかっ
た。

落下を考
え、遊具の
下にマット
など衝撃を
吸収できる
ものを配置
しておく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

クラスの園
児のほとん
どがバルー
ンに参加を
したため、
当該園児
を少し離れ
た所から見
守る形に
なってしまっ
た。

保育士が
分散して、
園児を見
守るように
する。特に
落下が考
えられる遊
具で遊ば
せる場合に
は、必ず近
くで見守
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊具の網
登りが好き
なので、そ
の日も兄と
一緒に登
るのを楽し
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

運動会後だっ
たため、年長
児のバルーンに
クラスの子ども
達が自由に参
加していた。ほ
とんどの園児が
参加していた
ため、職員の
注意がそちらに
偏った形とな
り、当該園児
の事を離れた
位置から見て
いる状態になっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児の
バルーンに
子ども達と
一緒に参
加してい
た。

保育士が
分散してい
なかった。
遊具で遊
ぶ園児がい
た場合の
危機管理
意識が低
かった。

園児は色々
な場所で遊
ぶので、保
育士は分散
して園児を
見守る。遊
具の側には
必ず保育士
がいるように
する。

10235

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 16 10 19 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

クラス担任のう
ち１人が、園
舎２階に上
がって、こいの
ぼりの飾ってあ
る紐を緩めに
行く。その際の
保育のフォロー
の声掛けを行
わなかった。

事故対応
マニュアル
等の再確
認、読み
合わせ。保
育を進める
職員と、全
体を見守
る職員の
役割を認
識して、活
動を進め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

今回の事
故について
は、ハード
面の不備
等はなかっ
たが、引き
続き安全
点検等に
努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

初めてのこいの
ぼりを出した日
でもあったた
め、片付ける
手順など、いつ
もと違う子ども
の様子を予測
できたことで
あったが、職員
配置など確認
が不十分で
あった。

子どもたち
に、こいの
ぼりが降り
てくるまでど
こに待機し
たら良いの
か、明確に
伝える。園
庭の見守り
の職員の
位置などを
再確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

人数確認を
する際に、
離れたところ
にいる。保育
者に声をか
けられて集ま
る。こいのぼ
りを片付ける
が始まってす
ぐに友だちと
違う場所に
遊びに行っ
てしまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

人数確認をす
る際に、該当
児が少し離れ
た所にいたため
声をかけ、集
まったことを見
届ける。こいの
ぼりをはずすこ
とをクラス全体
に声かけをし、
降りてくるこい
のぼりが、子ど
もたちにぶつか
らないように見
守る。該当児
が転倒して泣
いていることに
気が付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラスの
子どもを見
ていた。事
故が起きた
後は、５
歳児クラス
の子どもの
様子を見
守る。

母集団から
当該児童
が離れて
いったことは
目で追って
いたが、転
倒した瞬間
を保育者
が見ておら
す泣き声で
に転んだこ
とに気付い
た。

保育を進め
る職員と、
全体を見守
る職員の役
割を認識し
て、活動を
進める。園
庭に出てい
る他クラスの
職員を含め
園庭遊びの
職員の配置
を確認す
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10236

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 106 37 35 34 8 8 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨近
位端骨折・
左肘関節
痛

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

ありません 2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/月

ブランコに
不具合は
なく、雨あ
がりで座面
が濡れてい
たということ
もない。

ありません

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ブランコを
待っていた子
がいた訳でも
なく、急いで
降りようとし
た様子もな
い。本人が
バランスを崩
したことが落
下の原因と
思われる。

ありません

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ブランコ遊
びを終わり
にしようと、
立ちこぎか
ら座ろうとし
た時。ふり
幅は緩や
かになった
時だった
が、座るこ
とができず
落下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くにはい
たが、危険
な行為で
はなかった
ため、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

年少児が
入室の時
間で、年少
児の担任
がブランコ
前にいた。
立ちこぎか
ら座り損ね
た瞬間を
見た。

いつもやっ
ている動き
ではある
が、その日
に限り、上
手に座るこ
とができな
かった

今後は座る
姿勢になる
まで手を離
さないよう気
をつけて乗る
ことを本人と
約束

10237

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 16 0 5 8 3 0 4 4 15.３

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 顔面挫創 8.その

他 1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

土曜保育
の為、いつ
もと違うクラ
ス、担任保
育士では
ない。

土曜保育
の為、いつ
もと違うクラ
ス、担任保
育士では
ないので、
遊びだす前
には、活動
の約束事
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

園庭の半
面としてい
るが、広々
としていて
瞬時に園
児を止める
ことはでき
ない。

遊びに夢中
になると、大
きいスコップ
を使用すると
きの空間認
知が十分で
ないので、危
険につながる
ことも指導し
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊び始めの
時間帯で、
園児の気持
ちが開放的
になっていた
のではない
か。保育士
も完全に環
境を準備し
て遊びを開
始したかどう
か。

活動前に、
玩具を用
いて遊ぶ距
離間を確
認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

平日より砂
場は広々と
していた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児を
含めた砂
場・周辺を
把握しなが
ら保育して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児から
離れた園
児と関わっ
ていた。

園児が危
険意識を
持って遊ぶ
ような声掛
けをして活
動するべき
であった。

園児が危険
意識を持っ
て遊ぶような
声掛けをし
て活動す
る。

10238

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 10 0 0 3 1 5 1 0 0 2 0 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
楔状骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
３　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具の正
しい使い方
ができてい
なかった。

遊び方での
ケガが原因
になってい
るため、遊
び方の統
一など実施
済 み。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

壊れたもの
を放置しな
い、すぐに
処理をす
る。

7.その他

正しい遊び
方・過ごし
方を再度
ミーティング
にて確認
済み。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ソフトブロック
を使っての遊
びを普段あ
まりしないた
め、楽しく
なって勢いよ
く運動 をし
てしまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

楽しく延長
保育を過ご
してもらうよう
にしていた
が、遊具の
使い方という
面で間 違っ
た使い方を
してしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別クラスで
の業務おこ
なっている。
また、他の
園児を別
部屋にて
保育をして
い た。

先生方への
正しい遊具
の使い方の
徹底。危険
予測をする
ようにさせ
る。

10239

令和
6年
3月
21
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 25 2 2 18.６

歳
1.男
児

偏食のため乳
製品は摂取し
ない。足から
地面までが
30㎝位だがう
まく着地でき
なかった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘　骨
折の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

母と一緒に
いたため、
安全面の
徹底が図り
づらかった。

いつ事故が
起きるかわ
からないと
いう意識で
母がいても
安全対策
に配慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

普段は、雲
梯を使用す
る際は安全
マットを設置
するが、今
回は、雲梯
を使用する
予定がな
かったため、
設置してい
なかった。

雲梯を使用す
る際は、必ず
安全マットを設
置する。また、
今回のように
保護者の監視
下で予定外の
時に、雲梯を
使用した場
合、すぐに止め
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

順番にポ
ニーに乗っ
たため、待
ち時間が
長くなり待
てなかっ
た。

年長児を
２グループ
に分け、待
ち時間を
短くする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

母がいるこ
とで、母に
依存してい
た。(母は
役員だが、
役割はな
かった)

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

児は母とい
たが、視野
には入れて
いた。ただ
し、母が子ど
もを離すこと
ができないた
め、無理に
離さず見
守っていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

１クラスで
動くと待ち
時間が生
じたため、ク
ラスの半分
を受け持っ
た。

雲梯にいた
ことは分
かっていた
が、母とい
たため止め
なかった。

集団生活や
安全な園生
活のルール
が分かるよう
に母親にも
伝えていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10240

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 26 0 0 0 11 8 7 0 7 5 17.５

歳
1.男
児

天候は晴れ。
園庭で、3・
4・5歳児
（全員で26
名）は合同
で保育を行っ
ていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む) 右瞼打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

避難用滑
り台には触
らないよう
に繰り返し
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

非常事態
時にはすぐ
に外せるよ
うに現在は
タイヤを避
難用滑り
台のふちの
上に置き、
子どもが手
をのせない
ようにしてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

こどもが触
ることのでき
る位置にあ
るが、これ
までは非常
時にすぐに
使えるよう
に、覆い等
はしていな
かった。

非常事態
時にはすぐ
に外せるよ
うに現在は
タイヤを避
難用滑り
台のふちの
上に置き、
子どもが手
をのせない
ようにしてい
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
であったが、
この時だけ
友達から離
れて一人で
避難用滑
り台付近に
行く。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

見守っていた
が避難用滑
り台のふちに
手をのせてい
る姿に危険
を感じたの
で、止めよう
とした瞬間に
自らの重み
で頭が下が
り右瞼をぶつ
ける。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

手を指し伸
ばせる距離
ではなかっ
たが、他職
員も見てい
た。

砂場の中に
着地点があ
る避難用滑
り台だが、非
常事態に使
うことを考え
ると、危険
防止のため
に覆ったりす
ることは、し
ていなかっ
た。

避難用滑り
台なので、
上らないよう
には伝えて
いたが、手を
のせないよう
にとは伝えて
いなかった。
避難用滑り
台には触ら
ないように繰
り返し伝えて
いく。

10241

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 44 23 21 8 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事
例は、当
日全職員
に報告し、
チーフ会や
ヒヤリハット
報告会で
今後の改
善点を話し
合った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

事前の下見
も行い、固
定遊具や遊
ぶ場所を決
めて遊んで
いたが、食
事後の過ご
し方につい
て、具体的
に本児に知
らせるように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊んでいる
時は、固
定遊具に
職員がつい
て安全を
見守ってい
たが、本児
に対する配
慮を職員
全体で行っ
ていくように
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遠足という
こ事でテン
ションが高
く、珍しさも
あり集団か
ら離れて、
遊具に行こ
うとしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
ながらも、
本児が普
段から活発
に動くの
で、注意を
して見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児がター
ザンロープを
しようといて
いるところを
他の職員も
見ていたが、
担任に抱か
れ、落ちた
瞬間は見て
いなかった。

本児の体格
や力などを
考え、危険
なことを知ら
せたり、注意
する時は、
抱っこから下
に降ろした
状態で伝え
ていくように
する。

10242

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 10 3 3 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中指挫
滅創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

加配対象
児ということ
もあり、包
丁を握って
いる間は手
を添え続け
る必要が
あった。

今回の事
故を含め、
怪我が起こ
るたびに職
員間で状
態を確認し
何ができた
か、反省点
は何かを振
り返るよう
にしてい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

包丁は子ど
も用包丁
であったが、
刃は切れ
やすいもの
であった。

刃の種類
をより安全
なものに変
更可能か
検討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

包丁を使う
時は必ず
保育士が
目を離さず
見守り、配
慮の必要
な子は手を
添えながら
危険のない
ように経験
させていく。

包丁を使う
クッキングに
は慣れてい
ないので、
包丁の危
険性を十
分に知らせ
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クッキングは
特別行事
であるた
め、喜んで
参加してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

傍に付き、
気を付けて
対応してい
たが、一瞬
目を離した
瞬間の出
来事であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

クッキングの
切削の時
で、少人数
保育包丁
3人ピー
ラー3人ベ
ンチで待機
4人

配慮の必
要な児童
であるた
め、安全確
保の徹底
が必要で
あった。

今回の事故
を職員間で
振り返り包
丁を使用す
る危険性の
意識を高
め、再発防
止に努めて
いく。

10243

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 20 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

石橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度(
１　)回/年

1.基
準以
上配
置

加配の保育士
が遊びの様子
を近くで見守っ
ていたため、
マット付近に
走ってきた際
に、気を付ける
よう声をかけた
り、もっと園庭
の広い場所で
遊ぶよう誘導
する必要が
あった。

子どもたち
の動きと遊
びの場所を
考え安全
に遊べるよ
う職員間で
話し合いを
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

マット付近
に走ってき
た際に、気
を付けるよ
う声をかけ
たり、もっと
園庭の広
い場所で
遊ぶよう誘
導する必
要があっ
た。

マットが敷い
てある場所
は段差がな
くなるように
補修をした。
また、子ども
たちの動きと
遊びの場所
を考え安全
に遊べるよう
職員間で話
し合いをし
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊びに夢
中になると
周りがよく
見えなくな
るので、園
庭の広い
場所で遊
ぶように誘
導した方が
よかった。

活動の様
子を見守り
ながら、周
りが見えな
くなっている
時には、声
をかけ事前
に事故防
止をしてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気の合う友
達と追いか
けっこを楽
しんでい
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

すぐ近くで
遊びの様
子を見守っ
ていたが、
予想しな
かった場所
で転倒して
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児以
外の子ども
たちの様子
を見守って
いた。

遊びに夢
中になると
周りがよく
見えなくな
るので、活
動の様子
をよくみて、
危険になり
そうな事は
事前に声
をかけてい
く。

活動をしっか
り見守りなが
ら、気を付け
た方が良い
ことを分かり
やすく事前
に知らせ、
自分でも気
をつけること
ができるよう
にしていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10244

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 29 5 24 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足外果
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

改善を必
要としな
い。職員配
置基準を
満たし、事
故防止マ
ニュアルの
もと事故予
防研修を
行っている
ため

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回/
年

改善を必
要としな
い。施設、
遊具、玩
具の安全
点検を定
期的に実
施している
ため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

改善を必要と
しない。防犯
教室が終わり
所庭から保育
室に戻る際、
下駄箱前が混
雑しないよう保
育士が一人ひ
とりに声をか
け、誘導を
行っていたため

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りに
靴を脱いで
保育室に
入ろうとし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

テラスで靴
を脱ぎ、保
育室に入
る子どもた
ちを見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室内
に入った子
どもたちの
対応をして
いた

友だちと会
話をしなが
ら手を使わ
ず、足だけ
で靴を脱ご
うとしていた
ため、注意
力が低下
していた。

靴を脱ぐ際はマ
ジックテープは手
で外すことや、
必要に応じて
座って脱ぐように
するなど、児童
が一つひとつの
動作に集中でき
るよう、場面・状
況に応じその都
度保育士が声
をかける。

10245

令和
6年
3月
21
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 24 4 4 14.２

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
数　)回/年

2.基
準配
置

運動器具
で遊ぶとき
の子どもの
姿を予測し
た環境構
成や保育
士間での
連携につい
て具体的
な話し合い
が足りな
かった。

会議や指
導案作成
時に運動
遊びでの子
どもの姿を
予測し、環
境構成や
保育士間
の連携につ
いて定期
的に話し合
いを行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

緩衝材の
マットを使っ
たことで足
元が不安
定だったた
め転倒し
た。また、
緩衝材マッ
トのため足
元が不安
定であった
にも関わら
ず、転倒し
た時を想
定していな
かった。

うまくバランス
の取れない
子もいるた
め、緩衝材
等足元の不
安定になる
ような素材
のマットは遊
びに使わな
いようにす
る。マットを
新たに購入
して、少しで
も危険と感
じられるよう
な場所には
マットを敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士が4
人にも関わ
らず、遊具
を4か所に
設置し、そ
れぞれの遊
具に保育
士を配置し
たため、全
体を見守
る人がおら
ず、子ども
同士のトラ
ブルに対応
できなかっ
た。

担任保育士の人数
から保育士が必要
である遊具の数を
考え、全体を見守
るフリーの保育士を
作り、子ども同士の
トラブル時には対応
できるようにする。ま
た、遊具だけのサー
キット遊びだけでな
く、子どもが走った
り、跳んだりなど全
身を使った遊びを考
える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

後ろから他
児がくるの
が嫌で
（遊んでい
る場所を
譲りたくな
い）後ろの
子に向かっ
て、傍に来
ないように
大声で威
嚇した。特
に普段と違
う様子はな
く、普段か
らよくみられ
る行動だっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

マットの中央あたり
で、とんでいる児に
声をかけるなどして
遊んでいる児を見て
いた。本児の大声
で並んでいる子ども
たちをを見たところ、
本児の後ろから来
た他児（相手方）
が、本児の「来ない
で」の言葉に怒って
押す姿があり、とっさ
に手を伸ばして本
児を支えようとした
が、間に合わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

各々の場
所で子ども
たちを保育
していたた
め、様子に
気付いて
見ていた職
員も今いる
場所を離
れることは
出来なかっ
た。

子どもの普
段の様子
から、行動
を予測する
ことが出来
ていなかっ
た。現状の
子どもの姿
や育ちを把
握して、見
通しを持っ
て保育をす
る必要が
あった。

会議等の時
間を使って
定期的に子
どもの姿を話
し合う機会
を持つように
した。職員
の配置換え
を行い、2歳
児クラスには
正職を3名
（4名中）
配置した。

10246

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 26 1 1 17.５

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 6.その他 2.顔面(口
腔内含む)

左外傷性
角膜上皮
びらん・左
眼瞼外傷
性腫脹

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

10
2.基
準配
置

　

保育士は
子どもの様
子をよく見
て安全に
留意しなが
ら見守るこ
とを再確認
した

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

危険を予
測し、子ど
もが手に
持って遊ん
でいる様子
を把握し、
対処する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ごみをきち
んとごみ箱
に捨ててい
るかの確認
不足だっ
た。

物を見つけ
たり、子ども
が捨て持っ
てきたもの
は、保育
者が預り、
こちらで捨
てるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

周りをよく
見ており、
細かなとこ
ろにもよく
気が付く。
自らどうした
らよいか考
え、積極的
に動いてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児が消
毒を拭いて
いるのを、部
屋から見て
いたが、部
屋の様子を
見る為、一
瞬目を離し
た際に起き
たしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラス
で、保育を
行っていた
為、保育
者が近くに
いなかっ
た。

常に子ども
の様子を見
ているという
意識の改善
を再度、保
育園内でお
こなう

10247

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 3 4 5 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 足指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

現在までの
「ひやりハッ
ト」報告を
見直し、事
故に関する
意識・対策
を再確認
する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

対象園児
の動きに関
する認識の
不足

事故に関
する全職
員への周
知。こういう
事故も起こ
りうるという
意識を持っ
て子どもた
ちを見守る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

たくさんの子
どもたちで
走って遊ぶと
きは、人数
が多くなりす
ぎないように
する。走る以
外の運動遊
びの環境も
つくる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

「てつなぎお
に」をしてい
たわけではな
く、転倒前に
偶然近くの
友だちと手を
つなぎ、走っ
ていて転倒

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子どもたち
から少し離
れた全体が
見れる場
所で様子
を見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもたち
から少し離
れた全体が
見れる場
所で様子
を見ていた

降園時は保
護者対応
等があるの
で、そのこと
も想定し、
無理のない
人員配置を
行う。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10248

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 17 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上A歯
根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

ヒアリハット
事例を毎
月会議で
取り上げ、
改善策実
施後どのよ
うに変わっ
たか報告し
ている。

引き続き研
修会報告は
全体会議の
時に全体に
周知。また、
ヒヤリハット
報告があっ
た事例に関
しては、毎月
の会議で、
事故後の取
り組みについ
てうまく機能
しているか検
討。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

なし（安
全な設備
環境を保
つための点
検は確実
に実施され
ているた
め）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

床は濡れ
ていない。
室内の広さ
と画板の枚
数から、狭
すぎるという
事はなかっ
たが、自由
な場所で
描いていた
ため一時
的に密接
する可能
性はあっ
た。

密接してい
る場合は
十分に距
離を取り、
移動スペー
スを確保す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

絵を描き
終わり、担
任に見せよ
うと保育室
内を移動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

当該園児
がこちらに
やってくるの
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

連携しなが
ら他の園児
と関わって
いた。

当該園児は昨年か
ら転倒した時に手が
出にくく顔をケガする
ことが多かった。ま
た、先日も家庭で
階段から転落する
など、ケガのしにくい
体作りが不足してい
るという実感がある
中で起きた事故で
あった。保護者は怪
我を恐れるあまり体
作りに必要な経験
を控える傾向にあ
り、家庭での体作り
が不足している可
能性がある。

歯根破折後
も転倒が続い
ており、遊び
の際は必ずそ
ばに職員がつ
く。怪我をしに
くい体作りや
育ちに必要な
経験が家庭
でもできるよう
に、保護者と
密に情報交
換していき、
意識と行動の
変容を促す。

10249

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 11 2 3 6 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

①上口唇
割創　②
外傷性歯
の脱臼　③
顔面打撲
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

危機管理マニュアル
を見直し、朝の自
由活動について、
巧技台（直線はし
ご、一本橋、Ｕ字
はしご）は使わない
ことを明記した。ま
た、こどもの自主性
や遊びを選べる環
境は大切にし、その
中でけがが起きない
ように、保育教諭は
より視野を広く持ち
ながら、子どもたちを
見守ることを職員
間で確認した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

朝や夕方
など、巧技
台の横に
見守り職
員がつけな
い人数体
制時に、巧
技台（直
線はしご、
一本橋、
Ｕ字はし
ご）は使わ
ない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

はじめは、
はしごの両
端に足を
乗せ、歩い
ていたが、
途中からは
しごの中に
足を乗せ、
あるいて踏
み外した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

遊戯室にいた
保育教諭は、
全体を見てい
た。当該園児
が足を踏み外
した瞬間は、
見ていなかった
が、「ドン」とい
う音がした瞬
間、園児に駆
け寄り、けがの
確認をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

口から血が
出ていたた
め、ティッ
シュ等を使
い、止血し
た。救急車
を要請し
た。

全てのクラス
を対象に、
遊戯室で巧
技台を設定
する場合、
巧技台の横
には保育教
諭がつき、
転倒防止を
する。

10250

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 5 3 2 14 14 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折・
右橈骨遠
位端児骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

事故に直
接繋がる
要因は見
当たらな
かった。

職員に事
故防止マ
ニュアルの
再徹底を
する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1

遊具には
事故に繋
がってしまう
ような異常
は見受けら
れなかっ
た。

日常的に
施設・遊
具・玩具等
の点検を
続ける。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

自由遊び時
間中も園児
がひとりでも
園庭に出る
際は職員が
必ず見守り・
見回りを行っ
ているが、当
該遊具の付
近には職員
が居なかっ
た。

職員の人
数によって
は外遊びを
しない等の
対策をと
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児が太鼓橋
で雲梯遊びを
していた際に、
ぶら下がった状
態から手を放
して飛び降りよ
うとしたところ、
自身の脚どうし
が絡まって正し
く着地できずバ
ランスを崩し、
右手を地面に
強くついた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ひとりでも
園庭に出
る際は職
員が必ず
見守り・見
回りを行っ
ているが、
当該遊具
の付近には
職員が居
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
を見守って
いた。それ
以外の職
員は、室
内で子ども
を見守った
り、それぞ
れの持ち場
で仕事をし
ていた。

自由遊び時
間中も園児
がひとりでも
園庭に出る
際は職員が
必ず見守り・
見回りを行っ
ているが、当
該遊具の付
近には職員
が居なかっ
た。

職員の人数
によっては外
遊びをしな
い等の対策
をとる。

10251

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 23 5 5 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足指)

右母趾挫
傷・右足皮
膚細菌感
染症・右足
皮膚潰傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

テーブルの
設置場所
と遊びス
ペースの区
分けがなく
活動してい
た

保育室内
でのテーブ
ルの配置の
仕方に配
慮し、危険
がないよう
に日常より
点検を実
施する

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日１ 1.定期的
に実施 毎日

テーブルの
設置場所
と遊びス
ペースの区
分けがなく
活動してい
た

活動前や
活動時に
点検を実
施し、記録
しておく。
テーブルの
置き場所
を室内の
隅に置くな
ど配慮をす
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの発
達機能とリ
スクの予測
が十分に
至らなかっ
た

危険リスク
を考えた上
で、テーブ
ル設置ス
ペースなど
環境に整
備しなが
ら、園児の
活動を行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と同じ
ように友達
と活動する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任は、
本児やクラ
スの園児の
活動を見
守り、本児
にも気を付
けるような
声掛けをし
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

クラスの活
動をしてい
る園児の
様子を見
守る、活動
の片付けを
する

子どもの発
達機能と
安全につい
ての共有

職員の配置
と役割を確
認し周知し
ておく
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10252

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 4 5 3 4 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
(1回/年)

1.基
準以
上配
置

2歳児クラ
スの児童の
激しい動き
を、どこまで
許容するか
ということに
ついて職員
同士の話
し合いが不
足してい
た。

上記の内
容のすり合
わせを行
い、共通認
識のもと保
育者全員
で児童と関
わっていく
必要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/年)

今回の事
故はハード
面に要因
はないと考
える

遊具の正
しい使い方
を伝えてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

トイレ排泄
介助に保
育者が1名
付き添い、
人的に薄く
なったタイミ
ングで事故
が起きた。

職員の出
入りがある
時、声掛け
や人員配
置の再確
認

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

同年齢の他児
と積極的に遊
んでいた。普
段はその活動
を見ていること
の方が多かっ
た対象児童で
あったが、事故
当日は積極的
に活動してい
た。気持ちが
高ぶり、はしゃ
いでいる様子
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

その様子を至
近距離で見て
いた。泣いてい
る0歳児が複
数名いて、職
員は座位で両
ひざに児童を
抱えていた。対
象児童には危
ないことを知ら
せる声掛けを
し見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

危ないこと
を知らせる
声掛けを
聞きなが
ら、少し離
れたところ
で遊んでい
た複数名
を見守って
いた。

普段と違う
遊ぶ方をし
ていて危な
いと感じて
いながら、
本児に直
接働きかけ
をしなかっ
たことが要
因ではない
かと分析す
る。

保育者全
員で状況の
判断をしっか
り行い、状
況を把握で
きていないと
思われる職
員がいた場
合、速やか
に情報の共
有を行うよう
にする。

10253

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 11 3 3 14.２

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘上腕
骨顆上骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

特になし

再発防止
のため日頃
から事故・
ヒヤリハット
の振り返り
を行う

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 1 特になし

日常生活
の中で、環
境等で危
険と感じる
ことがあれ
ば周知し
速やかに対
応する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

日頃から保
育や環境
等を通して
危険と感じ
ることがあ
れば周知
し、検討し
ていく。必
要に応じて
速やかに対
応する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は園
庭で遊んで
いた時、
ちょうどテラ
スの所に
立っていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他の子ども
たちも一緒
に近くで遊
んでいたた
め、４歳児
担任は近く
で見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

3歳児の職
員が、衝突
した3歳児
と一緒に近
くでいた

対象となる3歳児は
支援の必要な子ど
もであり、保育者が
1対1で対応してい
た。子どもの行動は
予測しながら対応
するが、咄嗟の動き
には対応できないこ
ともある。今回の場
合は、2歳児が園
庭に出てきた時にそ
の動きと賑やかさに
心が落ち着かず走
り出し、その勢いで
ちょうど目の前にい
た本児を押し倒して
進んでいったのでは
ないか

支援の必要な
子どもをその場
から遠ざけたり、
かかわりを持た
ないようにするな
ど、排除するの
ではなく少し落
ち着いた場所と
か静かな空間を
用意する。ぶつ
かって倒れた瞬
間、3歳児も驚
き「大丈夫」と心
配する声も聞か
れたので、相手
の事も伝えてい
く

10254

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 20 1 1 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 3.火傷

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

火傷
頭部～耳・
右肩（一
部Ⅰ度）・
右膝下Ⅱ
度の熱傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり 3.未
実施

1.基
準以
上配
置

応急手当
について研
修を行って
いなかっ
た。事故予
防に関する
研修を行っ
ていなかっ
た

救急ミニガ
イドブック配
布、救命と
応急手当
を受講、月
1回園内
研修を行
う、日常保
育の見直
し及び保
育マニュア
ルの改定・
事故予防
に関する研
修を行う

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施
毎週月曜
日

1.定期的
に実施 毎日

ロッカー上
には常に多
くの物がお
いてある
為、湯沸か
しケトルが
常時保管
されている
ことに気づ
かず、保育
室内での
取り扱いに
ついて指導
していな
かった。

保育環境
（保育室内・
園庭・グラウン
ド）の見直
し、整理整頓
を行った。ロッ
カー上部に電
源コードが通る
よう穴をあけ
た。コード類は
まとめて、引っ
掛かり・たわみ
が無いよう養
生テープで止
める。ロッカー
上部に、落下
するとケガをす
る危険性のあ
るものを置かな
い

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ロッカー前
の狭い範
囲で、お道
具箱の整
理を行う子
ども、給食
の準備を
行う子ども
で混雑して
いた。湯を
沸かした
後、すぐに
ケトルを片
づけずに、
放置をして
いた

お道具箱の整
理（活動）
は、ロッカー前
ではなく机で行
う。危険性が
あるものを保
育室で使用し
ない。やむを得
ず使用する場
合は園児に注
意喚起し、職
員が必ずつき
子どもが危険
性のあるものの
そばに近づか
ないようにする
とともに、使用
後すぐに片付
ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ロッカー前
で、床に座
りお道具箱
の整理を
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

クラス全体
の様子を
見つつ、配
膳準備を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

提供する
餅の状態
を確認して
いた為、対
象児の動
きは見てい
なかった。

ロッカーの上で
湯を沸かすこと
に対しての危
険予知ができ
ていなかった。
保育終了後
（園児降園
後）に職員が
使用するケト
ルが日常的に
保育室内ロッ
カーの上に置
かれていた。そ
の為、事件発
生前に保育室
内ロッカーの上
で湯を沸かす
行為に職員が
違和感を感じ
ることができな
かった

保育室内で
の湯沸かし
ケトルの使
用は厳禁。
保育に必要
のないもの
は、保育室
内に置かな
い

10255

令和
6年
3月
21
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 11 2 2 14.２

歳
2.女
児 全治3ヶ月 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

実施頻度
(12回/年)

2.基
準配
置

適正配置
職員配置
には問題な
かった

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

遊具の配
置

マット3枚
（滑り台
用）、マッ
ト3枚（跳
び箱用）、
跳び箱3
段、ぬいぐ
るみ6体を
だしていた
が、破損も
なく問題な
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

環境設定

保育者が
滑り台に1
名、跳び箱
に1名配置
しており、
全体を見
渡せる方
向を向いて
保育してい
たため、発
生時の保
育者の位
置は問題
なかった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児が追
いかけっこを
している姿
をステージ
に座り見て
いた。興味
を示し混ざ
ろうと歩い
た時に転
倒する

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

転倒する
様子はみ
ていたが、
ケガの状況
にすぐに気
付けなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体をみな
がら保育者
間で声を
掛け合って
いた。

転倒状況
はみていた
が、ケガの
発見が遅
れた。

視診と触診を
徹底し、その
後は当該児
のしぐさや様
子の観察をす
る。さらに、衣
服を脱がすな
どして直接み
て確認する。
保育者間の
情報共有を
徹底する。異
変に気付いた
らすぐに周りに
知らせるように
する。一人で
判断せず、相
談し指示を仰
ぐ。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10256

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 25 2 2 17.５

歳
1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

特になし

降園後、
園庭に残ら
ず帰るよう
に担任は
子どもたち
に繰り返し
伝えていく

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 12 特になし

ケガ発生
場所には
危険なもの
やケガの要
因になるも
のはなかっ
た。

7.その他

手作りの信
号機と三
輪車を園
庭に出した
ままだったた
め、倉庫に
片付ける
必要があっ
た。

降園後は
園庭に残ら
ず、すみや
かに帰るよ
うにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

保護者の
下、安心か
らか気分が
高まってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児以外
の保護者
対応を保
育室で行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラスの
保護者対
応を行って
いた。

降園時に
も、園庭に
目を向け、
帰宅してい
ただくよう声
をかけていく
ようにする。

三輪車の使
い方を子ども
に再確認す
る必要があ
る。

10257

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 22 3 3 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

2.なし 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

何度も繰り
返し遊んで
いた内容で
あったため、
遊びに対し
て過信があ
り、事故が
起きる予
測ができな
かった。

遊び慣れた
内容であっ
たとしても
何が起きる
か分からな
いことを意
識し、取り
組むように
する。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 12 特になし

遊戯室に
は危険なも
のやケガの
要因になる
ものはな
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

隣り同士の
距離が近
かったため、
距離を空
ける必要が
あった。

１人１人
が間隔を
空けて座る
ようにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

夕涼み会と
いう行事
で、普段よ
り興奮状
態であっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児の近く
にいたが、ゲー
ムの結果発表
の場面であっ
たため、他児と
うれしい気持ち
を共感してい
て、対象児や
隣の子の気持
ちの変化に気
付けなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児と
離れていた
ため、ケガ
の瞬間は
見ていな
かった。

体操・集団
遊びで集ま
る時や部
屋から移動
する時に並
ぶ時は保
育者の隣り
で一緒に
行動するよ
うにし、安
全を確保
する。

体操、集団
遊びで集ま
る時や部屋
からの移動
時に並ぶ時
は、保育者
の隣で一緒
に行動する
ようにし、安
全を確保す
る。

10258

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 29 # # 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨近
位端骨
折、右手
関節痛

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

声をかけ合
い、保育が
手薄になら
ないようカ
バーする。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 24

うんていの
高さが子ど
もの身長に
対して高
かった。

使用してい
た落下防
止マットより
ももっと大
きいマットを
使用する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

うんていを
やる際には
保育教諭
がつけるよ
うに、園児
と約束し、
職員も注
視する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

毎日うんて
いを練習
中で、自分
でマットを
準備してや
る気があっ
た

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

最初は支えて
いたが、本児
がもう少しでひ
とりでできそう
だったためすぐ
手が届くところ
で見ていた。
落下した瞬間
支えようとした
が、掴めなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

朝運動中
で園庭に
散らばって
保育をして
いた。

もっと早く病
院へ行く判
断をすべき
だった。

遊具についた
職員は、すぐ
に手助けがで
きるように目を
離さない。園
児だけで遊具
で遊ぶことの
無いようにす
る。病院受診
について的確
な判断をす
る。
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令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 27 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

aa歯根破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施 1

2.基
準配
置

想定外の
行動だっ
た。今回の
原因・行動
について職
員間で共
有する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 　

机・椅子等
には、問題
点なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

国の基準
である１対
３０では、
一人ひとり
の危険行
動の防止
は困難

国の基準
を見直して
ほしい

1.いつも
どおりの
様子で
あった

椅子に座
り、膝を立
て、両ひざ
をTシャツの
中に入れよ
うとした際
に転落

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

テーブル毎にペ
ンダントを渡す
ため、全員椅
子に座らせて
いる状態で、
１つめのグルー
プを呼び、ペン
ダントを手渡し
ていた。（保
育室の前方）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ペンダントを
渡す保育
教諭の反
対側（保
育室の後
方）で手
渡してい
た。

椅子に座っ
て順番を
待っている
時間なの
で、危険性
は少ないと
油断してい
た。

担当保育
教諭は、
座ってペンダ
ントを園児
へ手渡して
いたので、
立って全体
を見渡せる
状態で手渡
すべきだっ
た。

10260

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 10 2 2 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

不完全脱
臼・右上顎
前歯部歯
肉裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

事故内容
を職員間
で共有し、
対策につい
て再確認
し、共通理
解していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

１歳児クラ
スが工事の
ため、２階
の部屋で過
ごしていた。
その部屋で
の絵本を読
む場所や遊
具のルール
(絨毯の上
に六角の椅
子を置かな
い等）など
をしっかりと
考慮し、徹
底することが
出来ていな
かった。

クラスで
ルール等を
共通理解
し、徹底し
ていく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

普段は絵本を
読んでいる場
所にクッション
や箱積み木で
座る場所を
作っていたが、
その日は準備
していなかった
ため、他児が
椅子を持って
きている姿を
見て本児も椅
子を持ってく
る。また、絵本
を読んでいる
場所の近くに
コットを敷いて
いた。

絵本を読む場
所を十分に広
さがある場所
に変更し、箱
積み木やジャ
ンボクッション
等で座る場所
を前もって準
備する。また、
コットをその時
間にその場所
に敷くことをや
め、転倒などを
予測した上で
危険のないよ
うな環境を整
えていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調に変
わりはなく
普段通りに
登園し生
活してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

もう１名の保育教
諭が、子どもと絵本
を見ていたので、そ
の間に午睡用のコッ
トを敷いていた。敷
きながらも子どもの
様子を見ていたつも
りだったが、コットを
敷きながらだったの
で、しっかりと全体を
見ることが出来てい
なかった。また食事
の時間がいつもより
遅くなっていたため、
気持ちに焦りが出て
しまい、コットを敷く
などの準備に必死
になってしまってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

子どもに対
して絵本を
読んでいた
ため、全体
的な子ども
の様子を
見ることは
できなかっ
た。

日課や保育
教諭の動きを
見直しなが
ら、時間にそっ
て動けるよう
にしていき、時
間などに遅れ
が見られても
焦らずに、ま
ずは子どもの
様子をしっか
りと見守ってい
く。１人が絵
本を見ている
時にはもう一
人は全体を
見るようにし、
子どもの様子
に合わせて対
応できるように
していく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳
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歳

5
歳
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上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10261

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 22 5 # 5 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

事故発生
の可能性
に対する意
識と配慮が
足りなかっ
た

職員間の連
携を図り、
子どもの行
動を予測
し、遊び方
次第で大き
な事故に繋
がるということ
を意識して
保育に当た
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

プレイルー
ムのすぐ側
にトイレや
手洗い場
など生活ス
ペースがあ
り、遊びの
際に不必
要なものが
置かれてい
る

活動する
場合は不
必要なもの
を寄せ、プ
レールーム
の広さを確
保する。ぶ
つかる危険
がないとこ
ろに安全
ガードをつ
ける

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びに夢
中になり、
周りが見え
なかったこと
と、対象児
が自分の
身も守れな
かった

遊びのルー
ルを再確
認すること
と、職員同
士の声掛
け、配置等
を再度検
討する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

手を打ち
付けたこと
や、痛みを
訴えること
なく、その
後もドッチ
ボールや制
作を行い、
食事も右
手で食べて
いた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

子どもの遊
びを見てい
たが、登園
してきた保
護者から呼
び止めら
れ、保護
者対応中
だった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園児の受
け入れをし
ており、遊
びの場面を
みていな
かった

対象児の
動きから事
故に繋がる
ことをを予
測できな
かった

早番の職員
が保護者対
応の場合
は、事務室
職員とも言
葉を掛け合
い、見守り、
安全面に留
意していく。

10262

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

遊具の使
い方につい
て職員間
で確認を
行っていた
が、園児へ
の安全指
導が徹底さ
れていな
かった。

園児への
安全指導
が、どの職
員でも共
通して行え
るよう、遊
具の使い
方マニュア
ルを見直
し、再作成
した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

２階園庭
の遊具設
置場所の
クッション性
について

２階園庭
のコルクチッ
プのクッショ
ン性に関し
て、設置業
者に確認
し、安全性
を確認し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

外遊びの
活動範囲
が遊具側と
縄跳び側
に分かれて
いたため、
それぞれの
場所で見
守りが十分
ではなかっ
た。

年齢に応じ
て園児数と
保育教諭
の数によ
り、見守り
ができる範
囲に遊びの
場所を限
定する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊具に簡
単に登れる
ため、油断
をして、手
を離した
際、バラン
スが崩れ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

遊びの範
囲が遊具と
縄跳びに
分かれてい
たため、縄
跳びをして
いる子の対
応中だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近くに職員
はいなかっ
た。

５歳児は
動きも活
発になり、
できることも
増えてきた
中、油断を
して注意が
散漫になる
ことがある。

遊具で遊ぶ
ときは、必ず
保育教諭が
１人近くに
つくようにし、
安全な遊び
方を指導
し、見守る。

10263

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 99 # # # 7 6 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

ヒヤリハット
事例が職
員間で共
有されてい
ない。研修
参加後の
報告が全
職員に周
知されてい
ない。

ヒヤリハット
（一か月
後の見直
し）継続。
研修後の
職員全員
周知方法
の見直し。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日

雨の後で、
トンネル横
の築山が
濡れ、滑り
やすくなって
いた。

トンネルな
どの硬い遊
具の周囲
を走ってい
る園児がい
るときは、い
つも以上に
注意する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

築山南側
は園舎から
死角になっ
ており、そこ
に保育者1
人は居るよ
うにしている
が、転んだ
瞬間を確
認できてい
ない。

雨上がりの滑
る危険のある
場所を皆で共
通理解して、
注意する。また
保育者間で、
ほかの園児ト
ラブルで動く際
など声掛けして
いく。魅力ある
園庭を目指し
ているが、安全
を保障できる
園庭として築
山の高さ等検
討必要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と一
緒に園庭
内をぐるぐ
る走りま
わってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

築山側に保育
者が１名いた
が、本児の転
んだところを確
認できていな
かった。滑りや
すいところのポ
イントを確認し
ながら、園児の
トラブルの対応
をするときは、
周りの職員に
声をかけサポー
トしてもらう。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本児が走っ
ているのを
確認してい
るが、転ん
だところは
確認できて
おらず、そ
の後も痛そ
うにしている
様子は見
られなかっ
た。

園庭の築
山・泥団
子・登り
木・池等魅
力ある園
庭を目指し
ているが、
園児の安
全を保障
する職員の
数が見合っ
ているのか
検討する。

保育者が築
山側に必ず
１名はつくこ
とを徹底す
る。また今
後も園庭の
見直し、保
育者の立ち
位置検討
継続する。

10264

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 # 4 3 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

乳中切歯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

基準以上
の職員で
保育を行っ
ており、職
員配置上
の問題は
なかった。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ハード面で破
損等の危険な
箇所はなかっ
た。階段も蹴
上が9cmと特
別高いもので
はないが、園
児が躓くことが
あることを意識
しておく必要が
あった。

ハード面で
の修繕等
が必要な
箇所はな
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由に階
段の上り下
りができる
環境であっ
た。

部屋の出
入りについ
て事前に
約束事を
決めてお
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時より
普段通りの
様子であっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児の
そばにいた
ものの、別
方向の園
児を見てい
たため対象
児の動きを
正確に把
握すること
はできてい
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

概ね部屋
全体を見
守ることが
できる位置
で園児を
見守ってい
た。

園児全員を見
守ることができ
る状況であった
が、転倒が予
想される階段
付近にすぐに
手を差し伸べ
られる保育者
がいなかった。
また、危険を
予測できてい
なかった。

段差や階段
では、園児
の転倒リスク
が高いことを
改めて職員
全体で確認
し、活動時
はすぐに手を
差し伸べら
れるよう立ち
位置に留意
する。

10265

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 145 # # # 9 9 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

滑り台から
飛び降りよ
うとして、落
下してしま
う

高い所から
のジャンプ
など危険な
遊びをしな
いようにす
る。職員の
外遊びの
立ち位置
の見直しを
行った。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施
保育のある
日は毎日

1.定期的
に実施 12

総合遊具
や、屋内
外階段で
の落下

保育者の
観察、指
導、見守り
の立ち位
置などの確
認をした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の遊
び方、約束
を子どもた
ちと一緒に
確認した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

仲良しの
友達と活
発に滑り台
を楽しんで
いた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児の至
近にいて見
守っていた
が、他児の
動きを見て
いた時、滑り
台を挟んで
保育者の反
対側へ飛び
降り落下し
てしまう

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

落下した
際、気づい
て、近くに
いた保育
者たちみん
なで救護
する

職員の外遊
びの立ち位
置の見直し
を行った。
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10266

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 61 # # 4 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右第Ⅱ肋
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

川の付近
にいた保育
教諭が片
付けのため
子ども達に
声を掛けて
いて目を離
した。

目を離すと
き時には他
の職員に
声を掛け
見守る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

川の付近
には、石が
ある為安
全に気を
付ける。

滑らないよ
うに川の石
のぬめりをと
る。1週間
に1度定期
的に掃除
整備を行
う。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

近くで見守
る保育教
諭が片づけ
時に離れて
しまったた
め。

目を離すと
き時には他
の職員に
声を掛け
見守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

片づけ時
に、川を跨
いで遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

片づける時
に子ども達
への声掛け
のため場所
を離れる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

川以外の
危険性が
予測される
位置につい
ている。

子ども達に
水や石に
危険性が
あることも
伝える。

場所を離れ
る際は、別
の職員に声
掛けし、安
全が確認出
来るまで離
れないように
する。

10267

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 6 9 8 # 5 5 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右母指末
節骨骨折
（●月●
日診断）

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

研修で行っ
たシミュレー
ションが実
践に繋がっ
ていない。
場所を分
けたシミュ
レーション
研修を行っ
ていたが遊
具や物を
使った怪我
の想定が
出来ていな
かった。

遊具・物を
使った怪我
を想定した
研修を取り
入れてい
く。

2.不定期
に実施 6 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 293

棚では、な
い場所に
子どもが片
付けてい
た。怪我に
繋がらない
ような環境
設定（片
付け場
所）が整
えられてい
なかった。

棚ではないと
ころに置かず
棚にしまうこ
とや箱を用
意して箱の
中に入れる
など片付け
方の徹底を
する。園庭
の環境設定
をもう一度
見直してい
く。子どもが
片づけやす
いように箱な
どを設置し、
丸太などの
置き方も倒
れない置き
方にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

片付けをし
ていた本児と
遊びたい欲
求が強かっ
た他児が同
じ環境にい
て職員の目
が届いてい
なかった。保
育者間で園
庭での危機
管理が足り
ていなかっ
た。他職員
の園庭での
立ち位置を
互いに把握
して動くこと
が出来てい
なかった。

遊び方の危険
性を子ども、保
育者が理解し
ておく必要があ
る。死角になり
やすい場所の
把握。片づけ
の方法を子ど
もにも伝えてい
く。考えられる
怪我・事故の
予測を立て
る。見通しがわ
るい場所を死
角とならない立
ち位置の確認
をし連携をとっ
て保育にあた
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

段どおり他
児と一緒に
砂場等で
遊び、その
後木片など
の片付け
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の子ども
の対応をし
ていた為、
事故発生
時の瞬間
は見ていな
かった。本
児がけがを
した場所
は、職員が
いた場所か
ら背中側の
死角になっ
ていたた
め、視界に
入れること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降園する児
童もおり保
護者に受け
渡しをする
職員、子ど
もたちを集め
て室内に移
動をする準
備をする職
員2名、配
慮が必要な
児童につい
ている職員と
それぞれ対
応をしていた
が、主となる
職員が全体
を俯瞰でき
ていなかっ
た。

物を落とす
等怪我に
繋がる行
動をしてい
る児童に
対して注意
を向けるこ
とが出来て
いなかっ
た。

俯瞰し指示する
職員と、子ども
達に関わりなが
ら対応する職員
など、チームで活
動することができ
るように、視野を
広くする。怪我
への予測をし危
機感を持ち対
策できるように
行動する。研修
内容を自分事と
しておとしこみ怪
我に繋がらない
ように実践す
る。職員一人一
人の保育の引き
出し、視野を広
げてとっさに危険
察知ができるよ
うにしていく。

10268

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 24 # 4 4 4 4 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

数

1.基
準以
上配
置

職員をバランス
よく配置し子ど
もたちの様子
を見ていたが、
タイヤにつまづ
いて転倒する
ことへの予測が
足りなかったと
考える

職員会議
で職員の
言葉がけ、
子どもたち
の活動に
対する危
険予測など
話し合う

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 数回

雨などで園
庭の土が
流れて窪ん
でいる箇所
があれば、
つまづきや
すくなり、転
倒する可
能性が大
きくなる。

定期的に
土をならす
など環境を
整える

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特記事項
なし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

特記事項
なし

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

特記事項
なし

普段どおり
遊んでいて
も、興奮状
態では遊
具等が障
害物となる
ことがある。

鬼ごっこではとっ
さに避けられな
いこともあるかも
しれないので、
障害物のある所
ではスピードを落
とす等の言葉が
けで注意喚起を
おこなう

10269

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 27 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

なし

今後も事
故防止研
修を継続し
職員間で
共有

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

今後も安
全点検の
実施を継
続

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

園児の列
の間隔の
調整、道
路状況の
安全確認
の徹底

1.いつも
どおりの
様子で
あった

落ち着いて
集団行
動、園外
保育で安
全に気をつ
けて歩行が
できる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の3列
後方につい
て近くの子
供の動きを
見ながら引
率していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の歩行の
状況を確
認していた

なし
歩行時の園
児の動きの
把握の向上

10270

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 35 # # # 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左環指末
節骨骨
折。左環
指爪損
傷。

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

死角がなく
なるように
職員配置
する

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 ほぼ毎日

園庭の整
備（大き
な石は撤
去する
等）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子ども同士
で遊んでい
る場合でも
必要に応じ
て声掛け
等していく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

仲の良い
友達と一
緒に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

３名の保
育教諭が、
園庭を見
渡せる位
置で全体
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者・対
象児の動
きを見てい
なかった

死角がなく
なるように職
員配置する
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10271

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 61 27 34 5 5 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手第４
指骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

事故が起
きた場合、
どこでどのよ
うな事が起
きたのかを
情報共有
していく。マ
ニュアルは
定期的に
見直してい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

月1回のチェッ
ク以外にも、
特にケガが起
きた場合には
その都度確認
し改善してい
く。そしてそのこ
とを情報共有
していく。（打
ち合わせの時
や、月１回の
研究会の時な
ど）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の配置
は、くるくる回る
遊具やロープ
を渡る遊具に
は必ず職員が
つくようにし、
他は子どもの
遊ぶ状況によ
りその都度考
え、職員間で
連携していく。
危険な時は声
をかけたり行動
を止めるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段はそん
なことはな
いが、たま
たま指が挟
まってしまっ
た状況。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

視界には
見えている
が、離れた
ところで遊
んでいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
場所で子ど
もたちを見
守っていた
ため。

職員の配置
は、子どもの
遊ぶ状況に
よりその都度
考え、職員
間で連携し
ていく。危険
な時は声を
かけたり行
動を止める
ようにする。

10272

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 26 5 5 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右趾第５
趾MS関節
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

事故が起
きた場合、
どこでどのよ
うな事が起
きたのかを
情報共有
していく。マ
ニュアルは
定期的に
見直してい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

月1回の
チェック以
外にも、特
にケガが起
きた場合に
はその都度
確認し改
善していく。
そしてそのこ
とを情報共
有していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の配置
は、支援が必
要な子どもたち
や、子どもの遊
ぶ状況によりそ
の都度考え、
職員間で連携
していく。危険
な時は声をか
けたり行動を
止めるようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
ではある
が、支援が
必要な子ど
もなので、
多動的なと
ころがあった
りする。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

支援が必要な
子どもであるの
で、マンツーと
まではいかなく
ても、すぐそば
に付き添い注
意はしていた
が、走ってきた
子どもが不意
によろけてし
まったので、防
ぎきれなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
場所で子ど
もたちを見
守っていた
ため。

職員の配置
は、子どもの
発達状況や
遊ぶ状況に
よりその都度
考え、職員
間で連携し
ていく。危険
な時は声を
かけたり行
動を止める
ようにする。

10273

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 20 5 5 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

事故が起
きた場合、
どこでどのよ
うな事が起
きたのかを
情報共有
していく。マ
ニュアルは
定期的に
見直してい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

床で足を
滑らすが、
特に滑りや
すいという
状態では
なかった。
（起きたば
かりで、足
がもつれ
る？体がふ
らつい
た？）

布団はすぐに
片付けるように
したり、マットや
子どもが使用
する物は硬質
の素材から軟
質の素材に変
更し、教具や
玩具も安全に
遊べるような凹
凸がゆるやか
な物ややわら
かい素材の物
等変更できる
ものは変更し
た。

7.その他

しっかりと目
覚めてから
移動させる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体格のよい
子どもであ
るため、転
んだ際の負
荷がよりか
かったと思
われる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

不意に転
んだため、
防ぎようが
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

午睡後で
あるため、
皆部屋に
いる状態
だった。

職員がそれ
ぞれ役割分
担して関わ
るようにし、
連携してい
く。危険な
時は声をか
けたり行動
を止めるよう
にする。

10274

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右腓骨顆
部裂離骨
折・右前腓
靱帯損傷
の疑い

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

担任が一
人不在で
ありいつも
より目が届
かなくなる
ため、遊ば
せ方や怪
我が起きた
時の体制
の整備が
不十分だっ
た。

怪我（怪我ではな
くても痛いと訴えて
来た時）が起きた
時は、看護師に必
ず状況を伝え体を
確認してもらい、医
者に行くのか様子を
見るなどの判断を看
護師や複数の保育
士、園長と相談し、
園長が判断すると
いうことを全職員に
知らせる。（一人で
判断しない）少し
でも心配な場合は
受診する。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 毎日

園庭の地
面が乾燥
していて、
砂利によっ
て滑りやす
くなってい
た。

地面が乾
燥し、走る
と滑って転
びやすく
なっている
時は使用
する前に水
をまく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭での自由
遊びで担任一
人で見届けら
れる人数は決
まっているの
で、遊ぶ範囲
を指定して遊
んでいたが、
ドッチボールの
審判と固定遊
具での遊びを
見守ることを兼
ねるのは難し
かったのかもし
れない。

園庭の自
由遊びは、
複数体制
で行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッチボール
の審判をし
ていたので
近くにはい
たが、他の
見守りも
あったので、
ずっと対象
児を見てい
たわけでは
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

外には担
任一名以
外、いな
かった。

ドッチボールの
最中に痛がっ
た時一見何も
なってなかった
が、他にも近く
に職員がいれ
ば相談したり、
一人が持ち場
を離れて室内
にいる看護師
に様子を見て
もらうなどの対
応がしやすかっ
たのかと考え
る。

戸外に出て
自由遊びを
する時は複
数体制で行
い、園児が
体の不調を
訴えてきたと
きは、必ず
看護師に診
てもらい、安
静にする。

277 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10275

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 28 4 4 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

5.下肢
(足・足指)

左上Aの歯
の外傷、歯
肉裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

各園外先
に関するマ
ニュアルが
なかった

職員会議
で園外保
育での注
意点につい
て検討し、
事故防止
マニュアル
に追加し
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日頃遊び
慣れていな
い遊具の
使用前の
安全確認
不足。

園外保育な
ど、普段と異
なる場所で
遊ぶ時に
は、遊具等
周辺環境の
安全確認を
することを職
員会議で周
知した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと一
緒にままご
と、砂や
葉っぱ遊び
をしようとし
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体での
動きを把
握しながら
適所に配
置をしてい
たが、本児
の近くでは
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体での
動きを把
握しながら
適所に配
置をしてい
たが、本児
の近くでは
なかった

全体での動き
を把握しながら
適所に配置を
していたが、本
児の近くではな
かったため、本
児がバランスを
崩した際に間
に合わなかっ
た。

普段と異な
る状況下に
おける子ども
の感情や動
きに注意し
見守ることを
職員間で確
認した。

10276

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 13 9 17 0 21 7 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

特になし

園内でヒヤ
リハット事
例について
報告、検
証し、職員
間で改善
策を考え
周知してい
る。今後、
事故予防
等の研修
も行ってい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施

毎日消毒
作業時に
安全点検も
実施してい
る

園庭の状
態も戸外
活動に支
障なく、障
害物等も
なかった。

引き続き、
定期的な
園庭の整
備を実施し
ていく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

進級間も
ない時期の
活動内容
として無理
なく個々の
状況に応じ
て選択でき
るような環
境設定で
あった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

翌月に運
動会を控
えており、
周りの状況
や友達の
姿に刺激
を受け、
走ったり
競ったりし
たくなってい
た様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

自分から走
りたくなってい
る姿や友達
と一緒に楽
しんでいる姿
を認め励ま
したり、周り
に注意を向
けるよう声を
かけたりし見
守る援助を
行っていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員
と同様に見
守ってい
た。

興味、関心が
広がり活動へ
の意欲も増し
てくる年齢で
あることを踏ま
え、担任間で
活動の場を
整えながら園
児の動きや危
険な行為につ
いて予見し共
有していく。

10277

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 69 # # # # 11 9 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

地域の方
も来園して
いる行事の
日時であっ
たため、職
員の配置
は十分で
も、園庭に
出ている人
数が全体
的に多く、
死角や手
薄になりや
すかった。

行事の日
は園庭に
出る人数
を想定し、
死角が増
えないよう
クラスごとの
動きを事
前に話し、
安全に見
れる密度や
職員の配
置の連携
を取るよう
にする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 特になし

引き続き、
これまで通
り安全点
検を実施し
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

行事前で
他学年、
地域の方
（親子１
３組）も
来園し園
庭に出てい
る人数が
多かった。
また、園庭
工事中で
通常より園
庭が狭かっ
た。

他学年と
地域が来
園、また園
庭工事が
重なり密が
予測される
時は、園
庭に出るタ
イミングの
工夫、遊
具の選定
をし安全に
使用できる
工夫が必
要だった。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

鉄棒が得
意な他児
に刺激を
受け、鉄棒
に足を掛け
る技に挑
戦しようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

３つ鉄棒
があるうち
の、一番端
と端に本児
と職員がい
たため、落
ちる瞬間は
視野に入っ
ていたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児に対
応していた
ため、視野
に入ってい
なかった。

子どもの能力
を把握する等
が不十分で、
不慣れな子へ
の配慮が足り
なかった。走る
スペースが狭
かったため多く
の遊具を開放
し遊べるように
したが、補助が
必要な子のそ
ばにつくことが
できていなかっ
た。

不慣れな子が
遊具に挑戦して
いる際は、職員
間で声を掛け合
い、補助できる
ようにしていく。
子どもが習得し
始めた頃が怪我
が起こりやすいこ
とを再確認し、
ヒヤリハットを共
有したり、遊具
の選定や職員
配置の仕方を
子どもの状況に
合わせて考えて
いく。

10278

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 43 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 36 1.定期的

に実施 36 1.定期的
に実施 　毎日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児がまだ
のぼり棒の
遊び方に
慣れていな
かったため、
より至近距
離ですぐに
手が出せる
状態で見
守ることが
望ましかっ
たと思われ
る。

一人一人
の園児の
遊具の遊
び方を十
分把握し、
職員が見
守る時の
位置や園
児との距離
感を考える
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達が登り
棒をしてい
る様子に
刺激を受
け、自分も
挑戦しよう
としていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の様
子をすぐ側
で見ていた
が、落下の
際にすぐに
は手が出
せなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
がすぐ側で
本児の様
子を見てい
たため、他
の園児の
様子を見
ていた。

本児が腕の力
だけで登ろうと
して落下したと
思われる。落
下しにくい登り
方（腕だけで
なく足にでしっ
かり棒をつかむ
ようにする）の
指導が必要で
あったと考えら
れる。

一人一人の
園児の遊具
の遊び方を
十分把握
し、安全な
遊び方の指
導を徹底し
ていく。

10279

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 10 3 3 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

乳児は思
わぬ行動を
とるため、
常に注意
が必要

玩具の安全
な遊び方、
玩具で起こ
りうる事故に
ついて、改め
て確認し、
職員全員で
気を付けて
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

本来の遊
び方ではな
い遊び方に
よって起き
た事故

安全な遊
び方につい
て、気を付
けてみる。
危険だと思
われた場
合は直ちに
別の遊び
方に切り替
える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ソフトフォー
ミングに覆
いかぶさる
ようして遊
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐ近くで一
緒に遊んで
いたが、指を
ソフト積み
木の下に入
れ込んで自
分の体重で
怪我をすると
は思わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊びに一
人職員が
ついていた
ため、他児
の遊びに関
わっていた

園児がソフ
トフォーミン
グに覆いか
ぶさっていた
ため、指先
の部分が
死角になっ
ていた。

できるだけ園
児の全身状
態が分かる
ような立ち
位置の工夫
をする。
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10280

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 69 # # # 15 7 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左第2、第
３中足骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

危機管理
マニュアルを
見直し、職
員全員に
再度周知
する。

1.定期的
に実施 230 1.定期的

に実施 230 1.定期的
に実施 230 特記事項

なし

園外であっ
たことで、
職員の遊
びや行動を
見て行く意
識を高めら
れるよう、さ
らに危機管
理意識を
しっかりと
もっておく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

初めての場
所で気持
ちも高揚
し、普段し
ないような
行動をした
ことにより身
のこなしが
十分できな
かったと思
われる。

遊具の難
易度と年
齢の発達
状況を考
えながら、
職員の配
置や声掛
けに気を付
けるように、
職員全員
で丁寧に
検討てい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園外保育
で気分も
高揚してお
り、自分で
してみようと
する姿が見
られた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐに駆け
付けられる
距離にはい
たが、飛び
降りた着地
の瞬間は
見ておら
ず、泣き声
に気づき駆
け寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

集合の時
間で、集
まってくる子
どもたちや
まだ遊具の
辺りにいる
子どもたち
に声を掛け
に回ってい
た。

普段はあまり
外遊びを好ん
ですることはな
いが、初めての
公園ということ
もあり、気持ち
が高揚し、普
段しないような
こともしてみよ
うとし、身のこ
なしが十分で
きなかったと思
われる。

その日の子
どもの状態を
しっかりと把
握したかか
わりや職員
同士の連携
の取り方の
改善をして
いく。

10281

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 3 2 17.５

歳
1.男
児

漏斗胸の診
断有り。健康
診断で校医に
姿勢が悪いと
指摘を受け、
普段の姿勢に
ついて意識し
て声掛けをす
るように指導
があった。走る
姿勢は前かが
みになるため、
態勢が不安
定になる。ま
た、体を動か
すと疲れやす
い。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
前額部裂
創、頭部
外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

出窓の開
閉やテラス
の使用につ
いて、共通
理解が図
れていな
かった。

同じテラスを共
有している学
級の職員と情
報を共有し、
園児たちがテラ
スを使用する
場合は出窓を
必ず閉めるよう
にする。テラス
を使用する際
には、職員が
出窓の確認を
先に行ってか
ら、園児たちが
使用するように
していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

室内のテラ
ス側には、
縦軸回転
窓（幅約
60㎝）が
床から約１
ｍの高さに
３か所と出
入口の掃
き出し窓が
１箇所あ
る。縦軸回
転窓の間
に壁もあ
り、死角が
できる。

普段から、日
中は縦軸回転
窓を開けない
ように徹底し、
ブラインドを開
けた状態にし
ておく。換気を
する場合は掃
き出し窓上部
の窓を開ける
ようにする。ま
た、出入口の
隙間を開けて
おく場合は、職
員の見守りす
る位置も意識
していく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

本児のクラ
スは保育
室に入って
いたが、事
故直前、
隣組の園
児と保育
者が鯉のぼ
りを見に出
てきてい
た。

テラスには危険
な場所がある
ので、園児だ
けで出入りしな
いよう指導する
とともに、共有
している隣組と
テラスの使い方
について再確
認したり、園児
たちと一緒にき
まりごとを話し
合って、園児
自身にも安全
に対する意識
をもたせてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

テラスで声
がするので
何をしてい
るのか気に
なり、開い
ていた掃き
出し窓から
出て行っ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

室内で園
児たちの様
子を見なが
ら、加配保
育者と園
児の支援
などについ
て話し合っ
ていて、本
児がテラス
に出て行っ
たことに気
付けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

加配保育
者は、他
児を目で
追いなが
ら、園児の
支援につい
て担任と話
し合ってい
て、対象児
は見ていな
かった。補
助員は、
室内の隅
で女児数
人と過ごし
ていて、気
付かなかっ
た。

縦軸回転窓
は、開閉し
ないことに
なっていた
が、隣組の
一箇所だけ
全開（90
度）になっ
ていた。掃き
出し窓を換
気のため少
し開けていた
が、園児たち
に対しては
説明不足
（出て行か
ないこと
等）。

園児の方は見
ていたが、意識
が向いていな
かった。テラスか
ら室内に誘って
戻ってきたとき、
テラスに誰も残っ
ていないことを確
認し窓を閉める
か、開けておく場
合は園児たちに
声を掛けたり、
窓際に保育者
が行き、園児の
目線で話をした
り、日頃から保
育者間で話し
合っておく。

10282

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 12 4 4 4 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

職員同士
で、立ち位
置等声を
掛け合う連
携がとれて
いなかっ
た。

非常勤を
含め全職
員で、上記
マニュアル
の徹底を
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 6 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

築山には、
縄跳びを
持って行っ
てはいけな
いルールが
守れていな
かった。

園庭での
ルールの徹
底と子ども
達への指
導。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児
は、築山の
階段を降り
ようとしてい
た所、縄跳
びにひっか
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

近くにいた職
員が、他児と
やりとりをしてい
た時に、担当
職員の背中後
方から落ちる
音がした。すぐ
に振り向き確
認すると、本
児が階段から
落ちていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

砂場で座っ
て、乳児を
見守ってい
た。背後で
落ちる音が
して振り向
いた。

職員が、縄
跳びを築
山に持って
いっていた
姿への注
意不足。
職員間で
の園庭での
ルールの徹
底がされて
いなかっ
た。

もう一度、
園庭ルール
の確認を職
員間で話し
合う。築山
には、運動
用具を持っ
て行かないと
いう確認。
園児全体へ
の指導。

10283

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 31 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果剥離
骨折（全
治2ケ月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 現状維持 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 現状維持

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 現状維持

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と一
緒に活動
に参加して
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子供と一
緒に活動し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

単独クラス
での活動
中

特になし 現状維持

10284

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 1 1 3 2 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右中指末
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

園児の月
齢や人数
に応じ、安
全に遊べる
よう設定す
る玩具の
内容や量
をよく吟味
する。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1 特になし

引き続き毎日
の遊具・玩具
点検を実施
し、その際それ
ぞれを使用す
る際の想定さ
れる危険内容
などを考え、職
員間でその事
柄を共有す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

高さのある
玩具は、
必ず保育
教諭が支
え持つよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り
機嫌よく遊
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐ傍らで
遊びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

少し離れた
所から、全
体の園児
の遊びを見
守ってい
た。

特になし

園児の動き
をよく見て、
危険要素が
少しでも考
えられる場
合は保育教
諭が必ず補
助していく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10285

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 95 4 # # # # # 24 21 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右母趾末
節骨骨端
線隔離
右母趾爪
下血腫
右母趾外
傷性皮膚
欠損創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 240 該当なし 該当なし

6.食事
(おやつ)
中

午前中の
活動で使
用した椅子
を片付けて
いなかっ
た。

保育で使
用した物は
使用後、
元の場所
に片付け
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午睡明け、
着替えを終
わった子は
保育者の絵
本の読み聞
かせを見てい
たが、本児
は一人で部
屋を抜けて、
おやつの部
屋に移動し
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当職員は、
本児がおやつ
の部屋に来た
ことは知ってい
たが隣の部屋
で配膳を行っ
ていた。また、
本児が登った
椅子が死角に
置かれていた
為、登っていた
ことに気付くこ
とができなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
は、本児が
部屋から出
て行ったこと
は知っていた
が、他児の
対応をして
いた為、止
めることがで
きなかった。

特になし 特になし

10286

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 23 6 8 9 3 3 17.５

歳
1.男
児

ﾀﾞｳﾝ症
事故の16日
前に発熱
(39.1℃)

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

小児頚椎
環軸椎回
旋位固定

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1～2
2.基
準配
置

マニュアル
の見直し。
見直しに伴
う職員研
修の実施。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 使用前後

自由遊び
の中で
様々な玩
具が混在
していた。

遊びの設
定を行い、
室内を整
理整頓しつ
つ、活動を
できるよう
に配置を
見直す。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

活動場所
の周囲に
玩具が広
がっていた。

玩具や場
所を整理
し、選んで
遊ぶ場の
工夫をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

時折、移
動しながら
プラレールと
ミニカーで
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育室内
全体の把
握をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもたち
の動きに合
わせながら
見守りをし
ていた。

廊下や他教
室においてあ
るものをとり
に行ったり、
トイレへ行く
など児童が
移動してい
る場面が多
くあった。

見守る職員
の立ち位置
や関り方に
ついて見直
し、職員会
議で周知。

10287

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 21 3 3 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

外傷性歯
の脱臼
（LA)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　2～3

1.基
準以
上配
置

特になし 1.定期的
に実施  12 1.定期的

に実施  12 1.定期的
に実施  12 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一緒に活
動は行うこ
とが可能で
はあるが、
本児のペー
スが他児よ
りも時間が
かかる状
況。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の近く
にいて、見
守ってはい
るが、すぐに
手を出せる
場所では
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

主担任は全
体の子どもた
ちの姿を見
ていた。１
名は別の加
配児童（集
団生活が難
しい）を遊
戯室内で見
ていた。

特になし

遊戯室での
活動時には
転倒の恐れ
を考慮し、
保育者が手
が届く場所
で見守るよ
うにしていく。

10288

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 4 7 7 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

当日の職
員配置の
中で、子ど
もの姿・発
達を考えた
立ち位置、
寄り添い、
職員同士
の連携。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 毎回

事故発生
との関連性
はなかっ
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

幅広い視
野をもって
子どもの様
子を観察
し、必要に
応じて仲介
に入る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ブロックで遊ん
でいたが、楽し
い気持ちが大
きくなり、ブロッ
クを投げて片
付ける。周囲
の「やめて！」
の声が届かな
い様子であっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

登園の受
け入れをし
ていたことも
あり、遠くか
ら見守って
いる状況で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

登園の受
け入れをし
ながら、子
どもの身辺
整理を手
伝ってい
た。

「やめて！」
と子ども同
士で伝え
合っている
ときに仲介
できなかっ
た。

幅広い視野
をもって子ど
もの様子を
観察し、必
要に応じて
仲介に入
る。

10289

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 40 # # # 2 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘不全
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

なし

職員配置
も基準を
満たしてお
り特に改善
は考えてい
ない。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施 毎日 なし

築山であるため転
落する可能性はあ
るが、危険性の高
い乳児は使っておら
ず、幼児の自由遊
びでは自由に遊ん
でいた。幼児の年
齢では注意をしなが
ら遊ぶことができると
考えているため、特
に改善は考えてい
ない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

学生を含
めた異年
齢クラスで
の活動時
間であり、
職員同士
の見守りや
それに対す
る声掛け
等が不足
していたか
もしれな
い。

特に夕方
の時間は
職員配置
も流動的
なので、声
を掛けなが
ら見守りを
する。学生
が入ってい
る場合に
は、特に声
を掛け合
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

危険予測
や、状況に
あわせた対
応が難し
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

築山側に
はついてい
たが、他児
とサッカーを
していたた
め、築山の
様子は見
ていたが、
瞬時に対
応すること
はできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
児の対応
をしていた
ため、見て
いなかっ
た。

築山から転
落すること
は大きな怪
我に繋がる
ため、もう
少し築山
周辺の様
子に目を
向けるべき
であった。

築山に子ど
もがいる際に
は目を向
け、必要に
応じて付き
添うようにす
る。
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学
童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10290

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 61 # # 5 5 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上上腕
部付け根
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

固定遊具
の事故予
測はしてい
が、雲梯が
できる子ど
もが遊んで
いる時に、
自ら取り組
む力を見
守ったこと
が、危機感
をもった見
守りに繋が
らなかった。

子どもの自
ら取り組む
育ちを支え
ながらも、
固定遊具
での様々な
事故予測
を行い、全
職員で安
全面の意
識を高めて
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

毎月の固定遊
具の確認は
行っていたが、
園児が園庭に
出る前に、雲
梯の棒が園児
の手で握りにく
い物になってい
ないか、滑りや
すくなっていな
いかなど、日々
の確認や点検
ができていな
かった。

子どもの自
ら取り組む
育ちを支え
ながらも、
固定遊具
での様々な
事故予測
を行い、全
職員で安
全面の意
識を高めて
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

毎月の固定遊
具の確認は
行っていたが、
園児が園庭に
出る前に、雲
梯の棒が園児
の手で握りにく
い物になってい
ないか、滑りや
すくなっていな
いかなど、日々
の確認や点検
ができていな
かった。

子どもが園
庭に出る
前に、固定
遊具の確
認や点検
を行ってい
く。また、雲
梯で遊ぶ
子どもが、
棒を握るこ
とができる
よう、確認
をしたり持
ち方を伝え
たりしてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雲梯で遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭、登り
棒で遊ぶ
他児の遊
びを見守っ
ていたた
め、見てい
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

雲梯で見
守りをして
いたが、対
象児が落
下する瞬
間に手を
差し伸べる
距離にいな
かった。

園児に手が届
き、体を支えら
れる距離での
見守りができ
なかった。ま
た、職員を各
コーナーに配
置していたが、
子どもの興味
によって遊び方
や、遊ぶ遊
具、場所が変
わることで、一
人一人の具体
的な遊びの動
線の把握をす
ることが難し
かった。

雲梯をする
園児のすぐ
そばに寄り
添い、体を
支えられる
距離での見
守りをしてい
く。また、子
どもの遊びを
具体的に把
握するため
に、子どもの
遊びを把握
したり、安全
に遊んだりす
ることのでき
る距離をつ
くっていく。

10291

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 16 2 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

加害児が
最近習って
いる相撲を
試してみた
いという衝
動。

児童に危
険な行動
についてわ
かりやすく
丁寧に説
明をし、事
前の注意
喚起を図
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 6

危険を想
定し、職員
間で事故
につながり
そうな物品
や場所が
ないか改め
て確認す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

予想のでき
ない動きが
事故につな
がることを
念頭に置
いて注意を
促す必要
がある。

職員間で想定
される危険な
状況等をシミュ
レーションす
る。また、園児
の動線を予測
し、対応につい
て職員同士で
情報共有す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園し、遊
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他の園児も
含めて遊ん
でいる様子
をすぐ近くで
見ていたが、
加害児が背
中を押した
瞬間には間
に合わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の児童
も含めて遊
んでいる様
子を見てい
た。

4歳児で動
きが活発な
ため、固定
の児童のみ
を注視でき
ない。

危険に繋が
りそうな動作
について、児
童にわかりや
すく説明す
る。

10292

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 30 6 5 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨端
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

スポーツ教
室という、
通常保育
と違う状況
であることを
職員全員
が強く意識
して保育を
行う

児童に危
険な行動
についてわ
かりやすく
丁寧に説
明をし、事
前の注意
喚起を図
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 6

体育施設
における活
動であっ
た。

普段と違う
場所である
ことと、サッ
カーというス
ポーツの特
性も考え、
職員はケガ
の発生を考
慮して指導
体制をとる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

予想のでき
ない動きが
事故につな
がることを
念頭に置
いて注意を
促す必要
がある。

職員間で想
定される危
険な状況等
をシミュレー
ションする。
また、園児の
動線を予測
し、対応につ
いて職員同
士で情報共
有する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園し、い
つもどおり
元気に活
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他の園児
も含めて移
動の様子
を見ていた
が、対象児
が転倒する
瞬間には
間に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の児童
も含めて移
動の様子
を見たり、
誘導してい
た。

5歳児で動
きが活発な
ため、固定
の児童のみ
を注視でき
ない。

施設内の移
動について
危険となりう
る箇所を事
前に下見な
どでチェック
し、職員で
シミュレーショ
ンする。

10293

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 5 1 0 18.６

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
（第三関
節）骨折
（ひび）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

なし

職員会議
や園内研
修、ヒヤリ
ハット確認
と周知を
行っている

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12 なし

遊具点検
を専門家
が定期的
に、職員が
毎日行って
いる

7.その他

対象児が
運んでいた
食器が重
たいもの
だった

こどもたちが
運ぶ食器
を軽いもの
にする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

食器をしっ
かりと持って
運んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児を
見ながら食
器を持ち、
一緒に運
んでいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

クラス担任
は本児の
部屋にいた

なし

運ぶ際、階
段では、前
方を確認し
ながらゆっくり
進むよう、こ
どもたち全員
に話をする

10294

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 41 4 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肩鎖骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

なし

職員会議
や園内研
修、ヒヤリ
ハット確認
と周知を
行っている

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12 なし

遊具点検
を専門家
が定期的
に、職員が
毎日行って
いる

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由あそび
の為、場所
の制限は
せず、園庭
全体に広
がってあそ
んでいた

子どもたちに
園庭の危険
箇所、あそ
び方等を再
度伝え、保
育者がいる
所であそぶよ
うに伝えた

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

連続逆上が
りができたこ
とがあり、何
度もできるよ
うになりたい
とはりきって
やっていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭での
自由あそび
で、全体的
に見守って
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭での
自由あそび
で、全体的
に見守って
いた

対象児の
勢いが、普
段より強
かった

至近距離で
の見守りを
する（補助
ができるよう
に）
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10295

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 13 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

職員の周り
にいる園児
との関わり
が中心と
なっており、
広く園児の
動きや遊び
を把握でき
ていなかっ
た。

事故発生
後の職員
の動きにつ
いての共通
理解を図っ
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日１ 1.定期的
に実施 毎日１

園庭の樹
木は、剪
定や毛虫
の消毒は
行っていた
が、切り株
の撤去は
未実施。

危険を伴う
切り株の撤
去を行っ
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園庭の隅に
何本か樹木
や切り株が
ある。虫を探
したり追った
りする園児
が好んでその
場で遊ぶ
が、周りの危
険に気付くこ
とが難しい。

園児の遊
びの把握を
徹底すると
共に、園児
にも危険
個所や遊
び方につい
て指導す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で、他
の園児と共
に虫を追い
かけてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭で他
児のトラブ
ルに対応し
ていたた
め、転倒し
た様子は
確認できて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児と
関わってい
たり、落ち
葉を掃いて
いたりして、
見ていな
かった。

園児の動
きや遊びの
把握がしっ
かりとできて
いなかっ
た。

園児の動き
や遊びの把
握の徹底、
職員間での
連携の強
化。

10296

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 11 1 1 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇・下唇
の受傷、外
傷性歯の
亜脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

助走距
離、手をつ
く位置など
注意喚起
が必要だっ
た。

安全指導
で全児童
に周知し
た。職員に
対しても
しっかり見
守りを行う
よう周知し
た。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

着地点に
マットを敷
いておけば
ケガは防げ
たのではな
いかと考え
られる。

跳び箱を
行う場合は
必ずマット
を敷くこと、
跳び箱の
手をつく位
置に目印
等をつける
等の工夫
を施し再発
防止に努
める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

助走をつけ
すぎたた
め、両手を
しっかりつく
ことができ
ず滑ってし
まったと思
われる。

助走の距
離や感覚
を事前に
周知する
必要があっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

室内で10
名の児童と
一緒にいつ
も通り遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

同室内で
11名の児
童を1名の
保育教諭
(担任)が
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別室で業
務に当たっ
ていた。

跳び箱を行
う場合は保
育者が補助
に入り見守
りを徹底す
る、また補
助なしでは
跳び箱を行
わない等の
ルールを作り
安全の強化
を図る。

10297

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 23 2 2 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手指挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 13 1.定期的
に実施

　実施頻度
(140 )回/
年

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走る活動
は、けがに
繋がるリス
クが高いた
め、園児の
動きに注
意する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時から
健康面に
問題はな
く、いつも
通りの様子
だった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の転
倒に気付
き、外傷の
有無を確認
した。すぐに
傷口を洗
い、左手の
傷は絆創膏
で保護した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児以外
の園児と活
動に参加し
ていた。

すぐに現場
に養護教諭
を呼び、手
当て・対応
をするべき
だった。

10298

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 26 6 6 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 右瞼切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

今回の事
故を全職
員共有し、
園児の動
きをよく見
ながら保育
を行うよう、
共通理解
する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 13 1.定期的
に実施

実施頻度
(140 )回/
年

事故原因
が不明のた
め、改善策
は特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今回の事
故を全職
員共有し、
園児の動
きをよく見
ながら保育
を行うよう、
共通理解
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時から
健康面に
問題はな
く、いつも
通りの様子
だった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児を
注視しては
いなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児を
注視しては
いなかった

危険な動
き・遊びをし
ている園児
を見つけた
場合には、
すぐに声を
掛け、子ども
たちが安全
に過ごせるよ
う注意する

10299

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 5 3 2 0 0 17.５

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

降園後であっ
たが、鬼ごっこ
をしていてテラ
スのコンクリート
部分を走り段
差につまづいて
転倒する。テラ
スはコンクリート
で危険なの
で、走ることは
ないよう園内
でも約束する。

園庭のテラス
では走らな
い約束をし、
走るとどんな
危険がある
かなど具体
的に知らせ
る。降園後
は、保護者
が園児から
目を離さな
いよう文書
等で注意喚
起する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

施設・遊具・
玩具等に危
険がないか
毎月1回職
員が点検
し、保育中
に危険な箇
所があった
ら、その都度
修理しなが
ら、職員間
で危険箇所
を共有、注
意喚起す
る。

7.その他

園庭開放
は、保護
者付き添
いのもと遊
ぶようになっ
ていたが、
園児が怪
我をした
際、保護
者が目を
離してい
て、他の保
護者が気
づく。

降園後に
園庭開放
は行うが、
必ず保護
者付き添
いのもと、
園児から目
を離さず安
全に遊べる
よう注意喚
起する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

教育時間
は元気に
過ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

降園後な
ので担当
職員はな
し。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

降園後な
ので特に職
員はついて
いなかっ
た。

降園後で
あっても敷
地内で遊ん
でいる場合
には、職員
が園児の遊
びや保護者
の付き添い
の状態など
見守り、危
険が感じら
れたときに
は、すぐに注
意喚起・指
導できるよう
にする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10300

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 29 3 3 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

２・３
2.基
準配
置

職員の立
ち位置や
子どもの身
体の使い
方に関する
知識が不
足してい
た。

けがの事例
をふまえ、
職員の危
機管理意
識の向上
に努める。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 50

施設・設備
としては特
に問題はな
かった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつもして
いる手あそ
びだが、手
をつないで
いたことで
転倒した時
に咄嗟に
手がつけ
ず、けがに
つながって
しまった。

手をつない
でいても危
険と感じた
ら手を離す
よう園児に
指導をし
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
２人組に
なり手あそ
びを行なっ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

主担任は前に
立ち全体指導
をしていた。全
体を見ていた
ので本児が横
に倒れる様子
を見ていたが、
距離が離れて
いたことで手を
出すことができ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

別の担任
は本児の
近くにいて
本児が横
に倒れる様
子を見てい
たが、咄嗟
のことで手
が出せな
かった。

子どもは手
をつなぐと、
転倒時で
あっても離
そうとしない
ことを想定
しておく必
要がある。

手をつない
で歩いたり、
手あそびをし
たりしている
時でも、危
険を感じたら
手を離さなく
てはいけない
と指導した。

10301

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 27 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

子どもの危
険な活動
については
怪我につな
がる恐れも
あることを
察すること
ができな
かった。

けがの事例
やヒヤリハッ
トの事例を
参考に危
険予知をし
て未然に
防げるよう
職員の資
質を向上さ
せる。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 24

芝生化して
いるが冬場
とあり、地
面が硬く
なってい
た。

芝生とはい
え硬さが
あったり、石
が落ちてい
たりするの
で怪我につ
ながらない
よう整備す
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの動
きが激しく
なったことに
気が付か
ず、声掛け
できなかっ
た。

子どもの動
きに注意
し、危険な
行為は早く
気付けるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも活動
的な子ども
であり、事
故の直前
は別の女
児と衝突す
ることもあ
り、落ち着
きには少し
欠ける。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児が友
達と回旋し
ており倒れ
たが、受け
身の体制
ができ、くる
りと回転し
て倒れこん
だことを見
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援の必
要な子ども
の動きを注
意して見て
いた。

けがをした
他児の対
応をしてい
たため遊び
の場に戻っ
た際に、子
どもの気分
が高揚して
いることに
気づくのが
遅くなった。

他児の対応
をする時は、
代わりに保
育できるもの
を配置す
る。

10302

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 56 5 5 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

力量に応じ
た遊具では
なかった。

遊具の正
しい使いか
た、対象年
齢などの周
知徹底を
行う。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 毎日

下は芝生
であったが、
手を離し落
下してし
まった。

さらに点検
を徹底して
いく

3.個人
活動中・
見守りあ
り

対象児を
見ながらも
他の子ども
のことも気
になりつつ
見守ってい
た。

対象児の様子
に応じてはりき
る様子であれ
ば「手を離さな
いで」「ゆっくり
ね」など落ち着
いてできるよう
に声をかける。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

特異な鉄
棒を担任
に見てもら
おうと、はり
きっていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
「見て」の
声に応え、
側で見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

その他の子
どももいた
ので、対象
児も見なが
ら、他の子
どもも見て
いた。

近くにはい
たが咄嗟に
動けなかっ
た。

職員が、こど
ものやりたい
思いだけで
なく、その子
の発達状況
と遊具が
合っているの
か、遊具の
対象年齢
等も合わせ
て判断する
力をつける。

10303

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 51 7 7 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

走るときは
前をよく見
る他、鬼遊
びの約束が
できていな
かった。

遊具の正
しい使いか
た、対象年
齢などの周
知徹底を
行う。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 毎日

走って遊ん
でよい範囲
を決めてい
なかった。

さらに点検
を徹底して
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼遊びの
参加者の
人数把握
ができてい
なかった。

遊びの内容
や参加人数
によって、遊
びの範囲、
人数調整を
はかる。ま
た、走るとき
は前をよく見
るように声を
掛ける。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午前中に、
外部との交
流を含めた
行事があ
り、気持ち
が高ぶって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

その他の子
どももいた
ので、対象
児も見なが
ら、氷鬼
（遊び）
に参加して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

その他の子
どももいた
ので、対象
児も見なが
ら、他の子
どもも見て
いた。

午前と午
後で保育
体制に多
少の変化
があった。

職員が午前
の保育から
子どもの状
況を把握
し、落ち着い
た雰囲気の
中で午後の
保育を迎え
られるよう保
育の流れを
見直してい
く。

10304

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 129 # # # 5 5 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

7

1.基
準以
上配
置

特になし 危険個所
の周知

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 48

危険個所
として認識
がなかっ
た。

危険個所
として認識
がなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし
職員間の
連携を図
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも道理
元気に過
ごす。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

危機感が
なく見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

自分の周り
にしか目が
届かなかっ
た。

職員間で
連携をし声
をかけなが
ら危険を回
避できると
よかった。

本児の動き
に応じ的確
な援助が必
要だった。
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死亡
0
歳
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歳

2
歳
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歳
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10305

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 3 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足首くる
ぶしの剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

適正な保
育者を配
置し、子ど
もの安全に
配慮して保
育を行って
いた。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

活動する
上で、保育
室や玩具
に危険な
点は見られ
なかった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

通常の環
境で活動
を行ってい
て、特に問
題は見られ
なかった。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもの通り
ホールで遊ん
でいた。対象
児に健康上の
問題がなく、他
児と楽しく遊ん
でいた。しか
し、鬼ごっこで
夢中になって
走って逃げてい
る内にバランス
を崩して転倒
した。他児との
接触は無かっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児全体を見守っ
ていた保育者は、
転倒した対象児を
見てすぐに駆け寄り
声をかけた。少し痛
いと訴えたが、大丈
夫だから鬼ごっこを
続けたいと言ったの
で、様子を見ること
にした。前と変わら
ず鬼ごっこをしていた
が、午後の午睡後
に再び足の痛みを
訴えたので、保護
者に連絡し園の職
員が医療機関に対
象児を連れて行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園児全体を見
守っていた保
育者が対象児
童の対応を
行っている間、
他の職員は
ホールで活動
する他の子ども
達の活動を危
険がないように
見守りながら
一緒に活動を
していた。

特になし

子どもの様
子や訴えだ
けでなく、症
状や患部の
様子を確認
して適切な
対応を取る
必要があ
る。

10306

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 7 3 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

4.上肢
(腕・手・手
指）

上唇小帯
裂傷　歯
茎損傷
陥入(歯が
めり込み)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

０歳児７
名に対し、
職員は３
名であっ
た。

職員の配
置について
は十分であ
ると考え
る。

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 24

伝い歩きで
自由に動
きたい事を
優先し、ぶ
つかった時
の衝撃が
木製ベンチ
であると大
きな怪我に
つながる事
を一番に
考えていな
かった。

足元がまだ
不安定な
事、ぶつ
かった時の
衝撃を一
番に考え
て、木製ベ
ンチにつか
まり立ちが
できない場
所へ移動
すべきで
あった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児の足元が
不安定であ
り、つかまり立
ちをしている状
態であるため
見守りは側に
いた。しかし、
本児の動きが
しばらく止まっ
た状態であった
事で少しの安
心感が見守る
側に生じ、見
守りながらも瞬
時の助けがで
きなかった。

本児の足
元が不安
定であり、
つかまり立
ちをしてい
る状態であ
るため、瞬
時の手助
けができる
ように常に
危機感を
もって側に
いるべきで
あった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ハイハイと
足元が不
安定である
ものの、つ
かまり立ち
で活発に
動き、いつ
も通りで
あった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

足元が不
安定で、つ
かまり立ち
を盛んに行
うことから、
本児の直ぐ
側で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児以外
の６名は、
自由にハイ
ハイや歩行
をしている
のを見守っ
ていた。

職員２名
が連携をも
ち、自由に
歩いている
子ども達の
位置と状
態を確認し
あう声かけ
が少なかっ
た。

職員２名が
連携をもち、
自由に歩い
ている子ども
達の位置と
状態を確認
し、子どもの
次の動きを
予想してお
互いに声を
掛け合う意
識、体制を
構築しておく
べきであった

10307

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外踝剥離
再骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

予測しきれ
ない事態へ
の対応を
心がける

園庭で遊
んでいる際
の保育教
諭の配置
や事故発
生時の対
応を確認し
共有する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭のくぼ
みや地面
の盛り上が
り等、事前
の確認が
必要だった

園庭の地
面の状況
を十分に
確認する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の地
面の状況
を説明して
いなかった

園庭の状
況を子ども
たちとともに
確認し合う

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

とても活発
に遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

足を捻った
ことに気が
つかなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

もう1人の
保育教諭
は、室内で
遊んでいる
子を見てい
た

足を捻るよ
うな箇所が
あることを
把握してい
なかった

園庭に出た
際、気分が
高揚したり、
広範囲に活
動を展開す
ることを予測
し、複数の
保育教諭で
見守る必要
がある

10308

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 16 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事故発生
の場所、時
間などを記
録し、共有
化する。

事故発生
の場所、時
間などを記
録し、共有
化する。事
故防止、
予防のため
の情報共
有の場を
設けてい
く。(週報・
職員会議
等で情報
共有)

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具の構造
がアーチ状の
階段から緩
やかな坂道
にかけてボコ
ボコ細い丸
太の入った
道があり、上
がり切ると平
坦な床にな
るため、落ち
着いて移動
するように子
どもたちに伝
える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし。

現場検証
を本児の
回復を待っ
てから行
い、次の対
応に生か
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

前日「咳」で欠
席し、病み上
がりだったが、
いつもと変わら
ず、給食も食
べて元気が
あった。骨折の
怪我をする数
分前に転んで
膝を擦りむいて
手当をした。そ
の後遊びに
戻って起こっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊具から離
れたところで
クラスの他園
児と何をして
遊ぶか決め
ていた。他
園児がデッキ
の階段にい
たため、遊
具を背にし
てデッキの階
段の子どもた
ちを見て話し
をしている状
況だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他園児が
対象児が
泣いている
のを知らせ
てくれて、そ
の場に駆け
付けた。そ
の後、担任
に伝えた。

保育職員
は、遊具に
背を向けな
いように気を
付ける。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10309

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 12  3 3 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨骨
幹部骨
折、右尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

保育者の
動きの確
認

片付け等
は子どもが
室内に入り
落ち着いて
からにする

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

前回の事故
で室内環境
を安全にと
色々見直し
てきた。この
日は絵本を
見るためのソ
フトマットだ
けが敷かれ
ていた

室内では
落ち着いて
遊べる玩
具の提供
や環境の
工夫をする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

「ごちそうさ
ま」の後、
我先にと走
り、保育者
より先に入
室する

あわてて走
らないよう
歩いて移
動できるよ
う言葉掛け
の工夫をす
る

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

●月の骨
折からギプ
スが外れて
自由に動
けて機嫌が
良い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

６人に対し
て保育者
１人でおや
つを食べさ
せ、テーブ
ルごと保育
室に戻る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

１名は他
のテーブル
を担当。他
１名はサ
ポートや片
付けをする

保育者が
子どもより
数秒入室
が遅れた

保育者は必
ず子どもの
先にいて動
きの把握を
するよう全
職員で共通
理解をした

10310

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 22 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

椅子と椅
子との間隔
が狭く通り
にくかった

机や椅子
の間を広
げ、通りや
すい配置を
心がける

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

おやつを配
膳するため
に配膳机
の前でおや
つを取りに
来る子ども
達の様子と
保育室全
体を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

トラブルに
なっていた
子ども達の
間に入っ
て、話を聞
いていた。

狭いところ
を通ろうと
するときに、
注意喚起
をしなかっ
た。

通りにくい場
所の解消に
努め、狭い
場所を通ろ
うとする園児
には注意を
喚起する。

10311

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 26 8 8 # 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

8.その
他 2.なし

2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

行動をコン
トロールで
きない園児
に対して、
今まで以
上に留意し
活動する。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 毎 1.定期的
に実施 毎

ハード面に
は原因は
無いと考え
られる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

活動時
間、場所に
対しての担
当職員等
の配置は
適していた
ので、より
一層安全
に気を配る
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から動
きが活発な
園児であ
り、発生時
も他児を
追いかける
など、活発
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近距離で
様子をうか
がっており、
他児とのトラ
ブルが見られ
たのですぐ止
めに入った。
転倒の際の
体制が崩れ
ることは予測
ができず防ぐ
ことはできな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

至近距離に
いて様子を
見ていたが、
担当職員が
対応してい
たため、その
まま様子を
見ていた。そ
の後、本児
が痛がる様
子を見て担
当職員ととも
に対応にあ
たる。

本児が日
常的に動
きが活発
で、体の使
い方をコン
トロールで
きていない
部分があ
る。

本児をよく
観察し、コン
トロールでき
るように指導
を続けていく
ほか、動きを
予測し制止
するなどして
いく必要があ
る。

10312

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 34 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 下腿骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

事故予防
マニュアルを
確認し、職
員への周
知を行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

築山の下
方向に柱
があったこと
による事故

木の柱
（円柱）
の周囲に
雪を盛り、
チューブが
方向転換
できるよう
に改善する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

木の柱
（円柱）
の周囲に
雪を盛り、
チューブが
方向転換
できるよう
に改善す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保護者との
関わりを楽
しみながら
遊んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
至近で見
守っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児が
滑り降りる
ところを見
ていた

チューブへは
１名で乗る
などの安全
確認をす
る。周囲へ
の衝突がお
こらないよう
チューブ乗り
場には保育
者を配置す
る。

10313

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 14 5 4 0歳 1.男

児
2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明 1.頭部 来院時心

肺停止

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

誤嚥の危
険のあるお
もちゃが保
育室にあ
る。保育室
におもちゃ
が散らかっ
ている。

子どもが誤
嚥する恐れ
のあるおも
ちゃを撤去
する。保育
室を常に
整理整頓
する。子ど
もの些細な
様子も見
逃さないよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

0歳児クラ
スの安全
点検に誤
嚥する恐れ
のあるおも
ちゃに対す
るチェック項
目がなかっ
た

クラスの
チェック項
目に入れ
常に保育
士が意識
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

誤嚥の恐
れのあるお
もちゃが室
内にある。
保育士が
全体を見
ていなかっ
た。

誤嚥の恐
れのあるお
もちゃを撤
去する。保
育士が全
体を見なが
ら保育をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育室で
は、ずりば
いで移動
し、気に
入ったおも
ちゃで遊
ぶ。掴まり
立ちをした
り担当保
育士と遊ん
だり絵本を
読んでも
らったりす
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

おやつを食
べた後、本
児を見なが
ら本児の連
絡帳に食
べた量や内
容を記入し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当保育
士以外保
育士4人の
内1名がラ
ンチコー
ナーの片付
けをしてい
る。他3名
で14名の
子どもの遊
びの援助を
していた。

保育士が
短時間作
業をする時
間もある

残った3人の
保育士が、
一人の子に
関わるので
なく作業が
終わるまで
は、子ども全
員を見守
る。
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【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10314

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 5 4 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
折(全治
1ヵ月～1
カ月半）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

素材を利用
してバスや、
車などに見
立てて遊ぶ
ことがある
が、バスとし
て箱に乗ると
足元が見え
にくく、段差
に気づきにく
かったと思わ
れる。

上記の通
り、段ボー
ルで作成し
た乗り物な
どは、足元
の確認がし
にくい為、
遊びの場
所を確認
する必要が
ある。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

子ども達の
遊びの範
囲を認識
し、遊びの
環境につい
て職員で
話し合い、
安全面に
ついても再
確認する
必要があ
る。

子ども達の
遊びの記
録の中で、
『どこでどん
な遊びを
行っている
か』を職員
で把握し、
安全面で
の共通した
声掛けをし
ていくように
徹底してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育教諭
自身の遊
びの行動
範囲の把
握と・安全
面の配慮
が足りな
かった

子どもの遊
びの興味を
理解し、行
動範囲や
危険箇所
について、
事前に伝
えると共に
保育教諭
が園児の
行動を予
測し危機
感を持って
対応すべき
である。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊びが盛り上
がっており、行
動する範囲が
広くなってい
た。段差のある
場所は危険と
伝えていたが、
絵本コーナー
の箇所は子ど
も達も夢中で
段差に気づか
なかったとみら
れる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

段ボールの
乗り物で楽
しく遊ぶ様
子を見守っ
ていたが、
絵本のコー
ナーの段差
に近づいた
時点で、止
めるべきで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

4歳児クラ
スは2階で
ある為、ク
ラス・ホール
等の援助
中心となっ
ていた。

職員の配
置を分担し
ているもの
の、遊びの
様子と、子
ども達の気
持ちの高
揚する面を
捉え、予測
できなかっ
た。

分担しなが
ら、子ども達
の様子を見
ているもの
の、遊びの
様子と、子ど
も達の気持
ちの高揚す
る面を捉
え、予測し
ながら保育
していく。

10315

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 # # 5 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 前歯打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

５歳児担任
は、ホールに
て行われて
いた行事練
習の手伝い
に行き、その
時間は他の
保育士が外
遊びを担当
していた。

異年齢構
成保育の
時には特に
全体を監
視し、死角
がないよう
にする

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1)回

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)

他児との追
いかけっこ
に夢中にな
り勢い余っ
て衝突して
しまった。

衝突の危
険性を伝
え、遊具の
周りでは走
らないよう
注意した

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集会終了
後、自由
遊びになる
前に注意
事項を伝
える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭を他
児と追いか
けっこをし、
走っていた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児が総合
遊具の所で
うずくまってい
たので、担
当職員が声
をかける。総
合遊具に
走った勢い
でぶつかった
との事

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のクラス
は入室して
いた

２歳児
（●●
組）と５
歳児（△
△組）の
異年齢保
育により２
歳児に気
をとられてし
まった。

外遊びの
際、職員配
置（見守り
場所）の工
夫。遊具の
近くには職
員配置をす
る

10316

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 20 4 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

ヒヤリハット
等を積極
的に実践
し、危険予
知等に心
がける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年
※専門業
者による点
検は年1
回、その
他、常駐す
る職員が随
時、点検し
ている。

市の施設の
ため、市が
定期的に
実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年
※専門業
者による点
検は年1
回、その
他、常駐す
る職員が随
時、点検し
ている。

市の施設の
ため、市が
定期的に
実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年
※専門業
者による点
検は年1
回、その
他、常駐す
る職員が随
時、点検し
ている。

市の施設の
ため、市が
定期的に
実施

事前に下
見をして、
遊具での
遊び方や
注意すると
ころ、職員
の配置など
を検討して
いるが、改
めて下見で
の安全管
理を徹底し
たい。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段遊び
慣れていな
い遊具なの
で、子ども
がうまく扱え
なかった。

慣れていな
い遊具とい
うことから、
見守る際
にはあらゆ
ることを想
定し、危険
を察知して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園外保育
で気もしも
高ぶってい
たと思われ
る。友だち
と元気にタ
イヤの遊具
で飛び移り
を楽しんで
いた。担任
に見せるこ
とを喜んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

特別危険
なことをして
いたわけで
もなく、怪
我をしたこ
ともわから
ない状況
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園外活動
で公園の
遊具で遊
んでいたた
め、一つの
ところに集
まらず分散
して子ども
の様子を
見るように
していた。

危険を常に
イメージし、
事前に回避
できるように
心がける。

10317

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左とう骨遠
位若木骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

ヒヤリハット
等を積極
的に実践
し、危険予
知等に心
がける。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

太鼓橋の位
置等を確認
し、近くにプ
ランターやコ
ンクリートブ
ロック、三輪
車等の遊具
がないか確
認し、安全
な環境作り
を心がける。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

太鼓橋で
遊んでいる
園児がいる
時には、職
員はそちら
へも意識を
向け、なる
べく目を離
さないよう
注意する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会を経
験して身体
的にも自信
を持つように
なり、少し難
しそうなこと
にも挑戦す
る気持ちが
ついてきたた
め「できる」と
いう思いで
取り組んで
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

クラスの他
の子どもた
ちと園庭で
鬼ごっこを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭にいる
低年齢児
の見守りを
していた。

職員はでき
る限りその場
にいる全園
児を意識し
て見守るよう
にする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10318

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 138 53 40 45 16 16 15.３

歳
2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕外
顆(がいか)
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

バスで降園
する園児に
対し、保育
室を出た
後は必ず
定められた
バス待機
列に並んで
待つように
指導してい
るが、誘っ
た友だちと
当該児は
守っていな
かった。

保育室を出た
後はまっすぐバ
ス待機列に並
び、他の所へ
は移動しない
で待つように、
園児に繰り返
し話し、守るよ
うに指導する。
誘った園児
は、日によって
バスで帰宅し
たり、預かり保
育を利用した
り異なる予定
があるので、特
に注意して行
動を見守る必
要がある。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

園バス●台と送迎
用乗用車1台、計
●台に乗る園児
が、それぞれ園庭の
デッキ部分や通路
（園舎沿い）に置
く札の場所に並んで
待機している。年度
も後半に入り園児
が慣れたことで、列
が乱れていることも
ある。列が乱れる
と、本来並んでいる
べき園児がいないこ
とに気づきにくく、ま
た、園児自身もきち
んと並ぶ意識が薄
れる可能性がある。

札の位置
に、きちんと
列に並んで
待機させ
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園庭には、早クラス
(1時間前に降
園）ですでに保護
者に引き渡した園
児が数組遊んでい
た。遅クラスで、幼
稚園の各保育室か
ら出て、預かり保
育、保育園部門に
向う園児もいた。園
庭にいる園児・保
護者・職員の数は
多く、それぞれ異な
る行動をしている状
況で、当該園児の
イレギュラーな行動
に職員が気づくこと
が出来ていなかっ
た。

札の位置
に、きちんと
列に並んで
待機させ
る。またそ
の意味を
繰り返し話
して園児が
理解するよ
うに指導す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

同じクラス
の児に誘わ
れて、回転
遊具に行っ
た。当該児
が中に乗り
込み、Y
ちゃんが外
側からかな
り速いス
ピードで回
していた。
一時的に
かなり夢中
だったと思
われる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は保
育室で送り
出しをした
のち、バス
添乗に必
要な名簿
等の準備
などで動い
ており、当
該児とY
ちゃんの動
きを見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

勤務時間
外の補助
教諭が、回
転遊具で
遊んでいる
のを見て、
注意を促
し、チュー
リップから離
れていくの
を見てい
た。その
後、転倒
直後の様
子も見てい
る。転倒の
瞬間は見
ていない。

降園時にクラ
スを出た後は、
担任が異なる
行動をするクラ
スの園児それ
ぞれを見守る
事は困難。主
任や補助教諭
を含め、園庭
にいる保育
者・園バス運
転手で園庭全
体の安全を見
守っている。
（門扉から出
たり、園バス周
辺で危険がな
いかなど。）

各職員が視
野を広くし、
また、荷物
を持ったまま
遊んでいる
園児がいな
いか、より注
意を払うよう
すにする。

10319

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 87 39 48 10 9 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨尺骨
(とうこつ
しゃっこつ)
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

自由遊びの前
には、行進の
練習をクラスで
行っており、園
児は適切に
ウォーミングアッ
プした状態だっ
た。職員は園
庭内に適切に
散らばって見
守りをしてい
た。当該児は
鬼ごっこの逃げ
子だったが、慌
てていた状況
ではなく、落下
の原因は不
明。

鬼ごっこの
際は遊具
に登るのは
無しにす
る、ほかの
園児の多
い所は避け
て逃げるな
ど、ルールを
設けること
で事故予
防につなが
ることが考
えられる。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

落下したす
べり台は安
全基準を
満たし、
日々清掃
や点検を
行っており
異状はな
かった。

引き続き、
遊具の安
全確認を
欠かさず行
い、園庭
(地面）に
も石ころな
ど異物がな
いよう安全
な確認して
いく必要が
ある。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

無理な追
いかけがあ
り慌てて逃
げていた状
況ではな
かった。周
囲にいた園
児も通常
通りの遊び
方をしてい
た。当該児
が何らかの
単独の理
由で身を
乗り出すな
どして落下
したと思わ
れる。

日頃から、
遊具ではふ
ざけたり身
を乗り出す
などイレギュ
ラーな行動
をすると事
故につなが
ることを伝
え、注意を
促す。保
育者分散
してそれぞ
れの遊具に
ついて見守
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 もともと活
発な園児
で、この日
も元気に
動き回って
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は同
じ遊びをし
ていたが、
離れた場
所にいて事
故発生の
瞬間は目
撃していな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

2mほどの
距離にい
て、落下前
の原因の
場面は見
ていない
が、落下す
る姿は目
撃したた
め、すぐに
駆け寄り対
処した。

鬼ごっこの
特性上、
当該児の
すぐそばに
担任がいる
ことは考え
にくい状況
だった。鬼
ごっこそのも
のとしては
子どもたち
を焦らせた
り危険な動
きを誘うよ
うなことをし
ておらず、
適切だっ
た。

園庭にいる
保育者の数
や立ち位置
は問題な
かったと考え
るが、より視
野を広く持
ち、事故を
防止できる
ようしていき
たい。

10320

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 71 18 22 31 5 5 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度
３回/年

2.基
準配
置

遊具の遊
び方を子ど
もたちと再
確認する。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎月 1.定期的
に実施 毎日

遊具の下
にクッション
性のある
シートを敷
く等の安全
対策を図
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の遊
び方に過
度のものが
ないか注意
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通り、
活発に遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

5名の職員
の立つ位
置を見直
し、園庭内
に死角を
作らない。
時間帯に
よっては外
遊びの範
囲を限定
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員の立
つ位置を
見直し、死
角を作らな
い。

のぼり棒、
ジャングルジ
ム、木登りな
ど子どもたち
と安全な遊
び方を考え
る。

10321

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

特に鉄棒
が原因では
ないため、
使う上での
注意事項
として、子ど
もたちへ話
をする

1.定期的
に実施 5 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 3 特になし

鉄棒下に
クッション材
をひくことが
望ましい
が、費用面
と予算を組
んでから行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

鉄棒のための
介助はしてい
なかったが、側
にいたので、鉄
棒を使用する
前に子どもたち
へ手を放さな
いなどの注意
事項を伝える
ことで、防止が
できる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だち数
名で、鉄棒
で遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は、
子どもたち
と他の遊び
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ブランコと鉄
棒の側にい
てブランコに
注意を払っ
ていた。

特になし

鉄棒での遊
びの際に、
教諭・補助
教諭をその
場に充てる
事は出来な
いため、鉄
棒で遊ぶた
めの注意を
伝えて見守
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10322

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 9 2 2 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

10

1.基
準以
上配
置

職員会
議、各種
ミーティング
で検討を
加える。

1.定期的
に実施 10 1.定期的

に実施 10 1.定期的
に実施 10

安全点検
において、
遊具に危
険がないか
丁寧に点
検する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一人一人
に目を配る
ことができる
よう職員体
制を検討
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

簡易設置
の鉄棒から
降りるとき
にバランス
を崩す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒横で
見守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭やサー
キットなどで
子どもと関
わり遊ぶ。

子どものバラ
ンス感覚や
体力の向上
を促す。

10323

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 22 3 4 5 3 3 4 3 3 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　1～2
2.基
準配
置

危険個所の
見直しと対
策、環境整
備を行う。
子どもの発
達や年齢を
踏まえて危
険な行動に
ついて職員
間で検討し
他の職員に
も周知でき
るようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 　

引き続き
定期的に
点検を行
い安全な
環境整備
を怠らな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

厚みのあるマッ
トを敷く。遊び
の中でバランス
感覚や身体機
能を高める遊
びを工夫する。
予測できにくい
行動であっても
常に危機意識
を持って遊びを
見守り、子ども
から目を離さな
いようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

好きな遊び
であり積極
的にマット
遊びを楽し
んでいた。
しかし段々
ふざける様
子が見られ
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

マット遊び
の直ぐ側で
遊びを見
守ってい
た。危険な
遊びをした
際は声掛
けを行って
いたが、そ
の直後に
事故が起
こった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のクラス
の職員は、
他の遊具
の側に立
ち、危険が
ないようにと
見守ってい
た。

回数を重ねる中
少しふざけた様
子が見られてい
た。注意を払う
よう声掛けを
行っている中、
事故が起こっ
た。遊びを中断
し考えさせる時
間をとったり、少
しテンションを下
げる等の工夫を
することが必要。

10324

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 22 3 4 5 3 3 4 3 3 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右環指末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1～2
2.基
準配
置

危険個所の
見直しと対
策、環境整
備を行う。
子どもの発
達や年齢を
踏まえて危
険な行動に
ついて職員
間で検討し
他の職員に
も周知でき
るようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

引き続き
定期的に
点検を行
い安全な
環境整備
を怠らな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

配膳をする
際の約束
の徹底。机
の安全点
検を定期
的に行う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもは机
を運ばない
園児であっ
た。また、
現在骨折
中であるた
め負荷のか
かる行動は
全て排除し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象園児
に付き添っ
ていた。対
象園児の
側にいたた
め、机を
持った際直
ぐ声を掛け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、他の園
児に給食
の準備をす
るよう促し
ていた。

とっさの園児
の行動で
あっても危
険な行動が
回避できる
よう立ち位
置に工夫
し、連携し
合うよう心
掛ける。

10325

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 23 2 2 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

マニュアル
の共有を
全職員で
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

引き続き、
安全点検
を行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

一人一人
の遊びを
しっかり見
守ると共
に、危険な
環境がない
よう注意す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
に遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

同じ保育室内
におり、保育に
あたっていた。
けん玉練習を
しているグルー
プがいたことを
把握し、応援
をしながら遊ぶ
様子を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊びの
グループの
中に入り、
保育をして
いた。

子どもが道
具を用いて
遊ぶ場合は
そこに職員
が見守るよ
うにする。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10326

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

10
2.基
準配
置

身体機能
に配慮が
必要な子
に対して、
本人の意
思を汲みな
がらも危険
予測をした
対応が出
来なかっ
た。

全体を見
回し危険
箇所を把
握し、保育
者が子ども
の動きと共
に流動的
に動けるよ
うに遊具配
置、職員
配置を見
直す。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

年長児に
対してソフ
ト積木の
大きさ、形
からバラン
スがとり難
い箇所の
有無、コー
スの組み合
わせ方、距
離等が適
正であった
かを検証し
た。

ソフト積木の
形(大小・長
短等)からバラ
ンスを崩しやす
いもの、踏み
外しそうなもの
等を予想し
て、組み合わ
せの工夫や配
置、遊具の数
等を年齢に応
じて、取り入れ
ていく。それら
について使い
方、危険性の
確認として検
討会議を開
き、周知してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

午睡はなく、
午後おやつ
後の時間帯
で、身体的
には疲れて
いることも考
えられる。反
面、気持ち
の上では運
動遊びをし
たい。それら
を考慮して
今回の活動
を設定した
が、実際、
夕方の運動
遊びとしては
無理があっ
たことも考え
られる。

Ⅰ字ブロック箇
所を減らす、ま
たは遊具設定
の配置を組み
換える等で見
守り範囲に死
角を作らない
ように徹してい
く。やりたい気
持ちや出来る
と信じた気持
ちと、実際に備
わっている発達
機能との差が
ある場合にどの
ように意欲を
維持しながら
機能発達を促
進していくかを
考えサポートし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

繰り返し身
体を動かす
遊びをして
きたことによ
り、運動遊
びが好きに
なり、今ま
では片足
ずつブロック
を跳び越え
ていたが初
めて自ら両
足跳びに
挑戦した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体の遊
びを見守
り、一番危
険と判断し
た箇所に
留まってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

主担任は
個人面談
があり、席
を外してい
た。

全体を見
ながらも一
本橋遊び
の方に意
識を向け
過ぎ、一箇
所に留まっ
てしまった
為、本児の
動きへの対
応に至らな
かった。危
険予測に
欠けた。

一人で保育
する場合、
コースの範囲
を狭めたり、
死角を作らな
い設定にする
等が必要で
あった。また、
今回の形で
活動するには
全体を見渡
す他職員が
必要であった
と考え、見守
り対応の強化
と職員間の声
掛け等を通し
て、改善に向
かう。

10327

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 29 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足親指
不全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

次の運動
遊びをする
ために歩い
て移動して
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の様
子を見渡し
ながら園児
の様子を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

分散した位
置にいた。

足元に物
があることに
気付かな
かった。

ボール遊びを
している付近
では、ボール
が転がってくる
ことがあり、転
倒につながる
ことを事前に
話をし足元に
も意識がいく
ようにする。

10328

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 81 # # # 7 7 17.５

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

左足側背
骨　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普通に歩
いていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

布団敷の
お手伝いを
している園
児の様子
を見ながら
一緒に布
団を敷いて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

分散した位
置にいた。 特になし 特になし

10329

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 12 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

5.下肢
(足・足指)

熱性けいれ
ん

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

当事案に
ついて対応
の確認。関
係職員に
聞き取り、
問題提
起。今回の
対応ついて
全職員で
見直しや
確認をし
た。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

2.不定期
に実施 　 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

休み明けと
いうこともあ
り、様子は
気にかけて
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子どもの様
子を全体
的に把握
できていた
ためすぐに
発見し対
応できた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

すぐに駆け
付け職員
室への連
絡　他児の
対応

子どもたちの遊
ぶ様子を全体
的に捉え把握
していたことで
すぐに異変に
気付き迅速に
対応することが
できた。また、
マニュアル研修
を行うことで痙
攣時にも落ち
着いて対応す
ることができ
た。

他クラスの職
員の応援要
請　他児の
対応　など
職員間で共
有

10330

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 25 2 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

近くの園児
に気をとら
れていたた
め、ケガに
気付けな
かった。

配置場所に
責任を持
ち、全体の
子どもの動き
を意識して
目視し、危
険を予測し
ていく。全職
員へ事故発
生について
周知し再発
防止に努め
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

外部の施
設を利用し
ており、設
備面での
問題はな
かったと思
われる。

行事前に
も器材の
点検を行っ
ているが、
発生時に
再度点検
を実施し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

競技の性
質上、カゴ
の周辺に
玉が集まり
やすく、そこ
に取りに来
る子も多
かったため。

１回で行う
人数を減ら
し、他の子
にぶつかり
にくい状況
をつくり、職
員が子ども
の動きを確
認しやすく
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

競技に真
剣に取り組
み、たくさん
玉を入れて
勝ちたいと
いう姿が見
られる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

カゴの転倒
に気をつけ
て、カゴの
周辺にいた
が、子ども
の動きの予
測ができて
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

問題なし

職員同士
で、どこを
確認するか
を伝え合
い、見る範
囲に集中し
て、子ども
の変化をと
らえることが
できなかっ
たため。

周りにいる
子に気をつ
けながら拾う
など、競技を
始める前に
危険なことを
予測してい
く。
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死亡
0
歳
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歳

2
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5
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上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10331

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
付け根部
分の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

目前で指
導する際
に、周囲へ
の配慮が
必ずしも十
分でなかっ
たことが考
えられる。

担任だけで
はなく、フリー
の職員を活
用して頻繁
に巡回する
ようにする。
また、事故に
つながるよう
な動きがあっ
た場合は事
前に注意等
を行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

シート敷きの
床であり、
ハード面に
特に問題は
無かったと思
われるが、そ
のような床で
も骨折のよう
な事故が起
こり得るとい
う認識が不
足していた。

事故につな
がるような遊
び等の行動
が見られる
場合は、事
前に注意等
喚起する。ま
た、十分な
柔らかさのな
いところで体
操のようなこ
とをさせない
ようにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児用机
が並んでい
たため、視
界が十分
ではなかっ
たことが考
えられる。

自由遊び
の際は、職
員が目を
通しやすい
ような配置
等の工夫
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
であったが、
一緒に遊
んでいた友
達に見せた
かったのか、
ブリッジの
姿勢をとっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は保
育室内に
いたが、発
生当時は
他の園児と
のやりとりを
していたた
め、対象児
の動きを十
分把握で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者以外
の職員はそ
れぞれの配
置場所で保
育をしてお
り、見ていな
かった。ま
た、フリーの
職員は当時
別の保育室
で対応すべ
きことを行っ
ていた。

目の前の対
応に気をとら
れ、対象児
の動きに対
する注意が
必ずしも十
分ではなかっ
た。また、対
象児の動き
に特段危険
を感じること
ができなかっ
た。

園児全体の
動きを把握
するように努
め、事故・ト
ラブルが起こ
りそうな場面
があった場
合には事前
に注意を促
す等、園児
への声かけ
を徹底す
る。

10332

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 25 5 # 6 6 13.１

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)

顔面打撲、
二次感染を
伴う湿疹
（眼周
囲）、右眼
球打撲傷、
右眼瞼挫
傷、右外眼
角部瘢痕拘
縮、顔面皮
脂欠乏症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

職員のいた
場所が本
児にすぐ手
の届く場所
ではなかっ
た。

すぐに対応
できる位置
に職員を
配置するよ
うにする。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 40 1.定期的
に実施 毎回

転倒した場
所の先に
机があった
為。

更に安全
に過ごせる
よう机等の
配置に配
慮していく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

当児はお気
に入りの毛
布がないと
落ち着け
ず、保育士
も気をつけな
がら当児の
姿を見てい
たが、移動
する際に毛
布を踏み転
倒してしまっ
た。

他児同
様、午睡
後はすぐに
毛布を片
付ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一瞬で転
倒したので
その後すぐ
手当をし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

自分の担
当の子を
見ながらも
全体を見
守ってい
た。

特になし

引き続き、当
児が安心でき
る様に毛布の
代わりに好き
な玩具等を
渡したり、気
持ちが落ち着
けるよう関わっ
ていく。

10333

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 3 2 1 1 1 17.５

歳
2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

保護者と
懇談をして
いたため、
子どもへの
配慮が十
分ではな
かった。

子どもへの
配慮をしな
がら、保護
者と懇談す
るようにす
る。

2.不定期
に実施  1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 2

少人数で
遊んでいた
ため、保育
室が広く感
じ走ってし
まった。

保育室で
は走らない
等子ども達
に指導す
る。

7.その他

子どもの見
守りが十分
ではなかっ
た。

保育室で
走ると危険
なことを伝
えながら見
守るように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

姉と一緒
で、いつも
よりうれしく
て気持ちが
高ぶってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

母親と相
談していた
ため、少し
離れたとこ
ろから見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

時間外で
の業務を
行ってい
た。

クラス担任
は1名いた
が、母親と
話していた
ため子ども
達への配
慮が十分
でなかっ
た。

クラス担任が
子どもへの
配慮をしな
がら、保護
者と懇談す
るようにす
る。

10334

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

危機対応
に関する研
修にできる
だけ参加す
るようにす
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

点検時に
念入りに点
検するとと
もに、1年
に1度点検
確認表も
見直す

1.集団
活動中・
見守りあ
り

イスをベット
にみたてて
遊んでいた
が特に危
険と感じな
かったため
止めなかっ
た。

イスの使い
方を改めて
伝えた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に普段と
変わった様
子はなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラス全体の
子どもたちを
見守りなが
ら、他の園
児と遊んで
いる時に、泣
き声がしたの
でそちらの方
向を見ると
本児が床に
倒れていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故時は
担任ひとり
がクラスに
おり、他の
職員はみ
ていなかっ
た。

園児と遊び
つつ全体を
見守ってい
たが、注意
深さが必要
だった。

注意深く園
児を観察す
る必要があ
る。

10335

令和
6年
3月
21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 32 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

職員の配置
は基準を満
たしていた
が、園庭全
体を見渡せ
ている職員
がいなかっ
た。遊具毎
に職員が配
置できてい
なかった。

職員同士
で声かけを
行い、遊具
毎に確実
に保育者
がつく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 1 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭が広
く、遊ぶ遊
具の数も
多かった。

保育者の人
数が少ない
時は、運動
遊びの遊具
の数をはじめ
から少なくす
るなど確実
に保育者が
器具に着け
るようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ふざけた様
子もなく、
雲梯での
遊び方にも
問題はな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体的に目
を配らせて
園児の様子
を観察して
いたが、他の
遊具で遊ん
でいる子も
同時に見て
いたため、少
し離れた場
所で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同上

職員間のコ
ミュニケーショ
ンが不足し
ており、保育
者がどこに居
てどのように
子どもを見て
いくのか、共
有する事が
できていな
かった。

運動遊びの
器具の数を
限定し、遊
具毎に側に
ついて目を
配れるように
する。

10336

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 14 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
1.定
期的に
実施

毎日、遅番
が施設戸
締りの際、
安全を確認
しており、不
備があった
場合、主
任・副園
長・園長に
報告。

2.基
準配
置

こどもが危
ない遊びを
している時
は必ずクラ
ス・学年・
全体に知ら
せる。

1.定期的
に実施

毎日、遅番
が施設戸
締りの際、
安全を確認
しており、不
備があった
場合、主
任・副園
長・園長に
報告。

1.定期的
に実施

毎日、遅番
が施設戸
締りの際、
安全を確認
しており、不
備があった
場合、主
任・副園
長・園長に
報告。

1.定期的
に実施

毎日、遅番
が施設戸
締りの際、
安全を確認
しており、不
備があった
場合、主
任・副園
長・園長に
報告。

特になし。
遊具等の
使い方の
再指導。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動会前
で、ハイテン
ションによる
ものと考え
られる。

担任が、危
険なあそび
を見つけた
らクラス、学
年、全体で
共有し指
導をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　お迎え児
の対応

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

合流前の
為１クラス
のみ　戸外
遊び

保護者との
対応のあり
かた。

送迎時の個
別対応時
間を検討す
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10337

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 32 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

引続き、跳
び箱の活
動をする時
の指導の
仕方、子ど
もが跳ぶ時
の補助の
仕方・注意
点・職員の
配置につい
て注意して
いけるよう
周知してい
く。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施
開園時は
毎日実施

1.定期的
に実施

開園時は
毎日実施

引続き、定
期的に実
施していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

引続き子ど
も達が、跳
び箱を跳ぶ
近くに立ち
すぐ手助け
できる位置
に職員がつ
くようにする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

落下し手を
付いたにも
かかわらず
痛みを強く
訴えず気
丈であった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

クラスの子
ども達のと
び箱の活
動を進めて
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

とび箱の横
に立ち補
助に入れる
ようにしてい
た

引続きとび
箱の活動で
の注意点を
職員で周知
し

10338

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 30 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第5指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

外遊びを
行う前にど
ういう場所
にはどのよう
な点を注
意すべきこ
とがあるか
子ども達と
話し合って
から遊ぶ

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施
開園時は
毎日実施

1.定期的
に実施

開園時は
毎日実施

引き続き
坂を降りる
時はすべる
こともあるの
で、遊び
方、降り方
の注意点
を子ども達
や職員に
周知してい
く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

坂の近くで
遊んでいる
子どもがい
る場合はど
んな遊びや
行動をして
いるか気に
かけて見て
いく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 突いた指
を痛がり、ど
のように指
を痛めたか
しっかり話し
てくれた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 園庭で遊
ぶ子供たち
を全体的
に見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 園庭で遊
ぶ子供たち
を全体的
に見ていた

坂の方で遊
ぶ子ども達
がいる時は、
滑る危険が
あるので動き
を気にかけ
見たり声掛
けする

10339

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 15 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 口唇外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

活動するに
あたり、適
切な職員
配置を行っ
ていました
が、職員の
立ち位置
や目くばせ
を指導して
いきたい

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施
開園時は
毎日実施

1.定期的
に実施

開園時は
毎日実施

日々、整
理整頓をし
ているが、
引き続き
行っていき
たい

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日々、園
児に対して
声掛けをし
ているが、
わかりやすく
声掛けを
行っていき
たい

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4歳児クラ
スにおいて
水分補給
後、自由
遊びに移る
タイミングで
周囲を見
ながら歩い
ていた所、
机の脚につ
まずき、前
の机の角に
ぶつけた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

4歳児●●
組教室内の
前（教卓）
におり、対象
児がいた反
対方向から
他児が来た
のでその園
児と話をしな
がら、全体
的に目を向
けていた。対
象児が周囲
を見ながら
歩いていたの
は、見ていた
が転んでぶ
つけた瞬間
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
のみで保育
をしており、
他の職員
はいなかっ
た。

机の配置の
見直しやこど
もたちが移
動をする時
に机の脚に
引っかかって
しまうことが
あるので前を
向いて歩け
るように伝え
ていく。ま
た、移動す
る前に予測
をして注意
を払えるよう
日々の生活
の中でも話
をしていく

10340

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 2 1 2 2 1 16.４

歳
2.女
児

●月●日に保
護者様よりお電
話でお申し出が
ありましたが、●
月●日・●日
も通常通り園に
通われており
（事故があった
かもしれないと
いうのは●日と
申告されていま
す）学校給食
も問題なく食べ
られておりまし
た。お電話にて
お申し出があっ
た際は、誰にや
られた、など他
の園児の名前
は出ておりませ
んでした。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

AI 外傷性
歯牙亜脱
臼

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

2.なし
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

職員がトイ
レに行く際
や保護者
様のお迎え
の対応の
際、保育
従事者が
教室内に
１人になる
ことがあるの
で、保育従
事者を増
員する。

2.不定期
に実施 2 3.未実施 0 2.不定期

に実施 12

カメラにその
現場が写っ
ていれば、
状況を説
明できたか
もしれない

各教室に
ある防犯カ
メラが故障
した場合は
修理を依
頼する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児の体
の一部に
血のような
ものが見受
けられた場
合、園児の
口腔内も
確認する。
目立った外
傷が見受
けられなく
ても保護
者に伝え

     る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
事故があっ
たと言われ
る当日も
翌日も
翌々日も
痛みや事
故に関する
申し出が
一切なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
口の近くに
血のようなも
のが微かにつ
いてたかもし
れないことを
記憶してい
るが、本人も
全く痛がって
いたり泣いた
りしていない
ため、口腔
内までは確
認しなかっ
た。唇がかな
り乾燥してい
たので、皮が
剥けて少し
血が出たの
かもしれない
と思った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の職員
も現場は
見ておら
ず、他の園
児も何も
言っていな
かったため、
怪我したか
もしれない
ということさ
え知らな
かった。

血のようなも
のを見た時
は、本人が
痛がっていな
くても保護
者様に念の
ため伝える。

10341

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 59 0 0 0 23 20 16 19 14 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)

鼻骨骨折
の疑い、鼻
梁部皮下
血腫、顔
面擦過傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

職員だけで
なく園児に
も自己防
衛的な話
をする。

研修時だ
けでなく日
ごろのヒヤリ
ハット事例
をもとに対
策を周知
徹底する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日

園児の行
動を想定し
危険となり
うる場所の
確認。

2階の階段
入り口に柵
や階段角
等にクッショ
ン材配置
の検討。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

麦茶のジャ
グが教室に
置いてあり
階段を上
がらなけれ
ば飲むこと
が出来な
かった。

麦茶のジャ
グを玄関に
置き、外遊
びの時間も
飲めるよう
に改善し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝の外遊
びの時間

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
他の園児
に対応して
いた為2階
に上がった
事に気づか
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の園児
に対応して
いた為2階
に上がった
事に気づか
なかった。

外遊びの
時間は全
職員が園
庭に出るの
ではなく玄
関付近に
見守り配
置する。

目の前の子
供だけでなく
全体に注意
を払うよう多
角的視点で
の見守りの
徹底。
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死亡
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歳
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2
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3
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10342

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 30 8 22 0 0 0 0 0 4 4 13.１

歳
1.男
児

献立→白身
魚のケチャップ
煮、青菜の炒
め物、キウイフ
ルーツ
卵アレルギー
他はなし。牛
乳は保護者
が飲ませてい
なく、本人も
飲んでない状
況。

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷 6.その他

食物による
アナフィラキ
シー症状

6.アナ
フィラキ
シーによ
るもの

2.なし 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

アレルギー
児の把握・
摂取確認
のミス

職員への情報
共有はもちろ
ん、アレルギー
症状について
の勉強会を定
期的に開催
し、職員のアレ
ルギー症状の
知識と対応方
法の周知す
る。
・職員誰もが
把握できるよう
目につくところ
にアレルギー児
の状況、症状
によりどのよう
な対応をする
のかのマニュア
ルを整備し、
全職員が即時
判断できるよう
にする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日 －

設備等の
不備はなし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ソフト面と
同様。

ソフト面と
同様。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 　　咳をし
て泣いて起
きた。側に
いたM保育
士が変化
に気づき、
抱きかかえ
て看護師
に本児の
様子を確
認しても
らった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
他の職員
は、午睡
時について
いた。

保護者から
提出してもら
うアレルギー
食指示書に
未摂取の食
物が記入さ
れていなかっ
た。保育士
側も昨年、
離乳食チェッ
ク表に未摂
取だったこと
は把握して
いたがその
後、保護者
との会話の
中で試して
いると認識し
てしまってい
た。※実際
は、未摂取
だった。

アレルギー
食指示書の
確認をし、
保護者に追
加記入をし
てもらう。もう
一度本児の
アレルギー
食材を確認
し、チェックを
看護師、担
任、調理、
施設長が行
なう。

10343

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 28 1 1 18.６

歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯肉炎・外
傷性歯の
脱臼・下唇
粘膜裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

配置等に
は問題は
ないと思わ
れるが引き
続き注意
をしてみて
いく

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施
開園時は
毎日実施

1.定期的
に実施

開園時は
毎日実施

いつもと違
う環境にな
る時は普
段より環境
設定に気
をつけていく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつもと違
う環境にな
る時は普
段より環境
設定に気
をつけていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体の子ど
も達を見て
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児の近く
にいた

椅子・机が
ある時は移
動で転んで
しまう危険が
あることを常
に意識し、ま
た子ども達
の動きの予
測をし声を
かけたり、椅
子・机の配
置にも気を
をつけていく

10344

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 1 1 2 4 1 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

予測の出
来ない動き
に対応出
来なかっ
た。

急に友達
を押しては
いけないと
伝える。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

友達と遊ぶ
際に注意
すべきこと
の指導を
行なう。

必ず園児
へ注意事
項の説明
をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

横並びで
落ち着いて
話をしてい
たので予測
できなかっ
た。

子ども達へ
の声掛けの
徹底。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段と変わ
らない様子
で過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
目の前に
立って話を
聞いてい
た。。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
いない。

予測の出
来ない行
動への対
応が出来
なかった。

子ども達へ
の声掛けの
徹底。

10345

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 20 2 2 15.３

歳
2.女
児

年齢的、また
進級により新
しい担任との
関係性ができ
ていない時期
のため、お箸
を耳に入れら
れたことを伝え
ることができな
かったと思われ
る。

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
左耳鼓膜
損傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

給食中の
事故で、1
名は排便
児童のトイ
レ介助。1
名は給食
時のお替り
要望児の
対応をして
いたため、
園児全体
の見渡しが
できていな
かった。お
箸による危
険性の指
導が足りな
かった。

給食のお
替りスタイ
ルをなくし、
個々にあっ
た食事量
を配膳し、
途中で保
育士の目
が園児たち
から離れな
いようにす
る。お箸の
使い方、危
険性につい
ての指導の
徹底を図
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 48

2歳児の時
は6対1の
保育士
数。3歳児
になり18対
1（町基
準）との保
育士数に
基本的生
活習慣が
確立してい
ない状況で
の年度初
めの保育は
保育士の
負担が大
きい。

安全・安心
な保育を
提供できる
よう部屋の
座席の配
置や保育
士の立ち
位置を工
夫し、見守
りをする。

6.食事
(おやつ)
中

年齢が低
いほど排便
時間が安
定しておら
ず排便後
の始末が
未熟なた
め、保育士
の関わり比
重が多い。

コロナ禍の
対応も大
切である
が、事故が
起きないよ
うな机の配
置工夫、
見守りしや
すい職員
配置の工
夫をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
泣いていた
部分もある
が、その後
食事のお
替りをした
り、午睡後
はいつもの
様子でおや
つ等も食べ
ていたた
め、通常通
り保護者に
渡した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
1人の保育
士は、食
事中の排
便者がいた
ため、トイレ
に付き添っ
ていた。
1人の保育
士は食事
のお替りを
する子供に
目を向けて
いたため気
づかなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
各保育室
での食事の
世話をして
いた。

全体的活
動を誘導し
ていく保育
士と、個性
的な子な
ど、一人ひ
とりを見
守った保育
をしていくに
は職員数
が足りな
い。

全ての子
が、いつ危
険な行動を
とるか把握
できない状
況ではある
が、特に行
動の激しい
子供に対し
ての目配り
を重点化し
ていく。

10346

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 22 6 6 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨頸部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2～3

1.基
準以
上配
置

職員配置
は十分で
あったと思
われる。

子どもにか
かわる職員
は、個別に
かかわりつ
つも全体を
把握するよ
うにする。

1.定期的
に実施 その都度 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

取り合いに
なってしまっ
たということ
は十分な
数が用意さ
れていな
かった。

人気のある
ものは、多
めに用意で
きるように
検討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

食後の片
付けや着
替え、排
泄、午睡の
準備と個
別に関わり
が必要な
時間帯で
あり、全体
の掌握が
甘かった。

食後の時
間帯の子ど
もたちの過
ごし方の見
直し、職員
の動きの見
直しを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児が使っ
ていた玩具
が欲しかっ
たが、取る
ことができ
なっかた。そ
のため、意
地を焼いて
暴れた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

職員は、
他児童の
着替えや
遊びの見
守りをして
おり、本児
らがトラブル
になってい
ることはわ
かっていた
が、様子を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

給食の片
付け、午睡
の準備、他
児童のきが
えや排泄の
処理などに
分かれて対
応してい
た。

本児は、
思い通りに
ならないと、
癇癪を起
すことがあっ
たが、トラブ
ル後の声
掛けや気
持ちの受け
止めフォ
ローがされ
なかった。

個別のかか
わり方、配
慮の検討と
共通理解。
食後の過ご
し方の時間
や環境の見
直しを行う。

10347

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 16 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
腓骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

戸外での
活動をする
際は活動
内容を職
員間で周
知し、職員
の配置を
考える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

園庭、花
壇の整備
を常時行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

各々での
観察をしな
がらではあ
るが、子ど
も達の動き
に目を向け
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭や花
壇にて虫・
葉・花を探
すため、異
動しながら
観察してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子ども達と
一緒に観
察しなが
ら、各々の
動きに注
意しながら
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事務室に
て、職員が
子どもの活
動の様子
を確認はし
ていたが、
対象児の
動きは見て
いなかっ
た。

年長児だか
ら身体の不
調を保育士
に伝えられる
わけではな
いので、子ど
もの少しの
変化も見逃
さず、確認し
気を付けて
いく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10348

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

会議等で、
再度マニュ
アルを徹底
し注意を促
す

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 365 1.定期的
に実施 365

引き続き、
点検を注
意しながら
行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一斉に動
き出してし
まったため、
十分な間
隔がとれな
かった

こども達が
動き出すと
きは十分
間隔をとっ
てから誘導
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康面等
に問題な
く、元気で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭にて
全体の子ど
もたちの動
きをチェック
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭にて
全体の子ど
もたちの動
きをチェック
していた

こどもの動
きに対する
予測が不
十分であっ
た

安全に配慮
し、誘導の
仕方を工夫
してゆく

10349

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 21 2 2 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

運動会に
向かって、
いろいろな
事に挑戦し
ようと意欲
的な姿が
あった。

日常的に
置いてある
遊具なの
で、再度遊
び方や危
険について
子ども達と
確認し、保
育士も事
故発生の
可能性を
今まで以
上に念頭
に置くように
する。職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 １回/週 1.定期的
に実施 4

室内用の
遊具（この
日は、とび
箱・鉄棒
等）を何
種類も出さ
ず、行き届
く範囲内に
するように
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

運動会に
向かって、
いろいろな
事に挑戦し
ようと意欲
的な姿が
あった。

日常的に
置いてある
遊具だが、
保育士も
事故発生
の可能性
を意識し、
声がけ等
更に意識し
ていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

本児は、
跳び箱を
何度も跳
んで満足
し、他の活
動に自分
で向かって
行ったところ
だった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任一人
は、とび箱
を跳んでい
る園児の
方を見てい
た。本児
が、満足し
てトランポリ
ンの方へ
行ったのは
承知してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

昼寝からの
目覚めが
遅い園児
と、布団等
の片付けを
していた。

運動会に
向かって、
いろいろな
事に挑戦し
ようと意欲
的な姿が
あった。

怪我発生の
可能性があ
ることを再認
識する。

10350

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 34 16 18 3 3 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘 亀裂
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保育状況
によって、
使用する
遊具や保
育士の配
置につい
て、職員間
での意思
統一にあい
まいな部分
があった。

５0cm程
度の高さか
ら子どもが
落下した場
合、条件に
よっては骨
折が発生
する可能
性があるこ
とを職員間
で再確認
し、遊具で
遊ぶ
場合のルー
ルを見直し
た。また、こ
れまで同様
に事故予
防のための
研修を定
期的にうけ
ることとし
た。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 3.未実施

遊具の下
にクッション
性のマット
を敷いてい
た。厚みの
うすいマット
であるた
め、遊具の
高さに対し
て衝撃を
吸収できる
レベルで無
かった可能
性がある。

遊具下の
マットの見
直し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育状況
によって、
使用する
遊具や保
育士の配
置につい
て、職員間
での意思
統一にあい
まいな部分
があった。

50cm程度の
高さから子ども
が落下した場
合、条件によっ
ては骨折が発
生する可能性
があることを職
員間で再確認
し、遊具で遊
ぶ場合のルー
ルを見直した。
雲悌など幼児
が使用するとき
に50cm以上
の高さがでる
遊具は、保育
士が傍で見守
れる場合のみ
使用することと
した。また、こ
れまで同様に
事故予防のた
めの研修を定
期的にうけるこ
ととした。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
対象児
は、保育
士に見守ら
れる状況
で、雲梯が
一人で出
来るように
なったばか
りであり、
自分でやろ
うという意
欲があっ
た。意欲に
対して、一
人でやりき
るという点
で体力面
がおいつい
ていない面
もあったと
思われる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
当時は、保育
士3名で3・4
歳クラスをみて
いる状態であ
り、複数の遊
具で子どもの
遊びが見られ
た。雲梯のとな
りのアスレチック
にものぼり棒や
ブランコなど注
意を要する遊
具があり、遊
具付近の保育
士は、対象児
だけでなく、他
の園児にも注
意をはらって保
育をおこなって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
対象児が
雲梯で遊
んでいる様
子は見てい
たが、落下
の瞬間は
見ておら
ず、しりもち
をついて、
泣いている
様子で
事故の発
生に気づい
た。

注意が必
要な遊具
が複数ある
状況で、自
由遊びをお
こなったた
め、注意に
意識が分
散している
状況での
保育であっ
た。

雲梯やのぼ
り棒は、保
育士人数が
限られる状
況ではおこ
なわない必
要がある。
高さ50cm
をこえるもの
では、条件
次第で骨折
などが発生
するものと考
え、そのよう
な遊具では
保育士が1
名以上つけ
る状況で遊
びをおこなう
ことにした。

10351

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 23 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

職員に事
故について
周知し注
意を促し
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 　毎日

園児にあら
ためて遊具
の使い方や
注意点を
指導した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつものよ
うに助走を
つけ鉄棒に
飛びついた
際に手が
外れ滑り落
ちた。

そばには見
守りの職員
がいたが、
滑り落ちた
瞬間にヘル
プは難し
かった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつものよ
うに友達と
園庭を走り
回ってい
た。その中
で鉄棒に
飛びつき前
回りをした
際に手が
滑ったのか
落下してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
鉄棒のそば
には職員を
配置してい
たが、特別
乱暴な行
動ではな
かった。
滑ったのは
一瞬のこと
でヘルプで
きなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
鉄棒やブラ
ンコ等の遊
具のそばに
は職員は
いた。

職員の見守
りの配置位
置等を再検
討した。

10352

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 16 5 5 16.４

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 3.火傷 1.頭部

顔右側・胸
部の火傷
熱傷深度
Ⅱ度

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

熱い物を
園児に運
ばせた。冷
ますか職員
が運ぶべき
であった。

危険が伴う
行動をする
際には、大
人1人は危
険がないか
全体を見
る係をつく
る。

1.定期的
に実施 52 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52 なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが動
きやすい動
線が確保
できていな
かった。ま
た、別の小
さい鍋に移
し冷ますな
どをしてい
なかった。

手順を確
認する中
で、危険な
部分はどこ
かを確認し
あい、認識
しあう。危
険が伴う際
は、必ず全
体を見る
職員をつく
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
自分のカ
レーライスを
配膳・運ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
1名はカ
レーライス
の盛り付
け、1名は
写真係、1
名は子ども
の準備の
補助で本
児を見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担当の子ど
もの配膳
準備

全体に目
を配る職
員がいな
かった。子ど
もを見る職
員が他児
に関わる
や、写真
係をして全
体の様子
を見られな
かった。

事前準備で
危険がある
物を確認
し、再認識
をする。危
険が伴う活
動は、全体
を把握し、
予測外の行
動にも対応
できるように
する。時間
の余裕を作
るように計画
を立てる。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10353

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 79 25 26 28 7 7 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果骨折
（骨端線
損傷）

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

大型遊具
と樹木の間
にいた本児
が不意に
足を捻った
為、未然に
防止するこ
とができな
かった。

園児の状
況を把握
できるよう
に職員配
置を工夫
する。
戸外遊び
の際に怪
我防止の
為の準備
運動や体
幹を整える
活動を取り
入れる。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施 48

事故のあっ
た場所は
段差等は
なく、安全
にも配慮し
ていた為
ハード面の
要因は問
題ないと判
断する。

樹木と大
型遊具の
スペースも
あり、地面
にも凹凸は
なかったた
め、安全な
状況が保
たれてい
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊びを限
定せず、
個々が好
きな遊びを
楽しんでい
た。

穏やかに好
きな遊びを
楽しめるよ
う環境の設
定を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
樹木の下
にアリの巣
があり、探
索活動を
好んでする
場所であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
大型遊具
で遊んでい
た園児を
向かい側か
ら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
離れた場
所でその他
の園児全
体とみてい
た。

大型遊具
により、死
角のできる
場所であっ
た。

大型遊具に
より、死角と
なりやすい
為、他方か
ら園児を見
守る必要が
あった。

10354

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 2 2 17.５

歳
1.男
児

6.水遊び・
プール活動
中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足　5子
基節骨折
（先端から
2つ目の元
の角が少し
欠けてい
る）4～5
週固定
●/●完治

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

プール指導
が始まる前
に職員会
議等で危
険性やルー
ルについて
確認を行
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

事前に職
員間で危
険カ所の
把握を行
い、危険を
予測し、理
解してから
指導に移
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの人
数や体調
を考慮し、
安全かつ
余裕のある
子どもと職
員配置を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
プール再度
でで、友達
と遊ぶ中で
接触

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
プールの中
で、指示に
従って

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
プールの中
と、プールサ
イドに職員
を配置し
て、水遊び
活動に目
を向けなが
ら保育す
る。

他児との距
離が近すぎ
てぶつかっ
てしまった。

危険な行動
には、声掛
けをして安
全を促す。

10355

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 8 2 2 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折
【治療に要
する期間】
４週間
R●.●月
●日完治

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する研
修の未実
施

職員の共
通理解、
意識の向
上の為、実
施する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

普段通路
として使用
していて危
険箇所は
ないので、
改善策は
ない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

芝生でない
所で走らな
いように声
掛けが必
要だった。

転んだ場
所が通路
の為、人工
芝を敷くの
は難しいの
で、遊ぶ時
は通路に
入らないよ
うにパイロン
をおいて対
応する。通
路では走ら
ないことを
徹底する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段と変わ
らずいつも
通りの様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児の
近くで見て
いたが突然
バランスを
崩して転倒
したので、
転倒を防ぐ
ことが出来
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の様
子を見てい
た。

何もない所
での転倒は
防ぎようがな
いので、特に
改善策は見
当たらない

10356

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 17.５

歳
2.女
児

友達とドッジ
ボール中、
ボールをキャッ
チする際、左
手小指隔離
骨折となった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

剥離骨折
（左手小
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2̃3

1.基
準以
上配
置

何事に対し
ても危険を
予測して臨
むという面
が生かされ
ていない。

ヒヤリハット
体験を共
有し、危機
管理能力
を養う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊びに使
用する際の
ボール選び
（硬さや
空気圧
等）が年
齢や遊びの
内容に対し
て適切であ
るか確認
不足であっ
た。

ボールだけ
に限らず、
遊びに使
用する用
具や玩具
などが、年
齢や遊びの
内容に対し
て適切であ
るかどうか、
事前に必
ず確認し、
適したもの
を使用す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

新クラスに
なって初めて
行ったドッジ
ボール。ルー
ル説明
（ボールの
受け方）を
行ってから実
施した。しか
し個人個人
の能力の違
いや危険性
に対する配
慮に欠けて
いた。

ボール投げ
やボールの
受け方等、
基本的な
運動を段
階的に行っ
てから、遊
びを展開
し、安全に
遊べるよう
にする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 　いつも活
発に遊ぶ
本児。新し
い取り組み
に対して
は、より意
欲的にな
り、張り
切って行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 　子ども達
に、怪我や
トラブルが
ないように
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 　昼前のク
ラス単位活
動中。他ク
ラスは昼食
の為、室内
におり、その
瞬間は見
ていなかっ
た。

指にボール
が当たった
が、骨折に
至る怪我
をするとは
思わなかっ
た。

ルールや注
意点等を説
明してから
行った。しか
し、予想外
の出来事も
ある為、あら
ゆる場面
で、事故や
怪我に繋が
るかもしれな
いと想定し
ながら保育
する。

10357

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

3 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 41 　 3 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
      折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

職員も園
児も慣れて
きたころに
油断が生
じる。定期
的な研修
が必要

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園外活動
に関しての
事故事例
から対策を
見直してい
   く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

初めて行く
場所は必
ず下見を
し、危険個
所を把握。
事故防止
に努める

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

比較的運
動が苦手
なところは
あるが、園
外活動とも
あっていつ
もより活動
的ではあっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもたち
の行動には
目を向けて
いた
危険と感じ
た時には忠
告もしてい

   た"

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児以
外の子ども
たちをみて
いた

一人では
ジャンプを
成功させて
いたため、
大丈夫で
あろうと思っ

   てしまった

運動能力
等を見極
め、園児そ
れぞれの安
全確認をし
ていかなけれ
ばならない

10358

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 31 10 8 13 6 6 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

大腿骨骨
折
治療に要
する期間
（１ヶ月
程度）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

子どもの行
動範囲が
広く一定し
ていない
為、子ども
の動き全て
を見ること
ができな
かった。

職員が連
携を取りな
がら、注意
が必要な
遊具や場
所を把握し
職員配置
を考える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

園外保育
先（公
園）の立
地や遊具
についても
十分に把
握した上で
子どもの遊
びやゲーム
内容を考
える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・お買い物ゲー
ムで、バケツを
持って山の上
り下りをしたた
めバランスを崩
した。
・くつをきちんと
履いていなかっ
た為転んでし
まった。
・いつもより早
い時間の出発
だった為体の
動きが鈍かっ
た。

・ゲーム内容の
工夫（手に何
か持つ時には
場所や方法を
十分検討す
る）
・子どもたちに
ゲームをする上
での注意事項
を細かく説明
する。
・靴や衣服が
活動に適して
いるか（靴の
マジックテープ、
袖やズボンの
長さなど）活
動前に再確認
する。
・準備体操を
して体をほぐし
てから活動を
開始する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

お別れ遠足を
楽しみにしてい
たため、いつも
より気持ちが
高揚していた。
お買い物ゲー
ムで山を下る
時も声をあげ
楽しんでいた。
山の下で受付
しバケツを持っ
て頂上に行き
バケツに小さい
ボールを入れ
降りてきた。も
う少しで平地
につくところで
転んでしまった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

山の下で受付
をしながら、頂
上から降りてく
ることもたちを
見ていた。転
んだ所が少し
離れたすれ違
いざまだったの
で転んだ瞬間
手を出す事が
できなかった。
すぐに駆け寄り
ケガの有無を
確認。本児が
足を痛がり歩
ける様子では
なかった為、安
全な場所へ移
動した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体の子ど
もを見てい
たため、１
人ひとりの
子どもの動
きに細かな
注意ができ
なかった。
転んだ本
児に気づい
た職員は
駆けより状
況を確認し
た。

子どもたちがそ
れぞれのゲーム
で広がっていた
ため、一人ひと
りの行動に対
する把握と動
きに対する声
かけが出来て
いなかった。
何度か来てい
る公園で子ど
もたちも遊具
や地形にも慣
れているという
過信があった。

山の上り下
りで転ぶリス
クがあるゲー
ムだったので
受付と子ど
もの動きを
見る２人体
制にする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10359

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 55 17 20 18 5 5 15.３

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

なし

ソフト面に
起因しない
ため記載な
し

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施

24回/年
（用務技
師・保育
士）
1回/2年
（業者）

1.定期的
に実施 200 なし

ハード面に
起因しない
ため記載な
し

3.個人
活動中・
見守りあ
り

気温的に
前日よりも
急に低く
なって、寒
い日だっ
た。

急に寒くなっ
たので、寒さ
に慣れてい
なかったこと
を考慮して、
特に3歳児
だったので雲
梯や固定遊
具は体が温
まってからと
か、その日は
考慮すべき
だった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
特に変わっ
た様子は
朝から見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
雲梯を渡っ
ている対象
児を見てい
たものの、
落下した時
に手を指し
伸べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の4人の
職員は、そ
れぞれ他の
子どもたち
と遊んだり、
見守ったり
していた。

3歳児なの
で、落ちる
かもしれな
いことを予
測した介助
が必要だっ
た。

雲梯を渡っ
ている児童
が落ちそうな
時に、すぐに
介助できる
位置に
（もっと子ど
もの近くに）
いればよかっ
た。

10360

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 54 0 0 11 10 14 19 0 6 6 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

なし

ソフト面に
起因しない
ため、記載
なし

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施

24回/年
（用務技
師・保育
士）
1回/2年
（業者）

1.定期的
に実施 200 なし

ハード面に
起因しない
ため記載な
し

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの足
に馴染みの
ない新しい
靴だったこと
に配慮すべ
きだった。
活動にあわ
せた準備
運動を行っ
ていく必要
があった。

準備運動
はいつも通
りしてから
遊びだした
が、内容に
よっては部
分的な体
のほぐしも
必要だっ
た。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
新しい靴を
履いてきた
ため気持ち
に昂りが
あった。また
靴が足にな
じんでいな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
いったんしゃ
がむ様子が
あったもの
のその後変
わった様子
もなかった
ため見過ご
してしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
自由遊び
の為保育
士は、園
庭に散らば
りそれぞれ
の子どもた
ちの遊びに
付き見守っ
ていた。

見守りをし
ていた職員
が本児の
様子から独
断で判断
してしまった
が、周囲へ
状況を共
有すべき
だった。こど
ものケガに
ついて学び
合う事が必
要だった。

新しい靴で
あるということ
にもっと注意
を向け配慮
すべきだっ
た。また経
過を見守る
中で大きな
けがである
可能性も考
えるべきだっ
た。

10361

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 21 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右母指中
手骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

職員の配置状
況については
事故発生時、
1名の保育士
が対応してい
た。本児は友
達の輪に入ら
ず、園庭花壇
付近で１人で
遊んでいたため
目では確認し
ていたが事故
を未然に防ぐ
ことはできな
かった。

園庭全体
の状況を
把握し、園
児の動きを
注意深く見
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 　毎日

今回はソフ
ト面や環
境面での
要因が強く
ハード面で
の要因につ
いては問題
ないと判断
する

転倒した要
因は本児
がつまづい
た際、手の
つき方が悪
かったことで
あり園庭の
スペース、
安全面に
ついては配
慮ができて
いた

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びを限
定せず、そ
れぞれの子
どもが好き
な場所で
好きな遊び
をしていた

午前の活
動の疲れが
出やすい
午後の自
由遊びの
時間は、
落ち着いた
時間が過
ごせるよう
な環境の
設定をおこ
なう

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
友達の輪
から外れ、
園庭隅の
花壇付近
で足をずっ
て砂煙をあ
げながら小
走りに東に
向かって
走っていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
他児と自
由遊びをし
ており、本
児の楽しそ
うに遊んで
いる姿を確
認していた
事故を予
測すること
ができな
かった

他職員
なし

担当者1
名で保育
していたた
め、他の職
員はなし

午後の戸外
遊びは疲れ
が出たり、集
中力が低下
したりするの
で注意を払
う。特に注
意が必要な
子どもに関し
ては保育士
の目の届く
距離で見守
るようにする

10362

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 12 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首 骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保育士が
傍で補助
をしていた
中での事
故である
が、難易度
の高い技を
練習してい
る場面で
は、補助の
複数体制
がとれる
ことが必要
であったと
思われる。
また、補助
の方法につ
いてもあい
まいな部分
もあった可
能性があ
る。

職員に対し
て、器械運
動の補助
についての
研修(外部
体育講師
に依頼)を
おこない、
職員の技
術理解に
ついて深め
る。
また、個人
であいまい
になってい
る補助方
法について
意志統一
を図る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 3.未実施

人工芝の
下にはクッ
ション性の
衝撃吸収
用のシート
が入ってい
るが、今回
の事故で
骨折を防ぐ
ことはでき
なかった。

人工芝の
上で動作
を伴う器械
体操(側転
や倒立な
ど)を行うこ
とを中止。
複数の補
助体制がと
れる場面で
のみ、難し
い技
の練習をお
こなうことで
共有した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

通常は、リ
ズム遊びを
おこなう場
面で難易
度の高い
技を練習し
ていた。(複
数保育士
の補助体
制がとれる
ため)。しか
し、
今回の事
案では、一
人対応で
あったため、
場面を限
定するなど
対応が必
要であった
と思われ
る。

難易度の
高い技をお
こなうとき
は、リズム
遊びなど複
数の補助
体制がとれ
る場面に
限定するこ
とで、職員
間の認識
を
共有した。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
発表会も
近くなり、
披露する
技の練習
に意欲的
であった。ケ
ガした際に
練習してい
た技も2日
前に出来
るようになっ
て、
自分ひとり
でも出来る
ようになりた
い気持ちが
強くなって
きていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
ケガをした該当
児の練習要望
もあり、事故
当日に傍で練
習に付き合っ
ていた。技を見
守るかたちで
補助をしてい
た。
子どもが手をひ
ねって着地した
ところを、支え
きれずにけがに
つながってし
まったとのこと。
以前から人工
芝の上で技の
練習をすること
はあったが、対
象児がケガ時
の技を練習す
ることははじめ
てであった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
該当者は
なし

難易度の高
い技をおこな
うときは、リズ
ム遊びなど
複数の補助
体制がとれ
る場面に限
定すること
で、職員間
の認識を
共有した。ま
た、職員に
対して補助
に関する研
修をおこなう
ことで、手法
についての
意識統一を
図ることとし
た。

10363

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 34 28 26 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

担当職員
の経験年
数が浅いた
め指導のポ
イントの習
得が完全
でない

マニュアル
の再徹底
をする

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

自主練習
なのでマッ
トを使用し
ていなかっ
た

体操実施
の際の準
備品を２
人でチェック
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

入り口付
近で自主
トレーニン
グをした

自主トレは
目立つ場
所で行わ
せる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は体
操ができる
方で、普段
でも熱心に
練習してい
るため、友
達が逆立
ちができる
ようになっ
て、同じよ
うにででき
るようになり
たいと思っ
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

出来ない
子どもがい
たので、そ
の子の指
導をしてい
た。できる
ようになった
子どもに
は、より上
手に出来
るよう自主
練習の時
間を設けて
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

出来ない子
どもがいたの
で、その子を
優先で指導
をしていた、
本児は今指
導している
体操ができ
ていたの自
主練習をで
きない子ども
を指導しな
がら見守って
いた

できる方の
子どもなの
で、自主練
習をさせた

自主練習の
子どもを一か
所にまとめて
必要に応じ
補助する
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10364

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 11 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

加配もあ
り、配置は
充分であっ
たと思われ
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 4回/月 1.定期的
に実施 4回/月

施設等の
不備による
事故では
ないと思わ
れる

1.集団
活動中・
見守りあ
り

教育保育
としての活
動に特に
問題はな
かったと思
われる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

トラックの
コーナーを
曲がるとこ
ろで、縄が
自分の足
にかかり転
倒してし
まった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は順
番に子ども
が走ってい
く間隔を十
分にあける
ように声掛
けをしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

声掛けをし
ていたが、
目の前で
転倒した

その時々の
子どもの様
子をしっかり
把握し、子
どもへの声
掛けをより活
発にしていく

10365

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 2 0 1 1 0 0 0 0 2 2 13.１

歳
1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右第一趾
指節間関
節骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

　1～2
2.基
準配
置

現時点で
はっきりとし
た要因は
不明

今回の事案に
関しては発生
時刻、発生場
所、発生状況
ともに不明なた
め改善点はな
いが、ほんの少
しでも違和感
を覚えた際は
その時その時
で保護者の報
告し、また、職
員が感じ取っ
た違和感につ
いても分析し、
記録を残す様
にしていく。

2.不定期
に実施 　2～3 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 12

事故の有
無に関係
なく、常に
子どもたち
の生活に
使われる
物、場所の
点検、整
備が必要
である。

今回はハー
ド面に関わ
る事案では
なかった
が、滑りや
躓きを引き
起こす可
能性がある
場合には
対処してい
く必要があ
る。

7.その他

不明　強い
て述べるの
であれば、
保護者が
いつもより
靴の履かせ
にくさを感じ
て、何度か
足の入れ
直しをして
やっと履か
せた。

園児の送り出
しの際にもしっ
かりと観察を行
い、何か気に
なる、違和感
がある場合に
はその時点で
保護者に声を
掛け、一緒に
状態確認をし
てもらうよう、ま
た、それらの一
連について記
録を残すよう
職員に周知徹
底を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
当日、お迎え
が最後であっ
たこともあり、マ
マが見えると嬉
しそうに「ママ
～!!」と叫びな
がら、自分の
荷物（通園
リュック、お着
替えカバン）
を持って（引
きずって）、跛
行を引くことも
なく保護者の
もとへ向かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
部屋の入口に
立ち、当該児
童が保育室か
らおよそ15cm
の段差を降り
て保護者のも
とに行き、靴を
履かせてもらっ
れいる様子を
至近距離で見
守っていた。靴
を履き終わり、
児童が歩き出
したところ、歩
行の様子の異
変（跛行）が
あったため、保
護者に歩き方
が気になる旨
を伝える。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
保育室内
にいたが、
保育室の
窓のカギ締
めや、清掃
をしており
直接的に
は見ていな
かった。

お迎えが最後
になってしまっ
ていた状況か
ら、窓のカギ締
めや清掃をし
ている様子を
見た保護者が
焦ってしまって
いた事も考えら
れる。保護者
がゆとりを持っ
て子どもを迎え
入れられるよ
う、職員も最
後の子どもを
しっかりと送り
出してから片
付け業務にあ
たるべきであっ
たと思う。

園児の送り
出しの際に
もしっかりと
観察を行
い、何か気
になる、違
和感がある
場合にはそ
の時点で保
護者に声を
掛け、一緒
に状態確認
をしてもらう
よう、また、
それらの一
連について
記録を残す
よう職員に
周知徹底を
行う。

10366

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頭
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

運動会に
向けて、い
ろいろな事
に挑戦しよ
うと意欲的
な姿があっ
た。

毎年運動
会で取り組
んでいる
が、保育士
は慣例の
意識を持
たないよう
にし、毎
回・その都
度怪我の
発生に留
意する。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 １回/週 1.定期的
に実施 4

設置・至近
での見守り
など、跳び
箱の使用
については
適切であっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動会に
向かって、
いろいろな
事に挑戦し
ようと意欲
的な姿が
あった。

跳び箱での
怪我につい
て、クラスの
子どもたち
に知らせ、
危険につい
て共有す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

跳べるよう
になりたくて
何度も集
中して練習
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

運動会に向
かって跳び箱
の練習をして
いて、跳べたり
跳べなかったり
していたので、
本児は何度も
挑戦していた。
母親が来ても
帰ろうとせず、
担任が最後の
一回にしようと
声をかけ見
守っていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

声をかけて
見守ってい
た。

運動会に
向けて、い
ろいろな事
に挑戦しよ
うと意欲的
な姿があっ
た。

適切な使用
だったが、怪
我発生の可
能性がある
ことを再認
識する。

10367

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 24 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

事故防止
マニュアル
では遊具
などの１つ
１つの具
体的なマ
ニュアルは
なし。

運動時、
遊具使用
の際の事
故の具体
的なマニュ
アルを考え
ていく。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 2

今回のケー
スではハー
ド面での問
題はないと
考える。

跳び箱をす
る直前は
破損がない
か、ぐらぐら
していない
かなど確認
していた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今回のケー
スでは職員
がすぐそば
について介
助していた
ので問題な
しと考え
る。

研修をうけ
た保育士
がそばにつ
き介助して
いた。今後
も遊具、跳
び箱など使
用の際は
必ず、そば
につき見守
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどうり
に登園、元
気にすごし
ていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

一人づつ、
跳び箱を
跳ぶとき、
保育士が
横に付きそ
い補助して
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

４歳児クラ
ス２名でみ
ていた。跳
び箱が2台
あり、対象
児と別の跳
び箱の園
児のほうに
ついて介助
していたの
で、見てい
なかった。

跳び箱を飛び
越えるとき、と
びこえられなそ
うだったので、
少しお尻を、
保育士が押し
たことで、変な
姿勢で落下し
てしまった。跳
べない園児が
押されること
で、こわさがで
る場合もある。

跳び箱の補
助は保育士
が手をくわえ
ず、見守る
ことにする。
跳べない場
合は、段を
１段下げる
などの工夫
をする。

10368

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 70 # # # 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

大型遊具
での職員
配置が不
十分だった

大型遊具
への最低1
名の職員
配置

2.不定期
に実施 2 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 60

木製遊具
の木の継ぎ
目につまづ
いた。

安全基準
承認の大
型遊具の
ため改善
点なし。点
検は今後
も行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

保護者対
応をする中
だったので
子どもへの
見守り人
数が不足
だった。大
型遊具遊
具の上では
走らない約
束が守られ
ていなかっ
た。

その時間の
担当保育
士を一人
増員。園
児に遊びの
約束を再
確認した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りで過
ごしていた。4
時以降の外遊
びに開放感が
あり、5人の友
達と一緒に鬼
ごっこを始め
る。盛り上がっ
た遊びの中で
大型遊具の回
遊部分を走り
回りより高揚
感をもってし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

大型遊具
から少し離
れたところ
で他の数
人の子ども
の遊びを見
守っていた
ので本児の
動きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

・お迎えに来た
保護者に対応
していたので本
児の動きは見
ていなかった
・大型遊具か
ら離れたところ
で他の子どもと
共に一緒に遊
んでいたので
他の動きは見
ていなかった。

園庭での
合同保育
のなかで保
育士の意
識不足・子
どもの特性
の理解不
足

数人の遊び
の中に保育
士が混ざら
ず視野を広
げて子どもの
動きに気を
配るなどのリ
スクコント
ロールを職
員間で話し
合い共有し
た。

10369

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 77 # # # 5 4 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

　4
2.基
準配
置

大人がお
互いに声を
掛けずにそ
の場を離れ
てしまった

お互いに大
人が声を
掛け合い
必ず危険
な場所に
立つように
する

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 12

鉄棒で遊
ぶ際のルー
ルが徹底さ
れていな
かった

鉄棒で遊
ぶ際のルー
ルを伝え周
知する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鉄棒を使用
する際に声
を掛けたり、
大人がその
場にいて子ど
も同士の関
わり方に目を
配ればよかっ
た

鉄棒の使
用の仕方
を伝えなが
ら、必ずそ
の場に大
人が立ち
見守る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

元々気に
なる子にし
つこく付い
て回ること
があった。こ
の日も年
長男児の
傍に付きま
とっていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鉄棒エリア
で遊びを見
守っていた
が、物をと
る為にその
場を離れて
しまった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の遊具
の場所を
見守ってい
た為近くに
いなかった

大人がお
互いに声を
掛け合いそ
の場を離れ
ないように
すべきだっ
た

大人がお互
いに声を掛
け合いその
場に必ず大
人がいるよう
配慮する
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10370

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 28 4 4 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足小指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり 3.未
実施

1.基
準以
上配
置

室内での
遊びの際に
近くにいる
友達の存
在に気づけ
ず、夢中に
なって走り
回ってしまっ
た。

室内での
遊び方につ
いて丁寧に
繰り返し指
導する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施

定期点検
を厳しい目
で行い、異
常があれば
速やかに対
応し、修理
修繕を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

個人を見
ているときも
周囲に気
を配り、必
要に応じて
注意喚起
や指導を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

一人の職
員が複数
の園児を
見ているた
め、その瞬
間は見てい
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
も近くには
いたが、複
数の園児
を見ていた
ため、その
瞬間は見
ていなかっ
た。

常時園児か
ら目を離さ
ず、
危険を感じ
させる場面
があれば、
即止めさせ
る。

10371

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 32 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左目上擦
過傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

1.基
準以
上配
置

遊びに夢
中になり、
逃げようと
して目の前
の鉄棒が
視界に入ら
なかった。

園庭での
遊び方につ
いて、様々
な職員が
随時話
す。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施

定期点検
を厳しい目
で行い、異
常があれば
速やかに対
応し、修理
修繕を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

個人を見
ているときも
周囲に気
を配り、必
要に応じて
注意喚起
や指導を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

複数の園
児を見てい
たため、事
故の瞬間
は他の園
児を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

複数の職
員で複数
の園児を
見ていたた
め、周囲の
職員も事
故の瞬間
は見ていな
かった。

常時園児か
ら目を離さ
ず、危険を
感じさせる
場面があれ
ば、即止め
させる。

10372

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 19 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

大腿骨骨
折 全治3
か月

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

こどものやり
たい気持ち
に寄り添い
ながら保育
する中で、
どこで遊び
を中断させ
て良いのか
新任保育
者が迷う。

職員全体
で遊びの見
直しを行
う。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

本来登る
場所では
ない所に
入ってい
た。人工芝
が砂で埋
まっている。

隙間に入
れないよう
にする。砂
を掃き出
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

直前に行
為を見てい
た担任がそ
ばを離れ
た。

危険な遊
びや、危険
個所をこど
もと確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から、
ままごと用
の家の中で
の遊びを好
みそこで遊
ぶ事が多
かったが、
今まではそ
こに登る事
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　対象児に
「危ない
よ。気を付
けて」と声を
掛け、他児
に呼ばれ1
メートル横
に移動し、
一緒に高
い遊具に
登ってい
た。その他
の担任は
他児の対
応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　園庭で遊
ぶ子を見
守ってい
た。

担任1名が
休みだった
為、フリー
の保育教
諭が他クラ
スと一緒に
見守りをし
ていた。

新型コロナ
感染関連
で、通常より
保育者の数
が少なかった
ので、
より注意深く
見守る必要
があった。

10373

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 19 5 5 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足小指
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

裸足での
遊びの制
限を見直
す。

職員全体
で遊びの見
直しを行
う。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

滑り台の下
に人工芝
が敷いてあ
るが、硬さ
がある。

着地地点
にクッション
性のあるも
のを敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任はそれ
ぞれ近くに
はいたが、
他児の対
応で着地
場所にいな
かった。

裸足で滑り
台は滑らな
いようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

何度も滑り
台を楽し
む。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

滑り台の上
から他児を
見ながら滑
り出しを援
助。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　園庭で遊
ぶ子をそれ
ぞれ援助し
ていた。

担任プラス1
名で保育に
あたっている
が園庭に出
てこどもたち
が散らばって
しまうと、援
助がしきれ
なくなってし
まう。

園庭に出て
いる職員全
員で
丁寧に見守
る。

10374

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 4 3 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足関節
の剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施

1.基
準以
上配
置

職員配置
数を増やす
べきであっ
た。

園児と一
緒に参加
する職員
と、見守り
係の職員
を配置す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭が滑り
やすい箇
所がある。

活動の前
に園庭の
確認を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集団で動く
ため密集し
やすかっ
た。

密集しない
ように声を
かけたり、
人数を減ら
すなどの工
夫をすべき
であった。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこで
開放的に
なり走って
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児と
一緒に動
いていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児の
動きも見て
いたが、ひど
く痛がる様
子は見られ
なかった。

痛みが
徐々に現
れ対象児
の変化や
訴えが無
かったため、
発見が遅く
なってしまっ
た。

活発に動く
時はよく園
児の様子を
見ておく。

10375

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 3 0 0 16.４

歳
1.男
児 特になし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

6

1.基
準以
上配
置

園児引き
渡し後、母
親が他の
保護者と
話をしてい
て本児を
放任してい
た。

引き渡し後
は速やかに
降園するよ
う再度掲
示し注意を
促した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48

植え込みを
越えてフェ
ンスに上っ
た。

植え込みの
中に入らな
いよう柵と
看板を設
置。

7.その他

降園中、
母親が本
児から目を
離してい
た。

園児引き
渡し後は
速やかに帰
るよう促し
ている。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
母親がほか
の母親と話
していたた
め、他の数
人の降園
中の園児と
一緒に遊
び始めた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

玄関内で
保護者に
園児を引
き渡してい
た。

引き渡し後
再度職員が
見回りを実
施する。

10376

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 3 1 2 1 1 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手中指
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

2.なし 3.未
実施 　

2.基
準配
置

子どもの情
緒やその時
の状態に
合わせて遊
びの範囲を
設定するな
ど、これまで
以上に危
機管理を
意識した保
育を心がけ
る。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施 　 2.不定期

に実施

砂場の扉
は子ども達
が開閉でき
ないように
鍵を取り付
け、外遊び
の時間は
開けた状
態で施錠
固定するこ
ととした。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

－ －

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の相
手をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育者はそ
の他2名い
たのだが、1
人はお漏ら
ししてしまっ
た園児の着
替え介助を
しており、もう
1人はお迎
えに来た他
児の保護者
に対応して
いた。

保育者はそ
の他2名い
たのだが、1
人はお漏ら
ししてしまっ
た園児の着
替え介助を
しており、もう
1人はお迎
えに来た他
児の保護者
に対応して
いた。

・子どもの情
緒やその時
の状態に合
わせて遊び
の範囲を設
定するなど、
これまで以
上に危機管
理を意識し
た保育を心
がける。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10377

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕剥
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

運動会に
向けて例
年この時期
に取り組む
活動だった
が、
それに向け
ての研修は
行っていな
かった。

直前に運
動会に向
けての活動
に特化した
研修を行
う。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 1 特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
取り組み始
めたばかりの
活動だったた
め、高さもま
だなく、飛び
方も安定し
ていたが、着
地の際にバ
ランスを崩し
て手をついた
ようだ。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

　
１人ずつ
行う活動
だったため、
本児が上
る板を支え
ていた２名
の保育士
がおり、手
が届く状態
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担任２名
以外は室
内にはいな
かった。

特になし

この活動を
行う場合
は、補助の
職員をつけ
ることとす
る。

10378

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 22 0 0 0 19 3 3 3 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

該当なし

怪我をさせ
ない意識の
改善が必
要

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日 該当なし 該当なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

着替えが
済んだ子や
着替えがな
い子の過ご
し方が明
確ではな
かった。子ど
もたちが動
き出す前に
約束事や
活動の話
しがで来て
いなかっ
た。

着替えがな
い子は●
●(1階ロッ
カー室)に
は降りず、
室内遊び
に入れるよ
うにする。ま
た、着替え
が終わった
子の待ち
時間が自
由時間に
ならないよ
う工夫す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
４歳児で
お泊り保育
に不参加
だった数名
が３歳児と
一緒に着
替えで●
●(1階ロッ
カー室)に
下りたが、
本児が着
替えがなく
待ち時間
になってし
まっていた。
座っておら
ず、座るよ
う声はかけ
ていたが歩
き回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
お迎えの時
間とも重なっ
ており、１名
はエントラン
スで送り出し
をしながら、
もう１名が
●●にいた
が、着替え
が済んでい
ない子の援
助をしてお
り、待ってい
る子へ声は
かけていた
が、落ち着
いて座って
待っていられ
るよう促せて
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
その他１
名途中から
援助に入っ
た職員もい
たが、着替
えの援助の
方に入って
しまった。

４・５歳児
が園外保
育に出てお
り、普段と
違う状況
だったため
保育士の
配置につい
て詳細な
打合せ不
足だった。

事前に職員
の配置や担
当を打ち合
わせる。着
替えの流れ
を見直す。

10379

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 0 1 0 4 0 0 0 4 4 15.３

歳
1.男
児 特になし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上開放
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

土曜日の
受け入れ
時間帯
は、園児に
保護者や
保育士の
目が届かな
い時間が
発生しやす
い。

土曜日の
受け入れ
時間帯
は、特に保
護者と保
育士の間
で園児の
受け渡しの
確認をしっ
かり行う。
保育士や
保護者の
目が届かな
い時間帯
をなくす。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ジャングル
滑り台
（高さ７
０cm、幅
７０cm、
長さ１３
６cm木製
で長方
形）にネジ
のゆるみや
破損はな
かった。

ホールでは
園児を一
人で遊ば
せない。落
下の危険
性のある遊
具では大
人の見守り
が大事。大
型遊具の
点検を強
化する。

4.個人
活動中・
子どもの
み

土曜日の
朝の受け
入れ時間
帯で、受入
園児は少
ないが保育
士も少ない
ので、平日
以上に園
児に対する
注意が必
要だった。

登園時、
保護者から
園児の受
け入れを
しっかりと確
認して、園
児に保護
者・保育士
の目が行き
届くように
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
休み明けの
久しぶりの
土曜日保
育で当該
園児のテン
ションが高
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
担当保育
士は、受け
入れの準
備等で当
該園児の
動きから目
を離した時
間帯があっ
た。近くに
いた保育
士は大型
遊具が死
角になり目
が行き届か
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
ホールの近
くにいた保
育士は、
他の園児
の世話をし
ていたの
で、当該園
児を見てい
ない時間が
あった。

特になし

受け入れをする
段階で当該園
児の様子が少し
おかしい（テン
ションが高い）と
感じた時点で、
当該園児が見
える場所に保育
士がいるべきで
あった。視界に
は入れながらも
様子を見るべき
であった。ホール
の大型遊具で
の遊びは、落下
の危険もあるの
で、保育士の目
が届くようにす
る。死角になら
ないよう注意し
て、保育士の目
が行き届くよう
注意する。

10380

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 12 1 0 11 0 0 0 0 3 3 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

 

1.基
準以
上配
置

職員の危
険予測や
危機管理
を高めるた
めの情報
共有、認
識及び共
通認識が
不足してい
た。

年齢ごとの具体的な事
例を挙げた「危機対応
チェックリスト」を全職員
が毎月各自でチェック
し、共通認識のもと危
機対応、事故防止がで
きるようにする。チェック
後のリストの振り返りを
園長と個別に行い、
個々の危機管理意識
の底上げと保育の基本
の徹底の確認を行う。
さらに小グループでの園
内研修や外部研修の
機会をさらに増やし、事
故防止への共通理解
を深める。事故後1か
月間の振り返りを各自
で行い、園内で改善策
の評価を行い、事故防
止への取り組みをブラッ
シュアップしていく。また、
これまで園長、主任が
クラスを巡回をし、危険
な場面があった場合は
その都度、理由とあわ
せて声を掛けてきたが、
今後はさらに機会を増
やしていく。保育中に発
生した怪我は、専用の
様式で記録を残してい
るが、改善点を含めて、
さらに丁寧に振り返りを
行うとともに、ヒヤリハット
の精度をあげ、再発防
止に努める。職員の情
報共有ツールとしてミー
ティングノートを使用し、
事故等の注意喚起を
行ってきたが、今後も継
続し、こまめに情報をあ
げ、危機管理への意識
を高める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭の地
面の材質
がかたい

材質につい
ては本部と
検討中。
（芝生など
を検討
中）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

降雨の気配が
あり、園庭にい
た０歳児、２
歳児が同時に
入室、片付け
などを行ってい
る状況で、2歳
児にランニング
を促してしまっ
ている。2歳児
全員がまとまっ
てランニングを
していたわけで
はなく、園庭に
点在していた。
加えて保育室
にまだ戻ってい
ない０歳児も
園庭に１名お
り、（０歳児
担任は１名園
庭に残っていた
が、保育室に
戻るフォローを
２歳児担任が
した）、広さに
限りのある園
庭において0歳
児と2歳児が
混在している
中で2歳児が

園庭の使用時
間をグループご
とで決め、年
齢ごとの遊びが
職員の見守り
の中で安全に
できるようにす
るとともに、園
庭にいるすべて
の職員が園庭
にいるこどもの
安全を見守る
体制をつくる。
異年齢児が混
在する時間及
びクラスの入れ
替え時は遊び
の内容を工夫
し、異年齢児
間で衝突など
のけがや見失
いなどが発生し
ないようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
対象児と
仲の良い
園児が手
をつないで
遊んでい
た。両手を
つないで遊
んでいる姿
もあった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
２歳児が砂遊
び後に園庭を
ランニングする
予定であった
が、全員が
走っていた訳で
はなく、こどもは
点在していた。
また、園庭遊
びをしていた０
歳児クラスの
園児が１名園
庭に残っており
（0歳児担任
は園庭にい
た）、ランニン
グをしようとす
る２歳児との
衝突を避けよ
うと０歳児保
育室に戻る
フォローをして
いた。0歳児の
フォローに入る
際、ほかの職
員に声を掛け
ていない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
ランニングを
していな
かった2歳
児に話しか
けられ、そ
ちらの対応
をしてい
た。また、も
う一人の職
員が０歳
児が保育
室に戻る
フォローをし
ていることに
気づいてい
なかった。

経験が浅い職員が多いた
め、危険予測ができるよう
に年齢ごとに予想される
行動や怪我の理解を深
められるよう、また、常に園
児全体を見守る意識を
持つ、自分がその場から
離れるときは声を掛けるな
ど保育の基本、連携の基
本を徹底するよう、前述
（ソフト面）のチェックリス
ト等を用いて自己の保育
の振り返りをし、身につけ
られるようにする。さらに
日々、保育園内で報告、
相談、連絡を意識した体
制を園全体で作る。複数
の視点での見守りが実施
できるような職員体制を
作る。園長、主任のクラス
巡回の機会をこれまで以
上に増やし、危険な場面
を発見した時はその都度
職員に理由を含めて声を
掛け、危険予測への意識
を底上げしていく。園内で
発生したけがについては、
「保育中の怪我の記録」
に記録をしているが、今後
はさらに改善点を含めて
再発防止に努めるととも
に、ヒヤリハットの精度を上
げていく。
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死亡
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歳
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10381

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 17 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

9
2.基
準配
置

子どもの特
徴や起こり
うる事故の
予測が足り
なかった。

子どもの特
徴や起こり
うる事故の
予測を立
てた上で、
シミュレー
ションや危
険な場面
を想定し職
員と意見
交換し研
修していく。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

今回の事
故は　玩
具や設備
等に起因
する事例で
はなかった
ため事故の
予測が不
足してい
た。

机上の遊
びではない
遊びを室
内でしてい
る際は、ス
ペースの確
保や状況
により違う
遊びに誘い
危険のない
ように声掛
けや見守り
を行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

フリーの保
育者であっ
たため、本
児の動きを
予測しきれ
ていなかっ
た。危険は
予測してい
たものの、”
大丈夫だ
ろう”と思い
距離を取り
見守ってい
た。

少しでも危
険を予測
できた際に
は、子ども
に声掛けや
注意を促
す及び、手
の届く位置
に付く等の
援助を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

遊び始めは
子ども同士
のじゃれ合
いであった
が、お互い
気持ちが
高揚したこ
とで動きが
大きくなり
危険が伴う
遊びとなっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子ども同士
が近くで遊
んでいること
は把握して
いたが、5
歳児であ
り、互いの
距離や力
加減をコン
トロールし
て遊べるだ
ろうと予測
し距離を置
いていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
担任は会
議に参加し
ており、保
育者は一
人で保育
に当たって
いた。

担任では
なく、フリー
の保育士
が保育を
担当してい
た。

担任以外が
保育に携わ
る際は、子ど
もの特徴や
クラスの様子
など引き継
ぐ。

10382

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 26 3 2 16.４

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

遊びの時の
準備体操
などを、より
しっかり行
い遊びに入
れるように
出来ていた
ら防止に繋
がると考え
られる。

遊びに移る
前の準備
体操をしっ
かり行える
こと、遊び
の際の注
意事項は
細かく伝え
つつ、職員
が声掛けで
早めに危
険を周知
できるよう
にする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 　毎日

2階ホール
で運動時、
ソフト積み
木での遊ぶ
際の注意
や準備運
動を入念
に行うなど
の対応を
考慮する
必要があっ
た

遊ぶ際の
転んだりな
どの想定を
踏まえた、
手首足首
など準備体
操や遊ぶ
前の運動
を取り入れ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

午後夕方
という事も
あり、疲れ
が出始める
時間でも
あったので、
より注意が
必要な時
間帯だっ
た。

夕方という
時間帯を
考慮して、
準備体操
や転倒予
防の言葉
がけを注意
して行って
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
隣でソフト
ブロックに
乗って遊ん
でいるグ
ループを見
て、やって
みたくなっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
対象児とは
少し離れた
場所（5
ｍほど）に
て他児と遊
びつつ、集
団を見てい
たため対象
児が転倒
する際に手
を差し伸べ
られなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
対象児とは
少し離れた
場所（5
ｍほど）に
て他児と遊
びつつ、集
団を見てい
たため対象
児が転倒
する際に手
を差し伸べ
られなかっ
た。

ソフトブロッ
クで、乗っ
て遊ぶとい
う想定をし
てみる場所
を考慮する
ことは出来
たとは思わ
れる。

もしもの危
険への考慮
を踏まえた
中で遊びの
展開が出来
るように、職
員同士の声
掛けや立ち
位置をふま
え保育にあ
たる。

10383

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 26 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

毎日

保護者や
園児に対
する注意
喚起が必
要であっ
た。

保護者に対
し、自由行動
中であっても安
全な行動を心
がけるよう注意
を促す。また、
上記事故防
止マニュアル等
は園外保育時
の反映がされ
ていないため、
内容の反映に
ついて検討す
る。

　

設備に関
する危険
性は存在
しなかったと
思われる。

保護者に
対し、自由
行動中で
あっても危
険な箇所
への立ち入
り等には気
を付けるよ
う注意を促
す。

7.その他

保護者へ
の注意喚
起が必要
であった。

自由行動
中に事故
が発生した
ことを事例
として取り
上げ、保護
者への注
意喚起を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
保護者と
一緒に行
動する
バスに乗る
前や乗って
いる間の様
子,は特に
普段と違う
と感じる様
子は見られ
なかった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
親子で自
由行動中
であり、保
育士は見
回りで牧場
内を歩いて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
親子で自
由行動中
であり、保
育士は見
回りで牧場
内を歩いて
いた。

見回りで場
内を確認し
ていたもの
の、すべて
の親子の
自由行動
状況を把
握すること
は困難で
あった。

職員も可能
な限り見回
りを行う。

10384

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 24 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

園外にでか
けて行く際
は、現地の
下見も含
めて行って
いるが思い
もよらぬ状
況があると
いうことをこ
の経験から
も伝えてい
きたい。

園外へ出
かけて行く
前に今一
度危険個
所の有無
を子どもた
ちと一緒に
考える。

　 該当なし
園外活動
であるため
該当なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園外保育で慣
れぬ公園だっ
た為、本児も
遊具の扱いに
も不慣れだった
ことにより思わ
ぬバランスを崩
したことによりケ
ガに繋がってし
まったと思われ
る。今後引率
保育者もその
点を踏まえより
意識を高め見
守っていくよう
事前周知して
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
いつもとは
違う園外
活動だった
ので少し高
揚感はあっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
1.5メート
ルほど離れ
たすべり台
の下にいて
本児の様
子は視野
に入ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
それぞれの
立ち位置
で周辺児
及び全体
を見渡して
いた。

慣れぬ公園
だった為、遊
具の使い方
など初めに
説明しなが
ら子どもたち
と確認し合っ
たが起こりう
る危険性を
より具体的
に伝える必
要性を改め
て感じまし
た。

10385

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 10 4 3 3 0 0 0 0 4 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折(橈骨
遠位端骨
折)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

要保護児
童であり、
成長過程
でのけがも
想定される
が落ち着き
のない行動
があり、目
を離せな
い。

研修時の
個別事例
検討に加
え、職員の
意識を高
める。

1.定期的
に実施 毎日 3.未実施

実施頻
度：外出
時

1.定期的
に実施 毎日

フローリング
のため、転
倒時にケガ
がおきやす
い。

フローリング
上にパズル
マットを敷
く。

6.食事
(おやつ)
中

全員がおや
つ終了まで
は着席させ
る。

おやつを食
べ終わるま
で離席させ
ないスケ
ジュール変
更。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 　好きな
絵本を取り
に走って
いった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 　まだおや
つが終了し
ていなかっ
たので、そ
の対応をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 　離席
後、走らな
いように声
をかけたが
間に合わ
ず、転んで
しまった。

他児の多く
がおやつ中
だったので、
離席しても
追うことが
できなかっ
た。

全員でのお
やつ終了の
挨拶をして
から離席す
る・スタッフの
増員の検討

10386

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 21 0 0 0 6 6 9 0 4 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

特になし。

今回の事
例を周知
し、ゴザや
マットの使
い方を職
員間で検
討する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

園庭でゴザ
を使用する
時は靴を
脱ぐこととし
ていた。

園庭で複
数のクラス
が遊ぶ際
は、それぞ
れの子ども
たちの遊び
を保障しつ
つ、危険が
ないよう環
境を整え
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

靴下で遊
んでいたた
め、滑りや
すくなってい
た。

ゴザやマット
の上は靴を
脱いで遊ぶ
ことになって
いたが、今
回のように靴
下で滑ってし
まうことや靴
の着脱の
際、リスクを
考え靴を履
いたままでよ
いこととした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
本児はいつ
もの遊び
を、他児た
ちと一緒に
楽しんでい
た。じゃれ
あい遊びで
あり、戦い
ごっこのよう
な動きの大
きい遊びで
はなく、トラ
ブルもな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
園庭での
自由遊び
だったため、
子どもたち
が何をして
遊んでいる
のかを把握
し、見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他クラスの
担任は、
自分のクラ
スの子ども
たちを見て
いたり、送
迎の保護
者と対応を
していた。

送迎時間帯
のため保護
者対応など
で子どもから
目が離れて
しまうことが
多い。また子
どもたちも人
の出入りを
気にする子
て落ち着き
がなくなる子
もいる。

保護者対
応をしている
職員の位置
を他の職員
が把握し、
対応できる
ように徹底
する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10387

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 10 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ　複
雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　1，2

1.基
準以
上配
置

なし

子どもたちに正
しい遊具の使
い方を伝える。
鉄棒を使用す
る際には保育
士がそばについ
ていたが、勢い
がつきすぎると
危険ということ
を再度子ども
たちにも伝え、
遊具を使って
いる状態をよく
把握する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

鉄棒は高
さが６５セ
ンチ程度。
得意で普
段からかか
わっており、
上手だった
ので、本児
にも職員に
も過信が
あったので
はないかと
考える。

勢いがつき
すぎる際は
止める。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

普段から鉄
棒は得意
で良くかか
わっており、
警戒心が
薄くなって
いた。

過信せず
に、常に注
意深く援助
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
通常通り
登園し、普
段から活発
な様子が
多い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
鉄棒で遊
ぶ園児をみ
ていた。該
当児の他
にもう一人
おり、２名
をみている
じょうたいで
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
一緒にいた
が、勢いが
つきすぎた
ようで止め
られなかっ
た。

普段から遊
んでいた遊
具であった
ため、過信
があったた
めか勢いが
つきすぎ
た。

鉄棒はしっ
かり棒をもっ
てかかわるこ
とを伝え、少
しでも危険
が感じられた
らすぐ止め
る。

10388

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 47 0 0 14 12 13 8 0 5 5 17.５

歳
1.男
児

健康状態は
良好である。
多動傾向が
ある。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

子どもの発
達の特性
に応じた適
切な指導
の徹底不
足

保育士の
立ち位置
や言葉のか
け方(危険
な行動を
制止する
等)等を見
直し、全職
員が共有
する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 １回/日 1.定期的
に実施 １回/日

ブランコまわ
りの柵が簡
易的な物
(鉄製の杭
8本に紐を
張ったもの)
であった。

柵を安全
な物に変
更する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

集中して遊
べる環境が
作れていな
い。

子どもの発
達に応じた
遊びの制
約やルール
の徹底等
の安全管
理、遊び環
境の充実
に努める。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

外遊びの
際、興味を
もてるよう
な遊びがな
く、遊びの
場を転々と
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ブランコに
乗っている
子どもにつ
いていた。
対象児が
柵をまたい
で遊び始め
たが、制止
できずその
まま転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

同じ活動
の場での出
来事であっ
たが、制止
が間に合わ
なかった。

楽しめる遊
びが見つけ
られず、い
ろいろな場
所を探索し
ている様子
であった。

集中して遊
べるような遊
び、コーナー
を設定する
等遊びの充
実に努め
る。

10389

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 10 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

発表会のリ
ハーサル後
の為、子ど
もたちのテ
ンションが
高くなって
いた上に、
体は少し
疲れてい
た。そのよう
な状況で
本児の注
意力も散
漫になって
いた。

子どもたち
の様子を
見て、机上
あそび等
ゆっくりと落
ち着いて遊
べるようにし
ていく

1.定期的
に実施 毎日 2.不定期

に実施 その都度 1.定期的
に実施 毎日

フラフープに
欠陥はな
かったが、
遊び方や
起こりえる
危険につい
てを知らせ
ていなかっ
た

室内で使
用する遊
具に適して
いるか、子
どもたちの
様子も考
えて、使用
する時間
帯を配慮
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内を半
分に分けた
状態でフラ
フープ遊び
をしており、
十分なス
ペースを確
保出来て
いなかっ
た。その近く
で保育士
が部屋の
片付けをし
ていた。

室内での
体を動かす
遊具は、
十分なス
ペースが確
保できる場
合にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
本児は電
車に見立
てて一つの
フラフープの
中に入り、
両手で持っ
ていた。そ
のまま、床
にフラフープ
で作られた
ケンケンパ
のコースと
保育室の
壁の間を
小走りし、
滑って転倒
する。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
室内にて、
隣のクラスと
の境のパー
テーションを
開けて発表
会のリハーサ
ルで使用し
た物品を片
付けつつ見
守っていた
が、事故時
は隣のクラス
の職員と話
していて見て
いなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担任の他
に、パート
職員1名
が、隣のク
ラスとの境
にいたが、
天井にクリ
スマス装飾
の飾りつけ
をしていた
為に見てい
なかった

担任が片
付けをした
り、他の職
員との会話
をしたり、
子どもたち
から目を離
す時間が
あった。子ど
もたちの様
子から、こ
の時間帯
に片づける
必要がな
かったと思
われる。

常に全体を
見渡し、危
険と感じる
遊びをしてい
たら声を掛
けられるよう
にする。また
職員間での
共有や物品
の片付け
は、子どもた
ちの状況を
見て、落ち
着いている
時間帯に行
う。

10390

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 15 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

なし

園の事故
報告書を
作成、職
員に共有
する。更
に、園庭で
の約束や
遊び方のマ
ニュアルを
職員会議
にて改訂し
周知する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

転んだ場
所に大きな
石や枝が
落ちていな
かったか確
認したが、
特になかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びの中で
タイヤの上
でケンケン
してころん
だ。

タイヤの上
でケンケン
は危険であ
る事を子ど
もたちに周
知し、注意
して見てい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
本児含め
５名でか
けっこをして
いた。その
後ウッドデッ
キで座って
過ごす。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭全体が見
まわせる場所
で、見守りを
行っていた。全
体でどんな遊
びが展開され
ていたか把握
はできていた
が、反対側か
ら子どもに話し
かけられ対応
していた時だっ
たため、転ぶ
様子は見られ
ていない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他学年の
入室対応
を行ってい
た。（年長
児に入室
するよう声
をかけて
回ってい
た。）

他の対応
に当たって
いたため、
見えていな
かった。

見守りをす
る保育士
は、特定の
園児に関
わっていたと
しても全体
への注意を
怠らないよう
にする。

10391

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 15 2 2 16.４

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
内側楔状
骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし 1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 50 該当なし 該当なし 7.その他

・子どもへの
配慮不足
（言葉掛
け、予測）
・加害側の
子どもが担
任２名とも
視野に入っ
ていなかっ
た

・子どもたち
の歩く導線
を改善す
る。
・クラス内の
配置を改
善し、広く
過ごせるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
本児：上
履きをぬい
で着替えの
ため待機し
ていた。
他児：待
機している
本児のとこ
ろへ遅れて
小走りでき
て誤って踏
んでしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
他の園児
へ着替えを
促している
時に視野
に入ってい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
食後の清
掃にかかっ
ていたため
視野に入っ
ていなかっ
た。

・園児同士
の間隔が
少し狭かっ
た

・着替えの
際、園児の
間隔を広め
にし、スペー
スに余裕を
持つ
・保育士の
立ち位置や
体の向きな
ど広く見渡
せるよう配
慮する

10392

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 14 3 2 13.１

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の欠損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

この日は、誕
生会で他クラ
スと合同での
時間、座って
会を見て参加
することが主で
あった上に、次
の活動も室内
で発表会に向
けての
練習時間と
なった。遊びな
がらの練習とは
いえ子どもたち
にとっては
開放的に遊べ
る環境がな
かった。

子どもたち
にとっての
心身共に
楽しく遊べ
る環境を
確保する
為
室内と園
外や静と動
の活動のバ
ランスを取
れるよう保
育の質を
確保してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
興味・関
心・好奇心
が高く活発
に行動をす
る姿があ
り、当日も
同様。
４０分
程、誕生
会に参加
をし自由に
遊びたい、
動きたい欲
が高まって
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
マットに座
り、保育士
の話を聞き
輪にいる子
どもたちに
保育者３
人が付き
他に興味
を持ち動い
ている子に
援助を行
わず、目で
追ったり、
目を離して
しまってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
マットに座
り、保育士
の話を聞き
輪にいる子
どもたちに
保育者３
人が付き
他に興味
を持ち動い
ている子に
援助を行
わず、目で
追ったり、
目を離して
しまってい
た。

子どもの特
性や子ども
たちが求め
ている活動
内容の理
解不足。ま
た、見守り
と言う援助
の理解度。
ヒヤリハッ
ト・危険箇
所からの予
測が立てら
れていない
ことが、保
育に反映さ
れてしまっ
た。

園内外にお
いてのヒヤリ
ハット周知を
再度行う。
保育士とし
てのクラス運
営、子どもた
ちの興味関
心好奇心を
満たせる保
育の展開を
含め、保育
の質を高め
ていけるよう
指導しま
す。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10393

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 13 3 3 14.２

歳
2.女
児

雨天により、
室内遊び

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足人差
し指、第2
関節部骨
折（かけた
状態）
他、爪の部
分から膿が
出ている
（化膿）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

事故発生
予防に関
するマニュ
アルがな
かった

事故発生防
止のための
指針等を園
内でまとめ周
知していく
保健衛生に
関する研修
を保育士も
受講する
クラス担任
保育士は子
どもの小さな
変化に気づ
いたら声に
出し周りへ
発信していく

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日
関連すると
思われる要
因なし

引き続き
安全点検
を行っていく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

関連すると思
われる要因な
し
おやつや活動
中に人員を要
する時は、フ
リー保育士や
主任保育士
等が保育に入
り調整している
本児にとって通
常階段昇降、
崖登り、牛乳
パックブロック
（高さ約7
㎝）から下り
る運動は年齢
的に不適切で
はない

子どもの出
席状況、
活動内容
に合わせて
引き続き
人員調整
していく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
階段昇
降、牛乳
パックブロッ
クの上り下
り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
階段昇降
時は保育
士が一対
一で対応
していた
主任保育
士が本児
のすぐそば
におり、牛
乳パックブ
ロックから下
りる様子を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
主任保育
士以外の
保育士
は、おやつ
の介助を
行っていた
担任がおや
つ介助中
のため主任
保育士と
看護師で
処置をした
が、情報が
不足してい
た

保護者との
情報共有
不足
職員間で
の情報共
有不足

担任保育士は
今回の受傷以
前より受け入れ
直後に全身を
確認している
が、受け入れ時
に怪我の部位を
保護者と保育
士で確認する
自宅での受傷と
関連性があるか
は不明だが、休
日の受傷時一
緒にいた保護者
（今回は父）
に確認し、活動
内容に配慮が
必要かどうか保
護者とも相談す
る

10394

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 27 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足外くる
ぶし外骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

なし

園庭で遊
ぶ場面では
なるべく二
人体制に
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施 12 なし 該当無し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし 該当無し

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
・友達と機
嫌よく鬼
ごっこをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
・クラス全
体の園児
の動きを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
・他職員は
自クラスの
保育にあ
たっていた
為。

なし

・事故の事
例を園児に
わかりやすく
伝え定期的
に事故予防
の安全教育
を行う。

10395

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 15 0 0 0 0 5 10 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

地面に置
いていた
マーカーに
のって足を
取られたた
めの転倒

マーカーの
使い方の
見直し

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 園庭が狭
いため

園庭遊び
の人数の
制限

1.集団
活動中・
見守りあ
り

狭い園庭
でのリレー
遊びにはス
ペースが充
分ではな
かった

充分なス
ペースの確
保

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
リレー遊び
に意欲的
だった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
他児の遊
びの道具
片付けに
注意を向
けていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
園庭で他
児もいたの
でそちらへ
注意が向
いていた

リレー遊び
の園児の
見守りが出
来ない立ち
位置になっ
てしまってい
た

全体を見渡
せるように担
当者の立ち
位置の確認

10396

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 22 4 4 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

ー

・今後も継
続してマ
ニュアルの
確認を行
い、職員全
員が内容
を共有す
る。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 その都度 ー

施設、設
備等が原
因の事故
を防止する
ため、今後
も継続して
点検を実
施する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他児との距
離が近く、
ぶつかって
もおかしくな
いような環
境であっ
た。

一斉に走り
出す人数
を調整し、
ぶつかる危
険性やつま
ずく可能性
を低くす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
かけっこを
するため、
走る準備
を友達と並
びながらし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
スタート位
置から少し
離れた場
所から、
「よーいス
タート」の
合図の掛
け声をかけ
た。
転んだ瞬
間は、すぐ
に本児に
駆け寄りど
こか痛いと
ころがない
か等を問
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
保育士４
名のうち２
名は、保
育室前の
園庭で遊
ぶ子どもの
見守りを
行っており、
もう1名は
かけっこの
見守りを
行ってい
た。他１名
は保育室
で給食の
準備をして
いた。

その場ですぐに
目診を行った
が、特に痛み
を訴えなかった
ため、流水で
処置をした。ま
た、事故当時
は膝を擦りむ
いた怪我のみ
の認識だったた
め、副園長や
看護師にすぐ
に報告をしな
かった。（園
長不在のため
副園長に報告
する日だった）

転んだ際、
いつもよりも
長く泣いてい
た。そういっ
た普段との
小さな違い
や変化に気
づき対応す
る。また、副
園長等に報
告するるとも
に、保護者
に連絡し受
診の判断を
仰ぐようにす
る。

10397

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 18.６

歳
2.女
児

サッカーボール
でキャッチボー
ルをしたため。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左5指中
筋骨々折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

保育士が
遊具の選
択と早期
発見をしな
かったため

子どもと遊
具にはそれ
ぞれ適した
ものがある
ことを確
認。職員に
も子ども達
が適正な
使い方をし
ているか、
観察するよ
うに周知す
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ボールの選
別をしてお
く

保育計画
時に用品
を分別する

3.個人
活動中・
見守りあ
り

サッカー
ボールは
キャッチボー
ルには不向
きであるの
で、特性を
知ること

必要に応じ
て分別して
おく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
交通安全
指導で園
外にでてい
たため気持
ちが高ぶっ
ていたことも
あり、そのた
め今回の
負傷に繋
がったので
はないかと
思います。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

４、５歳
児のリレー
遊びについ
ていた。そ
の場から対
象児の様
子を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
個別な支
援が必要
な子どもに
ついてい
た。時々周
辺の子ども
の対応をし
ていた。

園庭には2
クラスのみ
だったので、
広々と園
庭を使って
いた。その
ため多少
ボールを投
げても他児
にぶつかる
ことはないと
感じたのか
もしれな
い。

無理な距離
をとらないよ
うにしボール
の扱い方を
考えるように
指導する

10398

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 14 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨近
位部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　1，2

1.基
準以
上配
置

子どもたち
に正しい遊
具の使い
方を伝え
る。高さの
ある遊具を
使用する
際には保
育者がそば
につくように
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具がや
や高さがあ
るが、年長
児は日々
その上に
座って話を
したりままご
とをしたりし
ている。

慎重に上り
下りするよ
うに伝え
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

普段から
登っている
遊具であっ
たため、警
戒心が薄く
なってい
た。

過信せず
に、高さの
ある遊具で
遊ぶ際には
職員がそば
につく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
通常通り
登園し、園
庭で友人と
追いかけっ
こやままごと
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
遊具に座っ
た子の後ろ
側に位置
し、当該園
児が座ろう
とジャンプし
た際、勢い
がつきす
ぎ、抱えら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

(具体的内
容記載欄
他児と追い
かけっこなど
して遊んで
いた。

普段から遊
んでいた遊
具であった
ため、普段
通りに登る
つもりだった
が勢いがつ
きすぎた。

上り下りは
慎重に行う
こと。保育
士がそばに
行き行うよう
にする。
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実施頻度
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10399

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 31 18 13 5 3 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足関節
果外骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

職員は研
修を受け、
事故防止
会議等、
定期的に
行い注意
喚起を行っ
ている。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　毎 1.定期的
に実施 　毎 特になし

定期的に
安全点検
等を行って
おり、砂場
内の異物
もなく、砂
も十分に
あった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

周りに遊具
等障害に
なるものは
なく、友達
が掘った穴
が１５㎝と
深く、遊ん
でいたところ
バランスを
崩して転倒
した。

子ども達と
も穴掘りで
遊ぶ際に
は、自分た
ちも落ちて
足を痛めた
り、怪我に
繋がること
もあることを
伝える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
所庭で砂
遊びをして
いた。友達
が掘った溝
（深さ１
５㎝、幅
１３㎝、
長さ５０
㎝）に自
分の左足
を入れて遊
んでいたと
ころ、左足
を捻り負傷
した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
発生時
は、一番
近くにいた
職員は、
砂場と所
庭が見える
場所にいて
目視で確
認するのみ
であった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
４歳児職
員：　保育士
A　鉄棒の援
助をしていた
保育従事者
Ｂ、子どもと
ボールけりをし
ていた
５歳児職
員：　保育士
Ｃ　子どもと鬼
ごっこをしてい
た　　保育従
事者Ⅾ　長縄
を回していた

職員は充
分にいた
が、所庭全
体を把握
できるよう
な配置の
連携が取
れていな
かった。

担当クラスだ
けで見守る
のでなく、職
員同士で声
を掛け合
い、全体で
子どもの様
子が把握で
きるように職
員の立ち位
置を声に出
して確認し
合う。

10400

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 11 1 1 18.６

歳
2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

保護者と
一緒に行
動しててい
たため園と
して予測は
困難であっ
た。

ルールを細
かく決め
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 5

草刈り直
後で地面
も乾いてお
り、段差な
どもなくつま
ずく要因は
なかった。

引き続き
安全対策
に努める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

体の動き

曲がる時に
は走るス
ピードを落
とすように
声をかけ
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
保護者参
加行事で
いつもより
興奮気味
であった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
危険な様
子はなく、
保護者も
近くにいた
ため問題は
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
親子活動
のコーナー
の担当をし
ていた。

全体を見
る職員が
必要だった
か。

役割分担を
しっかり確認
する。

10401

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 9 6 8 4 4 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
通課骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

なし 研修の強
化

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

ウッドデッキ
下（コンク
リート）に
ゴムクッショ
ン材を使用
していた
が、ソフト
クッション材
に変更し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

滑り台の逆
上りがなけ
れば普段
立たない転
落した位置
には行かな
かった可能
性がある。
遊びのルー
ルを伝え、
守れるよう
に説明す
る。

遊びのルー
ルを守るよ
うに説明、
指導する。
転落場所
にクッション
材を必ず
設置する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調不良
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近距離
に保育士
がいたが、
転落時の
瞬間はみ
れなかった
（防犯カメ
ラで確認し
た）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

４名の保
育士が園
庭の４か
所に配置し
見守ってい
たので配置
位置は問
題ないと考
えられる。

なし
危険個所の
注意喚起の
強化

10402

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 40 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2～5
2.基
準配
置

園庭で遊
ぶ前のルー
ル徹底不
足周知不
足

教育・保育
施設等にお
ける事故防
止及び事故
発生時の対
応のためのガ
イドライン・
園児を事
故・災害から
守る安全対
策手引き

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 264 1.定期的
に実施 12

環境に合
わせた遊び
の設定

環境設定
の確認シー
トの作成
周知

1.集団
活動中・
見守りあ
り

環境に合
わせた遊び
の設定

十分な広
さ　安全性
の確保　遊
びの内容
精査

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調不良
なく7 時
30 分に登
園し、通常
どおり保育
をうけてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体が見
える位置に
はいたが、
転倒を防ぐ
ことが出来
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

至近距離
にいた。

中あてで遊
ぶ子供の
人数設定
場所には
多かった。

子供の状況
をよくみる。
遊びを見て
危険予測を
して見守る。
人数設定の
見直しをす
る。

10403

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 7 2 2 14.２

歳
1.男
児

R●.●　左ひ
じ肘内障
R●.●.●
左ひじ肘内障

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

子どもから目を
離していた　活
動の切り替え
時、自由に動
ける状態だった
ビニールが広
範囲にしかれ
ていた　ほかの
保育者が見て
いると思ってし
まった　走る癖
の或る子供
だった

活動切り
替え時、子
どもが座っ
てすごせる
ようにする
常に全体
の動きを把
握し、職員
間で連携
をとる

2.不定期
に実施 12 2.不定期

に実施 12 2.不定期
に実施 12

おしっこ漏
れ等は消
毒後に大
きなビニー
ルで覆って
いた　今回
は広範囲
だったので
いつもと違
う小さなビ
ニールを使
用する

消毒後は
ビニールで
覆わない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一人は目
の前でトラ
ブルになり
そうな子ど
も２名に
目をむけて
いた　もう
一人は玩
具を出すた
めに一瞬
背を向けて
いた

常に全体
を見るよう
にする　そ
の時の子ど
もの動きを
把握し互
いに声をか
ける

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
大人の動
きを見て走
り出したり
することが
ある　つね
に動いてい
ることがある

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
保育士の
背後にいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
玩具を出
すために一
瞬目をはな
してしまった

走り出しそう
なときは言
葉の注意で
なく行動を
静止させる
それでも続く
場合は保育
士がそばに
つき行動を
静止させる

10404

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 13 2 2 16.４

歳
2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 右瞼裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

社内の事
故防止マ
ニュアルを
読んで理
解し、これ
からも実行
に努める。

1.定期的
に実施 毎日 3.未実施 固定遊具

なし
1.定期的
に実施 1回/日

おままごと
用のテーブ
ルは木製
で、角のな
いものであ
り保育室
内の端に
寄せていた
が、出てい
る状態で
衝撃がある
と怪我をす
る可能性
があった。

どうしても
片付けられ
ない棚でぶ
つかる可能
性があれ
ば、クッショ
ン材の使
用を検討
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員２名
が子どもと
一緒に体
を動かして
おり、危険
個所にいる
ことが出来
なかった。

身体を動か
す活動を保
育室内で実
施する時
は、テーブル
や椅子や棚
は片付け
る。片付けら
れない玩具
棚がある場
合は、職員
を近くに配
置して子ども
がぶつからな
いようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
保育室内
を走り何か
に躓いたの
ではなく、ス
ピードを出
して止まれ
なかった様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
園児全員
が保育室
内を走って
いたため、
近くにいた
が本児の
動きだけで
なく他児の
動きもみて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
クラス全体
をみていた
ため、本児
の動きも見
えていたが
距離はあっ
た。

以前より、
子ども達に
は走る際に
気を付ける
ように声を
掛けていた
が、スピード
の調整等
の配慮が
足りなかっ
た。

子ども達に
は、引き続
き走る際に
は気を付け
るように具体
的に声を掛
けていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10405

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 2 0 0 0 1 0 1 0 2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上A外
傷性歯牙
亜脱臼、
上唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

走って滑り台を
駆け下りた。
保育士2名が
室内を片付け
ながら子どもを
見ていた。声を
かけたが止まら
なかった。その
後止めるのが
遅れた。乳児
クラスと合同保
育の時間が
迫っており部
屋を移動する
ので焦りがあっ
た。

走って駆け
下りたら危
険なことを
子どもに理
解できるよ
うに伝え
る。
走っていた
ら片付けを
やめ、子ど
もの動きを
止める行
動を取るよ
うにする。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 12

子どもの人
数も少なく
なり広いス
ペースがで
き、走りや
すい環境に
なってい
た。
弟が姉を
追いかけた
くなった。楽
しくて止まら
なくなった。

走りやすい
環境になっ
ていたの
で、走らな
いルールを
さらに徹底
して子ども
たちに伝え
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

片づけをし
つつ子ども
を見ていた
ため、走る
ことを止め
ることが遅
れた。すぐ
に止めなく
ても大丈
夫という気
の緩みが
あった。

子どもが
走ってしまっ
た時は子ど
もの動きに
集中し、危
険なので走
らないことを
伝える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

姉がいるこ
とで姉と関
わりたくな
り、追いか
けたら楽しく
なり走り
回ってしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

人数も少
なくなったの
で乳児クラ
スと合同保
育に移行
するため子
どもを見な
がら片づけ
をすることが
できると判
断し片づけ
を始めた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

人数も少
なくなったの
で子どもを
見ながら片
づけをする
ことができる
と判断し片
づけを始め
た。

片付けをし
ながら子ど
もを見てい
たので走る
と危険であ
ることを知
らせることが
遅れた。

室内でけが
につながる
行動は徹底
して伝えてい
く。職員の
気のゆる
み、慢心を
徹底して取
り除いてい
く。

10406

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 7 5 2 2 2 13.１

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 完全脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

8

1.基
準以
上配
置

事故等の
対策はとっ
ていたが、
お迎え時の
対応につい
てもっと検
討する必
要がある。

一人ひとり
の保護者
への申し送
りは大事だ
が、連絡帳
も一日の
様子の配
信もしてい
る為、申し
送りに時間
をかけず、
子ども達を
優先する。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 １回/日

遊具等に
よる要因は
考えられな
い。

　今後も、
施設の安
全に配慮し
て活動す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

近くに職員
はいたが、
ジムの階段
の下にはい
なかった。

子どもの発
達にもよる
が、0歳児
がジムを利
用する際は
保育者は
階段の下
に座る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
特に変わっ
た様子もな
く、いつも
通りの様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
対象児よ
り、50ｃ
ｍ程度、
部屋の入
口近くに
座っていた
ため、お迎
えの保護
者に挨拶
をする際対
象児に背
を向ける形
になった。そ
の数秒での
出来事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
申し送りに
出ている職
員は、保
護者対応
をしてい
た。

対象児がジム
の上り下りに
対して、いつも
はつかまりなが
ら安定してでき
ていたので、転
倒の予測がで
きていなかっ
た。以前は、
段の下に座る
ようにしていた
が、その日は
横に位置して
しまっていた。

朝夕の送迎
時にはジム
を閉鎖す
る。一人ひと
りの発達をも
う一度職員
で確認す
る。

10407

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45    17 15 13 4 4 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

・園庭遊び
におけるマ
ニュアルの
中に、雲梯
についての
記載がな
い。
・雲梯の使
い方を子ど
も達に伝え
ていく働き
かけが不十
分であっ
た。

・園庭遊びに
おけるマニュア
ルを見直し、
各固定遊具を
含めた園庭遊
びの見守り
方、
　（役割や責
任範囲の明確
化）、ルール
など具体的に
記載した上、
定期的に研修
などで
　職員全員が
確認する。
・日頃から、雲
梯の危険性や
使い方、ルー
ルを子ども達
自身に伝えて
いく

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 60

・雲梯にぶら下
がろうと、ステッ
プからバーを掴
もうとした際、
掴み損ねてバ
ランスを崩し、
　落下。　ス
テップからバー
までの距離が
あり、本児の
体の大きさに
合っていなかっ
た。
　またバランス
を崩した際に、
掴まることがで
きる支柱まで
距離があった。
・粉砕骨折に
至った要因の
一つとして、下
に敷いていた
衝撃吸収用
マットの有効性
に問題
　があった。

・現在の雲
梯の危険
性を再検
証し、より
幼児期の
子どもの体
の大きさに
合った安全
性の
　高いもの
に入れ替え
る。
・衝撃吸収
用マットも
よりクッショ
ン性の高い
素材のもの
に入れ替え
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

・雲梯には一
人保育士がつ
いていたが、対
象児との距離
が離れており、
手を差し伸
べ、
　落下を防ぐこ
とはできなかっ
た。また、対象
児が雲梯を使
用しようとして
いた瞬間、
　近くの状況
（使用不可な
ネットクライムに
足を掛けようと
していた子ど
も）に気を取
られ、
　対象児に背
を向け、目を
離してしまっ
た。

雲梯を使
用している
子ども達か
ら目を離さ
ず、万が一
の際は手を
差し伸べら
れるような
距離で見
守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
雲梯を何
度か試みて
い姿は把
握はしてい
たが、本児
が落下する
瞬間を捉
えられてい
ない。落下
後、
「痛い」と声
を上げ、左
肘を右手
で抑えてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
落下箇所
から２メー
トルほど距
離がある所
で見守り、
落下の瞬
間は、雲
梯近くの
ネットクライ
ム
（当時使
用不可）
に足を掛け
ようとしてい
た園児に
注目してお
り、対象時
からは目を
離してし
まっていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
園庭の三
方に１名
ずつの保育
士がおり、
砂場、集
団遊び等、
付近の遊
びを見守っ
ていたが、
本児が
落下しそう
な瞬間や
雲梯につい
ていた保育
士が注目
したネットク
ライムの子
どもの様子
に気付かな
かった。

・雲梯の保育
士が目を離し
てしまった要因
となったネットク
ライムにいた子
ども達に、
　他の保育士
達が気付か
ず、雲梯の保
育士がその場
に専念できる
ようなフォロー
　できなかっ
た。
・園庭に出て
いる子どもの人
数が多かったこ
とや園庭遊び
のマニュアル内
容が抽象的
　だったこともあ
り、４人の保
育士の役割、
責任範囲が明
確ではなかっ
た。

・園庭遊びにお
けるマニュアルを
見直し、保育士
の見守り方
（役割や責任
範囲の
　明確化）、立
ち位置、各固定
遊具における注
意事項を園全
体に周知する。
・クラスごとに重
複せず、完全な
時間差で園庭
に出ることで、人
数を少なくし、
保育士
　同士が役割、
責任範囲がより
明確になり、連
携が取りやすい
環境をつくる。

10408

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 13 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨遠位
端骨折
（若木骨
折の状
況）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

5歳児クラ
ス内にて、
戸外（園
庭）活動
児と幼児ク
ラス縦割り
活動（室
内）に参
加する園
児に分かれ
ていた状況
で、職員間
の横の連
携と園児に
対する園
庭活動に
おけるルー
ルの確認
不足があっ
た。

戸外におけ
る職員の
横の連携
及び立ち
位置の見
直し及び
再確認。
園児への
園庭活動
における
ルール確認
の徹底。

2.不定期
に実施 3 2.不定期

に実施 1 2.不定期
に実施 3

園庭が乾
いて滑りや
すい状況が
ある。

園庭の砂
等の整備
や園庭が
乾燥してい
る時のこま
めな水撒
き。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

クラス内に
て、戸外
（園庭）
活動児と
幼児クラス
縦割り活
動に参加
する園児に
分かれてい
た状況で、
職員間の
横の連携
不足及び
園児に対
する園庭
活動におけ
るルールの
確認不足
と滑りやすく
なっている
園庭の状
態確認不
足があっ
た。

活動を開始
する前に、
幼児クラスに
て園庭及び
室内活動を
行うにあたっ
ての体制の
確認、園庭
のコンディショ
ンの確認を
おこない必
要に応じて
水を撒く等
の対策を行
う。職員の
見守り体制
が不足して
いる時には、
活動の範囲
や遊び方の
ルールを確
認して活動
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
園庭活動
チームで、
園庭にでた
際に男の
子同士で
鬼ごっこを
始める。全
力で走って
転びそうに
なり体をか
ばった際に
手に全体
重が乗って
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
クラス職員
は、男子が
鬼ごっこを
始めた事を
認識してい
た。鬼ごっ
こ以外の園
児も気にし
ながら園庭
でのクラス
園児の活
動に気を
配ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
各クラス戸
外遊びに
出始めてい
た時間帯
のため、主
に自分の
担当クラス
の園児の
援助にあ
たっていた。

子ども達の
遊びの保
障を大切
にしている
が、主に年
長児が遊
びだしたも
のの、他ク
ラスは徐々
に園庭に
出始めてい
る時間帯
で、他クラ
スの担任を
含めた職
員の見守
り、援助の
体制が整っ
ていなかっ
た。

職員の見守り
援助体制が整
わない時間帯
は、ケガ等のトラ
ブルが起きても
迅速に対処でき
ない事を再確認
し、ルールを理
解し守れる幼児
クラスにおいて
は、職員体制が
整うまで遊ぶ範
囲を指定する事
や遊びのルール
の確認を行う。
職員が固まらな
いように意識し
ながら園庭にお
いての安全確保
を行う。子どもの
活動に伴い移
動する時には互
いに声を掛け合
う配慮を引き続
き行っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳
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歳
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歳

以
上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10409

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 13 4 3 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右モンテジ
ア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

複数

1.基
準以
上配
置

職員配置
の再確認、
マニュアル
の再確認、
職員研修
を行い事
故状況の
確認

1.定期的
に実施 毎日１ 1.定期的

に実施 毎日１ 1.定期的
に実施 毎日１

跳び箱には
異常はな
かった

1.集団
活動中・
見守りあ
り

体操指導前
に落ち着い
て話しを聞
き、跳び箱・
平均台を行
わないと
怪我につな
がることを話
した。跳び箱
を飛べる子
には優しく
ゆっくり
飛んでね等
の声掛けを
し、気を付け
られるように
すればよかっ
た。

跳び箱にか
かわらず、
運動遊び
の時は園
児の心理
状態を把
握し子ども
たちの気持
ちを平常な
状態で取り
組めるよう
にする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

当日、母は保
育園を休ませ
ようとしていた
が本人は体操
指導をしたい
から休まないと
張り切ってい
た。
平均台ではY
字バランスが
上手だと講師
より褒められ喜
んでいた。その
後跳び箱練習
で3段を飛ぶと
きに張り切って
勢いよく高く飛
び着地でバラ
ンスを崩して転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

跳び箱のわ
きで介助
（サポー
ト）してい
た。対象児
が着地でバ
ランスを崩
し手を差し
伸べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

指導員と
担任も離
れた位置で
見ていたた
め、手を差
し伸べられ
なかった。

跳べる児は
出来ること
で張り切っ
てしまうの
でその都度
声掛けを
行う
必要があ
る。

跳べる児に
対しては専
門である体
操指導員が
直接介助を
行う。

10410

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 106 26 23 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

室内では跳び
箱と鉄棒を行
なっていた。跳
び箱に走る
子、跳び終
わって歩いて
戻る子、鉄棒
に並んでいる
子、鉄棒を
行っている子、
様々な動きが
ある中、本児
がスピードのあ
る走りでティッ
シュを取りに行
く姿から、本児
の危険認識の
未熟さも原因
であったと感じ
る。

日頃より
「○○した
らあぶない」
「これをやっ
たらどうなる
のか」の問
いかけをお
こないイ
メージする
ことが出来
るようにつ
なげていき
たい。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 260

今回腕を
打ったゴミ
箱は、乳
児がつかま
り立ちをし
ても倒れな
いようにと、
丈夫な物
であった。そ
れゆえ、腕
への衝撃も
強かった。

体操教室
など運動量
の激しい活
動をすると
きには、倉
庫にしまう
かマットなど
でカバーす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

梅雨時期
でもあり、
湿度はどう
だったか。
園児の運
動による熱
気もあり床
が滑りやす
くなっていな
かったか。

エアコンを
使用し床
が滑らない
様に気を
配る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

本児の友
だちを思う
気持ちから
の行動で
あったが、
突発的で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

スポンジ積
み木の棚の
前で、鉄棒
の補助につ
いていた。
本児が走っ
て来るのが
見えたが、
他児の動
きもあり止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

部屋中央
で跳び箱
指導をして
いた。

子育て支
援室での
体操教室
中であり、
各園児の
動きが活
発であっ
た。そこに、
流れとは違
う本児の行
動があっ
た。

部屋の中は
走らないよう
に指導。日
頃より「○○
したら危な
い」「これを
やったらどう
なるのか」な
ど問いかけを
行い、イメー
ジする力を
つけていく

10411

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 0 0 0 0 5 7 0 2 1 17.５

歳
1.男
児 無し 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

　左第４、
５中足骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

・合同保育
中で、保育
士が保護
者対応や
他児の対
応をしてい
る際に、一
時的にそば
についてい
ない時に発
生した事故
であった。

・園児の取っ
た行動の理
由を読み取
り、園児の
気持ちに寄
り添う形の
対応、言葉
がけを考え
ながら、約束
を守ることの
大切さを園
児にわかりや
すく、繰り返
し伝えてい
く。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

合同保育
の前に、使
用可能な
用玩具や
環境につい
て安全確
認を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ウレタン積み
木は室内の
入り口付近
に積んで置
いてあり、遊
ぶときに運ん
でくることに
なっていたた
め、対象児
がその場で
積み木に上
ることの予測
ができなかっ
た。

ウレタン積
み木が崩
れることの
無いように
積み木用
の箱や棚を
設置して片
づけるよう
にする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
事故発生
時前は、
保育者の
気を引こう
とするような
行動がしば
しばあった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
保育者は
園児全体
の把握と保
護者対応
をしており、
対象児の
そばにはい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
対象児が
遊んでいる
場ではない
位置で、他
児の対応
をしてい
た。

保育者は
事故のあっ
た場で対
象児に積
み木に上ら
ないように
注意をして
いたが、そ
ばに付いて
いなかっ
た。

保育者は対
象児にを他
の遊びに誘
うなどして、
安全に遊び
が継続でき
るように配慮
する。

10412

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 6 3 3 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

幼児クラス
を中心に
「お化け屋
敷」があり、
勇気を出し
て頑張った
後だった。

特別な行
事の後は
興奮する
事を様子し
て落ち着く
遊びを心
掛ける

2.不定期
に実施 2 2.不定期

に実施 2 2.不定期
に実施 2

鉄棒の下
にクッション
マットを敷く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

発表会練
習と自由
遊びに分か
れていた為
に遊びの範
囲を制限
すべきだっ
た

鉄棒遊びを
行う場合は
保育士に声
をかけて保
育士と一緒
に行うように
する事を
伝えた。全
体的に

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭の中
央で全体
的に見守り
をしていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

雲梯の所と
池周辺の
見守りを
行ってい
た。

鉄棒遊びの
場面でいつ
もできている
からと安心し
ないで必ず
大人がそば
に
付くようにす
る。

10413

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 16 21 19 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

水遊びについ
て、戸外活動
について
水遊びは、活
動前に看護師
よりAEDの使
用を含めた研
修を（職員は
消防署主催の
救命講習を受
講）園内で行
い、プールマニュ
アルの読み合わ
せや、年齢に応
じた危険性など
を共有してから
活動を開始す
る。
戸外活動で
は、怪我が発
生した際は状
況を共有し、受
診が発生した
際は事故簿に
記入しながら発
生原因と再発
防止策を検
討。園研修に
て園全体で再
発動に努める。
また、園外研
修にも参加して
予防に努める。

1.基
準以
上配
置

A公園の雲
梯は使用
しない遊具
としていた
が、今年度
園内にて
周知徹底
できていな
かった。

毎年、戸外活
動における公
園の使い方の
確認のため園
内研修をして
いるが、時期と
して広範囲で
散歩が多くな
る秋前にして
いた。●月に
新しく職員も
加わる際は入
職オリエンテー
ション、及び在
職職員は新年
度に担当クラ
スが変わるた
め、●月末に
再確認も含め
て使用の公園
と年齢や発達
に応じた遊具
の確認を行
う。

1.定期的
に実施 12 3.未実施 　 1.定期的

に実施 2 使用不可
とする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

健康遊具
は、雲梯と
して園児の
発達や運
動機能を
判断して使
用し、園児
も保護者と
公園にて
使用してい
た為、当日
も使用。健
康遊具との
認識では
なく、雲梯
の認識で
使用してい
た。

現在使用して
いる公園の固
定遊具の使用
年齢ラベルを
再度確認す
る。
ラベルのない物
は、区などにも
確認し、確認
が取れるまで
は使用しな
い。また、使用
年齢に合わせ
使用しつつ、
児の発達や運
動機能等を考
慮しながら使
用を進める。ま
た、固定遊具
を使用する際
は、側に付き
目を離さず補
助する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

前週にお
楽しみ会が
あり、その
話で月曜
日から気持
ちが高揚し
ていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

運動器具
の雲梯を
使用してい
る際は、本
児のすぐ横
でついて動
いていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児の活
動を確認
し、全体の
動きを把
握してい
た。

なし なし
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10414

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 16     9 7 2 2 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

職員への、
事故防止
に対しての
指導がまだ
できていな
かった。施
設長に、行
く公園の確
認もされて
いなかっ
た。

新年度間
もない場合
や、引率
者の構成
によって、
行ける場
所を選択
する。場所
によっての
注意事項
などを、引
率者同士
で確認をし
てから、引
率をする。
事故防止
マニュアルを
再読し、周
知徹底を
行う。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 毎回/日 1.定期的
に実施 毎回/日

公園や使
用する遊
具の危険
個所や、
危険因子
を把握して
いなかっ
た。

事前に使
用する公
園の下調
べをし、引
率する職
員で確認
をする。使
用開始前
に、再度危
険個所や
注意する
場所などを
口頭で確
認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者が、そ
の時同じ方向
に視線を向け
てしまった。
4,5歳児という
異年齢保育の
捉え方を理解
する必要が
あった。公園の
環境での、危
険個所の把握
や、子どもの動
きの理解をして
いなかった。職
員同士の声に
よるお互いの
確認作業が出
来ていなかっ
た。遊具の使
い方をしっかり
と子どもが理解
できるまで伝え
られていなかっ
た。

保育士が
遊具の危
険因子の
予測が出
来る様にマ
ニュアルを
活用し、経
験のある保
育士が指
導を行う。
子どもの個
性や特徴
につて、職
員同士共
有する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

公園に到
着後、4,5
歳児で「鬼
ごっこ」をす
る。また、
「ターザン
ロープ」をし
た後に「船
の遊具」に
移動する。
遊具の滑り
台や遊具
からの眺め
を楽しむ姿
があった。
虹が出てい
るのを見て
いた。その
後、遊具で
遊び始めて
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任は船
の遊具につ
いており、
移動しなが
ら子どもた
ちを見てい
た。
船の遊具
で一か所で
見守るので
はなく子ど
もの動きに
沿って立ち
位置を変
えて見守っ
ていたが、
虹がかかっ
ていることを
子どもたち
に伝え子ど
もたちと一
緒に空を
見上げてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
の補助に
入っており、
見守りが出
来なかっ
た。

新しく配置
された職員
で、公園自
体に不慣
れであっ
た。子ども
の性格や
発達などの
理解が出
来ていな
かった。

子どもの特
徴や性格、
発達などを
把握できて
いる職員が
引率する。
遊具で遊ぶ
際は状況に
応じてエリア
を絞り、職
員の立ち位
置の確認を
する。子ども
たちの行動
を予測し、
行動の制限
が必要な時
には、その都
度子どもたち
に注意をし、
子ども達自
身にも危険
について考え
られるように
していく。

10415

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 84 8 15 12 18 9 22 0 21 15 18.６

歳
2.女
児

夏の間は室
内遊びや水
遊びを行って
いた。暑い日
が続いていた
が、この日は
涼しくて戸外
遊びが可能
だったため、久
しぶりに戸外
遊びをした。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

遊びの際に
起こりうる
事故につい
て各自認
識を新たに
し、予防に
努める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭のグラ
ウンドにも
の大きな凹
凸など躓き
やすいもの
がないかを
確認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

戸外自由遊び
の時は十分な
スペースを確
保するようにし
ていく。戸外遊
びの歳に児童
の動きを確認
し、密集しない
よう動線を提
案していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
体調もよ
く、元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

鬼ごっこの
グループ１
名とボール
遊びのグ
ループ１名
をそれぞれ
２名で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

鬼ごっごを
見ていた職
員は本児
から２メー
トルほど離
れたところ
にいた。

捕まった児
がいた場所
が狭く、密
集しやすい
環境だっ
た。久しぶ
りの戸外遊
びで身のこ
なしが鈍っ
ていた。

児童の体の
動きを観察
するようにし
て、準備体
操を行った
上で遊びの
設定をす
る。

10416

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 29 5 8 16 9 7 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨内
側上踝骨
折（右
側）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

体幹を鍛
えるような
保育を取り
入れてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

子どもが遊
びはじめる
前に、固定
遊具等の
安全点検
(使用年齢
を含め)を
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

複数人で
乗っていて
本児は背
もたれのな
い部分に
座っていた
ため、今後
は背もたれ
のあるところ
に座って遊
ぶようにして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発で好奇
心旺盛な
面がある
が、小柄で
華奢な体
格で、体幹
も弱くバラ
ンスを崩し
転倒するこ
とが多い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
複数人で
遊具に乗っ
ていたの
で、しっかり
と座るよう
に他児にも
声を掛けな
がらそばに
付いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
担当職員の声
かけで気付
き、そばで登り
棒をしていた
子どもには降り
るように声をか
け本児のそば
へ行く。抱いて
状態を確認し
痛がっていたの
で園に連絡を
入れた。受診
が必要と判断
し、他児には
帰るので集ま
るように伝え
た。

転びやすい点
は保護者とも
確認し気を付
けていたが、新
入園児というこ
ともあり当該児
の動きの予
測、転倒しや
すい状況、運
動能力の把握
が不十分だっ
た。
何度か遊んだ
遊具だったこと
もあり、通常で
あれば転落の
可能性は低い
状況であったた
め見守ってし
まった。

当該児と関
わりながら性
格や運動能
力の把握
し、遊具など
特に注意が
必要なところ
は担任が付
くようにす
る。

10417

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 0 0 0 0 14 16 0 5 4 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 2

1.基
準以
上配
置

十分な人
員配置と、
転倒した様
子も保育
士が見てお
り声をかけ
ているの
で、その他
考えらえる
要因はあり
ません。

保育の中
でも身体を
使った遊び
をもう少し
取り組んで
いき、体幹
を鍛え身
体全体を
強くしてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭土壌
の状態、乾
燥状態に
おける転倒
の予知。玩
具等の放
置がなかっ
たか。小石
等が埋まっ
ていなかっ
たか。

乾燥土壌
であれば水
の散布を
要す。走り
回る子ども
がいる状態
での玩具の
提供につい
て検討。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児の靴
底の状態。
靴を履いた
時の状態
（ベルトの
締め具
合）。本
児と一緒に
走っていた
他児、及び
本児との間
隔距離。

靴の履き方
（かかとから入
れてベルトが
しっかりしめて
いるか）を伝
えていく。転倒
場所の土壌の
状態を把握。
そこにほかにも
転ぶ子はいな
かったのか確
認が必要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつもと変
わらない様
子だった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
近くに数名
職員はいた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
子どもと遊
びながらも
周りの様子
をみていた

本児の動
きとしては
身体を動
かすことが
好きで、身
体的には
問題はな
い

保育の中で
も身体を
使った遊び
をもう少し取
り組んでい
き、身体全
体を強くして
いく。活動の
内容や子ど
もの動きを
予測して保
育環境を見
直し、安全
な園庭環境
を提供す
る。

10418

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 6 0 2 1 0 1 2 0 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

モンテジア
骨折疑い

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

可動式遊
具の異年
齢での遊び
方を書面と
してマニュア
ル化されて
いなかった

今回、ヒヤ
リハットを集
め、異年齢
での保育の
留意点を
マニュアル
化した

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

遊具自体
に不備はな
かったが、
使用方法
が不適切
だった

十分に危
険予測を
立てた上
で、遊具を
安全に使
用する。ヒ
ヤリハットを
集める

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日常的に5歳
児の子どもたち
自身の遊具の
適切な使用方
法を守ることや
危険に繋がる
遊び方を予測
できる思考力
を育む必要が
ある

5歳児クラ
スで、子ど
もたちと話
し合い、遊
び方を見
直した

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
可動式遊
具に足を
乗せた瞬
間に声をか
け、近寄っ
たが、転倒
してしまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
5名の子ど
もと、虫を
発見し、観
察ていた

積み木とし
て遊んでい
たはずの可
動式遊具
の上に乗る
ことを予測
していな
かった

適切な遊具
の使用方法
を子どもと一
緒に考えて
いく

10419

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 1 1 1 1 0 1 0 3 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左大腿部
若木骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

17,18

1.基
準以
上配
置

早朝の異
年齢保育
の時間で
あった。

異年齢保
育中は特
に、複数保
育士が子ど
もが見える
状況を作
る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施

１２～４
８

子どもの特
性や状況
に合わせて
テラスの使
用あり。

登園の子ど
もの月齢に
合わせて、
同一フロア
内で２つの
保育室使
用。(主に
０，１クラ
ス)

3.個人
活動中・
見守りあ
り

成長過程
での予想
外の行動
への対応

特に早・遅
番に関わる
子どもの特
性、成長
過程の把
握と共有。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
風邪気味
ではあった
が、動き自
体はいつも
通り。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　

保育士１
名は、当
該児童を
抱っこして
テラスから
入室し、座
らせる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
早番担当
保育士は
受け入れ
準備を行っ
ていた。
保育士１
名は、他
児を見守っ
ていた。

当該児童
が至近距
離だった
為、視界に
入らなかっ
た状況が
考えられ
る。

全体を見
る、個人を
見る等、職
員の役割の
明確化を図
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10420

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 28 0 0 5 7 7 9 0 7 1 16.４

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

公園での
遊び方につ
いて職員
全員で再
度確認す
る。引率
リーダーがそ
の日の公
園の状況
を記録する
（他園の
来園状
況、込み
具合、けが
をした園児
がいたかどう
かなど）

外傷（打
撲や骨折
など）の場
合は直接
整形外科
を受診する

2.不定期
に実施 12 2.不定期

に実施 12 2.不定期
に実施 12

公園の遊
具に不備
があったら
●●区へ
連絡する

危険物や
つまづきや
すいものが
ないか引き
続き確認
し、あれば
除去する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当園の園
児だけでは
なく、他の
園や近所
の子どもた
ちの動きに
も目を配
り、人数や
どのように
遊んでいる
かなど注意
深く観察
し、園児た
ちの遊び方
を工夫する

職員は園児た
ちとの遊びに夢
中になりすぎな
いよう引き続き
しっかり見守
る。毎回公園
遊びを始める
前に公園での
過ごし方、遊
び方の注意を
しているが、そ
のときに人が多
いときの注意
点として走り
回って人とぶつ
からないように
気を付けること
を追加する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
特になし

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
特になし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
特になし

公園に他
の園児や
近所の子
供が多いと
きは走って
ぶつからな
いように声
掛けをする

園児が遊ん
でいて転倒
した際もすぐ
対応できる
よう引き続き
しっかり見守
る

10421

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 16 2 7 7 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顎皮膚裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

安全確認と人
数確認のた
め、普段から
公園内外問わ
ず手をつない
で移動する決
まりになってい
る。異年齢で
手をつなぐこと
はお互いに注
意し合う、意
欲的に歩く、
交通ルールを
お互いに学べ
るなどのねらい
があるため、普
段からおこなっ
ていた。行き慣
れた公園かつ
幼児クラスの
組み合わせ
だったこと、また
職員間でもお
互いに子どもの
様子を把握し
ている、してく
れていると思い
込み声に出し
て伝え合わな
かった。

行き慣れた
公園の道
中、公園内
の安全確認
と危険個所
は、図上訓
練を行い全
職員で把握
している。そ
れを踏まえた
うえで、更に
異年齢で手
をつないでの
散歩時に
は、配置さ
れる職員同
士で出発前
にお互いのク
ラスの配慮
が必要な子
どもを伝え合
うことをルー
ル化してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
転倒した3
歳児の勢
いにつら
れ、つない
だ手も離せ
ずに引っ張
られてしまっ
た。転倒直
後は泣いて
いたが、直
ぐに泣き止
んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
目の前で
転倒した際
に手が出せ
なかった。
前方を見
ながら園児
の動きもど
ちらにも気
をつけてみ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
列に並び
歩いている
園児全体
を見ながら
進んでい
た。

毎年図上訓
練を実施し
て、よく利用し
ている公園と
道のりの危険
個所を職員間
で共有してい
た。また、散歩
に行った日には
必ずその日の
気付きとして、
変わったことが
ないかなどをク
ラス単位で記
録している。し
かし、行き慣れ
た公園内の平
坦な歩道で、
転ぶかもしれな
いという意識が
薄れてしまっ
た。また、5歳
児と手をつない
でいることに対
し、少なからず
安心感を保育
者が感じてし
まっていたこと
も考えられる。

出発前には
公園までの道
のりの安全確
認、危険個
所をお互いに
伝え合い確
認する。公園
に到着した時
には子どもの
人数確認と
一緒に公園
内の気を付け
るポイントを伝
え合う。子ども
への説明をし
つつ、職員同
士で改めて気
を付け合う意
識につながる
ようルール化
していく。

10422

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 11 3 3 14.２

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下前歯の
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

マニュアル
などを見直
し、保育中
のリスクにつ
いて再度
確認し共
有する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 １回/日 1.定期的
に実施 １回/日 なし

日常の安
全点検を
定期的に
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

こども11名、
保育士1名、
会計年度職
員1名。
会計年度職
員が本児のそ
ばにおり、本児
が立ち上がった
姿は確認して
いたが、周りの
子に目を向け
ていて本児か
ら目を離してし
まった。転んだ
音で、保育
士、会計年度
職員ともに気
付いた。うつぶ
せて転んでい
た

室内で遊
ぶ際、こど
も同士の
距離が近
いときは、
空間の保
証をしてい
く。また、無
理なく活動
が行える計
画を立て、
難しい場
合は計画
の変更をし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
横になり、
転がる動き
をしようとし
た際、周り
の子がどん
な動きをし
ているのか
気になり立
ち上がった
本児だが、
ほかの子が
そばにいる
ことに気付
かず躓いて
転ぶ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
会計年度
職員のそば
にいたこと
は確認して
いたが、活
動を行うた
め他児を
見ていた。
転んだ音で
本児が転
倒した事に
気付いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
会計年度
職員が本
児のそばに
おり、本児
が立ち上
がった姿は
確認してい
たが、周り
の子に目を
向けていて
本児から目
を離してし
まった。

保護者対
応の為、声
をかけずに
一人抜け
てしまった。
こどもの予
想外な動
きの予測が
不十分だっ
た。

こどもが安全
に活動でき
る保育者の
数を確保
し、役割分
担を明確に
することで連
携を徹底す
る。

10423

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 40 15 10 15 7 6 17.５

歳
2.女
児 特になし。 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

（1）左
足関節捻
挫
（２）左
足関節外
果骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

　　1-2
2.基
準配
置

事故やヒヤ
リハットは
必ず園全
体に報告
し、園全体
で把握でき
るようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 4

受傷に至
るきっかけと
なる様な危
険物は置
かない、配
置を変え
る、危険な
子どものあ
そび方へは
その都度
声掛けをし
ていき事故
を予防す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

新年度が
始まったば
かりの時期
であり、当
日は本児
が慣れてい
る職員が
少なかった
事も発見
が遅くなっ
た要因と考
える。

新年度や
環境の変
化が起きて
いる時は職
員間で情
報共有を
密にし、子
ども達との
関わりを増
やしていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
当日午前
中は公園
に散歩に
行き、走っ
ている姿が
見られてい
た。発見時
は他児と活
動せず、一
人で入口
の扉前に
座ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
公園での
担当保育
士は少し
走り方に違
和感を感じ
ていたが、
担任では
無かった為
普段の本
児の姿が
分からず、
痛みがあっ
た事に気
付く事が出
来なかっ
た。発見時
はすぐに異
変に気付
き対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
それぞれ別
の活動をし
ている子ど
もたちを見
ていた。

受傷の2か
月前にも
同部分を
捻挫してい
た。

過去の受傷エピ
ソードを職員間
で共有していく。
子どもが訴えや
すいように日頃
からコミュニケー
ションを積極的
に取っていく。新
年度等環境が
変わる際は、職
員間で子どもの
様子を共有し
合い、子どもの
訴えに早く気付
けるようにしてい
く。痛みが続い
ている場合は速
やかに園で受診
をしていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10424

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 10 3 3 4 4 3 16.４

歳
2.女
児 特記なし。 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

ΓA歯の打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

　1-2
2.基
準配
置

マニュアル
や研修で
はテラスで
の事故防
止に対する
検討が少
なかった。

保育室以
外（テラ
ス）の安
全対策を
再検討し
た。有期職
員が保育
にあたる場
合の担当
場所を再
検討した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 4

テラスでは
遊びを区
切っておら
ず、10名
の子どもが
同じスペー
スで違う遊
びをしてい
た。

遊びを区
切る事が
出来ない
場所では、
玩具の数
を減らす。
複数出す
場合は遊
ぶ場所を
区切る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

テラスに出
る子どもの
人数が多
かった。

遊びの内
容によって
はテラスに
出る子ども
の数を減ら
す。または
職員人数
を増やす。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
友人を共
に活発にフ
ラフープを
回してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
テラスに出
ている園児
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
一名はテラ
スから続いて
いる室内で
保育をして
いた。一名
はテラスから
死角の室内
遊具の監視
をしていた。
もう一名は、
お迎えに来
た保護者へ
の対応で室
内と、一階
を往復して
いた。

16時から出
勤の有期職
員1名でテラ
スの保育を
していた。園
児のことはよ
く把握してい
るが、当日
の様子・どこ
を注目して
見るべきか
詳細に連携
が取れてい
なかった。

有期職員が
保育にあた
る場合は、
遊びの見方
を詳細に伝
える。子ども
の人数・遊
びの内容に
よっては正
規職員も保
育にあたる。

10425

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 17 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

定期的に
事故予防
研修を行っ
ていく。

3.未実施 2.不定期
に実施

　実施頻度
毎日

2.不定期
に実施 毎日

滑り台上
部の柵がな
い部分が
あったため、
落下する
可能性が
あった。

滑り台から
の落下がな
いよう、設
置した業者
により遊具
の踊り場に
令和●年
●月●日
落下防止
柵を取り付
け済。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

危険個所
に必ず職
員が付き、
子どもから
目を離すこ
とのないよう
保育を行
う。　　　人
数制限をし
て混雑を
避ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
滑り台への
はしごをのぼ
る間、そばに
ついていた。
登りきったと
ころで、滑る
よう誘導する
際に、滑る
部分と距離
があったた
め、一時的
に目を離し
てしまうことに
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
落ちる瞬
間を見てい
た。

危険箇所に
必ず職員が
付き、子ども
から目を離
すことのない
よう保育を
行う。　　人
数制限をし
て混雑を避
ける。

10426

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 20 10 10 3 3 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

創傷（切
創・裂傷
等）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

数

1.基
準以
上配
置

2年前にも
両側にあっ
た机に手を
つき体を浮
かせた園児
がバランス
を崩して耳
を机に強
打し、裂傷
を負った事
故があっ
た。事故発
生後に入
職した職員
に十分に
周知されて
いなかっ
た。

過去の怪
我報告書
や事故記
録簿をもと
に園内(各
保育室)の
ハザードマッ
プを作成
し、年度を
またいでも
引き継がれ
るようにして
いく。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1

机の位置
が園児が
両手を広
げて手をつ
くことができ
る距離に
置かれてい
た。

机を園児
が手をつく
ことができる
距離には
配置しな
い。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

最後尾に
ついて保育
者は全体
を見るよう
にし、先頭
の保育者
も後方を
確認し、感
覚が空きす
ぎないよう
ペースを調
整していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
本児はオセロ
をしていた他
児と言い合い
になってしま
い、同じタイミ
ングで席を立っ
た保育士にそ
の状況を伝え
ようとして席を
立ったと考えら
れる。言い合
いになってし
まったことは後
に園児からの
聞き取りで分
かった。大きな
声を出したり
興奮した姿な
どはみられな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
内線対応
で机上遊
びをしてい
る園児らか
ら離れた瞬
間に起きた
が、児の転
倒後すぐに
駆け寄り対
応し、すぐ
に他職員
へ応援を
要請する
等、迅速に
対応するこ
とができた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
担任から要
請を受けた
職員はすぐ
に事務所、
看護師に
伝えること
ができ、職
員同士連
携して動く
ことができ
た。

該当児は
普段から机
に手をつい
て体を浮か
せる行為を
行っている
ということは
なく、児の
様子も落
ち着いてい
たことから
事故発生
の予想は
難しかっ
た。

職員配置に
問題なく、
事故発生
時もそれぞ
れが迅速か
つ適切に動
くことができ
ていた為、
人的面での
改善点はな
い。

10427

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 43 10 9 12 12 6 6 16.４

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

8
2.基
準配
置

事故発生
時は2階
ホールに職
員4名で子
どもたちを
見ていた。
発生時は
看護師が2
名とも不在
であり、受
傷の状況
の把握が
遅れてし
まった。

転倒・転落
など受傷し
た際には、
怪我の状
況を確認
するため
に、早い受
診が必要
であると考
えられる。

1.定期的
に実施 360 1.定期的

に実施 360 1.定期的
に実施 360

ウレタン製
の角が鋭
利でないブ
ロックを使
用してい
た、破損は
なかった。

施設・設備
面では管
理され安
全が守られ
ていると考
えられる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ブロックの使用
にはルールがあ
り、年齢に応じ
て高さや積み
上げる段数を
制限している。
職員間で普段
よりコミュニケー
ションを取り、
要注意事項や
危ない時には
その場ですぐに
共有できる体
制を取ってお
り、今回も落
下の可能性に
備え、周囲の
物は除去して
いた。

環境面で
はルールを
決め子ども
達もそれを
日頃より
守ってい
た。職員間
でも情報の
共有は円
滑で、周り
のものを除
去するなど
環境を整
えることがで
きていたと
考えられ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
ブロックを高
く積むことは
これまでも
していた
が、発生時
はいつもよ
り高く積
み、構造も
下の支えが
なく少し揺
れるような
不安定な
ものであっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
離れた場
所で見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
職員はいつ
もより高さ
があり、構
造が不安
定であるこ
とは認識
し、「危な
いよ」と声を
かけて注意
を促してい
た。周囲の
職員も落
下の可能
性を共有し
注意して見
ていて、近
い距離に
職員が1名
いた。

積み上げた
ブロックを渡
りきることに
何度か成功
していたが、
いつもより高
く、落下の可
能性がある
ことも職員
間で認識し
ていたため、
周囲の危険
なものは除
去していた。
落下の衝撃
に対する職
員の想定が
甘かった。

落下や転倒
の可能性が
ある際には、
近くへ寄って
いき、転倒
転落の際に
は必ず手が
出せるような
状態で見守
るべきであっ
たと考えられ
る。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10428

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
基節骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

 8～10

1.基
準以
上配
置

園児15名
がドッヂボー
ルを3階
ホールで実
施し、担任
保育士が
審判をして
いた。
フリー保育
士は、難
病(てんか
ん)児と他4
名を保育
室内で保
育してい
た。

事故防止とし
て、園児個々
の成長に視点
をおき、成長に
合った活動内
容や事故防止
対策を検討す
る。また、成長
過程にあるクラ
スの特性を捉
え、保育の進
め方、活動内
容などを丁寧
に検討・共有
する。以前より
担任同士で事
故対策は共有
し園長・主任
に報告してい
たが、今後は
同じ席上で
ミーティングをも
ち、シミュレー
ションやラウン
ド・ロビンなど
話法を取り入
れた話し合い
を持つ。様々
な視点で話し
合い、事故防
止対策、情報
共有に努め
る。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3

施設面で
は、床に異
物や設備
不良がない
か使用前
に確認す
る。また、
活動に使
用する道
具を事前
に点検し、
不良がない
か確認を
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・活動前にルール説
明、活動中に痛み
や体の不調があった
場合、即時に保育
者に伝えることを園
児に丁寧に説明す
る。
・活動後に、身体に
異常がないか園児
に聞き取りを行う。
・引き続き、活動前
のウォーミングアップ
を入念に行い、体
の使い方を教え、
怪我予防に努め
る。
・準備運動の大切
さを伝える。怪我に
繋がる行動などを伝
え、園児・職員全
員でけが予防に努
める。
・活動時間中に身
体的・精神的な
クールダウンの時間
を設ける。その時点
で体に異常がない
か確認をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
健康状態
良好。いつ
も通り、友
達とドッヂ
ボールを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
ホール全体
を使用して
ドッヂボール
を行ってい
た。コートの
中央に立
ち審判をし
ていたた
め、対象児
も含めボー
ルのやり取
りや全体の
動きや異
常の有無
を確認して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
・ドッチボー
ル以外の
遊びをした
い園児で
５名の思
いを汲み取
り、保育者
と４階の保
育室で在
室していた
ため。

・ケガを予防の
ためのウォーミン
グアップ、整理
体操をより丁寧
に行っていく。活
動中と活動終
了後に体の異
変がないか子ど
もたちから聞き
取る時間を設け
る。
・活動中の職員
の配置関係を
徹底する。職員
の目を活動に向
け、危険な行動
があれば注意
し、直ちに改善
するよう努める。
・常に異物や道
具の点検をし、
異変があればす
ぐに対応する。

10429

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 6 1 1 16.４

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯(右
A)の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

不定期に
実施

1.基
準以
上配
置

保育士の
定位置が
死角になっ
ていたこと、
及び、午睡
後の子ども
と対する援
助について
職員間の
連携が不
十分であっ
たこと。

ネットワーク
カメラの画
像を確認
し、事故の
要因、問
題点を洗
い出し、検
証会議を
行う。
午睡前後
のホール職
員、パート
職員の配
置、役割の
再確認を
行い再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 随時 1.定期的
に実施 毎日

布団マット
の位置が
棚のすぐ横
になってい
た。
ホールのこ
じか組前の
スペースか
らは対象
児の布団
マットは死
角になって
いた。

布団マット
を敷く位置
を棚の前か
ら通路前の
スペースに
変更した。
全園児の
布団マット
を棚から布
団１枚分く
らい離れた
ところに敷く
ようにした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児は
周囲の様
子に敏感
で、中々眠
りにつきにく
い為、周囲
の様子が
視覚に入り
にくいホー
ルの角
（棚の
前）に日
頃から布団
を敷くように
していた。

棚や扉の
前を避け、
対象児の
様子がよく
見える位
置に布団
マットを敷
いた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
布団を片
付ける時
間に午睡
時に入眠
できていな
かったため、
布団を片
付けるのを
嫌がり、布
団に寝転
がっていた。
まだ寝てい
たい気持ち
もあるが、
布団でじっ
としているこ
とも難しく、
次第に動
き出した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
対象児が起き
ていることを認
識しつつ、他
児を起こした
り、保育室に
て着替えの援
助を行ってお
り、対象児が
走りだしたこと
に気づいてい
なかった。担任
が他児を連れ
てホールから保
育室に戻る
際、ホールに
残った対象児
とその他の子ど
もに目を配らず
部屋に入ろうと
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
保育補助
職員が２
名おり、対
象児が起
きた時に声
をかけてい
た。他児を
起こして布
団を片付
けたり、お
やつの準備
を行ってお
り、対象児
が走り出し
たことに気
づいていな
かった。

対象児以外の
同クラスの園
児も寝起きが
ゆっくりで、一
人ひとりに片
付けや着替え
等次の活動に
促すのに丁寧
な関わりが必
要だった為、
対象児だけを
見守ることがで
きなかった。担
任がホールから
離れる際に
残っている保
育補助職員に
対象児がホー
ルにまだ残って
いることを伝え
ていなかった。

対象児が午睡
明けに起きてい
る場合は、すみ
やかに布団を片
付け着替えを促
し、次の活動に
スムーズに移れ
るようにするとと
もに、職員一人
も必ず傍で様子
を見守り、何か
あった時はすぐに
対応できるよう
にしていく。対象
児が起きたらす
ぐに部屋に誘導
する。担任が
ホールから離れ
る際は残ってい
る保育補助職
員に対象児に
目を配るよう指
示する。

10430

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 2 2 17.５

歳
1.男
児

6.水遊び・
プール活動
中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左右上顎
乳中切歯
打撲、歯
肉裂傷、
左右上顎
乳中切歯
水平破
折、左右
上顎乳中
切歯歯髄
壊死

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

10

1.基
準以
上配
置

シャワーを
浴びた後の
着替え後、
部屋に帰
る際の部
屋の床面
が水で少し
濡れていた
箇所があっ
た。最後の
確認不足
だった。

並んで子どもた
ちが待っている
場所に職員を
配置する。子
どもたちのタオ
ルの巻き方を
確認する。水
遊び・プール遊
びのマニュアル
を使って再度
危機管理研
修を行い同じ
事故がおきな
いようにする。
水遊び・プール
遊び終了後着
替えの時も十
分気を抜かず
注意できるよう
にしていく。マ
ニュアルに着替
え後の床面が
濡れていない
か注意し、「園
児が転倒する
恐れがあるた
め濡れているよ
うなら拭く」を
追記する。

1.定期的
に実施 週1回 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 週1回 特になし。 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

シャワー後に体
を拭いて部屋
に入っていた
が、拭き切れ
ていなかったの
か床が濡れて
いて滑って転ん
でしまった。ま
た、タオルの巻
き方が肩から
巻いていたた
め、転んだ際
に手を十分に
出すことができ
なかった。移動
する前に床面
が濡れていな
いかの確認が
不十分だっ
た。

移動する
前に床が
濡れていな
いかの確認
をする。巻
きタオルの
位置の確
認をし、手
がちゃんと
出ているか
を確認する
必要があっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
約束事を
守ろうとす
る性格。気
持ちが舞い
上がると室
内を走り回
ることもあ
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
園児全体
を見ていた
が、一人が
4～5ｍ程
離れたとこ
ろで他の園
児の身体
を拭いてい
た。一人が
1ｍ程離れ
たところで
水遊びの
片付けをし
ていた。こ
のため、園
児の転倒
への咄嗟の
対応ができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児の身
体を拭く担
当、室内で
片付けをす
る担当に
分かれてい
た。

滑ることの
想定も考
え、片づけ
を後回しに
し子どもた
ちが並んで
いるところに
いて声掛け
をし、注意
して見るべ
きだった。

子どもたちが
並んでいると
ころに職員
を配置す
る。

10431

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 15 2 2 15.３

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

骨折（下
肢(足・足
指)）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

手すりにつ
かまる事を
伝える事や
保育者の
立ち位置
や声掛け
等を再確
認し対応し
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

建築基準上
必要な滑り止
め（浅い溝）
に躓いたことが
原因だった
為、設備的に
改善することが
困難な為、手
すりにつかまる
事を伝える事
や保育者の声
掛け等で対応
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児の体
力を考え、
休息の時
間も十分
に設けてい
く。

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

 
食事を食べ
るため、2階
保育室から
1階ランチ
ルームまで年
少児で移動
中、手すりを
持ちながら
降りたところ
最後の一段
を踏み外し
て階段に足
をぶつけた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
階段の中
腹付近で
子どもたち
が下りるの
を見ながら
降りてい
た。他児が
手すりを掴
み滑る姿が
見られたの
で近くに行
き様子をみ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
2階扉付
近で他児
が下りるま
で扉を開け
て、子ども
が出たのを
確認し施
錠して降り
てきてい
た。

散歩後で
疲労が見ら
れていた。

保育者の前
より先に降り
ていかない
事や、本児
の姿に疲れ
が見られて
いる場合は
一緒に手を
繋ぎ降りて
いく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10432

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 1 0 2 5 6 4 0 10 6 17.５

歳
2.女
児 なし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

脱臼・骨折
（左手
第5指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
3.基
準以
下

お迎えに来
た保護者
がシーツ交
換などの作
業に集中し
てしまい、
子どもへの
注意が十
分でない場
面が生じて
しまった。

全クラス保
護者への注
意喚起を行
う。在園児
にもシーツ交
換の場所で
走ったり遊ぶ
ことは控える
よう声をかけ
る。2階ホー
ルに注意喚
起の掲示を
する。

1.定期的
に実施 12 2.不定期

に実施 12 1.定期的
に実施 24

ホール内に
子ども用のい
すが置いて
あった。危険
のないよう隅
に置かれて
いたが転倒
などの危険
性を考慮し
収納スペー
スに片付け
ておくべき
だった。

ホール内の
環境整備
（シーツ交
換以外に
不要な椅
子などは片
付けてお
く）

7.その他

保護者が
シーツ交換
などの作業
をしてい
て、子ども
たちが走っ
たりしていた
のを把握し
ていたが、
注意が十
分ではな
かった。

子どもが何
もしないで
親が作業
し終わるの
をただ待つ
のではなく、
親子でシー
ツ交換をす
るように促
す。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
お迎えに来
た母親と帰
る嬉しさと、
シーツ交換
の場所で同
じクラスの友
達2名と一
緒になり、親
がシーツ交
換をしている
間走って追
いかけっこの
ような遊びが
始まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
通常の保
育は別室
で行ってお
り、シーツ
交換の場
所（2階
ホール）に
職員は立
ち会ってい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
毎週末の
シーツ交換
は、保護者
も数回経験
しているた
め、シーツ交
換の手順や
方法・場所
など周知で
きていたので
職員はホー
ルに立ち会う
必要がない
と判断した。

シーツ交換
には、3組の
親子がホー
ルにいた。
シーツ交換
の作業、保
護者同士の
会話などで
子どもたちへ
の注意が散
漫になってい
たことの誘因
と考える。

シーツ交換
を親だけで
行い、その
間子どもを
室内で待た
せるのではな
く、親子で
一緒にシー
ツ交換を行
い大人の目
が子どもから
離れないよう
にする。

10433

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 9 5 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

子どもへ安
全な使い
方につい
て、事前に
示すことを
怠ってしまっ
た

安全な使
い方につい
て周知をし
た

2.不定期
に実施 4 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 12 製作棚の

ものの配置

製作棚の
中の配置
について、
重いものは
下へ置き
安全確保
を図った

1.集団
活動中・
見守りあ
り

製作棚の
ものの配置

製作棚の
中の配置
について、
重いものは
下へ置き
安全確保
を図った

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
意欲的に
製作に取り
組んでいた
ときに、スズ
ランテープ
をまとめて
３本取った
拍子に落
下してし
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
三つ編みを
するために
すずらん
テープを取
りに行き、
３本その
場でとる姿
や、その後
落下する
様子まで
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他児と関
わっていた
ため、見て
いなかっ
た。

子どもへ安
全な使い
方につい
て、事前に
示すことを
怠ってしまっ
た

安全な使い
方について
周知をした

10434

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 10 3 3 14.２

歳
1.男
児

２歳児の園
庭に大きな木
の切り株が残
されていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口唇の裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　2～3
2.基
準配
置

開園間も
なく、職員
同士の保
育体制
や、施設
内の危険
予知が不
足してい
た。

事故の検
証や研修
を行い、職
員各自が
子どもや環
境の特性
を把握し、
保育内容
や環境を
適切なもの
にする。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施
利用の都
度

1.定期的
に実施 毎日

以前から切
り株の使用
方法につい
ては議題が
上がってい
たが、具体
的な対応
策をとれて
いなかっ
た。

危険個所
だと認識し
た段階で
使い方等
を確定する
までその場
を使うべき
ではなかっ
た。切り株
の撤去や
窓のコー
ナーガード
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

クラスの前
の園庭のみ
では人数が
多すぎた。
人数を調
整し、広い
スペースを
確保すべき
だった。

転倒しやす
い時期であ
ることを考
慮し、広い
場所を用
意すること
で転倒して
も大きな事
故に繋がら
ない環境を
整えるべき
だった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
普段から興奮
していしまうと
気持ちを抑え
られず、走り
回ってしまう。
また、まだ体や
動きのバランス
が安定しておら
ず、転倒してし
まうことが多
い。事故当日
も戸外に出た
ことに興奮し走
り回っていた
が、足がもつれ
る様子があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
事故現場近く
の切り株の近く
で、切り株の
上に乗っている
子や付近で遊
んでいる子の
様子を見守
り、必要に応じ
て援助してい
た。対象児が
転倒し、すぐに
駆け寄り傷の
様子を見て対
応した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
事故現場
から少し離
れたところ
で他児を
見守ってお
り、転倒し
たことを遠
目に確認し
ていた。

対象児が転倒
しやすいことを
考慮し、転倒
しても問題の
ない環境を整
えるべきだっ
た。また、切り
株と窓の間の
狭い所を通ら
ずに遊べるよう
保育者がその
位置に立つな
ど工夫をすべき
だった。

危険個所を
見直し、転
倒しやすそう
な場には必
ず保育者を
配置する。

10435

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 19 9 10 3 3 17.５

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 結膜裂傷

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

　4～5
2.基
準配
置

突発的な
行動であり
予測できな
かった。

園児の気
持ちの変
化にも対
応できるよ
う、職員の
情報共有
を徹底す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

広い場所
であり、職
員の目が
届きにくかっ
た。

入念に下
見を行ない
危険箇所
の把握をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

突発的な
行動であり
予測できな
かった。

園児の気
持ちの変
化にも対
応できるよ
う、職員の
情報共有
を徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
体調不良
等なく、楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
子どもたち
全体を見
守ってい
た。突発的
な行動のた
め、静止で
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の動
きを見守っ
ていた

衝動的な
性格の児
童であり、
突発的な
行動に対
応できな
かった。

指を突いた児童
には他害をしな
いように約束を
し、保護者とも
協力して保育
園、家庭で同じ
ように対応して
いく。また、クラス
全体でも「人を
傷つけてはいけ
ない」ということを
繰り返し話をし
ていく。

10436

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 2 2 17.５

歳
1.男
児

・事故当初の3
週間は週２回
の受診を行う、
その後は2週間
に1回の受診が
３週間となり、
●月●日にて
最終受診での
完治となる。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨尺骨
遠位性骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

午前に外部
講師による
体育指導が
あり、外部
講師も一緒
に園庭遊び
を行う事で
興奮してい
たのかも

午後の活
動について
は、午前の
活動を考
慮した内容
にする。落
ち着かせ
る。

2.不定期
に実施 2 2.不定期

に実施 2 2.不定期
に実施 2

木の横にベ
ンチを置い
てあったこと
で、枝に届
くかもとジャ
ンプを行う
事につな
がった

ベンチの場
所移動

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ベンチの居
場所移動

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭の全
体を見守り
をしてい
た。（中
央、砂場、
滑り台）
ベンチは塀
沿いにあり
見えなった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭の全
体を見守り
をしてい
た。（中
央、砂場、
滑り台）
ベンチは塀
沿いにあり
見えなった

園庭のベン
チの場所を
移動すること
及び午前の
活動を考慮
しての午後
活動を行
う。

10437

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 19 7 6 6 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

安全管理
など資料や
注意喚起
があれば、
職員全員
に周知し、
安全管理
の意識を
もって保育
にあたるよ
う徹底して
いく

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 １回/日 1.定期的
に実施 12回/日

今後も毎
月の安全
点検で室
内の環境
について
は、危険が
ないか確認
をしていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

食事以外
では、机が
必要ない
時は机をし
まうなどし、
空間を広
げる。また
椅子も使
用しない時
は机にちゃ
んとしまうよ
う子どもに
も声掛けを
し。躓くリス
クを減ら
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
落ち着かな
い児ではな
いので、普
通に部屋
の中を歩い
ているだけ
だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

おやつを食
べている
児、終わっ
て下膳する
児、部屋の
奥で遊ぶ
児、帰りの
支度をする
児それぞれ
だったが、い
つもと変わ
らず皆落ち
着いて行
動・活動を
していたの
で、全体を
見ながら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担当職員
が全体をみ
ていたの
で、机を拭
くなど片付
けをしてい
た。

常時職員は
2人体制な
ので、全体
をみる職
員、サブで
動く職員と
役割にそって
動く。状況に
より役割を
交代するな
ど、2人で声
かけなど連
携をしっかり
とり子どもの
動きを見守
り、指導して
いく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10438

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 27 0 0 0 0 13 14 0 2 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左尺骨骨
幹部膨隆
骨折、左
橈骨骨幹
部亀裂骨
折、全治3
週間～4
週間

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

4歳児担
任が休み
で、主任保
育士が保
育に入って
いたこと。
出かける直
前に遅れて
登園した4
歳児の対
応があり、
10分程度
出発が遅
れた。他の
園児は並
んで待って
おり、早く
遊びたい気
持ちがあっ
て落ち着か
ない雰囲
気であった
ことも要因
として考え
られる。

今後は、
担任以外
が代替で
入ることも
あるので余
裕をもって
準備し、出
発できるよ
うにする。
園児をあま
り待たせる
ことのない
ように早め
の登園を
保護者に
もお願いし
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

●●区民
キャンパス
が開放の
時期で非
常に広く、
子どもの行
動範囲も
広い。危険
な場所の
確認を早く
予測出来
なかった。
公園の状
況を把握し
きれていな
かった。

遊びだす前
に公園内
に危険個
所がないか
どうか保育
士が確認・
点検をし
て、子ども
達にも注
意を促す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

出発が遅
れたために
早く遊ばせ
たいという
気持ちが
保育士に
あった。

到着後
は、丁寧に
体をほぐし
て子ども達
にも注意
事項を伝
えながら
ゆっくりと遊
びに移行し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

クラスの他
児の多く
が、砂の広
場から木々
のある方に
走って移動
し、鬼ごっこ
を始めた
り、虫探し
をはじめ、
本児も勢
いよく駆け
出した。
木々のある
方は斜面
になってお
り、スピード
が出やす
い。走り下
りた際に、
木の根っこ
につまづき
転倒。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

子ども達と
一緒に走っ
て移動。本
児の近くに
いたが、本
児が転んだ
瞬間は他
児に関わっ
ており、見
ていなかっ
た。転倒し
た後に気づ
き、うずくま
る本児にに
駆け寄り様
子を聞き、
園に連絡
を入れる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

5歳児担
当職員
は、広場の
反対側で
遊び始めた
園児を見
守っていた
ため、本児
が転倒した
瞬間は見
ていなかっ
た。

保育士2
名が他の
子に気をと
られて本児
の動きを最
後まで見て
いなかっ
た。

当日は職員
の急な休み
があり、2名
体制であっ
たが、園外
保育中は、
緊急の事態
に備えて保
育士の人数
を増やしてい
く。

10439

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 15 4 4 15.３

歳
1.男
児

●月●日に
自宅で転倒
し、床に上部
前歯を打ち、
救急で病院に
通院。ぐらつき
と出血があり、
コーティング剤
で固定してい
た。医師から
抜歯の話も
あった。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

３～４
2.基
準配
置

普段からお
となしい性
格の児であ
り、事故が
起きた時も
座って静か
に遊んでい
たため、怪
我の予測
がつかな
かった。

●月●日
に自宅で
歯をぶつけ
通院をして
いたため、
同じ箇所を
ぶつけると
ひどくなって
しまうことを
予測し、遊
び方の工
夫や本児
の見守りな
ど何かしら
の対応をと
る必要が
あった。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

車の玩具
を床で走ら
せて遊ぶと
滑って前に
転倒するこ
とがある。

マットなど
滑りにくいと
ころで車の
玩具を走ら
せる。園児
にも気を付
けて遊ぶよ
う声を掛け
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内での
自由遊び
で、床や
マットの上
で遊んでい
る児等がい
た。

車の玩具
で遊ぶ際
は、マットの
上にコー
ナーを用意
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
6月に自宅
で前歯上
をぶつけて
いたが、気
にする様子
はなく、本
児のお気に
入りの車の
玩具を走ら
せて友だち
の近くで遊
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
本児が遊
んでいる
コーナーに
つき、傍で
見守ってい
たが、突然
前に倒れた
ため、制止
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
保育室内
で、それぞ
れのコー
ナーの園児
全体を見
守ってい
た。

保護者と
自宅での
怪我の状
況や園での
対応につい
て丁寧に
詳細の聞
き取りを
し、保護者
と情報共
有する必
要があっ
た。

クラス及び乳
児部門で改
善策を話し合
い、職員全体
で本児の怪
我の状況や
対策を周知し
た。車の玩具
を走らせる時
にはマットの上
ですることや、
怪我が多い
児であることを
踏まえ動きを
気を付けてみ
ていくようにす
る。

10440

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 26 0 0 0 14 12 0 0 5 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

診断書提
出待ち。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

1.定期的
に実施 12 3.未実施 0 2.不定期

に実施

誰でもス
テージに上
がれるよう
になってい
た。ステー
ジ上は絨
毯のため靴
を脱いでい
た。

ステージに
上がるのは
お誕生日
会と発表
会の時の
み。行うイ
ベントによっ
ては人数を
制限する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

本人の意
思を優先し
ステージ上
に留まった
が、ライブラ
リーや他の
場所へ強く
誘導する。

本人の意
思を優先し
ステージ上
に留まった
が、ライブラ
リーや他の
場所へ強く
誘導する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

いつものよ
うに本児の
感情の波
に合わせて
個別対応
を取ってい
た。本児が
ゴロゴロした
り、まねっこ
するのを見
守り、声を
かけ、また
散歩したり
と1人の先
生が本児
にずっと付
き添ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児が職員を押し
たり、背中に乗ろう
としたりするのを言
葉で説明し制止し
ながら、またジェス
チャーしながら止め
ていた。本児が繰り
返そうとしたため場
所を移動したり、他
の園児をまねっこし
ようと職員が声掛け
一瞬振り返った瞬
間に、本児が背中
に乗ろうとしたのか、
抱き着こうとしたの
か職員に向けて手
を伸ばしたが届か
ず、そのまま落下。
セキュリティカメラを
見る限り、バランス
を踏み外して落ちた
様子。

本児の中
で職員を
捕まえられ
る、もしくは
職員が絶
対つかんで
くれるという
認識だった
のではない
か。

ステージ上
で見るので
はなく、遊ぼ
うという姿勢
になった時
点でステー
ジからおり、
場所を移動
する。

10441

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 31 0 0 0 0 16 15 0 4 4 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

頸椎回旋
位固定

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

例年行われて
いる活動の中
の、例年通り
に行われてい
る動作のため
特別安全面に
おける検証を
行ってこなかっ
た。この動作を
行う際に、パラ
バルーン内に
保育者が不在
（保育者の目
が届かない）
の状態で激し
い動きが行わ
れてしまってい
たため、事故
の直接的な原
因を確認でき
なかった。

子どもたち
の動きが確
認できない
ような動き
は控え、動
作一つ一
つの検証を
行った上で
活動を行
う。運動的
な活動を
行う際は事
前に準備
運動を行
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

パラバルー
ンを広げる
ため、室内
スペースを
確保してい
た。特に改
善策なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者の
人数は通
常よりも多
かったが、
パラバルー
ン内を確認
できなかっ
たためパラ
バルーン内
の子どもの
様子を確
認できるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
パラバルー
ン内で片
手をあげて
ジャンプをし
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
パラバルー
ンの動きを
見守った。
パラバルー
ン内には職
員不在。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
パラバルー
ンの動きを
見守った。
パラバルー
ン内には職
員不在。

保育者の人
数は通常よ
りも多かった
が、パラバ
ルーン内を
確認できな
かったため、
パラバルーン
内の子ども
の様子を確
認できるよう
にする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10442

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 13 1 1 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左第五中
足骨先端
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

なし 1.定期的
に実施 12 3.未実施 固定遊具

なし
1.定期的
に実施 1回/日

個人活動
中の短縄
の際に、机
上遊びをし
ている子ど
ももおり、
机の配置
を変えずに
行ってい
た。

机上遊び
や、身体を
動かして遊
ぶ場合は
机上遊び
をする場所
を玩具の
置いてある
棚の近くに
設置し、
使っていな
い机を片
付け、身体
を動かすこ
とができる
場所を広く
とるようにす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

短縄遊びの際
のルールとし
て、周りに友
達がいないこと
を確認、人数
が多い時は順
番に行う、短
縄をしている近
くでは遊ばない
約束を1度話
していたが、全
員に周知され
ておらず、遊び
の中で縄が当
たりそうになる
ことがあった。

保育室内
での短縄
遊びをする
ときのルー
ルを確認。
子どもたち
が見える所
に約束事
を掲示。人
数を決めて
保育者の
見守りの中
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
・短縄で前
跳びに挑
戦し、他児
と会話を楽
しみながら
跳んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

・本児以外の短縄
をしている他児の跳
ぶ回数を数えていた
り、お迎えの対応等
を行い、縄跳びをし
ている子どもたちの
距離が近い時や、
他児が近くを通ろう
としているときにの
み、声をかけ全体を
見ていなかった。
・他児の短縄がぶつ
かり転倒したと本児
より訴えがあったが、
園長、看護師に報
告せず目視のみの
確認となり保護者
への報告を怠ってい
た。
・翌日登園時に母
親から受け入れ担
当の保育士に足の
腫れについて報告
有り。その際に足の
腫れを確認していた
が、園長、看護師
への報告無し。様
子を見ながら保育
を行っていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

不在

・子どもから
の不調の訴
えに関して、
小さなことで
あっても園
長、看護師
に報告し、そ
の時の様子
を保護者に
伝える。

10443

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 21 6 8 7 2 1 17.５

歳
1.男
児 なし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

改めて職
員間で安
全配慮マ
ニュアルの
周知徹底
を行ってい
く。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施 　 2.不定期

に実施

子どもたち
が過ごす空
間や場
所、道路
等、危険
個所の確
認・把握を
行い職員
間で声を
掛け合い
周知をして
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの状
況等で見
守りが十分
にできない
際は直ぐに
職員間で
声を掛け
合いフォ
ロー出来る
ように周知
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
対象児童
は他児と比
べると小さ
いころから
歩き方など
少し不安
定な姿が
見られてい
た(筋力が
あまりない
ように感じ
られる）

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

散歩先から園
に戻る為子ど
も同士手を繋
ぎ2列で歩いて
いた。先頭に
いた保育士は
前後を確認し
ながら子どもた
ちや最後尾の
職員に声をか
けながら歩いて
いたがちょうど
前を向いてい
たタイミングで
対象児童が後
ろ向きで歩い
ていたことに気
が付く事ができ
ず、また転倒し
た瞬間を確認
できなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

最後尾につい
て前後を確認
しながら歩いて
いたが、1番後
ろで歩いていた
児童がガード
レールにつかま
りふざけてしま
いその対応を
していた為、対
象児童が後ろ
向きで歩いて
いたことに気が
付く事ができ
ず、また転倒し
た瞬間を確認
できなかった

移動中にはしっかりと
前を向き歩くよう子ど
もたちに伝える。職員
にも危険の無いように
子どもたちに声を掛け
ながら歩くよう改めて
周知徹底する。移動
する際の列は長くなる
ことが無いように(子ど
も同士の間隔が空き
すぎる)歩くスピードは
子どもたちに合わせ、
時には立ち止まり落ち
着いてから再度出発
するよう注意する。ま
た、やむを得ず歩行を
止めて個別の対応を
する際は必ず職員同
士で声を掛け合い安
全に立ち止まれるよう
にする。

10444

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 40 0 5 0 5 15 15 0 6 6 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む) 鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

マニュアル
があっても
職員への
周知不
足。見守り
方など具体
的な事例
検討が共
有不足で
あった。

マニュアル
周知と、よ
り具体的な
事例を踏
まえた職員
研修の実
施。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

チェックリス
トはあった
が、注意喚
起に繋がっ
ていなかっ
た。建物に
ついて、面
取りされて
いたが、駆
け下りた際
の衝撃時
には骨にま
で影響があ
る認識がな
かった。ゴム
チップに滑
りやすい箇
所があっ
た。

改めて、
チェックリス
トの意味
合いを確
認する。建
物の角を
覆うように
土のうを設
置する。砂
が目詰まり
している箇
所の洗浄
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走る環境
を防ぐため
に置いた土
のうの位置
が不適切
であった。

躓く原因と
なった土の
うの位置を
変更。建
物の角を
覆うように
改善。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
なりきり遊
びに夢中と
なる状況
で、いつも
よりも勢い
をつけてゴ
ムチップの
坂を駆け
下り、土の
うに躓い
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
駆け下りて
いる様子は
見ていた
が、距離が
離れてお
り、静止す
ることができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他園児の
見守りをし
ていた。

事故前に
土のうに躓
くことを予
測すること
ができな
かった

園庭内の危
険箇所の確
認とともに、
起こりうるリ
スクを職員
で確認。そ
の際に取る
行動や職員
の立ち位置
について確
認する。

10445

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 11 3 2 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折
（橈骨・尺
骨遠位端
骨折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事故発生
時に職員3
名で保育
にあたって
いたが、1
名はオムツ
替えを行っ
ていた為、
運動遊び
ではなく落
ち着いて遊
べるよう活
動内容を
考えるべき
だった。

運動遊び
は十分に
職員の人
数がいる時
に取り入れ
るようにす
る。

1.定期的
に実施 12 　 1.定期的

に実施 12

電車コー
ナーが近く
にあった
為、その
コーナーを
避けて平
均台を作っ
たことで、
玩具棚との
距離が近く
なってい
た。

周囲に棚
等が無いス
ペースを確
保し、安全
に行えるよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動遊び
を行った際
に傍で付け
る職員が1
名しかいな
かった。

職員の人
数や子ども
達の様子
を見て活
動内容を
考え、安全
に遊べるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
他児がマル
チパーツを
平均台に
見立てて
遊んでいる
様子を見
て、順番に
楽しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
本児の前
で他児が
転倒し、そ
ちらの支え
に入ってい
たことで本
児が転倒
した際に防
ぐことが難し
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
1名はまま
ごとコーナと
絵本コー
ナーの近く
で遊びに加
わりながら
様子を見
守っており、
もう1名は
オムツ替え
を行ってい
た。

オムツ替え
を行ってい
る職員に
遊びの状
況を伝え、
1度オムツ
替えを停
止して、部
屋に入って
もらうべき
だった。

運動遊びを
取り入れる
際は声を掛
け合って複
数の職員で
見守り、安
全に遊べる
ようにする。

10446

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 4 3 2 12.11

か月
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 左頬咬傷 8.その

他 1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

職員が順
番に休憩
を取ったり、
園児の食
事の準備
やおむつ替
えなどする
際、少人
数で保育
をせざるを
得ないこと
もある。

食事の準
備や保育
中職員がフ
ロアーから
離れる場
合におい
て、必ず複
数人で保
育が継続
できるよう
に段取りや
体制を考
えていく。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 2.不定期
に実施 4

園児が十
分満足の
いくような
遊具の準
備、遊びの
設定ができ
ていたのか

遊具や遊
びの設定の
見直し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

落ち着いて
遊んでいる
から園児A
も噛むこと
はないだろ
うと思い込
んでしまっ
た。

落ち着いて
いるから大
丈夫と思い
こまず、常
に意識して
見守ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
お昼寝から
目覚めてし
ばらく遊ん
でいた時の
出来事で、
特に不安
定な状況
でもなく、い
つも通り落
ち着いて過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当者は
該当園児
の至近距
離で一緒
に遊びなが
ら見守って
いたが、少
し離れた所
にいた他の
園児の対
応をするの
に一瞬目
を離したす
きに起きて
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
該当園児
のそばに担
当職員が
いたので、
他の園児
についてい
たり、午後
の食事の
準備をして
いた。

該当園児
のそばに担
当者がいる
から大丈夫
だろうと思っ
て、その人
任せにして
しまった。

園児から目
を離す際な
どは、必ず
声を掛け合
い、見守りが
必要な園児
への配慮を
クラスの担任
全体で継続
的にできるよ
うにしていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10447

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 3 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

左足関節
前距腓靭
帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

年齢や発
達を考慮
し、その時
に起こりや
すいけがの
事故事例
などを職員
会議や幼
児会議等
で職員に
周知してい
く

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 288

中庭から園
庭に向かう
ところは斜
面になって
おりけがが
多い場所
であるた
め、安全点
検を行って
いく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

中庭から園
庭に向かう
ところは斜
面になって
おりけがが
多い場所
であるた
め、安全点
検を行って
いく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他児12名
は園庭に
出ており、
他職員2
名は非常
勤職員だっ
たため、正
規職員1
名も園庭
に出つつ、
0歳児テラ
スは視界に
入れて対
象児を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
児12名を
保育してい
たため、対
象児を見
ていなかっ
た。

幼児であり
動きも大き
いため、けが
を防げる体
づくりを行っ
ていく

10448

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 73 26 23 24 0 6 5 17.５

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕部
橈骨、尺
骨の骨折、
左手第一
指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

14
2.基
準配
置

なし なし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 50 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

午睡中の出来
事ではあった
が、習い事の
体操教室に行
く児が２１名
いて、先に起き
て着替えなど
の支度をして
いた。そのた
め、習い事が
ないが起きてい
る児が落ち着
かない様子で
過ごしていた。

寝ている児
の妨げにな
らないよう、
体操教室
の児は午
睡室では
なくクラス内
（●●
組）で着
替えるよう
にし、1階
に降りる際
にも中央の
階段を使
用する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午睡時間
中に、自分
の布団の
上でゴロゴ
ロしたり、隣
に寝ている
児にちょっ
かいをだし
たりして、
自分の布
団から離れ
ることもあっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

体操教室
に行く児の
支度をしな
がら、全体
を見てい
た。本児の
ことは視界
に入ってい
たが、助走
をつけて走
ろうとしたと
ころは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

体操教室の児
に声をかけお
仕度を促して
いた。体操教
室以外の児
は、自分の布
団で待っている
ように声かけて
いた。事務所
にいた2名は体
操教室の児が
起きる時間だ
と認識していた
が、クラスに戻
るのが遅れた。

体操教室
に行く児が
支度をし始
める時間
で、人手が
必要だった
が、クラス
職員が全
員戻ってく
る前に支
度を始めて
しまった。

・体操教室
の子どもたち
の対応は、
職員がクラス
に全員戻
り、常勤職
員が必ずつ
ける状態に
なってから対
応する。

10449

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 25 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む) 鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5～6

1.基
準以
上配
置

特になし

担当が不
在時の保
育につい
て、再度職
員間で検
討し、より
細やかな
対応が出
来るよう引
継ぎの仕
方などを確
認した。ま
た事故の
状況、対
策について
会議の場
で全体共
有し、再発
防止のため
の保育につ
いて検討し
た。

1.定期的
に実施 5～6 1.定期的

に実施 5～6 1.定期的
に実施 5～6

活動時、
一人ひとり
の子どもが
自分の待
機場所が
分かるよ
う、椅子を
使用し座っ
て待つよう
に声掛けし
ていた。椅
子に座って
いたこと、さ
らに手を服
の中に入れ
ていたことで
体勢が戻
せず、転倒
時の衝撃
が大きく
なってしまっ
た。

子ども同士
のトラブル
回避、活
動時の安
全配慮とし
て椅子を
使用してい
るが、子ど
もの状況を
考慮しなが
ら、椅子を
使用しなく
ても静かに
待つ、他児
と譲り合っ
て座るなど
子ども自身
の意欲、社
会性を育
てていくよう
に保育を
構成してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

椅子を配
置した場
所、特に対
象児が座っ
ていた場所
が伴奏して
いる職員か
らも、体を
動かしてい
る職員から
も死角にな
りやすい位
置であっ
た。

活動中の
子どもに目
が行きがち
だが、待機
している子
どもの状況
も把握でき
るよう、どの
職員からも
視界に入
る配置に
変更するな
ど、環境設
定を見直し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
リズムに参加し
ていたものの、
動きが複雑に
なってきたこと
で自信が持て
ず見学する選
択をしていた。
他児の様子を
見ていたが、
手持ち無沙汰
から家庭でもよ
く行っている、
両腕を洋服の
中に入れる体
制をとって包ま
れる安心感を
感じていたと思
われる。対象
児自身に姿勢
維持の難しさ
があったため、
バランスを崩し
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
対象児の側に
行きリズムの参
加を促したが、
体全体で拒否
したので座って
待つように声を
かけ、ピアノの
方へと移る。
目の前のピアノ
により本児の
姿は首から上
しか見えていな
かった。またピ
アノを弾いてい
たため、活動
中の子どもに
視線を向けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
対象児から
離れた所
で、全体を
把握してい
た。対象児
が着席して
いるのを確
認しリズム
活動を行っ
ていたが、
気になる子
への対応や
活動中の
子どもの指
導にあたっ
ていたた
め、対象児
の姿が視
界から外れ
ていた。

担当保育士が
一人不在であ
り、充実保育
士が入って行
うリズム遊びは
初めてであっ
た。子どもたち
の座り方も通
常とは違う配
置をしていた。
リズム遊びは
オーソドックス
なものとクラス
で創作して楽
しんでいるもの
とを楽しんでい
たため、充実
保育士が動き
を熟知してい
ないものもあっ
た。当日の流
れについて共
有していたもの
の、通常とは
違う流れのた
め把握が行き
届かなかった。

当日の打ち合わ
せだけでなく、事
前の打ち合わせ
を取り入れるな
ど丁寧な引継ぎ
を心掛け、子ど
もの状況の把握
と理解に努めて
いく。いつもと違
う流れがいくつか
ある状況が重な
らないような保
育の展開を意
識していく。また
他者に見てもら
うことの嬉しさや
年長児としての
誇りを感じられ
るように他クラス
と合同で行うな
どの方法を取り
入れ、子ども自
身の意欲を引き
出していく。

10450

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

2.1歳児ク
ラス 13 5 5 14.２

歳
1.男
児

児の発達に対
し、異常の指
摘なし

8.その他 1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顎部、前
下歯肉の
擦過傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

頻度不定
期

2.基
準配
置

特になし

職員会議
等を通じ、
事故発生
時の対応
を統一出
来るよう周
知する

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日

事故が発
生した時
に、玩具や
遊具は使
用していな
い

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

坂道であ
り、１歳児
には転倒し
やすい道
だった可能
性あり

児に合わせ
た歩行ペー
スで歩くな
ど、工夫す
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
普段は、
散歩の際
に転倒する
ことはなかっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 保育者-
他児-本児
（子ども計
４人を両
手で2人ず
つに分け
て）手を
繋いで歩い
ていたた
め、転倒し
た際すぐに
支えること
が出来な
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他職員も、
子どもたち
と手を繋い
で歩いてい
たため、両
手が塞がっ
ており支え
ることが出
来なかった

特になし

転倒した際
にすぐに支え
ることができ
るように、保
育士と３人
つながりはや
め、児と直
接手をつな
ぐのを一人
にする。

10451

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 13 　 　 　 　 　 　 　 　 2 1 17.５

歳
2.女
児

熱性けいれん
で2年前にも
同じことような
ことがあった。
母によると、け
いれん発作は
今回で4回目
とのこと。

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

1.意識不
明

部分てんか
ん

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

持病による発
作に対応でき
るよう予め児の
疾患を確認
し、職員へ周
知する。発症
前後の対応に
ついて、園長、
主任、看護
師、担任と役
割分担をす
る。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日 　

持病の発
症（転倒
防止）に
対応できる
よう、クッ
ション性の
あるものを
床に敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

　

持病が発
症した場
合、他児を
速やかに別
室へ誘導
する。児が
発作で転
倒したとき
の想定を
考慮して行
動に注視
し、安静に
させる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

室内に座り
ブロックで
遊ぶ等、普
段の昼食
後の様子と
変わらな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

普段と様
子が変わら
なかったた
め、通常の
保育と変わ
らず近くで
遊びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

普段と様
子が変わら
なかったた
め、通常の
保育と変わ
らず近くで
遊びを見
守ってい
た。

　

持病による発作
に対応できるよ
う、普段と変わっ
た様子があれば
連絡し合う。必
要に応じて事務
所に報告し、発
作に備え体制を
整える。
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死亡
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歳
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2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10452

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 28 15 13 2 2 16.４

歳
2.女
児

特記事項な
し。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎の挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特記事項
なし。

事故報告
書やヒヤリ
ハット報告
書は職員
で共有して
事故への
意識を高
めて、継続
する事でよ
り安全な保
育を提供
出来るよう
に努める。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

怪我をして
数日後の
園児の話
（当該
児）からト
イレのドア
の扉で怪
我をした可
能性も考
えられたた
め、トイレの
環境の保
育における
安全性を
見直す必
要がある。

トイレのドア
の取っ手部
分は金属
製であり、
安全のため
クッション材
にて保護を
実施。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

園児の年
齢や性格
的に大丈
夫だろうと
判断しても
そうでない
時もあり、
保育中に
目を離すと
いう事はケ
ガなどにつ
ながる事も
あるというこ
と。

難しい状
況の時もあ
るが、日常
の保育で
可能な限り
目を離さな
いように努
める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
特にいつも
と変わった
様子なし。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
普段のトイ
レの際は可
能な限り職
員が付き
添いや保
育室から見
守りをする
場合もある
が、必ずで
はない。今
回は付き
添いはして
おらず、トイ
レに行った
事の見守り
のみであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
怪我の瞬
間を職員
は見ていな
いが、怪我
をした後に
廊下を通っ
た職員が
怪我をした
園児に気
付いて対
応してい
る。

・付き添いや見守り
をして今回の事故
が防げたかは不明
であるが、普段から
個人でトイレに行く
事がある年齢であっ
ても日常の中に大
きな怪我のリスクが
潜んでいる。また、
夕方はケガなどが起
こり易い時間帯であ
りリスクがある。
・夕方の合同保育
は職員数が限られ
ているためトイレの
時間を決めるなどは
しているものの、尿
意などは生理現象
でありイレギュラーな
対応が必要となる。

夕方の合同
保育は担当
職員が見守
ることが困難
な場合もあ
るという事を
全職員が認
識し、保育
の担当でで
はなくても職
員全体で子
ども達をいつ
でも見守ると
いう意識を
今以上に持
つ。

10453

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 11 1 10 2 2 16.４

歳
2.女
児

多動的である
ため、保育士
がそばにつき
見守りや声掛
けなどの配慮
が必要。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

担任2人のうち
１人は13名
の子どもたちを
連れ４歳児
室でおやつの
準備、もう1人
は午睡の片づ
けをしながら
10名の子ども
たちを5歳児
室で保育して
いた。
分かれて保育
していた為、担
任2人で全体
を把握すること
ができなかっ
た。

布団を片
付けた後の
待機場所
や流れを再
度見直し、
担任2人で
全体を把
握できるよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日

布団を片
付けた後の
待機場所
や流れを再
度見直し、
担任2人で
全体を把
握できるよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

布団収納
庫から園児
との位置が
離れていた
ため、片づ
けをしなが
ら子どもの
様子を把
握できな
かった。

布団をしま
う際に、子
どもから目
を話さない
位置に一
時的に置
き、子ども
たちが移動
をしてから、
布団収納
庫に収納
する。また
布団の畳
み方を再
度、伝えて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
多動的で
いつもおな
じような行
動をしてい
るので注意
をすべきで
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
本児には
目を向けて
いたが、布
団を片付
けていた位
置と本児の
位置に距
離があった
為、片づけ
をしながら
子どもの様
子を把握
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

４歳児室
でおやつの
準備をして
いた。

担任2人の
うち1人は
13名の子
どもたちを
連れ4歳児
でおやつの
準備、もう
1人は午睡
の片づけで
5歳児室
と、午睡後
の流れが全
体を把握
できる立ち
位置では
なかった。

午睡後の後
片付けの流
れを見直
し、全体を
把握できる
立ち位置で
声を掛け合
いながら保
育していく。

10454

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 33 0 6 12 10 5 0 6 6 15.３

歳
1.男
児

情緒面で配
慮が必要な
児童だった。
身体的にバラ
ンスをとる事が
あまり得意で
はないと本児
も認識があ
り、慎重に行
動する児童
だった。当該
児が初めて履
く靴であった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

配慮を必
要とする児
童への対
応の在り方
をどのように
共有し、共
通認識を
持って対応
するのか。
また、職員
の配置を
工夫するも
難しさがあ
り、自園だ
けで対応が
できない場
合どの様に
考えていく
のか。

職員間に
おける情報
共有の在り
方を見直
す。基本の
配置では
難しさが
あった場
合、行政と
連携し対
応していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

検討した結
果、特に要
因は考えら
れなかっ
た。

検討した結
果、特に要
因は考えら
れなかっ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

検討した結
果、特に要
因は考えら
れなかっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

雨や健診
により園庭
に出る事が
久しぶりで
あった。ス
コップを両
手に持って
いた。対象
児は体の
バランスをと
る事が不
得意の為、
慎重に行
動する子ど
もの為、当
時も思いき
り走りだす
等の様子
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
職員の伝
達の行き
違いがあ
り、送迎事
業を利用し
ているお子
さんの受け
入れへ３
歳児担当
の職員が
２名共
行ってしまっ
た。４歳児
担当の職
員が園庭
に出て全
体を見始
めたところ
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
乳児と一
緒に園庭
へ出てきて
２歳児の
対応後に
園庭全体
を見て、誰
が園庭責
任かしてい
るところだっ
た。

もともと対象児
は言葉や人と
の交流の面で
配慮を必要と
していることに
併せ、体の使
い方に未熟な
面があった。し
かし、対象児
は体を上手に
使えないといっ
たことを自覚し
ており、何事も
慎重に対応し
他の児童に比
べ転倒すること
も少ないことか
ら、保育者側
は運動面での
配慮の必要性
を感じていな
かった。

今回の事故
を基に、対
象児に関わ
らず運動面
に不安を感
じる児童に
関しては、こ
れまでの経
緯（転倒す
ることがな
い）にかか
わらず職員
間で情報を
共有しでき
る限り配慮
を行ってい
く。

10455

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 17 5 6 6 2 1 16.４

歳
1.男
児 肘内障既往 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘頭骨
折、肘内
障

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

クッション材
は滑る事を
意識し遊
具の下は
通らないよ
うに声を掛
けるべき
だった。

クッション材
は滑る事を
職員間で
共通認識
とする事が
大事。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具は使
用していな
いため該当
しない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本人が意
識するよう
声掛けをし
ていく（自
分の動きに
対して）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は
色々な身
体の動かし
かたの経験
が積めてい
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

走っていた
わけではな
いので見守
るだけだっ
た。滑る事
の認識が
無かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の子ども
達の遊びに
ついていた

色々な身体
の動かし方
の提案をし
て経験を積
んでいく

10456

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘　上
腕骨遠位
端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1.2

1.基
準以
上配
置

園全体で
マニュアル
の読み合
わせ及び
事故内容
の分析を
実施する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎

保育室以
外での環
境設定に
ついて安全
面、注意
点を共有
する。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

屋上で自
由に遊んで
いた為、交
通整理が
できていな
かった。
45分間遊
び疲れが
出ていたの
かもしれな
い。

鬼ごっこの
スペースと
他の遊びと
のコーナー
を分けるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

急遽、職
員の休みが
2名が出て
いて、非常
勤の副担
が他のクラ
スへカバー
にいってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故箇所
には、担任
1名以外
は、各クラ
スの保育
中であっ
た。

相撲やコー
ディネーショ
ンの遊びを
取り入れる。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10457

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 9 2 1 16.４

歳
2.女
児

●日傷の治りが
悪い為、A皮膚科
を受診。診断結
果：擦過傷　痂
皮状態は1週間
程度ではがれてき
れいになると思う
が、赤みが消失す
るまでには6か月
程度かかると予測
される。早く治す
為に抗菌薬｛バ
ラマイシン軟膏」が
処方される。保護
者から跡が残るの
はと心配され形成
外科を希望され
た。●日午後B病
院（形成外科）
を受診。処置：
生食洗浄、ゲンタ
シン軟膏、カットバ
ン皮膚科で処方
されたバラマイシン
軟膏とカットバンを
し乾燥をさせない
ようにとの指示あ
り。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

耳鼻咽喉
科：鼻骨
骨折（1
ｍｍ以
下）　右
側　（鼻の
ＣＴ検
査）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

戸外活動
時の園内
ルールを具
体的に決
める必要が
ある。

園外、公
園内のルー
ルを職員
間で話し
合い共有、
新職員に
も分かりや
すく明記す
る。定期的
に事故防
止について
職員間で
話し合い、
研修を行
う。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1

休憩後、
バラバラで
はなくメリハ
リをつけ、
職員間で
も声を掛け
合い体制
を整えてか
ら遊びを再
開させる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

公園内の
注意事項
は伝えてい
たが、水分
補給で休
憩を取った
後、保育
士が声をか
ける前にバ
ラバラに遊
び始めてし
まった。

休憩後、
遊びを始め
る前に再
度危険個
所を伝え、
職員間の
連携が取
れるように
体制を整
えてから再
開する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
本児は特
に変わらず
いつも通り
であった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
担当職員
は近くにい
たが、他に
も遊び始め
た子もいた
ので全体を
見守って
いった。
遊び始めが
追いかけっ
このように
なってしまっ
たので、す
ぐに怪我に
繋がるとは
予測できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
近くにはい
たが、遊具
で遊び始め
てしまった
子もいた
為、対象
児の動きも
見てはいた
が、怪我の
予測にまで
は至らな
かった。

水分補給
後バラバラ
に遊び始
め、職員の
目も分散さ
れてしまっ
た。視界に
は入ってい
たが、怪我
の予測にま
でいたらな
かった。

休憩後、バ
ラバラではな
くメリハリをつ
け、職員間
でも声を掛
け合い体制
を整えてから
遊びを再開
させる。

10458

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 20 4 4 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

夕方の時
間帯で園
児が少ない
ので職員も
少なくなっ
ていた。危
ないという
感覚はあっ
たが、止め
ることができ
なかった。

危ないと思った
ら遊びをそのま
ま続ける・全部
止めるのでは
なく、どうしたら
安全に遊ぶこ
とが出来るかそ
の都度アセスメ
ントを行う。危
ないと思ったら
上司に報告
し、安全に保
育できる環境
を整える。ほか
のクラスからの
応援は可能か
相談する。
各々遊ぶので
はなくみんなで
同じ遊びを楽
しむ時間を作
る等園児の行
動が把握しや
すい環境を作
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

園庭に凹
凸が多い。
水はけが悪
く川の流れ
のようなも
のができて
おり躓きや
すい。

園庭の整
備

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭遊び
の前の点
検にて、風
が強いこと
を認識でき
ていなかっ
たため、事
前に水まき
をしなかっ
た。

園庭遊び
前の点検
のﾁｪｯｸ項
目に追加
する。点検
が難しいと
きは上司に
必ず報告・
相談を行
う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
普段は夏
の暑い日
以外園児
がいる時間
帯には水ま
きは行わな
いが、目に
砂が入った
と話す園児
がいたた
め、普段行
わない水ま
きを行い、
何名かの
園児の気
持ちが高
ぶっていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
水まきをしてい
た職員がクラス
担任であった。
水まきをする
前に、園児に
は声をかけた
が、ほかの職
員に声掛けを
行わなかった。
担任は1ｍ以
内で本児をみ
ていた。しかし
ほかの園児も
いたので、ずっ
とは見ていられ
ず視界に入る
程度であった。
転んだ際にす
ぐに本児を安
全な場所に移
動し応援要請
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
園庭に合
計61名の
園児がいた
ので、他の
職員は見
ておらず、
ほかの職員
のところに
は他児が
教えに来た
とのこと。
すぐに気づ
き近くの園
児を離れた
場所へ誘
導し安全を
確保した。
担任では
ない職員
は何が起き
たか知らな
かった。

他の職員
に伝えな
かったため
水に近づく
園児への
見守りがで
きず、園児
も気持ちが
高まり話を
なかなか聞
くことができ
なかった。

職員同士で
連携をとる。
園児にも事
前に伝え
る。理解が
できてから始
める。

10459

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 3.昼食時・

おやつ時

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

1.0歳児ク
ラス 11 5 2 17.５

歳
1.男
児

事故発生時
は天気が良
く、公園の地
面も乾いてい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

職員同士
で園児を
見守る場
所等の細
やかな声の
掛け合いが
できていな
かった。

安全対策
の再確認
を行い、引
率職員全
員で園児
を見きれる
よう職員同
士で声を
掛け合って
散歩中の
見守りをし
ていく。

2.不定期
に実施 10 2.不定期

に実施 　毎日 2.不定期
に実施 　毎日

公園到着
時に園内
の安全確
認は実施
していた
が、細かい
箇所の
チェックまで
できていな
かった。

公園内で
遊具や危
険物等の
チェックだけ
でなく、地
面の滑りや
すい箇所
や転倒しや
すい段差
等の細かい
所まで
チェックし、
職員同士
で情報共
有する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

散歩中や
散歩後の
園児への
声掛けが
不足してい
た。表情や
顔色、動き
の細やかな
確認が不
足してい
た。

保育者が園児
の異変に気づ
けるよう、帰園
前の点呼の際
に必ず園児1
人1人に声を
掛け、怪我や
体調不良等の
有無を確認し
ていく。その
際、普段と違
う表情や動き
をしていないか
必ず観察を行
う。転倒した際
や身体に異変
を感じた際は
保育者に伝え
てもらうよう、
遊びの前に園
児にも伝えて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
楽しく鬼
ごっこをして
いる様子で
あり、転倒
後も泣くこ
となく他児
と手つなぎ
で散歩から
帰園した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
全体を見
渡して、他
児を含む3
名で鬼ごっ
こで遊んで
いる所は保
育者が見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
本児が転
倒した瞬間
は見ていな
かった。

園児の動
きをよく見
て、注意し
て見守って
いくことがで
きていな
かった。

担任でない
保育者が散
歩に引率す
ることも多く
あるため、子
どもの性格
や怪我の頻
度等も普段
から職員同
士で申し
送っていく。
また、園児
の動きをよく
見て注意し
て見守って
いく。

10460

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 22 3 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

体幹の未
発達が考
えられる

多様な運
動遊びを
生活の中
で取り入
れ、体幹や
反射能力
を高めてい
く

1.定期的
に実施 　随時 1.定期的

に実施 　随時 1.定期的
に実施 　随時

故障等に
ついては随
時修理を
行い、危険
を排除して
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育環境
については
随時見直
しを行い、
危険を排
除していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当日、保
護者会が
あり、通常
より保育時
間をとても
喜んでいた
とのことが
母親より
あった。うれ
しい気持ち
から友達に
抱き着くと
いう行為に
至った可能
性がある。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
散歩にいく
ために、トイ
レに行った
子どもたち
に目線が
いっていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
散歩に行く
ために、並
ぼうとしてい
る子どもた
ちの誘導に
あたってい
た。

散歩準備な
どで園児が
分散するタ
イミングに
は、通常より
目が行き届
かなくなるこ
とから、応援
職員を呼ぶ
など、体制
強化を図っ
ていく。
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1
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10461

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 23

4（正
2支1
派1）

3（正2派1） 18.６
歳

2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)

角膜上皮
びらん、前
房出血、
高眼圧
症、外傷
性虹彩
症、眼球
打撲

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

各1回以上

1.基
準以
上配
置

保育中に
使用する
材料につい
ての危険な
面や安全
な使い方に
ついてマ
ニュアルが
なく、園内
研修を実
施していな
い。

保育中に
使用する
様々な材
料や、これ
らを使用し
て活動に
取り入れる
際に必要
な配慮やリ
スク回避の
方法につい
てマニュル
を作成し、
園内研修
をする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日

子供が作っ
た手作り玩
具につい
て、使用す
る前に不
備がないか
点検を怠っ
ていた。

作って遊ぶ
製作物に
ついては、
子供が使
用前に不
備がないか
保育士が
確認をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

手作り玩具
を使って遊ぶ
際の危険や
起こりうる事
故に対して
の予測がで
きていなかっ
た。少人数
での対応で
あったが、予
測をしていな
かったことで
安全な遊び
の進め方、
子供に対し
ての配慮が
できなかっ
た。

子供の人
数に対して
の適正配
置だけでは
なく、活動
内容の危
険を予測し
た上での職
員配置を
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
射的グルー
プ（本児
含め6名）
が、5歳児
室から隣の
遊戯室へ
移動し、活
動中。ペー
パー芯で
作った鉄砲
で試し打ち
をする。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
正規職員1名
が5歳児6名の
1グループと一
緒に遊戯室へ
移動し、グルー
プ毎に『縁日
ごっこ』の設営
や仕事の役割
を確認してい
た。怪我発生
時は、同グ
ループ内の他
児に鉄砲のゴ
ムのかけ方を
教えており、直
接該当児の事
故発生を見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
正規職員
1名、派遣
職員（一
日）1名が
5歳児室に
て、5歳児
17名の保
育中。
『縁日ごっ
こ』当日使
用するスタ
ンプやリボン
を子供たち
と選んでい
た。

割り箸の先
端部分の保
護をしていな
かった。割り
箸の危険に
ついて子供
に伝えきれて
いなかった。
射的の扱い
方、遊び方
の確認が十
分ではなかっ
た。行事に
使用する制
作物の事前
確認ができ
ていなかっ
た。

使用する素
材が安全
か、どのよう
に安全を確
保するのか
事前に確認
する。子供と
一緒にどの
ような危険
があるのか
考え、一人
一人が気を
付けながら
制作、使用
できるように
する。

10462

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 86 12 14 15 15 15 15 3 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 前歯打撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

10

1.基
準以
上配
置

なし 1.定期的
に実施 毎 1.定期的

に実施 毎 1.定期的
に実施 毎 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びに夢
中になり周
りが見えて
いなかっ
た。

公園で走ら
ない、遊ば
ないは出
来ないの
で、遊びの
内容や種
類に応じて
事前に子ど
もたちに気
を付ける事
やしてはい
けない事を
伝える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもどおり
の様子で
あった。鬼
ごっこの最
中に他児と
ぶつかり前
歯をぶつけ
ていた様だ
が、直後に
は痛みの
訴えなどは
無かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の子ども
の対応をし
ており当該
児が衝突
した瞬間は
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

加配児担
当職員で、
担当児と
遊んでいる
目の前で
衝突すると
ころを目撃
した。

当日は、加
配児２名と
合わせて１
３名の園児
を、職員３
名で見守っ
ていたが、全
員で鬼ごっこ
をしていた分
けではなく、
他の遊びを
している園
児の見守り
も必要だった
為、全体の
見守りがや
や手薄に
なった。

今後は、加
配児や見守
り職員の人
数に合わせ
た遊びを提
案したり、全
員で参加す
る遊びなど
状況によって
遊び方を工
夫する。

10463

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 20 5 5 14.２

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

事故やケガ
が起こった
際実施。

1.基
準以
上配
置

職員は基
準より多く
配置してい
た。高さが
る所からの
遊びであっ
たため、危
険を予測
し、児童の
側に職員
がおり、いつ
でも対応で
きるようにし
ていた。

職員配置は基
準を満たして
いたが、遊び
方が児童の年
齢や発達に
あった遊び方
かどうか確認を
行い、危険が
ある場合は別
の遊び方を提
案していく。ま
た、児童の足
は負荷がかか
ると骨折に至
ることがあること
を再度、職員
間で確認して
いく。

1.定期的
に実施 週1回 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

引き続き、
チェックリス
トにてチェッ
クする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

幼児クラス
と一緒に遊
んでおり、
１歳児の
当児童が
遊ぶには、
設定の高さ
が高かっ
た。

飛べていて
も、体の大
きさや児童
の発達状
況を考慮
すると見守
りだけでなく
介助が必
要だった。
足に負荷
がかかる遊
びを設定す
る際は、年
齢や児童
の発達状
況を考慮
し、設定し
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつも通り
3歳児クラ
スの姉と共
にコンテナ
から飛んで
楽しんでい
た。怪我に
至る前も
数回飛ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
安定して飛
べていたた
め、児童の
跳んでいる
すぐ横に付
き添い、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他クラスの
児童も園
庭で遊んで
おり、他職
員はそれぞ
れの児童と
関わってい
た。

安定して飛
べており、
マットも敷
いてあり、
大丈夫で
あると思っ
ていた。骨
折に至ると
いう意識が
十分でな
かった。

飛べていても、
体の大きさを考
慮すると見守り
だけでなく介助
が必要であっ
た。児童の足に
負荷がかかった
場合、骨折に
至ることもあるこ
とを職員間で再
度、確認を行
い、遊びの設定
や年齢等、事
前に職員間で
話し合い、危険
を予測した対応
を共有していく。

10464

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 14 4 4 13.１

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足親指
ひび

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

遊びを見
守る職員
の配置。
事故を未
然に防ぐ意
識の不足。

職員の配
置（立ち
位置の確
認）
日頃の点
検の際に
危険を予
測し危険だ
と感じた時
に、即対策
を取る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 週1回 1.定期的
に実施 毎日

危険を察
知できるタ
イミングは
多々あった
が、認識の
甘さから靴
箱の使用
を続けてい
た。

靴箱の撤
去。（安
全なものに
買替）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

クラスの保育
士の配置人数
は満たしていた
が、4名中2名
が清掃を行っ
ており、実質2
名が遊びを見
守っていた。
見守っていた
保育士1名は
『シャボン玉』を
子ども達に見
せており、この
時間に行うこと
としては、適切
ではなかった。

ベランダで
過ごす設
定をした際
に、事故が
予測される
ものは子ど
もの手の届
かない場所
に移動する
などの配慮
が必要だっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
良く動き回
り、保育士
の横を通り
抜けて靴
箱へ他児と
移動し靴
箱を揺らし
たり、叩い
たりして遊
んでいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
シャボン玉
をしており、
傍にいたに
もかかわら
ず本児の
動きから目
を離してし
まっていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
2名は清
掃。もう1
名はベラン
ダにいた
が、本児の
動きに気
付き声を
掛けたが間
に合わな
かった。

靴箱は非
常時に持
ち運べるよ
うに固定さ
れていな
かった。

持ち運ぶか
らこそ軽くて
ソフトな素
材にする。

10465

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 9 9 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足首腓
骨剥離骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

園庭の安
全保育に
ついて再確
認する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ターザン
ロープの側
の地面に
他の遊具
が置いて
あった。

保育士が傍に
つけない時は
ターザンロープ
を設置しない。
ターザンロープ
の側の地面に
囲いを置き安
全に使用でき
るようにする。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

ターザンロープ
を使用する際
は職員が側に
つく。日頃より
児童にも伝え
ていく。
ターザンロープ
の周囲には他
の遊具を設置
しない。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ターザン
ロープにい
る友達に
気づかず、
タイヤの付
いた板から
ジャンプし
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
遊具の設
定を保育
士が確認
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他クラスの
職員が設
定したま
ま、その場
を離れて保
護者対応
をしてい
た。

ターザンロー
プを使用し
ない時は、
取り外すとい
うルールがあ
ることを再確
認する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10466

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 6 8 2 1 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕手首
橈骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

保育の環境整
備を解除した
時、室内が
広々とした際
に走る姿が見
られた。また、
保護者の迎え
や職員の出入
りが重なり、気
持ちの昂りが
見られていた。

保育安全
マニュアル
に室内を
走る児童
に対する危
険性や配
慮について
追記・周知
する。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 3 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員がそれ
ぞれ対応し
ており、走
る子どもの
姿に気付
かなかっ
た。

全体を見るよ
う立ち位置に
注意し、走る
児童がいる際
にはすぐに静
止できるよう周
知する。遊び
が終了した後
もテーブルなど
は片づけず、
室内を走れな
い環境に設定
した。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
部屋を退
出する職
員を目掛
けて走って
いた。保護
者の迎えや
職員の出
入りもあり、
気持ちの
昂りも見ら
れていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
他児の対
応を行って
いる最中の
出来事で
あり、走る
児童を止
めることがで
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
水分補給
のお茶を片
づけていた
ため、児童
の動きを見
ていなかっ
た。

職員同士の
声掛けを行
い、子どもの
高揚状態を
見極める力
を培い、落
ち着いて移
動するように
導いていく。

10467

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 18 8 2 8 3 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

口腔内裂
傷、唇右
脇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

各公園の
注意する
点はそれぞ
れの職員が
わかってい
るが、声が
けがおろそ
かになっ
た。

A公園で遊
ぶ際は、滑
りやすいこと
をこの日も
事前に注
意するべき
であった。

1.定期的
に実施 1 3.未実施 　 1.定期的

に実施 １回/日

A公園の地
面は滑りや
すいと思
う。遊ぶ範
囲が広い。

事前に子ど
もに声掛
け。また公
園によって
遊びの内
容や範囲
を考えるよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

付き添いの
職員人数
は適切だと
思う。職員
も動き出し
たため、一
人一人へ
の目配りが
おろそかに
なった。

職員同士で見
守りの配置を
決め、確認し
合う。それぞれ
が子どもに声
掛けできるよう
にする。職員
同士の役割も
お互い確認し
合う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気で活
発に鬼ごっ
こをしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

離れた場
所におり、
全体を見
渡していた
が、その時
は本児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の遊具
で遊んでい
る子や他の
鬼ごっこを
している子
に付き添い
見守りして
いた。

運動神経
も良く活発
な本児と理
解し、本児
への注意が
不足した。

どの子でもけがを
することを予想
し、子どもの位
置などに細かく
目配りできるよう
にする。事故報
告、けが報告等
を検討し、改善
策を職員皆で
周知共有する。

10468

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 34 15 7 12 3 1 15.３

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右第１中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

会計年度保
育従事者のマ
ニュアルはある
が、各自で読
んでもらうのみ
になっている
為、年度当初
に「安全基準」
など読み合わ
せを行っていな
かった。

常勤職員
と同様に安
全基準や
「事故防止
と発生時の
対応」は資
料を配布し
読み合わ
せなど行え
るようにして
いく

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

塗り絵を入
れるカゴの
位置と、水
分補給用
のコップ置
きの場所が
狭かった。

塗り絵を入
れるカゴの
位置を広
い場所へ
移動。コッ
プ置きの
テーブルの
向きを変
更した。レ
ゴブロック用
のゴザの撤
去

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児は
机の上で
塗り絵をし
ていた

塗り絵の紙
を入れるカ
ゴの場所を
変更した

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
テーブルで
塗り絵をし
ていた。塗
り絵終えた
紙を所定
のカゴに置
きに行った

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
他の児の
保育をしな
がら、本児
が塗り絵の
紙をカゴに
入れに行く
のはみてい
たが、転倒
した瞬間は
見ていな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
塗り絵の紙を
カゴに入れるた
め、自分の後
ろを通ったのは
わかっていた
が、カゴに入れ
自分の後ろを
通った際、自
分の踵につま
ずいたのは判ら
なかった。

保育補助員は
本児に背中を
向けた形で他
の子どもの保
育にあたってい
た。ゴザの端で
上履きのまま
正座していた
ので、本児が
つまづいたこと
に気づかなかっ
た

子どもが後ろ
側を通った
際は注意す
る。子どもに
背を向けな
いような位
置を確保し
保育する

10469

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 17 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上BA左
上A歯の打
撲、RU壊
死

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

各保育室
でのヒヤリの
資料がな
かった。

各保育室
のヒヤリを
書き出し、
改善策を
出す。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

密にならな
いように
ホールを保
育室として
使っている
ため、他ク
ラスがホー
ルを使用す
る際には荷
物の移動
が必要で
あった。

周りに園児
がいない状
況を確認し
たうえで、
可能なもの
は園児が
利用する
前に移動さ
せておく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児は
次の活動
を楽しみに
動いてい
た。

気持ちが
浮かれてい
ることを予
測し、荷物
の移動距
離を普段
以上に確
保する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
次の活動
にむけ室内
に入るた
め、手洗い
を行ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
クラスの他
の子どもた
ちの動きに
も目を向け
ながら、対
象児と水
道を挟んで
向かい合い
会話をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
3歳児担
任が、対象
児の後ろを
通り荷物を
運ぼうとし
ていた。

荷物の移
動を職員
が1人で
行ってい
た。

複数人で荷
物を運ぶ、
または周囲
にいる職員
が荷物移動
時には子ど
もに対し動
かずにいるよ
うに声をかけ
るなど、職員
間の連携を
とる。

10470

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 43 14 16 13 4 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左環指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

夕方の引
き渡しの際
に、保護者
対応のため
職員が子ど
も達から目
を離す時
間がある。

保護者対
応の際に
話す時に
は、室内が
見える向き
での対応と
する。会計
年度職員
の立ち位
置にも気を
付け、全体
を見ていけ
るようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

じっくり遊べ
るようにコー
ナーを設定
している
が、死角に
なる部分で
もあった。
一か所に
少し高めの
本棚があ
り、子どもの
様子も見
づらかった。

怪我の原
因は椅子
の座り方な
ので、子ど
も達にも椅
子の座り方
について意
識できるよ
うに声をか
けをすること
を周知し
た。また、
死角となっ
ていた本棚
を移動し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児は
同じクラス
の友達と、
電車やレー
ルを組み立
てて遊んで
いた。

数人で遊
んでいたの
で、その場
に必要な
玩具かの
確認をし、
環境を整
備するよう
に周知し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
同じクラス
の友達数
人と仲よく
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
引き渡し時
の保護者
対応をしな
がら全体を
把握してい
たが、怪我
の瞬間を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他のコー
ナーの遊び
を見てい
た。

引き渡し時
の保護者
対応をしな
がら全体を
把握してい
たため、死
角になる所
での怪我を
止められな
かった。

死角にに
なっていた場
所の本棚の
移動をし、
保護者対
応時に子ど
もの様子が
見える立ち
位置にした
り、他の職
員への声掛
けを行うよう
にした。

316 / 394 ページ



死亡
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歳

1
歳

2
歳

3
歳
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10471

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 25 2 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯根部の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

本児の行
動が突発
的なので、
急な行動
の危険性
がある。

遊び始めや
遊びと遊び
の間の動き
を見守って
いったり、安
全に遊べる
ように足元
や周囲に
注意を向
けられるよ
う声を掛け
たりしてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

玩具（フー
プ）が多く
設置されて
いた。

足元に置
いてある玩
具は片づ
け、子ども
の遊びの動
きの妨げに
ならないよ
うにしてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児は
衝動的に
動いてい
た。

本児の遊
びに目を配
り、次の行
動に移る
時には周り
を見ていく
事を伝え
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
遊びが
点々として
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

保育士に
ついては、
ビオトープ
で子どもと
生き物を
見ていた保
育士と、全
体を見てい
た保育士
がいた。本
児が突発
的に動いて
転倒した場
面は全体
を見ていた
保育士が
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
ビオトープ
で子どもと
生き物を
見ていた保
育士も、本
児が突発
的に動き
出したので
転倒を遠
目で見てい
た。

本児が日
頃から突発
的に動くこ
とは予想さ
れていた
が、他の子
ども達もい
たので保育
士自身が
瞬時に動
けなかっ
た。

日頃から遊
びが点々と
し突発的に
動くので、で
きる限り傍に
ついて一緒
に遊べるよう
にしていく。

10472

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 21 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕橈
骨若木骨
折、右前
腕尺骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

・職員全体
に園外保育
を行う場合
の引率人数
の確認。
・園外保育
で受傷した
場合の不安
要素を書き
出してもら
い、改善点
や保育での
工夫等を話
し合う場を
設けた。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ネット部分
で起こり得
る事故につ
いて改めて
園内で共
有し、今後
の事故防
止につなげ
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

事故防止
のため全体
に遊具の
使い方を
知らせてい
た。

行動に注
意が必要
な児だった
ため、個別
にも声をか
けるなどの
配慮が必
要だった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
他児と同じ
空間で、格
子状のネッ
ト部分など
で遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
対象児が
怪我をした
遊具付近
かつ全体が
見守れる
位置で子ど
もたちの安
全確認をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
別の場所
にある遊具
付近かつ
全体が見
守れる位
置で子ども
たちの安全
確認をして
いた。

事故発生
時、保育
士の立ち
位置が対
象児は視
界に入る
が、手がす
ぐに届かな
い位置にい
た。

公園内で最
も高さのある
遊具であっ
たため、アク
シデントが起
きないように
すぐに子ども
に手を差し
伸べられる
位置につくべ
きであった。

10473

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 22 3 2 17.５

歳
2.女
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右中指剥
離骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事故予防に関
する研修につ
いては、回数
や時間を増や
すなどを行い、
事故の振り返
りの他、未然
に防ぐことがで
きるよう予防
的な側面から
の内容充実を
はかっていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 随時

玩具の安
全点検日
を設定す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

トラブル時に手
が出ることはほ
とんどなくなって
いるが、片付
けのときなど距
離も近くトラブ
ルになりやすい
ので、傍で怪
我にならないよ
うに見守り、手
が出そうなとき
は止めていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつもどおり
の様子で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
午睡用の
コットを他
の園児と一
緒に運んで
いた。本児
たちが遊ぶ
様子は確
認してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
給食の下
膳のため保
育室外に
いた。　トイ
レへ行く児
の見守りを
していた。

給食の片付
けから午睡
準備と慌た
だしくなる時
間であるが、
職員は子ど
もたちの見
守りが不十
分にならな
いようにして
いく。

10474

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む) 鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

年長児というこ
ともありできる
ことが多くある
が、遊び方とし
て不向きな行
動を抑止する
為のマニュアル
や職員間での
認識の違いが
あった。

事故報告
をもとに園
内での意
見交換を
行い遊び
方の指導
マニュアルを
作成してい
く。

1.定期的
に実施 月に１回 1.定期的

に実施

園庭遊具
雨天以外
は毎日

1.定期的
に実施

消毒時に
点検

テラスと階
段の距離
や高さが、
こどもができ
ると考える
設計であ
る。

テラスは歩
く、いったん
降りて階段
をあがると
いう動作の
確認を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

築山から下
るときには
駆けない。
また、周り
に花壇を
置いて、走
れないよう
にした

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

その場所に
は本児一
人が遊んで
いたこと、
普段はでき
ていたこと
なので見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他のクラス
の子どもた
ちみていた
ので、園庭
にはいない

普段から
行ってる行
動の為見
守っていた
が、危険が
伴うことへ
の周知が
足りなかっ
た。

いつもできること
がいつでもできる
ことではない。遊
び方のルールを
伝える。どんなこ
とがどんな怪我
につながるのか
伝えていく。

10475

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 17 1 1 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 下顎挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

４～５
2.基
準配
置

普段、おと
なしい性格
の児であ
り、室内で
走り出すこ
とを予測で
きなかった。

普段おとな
しい園児で
も、自由時
間に友人と
すきな遊び
ができること
で、興奮し
やすい状
況にあっ
た。園児の
気持ちの
変化にも
対応できる
よう、職員
のスキル
アップをは
かる。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

保育室内
では園児
は上履きを
履いている
が、室内で
走ると転倒
や衝突の
危険があ
る。
保育室の
壁側にロッ
カーが設置
されており、
ロッカーに
向かって走
ると衝突の
危険があ
る。

園児には
引き続き
室内での
上履き着
用の声かけ
をおこなうと
共に、室内
では走らな
いよう注意
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

室内での
自由遊び
で、椅子に
座っている
児や床に
座って遊ん
でいる児等
がいた。

椅子に座っ
ている子、
床に座って
いる子、
立って遊ん
でいる子よ
うさまざまな
姿勢の子
がいたの
で、コー
ナー毎にス
ペースを分
ける等し
て、環境設
定をおこな
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
体調不良等な
く、自由時間
に友人と好き
な遊びをできる
ことに嬉しい様
子だった。ぬり
えを片付ける
ために、友人と
一緒に、楽し
気な様子で保
育室の壁側に
あるロッカーに
向かった際に
気分が高ま
り、突然短距
離を走り、ロッ
カーにぶつかり
受傷した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
保育室内
で、全体を
見守ってい
た。本児が
ずっと走って
いたわけで
はなく、急
に走り出し
たため、静
止すること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児を
一人の職
員が見てい
た。

自由遊び
中で、それ
ぞれぬりえ
やブロック
等、好きな
遊びを楽し
んでおり、
気分が高
まっていた。

子どもと共
に、クラス全
体でどうした
ら怪我に繋
がらずに遊べ
るかということ
を話し合い、
室内は走ら
ないことを確
認した。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10476

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成  不明       2 1 17.５

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手薬指
付け根の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

本児が痛
みを伝えな
かったこと
と、保育者
も異変に
気づけな
かった。

事例を定
期的に共
有し、職員
への周知を
徹底してい
く。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施
使用の都
度

2.不定期
に実施

ソファの後
ろに棚が
あった。

棚・ソファの
配置等、
環境設定
を検討して
いく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

普段から健
康チェックは
していたが
本児が当
時そこまで
痛みを感じ
ておらず、
痛みの訴え
等もなかっ
たため発見
が遅くなっ
てしまった。

より一層意識
を高め気を付
けて見ていく。
痛いところはな
いかなど直接
聞く。子どもた
ちにも困ったと
きやケガをした
ときなど大人に
伝えて良いこと
を知らせ、安
心できる大人
や環境の中で
過ごせるように
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
痛みがな
かったため、
伝えること
なく過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 登園児の
受け入れを
しながら室
内の様子
もみていた
が、ぶつけ
た瞬間は
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
登園してき
た子どもた
ちと一緒に
遊んだり、
周囲にも
目を向けて
いたが、本
児が棚に
手をぶつけ
たことには
気づかな
かった。

クラス全体の
把握と子ど
もたちの動き
をより一層
気を付けて
みていくと共
に、保育者
の危険予知
能力を高め
ていく。

10477

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 5 1 1 14.２

歳
1.男
児

身長90.3㎝
体重14.2㎏
座っていたが､
突然ドアを閉
めようとした。

8.その他 1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左第１指
亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

換気の為、
ドアを開け
たままにし
ているが､
本児が閉
めてしまっ
た。

ドアが閉ま
りきらないよ
うに､ドアス
トッパーをつ
けた。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ドアのクッ
ション材が
剝がれたま
まになって
いた。

ドアが閉ま
らないよう
に､ストッ
パーをつけ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

1名だけまだ扉
の前に居て部
屋に入ってな
かったから呼ん
でいたが､それ
を聞いた本児
がドアを締めに
行ってしまっ
た。

動き出した
瞬間に止
めるべき
だった｡もし
くは､ドアス
トッパーをつ
けておくべき
であった。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

朝から機嫌が
あまり良くなく
て、友達の顔
をトングでつか
もうとする等の
行為も見られ
ていたので､気
を付けていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

日頃からド
アを閉める
ことがあった
ので、大丈
夫かと思い
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

先に戻って
いた補助
職員が中
で他の4名
を見守りな
がら､本児
の姿も見て
いた。

日頃からド
アを閉める
ことがあり
怪我をして
なかったの
で､大丈夫
だと思って
しまった。

動き出した
瞬間に止め
るべきであっ
た｡もしくは､
開放用ス
トッパーをつ
けておくべき
であった。

10478

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 24 2 2 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

作り付け棚か
らの転落につ
いては過去に
も発生してい
たが、マニュア
ルや事故防止
チェックリストに
棚上のリスクや
使い方につい
ての記載がな
かった。／ヒヤ
リハット事例に
ついては、
日々所定の書
面で職員と情
報共有してい
るが、再発防
止策が事故防
止チェックリスト
に反映されて
いるかどうかを
確認する仕組
みが明確に
なっていなかっ
た。

マニュアル
や事故防
止チェックリ
ストについ
ては、園長
の責任の
下、実際に
あった事故
やヒヤリハッ
ト事例を基
に、随時情
報を更新し
ていく。ま
た、事故防
止チェックリ
ストの内容
改訂につい
ての仕組み
を明確に
作る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 4

２歳児クラ
スの保育室
は２階にあ
り、作り付け
棚の前に大
きな窓ガラス
がある。そこ
からは１階
の玄関付近
や人、車が
よく見える作
りとなってお
り、子ども達
にとって魅力
的な場所と
なっている。
そのため、日
常的に子ど
もが集まりや
すい。

窓ガラスの上
部のみに日よ
け用のシートを
貼っている。こ
のシートを上か
ら三分の二位
の位置まで追
加で貼り、座っ
て見たほうが
外の様子が分
かるような環境
にする。／棚
上の左半分に
道路等の絵が
描かれたシート
を貼り、棚を机
代わりにして遊
べるようにす
る。右半分は
棚上から外を
見ることができ
るスペースとし
て残す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日常的に
作り付け棚
の上に子ど
もが集まる
ことを認識
していた
が、棚の下
にマットを
敷いていな
かった。／
棚以外の
場所でも
遊びが展
開するよう
に、保育環
境の見直
しがもっと
必要だっ
た。

事故発生後、
取り急ぎ、棚
の下にマットを
敷いた。マット
のジョイント部
分の浮きが新
たな転倒リスク
につながるた
め、畳に変
更。（滑り止
めを使用）／
保育室内の遊
びのコーナーを
見直し、子ども
の関心が１箇
所に集中しな
いようにした。
これにより、棚
上以外の場所
にも子どもが集
まるようになり、
棚上に乗るこ
とが減った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故発生
までは、該
当児の体
調に変化
はなかっ
た。保護者
からも特別
な引継ぎ
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

作り付け棚
の右端に
位置してい
たが、該当
児が落下
した時に届
かなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

室内には
元々３名
の保育者
がいたが、
この内の１
名は牛乳
を取りに室
外に出てい
た。もう１
名は、棚
上３名の
子どもと担
当職員、
室内にいる
もう１名の
子どもを全
体的に見
ていた。

事故発生時現場にい
た常勤保育者①は、育
休からの復帰初日だっ
た。該当児の特徴（転
倒しやすい）が未共有
だった。／①が初日であ
ることを考慮し、日常的
に保育に入っている非
常勤保育補助者③が
当日配置されていた
が、この時③は牛乳を
取りに室外へ出ていた。
保育者が多く配置され
ている意図が明確に伝
わっていなかった。／常
勤保育者①②のどちら
が棚上の安全管理を
行うか、口頭で役割を
明確にするやり取りを
行っていなかった。／常
勤保育者①は棚上が
危険であるという認識は
持っていたが、子ども達
とは初対面で、①が近く
に行くと緊張する様子
があったため、ある程度
の距離を保って見守り
を行っていた。その結
果、子ども達との距離が
中途半端になり、転落
時に止めることができな
かった。／常勤保育者
②は、該当児がイヤイ
ヤ期にあり、該当児の
気持ちを優先するか安
全を優先するか迷いが
あった。そのため、「座っ
て遊ぼうか」等の声掛け
がこの時なされなかっ
た。

保育者間の情報共
有を徹底。特に年度
替わりや新しい保育
者等が入った時には、
丁寧に引継ぎを行
う。（子どもの特徴、
環境について）また、
役割（ﾘｰﾀﾞｰ、ｻﾌﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ、常勤、非常
勤）に関係なく、子ど
もの特徴や環境等を
把握している保育者
が主導で保育を行
う。職員配置について
意図がある時には、そ
の情報を確実に伝達
する。／棚上に限ら
ず安全管理について
は、保育者間で役割
を明確にするやり取り
を必ず行う。／保育
者は、棚の端ではなく
左右に速やかに動け
るよう中央に位置す
る。／リスクの高い場
所、状況にある時に
は、子どもの気持ちよ
りも安全を必ず優先
させる。／イヤイヤ期
にある子どもへの声掛
けや対応については、
日頃から保育者間で
打合せておく。

10479

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 38 13 15 10 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折（左
手首）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　1～2

1.基
準以
上配
置

マニュアル
の見直し。
長年伝えら
れてきた
ルールに
沿っている
が、チェック
リストなどを
設け、確実
に安全が
守れるよう
に修正す
る。

1.定期的
に実施 　3～5 1.定期的

に実施 　約10 1.定期的
に実施 毎日

安全点検
はこまめに
行っている
が、チェック
リストで確
認するなど
して、徹底
する必要が
ある。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コロナ予防
のために外
遊びの機
会を多く
し、夕方に
も外遊びを
実施してい
る。

コロナ予防
のために
行っている
夕方の外
遊びの方
法、見守り
について再
確認が必
要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
朝は通常
通り登園。
夕方まで
体調や言
動等に、特
にいつもと
違った様子
は見られな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

異年齢児の保育で
あることから、子ども
たち全体を見るよう
にして見守ってい
た。園庭でスピード
を出して走り回って
追いかけっこをした
り、高さのあるアスレ
チックで遊んでいる
子どもが多かった。
鉄棒はアスレチック
の裏側の中央から
見にくい位置にある
が高さはそれほど高
くなく、当該園児は
まもなく年長になる
最も大きな子どもで
もあったことや、当
該園児が静かにそ
こにいたことから、鉄
棒という高さのある
遊具ではあるもの
の、他と比べて危険
が大きいとは感じら
れなかったため、当
該園児を特に注視
していなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
それぞれ担当
するクラスや年
長の園児を中
心にみていた。
やはり園庭で
走る子どもた
ち、アスレチック
でダイナミックに
遊ぶ子どもに
目が行きがち
であった。特に
アスレチックの
裏側に一体化
されて設置さ
れている鉄棒
は死角になり、
見にくいことも
あり、またそこ
で遊ぶ子ども
は少ないことか
ら、注視してい
なかった。

園庭が広
く、死角が
多い。鉄棒
はアスレチッ
クに付属し
ており、園
庭の裏側
にあって中
央付近から
は目視しに
くい。アスレ
チック等、ダ
イナミックな
遊びに目が
行きがちに
なり、鉄棒
は高さがあ
り危険であ
るという認
識が足りな
かった。

園庭での見
守りのための
職員の立ち
位置などを
改めて決め
る。死角が
多いから遊
び方を考え
る。具体的
には、鉄棒
の見える位
置に保育士
が立つように
会議で職員
と共有した。

10480

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 3 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

①左肘頭
骨折②左
橈骨遠位
端骨折③
左橈骨頚
部骨折④
左上腕骨
内上顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

クラスでの
事故原因
の話し合い
は行った
が、他クラ
ス職員との
検証は行
わなかっ
た。

他のクラス
の職員も
交えて速や
かに原因と
事故防止
対策を話し
合い、同じ
事故が起
きないよう
に子ども達
が安全に
遊べる環
境づくりを
図る。

1.定期的
に実施 1 3.未実施

遊具の定
期的な安
全点検は
未実施で
あったが鉄
棒をする際
に保育士が
安全確認を
するほか高
さねじの点
検を実施

1.定期的
に実施 12

 「トレーニング
鉄棒・折り畳
み式A」107×
147ｃｍ重さ
8.0ｋｇ（高
さ4段階
82.89.108.
128ｃｍ）
「カラーマット
（あい色）90
×180ｃｍ
厚さ5ｃｍ
重さ10ｋｇ
帆布（ナイロ
ン）
いずれも破損
無

室内遊具
の安全点
検方法の
検討を行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもたち
が落ち着か
ない状況の
中で、当該
園児に勢
いがあった
状態で鉄
棒を続けた
ことも一因
であった。

子どもたち
の状況を
考慮して、
鉄棒実施
の可否を
判断してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
室内でラ
キューで遊
んだあと、
友達2名と
一緒に廊
下に来て、
設置した鉄
棒を行う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
鉄棒の側
に立ち、対
象児が回
るのを見て
いたが、勢
いがあった
ため、落下
する際に支
えが間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
クラスでの
遊びと廊下
での活動を
分けていた
ため、他の
職員はクラ
スの子ども
達の保育
を行ってい
た。

一度落下
していたこと
も踏まえ、
鉄棒から落
下するかも
しれないこ
とを想定
し、落下し
ても下から
支えられる
ように立膝
の状態で
補助すべき
であった。

鉄棒を行う
際は、子ども
の状態に応
じた適切な
方法で補助
を行う。ま
た、子どもた
ちの状況を
考慮して、
鉄棒実施の
可否を判断
していく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10481

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 27 3 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

事故防止
のための対
応について
のシュミレー
ションが不
足していた

定期的な
マニュアル
の読み合
わせと対応
のシュミレー
ションを行
う。

1.定期的
に実施 月１ 1.定期的

に実施 月２ 1.定期的
に実施 毎日

今回は園
外のためな
し

今回は園
外のためな
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

足をわざと
引きずりな
がら歩いて
いた

正しく歩行
できるよう
指導する。
転倒しない
よう職員と
手をつない
で歩く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
公園で遊
び終えた
後、園に戻
る道で気
持ちが高
揚してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

転倒の可能性
があるため、声
掛けをし足を
引きずらないよ
う伝えていた。
加配について
いたため、転
倒への対応が
遅れた。加配
の職員でない
職員があと１
名引率してい
ればよかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
列の先頭
で全体を
誘導してい
たため、後
方の本児
に気が付く
のが遅れ
た。

遊び終えた
後の高揚
があり、注
意されたこ
とが逆に作
用した。

落ち着かな
い時に一度
足を止め、
職員と手を
つないで歩く
などして転
倒を防ぐ

10482

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手薬指
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

　マニュアル
の確認が
徹底されて
されていな
かった。事
前に大きな
石で遊ぶと
きの対応や
リスクについ
ての話を担
当間で出
来ていな
かった。

　職員会
議や事故
防止につい
ての研修
（園内研
修）を行っ
たり、事故
防止に関
するマニュ
アルの見直
しや確認を
定期的に
行っていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

安全保育
について、
共通認識
を高める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

　石で遊ん
でいる子ど
もがいたら
石の大小
に限らずす
ぐ傍で遊び
を見守り、
危険に繋
がる遊びで
あれば違う
もので代用
して遊ぶよ
う声を掛け
るべきだっ
た。また、
散歩先で
整備がちゃ
んとされて
いるか担当
が確認せ
ずに遊ばせ
てしまった。

　子どもたちが
遊んでいる環
境を細かく把
握し、子どもた
ちにも大きな
石を運ぶと手
指を挟んだり
大きな怪我に
繋がることもあ
るため、石を運
ぶときに気をつ
けることなど子
どもたちと遊び
方について話
し合い、安全
に遊べるように
する。また、今
回起きた事例
の事故報告を
用いて全職員
に注意喚起を
する。散歩に
行く事前や着
いた時点で危
険箇所がない
か確認した上
で遊ぶようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
  小さい石
や大きい石
（２０セ
ンチくら
い）が沢
山置いてあ
る場所で
他児と石を
並べたり裏
返してごっ
こ遊びを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
　担当保
育士１名
は他児と鬼
ごっこ、もう
１名の保
育士は他
児と棒など
で家作りを
して遊んで
いた。２人
共、全体を
見ながら時
折、本児が
石を並べて
いる場所へ
行き様子
を見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当保育
士１名は
他児と鬼
ごっこ、もう
１名の保
育士は他
児と棒など
で家作りを
して遊んで
いた。２人
共、全体を
見ながら時
折、本児が
石を並べて
いる場所へ
行き様子
を見守って
いた。

　保育士
は本児が
石で遊んで
いたことは
わかってい
たが怪我に
繋がる可
能性がある
という認識
が薄かっ
た。

　子どもたちが遊ん
でいる環境を細か
く把握し、子どもた
ちにも大きな石を
運ぶと手指を挟ん
だり大きな怪我に
繋がることもあるた
め、大きな石を友
達と運ぶ際は突
然、手を離さない
ことを伝えたり、石
の遊び方について
子どもたちと話し合
い、安全に遊べる
ようにする。子ども
が分散して遊んで
いる際は、特に怪
我に繋がる遊びを
していないかより子
どもの遊び方に意
識を向ける。年に
3回定期的に公
園や神社の危険
箇所点検と防止
周知を行う。

10483

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 11 3 3 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈尺骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

職員会議
で再度危
機管理マ
ニュアルの
確認をし、
安全につい
て職員間
で話し合い
共有した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1～2回/日

安全だと思って
いる場所もけ
がに繋がる恐
れがあるので、
遊び場の安全
点検を行い、
木の枝を切
る、段差の確
認などを行っ
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

安全な場所で
あると思ってい
たため、目を離
してしまった
が、どこにでも
危険があるとい
うことを常に考
え園児の遊び
を見守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 担当職員
は近くにい
たが、朝の
受け入れ
等で、目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の遊
びを見守り
つつ、対象
児の動きも
見てはいた
が、怪我の
予測にまで
は至らな
かった。

朝の受け入
れ時も保育
士は園庭に
出て、全体
も見ることを
職員全体で
確認した。

10484

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 10 8 2 2 16.４

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

なし 1.定期的
に実施 1 3.未実施 固定遊具

なし
1.定期的
に実施 1回/日 なし 7.その他

上履きをい
つもは履い
てから部屋
へ行くが本
児は履き
忘れてい
た。

上履きは
履いてから
廊下を歩く
ように子ど
も達に伝え
たうえで、
保育士も
必ず確認
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

いつもは集
団の最後
をゆっくりと
来て上履
きを履いて
集団の最
後の方に
来る本児
が、先頭集
団に居た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
「先生より
先にお部
屋に行かな
いよ」と子ど
も達に声を
掛け、先頭
で誘導。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
未だ玄関
で靴を脱い
でいた児の
対応をして
いた。

靴を履き替え
た児から部屋
に行く流れで、
いつもより早く
準備が出来た
事に本児も張
り切って前へ
行こうとしたの
かもしれない。

下駄箱の前
で全員が靴
を上履きに
履き替える
事を待ち、
並んで部屋
まで移動す
る。

10485

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 22 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
裂離骨折
（左踝）

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

マニュアル、
配置等に
は問題は
なかったと
考えられ、
改善点は
なかったと
思う。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 　毎 1.定期的
に実施 　毎

今回の事
故につなが
る要因では
なく、改善
点はないと
考えられ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

集団あそび
ではなく、ひ
とりひとりが
思い思いに
あそぶことを
見守ってい
るが、範囲
が広すぎて
見守りきれ
ていなかっ
た。

確実にみる
ことができる
よう、保育
者の立ち
位置等、
再度確認
し合うよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友だちと一
緒に走って
あそんでい
た。特に何
かにつまづ
いたというこ
とはなく、転
倒はせず
足をひねっ
た様子で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

走っていた本
児が、突然に
足を止めたの
で様子を見て
いたところ、足
の痛みを訴え
た。外傷もな
かったため、様
子をみることに
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

本児があそ
んでいる方
向とは違う
方向を向
いていた。

確実にみる
ことができる
よう、保育
者の立ち位
置等、再度
確認し合う
ようにする。

10486

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 24 2 2 18.６

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
時に園児
がケガをし
た際には、
すぐに園に
戻ることに
なっている
が、本児が
痛みを訴え
ず、普通に
歩けていた
為、園に戻
らず公園に
行き遊んで
しまった。

園児がケガ
をした際に
は、遊びを
継続せず、
すぐに園に
戻る。

1.定期的
に実施 15 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 240 該当なし 該当なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が他
児と手を繋
ぎ、会話を
しながら歩
いていた。

会話に夢
中になって
いる時には
声を掛け、
落ちついて
歩けるよう
にする

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
久しぶりに
行く公園の
為、高揚し
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
園児の列
の最前列
にいた為、
本児が受
傷した際に
は見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
園児の列
の後方に
付いていた
職員が、本
児が受傷
して際の様
子を見てい
た。

受傷後、
本児が「大
丈夫」と
言った事で
大したケガ
ではないと
判断したこ
と

園児がケガ
をした際に
は、遊びを
継続せず、
すぐに園に
戻る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10487

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 2 1 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

上下涙小
管断裂
眼瞼裂傷

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

朝のおむつ
交換のため
職員が一
人になる時
間ができて
しまう

おむつ交換
のできる場
所を保育
室内に用
意する。●
●保育園
安全基準
の見直しを
行う。点検
チェックリス
トを年齢ご
との発達に
合わせて作
り直す。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

受け入れ
時、保育
士が一人
になると入
口付近から
死角になる
所があっ
た。原因と
考えられる
フックが目
の高さに
あった。

怪我の原因と
なる可能性の
高いフックの使
用を止め養生
テープで固定
しておき後日
高さを変える
工事を行う。
室内配置の変
更を行い受け
入れ時の死角
をなくした。棚
の淵にクッショ
ンを付けた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児は
他の子とは
かかわらず
に自分の
世界でポー
ズを決めて
いた

対象児は
他の子とは
かかわらず
に一人で
ポーズを決
めて遊んで
いたので一
緒に遊べる
ような仲立
ちができる
体制を作
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
他の子と関
わることなく
一人でポー
ズをしたり
テーブルの
周りを歩い
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
受け入れ
時の保護
者対応をし
ながらクラス
全体を把
握していた
が怪我の
瞬間をみて
いなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
おむつ交換
のために幼
児トイレに
いっていた

受け入れ
時の保護
者対応をし
ながら全体
を把握して
いたため、
死角になる
所での怪
我を止めら
れなかっ
た。

入口から死
角になってい
た場所の改
善と排便時
以外のおむ
つ交換を室
内についたて
を用意して
行うようにし
た。

10488

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 17 1 1 17.５

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

要因が考
えられな
かったため
改善策の
記載なし

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日

要因が考
えられな
かったため、
改善策の
記載なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

要因が考
えられな
かったため、
改善策の
記載なし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

該当園児はも
ともと瞬間的に
行動してしまう
傾向がある。
ゲームの合間
で気持ちの高
揚が継続して
いたため、いつ
もより強くその
傾向があらわ
れた可能性が
ある。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ゲームの白線
を書き直してい
たため園児が
走り始めたこと
で担任と距離
が離れてしまっ
た。走っている
ところは確認し
たが一瞬目を
離した際に2
人がぶつかった
ため事故発生
自体は確認で
きていない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で園
児17名を
1名で保育
していた。
もう一人の
担任はテラ
スで見守り
をしてい
た。

午前中に
卒園式が
あったこと、
そのため通
常は園庭
にいる5歳
児がおらず
開放感が
あったことな
ども影響し
たと考えら
れる。

該当園児の
動きの傾向
を考え、中
あての合間
は座って待
つようにす
る。

10489

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 17    13 4  2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足第五
指骨折、
第四指打
撲

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

職員1名が
配膳をしな
がら子ども
の様子を
見ていたの
で、すぐに
対処できな
かった。

職員が2名
になったとこ
ろで、配膳
を始める。

1.定期的
に実施  １回/週 1.定期的

に実施 １回/週 1.定期的
に実施 １回/週

絵本コーナー
を落ち着ける
空間にするた
め棚を使用し
て遊びのコー
ナーを分けてい
た。
滑り止めは付
けていたが、園
児が棚に飛び
つくことは想定
していなかっ
た。

棚を、壁側
に配置し転
倒防止を
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育室間
のパーテー
ションを開
けて広い空
間で子ども
を見ていた
ので、
隅々まで
目が行き
届かなかっ
た。

保育士が1
名の状況
の時は、目
が行き届く
ように空間
を広げな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
本児は普
段通り着
替えを早く
終え、本を
読んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
配膳をしな
がら子ども
たちの様子
に目を配っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
散歩後の
報告のため
クラスを離
れていた。

棚を倒して
しまった子ど
もも、いつ
も着替えが
終わると静
かに絵本を
見ているの
で、棚に飛
びつくという
行動が予
測できな
かった。

場面の切り替わ
りでは特に、子ど
もが落ち着いて
過ごす環境を整
えて
から行動する。
子どもたちには
怪我につながる
危険な行動はし
ないように伝えて
いく。

10490

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 121 10 16 25 24 23 23 0 23 20 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

園児の動
静を把握し
た見守りを
徹底する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

雨天後など
園庭の形
状が変化
している場
合があるの
で確認する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの動
静や遊びの
状況人間
関係などを
考慮しても
見守り

子ども同士
の関係性、
遊びの内
容を把握し
ながら見守
る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 大きく気
持ちが高
揚する様
子は見られ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

複数の園児が
高さ1メートル
のデッキから飛
び降りて遊ん
でいる様子を
手の届く位置
で見守ってい
た。当該当児
が他児に続い
て複数回デッ
キから飛び降り
る様子を見て
いた

４歳からの
入園だった
ため乳児か
らの発達を
ふまえた見
守りが不十
分だった。

乳児からの
運動発達を
入園時に保
護者に丁寧
に聞き取りを
行う

10491

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 34 14 20 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左目尻裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

子どもの動
性把握や
事故予防
に対する研
修など実施
出来ていな
かったため、
今後定期
的に行って
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

子どもの動
線を配慮
し、机と椅
子の配置
を見直す。
また、棚な
どの角があ
る家具には
安全ガード
をとりつけ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者は
全体を見
渡すことが
出来る位
置に立ち、
見守りを行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつも活発
な園児であ
るが、その
時は落ち
着いて過ご
せていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
降園が重
なる時間
帯で保護
者対応を
行っており、
対象児から
目を離して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
当該児の
動性を把
握出来て
いなかっ
た。

降園時間が重
なる時間帯にお
いて、１人が保
護者対応してい
る際には、その
場にいる他の職
員が子どもから
目を離さないよ
うにし、動性把
握を行うようにす
る

10492

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 25 12 13 3 3 17.５

歳
2.女
児

午前の活動と
してリズム体
操を実施して
いた。その際、
他児と衝突、
転倒し左肘
部を床に強打
した様子。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

新年度で
担任が園
児の状況
把握が完
全ではな
かった。ま
た、ホールと
保育室を
つなげ広い
スペースで
実施してい
たが、１つ
のグループ
の人数が
多かったた
め、担任の
目が十分
行き届かな
かった。

担任には、園
児個々の把握
と理解を促し、
臨時職員会
議を設け、事
故の周知と原
因について話
し合いを実施
した。子どもの
精神面や身体
面にも気を配
るよう全職員
に周知した。ま
た、事故予防
マニュアルの再
追記を実施し
た。実施時の
1グループの人
数の見直しを
図った。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 12 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

新年度で
子どもたち
の落ち着き
がなかっ
た。担任が
クラスの子
ども全員の
身体面や
精神面の
把握が十
分に出来
ていなかっ
た。

しっかり把
握が出来
るまで活動
内容など十
分配慮して
いく。子ども
全体に目
が届くよう
な大人の
配置を検
討する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と一
緒に円に
なって走っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

円の先頭
を一緒に
走ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ピアノを演
奏していた
職員1名と
他の子ども
を見守って
いた職員が
1名いた。

担任、他
職員同士
の連携が
上手く図れ
ていなかっ
た。また、リ
ズムに対し
ての過信と
油断があっ
た。

全職員が常
に子どもの
状態を把握
し、安全面
に配慮しな
がら活動を
実施してい
く。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10493

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 3 1 17.５

歳
2.女
児

新しい補助職
員が午睡明
けから入ったの
で､テンション
が高かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

規定の人
数は満たし
ているが､
職員は年
長の見守り
経験が浅
く､補助職
員は園庭
見守りが浅
かった。

職員､補助
職員共に
事故防止
マニュアルを
再確認す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園庭の土
が削られ
て､特に本
児が怪我
した場所付
近は凸凹
している箇
所だった。

現在､本児
が遊ぶ場
所はボール
遊びをする
所となって
いるが､凸
凹している
ので､今後
平らな場
所をボール
遊びの場
所へ変更
するよう提
案。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

補助職員
2人とも園
庭の見守り
が浅かった

補助職員
と改めて園
庭の見守り
について確
認する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 本児は若
いお兄さ
ん､お姉さ
んに執着す
る特性があ
り､この日は
ベテラン補
助職員が
いなかった
ので､新人
補助職員
が手伝いに
入ったことに
テンションが
高い状態
であった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 傍に新人
補助職員
がいたが､
周りに子ど
もが群がっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 クラス職員
は園内にい
て､別クラス
年長担任
が補助職
員2名と合
同で園庭
を見守って
いた。もう1
人の補助
職員も年
長児の園
庭見守りは
浅かった。

新しい補助職
員が入って､気
持ちが高ぶって
いる子ども達が
多かったので､
園庭に出てか
らいつもより時
間を掛け説明
して､落ち着か
せるため子ども
達に10秒ほど
目を閉じさせた
が､補助職員
と共有していな
かった。

職員3人で
連携を取っ
て､具体的
にどう見守る
か話し合う
べきだった｡
もしくは補助
職員の園庭
見守り経験
が浅いので､
担任を早急
に呼び戻す
べきだった。

10494

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 25 3 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

適切な配
慮が必要と
される園児
の突発的
な行動への
予測力が
十分では
なかった。

園児一人
一人の特
性を十分
把握すると
ともに、常
に全体が
把握できる
位置につい
たり、安全
な環境を
整備するこ
とへの危機
管理能力
を高めてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

扉には指は
さみ防止の
ストッパー
が付いてい
たが、事故
の際にはか
けられてい
なかった。

・ストッパーは扉の
開閉に合わせ自動
にかかるタイプのもの
ではないので、常に
かけておくことを徹底
すると共に、テープ
で固定する。（不
審者対応時には扉
を完全に閉める必
要があるため、テー
プで固定する）
・チェックリストを作
成し、早番職員が
各保育室を見回る
際にストッパーが必
ずかかっているかを
確認する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

全ての児の
登園が完
了していな
い中で園
児と共に室
内清掃を
始めたこと
で、遊んで
いる児と清
掃をする児
両方に十
分に目を
向けること
ができてい
なかった。

園児の登
園の完了
を待ち、担
任が揃った
状態で清
掃等の活
動を行うよ
うにし、一
人一人に
十分に目
が届くように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
室内でラ
キューをし
ていたが、
清掃をする
ことの声掛
けで支度を
していない
ことを思い
出し、廊下
にあるキャ
スターからカ
バンを取り
室内のロッ
カーへ移動
しようとして
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
園児と共に
清掃を行う
ため二部
屋の間にバ
ケツを置
き、園児が
雑巾を絞っ
たり片付け
す様子をる
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
ちょうど登
園してくる
園児を視
診するた
め、廊下か
ら園庭側を
向いて受け
入れを行っ
ていた。

適切な配
慮が必要と
される園児
には職員が
付いていた
が、活動の
中で他の
用事を済
ませるため
に動き、目
が離れる。

適切な配慮
が必要とさ
れる園児に
付く際には
常に見守る
意識を持
ち、他の場
所に動くとき
には職員間
で声を掛け
合い必ず側
につくように
する。

10495

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 12       2 2 17.５

歳
1.男
児

日頃から動き
が活発な児
童であった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

様々な子ど
もの姿を想
定し、起こ
りうる事故
に対しての
予防策や
実際に事
故が発生
した際の対
応方法に
ついて考え
る機会とな
る研修等
の実施が
不足してい
た。

研修の機会を
増やしたり、
日々のヒヤリ
ハットや事故
簿の見直しの
ための話し合
いを定期的に
設けていく。ま
た、職員配置
が基準を満た
していたとして
も職員間での
連携が不足し
ていれば事故
に繋がるリスク
が上がる為連
携の取り方に
ついて考える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　毎 1.定期的
に実施 毎日

対象児は
すべり台を
好んで普
段から繰り
返し楽しん
でいたが、
今回事故
が起きた、
高さ150
ｃｍ程の
遊具につい
てはあまり
使用をして
いないため
不慣れだっ
た。

対象児が
新たな遊
具に取り組
もうとする
際はそばに
ついて、本
児が安全
に安心して
取り組める
ように援助
をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

気持ちが
高揚して遊
びが盛り上
がっている
姿を把握し
ながらも、
保育者が
そばについ
ていなかっ
たため事故
につながっ
た。

・改めて戸
外活動中
の子どもの
把握方法
を見直
す。・個々
の特性を
理解した上
での声掛け
を行えるよ
うに改善す
る。・子ども
の行動の
予測を行
い、危険を
察知出来
るようにす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
特定の友
だちとの遊
びが盛り上
がり気持ち
が高揚して
いた。普段
あまり使用
しない遊具
を使用して
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
対象児が誰と
どのような遊び
をしているの
か、普段あまり
使用しない遊
具を使用して
いることを把握
しながらもそば
についての把
握をせず5メー
トルほど離れた
別の遊具から
把握をしてい
た為、本児の
転落の瞬間を
見ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
対象児の
遊びの様
子は把握
しながらも
広場の範
囲で、氷鬼
を楽しむ子
どもの把握
をしていた
為、転落の
瞬間を見
ていなかっ
た。

保育者が
対象児の
日頃の活
発な遊び
方を把握し
ながらも、
対象児から
目を話した
ことが大き
な要因とし
て考えられ
る。

保育者間で
声を掛け合
い、その子ど
もの遊びに
合わせての
職員配置や
場所の調整
を行う。

10496

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 34 16 18 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

運動遊び
に関するマ
ニュアルが
無い

運動遊び
について職
員会議を
行い、共通
認識をもつ

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

身体の大
きさ対して
やや長めの
縄を使用し
ていた

身体に合
わせた縄を
使用してい
く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・午前中雨天
の為外に出て
おらず、気持ち
が高まってい
た。
・クラス活動の
際走り縄跳び
をしていたが、
異年齢の時間
に行うのは初
めてだった

不測の事
態をさらに
考慮し、注
意喚起して
いく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
繰り返し
行っていた
が、縄が足
に絡まり転
倒した

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
対象児から
離れたとこ
ろで他児の
縄跳びの
回数を数
えていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
他児の遊
びを見守っ
ていた

慣れた活
動であった
為、出来る
と過信して
いた

慣れた遊び
であっても、
様々な事態
を想定した
補助をして
いく

10497

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 22 　 　 　    　 5 2 16.４

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上下歯打
撲　上唇
挫創　オト
ガイ打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

側に保育
士がついて
いたが、瞬
間的な出
来事で手
が出なかっ
た。

落下するこ
とも予想
し、保育士
が下で手を
出して待っ
ているよう
にする。

1.定期的
に実施 13 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

床に何も
敷いてな
かった。

床にマット
等、クッショ
ンになるも
のを敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

踏み台を
使用せず
に、巧技台
を低くする
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

揺れたこと
にびっくりし
たようで手
を離してし
まったと思
われる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

踏み台を使
用しており、
その踏み台
を外した直
後であったた
め、手がでな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

順番を待っ
ている他児
と一緒に
座って見
た。

落下すること
も予想し、
保育士が下
で手を出し
て待っている
ようにする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10498

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 11 　 　 　 　 　 　 　 2 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

危険を伴う
遊びを子ども
たちが始めた
場合には制
止し、事故
を未然に防
ぎ、安全に
活動できる
ような声がけ
ができるよう
に、職員に
対して園内
研修を行
い、学びを
深めていくよ
うにします。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 20回/月

記載なし
（今回の
事故はハー
ド面に起因
する事故で
はありませ
んでし
た。）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

危険をとも
なう遊びを
子どもが始
めた際は速
やかに制止
し、安全に
遊べるよう
に声がけを
行うように
します。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつも通りの健
康状態で登園
し、同年齢の
子どもたちと楽
しく造形あそび
の活動をして
いた。新聞紙
を使って遊んで
いたが別の児
童が縄跳にみ
たたて新聞紙
を飛ぶ様子を
見て自分も真
似して飛んで
みようとして、
足をかけてひっ
かけ転倒して
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

造形活動で
新聞紙を
使って遊ん
でいたが、別
の園児が新
聞紙を使っ
て縄跳のよう
に飛んでみ
せたのをみ
て、対象児
がまねをしよ
うとしている
姿をみて、
危ないなと
感じたが見
守るだけで
制止はしな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
造形活動
の講師は
別の児童
たちの造形
の様子をみ
ており、対
象児童の
動きはみて
いなかっ
た。

新聞紙を使った
活動で、子ども
たちの見立てを
大切にしたいと
いう思いが先行
してしまい、新
聞紙のような短
いものを縄跳の
ように飛ぶことに
対して危険を感
じたにもかかわら
ず制止をしな
かった。今後は
危険を察知した
際は速やかに声
かけを行い事故
を未然に防ぐよ
うに心がけたい。

10499

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 20 0 0 0 6 7 7 　 2 2 18.６

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上Aの歯
の脱臼、下
唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

職員は子ど
もの様子を
見ながら必
要に応じて
声をかけて
いたが、子
どもの気持
ちが焦って
しまっていた
ため、転倒
してしまっ
た。

子ども達全
体の様子
が見える位
置に職員
は配置でき
るよう心掛
けている
が、その都
度確認し
ながら保育
に当たるよ
うにする。

1.定期的
に実施 4 3.未実施  1.定期的

に実施 100

床の状態
はいつもと
変わりなく、
つまづきや
すいものが
置いてあっ
たわけでも
なかった。

特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

着替えると
きにシャツ
の袖に手が
きちんと
通っておら
ず転倒した
際に手が
付かなかっ
た。

着替えを
済ませてか
ら向かうよ
うに声をか
ける。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
早く次のと
ころに行き
たいという
気持ちがあ
り焦ってい
たかもしれ
ない。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
周りの子ど
もたちの様
子も見守り
つつ、友だ
ち同士で
着替えの
競争をして
いることは
確認してお
り、ちゃんと
服を着ない
と危ない
よ、という声
かけも行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の子ども
たちの対応
やひきつけ
を行ってい
た。

食事が終わ
り、午睡のため
にパジャマに着
替えていた。友
だち同士でお
着替えの競争
をしており、上
着の袖がきち
んと通っていな
い状態で部屋
を走り移動し
ようとしたため、
足がもつれて
転倒してしまっ
た。

移動の際は
着替えを済
ませてから向
かうように声
をかける。活
動が切り替
わる際に気
持ちが落ち
着かない姿
があったら必
要に応じて
声をかける。

10500

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 2 　 　 　 　 　 　 　 0 0 15.３

歳
2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

保護者に
引き渡した
後であった
ため、職員
がいる場所
での事故で
はなかっ
た。

駐輪場、
広報誌に
よる保護
者への注
意喚起

1.定期的
に実施 4 3.未実施  1.定期的

に実施 100

自転車置
き場のス
ペースが限
られてい
る。

園内の駐
輪場に傾
斜があるた
め、平らな
ところに駐
輪するよう
に呼びか
け、掲示を
する。

7.その他

自転車に
乗りたい気
持ちが高
まっていたと
考えられ
る。

駐輪場で
のケガが他
の場所でも
多発してい
ることを広
報誌・掲示
物・保護者
への直接
説明で啓
蒙する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
お迎えがき
て、玄関で
靴を履きい
つも通り自
転車に保
護者と一
緒に向かっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
保育は２
階で行って
おり、引き
渡した後は
保護者と
一緒に階
段を降り、
玄関から駐
輪場へ向
かうため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事務所の
職員も玄
関で挨拶
をするのみ
で、駐輪場
が混雑して
いない限り
は、保育
者も駐輪
場に出てい
かないた
め。

保護者も
携帯に目
が行き、サ
ドルに登っ
ている本児
の姿から目
を離してし
まった。

自転車に乗
る際には、お
子様から目
を離さないよ
うに注意喚
起をしてい
く。

10501

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 14 　 　 　 　 　 　 　 2 2 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨頸
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2～３

1.基
準以
上配
置

事故防止
チェックリストや
インシデントア
クシデントレ
ポートを活用し
引き続き、事
故防止や危険
を予測する感
覚を養い、安
全確保に留意
する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1

ハード面におい
て特に問題は
ない。これまで
どおり、毎日の
園庭ラバーの
破損点検や整
理整頓、修繕
が必要になっ
た場合の対応
を適切に行っ
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士が
側に付く前
に子どもが
鉄棒を始
めてしまっ
た。

鉄棒遊び
をするとき
には、必ず
保育士が
側に付いて
から始める
ことを職員
間で再確
認し、子ど
もにも徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　　　最
近、鉄棒が
楽しく、休
日も「鉄棒
がしたい」と
鉄棒で遊
ぶことを楽
しみにして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鉄棒の近くに
はいたが、三
輪車に乗って
いる子どもを見
ていた。突然、
「鉄棒やりた
い」と走り込ん
できたため、鉄
棒の側に付く
のが遅れた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　　　鉄棒
がある位置
とは反対側
にいてバレ
エごっこをす
る子どもに
ついてい
た。

保育士が
側に付く前
に子どもが
鉄棒を始
めてしまっ
た。

鉄棒遊びをする
ときには、必ず
保育士が側に
付いてから始め
ることを職員間
で再確認し、園
児たちとも安全
に活動するため
のルールとして、
再度約束をす
る。

10502

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 　 　 　 　 18 21 　 2 2 18.６

歳
1.男
児

身長　１１
７．６㎝
体重　２
３．７㎏

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折（左
肩）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

7
2.基
準配
置

どのような状況
で落下したの
か、体のどの部
分から落下し
たのか、保育
者の位置関係
などの事故検
証を行い、原
因・問題点と
その後の改善
策を話し合っ
た。

固定遊具で起
こりうる怪我等
を予測して職
員配置を見直
し、園児には、
遊び始める前
に怪我に繋が
る遊び方をわ
かりやすく知ら
せていく。

1.定期的
に実施 294 1.定期的

に実施 294 2.不定期
に実施 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

事故検証をし
た結果、再発
防止のための
対応策を話し
合い、全職員
に周知し確認
した。また、再
度子どもたちに
遊び方を伝え
危険性を知ら
せていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児が鉄棒
で遊んでいるこ
とは把握してい
た。他児が「ト
イレに行きた
い」と言い、玄
関のドアを開け
にその場を離
れた時に起こっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
子どもと一
緒に大繩
をしてい
た。

固定遊具
使用時には
できるだけ近
くで見守り、
必要であれ
ば補助をす
る

10503

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 22 　 　 　 　 　 　 　 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

普段から頻
繁に活動し
ている場所
であるた
め、危機感
が低下して
いた。

リスクマネジ
メント会議
（1回/
月）の内
容等を充
実させてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

鬼ごっこを
していた広
場は緩や
かな傾斜も
あり草地で
もあるた
め、滑ったり
足がもつれ
たりしやす
かった。

場所にふさ
わしい遊び
かどうかを
確認し、そ
れを子ども
に周知し注
意を促す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

生活発表会の
練習の後の戸
外活動という
事もあり、緊
張感から解放
されて子どもの
気持ちが高
ぶっていたかも
しれない。

どの様な場
面に於いて
も落ち着い
て活動でき
るように、
声を掛けて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
友だちと
いっしょに
鬼ごっこで
遊んでい
た。普段の
戸外活動
と同じ様子
だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
保育者は
他児と遊ん
でいて対象
児を見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
上記同
様、他の職
員も他児と
遊んでいて
対象児を
見ていな
かった

引率の保
育士はそれ
ぞれ、他児
と別の遊び
をしてい
た。

戸外活動で自
由遊びをする際
には、活動前に
職員間で立ち
位置や役割を
確認していく。
１名は全体を
見守る役割とす
る。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10504

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 不明 3 3 18.６

歳
1.男
児 特に無し 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨
折、右尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

遊具の見守り
の仕方につい
て、職員間で
共有する。大
まかなルールに
ついては、共
通理解をして
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 2.不定期
に実施 48

築山のチッ
プと砂の間
に、やや隙
間があっ
た。

今後築山
のチップと
砂の隙間
が分かるよ
うに印をつ
ける。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当日の朝、遊
具の位置が変
わったことで、
園庭の見える
走るルートが
目視でしか確
認できていな
かった。

鉄棒の裏
には走るこ
との無い様
に目視でき
るようにコー
ンの目印を
置いた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他の園児に呼
ばれて築山付
近から離れる
が、別の職員
に声を掛けて、
築山、トランポ
リンに付近に
見守りをお願
いする。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員が移
動したため、急
遽、別の職員
が入った。落ち
着きが無い等
の状況ではな
かったが、いつ
もと違う配置で
あった。

当日、担任が
不在だった
為、築山付近
へ移動。事故
後、看護師
や、園長の呼
びかけ、説明
をしている。

人数的環境
は、足りていたが
担任不在の事
も考えると遊び
の内容等絞るこ
とを考えることが
できた。

10505

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 5 2 3 4 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

ー 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 2.不定期
に実施 12 ー

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ー

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
おもちゃ入
れの箱に入
りたがってい
た。保育者
にその行動
を止められ
嫌がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

おもちゃ入れの
箱に入りたがっ
ていた本児か
らその箱を遠ざ
けたり、手の届
かない場所へ
移動させたりし
ていた。
本児に左胸を
数回噛まれて
しまい、本児を
寝転がせた際
に腕を折ってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

散歩から帰っ
てきた直後で、
散歩から帰っ
てきた他児のト
イレと手洗いの
対応をしてい
た。
保護者対応を
しており、対応
を終えた後に
は本児が泣い
ていた。

園児が癇癪を
起してしまってい
る場合は、無理
に抱っこなどをし
ないようにし、落
ち着ける場所に
移動できるよう
にする。また、お
もちゃの箱などに
入りたがっている
場合には、急に
取り上げたりなど
せずに、別のあ
そびに気を引くよ
うに対応する。

10506

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 14 3 3 14.２

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎右側
乳中切歯
の外傷性
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

ヒヤリハット
報告があま
りされてい
ないため活
用、反省、
研修の機
会が少な
い。

定期的にヒ
ヤリハット報
告や事故
簿をもと
に、事故予
防研修を
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

直接的要
因がないた
め特にな
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

2歳児が、
子ども同士
で手をつな
ぐ歩き方を
はじめて間
もない。
坂道で、間
を詰めて歩
くように子ど
もをせかし
た。

歩く練習を
するときに
は児たちの
発達の状
況に合わせ
て又、環境
やその他の
要因を配
慮できる環
境下で実
施する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

列の後ろから2
番目を、他児
と手をつないで
歩いていたが
前の児と間が
空いてしまう。
「間を詰めて」
と声をかけられ
たことが楽しく
なってしまった
様子で、嬉し
そうに笑って小
走りになる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

14名の児を2
列になるように
つながせ、3名
の保育士が引
率する。
先頭の児とリー
ダー保育士が
手をつないで、
後ろの様子を
気にかけながら
先導する。対
象児を含むペ
アが前との間が
空いたため「間
を詰めて」と声
をかける。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

真ん中に保育
士2がつき、最
後尾には保育
士3が最後尾
の児と手をつな
ぎ全体を見な
がら歩く。対象
児が「詰めて」
と声をかけられ
たことではしゃ
いで小走りに
なるのを見て、
「危ないよ」と
声をかける。

保育士のリ
スクアセスメ
ントが不足
していた。

日ごろからヒ
ヤリハットを
集め、危険
を予知する
力をつける。

10507

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 11 2 2 18.６

歳
2.女
児 無し 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足関節
外顆剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　２～３
2.基
準配
置

行き慣れた
芝生の広
場であり、
その都度
危険につい
ては伝えた
うえで活動
している。

芝生の下
の地面が
見えない
為、芝生の
下に凸凹
があることも
活動前に
知らせる。

　

1.集団
活動中・
見守りあ
り

芝生の下
の地面が
見えない
為、芝生の
下に凸凹
があることを
活動前に
知らせてい
なかった。

見えない凸
凹があるこ
とを伝え
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

近隣の小学校
の作品展に招
待され、校内
を案内してい
ただき、作品
展を楽しんだ
後、晴天で活
動時間もたくさ
ん残っていたの
で広場によって
身体を動かし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

至近距離
で一緒に
遊んでいた
為、転倒
時の様子
も見てい
た。他児と
走り回り、
楽しんでい
た中での転
倒であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

近い距離
にはいた
が、水分補
給などに関
わってい
た。

危険な場所、
遊び方を知り、
見通しを持って
遊べるよう日々
伝えていく。ま
た、転倒時に身
を守れるよう体
幹等を鍛えられ
るような遊びを
取り入れていく。

10508

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 58 18 20 20 10 8 17.５

歳
2.女
児 特になし 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨・尺
骨遠位骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

マニュアルを
再度確認
した。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施 7.その他

クラス以外
の子どもと
手を繋いで
いた。

異年齢活
動の配慮
事項として
職員と確
認をした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　 事故の検証
をし、職員で
確認をした。

10509

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 36 0 0 0 12 11 13 0 9 7 18.６

歳
1.男
児

・「特別な支
援を要する児
童」に該当
（心理・発
達・言語に療
育が必要）
・アレルギー疾
患はなし
・熱性けいれ
ん（有）
・怪我や病気
で現在までに
4回入院した
ことがある

8.その他 1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

無し

今回の怪
我を踏ま
え、事故ケ
ガ予防マ
ニュアルに
組み込み
再発防止
に努める。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施 無し

今後も他施設
を借りる前には
事前の確認を
全体で行い、
保育園児に
とって危険とな
る場所や物を
把握し、立ち
入り禁止区域
にしたり、ロー
プや掲示、事
前当日に保護
者・子どもへ伝
達していく。怪
我事故防止に
努めていく。

7.その他 無し

保護者に引き
渡していたが、
子ども同士で
動き回っていた
り、保護者同
士で話をして
いたりして子ど
もから目を離し
がちな状況だっ
たので、双方
への約束・注
意事項など事
前に伝え意識
を高められるよ
うにしていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
運動会後
ということで
興奮ぎみで
あった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
運動会後
は、幼児ク
ラスの写真
撮影の準
備・対応・
片付け・整
理・挨拶見
送りなどの
作業を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
運動会後
は、写真
撮影・片付
け・清掃・
退場案内・
整理・挨拶
見送りなど
の作業を
分担し対
応を行って
いた。

無し

気持ちの高
ぶりで普段
よりも静止が
効かない状
態を踏ま
え、保護者
にも子どもに
もアナウンス
（声掛け）
と静止を行
う役割の職
員を複数配
置していく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10510

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 2       2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

職員間の
連携が取
れていな
かった。遅
番時、残り
園児が2名
だったことも
あり、気の
緩みがあっ
たのかもし
れない。

遅番時の保育
について話し
合い、事故防
止について確
認し合う。その
都度、職員同
士で声の掛け
合いをし、役
割を明確にし
ていく。

2.不定期
に実施 2 2.不定期

に実施 ほぼ毎日 2.不定期
に実施 ほぼ毎日

敷物の段
差につまず
いて転倒す
ることもあ
る。

マット、カー
ペット等の
段差につま
ずかない
様、必要に
応じて出し
入れをした
り、目印を
つけたりして
いる。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊ぶ場所
を明確にし
ていなかっ
たこと。職
員同士で
の声の掛け
合い、役割
分担が不
十分であっ
たこと。

仕切りをつ
くる等、送
り迎えの際
に当該児
以外は、
玄関付近
に行かない
ようにするこ
と。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
突発的に
動く。興味
関心が旺
盛で、一人
でも平気で
移動する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
子どもの動
きを把握し
きれていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
お迎えに来
た保護者
の方（他
児）に、申
し送りをし
たり、帰り
支度をして
いた。

保育者の
危機管理
が不十分
であったこ
と。子どもの
動きを把
握しきれて
いなかった
こと。

職員の打ち
合わせを密
にする。園
児が少なく
なっても、子
どもから目を
離さないこと
を周知徹底
していく。

10511

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 16 0 0 0 9 5 2 0 1 1 16.４

歳
2.女
児 特に無し 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

約１０
2.基
準配
置

・物品の正
しい使い方
をせず事故
につながっ
た。
・その日の
保育活動
のねらいと
実態がず
れており、
なおかつ十
分な安全
配慮に欠
けていた。

・園全体で
物の正しい
使い方を
厳守する
事。
・当職員を
含め、保育
の見直しを
する。

1.定期的
に実施 12～ 1.定期的

に実施 12～ 1.定期的
に実施 12～

・施設内に
不備はな
かったもの
の、物品の
使い方に
誤りがあっ
た。

・物の使い
方や取扱
説明書など
を保管、保
管場所を
周知しいつ
でも見られ
るようにして
おく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・テーブルの
上に乗って
遊ぶという
ことが保育
として不適
切であっ
た。
・運動遊び
で活動を
分けている
が、他職員
に応援を
頼まなかっ
た。

・テーブルは食
事や机上遊び
等をするもので
あって、運動
遊びやその他
の用途には使
わない。
・一人では見
切れない活動
内容であれば
中止し、他の
活動をするか
他職員へ応援
を頼む。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
特に健康
状態や情
緒面には
変わったと
ころは見ら
れず、本児
から進んで
活動に参
加していた
様子。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
飛び降りた
先の本棚
に衝突する
リスクを下
げるため、
テーブルと
本棚の間
に位置して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
無し

・安全に関
しての意識
が低い。

・危険である
と感じたな
ら、やめるこ
とも視野に
周りと相談
をして保育
をする。
・園長や主
任など、他の
職員と保育
の見直しを
する。

10512

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 23 29 29 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上Ａ歯
牙脱臼・左
上Ａ歯牙
打撲

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

氷鬼など集団
遊びでは、全
体の動きがみ
られる位置と
個別に対応が
必要な状況に
応じられるよう
担任同士で確
認しながら保
育を実施す
る。

1.定期的
に実施 13 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 200

三角コーン
等を使い
園児に視
覚的にも、
スロープ手
すり階段付
近に近づか
ないで遊ぶ
よう配慮し
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

引き続き、鬼
ごっこ等では、
スロープ手すり
階段付近には
近づかないよ
う、視覚的にも
わかりやすく配
慮しながら園
児へ注意喚起
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
通常どお
り、母と登
園し活動に
参加してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
担任職員
１名で園
庭に立ち、
４歳児２
０名全体
の動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他１名は
室内で受
け入れを
し、園庭に
送り出しを
行ってい
た。

園庭遊び一
斉活動で
は、保育者
２名体制で
保育をす
る。

10513

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

2.1歳児ク
ラス 9 　   2 2 14.２

歳
1.男
児

令和●年●
月●日の保
育園お休み
中に出先の石
畳で右上A歯
打撲し破折し
ている。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

令和●年
●月●日
保育園を
お休み中に
出先の石
畳で同様
部位を打
撲し破折
する。

自宅や保育中
にも転倒しや
すいので、地
面がコンクリー
トやアスファルト
道路の時、走
る・小走りは避
ける。子どもの
歩く速さを把
握し、慌てずに
歩けるように保
育者の歩くス
ピードに気を付
ける。

3.未実施 未実施 3.未実施 未実施 3.未実施 未実施

散歩先の
地面の形
状や硬さを
認識する。

散歩先の
地面の形
状や硬さを
認識し、歩
く速さに気
を付ける。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当該児との
距離が少
し離れ、急
いで保育
者の所に
行こうと
思って歩い
てしまった。

子ども達と
の距離を
取りすぎな
いようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当該児
は、いつもど
おりの様子
で、走って
はいなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

当該児の
先を歩い
て、当該児
を2ｍ先で
待ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
は４～5ｍ
後方から歩
いていた。

保育者との
距離がある
と慌てて急
いでしまっ
た。保育者
との距離間
に気を付け
る。

保育者と適
度な距離を
保ち、慌て
ないように保
育者との距
離間に気を
付ける。

10514

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 4 2 2 13.１

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

保育者の
油断と過
信。他の園
児の安全
配慮へ意
識が向い
た。

階段をおろす
担当園児の人
数を保育者に
合わせて決
め、その保育
者が責任を
もって園児と移
動する。担当
の園児全員が
地に足がつい
たことを確認し
てから、次の階
段へ差し掛か
る。
必ず、保育者
よりも先に子ど
もを行かせない
ように徹底す
る。
階段を下りる
前に職員1名
が、危険なも
のがないか確
認してから移
動する。

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施 3 2.不定期
に実施 3 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

長い階段
を先に下り
ていた園児
と保育者の
間に距離
を感じてし
まい、危険
と判断し
た、そちらに
意識を向
けてしまっ
た。

階段移動
の担当園
児を決定
し、最後ま
で責任を
もって見届
ける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
足の動きが
やや固めな
こと・1歳児
の歩行の
不安定さ
は見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐ後ろで
対象児を
見守ってい
たが、他の
園児に意
識が向いて
しまい気が
付いた時に
は転倒しか
かっていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
階段の切り
替え地点
のため、対
象児は死
角にあっ
た。他児を
階段から下
ろしている
最中で、そ
ちらへ意識
を向けてい
た。

職員同士
の声かけが
不十分で
あった。
階段を下り
ている園児
と職員に距
離があると
感じた時点
で、声に出
して確認を
する必要が
あった。

「何名見て
ます」「大丈
夫です」とい
う声出しをこ
まめに行う。

10515

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 20 10 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 特に無し

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する研
修の徹底
が必要

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1回/週 2.不定期
に実施 48

遊具の配
置の見直
しなどを行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこの
範囲等の
話し合い
（子どもの
意見を取り
入れる）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に変わっ
た様子はな
く、元気に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

外用テント
の重しの水
を補充の
作業をしな
がらの見守
りだった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
大型遊具
付近で全
体を見守っ
ていた。

作業しなが
らではなく、
見守りに徹
底する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10516

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 8 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

受け身の
取り方や手
の出し方を
伝えていく

マット運動
や逆立ち、
鉄棒等で
腕を使う遊
びを増やし
ていく

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他の遊びの
提供が出
来ていな
かった

子ども達が
待つ際に、
遊びのレ
パートリー
がが増える
ような提供
をしていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
全体を見
渡しながら
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
麦茶対応
をしていた

クラスは同
じでも、体
格差や力
の差があっ
た

遊び方に
よっては、体
格差や力の
差を考慮し
ていく

10517

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 20 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故発生
時、走るス
ペース、遊
具で遊ぶス
ペースと遊
びの環境を
分けていた
が、こどもた
ちが遊びに
夢中にな
り、スペース
を意識でき
ていなかっ
た。

こどもたちの
遊び方を
随時確認
し、状況に
応じて適切
な環境を
設定する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

手をぶつけた
後、しばらくす
ると普段通りに
遊び始め、鬼
ごっこを楽しん
でいた。
また、午後には
パラバルーンの
活動に参加
し、身体を大
きく動かす姿が
見られた。その
際痛がる様子
は見られなかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
事故発生
場所から５
メートルほど
離れたとこ
ろから鬼
ごっこを楽
しむ姿を見
守ってい
た。（鬼
ごっこに参
加していた
のは10名
ほどであっ
た。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
特になし 特になし

普段から身
体の状態の
変化を伝え
られるような
関わり、環
境づくりをす
る。

10518

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 24 0 0 0 10 14 0 2 2 13.１

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

咬傷（噛
み傷）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

外部研修
に積極的
に参加。ヒ
ヤリハットの
集計や改
善事項を
重視してい
く

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

幼児が使
用するため
のテーブル
や椅子、ソ
ファーがあ
る。

本児の行
動や思いを
理解し行
動予測を
行う。高い
ところに登っ
ている際は
大人がすぐ
にそばにいく
ようにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

朝や夕方、大
人の人数が減
り対象児を側
で見守ることが
難しい状況が
発生しても、
大人同士で連
携を取り他児
もまじえ一緒に
遊んだり、見
守りができるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
室内を探
索してま
わってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担当職員
は退勤して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児が
ソファーに
登る直前
まで離れた
ところから
目で追って
いたがソ
ファーのある
部屋に本
児が素早く
移動した際
に目が途
切れた。

大人の手が
少ない状況
でも、本児
の動きを目
で追えるよう
連携をとる。
対象児が室
内で落ち着
いて遊ぶよう
工夫し大人
が遊びに
誘っていく。

10519

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 19 2 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕部
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

事故簿、ヒ
ヤリハット提
出により、職
員会議で日
頃から事故
防止の意識
を高める。遊
具の安全性
の確認、事
故発生時の
対応を確認
する。

マニュアル、
研修を活
かせるよう、
日頃から事
故防止、
安全な保
育環境の
整備につい
て職員間
で話し合
う。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/週

大型遊具で
の遊びは冒
険遊びの要
素があり、事
故につながら
ないよう園
児に指導す
る。職員は
園児の遊び
の様子を気
を付けて見
守る。

子どもたち
の興味、動
きを考えつ
つ、職員は
遊具等の
使い方を
丁寧に指
導する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭の大
型遊具で
の遊びは転
倒や事故
のリスクがあ
るが、職員
の園児に
対する注
意喚起が
不十分だっ
た。

全園児に
対して大型
遊具の安
全な利用
について指
導する。具
体的に絵、
ワークショッ
プ等の方
法を利用し
て指導す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　　　外遊
びや体を動
かす遊びが
大好きであ
り、落ち着
かない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

外遊びの担
当職員が場
を離れる時
は周りの職
員に連絡、
確認をする。
23名の園
児に3名の
保育士配置
している(女
性1名、男
性2名）。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　　　外遊
びのたてわ
りの保育の
時は全職
員が園児
の遊びを見
守ることに
なっている。

担当の職
員が他児
の動きの対
応でその場
を離れる必
要があり、
当該児の
遊びの見
守りが不十
分になって
しまった。

職員は当日
の子どもの動
きを考えなが
ら、安全に遊
べる保育環
境を設定す
る。職員の朝
の会では前日
の遊び方の振
り返りをする。

10520

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 43 21 22 5 5 15.３

歳
1.男
児

ボールを蹴ろう
として段差が
あり、ゆっくりと
転んで右肩を
痛める。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

園庭の一
部に斜面
があること
は周知して
いたが、注
意しようと
言うだけで
あった。

視覚でも
分かるよう
にタイヤを
置いて、危
険を知らせ
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

芝生が生
えている所
が一部あ
り、その境
界線で段
差が出来
ている。

芝生を無く
してしまうか
相談中｡現
在は斜面
が分かるよ
うにタイヤを
置いてい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

転がった
ボールを蹴
ろうとした
ら、バランス
を崩して転
倒｡グランド
の段差でバ
ランスを崩
したようだっ
た。

砂場の砂
でならして
いくが、倉
庫裏の土
でならした｡
芝生を無く
してしまうか
は、相談
中。現在
は斜面が
分かるよう
にタイヤを
置いてい
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと同じよ
うに動いてい
た｡危なくない
ように広い場
所でボール遊
びをしていた
が、本人は
ボールだけしか
見ていなかった
ようなので、転
がっていった先
が斜面である
ことに気づいて
いなかったよう
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対面でボー
ル遊びをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭内で
それぞれ分
かれて、遊
びを見守っ
ていた。

斜面に転
がっていった
時に、そこ
で蹴らない
という事前
の約束はし
ていなかっ
た。

今後は斜面
では蹴らな
いこと、反対
に斜面で蹴
れないように
タイヤを置
く。

10521

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

2.1歳児ク
ラス 11 3 3 14.２

歳
1.男
児

＊靴のサイズが
14センチで幅が
広いタイプだが
脱靴することは
なかった。が、マ
ジックテープの
部分が規定より
有り余るほど長
く止められてお
り、足のサイズと
合っていない可
能性が考えられ
る。＊転倒した
際、片手で着
地した可能性
がある。＊発
育・発達には特
に問題の指摘
なし。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

上記ハンド
ブックやガイ
ドラインだけ
でなく、1歳
児の発達
に応じた危
険予測が
必要であ
る。

活動におい
ての危険
個所やヒヤ
リハット辞
令などを保
育者間で
話し合い、
職員配置
を見直して
いく。

1.定期的
に実施 2 2.不定期

に実施 200 1.定期的
に実施 ほぼ毎日 なし

施設外で
の起因のた
め該当なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

今後も無
理のない活
動を設定
する。走る
時には足
元の状態
や広さにも
配慮する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時は普段通
り、機嫌・体調共に
良好な状態であっ
た。
転倒時：広場で保
育者や他児と追い
かけっこを行ってい
た。転倒時は手を
前に着いた状態で
あった。保育者に抱
き起こされ、自分で
手やズボンの砂を払
い、再び遊び始め
た。
手を振り払われた
時：帰園しようと他
児と手を繋ごうち手
を握った際、他児よ
り振り払われその直
後に泣き始めた。
右手が動かせず普
段と違う泣き方だっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
思い切り
走って体力
をつけるため
広いスペース
内での活動
を設定。対
象児や他児
と走っている
時に対象児
が転倒したこ
とに気付き
脇に手を入
れて抱き起
こす。その時
に対象児の
様子を視診
し、痛がる様
子も出血も
ないことを確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
保育者C;
鳩のオブ
ジェに乗っ
て遊ぶ他
児の対応
をしていた
ため、みて
いなかっ
た。

なし

転倒時に目
立った怪我
がない場合
でも経過観
察し、変化
がないか注
意してみて
いく。
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1
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歳

5
歳
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学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10522

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 57 21 16 20 4 4 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 頭部外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

廊下が狭
い中走った
ことによる
怪我

走らないこ
とを園児に
都度知ら
せる

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施 　 2.不定期

に実施

防火扉の
衝突防止
クッション等
がない

クッションに
より保護
【実施済
み】

3.個人
活動中・
見守りあ
り

保育室内
から出る際
には保育
者に声をか
けるよう伝
え、一人き
りになること
がないよう
にする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
対象児から
離れたとこ
ろで対象
児を見てい
たが、対象
児が廊下
に出たた
め、視界に
入らなく
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
園庭の片
付け、各ク
ラスへの園
児の誘導、
保護者受
け入れなど

保育園とし
ての怪我
事故予測
が不十分
であり、危
険予測と
声掛けに
不足がある

事例の共有をす
ると共に、安全
対策として職員
間の連携が図
れるよう、内線
の活用をしヘル
プを出せるように
していく。ヒヤリ
ハットや事故事
例をもとに危険
予測教育を行
う。また、園児に
対する、声掛け
の行い方に対し
ての見直しを行
い、園児に対し
ての注意喚起を
行うようにする。
また、園内にて
特性の高い園
児の共有を行
い、それぞれの
特徴を共有して
いくことで、担当
者以外も、働き
かけられるように
する。

10523

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 9       2 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

普段の安
全・危機管
理の中で
想定してい
たことの範
囲外のこと
だった。

安全・危機
管理への
意識を高
めていける
ように研修
の回数や
内容を再
検討してい
く。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 36 1.定期的
に実施 48

施設設備
や遊具事
態に問題
はなかっ
た。

実施前の
安全点検
を今後も
継続してお
こなってい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

2か所の遊具
に介助者はつ
いていたが、そ
れ以外の遊具
の場面で児同
士のトラブルが
起こることや起
きた場合の対
応について想
定ができていな
かった。介助
者がついていた
跳び箱、鉄棒
の他にフラフー
プやコーンなど
もあり、想定
外の子どもの
動きが発生し
やすい環境で
あった。

他児のトラ
ブルなど万
が一の事が
あった場合
を想定し、
遊具や道
具を少なく
し、いつで
も対応出
来る状況
をつくる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
週１回の
活動内容
で、普段よ
りも高揚感
があり、気
持ちを抑え
られなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
離れたとこ
ろの他児が
トラブルに
なっていた
ため、本児
には跳び箱
に登らず待
つように声
掛けをし
て、他児の
仲介のた
め、視線と
姿勢を他
児の方へ
向けた。そ
の間に本
児が跳び
箱に登ろう
としてバラン
スを崩し落
下してし
まった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の職員
（体操教
室講師）
は鉄棒の
介助につい
ていた。

跳び箱に
登らず待つ
ように声掛
けをした
際、本児が
応じて待機
していること
の確認が
不十分だっ
た。他児の
トラブルが
大きくなっ
た為、目線
をトラブル
の児に向け
てしまい、
本児が登
ろうとする
事に気づけ
なかった。

本児の性格
やその日の
様子（体
調や気持ち
の面）につ
いて、保育
を進める職
員同士で事
前に共有
し、活動の
進め方を事
前に確認す
る。補助をし
ている場所
から離れる
場合はお互
いに声をか
ける。

10524

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 16 4 2 15.３

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯牙脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

今後も引
き続き、安
全に気を
配りなが
ら、保育を
行っていく。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 360

引き続き、
設備の安
全点検を
行っていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

はしご渡り
遊びを30
分ほど続け
ていたことも
あり、当該
児の体力、
握力が低
下していた
可能性が
考えられ
る。

長時間に及ぶ
巧技台遊びに
ならないよう
に、時間を意
識しながら遊
ぶ。また、本児
は上履きを履
く際に、左右
反対に履いて
いることが多
く、今回も反
対に履いてい
た。正しい足の
使い方を促す
ためにも、左右
を正しく履くこと
ができているか
確認していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
朝から、い
つもと変わ
らず機嫌よ
く過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
はしご渡り
をする対象
児ともう一
人を見てい
た。対象児
が両膝を
床につけ手
を放したの
で、危ない
と思ったが、
手を差し伸
べる間もな
く、事故に
至った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担当職員
の目が行き
届かないと
ころでの児
童の保育
にあたって
いたため。

ゆっくり、焦
らないでな
どの声掛け
はしていた
ものの、動
作に関する
具体的な
声掛けが
少なかっ
た。

はしごをしっ
かりつかむ、
離さないなど
の声掛けを
こまめにして
いく。

10525

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 7 3 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 打撲・欠損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

園児の行
動を予測
できる能力
を身につけ
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

手洗い場
の表面に
傷がないか
を点検する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児の動
きをよく観
察する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
クラス保育
をしていた
ためいつも
どうりであっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
本児がぶつ
けるのを防
ぐことができ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
ぶつけた後
は看護師
がすぐに対
応できた

複数担任な
のでコミュニ
ケーションを
とり園児を
見守る

10526

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 14 1 1 15.３

歳
1.男
児

病名は付いて
いないが検査
により（DQ
５２）認知-
適応１歳７
か月、言語-
社会１歳、
就寝時リスペ
リドン細粒
１％服用中

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上A打
撲・亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

園児の行
動を予測
できる能力
を身につけ
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園児が重
なり合ったり
する時は様
子を見る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内では
走らないこ
とを丁寧に
繰り返し説
明する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
和室でのあ
そびは特に
変わらな
かった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
職員の人
数配置は
されていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
ぶつけた後
看護師が
すぐに対応
できた

園長が中心
となり事故
予防・発生
における体
制を確立
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上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10527

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 38 19 19 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左右AA脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

危険予測
が不十分

危険予知
訓練を研
修に取り入
れる

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

玩具入れ
が硬い上に
重く、園児
が扱うもの
としては適
していない

・玩具入れ
を柔らかく
軽いものに
代える。
・移動する
際は園児
だけでなく
職員と一
緒に行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

カゴを押し
ながら走っ
て片付けて
いた

カゴは持っ
て片付ける
よう、室内
は走らない
よう指導

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつも通り
の様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
対象児の
動きは見て
いたが支え
られなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の園児と
遊んでいた
ため見てい
なかった

通常よりも長
い時間合同保
育をしており、
通常どおり一
人ひとりの動き
を把握し、有
事の際に迅速
に対応すること
が難しかった。

安全を十分
に確保しな
がら落ち着
いて遊べるよ
う、可能な
範囲で合同
時間の短縮
を図る。

10528

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 22 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左右AA外
傷性破折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

危険予測
が不十分
だった

危険予知
訓練を研
修に取り入
れる

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

階段上段
で靴を脱
ぎ、裸足で
下駄箱が
あるテラス
内まで移
動する必
要があるこ
と

テラスで靴
を脱ぎ、階
段からテラ
スまで移動
しなくてもよ
いように動
線を変更
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児（他
児）は小
走りをして
周りを見て
いなかった

階段やテラ
スは走らず
周りを見る
ように指導

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつも通り
の様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
対象児の
動きは見て
いたが支え
られなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
靴脱ぎ以
外の園児
を見ていた
ため、対象
児や担当
者は見てい
ない

他児はトイ
レに急いで
いたため、
小走りをし
て周りを見
ていなかっ
た

階段やテラ
スは走らず
周りを見るよ
うに指導

10529

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 10 2 2 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折　　左肩
関節打撲
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

斜面の上
方下方に
はいたが、
走っていく
児童には
走らない様
に声を掛け
たが聞こえ
なかった。

子どもの年齢
や個々の発
達、特性を全
職員で共有し
遊び方を工夫
する。散歩先
の危険個所や
状況などは朝
礼や会議など
で随時共有し
ている。（遊
具の破損や蜂
がいるなど）

1.定期的
に実施 随時 1.定期的

に実施
使用の都
度

1.定期的
に実施

使用の都
度

今後とも児童
の生活エリア
（保育室・ト
イレ・テラス・廊
下・園庭）に
は目を配りその
都度チェックを
していく。危険
個所や死角な
ど感じた事を
情報共有す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広い斜面で担
任が見える範
囲で遊ぶ様に
促していた。斜
面をかけ降りる
事が嬉しくて楽
しくなりすぎて
思いがけずに
前方に転びそ
の勢いで手は
出たが支えら
れなかった。

集団が大
きくなれば
なるほど危
険個所や
死角など生
まれやすい
為その都
度感じた事
などを情報
共有してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつも通
り、元気に
遊んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
斜面の上
方下方と
２か所にい
たが本児の
走りに声が
届かなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
斜面の上
方下方に
職員はい
た。勢いが
でてしまう
児に対して
はブレー
キ！ブレー
キ！とその
都度声を
掛けてい
た。

斜面での
遊びに対し
ての職員
同士の周
知が足りな
かった。

声を掛けて
も伝わりにく
い子には、
個別に伝え
方を工夫す
る。

10530

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 24 8 8 8 2 2 17.５

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手橈骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

本児の当
日のコン
ディションに
合わせて丁
寧に関わる
必要があっ
た

子どもの体
の使い方に
ついて現状
把握を増
やし、活動
時の注意
点、配慮
不足が無
いよう研修
での学びを
増やす

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

着用の服、
靴等も事
前に家庭と
連絡を取り
合ってサイ
ズに合って
いるものを
用意してい
くようこまめ
に連絡を
取り合う。

子どもの着
用する服や
靴のサイズ
等の点検
も丁寧に
行っていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

勢いづいて
走っていた
時に転倒
し、自分の
手で勢いづ
いて力が加
わった体を
支えきれず
負荷がか
かったと思
われる。

活動内容
に合わせて
配慮を詳
細に行い、
実行してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝の受け入れ
時、母と気持
ちよく離れるこ
とができずに
30分程泣く姿
があったが、そ
の後は気持ち
も切り替えてい
た。週末であっ
たためやや疲
れが見らていた
が大きく支障
はなかった。園
外活動中も大
きく変わりなく
過ごしていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　いつもと
変わらない
活動内容
で一緒に
動いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　クラスでの
散歩の為、
担当職員
２名が引
率をした。
子どもを把
握できる立
ち位置に
別れ一緒
に活動をし
ていた。

職員の位
置関係、
臨機応変
な配慮がで
きる散歩
計画の作
成ができて
いたか検証
する。

職員の役割
分担を見直
す。

10531

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 18 3 8 7 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

散歩先から
の救急搬
送、子ども
の服装、靴
のサイズ等
の確認につ
いてもマ
ニュアルの
点検項目
に追加し、
万全を期し
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

障害物の
ない広い
原っぱで
あったため、
危険を感じ
る場所では
ないと思っ
ていた。

今回の怪
我を散歩
先の注意
点に明記
し、今後の
活動の気
に掛ける点
とし、安全
確保を強
化していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

しっぽとりの
際、広い原っ
ぱで危険を感
じる場所では
なかったが、他
児と接触しバ
ランスを崩して
転倒した時の
身体の打ち所
により大怪我
につながったと
考えられる。

上記を踏
まえ、事前
にぶつから
ないように
周囲を見
ながら子ど
もとも確認
し、遊んで
いるときの
配慮を深
める。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
年度最後
の活動を
楽しんでい
た。靴等も
サイズに
合ったもの
を着用。担
任、友達と
しっぽ取り
に夢中に
なって遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
しっぽ取り
を一緒に
行ってい
た。動きの
確認をして
いたが、とっ
さに衝突を
回避するこ
とはできな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
役割分担
をして立ち
位置を決
めていた。
担当職員
と数名の子
どもでしっぽ
取りをして
いることも
視野にいれ
ながら、違
う遊びの子
どもたちの
傍に付いて
いた。

余裕をもっ
た配置では
あったが、
子どもの動
き方の予
測が想定
外であった
ことと、遊び
の中で、担
任が逃げる
役であっ
た。

職員間で
しっかり目を
かけ、あそび
のペース配
分も考慮し
た活動にし
ていく。

10532

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 2 2 17.５

歳
1.男
児

劇遊びの発
表会に向けた
総練習の時
であった。普
段の保育とは
雰囲気が違
い気持ちが高
揚していた。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上B外傷
性歯の脱
臼。上A外
傷性歯の
破折、外
傷性歯の
脱臼。下
CB外傷性
歯の打撲。
上顎歯肉
裂傷。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし。

マニュアル
や研修、
職員配置
は区の基
準に則って
おり適当で
あったため、
改善策は
なし。

1.定期的
に実施 月１ 1.定期的

に実施 月1 1.定期的
に実施 毎日

テラスと室
内の入口
には数セン
チの段差が
ある。出入
りには問題
がないが、
そこで転倒
すると平面
での転倒
時よりぶつ
ける衝撃が
大きくな
る。

施設の構
造を変更
することは
できないた
め、段差且
つサッシの
サンがある
場所の危
険性を全
職員に周
知徹底し、
リスクを十
分理解して
保育にあた
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

椅子を置いた
場所のサッシ
戸は閉めてい
たが、すぐ隣の
椅子を置いて
いない場所の
サッシ戸を開け
ていた。椅子に
座り損ねた
際、サッシ戸が
開いていたこと
で、激しく倒れ
ることとなった。
また、カーテン
は全て閉めて
いたことで怪我
をした瞬間が
見えなくなって
しまった。

サッシ戸を
開けておく
のであれ
ば、段差で
転倒する
可能性が
ある等の危
険を予測
し、保育士
が必ず傍に
つく。また、
カーテンを
閉める際
は、サッシ
戸も閉める
ように徹底
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段の練
習とは違い
気持ちが
高揚してい
た。舞台で
演技を終
えて自席に
戻ると安心
して力を抜
く。舞台側
に注目し椅
子の位置
を確認しな
いまま座ろ
うとして転
倒。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任保育
士は、劇の
背景を変
えるため子
どもに背を
向ける行
動をとって
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

各、係分
担の位置
に着いてい
た。

当該児
は、事故1
週間前ま
でコロナ罹
患等で１
２日間欠
席し、その
間自宅内
で過ごす生
活を送って
おり、身体
を動かす機
会が少なく
なってい
た。

休み明けや、
普段とは違う
活動の際は、
予測していな
かったようなこ
とが起こること
も予想される
ため、全体の
様子を把握
できる保育士
を1名は確保
する。また子ど
もの状況に
よっては傍に
つくなどの対
応をとる。

327 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10533

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 6 3 2 13.１

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左第一足
趾骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

１歳過ぎ
た頃の児は
時期的に
小走りする
ことも多く、
転倒・衝突
への注意が
必要。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 300

引き続き
上記対策
を継続す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児全員が
視野に入る
ように、後方
に園児が移
動したのであ
れば、すぐに
その園児も
視野に入る
場所に職員
が移動する
べきであっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児は
児の近くに
あった玩具
で一人で
遊んでい
た。転倒前
は対象児
含め、園児
全員が視
野に入る
位置で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
対象児以
外の３名
の園児と
座って絵本
を読んでい
た。

園児全員が
視野に入るよ
うに、後方に
園児が移動し
たのであれ
ば、すぐにその
園児も視野
に入る場所に
職員が移動
するべきであっ
た。

10534

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 12 2 1 16.４

歳
1.男
児

保健師から療
育を進めら
れ、療育に通
い始める。

8.その他 1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

保育者の
後ろに子ど
もがいる状
態だった。

日頃から急
に保育者
を引っ張っ
たり飛び乗
る行動があ
る為背後
にいないよ
うにする

2.不定期
に実施 12 2.不定期

に実施 12 2.不定期
に実施 12

安全チェッ
ク表を使い
確認を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが背
後にいた

背後に子ど
もがいない
ようにする。
クラスに一
緒にいた保
育者も本
児が後ろに
いることに
気がつき声
をかける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
寝る前で
布団の上
で立ったり
座ったりし
ていた

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
保育者の
背後にいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
テーブルを
出していた

保育者が
全体を見
ていなかっ
た

布団に入り
子どもたちが
落ち着くまで
保育者は目
を離さない

10535

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 20 3 3 16.４

歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左切歯陥
入　　右切
歯不完全
脱臼　歯
茎の挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

配慮の必
要な児だっ
たため行動
が予測でき
ず、防ぎき
れなかっ
た。

突然の動
きにも対応
できる場所
に職員がつ
くようにす
る。他児に
向けても注
意喚起を
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 床が滑りや

すかった。

事故後速
やかに滑っ
た箇所に
テープを貼
り、滑り止
め処置をす
る。児童施
設係に修
繕要望を
し、対策を
検討しても
らう。

6.食事
(おやつ)
中

いつもと違
う行動をし
たため、とっ
さの動きに
職員が対
応できな
かった。

職員がそば
につくととも
に狭いとこ
ろでは、手
をつなぐなど
の配慮をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
配慮の必
要な児自
身が転倒
の際、手で
衝撃を受
け止めるこ
とが苦手な
児だった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

　
いつもと違
う方向に
走っていっ
たので転倒
した際、職
員の手が
間に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の職員
２名は、
他児に声
をかけなが
ら、配膳を
しており、
対応できな
かった。

配慮の必
要な児のた
め、必ず見
守りはして
いるが、成
長の中で、
動きが素
早くなって
きていた。

予測がつか
ないながら
も、できる限
りそばにつく
ようにする。

10536

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 4 0 0 1 1 1 1 2 0 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

吊り輪に関
しては、高
さの調節が
可能である
が、バラン
スドームに
乗ってもぎ
りぎり届くか
くらいだった
ため、バラ
ンスを崩し
やすかった
可能性が
ある。

職員配置の見
直しを行い、
遊具の使用方
法のマニュアル
も作成する。ま
た、職員に対
しては事故防
止を意識した
保育に関して
を自己採点を
行い、その確
認をしていくこ
とで全体の意
識を高めてい
く。

2.不定期
に実施 1 2.不定期

に実施 1 2.不定期
に実施 1

安全性に
関しての認
識が甘い
部分があっ
た。

日々危険
箇所がない
かする点検
するチェック
シートを作
成、実施。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

吊り輪利
用時のおけ
る自由遊
びをしてい
る時、危険
箇所を重
点的に見
守る姿勢
が足りてい
なかった。

職員配置
を危険度
が高いとこ
ろを重点
的に見守
るようにす
る。特に、
動きの中で
どのような
危険がある
かを理解す
るために全
員の理解
度を上げ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
みてみて！
と声を出し
て保育者
に声をかけ
る様子で、
特に変わっ
たところは
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
みてみて！
という声か
けに対して
の返答して
いたが、対
象児の変
化に対して
すぐに対応
できる距離
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
同じ場所に
はいたが、
他児童の
追いかけっ
こなどを見
守ってい
た。

直近の利用時
にも吊り輪を
使った遊びを
同じ状況で行
なっており、そ
の時と変わった
様子はなく、と
くに危険な遊
び方をしていた
わけではなかっ
たので、危険
の可能性を把
握しきれていな
かった。

職員に対す
る研修を行
い、危険に
対する理解
を深め、対
応できるよう
にする。
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令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 2 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

・危険な遊び
方とまでは言え
ないためクラス
全体で遊び方
の注意を改め
て確認した。
・引き続き、高
低差のある遊
具の近くでの
保育士の見守
りを行い、子ど
もの注意が散
漫になっている
と感じた時や、
危険な遊び方
をしている時に
はすぐに注意・
補助できるよう
注視していく。

1.定期的
に実施 1 2.不定期

に実施 　 2.不定期
に実施

今回の事
故は遊具
の不備が
起因では
なかった
が、日々の
安全点検
を続けてい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段から本
児も行って
いた遊び方
であったた
め、油断が
あったか。

気がはやっ
てしまうな
ど、注意が
散漫になる
ような状況
と感じたら
すぐに補助
に入るよう
にする。
継続的な
声掛け・注
意喚起
は、引き続
き行ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段と変わ
りなく、とて
も元気で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
・高低差の
ある遊具の
近くに保育
士が付くこ
ととなってお
り、その通り
実施してい
た。
・「気をつけ
てね」等の
注意喚起
および声掛
けをし、本
児もそれに
応答してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
・他の見守
るべき所に
付いて、他
児の様子
を見守って
いた。

人員の配
置、声掛
け、本児の
注意意識
もあったと
考えられる
ため、わず
かな油断が
要因の一
つと考えら
れる。

該当クラスだ
けでなく、他
クラスとも情
報共有し、
引き続き安
全管理に務
め、子どもへ
の声掛けや
注意喚起を
行っていく。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10538

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 12 0 0 0 8 4 0 3 3 16.４

歳
1.男
児

入園前の1～
2歳の時期
に、自宅で前
歯を2度ぶつ
けたことがあ
り、上前歯2
本の神経は
死んでしまって
いる状態だっ
た。●月●日
の歯科健診
時には右上
前歯の変色と
その歯の根元
の歯茎に水膨
れが見られて
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の亜脱臼
上唇小帯
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

ヒヤリハット
をもとに
様々な事
例から保育
士の関わり
方を学び
全職員に
周知してい
く。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

今後も通
常通り安
全点検を
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

保育の中
で身のこな
しが良くな
るような運
動遊びを
意図的に
取り入れい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
園庭を走っ
ていたところ
屈もうとし
た児童の
背中に衝
突した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
園庭で遊
んでいる児
童のあそび
を把握して
いたことろ、
本児が追
いかけっこを
し他児にぶ
つかることが
予測され
た。そばに
行っての声
掛けでは間
に合う距離
でなかった
ので制止の
声掛けをし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
3歳児クラ
スの児童と
フラフープ
等で遊んで
いたところ、
担当職員
の制止の
声掛けを
聞き、対象
児の状況
に気が付い
た。

保育を担
当する保
育士間で、
子どもの特
性について
の認識に
差があっ
た。

一人ひとりに
合わせた対
応の大切さ
を職員間で
共有してい
く。

10539

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 7 0 1 0 3 3 0 4 4 15.３

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

本来は保育室
入り口まで保
護者に来ても
らい、子どもを
引き渡すフロー
になっていた
が、、玄関に
子どもを行かせ
てしまった。今
後は保育室入
口での受け渡
しを徹底する。

1.定期的
に実施 １回/月 1.定期的

に実施 １回/月 1.定期的
に実施 １回/日

担当職員がイ
ンターフォンの
子機を保育室
に置いたままに
していたため、
先の保護者対
応中にドア開
錠のために保
育室に戻り、そ
こで対象児に
お迎えを伝え
てしまった。

インターフォ
ン子機は
受け渡し
担当職員
が保護者
対応中も
持ち歩くよ
うにする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保護者へ
の受け渡し
は、子ども
だけで保護
者の元に
行かず、保
育者が必
ずついて行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
対象児に
特に変わっ
た様子はな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
玄関にいる
保護者のと
ころに対象
児が向かっ
たが、つい
ていた保育
者は他の
保護者に
話しかけら
れ、途中で
立ち止まっ
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
事故発生
時、廊下に
は担当職
員のみ。残
り3名のう
ち、1名は
保育室で
見守り、1
名はトイレ
の片付け、
1名は事務
所で帳票
作成を行っ
ていた。

担当職員
は他児の
保護者に
子どもを引
き渡し後に
連絡事項
伝達途中
で対象児
の保護者
が帰ってき
たことを対
象児に伝
えてしまっ
た。

保護者一人ず
つ連絡事項伝
達と子どもの引
き渡しを行い、
平行して複数の
対応はしない。
重なった場合は
前の対応が終
わるまで待ってい
ただき、子どもだ
けが保護者のも
とにいくことが無
いようする。

10540

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 24 4 3 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

8

1.基
準以
上配
置

子どもの運
動能力の
把握が甘
かった為、
鉄棒の高さ
や職員配
置場所に
おいての、
配慮が足り
なかった。

子ども一人一
人の運動能力
の把握を正確
に行う。職員
配置や運動遊
具の選び方に
おいて、事前
に配慮した上
での環境設定
を行う。子ども
への準備運動
や約束事の確
認を運動遊び
前に行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

鉄棒の高さ
が1番高い
段になって
いた。マット
は敷いてい
たが、高さ
による衝撃
や落ち方が
要因したと
みられる。

一人一人
の能力の
把握をし、
鉄棒や巧
技台などの
運動遊具
の設定をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動遊び
での約束
事を、子ど
も達へ事
前に丁寧
に行えてい
なかった。

運動遊び
をする時の
約束事に
ついて、職
員間で周
知し、子ど
も達への確
認をその都
度行い、子
ども達が安
全に楽しく
運動遊び
ができるよ
うにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
運動遊び
をする時に
危険への
意識が低
く、遊び半
分で行って
おり、ふざけ
てぶら下
がっては落
ちてを繰り
返してい
た。その中
で、着地に
失敗し怪
我に繋がっ
てしまった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

　
職員は、
対象児に
対して鉄棒
の補助にマ
ンツーマン
でついてい
る状況だっ
た。ふざけ
て鉄棒にぶ
ら下がって
いる事を注
意していた
が、やめよ
うとせずに
受傷に至っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他職員
は、他の運
動遊具の
補助に入っ
ていたた
め、対象児
の動きは見
ていなかっ
た。

補助のつき方
についての研
修を行っていた
が、その時に対
象児について
いた職員は補
助職員だった
ため、研修を
行っていなかっ
た。職員間で
対象児の状況
を把握するた
めの声掛けが
できていなかっ
た。

補助職員対象
で、運動遊びの
補助のつき方の
研修を運動会
より早い段階で
行い、周知する
こと。危険な動
きをする子がい
た時は職員間
で声を掛け合い
ながら周知し、
子どもに約束事
を丁寧に伝えな
がら行う。

10541

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 13 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

全身打
撲、上鼻
甲介骨
折、顔面
擦過傷
11/21診
断　左目
眼窩外側
壁骨折、
左上顎洞
後壁骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

擁壁の上
を子どもが
通る場所と
して可能と
の不適切
判断が職
員にあった
こと。一人
の判断で
危険な場
所に上らせ
たこと。危
険と思った
職員が止
められな
かったこと。
子どもたち
のやりたい
ことを大事
にする保育
としていた
が安全への
認識の共
有ができて
いなかっ
た。

散歩を中止して、
「安全の保障の無
いチャレンジは成り
立たない」ことを全
職員で確認する研
修を実施した。散
歩で安全のために
実施すべきことを明
確にして●日より散
歩の一部分を再開
した。なお、事故の
起きた現場のある
周辺については●
日の研修の後に散
歩安全マニュアルの
確認を行って、●
月●日より散歩を
再開する。散歩安
全マニュアルは常に
見直し、職員の内
容理解と対応力を
周知徹底していく。
今回は●日に確認
した「散歩で安全の
ために実施すること
(散歩基本マニュア
ル)」で示した内容
を確実に実施して
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

保育園に
おいての職
員の意識
の向上を
図る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

外での
様々な危
険につい
て、また園
内での危
険について
も職員の
受け止め
方に差が
あった。「こ
れくらい平
気」というこ
との内容を
深め切れて
いなかった
ため、職員
の安全感
覚が職員
により異
なってい
た。

すべての保
育場面に
ついて、安
全を見直
す。一人で
判断しな
い。保育の
場所や内
容を全職
員が理解
して共有・
一致を深
めていく。
保護者に
職員は誰
でも説明で
きるよう研
修を引き
続き行って
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつも通り
元気に散
歩をしてい
た。高い擁
壁にもみん
なについて
上り歩いて
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
担当職員
が先頭で
子どもたち
の歩く場所
を選定して
いた。普段
の子どもの
歩く力や過
去にこの場
所を歩いて
いたことか
ら、十分に
安全につい
て確認せず
に子どもが
上がること
を認めた。
そして、高
い場所から
降りるところ
で子どもへ
の手助けを
行いながら
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

すくすく児童
や遅くなる子
どもについて
いて当初は
少し遅れて
戻っていた。
この二人が
擁壁の下に
来たときはす
でに10人の
子どもが上に
上がってい
た。危ないと
担当者に伝
え、3人で至
近距離にい
たが止めず
に歩かせて
た。見ていた
が転落時に
受け止める
対応ができ
なかった。

①過去に、こ
の場所を子ど
もが歩いてチャ
レンジしていた
こと、子どもた
ちが上りたがっ
たことから安易
に判断したこ
と。②本来、3
歳児が上るよ
うな場所では
ないとの認識
が欠如してい
たこと。③おく
れていた職員
を待たず担当
者一人で判断
して危険な場
所にあげてし
まったこと。④
上った場所の
金網の破損に
ついても確認
するという基本
の安全確認も
しなかったこと。
これらが重なっ
たこと。

今回の事故は、
要因・分析・特
記事項で述べた
とおり、起こるべ
くして起きたと言
える。徹底した
安全認識の向
上ができていな
かったことが重要
な点である。小
さい命を預かる
重さを改めて全
職員で認識する
必要があり、研
修を重ねながら
散歩の再開を
行っていく。ま
た、法人全体と
して最重要課
題と位置づけて
安全対策の保
育場面に応じた
具体的な内容
のマニュアルの作
成とその実効性
のある研修を行
う。
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0
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2
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歳
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学
童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10542

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 3 2 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特に問題
なし。

園児の
個々の特
徴を全職
員で情報
共有する
事と日々の
ミーティング
にてヒヤリの
共有をする

2.不定期
に実施 3 2.不定期

に実施 3 2.不定期
に実施 3

雲梯の下に
クッションをひい
て数日の事故
であるが事か
ら、園児への
指導と
職員の危機管
理教育の問題
だと感じる

雲梯の下
にクッション
を敷いてい
る状態で
あった。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭での
自由遊び
中

保育士が
安全確保
できるよう
に遊ぶ前に
注意事項
を伝える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

一定時間
雲梯遊び
を他児と二
人で楽しん
でいた満足
して2名とも
雲梯から離
れ、近くの
ベンチに座
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

雲梯から離
れたことを
確認して砂
場に移動
する

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

鉄棒近くの
保育士、ヤ
ギ小屋掃
除の保育
士、砂場で
見守る保
育士がいた

再度雲梯
を始めたこ
とにきずか
なかった

雲梯や鉄棒
遊びをするこ
とは保育士
と一緒にす
ることを何度
も伝える

10543

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 3 3 3 13.１

歳
2.女
児

歩き始めたば
かりだった。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛腓骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1から２
2.基
準配
置

歩行開始
時期の子ど
もが起こし
やすい事
故につい
て、職員間
で話し合い
をおこなっ
ていく。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 284

保育室で転倒
した際に起きた
けがであった。
床にはおもちゃ
もなく、足に
引っかかるもの
もなかった。今
後も保育環境
を整えていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

歩行開始
時期の児
の側に付
き、バランス
を崩した際
に受け止め
られるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段通り、
園庭の築
山に歩いて
上り下りし
たり、自分
から動いて
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
他児のおむ
つ交換をし
ながら、児
の様子を
目で追って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
他児の手
洗いに付き
添ってい
た。
テラスから
入室すると
ころで、窓
から室内の
様子を見
ていた。

担任はそれぞれ
の役割をおこな
いながら、子ども
たちを見守って
いた。今後は担
任１人が子ども
たちの遊びの中
に入り見守って
いくようにする。

10544

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 10 　   2 2 16.４

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

Pul(歯髄
炎）の疑
い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

怪我が予
測された状
況であった
が、止める
ことができ
なかった。

言葉をかけ
るだけでな
く、本児の
好きな遊び
を設定す
る、一緒に
遊ぶ等落
ち着いて遊
べるように
する。

1.定期的
に実施 13回 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

床にマット
等、クッショ
ンになるも
のを敷く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

トイレに行く
前から、室
内を小走り
していた。

本児の好
きな遊びを
用意し、集
中して遊べ
る環境設
定をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

好きな友
達が他の
遊びをして
いて、手持
ち無沙汰
のようで、
室内でスラ
イディング
等の動きを
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他児が膝
の上に座っ
ていた。本
児には、
座って遊ぶ
ように声を
掛けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応をしてい
た。

担当保育士に
対して甘えた
い気持ちもあ
り、この時間帯
は日頃から担
当保育士や他
児たちとじゃれ
あうような姿が
あった。

スキンシップで甘
えが満たされ落
ち着いてあそべ
る、わらべうたや
ふれあい遊びを
取り入れるなど、
工夫して遊ぶ。

10545

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 16 3 3 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ぐるぐる周
回していた
為にふらつ
きが出現、
足のもつれ
もあり転
倒。

棚やサーク
ルでコー
ナーを設け
走り回れる
スペースを
なくす。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
一緒に走り
回っていた
友達を夢
中になって
追いかけて
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の見
守りや、登
園した他児
の荷物の
支度、次の
活動の準
備をしてい
たため本児
の動きを見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の見
守りや、登
園した他児
の荷物の
支度、次の
活動の準
備をしてい
たため本児
の動きを見
ていなかっ
た。

保育士各々が
その時に思い
ついたことをし
てしまい、保育
士間の連携が
とれていなかっ
た。全体を見
渡す保育士が
いなかったため
転倒に繋がる
本児の行動
と、転倒に気
付くことができ
なかった。

保育士が互
いの役割を
場面が変わ
るごとに明確
に意識する
ため、作業
に入る際は
他の保育士
に声をかけて
から入る。

10546

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 20 0 0 3 4 6 7 4 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

遊ぶ場所
の植生や、
季節によっ
て状況が
変わること
を職員間
で周知する

3.未実施 3.未実施 　 3.未実施

（野外保育の
ため毎回遊ぶ
場所が異なる
ため）遊ぶ場
所の植生や、
季節によって
状況が変わる
ことを職員間
で周知する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

蔓が前回
遊びに来た
時よりも伸
びていた。

園児と季
節によって
蔓が伸びる
ことを共有
し、注意を
促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
特に体調
に変わった
ところはな
く、元気に
過ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
どこで誰が
あそんでい
るかは把握
していた
が、事故の
瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
同上

事故のあっ
た場所に
職員がいな
かったこと。

園児が遊ん
でいる場所
に1名以上
職員を配置
するようにす
る。

10547

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 5 2 2 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

部屋の構造に
おいて入り口
付近は狭く、ト
イレとの間には
扉もあって閉め
てしまうと見通
しはきかない。
もう一人の保
育士も片づけ
をしていた子を
見ており、どち
らも目が離れ
た時間を作っ
てしまったことが
要因の一つと
考えられる。

しっかりと子
どもを見ら
れる状況を
先に作って
から子ども
を集める。
子どもだけ
で過ごす時
間が無いよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎 1.定期的
に実施 毎

狭い場所に不
安定な丸机を
置き、早く集
まった本児が
何らかの形で
丸机に接触。
丸机が傾いた
際に丸机の天
板と床の間に
右手薬指が挟
まったため外傷
と骨折を負った
と思われる。丸
机の使い方に
ついても間違っ
ていたし、丸机
の形状につい
ても倒れやす
ものであるため
業者とも相談
して改善してい
く。●●より購
入のままごと用
丸机。

 丸机は不安
定なため、まま
ごと遊び等で
保育士が側で
見守れるとき
以外は使用し
ないよう片づけ
る。また使用す
る際も体重を
かけると傾くこ
とに十分留意
して見守る。
子どもにも使い
方を知らせ危
険のないように
する。業者にも
相談して、体
重をかけても
ひっくり返らな
いような工夫を
してもらう。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者の配置
としては、子ど
も5人に対し、
2人の保育士
がおり十分だっ
たが、1名はト
イレで排泄の
援助をしてお
り、残った1名
も片づけの仕
上げをしてい
た。早く片づけ
を終えた本児
らの動きをきち
んと見ておら
ず、危険を回
避できなかっ
た。

子どもが
（集合）
移動する
際には、ま
ず前もって
その場が安
全であるか
を必ず確
認し、保育
士が先にそ
の場に移
動してから
子どもを動
かすように
する。（事
前の安全
確認を行
う）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
クラスを移動す
ることも理解
し、自分の遊
んだものは片づ
けてリュックを
背負い集合場
所に集まってい
た。保育士が
泣き声に気づ
いた時には
座って患部か
ら出血してお
り、どのようにし
て怪我をしてし
まったのかは
はっきりとはわ
からないが、近
くに丸机が倒
れていたことか
ら、机に手をつ
いた時、傾い
た机の天板と
床の間に患部
が挟まってしま
い痛みで泣き
声を上げたと
思われる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
自分の遊んだ
ものを片付け
た子から、リュッ
クを背負ってい
つもの場所に
集まるよう指
示。まだ片づけ
をしていた子が
いたのでその子
の手伝いをし
ていたため、本
児がリュックを
背負って集まっ
ていたことはわ
かっていたが、
どのような動き
で怪我につな
がったかは見て
おらず泣き出し
たことで怪我に
気づいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児1名が
便意を訴
えたためト
イレの中に
入って排泄
の始末の
援助をして
おり、本児
も含めたそ
の他4人の
動きを全く
見てなかっ
た。

子ども5人に対
し保育士2名
が保育してい
たが、このよう
な事故が起こ
るかもという想
定ができておら
ず、1名がトイ
レで援助をして
いる時にもう一
名も目が離れ
るような配置に
なってしまった。
またこの日は
人数も少な
かったことで、
油断が生まれ
たとも考えられ
る。

互いの動き
（役割分
担）を話し
合い、2名い
ることを生か
せるような動
きにすれば
事故を防げ
たかもしれな
いので、子ど
もを動かす
前に連携に
ついてしっか
り話し合う
必要があ
る。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10548

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 7 2 1 17.５

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼、左
下口唇裂
傷

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

ヒヤリハット
をもとに怪
我につなが
る行動につ
いての対応
策を確認し
全職員に
周知する。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

今後も現
状通り安
全点検を
行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

児童が落
ち着いて遊
ぶことができ
る遊具の
設定を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
担当職員
に抱き着
く。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

職員に抱き着
いてきた本児
が咄嗟に体の
向きを変えた
ため、職員が
本児の背後か
らウエスト部分
に手を回した。
職員が腹部周
辺をつかんだ
際、本児が前
のめりになり、
そのまま床に
顔を打ってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
ブロックで
遊んでいる
子に目を
配りながら
机上遊び
のところに
着いてい
た。

保育を担
当する保
育士同士
の声の掛け
合いが不
足してい
た。

児童の行動
を予測し対
応していくこ
との大切さを
全職員で確
認し共有す
る。

10549

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 8 8 7 2 2 16.４

歳
2.女
児 特に無し。 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕　尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

特に問題
なし。 特になし。 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 特に問題
なし。 特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

雲梯の危
険性につい
て配慮が
足りなかっ
た。

雲梯で怪我を
してしまう可能
性があることを
認識し、子ども
達にも怪我を
してしまうことが
あるので、気を
つけるように伝
えていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　　特に変
わった様子
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　　他児の
対応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　　他児の
対応をして
いた。

職員の立
ち位置の
連携が取
れていな
かった。

子ども達と一緒
に遊ぶ職員と全
体を見る職員に
分かれ、職員同
士バランスよく立
ち、子どもの様
子や危険がない
かなど、よく見て
いく。

10550

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 7 2 3 2 3 3 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

戸外活動
マニュアル
に固定遊
具について
具体的な
ルールの記
載がなかっ
た。

戸外活動
マニュアル
の見直しを
職員と共に
行い、共通
理解を持っ
て再発防
止に務める

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 随時 1.定期的
に実施 48

●●公園
のジャング
ルジムは通
常よりも大
きく、1段
１段が高
めに作られ
ているため
乳幼児へ
の危険度
が高い。

固定遊具
のルールを
明確にす
る。年齢や
子どもの発
達状況に
よっても配
慮が必要
であり、保
育者の危
機管理も
より一層必
要である。
土曜日保
育で、異年
齢児保育
ということも
配慮してい
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

公園は敷
地も広く、
近隣の保
育園やご
家庭も利
用する

多くの子ど
もたちが利
用するにあ
たり、公園
内が混雑
することも
考えられる
ため、戸外
活動の見
直しが必
要

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
楽しくて気
持ちが高
揚していた
ように見ら
れた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ジャングルジム
に上っている園
児がもう１名
いたので、どち
らも見ていた。
本児が興奮し
ている様子を
みて危ないと
感じ、下に降り
てくるように声
をかけた。下の
方まで下りてき
たので、もう一
人の方に目を
移した時に、
本児が手を離
し転落した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の園児
が鉄棒とす
べり台近く
にいたの
で、それぞ
れ対応して
いた。

職員の認
識不足、
職員配置

共通認識の
再確認、戸
外活動の動
きや配置の
見直し

10551

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 17.５

歳
1.男
児

前頭部をぶつけて
いたので園でA病
院救急外来へ。そ
の際はおそらく打
撲、ただし鼻骨に
ひびが入っている
かもしれない 、と
のことだった。保護
者がB病院形成
外科へ再度受
診、●日にB病院
耳鼻科に受診し、
CT撮影し、骨折
判明。ただし処置
は特になく、経過
観察のみとのこと
だった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
擦り傷、鼻
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

本児の体
幹の弱さも
あり、走り
方に不安
定さが見ら
れる。鬼
ごっこなど
走るときは
広場のみと
いう約束の
確認不足
もあった。

遊具側で
は走り回る
ような遊び
はしないと
いう約束の
徹底と職
員同士の
立ち位置
の確認、見
守る点の
認識統一

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1

遊具側で
は走り回る
ような遊び
はしないと
いう約束の
徹底

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具側で
は走り回る
遊びはしな
い。職員の
立ち位置
確認。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
鬼ごっこを
楽しんでい
たが、すべ
り台付近ま
で鬼から逃
げようとして
いたことに
気づくのが
遅かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児の活
動を見てい
た

くぐろうと
しゃがんで
みたが自分
の認識より
もすべり台
支柱部分
が低かった
様子。体
幹も強くな
く、転びや
すい子では
あった。

走り回ってい
い場所、危
ない場所の
子どもへの
確認を細か
く行っていく。

10552

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 57 7 26 24 15 11 15.３

歳
1.男
児

言葉の発達の遅
れがみられ、昨年
度より月に１回程
度子ども発達支
援センターに通っ
ている。三語文は
みられることもある
が尋ねると、うなず
きや単語で返答
するというコミュニ
ケーションが多く、
質問への理解が
できていない様子
のまままうなずくこ
ともある。運動面
は登ったり走るなど
はできる。発生時
の天候は晴れ。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

その場での
全身観察
をしたが、
担任への
報告が不
足してい
た。

予測不能
の事故が
起こる事や
状況の把
握、確認を
する習慣と
報告の周
知徹底。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

園庭の線
の上を歩け
るようにした
位置とボー
ル遊びの範
囲がかぶっ
てしまってい
た。

遊ぶ区域
をわけるよ
うにする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

内科健診
の時にはク
ラス単位で
準備・待機
し、職員が
分散されに
くいようにす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
園庭の中
央に描かれ
た線の上を
歩いて遊ん
でいたとこ
ろ、走って
きた他児と
ぶつかって
転倒した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
担任保育
士は、保
育室に１
名、園庭に
２名いたが
その他遊
具や他児
についてお
り、当該児
の近くには
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
園庭中央側を
俯瞰して見る
配置の職員が
２名いた。当
該児の近くに
いた職員は他
児を一人抱っ
こしながら見て
いた。転倒時
に近寄ったが、
声をかけ腕を
見たが外傷が
なかったためそ
の場を離れ
た。担任へは
転倒があったこ
とを報告しな
かった。

特になし

保育士間で
その場で声
をかけあった
り、情報を
報告しあうよ
うにする。

10553

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 9 2 2 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

転落した段
差の使用
に関して園
としての決
まりがなく、
保育士の
判断に委
ねられてい
た

園として使
用方法を
決め、職員
に周知徹
底する

2.不定期
に実施 6 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 12

破損や危
険な箇所
がないか、
引き続き
安全点検
につとめ、
早期発見・
対応する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

通常の保
育室内で
なく、広い
ホールで遊
んでいた。
当該の段
差について
園としての
取り決め、
職員の意
識統一が
なかった

ホールの使
用の仕方
について取
り決め、徹
底すること
にした

1.いつも
どおりの
様子で
あった

２歳児の中で
も月齢が低く、
体幹は弱い。
高さ３０cm
幅３５ｃｍの
段差を平均台
のようにして一
人で歩いてい
たが、バランス
を崩して転
落。段差の右
側が壁の為、
左側に転落し
た際に自身の
左手が身体の
下に入ってし
まった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
対象児が
他児との関
わりの中で
噛みつきが
ある時期な
ので、近く
で見てい
た。段差に
登って歩い
ていること
は制止せ
ず、大丈
夫だろうと
見守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児と少し
離れたとこ
ろでボール
遊びをして
いた

保育士の
数と部屋の
広さが見
合っていな
い（ホール
で保育士2
人）

子どもの動き
が把握で
き、安全が
確保できる
保育者の配
置と環境の
設定をする
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10554

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 10 3 3 13.１

歳
1.男
児

既往歴・アレ
ルギー・持病
はなし。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左環指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

人員配置
的に問題
はなく、園
児のそばに
保育士も
いた状況で
あった。保
護者とのコ
ミュニケー
ション不
足、登園
後のボ
ディーチェッ
クの不足。

保護者とコ
ミュニケー
ションを密
にとるよう
関わってい
く。また登
園後のボ
ディーチェッ
クを徹底す
るようマニュ
アルを作成
する。

1.定期的
に実施 12 3.未実施 0 1.定期的

に実施 12

今回、椅
子と机の間
に指を挟ん
でしまったと
考えられ
る。椅子と
机に指がは
さまらない
ようにすべ
きであった。

椅子や机
にスポンジ
をつけ挟ん
でも怪我を
しないよう
に工夫を
施す。

6.食事
(おやつ)
中

椅子をがた
がたとゆらし
ていたこと。
壁側に園
児がいたと
ころ。

落ち着ける
ような環境
づくり。また
落ち着かな
い場合には
危険がある
ため一度
離席させる
こと。園児
は壁側に
配置しな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
1歳10か
月という年
齢であり、
活発な時
期である。
意思が少
しずつでてく
る年齢であ
り、嫌なこと
があると癇
癪を起こす
こともある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
担任はお
やつをはじ
めるために
園児10人
を見ながら
おやつの準
備をしてい
た。絵本を
1冊よんだ
りと注目を
あつめてい
た。おやつ
の歌を歌
い、園児全
体をまとめ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
対象児の座っ
ていた机付近
に職員はい
た。また園児が
泣いた際には
そばにいたが、
特に指をはさ
んだことには気
付いていなかっ
た。座るのがい
やで癇癪をお
こしていると思
い、泣いた際
椅子からおろし
園児を落ち着
かせ特に痛が
る様子もなく
泣き止んだた
めおやつを食べ
たがった本児を
椅子にもどし
た。

まだ会話が
できない年
齢であり、
何で泣いた
のか本人も
指を痛がっ
ていなかっ
たたため職
員が理解
できていな
かった。

泣いた際癇
癪だと思わ
ずなにがあっ
たのか等声
かけを行い、
コミュニケー
ションを図っ
ていく。ま
た、泣く様子
があればボ
ディーチェック
を行う。

10555

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 9 0 0 0 7 2 0 0 0 2 4 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎左乳
歯中切葉
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

ウォータース
ライダーで
遊ぶのは初
めてだった
ので、注意
事項の共
有など改め
てするべき
だった。

マニュアル
の作成を
行う。その
マニュアル
の活用の
仕方を早
急に共有
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ウォータース
ライダーで
遊ぶのは初
めてだった
ので、どのく
らいのス
ピードがで
きるものか
などの確認
が不十分
であった。

下見だけで
なく、子ども
が遊んでい
る様子など
をふくめて、
保育に取り
入れるかど
うか検討す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

プレーパー
ク内の遊具
で、対象年
齢などの設
定はなかっ
たが、子ど
も一人ひと
りの発達に
あった、遊
具の選択
がしきれて
なかったの
ではない
か。

下見だけで
なく、子ども
が遊んでい
る様子など
をふくめて、
保育に取り
入れるかど
うか検討す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

プレーパー
ク内に新し
い遊具が
あったため
いつもより
喜んでは
しゃいでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
安全に滑っ
てくるかを
目視してい
たが、その
そばの登っ
ている子の
様子から、
目を離して
しまってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ウォータース
ライダー以
外で遊んで
いる子の見
守りをして
いた。

ウォータース
ライダーで
遊ぶのは初
めてだった
ので、保育
者がつく場
所は人数
に配慮が
必要であっ
た。

坂を登る児
がいるとき
は、そのそば
に必ず1名
つく。

10556

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 16 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

２列で小
走りでの退
場は何度
も行ってい
たが、当日
はリズムや
歩幅が合
わず子ども
達同士が
接近、接
触した可能
性がある。

子ども達が集
団で走る場面
では嬉しくて興
奮している可
能性があり、ま
た周りに気を
取られ注意力
散漫になって
いることを想定
する。並走す
る子ども同士
の距離の間隔
を取るようにす
る、列全体の
バランスや走る
（歩く）スピー
ドを考え誘導
したり、声をか
けていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

リレーは自
分たちで順
番を決めて
いることもあ
り期待が高
く、一度リ
レーはした
が「もう一
度走りた
い」という子
ども達から
のリクエスト
から２回目
の実施で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

リレーを終
え、子ども
達側に顔
を向けなが
ら２列で退
場する際の
先導をして
いた。対象
児を含む
子どもの様
子を全体
的にとらえ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

競技練習
を裸足で
行っており、
足を拭いて
入室するた
め園庭の
水道で足
ふきマットを
準備してい
た。

担任は、
子ども達の
距離感に
は意識が
行かず子ど
も達同士
が接近、接
触した可能
性がある。

子ども達が
集団行動
（散歩時な
ど）をする
際、子ども
同士の前
後、左右の
距離の取り
方、安全確
認などを職
員が指導で
きるよう年度
初めに職員
研修をおこ
なう。

10557

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 13 1 6 6 5 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下顎左側
A歯根破
折、下顎
右側BA外
傷性歯の
亜脱臼、
下顎左側
B歯冠破
折、下顎
歯肉裂傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　保育室
内で突然
高くジャンプ
し落下、他
児の後頭
部にぶつか
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　破折部を
直ぐに圧迫
止血し怪
我の対応
にあたる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

破折した歯の
保管や他児の
後頭部全身
状態の把握・
観察する等怪
我の対応補
助、他の園児
の保育や対応
をする。

園児は予期
せぬ行動を
することを常
に念頭にお
き、再発防
止に努め
る。

10558

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 14 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

遊びの空
間や人数と
遊びの内
容を保育
者がしっか
りと見守り
精査してい
く。

1.定期的
に実施 60 3.未実施 　 1.定期的

に実施 日々 玩具は未
使用のため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこで
タッチをする
際

遊びの中で
タッチの仕
方を子ども
たちに知ら
せていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
子ども同士
の鬼ごっこ
を楽しんで
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
鬼ごっこを
している様
子を遠くか
ら見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の職員
はいなかっ
た

園庭が全体
的に見渡せ
る位置や必
要に応じて
場所を移動
していく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10559

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 68 24 23 21 6 6 18.６

歳
1.男
児

※約３か月
の治療期間を
経て●●年
●月●日の
受診にて完治
となった。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

１～２

1.基
準以
上配
置

リレー練習に
際し、子ども
たちに安全
に関して、無
理やり追い
越さない、接
触しないこと
などのルール
説明を丁寧
に行う。

1.定期的
に実施 4回/週 1.定期的

に実施 ４回/週 1.定期的
に実施 ４回/週

競技場内
のトラックを
走っていた
為、危険
な物はな
かった。ハー
ド面の改
善策は特
になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

競技場内に
は６名の保
育士がおり、
待機中の子
どもを見守っ
ていた。トラッ
クを走ってい
る該当児の
付近も見
守っていた為
特になし。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

通常通りで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　リレーの
練習中だっ
た為、指定
の位置で
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　リレーの
練習中だっ
た為、指定
の位置で
見守ってい
た。

該当児も健
康状態にあ
り、保育士
体制にも問
題がなかった
と思う。

10560

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 36 11 14 11 5 5 16.４

歳
2.女
児 特になし。 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) A⊥A打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

　1-2
2.基
準配
置

特になし。

子どもたち
の遊び方や
様子を
日々職員
間で共有
していく。危
険予知ト
レーニング
等の研修
を行ってい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 4

高さのある
マット上で
起こりうるリ
スクの認識
が薄かっ
た。

マット周囲
で活動する
場合、職
員はマット
の位置・遊
び方に注
意を払って
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

近くにいた職
員が本児たち
の遊びの状況
を認識してお
り、危険性に
ついて声をかけ
ていたが、近く
で別のトラブル
があり本児たち
に背を向ける
形となり、同様
の遊びを続け
ている事に気
付く事が出来
なかった。

危険な遊
び方となる
事が予想さ
れる場合
は、本人た
ちに声をか
ける。その
場を一時
的に目を
離さなけれ
ばならない
状況の際
は別の職
員を呼ぶ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつも通り
に登園し活
気があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
対象児の
近くで見
守ってい
た。他児2
名が本児
の手足を
持った際に
危険性を
伝えていた
が、近くで
他児のトラ
ブルがあり
目を離す
状況となっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

別の児の
保育をして
いた為本
児たちを見
ていなかっ
た。

活動してい
る子どもの
人数、遊び
方に対して
職員の人
数が少な
かった可能
性がある。

危険性を伝えた
後に対象児たち
の様子を確認す
るべきだった。危
険を回避した事
を確認出来ない
場合は、他の職
員に声を掛けて
いく。活動人数
を減らしたり、遊
び方を変更する
等の調整が必
要。

10561

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 19 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

職員の立
ち位置な
ど、その都
度検討し
ながら保育
をする

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ハード面に
関しては安
全面では
問題ない

他児が後
方から接触
して転倒し
たため、安
全面では
問題ない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもたち
の好きな遊
びとして普
段から活動
していた。
活動し始
めで子ども
たちの気持
ちが高まっ
ていた状況
でもあった。

状況をよく見
ながら活動を
始める等、その
都度子ども達
の状況に合わ
せ活動内容を
変更する配慮
が必要だった。
また、リズム遊
びでの注意点
を再度確認し
注意喚起して
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつも通
り、意欲的
にリズム遊
びに参加し
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
ホール内に
いる子供た
ちの動き全
体を見守り
ながらピア
ノを弾いて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担任職員
１名のみ
だったため、
他の職員
はいなかっ
た

担任１名
で、リズム
遊び中の
子ども全員
を見られる
体制が確
保できてい
なかった

リズム遊びな
どの運動活
動を行う際
には何かあっ
たときにすぐ
対応できる
よう、必ず保
育士２名の
体制で行
う。

10562

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 20 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

9
2.基
準配
置

日常の保
育活動に
おいて、屋
上は多く利
用する場
所でなかっ
た。

子どもの特
性を理解
するととも
に、日々の
保育環境
への留意
等、職員
間で共有
していく事
を会議で
確認する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

屋上は地
面がコンク
リ―とであ
ること。

コンクリート
上で転倒
した場合の
リスクがより
高いことを
認識する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

数日後の
遠足のため
に、「遠足
ごっこ」と称
して所内を
歩き子ども
たちは興奮
気味だっ
た。最後は
屋上に行
き、シャボン
玉を飛ばし
たことで、さ
らにうれしさ
が増し友だ
ちを抱きか
かえたことで
バランスを
崩し転倒に
つながっ
た。

屋上で遊
ぶことはそう
多くないの
で、子ども
たちにとって
は魅力的
で開放的
な場所であ
ることを認
識する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
気持ちが
高揚し、仲
の良い友
達と共感し
ながら抱き
合ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
シャボン玉
を飛ばしな
がら全体を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
シャボン玉
を飛ばしな
がら全体を
見ていた。

遠足が楽
しみで、子
どもたちが
興奮気味
な様子を
把握しなが
らシャボン
玉飛ばしを
するべき
だった。

３歳児という発
達年齢を考慮
し、慣れていな
い場所で遊ぶ
時の配慮や保
育者の立つ位
置など、活動状
況に合わせてさ
らにきめ細やか
に対応する。子
どもの事故は情
緒の安定と関
係が深いので、
保育者や友だち
と温かいつながり
を持ちながら、
日常の生活の
中で、十分に身
体を動かして遊
ぶことを楽しみ、
その中で危険な
場所、事物、状
況を知り、その
時どうすればよい
かを体験を通し
て身についてい
けるような保育
を心掛けていく。

10563

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 17 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

ボールで遊
ぶ際のお約
束を遊ぶ
直前に園
児伝えてい
なかった。

事前にボー
ル遊びをす
る前に約
束事を伝
え、危険な
遊びをしな
いように繰
り返しつた
える。

1.定期的
に実施 2 2.不定期

に実施 毎日 2.不定期
に実施 毎日

ボールに不
備はなかっ
たが、ボー
ル遊びにつ
いての注意
事項を説
明していな
かった。

ボール遊び
についての
注意事項
を説明すべ
きだった。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

３階のホー
ルは同じ階
に声をかけ
てすぐに呼
べる他の保
育士がいな
かった。

１名で見ら
れない時に
は内線電
話で他の
階にいる保
育士を呼
ぶ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
平時と同じ
く、活発で
あった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 保育士が
他児とトイ
レに行って
いる間に事
故が起き
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 １名の保
育士で６
名を見てい
たため、他
の職員はい
なかった。

活発な園
児がホール
に集まって
いた。

活発な園児が
集まっていたの
で、２名以上で
対応すべきだっ
た。ホールで保
育する場合には
職員が２名以
上付き添うか、
不測の事態を
考慮し、すぐに
呼ぶことができる
よう、事前に他
の保育士に声
掛けしておく。
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掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10564

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 19 3 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

ガイドライン
をもとに園
の状況に
合わせた事
故防止マ
ニュアルの
作成、園
外散歩マ
ニュアルに
沿った対応
をする。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 １～２ 1.定期的
に実施 　1～２

ガイドラインを
もとに園に状
況に合わせた
事故防止マ
ニュアルの作
成、園外保育
マニュアルに
沿った対応を
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

地面がでこぼ
こしている所で
鬼ごっこをして
いた。木の側
に倒れていた
ので、根が出
ている所につま
づいた可能性
もある。

園外に出
かけた際に
は、遊具の
状態や段
差等の危
険個所を
必ず確認
し、子ども
たちに伝え
てから遊
ぶ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段と変わ
りなく過ご
す。転倒し
た際に片
手のみをつ
き、体重が
かかってしま
う。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
少人数に分か
れて追いかけっ
こや鬼ごっこを
している様子を
見ていたが、
鬼ごっこをして
いる児に声を
掛けられ、目を
離していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
少し離れた
場所で、探
索活動や
だるまさん
がころんだ
で遊ぶ子ど
もたちにつ
いていた。

各場所に職員
が配置につい
ていたが、遊ぶ
範囲が広くなっ
てしまった。ま
た、転んだ時に
両手が出ない
ことが大きな怪
我につながっ
た。

子どもや職員の
状況に合わせた
活動範囲を設
定。全体を見守
る職員を配置
し、お互いに声
を掛け合う。手
が出るように、遊
びの中に這い這
いや雑巾がけ等
を取り入れる。

10565

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 11 3 3 15.３

歳
1.男
児

既往歴：熱
性けいれん
（・持病・アレ
ルギーな
し）、発育・
発達状況、
晴れ、気温
29度、強風7
ｍ
母親は育児
休業中（●
月●日に弟
誕生）好奇
心旺盛で活
発。視覚の刺
激に敏感に反
応する。

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

指先切断
（５
mm）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

・園児の突
発的な動
き、個別配
慮、保護
者対応など
の突発的
な事象に
臨機応変
に対応す
る。

・安全対策
委員会を
毎月４日
に行い、危
険個所の
点検、ヒヤ
リハット報
告と改善
計画を立
案し、計画
に従って速
やかに改善
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

保育園に
ある環境に
ついて、
日々の気
づきをもとに
改善するこ
とが重要だ
と気づい
た。職員全
員で各自
が感じた危
険を記録
し、共有す
ることが必
須。

毎日ヒヤリ
ハットマップ
に落とし込
み、月一
回の安全
対策委員
会で確認
し改善し
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育場面
が切り替わ
るタイミング
で、保育者
が連携する
ためのコミュ
ニケーション
が不十分
だった。
（園庭から
保育室の
入室と遅
刻した保護
者対応が
重なった）

職員の資
質の向上
に努めた。
事故を振り
返り、再発
防止のため
コミュニケー
ションと同
僚性の向
上を務めて
安全な保
育を行う園
内研修を
行った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつものよ
うに視覚優
位で高いと
ころ・土・水
に惹かれて
いた。保育
士は強風
に興味を
持っている
ことに気づ
いていた
が、個別に
対応する
視点が甘
く、事故の
瞬間を見
過ごしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

・全体の動きを
所定以上の保
育士で担当し
ていた。
・1・2歳児の
園庭遊びから
保育室入室の
タイミングで、
１歳児がほぼ
入室を完了。
・担任２人が
園庭で保育
し、１人が遅
刻して登園し
た保護者対応
をしていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当者は
対象児の
動きを見て
いたが、至
近距離に
はいなかっ
た。フェンス
土台（２
８㎝）に
上ったことも
確認してい
たが、指を
差し込む
瞬間は誰
も確認して
いなかっ
た。

園長・主
任、昨年
度の担任
などが対象
児の特性と
保育園で
の様子につ
いて個別
対応の必
要について
懸念してい
たが、具体
化に至って
いなかっ
た。

個別対応の
必要を職員
全員で対応
を共有する
ために、コ
ミュニケーショ
ンを密にと
る。

10566

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 0 0 0 8 3 1 0 1 1 16.４

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

1日通し2
名の職員
が保育をし
ており、事
故発生時
は1名が休
憩をとるた
めに部屋を
出ている中
での事故で
あった。職
員配置の
人数に問
題はなく、
保育可能
であったが
その日の子
ども達の様
子や環境
に合わせ状
況をしっか
り判断した
上で部屋
を出るべき
であった。

配置には
問題ないの
で、子ども
たちの状況
やその時の
部屋の環
境に合わ
せ、職員が
柔軟に動く
必要があ
る。環境や
人的な面
での事故で
あったと考
えている。

1.定期的
に実施 12 2.不定期

に実施
1.定期的
に実施 365

コットで午睡を
摂ることに関し
ては問題なく
行うことが出来
ているが、午睡
の前後でコット
の上で過ごす
ことについては
正しい使用方
法とは異なり、
実際そこで過
ごすことで今回
の事故が起き
ている。安全に
過ごすことが出
来る環境・ス
ペースを確保
して保育にあ
たるべきであっ
た。

コットの使
用を続けて
いく中で、
危険の無
いように過
ごすことが
必須である
ため、動き
のある環境
の中にコッ
トを出した
ままにしな
い事や、
コットでの
過ごし方の
見直しを行
うようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が隣
のコットにい
る他児と関
わり、バラン
スを崩す可
能性のある
体制を取っ
ていたが、
止めること
が出来てい
なかった。
バランスが
崩れた際に
歯を強打
することは
予想できる
ため、気付
いて事前に
止めること
が必要で
あった。

コットの上で絵
本を読むことは
衛生面や危険
であるとの観点
から止め、より
安全でしっかり
と見守ることの
できる場所で
の保育を行う
ようにする。ま
た、他の子ども
達もコットの間
を行き来する
ような状態で
あったため、他
の事故が起き
てもおかしくな
い状況であっ
たため、コットを
敷くタイミング
から見直してい
くようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

着替えを
終えた後、
コットの上
で絵本を
読むという
流れになっ
ていた。着
替えを終え
た本児も
絵本を読
もうとコット
の上にいた
が、動きの
あることを
楽しんでお
り、隣のコッ
トにいた他
児へ声を
掛けたり顔
を寄せたり
して過ごす
様子があっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

コットの傍にあ
るロッカー前
で、食事を終
えて着替える
ために戻ってき
ていた子どもた
ちの援助を
行っていた。
ロッカーの方に
向いていること
で、コットにいる
子どもたちに背
を向ける形と
なっていた。コッ
トの近くにいた
4歳児が本児
の痛がる姿に
気付き、職員
へ声を掛ける
まで気付くこと
はなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
該当職員
無し

子ども達が別
室で昼食を摂
り終え、全員
保育室へ戻る
と1名職員が
休憩に出るよ
うにしていた。
子どもたちの動
きの中でも時
間差が生ま
れ、着替えを
行う子どももい
れば寝るまで
の時間を絵本
を読んで過ご
す子どももいる
状況であった。
十分1人で保
育を行うことが
出来る人数で
はあるが、子ど
もたちの様子
や状況により
部屋を出るべ
きではないと判
断するときに
は、2名での保
育が必要であ
ると考える。

着替えの援助を
行うことは必要
であるが、終え
た子ども達の様
子も視界に入れ
見守ることので
きるようにするべ
きであったため、
見守ることので
きる位置につい
て保育にあたる
ようにする。ま
た、お預かりする
際に怪我がない
か視診するよう
にし、その後の
保育でも子ども
たちの様子を把
握して危険の無
いようにする。午
睡前の過ごし方
については見直
し、怪我に繋が
りそうな動きが
見られた際には
すぐに止められる
ようにする。

10567

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 13 5 3 5 1 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

骨端線損
傷疑い→
骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

保育士の
危機管理
意識の確
認を徹底
する（具
体的に）

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 無 無

1.集団
活動中・
見守りあ
り

環境面の
改善はな
く、保育士
の行動その
ものを見直
す事が必
要

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　室内の積
み木コー
ナーで遊ん
でいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

夕方だった
ため、遊具
棚に足をか
け室内の
ロールカー
テンを閉め
ていた。足
をかける時
は本児の
動きを確
認したが、
降りる時は
後ろ向き
だったため
確認せずに
降りてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

無し

棚から降り
る時に下に
子どもがい
ないかの確
認を怠った

保育士の危
機管理意
識の確認を
徹底する
（具体的
に）
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10568

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

15
（１
登園
時に
体調
不良
で早
退）

3 3 15.３
歳

1.男
児 8.その他 1.負

傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左上眼瞼
挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

・トイレ誘
導を一斉
に行ったた
め、園児が
走り出し
た。

・トイレは
狭い場所
なので、小
人数で落
ち着いて行
動できるよ
うに促す。
・廊下は走
らないことを
知らせてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

・廊下の
フックには、
水遊び使
用後の膨ら
んだバッグ
が掛けて
あった。さら
に通園バッ
グを掛ける
ための荷物
掛けが置い
てあったた
め、廊下の
幅が狭く
なってい
た。

・荷物掛け
の置き場
所を変更
し、動線の
安全を確
保する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

・紙芝居を
見た後にト
イレ誘導を
行っていた
ため、午睡
誘導への
動線が煩
雑になって
いた。
・上履きを
履いていな
いことを把
握していな
かった。

・午睡前の
トイレ誘導
を済ませて
から紙芝居
を見て、午
睡に入れる
ように動線
を整理す
る。
・トイレに促
す前に、上
履きを履く
よう促し、
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつもと変
わらず元気
であった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
離れたとこ
ろで見てい
たが、咄嗟
に助けられ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児に関
わってい
た。

・子どもの動
きを予測し、
子どもの状
況に応じた
声をかけるよ
うにする。ま
た、保育士
同士で常に
お互いの動
きを確認し、
連携を密に
とりながら臨
機応変に子
どもに対応
する。

10569

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 106 26 23 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨ひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

朝からクラ
ス全体が
落ち着かな
い様子で
あった。活
動の節目
で、落ち着
けるよう声
掛けをして
いた。夕方
園庭に出
ることにより
少し発散
できるので
はないかと
考えた。

クラス内が
落ち着かな
い場合は
園庭遊び
をしない。
園庭遊び
をする場合
は２クラス
で出るなど
監視の目
を多くす
る。隣の部
屋を開放し
２Gに分か
れるなど落
ち着く方法
を考える。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 260

木登りは大
人が必ず
付いている
時のみの使
用であるこ
とを促す。

子どもたち
に園庭遊
具の使い
方について
指導はして
いるが、園
庭に出たら
最初に遊
びの制限を
説明してか
ら遊び始め
るようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夏季期間
園庭内は
裸足で遊
んでいた
が、４か月
ぶりに靴着
用だった。
遊具や木
に登る際も
いつもとは
違う感覚
だったかもし
れない。

遊ぶ前に、
久しぶりに
靴をはいて
の園庭遊
びであるこ
とを子ども
たちに認識
させる。そ
の日の遊び
方(利用し
てよい遊具
など）を職
員と子ども
間で確認
してから遊
び始める。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

本児を含めた
女児数名で乳
児滑り台を繰
り返し行ってい
た。興奮気味
で危険であると
感じた担当が
「ゆっくり滑ろう
ね」と声をかけ
る。本児が先
頭でウッドデッ
キに走り、その
ままの勢いで
木に登り反対
側に顔を出し
た。担当に声
をかけられ降り
ようとして、足
が引っ掛かりバ
ランスを崩し
1mぐらいの高
さから右手を
ウッドデッキにつ
き落ちる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭中央に立
ち、園児達の
様子を全体的
に見ていた。本
児が園庭を
走って横切る
様子も目で追
い、木に登った
ため２．３m
離れた所から
近づきながら
「○○ちゃん、
そこはちょっ
と・・・」と声を
かけた。驚かせ
るといけないと
思い、そっと声
をかけたが、本
児が落ちたた
めあわてて駆
け寄る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児のトイ
レ対応から
もどった所
だった。

４歳児クラ
スは通常
担当保育
士常勤２
名体制で
あるが、当
日は担当
保育士１
名、パート
職員１名
で保育にあ
たっていた。
午前中から
園児達は
落ち着かな
い様子で
あった。

保育体制、
園児の様子
によっては園
庭遊びを中
止する。園
庭で設定保
育をおこない
クラス全体で
動き子どもの
行動を抑制
する。

10570

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 18 18 2 2 16.４

歳
1.男
児

生育下より右内
反足にて同院で
精査加療を行っ
た。３歳まで夜間
のみ装具着用し、
その後は経過観
察していた。現
在、内反足は改
善し集団活動で
の配慮は要しない
が、稀に何もない
所でつまずいて転
ぶ等の様子があっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上左乳切
歯の脱臼、
下唇溝の
貫通創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

日頃より、
あまり活動
的ではない
様子がみら
れ身体の
使い方等、
未熟な部
分があっ
た。

本児の特
性をより把
握するよう
心掛けて
環境整備
を行う。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施  1　- 2.不定期
に実施

コロナ対策
の目的で、
昼食時の
密を避ける
ためにテー
ブルを増や
して対応し
ていたため
に通路が
狭くなって
いた。

机の配置
を変え、通
路を広くし
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

食後、緊
張がゆるみ
やすい時
間帯という
ことも考
え、通路が
狭いので個
別にも声を
かける必要
があった。

通路の歩
き方や机の
配置を子ど
もと共に再
度確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
　元気だ
が、前夜、
就寝が遅く
なり寝不足
ぎみだっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
　片付けを
促しなが
ら、近くで
子どもの様
子を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
　他児の個
別対応をし
ていた。

本児の特
性を把握
はしていた
が、歩き方
や日々の
状況による
険性を予
測
できなかっ
た

本児の特性
をより把握
するよう心
掛けて環境
整備を行
う。

10571

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 1 1 1 14.２

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

事故報告
書・ヒヤリ
ハットによる
事例の振り
返り、防止
策について
の情報共
有を定期
的に行って
いく

2.不定期
に実施 2 3.未実施 　 1.定期的

に実施 293
当項目に
関する要
因なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当項目に
関する要
因なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
周囲の片
付けをする
際、園児に
背を向けて
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児を誘
導し室内
へ移動して
いた。

当該園児が、
通常はバギー
を降りてから
靴・靴下を脱
ぐが、この日は
降りる前にバ
ギー内に座り
込み脱ぎ始め
た（通常と
違った行動パ
ターン）。

いかなる時
も園児の姿
を視界から
外さない。

10572

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 46 # # # 7 7 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右中指第
一関節骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

子どもたち
に椅子の
取り扱いや
座り方につ
いて確認し
指導する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

椅子の並
べ方や配
置について
検討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

みんなが落
ち着いて観
られる雰囲
気を作る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他の児童と
一緒に椅
子に座って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

座っている
児童達を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

児童、担
当職員と
同じ部屋
で、発表会
のための指
導を行って
いた。

発表会の指
導にあたる
職員と座席
に座っている
こどもを見る
職員の
配置を検討
する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10573

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 78 25 26 27 5 5 18.６

歳
1.男
児 天候：晴れ 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折
（仮）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

通常６名
配置の時
間帯だが、
当日は５
名、片付け
時間になり
配慮児を
先に入室さ
せる職員
１名が見
守りを離れ
るなど、普
段より見守
り保育者が
少ない状
況

保育者が
休む・見守
りを離れる
等で危険と
感じる時
は、職員
室と連携し
て応援要
請する

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

転倒場所
は、夏は芝
生エリアで
靴を脱ぐ場
所だった。
冬は芝が
枯れ、立ち
止まらず走
り抜けられ
る状態に
なってい
た。

道幅が狭
い場所をそ
のままのス
ピードで走
り抜けない
よう、動線
上にプラン
ターを置き
スピード減
を図り、今
後グリーン
カーテンで
下をくぐる
場所にする
などの環境
改善予定

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・遊びの経
過：集団
遊びを途
中でやめ、
園庭を広
範囲に走
る遊びを始
める。
・コアタイム
でも、この
場所を走っ
ており、危
険性を伝
え、職員が
注意してい
た。

・戸外遊び
の前に、危
険な場所
の遊び方、
約束を子ど
も達と確認
する。
・走るだけ
の遊びをし
ている時
は、園庭
中央を使っ
たルールの
ある遊びに
誘う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭では、
複数人で
広く一方向
に走る遊び
を楽しむ姿
がよく見か
けられてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

年長担当
職員は園
庭中央でリ
レーゲーム
の見守りを
行ってい
た。事故が
起きた場
所付近を
走る姿を
見かけ、注
意の声はか
けていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年少担当
はエントラン
ス前に年
少児を集
めていた。
年中担当
はビワの木
付近で全
体を見守
るが、事故
場所は死
角の位置。
フリー職員
は事故場
所を背に
鉄棒の見
守り。

コアタイム・
長時間保
育両時間
帯で、走る
遊びを注
意すること
が続いてお
り、危険と
感じる職員
は多かった
が、遊びの
変化はみら
れていな
かった。

危険な遊び
をしている情
報やひやり
はっとは、速
やかに学年
の話し合い
や朝の会等
で共有し、
子どもの行
動が変わる
効果のある
働きかけが
できるように
する

10574

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 4 　 　 1 2 1 　 　 　 2 2 15.３

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

こどもの意
向を汲むこ
とと安全面
に配慮する
ことのバラン
スをさらに
意 識する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

今回の事
故は備品
の不具合
等によるも
のではない
ため、現状
のチェッ ク
体制を続
ける

3.個人
活動中・
見守りあ
り

保育室内
には2名の
保育士が
いたが、そ
のうち１名
が他のぐ
ずっている
１名の児
童にかかり
きりになって
いた1、2分
の間であっ
た

場面により
保育者が1
名体制とな
る際により
注意する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 対象児童
は何事も
自らやって
みたいとい
う気持ちが
強いので、
園として普
段からその
気持ちを
尊重し応
対してい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児を含
む幼児3名
と至近距
離で1名の
保育士が
ついていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 他の1名
の保育士
は他のぐ
ずっている
児童につ
きっきりに
なっていた
ため、本児
の動き等は
見えなかっ
た

特になし

場面により
保育者が1
名体制とな
る際により注
意する

10575

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 117 8 21 25 19 22 22 0 25 25 16.４

歳
1.男
児

運動遊びを行
うため、巧技
台を設置して
いた。テラスで
遊ぶときには、
保育士が子ど
もの動きや発
達を踏まえ
て、巧技台を
設定したり、
縄跳びや跳び
箱を設定す
る。当日は、
巧技台を設
定していた。

8.その他 1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

A ¦ A  外
傷性歯牙
脱臼　　下
口唇裂創

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

３～４

1.基
準以
上配
置

テラスでの
遊び方、設
定の仕方、
子どもに注
意すること
などを職員
間で共有
する。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 随時 1.定期的
に実施 毎日 特になし

テラスの床
が滑りにくく
ないか、つ
まずきやす
くなっていな
いかなどの
確認を行っ
てから、遊
具の設定
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

巧技台が
設定してあ
る中で、他
の遊びをす
ることへの
注意喚起
が足りな
かった。

テラスへ出
る目的を
事前に伝
え、どのよう
な危険があ
るかを子ど
もたちと話
し合う等の
教育の場
を作る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
室内遊び
の時間が
長く、身体
を動かした
いという欲
求が強かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
巧技台が
出ている中
でかけっこ
が始まった
ため、声掛
けを行おう
とするときに
起きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
テラスに
は、担当
職員1名で
あった。

特になし

テラスで保
育を行うとき
は、子どもが
活動的に
なっているた
め、意識し
て危険予測
をしながら、
全体を見る
ようにする。

10576

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 16 0 0 6 9 1 0 0 0 2 15.３

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

　外傷・打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

日頃より会
議や朝礼
などで園児
の事や職
員配置、
１日の流
れなどの情
報は共有
している
が、職員同
士の連携
がうまく取
れていな
かった

日頃より情
報の共有と
連携をとれ
るよう、互
いに声を掛
け合ったり、
申し送り
ノートを活
用したり、
朝礼を行う
等、情報
共有の場
や体制を
作る

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

三輪車に
乗っていて
降りようとし
た際にバラ
ンスを崩し
た

三輪車の
周りには玩
具を置いた
りせず、十
分な間隔
をとれるよう
にする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭は芝
の面が多
く、三輪車
はバランス
を崩しやす
いため、転
倒につな
がったと考
えられる。

三輪車の
扱いや乗る
場所、走る
方向など子
ども達が分
かりやすい
ように知ら
せていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 戸外で遊
ぶことが分
かると喜ん
で戸外に
出る。好き
な三輪車
に乗れ、5
人位の友
達と連なり
三輪車に
乗ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
全体の把握と
事故予防に努
め、見守りを
行う。本児が
三輪車に乗っ
て遊んでいたこ
と、三輪車から
降りようとした
のは確認して
いるが、バラン
スを崩し転倒
して唇を三輪
車のタイヤにぶ
つけた瞬間は
見ておらず、本
児が訴えてくる
までわからな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
全体の把
握を行いな
がら降園す
る子の保
護者対応
をしていた
為、遊びの
状況から目
が離れてし
まった。

水分補給がで
きるように、水
筒を出したこと
を知らせた後
だったので本児
も水分を摂ろ
うと三輪車をお
りる時に慌てた
ことが転倒につ
ながったと考え
られる。
１７：００で
退勤をする保
育士がおり、
保育者の見守
りの目が行き
届いていなかっ
た。

三輪車を使用
する際の約束事
を再確認する。
乗り降りの際に
は落ち着いて行
動できるように
声をかける。保
育士の退勤など
十分な見守りが
行えない場合
は、遊具等の調
整を行い、安全
な活動と人員の
配置を考えるよ
うにする。

10577

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 13 0 0 0 0 0 0 3 3 15.３

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯２
本の根元
が折れてい
る

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

職員が、園
児や園庭
全体を見
渡せる位
置にいな
かった。

乗用玩具
のタイヤの
回転速度
が増すコン
クリート部
分に保育
士が立ち、
安全な速
度で玩具
遊びが行わ
れるよう注
意を払う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　毎日 2.不定期
に実施 　定期的

こぐ力が強
くなり前の
めりになって
転んだ。乗
用玩具で
の遊びが本
児の身体
の成長に
見合ってい
なかった。

児童の身
体の成長
に見合った
玩具での
遊びに移
行する。同
年代の児
童について
は当該乗
用玩具を
使用させな
いこととす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし。

園児が分
散している
ため、職員
が全体を
見渡せる
位置に立
ち保育を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
登園から降
園まで園
児はいつも
どおりの様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
職員が見
守っていた
が、即座に
手が届く距
離にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
園庭全体
を見渡せる
位置にいな
かった。

特になし

職員を児童
の園庭活動
が見渡せる
位置に配置
する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10578

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 39 0 0 0 0 16 23 0 2 2 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1～2

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の例
は根本改
善策はな
いが今後も
定期的に
マニュアルを
読み返し、
改正を加
える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日 特になし

大ホールの
床面などに
剥がれや、
突起などの
異常が無
いか使用
前に確認
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

障害物の
有無、活
動に適した
環境になっ
ているか確
認。活動
中も全体
を見渡し環
境の変化
に気付ける
様に注意
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
何もない所
で足ひねっ
たとの本児
の談。すぐ
に現場を
確認する
も、何も無
い床面だっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
片付けの
声掛けを
し、他児と
共に玩具
の片付けを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
4歳児クラ
スの子ども
に片付けの
指導、援
助を行って
いた。

特になし

常に全体を
見渡しなが
ら、すぐに子
ども達の異
変に気付くと
共に、職員
間で声を掛
け合い対応
出来るように
する。

10579

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 16    6 3 7 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の打撲

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

普段から、
室内を走ら
ないことを
意識づける
ことができて
いなかっ
た。狭い空
間で走った
ら危険であ
ること室内
は歩くことの
徹底。

職員の危
険予知能
力の向上。

1.定期的
に実施 12 3.未実施 　 1.定期的

に実施 12

床暖房を
つけていた
ため、床が
乾燥してい
て滑りやす
かった可能
性がある。

走らない環
境設定を
する。玩具
や机等の
配置を工
夫する。
ある程度
床が温まっ
たら、床暖
房は切る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

机を縦一列2
台並べその塊
を2組作って
あった。その塊
の間にマットを
敷いてブロック
等の玩具で遊
ぶ空間を作っ
ていた。マット
の周りに空間
があり、歩く走
るをする空間
もあった。

マットの位
置を壁際
に変えて、
走って遊ぶ
空間をなく
す。
ある程度
床が温まっ
たら、床暖
房を切りエ
アコンのみ
の使用にす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
マットの上
で座って遊
んでいた
が、友だち
との遊びが
発展してい
きそれに伴
い動きも大
きくなってい
き、興奮気
味になっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
換気のため
窓を開けた
り、椅子の
出し入れを
しながら全
体を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
8時30分
出勤で、普
段は保育
室内にいる
が、子供が
少なく落ち
着いていた
ので、別室
にて散歩の
準備をして
いたため見
ていなかっ
た。

子供たちの
遊びの変
化に早く気
づけず、動
き始めに声
をかけるの
が遅くなっ
てしまった。

子供たちの
遊びの展開
が変わるとき
を注意して
見ていくとと
もに、会話
にも注意を
向ける。早
めの声掛け
をする。

10580

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足親指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

新しい装
具の構造
や形状の
認識が浅
く、他児と
の接触時
のけが等へ
の配慮が
足りなかっ
た。

職員間で
情報共有
に努め、
様々な事
態を想定し
て危険回
避できるよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の声
かけにより
子ども達が
一斉に動
き、装具を
つけた子ど
もも同様に
行動した。
職員は近く
にいなかっ
たため、動
きを止めら
れなかっ
た。

子どもに声
をかけると
きは、加配
児のそばに
職員がつい
ていることを
確認し、行
動を把握
できるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

部屋を移
動するた
め、他の子
が並んでい
た列に対
象児が並
ぼうとしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
担任職員
が加配児
や近くにい
る子ども達
が並ぶ援
助をしてい
た。装具を
付けた子ど
もには並ぶ
よう声をか
けたが、一
緒に行動し
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
もう１名の
担任職員
は子ども達
が並んでい
る列の前に
いたため、
後方にいた
対象児の
足元が見
えなかっ
た。

並ぶ援助
をしていた
加配児1
名に意識
が集中して
おり、装具
を付けてい
る子どもの
足元に注
意が払えて
いなかっ
た。

装具を付け
ている子ども
の側につき、
動きに留意
する。周囲
の子と距離
をとり、装具
が接触しな
いようにす
る。

10581

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 16 0 10 0 0 3 3 0 4 4 14.２

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 1.頭部 前頭骨骨

折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

遊具につく
職員の配
置の仕方、
遊具が年
齢には適し
ていなかっ
た。

公園での
遊具の遊
ばせ方の
見直し、安
全に遊ばせ
るための職
員の認識
を共通にす
る。安全に
遊ばせるた
めの遊具の
使い方を
再確認す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 定期的

年齢や体
の大きさか
ら考えると
適さない遊
具であり、
遊ばせ方
の共通認
識がされて
いなかっ
た。

子どもの年
齢や体の
大きさ、身
体能力を
考えて遊ば
せていく。
危険が察
知できるよ
うなものは
未然に防ぐ
ため、使用
できないよ
うにするな
ど工夫をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具（滑
り台）への
職員の配
置の仕方
が不足して
いた。遊具
（滑り
台）が年
齢に適して
いなかっ
た。

常に安全
を確保でき
るような見
守りを行っ
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
登園から事
故が起きる
まではいつ
も通りだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
滑り台には
ついていた
が、子ども
が３人上っ
てしまい、
落ちてし
まった時は
当該児へ
手が届かな
い場所にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

公園の他の遊
具等で遊んで
いる児童を対
応していた。一
人はブランコに
付き、もう一人
は水道のあた
り、また別の一
人は滑り台と
かなり離れた
柿の木の方に
いた。水道近く
の職員が、落
ち始めた瞬間
に気づき、駆け
付けたが間に
合わなかった。

年齢や体
の大きさか
ら考えると
適さない遊
具であり、
遊ばせ方
の共通認
識がされて
いなかっ
た。

滑り台で遊
ばせるとき
は、まだ体が
小さいので、
傍について
対応する。
対応がうまく
出来ない時
は、滑り台で
遊ばせな
い。

10582

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 3 1 1 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじ骨
折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

お迎えの時
間が近づき
次々と降
園する状
況での不
安定な気
持ち

遊びが手に
つかずいる
状況をくみ
取り遊びに
誘う

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

動きが活
発なので室
内環境で
危険な場
所行為を
把握してお
くが動きが
読めない状
況

動きが活
発な時期
なので室内
環境を注
意してみる

3.個人
活動中・
見守りあ
り

飛んだり飛
び越えたり
が行動で
多いので気
持ち落ち
着かなくさ
らに激しく
なってしまっ
た

本児の気
持ちの動き
を考えるこ
と気持ちに
寄り添うこ
と遊びの
ルールを再
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　活発に動
く男児室内
を落ち着か
ずに時には
走る行動
が多い

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

少し離れた
ところから
様子は見
ていた。お
迎えが待ち
遠しい感じ
を読み取つ
ていて遊び
に集中でき
ずにいたの
で声掛けし
ようとする
直前に起
きた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
が退園して
おり、事務
室で事務
作業をして
いた。

本児の行
動をよく見
ていつも以
上のことを
していると
認識があっ
たのでそば
に行き対
応をするこ
とが必要
だった。

個々の行動
をしっかりと
みる。気持
ちに寄り添う
声掛けをす
る
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10583

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 50 0 0 0 16 15 19 0 4 4 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

転倒する
際に受け
身を取らな
い児童が
増加してい
る

全体への
周知を行
い、職員の
意識の向
上に繋げて
いく

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 日常

屋上園庭
はゴムチッ
プが敷き詰
めてある
が、クッショ
ン性は低く
硬い

遊ぶ前に
園庭の点
検を欠かさ
ず、転倒
時のさらな
る事故につ
ながらぬよ
う安全確
保をする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

球技では
ボールに意
識が集中
するが、周
囲にも注
意をするよ
う促す。

転倒から想
像以上の
怪我につな
がることを
今まで以
上に確認
し、より一
層気を付
けて保育を
実施する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
ドッジボー
ルに参加し
て、同じク
ラスの男児
と左右に動
き回ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
児童ととも
にドッジ
ボールに参
加する。対
象児と同じ
外野で、本
児の右側
付近にいて
全体を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
ドッジボー
ルでは1名
別の職員
が内野で
参加してお
り、他2名
の職員は
異なる遊
具のコー
ナーにい
た。

児童の動
向や異変
に際して迅
速に対応
できる配置
を心掛け
る。

全体把握を
より一層
行っていく。

10584

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 22 2 2 15.３

歳
2.女
児

・最初の１週間は
シーネ装着で自
宅で安静とのこ
と。１週間後から
はギプスに切り替
えて足に荷重をか
けないように安静
に過ごしていく。
（完治までは５
～６週間）保育
園では事務室にて
１日座って過ご
し、今後も１週間
ごとに通院して様
子をみていく。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左脛骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 12

2.基
準配
置

なし

グループに
分かれて保
育する際に
は一人で、
全体を把
握しながら
状況判断
できるよう
に意識す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

玩具の破
損や欠けて
いるなど定
期的な点
検を再度
強化してい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

プラレール
の線路が
床に広がり
すぎていた
ことに気づ
けなかっ
た。

保育室の
面積を考
えたうえで、
玩具の種
類を減らし
て遊ぶ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育士に
作ったブロッ
クを見せる
ため、両手
に持ち保
育室内を
移動してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象時の
作ったブロッ
クを見た
後、傍にい
た自由画
遊びをして
いた子ども
に目を向け
ていたた
め、転倒に
気づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

もう１グ
ループは
ホールに移
動していた
ため、担当
職員のみ
だった。

なし

・保育士１
人に対して
玩具の種類
を出しすぎて
しまった。
・自由画は
時間を決め
たり、保育
士の目が多
い時に行う
ようにする。

10585

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 7 3 2 14.２

歳
2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

1.意識不
明

熱性けいれ
ん

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

職員間で
の共通認
識の必要
性

病気ごとの
対応策を
会議、研
修で周知
し職員間
で共通理
解をする。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日

体を休める
場所の確
保の必要
性

テント等を
利用し日
陰を多く設
定し休憩
場所をつく
る。

5.睡眠
(午睡)
中

睡眠の様
子を細かく
観察できる
環境作り

睡眠時の
様子をより
丁寧に見
守る。

4.具合
が悪かっ
た(熱
発・腹
痛・風邪
気味等
理由を
記載)

　
午前おやつ
後に元気
がなかった
ため検温す
る。39.1
度

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

　
2歳児保
育室にて
布団に寝
かせて、保
育士が1名
つき対応に
あたる

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児を戸
外に連れ
出し園庭
で遊ばせて
いた

特になし

様子の変化
に気づき適
切に対応で
きるよう、
個々の様子
をより丁寧に
観察し見守
る

10586

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 35 15 20 4 4 16.４

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨近
位端骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

ローラー滑
り台に同時
に多くの子
どもたちが
滑ってしまっ
た。事故後
の対応とし
て
救急車を
要請するべ
きであった。

遊具で遊
ぶ子どもた
ちへの約
束。子ども
の容態によ
り救急車の
要請を行
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

事前に必
ず遊具の
対象年齢
を確認する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士も
一緒に滑っ
ていて、
滑っていた
人数は4.5
人だった
が、次々に
上から勢い
よく滑ってく
る子どもた
ちで着地
付近に滞っ
てしまい、
圧力がか
かってしまっ
た。

勢いがつく
滑り台なの
で、次々に
子どもたち
が滑り出さ
ないよう
に、人数の
制限などの
配慮をして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

大きな公
園に行かれ
ることで、と
ても楽しみ
にしてでか
けた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児と一
緒に近くで
滑っていた
が、上のほう
から次々に
滑ってくる子
どもたちで前
のほうにいた
子どもたちに
圧力がかか
り、対象児
の右足が伸
びていない
状態だったこ
とが確認でき
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くで見て
はいたが、
止めること
ができな
かった。

少人数ず
つ滑り始め
ても、次々
に勢いの付
いた状態で
滑ってくる
と、着地付
近で滞って
しまい、圧
力がかかっ
てしまった。

次々に多く
の子どもたち
が滑ってくる
ことのないよ
うに、保育
士は上で順
番を待って
いる子どもた
ちの状況を
把握し、危
険が及ばな
いように配
慮する。

10587

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 13 0 0 0 0 0 0 0 3 3 13.１

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

園児が泣
いた時の対
応の周知・
徹底の不
足

転倒した際
に勢いがな
くても、必
ず全身を
細かく確
認、怪我の
有無に関
わらず、状
況報告の
徹底

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

園児の人
数に対し玩
具が多めに
用意されて
いた

必要以上
に玩具が
散乱しない
よう、適宜
整える

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びの内
容ごとに空
間が確保さ
れていな
かった

遊びの内
容に応じて
分け、座っ
てゆったり
遊ぶ空間と
動いて遊ぶ
空間を作
り、それぞ
れに職員を
配置する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
好きな玩
具を見つけ
て、遊んで
いたが、動
いていた他
児に２度
ぶつかる。1
度めは尻も
ちをつく。2
度めはバラ
ンスを崩
し、ゆっく
り、両腕か
ら転倒。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
いつもどおり
の様子で
あったため、
他児と関わ
りながら見
守っていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
他児と関わ
りながら、
見守ってい
たが該当
児が泣いた
ため、至近
距離で状
況を見てい
た職員がす
ぐに対応す
る

2度、他児
にぶつかっ
て転倒した
衝撃による

動きの多い
園児は危険
のないよう職
員が配慮
し、他児とぶ
つかることが
ないようにす
る
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歳
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10588

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 28 5 5 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 後頭部裂
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

年齢的に
まだ足や体
のバランス
が上手くと
れなかった

対応できる
人数だけに
する

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎

平面でな
く、湾曲し
ているの
で、バラン
スがとりにく
い

子どもに手
の届く範囲
で見守る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

立ち上がり
次の動作
を行おうと
した

座るように
早目に声
をかけ、子
どもの側か
ら離れない
ようにする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
友達と並ん
で座ってい
たが、次の
遊びに行き
たかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

もう一人の
子が下を覗
き込む様子
を見せたた
め、その子に
注意が行っ
てしまった。
本児が立ち
上がる素振
りが見られ、
声を掛けよう
としたが間に
合わず、手
を伸ばしたが
捕まえられず
転落してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

離れて遊ん
でいたの
で、そちらの
子を見てい
た

土管の上
に登りつくと
きに砂が上
がっていて
滑りやすく
なっていた
のではない
か。

土管の上に
砂等がない
ように、綺麗
に掃くなどす
る。

10589

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 68 21 24 23 4 4 17.５

歳
2.女
児

天候：晴れ
体調：良好

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕の不
全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

子ども一人
一人の体
力の把握
が職員全
体で出来
ていない

職員会議
等の話し
合いの場で
子どもの情
報を共有
する。

2.不定期
に実施 12 1.定期的

に実施 50 2.不定期
に実施 50

築山から降
りてくる動
線の先に
デッキがあ
ること。

築山の下
に植樹をす
ることで動
線を変更し
た。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

本児の下
半身の筋
力不足。

日常的に
外遊びの
機会を設
けて体力
向上を図
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつもと変
わらない様
子だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
園庭の各
所にて分
散しながら
子どもたち
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
園庭の各
所にて分
散しながら
子どもたち
を見守って
いた。

保育者の
見守りが完
全ではな
かった。

園庭全体を
くまなく見守
れるように職
員の配置を
改善する。

10590

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 19 0 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頭
骨折 　右
肘頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

他職員が、
園児のトラ
ブル対応を
しており、
全体を見
る職員が1
名になって
いた。

職員同士
で連携をと
り、全体を
見る事がで
きるように、
目視、声
掛けをする

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

滑りやすい
砂の状態
であった

水などをま
き、滑りにく
くする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内から、
戸外への
切り替えの
時間帯で、
園児の落
ち着かない
姿があった

落ち着かな
い姿がある
時は、次の
活動を予
告したり、
一度集合
させて落ち
着いてから
遊ばせる

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸外遊び
に、他児と
一緒に鬼
ごっこををし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭の中
心あたりで
子どもたち
を見てい
た。対象児
は園庭の
倉庫近く
で、鬼ごっ
こをしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で他
児のトラブ
ルに対応し
ていた為見
ていなかっ
た。

対象児らの
行動を気
に掛けては
いたが、転
倒の予測
に至らな
かった

職員同士
で、声をかけ
合い、
園児一人
一人の動き
を把握する

10591

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 12 1 1 16.４

歳
2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

1.意識不
明 てんかん 8.その

他 1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

緊急時の
対応を日
頃より学ぶ

1.定期的
に実施 280 1.定期的

に実施 280 1.定期的
に実施 280

寝具の種
類→コット
睡眠チェッ
クの方法
（頻度な
ど）→３
歳児クラス
の為記録
未実施・観
察は実施
児童の発
達状況→
自由に動
ける

今後も午
睡時の観
察・室内の
照明の調
整を実施し
ていく。

5.睡眠
(午睡)
中

持病等
（今回は
特に持病
はなかっ
た）

午睡時の
観察を今
後も実施し
ていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子であ
り、発熱等
の症状なし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象クラス
の午睡
チェックを実
施してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の午睡
中の園児
のチェックを
していた
為。

午睡時の
観察を実
施し、本児
の咳のよう
な呼吸の
異変により
気づくことが
できた。

顔色等が見
えるように
午睡時の
ベットの配置
を行う

10592

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 11 2 3 3 3 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足下腿
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

１
重大事故
が発生した
場合はその
都度

1.基
準以
上配
置

特になし

職員へのマ
ニュアル周
知を徹底
し、事故防
止に努めて
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 随時 特になし

定期点
検、安全
確認を今
後も継続し
て行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年齢差の
遊び方の
違いから

遊ぶ前に
遊び方につ
いてお話を
し、又その
都度遊び
方を子ども
達に知らせ
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段関わり
の少ないお
兄さんに遊
んでもら
い、とても
嬉しそうに
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

死角がない
ように子ど
も全体が
見渡せる
場所にい
た。本児の
いた所が離
れていた
為、事故の
際手が届
かず、受け
止める事が
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

排泄の子
の対応をし
て、部屋に
戻るところ
だった。

危険が伴う
ことは子ど
も達にしっ
かりと指導
をして知ら
せていく。
しかし、全
て禁止する
のではなく、
ある程度の
見守りも必
要。

子ども自身
での判断が
難しい時
は、
危険な行為
の時には保
育者が知ら
せていき、安
全に遊べる
ようにしてい
く。
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0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10593

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 25 11 14 2 2 17.５

歳
2.女
児

●月●日に
熱性けいれん
を家庭で起こ
し、脳波の検
査を受けたが
原因不明とい
う診断だった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

無熱性け
いれん

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

病気ごとの
対応策を
研修で細
かく周知す
る。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日 日陰を多く

設定する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走って遊ん
でいる時間
を把握し、
様子を見
て水分補
給等に誘
う。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

午前中、
時々元気
がない様子
が見られた
が、全体的
にはいつも
通り変わら
ず過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

走って遊ん
でいるのを
見守ってい
て、本児が
訴えてきて
から事務室
職員に引
き継ぐまで
は付き添っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当職員
が本児の
様子を訴
えてから付
き添う。

発熱がなく
意識がある
ように感じ
られたので
救急車を
呼ぶタイミ
ングが遅く
なってしまっ
た。

発熱しなくて
も保護者に
連絡した時
点で救急車
を呼ぶことを
確認する。

10594

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 20 17 3 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右外踝剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1～2

1.基
準以
上配
置

他クラスと
合同になる
場合の職
員配置の
場所や現
場での声
掛けを確
認する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

階段下の
地面、砂
などが凹凸
や滑るよう
な状態に
無いか確
認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭と玄
関に子ども
がおり、保
育士も分
かれてつい
ていた。現
場が見える
場所には
保育士も
いた。

担任と他ク
ラスの保育
士との配
置、子ども
の情報共
有をしっか
り行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

靴に履き
替え、一人
でゆっくりと
園庭に出
た。速度も
普段と変わ
り無く階段
を降りた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

現場近くの
職員は見
える方向に
居たが、発
生時は別
の子どもの
対応で見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員1名は園
庭の環境設定
の為、他児と
倉庫付近にい
た。他1名は
玄関や廊下な
ど、まだ園舎内
から園庭に向
かう準備をして
いる子について
いた。

移動中の出
来事なの
で、
声を掛けな
がら死角が
少なくなるよ
うに職員配
置をする。

10595

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 13 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕橈骨
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

12

1.基
準以
上配
置

園庭で遊
ぶ園児が
安全に遊
べるよう職
員の立ち
位置や言
葉がけに注
意する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

花壇の段
差を見直
し、角には
コーナー
ガードをつ
ける。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊びのス
ペースごと
に区分けが
無かった。

遊びの種
別ごとに、
スペースの
区分けを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

４歳児５
名で氷鬼
を行ってい
た。本児は
逃げる側
で、他の園
児が捕まっ
ているのを
助けに行こ
うとして、
走って移動
し、慌てて
いたため、
段差で止
まれずつま
づいて転
倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児と
は、違う園
児とままごと
を行っていた
が、付近で
対象児が遊
んでいたた
め、そちらも
注視してい
た。転倒が
あった際は、
本児に声を
かけ、様子
がおかしいた
め、他の職
員に助けを
求めて、対
応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

４～５歳
児の職員
３名が、全
体に目を
向けながら
自由遊び
を行う。至
近距離で
はないが、
園庭でどん
な遊びを
行っている
か、園児と
遊びながら
も周囲には
気を配って
いた。

遊びの特
性を踏まえ
た環境構
成と、事故
に対する予
測の配慮
が足りな
かった。

転倒や転落
など、怪我の
リスクのある
遊びを行う
際には、
保育者が近
くで見守り未
然に防げる
ようにしてい
く。。

10596

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 18.６

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手人差
し指の圧
挫創

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

大型積み
木の使い
方、環境
設定、見
守りが出来
ていなかっ
た。

安全に遊
ばせる為
に、大型積
み木の使い
方を再確
認する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 定期的

重さがある
積み木のた
め、使い方
にはより注
意が必要
であった。

大型積み
木の使い
方の見直
し、どのよう
に使っていく
かを話し合
い事故防
止をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段はガム
テープなど
で積み木の
固定をして
いたが、こ
の時は大
型積み木
の固定がで
きていな
かった。

大型積み
木で家を
作る場合
は屋根部
分に段ボー
ルを使用す
るなど、軽
いものを使
用し、固定
をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

積み木で
ごっこ遊び
をして遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の子ども
たちの対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
はいなかっ
た。

大型積み
木を使用し
ている時に
すぐ近くに
いなかった
為、積み
木が落下
するのを防
げなかっ
た。

大型積み木
を使用する
際は使い方
を確認し、
必ず見守り
をする。

10597

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 27 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 下唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1～2

1.基
準以
上配
置

子どもの動
きを想定
し、注意と
声掛けは
行っていた
ので、環境
設定を見
直し周知
する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

声掛けだけ
では無理
な時は太
鼓橋を物
理的にマッ
トなどで塞
ぎ、登れな
いようにす
るなどの対
応をするよ
うに周知す
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士が
状況を判
断しボール
を出すとき
は太鼓橋
を登れなく
する、又は
立ち位置
を変えるな
ど声掛け以
外も考慮
する

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

普段から動
きが激しい
が、数日前
からソワソ
ワと落ち着
かない様子
が見受けら
れていた。
禁止されて
いる行為だ
がボールを
持って太鼓
橋に登り、
投げた勢い
で前のバー
にぶつけ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児から
1.5ｍ程の
距離にいた
が、他児の
対応をして
おり事故の
瞬間は見
ていなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児の動き
を気に留めて
おり、視界に
入るようにして
いたが、園庭
での職員配置
上、離れた別
の場所の危険
個所について
他児を保育し
ていた。そのた
め、声を掛け
近寄って止め
ようとしたが間
に合わず、対
象児の近くに
いた職員よりも
少し離れた所
から事故の瞬
間を目撃し
た。

職員同士が
声を掛け合
い状況を把
握するととも
に、臨機応
変に環境設
定を変化さ
せ安全を確
保する
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の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10598

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 11 1 1 17.５

歳
2.女
児

完治するまで
は、なるべく足
が地面や床に
着かないよう
留意する。横
になる際はギ
ブスの下にや
わらかいクッ
ションや毛布
などを置いて
固定する。発
生時天候：
曇り

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

ケンケンや
ジャンプをし
ている等の
園児の行
動に対して
の声掛けと
怪我後の
迅速な対
応ができな
かった。

園児一人
一人に応じ
た状況の
判断や危
険行動を
予測した関
わり方をす
る。

1.定期的
に実施

１日３回
✕１２ヶ月

1.定期的
に実施

１日３回
✕１２ヶ月

1.定期的
に実施

１週間に
１回

戸外遊び
時にかけっ
こや三輪
車で遊ぶ
園児と混
合になって
しまっている
ため、遊ぶ
範囲や時
間を決めて
交互に行う
など、園児
同士のぶつ
かり合いが
起きないよ
うな対策を
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日中の人
員を確保
し、園児の
安全面を
強化して怪
我のないよ
う努める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調に変
化等はな
かったが、ケ
ンケン・ジャ
ンプをして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

職員も一
緒になり氷
鬼ごっこに
参加してい
たが、離れ
た場所から
対象児を
見ていたた
め、足を
捻った瞬間
に気づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

４歳児クラ
スは、日
中、職員
１人体制
で保育をし
ていることが
多い。

対象児が
一度痛み
を訴えてき
たが、傷が
なかったた
め処置をせ
ずに様子を
見てしまっ
た。

園児が怪我
をした際は、
よく観察し
迅速な対
応・処置を
する。

10599

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 11 3 3 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

前頭葉て
んかん

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

5

1.基
準以
上配
置

子どもの病
気・症状に
ついての理
解を深める

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 52

誤飲の無
いように小
さい玩具は
使用しない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

興奮状態
にある時
は、別室で
穏やかに過
ごせるよう
にする

2.いつも
より元気
がなかっ
た(理由
を記載)

家で朝4時
に数回発
作を起こし
ていた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

毎日のよう
に小発作
があり、転
倒防止を
避けるた
め、1対1
の個別配
慮を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児は数
名保育室
で遊ぶが、
1対1で保
育士と保
育室にいた

原因究明の
ための検査
入院。投薬

10600

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 99 8 16 18 20 17 20 30 21 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右下肢遠
位端骨折
不全

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

数
2.基
準配
置

引き続き、職
員に事故予防
についての意
識の徹底、予
防対応につい
ての具体的な
保育体制の徹
底を園全体へ
意識化を図る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

年長児の
みの活動
時間であっ
た。気候や
準備体操
も要因とし
て考えられ
る。

年齢や活
動内容等
に応じての
安全につい
て児童と
しっかり確
認を行って
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

天候、気
温、湿度
変化の確
認をおこな
い、園庭コ
ンディション
をアセスメ
ントする。

今後も適
切な職員
配置を行
い、活動状
況に応じた
安全性を
見守ってい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と共に
鉄棒を楽し
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児を含
め、数名と
鉄棒を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭に他
職員いな
かった。

他児との間
隔も十分
であり着地
がうまくいか
ず生じたた
めに危険
予測が十
分に発揮
できなかっ
た。

活動への導
入方法や
ルール決め、
活動前の準
備体操等
実施してい
く。

10601

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 4 4 10 6 6 14.２

歳
1.男
児 なし 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

１～２

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

ヒヤリハットで
検証を行う。
遊戯室では自
由に好きな遊
びを行う子ども
が多いので、そ
れぞれの遊び
方を確認しな
がら見守る必
要がある。ま
た、危険が予
測される場合
は声掛けをし
ていくことが必
要である。

2.不定期
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他の園児
も自由に
遊んでいた
り、特にトラ
ブル等もな
かったため、
当該事故
を予測でき
なかった。

走って遊ぶ
時は周りを
よく見る。
広い場所
では寝転ん
で遊ばな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
遊びの延
長で寝転
んでいたと
考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
他児と別の
場所で遊
んでいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他児と一
緒に遊んで
いた。

今までは好
きな体制で
遊んでいて
も特に事
故は発生
しなかった
ため、寝転
んでいた当
該児に気
付いても声
を掛けな
かった。

様々な遊び
や動きをす
る子どもがい
ることを想定
した見守り
や、声掛け
が必要であ
る。また、死
角を作らな
い職員配置
を再度確認
する。

10602

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 13 2 6 5 11 9 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

１～２

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

ヒヤリハットで
検証を行う。
遊戯室では自
由に好きな遊
びを行う子ども
が多いので、そ
れぞれの遊び
方を確認しな
がら見守る必
要がある。ま
た、危険が予
測される場合
は声掛けをし
ていくことが必
要である。

2.不定期
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他の園児
も自由に
遊んでいた
り、特にトラ
ブル等もな
かったため、
当該事故
を予測でき
なかった。

走って遊ぶ
時は周りを
よく見る。
広い場所
では寝転ん
で遊ばな
い。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
遊びの延
長で寝転
んでいたと
考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
他児と別の
場所で遊
んでいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児と一
緒に遊んで
いた。

今までは好
きな体制で
遊んでいて
も特に事
故は発生
しなかった
ため、寝転
んでいた当
該児に気
付いても声
を掛けな
かった。

様々な遊び
や動きをす
る子どもがい
ることを想定
した見守り
や、声掛け
が必要であ
る。また、死
角を作らな
い職員配置
を再度確認
する。

10603

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 14 3 3 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外側上顆
骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

ヒヤリハット
検証時に
運動時の
安全につい
て職員全
体で検討
する。

1.定期的
に実施 52 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52

木の床が
貼ってある
が、その下
がコンクリー
トのため転
んだ時の衝
撃はあった
と思われ
る。

ふざけて転
ばないよう
に気を付け
るように子
どもにも伝
え、床が硬
いことに配
慮し気を付
けて保育す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児がふざ
けて転ぶ場
面が何回
かあった

転んでふざ
けるような
姿があると
き、止めて
もやめない
時はすぐに
手を伸ばせ
る距離にい
る。

4.具合
が悪かっ
た(熱
発・腹
痛・風邪
気味等
理由を
記載)

　
月曜から水
曜日まで
風邪症状
で欠席。ま
だ風邪症
状が残った
まま登園。
久しぶりの
登園でふざ
け気味にわ
ざと転ぶ姿
もあった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

児のわざと
転ぶ姿を
見ていたの
で、「わざと
転ぶと危な
いよ」と、声
をかけなが
ら、他児と
一緒に走っ
ていたが、
転倒時は
転倒を防
げる距離に
はいなかっ
たため防ぐ
ことはでき
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
子どもたち
と一緒に
走っていた
が、転倒時
に防げる距
離にいな
かったため
防げなかっ
た。

痛めた部
分が足と考
え、腕にケ
ガがあるか
確認しな
かった。

転んだあと、
機嫌が直ら
ない時は園
長・副園長
に報告し、
複数の目で
確認する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10604

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 8 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

当該園児
が遊びの中
で頻繁に
前転をする
子とわかっ
ていたが、
安全に対
する言葉が
けが足りて
いなかっ
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 48

運動マット
がない状態
で前転をし
たことにより
起こったた
め、前転等
をする場合
はマットを
使用する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

全体で走
る際の安
全に対する
子どもへの
声掛け。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊びの中で
よく前転を
していたこと
から、おに
ごっこ中も
気持ちが
高ぶり、そ
のような行
動になった
と思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
おにごっこで
他の園児
１名と鬼
役をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の園児と
関わってい
たため、離
れたところ
から見てい
たが、防ぐ
ことができ
なかった。

不意な事故
も予想して
動く必要
性。

10605

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 24 2 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘橈骨
頭の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

数
2.基
準配
置

ヒヤリハット
記録の分
析を行い
事例を共
有し、大き
な事故につ
ながらない
よう職員間
で共通理
解を図って
いく必要が
ある。

事故防止
に関する研
修会を不
定期では
なく、定期
的に実施
する。

1.定期的
に実施 12 2.不定期

に実施 数 2.不定期
に実施 数

ブロックは
子供たちに
人気もあ
り、昨年の
卒園記念
品としてさら
に追加購
入されて、
片づける時
には高さが
以前より高
めに積み上
げられてい
たが、園児
が上って喜
んで遊ぶこ
とが常態化
していた。

積み上げら
れているブ
ロックの上
には上らな
いよう指導
するととも
に、ブロック
の近くで遊
んでいる子
供の動きに
気を付け、
危ない場
面が見られ
たら注意を
して止め
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

当日は欠
席者もなく
24名全員
がそろって
いた。遊ぶ
場所を3か
所に分けて
遊ばせてい
たが、走り
回る子の
所が一番
危険が多
いためそち
らの方に注
意を向けて
いて、ブロッ
クで遊んで
いる子の方
に目を向け
ていなかっ
た。

3か所に分
けた遊び場
所全てに
注意を行
き渡らせ、
危険を感じ
る場面が
見られたら
早めにやめ
させるなど
の注意を
怠らない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
遊戯室で
の自由遊
びの時間
（20分
間）の終
盤で、ブ
ロックに乗
ろうとした。
落下した時
も特に泣く
ことはなかっ
たが、部屋
に戻ろうと
した時に腕
を押さえて
痛がってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊戯室を、
積み木で遊
ぶ所、ブロッ
クで遊ぶ所、
走り回ってい
い所の３つ
に分けて遊
ばせていた
が、走り回れ
る所の子供
たちを見てい
たため、ブ
ロックで遊ん
でいた対象
児の方を見
ていなかっ
た。部屋に
戻ろうとした
ら対象児が
痛がっていた
ので、聞いて
分かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の職員
は、「気に
なる子加
配」の職員
のため、自
分がマン
ツーマンで
見なければ
いけない子
を見ており
対象児の
様子を見
ていなかっ
た。

遊戯室内
は子供たち
の遊ぶ声が
飛び交って
いて、落下
した時点で
音がしても
気が付かな
かった。

事故はいつ
どこで起きる
か分からな
いため、子
供たち全員
を視野にとら
えられるよう
に遊戯室で
の保育士の
立ち位置を
工夫して、
視野を広く
見る。

10606

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 10 4 6 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左大腿部
若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

事故予防
に関する研
修を定期
的に行って
いなかっ
た。

事故予防に
関する研修
に積極的に
参加する。
月1回、職
員会議で
行っているヒ
ヤリハットの
検証で、引
き続き子ども
の様子から
目を離さな
いよう職員
全員に周知
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

天気が良
く、園庭の
土が乾いて
おり滑りや
すかった。

園庭の状
態を考慮し
活動を考
えたり、子ど
もに必要な
指導を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこで
子どもたち
の気持ちが
高ぶってい
た。

鬼ごっこな
ど激しい動
きのある活
動の前に
は、子ども
たちに周り
を見るよう
声をかけ、
職員は子ど
もの動きか
ら目を離さ
ない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
鬼ごっこの
鬼になって
おり、懸命
に走り他児
を追いかけ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

代替職員
が当時担
当してい
た。対象児
の様子を
見ながら、
代替職員
も子どもた
ちと一緒に
鬼ごっこに
参加し他
児を追いか
けていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
保育室で
次の活動
のための準
備をしてい
た。

普段から
行っている
活動であ
り、保育士
1名で十分
見守ること
ができると
判断した。

子どもたちの
様子を考慮
し、加配の
職員と二人
で見守る。

10607

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 24 10 14 17 12 17.５

歳
2.女
児

積雪のある歩
道を登園中、
長靴でつまず
いて転倒し
た。
送迎中の母
親とは、手を
つないでいな
かった。

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

登降園時
の安全な
送迎につい
て周知す
る。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 １回/月

園舎内の
みでなく、
周辺の安
全点検の
実施

7.その他 積雪 歩道の除
雪

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

登園時、
施設外で
発生した事
故のため、
職員はい
なかった。
母親が園
児と一緒に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

送迎時の安
全確保につ
いて、
保護者に周
知する。

10608

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 20 3 1 16.４

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

トイレへの移動
開始後、加配
対象児が列か
ら離脱したた
め、後尾の職
員がフォローに
まわった。その
時点で、移動
中の見守りが
先頭、中間の
職員2人体制
になったため、
後尾にいた対
象児の離脱に
気づくことがで
きなかった。

見守りに関
して職員3
人体制を
堅持する。
ただし、クラ
ス全体の
雰囲気や
各児童の
様子から、
必要に応
じ、園内職
員から追加
の見守り人
員を配置
する。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 3 2.不定期
に実施 48

保育室出
入口の扉
が開いてい
たため、自
由に出入り
することが
できた。

対象児がクラ
スで孤立する
ことがないよ
う、適宜、保
育室出入り口
の扉を閉める。
万一、児童が
列から離脱し
保育室に進入
しようとしても、
扉の開閉音に
よって見守り職
員は異変に気
づくことができ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任が、対
象児の普
段の様子
から離脱行
動はないと
思い込んで
いたため、
突発的な
行動を見
落としてし
まった。

今回の事件を
踏まえ、園内
でヒヤリハット
研修を行い、
見守り体制の
再確認（児
童の全体の把
握及び目視確
認の方法を含
む）、思い込
みによる保育
をしないことな
どを園内全職
員で確認し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝の身支
度をいつも
通り済ま
せ、好きな
ブロックで
遊び片付
けも落ち着
いて行って
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

担任保育士
は、移動中及
び児童のトイレ
対応時におい
て対象児の所
在を見落とし
た。対象児の
泣き声に気づ
いた保育補助
職員の要請に
基づき、保育
室を確認。対
象児が転倒し
ている状況を
現認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

見守り職
員が児童
一人一人
の所在確
認を怠っ
た。

保育士は、児
童から目を離さ
ず常に人数確
保と見守りを徹
底する。
また、その場から
離れる必要があ
るときは、児童
職員間で声を
掛け合うととも
に、見守り人員
に不足が生じぬ
よう代替職員を
配置する。
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【回/年】

実施頻度
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何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10609

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 12 2 1 17.５

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 1.頭部 頭蓋骨骨

折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

以前のヒヤ
リハットか
ら、ボール
遊びの配
慮点や転
倒時の対
応が園内
で共有して
いたが、生
かされてい
なかった。

事故の要
因を分析し
再発するこ
とのないよ
う、職員間
での共通
理解を徹
底する。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 48

施設、設
備に特に
問題はな
し。

遊戯室の
床はクッショ
ン性のある
床材を使
用してい
る。床は乾
いており、
遊具も壁
際に片付
けていた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・使用したボー
ルの大きさが、
普段とは異な
り小さかったた
め、サイズ的に
足が乗りやす
かったと考えら
れる（普段は
直径30㎝、
今回は23㎝
の物を使用）
・今まで同じ遊
びをする中で、
事故やケガが
なく慣れが生じ
ていたと考えら
れる。

・乗り上げ
る可能性
の低い、大
きめなボー
ルを使用す
る。
・コートの
広さに対
し、参加す
る人数を
考慮するな
ど、慣れた
遊びにも危
険が伴うこ
とを認識
し、職員間
で共有す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

・登園時
は、休み明
けのため母
と離れにく
そうにしてい
たが、すぐ
に気持ちを
切り替え
る。
・運動遊び
を好み、活
発なため積
極的にゲー
ムに参加。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

・ルールを伝え
たり、楽しさを
共有したりしな
がら、子どもと
一緒にゲーム
に参加。安全
を考慮し、ボー
ルは1個のみ
使用。
・スピードを考
えながらボール
を転がすよう働
きかけていた。
・他児に当たり
ボールの軌道
が変わってし
まったことで、
声掛けが間に
合わなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

・職員の立
ち位置を
工夫し、安
全にゲーム
が展開する
ように、より
丁寧な声
掛けが必
要であっ
た。
・転倒の際
の、頭部負
傷の見立
が甘かっ
た。

・複数体制
時の、職員
の連携を徹
底する。
・危機管理
意識を高め
る園内研修
を実施す
る。

10610

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 19 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

不明 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

　1,2

1.基
準以
上配
置

状況を職
員間で共
有し、マ
ニュアルを
再確認す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

今回同
様、すぐに
AED等を
用意できる
よう、機器
の管理を
徹底する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午前の活
動はいつも
通りで、元
気に遊んで
いたが、昼
食はいつも
より食欲が
なかった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

午前の活
動はいつも
通りで、元
気に遊んで
いたが、昼
食はいつも
より食欲が
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

状況を職員
間で共有
し、今回同
様、緊急事
態に直ぐ対
応できる体
制を常に整
える。

10611

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 10 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特になし。
毎年、研
修を実施し
ていた。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし。

掲示物で、
園児にわか
りやすく注
意事項を
伝える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

各園児が、
各々の活
動してい
た。

保育体制
の人員配
置は適切
であった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調の変
化なし。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

教室出入
口付近で
対象児が
他児と衝
突したた
め、職員の
目に入らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児と
他児が、周
囲をよく見
ていなかっ
た。

園児の目に
つきやすく、
わかりやすい
掲示物を設
置。

10612

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 25 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷による
歯牙脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 12

2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には再
発防止に
向けた検
討を全職
員で行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

他児が自
由に走って
いた為視
界が遮られ
ていた。

表示を増
やし、走る
際はなるべ
く進行方向
を決めるよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

多数の園
児が走って
いた為、見
通しが悪く
なってい
た。

各部屋で
改めて約
束をして、
表示も増
やす。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

だるまさん
が転んだで
逃げる役を
していたた
め、いつも
より興奮気
味だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

だるまさん
が転んだの
鬼役で他
児を追いか
けていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

多数の園
児が走って
いた為、予
測が難し
かった。

遊戯室監
視の職員を
増やし、死
角が無くなる
よう配慮す
る。

10613

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左尺骨骨
幹部骨折

8.その
他 1.あり 3.未

実施 　

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する研
修を実施
する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

準備体操
を行わな
かった

運動する
前に準備
体操を実
施する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ドッジボー
ルに興味を
持ち始め
喜んで遊ん
でいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ドッジボー
ルをしてい
る子供たち
の見守り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 子どもの
運動能
力、普段の
動きから怪
我を予測
することが
不十分だっ
た

 ボールの投
げ方を指導
 事故発生
を職員間で
共有し、今
後の事故防
止に努める

10614

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 43 22 21 12 6 16.４

歳
1.男
児

診断書（言
語発達遅
滞、自閉症ス
ペクトラム障
害疑い）

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　１～２

1.基
準以
上配
置

・保育士間
の役割分
担や伝達
ができてい
ない
・下見のマ
ニュアルが
ないなど、
下見不足

・全職員対
象に、事故
原因や対
策会議を
行い共通
理解を図
る
・危機管理
マニュアル
や保育士
の意見をも
とに、下見
マニュアルを
作成する

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 随時

子どもの発
達に合わな
い遊具の
使用

下見の際
には看板や
ホームペー
ジなどで対
象年齢を
見て、職員
間で共通
理解をする

3.個人
活動中・
見守りあ
り

運動公園
の遊具は、
どれでも遊
べるという
思い込み
や保育士
が側に付い
ているからと
いう過信

いつもは大
丈夫だから
と思わず、
もしもの場
合を考えな
がら慎重に
見守ってい
くことを
職員会議
で周知徹
底する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

前日まで、
体調不良の
ため欠席し
ていた。歩く
ことを拒むの
で、体調が
スッキリしな
いのかと思
い,
バギーに乗っ
て公園に行
くが公園で
は、好きな
遊具を見つ
けると一目
散に走り出
し遊び始め
る

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

　
滑り台を滑
る際、後ろ
から抱きか
かえるよう
にして一緒
に滑る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
公園では、
他児の様
子を見てい
たため見て
いなかった

遊ぶ範囲
が広すぎ
る・死角が
できる・保
育士の目
が行き届か
ない

・子ども達と
約束事を確
認し、守って
遊べている
か常時目を
離さない
・全体を見
る保育士、
子どもと一
緒に遊ぶ保
育士など分
担をする
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10615

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 4 12 8 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨骨
幹部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

　数
2.基
準配
置

職員の配
置も不足
なく、事故
防止の研
修やヒヤリ
ハットの検
証も行って
いるため改
善点はな
し。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施
24（大型
遊具なし）

1.定期的
に実施 ２回/月

施設の安
全点検や
遊具、玩
具の安全
点検は適
切に行って
いるため改
善点はな
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広場には、3
歳児4名しか
園児はおら
ず、広い空間
の中で鬼ごっこ
をしていた。鬼
がタッチするた
めに鬼ではな
い子に近づい
た時に足が
引っ掛かり転
倒した。転倒
したときに、手
の平を下にし
てしっかり手を
つく(受け身を
とる)ことができ
ず、手の平を
上にした状態
で転倒した。

日頃から、
転倒すると
きは手の平
を下にして
しっかり手
をついて体
を支える
(受け身を
とる)ことを
園児に伝
えていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

広場を自
由に走り回
り友達と鬼
ごっこを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児が友
達同士で
鬼ごっこを
楽しんでい
る様子を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラス午
睡の時間
に入ってい
たためそれ
ぞれの保育
室にいた。
そのため、
広場には
担任以外
の職員はい
なかった。

3歳児の保育士
定数を参考にす
ると3歳児の園
児数20：保育
士1なので、事
故発生時4：1
となり職員は十
分配置されてお
り改善点はな
し。広場に保育
士が2名いたとし
ても鬼ごっこで
走り回っていた
本児を倒れない
ように支えること
ができた可能性
は低いと考え
る。

10616

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 11 1 1 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

両橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

ズボンをき
ちんと履
き、慌てず
に出てくる
ように指導
した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

配慮が必
要な児につ
いて見守り
だけでなく、
声掛けや
寄り添う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ズボンをあ
げてから行
動するよう
伝える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

数名がトイ
レに行って
いた為、保
育室の入り
口からトイ
レと保育室
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内で活
動中だっ
た。

対象児の
行動の見
守りができ
なかった。
活動に早く
戻りたくて
急ぐことも
考えておく
ひつようが
あった。

ズボンをきち
んと履き、
慌てず出てく
るように指導
をする。

10617

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左尺骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

全体を見
る職員、一
緒に遊びに
入る職員
の役割分
担をする。
安全面に
配慮し、危
険を感じた
時は、声を
かけるなど
する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12

園庭の土
山を崩して
低くしたば
かりだったの
で、柔らか
く、凸凹し
ていた。

凸凹を均し
てなだらか
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

土山を鬼
ごっこの陣
地にしてい
た。

土山の所
は、足を取
られ転びや
すいことを
子供たちに
も伝えるよ
うにし、注
意喚起す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこで
タッチされそ
うになり、
慌ててい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭を広く
使って鬼
ごっこをして
いたため、
少し離れた
場所から全
体を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

食事準備
のため、園
舎内にい
た。

慣れている園
庭であり、土
山を低くしたの
で、少しなら
走っても大丈
夫だと思ってし
まい、安全確
認が甘くなって
いた。

園庭に出る際
は、濡れていな
いか、滑るところ
はないか、
柔らかくて足を
取られるところは
ないかなど、子ど
もの活動や姿を
思浮かべなが
ら、毎回丁寧に
確認する。

10618

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 17 6 # 4 4 13.１

歳
2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右側鎖骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

これからも
子どもの人
数や動き、
発達、活
動内容等
に合わせ、
職員のつく
人数や位
置を考えて
いく。

1.定期的
に実施

毎日職員
が安全点
検を行う

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施

毎日消毒と
ともに職員
が点検する

今後も安
全点検を
行いなが
ら、危険個
所があれば
事前に対
応できるよ
うにする。

5.睡眠
(午睡)
中

布団の距
離が近くな
りすぎない
よう、間を
あけていた
が、動いて
いる園児が
近くにいた
のに、離す
事なく見
守ってしまっ
た。

布団を敷
き直してい
る子がいる
場合、今
回のように
バランスを
崩し倒れる
事が予想さ
れる為、周
りに他の子
がいない場
所で行える
ようにしてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもと変
わった姿は
見られず、
仰向けで
眠っていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

動く子の様
子を見守り
ながら他の
子どもの寝
かしつけを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の子ども
の寝かしつ
けを行って
いた。

布団を敷き直
している子ども
の周りに寝てい
る子どもがいた
が、広い場所
に移動して布
団を敷けるよう
にせず、その子
が納得いくまで
できるよう見
守ってしまい、
バランスを崩し
た時にも支えら
れなかった。

午睡をしている
子どもの周りで
布団を敷いた
り、眠くなくて移
動したりしている
子どもがいる際
は、広い場所で
行ったり、布団
に入って眠れる
よう関わってい
く。

10619

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 47 21 26 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

手をつない
でいたことも
あり、転ん
だ際に手を
つくことが出
来ずにその
まま肘をつ
いてしまっ
た。

異年齢で
手をつなぐ
時には、手
をつなぐ相
手との身長
差を考えた
り、落ち着
いて歩く様
に声掛けし
たり、転び
そうになった
時には手を
離すなど日
頃から話を
していく。

1.定期的
に実施

使用の都
度

1.定期的
に実施

使用の都
度

1.定期的
に実施

使用の都
度

園外の場
所となるた
め、記載が
出来ない

園外の場
所となるた
め、記載が
出来ない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園外の場
所となるた
め、記載が
出来ない。

園外の場
所となるた
め、記載が
出来ない。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で、
手をつなぐ
相手は異
年齢であっ
たが落ち着
いて歩いて
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

クラスの先
頭で子ども
達を誘導
し、歩いて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

歩く道中
は、職員が
先頭に1
人、列の中
間に2人、
一番後ろ
に1人がつ
いていて子
ども達の様
子を見守り
ながら歩い
ていた。本
児が転んだ
時に、近く
にいた職員
がすぐに駆
けつけ、本
児の様子
を確認をし
ている。

手をつない
で歩いてい
たこともあ
り、転んだ
際に手をつ
くことが出
来ずに、そ
のまま肘を
ついてしまっ
た。

クラスや異年齢
児などで散歩、
遊園に出かける
時には子ども達
の様子、背の高
さなどの状況も
考慮し、手をつ
なぐ相手を考え
たり、横断歩
道、交差点、路
地と交差する道
路など横断する
時には、慌てて
走らない、
グループを分け
て渡るなど対応
していく。また日
頃から落ち着い
て歩くことなど声
をかけていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10620

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 21 4 4 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左前歯脱
臼　下口
唇裂傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

現場の保
育士の危
機管理能
力不足。
用具の片
付けの役
割分担が
決められて
いなかっ
た。

事例に基
づくヒヤリ
ハット・事
故対応の
研修をクラ
ス単位で
行う。
保育活動
前には準
備・片付け
の担当者
を決めてお
く。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

事故の原
因となった
マット・棚に
は異常は
なかった

マット等の
用具を使
用する際に
は点検をし
てから使用
する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

使い終わっ
たマットを
室内に立
て掛けてあ
り、
対象児に
とっては遊
びの対象に
なった

使用後の
道具はすぐ
に室外（こ
どもが触ら
ない場
所）に
片付ける

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から活
発で行動
範囲が広
く、何にで
も興味を
持つため
マットに登っ
たと思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児がマッ
トの方へ近
づいてい
き、「あっ」
危ないと
思った瞬間
転倒してし
まったため
対応できな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児の行
動は気にし
ていたが、
他児の見
守りをして
いたため咄
嗟の対応
ができな
かった。

室内での
運動遊び
は普段以
上にこども
が
活発になる
ことが予測
された。

活動中、こ
どもの様子
や行動を伝
え合い職員
間で
情報共有を
する。

10621

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 28 3 3 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保育者の
立ち位置
を見直し
た。

1.定期的
に実施 36 1.定期的

に実施 36 1.定期的
に実施 36

大人数で
遊ぶとき
は、広い
ホール等を
活用する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

活動の取り
入れ方は、
段階を踏
んで考えて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
活動に意
欲的に参
加してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
活動の様
子は確認
していた
が、転倒時
の様子は
確認できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他園児と
関わってい
た。

怪我の大小
に関わらず、
子どもの様
子を見て、
いつもとは違
うと感じた
り、判断が
難しい時に
は、看護師
や上司に怪
我の状況を
報告し確認
していただ
く。

10622

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 27 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

遊び時の
職員配置
について具
体的に検
討すると共
に職員間
で共有し、
子どもの行
動を注意
深く見守る
体制を整
える。

1.定期的
に実施

毎日・１回
/年

1.定期的
に実施

毎日・2 回
/年（業
者）

1.定期的
に実施 毎日

今後も点
検を継続し
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

安全な遊
具の使い
方を職員
間で再確
認し、その
都度子ども
たちの様子
を確認しな
がら指導す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
友だちと一
緒に鉄棒
で遊んでい
た。棒を
握っていた
手が滑って
落下し、自
身の体を
支える為に
地面に手
をついた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
対象児が
鉄棒で遊
んでいるとこ
ろは見てい
たが、あっと
いう間に手
を滑らせて
落ちた為、
落ちる前に
駆け寄るこ
とができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

鬼ごっこを
している子
どもたちを
見守ってい
たため、対
象児の様
子に気づか
なかった。

子どもが活
動している
時の保育者
の配置や連
携の取り方
について園
全体で検討
すると共に、
遊具の使い
方によっては
事故につな
がることを意
識して見
守っていくよ
うにする。

10623

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 21 2 3 2 10 3 1 0 14 9 16.４

歳
1.男
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 6.その他 1.頭部 後頭部ヒビ

脳震盪
8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

交通安全
や約束ルー
ルを繰り返
し伝えてい
く。

降園前に
は、交通
ルールや約
束をクラス
で話してい
く。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 4 1.定期的
に実施 　毎日

降園時お
迎えが嬉し
く、テンショ
ンが上がり
登ってしまっ
た。特に、
夕方なの
で、疲れが
見えること
もある。

約束事とし
て、フェンス
に登らない
など、保育
室で繰り返
し話したり、
保護者に
も貼紙掲
示・園だよ
りなどで繰
り返し周知
していく。

7.その他

保育士の
前と保護
者の前では
違い、はめ
をはずして
しまった。

フェンスに
「登りませ
ん」など貼り
紙をし啓発
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
明るく、体
調も良かっ
た。母と嬉
しそうに降
園した。

保護者へ
の引き渡し
後であっ
た。

保護者へ
の引き渡し
後であっ
た。

保護者、園
児へ危険箇
所にわかりや
すく掲示を
行うと共に、
安全に登降
園するよう
園児への指
導及び保護
者への啓発
を行った。

10624

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 9 2 2 2 1 1 1 0 9 9 17.５

歳
2.女
児

・●/●に母よ
り連絡あり、
●/●に手
術。ボルトを
入れ2か月固
定。
・●/●よりリ
ハビリ開始。
・●/●退院
毎週土曜日
にレントゲン、
リハビリありとの
こと。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
大腿骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

太鼓梯子
には一人ず
つ登るよう
に事前に
約束をして
いる。また、
引っ掛かり
防止として
玩具等を
もって登ら
ない。フー
ドやひも付
き、フリルの
服は保育
園で使用
を禁止して
いる。

体幹が弱
い園児が
増えてきて
いるので、
小さいころ
から体幹を
鍛える遊び
などを取り
入れバラン
ス感覚を
養うように
する。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

足が足りる
ように台を
おいたり柔
らかい砂な
どをおくとか
えって怪我
のもとにな
るため地面
はそのまま
にする。太
鼓梯子の
下にはおも
ちゃなどもお
かないよう
にしてい
る。

現状で対
応している
けがなどの
予防策は
今後も継
続する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

太鼓梯子
は一方方
向からのみ
使用する・
一人が登っ
ている時は
登らないな
どの約束を
事前に園
児たちに伝
えているた
め使用時
は一人の
みが使用し
ていた。

今までの対
応に加え、
着地する
際には足
元をみて着
地をするよ
うに声をか
けていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも使用
している遊
具であった
ので、使い
方は慣れ
ていた。着
地の時にバ
ランスを崩
してしまい
左側に転
倒する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

固定遊具を使
用する際には
安全な位置で
職員が見守っ
ていた。遊具
の使い方も安
全に使用して
いることを確
認。雲梯のよ
うにバーを握っ
ていたが、バー
をつかみ損ね
たわけではなく
着地をするた
めにバーから手
を放している。
着地の瞬間は
見ておらず着
地後に痛がっ
ていることを確
認。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

順番をまも
り固定遊
具を使用し
ていることを
確認してお
り、近くで
担任が見
守っている
ことも確認
する。

体幹が弱
いこともあ
り、鉄棒は
危ないと感
じることが
あったため、
使用を控
えていた
が、太鼓梯
子はスムー
ズに使用し
ていた。着
地の際の
体幹が弱く
バランスを
崩してし
まった。

体幹が弱い
園児が増え
てきたので、
体幹を鍛え
て全身の大
きな動きを
習得してか
ら、
腕に力を入
れる遊びや
手首や指先
を使ったあそ
びという段階
を踏んでい
く。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10625

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 41 18 23 4 4 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

引き続きマ
ニュアルに
基づき配
慮する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

うんていの
下にマット
等のクッショ
ン性のある
ものを敷
き、
怪我予防
をする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内遊具
の遊び方に
関して園児
と一緒に確
認し、
事故予防
に努める。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の園児
の対応をし
ていたた
め、本児の
動きをみて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の対応をし
ていたた
め、
本児の動
きをみてい
なかった。

引き続き基
準に応じて
配置してい
く。

10626

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 21 4 1 16.４

歳
2.女
児 特になし。 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

左大腿骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

トランポリン
を使用する
前に園児
への説明
不足や
個々の園
児が安全
に使用でき
るかの把握
が欠如して
いたと考え
られる。職
員配置に
ついても1
名ずつ見て
いれば防げ
たかもしれ
ない。

上記要
因、分析を
実施してい
く。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48

今回の事
故は園外
施設であっ
たが、園内
においては
各教室や
園庭にて
保育前の
点検作業
をルーティン
化していく

上記の内
容を実施
すると共
に、検証し
点検作業
が定着する
ようにしてい
く

1.集団
活動中・
見守りあ
り

トランポリン
を使用する
前に園児
へ使い方の
説明や準
備体操が
できていな
かったこと

使い慣れ
ない遊具を
使用する
場合、園
児への事
前説明や
十分な職
員配置をし
ていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
対象園児
はトランポリ
ンを使用で
きるとのこと
で、1人で
跳んでいた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
対象園児
の他3名の
園児が同
様にトラン
ポリンをして
いたため、
他児も含
めて見てお
り、対象園
児が痛みを
訴えてから
駆け付けた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　担当職
員と共に、
他3名のト
ランポリンを
している園
児や、順
番待ちの
園児を見
ていた

遊ぶ前に
遊び方を
一人ずつ
声を掛けて
注意を促し
ていれば防
げたかもし
れない

遊ぶ前に遊
び方を一人
ずつ声を掛
けて注意を
促す。

10627

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 27 4 4 17.５

歳
1.男
児 無し。 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上A）
歯牙脱臼・
左上A)外
傷性亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

13

1.基
準以
上配
置

ソフト面で
の要因は
ないと思わ
れる。

上記理由
により該当
なし。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 13 1.定期的
に実施 2

ハード面で
の要因は
ないと思わ
れる。

上記理由
により該当
なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

後ろを振り
返りなが
ら、歩いて
いた。
散歩時の
ルールの確
認ができて
いなかっ
た。

後ろを振り
返る必要
がある時に
は、クラス
全体で止
まる。
散歩の出
発前、帰
所前に公
道を歩く時
の約束事
をクラス全
体に話をし
て出発す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
見送ってく
れている幼
稚園児と
職員に後
ろを振り返
りながら応
えていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
職員A：
列の後方
で幼稚園
児と職員の
見送りに後
ろを向いて
応えている
子どもたち
を見てい
た。本児が
受傷する
直前、逆U
字の車止
めにぶつか
りそうになっ
た他児に
声をかけて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
職員B：
列の先頭
の他児と手
を繋ぎ、保
育所に向
かって歩い
ていた。
職員C：
列の中程
で配慮児と
歩いてい
た。
職員D：
園長先生
と挨拶を
し、列に合
流するとこ
ろだった。

列の後方
が後ろを振
り返ってい
たが、先頭
は先に進ん
でいた。そ
の際に停
止するなど
職員間で
声を掛け
合っていな
かった。
障害物に
対して、事
前に起こる
事故の予
測ができて
いなかっ
た。

後ろを振り
返る場合は
保育士間で
連携して声
を掛け合
い、クラス全
体で止ま
る。
散歩中に道
に障害物、
危険物があ
れば避ける
よう、保育
士が事前に
予測し子ど
もに声をかけ
る。

10628

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 49 0 0 0 12 17 20 0 3 3 17.５

歳
2.女
児 特記事項なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左第5指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特記事項
なし

玄関付近
では遊ばな
いように徹
底する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

施設面の
問題はな
いが、玄関
の柱の近く
を走ってい
たことが問
題であった

危険個所
からは目を
はなさない
ように徹底
する

3.個人
活動中・
見守りあ
り

玄関付近
では遊ばな
いようにして
いるが、そ
の付近を
走ってい
た。

玄関付近
では遊ばな
いことを再
度、園児に
伝える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもとか
わりなし。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児が泣
いており、そ
の対応のた
め、ホール
前のテラス
へ移動して
いた。そのこ
とにより、対
象児の動
きをみてい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の子ども
たちの見守
りにあたって
いた。

特記事項
なし

全職員が危
険個所を把
握し、玄関
付近では遊
ばないように
徹底する
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10629

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 6 　 5 5 15.３

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右腓骨、
脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

15

1.基
準以
上配
置

なし なし 2.不定期
に実施

児童遊園
は市の管轄
随時点検
年１回程
度

1.定期的
に実施 1 3.未実施 なし なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

なし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
スプリング
遊具からす
べり台へ向
かって走っ
ていたが、
途中でよろ
けてバラン
スを崩すが
立て直し
た。その後
Uターンす
る様に方
向を変えて
歩き始め、
５歩程度
進んだ所で
倒れこむ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
２歳児担
任は砂
場、ベンチ
付近で遊
んでいる子
どもたちを
見ていた。
フリー保育
士がすべり
台の登り口
にいて、本
児がすべり
台に向かっ
て来るとこ
ろや、途中
でよろけた
後、向きを
変えて倒れ
ていく姿を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
すべり台の
降り口や、
スプリング
遊具付近
で遊んでい
る子どもた
ちを見てい
た。
どの保育士
も子どもた
ちに慣れて
いて、何度
も散歩に
同行してお
り、不慣れ
な様子は
なかった。

子どもたちはそ
れぞれの場所
で遊んでおり、
本児は一人で
次の場所に移
動しているとこ
ろ。本児が追
いかけられる事
や、衝突など、
子ども同士の
トラブルは無
かった。十分な
保育士体制で
はあったが、固
定遊具に視野
が集中しやす
かったと考えら
れる。遊具が
無い広い場所
では、子どもた
ちが自由に走
る事もあるが、
今回は走って
いる様子を保
育士が見てお
り、走る速さや
遊び方に危険
が予測される
様子では無
かった。

全体を見渡
せる場所に
も職員が立
ち、子どもの
流動的な動
きを見て、
必要に応じ
て保育士間
で声を掛け
合う。
子ども達の
遊び方にヒ
ヤリとしたこと
があればすぐ
に声をかけ
る。

10630

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 0 0 0 24 7 8 0 0 0 16.４

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折
（肘）

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

課外活動の指導者
に対して、安全管
理を重点とした指
導をしてもらうこと
と、緊急事態が発
生したときの適切な
対応について話し
合っておくことができ
なかったことが事故
の要因と考えられ
る。事故が起こった
ときに、すぐに園に
連絡すること、救急
車を呼ぶなど医療
機関と連携するこ
と、保護者対応の
必要性を認識して
もらい園の教職員
にすぐに連絡するこ
と、子どもの安全と
適切な処置が終わ
るまで事故現場から
離れないようにする
ことなど適切な対応
ができるようにする。

課外活動の外部指導
者に対して、安全管理
を最重点とした指導が
できるよう指導内容を
十分に吟味し、適切な
ものになるようにするとと
もに、その内容を事前に
園の主任に提出するこ
とを義務づけることとし
た。また、職員が指導
内容が適切かをチェック
するようにする。外部指
導者に対しても、緊急
事態が発生したときに
適切な対応ができるよ
う、厳しく指導した。特
に、事故が起こったと
き、外部講師は、園の
職員と連携して、応急
処置や、救急車を呼ぶ
こと、保護者への対応
をすること、また、適切
な処置が終わるまで事
故現場から離れないよ
うにすることを徹底する
ようにした。園の職員
は、外部講師から連絡
があった場合は、園長・
副園長・主任に連絡
し、その指示のもと、そ
れぞれの役割に応じて
応急処置、救急対
応、保護者への連絡
等、組織対応を行うよ
う指示した。なお、今後
の課外活動において
は、園の職員が園庭に
いて見守るようにした。

1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　頻繁 なし

上記理由
により改善
策なし

7.その他

2人の外部指
導者が、オオカ
ミさんごっこをし
たいと思ってい
る子どもたちの
方に気がとら
れ、全体の安
全管理ができ
ていなかったこ
とが要因の1つ
である。また、
体格の違う、
年少さんから
年長さんが、
同じ場所で、
個々にボール
を蹴ったり、
ボールを投げて
いたり、追いか
けごっごをして
いたり、ボール
を手で抱えて
歩いている子
がいたりしてお
り、安全配慮
義務が果たさ
れていなかった
ように思える。

課外活動
の外部指
導者に対し
て、安全管
理を最重
点にした指
導ができる
よう指導内
容を十分
に吟味し、
適切なもの
になるよう
にするよう
説諭した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
女児のけがの原因に
なったサッカーボールをド
リブルしていた男子児童
は、年中であるが、かな
りのスピードでドリブルで
きる子どもで、課外活
動の体育遊びが始ま
り、事故が起こるまでグ
ランドの最外周を何度
も一人でドリブルして
回っていた。
けがをした女子園児は
年少で体も小さく、ボー
ルを蹴ったり、投げたりす
るのではなく、グランドに
転がっているボールを両
手で拾い上げ、胸に抱
きかかえてほんの数歩、
前へ進んでいったところ
であった。その足下に、
男児の蹴ったボールがあ
たり、躓いたような感じ
で前に倒れた。ボールを
持ったまま倒れたので、
肘から地面にぶつけたと
考えられる。ボールは女
児の足に当たったあと、
斜めに跳ね返りオオカミ
ごっこをしていた子どもの
集団の所まで飛んで
行っているので、かなり
の強さで女児の足に
ボールが当たったと考え
られる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

女児が倒れたあと、大
声で泣いたので、オオカ
ミごっこをしていた指導
者の一人が女児の所に
駆け寄り、肘を冷やすと
ともに、足の膝にあった
擦り傷にバンドエイドを
貼った。女児は泣き止
まなかったが、女児を迎
えにきた祖父に引き渡
し、祖父の「この子はお
腹が空くとぐずるのです」
という言葉を聞き、祖父
に渡すことで今回の事
故の処置を終えた。祖
父には、「何かあったら
病院へ連れて行ってくだ
さい」と伝えただけで、事
故のことを園には報告
せず、他の小学校で行
われる次の指導に行っ
た。あとで聞くと、この指
導者は女児が骨折して
いるかもしれないという
認識はあったという。救
急車を呼ばなかったの
は、園に迷惑がかかると
思ったとのことであった。
かなり、状況把握能力
や判断力の低い指導
者であると思われる。
女児は、家に帰ってから
も泣き止まず、肘も腫
れてきたので、祖母が心
配になり、病院に連れ
て行って診察を受ける
と、骨折していたことが
判明した。そのあと母親
から、園の副園長に電
話があり、そのことを外
部指導者に電話で伝
えた。職員の中に、園の
管理下で起こった事故
との認識が少なく、外部
委託の指導者の責任
下での対応ととらえてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
女児の母親から、副園
長に電話があった数時
間後、女児の父親から
園長に電話があった。
園長は、すぐに外部講
師からの聞き取りを実
施するとともに、状況調
査をする中で、関係の
担任等と連携し、状況
把握と、対応の問題点
を協議し、防犯カメラの
画像も関係職員と確
認し事故の状況及び、
外部指導者の指導状
況を把握した。また、全
職員を集め、今回の事
故の状況を説明すると
ともに、安全管理や緊
急対応および組織対
応についての要点を、マ
ニュアル等を使って指
導、研修し、一連の問
題の改善のための施策
や、再発防止のための
教職員の意識改革を
図った。また、何度も外
部指導者および女児の
保護者と面談をして、
双方の意見の隔たりを
埋め、外部講師の認識
を改めるとともに、保護
者が納得する再発防
止の手立てを提示する
よう努力し、本事案の
解決を図った。

園の安全
管理、緊
急対応、
組織対応
の意識が
低いことと、
事故が起
こったときの
対応能
力、判断
能力、責
任のある行
動が取れ
ないことが
要因として
あると考え
られる。

園の安全管
理、緊急対応、
組織対応の意
識を高めるととも
に、事故が起
こったときの対応
能力、判断能
力、責任のある
行動が取れるよ
う、研修や、事
例検討をするな
どして、すべての
職員が当事者
意識を持って対
応できるようにす
る必要がある。

10631

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 16 3 3 16.４

歳
2.女
児 無し 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上A　外
傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

13

1.基
準以
上配
置

担任外の
慣れていな
い職員が
含まれてい
た。

担任外の職員
が入る時は事
故が起こりやす
いとより意識を
もち職員間で
声を掛け合い
連携を密にす
る。采配をする
時に他に事務
所フリーなど入
る事のできる
職員がいない
か再度確認相
談をする。夕
方の片付けの
際は、全体で
片付けをし、
全員そろってか
ら落ち着いて
帰るようにす
る。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 13 1.定期的
に実施 2

ハード面で
の要因は
ないと思わ
れる。

上記理由
により該当
なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士より
先に行かな
いルールが
徹底できて
おらず、勝
手に玄関
に向かった
子がいたこ
とや、それ
につられ
行ってしまっ
た子がい
た。

子どもたち
だけで先に
行かないこ
と、保育士
が先導して
帰るよう、
再度ルール
を徹底す
る。全員が
揃ってから
ゆっくり歩い
て玄関まで
向かう。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
数人と玄
関に先に
向かってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

職員A
（担
任）：汽
車の前で
片付けが
終わった子
と集まって
いた。
職員B
（みらい応
援）：加
配児につい
ていた
職員C
（朝パート
職員）：
片付けがま
だの子ども
たちについ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ラスト（担
任）正門
前にたち、
全体を見
ていた。

担任と、そ
の日にフォ
ローに入っ
ている職員
との連携不
足。

担任以外の職
員が入る時は事
故が起こりうるリ
スクが高いことを
意識してしっかり
声を掛け合い連
携をとる。ラスト
が采配をすると
きにも気を付け
るようにし、配慮
児の動きもしっ
かりと把握してお
く。夕方の片づ
けの時は全体で
行い、全員揃っ
て、落ち着いて
から行動するよ
うにする。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10632

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 15 3 6 6 0 0 0 0 4 4 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4　園内2
回/年

2.基
準配
置

口に玩具
を加える子
どもには、
普段から注
意して止め
れている
が、一層気
をつけてい
く。

1.定期的
に実施 3回/週 1.定期的

に実施 1回/週 1.定期的
に実施 1回/週

床は硬めで
はなく怪我
をしにくい
柔らかい素
材のものを
使用してい
るが、今後
張替を行う
場合も、怪
我の防止
のために継
続してこの
タイプのフロ
アシートを
検討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

朝の受入
れ時間は
登園が重
なると、繁
忙となる日
もあるの
で、子ども
を見守る
目が手薄
にならない
よう努め
る。また、
新たに支
援員さんを
雇用する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

気に入った
動物の人
形（レ
ゴ）2体で
初めは、床
に座って遊
んでいい
た。座って
動物の人
形で遊んで
いたが膝立
ちとなり玩
具を加え
動き始めた
すぐ滑って
転倒。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児を
気にかけな
がら（少し
成長が幼
い為）、登
園の受入
や登園され
た園児の
荷物把握
など用もし
ていた。転
倒した瞬間
は一瞬の
出来事の
為、場面
は見れてい
ないが、側
にいたので
すぐ怪我
（口）が
ないか確
認。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　合同保
育中なので
皆で全体
を見てい
た。怪我の
瞬間は誰
も見れてい
ないが、す
ぐ対象児の
怪我を確
認しつつ何
故転倒した
のか皆で状
況場面も
確認。

歯と歯茎の
間から出血
していた。
歯が折れて
いないか指
で確認、そ
の後も「お
やつ」「給
食」を食べ
る様子も
含め1日園
児を皆で
観察してい
た。

折れている
様子はな
かった為、お
迎え時に保
護者に説明
（報告）し
たが、保護
者は歯が歪
んでるように
見えると話さ
れ、怪我の
あとすぐに保
護者に連絡
を入れるべ
きだった。

10633

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 16 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

・脛骨近位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

金具にクッ
ションやカ
バーもあ
り、安心し
ている部分
があった。

園児にトラ
ンポリンの
真ん中で
跳ぶように
話をする。
※怪我発
生直後に
禁止し撤
去する。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 48 2.不定期
に実施

トランポリン
を端の方で
跳んでしま
い、バラン
スを崩して
膝から着地
する。

怪我発生
直後にトラ
ンポリンの
使用を禁
止し、●/
●に撤去
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

トランポリン
使用のルー
ル、職員の
見守りの仕
方

子どもたち
に安全な
遊び方を
伝え、適切
に見守る

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段から活
発で活動
的である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
トランポリン
の近くにい
たが、他児
の見守りも
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
他の職員
はいなかっ
た。

予期せぬ
子どもの動
きを予想し
て見守って
いくようにす
る。

危険な行動
や環境には
常に意識し
て気を付け
る。

10634

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 27 10 17 1 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

・橈骨頸部
骨折　　・
尺骨LUCL
付着部裂
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

毎日使って
いる遊具で
あり、使用
については
安心してい
る部分が
あった。

園児たちに
ゆっくり階
段を下りる
よう話をす
る。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 48 2.不定期
に実施

階段面に
砂が少し
あった。

遊ぶ前に
砂を掃くよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

階段のある
遊具の遊
び方、職員
の見守りの
仕方

子どもたち
に安全な
遊び方を
伝え、適切
に見守る

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
園庭をよく
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
他児の見
守りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の職員
はいなかっ
た。

予期せぬ
子どもの動
きを予想し
て見守って
いくようにす
る。

全体を見れ
るようにし、
危険な行動
や環境には
常に意識し
て気を付け
る。

10635

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 72 0 0 11 17 23 21 3 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

子どもたち
には回った
りするとバラ
ンスを崩し
て転倒した
時に骨折し
てしまうこと
もあるので
気を付ける
ようにと話
をしました。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

子ども自身
がくるっとま
わって転倒
しているの
で、場所が
どこであって
も起こりうる
と考えられ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任は同
じ部屋にい
たが、おや
つを食べて
いる子ども
の対応して
いて転倒し
たところは
見ていな
かった。

子どもの動
きを把握で
きるよう、ク
ラス全体に
目を配り見
守れるよう
おやつの机
の配置を
見直した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

そのような
行動をとる
ことがよくあ
る。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

おやつを食
べている子
どもたちにつ
いていて、
たまたま転
んだ瞬間を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

部屋には
担任1名の
みだった。
他クラスの
職員は園
庭か担当ク
ラスにいた。

見ていな
かったこと
で、子ども
が手首を
痛がってい
ることにすぐ
に気づけ
ず、状況を
子どもから
聞き取るた
め、全容の
把握や対
応が遅れ
た。

クラス全体を
見守れる配
置にするとと
もに、常に
全体に目を
向けるよう
意識する。

10636

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 3 1 1 13.１

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

少人数に
分かれての
保育を行
い落ち着い
た環境の
下保育を
行ってい
た。子供が
より遊びに
集中できる
環境を工
夫する必
要があっ
た。

夕方の時
間帯は送
迎などがあ
り、子供が
落ち着かな
くなることが
予想され
る。子供の
行動をあら
かじめ予想
し十分見
守ると共に
職員間で
安全保育
のための環
境について
検討、改
善を行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

保育室の
床面などに
異常はな
かった。

子供の行
動を予測
し、椅子や
机の向きな
どについて
改善する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が座っ
ていた机、
椅子、床
面などに異
常はなかっ
た。

子供の行
動を予測
し、十分に
見守る。椅
子や机の
向きなどに
ついて改善
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
は良好で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

転倒した子
供の近くで
お迎えに来
た保護者
に挨拶をし
ていた。とっ
さの子供の
行動に反
応出来ず
転倒を防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

隣の保育
室で他児
の保育を
行ってい
た。

職員間の
連携を深
め、安全保
育のための
環境につい
て検討しな
がら
保育士自
身の見守り
の範囲を
広げていく
ことが求め
られる。

職員間の連
携を深め、
保育士自
身の見守り
の範囲を広
げていくため
に、
職員間で意
識の向上を
図る。

10637

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 19 　 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

　外傷
（下唇・左
上前歯）

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

職員が一
人一人の
子どもの動
きを把握し
ておく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

十分な広
さを確保し
て活動を
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

動きのある
活動を行う
際には、部
屋の広さに
合った子ど
もの人数に
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
ピアノを弾
いていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
　他の子ど
もの対応を
していた。

他の職員と
声をかけ合
い、子どもの
動きを把握
する。

348 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10638

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 18 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

　1～3

1.基
準以
上配
置

子どもが痛
みを訴えて
いない場合
でも、赤みが
引かなけれ
ば、骨折など
を疑い、病
院を受診す
るようにす
る。怪我の
状況がはっ
きりと分から
ない場合
は、怪我をし
た所を含め、
その後変化
がないかしっ
かり見ておく
ようにする。

職員共通
理解のも
と、指の怪
我にたいし
ては、赤み
があるか、
痛みを訴え
ていない
か、腫れて
いないか、
確認をし
て、主任、
園長への
報告の上、
受診をす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　3～5 1.定期的
に実施 毎日

遊具の点
検表を基
に、毎日行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

場面に応じ
た人的配
置にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児とおい
かけっこを
楽しみ、走
り回ってい
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児と
相手の子ど
もの動きを
把握してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園児達の
動きがしっ
かり見える
位置にそれ
ぞれの職員
を配置して
いる。

一度、園児
達の動きを
静止するな
ど、勢いでぶ
つかり合わな
いように配
慮していく。

10639

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 44 3 3 17.５

歳
2.女
児 ・５段跳び箱 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手指骨
折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

跳び箱の注意
点等を確認
し、園児の手
足の力や身体
を浮かせる感
覚を養うための
運動（身体を
腕で支えられ
るように鉄棒や
登り棒をした
り、雑巾がけな
どの運動）を
して段階を踏
んで進め、保
育教諭が跳び
箱の横で補助
をしている。

1.定期的
に実施 5 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

跳び箱は
点検し正し
く積み、着
地点には
マットを敷
いている。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

跳び箱の
横で保育
教諭が補
助をし、順
番に運動し
ている。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつもどおり
の様子で、
変わった様
子はなかっ
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

　
跳び箱担
当の保育
教諭が、跳
び箱の横で
補助をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
他の職員
が担当者
や対象児
の様子を
近くで見て
いた。

対象児の体
調や様子も
変わったこと
はなく、いつ
もどおりに跳
び箱をとび、
バランスを崩
したり飛びき
れず引っか
かったり、転
倒することも
なかった。

10640

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 9 1 1 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上前歯
歯茎打撲

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

職員が、足
を洗う子ども
と入室した
子どもを一
緒に見てい
たので、子ど
も同士の距
離が把握で
きていなかっ
た。また、職
員間で入室
の際の援助
の仕方や、
マニュアルの
共通確認を
し周知徹底
する。

全員の子ど
もが終わる
まで待ち、
子どもと職
員が一緒
に入室し活
動をするよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

着替えをす
るときは机
を移動する
など場所を
広くする。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

保育士が
友達との距
離に気付
いていれば
距離をあけ
るように言
葉をかける
ことができ
た。

子どもが入
室するとき
には保育
士も一緒
に入室し子
どもの行動
を把握する
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
足を洗う子
ども、入室
する子ども
がいたので
両方の子ど
もを見るた
めに、部屋
と外の間の
入口の所
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
各クラスの
保育、シャ
ワーの準備
がありその
場には他の
職員はい
なかった

入室する
子ども、入
室した子ど
もと別々の
活動を見
ていたた
め、子ども
同士の距
離が把握
できていな
かった。

別々の活動
を一緒に見
るのではな
く、全員が
足洗を終
わってから子
どもと職員が
一緒に入室
するようにす
る。

10641

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 9 2 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前頭部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

職員会議
にて子ども
の発達や
動きについ
て共有し、
保育士の
対応を確
認した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

保育室で
走っていた
際に転倒
し、押し入
れの桟で額
を打ったた
め

押し入れの
桟にクッショ
ンカバーを
取り付け、
床にはジョ
イントマット
を敷き滑ら
ないように
固定した。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

活動の切り
替えが苦
手で、嫌
がって泣く
姿がある。

落ち着いて
活動が切り
替えられる
ように、活
動の流れ
や動線、
保育士の
関わり方な
どを再確認
した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
室内遊び
後シャワー
へと誘われ
ると、活動
が切り替わ
ることを嫌
がっていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
他児をシャ
ワーに送り
ながら、本
児を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の職員
はシャワー
に取り掛
かっていた
ため室内に
はいなかっ
た。

活動の切り
替えの場
面で、保育
士の目が
行き届いて
いなかっ
た。

職員間で言
葉を掛け合
い、保育士
の立ち位置
や子どもの
様子につい
て確認する
ことを周知し
た。

10642

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 18.６

歳
2.女
児 特になし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

お迎えが来
たら、遊ぶ
のは終了
し、待機さ
せておく。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

お迎えが来
たら、遊ぶ
のは終了
し、待機さ
せておく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

当該児は
元より活発
な児童で、
運動も得
意で、いつ
も雲梯あそ
びや鉄棒あ
そびを好ん
で行ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
当該児とは
異なる園
児に対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
当日、当
該児のクラ
スのみ外に
出ていた
為、他の職
員は見てい
ない。

状況により、
職員配置を
通常より増
やす。お迎
えが来た園
児に対して
は、活動を
中断し、待
機させてお
く。
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10643

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 12 1 1 17.５

歳
1.男
児 特になし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保護者の
お迎えで、
日頃よりお
迎え後は
速やかに降
園頂くよう
伝えている
が、園児を
引き渡した
後の事故
であった。

再度、降
園時は遊
ばず速やか
に帰宅する
よう注意喚
起する。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし。 7.その他

再度、降
園時は遊
ばず速やか
に帰宅する
よう注意喚
起する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故発生
時は、当
人ができる
ようになった
技を保護
者に見せた
かったのか、
当園の職
員が保護
者に引き
渡し、挨拶
をした後、
鉄棒をして
事故が起
きた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
上記のとお
り、当園の
職員が保
護者に引
き渡し、挨
拶をした後
の出来事
であった
為、事故
発生時の
様子は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
お迎え時の
出来事で、
室内にて
他の園児
を保育して
いた。

再度、降園
時は遊ばず
速やかに帰
宅するよう
注意喚起す
る。

10644

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 64 0 0 5 19 23 17 0 7 7 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

コロナ禍に
あり子供の
活動量が
減少してい
るのではな
いかと思わ
れる。

戸外遊び
や園外保
育で日ごろ
から体を動
かす遊びを
行っていく。
また活動
的な遊びを
行うとき
は、事前に
柔軟性を
高めておく
よう配慮す
るとともに、
遊んでいる
子供の動
きに十分
注意を払
う。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1

業者による
園庭整備
も行われて
おり、園庭
地面には
特に凸凹
等、転倒の
要因となる
ものは見つ
からなかっ
た。

週１回保
育所職員
が行ってい
る園庭整
備を今後
も継続して
行い、子供
が安全に
遊べるよう
に十分注
意する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

地面が乾
いていたの
で、子供が
足を滑らせ
ないよう水
を撒いてか
ら遊びを始
めた。

今後も、滑
りにくくする
ために地面
が乾いてい
るときは、よ
りこまめに
水を撒く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
は良好で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

集団遊び
が行われて
いるすぐそ
ばにおり、
子供たちの
動きを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

少し離れた
場所にいた
ため、事故
が起きたと
きは目を離
していた。

職員間の
連携を深
め、保育士
自身の見
守りの範囲
を広げてい
くことが求め
られる。

職員間の連
携を深め、
保育士自
身の見守り
の範囲を広
げていくため
に、職員間
での声の掛
け合いを増
やしていく。

10645

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 0 0 0 0 0 6 2 1 0 18.６

歳
1.男
児

持病やアレル
ギー等特にな
し
（当園の入
園日は令和
●年●月●
日ですが、●
●●●からの
転園です。
平成●年●
月●日～令
和●年●月
●日までA
園、令和●
年●月●日
～令和●年
●月●日まで
B園に通園し
ていました。）

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 3.未実施 0 1.定期的

に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

大型ブロッ
クに乗り、
正しい遊び
方が出来
ていなかっ
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ルームで園
児の様子
を見ながら
レポートを
書いていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

低年齢児
の寝かしつ
けに入って
いる職員と
施設の掃
除をしてい
る職員がい
た

遊びの際に
危険につい
ての声掛け
が出来てい
なかった

スタッフは園
児が安全に
遊べている
か、ルールを
守って遊ん
でいるかを見
ながら保育
にあたる。園
児への声掛
けを徹底す
る。

10646

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 6 2 2 2 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼
（右上
AB、左上
A）・口唇
裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

事故発生
時の園児
は6名で、
保育士1
名が保育
を行ってい
る中、トイ
レに行きた
い園児が
出た為、ど
ちらも見守
れる場所へ
移動はした
が、すぐに
止められる
状況では
なかった。

安全点検
や落ち着い
て遊べる環
境の工夫。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日

打った箇所
が、ステー
ジの角で
あった為、
今後も同じ
ような怪我
が起きる可
能性もある
ことを想定
した対処が
必要だと感
じた。

打っても出
来る限り衝
撃が少なく
なるよう、ス
テージの角
にクッション
材をつけ
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

空間を区
切る等、落
ち着いて遊
びが楽しめ
るような環
境の工夫
が必要だと
感じた。

保育を行っ
ていく上
で、落ち着
いて遊べる
環境づくり
と遊びの種
類、保育
室の安全
点検。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
午後からの
遊びの時
間、3歳児
～5歳児、
6名と少人
数であっ
た。3種類
の遊びは用
意していた
が、怪我の
園児を含
めた2名
は、度々、
走って遊ぶ
姿が見られ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

怪我をした園
児を含めた2
名が、よく走る
姿が見られた
為、度々、声
をかける等、個
別に関わって
いた。又、6名
の内、2名が
途中でトイレへ
行きたいと伝え
てきた為、ホー
ルとトイレがあ
る保育室の両
方が見れる位
置へ移動し見
守りを行ってい
たが、ステージ
の近くで転倒
した際に手を
差し伸べること
は出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
怪我が起
きた際、保
育に必要
な職員以
外の職員
は駆けつ
け、園児の
怪我の対
応、保護
者や病院
連絡等、
役割分担
をして対応
にあたる。

子どもたち
が疲れてい
る土曜日
の午後の
保育の遊
びや環境の
工夫等を
考えていく
必要がある
と感じた。

職員への情
報共有を行
い、改めて
土曜日の午
後の保育の
遊びや環
境、職員の
連携につい
て、又、子ど
もたちが、疲
れている状
態であること
を意識しな
がら保育を
行っていくこ
と等を話し
合う。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10647

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 26 3 3 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

ガイドライン
内「事故防
止に向けた
環境づくり」
の取り組み
強化

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

引き継ぎ
細部に渡
る部分まで
の点検強
化

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育者の
見守り強
化とマットを
敷く

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
ソフトブロッ
クの上に座
り遊んでい
た

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

ボール遊びと
ソフトブロック
遊びの見守
りや一緒に
遊ぶなどの
保育を行っ
ていた。事
故が起きた
瞬間は（ポ
ジショニング
も流動的な
ので）助け
られる距離
にポジショニ
ングを取って
いなかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

ボール遊びと
ソフトブロック
遊びの見守
りや一緒に
遊ぶなどの
保育を行っ
ていた。事
故が起きた
瞬間は（ポ
ジショニング
も流動的な
ので）助け
られる距離
にポジショニ
ングを取って
いなかった。

子どもたち
の年齢発
達を理解
し、各玩具
の遊び方や
リスクへの
理解を深
めておく必
要がある。

ポジショニン
グや発達特
性、玩具選
定など保育
者の研鑽強
化。子どもた
ちへの安全
教育強化。

10648

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 　 　 　 　 　 　 　 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
　右足首
剥離骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

48
2.基
準配
置

職員会議
で事故の
内容や再
発防止
策、今後の
対策につい
て、引き続
き職員間
で共有し
話し合って
いく。

1.定期的
に実施 293 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 293

階段の段
差が低く、
自分の体
の大きさに
合った高さ
でなかった
為、靴裏が
上手く地面
に着地しづ
らかったの
ではないか
と考える。

自分の体
に合った場
所を考えた
り知らせた
りし、自分
たちでも考
えて行動で
きるよう促
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

気温が低く
なってきた
為、足首
や手首、
全身が温
まらないう
ちから遊び
始めていた
ことで、怪
我に繋がり
やすい状
況にあった
と考える。

足首や手
首、全身
などを十分
に動かし、
体が温まっ
た状態で
遊び始める
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段と変わ
らない様子
で、元気に
過ごしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
帽子取り
鬼ごっこや
固定遊具
(コンビネッ
ト)で遊ん
でいる子ど
もたちの様
子を近くで
見たり補助
をしたりして
いた為、本
児の至近
距離にはい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
本児の近く
に他クラス
の子どもが
おらず、クラ
スの子ども
を中心に
見守りをし
ていた為、
本児の至
近距離に
はいなかっ
た。

座って落ち
着いて遊ん
でいる様子
が見られた
為、怪我
やトラブル
が起こりそう
な遊びを中
心に保育
者が付くよ
うな体制に
なってしまっ
た。

落ち着いて
遊んでいる
中でも、様
子を気に掛
けたり他クラ
スの職員と
の連携も密
に取り、園
全体でどのク
ラスの子ども
も見ていける
ようにする。

10649

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 19 1 1 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

ＢＡＡＢ
（上歯）
亜脱臼
/　　ＡＡ
（上歯）
per

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

園庭が狭
く、走るなど
動く活動を
する際はエ
リアを分け
ているが、
友達を追
いかけて砂
場のエリア
に行ってし
まった

三角コーン
とバーを増
やし、エリア
をしっかり
分ける

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段から転
びやすい。
友達を追
いかけて
走っていっ
てしまった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
担任は別
の子どもへ
の対応をし
ており、本
児が転んだ
ところを見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担任が一
人で見守っ
ていた。補
助の職員
は別作業
をしてい
た。

泣いている
子どもへの
対応をして
いたため、
本児がエリ
アを越えて
友達を追
いかけて
いったことに
気が付いて
いなかっ
た。

トラブル対
応等で全体
を見ることが
できない状
況の時は、
補助職員や
フリーの職員
に声をかけ
る。

10650

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 17.５

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

跳び箱を
行う前に何
回か手のつ
き方を確
認してから
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

跳び箱の
安全を点
検する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

今後、不
安になった
りフラッシュ
バックになら
ないように
心のケアを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
跳び箱に
手をつくとき
に手が開き
きっていな
かった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

 
跳び箱の
横について
いたのです
ぐ近くには
保育士が
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任1名が
クラス単位
で動いてい
た為、他職
員は他クラ
スを見てい
た。

声掛けをより
丁寧に行
う。

10651

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 6 2 2 18.６

歳
2.女
児 特記事項なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手母指
ＭＰ関節
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

跳び箱が
跳べるよう
になり、勢
いが速くな
り、事故を
防ぎきれな
かった

跳ぶ前には
跳び方を
確認し、落
ち着いた気
持ちで取り
組めるよう
に伝えてい
く

1.定期的
に実施 24 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日

跳箱に破
損、欠損
は見られな
い

なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

跳び箱を
始める前
に、準備運
動を行い、
体を動かせ
るようにす
る。

跳箱の跳
び方や手の
つき方な
ど、子どもの
状況や発
達を把握
し、取り組
み方を職
員で共有
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

意欲的に
跳び箱に
取り組み、
いつものよ
うに跳んで
いた

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱横
につき、子
どもの体を
支える補
助をしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担当者が
横につき、
他の保育
士1名は対
象児や5歳
児の他の
子どもたち
を見守って
いた

跳ぶ前に
気持ちを
落ち着かせ
るようにす
る

跳ぶ前に落
ち着いて、
取り組めるよ
うに声をかけ
る

10652

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 13 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足関節
外骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

配置基準
は満たして
いるが、で
きるだけ複
数の保育
士で保育
していくこと
も必要で
あったかもし
れない。

子供の発
達理解の
研修を行
う。また、
事故の事
例から学ぶ
ため、職員
間で話し
合って確認
していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

業者による
園庭の土
の入れ替え
が11月に
あり園庭も
整備されて
おり、施設
面では問
題がないよ
うに思われ
る。

園庭の整
備　月1回

1.集団
活動中・
見守りあ
り

得意な遊
びであって
も、一人一
人の動きに
気を配り落
ち着いて遊
べるような
声掛けをし
ていく必要
があった。

寒い時期
には室外に
出たとき
は、まず
ゆっくりと体
を動かす遊
びから始
め、手首足
首もほぐせ
るような遊
びを入れな
がら進めて
いく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

「今日は調
子が良いか
らたくさんと
んだ。」とい
う子供の言
葉があった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊んでいる
様子は見
ていたが、
全体を見
ていたので
足首をひ
ねった瞬間
は見ていな
い

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の保育
士1名は保
育室で5歳
児の残り3
名の保育
をしてい
た。

継続して楽
しんでいる
得意な遊
びであって
も、ケガを
するかもし
れないと注
意しながら
保育してい
くことが必
要であった
かもしれな
い。

常に落ち着
いて遊べよう
な言葉かけ
をおこなって
いく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10653

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 18 2 2 16.４

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の外傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

全員が順番に
並んでシャワー
を待っていたた
め、待つ時間
が子どもにとっ
ては長く感じら
れ、その間に
遊び始めてし
まった。また、
待っている子ど
もに背を向け
て保育士は他
児にシャワーを
したり、拭き取
りにくい背中を
拭く援助をした
りしていたた
め、遊び始め
ていたことに気
付かず止める
ことができな
かった。

子どもと、
シャワーを
するときの
約束事を
確認する。
また、子ど
もに背を向
けることが
ないよう
に、保育士
の位置を
見直す。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

シャワース
ペースがト
イレの奥に
設置されて
いるため、
排泄をする
ために他ク
ラスの子ど
もも入ってく
ることがあ
る。

シャワーを
する子ども
をグループ
に分けて、
少人数ず
つ入るよう
にし、子ど
もの動きが
見えるよう
にする。

7.その他

準備のでき
た子どもか
ら順番に並
び、最終的
には一クラ
ス全員が
並んで待っ
ていた。

人数を制
限すること
で一人一
人の子ども
の待つ時
間が少なく
なるように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
全員が順
番に並んで
シャワーを
待っていた
ため、待つ
時間が子ど
もにとっては
長く感じら
れ、その間
に遊び始め
てしまった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
待っている
子どもに背
を向けて保
育士は他
児にシャ
ワーをして
いたため、
遊び始めて
いたことに
気付かず
止めること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
拭き取りに
くい背中を
拭く等、援
助をしたり
していたた
め

子どもに背を
向けることが
ないように、
保育士の位
置を見直
す。

10654

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 39 21 18 3 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右足関節
捻挫

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

サーキット
遊びでは
マットの設
置が約束さ
れていたが
5歳児は土
のうの山で
日常的に
遊んでいた
ため敷かな
くても大丈
夫だと過信
があった。

段差がある
ところで遊
ぶ場合は
必ずマット
を設置する
ことを職員
間で確認
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

20ｃｍ以
上の段差
がある場合
はマットを
設置する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

サーキット
遊びをして
いる子供か
ら意識が離
れた。

子供の動
きに合わせ
て危険を
予測し保
育士で連
携しながら
見守る体
制を作る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

サーキット
遊びを見
守りながら
他の遊びも
見守り行き
来してい
た。本児が
何度かバラ
ンスを崩す
場面があっ
たので気を
付けるよう
声をかけて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

集団遊び
をしていた
他の児童
についてい
た。

本児の様
子を見て
危険を予
測しマット
を敷くべき
であった。

子供の動き
に合わせて
危険を予測
し
安全に遊べ
る環境を整
える。

10655

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 120 44 38 38 10 10 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

楽しそうに
遊んでいた
遊びの流
れのなかで
の出来事
ではあった
が、行き過
ぎた様子に
すぐ対応で
きるよう心
がける。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

足元のグ
リーンマット
については
安全で問
題はないと
考える。子
どもの様子
に十分気
を付け、行
き過ぎた様
子にはすぐ
に対応でき
るよう心が
ける。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

遊んでいる
様子は、
目で追って
いた。子ど
もの育ちを
理解し、無
理な動きな
どがないの
かを判断し
てすぐに対
応できるよ
うにしたい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時、ま
たその後も
いつもと変
わることなく
過ごしてい
た。仲の良
い友達と二
人で遊んで
いた時の出
来事だっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

設定保育が終
わり、いつもの
ように3.4.5歳
児の混合保育
中、二人がテ
ラスに行くのを
見かけたので
二人のことは
気にしていた。
遊んでいる様
子から変化が
見られたため、
傍に行き声を
かけ、患部を
冷やす手当を
したが痛みが
治まらないため
事務所に報告
に来た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

至近距離
ではない
が、その他
の職員は
二人の遊
ぶ様子を
把握してい
た。

他の職員も
いつも通りの
二人の動き
には気づい
ており、
安心はして
いたがこのよ
うな事故に
つながること
もあるという
ことを肝に銘
じて対応し
ていきたい。

10656

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 16 1 1 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

　1～3

1.基
準以
上配
置

日頃から子
ども達にも
遊ぶ際の
注意点を
繰り返し伝
え、自分達
でも安全に
遊べるよう
意識するよ
うな取り組
みを行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 1～2回/日

子ども同士
のぶつかり
合いだが、
今までどお
り安全点
検を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

つまずきそ
うな箇所の
点検を、
行っていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児とおい
かけっこを
楽しみ、走
り回ってい
る。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

クラス園児
全員の遊
びが見える
位置で見
守る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

4歳児クラ
ス、担任一
人で園庭
あそびを見
守る。

走り回って
いる時は、
一度止め
るなど、安
全面に留
意する。

テラスで走っ
て遊ぶ際
は、子ども同
士の間隔を
十分に見守
り、
危険な場面
が見られたら
別の遊びに
誘導し、危
険を回避し
ていくように
する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10657

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 11 11 10 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

約6

1.基
準以
上配
置

・再発防止
策の実施
スケジュー
ル
①ネット遊
具で遊ぶ
際のルール
＝約束事
を作る　８
月中旬完
了
②抽出した
危険性
（リスク）
を職員間
で共有する
８月末完
了

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 1

今後も施
設・遊具・
玩具の安
全点検を
定期的に
行い、事故
の軽減に
努める

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ネット遊具
で遊ぶ際の
リスクについ
て（・衝突
・転倒　・
転落　・挟
まる　・その
他など）抽
出を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

事故発生
直前までに
ネット遊具
で遊んでい
る園児同
士（特に
対象児と
降りて来た
A君）の間
でケンカや
小競り合い
などは見ら
れなかっ
た。
日頃から比
較的穏や
かな性格で
ある。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

・事故発生直
前、2階でお
茶を飲む園児
がおり、その対
応のため職員
が目を離して
いた（ネット遊
具に背を向け
た状態）時
に、対象児の
泣き声が聞こ
えた。
・対象時の泣
き声を聞いて
職員が振り返
ると、ネット２
階部分で対象
児が泣きなが
ら右腕を押さ
えているのを発
見。
・職員が速や
かにネット遊具
から外に誘導
し事情を聞
き、他の職員
に見守りを頼
み職員室へ降
りた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は、掃除や
降園する
園児の対
応をしてい
た。

・見守りの
職員がネッ
ト遊具内
の園児から
目を離した
ことが、最
大の原因
である。
これは単に
人員配置
の問題以
前に、「遊
具での見
守り＝事
故防止に
直結」と
「他の園児
のお茶飲み
の対応との
優先順位
づけ、重要
性」の認識
が不十分
であったこと
による。

・遊具内で
遊んでいる
園児の人数
や位置に応
じた適切な
見守り担当
の人数を検
討。
・遊具内で
園児が遊ん
でいる際の
死角をなく
すために適
切な立ち位
置を考え
る。

10658

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 28 4 4 15.３

歳
2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右環指中
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

午睡中の
園児に気
を取られて
おり、午睡
が終了して
いる園児へ
の配慮がで
きていな
かった。

午睡が終
了している
園児や、
午睡をして
いない園児
の行動の
把握ができ
るように、
職員同士
で声掛けし
ながら、配
置を考慮
する。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 240

睡眠時に
窓に近い
所に、ベッ
ドを配置し
ていた。窓
が外側から
叩かれると
ずれやすい
状態になっ
ていた。

睡眠時は
窓に近い
所にベッド
を配置しな
い事。窓に
落下防止
金具を業
者に依頼
をし、設置
した。

5.睡眠
(午睡)
中

内窓の落
下防止対
策を取って
いなかった
ため。

内窓落下
防止の金
具を設置し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

午睡中

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の午睡
中の子ども
に声を掛け
ており、窓
が落下する
瞬間、手を
差し伸べた
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

おやつの準
備、寝具の
片付けをし
ていた。

窓の近くに
ベッドを配
置してし
まった。

ベッドの配置
場所を考慮
する。

10659

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 3 3 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)
左眼瞼部
打撲挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

活動場面
が多く、
個々の把
握ができに
くい状況に
あった。

全体が把
握できるよ
うに努め
る。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし

事故が発
生しないよ
うに、引き
続き点検
整備に努
める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

それぞれ好
きな遊びを
しており、
対象児を
見ていない
場面があっ
た。

全体が把
握できるよ
うに努め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達数人と鬼
ごっこをして慌
てて滑り台を
上ろうとしてい
た。手すりを
持っておらず足
を滑らせ転倒
し、階段で顔
面を打撲し
た。その際、左
眼瞼及び眉毛
部分を挫創し
出血した。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

泣き声で
本児の異
常に気付
く。血を流
しながら
走ってきた
ため、怪我
の患部を
確認し止
血する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児にかか
わってい
た。

遊具付近の
見守りが必
要であった。

10660

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 33 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 １～２ 1.定期的

に実施
使用の都
度

1.定期的
に実施

使用の都
度

今回使用
していたジョ
イントマット
は厚みが
あった
（1.5ｃ
ｍ）。床
面との段差
でつまづく
可能性が、
厚みが薄い
ものと比べ
ると高い。

室内で使
用している
ジョイント
マットを厚
みの薄いも
のに変え
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

食事が終
わった子ど
も、まだ食
べている子
ども、食事
後の片づけ
をしている
子どもな
ど、様々な
状況が重
なる落ち着
きにくい状
況。

食事を食
べ終わった
後の活動
や子ども、
保育者の
動きを整
理し、少し
でも落ち着
いた状況と
なるように
工夫する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時間が遅
く、十分な活
動ができていな
かったため、体
力が余っている
様子で絵本
コーナーのジョ
イントマットの
上を飛び跳ね
たり、隣のス
ペースのジョイ
ントマットとの
間を飛び移っ
たりしていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

主担任は
他児のトラ
ブル対応で
廊下に出
ていた。サ
ブ担任は、
支援の必
要な子ども
の食事の
介助をして
いた。その
ため当該
児の傍には
保育者が
いない状態
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

2名で保育
をしていた
ため、他の
職員はい
なかった。

担任が保
育室を出
る際の連
携がうまく
取れていな
かった。

保育室を出
る際には声
掛け確認を
徹底する。
子どもと話を
する際、室
外に出るの
ではなく、室
内の様子が
見えるところ
で行う。

10661

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 29 3 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

当日は遊
戯室で活
動していた
が、人数の
割には活
動のスペー
スが狭い

グループご
とに順番に
活動する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

板の間の
着地では、
危険を伴う

馬跳びおい
てもマットを
使用する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

馬跳びのほ
か、前転
コーナー、
腹筋・手押
し車コー
ナーに分か
れ、3ヶ所
で運動を
行っていた

運動別コー
ナーごとに
保育教諭
を配置する
それが不可
能時は、
運動別コー
ナーの数を
減らす

1.いつも
どおりの
様子で
あった

健康状態
は、良好
馬跳びを
苦手として
いた　　跳
ぶタイミング
があってい
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

外部講師
は全体指
導、２名の
保育教諭
は、2方向
から園児の
動きを全
体的に観
察してお
り、担当職
員は馬跳
びコーナー
に注意を
払ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

その他の
コーナーを
見ていた

対象児は
馬跳びを
苦手として
いた

個別指導を
行う
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3
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歳

以
上

学
童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10662

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 9 33 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　

1.基
準以
上配
置

事故報
告、ヒヤリ
ハット報告
を即座に
行い、保育
教諭が危
険個所を
確実に把
握できるよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

該当遊具
を使用する
場合は必
ず保育教
諭の見守り
を行う。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

異年齢同
士で遊びに
夢中にな
り、楽しさの
あまりテン
ションが高く
なってい
た。戸外遊
びに出てい
る子どもの
人数は42
名で、園庭
は広く見渡
せる状況で
あった。

遊びの環
境設定に
ついて保育
者間で確
認しあい、
落ち着いて
遊べる空
間づくりを
行う必要が
ある。また、
子どもへの
安全指導
を定期的
に行い、遊
びが事故に
繋がらない
ように指導
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

事故の直
前、大型
遊具でを
走って遊ん
でいる対象
児を含むグ
ループに
「危ない」と
いう声かけ
を行った
が、行動を
止めるまで
には至って
なかった。ま
た、転落の
瞬間を見
ることはでき
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他児の対
応をしてい
たため、対
象児を見
ることはでき
なかった。

危険が予測さ
れる遊び方を
しており、注意
を促していた
が、その行動を
止めるまでには
至っていなかっ
た。また、その
場で見守りを
している保育
教諭同士で
「危ない遊びを
している」という
情報共有の声
かけができてい
なかった。

怪我につな
がる危険な
遊び方はそ
の場で行動
を止め、
子どもたちと
共に考える
機会を作
る。保育者
間で、見守
り位置の確
認をしあい、
また、子ども
の遊びの様
子を共有
し、声を掛け
合えるように
する。

10663

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 13 0 3 3 13.１

歳
1.男
児

繊維性骨異
形症のため、
A病院がかか
りつけであり、
経過観察中
である。骨折
はしやすいも
のの運動制
限は特にな
し。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛腓骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

10
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・エバーマッ
トからの転
倒の際、危
険がないよ
う周囲に
マットを敷
いていた
が、本児に
とっては床
よりもマット
の上での移
動は安定
しにくかっ
た。

・年齢や発
達、使用
用途に合
わせたマッ
トの使い方
を確認し、
使用するよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　好きな運
動遊びを
選んで、繰
り返し楽し
んでいた。
鉄棒からエ
バーマット
の方へ移
動中に転
倒する。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
コーナーごと
に職員を
配置する。
鉄棒につい
おり、主に
鉄棒へきた
子の対応
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
エバーマット
のコーナー
に2人の職
員がつく。1
人はあそび
ながら全体
を見る。1
人は、子ど
もと一緒に
エバーマット
での遊びを
行いながら
危険のない
よう見守
る。

・本児が線
維性骨異形
成症である
ことを把握し
ていたが、運
動制限がな
いという意識
でいた為、
本児の動き
を見てはいた
が、運動面
においての配
慮が欠けて
いた。
・マットを敷
いていれば
安心という
概念があっ
たのではない
か。

・活動の際に
は、危険など
がないか職員
間で声を掛け
合ったり、本
児の動きに対
し連携を取り
ながら安全に
遊べるように
する。
・年齢や発
達、子どもの
状態に合わせ
たマットの使
用の仕方や
危険性を検
討していく。

10664

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 12 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘の骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特記事項
無し

引き続き
月に1回安
全衛生委
員会を行
い、ヒヤリ
ハットの報
告、予防
対策検討
会を実施。
今回の事
故に対して
全職員に
報告を行
い、職員間
で検証と対
策を行って
今後の事
故防止に
努めてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

全員で片
づけを行っ
ていたが、
走る子への
迅速な対
応ができず
事故が起
きてしまっ
た。

片付けの
際は園児
の位置や
空間を把
握し安全に
活動できる
ようにする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

全体を見
ていたが走
る園児に
対し声掛
けのみで傍
に行き制
止させる対
応ができて
いなかっ
た。

保育室内の
環境構成を
見直し、机
等の配置を
検討する。ま
た、全体を
把握していく
中でも危険
を感じる場
面では声掛
けだけではな
く、その場所
へ行き対応
する。また机
等の配置が
適切であっ
たかなど環
境を見直
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

床に座った
体勢で遊
具の片づけ
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

対象児から
３mほど離
れた場所で
見守りを行
いながら、
走る園児
の注意を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1人で保育
を行ってお
り、片付け
の見守りを
していた。
走る子が2
名おりそち
らの注意を
行ってい
た。

特記事項
無し

全体を見守
りながら一
人一人の動
きに注意を
払い、危険
行為と判断
した場合、
迅速に対応
する。

10665

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 13 2 2 15.３

歳
1.男
児

6.水遊び・
プール活動
中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

プール遊び
や水遊び
前後の子ど
もの誘導の
仕方や事
前準備等
について、
話し合いを
持つ機会
が少く、職
員の共通
理解が足り
なかった。

研修・話し
合いの機
会を持ち、
職員間で
共通理解
し安全保
育を徹底
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

濡れた芝
生を走って
おり、遊び
方について
の安全性
を深く考え
る必要が
あった。

濡れた芝
生を走る
際は、事
前に芝生
の状態や
地面にへこ
み等がない
か十分に
確認する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

水量、水質
確認等の準
備途中で子
どもたちを
プールサイド
に集合させ、
入水までの
待ち時間が
あった。
その為、芝
生の上で水
遊びを行う
事になり、子
どもたちの気
持ちが高揚
した状態で
走らせてし
まった。

プール遊びを
する際は事
前に準備
し、子どもた
ちを待たせな
いよう確認し
てからプール
サイドに集ま
る。
また、子ども
の気持ちが
高揚した状
態で走らせ
る事の危険
性や、子ども
の動きを予
測して保育
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
保育士や
友だちと一
緒に芝生
の上を走っ
ていた。ま
た、園庭中
央部で水
を撒く職員
に注目しな
がら走る瞬
間もあっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
担当職員
2名。1名
は、園庭
中央部で
水を撒き、
1名は対象
児から少し
離れたとこ
ろで、一緒
に走ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
2歳児担
当職員2
名。園舎
側の園庭
で、水遊び
をしてい
た。９名の
園児とたら
いに水を入
れペットボト
ルシャワー
等を使い
水遊びをし
ながらクラス
の子どもた
ちを見守っ
ていた。

前方以外
に注目して
走る瞬間
があり、バラ
ンスを崩し
やすかっ
た。子ども
の動きや事
故に対する
予測が足り
なかった。

子どもの遊
び方や動き
を把握し、
事故を予測
し未然に防
ぐ事が出来
るよう、職員
で共通理解
していく。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10666

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 53 0 7 8 14 13 11 0 13 8 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右尺骨鉤
状突起骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

園庭での
職員の立
ち位置や
声掛けの
再確認を
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎日

事故発生
時は、玩
具遊具等
は使用して
いない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし

園庭使用
時は、子ど
も一人一
人に目が
行き届くよ
うにする。
引き続き、
毎日の園
庭点検、
月1回に芝
刈り等、安
全な環境
作りに努め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
外遊びから
部屋に戻
ろうとして、
テラス方向
へ走り始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
対象児の
そばで一緒
に部屋に
戻ろうとし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
園庭の
各々の箇
所で他の
園児の保
育をしてい
た。

なし

園庭での職
員の立ち位
置や声掛け
の再確認を
する。

10667

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 77 6 4 21 21 25 11 10 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上前歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

それぞれの
担任が自
分のクラス
の子どもの
みを見てい
た。

職員配置
人数には
問題はな
いが、連携
がとれてお
らず偏った
見守りと
なった。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

物理的環
境に問題
はない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

飛び上がり
損ねて鉄
棒に口を
打ち付ける

個々の特
性を把握
し、個別に
対応し安
全に遊べる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
鉄棒で前
まわりをしよ
うと飛び上
がったが、
鉄棒との距
離が近すぎ
たため口を
打ち付けて
しまった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
雲梯をして
いた他児の
介助をして
おり、本児
の動きを見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
年齢ごとで
遊ぶ範囲
を決め、そ
の範囲での
自分のクラ
スの子ども
の見守りを
していた。

いつもは上
手にしてい
るので危機
感はなかっ
た。

他クラスの職
員とも連携
をとり、自分
のクラスだけ
でなく全体を
把握しなが
ら子ども達の
安全を見
守っていく。

10668

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 19 1 1 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右拇指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

レゴブロックを
手に持ち机の
上の箱に片付
けようとしてい
たことで、足元
がよく見えてい
なかった。本児
の不注意によ
るもの。環境
面においては、
間隔を開けて
机を配置して
いた為、特に
不備は見られ
なかった。

日頃から周
りをよく見て
歩くよう知
らせる。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 50 ・特になし ・特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
活発で部
屋の中を
小走りする
時も見られ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
歩いてブ
ロックを箱
の中に返し
に行くだけ
だった為、
特に声掛
けなどはし
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

時間外保
育中のため
当番1名の
み

特になし 特になし

10669

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 7 1 1 18.６

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左小指基
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

牛乳パックの
箱を用途とは
違う使い方を
して遊んだこ
と。また、保育
士が危険を予
測できずそのま
ま遊ばせてし
まったこと。

遊びに使わ
ないものは
子どもの手
の届くところ
に置かな
い。
危険を予
測しながら
遊びを見
守る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 50 ・特になし ・特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

たくさん体
を動かして
遊び、疲れ
て床に寝
転がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

保育室の
遊びのコー
ナーを回り
ながら、保
育室全体
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

時間外保
育中のため
当番1名の
み

特になし 特になし

10670

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 2 1 1 1 1

25.学
童(認
可外)

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む)
歯の一部
が欠損

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

鉄棒前に
怪我をしな
いよう声掛
けをしてい
なかった。

怪我が考
えられる遊
びの前に
は、危険な
場面を想
定し注意
喚起をす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ケガが予測
される遊具
使用の場
合は、遊ぶ
前の注意
喚起と、下
にマットなど
落下しても
軽減できる
よう工夫す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

怪我をした
児童は４
年生だった
が、２歳の
お子様との
やりとりに集
中し、児童
への鉄棒
使用時の
注意喚起
を怠ったこと
が要因とし
て考えられ
る。

異年齢の
お預かり時
はどうしても
小さいお子
様に意識
が集中しが
ちになるの
で、鉄棒な
どの大きな
怪我につな
がる遊具は
異年齢保
育の時間
だけ片づけ
ておく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 同年齢の
児童（保
育者のこど
も）がたま
たま一緒に
おり、一緒
に楽しんで
いたため。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 至近距離
で鉄棒で遊
んでいる姿
は観察して
いたが、異
年齢保育で
２歳児との
やりとりに集
中し、落下
する瞬間は
みていなかっ
た。落下した
時の状況
は、本人と、
本人と一緒
に遊んでいた
児童に確認
を取り、照
合した。

他職員
なし

異年齢保
育時に、全
員を常に
見守れる
体制では
ないのに大
きな怪我に
つながる遊
具を使用し
ていたこと。

全員で楽し
める遊びを
提供できる
よう準備した
り、それぞれ
別の遊びを
する場合は
怪我につな
がる遊具は
控え、全員
を見守れる
体制をとれ
るよう心掛
ける。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10671

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 27 10 6 11 3 3 15.３

歳
1.男
児

本児には突
発的な行動
が見られ、集
団での活動が
難しい。他に
も配慮が必要
な園児が数
名いる為、本
児を含む数名
に加配人員と
して必ず一人
保育士が付
いている状
況。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

職員全員
に周知徹
底し、事故
防止に努
める

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

引き続き
安全点検
を実施

1.集団
活動中・
見守りあ
り

突発的な
事が起きて
も冷静に
判断し、危
険を回避
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
運動能力
は高いの
で、よく一
番上まで
登っていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
一人はケガ
の処置、一
人は園児
を集めてい
た、一人は
全体を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
遠くから全
体を見守っ
ていた

事故直前
のトラブル
（噛みつ
き）によ
り、処置を
行う為人
員が欠如
していた

職員の声掛
け連携によ
り、遊具の
傍に付ける
ようにする

10672

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 20 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左母趾基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

・今回の事
故について
全職員で
共有した。
発生後の
対応等に
ついて確認
した。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

・今回は
ハード面が
要因では
ないが、安
全点検の
定期的な
実施を行う
ことを確認
した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内を本
児が走った

・室内での
過ごし方に
ついて園児
と確認す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

室内を走っ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

走った直後に
他児とぶつか
り、左足親指
を痛がる。担
任と看護師で
患部を確認
し、冷やす。負
傷、変容は見
られなかった。
その後の変容
もなく、保護者
にも伝え、確
認してもらっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保育室内
の他児の
見守りを
行っており、
発生に気
付かなかっ
た。

・室内での
過ごし方に
ついて園児
と確認する。

10673

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 109 9 14 14 23 24 25 17 17 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨
折、脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

今回の事故に
ついて全職員
で共有した。
子どもが上に
上がっていなく
ても、その場を
離れている時
に上がる可能
性があるので、
必ず他の職員
に声をかけ、代
わりの職員が
ついてから離れ
るようにするこ
とを確認した。
他の遊具につ
いても注意す
べき点、気づき
等を全職員で
出し合い、それ
を整理しまとめ
たものを職員
間で共有す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具の下
に敷いてい
たマットの
上に土が
被さってい
た。マット自
体も古く、
硬くなって
いた。

マットの上
に土が被ら
ないように
常に気を
付ける。
マットが古く
硬くなって
いるので、
更新を検
討してい
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

太鼓橋の
下で本児
が遊んでい
たため、登
らないよう
声をかけ、
職員がその
場を離れ
た。

職員がいな
いときには、
太鼓橋等
には登らな
いことをこど
もと再度確
認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
太鼓橋の
下にいたが
上の方に
伝って上が
り、両手で
つかみぶら
下がった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　　太鼓橋
について見
守っていた
ところ、他
児から声が
かかった。
子どもが太
鼓橋の下
にいることを
確認し、登
らず下にい
るよう声を
かけてか
ら、その場
を離れて声
がかかった
他児のとこ
ろへ行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　それぞれ
別の遊具
で遊ぶ子ど
もを見守っ
ていたた
め、太鼓橋
の様子に
気が付かな
かった。

子どもは遊
具の上には
上がってお
らず下方に
いたため、
他児に呼
ばれ行く必
要があった
ので、その
場を離れて
しまった。

必ず他の職
員に声をか
け、代わりの
職員がつい
てから離れる
ようにする。

10674

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 35 10 25 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

　骨折
（左足
首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

お遊戯室
での室内
遊びの危
険予測を
怠らない。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 特になし

ハード面の
不備等に
係る事故
ではない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児の突
発的な行
動によるも
のではある
が、ボール
の追いかけ
方の指導
不足も考
えられる。

職員配置
は正常で、
全体を見
ることができ
ていたが、
今後は危
険予測を
より一層心
掛け、子ど
もの急な動
きにも対応
し声掛けを
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段通り、
意欲的に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
全体的に
指示を行
いながら見
守ってい
た。該当児
がボールを
取りにいき
他児とぶつ
かった様子
を目にし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
全体的に
指示を行
いながら見
守ってい
た。該当児
が足が痛い
と泣いたの
で、マットへ
移動して患
部を冷やし
た。

他児とぶつ
かった拍子
に足を捻っ
たので、ぶ
つかって泣
いていると
思い込んで
しまった。

室内で活動
を行う時に
は、人数の
調整、危険
な走り込み
などに十分
注意し、危
険予測を怠
らないように
する。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10675

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 49 2 7 5 14 13 8 0 32 25 17.５

歳
1.男
児 なし 8.その他 1.負

傷 2.骨折 5.下肢
(足・足指)

左脛骨骨
折　左足
部捻挫
左足部打
撲傷　右
肩関節打
撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

・事故予防
マニュアル
はないた
め、今後検
討していき
たい。

・事故後、
園内に設
置してある
監視カメラ
で事件検
証を行い、
事故につな
がった
　内容を話
し合い、改
善を行っ
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

・施設に防
寒対策の
為、設置し
ていたビ
ニールがあ
り、通りにく
い状態だっ
た。

・防寒用の
ビニール設
置場を、通
過しやすい
ように幅を
広げた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・移動する
際に、同じ
タイミングで
移動させた
事で、一度
に走ってし
まう環境
だった。

・集団で一
度に移動さ
せず、少人
数づつ移
動を促すよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

・TVを見た
い衝動か
ら、靴を移
動させる時
に、急いで
走って移動
してまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

・近くに当
番職員と、
クラス職員
引継ぎ中
であり。近く
で見守りし
ており、声
かけはした
が、行動の
抑制にはつ
ながらな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

・他の当番
職員は、
他クラスに
入っており、
対象児の
動きを見れ
なかった。

・引継ぎ中
でもあり、
職員数は
多い。しか
し、移動、
引継ぎ中と
いう事もあ
り、しっかり
と子供達を
見守れてい
なかった可
能性あり。

・クラス移動
に担当職員
付き添う事
はこれまで
通り行う。ク
ラスに子供
達を移動さ
せた後、引
継ぎを行う
ようにした。

10676

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 88 5 11 20 18 15 19 15 14 17.５

歳
2.女
児

6.水遊び・
プール活動
中

1.負
傷 3.火傷

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕火傷 8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保育士が
他の職員
に協力を
告げずに現
場を離れて
しまった。

保育士が
子どもの行
動を把握
し、対応で
きるように
必ず複数
２名以上
で見る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

救急処置
の判断不
足で症状
を悪化させ
てしまった。

緊急事
態、救急
処理対応
についての
正確な判
断認識を
改める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

温度調
節、蛇口の
確認、水
遊びでの約
束ができて
いなかっ
た。

温度調節
点検は低
温設定、
蛇口の交
換等対処
し安全策を
行う。
子どもたち
と安全な水
遊びでの約
束を視覚
でも表示し
再確認す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
水遊びを
楽しんでい
るとき

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の職員
に呼ばれ
て、１．２
分現場から
離れた場
所にいた
。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他のクラス
の子どもと
近くの場所
にいた。

現場での
職員配置
不足、安
全確認不
足

必ず職員２
名以上で安
全面を重視
し、現場を
離れる際は
他の保育士
に協力をお
願いする。

10677

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 17 10 7 0 6 4 13.１

歳
1.男
児

一人で歩行
できるが不安
定さがある。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前頭部切
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

４当初で、
職員体制
も変わり、
子どもも保
育室が変
わったこと
で、動きを
把握するこ
とができな
かった可能
性がある。

子どもが慣
れていない
状況では、
子どもの動
線を少なく
する(簡単
にする）な
どの保育内
容の見直
しと保育環
境(玩具
類）は、
使っていな
い物は片づ
けるなどの
対応をす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

床用のマッ
トを敷く場
所を考える
(歩行が安
定しない時
期は、少し
の段差で
怪我につな
がることを
理解し、危
険個所の
ビックアップ
を行う。

危険個所
を記載した
園内危険
マップを作
成し、危険
個所の把
握を職員
全体で認
知する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

室内活動
の時、出し
ていた玩具
の片づけが
きちんとで
きていな
かった。
マットを窓
側に敷いて
いた。

子どもが転
んでも頭を
打たないこ
とを考え
て、敷く場
所を決め
る。
子どもの歩
行の状態
を職員間
で把握す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
４で担任
や担当保
育者が変
わったことも
あり、慣れ
親しんだ職
員の後を
追ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
子どもの姿
を捉えては
いたが、他
児を見てい
たため、離
れる事がで
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭から室
内に入った
時、子ども
への視線が
オムツの濡
れている子
どもや着替
えの必要な
子どもなど
に行きがち
になるの
で、その
時々で担
当を決める
などの対応
をする。

新年度初
めての土曜
日で、子ど
もの動きや
職員間の
連携が十
分できてい
ないときに
園庭活動
を入れたの
で、子ども
の一人ひと
りの動きの
把握ができ
なかった。

子どもの状
態や職員間
の連携を確
認し、状況
によって動く
者や担任の
動きなどにつ
いて打ち合
わせなどがで
きる時間を
作り、職員
間の連携を
深める。

10678

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 53 12 25 16 4 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
脛骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

夕方の戸
外活動時
に事故が
多発する。
定期的に
見守り強
化の声掛
けを行って
いたが、事
故以前は
声掛けをし
ていなかっ
た。

日々の戸
外活動の
危険予測
を怠らな
い。気を引
き締めるよ
う声を掛け
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

施設・設備
上は問題
ないと考え
られるが、
鉄棒下の
マットが弾
力性がない
ものだった。

鉄棒下マッ
トの仕様
変更。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園児の突
発的な行
動によるも
のではある
が、危険な
遊び方の
指導不足
が考えられ
る。

職員配置
は正常で、
全体を見
まわしてい
たが、今後
は危険予
測をより一
層心掛け、
気づいたら
すぐに声掛
けを行うよ
う徹底す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
普段通り、
意欲的に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
落下の瞬
間は目撃
している
が、助走を
つけている
段階で気
付くことがで
きなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
全体を見
守りつつ、
トラブル回
避に努めて
いた。

年中の年
度最終で、
鉄棒への
意欲が増
しており鉄
棒での活
動が増えて
いた。
助走をつけ
る行動は
以前から
あったが注
意できてい
なかった。

夕方の戸外
活動時の職
員配置を通
常より多くで
きないか、考
える。
不可能な場
合は、戸外
活動の時間
を調整す
る。危険な
遊び方への
注意喚起を
定期的に行
う。

10679

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 2 2 2 16.４

歳
2.女
児

第2報：骨
折は治った
が、爪がはが
れた為再度
●/●受診。
来週も受診
するよう医師
から言われ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

今一度、
職員間で
周知し、危
険個所を
把握する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

壊れている
等はなかっ
たが、重い
玩具などは
保育士が
持って行く
よう今一度
気を付けて
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

全体把握
に努め、保
育士を一
緒に持って
行くなど対
応を考えて
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
1人でプレ
イルームま
で玩具を
運んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
お迎えの子
の対応をし
ていた為玩
具を落とし
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他児の対
応をしてい
た為見てい
なかった。

他児の対応
をしながらも
全体把握が
できるように
していく。
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10680

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 18 3 3 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足第一
中足骨季
部骨折　・
右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保育士が
子どもの様
子をしっか
りと把握す
るように再
度、確認
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 25

飛び降りた
りする高さ
に注意し着
地する場
所はマット
がずれたり
していない
か気を付け
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの
色々な行
動を予測
し、子ども
の様子に
一層の注
意をする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつも通り
で好きな遊
具であそん
でいた。こ
の時は５
才児の兄
のあとをつ
いていって
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
他の子ども
達の方の
様子をみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
担当クラス
の子どもを
中心に見
ていた。

子どものいろ
んな行動を
予測して保
育士が子ど
もの姿をしっ
かりと把握し
ながら
運動機能が
発達するあ
そびを多く取
り入れるよう
にする。

10681

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 15 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
根破折・歯
の亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

2.なし
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

今後も、園
内研修等
を開き、改
善点があれ
ばその都度
マニュアルを
見直してい
くようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

日頃から危
険な箇所
がないかを
点検時以
外にも意
識をして確
認し、危険
個所が見
つかった場
合には、報
告・改善す
るようにして
いる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

生活や遊
びのﾏﾅｰを
身につけ、
危険な行
動をしない
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつも通り
の様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
対象児から
離れたとこ
ろで対象
児をみてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の遊びを見
守ってい
た。

前を向いて
人にぶつから
ないよう行
動する事を
伝える。

10682

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 14 3 11 3 3 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右下腿部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

なし

玩具が床
に落ちてい
た場合は
保育士が
その都度
整理、片
付けをする

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 　毎日 なし

玩具が床
に落ちてい
た場合は
保育士が
その都度
整理、片
付けをする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし
安全性の
高い玩具
を選定する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
に遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員３名
でお迎え時
の保護者
対応、園
児の保育
を実施。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

職員３名
でお迎え時
の保護者
対応、園
児の保育
を実施。

なし

合同保育
中はできる
だけ少人数
単位で保育
する

10683

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
遠位骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

特になし

子どもの動
きを注意し
て見てい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

各保育室
で適宜行う 特になし

遊具の遊
び方を子ど
もに丁寧に
話していく。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

年長児で
あり、動き
も活発な
面があるの
で走りなが
らの出来事
であった。

危険性を
常に感じな
がら、活動
を見守る
必要性と
危険回避
のために園
児の動き
等、とっさに
判断できる
ようにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

遊具に立
ち上がる等
の動きは普
段見せな
いため、こ
の日は鬼
ごっこに夢
中になって
おり、早く
鬼から逃げ
るために活
発になって
いたと考え
られる。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

園庭では園児
が好きな遊び
をしていたた
め、園庭全体
を見渡しながら
見守っていた
中で起きた。
対象児が遊具
より転落した
際も予想しな
い動きを見せ
たため、声かけ
による制御が
できなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

各クラスの
保育中で
あった。

滑り台から
立ち上がり
降りる他児
の姿を見た
ことがあった
のかもしれ
ない。

園庭の遊具
についての
危険な行
動、遊具の
使用の仕方
を園児に話
し伝える必
要がある。

10684

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 21 1 1 16.４

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

5

1.基
準以
上配
置

保護者に
本日の様
子を報告し
ている時で
あり、園児
への注意が
十分できな
かった

より具体性
のある研修
会を目指し
て事故の
現場での
研修会を
実施する

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具などの
点検が役
目すましに
ならないよ
う、職員の
意識を高
めていきた
い

7.その他

保護者との
話に夢中
になり、子
どもへの見
守りに集中
力を欠いた

担任が見
守る位置
を再検討
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
　特に　変
化は見られ
なかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
担任は園
児の近くに
いたが保護
者と会話
中だった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の保育
士は見てい
なかった

降園時はほっと
して気が緩みが
ちなので、保護
者へお渡しする
まで油断しない
こと。また、保護
者とお話しする
際も見守りの位
置に気をつける
ことを共通理解

10685

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 9 2 3 2 2 4 3 17.５

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘関節
打撲傷、
右手関節
打撲傷、
右上腕骨
顆上骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

安全マニュ
アルの整備
に努め、職
員配置は
適正であっ
たと考え
る。

職員会議
などを活用
し、情報共
有をおこな
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ハード面の
不備等に
係る事故
ではない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

少人数で
はあった
が、目の行
き届いてい
ないところ
があったの
ではないか
と考える。

保育者同
士が連携
をとり、子ど
もたちに目
を配るよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
リュックをか
らおうとした
した時に、
腕を捻る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象園児
の帰宅の
身支度

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

在留園児
の対応

本件の様な
事故で怪我
をすることを
子ども達、
職員に伝
え、事故防
止に努める
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10686

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 29 2 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中指中
節骨骨
折、左環
指打撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

職員会議
等を活用
し、情報の
共有及び
活動前の
準備運動
などの徹底

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ハード面の
不備等に
係る事故
ではない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動活動
を行う上で
怪我は想
定できる事
を職員が
認知し、準
備運動など
を行い、事
故防止に
つなげる。

不明

　
職員退職
のため、不
明

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　

職員退職
のため、不
明

不明

　
職員退職
のため、不
明

柔軟体操を
行ったあと
の、怪我や
痛みがない
か、確認を
するべきで
あった。

10687

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 30 1 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

職員会議
等を活用
し、情報の
共有及び
活動前の
準備運動
などの徹底

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ハード面の
不備等に
係る事故
ではない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

運動活動
を行う上で
怪我は想
定できる事
を職員が
認知し、準
備運動など
を行い、事
故防止に
つなげる。

不明
職員退職
のため、不
明

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員退職
のため、不
明

不明
職員退職
のため、不
明

・怪我(転倒や
捻挫、突き指)
など、様々な怪
我が生じることを
把握し、危険な
遊びにならない
よう都度声かけ
ていく。
・今後も中あて
ドッヂボールを行
う際に、様々な
怪我をする恐れ
もあることを子ど
もたちに伝えつ
つ、危険のない
よう楽しく遊べる
よう配慮する。

10688

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 0 3 2 15.３

歳
2.女
児

歩行開始年
齢が遅く、歩
く・走るなどの
運動面が気に
なっていたが、
●初めに運動
会を経験した
ことで友だちと
一緒に体を動
かすことに関
心を持ち一緒
にやってみよう
とする姿が見
られていた。
健診などで
は、身体発達
についての特
記事項はな
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.なし
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

天窓のコシ
の高さを利
用して、４
名の女児
が手をつな
いで登った
り飛び降り
たりしてい
た。

高さのある
場所を使っ
ての遊び方
と子どもの
人数、状
況による危
険意識を
もつ。手を
つないだ状
態で動作
を行うこと
で、起こりう
る事故等
についての
園内研修
を行い、危
険意識を
職員間で
共有する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施  12～48

子どもの遊
びに合わせ
た援助や
補助などを
行いなが
ら、状況に
よっては止
めるなど必
要な対応
不足。

遊ぶ場所
（屋内・戸
外）に応じ
た援助や
補助などの
配慮事項
をその場の
職員と共
有する。ま
た、状況に
よっては職
員間で危
険に対する
声を掛け
合い怪我
につながる
遊び方を
把握すると
ともに意識
して見守
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

屋上園庭
は、雨水な
どの水はけ
を確保する
ため、普段
の遊びの中
では分から
ない程度の
傾斜があ
る。その傾
斜に身体
機能が発
達していな
い状況で
対応できな
かったことも
要因として
考えられ
る。

遊びの状
況を把握
し、手をか
すなどの援
助をすると
共に、状況
によっては
止めること
も必要。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動遊び
等を苦手
にしていた
が、運動会
を経験して
体を動かす
ことを喜ぶ
ようになって
いた。友だ
ちと一緒に
同じ遊びを
強雨有す
ることで満
足感を味
わえるよう
になてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
子どもの遊
びを近くで
見守りなが
ら一緒に遊
んでいた
が、コシの
部分から飛
び降りるこ
とで起こりう
る事故に
対する予
測ができて
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

12名の園
児が屋上
で遊んでお
り、子どもの
遊びをそれ
ぞれの場所
で見守って
いた。
他の保育
者2名も対
象児の遊
びの様子に
は気づいて
いたが、近
くの保育者
の見守りに
任せてい
た。

屋上園庭で
の遊びにつ
いて、配慮
事項等を職
員間で共有
できていな
かった。運動
会を経験し
た子どもたち
が、体を動
かすことに興
味や関心を
持ち進んで
挑戦してみ
ようとする意
識が高まって
いることを意
識した上で
の危険認知
度が低かっ
た。

園内の子ど
もの遊びを
想定した保
育者の配慮
事項や援
助、支援を
見直し、計
画などに記
載し、職員
間で共有す
る。
園内環境を
見直し、職
員間でどの
ような危険
が潜んでい
るのかを具
体的に洗い
出す。

10689

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 43 8 11 12 3 7 2 0 0 2 2 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

子どもたち
のそれぞれ
の活動、
動きを把
握する必
要があった

職員会議
の議題で
取り上げヒ
ヤリハットを
活用しなが
ら危険個
所の情報
共有を行う
(滑りやす
い箇所等)

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48

滑りやすい
床に加え
新しい玩
具だった

玩具の状
態や滑りや
すい床材と
いうことを
踏まえ、遊
ぶ範囲を
狭めたり滑
り止めに
マットを用
いることとす
る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

数名の子ど
もが部屋を
走り回って
いた。床に
ブロックが
広範囲に
広がってい
た

走らないこ
とを口頭で
伝えると共
に、突発的
な動きがあ
ることも予
測し、全体
に目を向け
るべきで
あった

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は
座って遊ん
でいたが、
他児が走り
出したこと
につられて
急に走り出
す

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

部屋では
走らない、
ブロックの
時は座って
遊ぶという
ことを常に
声掛けして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体の様
子の確認、
走る子たち
の対処が
不十分だっ
た

園児が急
に走り出す
ことも考え
られたが、
玩具が広
範囲に広
がったまま
でブロックを
踏んで転
倒してし
まった

園児のどの
ような行動
が怪我に繋
がるか遊び
方について
情報を共有
する
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以
上
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10690

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

午後の自
由遊びで、
多少の疲
労感や気
の緩みがあ
ると予想さ
れるので、
怪我がない
よう声掛け
を行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施

転倒した際
に右足首
を打った家
形の固定
遊具は、
破損や突
起等も無
く、危険性
は低いと思
われるもの
の、今回怪
我が起きて
いるので、
更なる安
全性の向
上を図る。

安全性の
向上を図
る為、接触
した遊具に
クッション材
等の取り付
けを検討す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

転びにくい
ように園庭
をならす。
大きな遊
具の周りで
は走らない
ように声掛
けを行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
外遊びを
行ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

年長児計
２１名で
外遊びをし
ていた為、
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長児以
外は、午
睡中である
為、他の職
員は、午
睡のチェック
や他の業
務、職員の
休憩にそれ
ぞれがあ
たっていた
為、１人で
保育をして
いた。定数
上も問題
はない。

遊ぶ前に、
園児へ人や
物にぶつから
ないように気
を付けて
遊ぶようにと
声掛け等の
注意喚起を
行う。

10691

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 0 0 0 0 0 0 0 1 1 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右母指中
手骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

特に問題
はない。

ケガした際
の状況に
よって、看
護師の意
見を訊くこ
とを

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特に問題

はない。

点検は万
全だったの
で問題は
ない。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

雨上がりで
園庭が平ら
ではなかっ
た

転びにくい
ように園庭
をならす
靴のサイズ
が合ってい
るか確認を
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

特に問題
はない。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

リレーをして
いたので、
外周のとこ
ろから応援
したり、ルー
ルを守るよ
う声掛けを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任してい
るクラスの
園児の保
育をしてい
た。

バトン替わ
りのスコップ
の材質が
堅いので、
骨折につな
がった。

転倒すること
も考えて、
材質の柔ら
かいものにす
る。

10692

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 14 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュアルを
職員一人
一人が徹
底周知す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

当時の園
庭の状況と
しては、凹
凸もなく問
題はなかっ
た。引き続
き、安全点
検を実施し
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

内野の人
数が一気
に増え、
コート内が
少し密集し
ていた。
事故発生
時のコート
の広さ：縦
９ｍ、横
５ｍ１０
㎝　（これ
で敵と味方
の２面
分）

ドッヂボール
を実施るる
際は、対
象年齢に
応じてコー
トの広さを
十分にと
り、園児ぶ
つかりにく
く、園児が
密集しにく
い環境をつ
くるようにし
ていきた
い。なお、
広さについ
ては、年齢
等に応じ
て、検証し
ていく必要
がある。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児は、体調
も良くドッヂ
ボールに参
加。内野にい
た本児やその
他の園児（内
野人数6人）
全員がボール
をよけるため、
後ろ向きに下
がりながら、行
動した。その際
に本児の後方
にいた園児が
倒れ、その園
児につまづき、
本児も勢いよく
倒れ、さらに本
児の前方にい
た園児も本児
に倒れこんだ。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

担任は同
じチームの
外野にお
り、少し距
離があっ
た。事故の
瞬間も見
てはいた
が、一瞬の
出来事で
助けに行く
時間はな
かった。倒
れてすぐに
駆け付け
応急処置
をするた
め、本児を
職員室に
連れて行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

次の活動
の準備のた
め、室内に
いた。

ドッヂボール
の内野は、
後ろ向きに
下がりながら
逃げる傾向
にあるため、
職員は、外
から園児に
対して声か
けをするなど
の対応をし
ていきなが
ら、事故を
予防してい
きたい。

10693

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 31 9 # # 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外側靭帯
断裂　裂
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

ヒヤリハット
報告の他、
事故・傷病
等の様々
なケースが
あることを
学ぶ機会
を設ける。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊びの中で
子どもが
掘ってでき
た小さな穴
であったが、
ケガや事故
につながる
可能性が
あることを
予見すべき
であった。

穴や石など
園庭で考
えられる危
険や要因
を認識し、
全職員で
共有する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭におけ
る危機管
理を徹底
し、保育者
のチェック体
制を強化
する。

園庭に出
る際に危
険個所が
ないかチェッ
クする。片
付けの際に
も点検す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭で友
だち数名と
鬼ごっこを
して遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

鬼ごっこを
しているの
は把握して
いたが、継
続して対象
児を見守
ることはでき
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

見守ってい
るが転んだ
瞬間は誰
も見ていな
かった。

子どもを見守る
時には、様々な
ことを想定をして
危険がないか見
極める必要があ
る。今回の件に
ついて他の職員
とも周知徹底を
行い、同じことを
繰り返すことの
ないようにする。

10694

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 38 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

右母趾打
撲、右足
関節捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3～4

1.基
準以
上配
置

職員はいつ
ものように
きちんとか
けっこの見
守りをして
いた。

職員の配
置・対応
等、問題
はなかっ
た。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 3～4

床にはジョ
イントマット
を敷いてい
た。

毎の点検に加
え、使用時に
は職員が危険
なところがない
か確認をして
いるが、再度
ジョイントマット
が外れかけたり
していないか確
認してから、活
動する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

いつもと同
じようにか
けっこをして
いた。

環境面で
の問題点
はなかっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
元気に過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

体育館内
で全体を
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

体育館内
で全体を
見守ってい
た。

いつもやっ
ていることで
も、慣れや
油断が怪
我につなが
ることがあ
る。

ふざけたり、
気が緩んで
怪我につな
がりそうな子
には、
声掛けをす
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10695

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 1 1 1 18.６

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

当該事故
に関する要
因との関連
性がないと
思われる

改善点は
別の項目
にあるため

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

当該事故
に関する要
因との関連
性がないと
思われる

改善点は
別の項目
にあるため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当該事故
に関する要
因との関連
性がないと
思われる

改善点は
別の項目
にあるため

1.いつも
どおりの
様子で
あった

３・４人の
グループ
で、倒立歩
行の練習
中。試技が
終わり自分
のグループ
の列に戻る
際、つまず
いて足首を
ひねった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

転んだ瞬
間は見てい
なかった。
過去にも
痛めたこと
がある箇所
で、痛みを
訴える程で
はなかった
せいか、気
づいてあげ
られなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
はいなかっ
た

当該事故
に関する要
因との関連
性がないと
思われる

改善点は
別の項目に
あるため

10696

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 14 2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

子供達もメ
リハリがな
く、ざわざわ
した状態の
ままホール
を走ってし
まっていた。

走る前にメリ
ハリが持てる
ような声掛
けを行った
り、体操前
に朝の会な
どを入れ子
供達が落ち
着いて次の
活動に迎え
るようにして
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ホールという
広い環境
の中だった
が、新学期
始まったば
かりなの
で、人数を
分けて走る
などの工夫
をしていな
かった。

走る人数
を半分に
分けるなど
し、さらに
目が行き
届くように
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

カラーコーン
を2つしか
設置してお
らず、方向
転換をする
際に子供
同士がぶつ
かりやすく
なってい
た。

コーンを配
置する数や
場所を増
やし、怪我
を未然に
防ぐ環境を
作る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
に元気に
登園し体
操を楽しん
でいたが、
わざと転ぶ
ことを楽し
む事もあっ
た子で、
当日もそう
いう様子が
見られた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体に対し
ての声掛け
をしててた
ため、本児
が転んだ際
に手が届く
場所では
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

死角を作ら
ないよう全
体が見渡
せる場所に
いたが、他
の園児に
対しての声
掛けを行っ
ていた。

わざと転ぶこ
とを楽しむ子
もおり、それ
を把握して
いたのなら
ば、それが怪
我につながる
ということを
事前に子供
達に話し、
意識づけし
ておくべき
だった。

どのような走
り方で走る
のか毎日の
体操の始ま
りに伝えるこ
とで
意識づけし
ていく。

10697

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 32 14 9 9 3 1 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部

真皮に達
する顔面
挫創・術後
感染症・術
後創傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6

1.基
準以
上配
置

特にさわい
でるわけで
もなく、それ
ぞれに遊ん
でいた。本
児がピアノ
と壁の隅の
方に行き、
前をよく見
ず額をぶつ
ける

改めて、子
どもの動き
を先読み
し、予測し
て行動する
よう職員に
再度周知
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

壊れている
等の要因
がなかった
ので、
改善策は
特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

土曜日のク
ラスを合同
しての保育
であり、食
事が終わっ
た子どもか
ら自由遊
びをさせて
いた。改善
点は、本を
読むなど
座って他の
子が食べ
終わるまで
待たせるよ
うに工夫す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

自由遊び
をしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
守りながら
対象児を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体を見
守りながら
対象児を
見ていた

子どもの行
動を予測し
て保育士が
子どもの姿を
しっかりと把
握する。

10698

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左脛骨骨
幹部骨
折、左手
指挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

自身の転
倒による怪
我につき、
事故要因
はないと考
えます。

日頃よりケ
ガについて
の話を子ど
もたちと話
し合ってい
たが、再度
話をして気
を付けるよ
うにする。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

壊れている
要因はな
いため、改
善策は特
にありませ
ん。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

日頃よりケ
ガについて
の話を子ど
もたちと話
し合ってい
たが、再度
話をして気
を付けるよ
うにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

活発で活
動的であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
守りながら
対象児を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

全体を見
守りながら
対象児を
見ていた

いつもより興
奮している、
様子が違う
子などいた
場合は声を
かける
・周りの職員
と共有する
などして注
意して見守
るようにす
る。

10699

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 11 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口腔内受
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

子どもによ
る雑巾の
絞りがゆる
く、床が濡
れてしまっ
た。

職員にて、
こどもが絞っ
た後の雑
巾の状態
を確認を
行い、
雑巾がけを
行い、活動
前に必ず
職員が床
の状態を
確認を行
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

全体の子ど
もの様子を
常に把握し
ておくこと

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園し、自
分の持ち
物の整理
をして、マッ
サージ、雑
巾がけを済
ませ、縄跳
びを始め
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園児を見
守ったり、
雑巾がけを
一緒にした
りしていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

ロールマット
で他のこど
もの体をほ
ぐしていた。

全体の子ど
もの様子を
見て、
危ないと感
じた時は声
をかける。
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10700

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 20 2 2 3 2 2 5 4 5 5 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右前腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

マニュアル
はあるもの
の、研修に
おいては不
定期実施
のため、定
着に至って
いない面が
あるので、
定期的実
施を心がけ
ていく必要
がある。

1.定期的
に実施 52 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52

ブランコ周
辺に囲い
（移動
式）を設
け、出入口
を明確にす
るとともに、
ブランコを
使用する
際のルール
を再度見
直し、園児
に定着する
よう伝えて
いくこととし
た。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士が
確実に見
守り、安全
な場が提
供できるよ
うに、ブラン
コ使用の開
閉表示を
作り、園児
にもわかり
やすいよう
に提示する
こととした。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
戸外へ移
動中のた
め、室内に
残っている
園児を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
戸外へ移
動中のた
め、戸外に
いる園児を
見守ってい
た。

　室内から
戸外への
移動中に
起こった事
案であるた
め、動きの
速い子、遅
い子に差が
生じてしま
う。今一
度、どのよう
な管理体
制をとるか
職員間で
話し合うこ
とが必要で
ある。

保育士の配
置位置を工
夫し、職員
間で声掛け
をしながら連
携を取って
いく。

10701

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 16 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘軟骨
部分の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

鉄棒にぶら
下がる時は
園児のそば
で見守る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12   

「鉄棒にぶ
ら下がる時
は園児のそ
ばで見守
る,そばを離
れない」事
を徹底す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他の子ども
への声掛け
のため担任
がその場を
離れた

高い所にぶ
ら下がって
あそんでい
る時は、離
れない

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
活発に動
き回って遊
ぶ

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
砂場にいて
他児の片
付けを手
伝ったり、
声掛けをし
ながら見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
砂場にいて
他児と遊ん
でいた

他児への
声掛けのた
め、その場
を離れた

高い所にぶ
ら下がってあ
そんでいる時
は、離れな
い

10702

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 18 2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 前額部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

職員を配
置していた
にもかかわ
らず、事故
現場には
保育教諭
が1名しか
いなかった

保育教諭
が部屋全
体を見渡
すことがで
きない場所
へ離れ、死
角ができる
ときは、必
ず声を掛け
合い、手が
必要なとき
は他の職
員にお願い
をする

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 毎日

環境面で
は毎週確
認をしてい
るが子ども
が走るよう
なスペース
があった
室内遊具
の下のマッ
トでよく躓
いていたの
に、職員が
いなかっ
た。

子どもに室
内では走ら
ないと声を
かけていた
が、何度も
声をかける
べきだった
走りこまな
い環境にす
べきだった。
保育教諭
は子どもか
ら目を離し
てはいけな
い。

7.その他

全体を見
渡せる位
置に職員
を配置して
いたが、他
園児に注
意をするた
めに全体が
見渡すこと
ができない
位置に移
動をした

遊戯室は
保育室と
違い椅子
に座ってす
るあそびだ
けではない
ため、職員
が１名で
子どもを見
るのではな
く、２名以
上で見るべ
きであった

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

他児に呼
ばれ、走っ
て遊具に
向かい、そ
のままの勢
いで階段を
登ろうとし
て怪我をし
た　事故当
時、遊戯
室内は走
る空間が
あったため、
子どもが走
りたくなるよ
うな環境で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児に玩
具の使い
方で注意
を行ってお
り、対象児
が見えない
位置にいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

もう一人の
担任は保
育室にてパ
ソコン業務
を行ってい
た

危険箇所
である大型
遊具に職
員がついて
いなかった

大型遊具の
登り口には
必ず職員を
配置する

10703

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 14 2 2 15.３

歳
1.男
児 転びやすい 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

いつもとは
違う職員
配置での
保育だっ
た。

日頃と違う
職員配置
になる時
は、いつも
以上に配
慮をしてい
くようにす
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 24 1.定期的
に実施 使用時

使用してい
る人工芝
は上靴を
履いている
子どもにとっ
ては、つま
づきやすい
ことも考え
られる。

子ども達の
行動を想
定しながら
の安全点
検を心がけ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内での
主活動
後、少しで
も外の空
気をとの思
いで時間を
設けた。

時間に余
裕を持って
の活動を
心がける。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
健康状態
良好。走る
様子も普
段との変化
は感じられ
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
該当園児
の近くを一
緒に走りな
がら、全体
を見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

一緒に走り
ながら、子
ども達が楽
しく走る様
子全体を
見守ってい
た。

子どもたち
がより楽し
めるよう、
職員も一
緒になって
楽しんでい
た。

楽しさの中
にも、落ち
着いた活動
ができるよう
心掛けてい
く。

10704

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 11 5 5 13.１

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足親指
甲骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

本児の体
重への配
慮不足

本児の体
重も起因し
ての今回の
事故で、あ
りそばに保
育士がつい
ていたもの
の防げてい
ない。改善
策としてマッ
トをより衝
撃が吸収
できるもの
にする他、
月齢に対し
て体重が
重めの子に
ついては、
より保育士
が介助して
サークル活
動を行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 敷設マット

の厚さ

マットをより
厚くクッショ
ン性のある
ものに変え
る（但し効
果のほどは
小さいと結
論できる）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児の体
重への配
慮不足

サーキット
遊びの際、
月齢（ほ
ふくする、
歩く等成長
段階の意
味を含
む）だけで
なく、活動
する乳幼
児の体重
にも配慮
し、重い子
の場合には
より保育士
が近くにつく
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつも通
り、サーキッ
ト遊びの一
環として低
段平均台
歩き遊びを
含めて、
サーキット
活動を楽し
んでいた。
これまでも
尻もちや前
倒れの転
倒はあった
がマットで
十分対応
できる状況
であり、怪
我につなが
る転倒は
無かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
各サーキットに
１人と俯瞰職
員1名を配置
しており、当該
転倒の際も
サーキット対応
職員は転倒に
すぐ気が付い
ており、不適
切であったは
言えない。普
段の転倒を全
て事前に止め
る事は、この月
齢の子の成長
において適切
な対応と言え
るかは検討の
余地があり、
少なくとも普通
に転倒しても
怪我をせず安
全に遊べる環
境に配慮して
ある状況で、
保育士が手を
先に出す行為
は難しいと言え
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれが
それぞれの
持ち場の
サーキット
活動の園
児を注視し
ていたた
め。

本児の体
重への配
慮不足

サーキット遊
びの際、月
齢（ほふく
する、歩く等
成長段階の
意味を含
む）だけで
なく、活動す
る乳幼児の
体重にも配
慮し、重い
子の場合に
はより保育
士が近くにつ
くようにす
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10705

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 20 1 1 17.５

歳
1.男
児

負傷した日に
手術を行う
（ボルト挿
入）

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　
2.基
準配
置

年長児
（２０
名）クラス
に対する人
員配置は
規定通り

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施 12 2.不定期

に実施  

今回使用
のブランコに
ついての不
具合なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

ブランコの
座る部分
を飛び越え
ることは危
険であると
いうことを
認識するこ
とが難し
かった

遊具の使
用について
再度指導
する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
ブランコ遊
びを終え、
他の遊びに
移ろうとし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

年長児クラ
スの子供
達にケガや
トラブルが
ないよう園
庭全体を
見渡せる
位置での
見守りを
行っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

見守りをし
ていた担当
職員以外
の職員は、
他の持ち
場を担当し
て保育をし
ていたた
め、その場
にいなかっ
た。

年長児
（２０
名）
クラスに対す
る人員配置
は規定通り

10706

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 18 4 14 1 1 18.６

歳
2.女
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

園庭遊び
に対しての
細かいマ
ニュアルが
不足してい
たと思う。

このような
時こそ職員
２名を配
置しなけれ
ばならな
い。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 36 2.不定期
に実施

雲梯の高さ
が高すぎた
１９３㎝
と雲梯遊び
を一方通
行にするべ
きだった。ゴ
ムマットは
敷いていた

雲梯の高さ
１９３㎝
を撤去し、
１５０㎝
の低い雲
梯に設置し
なおした

1.集団
活動中・
見守りあ
り

広い園庭
なので、遊
ぶ場所を
限定した
り、保育室
での活動に
変更する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
校区外の
５歳児６
名が残り、
いつもの通
りではない
うれしい気
持ちが、思
い切った雲
梯遊びに
なったかも
しれませ
ん。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

他の園児
に気を取ら
れていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

３時のおや
つを準備を
するために
保育室に
あがったば
かりであっ
た。

担任ではない保育
士が見守っていた。
当日は園の所在す
る校区内の小学校
で体験入学があっ
ており、担任、主任
が引率中で不在で
あった。園には４歳
児１１名と他校区
の年長児６名が残
り、１４時１０分
から園庭遊びを保
育士２名で見守っ
ていた。１４時３
５分保育士１名が
保育室に戻った直
後、事故発生。年
長組２名が両方向
から雲梯遊びを行
い、当該園児がバラ
ンスを崩し手を放し
た際に、着地時に
遊具の鉄骨部分
（ゴムマットを敷い
ていた）に膝をつき
転倒。

保育士の配
置は基準通
りではあった
が、
担任以外の
見守りは、プ
ラス１名の
配置にす
る。

10707

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 17 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首周
辺２ヶ所の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

必要職員
数より多く
配置してい
ても事故が
起こってし
まった。サ
ポートに出
ることのでき
る他のクラ
スの先生に
も声掛けし
てサポート
に出てもら
うようにする

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 12

園庭も広
いが届く範
囲、少人
数でスター
ト等、職員
や指導者
がしっかりサ
ポートでき
る範囲で
教えて頂く
ようにする

1.集団
活動中・
見守りあ
り

皆が同じ
内容では
無理をする
子供がいる
かもしれな
いので個々
の能力や
性格に応じ
た関わり、
取り組みを
それぞれの
ﾍﾟｰｽで進
める様にし
ていく

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　　運動が
好きなおこ
さんで、個
人でサッ
カーや体操
教室を習っ
ていることも
ありこの体
操教室は
楽しみにし
て参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

体操教室
の外部講
師が活動
内容を見
ていたが転
倒時に手
を出す等は
間に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
同時期に
他の子供
が泣いてい
たのでそち
らに気をと
られていた

配置できる
職員を増や
したいが、現
状どうにもで
きない部分
もある。
決して子供
だけにはなら
ないようには
努めてきてい
るが事故は
起こってし
まった

10708

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 19 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手第4
指剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特記する
事項なし

引き続きマ
ニュアル等
に基づき配
慮していく

1.定期的
に実施 1 2.不定期

に実施 1 1.定期的
に実施 1

ボールが接
触しての事
故なので、
今回はハー
ド面に原因
はなかった
のではない
かと考え
る。

引き続き、
安全点検
を定期的
に行い、活
動中も危
険な場所
が無いか、
安全に活
動できてい
るかを見守
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年長児クラ
スでの活動
中。年長
児になると
ボールを投
げるスピー
ドも早くなっ
ているた
め、受け止
める際の衝
撃も大き
かったと考
える。

子どもの動
きに気を付
け、ケガの
無いように
声掛けして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

同じクラス
の友だちと
ドッヂボール
を楽しんで
いた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象園児
と一緒に
ドッヂボール
に参加、審
判をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭で、他
の遊びをし
ていた園児
を見ていた

配置基準
は満たして
おり、通常
の活動中と
して環境面
において問
題があった
とは考えに
くい。

なし

10709

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 78 4 14 13 15 17 15 14 11 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

肘内骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

　数
2.基
準配
置

うんていで
の遊び方に
ついて、職
員で再度
周知する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 毎日

園庭開放
時に遊具
の点検を
し、危険箇
所の早期
発見に努
める。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園庭で遊
ぶ子が多い
時は、違う
遊びに誘う
など遊び方
を工夫す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

危険な遊
びはしてい
なかった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他の子の
対応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

うんていが
死角になる
ところで、
見守りをし
ていた。

他の職員が
子どもの対
応をしている
時は、
見守る場所
を移動す
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10710

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

9 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 21 4 4 15.３

歳
1.男
児

持病・アレル
ギー無し　発
育発達状況
良好

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 1.頭部 脳震とう

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

マニュアル
再確認・職
員配置

マニュアルを
保育室の
戸棚、事
務所靴箱
上のファイ
ルたてに設
置している
ことを再度
職員と確
認し、いつ
でもチェック
できるよう
にする。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 12

園内研修
やランチミー
ティングで
日頃の保
育の中で
起きたヒヤ
リハットを全
職員で共
有し、常日
頃から安
全、危機
管理につい
ての意識づ
けをしてい
く。

事故が起
きる前、起
きた後の適
切な対応
を職員で
共通理解
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児お気
に入りのブ
ランケットは
滑りやすく、
大きさが大
きかった。

午睡時の
み持ち出し
を許可し、
危険はな
いか見守り
ながら使用
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

お気に入り
のブランケッ
トをマントの
ようにして
歩き回って
いた。普段
から好んで
ブランケット
を持つこと
が多く、ブラ
ンケットを
持つことで
本児の気
持ちが落ち
着くことから
持たせてい
たが事故に
繋がってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
コーナーで
遊ぶ子を
見守りなが
ら交代ずつ
で食事をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
食事を見
守る職員。
着替えを
見守る職
員がいた。
自身の食
事を行う職
員がいた。

本児お気
に入りのブ
ランケットは
滑りやすく、
大きさが大
きかったの
で自由に
出し入れす
るのではな
く、午睡の
時間のみ
出す様、
職員同士
でも決まり
事を決める
べきであっ
た。

午睡時のみ
ブランケット
の持ち出し
を許可し、
安全に気を
付け見守っ
ている。

10711

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 14 2 2 16.４

歳
1.男
児

37.5度ある
場合には保
護者連絡。

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

熱性けいれ
ん、ＲＳウ
イルス
（+）

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1～２
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 1回/日・月 1.定期的

に実施

1回/日・1
回/月（業
者）

1.定期的
に実施 1回/日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

熱性けいれ
ん

保育士の
近くで着替
え、食事、
午睡等を
行う。外遊
び時間の
調整等、
健康観察
を細目に
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
保育活動
中はいつも
どおりの様
子だった。
その後、着
替えの最
中に座った
状態でおも
らしをしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
職員が声
を掛ける
が、保育士
と目線が合
わず、反応
がなかっ
た。その後
看護師、
主任呼び
出し、体
調・状況確
認。救急
搬送とな
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
他児への
着替え介
助を行う。
その後、他
児を別室
へ移動させ
る。

既往歴：
熱性けいれ
ん

日々の健康
観察をしっか
り行う。体温
37.5度あ
り、元気がな
ければお迎
え要請。元
気があれば
30分程様
子を見て再
度検温。
37.5度から
下がらない
場合は保護
者へ連絡。
保護者から
は今後の活
動制限は無
し。

10712

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 26 17 9 4 4 17.５

歳
1.男
児

令和●年●月●
日、園保育室に
て、けいれん発作
を起こす。A病院
に救急搬送後の
ことについて、母親
より以下の通り報
告がある。けいれ
ん発作の頻度が
高いので、●日に
脳波検査を行う。
●日検査結果報
告のため同病院を
受診。てんかん疑
いと診断された。
成長したら7割
は、おさまる可能
性があるが、3年
間与薬を続け、様
子を見て量の調
整、変更等検討
する。朝、夕服用
のため園での与薬
はない。

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

1.意識不
明

てんかん疑
いと診断

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

本児通院
及び与薬
が決まっ
た。保護者
と連絡を密
にとり、発
作の予兆
等の情報
を共有し、
発作に伴う
ケガ等を予
防する。

保護者と
連絡を密
にする。職
員全員で
本児の情
報及び対
応策を共
有し、発作
に伴うケガ
の防止に
努める。

1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日

転落防止
対策がとら
れた椅子の
使用を検
討。

転落防止
対策がとら
れた椅子に
変更。

7.その他

活動内容
によっては、
一対一の
対応を取
る。

発作の状
態が安定
するまでの
間は、水
遊び、食事
中、睡眠
中、園外
活動等で
重大事故
が起きやす
と推測され
るときは、さ
らに保育者
を配置し見
守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
午睡前ま
でいつもと
変わりなく
過ごしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
おやつ配膳
後、本児か
ら離れた場
所にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
コロナの影
響で2歳児
クラスと合
同保育を
行っており、
5歳児クラ
ス担当保
育士（支
援児加配
保育士）
以外の2歳
児クラス担
当保育士
3名は、2
歳児のテー
ブル近くに
いたため本
児の様子
を見ていな
かった。

コロナの影
響で職員
がいつもよ
り少なかっ
た。

保育者全
員で本児の
情報を共有
し、見守りを
強化する。
救急要請
児の手順や
本児の情報
は、緊急連
絡簿につづ
り、誰でも対
応ができるよ
うにする。

10713

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 8 1 2 5 2 2 13.１

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

経過観察
月に１度
の通院検
査

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

交通関係
に関する事
故予防研
修を行う

2.不定期
に実施 １～４ 2.不定期

に実施 １～４ 2.不定期
に実施 １～４

職員の視
界確保の
為にも散
歩カートに
付けられて
いるパラソ
ルを閉じて
おく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが少
人数であっ
ても職員の
人数を増
やす

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
園児は散
歩カートに
立った状態
で乗り移動
する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
信号を確
認、止まっ
ている車を
確認して散
歩カートを
押しなが
ら、横断歩
道を渡る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
ベビーカー
を押しなが
ら散歩カー
トの左斜め
後ろを歩く

職員人数を
増やし横断
するときに
は、必ず職
員が先に横
断歩道に出
て、散歩
カートを誘
導する
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10714

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 8 1 2 5 2 2 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

経過観察
（骨折）
月に１度
の通院検
査

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

交通関係
に関する事
故予防研
修を行う

2.不定期
に実施 １～４ 2.不定期

に実施 １～４ 2.不定期
に実施 １～４

職員の視
界確保の
為にも散
歩カートに
付けられて
いるパラソ
ルを閉じて
おく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが少
人数であっ
ても職員の
人数を増
やす

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
園児は散
歩カートに
立った状態
で乗り移動
する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
信号を確
認、止まっ
ている車を
確認して散
歩カートを
押しなが
ら、横断歩
道を渡る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
ベビーカー
を押しなが
ら散歩カー
トの左斜め
後ろを歩く

職員人数を
増やし横断
するときに
は、必ず職
員が先に横
断歩道に出
て、散歩
カートを誘
導する

10715

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 8 1 2 5 2 2 14.２

歳
1.男
児

アレルギー・・・
卵、小麦粉
喘息あり

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

経過観察
(肝損傷）
月に１度
の通院検
査

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

交通関係
に関する事
故予防研
修を行う

2.不定期
に実施 １～４ 2.不定期

に実施 １～４ 2.不定期
に実施 １～４

職員の視
界確保の
為にも散
歩カートに
付けられて
いるパラソ
ルを閉じて
おく

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもが少
人数であっ
ても職員の
人数を増
やす

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
園児は散
歩カートに
立った状態
で乗り移動
する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
信号を確
認、止まっ
ている車を
確認して散
歩カートを
押しなが
ら、横断歩
道を渡る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
ベビーカー
を押しなが
ら散歩カー
トの左斜め
後ろを歩く

職員人数を
増やし横断
するときに
は、必ず職
員が先に横
断歩道に出
て、散歩
カートを誘
導する

10716

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

8 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 3 3 3 13.１

歳
2.女
児

持病・アレル
ギー　無し
発育・発達状
況　良好

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指
指尖部
損傷

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

マニュアル
再確認・職
員配置

マニュアルを
保育室の
戸棚、事
務所靴箱
上のファイ
ルたてに設
置している
ことを再度
職員と確
認し、いつ
でもチェック
できるよう
にする。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 12

園内研修
やランチミー
テイングで
日頃の保
育の中で
起きたヒヤ
リハットを全
職員で共
有し、常日
頃から安
全、危機
管理につい
ての意識づ
けをしてい
く。

事故が起
きる前、起
きた後の適
切な対応
を職員で
共通理解
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

テーブルと
椅子を固
定している
ベルトの緩
み。

テーブチェア
を使用する
際はベルト
に緩みがな
いか必ず確
認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

起床後だった
ため少しボーっ
としている様
子。体制を変
えたことで足で
テーブルが浮
き、ベルトの緩
みやテーブル
調整することに
気を取られ本
児の指の位置
把握まで至ら
なかった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

起床後で少し
ウトウトしてい
る本児の体勢
を戻したとこ
ろ、テーブル付
きチェアのテー
ブルが少し浮
いており、本児
の指が入って
いる事に気づ
かずテーブルを
戻してしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

１人は本
児を含めた
園児のそば
につき１人
は調乳室
でおやつの
準備、１
人は畳間
で玩具の
片付けをし
ていた。

折りたためる
チェアだったの
で収納の際、
折りたたむこと
でベルトがゆる
くなってしまい
テーブルが浮い
てしまっていた
こと。子どもの
行動を予測し
安全の確認、
他の職員との
声かけ不足で
事故が起こっ
てしまった。

椅子を畳んで収
納棚に置いてい
たが、改善として
椅子を畳まず、
組み立てベルト
をしっかり締めて
テーブルと椅子
に隙間ができな
いように配置し、
手足などがはさ
まっていないか
しっかり確認す
る。子ども一人
一人のペースに
合わせたおやつ
時間を過ごせる
よう再確認す
る。

10717

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

1.0歳児ク
ラス 14 6 5 12.11

か月
1.男
児

ずり這い、四
つ這いは日頃
からせず、お
尻歩きをして
移動する。
座った体制か
ら前に倒れる
時、先に手を
出すことができ
ない。

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘内障

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

乳児保育
の事故例
や過去に
法人で起
きた事例を
参考に定
期的にマ
ニュアル化・
研修を行
わなければ
ならない。

マニュアル
や研修で
乳児保育
について定
期的に研
修を行う。

1.定期的
に実施 292 1.定期的

に実施 292 1.定期的
に実施 292

発達を促
すため、障
害物を設
置し、乳児
に必要な
運動ができ
る環境を
日頃から取
り入れてい
る。

月齢や成
長に応じ
て、保育環
境を設置
する。部屋
を分けて月
齢を合わせ
た環境づく
りや援助を
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

合同保育
時は転
倒、怪我
などに繋が
るものは可
能な限り避
け、安全に
過ごせる環
境を提供
する。

日頃から整
理整頓・環
境を整え、
少しでもケ
ガしにくい
環境構成
が必要とな
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
抱っこする
際に保育
者がしっか
り脇に手を
入れて抱っ
こする。子
ども同士の
玩具の奪
い合いは保
育者が仲
立ちする。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
17時から
お迎えの
17時40分
まで、他児
とのトラブ
ル、転倒な
どのケガに
繋がる場
面を担当
保育士が
目視してな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
17時から
お迎えの
17時40分
まで、他児
とのトラブ
ル、転倒な
どのケガに
繋がる場
面を担当
保育士・他
の職員も
目視してな
かった。

保育者や
他児が腕
を引っ張っ
た可能性
が考えられ
る。引っ
張った当時
は痛がって
なくてものち
に腕が外れ
たり、痛み
を伴うこと
がある。

丁寧な保
育、予測す
る保育を行
わなければ
ならない。

10718

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 13 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

全体を一
人で見守
る中、危険
な時には、
側に行き
声かけし知
らせている
が、危険予
測をもっと
する必要が
あった。

危険な行
動があった
時の状況
を他職員と
も共有し危
険予測意
識をより高
めていける
ようにしてい
く。

1.定期的
に実施 270 1.定期的

に実施 270 1.定期的
に実施 270

休み明けと
いう事もあ
り、気持ち
が高まって
いた。あそ
びに慣れす
ぎて、ふざ
けがすぎ
た。

自分で気
をつけてあ
そぶことがで
きるように、
日頃から声
かけしなが
ら見守って
いるが、再
度、安全に
あそぶ為に
どうしたら良
いか話をし
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

コロナ禍の
中、経験
不足で子ど
もたちに
あっていな
い環境で
あった。

子どもたち
の姿をみ
て、今の子
どもたち今
の遊具が
あっている
か見極めな
がら、その
子どもたち
にあった環
境、遊具に
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

高さ90㎝
の所で、友
だちとジャン
プをしてあ
そんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
一度そばに
いき、高さ
がある所で
ジャンプす
ると危険な
事を知ら
せ、全体が
見える位
置に戻っ
た。引き続
き本児の
姿を見守っ
ていたが、
落下してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

現場には、
他職員は
いなかっ
た。

一人で全体を
みていく中、危
険な事をして
いる時には、そ
ばに行き安全
にあそぶように
約束事を確認
し、それでも姿
が変わらない
際は、あそぶ
範囲を制限す
るか、子どもが
聞く耳を持た
ず危険な行動
が続く場合は、
あそばせずそば
でみててもらっ
たりと対応して
いく。

子どもたち同
士でも危険
な行動が見
られた際は、
声かけ合え
る環境をつ
くっていく。ま
た、子どもの
危機管理
状況を把握
し、それに応
じた職員の
声かけや、
関わりをして
いく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10719

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

7 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 15 4 3 0 7 1 0 0 2 1 4.３か

月
1.男
児

3.睡眠中
(うつぶせ
寝）

2.死
亡 不明 0．死

亡 2.なし 3.未
実施 　

3.基
準以
下

園の事故
予防マニュ
アルがあり
ませんでし
た。

園の事故
予防マニュ
アルを作
り、全職員
と共通理
解します。

2.不定期
に実施 6 遊具無し  毎日 1.定期的

に実施 48

ベビーベッド
について、
全面から、
ベッド内の
様子が見
れるものを
使用しま
す。

5.睡眠
(午睡)
中

ベビーベッド
について、
横が4面の
うち、2面が
メッシュのた
め、外側か
ら、ベッド内
の様子が
見えるが、
2面がナイ
ロンになって
いて、外側
から見えま
せん。

ベビーベッド
について、
全面から、
ベッド内の
様子が見
れるものを
使用しま
す。

不明

本児の受
入は2回目
せすが、初
めて本児を
対応しまし
た。小さい
と感じ、
弱々しいと
いう印象で
した。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
10分ごと、
触診してい
ました。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
幼児室に
いる子ども
たちの対応
していまし
た。

乳児の
SIDSチェッ
クについ
て、月契約
児童のみ
で、一時預
かり児童の
SIDSチェッ
クはしてい
ませんでし
た。

乳児全員の
SIDSチェッ
クを職員と
共にすべき
でした。

10720

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 23 0 0 0 0 13 10 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首関
節骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

なし

全職員毎
日のミー
ティングでの
ヒヤリハット
について共
通理解

1.定期的
に実施 4 1.定期的

に実施  毎日 1.定期的
に実施  毎日 なし

毎朝のミー
ティングで
報告し、改
善策の共
通理解を
図る

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具に対し
ての握力の
低さ、汗を
かいての滑
り、補助の
必要性

普段から体
力づくり、
子どもに合
わせた危険
予測

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ロープを
使っての渡
り遊びか
ら、うんてい
への移動。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

子どもの側
に付きなが
ら写真撮
影もしつつ
見守る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
１人は全
体把握、
引率のお
父さん達も
各遊具遊
びで側に付
く。

１人で遊
具に付く際
は撮影を
控える。

危険を予測
し、手を添え
たりと対応す
る。

10721

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 20 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕関節
の骨折。

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

男の子同
士で戦い
ごっこをする
ことがあり、
年齢児的
にも力がつ
いてきてい
るが、力加
減が難しく
おもいきり
叩いてし
まった。

強く相手を
押したり叩
いたら怪我
につながる
ことを話
す。戦い
ごっこを行っ
ていたら別
の遊びに誘
い、別の遊
びで楽しめ
るようにす
る。

1.定期的
に実施 毎日1回 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日1回

人間が人
間に対して
危害を加
えているた
め、施設、
設備等に
要因はな
いと思われ
る。

要因はな
いと思われ
るため改善
策はなし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

男の子が
戦いごっこ
をして遊ぶ
ことがあり、
力加減が
難しく激しく
遊ぶことが
ある。

怪我につな
がりそうな
激しい遊び
を行ってい
る場合は
声をかけ、
力加減等
話をし、場
合によって
は別の遊び
へ変更す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
他児と活
発に遊んで
おり、戦い
ごっこがエス
カレートし
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
戦いごっこ
をしている
のをみてお
り、しかし、
危害を加
えたその瞬
間は見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
室内と保
育室側に
あるデッキ
で分かれて
遊んでお
り、室内の
園児をみる
保育士と
デッキにい
る園児を
見る保育
士とで担当
を分けてい
た。

数名の園
児をみて保
育してお
り、どのよう
な遊びをそ
れぞれ行っ
ているか把
握して遊び
を見守って
いたが、戦
いごっこで
強く叩いた
瞬間を見
逃してし
まった。

怪我につな
がりそうな激
しい遊びを
行っている
場合は声を
かけ、力加
減等話を
し、場合に
よっては別の
遊びへ変更
する。

10722

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 12 3 3 14.２

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 額裂傷 8.その

他 1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

危機管理
マニュアル
の内容が
十分では
ない
事故予防
に関する研
修の回数
が少ない

危機管理
マニュアル
の見直し、
加筆修正
をする
事故予防
に関する研
修や訓練
の実施回
数を増やす

1.定期的
に実施 1回/週 1.定期的

に実施 1回/週 2.不定期
に実施

跳び箱内
側の角が
鋭角になっ
ている。
最上段を
外した跳び
箱を園児
の近くに置
くことを想
定していな
かったため、
ガード等は
取り付けら
れていな
い。

跳び箱の
角にゴム等
のガードを
取り付け
る。ガード
を取り付け
ることで各
段がうまく
はまらなく
なる場合は
それが新た
なケガにつ
ながる恐れ
があるの
で、ガード
の種類や
取り付け方
を検討す
る。または、
角を削り丸
くする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

１名の保育士
が不在となった
ことで３種類
の遊具を２名
の保育士で見
守る状況と
なってしまった。
トイレへ連れて
行く前に、運
動遊具の数を
減らすなどの対
応をする必要
があった。
また、２歳児と
いう年齢を考
えると、保育士
３名に対し運
動遊具３種
類は数が多
かったとも考え
られる。トイレ
へ行く等で保
育士が１名不
在になるのは
予想できること
だった。

運動遊具
の種類は、
保育士の
人数－１
とする。
例えば、３
名の保育
士がいる場
合は運動
遊具は２
種類にす
る。運動遊
具１台に
つき保育
士１名を
配置。残り
１人の保
育士は全
体を見守
る、トイレへ
連れて行く
等の役割
を担う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
片付けをし
ようとしてい
ることに気
付かず、走
りこんで跳
び箱に近づ
き手をつこ
うとした

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
対象児が
担当職員
の後ろから
回り込んで
きたことで、
対象児の
動きが見え
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
担任Bは
他児をトイ
レへ連れて
行っていた
ため現場に
は不在
フリー保育
士は遊戯
室後方
（少し離
れた場
所）で鉄
棒の見守
り、介助を
行っていた

跳び箱を
片付ける
際に、全園
児が安全
な場所にい
ることを確
認しないま
ま最上段
を外してし
まった

片付けは全
園児が安全
な場所にい
ることを確認
してから行
う。安全な
場所に集め
ることが難し
い場合はそ
の場で片付
けず、午睡
時等に片付
けを行う
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10723

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 32 14 18 4 4 17.５

歳
1.男
児

発生時の天
候はくもり、そ
の他特記事
項なし

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

　研修やマ
ニュアル、
会議を通し
ての安全
管理に対
する意識
啓発を促
す。

　事故防
止に関する
意識を啓
発する為、
情報を職
員・保護者
で共有す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 随時 　なし

　これまで
通り必要な
点検を行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年下の友達と
一緒にでかけ
る際には、年
下の友だちと
手をつなぎリー
ドして歩いてい
た。転倒の
後、膝を痛
がったので確
認したところ、
膝を少し擦り
むき、少し血が
にじむ程度で
あった。念のた
め、自分で両
手首を動かし
たり回したりが
できるかの確
認も行ったが
普通に動かし
「痛くない」との
返答であった。
その為、傷の
手当をして様
子をみる判断
をしてしまった。

経過観察
をし、保育
の中で異
常が早期
発見できる
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 　4歳児と
手を繋いで
リードする
等、いつも
の行動で
あった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 　担当職
員４名が
安全確保
のため、必
要な配置
について見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 　　転倒に
すぐに気づ
き、園児の
様子や怪
我の具合
を2人の職
員で確認
した。

医師の診
断で「軽い
骨折」と言
われたが、
「素人では
わかりにく
い」　とも言
われた。
本児の近く
にいたが、
転倒を防
げなかっ
た。

会議や研修
を通して、保
育者の危機
管理意識を
高める

10724

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 49 16 18 15 4 4 15.３

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆上骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

・園内研修
では実際
園で起きた
具体的な
事例等を
あげて、予
防策や危
険予測
（保育者
の立ち位
置と見守る
ポイン
ト）、事故
後の適切
な対応を
共通理解
し危機管
理の意識
を高められ
るようにした
い。

1.定期的
に実施 1回/日 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/日 特になし

お部屋内
の環境につ
いて、床が
濡れていな
いか玩具が
落ちていな
いか、転倒
の原因とな
るようなも
のを作らな
いよう配慮
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動の合
間は子ども
たちや職員
も次の活
動へ向けて
一斉に動く
ので、安全
面への配
慮が薄れて
しまう。合
間の時間
の立ち位
置や見守り
方を再認
識し、事故
防止の意
識を高め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
朝の集会
が終わり、
トイレタイム
後は指定
の場所に
集合するこ
とになってい
たが、他児
同士追い
かけっこをし
て遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
トイレの出口
付近にて、本
児が追いか
けっこをしてい
る様子は見て
いた。その後泣
き声に気づき
目を向けると
本児が転倒し
ているのを発
見した。側にい
た他児に話を
聞くと、他児が
後ろから抱き
着いた状態で
倒れたとのこと
だった。左腕を
押さえて泣い
ていたことや上
げ下げや曲げ
伸ばしができな
いことから、保
護者に連絡し
付き添って病
院を受診す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
排泄している
子の見守る保
育士、次の活
動の準備を行
う保育士、お
たより帳の片
付けしている
保育士、全体
を見守る保育
士、それぞれの
立ち位置か
ら、子どもたち
の動きに対す
る見守りに死
角が生じてい
た。走り回って
いる子を確認
しながらも声か
け不足もあっ
た。

特になし

・子どもの動
線に保育士
が必ず配置
され、死角
や子の動き
の見落としを
なくす
・活動の準
備は、子ども
たちが定位
置につき動
きが落ち着
いた時に準
備する
・走り回った
り危険な行
動が確認さ
れれば声を
かけ事故の
防止を図る

10725

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 18 0 7 6 5 4 4 16.４

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

1.基
準以
上配
置

特になし

園庭あそび
での保育
士の立ち
位置を確
認する

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

木の裏手
で地面がで
こぼこして
いる場所

人工芝を
敷き、転倒
防止を改
善する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

狭い場所
を通りぬけ
ようとして
足を踏み
外して転ん
だ

遊びに入る
前に安全
に遊ぶルー
ルを伝える

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
　　いつも
通りの様子
で園庭を
歩いていた

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
　対象児か
ら少し離れ
たところで
対象児を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
　対象児が
歩いている
のは見たが
転んだのに
は気づかな
かった

対象児は
狭い場所
を通りぬけ
る行動をよ
くするので
好む場所
である

人工芝を敷
いてでこぼこ
の地面を転
んでもけが
防止できる
ようにした

10726

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 45 23 22 3 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

鉄棒の握り
方（親指
と他４指で
鉄棒を囲
むように握
りしめる）
については
日頃から指
導に含めて
おり、鉄棒
遊びの際に
も、握り方
の確認を
行うように
していた。

子どもへの
様々な対
応が生じた
場合でも、
常に安全
面を確保
できるよう
な職員の
立ち位置
や連携の
仕方等に
ついても明
確にし、昼
礼等での
周知、共
有化を図り
防止策に
努める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 毎週 特になし

本件に関し
ては、鉄棒
の配置や
設置状況
による事故
とは考えに
くいため、
ハード面で
の改善とい
うよりも、ソ
フト面及び
人的面の
改善を図り
再発防止
に繋げる必
要がある。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

迎えに来た
園児を保
護者に引
き渡してい
る最中は、
至近距離
での見守り
が手薄に
なってい
た。

降園する
園児と挨
拶を交わす
際には、鉄
棒で遊ぶ
子に待つよ
うに指示を
しておくこと
で、咄嗟の
出来事に
も対応でき
ることがある
ので、事故
防止として
の保育者
の動きとし
て、見守り
方・対応の
仕方を徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
鉄棒にぶら
下がるなど
して遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
園庭全体
が見渡せる
配置につ
き、子ども
の遊びの様
子や安全
面を見守
り、適宜指
導を行って
いた。対象
児近くには
別の担当
職員がい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
鉄棒付近
で子ども達
の安全面
を見守り、
適宜指導
を行う。た
だし、お迎
えに来た園
児と帰りの
挨拶を交
わし保護
者に引き
渡す対応
も行ってい
た。

鉄棒の握り
方など、遊
具での遊び
方について
の指導や
見守り方に
ついて安全
意識をさら
に高めてい
く必要があ
る。

安全対策と
して、常に子
どもの動きだ
けでなく職
員同士の動
きも視野に
入れ、いつで
も連携が図
れるような意
識を常にもっ
ておくべきで
ある。職員
への指導と
共に、定期
的な周知確
認を行い再
発防止に努
める。
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死亡
0
歳
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歳

5
歳
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上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10727

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 13 17 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手小指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

コロナ渦、
遊びなれて
いない事と
年齢による
把握力が
未発達なと
ころ

子どもの特
徴にあった
声かけや誘
導、配慮を
工夫してい
く。

1.定期的
に実施 270 1.定期的

に実施 270 1.定期的
に実施 270

事故が起
きないよう、
適切な対
応を職員
で共通理
解していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児は
活発な事
から、危な
いと感じる
ことが多く、
園での状
況を保護
者にも情
報共有して
いる。家庭
において、
本人にも
気をつける
ように伝え
てもらってい
る。

保護者に、
本児の特
性をより把
握、危険
予測が育
つように関
わってもらう
ために本児
の危険行
動がある場
合は毎回
保護者に
伝えてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
心身共に
いつもと変
わりはない
ようす

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
いつもと変
わらず、配
置基準で
子どもたち
の様子を
見守りなが
ら必要に応
じて声か
け、手助け
をおこなっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
配置場所
付近の他
児の状況
の把握た
配慮や手
助けを行っ
ていた。

子どもの危
機管理状
況等を把握
してそれに応
じた職員配
置等を心が
けていく。

10728

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 14 　 　 　 　 　 　 　 3 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

なし なし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 12 なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

全体に声
を掛けてし
まった事
で、全員が
一度にトイ
レへ向かっ
てしまった。

個別に声
を掛ける
等、一斉に
子どもたち
が動く場面
を少なくす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員①
は、壁にくっ
ついて座っ
ている子ど
もの前にお
り、トイレの
声かけを
行った。
（全体が
見える場
所にいた）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

職員②
は、トイレ
の前で子ど
もたちが来
るのを待っ
ていた。
職員③
は、個別に
子どもの対
応を行って
いた。

なし

10729

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 102 10 16 20 16 21 19 0 16 13 17.５

歳
1.男
児

日頃から目に
入ったものを
触る・やりたい
気持ちがある
と急に駆け出
す、高い所に
登るなどの行
動は見られる
ので室内外で
も安全に関し
ては支援が必
要である

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

唇左上裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

これまで同
様配置基
準の徹底・
マニュアル
の読み合
わせで共
有する

1.定期的
に実施 １回/日 1.定期的

に実施 １回/日 1.定期的
に実施 １回/日

遊道教室
の講師のア
ドバイスを
ありブランコ
は低いと未
満児も乗
れてしまい
怪我に繋
がることから
本園のブラ
ンコは年長
児に合わせ
てた高さに
なっている。

その高さと
形状が怪
我に繋がっ
たので使っ
ていない時
に柵を置
く・角を削
る対応を
行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児は急
に駆け出
す、高い所
に登るなど
の危険な
行動が見ら
れるので随
時目を離さ
ず居場所
を確認する
事は継続
していく

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
兄とのけん
かの後でな
ぜ叱られた
のか？兄も
自分を叩
いたのにと
不公平感
を感じ不満
に思ってい
る状況の
中走ってし
まう

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
怒った状況
で離れて
いったので
気にはなっ
たが泣いて
いる兄の方
の対応をし
ていて追う
ことはしな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

配置場所
の近くで遊
んでいる園
児を見てい
た

コロナ中に
なり朝の受
け入れ時に
家族に健
康確認の
声かけの役
割りが増え
保育教諭
が忙しくなっ
ている

園庭遊びの
時の職員の
立ち位置
（見守り監
視）の確認
と気になる
園児の行動
パタンの共
有

10730

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 105 12 18 18 23 20 14 25 21 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

遊具の遊
び方。

ゆっくり階
段を登る
事。事故を
想定した見
守り。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12 急いで登っ

ていた。

階段を登
る時は急い
で登らない
事を確認
する。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

すべり台を
滑ろうとし
て足を踏み
外した。

子どもの靴
のサイズの
再確認。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
職員はいつ
も通り、見
守り箇所に
ついてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
遊具の側
で見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
すべり台側
ではなく、
シーソー側
について他
の子の見
守りをして
いた。

ゆっくり階
段を登る
事の声かけ
を行う。

子どもの体を
遊びを通し
て育ててい
く。

10731

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 20 2 2 16.４

歳
1.男
児 なし 2.室内活

動中
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性耳
炎

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

・4月で生
活の流れに
慣れてない
状況とおや
つ後の落ち
付かない状
況の時、保
育士も片
付け中だっ
たので玩具
を出すタイ
ミングが悪
かった

全クラスで
話し合い
玩具の使
い方と危険
性について
クラス別に
共有しヒヤ
リハットの確
認をし、遊
具を出すと
きのタイミン
グと保育士
の配慮の
確認する。

1.定期的
に実施 　毎日１ 1.定期的

に実施 毎日１ 1.定期的
に実施 　毎日

・新しいクラ
スになって
10日目の
事故で担
任同士の
話し合いも
充分できな
かったことか
ら保育士
間の連携
不足であっ
た。

安全な玩
具であるか
などのチェッ
クを毎日行
い故障や
破損がない
か確認し
先のとがっ
たおもちゃ
等は常に
保育士同
士で意識
しながら遊
ばせる（約
束をする）

1.集団
活動中・
見守りあ
り

●月で生
活の流れに
慣れてない
状況と週
初めという
こともあり、
ハイテンショ
ンになって
いた。玩具
も使い慣れ
てなかったと
考えられ、
玩具の使
い方につい
て話し合い
をする。

安全に遊
べる環境
作りをして
常に意識
は子供たち
に向け保
育士同士
こえをかけ
合い必ず
一人は全
体を見守
る

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

4月で生活
の流れに慣
れてない状
況とおやつ
後の落ち
付かない状
況の中で、
保育士も
片付け中
だったので
玩具を出
すタイミング
が悪かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

・対象児の
至近距離
にいたが、
他児とかか
わってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

・もう一人
の担任はお
やつの片づ
けの後、降
園時の片
づけをして
いた。

子どもの行
動は予測
のつかない
場合が多
いのでこの
玩具はこう
すると危な
いなという
見通しを使
う前に予測
する

必ず声を掛
け合い一人
は全体を見
守り、危ない
と思う玩具
を出すときは
約束をして
から出すよう
にする。目を
離さないこ
と、保育士
間の連携が
必要であ
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10732

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

1.0歳児ク
ラス 5 3 2 13.１

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

内出血

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

コンセントカ
バーでケガ
をするという
想定ができ
ていなかっ
た。

戸外活動
時の保育
者の立ち
位置につい
て研修を
行う。
園庭で起こ
りうる事故
を想定し、
対応策を
確認し合
う。

1.定期的
に実施 １回/週 1.定期的

に実施 １)回/週 2.不定期
に実施 １回/週

コンセントカ
バーには１
円玉等で
回して閉め
ることができ
るカギがつ
いている
が、それを
把握してい
る職員がい
なかった。

カギが付い
ていることを
職員へ周
知し、使用
後は必ず
閉めるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の配
置人数は
満たしてい
たが、個々
の園児の
対応をして
いるうち、
保育者の
立ち位置
に偏りが出
ていた。

一人一人
の保育者
が危険な
場所を把
握し、適切
な立ち位
置を知って
おく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いろいろな
ものに興味
を示す年
齢なので、
コンセントカ
バーにも興
味をもち、
開けてし
まった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

他児の要
求に応える
ため、少し
目を離して
いる時に事
故が起こっ
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
ていた職員
がいたが、
コンセントカ
バーが本児
の体で死
角になって
いたため、
開けるとこ
ろは見えて
いなかっ
た。

コンセントカ
バーを開け
てしまうとい
う想定がで
きていな
かった。
個の対応
のためその
場を離れた
際に、他の
保育者との
連携が十
分にとれて
いなかっ
た。

その年齢の子が
やりそうな動きを
想定できるよう
に、子どもの発
達の理解に努め
る。園庭の危険
箇所を把握し
職員全体で共
有する。持ち場
を離れる際は、
他職員へ声をか
ける。また、職
員同士適切な
距離を保ち、で
きるだけ死角が
ないように見守
るなど、個々の
園児の対応をし
つつも常に周り
の状況把握に
努め、臨機応
変に動けるよう
にする。

10733

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 14 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手肘骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保育士は
いつでも子
どもから目
を離さずに
保育する。

子どもたち
を事故から
守るために
はどうしたら
いいのかを
職員全体
で話し合い
を持ち改
善していくこ
と。

1.定期的
に実施 １回/毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 数回/毎日

床が滑らな
かったかを
確認する

子どもたち
が走らない
よう又危険
なものがな
いように声
掛けと配慮
をする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

事故当時
保育士１
名がコロナ
対応で事
務所へ向
かったため、
保育士２
名いたが、
片づけに走
る子を止め
ることができ
なかった。

他児との衝
突もあった
ので、個々
への声掛
け、保育士
の立つ位
置を考え
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
お片付け
時、絵本を
棚へ戻そう
として走り
転んでしま
う

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
尿意を感じ
ている子を
トイレへ連
れて行き、
トイレ入り
口に立ち、
見守ってい
たが、素早
い本児を
止めること
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
子どもたち
と一緒に玩
具の片づけ
をしていた

室内では
走るとお友
達にぶつか
り危ないと
いうことをき
ちんと伝え
ておくと良
かった。

トイレに促す
より先に、全
体の子ども
たちを見て、
お片付けを
終えてから
排泄を促す
と良かった。

10734

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 34 2 2 16.４

歳
1.男
児

・甲殻類アレ
ルギー

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 後頭部裂
創

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

・子どもの
危険な行
動の把握。
予測が不
十分だっ
た。

・テンション
が高すぎる
場合は、
落ち着かせ
る必要性
を考える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 50

・ロッカーの
前でふざけ
ていた為、
友達に押さ
れた際にぶ
つかってし
まった。

・ロッカーの
前には近づ
かないよう
に日頃から
指導する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・待たせる
時間が長く
なり、退屈
していた為
ふざけがエ
スカレートし
ていった考
えると。

・退屈しな
いよう環境
を考えるべ
きだった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

・普段と変
わらず友達
と関わり遊
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
・全体把握
する為に近
くにはいた
が事故を
防ぐ事が出
来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
・職員が同
じ作業をし
ていた為、
子どもの動
きを把握
出来なかっ
た。

・押した園
児は、友
達を押した
りする事で
先日も注
意したばか
りであった
が、年齢的
に咄嗟の
行動を防ぐ
事の難しさ
を感じる。

・今回は、
本児が先に
手を出して
しまった為咄
嗟に押して
しまったが、
押したりしな
いことを全園
児に指導し
ていく。

10735

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス 6 8 6 14.２

歳
1.男
児

事故と因果
関係なし

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
上顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

子ども達の
遊びが室
内にもかか
わらず、ふ
ざけたり、
走ってたり
している。

室内での
遊び方を
工夫する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 　

施設内や
園庭などで
の遊び方な
ど、ルールを
作り保育
士が目配
り、気配り
で接する。

日頃より、
遊具の正
しい使い
方、ルール
教え声かけ
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

おもちゃの
片付け、子
供同士の
遊びにルー
ル作りや、
自分の思
いや考えを
相手に伝
えることが
大事。

保育士が
子どもの遊
び、ルール
に対し耳を
傾け、ｻﾎﾟｰ
ﾄ声かけを
しながら仲
良く遊べる
ように、見
守りつつ関
わること。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
お友達とブ
ロック遊び
をしたり、お
もちゃで遊
んだり絵本
を見たりい
つもと変わ
りがなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
園児の行
動に対応
が出来るよ
うに接しな
がら、言葉
かけなどを
行って対応
している。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
室内を一
望できる場
所、園児の
行動が見
れる距離で
の対応。

お友達の
中で何かが
起こる、お
もちゃの奪
い合いに
なったり、
又、仲よく
遊んでいる
中ふざけた
りして事故
が起こる可
能性があ
る。

子ども達の
中で何かが
起こるを気
にかけ、見
守り声かけ
等で予防に
繋げる。

10736

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 12 4 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

３～５歳
児は体力
測定30ｍ
を順番に
行っており、
おわったクラ
ス、測定待
ちのクラス
は園庭で
他クラスと
一緒に遊
んでいた。

測定につい
た職員を
４人にした
が、ヘルプ
で増やす
調整をして
いく。

1.定期的
に実施 1回/日 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/日

園前道路
にカラーコー
ンを置き、
測定場所
にしている
ので慣れて
いた。

慣れている
場所でお
こってしまっ
たので、測
定場所を
変更するか
検討する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

園前道路
で測定して
いたので、
転んだ時の
衝撃が強
かった。

30ｍ走を
測定する
場所を検
討していき
たい。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
30ｍ走の
タイム測定
後、待機
場所へ移
動すると
き、足がも
つれてし
まった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
待機場所
と少し離れ
たスタート
地点にい
て、次のタ
イムを測る
園児の名
前を呼び
並ばせてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
タイムを
測ったり、
ゴール後に
走り過ぎな
いようにとめ
る役割をし
ていた。

待機場所
は目が届く
場所で、自
分たちでこ
れまでも並
んでいた。

待機場所へ
も職員を配
置し、安全
に移動でき
るよう促して
いく。

10737

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 11 4 3 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

３～５歳
児はとび箱
練習で順
番よく跳
び、終わっ
た子は並ん
でいた。

とび箱の側
に保育者
が２人つい
ていたが、
体制をくず
した時はす
ぐに動ける
ようにする。

1.定期的
に実施 1回/日 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/日

本児がいつ
も跳んでい
る高さであ
り、跳ぶこと
も出来てい
た。

跳べる高さ
ではある
が、着地の
仕方を再
度全員にく
り返し教え
ていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

マットに着
地したが、
バランスをく
ずし、左手
の薬指に
重心がか
かった。

着地の仕
方、バラン
スをくずした
時にサポー
トに入って
いる保育
者がすばや
く動くように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
とび箱を跳
んだあと、
着地の時
にバランス
をくずして
転んでし
まった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

　
とび箱の側
についてい
たが、跳べ
ていたの
で、次の園
児をスター
トさせる準
備に入ろう
としていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
終わった子
を並ばせた
り、スタート
する子を呼
んだりして
いた。

いつも跳ぶ
ことが出来
る高さで、
これまでス
ムーズだっ
た。

跳んだあとで
もしっかり園
児の安全を
確認する。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10738

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 43 0 0 6 17 8 12 5 5 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

10
2.基
準配
置

普段遊び
なれている
行動で安
心して見て
いた。その
時の子ども
の状態も
把握しなけ
ればならな
い。

事故防止
マニュアル
の確認を
再度職員
間で行い
共通理解
をした。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施  毎日 1.定期的
に実施  毎日

今回の床
の状態は
濡れてなく
滑る要因
はなかった
が、垂直飛
びでの着地
の失敗で
骨折につな
がる事故と
なった。

平面での
ジャンプで
も大きなケ
ガにつなが
ることを認
識していくこ
とを職員間
で共通理
解した。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ケガする前
の数日間
対象児落
ち着きがな
かった。

遊びなれて
いる場でも
いろんな想
定をして活
動に誘う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動能力
が高く活発
な子であ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもの動
きを確認で
きる距離で
見守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもの動
きを確認で
きる距離で
見守ってい
た

子どもの心
理状態（実
習生との関
わりで本人
のテンション
が普段より
上がっていた
と思われる。
普段遊びな
れた事、床
からの垂直
飛びでも、
骨折する場
合がある。

その子どもの
心理状態を
配慮して対
応していく。

10739

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス 10 4 4 13.１

歳
1.男
児

入園当初
（1歳0か
月）はハイハ
イやつかまり立
ち、伝え歩
き。入園2か
月後（●
月）には歩
行が安定し、
行動範囲が
広がる。事故
当時は歩行
も確立し、走
れるようになっ
ていた。（転
倒も多いが通
常通り）

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む) なし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

事故当
時、保育
士4名配
置。1人は
排泄処理
で場を離れ
ており、実
際は保育
士3人で園
児8名を見
てた。

自由遊び
をする際
は、子ども
が思わぬ
動きに対
応できるよ
うに保育士
3人体制で
対角線の
体制で行っ
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由遊び
を始めよう
としていた
時で、畳の
上で玩具
などを出す
前であった
為、園児が
走りやすい
環境であっ
た。

走りやすい
環境（開
放的にな
る）を作っ
てしまったの
で、玩具な
どで興味を
引き付けた
り、絵本の
読み聞か
せなどで、
座って落ち
着かさせる
環境作りが
大切であっ
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
●／●朝
の検温
36.4℃・
おやつ後
(15：
00)37.2
℃鼻水あ
り、発熱な
し。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
保育士Aと
当該児の
距離
1.2m／
保育士B・
Cと対象児
との距離
1.5m程
度

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
保育士D
は他児の
排泄処理
中

普段は死角を
作らず全体を
把握出来るよ
うに、また子ど
もの動きに対
応できるように
保育士同士
対角線で配置
し、見守るよう
にしていたが、
当時は保育士
Bがつかまり立
ちし始めた園
児の動きに合
わせ対応して
いたので、保
育士AとB・C
が横並びに
なってしまった。

自由遊び等
の動きが活
発になる遊
びの際は、
保育士4人
態勢で見守
るようにす
る。また、つ
かまり立ちす
る子や歩行
が確立して
いる子を同
時に保育す
る際は、保
育士同士で
分担を決
め、分けて
見るようにす
る。

10740

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 37 10 8 13 6 4 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯
（右側）
乳歯のぐら
つき

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

・園内研修
では実際
園で起きた
具体的な
事例等を
あげて、予
防策や危
険予測
（保育者
の立ち位
置と見守る
ポイン
ト）、事故
後の適切
な対応を
共通理解
し危機管
理の意識
を高められ
るようにした
い。

1.定期的
に実施 1回/日 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/日

お部屋内
の環境につ
いて、床が
濡れていな
いか玩具が
落ちていな
いか、転倒
の原因とな
るようなも
のを作らな
いよう配慮
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夕方の自由遊
び、特に室内
では５時以降
になると遊びに
飽きて落ち着
かない状況に
なる傾向があ
る。子どもたち
が落ち着いて
安全に遊べる
ように、玩具を
変える、園庭
に出て遊ぶ、
読み聞かせや
体操を行う
等、遊びの展
開をパターン
化し臨機応変
に対応できる
ようにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
席について
レゴブロック
で遊んでい
たが、あそ
びに飽きた
のか席を
立って動き
回る姿が
あった

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

レゴブロックで遊んで
いた本児を見守って
いるなか、遊びに飽
きたのか席を立って
動き回ったので、カ
ルタ等の他の遊びに
誘った。本児がどれ
もやらないと言ったの
で、「座って遊ぼう」
と提案し、場所を移
してマットに座り込ん
だ際に、本児が背
中に回り込み後ろ
から前に倒れ込んで
きた。支えたが間に
合わず、マットに顔
を打ってしまった。う
がい後出血と歯のぐ
らつきを確認し担任
に報告。その後泣
いた本児をなだめ落
ち着きを取り戻した
頃に母親がお迎え
に来たので、状況を
伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
お迎えに来
た保護者
対応、各
箇所で遊
んでいる子
どもの見守
り・対応

落ち着かな
い本児に声
をかけ他の
遊びに誘い
安全に遊べ
るような対
応はできて
いたが、背
中に回り込
んだ子どもの
動きは把握
しづらいの
で、スキン
シップをとって
遊んだり、遊
びの見守り
については、
子どもに背を
向けないよう
にする。

10741

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 30 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事例をもと
に全職員
で原因や
再発防止
について話
し合う

1.定期的
に実施 １回/週 3.未実施 　 1.定期的

に実施 １回/週 点検を引
き続き行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

引き続き、
配置基準
を遵守した
人員配置
を行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
園庭の芝
生エリアに
て他児と
フープを使
用し二人
跳びをして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
本児の近く
におり、ほ
かの園児も
見ながら本
児があそん
でいる様子
も見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
違う場所で
他の子ども
たちがあそ
んでいる様
子を見てい
た

引き続き、
園庭あそび
にはいるまえ
にお約束ご
とを園児と
確認する

10742

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 9 0 0 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

園庭活動
時職員配
置とフロー
チャートの
再確認を
行い情報
共有する。

1.定期的
に実施

開園日は
毎日

1.定期的
に実施

開園日は
毎日

2.不定期
に実施

開園日は
毎日 特になし

予測が難
しい怪我の
事例として
情報共有
し、今後の
保育に生
かせるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動前後
の園児の
様子の確
認を徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調は良
好。友達と
遊んでいる
最中に自ら
つまずき肘
を曲げた状
態で転倒。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

危険のない
場所である
ため、少し
離れた場
所で見守
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
は自分の
立ち位置
から見える
場所を見
守る。

特になし

心身の発達
的に支援の
必要はなく
見守りの園
児でも
怪我につな
がる場合が
ある事を情
報共有す
る。
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死亡
0
歳

1
歳

2
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3
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4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10743

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 13 0 0 0 2 5 6 8 7 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指) 足首捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

なし

年度初め
にクラスごと
にマニュア
ルの読み合
わせを行う

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

活動の前
に使う用
具・箇所の
点検をしっ
かり行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこ遊
びをしてい
たため、逃
げ回ること
に夢中に
なった

子ども達の
遊びへの、
高ぶる気
持ちを静め
るような声
かけをして
移動を促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこ遊
びを、お友
達と楽しん
でおこなっ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児らが鬼
ごっこ遊びをし
ている様子を
少し離れた場
所からは見て
いて、遊びに
夢中になって
いる子ども達に
その都度、安
全確認のた
め、声かけ「ス
ピードおとして」
「スキップで逃
げるよ」など、し
ながら見守る
が、転んだ瞬
間は、別の園
児の対応を
行っていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児らが
鬼ごっこ遊
びをしてい
る様子を
確認してい
たが、他の
園児らが遊
ぶ場所で
見守りを
行ってい
た。

特になし。

遊び夢中に
なり、気持ち
も高揚しす
ぎる前に、
ブレイクタイ
ムをもうけて
水分補給を
するなどす
る。

10744

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 22 22 2 18.６

歳
1.男
児

持病・アレル
ギー　無し
発育・発達状
況　良好

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足薬指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

マニュアル
再確認・職
員配置・事
故後の適
切な対応

事故当時
の状況を
振り返り、
同じ事故
が起きない
よう改善し
職員と共
有する。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 12

園内研修
やランチミー
ティングで
日頃の保
育の中で
起きたヒヤ
リハットを全
職員で共
有し、常日
頃から安
全、危機
管理につい
ての意識づ
けをしてい
く。

事故が起
きる前、起
きた後の適
切な対応
を職員で
共通理解
していく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

お部屋から
トイレへの
曲がり角は
お部屋の
構造上見
えずらくなっ
ている。

【走らない】
文字とイラ
ストが書か
れているポ
スター等を
保育室数
に貼り対応
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

本児、接
触する直
前まで曲が
り角を見ず
よそ見をし
ながら走っ
てトイレへ
移動。走っ
てトイレから
戻ってきた
子と出会い
頭で接触。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

おやつ後
で、片付
け、掃除を
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

おやつ後
で、片付
け、掃除を
していた。

トイレへ向
かうまでの
曲がり角は
見えずらく
なっている
事を子ども
たちと日頃
から確認し
ておくべき
だった。

移動する際
は走らないこ
と、特に見え
ずらい曲がり
角は危険と
いう事を子ど
も達と確認
し
子ども自身
が危険予測
の意識をも
てるようにす
る。

10745

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 3 1 2 1 1 14.２

歳
1.男
児

病院受診後、帰
宅途中に車内で
嘔吐があり、引き
返し再度病院を
受診。医師と相
談しCTを撮り、医
師からは異常は見
られず大丈夫そう
と言われたとの事
です。その後、3日
間は自宅で様子
観察のため家庭
保育でお休みをし
ていました。休みの
間は電話連絡を
入れ、本児の様
子確認をおこなっ
ていました。

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 1.頭部 異常なし 8.その

他 1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

事故予防
に関する研
修を行い、
職員全員
で共通理
解し危機
管理の意
識を高めた
い。

1.定期的
に実施 1回/日 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/日

散歩車の
正しい使い
方を考え
て、事故の
ないように
する。保育
中は遅番
の保育士2
名を配置
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

散歩車の
正しい使い
方を考えて
あげ、楽しく
過ごせるよ
うにする。
お迎え時
間は必ず
保育士2
名がついて
見守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　　　おとな
しい性格で
着脱やお
支度が上
手である。
活発に走
る事が多い
ので、見守
りが必要。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
降園時間
でお迎えを
待っている
自由時
間、保育
士1名
（遅番が
見守る
中）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　　対象児
の動きを見
ていました
が、散歩車
を横へずら
した時対象
児がまた、
壁に手をの
ばし散歩
車から転倒
する。

散歩車は０
歳児のお散
歩、避難訓
練等に使用
するもの職
員全員で把
握し
安全に使用
するお迎え
の時間は
17：30以
降保育士2
名で見守
る。

10746

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 21 10 11 2 1 15.３

歳
1.男
児

児童身長（
９６．６㎝
）・体重（
１５．６ｋ
ｇ　　　　）
発育状況良
好・天候晴れ

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨にひび

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

体操の活
動中に担
任も場所
を離れな
い。

事故後全
体反省会
ミーティング
をひらき骨
折時の緊
急対処法
を確認しま
した。職員
全体にて
救急蘇生
法講習へ
行く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

体操教室
の持ち込み
遊具の配
置を担任と
確認する。

体育の内
容に応じて
より一層安
全な配慮
をし子ども
から目を離
さない

1.集団
活動中・
見守りあ
り

準備運動
中の子ども
同士の距
離間に声
掛け配慮
が必要

取り組み内
容に応じて
より一層安
全な配置
を確認しお
子さんから
目を離さな
い

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動靴が
いつもより
少し大きい
サイズで
あったので
少し走りに
くそうにして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

体操の先
生と生徒
２１名の
準備運動
中対象児
から離れた
ところで見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任がもの
を置きに場
所を少し離
れたが園児
は体操の
先生といつ
も通り一緒
であった。

一人のお
友達が対
象児の動
きを止めよ
うと足で接
触した。

走っているお
友達を急に
止めたりしな
いように
クラス内で園
児に指導

10747

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 11 18 13 4 3 18.６

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左前距腓
靭帯付着
部剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

事故後すぐ
に対応して
いる。また、
園庭での
職員配置
に関しては
問題なかっ
た。しかし、
十分な怪
我の確認
や把握が
足りなかっ
た。

あそびの内
容の把握
や予測、
園児の発
達段階を
踏まえた声
かけの必要
性。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ピロティと園
庭に10cm
程の段差
がある。あ
そびの内容
に応じて、
ピロティ、園
庭と場所を
分けていた
が、今回は
自由にあそ
んでいた。

常に段差
がある事を
意識した
り、あそびの
内容や場
所に応じて
スロープを
設置。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもの発
達段階
や、あそび
の興味を
把握し、危
機意識を
もつ事が不
十分であっ
た。

あそびの中
で、子ども
の危機管
理能力を
把握し、伝
えたり、予
測した働き
かけを行
う。主体的
なあそびや
保育を展
開、保証し
ながら、危
ない場所
や環境を
予測してい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

フラフープを
回しながら
移動するこ
とに挑戦中
の出来事
だった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

子ども全体
が視野に
入るよう立
ち位置は
とっていた
が、本児の
動きを見
逃してし
まった。ま
た、直後に
歩行出来
たと判断
し、骨折に
至る怪我
を見落とし
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
との連携の
下、全体を
見守る体
制をとって
いたが、他
児の対応
をしており、
本児の動
きは見逃し
てしまった。

事故発生
時、発生
後の状況
を把握。し
かし、応急
処置や怪
我の確認
（骨折）
が不十分
であった。

あそびの内
容や、園児
の動きの予
測の必要
性。また、細
部にわたる
怪我の確認
が必要で
あった。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10748

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 20 5 4 14.２

歳
2.女
児

・難治性てん
かんトラベ症
・曇りで少し
肌寒い

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

服薬等に
よる血糖
値低下

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

職員の人
数・配置に
ついては問
題ない。

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 12 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

元々持病
があり、熱
はないが鼻
水があった
り体調がす
ぐれなかっ
たかもしれ
ない。
いつもより
歩く距離が
長かった。

熱はなくて
も気温の
変化で体
調が崩れる
事もあるの
で、
散歩の時
間を短くし
て本児と担
任は先に
帰園するな
ど臨機応
変に対応
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

持病がある
ので、職員
と手をつな
いで歩く。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

帰り道で疲
れたように
見えたので
抱っこす
る。すぐに
ぐったりした
様子が見ら
れたので急
いで帰園。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他の園児
対応のた
め、5分～
10分程遅
れて帰園。

前列を歩
いていた職
員は、ペー
ス配分がで
きていな
かった。

散歩中も立
ち止まって本
児の体調や
顔色を細目
に確認して、
ペース配分
に気を付け
る必要があ
ると感じた。

10749

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 18.６

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし 3.未
実施 　

2.基
準配
置

ベランダで
の遊び方や
遊具の使
い方につい
て、子ども
達と一緒に
考え確認
する。

1.定期的
に実施 4 2.不定期

に実施 　 2.不定期
に実施

大型遊具
で遊ぶ際は
踏み外しや
転倒等も
あることを
念頭にお
き、周りか
ら危険物と
なるような
ものを除去
したり、また
はクッション
材を設置し
たりする。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

自由遊び
や子どもた
ち同士の
遊びの際
は、大型
遊具は使
用しないこ
ととする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児は
お友達とベ
ランダで」遊
んでおり、
担任は室
内で給食
の準備をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の職員
はそれぞれ
担当クラス
の給食の
世話をし
とぃた。

年長児だか
ら危ない事
とかは分かる
だろうと過信
せず、事故
の発生に繋
がりそうな遊
具を使用す
る場合は側
につく。
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令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 18 3 3 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

ベランダに
いた園児
１８名に
保育士３
名だったの
で、職員配
置は基準
に満たして
いたが、お
漏らし対応
の保育士
１名がその
場にはいな
かった

職員配置
は満たして
いたが、そ
の場から抜
ける保育
士がいると
きは、フリー
保育士に
声をかけ、
入ってもらう
ようにする

1.定期的
に実施 ２回/日 1.定期的

に実施 ２回/月 1.定期的
に実施 １回/日

数名が走
るスペース
はあるが、
あそぶ前に
危険がない
かを確かめ
ていなかっ
た

安全点検
は、定期
的に実施し
ているが、
あそぶ前に
危険がない
かを再度
点検する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友だちと走
る事で気
持ちが高ま
り焦ってしま
う

スペースを
考え、人数
を分けてか
けっこしてい
たが、子ど
もたちが興
奮すること
を考慮し、
走る前に
気を付けて
走るよう声
かけも必要

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

運動があま
り得意では
ない対象
児だが、グ
ループに分
かれ数名
ずつで走り
始めたた
め、はしゃ
いでいつも
より興奮気
味であった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

スタート地
点で「よー
いドン」の
合図をして
いた。対象
児を見てい
たが、転倒
した場所ま
では手が届
かず、転倒
を防ぐことが
できなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児の
グループ以
外の園児
についてお
り、次ス
タートの準
備やゴール
した園児の
対応をして
いたため、
見ていな
かった。

遊具等が
ない状態の
ため、安心
して走らせ
ていたが、
そのような
場でも転
倒の可能
性がある事
を考慮して
おく必要が
あった。

職員は走っ
ている途中
の転倒など
に備え、
待機中の園
児のところに
つくだけでな
く、走ってい
る園児のとこ
ろにも１名
配置する

10751

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足踝の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 毎日 1.定期的
に実施 毎日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達と活
発に行動し
ていた。降
園まで異
常なく、痛
みの訴えも
無かった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

全体を見
る立ち位
置で活動
を見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

複数の保
育士で全
体を見てい
た

降園前に
子どもと個
別に一日
のお話をす
る時間もあ
るが、担任
に対して訴
えが無く、
体調不良
をくみ取れ
なかった

違和感や痛
みなど体調
不良につい
て
聞き取りを
行うなど丁
寧に対応す
る

10752

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 21 3 3 18.６

歳
2.女
児

・アレルギー無
し、身長114
㎝、　　体重
20㎏、　持病
無し、　発育・
発達問題無く
良好

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

　右腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

自由あそび
中で、部屋
を出て廊
下でのこと
で、職員の
目が届かな
かった。

室内を走ら
ない等の約
束をクラス
全体で話
し合う。

1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日

部屋や廊
下に危険
な物が無い
か確認点
検を行う

部屋や廊
下に危険
な物が無い
か確認点
検を行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自由あそび
中で、部屋
を出て廊
下でのこと
で、職員の
目が届かな
かった。

室内を走ら
ない等の約
束をクラス
全体で話
し合う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

運動会の
練習等で
気持ちが
高ぶってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

部屋から廊
下に出た
時に起こっ
た事だが、
部屋からこ
どもは見え
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任3人の
うち一人は
他児とのや
り取り、もう
一人は事
務作業を
行ってい
た。

運動会前
で気持ちも
高ぶってい
た。

室内を走ら
ない等の約
束をクラス全
体で話し合
う。
こどもが落ち
着いて活動
できるよう次
の活動に移
るときは声か
けし落ち着
かせる
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10753

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 13 0 0 0 2 5 6 8 7 16.４

歳
2.女
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
足首外果
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

なし

年度初め
にクラスごと
にマニュア
ルの読み合
わせを行う

1.定期的
に実施 毎日 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

活動の前
に使う用
具・箇所の
点検をしっ
かり行う

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこ遊
びをしてい
たため、逃
げ回ること
に夢中に
なった

子ども達の
遊びへの、
高ぶる気
持ちを静め
るような声
かけをして
移動を促
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこ遊
びを、お友
達と楽しん
でおこなっ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児らが鬼
ごっこ遊びをし
ている様子を
少し離れた場
所からは見て
いて、遊びに
夢中になって
いる子ども達に
その都度、安
全確認のた
め、声かけ「ス
ピードおとして」
「スキップで逃
げるよ」など、し
ながら見守る
が、転んだ瞬
間は、別の園
児の対応を
行っていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

対象児らが
鬼ごっこ遊
びをしてい
る様子を
確認してい
たが、他の
園児らが遊
ぶ場所で
見守りを
行ってい
た。

特になし。

遊び夢中に
なり、気持ち
も高揚しす
ぎる前に、
ブレイクタイ
ムをもうけて
水分補給を
するなどす
る。

10754

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 19 7 12 3 3 18.６

歳
1.男
児

当日の天気は曇
り。事故発生場
所のピロティーは
軒下となっており、
地面は乾いた状
況だった。砂埃も
乾いてサラサラの
状態だったため、
足が滑りやすい状
況になってしまっ
た。本児はピロ
ティーにある栽培
物を見た後に走り
出そうとして足を
滑らせた。ピロ
ティーは死角にな
る為、普段の戸外
遊び時には使用し
ていない為、職員
の目が行き届いて
いなかった。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

ピロティーは
目が行き
届きにくく、
普段の戸
外遊びでは
使用してい
ない為、職
員の目が
届かなかっ
た。

ピロティーは
使用できな
いことを園
児と再度
確認する
が、園児が
いることを
想定して職
員配置を
行う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 1回/日

栽培物を
置いてい
た。乾いた
地面に砂
埃がたまっ
てしまってい
た為、当該
園児が足
を滑らせて
しまった。

栽培物の
撤去。普
段から掃き
掃除はして
いるが、日
誌の安全
点検チェッ
ク項目にピ
ロティーも
追加し、
日々の清
掃、安全
管理を徹
底する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走り出そう
とした際に
足を滑らせ
てしまった。

ピロティーは
使用できな
いことを園
児と再度
確認する。
職員はピロ
ティーに園
児が入って
いないか目
視で確認
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段から危
険な行動
を取ったり、
安全確認
を怠ったり
する園児で
はない。今
回の事故
も走り出そ
うとした際
に滑ってし
まい肘を地
面に打ち
付けたもの
で、本児の
動きは普
段通りだっ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

本児が一
人でピロ
ティの栽培
物を見に
行き、園庭
に戻る際の
事故だった
が、保育者
の死角に
入ってしまっ
ていた為、
状況把握
に時間が
掛かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児
の安全管
理や遊びに
関わってい
た。

ピロティーに
園児がいる
ことを想定
していな
かった。

普段、園児
がピロティー
で遊ぶことが
無いため、
目が行き届
かなかった。
園児がいる
事を予想し
て安全管理
を行う。

10755

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 18 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

10
2.基
準配
置

発達障害
児のかかわ
り方マニュ
アルの必要
性。

発達障害
児のかかわ
り方マニュ
アル作成。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

テーブルの
高さが45
㎝あり足が
しっかりと床
についてな
い状態。

しっかりと足
がつくテーブ
ルやイスに
座らせる。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

加害児
（発達障
害）が連
日落ち着
きがなく、
情緒不安
定な日が
続いてい
た。

職員の配
置場所及
び子ども
（発達障
害の子）と
の距離を
もっと詰め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は
椅子に座
り、リハーサ
ルの見学を
していた
が、後から
きた加害
児（発達
障害）が
対象児の
後ろに来て
前が見えな
いとの理由
で突き落と
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

椅子にして
いたテーブ
ルの手前と
奥とで対象
児及び他
の児童を
見ていた
が、あとから
来た加害
児が対象
児を突き
飛ばして落
下する瞬
間に保護
が間に合わ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもの動
きを確認で
きる距離で
見守ってい
たが、とっさ
の行動で
保護対応
が間に合わ
なかった。

加害児の
心理状況
及び発達
状況（他
害行為や
自害行為
に加え、衝
動性があり
いつ何時
加害行為
に及ぶか予
測が困
難）。定
期的に療
育センター
受診してい
る。

職員による
加害児の様
子の観察及
びトラブルに
なりそうな行
為・状況の
事前判断
及び回避。

10756

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 0 0 4 7 8 4 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

園内研修
では実際
園で起きた
具体的な
事例等を
あげて、予
防策や危
険予測
（事故の
傾向）、
事故後の
適切な対
応を共通
理解し危
機管理の
意識を高
められるよ
うにしたい。

1.定期的
に実施 1回/日 1.定期的

に実施 1回/日 1.定期的
に実施 1回/日

うんてい棒
の遊具の
下にマット
などを敷く
などケガ防
止の対策
を考える

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夕方は16
時ごろから
園庭で遊
んでいるの
で、事故の
起きた時
間帯は子ど
もたちの疲
れも予測さ
れる。ぶら
下がりや
走ったりす
る遊びなど
ケガが起こ
りやすいこと
を予測して
見守る必
要がある。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

うんてい棒
に興味があ
り、挑戦し
て楽しんで
いるところ
だった。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

うんてい棒
の遊具につ
き、ひとりひ
とり見守っ
ている状況
のなか、落
下・転倒の
事故が起
きてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員
は、他の遊
具につき遊
びを見守っ
たり、お迎
えに来た保
護者の対
応を行って
いた。

うんてい棒の
遊びを見守る
中で、年齢や
発達に応じて
対応する必
要がある。
場合によって
は発達に合わ
ない園児の場
合は別の遊び
を促したり、
体を支えたり
など安全面に
十分な配慮
が必要。ま
た、見守りが
出来ない場
合は遊びを制
限して危険が
ないような園
庭あそびを行
う。
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以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10757

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 58 # # 3 3 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　1～2

1.基
準以
上配
置

・穴堀りを
している他
児の様子、
穴の大きさ
の確認をし
ていなかっ
た。

・穴は、すぐ
に埋める。
・穴掘りに
適している
場所を考
慮する。

2.不定期
に実施 　2～3 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

・片付けを
促している
時間で、子
どもたちのそ
れぞれの様
子が把握
できていな
かった。

・片付けの
時間でも、
見守りの保
育教諭を
しっかりと配
置する。

7.その他 穴掘りの場
所。

穴掘りを楽
しめる場所
を考える。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

機嫌よく過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

怪我が完
治し、お友
達と身体を
思いっきり
動かして、
追いかけっ
こや遊具で
遊んでい
た。しかし、
サッカーへ
遊びが移
行したの
を、見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保護者、
児童への
声かけ。

片付けや
降園時の
声かけで保
育教諭の
見守りが不
足してい
た。

全体を見守
る保育教諭
を職員同士
で声かけし、
分担する。

10758

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

別のあそび
をしている
子との間隔
が不十分
だった
周りを見な
がらあそぶ
様にという
声掛けの
不足

あそびの様
子を見守
り、少しで
も危険な
場所が見ら
れたら声掛
けを行い、
注意を促
す

1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日

あそびの内容
（鬼ごっこ）
には場所が適
さなかったかも
しれない。年
齢に合わせる
と広さが不十
分。また、参
加人数が多
かったかもしれ
ない。あそびが
1つではなく、
別のあそびの
子もいたため、
視界が狭まっ
た状態を生み
出したかもしれ
ない。

屋上では
鬼ごっこを
控える
（園庭に
て行うあそ
びとする）
もしくは、広
さと人数の
関係をよく
考えてから
見極める。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

いつもとは
違った午後
だった。スイ
ミングの後
で疲れが
あったのか
もしれな
い。

スイミングの
後は、室
内あそびを
行う等、落
ち着いて過
ごせるよう
配慮する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

複数名で
鬼ごっこを
行い、夢中
になって逃
げていた
為、視界が
狭まってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

屋上にてあ
そびを見
守っていた
が、他児の
対応でその
場面を見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他職員1
名は、室
内あそびの
見守りを
行ってい
た。

屋上あそび
で、子ども
の対応をす
る時間が
長くなりす
ぎないよう
にしたり、ク
ラス全員で
話をする
等、全体が
見れる状
態を作る
等の工夫
が必要。

少しでも子ど
もから訴えが
あった場合
には冷やす
などの対応
をすぐにと
る。また、保
護者への伝
達も確実に
行い、その
後自宅でも
様子を見て
頂く。

10759

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 20 # 12 10 18.６

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

なし

全職員で
マニュアル
確認を行
い、事故防
止につなげ
る

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 なし

安全点検
を全職員
で確認し、
施設内
（園庭含
む）を整
備する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

用具の確
認や個人
の能力に
よって、やり
方の指導
を行ってい
く。

用具の確
認と使用の
仕方や職
員の補助
の仕方な
ど、検証し
ていく。ま
た、正しい
跳び箱の
指導を、く
り返し行い
知らせてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

生活発表
会ということ
で、張り
切って登園
してきてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

生活発表
会の場で、
発表の内
容に跳び
箱があり、
担任は跳
び箱の傍に
立ち補助し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

生活発表
会の会場
で、対象児
のクラスの
発表を見
ていた。

練習時から対
象児の運動が
得意な面を受
け止めながら
も、安全面へ
の配慮、援助
を行っていく。
バランスを崩
し、前のめりで
着地しようとし
ているのに対し
て手を差し伸
べるなどの補
助が出来てい
なかった。

練習と本番では
気持ちが違い、
保護者を前に
高揚することも
あると予想し、
事前に適切な
言葉をかけるな
ど対応する。万
が一の時に備え
ての職員の補助
の仕方について
再度、研修等
で確認していく。

10760

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 23 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

5

1.基
準以
上配
置

楽しい行
事で子ども
達の気持
ちが浮足
立っていた

事故等の
事例になる
ヒヤリハット
を充実さ
せ、職員
間で共有
し事故防
止に努める

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 52

ハード面の
問題はな
い

気持ちの
面に対する
配慮が必
要なため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

体を動かし
たことで、
次の活動
への期待
感で気持
ちが高ぶる
姿が全体
にあった

期待感を
もたせつつ
も、クールダ
ウンするた
めの時間や
活動内容
も確保しな
がら活動を
進める

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

楽しい行
事を前に、
ダンスや体
操をした
後、楽しい
気持ちのま
ま近くのお
友だちに飛
びつこうとし
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

流していた
音楽を止
めるため
CDデッキの
ほうを向い
ており、子ど
もに背を向
けていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

支援児や
気持ちの
高ぶってい
る子の対
応をしてい
た。

前週に大
きな行事
（生活発
表会）が
終わり、解
放感もあ
り、楽しい
行事でも
あったため
全体的に
気持ちが
浮足立って
いた。

子ども達の
気持ちが浮
足立ってい
る時には、い
つも以上に
気を配り声
掛けを増や
したり、落ち
着ける遊び
を活動の合
間に取り入
れるよう配
慮し、担任
間で落ち着
いた状況を
確認する。

10761

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 23 9 14 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.なし
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

本児が病院で
お腹がすいたと
報告があり、
朝食を食べず
に登園してい
てお腹がすい
ている状態で
幼児体育を
やっていたこと
や側転をする
際には曲がら
ないように若干
腕に力を入れ
るが、力が入ら
なかったのが要
因ではないかと
思う。

幼児体育を実
施する前の園
児の体調管理
の方法や補助
者や担任の指
導方法を幼児
体育を行う３
～５歳児クラ
ス担任と補助
者リーダーみん
なで再検証
し、二度と同じ
ような怪我が
起きないように
話し合い、進
め方を変えて
いきます。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ハード面は
要因では
ないと想定
していま
す。

特にありま
せん。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

同じ 同じ

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝食を食
べずに登園
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任の見
守り立ち位
置も確認し
たが、全体
を見渡せる
場所で注
意を促しな
がら指導し
てました。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

年長クラス
で担任のみ
であったが、
補助職員
も必要に
応じて配置
していきま
す。

子ども達一
人ひとりの
体調管理
をしっかり
行い、活動
内容を考
慮する

体育など怪
我が起きや
すい活動は
配置人数を
考慮してい
く。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10762

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 24 　 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足関節
外顆剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5
2.基
準配
置

走っている
際に、よそ
見をしてい
て、まわりの
状況が見
えていな
かった。まわ
りの様子が
気になるこ
とが多かっ
た。

まわりの状
況等が気
になり、予
測不可能
な子どもの
状況確認
をする。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

まわりの状
況を確認
せず、固定
遊具等の
近くを走っ
たこと。

園庭内を
走る際に
は、固定
遊具等の
近くは走ら
ないよう、
子どもと共
通認識を
する　滑り
やすい箇
所を点検
し、土を入
れるなど改
善する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見守りが不
十分であっ
た。

状況を見
守りながら
必要な声
掛けやサ
ポートを丁
寧に行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
一人で活
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
近くにはい
たが、急な
転倒に対
し、支える
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の子ども
たちと遊ん
でいた。

思い付きで
行動してし
まうことがあ
り、本児の
行動を予
測できな
かった。

保育士間で
声を掛け合
い、見守りと
配慮を徹底
する。

10763

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 14 　 　 　 　 　 　 2 2 16.４

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙打
撲、歯折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5
2.基
準配
置

なし なし 1.定期的
に実施 293 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 293 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

友達と手を
つないだま
ま、ふざけ
てしまったこ
と。

手をつない
だまま動くこ
とのリスクを
丁寧に知ら
せていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　　　「なべ
なべそこぬ
け」の遊び
が上手にで
きるように
なり、友達
と楽しめる
ことが嬉しく
遊び方が
激しくなって
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
室内で好
きな遊びを
楽しんでい
たので、担
任は少し
離れたとこ
ろで全体の
遊びを観て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
室内遊び
中だったの
で、他の職
員は見てい
なかった。

ふざけてぐ
るぐる回り
だしたところ
で声を掛け
ていなかっ
た。
手をつない
だまま遊ぶ
時の怪我
のリスクに、
意識が向
いてなかっ
た。

わらべ歌の
遊び方につ
いて、担任と
確認した。
子どもの遊
び方が激しく
なっていく前
に声を掛け
たり、止めて
気付かせ
る。

10764

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 37 4 11 11 11 6 5 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

雨の日の
危険箇所
の把握が
出来ていな
かった。

研修や会
議等で危
険箇所の
周知を徹
底していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300

雨天後、
人工芝が
濡れていて
滑りやすく
なってい
た。

人工芝が
濡れている
ときは人工
芝を使わな
いようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

行事後とい
うことで気
分が高揚
しており、い
つも以上に
全体的に
テンションが
あがってい
た。

行事後は
静かに過ご
すことがで
きるような
保育内容
を考える。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
一人で人
工芝の上
で走った途
端、滑って
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
全体を見
渡せる位
置に立って
園庭全体
を見てい
た。人工芝
とは離れた
ところにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の活動
をしている
子どもたち
の対応をし
ていた。

今まで人
工芝で滑っ
た事例がな
かったので
特に問題
視していな
かった。

濡れた人工
芝は危険と
いうことを周
知し、遊び
方や職員配
置を考える
ように会議
で話し合っ
た。

10765

令和
6年
6月
10
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 23 1 1 2 8 5 6 7 4 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足甲・骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

研修は行っ
ている。

今後も研
修や日頃
の保育の
中での気
付きなど、
職員全員
で事故を
防ぐことが
できるよう
周知・情報
の共有をし
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

砂場の砂
の柔らかさ
もあり、事
故には至ら
ないと考え
ていた。砂
が少し減っ
ていたこと・
対象児が
ジャンプした
箇所が1番
高さのある
場所だった
ことは改善
点だと考え
る。

砂場の砂を追
加で入れて、
地面の高さを
上げて、地面
を柔らかくし改
善した。対象
児がジャンプし
た箇所を花壇
にし、花を植え
たことで児童が
立ち入りできな
いようにし、今
後同様の事故
が起きないよう
に改善した。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

保護者が
迎えに来る
時間にも
少しずつ重
なってくるた
め、人の出
入りが多く
なる時間と
なる。

見守りと保
護者対応
と職員の業
務が多くな
るが、危険
のないよう
に見守りは
今後も徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

走る・飛ぶ・
ジャンプするな
ど体を大きく動
かしたい衝動
が日頃からあ
る児童である。
この日に限ら
ず、以前から
同じ場所で
ジャンプをした
り、遊ぶ姿が
見られ、普段
と変わった様
子は見られな
かった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
他の児童
も外遊びを
しており、
園庭全体
を見守りな
がら動いて
いた。下記
の他の職
員が事故
時にすぐに
気付き、対
応を引き
継いだ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くで0歳児を
抱っこしなが
ら、対象児も
見守っていた。
1回目のジャン
プも見ており、
対象児も楽し
く遊ぶ姿から危
険は感じては
いなかった。2
回目のジャンプ
で着地を失敗
したことにもす
ぐに気づき声を
かけた。

対象児
は、いつもと
変わらない
様子であ
り、職員も
対象児のこ
とは事故前
から把握
し、事故後
もすぐに対
応した。

今後も、園
庭での活動
での職員の
動きは、担
当児童に限
らず、近くに
いる児童を
しっかりと見
守っていく。

10766

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 10 　 2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上A外
傷性歯の
亜脱臼・外
傷性歯髄
炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5
2.基
準配
置

遅番保育
を開始した
後、子ども
本人に落
ち着きがな
く、常に動
いていること
が多かっ
た。座って
遊ぶよう伝
えるが、すぐ
に動いてし
まう。

遊びが落ち
着くまで見
守りを丁寧
にする。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

ジュータン
等を利用
し、保育室
内を走らな
いようにす
る。

整理整頓
をし玩具の
配置を見
直す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見守りの位
置。

遊びを見
守りながら
必要な声
掛けやサ
ポートを丁
寧に行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
一人で活
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
近くにはい
たが、急な
転倒に対
し、支える
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の子供と
遊んでい
た。

新年度に
なったばか
りで、行動
に落ち着き
がないこと
を感じてい
たが、それ
以上の配
慮が足りな
かった。

保育士間で
声を掛け合
うこと等、丁
寧な見守り
と配慮をす
る。

10767

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 19 2 2 15.３

歳
1.男
児

要支援児で
あり、週１回
児童発達支
援事業所に
並行通園して
いる。

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足５趾
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

保護者とい
る子どもの
動きに対し
ての危険
予測が不
十分だっ
た。

事故発生
時の状況
を職員間
で共有・周
知をし、送
迎時の安
全について
どの職員も
意識ができ
るようにして
いく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 200 特になし

室内では
転倒等を
想定し、今
まで通り常
に整理整
頓を意識し
ていく。

7.その他

送迎時の
子どもの把
握につい
て、保護者
への安全
確認の周
知不足も
要因であっ
た。

登降園時
の子どもの
安全確認
について再
度保護者
に周知し、
職員と共に
把握ができ
るように確
認した。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝の受け
入れ前の
時間帯で、
母親がその
場にいたた
め一緒に
登園した兄
弟とともに
気持ちが
高まってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
早番の時
間帯でけが
発生場所
とは違う部
屋で保育
していたた
め、職員は
その場にい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
早番職員
は全員他
の部屋にい
たため、事
故発生時
はその場に
いなかっ
た。

事故発生
時に職員
が把握でき
なかったた
め、すぐに
対応ができ
なかった。

早番職員は
子どもの受
け入れを丁
寧に行うと
同時に、で
きる限りの全
体把握も意
識していく。

375 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10768

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 16 2 2 17.５

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左中指中
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

今年度に
入り初めて
の運動内
容だったた
め、子ども
にとって適
切かどうか
状態を予
想できな
かった。

運動内容
について
は、事前に
職員間で
共有し、適
切かどうか
確認し合
う。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 200

動きやすい
よう広い
ホールを
使って活動
していた
が、子ども
同士の距
離は近く密
接してい
た。

適切な間
隔が保たれ
るような声
掛けをし、
把握しやす
いようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

リズム活動
終盤でもあ
り、子どもの
疲れもあっ
た。

無理のない
活動設定
を行うととも
に、リズム
運動以外
でも身体づ
くりを行い、
大きな怪
我につなが
らないよう
にしていく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
リズム運動
活動の終
盤であった
が活動を
通して、活
発な動きが
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
対象児の
傍でそのほ
かの子の活
動の補助
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の子の
補助をして
いたため、
担当職員
以外は対
象児の動
きを見てい
なかった。

活動補助
に目が向け
られていた
ため、すぐ
に対応がで
きなかった。

活動補助に
注力するの
ではなく、全
体を把握し
ていく。

10769

令和
6年
6月
10
日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 26 5 5 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

職員間の
連携が足り
なかった。

保育士の
配置は基
準を満たし
ていたが職
員間の声
掛けが必
要だった。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

・棚の中に
入って遊ん
でいたこと
は確認して
いたが、他
児の対応
のためその
場を離れ、
職員の見
守りが不十
分になっ
た。
・子どもが
棚の中に
自由に入
れる状態
だった。

・転落の可
能性がある
場所では、
近くで見守
りをする。
・棚の中に
仕切りをつ
けるなどし
て棚の使い
方を見直
す。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

近くでの見
守りがな
かった。

転落の危
険がある場
合は近くで
見守る。そ
の場を離れ
なければい
けない状況
のときは、
職員間で
声を掛け
合う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
棚の中に
入る姿は
以前からあ
り、事故当
日も他児と
一緒に入っ
て遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
棚の中に
入っている
ことは確認
していた
が、他児の
対応のため
に目を離し
てしまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
室内に他
の保育士
もいたが、
受け入れ
や他児の
保育を行っ
ていた。

見守りの必
要な場所
から離れた
こと。

見守りが必
要な場所か
ら離れるとき
は職員間で
声を掛け合
う。

10770

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 28 22 22 16.４

歳
1.男
児

1歳の時に家
で転倒し歯を
ぶつけ、ぐらつ
いた歯を固定
していた。その
後、ぐらつくこと
なく、普通に
食事を摂って
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

歯の神経
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

職員の人
数は基準
内。ひとり
は子どもた
ちの遊んで
いる様子を
みていた。
ひとりは園
庭に落ちて
いた猫の糞
を片付けて
いた。

気を付けて
遊ぶように
声をかけな
がら子ども
たちの様子
を見守る。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

総合遊具
は縄の網
や、木のつ
り橋など変
化にとんだ
遊び場であ
る。足がも
つれるかも
しれない。

子どもの発
達には有
意義な遊
具である。
危険な個
所は改善
し、安全に
遊べるよう
にしていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具の遊
び方につい
ては、常日
頃から、子
どもたちに
説明してい
る。

再度、遊
具の遊び
方について
確認する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
普段から活
発な子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
咄嗟の出
来事であ
り、転倒を
止める事は
出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭に落
ちていた猫
の糞を片
付けてい
て、十分に
目が行き
届かなかっ
た。が、他
のクラスの
職員も監
視してい
る。

普段から動
きが活発
で、夢中に
なって遊ぶ
子。遊ぶ事
に一生懸
命だった。
咄嗟の事
故で手を
出す事がで
きなかった。

子どもの特
性を理解し
て、声を掛
けながら注
意してみて
いく。

10771

令和
6年
6月
10
日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 15 2 2 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

外踝成長
軟骨板損
傷の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

なし なし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

縄はしごの
幅が狭いの
で、上り下
りが同時に
なり園児が
密集したこ
と

子ども同士
が密集して
いる場所、
落下しやす
い場所は
職員が目
を配り、傍
で見守りを
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
縄ばしごの
下から上
がってきて
いる他児に
気づいてい
ないようで
あった。近く
にいたことに
気づいた時
にはびっくり
してとっさに
態勢がとれ
ず転落して
しまった様
子。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
戸外遊び
を終了し室
内に入る
前であっ
た。戸外の
玩具を職
員が片づけ
ながら対応
していた
為、目を離
してしまう
瞬間があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他クラスの
保育士は
園庭にいな
い状態で
あった。

片付け中
の職員配
置

片付けをす
る際に、職
員配置が十
分に対応で
きない時は、
遊具から園
児が下りる
のを確認し
てから片付
けをする。他
職員へ声掛
けをし安全
を確保する
対策を図
る。

10772

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 22 8 6 8 3 3 17.５

歳
1.男
児 特になし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左ひじの骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

広場への
移動のた
め、子ども
たちが並ん
でいる所か
ら保育士が
離れて保
護者対応
をしている
間に子ども
同士のトラ
ブルが発生
した。

子どもの所
を離れて保
護者対応
しない。広
場への移
動の際は
子どもを待
たせないで
保育士が
ついてすぐ
に移動す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

子どもが並
んでいるとこ
から離れ
て、保護者
の対応をし
ていた。

保護者へ
の連絡があ
る場合は、
子どものそ
ばを離れ
ず、トラン
シーバーで
他の保育
士に連絡し
て伝えても
らう。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

子どもたち
が並んでい
たが、保育
士が保護
者対応の
ためその場
を離れた。

子どもの所
を離れて保
護者対応
しない。広
場への移
動の際は
子どもを待
たせないで
保育士が
先頭に立っ
てすぐに移
動する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

広場へ移
動の際の
手順はいつ
もの通りで
あったが、
順番をめ
ぐって並ぶと
きにトラブ
ルになった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子どもが並
んでいるとこ
から離れ
て、保護者
の対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

４．５歳
児が広場
に移動し、
３歳児は
園庭で遊
んでいたの
で、他の担
当者は３
歳児を中
心に保育
に当たって
いた。

子どもの移
動の際は
子どもから
離れず、保
育士が先
頭に立つこ
とになってい
たが、それ
が徹底され
ていなかっ
た。

子どもの所を
離れて保護
者対応しな
い。広場へ
の移動の際
は子どもを
待たせない
で保育士が
先頭に立っ
てすぐに移
動する。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10773

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 7 1 6 2 2 14.２

歳
1.男
児

　●●市要
支援児童認
定を受けてい
る。

8.その他 1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕部の
左ひじ付
近の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

戸外に出
るまでに普
段と変わっ
た様子はな
かった。日
頃からの危
機管理が
薄れていた
可能性が
ある。

重大事故
の対応に
関して、保
育者全体
での確認を
定期的に
行う。

1.定期的
に実施 240 2.不定期

に実施 240 1.定期的
に実施 240

散歩時に使用
している立ち乗
りで使用する
カートについて
は、使用前に
整備確認を
行っている。園
児の特性を保
育者が把握し
ていたが、突
発の行動が予
測できていな
かった。散歩
カートから園児
が出ようとする
ことや出てしま
うことが想定さ
れていなかっ
た。

散歩カート
に園児を
乗せる際の
注意事項
を追加し、
可能性の
想定を出
来るように
していく。

7.その他

３名の保
育者を配
置していた
が、帰園後
の動きをス
ムーズにし
ようと先に
帰園してい
たことで保
育者が２
名になり散
歩カートに
乗せる際に
死角が発
生した。

園児が安
全にカート
に乗車して
から戻るこ
とを徹底す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　  楽しく
遊んでいた
様子だった
が、帰る声
かけに対し
て納得が
出来ていな
い様で、
もっと遊び
たいと興奮
気味だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
なだめなが
ら立ち乗り
カートに乗
せた後、他
に同乗して
いる園児
同士がもめ
始めたの
で、間に
入ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　  もう一
台のカート
に園児を
乗せていた
ので、対象
児のカート
には背を向
けていたの
で見ていな
い。

対象児が興奮
気味だったにも
関わらず、落ち
着くまで見守る
ことが出来てい
なかった。保育
者が１名先に
戻ったことで、
一台ずつに保
育者が園児を
乗せており、
カート内のトラ
ブル対応で他
が見えておら
ず、もう一台を
受け持っていた
保育者も背を
向けていたので
死角が発生し
た。

散歩カート
を置く位置
や園児を乗
せる際、対
応の仕方を
確認し合い
周知する。
保育者が先
に戻ることが
ないように役
割を明確に
する。

10774

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 　 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5
2.基
準配
置

体操をして
いた際に足
を捻った。

常に子ども
の状況確
認をする。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

園庭内の
土壌の状
況等の問
題はなかっ
た。

定期的に
園庭内の
環境整備
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

登園後ま
もなく、体
が硬かった
ことも予測
される。

体を動かす
前には、手
首・足首等
を動かし、
必要な声
掛けやサ
ポートを丁
寧に行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
一人で活
動（体
操）してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
近くで体操
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他の園児と
遊んでいた
り見守って
いたりした
ので見てい
なかった。

本児の行
動を予測
できなかっ
た。

保育士間で
声を掛け合
い、見守りと
配慮が必
要。

10775

令和
6年
6月
10
日

1.認可 7.小規模
保育事業 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 11 3 4 4 4 4 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

剥離骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

普段の保
育場所とは
異なる連
携施設で
の運動会
総練習で
あり、職員
の目が行き
届かない状
況で、本児
の動きを制
止しきれな
かった。

担任が誘
い掛けて傍
にいる。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段の保
育場所とは
異なる場
所で、多く
の園児がい
る中、職員
の目が行き
届かない状
況となり、
本児の動
きを制止し
きれなかっ
た。

たくさんの
子ども、職
員が一同
に集まった
場所でも、
自分の担
当の子ども
から目を離
さない。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
運動会の
総練習、い
つもと異な
る広いホー
ルで興奮
気味だっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
運動会の
総練習で、
職員のやる
べきことが
多く、一人
ひとりの子ど
もに完全に
目が行き
届いていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　　　広い
ホールでた
くさんの職
員がいたた
め、自分の
担当の子ど
もの把握が
しっかりでき
ていなかっ
た

一斉の活
動で目が
行き届かな
い場面が
あった。

たくさんの子
ども、職員が
一同に集
まった場所
でも、自分
の担当の子
どもから目を
離さない。

10776

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 20 4 4 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

4

1.基
準以
上配
置

対象児に
対する職
員の見守り
の位置につ
いて十分に
話し合いが
されていな
かった。

本児の特
性について
の理解を
共有し、配
置を工夫し
て対応でき
るよう周知
していく。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 2.不定期
に実施 240

落下した場
合の対策
が取れてい
なかった。

周りに危険
なものがな
いか再度
点検を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児の
近くでの見
守り、補助
が不十分
だった。

バランスを
崩し落下し
やすいこと
を把握し、
必ず保育
士が側につ
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
　　　遊具
に興味を
持ち、高い
所まで登ろ
うとしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
　　　近くで
見守ってい
たが落下す
る場面で
受け止める
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
　違う場所
で遊んでい
る子たちを
見守ってい
た。

職員同士
の連携が
不十分だっ
たかもしれ
ない。

お互いに声
を掛け合
い、それぞれ
の場所で遊
ぶ子どもたち
の把握に努
める。

10777

令和
6年
6月
10
日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 19 5 5 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

保育士の
配置場所

保育士の
配置は基
準を満たし
ていたが、
職員は常
に子どもを
見守れるよ
うに配慮し
て動く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 　毎日

・砂場と砂
場を囲む
枠の段差
が大きかっ
た。
・片付けを
行っていた
ため職員の
見守りが不
十分だっ
た。

・砂場の砂
を足し、段
差が小さく
なるように
対処した。
・子どもの
動きを見
守りなが
ら、片づけ
を行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

視線を外し
たこと。

視線は子ど
もに向け、
子どもの動
きを見守り
ながら片づ
けを行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
他児と一
緒に玩具
の片づけを
しようとして
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
玩具の片
づけをしよう
としているの
は確認して
いるが、職
員自身も
片づけを
行っており
子どもたち
に視線を
向けていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
少人数で
室内に戻っ
ており最後
のグループ
だったため、
他職員は
いなかっ
た。

見守りの体
制

視線は子ど
もに向け、
子どもの動き
を見守りな
がら片づけを
行う。また、
危険を予測
できる場合
は注意を促
す声かけを
行う。

10778

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 9 6 3 3 3 13.１

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右母子末
節骨骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

早番の動
きの確認に
ついては周
知はしてい
るが、子ど
もの全体
把握の意
識が薄かっ
た。

時間帯に
よっての職
員間の動
きについ
て、再度確
認していく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 240

早番登園
児で部屋
の環境に
慣れてはい
るが、大人
が把握して
すぐに対応
できる位置
にいなかっ
た。

子どもの動
きについて
はすぐに対
応できるよ
うな部屋の
使い方を
考える。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

合同保育
時の朝の
受け入れ
時間帯で
遊び場所
が広がって
いた。

遊びを分
散しながら
も
玩具設置
等把握し
やすい環
境設定を
行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

早番の時
間帯での
登園後落
ち着いて室
内遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

対象児の
傍で他の
子の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

朝の受け
入れ等の
保護者対
応のため、
対象児の
動きは見て
いなかっ
た。

他の子の
対応をして
おり、
怪我の把
握が遅れて
しまった。

常に全体把
握を意識し
ながら
保育をして
いく。
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死亡
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10779

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 2 1 1 16.４

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・手
指）

右手肘　ひ
び

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

　1～2
2.基
準配
置

当該児とも
う一人の４
歳児は、
常日ごろか
ら戦いごっ
こをしてふ
ざけて取っ
組み合いを
することが
多い。今回
の事故にお
いては、担
任が席をは
ずしたわず
かな時間に
戦いごっこ
を始めた。

今回の事故に
伴い、職員会
議等で意識を
共有し、戦い
ごっこはケガの
原因となり危
険という意識を
改めて共有し
た。自由保育
時間には職員
は全クラスのこ
どもたちの行動
に注意し、危
険のないよう
声掛けをする
よう周知した。
また日々の保
育においても、
戦いごっこはし
ないことを園児
たちに繰り返し
知らせていく。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 240 2.不定期
に実施 2

手洗い場
の前に敷か
れたタオル
が滑った。

各クラスの
手洗い場
前に敷かれ
たタオル
は、足を取
られて転倒
することが
あるため、
撤去するこ
ととした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

担任が場
を離れたこ
とで、子供
同士で戦
いごっこが
始まった。

できるだけ
目を離さず
に見守るよ
うにする。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

  当該児
は、４歳
児でもある
が他の子と
の関りがま
だ未熟だっ
たり、自由
遊びの時
は、保育
士が他の
児との関わ
りを注意し
て見ている
必要があ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

すぐに近く
にいた担任
保育士が
受傷の状
況を確認
し、応急処
置を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

戸外に出
ている子供
たちを見て
いた。

なし なし

10780

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 17 1 1 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

狭い場所
で鬼ごっこ
をするとどの
ような危険
が考えられ
るのか予測
し、職員の
見守りの位
置について
十分に話し
合いがされ
ていなかっ
た。

危険を予
測し、安全
にあそべる
ルールを考
え実施す
る。また、
職員全員
が把握して
いるように
する。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 2.不定期
に実施 200

遊具や木
の裏側に
入りあそぶ
子供もいる
が、狭いた
め危険で
あった。

特に鬼ごっ
この際は、
狭い場所
に入り込ま
ないように
柵を置くな
ど工夫す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児に
対しての見
守りや声掛
けが不十
分だった。

危険な箇
所を把握
し、必ず保
育士が側
につく。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　集合の声
を掛けられ
ても、あそ
び続けてい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　　子どもた
ちに声を掛
け見守って
いたが危険
な行動を
止めること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当職員
以外いな
かった。

狭い箇所
で走らない
というルール
が子どもた
ちに伝わっ
ていなかっ
た。

本児の特性
(衝動的で
あること)を
理解し、見
守り声掛け
が必要。
また、ルール
を徹底す
る。

10781

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 66 21 20 25 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左腓骨遠
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

周りを見る
ことが完全
には身につ
いていない
ように思う

自然と周り
を注意でき
るよう、毎
日体操の
中で動きな
がら遊ぶ
ゲームを重
点的に取り
入れてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児、
他児ともに
周囲の確
認がしきれ
なかった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

園庭あそび
では他クラ
スも一緒に
あそぶた
め、全体に
目を通せる
よう、職員
が広がって
見守ってい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

園庭全体
を見てい
た。

天気もよ
く、遊んで
いて気持ち
が昂り、周
囲への注
意が足りな
くなってい
た。

山の近くを
走り回った
り、山を下り
る等の動き
がある際は
周りをよく見
てからにする
など、
職員がより
注意深く見
守りを行うよ
うにしていく。

10782

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 12 13 5 3 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

走り回る本
児を注意
する職員が
いなかっ
た。

園児が走り
回っていた
ら注意をす
る。デッキは
基本素足
で移動す
る。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 2.不定期
に実施 12 なし なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

デッキは園
庭を囲むよ
うにあり、
職員は園
庭側を見
ていてデッ
キを走り
回っている
園児に気
が付かな
かった。デッ
キの高さは
25㎝、その
下に芝生
が生えてい
る

職員が園
内を広く見
渡し、デッ
キにいる園
児にも気が
付けるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
デッキを
登ったり降
りたりを日
常的に行っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

落下したと
ころを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

落下したと
ころを見て
いなかっ
た。

靴下を履
いたままデッ
キを走り
回ってい
た。

登園したら、
靴下を靴の
中に入れる
様に習慣づ
けをして、
職員で共通
認識をす
る。デッキは
走り回らな
いこと。

10783

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 76 28 25 23 4 4 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨と
尺骨の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

全職員で
事故一覧
を検証し、
状況を把
握する。内
容を共有し
危機管理
意識を高
めている。

1.定期的
に実施 293 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 293

アスファルト
の所で遊ん
でいた為、
転んだ時に
骨折してし
まった。

アスファルト
の所では、
遊ばないよ
うにしてい
く。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

後ろから
走ってきた
子がぶつ
かってきた
ので、バラ
ンスを崩し
て転んでし
まった。

転んだ時に
大けがにつ
ながるた
め、アスファ
ルトの所で
は、遊ばな
いようにして
いく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつもの様
子と変わら
ない児で
あった。た
だ、「けいど
ろ」の仲間
に加わった
直後の出
来事だった
ので、まだ
体が十分
な準備がさ
れていな
かったと考
えられる。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　対象児か
らは少し離
れたところ
で遊んでい
た子ども達
を見ていた
が、ぶつかっ
た状況に
気が付きす
ぐに二人の
様子を確
認しに行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　 他の遊
具で遊んで
いる子ども
達を見てい
た。

アスファルト
の所で転ぶ
と大きな怪
我につながる
ことを、保育
者全員が十
分に想定で
きず遊びを
見守ってし
まったことと、
ただ走り回っ
ている子に
対して集中
できる遊びを
提供出来て
いなかった。

夕方の子ども
の人数や子ど
もの動き、職
員の人数など
を把握したう
えで、
どのようなおも
ちゃを出したら
子ども達が集
中して遊べる
のか、保育者
は見守りととも
に必要に応じ
て早めの声掛
けをしていく。

378 / 394 ページ



死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10784

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 17 9 8 4 4 13.１

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 1.頭部

軽い脳震
盪であろ
う、前歯死
活の可能
性あり

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

友だちや保
育者の様
子が気にな
り、遊具か
ら身をのり
出した。

職員の身
長より高い
位置にいた
ため、身体
を支えた
り、危ない
と感じた際
にはこまめ
に声をか
け、目を離
さない。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 250 1.定期的
に実施 12 なし なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

子どもが好
きな遊びや
遊具を自
由に選択
でき、自由
に遊べる環
境であっ
た。

子どもがどこ
で何をして
いるのか職
員間で常
に声を掛け
合い、把握
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、遊具に
のぼり遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

遊具に付
き、対象児
付近で見
守っていた
が、他職員
から声をか
けられ一瞬
目を離した
すきに、落
下した。す
ぐに気付き
手を伸ばし
たが間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

職員が対
象児付近
に２人いた
が、落下す
ることはな
いと過信
し、伝達の
ため声をか
け話をし
た。

自分たちの
危機管理
能力の低さ
から、危険
をあらかじ
め予知でき
なかった。

歩行が安定
している為、
落下はしな
いと思い込
まずこまめに
声をかけた
り、
子どもから目
を離さないよ
うにする。

10785

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 3.昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 28 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘の骨
にヒビが入
る

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

片付け時
であった
為、まだ遊
びたいという
思いから、
ソフトブロッ
クに乗っ
た。

まだ遊んで
いる園児も
いた為、全
体を見つ
つ、声を掛
けていく。ソ
フトブロック
は転びやす
いことを頭
に入れてお
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 250 1.定期的
に実施 12

自由に遊
びを選べる
環境。ホー
ルは広々と
している
為、気持ち
が高ぶって
しまう様子
もある。

子どもの人
数やその時
の状況に
合わせて、
使う玩具の
数も考えて
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

片付けの
時間であっ
たが、まだ
遊びたいと
いう思いか
ら、遊んで
いる子もい
た。

職員間で
声を掛け
合い、子ど
もの様子や
動きを見
守る。必要
に応じて声
を掛けてい
く。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ソフトブロッ
クに乗って
いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

次の活動
の準備を
行ってい
て、対象児
を見ていな
かった。

他職員
なし

近くにいな
かった

自分たちの
危機管理
能力の低さ
から、危険
をあらかじ
め予知でき
ていなかっ
た。

次の活動の
準備をしな
がらも、
必ず子ども
に目を向け
る。

10786

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 15 10 5 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし なし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし なし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし なし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

卒園前の
登園が最
終日で、気
持ちが高
揚してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

離れたとこ
ろにいて、
全体を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児から見
てと声を掛
けられ、目
の前で見て
いた。

登り棒と自
分の距離
を見誤り、
棒をつかみ
損ねてし
まった。

落ち着いて
行動するよ
う伝える。

10787

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 17 2 2 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

子供の行
動予測

子供の突
発的な行
動を予測
する。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

園外保育
時の安全
確認

園外保育
の行先や
歩く道等危
険がないか
確認をす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

一緒に手
を繋いでい
た男児が、
後ろから来
た年長クラ
スの子たち
に追い越さ
れたくなくて
急に走り出
したため。

手を繋いだ
まま走ると
危険なこと
を子供たち
に繰り返し
伝える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

今年度、7
月幼稚園
より転園し
散歩の経
験が少なく
３月生ま
れということ
もあり他児
より体力が
なかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児と手を
繋いでいた
男児と３
人で手を
繋いで歩い
ていた。男
児が急に
走り出した
が咄嗟のこ
とで止めら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

列の先頭
を引率して
いたが、列
の後方から
年長児が
歩いてきた
のが見えた
ので止まっ
て子どもた
ちの様子を
見守ってい
た。

職員配置
と声のかけ
方。

歩くことが苦
手な子や疲
れやすい子
など、子供の
様子に合わ
せて職員配
置を考え
る。職員間
で声を掛け
合い列の広
がりや子ども
の状況につ
いて共有を
図る。

10788

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 23 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手小指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

全職員で
事故一覧
を検証し、
状況を把
握する。内
容を共有し
危機管理
意識を高
めている。

1.定期的
に実施 293 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 293

グランドの
状態は安
全だった
が、スライ
ディングをし
てボールを
取ったこと
が危険だっ
たと考えら
れる。

ボールの安
全な取り方
について本
人と話して
いく。グラン
ドの状態も
整えてお
く。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ボールを取
ろうと、張り
切ってい
た。

ボールの安
全な取り方
を説明す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通
り、活発
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子ども達の
活動の様
子を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

一人は対
象児の動
きを見てい
た。もう一
人は他の
子ども達の
動きを見て
いた。

転んだ時には
痛がったのです
ぐに確認をした
ところ指も動
き、腫れていな
いため擦り傷だ
けだと思い手を
洗って傷の手
当だけ行った。
本児も再びドッ
ジボールをやり
たいと言って元
気よく参加しに
行ったため大
丈夫だと思い
すぐには通院し
なかった。

怪我の具合
をその後も
気に掛け、
度々怪我の
確認をして
いくようにす
る。
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10789

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 80 # # # 8 6 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右肘あたり
の骨にひび
が入ってい
る疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

園児数に
対する人
員配置は
適正であっ
たが、登園
時の受け
入れが数
名重なった
り、園児が
保護者から
離れられな
いでいる場
合など、そ
こに職員の
手を取られ
てしまうこと
があり、数
分間 職員
が園児から
離れること
もあったかと
感じる。

朝など登園
児の受け
入れが重
なる時間
帯には職
員を多く配
置したり、
受け入れを
素早く行う
ようにしてい
く。また遊
んでいる園
児に背中
を向けず、
見えるよう
な方法で
受け入れを
行っていく
などの点を
周知してい
く。

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 240 2.不定期
に実施 240

遊具は適
正に配置さ
れている。

・遊具自体に
は改善点はな
いが、段違い
の鉄棒ではな
いので、園児
がバーに座るに
は危険を伴う
ことがあることを
踏まえ、園児
には使い方を
知らせるととも
に、園児が難
しいことに挑戦
したい時には
保育者が必ず
ついてみるよう
にして、園児の
意欲や達成感
が満足できる
ようにしていく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士の
見守りの位
置。

・朝夕の園児
の引き渡しや
保護者対応の
ために、遊んで
いる他の園児
から離れる際
には必ず職員
同士で声を掛
け合い、見守
りの位置に配
慮していく。
・鉄棒など、比
較的危険度の
高い遊具で遊
んでいる際に
は、保育者が
近くで見守りを
することを徹底
する。また年齢
に合わないよう
な危険な遊び
方をしている判
断をしっかり行
い、園児にきち
んと伝えていく
ようにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

活発で鉄
棒も得意
なため、今
回も自信
をもってこれ
まで同様に
行ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

いつも通り
の光景で
あったため、
少し離れた
辺りで他児
にかかわり
ながら見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他にも園
児が園庭
で遊んでい
たため、そ
れぞれが分
かれて園児
の遊びにか
かわったり
見守った
り、登園し
てきた園児
を受け入れ
ていた。

職員の見
守りの位
置。

・受け入れ
や保護者対
応のために
園児から離
れる際には
職員同士で
声を掛け合
い、見守りの
位置に配慮
していく。
・鉄棒など、
比較的危
険度の高い
遊具で遊ん
でいる際に
は、保育者
が近くで見
守りをするこ
とを徹底す
る。

10790

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 32 7 # 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

1つの部屋
にいる人数
が多かっ
た。

隣の3才の
部屋に職
員と子ども
とおもちゃを
分け、、ク
ラス人数を
減らす。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

ロフトの降
り口の落下
対策

4歳児クラ
スのロフトの
降り口に広
いすのこを
敷き、子ど
もがジャン
プしたり、
転んだりし
ても振動を
吸収できる
ようにした。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児がロフ
トから降り
ようとしてい
たが、早く
降りてほし
かった3才
の他児が、
両手で押
してしまっ
た。

ロフト等の
高い所に
登っている
園児に注
意を払うよ
うにする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

高さ90㎝
のところから
ジャンプし
降りる遊び
を日常的
に行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ロフト部分
から降りると
ころは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

事故が起
こった部屋
には、職員
は1人だっ
た。

3歳児クラ
スの他児
が、本児が
ロフトから
降りようの
しているの
を見て、後
ろから押し
てしまった。

押してしまっ
た他児に、
自分で降り
ようとしてい
る子を押さ
ないように伝
えた。ロフト
を見守るた
めに職員を
1名増員し
た。

10791

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 25 # # 3 3 15.３

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

13
2.基
準配
置

なし なし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

なし なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

歩行中に、
車が通過
した為、停
止してい
た。再び歩
こうとして側
溝に転落し
てしまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

職員は列
の先頭、中
間、後尾と
園児の動
きを見守り
ながら歩い
ていた。先
頭よりで歩
いていた本
児は、年
長児と手を
つなぎ側溝
側を歩いて
いた。急な
転落に職
員が止めら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

後尾の職
員も転落
に気付き、
転落の対
応をした。
先頭にいた
職員は、
伝達を聞
いて、他の
園児見守
りをしてい
た。

２列歩行
が危険な
箇所があっ
た。

２列歩行が
危険な箇所
は１列歩行
をしていくよ
うにする。園
児にも、声
掛けをしなが
ら、転落しな
いように保
育教諭も気
を付けて歩
行を見守
る。

10792

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 121 # # # # # # 21 14 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む) 顎の裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

事故発生
場所近くに
保育者は
いたが、発
生時は背
を向けてし
まっていた。

保育者は
子どもの危
険な行動
にすぐに気
付き対応し
ていく。保
育中の立
ち位置に
配慮する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 240 なし なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児の行
動の把握
ができてい
なかった。

保育者
は、常に連
携し園庭
全体を見
守れるよう
分散して配
置につく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

親子ひろば
の部屋の
前のまくら
木に乗って
いて、転倒
しまくら木に
顎をぶつけ
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

保育者
は、砂場に
いた本児に
体操が始
まっているこ
とを知らせ
たが、本児
のその後行
動まで意
識していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他園児の
見守りや体
操をしてい
たため、気
付いていな
かった。

本児の行
動の把握
ができてい
なかった。

保育者は、
常に連携し
園庭全体を
見守れるよ
う分散して
配置につく。

10793

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 58 # # # 4 4 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭あそび
で雲梯を
渡ろうとし
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

午後の活
動では他ク
ラス（以上
児）も一
緒に外に
出ているた
め、他クラ
スの保育
教諭と協
力し、全体
に目を通せ
るようにして
いる。他児
のお迎えな
どの対応も
している。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園庭で他
児の様子
も見たり、
お迎えの対
応もしてい
たが、怪我
をし、痛
がっている
園児の様
子を確認し
ていたた
め、どのよう
に着地した
かなど、説
明すること
ができた。

受け身の
取り方や、
身体の使
い方などが
未熟であっ
た。

落下や転倒
の際に身を
守る動きが
できるよう、
体操の中で
近い動きを
取り入れて
いく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10794

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 24 # 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

事故事例
をもとに研
修を行って
いるが、自
分事として
捉えられて
おらず、保
育に活かす
ことができ
なかった。

様々な事
故発生場
面、保育の
場面等を
想定し、事
故を未然
に防げるよ
う研修等を
実施してい
く。

1.定期的
に実施 240 1.定期的

に実施 240 1.定期的
に実施 240

今回は園外保
育で出かけた
先の公園で発
生したため、遊
具の安全点検
等の頻度は把
握できていな
い。また、遊具
の不具合では
ないため自治
会にも報告は
していない。子
どもがあそび始
める前に遊具
の安全点検は
実施した。

園内の遊
具以外で
あそぶ時の
注意点を
全職員が
把握できる
ようにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段と違う
遊具なた
め、あそび
慣れていな
かった。園
外保育で
子ども達の
気持ちが
高まってい
た。

園外保育
に出かける
ときには、い
つも以上に
子どもの動
きを予想し
必ず遊具
のそばにつ
き安全管
理に気をつ
けていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　元気に登
園し、普段
と変わらな
い様子だっ
た。ジャング
ルジムであ
そんでいる
ときに、足
をかける場
所がわから
ず手を滑ら
せ落下して
しまった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

子どもが公
園内でばら
ばらに散ら
ばってしまっ
たため、全
体が見える
位置から見
守ってい
た。遊具か
ら離れた位
置だったた
め、事故を
防ぐことが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1人は全体
が見える位
置にいた。
もう1人は
他児が多
数あそんで
いる他の遊
具のそばで
見守ってい
たため、落
下時すぐに
動けなかっ
た。

保育者の
数より遊具
が多く、全
部の遊具
のそばにつ
いて見守る
ことができ
なかった。

子ども達とあ
そぶ遊具を
一緒に決
め、あそびは
じめるように
する。遊具
には必ず保
育者が付き
あそびを見
守りながら
事故防止に
努める。

10795

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 9 21 18 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

8

1.基
準以
上配
置

不意に友
だちに腕を
引っ張られ
たことにより
体制を崩し
た。

友達同
士、声をか
けてから移
動していく
ようにする。

1.定期的
に実施 293 1.定期的

に実施 293 1.定期的
に実施 293

友達同
士、声をか
けてから移
動していく
ように前
もって子ど
もたちに話
しておく。

一度子供
達が集中
して話を聞
いているか
どうかを確
認してから
対応をして
いく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

室内に戻
る前の整
列及び移
動時だった
ため、子供
自身も集
中していな
かった。

集中して行
動できる相
手同志で
手を繋いで
いく必要性
があった。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

集中力散
漫になりや
すい子であ
り、降園時
間に近づい
ていることも
あり、興奮
しやすい。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

落ち着いて
行動できる
ように、いつ
も以上に
声をかけて
いく必要性
があった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

落ち着いて
行動できる
ように、いつ
も以上に
声をかけて
いく必要性
があった。

なし なし

10796

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 24 2 2 17.５

歳
1.男
児

発達支援巡
回相談では
自閉的な傾
向を指摘され
る。通常より
多動であり気
持ちのコント
ロールが苦手
で注意力が
散漫気味。

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首に
ある尺骨
茎状突起
部分の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

３歳児の
担任となる
新規採用
の職員が、
●月の途
中で急に
退職するな
どして職員
体制が十
分ではな
かった。

職員募集
を行い、職
員の補充
に努めた。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

グランドの
外周はキッ
クバイク用
にアスファル
トになって
いるため転
ぶと大きな
怪我につな
がる。

グランドの
外周部分
はアスファル
トのため、
走らないな
どのルール
を決めた。
走る場合
は土の部
分のトラック
内とした。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

安全な場
であるた
め、子ども
たちの興味
や要求に
合わせた自
由な行動
や遊びの選
択を大切
にしたが見
守りが不十
分であっ
た。

職員は２
名体制で
はあったが
個別に子ど
もと関わり
すぎてしま
い、全体的
に見守り動
きを把握す
る配慮に
欠けてい
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

その日に限
らず、戸外
に出るとテ
ンションが
高くなる傾
向がある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児は他
児と遊ぶな
ど楽しく過
ごしていた
ため、職員
も他児と遊
びながら様
子を見てい
た。転んだ
時の状況
は見ていな
かったが、
泣いている
姿を見かけ
転んだこと
に気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

グランド内
で他児と遊
んでいたた
め見ていな
かった。

楽しくては
しゃぎすぎ
ると羽目を
外し過ぎる
所がある。
注意力も
なくなり怪
我につなが
りやすいタ
イプであ
る。

本児の特性
も分かってい
たため、
様子を見な
がら行動を
見守り注意
を促す支援
が必要で
あった。

10797

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 6 1 1 15.３

歳
1.男
児

発語がないこ
とや、多動傾
向があり、令
和●年●月
に小児科で
「言語発達遅
延」と診断さ
れている。一
語文が少しず
つ出てくるよう
になってきた。
突発的に走り
出してしまうこ
とがある。

8.その他 1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む) 鼻の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 48 特になし

安全点検
を丁寧に
行い、不具
合があれ
ば、すぐに
対策を行
う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他児と一
緒に移動し
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

児童を先
頭で率いて
いたため、
ケガを防ぐ
ことが出来
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

次の活動
の準備をす
るため離れ
ていた。。

移動の際、
児童の前
には保育
士がついて
いたが、後
にはついて
いなかっ
た。

個々の特性を
理解し、それぞ
れに応じた対応
を行う。特に、
移動などの時は
注意し、児童の
前後に保育士
がつき、見守る
ようにする。ヒヤ
リハットを職員に
周知し、対策を
考え、事故を未
然に防ぐようにし
ていく。

10798

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 16 1 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり
2.不
定期に
実施

5
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、配
置基準を
満たしてい
るため、特
になし。

2.不定期
に実施 10 2.不定期

に実施 10 2.不定期
に実施 10 特になし

安全点検
実施してい
るため、特
になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

3段ボックス
がしっかりと
固定されて
いなかっ
た。
子どもに遊
ぶ場所の
周知徹底
がされてい
なかった。

職員間で、
所内の安
全点検を
再度行い、
3段ボックス
を含むおも
ちゃ棚を固
定する。ま
た、決めら
れた場所で
遊ぶことを
子どもと約
束し、徹底
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
本来なら
机上で遊
ぶはずのお
もちゃ(プリ
ズム）を、
床で座って
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
担任Aは、
全体を気
にかけなが
らも、保育
室内での
運動会に
向けての打
ち合わせに
参加してい
たため、当
該児童が
けがをする
場面を見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
担任Bは
別室で休
憩中であっ
たため、当
該児童が
ケガをした
場面にいな
かった。

担任Bが休
憩中で担
任Aしかい
ないにも関
わらず、同
保育室内
で運動会
に向けての
打ち合わせ
をしたた
め、児童の
見守りが不
十分だっ
た。

保育中に打
ち合わせを
する際は、
全体を見守
る職員をしっ
かり確保した
中で行う。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10799

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 2 2 2 17.５

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折・脱臼
(右手）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

保育士の
危機管理
意識が低
かった。

「保育中は
こどもから
離れない」
ということを
全職員が
再確認す
る。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 300 特になし

施設・遊
具・玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため、
特になし。

2.集団
活動中・
子ども達
のみ

延長保育
時間帯は
こどもの数
が減るた
め、保育士
に気のゆる
みがあっ
た。

こどもが全
員無事に
降園するま
で、見守り
に空白の
時間が生
じないよう、
全職員に
周知し、徹
底していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

積み木を
高く積んで
遊んでい
た。（積み
木は牛乳
パックで
作った手作
りの物）

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

戸じまりを
行うため、
１名が保
育室から出
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

もう１名の
保育士も、
保育室の
隣にあるト
イレのゴミ
袋を交換
するため、
保育室から
出ていた。

保育士２
人とも、こど
もから離れ
ていたた
め、事故を
防ぐことが
できなかっ
た。

全職員に、
こどもを保育
室に残すこと
がないよう厳
重に周知し
た。

10800

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 10 2 2 14.２

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 口唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12 特になし

施設・遊
具・玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため

1.集団
活動中・
見守りあ
り

対象児が
パズルを運
んでいた際
に、転倒し
た可能性
があるが、
職員が見
ていなかっ
たため不
明。パズル
は紙製の
A4より大き
なサイズ
で、通路は
児童が物
を持って歩
くには少し
狭かった。

児童が歩く
スペースを
広くする。
保育者は
全体を見
守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

対象児は
机上遊び
をしようとパ
ズルを運ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

朝のおやつ
の用意をし
ていたの
で、対象児
に背を向け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

廊下で登
園児の受
け入れをし
ていた。

全体を見
守る保育
士がいな
かった。

保育中、背
を向けない
ようにし、常
に全体を見
て保育す
る。廊下に
出ている保
育士が部屋
に戻ってから
準備をす
る。

10801

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 28 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折、右肩
関節症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

保育士の
事故防止
に対する意
識が低かっ
た

いろんな場
面を想定し
た事故防
止に関する
園内研修
を行う事で
保育士の
事故防止
の意識をよ
り高める

1.定期的
に実施 6 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 12

園庭のへこ
みなどの補
修をしてい
たが十分で
はなかった

園庭で安
全に過ごせ
るように安
全点検の
時に園庭
のへこみな
どをしっかり
と補修する

1.集団
活動中・
見守りあ
り

保育士が
園庭全体
を見ず、１
つの遊びを
重点的に
見ていた

見守り人
数が少ない
ときは、遊
べる遊具を
しぼり保育
士が安全
に見守れる
ようにする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
鬼ごっこが
楽しくて、
気持ちが
高揚してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
対象児から
離れたとこ
ろにおり、
本児が転
倒した瞬間
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
室内にも
子どもがい
たため、室
内の子ども
を見守って
いた。

保育士が
ケガを未然
に防ぐという
意識で子ど
もたちを見
ていなかっ
た

戸外での活
動中は特定
の場所だけ
でなく全体を
見渡し、ケ
ガやトラブル
の原因をな
りそうな行為
を行っている
場合、声を
掛け未然に
防げるように
する

10802

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 26 14 12 4 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手　第5
指中手骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし 特になし 2.不定期
に実施 2 2.不定期

に実施 2 1.定期的
に実施 2 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

転んだ場
所は平たん
だが、凸凹
ある形状の
コンクリート
が敷いてあ
る場所で、
つまづきや
すかった可
能性があ
る。

集合場所
の見直しを
おこなう。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 　帰園の
声かけをし
た時に、公
園の出入
口付近に
子どもたち
が集まるよ
うになってお
り、対象時
も駆け寄っ
てきた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
主担は、
他の児童
を対応して
おり、対象
時の動きは
見てはいな
かった。
（場面切
り替えが難
しい児童が
いるた
め。）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
他の職員
は、対象
児の動きは
見ており、
転んだ際に
すぐ対応し
た。

職員は4人
体制で万
全を期して
いたが、場
面切り替え
が難しい児
童が複数
いる。

個別サポートが
いる児童、全体
の安全確認をお
こなう職員の動
きを明確にし
て、しっかり連携
をはかっていく。
また、今回は、
擦り傷等の応
急処置ならびに
観察をはかって
いたが、受傷後
すぐに腫れが見
られず、受診が
夕方になった。
打撲の際は、骨
折の可能性もあ
ることを考慮し
て、処置ならび
に受診判断をお
こなう。

10803

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 27 14 13 2 2 17.５

歳
1.男
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし 2.不定期
に実施 随時 2.不定期

に実施 随時 2.不定期
に実施 随時 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児が遊
びの中で移
動する際に
慌てないよ
うにと声掛
けをするの
が遅くなっ
た。

遊びの中で
移動する
際に慌て
ず、ゆっくり
と歩く様に
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

机上でブ
ロック遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児が見
える近くに
いたが他児
の対応をし
ており、移
動して転倒
した瞬間は
見れていな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

担任よりは
本児と離れ
たところにい
て他児の
対応をして
いた。

保育者が
分散して園
児の対応
にあたって
いなかっ
た。

保育者全
員が園児の
対応に当た
らず、1人は
全体を見渡
せる状態に
する。保育
中の安全確
認を行い、
事故防止に
つなげる。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10804

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 15 2 1 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨骨
幹部骨折・
右尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 1000 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

4月から竹
馬で遊び
始め、乗れ
る児童が
増えてきた
ことで、当
該児童を
含む児童
や職員にも
油断や過
信があっ
た。

特になし

活動前に、
安全面へ
の注意を
促すととも
に、職員体
制によって
は活動人
数を制限
し、児童の
様子を丁
寧に把握
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
所庭に水
線で順路
が書かれて
おり、その
上を自分
で竹馬で
歩き終え、
竹馬から降
りようとして
いた。当該
児童は随
分スムーズ
に竹馬に
乗れるよう
になり自信
をつけてい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

当該児童の
すぐ近くに居
り、当該児
童が水線の
コースを歩き
終え、竹馬
から降りよう
としているとこ
ろは確認し
ている。その
後、補助が
必要な児童
に目を向け
た瞬間、竹
馬が地面に
ぶつかる音が
して、視線を
向けると当
該児童が倒
れていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
少し離れた
ところで、
他の児童
の補助をし
ていた。

担任や会
計年度任
用職員そ
れぞれが個
別に児童
の補助をし
ており、全
体把握す
る職員がい
なかった。

全体把握す
る職員を配
置し、危険
を事前に
キャッチでき
るようにす
る。

10805

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 23 4 4 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手　中
指、薬指
骨折（ひ
び）

8.その
他 1.あり

2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 2.不定期

に実施 3 1.定期的
に実施 12

跳び箱の
位置関
係。

2台の置き
方は無理
がないよう
に思われた
が、2台で
交互に跳
ぶなどして
複数の保
育者が見
守れるよう
にする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

跳び箱を
跳ぶときの
手のつき方
が丸くなっ
ていた。

跳ぶ前に
手を大きく
開けてしっ
かりつくこと
を再確認し
意識づけ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
いつもと同
じように跳
ぼうとしてい
た。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

 
跳び箱の
補助ができ
る範囲でつ
いていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
担当職員
と対象側に
いて、いつ
でも声をか
けられる位
置にいた。

本人も保
育者も跳
び箱を跳ぶ
ことに慣れ
てきてい
た。

体育遊具を使う
こと、危険が伴
うことをもう一度
再確認し、緊張
感をもって参加
できるように子ど
もに声をかけたり
保育者自身が
すぐに動ける体
制を取る。また
広い視野を持ち
子どもの様子を
見守るよう常に
意識する。

10806

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 26 2 2 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上右前歯
の歯根破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 4 2.不定期

に実施 　 2.不定期
に実施 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

両手で雑巾を
抑え、手を少
し前に進め、
続いて片足ず
つ前に動かす
方法で拭き掃
除を行ってい
た。床の拭き
掃除は落ち着
いたペースで
行っていたが、
慣れてきていた
ために慎重さ
に欠けていた。

手を進行
方向
（縦）に
進め動かす
のではなく、
雑巾を持っ
た腕を左
右（横）
に動かして
拭き掃除
をする方法
に変更し
た。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

他の児童と
一緒に雑
巾で床の
拭き掃除
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
担当職員
は、子ども
だちの対面
に立ち、拭
き掃除の
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
・絵本を見
ていた一部
の児童がト
ラブルにな
り、その対
応を行って
いたため見
ていなかっ
た。

特になし 特になし

10807

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 43 23 20 4 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 2.顔面(口

腔内含む) 皮下血腫

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

12
2.基
準配
置

所庭が広
いため、保
育士から死
角になる部
分はあっ
た。気づい
ても止めに
行くまでに
距離があ
る。

遊具や花
壇などの危
険な場所
では走らな
い、走って
よいところと
遊ぶところ
を区切る。
これらのこと
を毎回、遊
ぶ前に子ど
もたちと確
認し、習慣
付けてい
く。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

遊具自体
に不備はな
かったと考
えられる。
自由に走っ
ていた児童
に対して危
険につなが
る予測を
怠ってい
た。

遊具やその
周りで起こ
りうるケガや
事故につい
て職員と考
える必要が
ある。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

急に走り出
した児童を
みたもの
の、危険の
予測や声
掛けができ
ていなかっ
た。

走ることを
禁止するの
ではなく、
集団で身
体を動かす
ルールのあ
る遊びにシ
フトするな
ど、走っても
ケガや事故
が起きにく
い環境の
見直しをし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

体調不良
もなく、普
段道理の
様子であっ
た。滑り台
の横でしゃ
がんで、他
児の様子
を見ていた
りしていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

走っていた
児童、滑り
台横でしゃ
がんでいた
児童、どち
らも把握は
していた
が、ずっと2
人に注視し
ていたわけ
では無かっ
た。走って
いた児童が
滑り台横の
児童に気
づいていな
いことの把
握もしづら
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担当保育
士同様、
他の児童
の要求に
答えたり、
いろんな場
所に目配り
はしてい
た。

急に走り出
した動きが
危険につな
がると予想
できなかっ
た。職員み
んながなん
となく全体
を見てお
り、どこを中
心に見てい
くのかを声
掛けできて
いなかっ
た。

自由あそび
の時は開放
的になりや
すいため、遊
具とそれ以
外の場所と
主に見守る
場所の分担
を声掛けし
ておくべきで
あった。

10808

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 13 2 2 16.４

歳
1.男
児

・発達面で、
注意散漫な
様子や、気持
ちがたかぶると
自制すること
ができにくいと
ころが見られ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上A歯
根破折・右
下B歯冠
破折・下唇
裂傷・左上
A外傷性
歯亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

6
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 1000 特になし 特になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

こけた原因
は不明だ
が、子ども
用の椅子
が机の中に
入れられて
おらず、机
から出た状
態になって
いる椅子が
複数あっ
た。

机から飛び
出した椅子
に躓き、転
倒すること
も考えられ
る。席を
立った際に
は、必ず椅
子を机の
中に入れる
ように指導
し、徹底し
て行えるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
遊びを決め
られず、室
内を歩き
回る姿が
あった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
当該児童
の動きに気
付き、声を
かけようとし
たところに、
他の児童
から声をか
けられ、一
瞬目を離し
た隙にケガ
をしてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の児童と
遊んでお
り、当該児
童の動きを
見ていな
かった。

全体把握
をできてい
る職員がい
なかった。

複数の職員で
保育している時
は、全体把握を
する職員を決
め、その職員が
中心となって児
童の動きを正し
く把握する。ま
た、職員間で連
携し、児童が安
全に生活できる
よう努める。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10809

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 21 3 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12回
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

軽量マット
を主に使
用。

マットを落
下した時に
衝撃を吸
収しやす
い、より安
全なものを
購入する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

当該児童
はいつも通
りであったが
見本を見
せるにあた
り嬉しくなり
気持ちが
高ぶってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他児が並
んで座り、
当該児童
の逆上がり
を見ていた
ため、他児
を囲むよう
に端と端に
座って見守
る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

体育指導
員は当該
児童の逆
上がりを至
近距離で
補助

指導員の
油断

子どもはとっさに
何をするかわか
らない上、まさか
の事を想定し、
いつでも補助が
できる体制を
取っておく事と、
見本を見せる
時、再度「しっか
りと鉄棒を持ち
手を離さない」
などの約束を伝
える等の指導が
必要である。

10810

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 15       2 1 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右顔面挫
創

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

5
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 280 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

所庭での
保育におい
て、倉庫前
が死角にな
ることが、
今回の事
故でわかっ
た。

死角になる
所は、入れ
ないように
安全コーン
を設置する
とともに、子
どもたちにも
倉庫前で
は遊ばない
ように伝え
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
当該児童
は、所庭で
5～6人の
子どもたち
と一緒に虫
探しなどを
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

3歳児クラ
スの児童
が、所庭の
広範囲で
遊んでお
り、他の児
童が遊んで
いるのを見
守っていた
ため、当該
児童の動
きを見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
補助職員
は、別の場
所で子ども
を見守って
おり、当該
児童の動
きを見てい
なかった。

普段は遊
びに行かな
い場所だっ
たため、倉
庫前付近
で子どもが
遊んでいる
ことに気づ
かなかっ
た。

全体を把握
できるよう
に、職員の
立ち位置に
気をつける。

10811

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

3.2歳児ク
ラス 10 2 2 14.２

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の外傷、
歯の破折
外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

活動場所
の選定のし
かたについ
ては、クラス
担任の裁
量が大き
い。

クラスの状
況に応じ
て、屋外活
動場所ごと
に配置人
員のめやす
をつくる。

2.不定期
に実施 12 2.不定期

に実施 　随時 2.不定期
に実施 　毎日

転倒した箇所
近くがブロック
敷きの歩道
で、隆起や排
水溝があった。
それにつまずい
た可能性があ
る。本児から
離れた場所に
いたこともあり、
危険箇所とし
ての認識がで
きていなかっ
た。園庭では
ないため、細か
い危険個所の
チェックが難し
かった。

こどもが遊
ぶ（通
る）場所と
して適して
いるかどう
か、今まで
使ってきた
公園や遊
び場所・散
歩のコース
について、
あらためて
安全点検・
検証をおこ
なう。また、
定期的にこ
れらの点検
をくりかえし
行う。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年齢的に
は、こどもが
自分の好
奇心のまま
に保育士
の手が届か
ないところ
にいってしま
うことがあ
る。クラス
内児童の
発達の傾
斜も大き
い。

そのクラスの
児童の発
達状況に
合わせ、見
守りの人員
を増やした
り、安全性
の高い活
動場所を
選ぶように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
声かけで集
団のほうに
戻ってきて
いたので、
途中で本
児らに近づ
くのを止
め、ふりか
えって残っ
ている8名
の集団のほ
うをみた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
保育者の
周りにいる
こどもたちの
見守りを
行ってい
た。

ちがう場所
に走り出し
た本児らを
見た時に、
どちらの保
育士が追
いかけるべ
きか、と一
瞬のためら
いが生じた
ため、手の
届かない範
囲に行くこ
とを止めら
れなかっ
た。

人員を増や
したり安全
性の高い活
動場所を選
び、子どもと
の距離が離
れすぎない
ように気をつ
けて見守り
を行う。

10812

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 16 1 1 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左第一中
足背骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1

1.基
準以
上配
置

事故予防
に対しての
1年に１度
の研修のみ
であった。

園内のヒヤ
リハットを通
して、月に
一度スタッ
フミーテイン
グ時に園
内研修を
行い、全員
で確認す
る。

1.定期的
に実施 2 2.不定期

に実施 　数 2.不定期
に実施 　数 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

じゅうたんの
部屋で保
育していた
ため上靴を
履いていな
かった。
床に使用し
た後の玩
具は落ちて
いた。

使用してい
ない物は
片づけ、動
線を整理
する。
使い終わっ
た物や使
用したもの
は片づけて
から次の活
動に向かう
ように指導
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
女児と一
緒に保育
室内の棚
やクラスで
作っている
段ボールの
家の後ろな
どを利用し
てかくれん
ぼをしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
他児の活
動に加わり
ながら、本
児たちの動
きを見守
り、時には
「先生(僕
たちは)どこ
だ？」と聞
かれたの
で、何度か
見つけて一
緒に遊んで
いた。

ー  
無し

新年度クラ
スの生活
体制になっ
ており、5歳
は唯一空
いている0
歳児の部
屋で工作
遊びをして
過ごしてい
た。

1人担任な
ので何かあっ
た時、すぐに
他の職員が
対応できる
ような態勢
や連携を取
る。

10813

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 26 3 6 9 8 3 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 2.不定期
に実施 1 2.不定期

に実施 1 2.不定期
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具のまわ
りには安全
マットは置
いていた
が、入れ替
えを検討し
ていた。

転倒した場
合などを考
え、遊具の
まわりの安
全マットの
入れ替えを
行った。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
通常遊ん
でいた遊具
だった。その
遊具に集
中して遊ぶ
子どもたち
が多かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
遊具につい
て子どもた
ちを見守っ
ていたが、
保護者の
対応に気
をとられ、
他の職員
に声をかけ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
他児に対
応してい
た。一瞬の
ことで転倒
することを
止めること
はできな
かった。

人気のある
遊具であっ
たため、集
中して子ど
もたちが遊
んでいた。

子どもたちが遊
具に登っている
場合は、必ず見
守りをし、離れる
場合には必ず
他の職員に声を
かけ、交替して
見守る、遊具に
子どもたちが集
中した場合は人
数制限をし、子
どもたちにも順
番に登ることをも
伝える。
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死亡
0
歳

1
歳

2
歳

3
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歳
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歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10814

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

3 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 36 19 0 0 0 17 0 0 2 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右小指の
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

走り出す時
の子ども同
士の間隔
が狭かっ
た。

子ども同士
がぶつかり
合わないよ
う，人数を
少なくした
り，間隔を
広くとったり
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
走ることが
好きなの
で，いつも
通り走り始
めた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
スタート地
点でスター
トの合図を
出してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

 
ゴール地点
で本児が
走ってくるの
を見守って
いた。

特になし 特になし

10815

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 18 6 6 6 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

本児がス
リッパで遊
んでいたが
危険性を
認識できて
いなかった

スリッパの
片付けを
確認し、危
険性を理
解できるよ
う子どもた
ちに繰り返
し伝える。
保育室の
環境に合う
よう、その
都度環境
を見直し危
険のないよ
うにする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
スリッパを
気にして遊
ぶことがあっ
た

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
対象児以
外の対応
に当たって
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
対象児以
外の対応
に当たって
いた

保育室や
テラスに出
て自由に
行き来して
いたので、
目が届いて
いなかった

職員がどの
位置からで
も子どもを把
握できるよう
にしていく。

10816

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 41 0 0 10 11 9 11 0 6 2 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左足関節
捻挫　左
足関節外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

特になし 特になし 2.不定期
に実施 2 2.不定期

に実施 12 2.不定期
に実施 　毎日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

チャイルドハ
ウスの窓枠
は、地面か
ら４５cm
の高さで、
時々、窓か
ら出入りす
る子どもが
いたが、子
ども達に約
束ごとを知
らせていな
かった。

チャイルドハ
ウスの窓か
らは出入り
しないよう、
定期的に
言葉をかけ
たり視覚で
わかるよう
なものも掲
示するなど
し、子ども
たちにわか
るよう知ら
せる。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
修了祝う
会を終え、
就学前で
気持ちが
高ぶってい
る状況で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

全体を見
守っていた
が、当該児
童を含む
５歳女児
数名が気
持ちが高
ぶった様子
でごっこ遊
びをしてい
たことや、
当該児童
がチャイルド
ハウスの窓
枠から入ろ
うとしている
様子に気
付かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

全体を見
ながら児童
と一緒に追
いかけっこ
や虫探しを
したり、砂
遊びのそば
についてお
り、当該児
童の様子
に気付かな
かった。

職員同士
で、児童の
様子、状
況につい
て、声を掛
け合い見
守ってはい
たが、立ち
位置の連
携ができて
いなかっ
た。

子どもの動
静把握を
し、遊具付
近に子ども
がいる時に
は、保育士
同士で声を
掛け合い、
そばに職員
がつき見守
るようにす
る。

10817

令和
6年
6月
10
日

1.認可 8.家庭的
保育事業 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 6 3 3 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

A1A外傷
性歯の打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり 3.未
実施 　

2.基
準配
置

安全な保
育環境に
ついて職員
の意識が
統一できて
いなかっ
た。

全員で安
全対策に
ついて話し
合い、自園
のマニュア
ル作成をす
る。

2.不定期
に実施 随時 3.未実施 　 1.定期的

に実施 24

環境の見
直しが出
来ていな
かった。

安全な教
育・保育環
境を確保
するため、
室内遊び
の見直し、
棚や机の
位置の検
討をして改
善する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
おもちゃの
片づけを急
いでしようと
走り出した
時に足が
引っ掛かり
転倒

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

 
当該児童
が楽しそう
に遊んでい
るのを見
守っていた
が、突然の
事で対応
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他のコー
ナーで他児
の見守りを
していた。

保育者と
一緒に遊
ぶ中で子ど
もの気持ち
が高ぶって
いた。

子どもが興
奮状態の時
は、声をかけ
て気持ちを
落ち着かせ
る。

10818

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

4.3歳児ク
ラス 27 2 2 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり 3.未
実施 0

2.基
準配
置

マニュアルを
会議等で
職員全員
で確認でき
ていなかっ
た。

今回のケガ
を通して今
後は職員
全体で共
有できるよ
うに検討し
ていく。

2.不定期
に実施 1 2.不定期

に実施 2 2.不定期
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし 特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
走って遊ん
でいたとき
に前方にこ
けて左腕を
ついて転倒
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
全体を見
守っており、
転倒した本
児のそばに
すぐにかけ
つけて、園
児の訴えを
きいて事務
所へ行った

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
他の園児
の見守りを
行った。

一定の方
向を走るよ
うするなど、
遊びのルー
ルを決めて
いなかった

走る方向な
ど遊びのルー
ルを確認し
て遊ばせる
ようにしてい
く。

10819

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 43 10 19 14 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯２本
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

夕方の疲
れて体力の
なくなる時
間帯にフー
プを使い跳
んで遊ん
だ。また、そ
の側にカゴ
が置いて
あった。

夕方におけ
る遊び方の
見直しと物
の置き場
所の見直
しを行う

1.いつも
どおりの
様子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
お迎えに来
られた保護
者の対応
を行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の子ども
の対応を
行ってい
た。

広範囲で
の見守りが
できていな
かった。

夕方遊ぶと
きの玩具の
制限、遊び
の制限をす
る。職員の
役割分担の
見直しをす
る。
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上

学
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10820

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 52 14 16 22 7 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

修了を祝う
会の前日
で児童が
落ち着かな
い状況の
中、鬼ごっ
こ（走る遊
び）をする
べきではな
かった。

特に行事
前の落ち
着かない状
況では、遊
びの内容や
遊び方を
考え工夫
する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

 
保護者が
普段より早
くに迎えに
きて担任と
話していた
為、落ち着
かない状況
で所庭で
鬼ごっこを
していた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

 
所庭と保
育室を行
き来してお
り、当該児
童がケガを
した場面は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
他の児童と
遊んでいた
ため、本児
が転倒した
ことに気付
いていな
かった。

所庭で鬼ごっ
こをしている児
童を見守る職
員（担任B)
が一時的に不
在になってお
り、他の職員
もそのことに気
づいていなかっ
たため、当該
児童に事故予
防の声かけが
できなかった。

担任Aは修了を
祝う会の準備
（結果的には
保護者対応と
なる）、担任B
は児童の安全
面を見守るとい
う、事前に決め
た役割分担を
徹底し、児童か
ら離れる時は他
の職員に声をか
けるなど、児童
の安全を最優
先に保育を行う
ようにする。

10821

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 20 6 8 6 3 1 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 2.顔面(口

腔内含む)

鼻骨骨
折、擦過
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

10
2.基
準配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 120 1.定期的
に実施 280 特になし 特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

「だるまさんがこ
ろんだ」は、振
り向いて後ろを
確認せずに
走ったり、至近
距離にいる鬼
から逃げるため
に勢いよく走っ
たりするため、
所庭が狭く異
年齢の合同保
育の時間で遊
ぶには安全な
遊びではなかっ
た。

狭い所庭
で、かつ異
年齢の合
同保育の
時間であっ
ても安全に
遊べるよ
う、遊びの
内容や遊
び方を考
え、工夫す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

 
３歳児5、
6人で、「だ
るまさんが
ころんだ」を
して遊んで
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

 
子どもたち
の様子を
把握できる
よう、全体
を見渡せる
ところに立っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

 
所庭の端
にある砂場
等で遊んで
いる子ども
や、トイレに
行っている
子ども等に
対応してい
たため、離
れた場所に
いた。

特になし 特になし

10822

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 12 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 12 特になし

施設、遊
具、玩具
等定期的
に点検を
行っている
ため、特に
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

片付けの時間
帯に急な雨
で、短時間で
はあるが注意
が逸れ、プール
と柱の間を走っ
ている子どもを
止めることがで
きなかった。

事故が起
こった場所
は、普段か
ら「入らな
い」という約
束をしてい
るが、再度
子どもたち
に注意喚
起する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
急な雨と、
片付けの
時間帯が
重なり、遊
びを切り上
げることが
出来なかっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
急に雨が
降ってきた
ため、子ど
もたちが総
合遊具から
安全に降り
ることが出
来るよう援
助してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
障がい児に
付き、遊び
を切り上げ
るよう対応
していた。

片付けの
時間帯と
急な雨で、
総合遊具
から子ども
たちを安全
に降ろすた
め、短時間
ではあるが
注意が逸
れた。

子どもたちを
落ち着か
せ、余裕を
もって片付
け～屋内へ
と移動する。

10823

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 12 2 2 3 1 4 0 2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 足指骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

　立って
踊っている
ところを見
守っていた
が、声掛け
をしていな
かった。

　室内遊び
の時は、
ゆったりと過
ごせるよう
座って遊ぶ
ように伝え
ていく。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 300

　裸足で
あったが、フ
ローリングで
滑りやす
かったと考
えられる。

　室内での
遊び方につ
いて、危険
がないよう
見直しをす
る。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

初めての土
曜日保育
で、本児も
他児もいつ
もと違う環
境で気持
ちが高ぶっ
ていた。

座って集中
できる遊び
を提供する
など、危険
のないよう
に配慮す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
子どもの人
数が少な
く、いつもと
違う保育
室のため気
持ちが高
ぶっている
姿があっ
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
事故の予
測が出来
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
室内の環
境整備
（片付け
等）をして
いた。

好きな遊び
を楽しみな
がら過ごす
中でも、危
険な行動
がないか等
細心の注
意を払うこ
とができて
いなかっ
た。

子どもの状
況を見なが
ら、予測でき
る事態にす
ぐに対応で
きるよう、職
員同士が声
を掛け合う。

10824

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 13 2 1 15.３

歳
1.男
児 特になし

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

足趾親指
付け根の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

子どもが小
走りしたこと
を止めるこ
とができな
かった。

室内は走
らずに歩く
ことを徹底
する。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 3 1.定期的
に実施 12 特になし

施設、遊
具、玩具
等を定期
的に安全
点検を行っ
ているため
特になし

5.睡眠
(午睡)
中

入口の扉
が開いたま
まであった。

扉は開けた
ままにせ
ず、閉め
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登園時から
いつもと変
りなく、元
気に過ごし
ていた。
13:15入
口の扉が
開いていた
ため、当該
児童が閉
めに行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

他児の午
睡準備の
援助をしな
がら、当該
児童の様
子を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児の午
睡準備の
援助をしな
がら、当該
児童の様
子を見守っ
ていた。

当該児童
が泣き続け
ている姿を
見て「甘え
ている」と思
い込んだこ
とで、怪我
の判断や
確認が不
十分とな
り、対応が
遅れた。

泣いている
理由を丁寧
に見極める
（甘えなの
か、怪我をし
ていないか、
痛む箇所は
あるのか
等）

10825

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

5.4歳児ク
ラス 25 3 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕橈・尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

公園の遊
具が児童
の発達に
合っている
か把握でき
ていなかっ
た。。

散歩マップ
を作成中。
道中、公
園等での
危険個所
及び注意
点を洗いだ
し、職員全
体で共有
する。

1.定期的
に実施 12 2.不定期

に実施 100 1.定期的
に実施 300 特記事項

なし

公園での
事故である
ため公園
管理事務
所所管

1.集団
活動中・
見守りあ
り

それぞれの
遊具で遊
ぶことに対
して見守り
が不十分
であった。

遊べる遊
具の数を
制限し、見
守り可能な
範囲にとど
める。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
平均台を
端から端ま
で歩くことを
とても楽し
んでいた。

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

担当職員
は本児とも
う一人の園
児を左右
の手で一
人ずつ繋い
で平均台
を歩かせて
いた。段を
降りる時に
バランスを
崩し、つな
いでいた手
が離れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他の２人
の職員は、
それぞれ別
の遊具で
遊ぶ子ども
たちの見守
りをしてい
た。

一人ずつ
手をつない
で歩かせる
という安全
確保が出
来ていな
かった。

遊べる遊具
の数を制限
し、見守り
可能な範囲
にとどめる。
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実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10826

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

6.5歳以
上児クラス 23 3 3 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

園児の混
雑を避ける
ために2クラ
スを分け、
職員も二
手に分かれ
て見守って
いたが、広
範囲になる
と目が届か
ない箇所が
発生してい
た。

遊具によっ
ては2クラス
が合流し、
職員数を
増やして見
守るように
する

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300

外部施設
内の「●
●」は改修
され事故
現場となっ
た遊具も
比較的新
しく欠損な
どは見られ
なかった。そ
の他の場
所では老
朽化し欠
損している
箇所が見ら
れた。

危険な箇
所は使用
しない、ま
た使用時
には子ども
達に注意
を促すなど
を徹底す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具で遊
ぶ前に約
束事を伝
えていな
かった。

事前に安
全に遊ぶた
めのルール
を知らせ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
ネット遊具
【山の砦】
で遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
本児と少し
離れたネッ
ト遊具で
他児と遊び
ながら見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
遊具の分
かれ道につ
いており、
事故の様
子を見てい
た。すぐに
本児の状
態を確認
し、別の職
員へ引き
継いだ。

走ってい
て、足をと
られた。

走らずに足
元をしっかり
と確認しな
がら、手を添
えて渡るよう
遊び方を知
らせる。

10827

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 26 6 6 9 5 2 2 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

モンテジア
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
点検を定
期的に行っ
ているた
め、特にな
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

他児から話
しかけられ
たため、一
瞬その場を
離れ目を
離してしま
い、危険な
状況に気
づけなかっ
た。

鉄棒から目
を離す状
況になる際
は、遊びを
中断する。
または、他
の職員に
対応を依
頼し、見守
りが途切れ
ないように
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
いつもより
積極的に
鉄棒に挑
戦してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
他児から話
しかけられ
たため、一
瞬その場を
離れ目を
離してしま
い、危険な
状況に気
づけなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
至近距離
におり、担
当者・対象
児の動きを
把握しなが
ら他児の安
全を見守っ
ていた。

他児から話
しかけられ
たことで目
を離してし
まい、危険
な状況に
気づけな
かった

職員間の連携・
子どもが遊んで
いる状況の把
握・大型遊具に
は必ず大人が
傍について見守
り遊び方を知ら
せる。見守りが
途切れないよう
にする。

10828

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 38 13 18 7 4 4 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右ひじ脱
臼、成長
軟骨の弛
み

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具
等の安全
点検も定
期的に行っ
ているた
め、特にな
し

3.個人
活動中・
見守りあ
り

屋上園庭の遊
具（玩具）の
タイヤ（計６
個）の置き場
や遊ぶ範囲が
明確に決まっ
ておらず、他児
が遊び終わっ
た後タイヤが園
庭に点々と置
いてあった。

園庭内のタ
イヤの置き
場所やタイ
ヤを使って
遊ぶ範囲
を決め、職
員間で共
有し、児童
にも知らせ
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
友達と追い
かけっこをし
て遊んでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
園庭全体
が見える位
置で、対象
児を含め
全ての児
童が遊んで
いる様子を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
園庭全体
の様子を
気にしつ
つ、他児と
一緒に遊
んだり加配
が必要な
児童を見
守ったりし
ていたた
め、対象児
の事故が
起きた瞬
間は見てい
なかった。

他児がタイ
ヤを転がし
て遊んだ
後、園庭に
点々とタイ
ヤが置かれ
ていたが、
片付けたり
移動をさせ
ず、そのま
まにしてし
まっていた。

タイヤで遊んで
も良い範囲や置
き場、追いか
けっこ等で走って
遊べる範囲を決
めて職員間で共
有し、ルールとし
て児童にも伝え
る。また、事故に
つながりかねな
い場面があれば
その都度、児童
に声かけをす
る。玩具が無造
作に置かれてい
たら片付けるな
ど常に児童の動
き及び環境を意
識し、怪我のな
いよう見守る。

10829

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 20 2 2 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

2.不定期
に実施 　随時 2.不定期

に実施 　随時 1.定期的
に実施 　毎日 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は行ってい
るため、特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

転んだとこ
ろに机が
あった。

室内の生
活環境や
子どもの動
線を見直
す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
特に変わり
なく、元気
に過ごして
いた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
「危ないか
ら止まりな
さい。」と注
意した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児の対
応をしてい
た。

走らないよ
うに声をか
けたが、転
んで転倒し
た。

慌ただしい時間
なので、子どもが
興味を持つよう
な落ち着いてあ
そべる工夫をす
る。また、注意
するだけでなく、
他のあそびに誘
う等気分転換を
図っていく。

10830

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 26 7 7 12 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)
右 第2趾
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 　随時 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具
等の安全
点検も定
期的に実
施している
ので、特に
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があった
ため、特に
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
1日を機嫌
よく過ごし、
部屋移動
の前に座っ
てお茶を飲
んでいた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
部屋移動
するために
整列してい
る子どもた
ちの様子を
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
降所準備
の確認や
他の子ども
たちの様子
を見てい
た。

担任が休み
で、別の保育
士（普段から
関わりがある
職員）が担当
していた。
いつもと違う状
況で、言い出
しづらかったか
もしれない。

普段、関わりの
ある保育者で
も、担任が不在
時の不安や心
細さを埋めきれ
ないことはあるの
で、より気にかけ
て見たり、声を
かけたりして、変
化に気づくよう
努める。

10831

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 28 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯2
本の陥入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

特になし

今後もミー
ティングや
研修によ
り、日頃か
ら全職員が
事故予防
に対する心
構えや知
識の習得
に努める。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300

設備面で
の要因は
無し

破損箇所
や気になる
箇所をこま
めにチェック
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

裸足で走
ると、滑ると
いうことを
想定してい
なかった。

滑ることが
あるという
旨を子ども
に伝え、注
意を促す。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

友達4人で
「しっぽ取
り」を行って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

追いかけら
れていた時
でもなく、
ゆっくりとし
た動きのな
かで1人で
転倒したた
め、受け止
められな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
一緒に遊
び、ゲーム
の進行をし
ながら、
ルールの説
明等を行っ
ていた。

特になし

特になし。
（今後も全
体をしっかり
見守ってい
く）
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【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10832

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 28 9 10 9 2 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の動揺

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 随時 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため、
特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動中,見
守り体制が
あったため、
特になし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

築山の周
辺を走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

少し離れた
場所で大
繩を回して
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

保護者対
応をしてい
た。

時間差で
屋外に行く
など、工夫
や配慮が
足りなかっ
た。

屋上での過
ごし方につい
て職員で話
し合いを行
い、子どもた
ちに遊びの
ルールを丁
寧に伝えて
いく。

10833

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 22 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左肘橈骨
頭圧迫骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題は
無いが、今
後はより注
意して見守
り、危険を
予測した際
は、児童に
適切に声
を掛け注
意喚起を
行う。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 300 特になし

施設・遊
具・玩具の
安全点検
は定期的
に行ってい
るため特に
なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

遊具の配置を
見直す。活動
前に児童へ遊
びのルールや
注意点を伝え
る。傍に大人
が付いて見守
り、必要に応じ
て補助ができ
るような体制を
取る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段と変わ
らない姿で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
給食を食
べ終えた児
童が遊ぶ
姿を見守っ
ていたが、
跳び箱から
は少し離れ
たところにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
給食を食
べている児
童の援助
を行ってい
た。

職員が、跳
び箱から少
し離れたと
ころで見
守ってい
た。

傍に大人が
付いて、適
切に補助で
きるようにす
る。

10834

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 40 12 15 13 6 6 16.４

歳
1.男
児 なし 1.屋外活

動中
1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指) 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

　1～2

1.基
準以
上配
置

初めて訪れ
る、慣れな
い環境で
あった。

事故発生
時の対応
を中心とし
た研修を
主にしてい
たため、安
全管理や
事故予防
も研修内
容に組み
込んでい
く。

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 50 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
点検を定
期的に行っ
ているた
め、特にな
し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

自然物を
入れる袋を
持ち、少し
坂になって
い公園内
道路の植
え込み部
分を歩いて
いた。

自然物を
拾うことを
楽しむ時
間と歩く時
の区別をつ
ける。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
遠足という
ことで気持
ちはいつも
より高ぶっ
ている状態
であった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

　
集団の前
方を歩きな
がら、全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
全体を見
ていた。

自然が沢山あ
る環境で、周
りに興味を持っ
ていた。本児
は散策に夢中
になりながら、
前の集団に追
いつこうとする
焦りもあった。

遠足での時
間設定、活
動内容、職
員同士の連
携方法等に
ついて、子ど
もの姿を踏
まえて検討
する。

10835

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 3.昼食時・

おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 41 0 0 0 19 0 22 0 4 3 15.３

歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、配
置基準を
満たしてい
るため特に
なし。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 300

緞帳を束
ねている紐
が緩んでお
り、その紐
に足をかけ
て登ろうと
した。

緞帳をしっ
かり束ね、
壁際に留
め、登れな
いようにす
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

職員の目
が行き届い
ていなかっ
た。

職員間で
事故の情
報共有・見
守り体制の
確認を行
う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
他児の着
替えを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
他児におや
つの提供を
行ってい
た。

日頃から色々
なところに登ら
ないよう伝えて
いるが、緞帳に
登ったりぶら下
がったりすること
を止められな
かった。

危険性を理
解できるよう
繰り返し伝
える。傍につ
いて見守る
ようにする。

10836

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 19 1 1 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

4
2.基
準配
置

担任1名が
休みのた
め、担任以
外の保育
者が担当
していた。

担任の代
理を配置
する際、可
能な限り同
じ保育者
が担当し、
こどもの姿
の把握や
担任との連
携をスムー
ズにする。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48

本児の周り
に落下物
等はなく、
床も濡れて
いなかっ
た。

何もないと
ころでも転
倒する可
能性がある
というという
ことを全職
員で認識
しておく。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

参加人数
が多かっ
た。

安全が確
保できるよ
う、参加人
数を調整
する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
普段通り、
ゲームに参
加してい
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
ゲームの審
判をしてい
たが、事故
が起きた瞬
間は別の
子どもの方
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
別の保育
室で保育
をしてい
た。

危険予測
が不足して
いた。

ボールやこど
もの動きをよ
く見て、密集
していない
か、こどもが
疲れていな
いかなど事
故のリスクを
予測して、
未然に防
ぐ。

10837

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 20 11 9 5 5 15.３

歳
2.女
児

実年齢よりも
体幹が弱く、
日頃から転倒
しやすい。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左前腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12 特になし

ビッグバン
施設内の
での事故で
あり、公的
な安全点
検等が行
われている
ため、施設
全体の問
題はないと
考えられ
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

普段走り回っ
ている園庭との
接地面の違い
や、保育士が
「問題がない」
と考えていた段
差（約
20cm。ワニの
遊具の出口）
に引っかかって
転倒し、事故
に繋がったと考
えられる。

職員同士
で安全面、
危機管理
について、
再確認す
る。状況に
応じた職員
間の連携
を強化す
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

　
園外保育とい
うこともあり、普
段より気持ち
の高ぶりはあっ
た。
行きなれてい
ない場所であ
り、目に入るも
のがいろいろと
気になり注意
力が散漫に
なっていた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

　
駆けつけること
のできる距離
にはいたが、本
児は保育士の
死角になるとこ
ろにいた。
事故が起きた
場所は、大き
な段差ではな
く、問題がない
と思っていたた
め、他の場所
を優先的に見
守っていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

　
駆けつけること
のできる距離
にはいたが、本
児は保育士の
死角になるとこ
ろにいた。
事故が起きた
場所は、大き
な段差ではな
く、問題がない
と思っていたた
め、他の場所
を優先的に見
守っていた。

日頃から転
倒は多いも
のの、今ま
で大ケガに
はつながっ
ていなかっ
たため、体
幹の弱さに
対する個
別配慮の
意識が薄く
なってい
た。

人的環境を
整えるために
は、個々に
応じた支
援・配慮を
常に念頭に
置き、広い
視野と高い
意識を持っ
て、チームと
して行動す
ることを職員
全員が共通
認識する。
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死亡
0
歳
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歳

5
歳

以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10838

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 51 18 14 19 3 3 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左前歯打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具
等の安全
点検も定
期的に行っ
ているた
め、特にな
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

勢いよく
走っていた
ため、コンク
リート部分
で滑ってし
まった。

渡り廊下、
コンクリート
の部分は
滑りやすい
ことを子ども
たちに常に
知らせる。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

大好きな
鬼ごっこを
していたの
で気持ちが
高揚してい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

３，４，
５歳児で
園庭遊び
中。死角を
作らないよ
う保育者で
園庭全体
を見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他2名の職
員も同様
に役割分
担し、死角
を作らない
ように園庭
全体を見
守ってい
た。

特になし

職員が連携
して死角が
ないように見
守りを行って
いたため特
になし。

10839

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 23 13 10 4 4 18.６

歳
2.女
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
も定期的
に行い、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 52 2.不定期

に実施 　随時 1.定期的
に実施 300 特になし

●●公園
での事故で
あり、公的
な安全点
検が行わ
れているた
め、
施設全体
での問題
点はなかっ
たと考えら
れる。ま
た、公園で
遊具を使
用する際に
は保育士
が点検を
行ってい
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

年齢と発
達に即した
遊具の選
択ができて
いなかっ
た。

年齢と発
達に即した
遊具を選
択する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

散歩が楽
しみで、足
取りも軽く
機嫌もよ
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

・雲梯の到
達先に子ど
もを補助し
ながら支え
ていた。
・本児に対
しては、背
中を向けた
状況で台
の上にて待
機させてい
た。「待って
てね」と声
かけをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

4歳児担
任（2名と
も）は、ど
んぐり拾い
をしたた
め、5歳児
のいた場所
に背を向け
る状況だっ
た。

公園での
見守りが不
十分であっ
た。

重大事故に
つながる箇
所を共通認
識し、
保育士を配
置する。

10840

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

3.2歳児ク
ラス 15 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足甲の
部分骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

一度に複
数の活動
を入れた事
で、子ども
達への配
慮が足りな
かった。

次の活動
に移る時
は、手順
通りにし、
時間に余
裕を持って
進める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 　毎日 設備に不

備はなし。
設備に不
備は無し。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

玩具が散ら
ばった状態
でトイレ、
手洗いに
行かせた。

次の活動
に移る時の
安全面の
確認をす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

手洗い後、
戸外遊び
に早く行き
たい様子が
あった。　あ
わてて走っ
てしまい、
下を見ず
玩具につま
づいてしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任３名で保
育中。１名は
トイレの付き添
い、１名は洗
面台に付き添
い、１名は玩
具の傍にいて
所児と共に声
かけしながら片
付けをしてい
た。本児には
走らない様声
掛けをした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

手を洗って
玩具の所
に戻る本
児をみてい
た。転びそ
うになったの
で手を出し
たが間に合
わなかっ
た。

遊んでいた
玩具が散ら
ばった状態
で、トイレ、
手洗いに
行かせた。

子ども達の
動きに合わ
せた無理の
ない設定保
育。
安全な環境
設定。

10841

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 1 1 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

左腓骨遠
位端剝離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

4
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、定期
的に研修
実施、職
員基準配
置を満たし
ているため
特になし。

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 6 特になし

定期的に
安全点検
を実施して
いるため、
特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

寒い時期
でしっかり
身体がほぐ
れていない
と怪我をし
やすい状
況であるこ
とに留意で
きていな
かった。

外遊びの
前は体操
を行うな
ど、手首や
足首も含
めてしっかり
身体をほぐ
してから遊
び始めるよ
うにする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

ドッジボー
ルで遊んで
いた時、相
手ボールに
当たったた
め、外野に
出ようとし
たところ足
を挫いた。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

ドッジボール、
鬼ごっこ、なわ
とび、砂遊びに
遊びが分散し
ており、担任は
砂場の児童に
つきながら全
体を見守って
いたが、当該
児童が左足を
挫いた場面は
見ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

もう一人の
担任は休
憩中であっ
たため、他
に当該児
童の動きを
見ていた職
員はいな
かった。

特になし

全体を見
守っている
職員がおり、
不慮の事故
であるため、
特になし。

10842

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

4.3歳児ク
ラス 19 2 2 16.４

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員基準配
置のため、
特になし。

2.不定期
に実施 2 2.不定期

に実施 2 2.不定期
に実施 2 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は行われて
いるため、
特になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

散歩先で
遊んだ後の
帰園時の
ため、疲れ
が原因とも
考えられ
る。

疲れも考
慮し、余裕
のある散歩
計画を立
て、安全な
ペースで帰
園する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

散歩先で
はよく走っ
ていた。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

帰園時の
ため、列の
先頭で見
守りをおこ
なってい
た。対象児
から離れて
いたため、
転倒の際
援助できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

列の最後
尾で見守り
をおこなっ
ていた。対
象児から離
れていたた
め、転倒の
際、援助で
きなかった。

段差につま
ずいて転倒
した可能性
がある。

事故につな
がる可能性
がある箇所
は、
声をかけ、
注意を促
す。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10843

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 47 11 12 15 9 3 3 18.６

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯の破
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 300 特になし

転倒した場
所はゴム
チップ舗装
にしており、
クッション性
の高い地
面であっ
た。
これ以上の
改善策は
見当たらな
い。

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があった
ため、特に
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

大好きな
鬼ごっこを
友だちと楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

そばで見ていた
が、泣き声で
気付いた。当
初は外傷もな
く、主任保育
士に報告し一
緒に具合を見
てからその後す
ぐに迎えにきた
保護者に報
告。お母さんに
も一緒に見て
もらい、大丈
夫とのことでし
たが何か異変
があれば知ら
せてもらうよう
に伝える。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他2名の職
員も役割
分担しなが
ら、園庭で
遊ぶ子ども
たちを見
守ってい
た。

全体的に
見守る中
での自由
遊び中で
あったため、
対象児の
鬼ごっこだ
けを見てい
るわけでは
なく、指摘
されて引っ
張ったことに
対する勘
違いから押
してしまう
一瞬の出
来事を止
めることは
できなかっ
た。

更に園児の
動きをよく見
て
保育にあた
る

10844

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 8 3 5 2 2 13.１

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む) 歯の損傷

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
1.定
期的に
実施

28
2.基
準配
置

特になし

今後も研
修等を通
じ、一人一
人の危機
管理意識
のより一層
の向上に
努める。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　約120 1.定期的
に実施  約300 特になし

定期的に
安全点検
を実施する
ことに加
え、ヒヤリ
ハットなど
職員の気
づきを共有
し、事故防
止に取り組
む。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

・遊びのス
ペースが広
くなってしま
い、見守り
の目が行き
届きにくかっ
た。

・衝立を利
用し、活動
に合わせた
遊びのス
ペースを作
り、子どもを
しっかりと見
守るように
していく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

朝のおやつ
の時間とな
り保育士と
片付けを
行っていた
が、途中で
おもちゃを
持っている
友達のとこ
ろに移動し
た。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

当該児童
が友達のと
ころに移動
する様子は
見ていた
が、他の子
どもの片付
けの方に目
を向けた一
瞬の隙にケ
ガをしてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1歳児の子
どもたちと
一緒に片
付けを行っ
ていたた
め、片付け
に気が向い
ており、当
該児童が
ケガをした
場面を見
ていなかっ
た。

2人の職員
の目線が
同じ方向を
むいており、
全体を見
守ることが
できていな
かった。

保育士の立
ち位置を確
認し、声をか
けあい、
全体を把握
するよう意
識する。

10845

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 12 2 1 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右足首
剥離骨折
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし 1.定期的
に実施 　毎日 1.定期的

に実施 　毎日 1.定期的
に実施 　毎日

所庭が乾
燥して滑り
やすくなって
いたことや、
多少の起
伏がある為
転びやす
かった部分
もあるので
はないか。

子どもが活
動する際
に、少し水
を撒く等し
て滑りにくく
することや、
気付いた
時に起伏
を整地する
などして、
所庭の環
境改善を
図る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

鬼ごっこで
逃げる際
に、向きを
変えようと
して自分で
転倒した。

日々の遊
びの中で身
体の使い
方や、体
幹運動など
を行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

鬼ごっこ逃
げる際に、
方向転換
をしようとし
て転んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもと一緒に
鬼ごっこをしな
がら全体に目
を配っていた。
本児が転倒し
た際、は、離れ
てみていたが、
すぐに駆け寄
り、けがの状態
を確認した。ま
た降所まで、
本児に痛くな
いが確認をし、
様子を観察し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

室内で、配
慮のいる子
どもへの対
応を行って
いた。

気になるケ
ガがあった
場合、所
長・主任に
報告し、複
数で確認
するべきで
あった。

保護者対
応が必要な
ケガがあった
場合は、
所長・主任
に報告し様
子を確認す
る。

10846

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

6.5歳以
上児クラス 18 2 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

打撲による
歯茎動揺

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

基準配置
人数では
あったが、
取り合いを
しないという
ルールの内
容をもっと
細かく決め
るべきだっ
た。

ゲーム開始
時に子ども
にルールを
再確認し、
ゲーム中
ルールが守
れていない
時は、早め
に声かけを
する。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 52 1.定期的
に実施 　毎日 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
を定期的
に実施して
いるため、
特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

外野にいた
2人が競い
合うように
慌ててボー
ルを取りに
行き、本児
は勢いよく
走り、手を
つかずに転
倒し、地面
で歯を打っ
た。

子どもたち
と危ない行
動の話合
いをし、怪
我をしない
ようなルー
ルの
再確認を
行う。ボー
ルを譲り合
うルールも
追加する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

ドッジボー
ル大会に
向けて真
剣に取り組
んでいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

ドッジボー
ルを審判し
ながら、外
野で追いか
ける本児を
見守ってい
たが、。転
倒したので
駆け寄って
ケガの状態
を確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任のもう
1人は加配
児童の対
応をしてい
た。

本児はボー
ルを他児と
競い、取り
に行くことに
必死にな
り、取り合
いをしない
というルール
が守れてい
なかった。

ルールを守っ
ているかしっ
かり見て、
声かけをして
いく。

10847

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 16 2 2 17.５

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 2 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 　随時 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は定期的
に行ってい
るので、特
になし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があった
ため、特に
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

戸板のぼり
の取組みに
対して、乗
り越えること
が出来つつ
あり、意欲
的に取り組
み始めた
が、思うよ
うに跳びつ
けず悩む姿
があった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

戸板を支
えながら、
園児が戸
板の上に
来た時に
は、背中
側の服を
持つなどの
補助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

担任2人で
の取り組み
の為、他の
職員はい
なかった。

戸板のぼり
の取組みを
保育士2
名で行って
いた。保育
者の取組
みに対する
慣れがあっ
たように感
じる。補助
に徹する職
員を配置し
ていなかっ
た。

戸板のぼり
の取組みを
する際は、
必ず３～４
名の保育者
がつき、
子どもの落
下等を瞬時
に防ぐような
体制を整え
る。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10848

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 10 2 2 15.３

歳
2.女
児 特になし 2.室内活

動中
1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
を定期的
に行ってい
るため、特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

マットがある
からという
安心感が
あり、油断
した可能性
がある。

マットの点
検を確実
に行う。い
つでも怪我
が起こりう
る意識を
持ちながら
見守る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

トイレの
後、マット
の上で片
足で跳んで
いて転倒
し、腕をマッ
トにぶつけ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

本児の動
きは担任が
見ていた。
お迎えの対
応やトイレ
の援助で
マットで座っ
て待つよう
に声をかけ
ていた。怪
我発生時
は担任が
患部を触
診した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

行事準
備、子ども
を保育する
等、分かれ
て従事して
いた。

マットで座っ
て待つよう
等声をかけ
たため、
座って待っ
ていると思
い込んでい
た。

色々な危険
を想定して
見守り、
職員で声を
掛け合って
対応する。

10849

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 41 21 20 2 2 17.５

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
左足薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

1.2

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

2.不定期
に実施 6 2.不定期

に実施 6 2.不定期
に実施 12 特になし

施設、遊
具、玩具
等の点検
は行ってい
るが、今後
も点検をこ
まめに行う

3.個人
活動中・
見守りあ
り

4・5歳で
交代でホー
ルで遊んで
おり、混雑
等ははな
かった

今後も安
全面に配
慮したホー
ルの使い方
をする

1.いつも
どおりの
様子で
あった

大縄跳び
をして遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児と
一緒に遊
んでいた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

対象児と
一緒に遊
んでいた

保護者と
連携しなが
ら経過観
察はしてい
たが通院ま
でに時間が
かかった。

けがをした可
能性がある
ときの経過
観察につい
ての
徹底を行う

10850

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 34 13 10 11 3 3 16.４

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
末端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
によるも
の

1.あり
2.不
定期に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 　随時 1.定期的
に実施 12

階段、ス
ロープは走
らない、慌
てない追い
越しなどを
しないという
ルールが徹
底できてい
なかった。

階段、ス
ロープは走
らない、慌
てない追い
越しなどを
しないよう
にするな
ど、あらかじ
め指導する
ことを徹底
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

遊具で遊
ぶことに気
持ちが高
揚している
ことから、我
先に走り出
す

子どもたち
の年齢や
当日の状
況で公園
の遊具、遊
び方を選
択する。玉
出西公園
では階段、
スロープで
の危険性
等意識す
る。職員の
誘導の下
で移動を
開始する。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

本人の動
きには特に
問題はな
く、後ろから
走ってきた
他児にぶつ
かられてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

担任が先
頭にいな
かったので、
子ども達の
走るスピー
ドを管理で
きず衝突を
止めること
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

それぞれの
クラスを見
ていた（３
歳児、５
歳児）

遊具で遊
ぶことに気
持ちが高
揚している
ことから、我
先に走り出
した。

活動の場面、
場所を移動する
ときは、子どもた
ちに気を付ける
ことを伝える。
保育士が先頭
で追い越さな
い、スロープは走
らない等。走る
時は、前につく
保育士が速さを
制限しながら安
全を保てる速度
で走る。また、
職員間でも注
意点や見守り
方を共有し、連
携を図っていく。

10851

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 24 2 2 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)

右第二中
足骨基部
裂離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
も定期的
に行ってい
るため、特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

椅子の配
置や間隔
に問題が
あった可能
性がある。

走るなど動
きの大きな
活動をする
際には、
もっと広い
遊戯室など
を活用する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

椅子取り
ゲームを楽
しんでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

遊びに参
加していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

遊びに参
加していた

転倒の際
に子どもに
十分な聞
き取りをで
きていな
かった。また
降園時に
保護者へ
遊びの中で
転倒したと
いうことを
伝えてして
いなかっ
た。

転倒や危険な
場面では、傷や
痛めたところがな
いか丁寧に確認
し、
適切に対応する
ようにする。ま
た、職員間の情
報共有・遊びの
中の役割確認
を行う。

10852

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス 17 2 1 16.４

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯右
側　歯髄
壊死（歯
の神経損
傷）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

3
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 50 1.定期的

に実施 　随時 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため、
特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

カリキュラム
や使用アイ
テムは講師
のオリジナ
ルであり、
当園の保
育士が本
児の行動
を予測しづ
らかった。
外部講師
と活動内
容の連携
が取れてい
なかった。

子どもたち
が動くことを
考慮して、
椅子の間
隔を今より
広げる。密
集する状
態にならな
いように見
守り、ぶつ
かったり、転
倒するよう
な危険を
感じた場合
は声掛けを
したり、制
止したりす
る。

3.いつも
より活発
で活動
的であっ
た(理由
を記載)

パペットを
使ったカリ
キュラムが
楽しく、
飛び跳ねる
ほど気分が
高揚してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

カリキュラム
を遂行中。
パペットを
使い、子ど
も達を楽し
ませてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

当園担任
保育士が1
名、補助に
ついてい
た。

講師は日
本語が堪
能ではな
く、保育士
も英語は
堪能では
ない為、互
いの細かな
意思疎通
が困難で
あった。外
部講師で
あるため、
環境や子ど
もの特性を
詳細には
把握できて
いなかっ
た。

英会話講師へ
も子どもの姿を
伝え対策を共
有する。危険を
感じたり、
園児が興奮して
いる時は落ち着
くような言葉がけ
や、カリキュラム
の変更などの対
応を依頼する。
また、補助の保
育士も危険を
感じた時は子ど
もたちに声をか
ける。
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死亡
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歳
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上

学
童
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の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10853

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 42 18 10 14 3 2 18.６

歳
1.男
児 8.その他 1.負

傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2～3
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
を定期的
に行ってい
るため、特
になし

3.個人
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があった
ため、特に
なし

1.いつも
どおりの
様子で
あった

機嫌よく登
園し、友だ
ちと一緒に
園庭で元
気に遊んで
いた。その
後ハンカチ
がなくなった
ことに気づ
き、探して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

当該児童
がハンカチ
を探してい
るところを
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

他2名の保
育士は入
室した子ど
もの保育を
していた。

小走りで
戻ってき
た。

日常的に移
動時は歩く
よう伝えてい
く。

10854

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 64 7 10 23 24 6 6 17.５

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 6 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 6 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
を定期的
に行ってい
たため、特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

事前確認・
声掛けをし
ていたが、
最終の確
認を再度
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
木登りを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

（主担任
は不在）
副担任は
園庭に出
て全体を
見ていた。
（本人の
近くにはい
なかった）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

本児のそば
にいたが、
とっさのこと
で対応出
来なかっ
た。

とっさのこと
で対応でき
なかった。

木登りの援
助について
いる際には、
適宜、声か
けを行う。

10855

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 95 10 17 17 24 27 12 12 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足首関
節骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

12
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 6 1.定期的

に実施 6 1.定期的
に実施 6 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
を定期的
に行ってい
るため、特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

他クラス・
職員含め、
補助や見
守りを行う
中での活
動であった
ため、特に
なし。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

登り棒に対
して意欲的
に臨んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

登り棒につ
き、児童の
援助や声
かけを行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

・登り棒の
補助。
・各担任は
クラスの子
どもと一緒
に見てい
た。

当該児童
がどこまで
登ることが
できるか、
見極めきれ
なかった。

普段の様子か
ら、どこまででき
るのか見極め、
子どもの状態を
考慮した声掛け
や介助を考え、
担任が他の職
員・子どもに対し
て適宜声を掛け
ていく。

10856

令和
6年
6月
10
日

1.認可
3.保育所
型認定こど
も園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

5.4歳児ク
ラス 23 3 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

骨折 8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準は満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 3 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 52 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は定期的
に行ってい
るため、特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

子どもの目
線で行動
を予想しな
がら安全点
検をする。

園庭の安
全点検をク
ラス担任に
任せず、
違った目で
実施するシ
ステムを構
築する

1.いつも
どおりの
様子で
あった

丸太を所
定の場所
に片付けて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

近くで見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

1名の保育
士は保育
室に入った
子どもたち
の対応をし
ていた。
もう１人は
門のところ
にいる警備
員で、子ど
もに声をか
けていた。

木は大人
が片付ける
という話を
聞いておら
ず、事故が
起きてし
まった。

子どもの行
動が危険と
感じた時
は、
子どもの側
に行って伝
える。

10857

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス 25 2 2 17.５

歳
2.女
児

牛乳やスキム
ミルクを飲まな
い。ご家族と
相談してお茶
で対応。カル
シウム接種が
難しい。

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

2.不定期
に実施 　随時 2.不定期

に実施 　随時 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具に
ついても定
期的に点
検している
ため、特に
なし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当該児童
は一度に
複数の動
き（走る
止まる落と
す）をする
ことが難し
い

ハンカチ落
としの時は
走らない、
というルール
のもと行う。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

楽しそうに
走っていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

子どもたち
がハンカチ
落としをし
ている様子
を見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

子どもたち
がハンカチ
落としをし
ている様子
を見守って
いた。

気分が高
揚すると危
機意識が
低くなり、
動きを止め
られない姿
がある。

安全を考
え、
歩くという
ルールを決
め伝える。

10858

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 14 6 5 3 3 3 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右足踝の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

安全マニュ
アル、安全
計画を整
備し、且つ
職員配置
が適正であ
る。

1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし

安全チェッ
クシートを
基にして施
設設備の
点検を実
施している
ため、特に
なし。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

特になし
（マットが
めくれてい
る等の不
備なし）

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭外側
に敷いてい
るマットの
上を歩いて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児が
園庭外側
に敷いてい
るマットの
上を歩いて
いる姿を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児の見
守りを行い
ながら担当
者と対象
児の動きを
見ていた。

特になし

適正な職員
配置で教
育、
保育を実施
して見守って
いるため、特
になし。

10859

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 3 1 1 1 1 1 17.５

歳
2.女
児

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
右脛骨骨
幹部骨折

8.その
他 1.あり

1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
を定期的
に行ってい
るため、特
になし

7.その他
雨でバスの
階段が濡
れていた

雨天時の
バスでは、
乗降の度
に濡れてい
る部分を
雑巾等で
拭き、事故
を未然に
防ぐ。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

寝ており、
保育者に
抱っこされ
ていた

1.対象
児とマン
ツーマン
の状態
（対象
児に接
してい
た）

当該児童
が起きな
かったため、
抱っこして
降車した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

運転手は
運転席に
いた。

当該児童
は眠ってい
たため、受
け身を取る
ことができ
ず、保育
者とともに
転倒した。

バスの降車時は
バス停に着く前
に起こし始め、
しっかりと目が覚
めた状態で自分
でバスを降り、
横から保育者が
援助するように
する。
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10860

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 50 # # # 3 3 16.４

歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折 5.下肢

(足・足指)
第一足趾
基節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

普段の子ども
の行動から、
事故を未然に
防ぐことができ
るよう複数の
職員で丁寧に
見守る。また、
遊びの内容や
落ち着いて過
ごせるような環
境を整える。

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

桟の下部
に隙間があ
り、足が
引っかかっ
たり、ぶつ
かったりしや
すくなってい
た。

引っかかっ
たり、ぶつ
かったりしな
いよう、桟
の下部に
クッション材
を付けた。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

事故の予
測ができな
かった。

事故予防
を意識し、
保育環境
を整備す
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

足をぶつけた
直後で泣いて
いたが、泣いて
いる理由を数
人の職員が聞
き取りをしたも
のの、本児から
の返事がはっ
きりしないまま
母親のお迎え
の時間と重な
り、そのまま帰
宅することと
なった。

3.対象
児から
離れたと
ころで対
象児を
見ていた

本児と離れ
たところか
ら、全体を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

お迎えの時
間帯である
ため1名の
保育者は
保護者対
応をしてい
た。

事故の予
測ができな
かった。

子どもの行
動や環境か
ら事故を予
測し、防止
する意識を
高める。

10861

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 19 # 8 4 3 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他 5.下肢

(足・足指)

右拇指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 48 1.定期的
に実施 48 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため特
になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があった
ため特にな
し

1.いつも
どおりの
様子で
あった

普段通りに
遊んでお
り、ケガをし
た際に泣い
たり痛みを
訴えたりす
ることがな
かった。

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

該当児の
近くには他
職員がいた
ため他の遊
具付近で
遊ぶ園児
を見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

園児の近く
で様子を
見守ってい
た。

遊具で遊ん
でいる時は、
事故が起こ
りやすいた
め、職員同
士で連携し
て様子を見
守る。

10862

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス 18 3 3 15.３

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 300 1.定期的

に実施 300 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具の
安全点検
は定期的
に実施して
いるため、
特になし

1.集団
活動中・
見守りあ
り

ゆっくりと歩
き始める、
前の人から
順番に歩く
よう声をか
けるなどの
配慮が無
かった。

全体的に
ゆっくり、子
ども達の様
子を見なが
ら歩くよう
配慮する。
また、いつ
でも手の届
く範囲に保
育者を配
置し、援助
できるよう
にする。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

18名の子
ども達の先
頭におり、
前を向いた
瞬間に当
該児童が
転んだた
め、転んだ
瞬間は確
認できてい
ない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

近くにいた
が、援助は
間に合わ
ず、転んだ
後すぐに駆
け寄った。

保育者が
手の届く場
所にいな
かった。

何かあった
時にすぐに
援助できる
よう、保育
者が付く位
置を工夫す
る。

10863

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラス 12 2 2 18.６

歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準も満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 60 1.定期的
に実施 300 特になし

施設、遊
具、玩具
等の安全
点検を定
期的に行っ
ているた
め、特にな
し

1.集団
活動中・
見守りあ
り

マットは敷
いていたが
着地点に
はマットを
敷いていな
かった。

着地点に
もマットを
敷くように
する。援助
方法の見
直しをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

平均台で
の活動には
自信をもっ
て取り組ん
でおり、若
干緊張感
のない様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

対象児に
は平均台
のスタート
地点から声
かけをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

補助的な
動きをしな
がら児童の
安全を見
守っていた
が、本児が
ゴール地点
に到着した
ため、次の
子の補助
につこうとし
ていた。

「いつもでき
るから大丈
夫」という
思い込みが
あった。

落ち着いて
着地するよ
う声をかけ
る。
着地するま
で個々に応
じた補助を
心がける。

10864

令和
6年
6月
10
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 30 # # 3 2 17.５

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あり
1.定
期的に
実施

6
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、職
員配置基
準を満たし
ているた
め、特にな
し

1.定期的
に実施 12 1.定期的

に実施 12 1.定期的
に実施 12

●●●●
の周囲には
芝マットが
敷かれてい
る。

ケガ防止の
ために敷い
ている芝
マットの砂
を取り除
き、クッショ
ン性が損な
われないよ
うに定期的
にチェックを
する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

滑る際に、
友だちと右
手をつない
でいたため
左手に体
重がかかっ
た。

再度、滑り台
を滑る際は、
友だちと手をつ
ないで滑らない
ことや、飛び乗
るように滑って
過度にスピード
を出さないよう
に注意点を児
童に伝えた。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

園庭遊び
中、●●
●●の滑り
台を滑って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

●●●●
全体を保
育者が見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

うんていや
他の遊具
の補助につ
いていた
（全体が
見渡せる
場所にい
た）。

危険な滑り
方をしてい
たが、保育
者が注意
できていな
かった。

危険な遊び
方をしていな
いかを観察
し、事故が
予防できる
ように適宜
声掛けをす
る。

10865

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 22 0 5 5 3 4 5 0 5 2 18.６

歳
1.男
児 なし

7.登園・降
園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左手関節
橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
2.不
定期に
実施

2～3
2.基
準配
置

怪我の対
応が不十
分であった

事故対応
マニュアルを
再度確認
し職員が
共通理解
できるよう
にしていく

1.定期的
に実施 1 1.定期的

に実施 1 1.定期的
に実施 　毎日

定期的に
遊具・玩具
等の点検
は行ってい
るが、予期
せぬ行動を
することが
ある。

引き続き
安全点検
を行うととも
に、園児に
も危険予
測をして行
動できるよ
う話してい
く。

7.その他

本児が一
人で外で
待ってい
て、周りに
見守る人
がいなかっ
た

保護者に、登
降園時に園児
から目を離さな
いように掲示や
園だよりで伝え
る。上の兄弟
から保育室に
預け、乳児の
支度は子ども
を預けた後に
行うようにする
よう声掛けをし
ていく。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

いつも通り
であった

4.対象
児の動
きを見て
いなかっ
た

幼児組の
保育室に
受け入れ
前だったた
め

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

幼児組の
保育室に
受け入れ
前だったた
め

受け入れ
前でも園
児が、一人
でいると危
険であるこ
との認識が
不足してい
た。

保護者に、
園児から目
を離さないよ
うに声掛け
をしたり、保
育士の目の
届く安全な
場所で待て
るよう配慮を
していく。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

実施頻度
【回/年】

理由 具体的に
何をしてい
たか

具体的に
何をしてい
たか

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの状況 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教諭・

幼稚園教諭・保
育士・放課後児
童支援員等

負傷 診断名 マニュ
アルの
有無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分析、
特記事項

改善策その他要
因・分析、
特記事項

改善策 教育・保
育・育成
支援の
状況

その他要
因・分析、
特記事項

改善策 対象児の動き

10866

令和
6年
6月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

2.1歳児ク
ラス 6 2 2 14.２

歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・手
指）

左上腕骨
内顆骨
折、右上
肢痛、左
上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あり
1.定
期的に
実施

その都度実
施

1.基
準以
上配
置

園児の人
数が少な
かったため、
職員の気
の緩みが
あった。

園児の様
子に気を
付け、お互
いに児の様
子を声に
出しながら
伝える。

1.定期的
に実施 48 1.定期的

に実施 2 1.定期的
に実施 48

少人数の
ため、園庭
が広く大人
も走りやす
くなってい
た。

子どもの様
子を見なが
ら大人が走
る場所を
限定するよ
うにする。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

当日の出
席人数が
少なく、園
庭で遊ぶに
は広すぎ
た。

人数に応じて
遊ぶ場所を移
動するなど、お
互いに子の動
きが把握でき
るような環境を
臨機応変に準
備する。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

保育士と
追いかけっ
こをしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

初めは、他
児もいた
が、事故当
時は、対
象児と保
育士のみで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかった

児数人の
砂場遊び
に関わって
いた。

追いかけっ
こが対象児
のみだった
ため、走り
ながら全体
も見てい
た。

職員が2人
のため、互い
の動きを意
識し、声を
掛け合いな
がら死角の
ないようにす
る。
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令和
6年
９月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園庭・
校庭等）

7.異年齢
構成 72 　 　 9 20 19 20 　 8 8 15.３

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・手
指）

右第5指
骨折・第1
関節上ほ
ぼ離脱

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるもの

1.あり 3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

自立しない
遊具であ
り、ハンドル
グリップの劣
化には以
前より気付
いていた
が、遊具と
して活用し
ていた。本
児が遊具
を使用する
際、見守
れる距離に
保育士は
いたが、手
の届く範囲
にはいな
かった。

自立しない
遊具を使
用する際の
見守り方の
見直し、遊
具の安全
管理につい
て再確認
する必要
性がある。

3.未実施 実施頻度(
)回/年 3.未実施 実施頻度(

)回/年 3.未実施 実施頻度(
)回/年

日々、園庭
にて本児以
外の園児も
使用してい
るため、グリッ
プの劣化に
気付いてい
た職員もい
たが、事故
が発生する
まで遊具とし
て活用して
いた。また、
園庭は全園
児が遊ぶた
め、転倒など
の際、他クラ
ス園児が巻
き込まれる
可能性があ
る。

遊具点検の
徹底と危機
管理予測を
し、職員間
で共有す
る。園児が
遊具を使用
する際、職
員間の声か
けや園児へ
のフォロー意
識を高める。
対象年齢も
考慮しつつ、
園児の動き
や様子を見
て遊具の使
用を判断す
る。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

危険な遊
びをしてい
たわけでは
なく、特に
考えられる
要因はなし

自立しない
遊具の使
用時に付
き添ってい
なかった

1.いつも
どおりの
様子で
あった

　
登園時から
普段と変わ
りなく過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

　
園庭での
遊び方、状
況は普段と
変わりな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

　
普段と変わ
りない遊び
であったた
め、他の職
員は関わっ
ていない。

自立しない
遊具、ハン
ドルグリップ
の劣化が
あったことに
気付いてい
ながらも、
普段から使
用していた
ため、当日
も使用を
許可してい
た。

遊具の安全
点検の徹底
と危機管理
予測や意識
を再認識す
る。
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令和
6年
９月
10
日

1.認可 6.認可保
育所 11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・公
園等)

7.異年齢
構成 18 18 2 2 18.６

歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸部・
腹部・臀
部）

右鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられた
もの

1.あり
2.不
定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

子どもに対
する保育
配置人数
は問題が
なかった
が、配慮面
が欠けてい
た。

子どもが転
倒した時の
対応につい
て、必ず看
護師、園
長へ報告
をし共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２×４)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２×４)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２×４)
回/年

日頃から施
設、遊具、
玩具の安
全点検をし
ている。

今までどお
り園外に出
る時にはマ
ニュアルを
参考にし、
遊ばせる前
に環境を
点検する。

1.集団
活動中・
見守りあ
り

見通しが
良い環境
であり、子
ども達の遊
びの把握を
していた
が、未然に
事故を防ぐ
配慮ができ
ていなかっ
た。

日頃から力
の強い子ど
もの動きを
観察をしな
がら、怪我
のない遊び
をさせてい
く。子どもに
も危険と安
全の話をす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

加害児童
が被害児
童に背中
あたりを強く
押したため
に起きた事
故である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見ていた

全体を見
ながら他児
の傍にい
て、被害児
童が倒れた
後での発
見となる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

保育補助
も見てはい
たが、止め
ることはでき
なかった。

鬼ごっこは
広い範囲
で行う遊び
であったこ
と。

広い範囲で
遊ぶ鬼ごっこ
などの場合
には傍に必
ず保育者が
監視してい
なければい
けない。
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